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2
0
2
5
年
度
も
8
〜
10
月
に
当
財
団
研

究
員
が
海
外
視
察
を
実
施
し
た
。
3
年
目
と

な
る
今
年
度
の
視
察
先
は
ア
メ
リ
カ
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西
海

岸
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ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
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山
岳
リ
ゾ
ー
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タ
イ
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ン
コ
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ケ
ッ
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ス

ペ
イ
ン
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ル
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4
方
面
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
観
光
地
に
赴
き
多
面
的
に
視
察
し
た

事
項
を
共
有
し
つ
つ
、
観
光
が
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
を
持
っ
て
展
開
し
て
い
く
方
向
に
つ
い
て

考
察
す
る
。

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2

初 校



Tourism is an inherent and constitutive part of the current urban phenomenon. Tourist practices 
structure urban life in cities worldwide through infrastructure, imagery, activities , and the bodies 
they inhabit, generating friction, tension, and burdens for the permanent resident population. In 
turn, tourism becomes a reality through the construction and transformation of the city, its 
production and consumption patterns, often intensifying dynamics of socioeconomic inequality 
and fragmentation. Contemporary cities must therefore embrace tourism as a collective issue and 
as a vector in the construction  of metropolitan space which needs to be regulated and governed 
like any other urban phenomenon.

One of the most substantial changes in the city of Barcelona in recent years is the fact that the 
debate surrounding tourism has become a public concern. The progressive increase in visitors, 
until reaching 15.5 million in 2024 and the evidence of its effects has given rise to a visible and 
pluralistic debate that has multiplied the voices, themes, and even objects of dispute within the 
framework we call tourism. Thus, it has become evident that tourism can no longer be addressed 
exclusively in a sectoral way, limited to the frameworks of academic expertise, market techniques 
or the interests of economic agents linked to tourism. On the contrary, the discussion on sectoral 
policies must be integrated into a broader agenda, taking into account the opportunities and chal-
lenges for the city and the surrounding region. Thus, addressing tourism as an activity inherent 
to the social and economic dynamics of the metropolitan area involves considering not only tour-
ism's shared responsibility in the configuration  of the metropolis, but also̶and here is found the 
key aspect̶the mechanisms of metropolitan space production that have facilitated the develop-
ment of tourism activities.

In this context, Barcelona was one of the first European cities to recognize the need to regulate 
tourism in order to address its negative effects through urban policies. Above all, the approval in 
2017 of the Special Urban Plan for Tourist Accommodation (PEUAT) was undoubtedly the most 
significant regulatory action. This urban planning instrument limited the city's accommodation 
supply by prohibiting the construction of new hotels in the city center while simultaneously freez-
ing the number of short-term rentals permits in the city. A plan that has been approved only after 
a public debate beyond the sector, including other voices such as residents associations, housing 
right activists or environmental conservationists but also after a long data-driven discussion on 
the impacts of the accommodation and the short term rentals over the housing market, urban 
mobility or the loss of traditional business. 

However, despite its technical and legal soundness and the widespread political consensus that 
continues to support it, there is a lot yet to be done. PEUAT alone has turned out clearly insuffi-
cient to curb the overtourism of Barcelona. The attempts of regulating visitor flows in crowded 
spaces, tackling sustainable mobility policies for tourism uses or improving enforcement policies 
to penalize illegal accommodation have proven key to mitigating certain impacts. And yet, as a 
global phenomenon, we need to scale up the agenda at the national and European level: urges to 
stop airport expansions, to tax carbon emissions from tourism, to regulate extractive digital plat-
forms, to protect labor rights coming from tourism among others. Managing the tourist city 
requires a manifold of technical instruments but, above all, a political awareness of what it is at 
stake, this is, the future of livable and lively cities for the many.

巻頭言

Managing the tourist city. Insights from Barcelona

Prefatory Note

Albert Arias Sans
Lecturer in the Department of Geography at the Universitat de Barcelona. 

PhD in Geography from Rovira i Virgili University. 
He contributes to academic research and education on urban tourism and mobilities. 

He has also worked as a project manager and consultant in the fields of urban public policy, tourism, 
and mobility for different companies and institutions. 

He worked for the Barcelona City Council between 2015 and 2018, 
where he led the Strategic Tourism Plan 2020 and supervised its implementation.
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　今日、観光は都市現象に内在し、そして都市を構成す

る要素の一つでもある。観光客の行動は、インフラストラ

クチャーやイメージ、様々な経済活動を通じて、あるいは

時に彼らの行動そのものによって世界中で都会的な生活

を形成することに貢献しているが、同時に、住民への摩擦、

緊張、負担も生み出している。つまり観光は、都市の構築と

変容、その生産と消費パターンを通じて実質化するととも

に、しばしば社会経済的不平等と分断の動きを強めてしま

う。したがって現代の都市は、他の都市現象と同様に、観

光を規制し、統治すべきコレクティブな問題としてとらえ、

同時に、どのような都市空間を構築するかを規定する要

因としても位置付ける必要がある。

　バルセロナにおける近年の最も大きな変化の一つは、

観光をめぐる議論が広く一般市民の関心事となったこと

だ。実訪問者数が2024年には1,550万人に達し、それが

様々な影響を及ぼしたことで、我々が「観光」と呼ぶ枠組

みに、賛否の声、多様なテーマ、そして対立の争点が生ま

れ、そのあり方をめぐって目に見える形で多元的な議論

が巻き起こった。

　もはや観光という特定分野に限定された専門的知見、

マーケティング手法、業界の利益といった議論は意味を

なさない。観光は、都市とその周辺を含めた地域全体にと

っての機会や課題を考慮した、より広範なアジェンダに統

合されねばならない。つまり、観光を大都市圏の社会経済

的な力学に内在するものとしてとらえるためには、観光が

都市の構造に一定の責任を有しているということだけで

なく、むしろ都市空間の生産メカニズムそのものが観光

活動の発展を可能にしてきたということを考慮すべきで

あり、それこそが議論の核心である。

　この文脈において、バルセロナは都市政策を通じて観

光の負の影響に対処するために観光そのものを規制す

アルバート・アリアス・サンス
バルセロナ大学地理学部講師。

ロビラ・イ・ビルジリ大学にて地理学の博士号を取得。都市観光とモビリティに関する学術研究および教育に携わる。
また、都市公共政策、観光、モビリティ分野において、様々な企業や機関向けにプロジェクトマネージャーおよびコンサルタントとしても活動。

2015年から2018年まではバルセロナ市に在籍し、「観光戦略計画2020」の策定・実施を主導。

バルセロナから考える
観光都市のマネジメント

る必要があると認識した欧州初の都市の一つである。とり

わけ、2017年に承認された「観光用宿泊施設特別都市

計画（PEUAT）」は、最も重要な規制措置であった。

　PEUATは、市の中心部における宿泊施設の新設を禁

止すると同時に、民泊の許可を凍結することで、都市にお

ける宿泊の供給量を制限することを可能にした。そしてこ

の計画は、観光業界の枠組みを超えた多様な参加者によ

る公開討論を経て承認された。そのため住民グループ、

居住の権利や環境保護に関する活動家などの意見が反

映されたものとなっている。民泊を含めた宿泊施設の供

給動向が住宅市場や都市のモビリティ、従来型の商工業

の衰退に与える影響に関する長期的なモニタリングのデ

ータ分析を踏まえたものでもある。

　PEUATは、技術的にも法的にも妥当なものであり、広

範な政治的合意に基づいて継続的に支持されているにも

かかわらず、解決されるべき課題も多い。例えば、PEUAT

単体では、バルセロナのオーバーツーリズムを完全に抑

制するには不十分であることも分かっている。特に混雑が

顕著なエリアでの訪問者数の規制、観光利用のための持

続可能なモビリティ政策、違法民泊への罰則強化といっ

た取り組みはオーバーツーリズム対策には欠かせない。

　さらに、観光がグローバルな現象であることを踏まえれ

ば、国や欧州全体のレベルで対策を拡大する必要もある。

具体的には、空港拡張の中止、観光に伴う二酸化炭素排

出への課税、搾取的なデジタルプラットフォームの規制、

観光業における労働者の権利保護などは急務だろう。

　観光都市をマネジメントするには、もちろん技術的なツ

ールも重要だ。しかし、何よりも大切なのは、多くの住民に

とって住みやすく活気ある都市の未来を実現するという、

本質的な課題に対する政治的認識ではないだろうか。

巻頭言
Prefatory Note

（日本語訳：石黒 侑介（北海道大学 大学院国際広報メディア・観光学院／メディア･コミュニケーション研究院 准教授／バルセロナ大学ホテル・観光学院 連携客員教授））
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い
て
の
合
意
形
成
と
意
思
決
定
を
行
う
場
と

し
て
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　ま
た
、
協
議
会
を
通
じ
て
政
策
の
P
D
C
A

サ
イ
ク
ル
を
可
視
化
・
共
有
し
、
地
域
全
体

で
戦
略
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
体
制
を
整
え
る
。

こ
う
し
た
仕
組
み
に
よ
り
、
地
域
内
ガ
バ
ナ

ン
ス
を
強
化
し
、
観
光
地
経
営
に
対
す
る
信

頼
性
を
高
め
、
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
る
。
さ
ら
に
、
年
次
報
告
や
公
開
K
P

I
管
理
（
訪
問
者
数
、
消
費
額
、
満
足
度
、

環
境
負
荷
）
を
通
じ
て
、
行
政
・
事
業
者
・

住
民
が
共
通
の
指
標
を
共
有
し
、
意
思
決
定

過
程
の
透
明
性
を
担
保
す
る
。

　観
光
関
連
の
指
標
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

デ
ー
タ
を
一
元
的
に
集
約
・
分
析
す
る
D
M

P
を
構
築
す
る
。
こ
の
D
M
P
は
、
来
訪
者

数
や
宿
泊
者
数
と
い
っ
た
従
来
の
観
光
統
計

指
標
に
加
え
、
人
流
動
態
や
決
済
デ
ー
タ
な

ど
か
ら
得
ら
れ
る
来
訪
者
属
性
、
主
要
ス

ポ
ッ
ト
の
混
雑
状
況
、
お
よ
び
詳
細
な
消
費

動
向
と
い
っ
た
デ
ー
タ
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

収
集
・
統
合
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ら

の
多
角
的
な
情
報
を
可
視
化
す
る
ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
を
導
入
し
、
施
策
の
実
行
と
効
果
検

証
を
継
続
的
に
行
う
た
め
の
基
盤
を
確
立
す

る
。
こ
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
意
思
決
定
を

通
じ
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
や
受
入
環

境
整
備
の
継
続
的
な
改
善
を
図
り
、
真
の

「
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
な
観
光
地
経
営
」
を
実

現
す
る
。

　さ
ら
に
、
地
域
内
の
宿
泊
施
設
か
ら
宿
泊

者
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
エ
リ
ア
P
M
S
（
地

域
版
宿
泊
者
管
理
シ
ス
テ
ム
）
と
し
て
統
合

管
理
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
地
域
全
体
の
予
約
状
況
、
客
室
稼
働
率
、

平
均
客
室
単
価
（
A
D
R
）
と
い
っ
た
指
標

を
一
元
的
に
把
握
し
、
将
来
的
な
需
要
動
向

を
予
測
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
高

度
な
デ
ー
タ
は
、
地
域
全
体
と
し
て
の
繁
閑

差
へ
の
効
率
的
な
対
応
、
需
給
調
整
、
価
格

戦
略
の
最
適
化
、
そ
し
て
事
業
者
間
の
連
携

強
化
を
促
し
、
地
域
一
丸
と
な
っ
た
高
度
な

観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
可
能
に
す
る
。

　大
学
や
教
育
機
関
と
産
業
界
、
行
政
・

D
M
O
が
連
携
し
、
U
N
L
V
型
を
理
想
と

す
る
観
光
人
材
育
成
拠
点
を
形
成
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
行
政
と
D
M
O
が

一
体
と
な
り
、
地
域
の
観
光
地
戦
略
の
方
向

性
と
デ
ー
タ
に
基
づ
く
意
思
決
定
の
基
盤
を

提
示
し
、
そ
の
戦
略
を
実
務
に
落
と
し
込
む

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
整
備
す
る
必
要
が
あ

る
。
実
務
学
習
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
を
通

じ
て
学
生
や
若
手
人
材
が
現
場
で
の
課
題
に

触
れ
、
地
域
の
観
光
事
業
者
や
D
M
O
と
協

働
し
て
実
践
的
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
ら

れ
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。
ま
た
、
奨
学

金
制
度
や
地
域
内
企
業
と
の
共
同
研
究
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
、
専
門
人
材
が
地
域

に
定
着
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
も

不
可
欠
で
あ
る
。

　育
成
す
べ
き
人
材
は
、
地
域
の
観
光
地
戦

略
の
設
計
・
評
価
を
担
い
得
る
リ
ー
ダ
ー
人

材
か
ら
、
現
場
で
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
行

し
、
観
光
体
験
の
質
を
向
上
さ
せ
る
実
務
・

運
営
人
材
ま
で
幅
広
く
、
多
層
的
で
あ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。
戦
略
立
案
と
現
場
実
装
が

循
環
的
に
結
び
つ
く
こ
と
で
、
地
域
全
体
の

観
光
地
経
営
能
力
が
底
上
げ
さ
れ
、
持
続
的

な
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
蓄
積
に
つ
な

が
る
。

　こ
の
よ
う
な
「
教
育 

↓ 

実
務 

↓ 

雇
用 

↓ 

キ
ャ
リ
ア
形
成 

↓ 

再
投
資
」
と
い
う
地

域
内
人
材
の
循
環
が
成
立
す
る
こ
と
で
、
観

光
産
業
全
体
の
競
争
力
が
強
化
さ
れ
、
地
域

が
自
走
的
に
発
展
す
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
つ
な
が
る
。

　こ
れ
ら
の
「
財
源
・
デ
ー
タ
・
人
材
・
組

織
（
協
議
会
）」
が
有
機
的
に
連
動
す
る
構
造

的
観
光
地
経
営
へ
の
転
換
が
、
日
本
の
観
光

比
率
は
4
割
に
も
の
ぼ
り
、
極
め
て
強
い
地

域
内
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
ラ
ス
ベ

ガ
ス
内
に
は
根
付
い
て
い
る
。

　ナ
パ
バ
レ
ー
と
ラ
ス
ベ
ガ
ス
は
、
規
模
も

地
域
性
も
異
な
る
が
、
持
続
可
能
な
観
光
地

経
営
モ
デ
ル
と
し
て
次
の
四
つ
の
要
素
を
共

有
し
て
い
る
（
図
3
）。

　宿
泊
税
や
課
徴
金
が
戦
略
的
投
資
と
し
て

目
的
別
に
特
化
さ
れ
、
投
資
に
対
す
る
効
果

測
定
に
基
づ
く
再
投
資
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
安
定
的
な
観
光
財
源
と
持
続

的
な
価
値
向
上
ス
パ
イ
ラ
ル
が
確
立
さ
れ
て

い
る
。

　D
M
O
や
大
学
、
産
業
界
が
連
携
し
た
人

材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、
体
験
設
計
、
M
I
C
E
運
営
、

ゲ
ー
ミ
ン
グ
な
ど
の
専
門
性
を
地
域
に
内
在

化
し
て
い
る
。

 

　来
訪
者
属
性
や
経
済
波
及
効
果
、
デ
ジ
タ

ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
K
P
I
を
継
続
的
に

把
握
し
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
意

思
決
定
と
透
明
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
維
持

し
て
い
る
。

　D
M
O
や
観
光
局
が
戦
略
判
断
と
地
域
連

携
を
主
導
し
、
理
事
会
・
監
査
・
外
部
評
価

を
通
じ
て
信
頼
獲
得
と
説
明
責
任
を
両
立
さ

せ
て
い
る
。
公
共
投
資
と
民
間
投
資
の
相
乗

効
果
も
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

　北
米
の
事
例
か
ら
学
べ
る
最
大
の
教
訓

は
、「
観
光
財
源
を
観
光
地
経
営
の
戦
略
投

資
に
位
置
づ
け
る
こ
と
」
で
あ
る
。
日
本
の

観
光
地
経
営
を
成
熟
さ
せ
る
た
め
、
以
下
の

施
策
が
重
要
で
あ
る
。

　宿
泊
税
を
「
地
域
の
価
値
を
高
め
る
戦
略

資
本
」
と
し
て
運
用
し
、
そ
の
一
定
割
合
を

人
材
登
用
・
育
成
、
デ
ー
タ
基
盤
構
築
と
運

用
、
協
議
会
運
営
に
重
点
配
分
す
る
仕
組
み

を
構
築
す
る
。
特
に
協
議
会
運
営
は
、
地
域

内
の
多
様
な
主
体
（
行
政
、
観
光
事
業
者
、

住
民
代
表
、
教
育
・
金
融
機
関
な
ど
）
が
参

画
し
、
観
光
財
源
の
使
途
や
優
先
施
策
に
つ

る
宿
泊
税
収
（
約
3
6
0
億
円
）
を
基
盤
に
、

M
I
C
E
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
イ
ン
フ
ラ
へ

戦
略
的
に
配
分
さ
れ
て
い
る
。
L
V
C
V
A

は
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
の
利
用
料
を
競
合

都
市
よ
り
約
30
％
低
く
設
定
し
、
価
格
競
争

力
を
高
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
M
I
C
E

誘
致
を
加
速
さ
せ
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設

の
稼
働
率
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
ラ
ス
ベ

ガ
ス
市
内
全
体
の
宿
泊
施
設
の
稼
働
率
を
平

均
20
％
以
上
引
き
上
げ
て
い
る
。

　こ
の
戦
略
的
な
宿
泊
税
の
活
用
が
、「
宿

泊
税
運
用
↓
需
要
創
出
↓
高
稼
働
↓
税
収
増

↓
再
投
資
」
と
い
う
持
続
的
サ
イ
ク
ル
を
生

み
出
し
て
い
る
（
図
1
）。
M
I
C
E
参
加

者
は
一
般
観
光
客
よ
り
消
費
単
価
が
1
・
5

倍
高
く
、
平
均
滞
在
日
数
も
4
・
2
日
に
及

び
、平
日
需
要
の
安
定
化
に
貢
献
し
て
い
る
。

  

　ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
成
功
の
核
心
は
、「
常
に

新
し
い
刺
激
×
安
全
安
心
」の
両
立
に
あ
る
。

公
的
部
門
（
L
V
C
V
A
）
は
、
価
格
競
争

力
の
あ
る
施
設
運
営
や
交
通
イ
ン
フ
ラ
開
発

と
整
備
（
ベ
ガ
ス
ル
ー
プ
等
）
を
担
い
、
民

間
企
業
（
M
G
M
リ
ゾ
ー
ツ
、
シ
ー
ザ
ー
ズ
・

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
な
ど
※
）
は
、
カ

ジ
ノ
・
リ
ゾ
ー
ト
開
発
や
大
型
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
（
F
1
、
N
F
L
、
シ
ル
ク
・

ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
等
）
へ
の
投
資
を
行
う
。

官
民
の
健
全
な
競
争
と
役
割
分
担
が
相
乗
効

果
を
生
み
、
都
市
全
体
の
活
気
を
維
持
し
て

い
る
。

　ま
た
、
や
や
も
す
る
と
、
カ
ジ
ノ
の
町
ラ

ス
ベ
ガ
ス
と
聞
く
と
そ
の
治
安
を
心
配
す
る

声
も
聞
こ
え
て
く
る
が
、
2
0
1
7
年
に
発

生
し
た
銃
乱
射
事
件
以
後
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の

あ
る
ク
ラ
ー
ク
郡
や
ネ
バ
ダ
州
は
、
主
要
観

光
地
で
の
防
犯
対
策
を
抜
本
的
に
見
直
し
、

カ
メ
ラ
を
増
や
す
な
ど
監
視
体
制
の
強
化
、

警
備
員
・
警
察
官
の
増
員
と
配
置
、
ホ
テ
ル

や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
で
の
危
機
管
理
訓

練
の
徹
底
が
行
わ
れ
て
い
る
。
民
間
で
も
ホ

テ
ル
内
の
厳
重
な
警
備
、
不
審
者
・
ホ
ー
ム

レ
ス
へ
の
対
応
を
行
い
、
労
働
者
か
ら
高
所

得
者
、
そ
し
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
へ
と
時
代
に

沿
っ
て
顧
客
対
象
を
変
更
・
移
行
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の
人
々
が
24
時
間
楽

し
く
活
動
で
き
る
街
に
す
る
た
め
、
サ
ー
ビ

ス
や
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
種
類
に
合
わ
せ
て

安
全
対
策
を
更
新
・
強
化
し
て
き
た
経
緯
が

あ
る
。

※
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
主
要
な
宿
泊
施
設
の
大
部

分
は
、
2
大
地
元
資
本
で
あ
る
M
G
M
リ

ゾ
ー
ツ
と
シ
ー
ザ
ー
ズ
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
ラ
ス

ベ
ガ
ス
内
は
、
常
に
こ
の
2
大
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
熾
烈
な
競
争
環
境
下
に
あ
る
。

　ネ
バ
ダ
大
学
ラ
ス
ベ
ガ
ス
校
（
U
N
L
V
）

の
ハ
ラ
ー
・
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
が
、
地
域

の
人
材
供
給
の
中
心
を
担

う
。
大
学
・
産
業
界
・
行
政

（
L
V
C
V
A
）
が
連
携
し
、

学
生
は
年
間
6
0
0
名
以
上

が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通

じ
て
実
務
を
経
験
し
、
卒
業

後
に
観
光
産
業
に
就
職
す

る
。
教
育
↓
実
務
↓
就
業
↓

管
理
職
↓
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

へ
と
つ
な
が
る
循
環
が
、
産

業
全
体
の
競
争
力
を
支
え
て

い
る
（
図
2
）。
そ
の
結
果
、

U
N
L
V
の
卒
業
生
の
現
地

就
職
率
は
65
％
、
宿
泊
施
設

等
の
U
N
L
V
卒
の
管
理
職

ド
ウ
栽
培
に
適
し
た
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

 

　ナ
パ
バ
レ
ー
で
は
、
年
間
予
算
約
14
億
円

（
9
2
0
万
ド
ル
）
を
有
す
るV

isit N
apa 

V
alley

が
中
核
と
な
り
、
宿
泊
税
（
T
O
T
：

13
％
）
と
観
光
振
興
地
区
課
徴
金
（
T
I
D
：

2
％
）
の
二
層
構
造
で
観
光
財
源
を
運
用
し

て
い
る
。

　T
O
T
（T

ransient O
ccupancy T

ax

／
短
期
滞
在
宿
泊
税
）
は
、
税
率
13
％
で
課

さ
れ
、
税
収
が
乏
し
い
ナ
パ
地
域
に
お
い
て

は
、
市
の
一
般
財
源
に
組
み
込
ま
れ
て
き
た

背
景
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
使
途
は
公
共
安

全
、
図
書
館
、
公
園
整
備
、
道
路
改
修
な
ど

の
住
民
サ
ー
ビ
ス
全
般
に
及
び
、
一
般
基
金

の
30
％
以
上
を
占
め
る
重
要
な
財
源
と
な
っ

て
い
る
。

　一
方
、
T
I
D（T

ourism
 Im

provem
ent 

D
istrict

／ 

観
光
振
興
地
区
課
徴
金
）は
、
宿

泊
税
と
は
別
に
、
宿
泊
料
金
に
2
％
を
上
乗

せ
し
て
課
徴
さ
れ
る
観
光
専
用
の
自
主
財
源

で
あ
る
。
宿
泊
業
界
の
自
己
拠
出
に
よ
っ
て

成
立
し
、
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（
特
に
昨

今
は
若
年
層
へ
の
訴
求
）、
イ
ベ
ン
ト
支
援
、

滞
在
延
長
や
リ
ピ
ー
ト
促
進
な
ど
、
観
光
振

興
に
特
化
し
た
用
途
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。

自
己
拠
出
で
あ
り
な
が
ら
、
宿
泊
税
徴
収
施

設
中
の
90
％
を
超
え
る
施
設
が
拠
出
す
る
な

ど
、
こ
の
T
I
D
の
仕
組
み
は
、
宿
泊
施
設

と
D
M
O
（V

isit N
ap
a V

alley

）
と
の

間
に
強
固
な
信
頼
関
係
が
あ
る
か
ら
こ
そ
成

立
し
て
い
る
。
宿
泊
業
界
は
、
自
ら
の
拠
出

金
が
確
実
に
観
光
需
要
の
創
出
に
還
元
さ
れ

る
と
理
解
し
て
お
り
、
D
M
O
は
透
明
な
運

用
と
実
際
の
成
果
に
よ
っ
て
説
明
責
任
を
果

た
し
て
い
る
。

　ナ
パ
バ
レ
ー
で
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
中
心
の

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
層
（
約
60
％
）
と
、
初
訪

問
者
や
若
年
層
の
ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
層

（
約
40
％
）
に
明
確
な
市
場
セ
グ
メ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。
従
来
主
要
タ
ー

ゲ
ッ
ト
で
は
な
か
っ
た
若
年
層
へ
の
訴
求
を

昨
今
強
化
し
、S
N
S
・
ウ
ェ
ブ
解
析
・
C
R
M

（C
ustom

er R
elationship M

anagem
ent

／
顧
客
関
係
管
理
）
デ
ー
タ
を
統
合
し
た

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
た
結
果
、
来
訪
者

の
平
均
年
齢
を
47
歳
か
ら
40
歳
に
引
き
下
げ

る
な
ど
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

　ま
た
、
地
域
内
の
人
材
育
成
エ
コ
シ
ス
テ

ム
も
重
要
な
柱
で
あ
る
。
ナ
パ
バ
レ
ー
が
世

界
有
数
の
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
と
し
て
の
ス
テ
イ

タ
ス
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
様
々
な

人
材
の
供
給
が
不
可
欠
で
あ
る
か
ら
だ
。

N
ap
a V

alley V
in
tn
ers L

ead
ersh

ip
 

P
ro
gram

（
未
来
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
）
や

N
ap
a V

alley C
o
llege

（
ブ
ド
ウ
栽
培
・

醸
造
技
術
習
得
）、N

ap
a V

alley W
in
e 

A
cad

em
y

（
国
際
的
な
ワ
イ
ン
教
育
に
よ
る

知
見
向
上
）
な
ど
の
教
育
機
関
が
、
D
M
O

や
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
密
接
に
連
携
し
、「
教
育

↓
雇
用
↓
再
投
資
」
の
好
循
環
を
形
成
し
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
専
門
人
材
が
地
域
に

定
着
し
、観
光
地
経
営
の
質
を
高
め
て
い
る
。

　ネ
バ
ダ
州
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
は
、Las V

egas 

C
on
ven

tion
 an

d
 V
isitors A

u
th
ority

（
L
V
C
V
A
）
が
世
界
最
大
級
の
観
光
局

と
し
て
機
能
し
、
宿
泊
税
（
13
・
38
％
）
を

基
盤
に
年
間
約
4
6
0
億
円
の
予
算
を
運
用

す
る
「
エ
ン
タ
メ
・
イ
ベ
ン
ト
型
」
の
都
市

経
営
を
展
開
し
て
い
る
。

　ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
財
源
は
、
主
要
財
源
で
あ

　日
本
の
観
光
地
経
営
は
、
と
り
わ
け
コ
ロ

ナ
禍
後
、
宿
泊
税
な
ど
の
新
た
な
観
光
財
源

の
導
入
が
進
ん
で
い
る
一
方
で
、
そ
の
財
源

の「
使
途
の
高
度
化
」と「
説
明
責
任
の
確
立
」

が
十
分
で
は
な
い
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い

る
。
そ
れ
ら
財
源
は
観
光
振
興
や
受
入
環
境

整
備
、
資
源
保
全
な
ど
に
幅
広
く
使
わ
れ
て

い
る
が
、
政
策
効
果
を
定
量
的
に
検
証
し
、

再
投
資
へ
と
つ
な
げ
る
仕
組
み
の
確
立
に
は

い
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
。

　公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で
は
、
過

去
か
ら
こ
れ
ま
で
に
積
み
重
ね
て
き
た
財
源

研
究
を
も
と
に
し
て
、
昨
今
、
こ
の
課
題
に

対
し
て
「
観
光
財
源
を
活
用
し
た
新
た
な
観

光
地
経
営
の
モ
デ
ル
研
究
」
を
進
め
て
い
る
。

本
研
究
の
目
的
は
、
財
源
と
し
て
宿
泊
税
等

を
核
と
し
た
持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
の
モ

デ
ル
を
設
計
し
、
地
域
で
の
実
装
を
通
じ
て

国
内
で
の
デ
フ
ァ
ク
ト
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を

提
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
カ

ネ
（
財
源
）
を
ベ
ー
ス
に
「
ヒ
ト
（
専
門
人
材
）

×
モ
ノ
（
D
M
P
（
観
光
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
）
／
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
）
×
バ（
協
議

会
）
が
循
環
・
機
能
す
る
地
域
経
営
の
仕
組

み
」
を
整
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　今
回
、
こ
の
調
査
研
究
の
一
環
と
し
て
、

2
0
2
5
年
8
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
す

で
に
観
光
地
の
経
営
で
日
本
国
内
よ
り
も
先

を
進
ん
で
い
る
北
米
と
欧
州
の
行
政
、

D
M
O
、
研
究
機
関
等
を
訪
問
し
、
観
光
財

源
の
設
計
・
配
分
・
運
用
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

実
態
を
調
査
し
た
。
本
稿
で
は
、
特
に
北
米

の
事
例
に
焦
点
を
絞
り
、
そ
の
成
功
要
因
を

整
理
し
、
日
本
の
観
光
地
経
営
へ
の
応
用
可

能
性
を
考
察
す
る
。

　カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ナ
パ
バ
レ
ー
は
、
そ

の
特
異
な
土
地
（
土
壌
）
や
気
候
※
に
よ
り
、

世
界
的
に
見
れ
ば
後
発
な
が
ら
、
世
界
有
数

の
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
先
進
地
域
へ
と
進

化
し
て
お
り
、
テ
ロ
ワ
ー
ル
（
風
土
）
を
楽

し
む
没
入
体
験
を
コ
ア
に
据
え
た
「
体
験
深

耕
型
」
の
観
光
地
経
営
を
展
開
し
て
い
る
。

※
世
界
の
土
の
約
半
数
が
ナ
パ
バ
レ
ー
内
に

存
在
す
る
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
ナ
パ
バ
レ
ー

に
は
多
様
な
土
が
あ
り
、
ま
た
ボ
ル
ド
ー
よ

り
日
照
時
間
が
年
間
1
0
0
0
時
間
以
上
長

く
、
ま
た
降
水
量
も
年
8
0
0
㎜
未
満
と

な
っ
て
お
り
、
世
界
的
に
見
て
も
稀
有
な
ブ

観
光
財
源
の

活
用
に
よ
る

地
域
経
営
モ
デルの

再
構
築

〜
ナ
パバレ
ー
と
ラ
スベ
ガ
ス
の

実
践
に
学
ぶ
〜

1
1

観
光
研
究
部 

主
任
研
究
員

蛯
澤
俊
典

1

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

財
源
を
基
軸
に
し
た

観
光
地
経
営

8
月

ア
メ
リ
カ
入
国
・
視
察
・

ヒ
ア
リ
ン
グ

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
内
／

ア
ル
カ
ト
ラ
ズ
島

28
日
木

8
月

視
察

ナ
パ
バ
レ
ー

29
日
金

8
月

視
察
・
ヒ
ア
リ
ン
グ

A
pple

本
社
／G

oogle

本
社
／

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学

　

30
日
土

8
月

移
動

31
日
日

9
月

視
察

ラ
ス
ベ
ガ
ス
市
内

1
日
月

9
月

ヒ
ア
リ
ン
グ

ラ
ス
ベ
ガ
スD

M
O

／ 

ネ
バ
ダ
大
学
ラ
ス
ベ
ガ
ス
校

2
日
火

9
月

視
察

グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン

3
日
水

9
月

ヒ
ア
リ
ン
グ

M
G
M

／L
V
C
V
A

／ 

ベ
ガ
ス
ル
ー
プ

4
日
木

9
月

出
国

翌
6
日（
土
）帰
国

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

ラ
ス
ベ
ガ
ス

ラ
ス
ベ
ガ
ス

ラ
ス
ベ
ガ
ス

ラ
ス
ベ
ガ
ス

ラ
ス
ベ
ガ
ス

5
日
金

活
動
内
容

2025年
視察行程

宿
泊
地

1

L
V
C
V
A
に
お
け
る

デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

仕
組
み
と
統
計
の
質

2

観
光
財
源
の
活
用
に
よ
る

地
域
経
営
モ
デ
ル
の
再
構
築

〜
ナ
パ
バ
レ
ー
と
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
実
践
に
学
ぶ
〜

2
．ナ
パ
バ
レ
ー
：

高
付
加
価
値
化
を

支
え
る
財
源
と

人
材
循
環

1
．観
光
地
経
営
モ
デ
ル

研
究
の
背
景
と
目
的

【
写
真
1
】
ナ
パ
バ
レ
ー

地
域
の
成
熟
に
向
け
た
鍵
と
な
る
。

‒❶ 観光財源の活用による地域経営モデルの再構築　1

4

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2

三 校



い
て
の
合
意
形
成
と
意
思
決
定
を
行
う
場
と

し
て
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　ま
た
、
協
議
会
を
通
じ
て
政
策
の
P
D
C
A

サ
イ
ク
ル
を
可
視
化
・
共
有
し
、
地
域
全
体

で
戦
略
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
体
制
を
整
え
る
。

こ
う
し
た
仕
組
み
に
よ
り
、
地
域
内
ガ
バ
ナ

ン
ス
を
強
化
し
、
観
光
地
経
営
に
対
す
る
信

頼
性
を
高
め
、
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
る
。
さ
ら
に
、
年
次
報
告
や
公
開
K
P

I
管
理
（
訪
問
者
数
、
消
費
額
、
満
足
度
、

環
境
負
荷
）
を
通
じ
て
、
行
政
・
事
業
者
・

住
民
が
共
通
の
指
標
を
共
有
し
、
意
思
決
定

過
程
の
透
明
性
を
担
保
す
る
。

　観
光
関
連
の
指
標
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

デ
ー
タ
を
一
元
的
に
集
約
・
分
析
す
る
D
M

P
を
構
築
す
る
。
こ
の
D
M
P
は
、
来
訪
者

数
や
宿
泊
者
数
と
い
っ
た
従
来
の
観
光
統
計

指
標
に
加
え
、
人
流
動
態
や
決
済
デ
ー
タ
な

ど
か
ら
得
ら
れ
る
来
訪
者
属
性
、
主
要
ス

ポ
ッ
ト
の
混
雑
状
況
、
お
よ
び
詳
細
な
消
費

動
向
と
い
っ
た
デ
ー
タ
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

収
集
・
統
合
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ら

の
多
角
的
な
情
報
を
可
視
化
す
る
ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
を
導
入
し
、
施
策
の
実
行
と
効
果
検

証
を
継
続
的
に
行
う
た
め
の
基
盤
を
確
立
す

る
。
こ
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
意
思
決
定
を

通
じ
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
や
受
入
環

境
整
備
の
継
続
的
な
改
善
を
図
り
、
真
の

「
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
な
観
光
地
経
営
」
を
実

現
す
る
。

　さ
ら
に
、
地
域
内
の
宿
泊
施
設
か
ら
宿
泊

者
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
エ
リ
ア
P
M
S
（
地

域
版
宿
泊
者
管
理
シ
ス
テ
ム
）
と
し
て
統
合

管
理
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
地
域
全
体
の
予
約
状
況
、
客
室
稼
働
率
、

平
均
客
室
単
価
（
A
D
R
）
と
い
っ
た
指
標

を
一
元
的
に
把
握
し
、
将
来
的
な
需
要
動
向

を
予
測
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
高

度
な
デ
ー
タ
は
、
地
域
全
体
と
し
て
の
繁
閑

差
へ
の
効
率
的
な
対
応
、
需
給
調
整
、
価
格

戦
略
の
最
適
化
、
そ
し
て
事
業
者
間
の
連
携

強
化
を
促
し
、
地
域
一
丸
と
な
っ
た
高
度
な

観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
可
能
に
す
る
。

　大
学
や
教
育
機
関
と
産
業
界
、
行
政
・

D
M
O
が
連
携
し
、
U
N
L
V
型
を
理
想
と

す
る
観
光
人
材
育
成
拠
点
を
形
成
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
行
政
と
D
M
O
が

一
体
と
な
り
、
地
域
の
観
光
地
戦
略
の
方
向

性
と
デ
ー
タ
に
基
づ
く
意
思
決
定
の
基
盤
を

提
示
し
、
そ
の
戦
略
を
実
務
に
落
と
し
込
む

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
整
備
す
る
必
要
が
あ

る
。
実
務
学
習
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
を
通

じ
て
学
生
や
若
手
人
材
が
現
場
で
の
課
題
に

触
れ
、
地
域
の
観
光
事
業
者
や
D
M
O
と
協

働
し
て
実
践
的
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
ら

れ
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。
ま
た
、
奨
学

金
制
度
や
地
域
内
企
業
と
の
共
同
研
究
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
、
専
門
人
材
が
地
域

に
定
着
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
も

不
可
欠
で
あ
る
。

　育
成
す
べ
き
人
材
は
、
地
域
の
観
光
地
戦

略
の
設
計
・
評
価
を
担
い
得
る
リ
ー
ダ
ー
人

材
か
ら
、
現
場
で
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
行

し
、
観
光
体
験
の
質
を
向
上
さ
せ
る
実
務
・

運
営
人
材
ま
で
幅
広
く
、
多
層
的
で
あ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。
戦
略
立
案
と
現
場
実
装
が

循
環
的
に
結
び
つ
く
こ
と
で
、
地
域
全
体
の

観
光
地
経
営
能
力
が
底
上
げ
さ
れ
、
持
続
的

な
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
蓄
積
に
つ
な

が
る
。

　こ
の
よ
う
な
「
教
育 

↓ 

実
務 

↓ 

雇
用 

↓ 

キ
ャ
リ
ア
形
成 

↓ 

再
投
資
」
と
い
う
地

域
内
人
材
の
循
環
が
成
立
す
る
こ
と
で
、
観

光
産
業
全
体
の
競
争
力
が
強
化
さ
れ
、
地
域

が
自
走
的
に
発
展
す
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
つ
な
が
る
。

　こ
れ
ら
の
「
財
源
・
デ
ー
タ
・
人
材
・
組

織
（
協
議
会
）」
が
有
機
的
に
連
動
す
る
構
造

的
観
光
地
経
営
へ
の
転
換
が
、
日
本
の
観
光

比
率
は
4
割
に
も
の
ぼ
り
、
極
め
て
強
い
地

域
内
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
ラ
ス
ベ

ガ
ス
内
に
は
根
付
い
て
い
る
。

　ナ
パ
バ
レ
ー
と
ラ
ス
ベ
ガ
ス
は
、
規
模
も

地
域
性
も
異
な
る
が
、
持
続
可
能
な
観
光
地

経
営
モ
デ
ル
と
し
て
次
の
四
つ
の
要
素
を
共

有
し
て
い
る
（
図
3
）。

　宿
泊
税
や
課
徴
金
が
戦
略
的
投
資
と
し
て

目
的
別
に
特
化
さ
れ
、
投
資
に
対
す
る
効
果

測
定
に
基
づ
く
再
投
資
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
安
定
的
な
観
光
財
源
と
持
続

的
な
価
値
向
上
ス
パ
イ
ラ
ル
が
確
立
さ
れ
て

い
る
。

　D
M
O
や
大
学
、
産
業
界
が
連
携
し
た
人

材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、
体
験
設
計
、
M
I
C
E
運
営
、

ゲ
ー
ミ
ン
グ
な
ど
の
専
門
性
を
地
域
に
内
在

化
し
て
い
る
。

 

　来
訪
者
属
性
や
経
済
波
及
効
果
、
デ
ジ
タ

ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
K
P
I
を
継
続
的
に

把
握
し
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
意

思
決
定
と
透
明
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
維
持

し
て
い
る
。

　D
M
O
や
観
光
局
が
戦
略
判
断
と
地
域
連

携
を
主
導
し
、
理
事
会
・
監
査
・
外
部
評
価

を
通
じ
て
信
頼
獲
得
と
説
明
責
任
を
両
立
さ

せ
て
い
る
。
公
共
投
資
と
民
間
投
資
の
相
乗

効
果
も
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

　北
米
の
事
例
か
ら
学
べ
る
最
大
の
教
訓

は
、「
観
光
財
源
を
観
光
地
経
営
の
戦
略
投

資
に
位
置
づ
け
る
こ
と
」
で
あ
る
。
日
本
の

観
光
地
経
営
を
成
熟
さ
せ
る
た
め
、
以
下
の

施
策
が
重
要
で
あ
る
。

　宿
泊
税
を
「
地
域
の
価
値
を
高
め
る
戦
略

資
本
」
と
し
て
運
用
し
、
そ
の
一
定
割
合
を

人
材
登
用
・
育
成
、
デ
ー
タ
基
盤
構
築
と
運

用
、
協
議
会
運
営
に
重
点
配
分
す
る
仕
組
み

を
構
築
す
る
。
特
に
協
議
会
運
営
は
、
地
域

内
の
多
様
な
主
体
（
行
政
、
観
光
事
業
者
、

住
民
代
表
、
教
育
・
金
融
機
関
な
ど
）
が
参

画
し
、
観
光
財
源
の
使
途
や
優
先
施
策
に
つ

る
宿
泊
税
収
（
約
3
6
0
億
円
）
を
基
盤
に
、

M
I
C
E
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
イ
ン
フ
ラ
へ

戦
略
的
に
配
分
さ
れ
て
い
る
。
L
V
C
V
A

は
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
の
利
用
料
を
競
合

都
市
よ
り
約
30
％
低
く
設
定
し
、
価
格
競
争

力
を
高
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
M
I
C
E

誘
致
を
加
速
さ
せ
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設

の
稼
働
率
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
ラ
ス
ベ

ガ
ス
市
内
全
体
の
宿
泊
施
設
の
稼
働
率
を
平

均
20
％
以
上
引
き
上
げ
て
い
る
。

　こ
の
戦
略
的
な
宿
泊
税
の
活
用
が
、「
宿

泊
税
運
用
↓
需
要
創
出
↓
高
稼
働
↓
税
収
増

↓
再
投
資
」
と
い
う
持
続
的
サ
イ
ク
ル
を
生

み
出
し
て
い
る
（
図
1
）。
M
I
C
E
参
加

者
は
一
般
観
光
客
よ
り
消
費
単
価
が
1
・
5

倍
高
く
、
平
均
滞
在
日
数
も
4
・
2
日
に
及

び
、平
日
需
要
の
安
定
化
に
貢
献
し
て
い
る
。

  

　ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
成
功
の
核
心
は
、「
常
に

新
し
い
刺
激
×
安
全
安
心
」の
両
立
に
あ
る
。

公
的
部
門
（
L
V
C
V
A
）
は
、
価
格
競
争

力
の
あ
る
施
設
運
営
や
交
通
イ
ン
フ
ラ
開
発

と
整
備
（
ベ
ガ
ス
ル
ー
プ
等
）
を
担
い
、
民

間
企
業
（
M
G
M
リ
ゾ
ー
ツ
、
シ
ー
ザ
ー
ズ
・

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
な
ど
※
）
は
、
カ

ジ
ノ
・
リ
ゾ
ー
ト
開
発
や
大
型
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
（
F
1
、
N
F
L
、
シ
ル
ク
・

ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
等
）
へ
の
投
資
を
行
う
。

官
民
の
健
全
な
競
争
と
役
割
分
担
が
相
乗
効

果
を
生
み
、
都
市
全
体
の
活
気
を
維
持
し
て

い
る
。

　ま
た
、
や
や
も
す
る
と
、
カ
ジ
ノ
の
町
ラ

ス
ベ
ガ
ス
と
聞
く
と
そ
の
治
安
を
心
配
す
る

声
も
聞
こ
え
て
く
る
が
、
2
0
1
7
年
に
発

生
し
た
銃
乱
射
事
件
以
後
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の

あ
る
ク
ラ
ー
ク
郡
や
ネ
バ
ダ
州
は
、
主
要
観

光
地
で
の
防
犯
対
策
を
抜
本
的
に
見
直
し
、

カ
メ
ラ
を
増
や
す
な
ど
監
視
体
制
の
強
化
、

警
備
員
・
警
察
官
の
増
員
と
配
置
、
ホ
テ
ル

や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
で
の
危
機
管
理
訓

練
の
徹
底
が
行
わ
れ
て
い
る
。
民
間
で
も
ホ

テ
ル
内
の
厳
重
な
警
備
、
不
審
者
・
ホ
ー
ム

レ
ス
へ
の
対
応
を
行
い
、
労
働
者
か
ら
高
所

得
者
、
そ
し
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
へ
と
時
代
に

沿
っ
て
顧
客
対
象
を
変
更
・
移
行
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の
人
々
が
24
時
間
楽

し
く
活
動
で
き
る
街
に
す
る
た
め
、
サ
ー
ビ

ス
や
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
種
類
に
合
わ
せ
て

安
全
対
策
を
更
新
・
強
化
し
て
き
た
経
緯
が

あ
る
。

※
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
主
要
な
宿
泊
施
設
の
大
部

分
は
、
2
大
地
元
資
本
で
あ
る
M
G
M
リ

ゾ
ー
ツ
と
シ
ー
ザ
ー
ズ
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
ラ
ス

ベ
ガ
ス
内
は
、
常
に
こ
の
2
大
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
熾
烈
な
競
争
環
境
下
に
あ
る
。

　ネ
バ
ダ
大
学
ラ
ス
ベ
ガ
ス
校
（
U
N
L
V
）

の
ハ
ラ
ー
・
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
が
、
地
域

の
人
材
供
給
の
中
心
を
担

う
。
大
学
・
産
業
界
・
行
政

（
L
V
C
V
A
）
が
連
携
し
、

学
生
は
年
間
6
0
0
名
以
上

が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通

じ
て
実
務
を
経
験
し
、
卒
業

後
に
観
光
産
業
に
就
職
す

る
。
教
育
↓
実
務
↓
就
業
↓

管
理
職
↓
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

へ
と
つ
な
が
る
循
環
が
、
産

業
全
体
の
競
争
力
を
支
え
て

い
る
（
図
2
）。
そ
の
結
果
、

U
N
L
V
の
卒
業
生
の
現
地

就
職
率
は
65
％
、
宿
泊
施
設

等
の
U
N
L
V
卒
の
管
理
職

ド
ウ
栽
培
に
適
し
た
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

 

　ナ
パ
バ
レ
ー
で
は
、
年
間
予
算
約
14
億
円

（
9
2
0
万
ド
ル
）
を
有
す
るV

isit N
apa 

V
alley

が
中
核
と
な
り
、
宿
泊
税
（
T
O
T
：

13
％
）
と
観
光
振
興
地
区
課
徴
金
（
T
I
D
：

2
％
）
の
二
層
構
造
で
観
光
財
源
を
運
用
し

て
い
る
。

　T
O
T
（T

ransient O
ccupancy T

ax

／
短
期
滞
在
宿
泊
税
）
は
、
税
率
13
％
で
課

さ
れ
、
税
収
が
乏
し
い
ナ
パ
地
域
に
お
い
て

は
、
市
の
一
般
財
源
に
組
み
込
ま
れ
て
き
た

背
景
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
使
途
は
公
共
安

全
、
図
書
館
、
公
園
整
備
、
道
路
改
修
な
ど

の
住
民
サ
ー
ビ
ス
全
般
に
及
び
、
一
般
基
金

の
30
％
以
上
を
占
め
る
重
要
な
財
源
と
な
っ

て
い
る
。

　一
方
、
T
I
D（T

ourism
 Im

provem
ent 

D
istrict

／ 

観
光
振
興
地
区
課
徴
金
）は
、
宿

泊
税
と
は
別
に
、
宿
泊
料
金
に
2
％
を
上
乗

せ
し
て
課
徴
さ
れ
る
観
光
専
用
の
自
主
財
源

で
あ
る
。
宿
泊
業
界
の
自
己
拠
出
に
よ
っ
て

成
立
し
、
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（
特
に
昨

今
は
若
年
層
へ
の
訴
求
）、
イ
ベ
ン
ト
支
援
、

滞
在
延
長
や
リ
ピ
ー
ト
促
進
な
ど
、
観
光
振

興
に
特
化
し
た
用
途
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。

自
己
拠
出
で
あ
り
な
が
ら
、
宿
泊
税
微
収
施

設
中
の
90
％
を
超
え
る
施
設
が
拠
出
す
る
な

ど
、
こ
の
T
I
D
の
仕
組
み
は
、
宿
泊
施
設

と
D
M
O
（V

isit N
ap
a V

alley

）
と
の

間
に
強
固
な
信
頼
関
係
が
あ
る
か
ら
こ
そ
成

立
し
て
い
る
。
宿
泊
業
界
は
、
自
ら
の
拠
出

金
が
確
実
に
観
光
需
要
の
創
出
に
還
元
さ
れ

る
と
理
解
し
て
お
り
、
D
M
O
は
透
明
な
運

用
と
実
際
の
成
果
に
よ
っ
て
説
明
責
任
を
果

た
し
て
い
る
。

　ナ
パ
バ
レ
ー
で
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
中
心
の

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
層
（
約
60
％
）
と
、
初
訪

問
者
や
若
年
層
の
ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
層

（
約
40
％
）
に
明
確
な
市
場
セ
グ
メ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。
従
来
主
要
タ
ー

ゲ
ッ
ト
で
は
な
か
っ
た
若
年
層
へ
の
訴
求
を

昨
今
強
化
し
、S
N
S
・
ウ
ェ
ブ
解
析
・
C
R
M

（C
ustom

er R
elationship M

anagem
ent

／
顧
客
関
係
管
理
）
デ
ー
タ
を
統
合
し
た

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
た
結
果
、
来
訪
者

の
平
均
年
齢
を
47
歳
か
ら
40
歳
に
引
き
下
げ

る
な
ど
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

　ま
た
、
地
域
内
の
人
材
育
成
エ
コ
シ
ス
テ

ム
も
重
要
な
柱
で
あ
る
。
ナ
パ
バ
レ
ー
が
世

界
有
数
の
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
と
し
て
の
ス
テ
イ

タ
ス
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
様
々
な

人
材
の
供
給
が
不
可
欠
で
あ
る
か
ら
だ
。

N
ap
a V

alley V
in
tn
ers L

ead
ersh

ip
 

P
ro
gram

（
未
来
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
）
や

N
ap
a V

alley C
o
llege

（
ブ
ド
ウ
栽
培
・

醸
造
技
術
習
得
）、N

ap
a V

alley W
in
e 

A
cad

em
y

（
国
際
的
な
ワ
イ
ン
教
育
に
よ
る

知
見
向
上
）
な
ど
の
教
育
機
関
が
、
D
M
O

や
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
密
接
に
連
携
し
、「
教
育

↓
雇
用
↓
再
投
資
」
の
好
循
環
を
形
成
し
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
専
門
人
材
が
地
域
に

定
着
し
、観
光
地
経
営
の
質
を
高
め
て
い
る
。

　ネ
バ
ダ
州
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
は
、Las V

egas 

C
on
ven

tion
 an

d
 V
isitors A

u
th
ority

（
L
V
C
V
A
）
が
世
界
最
大
級
の
観
光
局

と
し
て
機
能
し
、
宿
泊
税
（
13
・
38
％
）
を

基
盤
に
年
間
約
4
6
0
億
円
の
予
算
を
運
用

す
る
「
エ
ン
タ
メ
・
イ
ベ
ン
ト
型
」
の
都
市

経
営
を
展
開
し
て
い
る
。

　ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
財
源
は
、
主
要
財
源
で
あ

　日
本
の
観
光
地
経
営
は
、
と
り
わ
け
コ
ロ

ナ
禍
後
、
宿
泊
税
な
ど
の
新
た
な
観
光
財
源

の
導
入
が
進
ん
で
い
る
一
方
で
、
そ
の
財
源

の「
使
途
の
高
度
化
」と「
説
明
責
任
の
確
立
」

が
十
分
で
は
な
い
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い

る
。
そ
れ
ら
財
源
は
観
光
振
興
や
受
入
環
境

整
備
、
資
源
保
全
な
ど
に
幅
広
く
使
わ
れ
て

い
る
が
、
政
策
効
果
を
定
量
的
に
検
証
し
、

再
投
資
へ
と
つ
な
げ
る
仕
組
み
の
確
立
に
は

い
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
。

　公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で
は
、
過

去
か
ら
こ
れ
ま
で
に
積
み
重
ね
て
き
た
財
源

研
究
を
も
と
に
し
て
、
昨
今
、
こ
の
課
題
に

対
し
て
「
観
光
財
源
を
活
用
し
た
新
た
な
観

光
地
経
営
の
モ
デ
ル
研
究
」
を
進
め
て
い
る
。

本
研
究
の
目
的
は
、
財
源
と
し
て
宿
泊
税
等

を
核
と
し
た
持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
の
モ

デ
ル
を
設
計
し
、
地
域
で
の
実
装
を
通
じ
て

国
内
で
の
デ
フ
ァ
ク
ト
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を

提
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
カ

ネ
（
財
源
）
を
ベ
ー
ス
に
「
ヒ
ト
（
専
門
人
材
）

×
モ
ノ
（
D
M
P
（
観
光
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
）
／
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
）
×
バ（
協
議

会
）
が
循
環
・
機
能
す
る
地
域
経
営
の
仕
組

み
」
を
整
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　今
回
、
こ
の
調
査
研
究
の
一
環
と
し
て
、

2
0
2
5
年
8
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
す

で
に
観
光
地
の
経
営
で
日
本
国
内
よ
り
も
先

を
進
ん
で
い
る
北
米
と
欧
州
の
行
政
、

D
M
O
、
研
究
機
関
等
を
訪
問
し
、
観
光
財

源
の
設
計
・
配
分
・
運
用
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

実
態
を
調
査
し
た
。
本
稿
で
は
、
特
に
北
米

の
事
例
に
焦
点
を
絞
り
、
そ
の
成
功
要
因
を

整
理
し
、
日
本
の
観
光
地
経
営
へ
の
応
用
可

能
性
を
考
察
す
る
。

　カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ナ
パ
バ
レ
ー
は
、
そ

の
特
異
な
土
地
（
土
壌
）
や
気
候
※
に
よ
り
、

世
界
的
に
見
れ
ば
後
発
な
が
ら
、
世
界
有
数

の
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
先
進
地
域
へ
と
進

化
し
て
お
り
、
テ
ロ
ワ
ー
ル
（
風
土
）
を
楽

し
む
没
入
体
験
を
コ
ア
に
据
え
た
「
体
験
深

耕
型
」
の
観
光
地
経
営
を
展
開
し
て
い
る
。

※
世
界
の
土
の
約
半
数
が
ナ
パ
バ
レ
ー
内
に

存
在
す
る
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
ナ
パ
バ
レ
ー

に
は
多
様
な
土
が
あ
り
、
ま
た
ボ
ル
ド
ー
よ

り
日
照
時
間
が
年
間
1
0
0
0
時
間
以
上
長

く
、
ま
た
降
水
量
も
年
8
0
0
㎜
未
満
と

な
っ
て
お
り
、
世
界
的
に
見
て
も
稀
有
な
ブ

観
光
財
源
の

活
用
に
よ
る

地
域
経
営
モ
デルの

再
構
築

〜
ナ
パバレ
ー
と
ラ
スベ
ガ
ス
の

実
践
に
学
ぶ
〜

1
1

観
光
研
究
部 

主
任
研
究
員

蛯
澤
俊
典

1

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

財
源
を
基
軸
に
し
た

観
光
地
経
営

8
月

ア
メ
リ
カ
入
国
・
視
察
・

ヒ
ア
リ
ン
グ

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
内
／

ア
ル
カ
ト
ラ
ズ
島

28
日
木

8
月

視
察

ナ
パ
バ
レ
ー

29
日
金

8
月

視
察
・
ヒ
ア
リ
ン
グ

A
pple

本
社
／G

oogle

本
社
／

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学

　

30
日
土

8
月

移
動

31
日
日

9
月

視
察

ラ
ス
ベ
ガ
ス
市
内

1
日
月

9
月

ヒ
ア
リ
ン
グ

ラ
ス
ベ
ガ
スD

M
O

／ 

ネ
バ
ダ
大
学
ラ
ス
ベ
ガ
ス
校

2
日
火

9
月

視
察

グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン

3
日
水

9
月

ヒ
ア
リ
ン
グ

M
G
M

／L
V
C
V
A

／ 

ベ
ガ
ス
ル
ー
プ

4
日
木

9
月

出
国

翌
6
日（
土
）帰
国

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

ラ
ス
ベ
ガ
ス

ラ
ス
ベ
ガ
ス

ラ
ス
ベ
ガ
ス

ラ
ス
ベ
ガ
ス

ラ
ス
ベ
ガ
ス

5
日
金

活
動
内
容

2025年
視察行程

宿
泊
地

1

L
V
C
V
A
に
お
け
る

デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

仕
組
み
と
統
計
の
質

2

観
光
財
源
の
活
用
に
よ
る

地
域
経
営
モ
デ
ル
の
再
構
築

〜
ナ
パ
バ
レ
ー
と
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
実
践
に
学
ぶ
〜

2
．ナ
パ
バ
レ
ー
：

高
付
加
価
値
化
を

支
え
る
財
源
と

人
材
循
環

1
．観
光
地
経
営
モ
デ
ル

研
究
の
背
景
と
目
的

【
写
真
1
】
ナ
パ
バ
レ
ー

地
域
の
成
熟
に
向
け
た
鍵
と
な
る
。

‒❶ 観光財源の活用による地域経営モデルの再構築　1

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2

再 校



高収入

高稼働

教育機関

実務経験

管理職

イノベーション

集客
MICE＋FIT

再投資

話題性

図 1 高稼働スパイラルモデル（公共と民間の相乗効果）

図 2 UNLV型地域循環モデル

い
て
の
合
意
形
成
と
意
思
決
定
を
行
う
場
と

し
て
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　ま
た
、
協
議
会
を
通
じ
て
政
策
の
P
D
C
A

サ
イ
ク
ル
を
可
視
化
・
共
有
し
、
地
域
全
体

で
戦
略
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
体
制
を
整
え
る
。

こ
う
し
た
仕
組
み
に
よ
り
、
地
域
内
ガ
バ
ナ

ン
ス
を
強
化
し
、
観
光
地
経
営
に
対
す
る
信

頼
性
を
高
め
、
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
る
。
さ
ら
に
、
年
次
報
告
や
公
開
K
P

I
管
理
（
訪
問
者
数
、
消
費
額
、
満
足
度
、

環
境
負
荷
）
を
通
じ
て
、
行
政
・
事
業
者
・

住
民
が
共
通
の
指
標
を
共
有
し
、
意
思
決
定

過
程
の
透
明
性
を
担
保
す
る
。

　観
光
関
連
の
指
標
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

デ
ー
タ
を
一
元
的
に
集
約
・
分
析
す
る
D
M

P
を
構
築
す
る
。
こ
の
D
M
P
は
、
来
訪
者

数
や
宿
泊
者
数
と
い
っ
た
従
来
の
観
光
統
計

指
標
に
加
え
、
人
流
動
態
や
決
済
デ
ー
タ
な

ど
か
ら
得
ら
れ
る
来
訪
者
属
性
、
主
要
ス

ポ
ッ
ト
の
混
雑
状
況
、
お
よ
び
詳
細
な
消
費

動
向
と
い
っ
た
デ
ー
タ
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

収
集
・
統
合
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ら

の
多
角
的
な
情
報
を
可
視
化
す
る
ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
を
導
入
し
、
施
策
の
実
行
と
効
果
検

証
を
継
続
的
に
行
う
た
め
の
基
盤
を
確
立
す

る
。
こ
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
意
思
決
定
を

通
じ
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
や
受
入
環

境
整
備
の
継
続
的
な
改
善
を
図
り
、
真
の

「
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
な
観
光
地
経
営
」
を
実

現
す
る
。

　さ
ら
に
、
地
域
内
の
宿
泊
施
設
か
ら
宿
泊

者
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
エ
リ
ア
P
M
S
（
地

域
版
宿
泊
者
管
理
シ
ス
テ
ム
）
と
し
て
統
合

管
理
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
地
域
全
体
の
予
約
状
況
、
客
室
稼
働
率
、

平
均
客
室
単
価
（
A
D
R
）
と
い
っ
た
指
標

を
一
元
的
に
把
握
し
、
将
来
的
な
需
要
動
向

を
予
測
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
高

度
な
デ
ー
タ
は
、
地
域
全
体
と
し
て
の
繁
閑

差
へ
の
効
率
的
な
対
応
、
需
給
調
整
、
価
格

戦
略
の
最
適
化
、
そ
し
て
事
業
者
間
の
連
携

強
化
を
促
し
、
地
域
一
丸
と
な
っ
た
高
度
な

観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
可
能
に
す
る
。

　大
学
や
教
育
機
関
と
産
業
界
、
行
政
・

D
M
O
が
連
携
し
、
U
N
L
V
型
を
理
想
と

す
る
観
光
人
材
育
成
拠
点
を
形
成
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
行
政
と
D
M
O
が

一
体
と
な
り
、
地
域
の
観
光
地
戦
略
の
方
向

性
と
デ
ー
タ
に
基
づ
く
意
思
決
定
の
基
盤
を

提
示
し
、
そ
の
戦
略
を
実
務
に
落
と
し
込
む

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
整
備
す
る
必
要
が
あ

る
。
実
務
学
習
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
を
通

じ
て
学
生
や
若
手
人
材
が
現
場
で
の
課
題
に

触
れ
、
地
域
の
観
光
事
業
者
や
D
M
O
と
協

働
し
て
実
践
的
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
ら

れ
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。
ま
た
、
奨
学

金
制
度
や
地
域
内
企
業
と
の
共
同
研
究
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
、
専
門
人
材
が
地
域

に
定
着
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
も

不
可
欠
で
あ
る
。

　育
成
す
べ
き
人
材
は
、
地
域
の
観
光
地
戦

略
の
設
計
・
評
価
を
担
い
得
る
リ
ー
ダ
ー
人

材
か
ら
、
現
場
で
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
行

し
、
観
光
体
験
の
質
を
向
上
さ
せ
る
実
務
・

運
営
人
材
ま
で
幅
広
く
、
多
層
的
で
あ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。
戦
略
立
案
と
現
場
実
装
が

循
環
的
に
結
び
つ
く
こ
と
で
、
地
域
全
体
の

観
光
地
経
営
能
力
が
底
上
げ
さ
れ
、
持
続
的

な
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
蓄
積
に
つ
な

が
る
。

　こ
の
よ
う
な
「
教
育 

↓ 

実
務 

↓ 

雇
用 

↓ 

キ
ャ
リ
ア
形
成 

↓ 

再
投
資
」
と
い
う
地

域
内
人
材
の
循
環
が
成
立
す
る
こ
と
で
、
観

光
産
業
全
体
の
競
争
力
が
強
化
さ
れ
、
地
域

が
自
走
的
に
発
展
す
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
つ
な
が
る
。

　こ
れ
ら
の
「
財
源
・
デ
ー
タ
・
人
材
・
組

織
（
協
議
会
）」
が
有
機
的
に
連
動
す
る
構
造

的
観
光
地
経
営
へ
の
転
換
が
、
日
本
の
観
光

比
率
は
4
割
に
も
の
ぼ
り
、
極
め
て
強
い
地

域
内
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
ラ
ス
ベ

ガ
ス
内
に
は
根
付
い
て
い
る
。

　ナ
パ
バ
レ
ー
と
ラ
ス
ベ
ガ
ス
は
、
規
模
も

地
域
性
も
異
な
る
が
、
持
続
可
能
な
観
光
地

経
営
モ
デ
ル
と
し
て
次
の
四
つ
の
要
素
を
共

有
し
て
い
る
（
図
3
）。

　宿
泊
税
や
課
徴
金
が
戦
略
的
投
資
と
し
て

目
的
別
に
特
化
さ
れ
、
投
資
に
対
す
る
効
果

測
定
に
基
づ
く
再
投
資
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
安
定
的
な
観
光
財
源
と
持
続

的
な
価
値
向
上
ス
パ
イ
ラ
ル
が
確
立
さ
れ
て

い
る
。

　D
M
O
や
大
学
、
産
業
界
が
連
携
し
た
人

材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、
体
験
設
計
、
M
I
C
E
運
営
、

ゲ
ー
ミ
ン
グ
な
ど
の
専
門
性
を
地
域
に
内
在

化
し
て
い
る
。

 

　来
訪
者
属
性
や
経
済
波
及
効
果
、
デ
ジ
タ

ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
K
P
I
を
継
続
的
に

把
握
し
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
意

思
決
定
と
透
明
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
維
持

し
て
い
る
。

　D
M
O
や
観
光
局
が
戦
略
判
断
と
地
域
連

携
を
主
導
し
、
理
事
会
・
監
査
・
外
部
評
価

を
通
じ
て
信
頼
獲
得
と
説
明
責
任
を
両
立
さ

せ
て
い
る
。
公
共
投
資
と
民
間
投
資
の
相
乗

効
果
も
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

　北
米
の
事
例
か
ら
学
べ
る
最
大
の
教
訓

は
、「
観
光
財
源
を
観
光
地
経
営
の
戦
略
投

資
に
位
置
づ
け
る
こ
と
」
で
あ
る
。
日
本
の

観
光
地
経
営
を
成
熟
さ
せ
る
た
め
、
以
下
の

施
策
が
重
要
で
あ
る
。

　宿
泊
税
を
「
地
域
の
価
値
を
高
め
る
戦
略

資
本
」
と
し
て
運
用
し
、
そ
の
一
定
割
合
を

人
材
登
用
・
育
成
、
デ
ー
タ
基
盤
構
築
と
運

用
、
協
議
会
運
営
に
重
点
配
分
す
る
仕
組
み

を
構
築
す
る
。
特
に
協
議
会
運
営
は
、
地
域

内
の
多
様
な
主
体
（
行
政
、
観
光
事
業
者
、

住
民
代
表
、
教
育
・
金
融
機
関
な
ど
）
が
参

画
し
、
観
光
財
源
の
使
途
や
優
先
施
策
に
つ

る
宿
泊
税
収
（
約
3
6
0
億
円
）
を
基
盤
に
、

M
I
C
E
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
イ
ン
フ
ラ
へ

戦
略
的
に
配
分
さ
れ
て
い
る
。
L
V
C
V
A

は
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
の
利
用
料
を
競
合

都
市
よ
り
約
30
％
低
く
設
定
し
、
価
格
競
争

力
を
高
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
M
I
C
E

誘
致
を
加
速
さ
せ
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設

の
稼
働
率
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
ラ
ス
ベ

ガ
ス
市
内
全
体
の
宿
泊
施
設
の
稼
働
率
を
平

均
20
％
以
上
引
き
上
げ
て
い
る
。

　こ
の
戦
略
的
な
宿
泊
税
の
活
用
が
、「
宿

泊
税
運
用
↓
需
要
創
出
↓
高
稼
働
↓
税
収
増

↓
再
投
資
」
と
い
う
持
続
的
サ
イ
ク
ル
を
生

み
出
し
て
い
る
（
図
1
）。
M
I
C
E
参
加

者
は
一
般
観
光
客
よ
り
消
費
単
価
が
1
・
5

倍
高
く
、
平
均
滞
在
日
数
も
4
・
2
日
に
及

び
、平
日
需
要
の
安
定
化
に
貢
献
し
て
い
る
。

  

　ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
成
功
の
核
心
は
、「
常
に

新
し
い
刺
激
×
安
全
安
心
」の
両
立
に
あ
る
。

公
的
部
門
（
L
V
C
V
A
）
は
、
価
格
競
争

力
の
あ
る
施
設
運
営
や
交
通
イ
ン
フ
ラ
開
発

と
整
備
（
ベ
ガ
ス
ル
ー
プ
等
）
を
担
い
、
民

間
企
業
（
M
G
M
リ
ゾ
ー
ツ
、
シ
ー
ザ
ー
ズ
・

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
な
ど
※
）
は
、
カ

ジ
ノ
・
リ
ゾ
ー
ト
開
発
や
大
型
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
（
F
1
、
N
F
L
、
シ
ル
ク
・

ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
等
）
へ
の
投
資
を
行
う
。

官
民
の
健
全
な
競
争
と
役
割
分
担
が
相
乗
効

果
を
生
み
、
都
市
全
体
の
活
気
を
維
持
し
て

い
る
。

　ま
た
、
や
や
も
す
る
と
、
カ
ジ
ノ
の
町
ラ

ス
ベ
ガ
ス
と
聞
く
と
そ
の
治
安
を
心
配
す
る

声
も
聞
こ
え
て
く
る
が
、
2
0
1
7
年
に
発

生
し
た
銃
乱
射
事
件
以
後
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の

あ
る
ク
ラ
ー
ク
郡
や
ネ
バ
ダ
州
は
、
主
要
観

光
地
で
の
防
犯
対
策
を
抜
本
的
に
見
直
し
、

カ
メ
ラ
を
増
や
す
な
ど
監
視
体
制
の
強
化
、

警
備
員
・
警
察
官
の
増
員
と
配
置
、
ホ
テ
ル

や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
で
の
危
機
管
理
訓

練
の
徹
底
が
行
わ
れ
て
い
る
。
民
間
で
も
ホ

テ
ル
内
の
厳
重
な
警
備
、
不
審
者
・
ホ
ー
ム

レ
ス
へ
の
対
応
を
行
い
、
労
働
者
か
ら
高
所

得
者
、
そ
し
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
へ
と
時
代
に

沿
っ
て
顧
客
対
象
を
変
更
・
移
行
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の
人
々
が
24
時
間
楽

し
く
活
動
で
き
る
街
に
す
る
た
め
、
サ
ー
ビ

ス
や
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
種
類
に
合
わ
せ
て

安
全
対
策
を
更
新
・
強
化
し
て
き
た
経
緯
が

あ
る
。

※
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
主
要
な
宿
泊
施
設
の
大
部

分
は
、
2
大
地
元
資
本
で
あ
る
M
G
M
リ

ゾ
ー
ツ
と
シ
ー
ザ
ー
ズ
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
ラ
ス

ベ
ガ
ス
内
は
、
常
に
こ
の
2
大
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
熾
烈
な
競
争
環
境
下
に
あ
る
。

　ネ
バ
ダ
大
学
ラ
ス
ベ
ガ
ス
校
（
U
N
L
V
）

の
ハ
ラ
ー
・
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
が
、
地
域

の
人
材
供
給
の
中
心
を
担

う
。
大
学
・
産
業
界
・
行
政

（
L
V
C
V
A
）
が
連
携
し
、

学
生
は
年
間
6
0
0
名
以
上

が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通

じ
て
実
務
を
経
験
し
、
卒
業

後
に
観
光
産
業
に
就
職
す

る
。
教
育
↓
実
務
↓
就
業
↓

管
理
職
↓
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

へ
と
つ
な
が
る
循
環
が
、
産

業
全
体
の
競
争
力
を
支
え
て

い
る
（
図
2
）。
そ
の
結
果
、

U
N
L
V
の
卒
業
生
の
現
地

就
職
率
は
65
％
、
宿
泊
施
設

等
の
U
N
L
V
卒
の
管
理
職

ド
ウ
栽
培
に
適
し
た
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

 

　ナ
パ
バ
レ
ー
で
は
、
年
間
予
算
約
14
億
円

（
9
2
0
万
ド
ル
）
を
有
す
るV

isit N
apa 

V
alley

が
中
核
と
な
り
、
宿
泊
税
（
T
O
T
：

13
％
）
と
観
光
振
興
地
区
課
徴
金
（
T
I
D
：

2
％
）
の
二
層
構
造
で
観
光
財
源
を
運
用
し

て
い
る
。

　T
O
T
（T

ransient O
ccupancy T

ax

／
短
期
滞
在
宿
泊
税
）
は
、
税
率
13
％
で
課

さ
れ
、
税
収
が
乏
し
い
ナ
パ
地
域
に
お
い
て

は
、
市
の
一
般
財
源
に
組
み
込
ま
れ
て
き
た

背
景
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
使
途
は
公
共
安

全
、
図
書
館
、
公
園
整
備
、
道
路
改
修
な
ど

の
住
民
サ
ー
ビ
ス
全
般
に
及
び
、
一
般
基
金

の
30
％
以
上
を
占
め
る
重
要
な
財
源
と
な
っ

て
い
る
。

　一
方
、
T
I
D（T

ourism
 Im

provem
ent 

D
istrict

／ 

観
光
振
興
地
区
課
徴
金
）は
、
宿

泊
税
と
は
別
に
、
宿
泊
料
金
に
2
％
を
上
乗

せ
し
て
課
徴
さ
れ
る
観
光
専
用
の
自
主
財
源

で
あ
る
。
宿
泊
業
界
の
自
己
拠
出
に
よ
っ
て

成
立
し
、
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（
特
に
昨

今
は
若
年
層
へ
の
訴
求
）、
イ
ベ
ン
ト
支
援
、

滞
在
延
長
や
リ
ピ
ー
ト
促
進
な
ど
、
観
光
振

興
に
特
化
し
た
用
途
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。

自
己
拠
出
で
あ
り
な
が
ら
、
宿
泊
税
徴
収
施

設
中
の
90
％
を
超
え
る
施
設
が
拠
出
す
る
な

ど
、
こ
の
T
I
D
の
仕
組
み
は
、
宿
泊
施
設

と
D
M
O
（V

isit N
ap
a V

alley

）
と
の

間
に
強
固
な
信
頼
関
係
が
あ
る
か
ら
こ
そ
成

立
し
て
い
る
。
宿
泊
業
界
は
、
自
ら
の
拠
出

金
が
確
実
に
観
光
需
要
の
創
出
に
還
元
さ
れ

る
と
理
解
し
て
お
り
、
D
M
O
は
透
明
な
運

用
と
実
際
の
成
果
に
よ
っ
て
説
明
責
任
を
果

た
し
て
い
る
。

　ナ
パ
バ
レ
ー
で
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
中
心
の

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
層
（
約
60
％
）
と
、
初
訪

問
者
や
若
年
層
の
ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
層

（
約
40
％
）
に
明
確
な
市
場
セ
グ
メ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。
従
来
主
要
タ
ー

ゲ
ッ
ト
で
は
な
か
っ
た
若
年
層
へ
の
訴
求
を

昨
今
強
化
し
、S
N
S
・
ウ
ェ
ブ
解
析
・
C
R
M

（C
ustom

er R
elationship M

anagem
ent

／
顧
客
関
係
管
理
）
デ
ー
タ
を
統
合
し
た

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
た
結
果
、
来
訪
者

の
平
均
年
齢
を
47
歳
か
ら
40
歳
に
引
き
下
げ

る
な
ど
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

　ま
た
、
地
域
内
の
人
材
育
成
エ
コ
シ
ス
テ

ム
も
重
要
な
柱
で
あ
る
。
ナ
パ
バ
レ
ー
が
世

界
有
数
の
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
と
し
て
の
ス
テ
イ

タ
ス
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
様
々
な

人
材
の
供
給
が
不
可
欠
で
あ
る
か
ら
だ
。

N
ap
a V

alley V
in
tn
ers L

ead
ersh

ip
 

P
ro
gram

（
未
来
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
）
や

N
ap
a V

alley C
o
llege

（
ブ
ド
ウ
栽
培
・

醸
造
技
術
習
得
）、N

ap
a V

alley W
in
e 

A
cad

em
y

（
国
際
的
な
ワ
イ
ン
教
育
に
よ
る

知
見
向
上
）
な
ど
の
教
育
機
関
が
、
D
M
O

や
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
密
接
に
連
携
し
、「
教
育

↓
雇
用
↓
再
投
資
」
の
好
循
環
を
形
成
し
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
専
門
人
材
が
地
域
に

定
着
し
、観
光
地
経
営
の
質
を
高
め
て
い
る
。

　ネ
バ
ダ
州
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
は
、Las V

egas 

C
on
ven

tion
 an

d
 V
isitors A

u
th
ority

（
L
V
C
V
A
）
が
世
界
最
大
級
の
観
光
局

と
し
て
機
能
し
、
宿
泊
税
（
13
・
38
％
）
を

基
盤
に
年
間
約
4
6
0
億
円
の
予
算
を
運
用

す
る
「
エ
ン
タ
メ
・
イ
ベ
ン
ト
型
」
の
都
市

経
営
を
展
開
し
て
い
る
。

　ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
財
源
は
、
主
要
財
源
で
あ

　日
本
の
観
光
地
経
営
は
、
と
り
わ
け
コ
ロ

ナ
禍
後
、
宿
泊
税
な
ど
の
新
た
な
観
光
財
源

の
導
入
が
進
ん
で
い
る
一
方
で
、
そ
の
財
源

の「
使
途
の
高
度
化
」と「
説
明
責
任
の
確
立
」

が
十
分
で
は
な
い
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い

る
。
そ
れ
ら
財
源
は
観
光
振
興
や
受
入
環
境

整
備
、
資
源
保
全
な
ど
に
幅
広
く
使
わ
れ
て

い
る
が
、
政
策
効
果
を
定
量
的
に
検
証
し
、

再
投
資
へ
と
つ
な
げ
る
仕
組
み
の
確
立
に
は

い
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
。

　公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で
は
、
過

去
か
ら
こ
れ
ま
で
に
積
み
重
ね
て
き
た
財
源

研
究
を
も
と
に
し
て
、
昨
今
、
こ
の
課
題
に

対
し
て
「
観
光
財
源
を
活
用
し
た
新
た
な
観

光
地
経
営
の
モ
デ
ル
研
究
」
を
進
め
て
い
る
。

本
研
究
の
目
的
は
、
財
源
と
し
て
宿
泊
税
等

を
核
と
し
た
持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
の
モ

デ
ル
を
設
計
し
、
地
域
で
の
実
装
を
通
じ
て

国
内
で
の
デ
フ
ァ
ク
ト
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を

提
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
カ

ネ
（
財
源
）
を
ベ
ー
ス
に
「
ヒ
ト
（
専
門
人
材
）

×
モ
ノ
（
D
M
P
（
観
光
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
）
／
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
）
×
バ（
協
議

会
）
が
循
環
・
機
能
す
る
地
域
経
営
の
仕
組

み
」
を
整
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　今
回
、
こ
の
調
査
研
究
の
一
環
と
し
て
、

2
0
2
5
年
8
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
す

で
に
観
光
地
の
経
営
で
日
本
国
内
よ
り
も
先

を
進
ん
で
い
る
北
米
と
欧
州
の
行
政
、

D
M
O
、
研
究
機
関
等
を
訪
問
し
、
観
光
財

源
の
設
計
・
配
分
・
運
用
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

実
態
を
調
査
し
た
。
本
稿
で
は
、
特
に
北
米

の
事
例
に
焦
点
を
絞
り
、
そ
の
成
功
要
因
を

整
理
し
、
日
本
の
観
光
地
経
営
へ
の
応
用
可

能
性
を
考
察
す
る
。

　カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ナ
パ
バ
レ
ー
は
、
そ

の
特
異
な
土
地
（
土
壌
）
や
気
候
※
に
よ
り
、

世
界
的
に
見
れ
ば
後
発
な
が
ら
、
世
界
有
数

の
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
先
進
地
域
へ
と
進

化
し
て
お
り
、
テ
ロ
ワ
ー
ル
（
風
土
）
を
楽

し
む
没
入
体
験
を
コ
ア
に
据
え
た
「
体
験
深

耕
型
」
の
観
光
地
経
営
を
展
開
し
て
い
る
。

※
世
界
の
土
の
約
半
数
が
ナ
パ
バ
レ
ー
内
に

存
在
す
る
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
ナ
パ
バ
レ
ー

に
は
多
様
な
土
が
あ
り
、
ま
た
ボ
ル
ド
ー
よ

り
日
照
時
間
が
年
間
1
0
0
0
時
間
以
上
長

く
、
ま
た
降
水
量
も
年
8
0
0
㎜
未
満
と

な
っ
て
お
り
、
世
界
的
に
見
て
も
稀
有
な
ブ

●地域内の観光人材育成拠点の形成
●産学官連携による実務実習プログラム
●奨学金制度：地元定着型・U/Iターン型
●企業・行政・教育の人材交流制度

3
．ラ
ス
ベ
ガ
ス
：

価
格
競
争
力
と

官
民
連
携
に
よ
る

都
市
経
営

【
二
層
構
造
の
観
光
財
源
】  

【
公
共
×
民
間
の
相
乗
効
果
】  

【
強
固
な
人
材
供
給
基
盤
】  

【
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
な

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
人
材
育
成
】  

【「
宿
泊
税
運
用
↓
需
要
創
出
↓

高
稼
働
↓
税
収
増
↓
再
投
資
」

の
循
環
】  

【
写
真
2
】
ラ
ス
ベ
ガ
ス

地
域
の
成
熟
に
向
け
た
鍵
と
な
る
。

‒❶ 観光財源の活用による地域経営モデルの再構築　1

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2

再 校



高収入

高稼働

教育機関

実務経験

管理職

イノベーション

集客
MICE＋FIT

再投資

話題性

図 1 高稼働スパイラルモデル（公共と民間の相乗効果）

図 2 UNLV型地域循環モデル

い
て
の
合
意
形
成
と
意
思
決
定
を
行
う
場
と

し
て
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　ま
た
、
協
議
会
を
通
じ
て
政
策
の
P
D
C
A

サ
イ
ク
ル
を
可
視
化
・
共
有
し
、
地
域
全
体

で
戦
略
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
体
制
を
整
え
る
。

こ
う
し
た
仕
組
み
に
よ
り
、
地
域
内
ガ
バ
ナ

ン
ス
を
強
化
し
、
観
光
地
経
営
に
対
す
る
信

頼
性
を
高
め
、
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
る
。
さ
ら
に
、
年
次
報
告
や
公
開
K
P

I
管
理
（
訪
問
者
数
、
消
費
額
、
満
足
度
、

環
境
負
荷
）
を
通
じ
て
、
行
政
・
事
業
者
・

住
民
が
共
通
の
指
標
を
共
有
し
、
意
思
決
定

過
程
の
透
明
性
を
担
保
す
る
。

　観
光
関
連
の
指
標
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

デ
ー
タ
を
一
元
的
に
集
約
・
分
析
す
る
D
M

P
を
構
築
す
る
。
こ
の
D
M
P
は
、
来
訪
者

数
や
宿
泊
者
数
と
い
っ
た
従
来
の
観
光
統
計

指
標
に
加
え
、
人
流
動
態
や
決
済
デ
ー
タ
な

ど
か
ら
得
ら
れ
る
来
訪
者
属
性
、
主
要
ス

ポ
ッ
ト
の
混
雑
状
況
、
お
よ
び
詳
細
な
消
費

動
向
と
い
っ
た
デ
ー
タ
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

収
集
・
統
合
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ら

の
多
角
的
な
情
報
を
可
視
化
す
る
ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
を
導
入
し
、
施
策
の
実
行
と
効
果
検

証
を
継
続
的
に
行
う
た
め
の
基
盤
を
確
立
す

る
。
こ
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
意
思
決
定
を

通
じ
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
や
受
入
環

境
整
備
の
継
続
的
な
改
善
を
図
り
、
真
の

「
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
な
観
光
地
経
営
」
を
実

現
す
る
。

　さ
ら
に
、
地
域
内
の
宿
泊
施
設
か
ら
宿
泊

者
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
エ
リ
ア
P
M
S
（
地

域
版
宿
泊
者
管
理
シ
ス
テ
ム
）
と
し
て
統
合

管
理
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
地
域
全
体
の
予
約
状
況
、
客
室
稼
働
率
、

平
均
客
室
単
価
（
A
D
R
）
と
い
っ
た
指
標

を
一
元
的
に
把
握
し
、
将
来
的
な
需
要
動
向

を
予
測
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
高

度
な
デ
ー
タ
は
、
地
域
全
体
と
し
て
の
繁
閑

差
へ
の
効
率
的
な
対
応
、
需
給
調
整
、
価
格

戦
略
の
最
適
化
、
そ
し
て
事
業
者
間
の
連
携

強
化
を
促
し
、
地
域
一
丸
と
な
っ
た
高
度
な

観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
可
能
に
す
る
。

　大
学
や
教
育
機
関
と
産
業
界
、
行
政
・

D
M
O
が
連
携
し
、
U
N
L
V
型
を
理
想
と

す
る
観
光
人
材
育
成
拠
点
を
形
成
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
行
政
と
D
M
O
が

一
体
と
な
り
、
地
域
の
観
光
地
戦
略
の
方
向

性
と
デ
ー
タ
に
基
づ
く
意
思
決
定
の
基
盤
を

提
示
し
、
そ
の
戦
略
を
実
務
に
落
と
し
込
む

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
整
備
す
る
必
要
が
あ

る
。
実
務
学
習
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
を
通

じ
て
学
生
や
若
手
人
材
が
現
場
で
の
課
題
に

触
れ
、
地
域
の
観
光
事
業
者
や
D
M
O
と
協

働
し
て
実
践
的
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
ら

れ
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。
ま
た
、
奨
学

金
制
度
や
地
域
内
企
業
と
の
共
同
研
究
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
、
専
門
人
材
が
地
域

に
定
着
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
も

不
可
欠
で
あ
る
。

　育
成
す
べ
き
人
材
は
、
地
域
の
観
光
地
戦

略
の
設
計
・
評
価
を
担
い
得
る
リ
ー
ダ
ー
人

材
か
ら
、
現
場
で
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
行

し
、
観
光
体
験
の
質
を
向
上
さ
せ
る
実
務
・

運
営
人
材
ま
で
幅
広
く
、
多
層
的
で
あ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。
戦
略
立
案
と
現
場
実
装
が

循
環
的
に
結
び
つ
く
こ
と
で
、
地
域
全
体
の

観
光
地
経
営
能
力
が
底
上
げ
さ
れ
、
持
続
的

な
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
蓄
積
に
つ
な

が
る
。

　こ
の
よ
う
な
「
教
育 

↓ 

実
務 

↓ 

雇
用 

↓ 

キ
ャ
リ
ア
形
成 

↓ 

再
投
資
」
と
い
う
地

域
内
人
材
の
循
環
が
成
立
す
る
こ
と
で
、
観

光
産
業
全
体
の
競
争
力
が
強
化
さ
れ
、
地
域

が
自
走
的
に
発
展
す
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
つ
な
が
る
。

　こ
れ
ら
の
「
財
源
・
デ
ー
タ
・
人
材
・
組

織
（
協
議
会
）」
が
有
機
的
に
連
動
す
る
構
造

的
観
光
地
経
営
へ
の
転
換
が
、
日
本
の
観
光

比
率
は
4
割
に
も
の
ぼ
り
、
極
め
て
強
い
地

域
内
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
ラ
ス
ベ

ガ
ス
内
に
は
根
付
い
て
い
る
。

　ナ
パ
バ
レ
ー
と
ラ
ス
ベ
ガ
ス
は
、
規
模
も

地
域
性
も
異
な
る
が
、
持
続
可
能
な
観
光
地

経
営
モ
デ
ル
と
し
て
次
の
四
つ
の
要
素
を
共

有
し
て
い
る
（
図
3
）。

　宿
泊
税
や
課
徴
金
が
戦
略
的
投
資
と
し
て

目
的
別
に
特
化
さ
れ
、
投
資
に
対
す
る
効
果

測
定
に
基
づ
く
再
投
資
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
安
定
的
な
観
光
財
源
と
持
続

的
な
価
値
向
上
ス
パ
イ
ラ
ル
が
確
立
さ
れ
て

い
る
。

　D
M
O
や
大
学
、
産
業
界
が
連
携
し
た
人

材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、
体
験
設
計
、
M
I
C
E
運
営
、

ゲ
ー
ミ
ン
グ
な
ど
の
専
門
性
を
地
域
に
内
在

化
し
て
い
る
。

 

　来
訪
者
属
性
や
経
済
波
及
効
果
、
デ
ジ
タ

ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
K
P
I
を
継
続
的
に

把
握
し
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
意

思
決
定
と
透
明
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
維
持

し
て
い
る
。

　D
M
O
や
観
光
局
が
戦
略
判
断
と
地
域
連

携
を
主
導
し
、
理
事
会
・
監
査
・
外
部
評
価

を
通
じ
て
信
頼
獲
得
と
説
明
責
任
を
両
立
さ

せ
て
い
る
。
公
共
投
資
と
民
間
投
資
の
相
乗

効
果
も
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

　北
米
の
事
例
か
ら
学
べ
る
最
大
の
教
訓

は
、「
観
光
財
源
を
観
光
地
経
営
の
戦
略
投

資
に
位
置
づ
け
る
こ
と
」
で
あ
る
。
日
本
の

観
光
地
経
営
を
成
熟
さ
せ
る
た
め
、
以
下
の

施
策
が
重
要
で
あ
る
。

　宿
泊
税
を
「
地
域
の
価
値
を
高
め
る
戦
略

資
本
」
と
し
て
運
用
し
、
そ
の
一
定
割
合
を

人
材
登
用
・
育
成
、
デ
ー
タ
基
盤
構
築
と
運

用
、
協
議
会
運
営
に
重
点
配
分
す
る
仕
組
み

を
構
築
す
る
。
特
に
協
議
会
運
営
は
、
地
域

内
の
多
様
な
主
体
（
行
政
、
観
光
事
業
者
、

住
民
代
表
、
教
育
・
金
融
機
関
な
ど
）
が
参

画
し
、
観
光
財
源
の
使
途
や
優
先
施
策
に
つ

る
宿
泊
税
収
（
約
3
6
0
億
円
）
を
基
盤
に
、

M
I
C
E
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
イ
ン
フ
ラ
へ

戦
略
的
に
配
分
さ
れ
て
い
る
。
L
V
C
V
A

は
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
の
利
用
料
を
競
合

都
市
よ
り
約
30
％
低
く
設
定
し
、
価
格
競
争

力
を
高
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
M
I
C
E

誘
致
を
加
速
さ
せ
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設

の
稼
働
率
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
ラ
ス
ベ

ガ
ス
市
内
全
体
の
宿
泊
施
設
の
稼
働
率
を
平

均
20
％
以
上
引
き
上
げ
て
い
る
。

　こ
の
戦
略
的
な
宿
泊
税
の
活
用
が
、「
宿

泊
税
運
用
↓
需
要
創
出
↓
高
稼
働
↓
税
収
増

↓
再
投
資
」
と
い
う
持
続
的
サ
イ
ク
ル
を
生

み
出
し
て
い
る
（
図
1
）。
M
I
C
E
参
加

者
は
一
般
観
光
客
よ
り
消
費
単
価
が
1
・
5

倍
高
く
、
平
均
滞
在
日
数
も
4
・
2
日
に
及

び
、平
日
需
要
の
安
定
化
に
貢
献
し
て
い
る
。

  

　ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
成
功
の
核
心
は
、「
常
に

新
し
い
刺
激
×
安
全
安
心
」の
両
立
に
あ
る
。

公
的
部
門
（
L
V
C
V
A
）
は
、
価
格
競
争

力
の
あ
る
施
設
運
営
や
交
通
イ
ン
フ
ラ
開
発

と
整
備
（
ベ
ガ
ス
ル
ー
プ
等
）
を
担
い
、
民

間
企
業
（
M
G
M
リ
ゾ
ー
ツ
、
シ
ー
ザ
ー
ズ
・

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
な
ど
※
）
は
、
カ

ジ
ノ
・
リ
ゾ
ー
ト
開
発
や
大
型
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
（
F
1
、
N
F
L
、
シ
ル
ク
・

ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
等
）
へ
の
投
資
を
行
う
。

官
民
の
健
全
な
競
争
と
役
割
分
担
が
相
乗
効

果
を
生
み
、
都
市
全
体
の
活
気
を
維
持
し
て

い
る
。

　ま
た
、
や
や
も
す
る
と
、
カ
ジ
ノ
の
町
ラ

ス
ベ
ガ
ス
と
聞
く
と
そ
の
治
安
を
心
配
す
る

声
も
聞
こ
え
て
く
る
が
、
2
0
1
7
年
に
発

生
し
た
銃
乱
射
事
件
以
後
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の

あ
る
ク
ラ
ー
ク
郡
や
ネ
バ
ダ
州
は
、
主
要
観

光
地
で
の
防
犯
対
策
を
抜
本
的
に
見
直
し
、

カ
メ
ラ
を
増
や
す
な
ど
監
視
体
制
の
強
化
、

警
備
員
・
警
察
官
の
増
員
と
配
置
、
ホ
テ
ル

や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
で
の
危
機
管
理
訓

練
の
徹
底
が
行
わ
れ
て
い
る
。
民
間
で
も
ホ

テ
ル
内
の
厳
重
な
警
備
、
不
審
者
・
ホ
ー
ム

レ
ス
へ
の
対
応
を
行
い
、
労
働
者
か
ら
高
所

得
者
、
そ
し
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
へ
と
時
代
に

沿
っ
て
顧
客
対
象
を
変
更
・
移
行
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の
人
々
が
24
時
間
楽

し
く
活
動
で
き
る
街
に
す
る
た
め
、
サ
ー
ビ

ス
や
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
種
類
に
合
わ
せ
て

安
全
対
策
を
更
新
・
強
化
し
て
き
た
経
緯
が

あ
る
。

※
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
主
要
な
宿
泊
施
設
の
大
部

分
は
、
2
大
地
元
資
本
で
あ
る
M
G
M
リ

ゾ
ー
ツ
と
シ
ー
ザ
ー
ズ
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
ラ
ス

ベ
ガ
ス
内
は
、
常
に
こ
の
2
大
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
熾
烈
な
競
争
環
境
下
に
あ
る
。

　ネ
バ
ダ
大
学
ラ
ス
ベ
ガ
ス
校
（
U
N
L
V
）

の
ハ
ラ
ー
・
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
が
、
地
域

の
人
材
供
給
の
中
心
を
担

う
。
大
学
・
産
業
界
・
行
政

（
L
V
C
V
A
）
が
連
携
し
、

学
生
は
年
間
6
0
0
名
以
上

が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通

じ
て
実
務
を
経
験
し
、
卒
業

後
に
観
光
産
業
に
就
職
す

る
。
教
育
↓
実
務
↓
就
業
↓

管
理
職
↓
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

へ
と
つ
な
が
る
循
環
が
、
産

業
全
体
の
競
争
力
を
支
え
て

い
る
（
図
2
）。
そ
の
結
果
、

U
N
L
V
の
卒
業
生
の
現
地

就
職
率
は
65
％
、
宿
泊
施
設

等
の
U
N
L
V
卒
の
管
理
職

ド
ウ
栽
培
に
適
し
た
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

 

　ナ
パ
バ
レ
ー
で
は
、
年
間
予
算
約
14
億
円

（
9
2
0
万
ド
ル
）
を
有
す
るV

isit N
apa 

V
alley

が
中
核
と
な
り
、
宿
泊
税
（
T
O
T
：

13
％
）
と
観
光
振
興
地
区
課
徴
金
（
T
I
D
：

2
％
）
の
二
層
構
造
で
観
光
財
源
を
運
用
し

て
い
る
。

　T
O
T
（T

ransient O
ccupancy T

ax

／
短
期
滞
在
宿
泊
税
）
は
、
税
率
13
％
で
課

さ
れ
、
税
収
が
乏
し
い
ナ
パ
地
域
に
お
い
て

は
、
市
の
一
般
財
源
に
組
み
込
ま
れ
て
き
た

背
景
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
使
途
は
公
共
安

全
、
図
書
館
、
公
園
整
備
、
道
路
改
修
な
ど

の
住
民
サ
ー
ビ
ス
全
般
に
及
び
、
一
般
基
金

の
30
％
以
上
を
占
め
る
重
要
な
財
源
と
な
っ

て
い
る
。

　一
方
、
T
I
D（T

ourism
 Im

provem
ent 

D
istrict

／ 

観
光
振
興
地
区
課
徴
金
）は
、
宿

泊
税
と
は
別
に
、
宿
泊
料
金
に
2
％
を
上
乗

せ
し
て
課
徴
さ
れ
る
観
光
専
用
の
自
主
財
源

で
あ
る
。
宿
泊
業
界
の
自
己
拠
出
に
よ
っ
て

成
立
し
、
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（
特
に
昨

今
は
若
年
層
へ
の
訴
求
）、
イ
ベ
ン
ト
支
援
、

滞
在
延
長
や
リ
ピ
ー
ト
促
進
な
ど
、
観
光
振

興
に
特
化
し
た
用
途
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。

自
己
拠
出
で
あ
り
な
が
ら
、
宿
泊
税
微
収
施

設
中
の
90
％
を
超
え
る
施
設
が
拠
出
す
る
な

ど
、
こ
の
T
I
D
の
仕
組
み
は
、
宿
泊
施
設

と
D
M
O
（V

isit N
ap
a V

alley

）
と
の

間
に
強
固
な
信
頼
関
係
が
あ
る
か
ら
こ
そ
成

立
し
て
い
る
。
宿
泊
業
界
は
、
自
ら
の
拠
出

金
が
確
実
に
観
光
需
要
の
創
出
に
還
元
さ
れ

る
と
理
解
し
て
お
り
、
D
M
O
は
透
明
な
運

用
と
実
際
の
成
果
に
よ
っ
て
説
明
責
任
を
果

た
し
て
い
る
。

　ナ
パ
バ
レ
ー
で
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
中
心
の

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
層
（
約
60
％
）
と
、
初
訪

問
者
や
若
年
層
の
ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
層

（
約
40
％
）
に
明
確
な
市
場
セ
グ
メ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。
従
来
主
要
タ
ー

ゲ
ッ
ト
で
は
な
か
っ
た
若
年
層
へ
の
訴
求
を

昨
今
強
化
し
、S
N
S
・
ウ
ェ
ブ
解
析
・
C
R
M

（C
ustom

er R
elationship M

anagem
ent

／
顧
客
関
係
管
理
）
デ
ー
タ
を
統
合
し
た

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
た
結
果
、
来
訪
者

の
平
均
年
齢
を
47
歳
か
ら
40
歳
に
引
き
下
げ

る
な
ど
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

　ま
た
、
地
域
内
の
人
材
育
成
エ
コ
シ
ス
テ

ム
も
重
要
な
柱
で
あ
る
。
ナ
パ
バ
レ
ー
が
世

界
有
数
の
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
と
し
て
の
ス
テ
イ

タ
ス
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
様
々
な

人
材
の
供
給
が
不
可
欠
で
あ
る
か
ら
だ
。

N
ap
a V

alley V
in
tn
ers L

ead
ersh

ip
 

P
ro
gram

（
未
来
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
）
や

N
ap
a V

alley C
o
llege

（
ブ
ド
ウ
栽
培
・

醸
造
技
術
習
得
）、N

ap
a V

alley W
in
e 

A
cad

em
y

（
国
際
的
な
ワ
イ
ン
教
育
に
よ
る

知
見
向
上
）
な
ど
の
教
育
機
関
が
、
D
M
O

や
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
密
接
に
連
携
し
、「
教
育

↓
雇
用
↓
再
投
資
」
の
好
循
環
を
形
成
し
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
専
門
人
材
が
地
域
に

定
着
し
、観
光
地
経
営
の
質
を
高
め
て
い
る
。

　ネ
バ
ダ
州
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
は
、Las V

egas 

C
on
ven

tion
 an

d
 V
isitors A

u
th
ority

（
L
V
C
V
A
）
が
世
界
最
大
級
の
観
光
局

と
し
て
機
能
し
、
宿
泊
税
（
13
・
38
％
）
を

基
盤
に
年
間
約
4
6
0
億
円
の
予
算
を
運
用

す
る
「
エ
ン
タ
メ
・
イ
ベ
ン
ト
型
」
の
都
市

経
営
を
展
開
し
て
い
る
。

　ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
財
源
は
、
主
要
財
源
で
あ

　日
本
の
観
光
地
経
営
は
、
と
り
わ
け
コ
ロ

ナ
禍
後
、
宿
泊
税
な
ど
の
新
た
な
観
光
財
源

の
導
入
が
進
ん
で
い
る
一
方
で
、
そ
の
財
源

の「
使
途
の
高
度
化
」と「
説
明
責
任
の
確
立
」

が
十
分
で
は
な
い
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い

る
。
そ
れ
ら
財
源
は
観
光
振
興
や
受
入
環
境

整
備
、
資
源
保
全
な
ど
に
幅
広
く
使
わ
れ
て

い
る
が
、
政
策
効
果
を
定
量
的
に
検
証
し
、

再
投
資
へ
と
つ
な
げ
る
仕
組
み
の
確
立
に
は

い
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
。

　公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で
は
、
過

去
か
ら
こ
れ
ま
で
に
積
み
重
ね
て
き
た
財
源

研
究
を
も
と
に
し
て
、
昨
今
、
こ
の
課
題
に

対
し
て
「
観
光
財
源
を
活
用
し
た
新
た
な
観

光
地
経
営
の
モ
デ
ル
研
究
」
を
進
め
て
い
る
。

本
研
究
の
目
的
は
、
財
源
と
し
て
宿
泊
税
等

を
核
と
し
た
持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
の
モ

デ
ル
を
設
計
し
、
地
域
で
の
実
装
を
通
じ
て

国
内
で
の
デ
フ
ァ
ク
ト
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を

提
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
カ

ネ
（
財
源
）
を
ベ
ー
ス
に
「
ヒ
ト
（
専
門
人
材
）

×
モ
ノ
（
D
M
P
（
観
光
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
）
／
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
）
×
バ（
協
議

会
）
が
循
環
・
機
能
す
る
地
域
経
営
の
仕
組

み
」
を
整
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　今
回
、
こ
の
調
査
研
究
の
一
環
と
し
て
、

2
0
2
5
年
8
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
す

で
に
観
光
地
の
経
営
で
日
本
国
内
よ
り
も
先

を
進
ん
で
い
る
北
米
と
欧
州
の
行
政
、

D
M
O
、
研
究
機
関
等
を
訪
問
し
、
観
光
財

源
の
設
計
・
配
分
・
運
用
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

実
態
を
調
査
し
た
。
本
稿
で
は
、
特
に
北
米

の
事
例
に
焦
点
を
絞
り
、
そ
の
成
功
要
因
を

整
理
し
、
日
本
の
観
光
地
経
営
へ
の
応
用
可

能
性
を
考
察
す
る
。

　カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ナ
パ
バ
レ
ー
は
、
そ

の
特
異
な
土
地
（
土
壌
）
や
気
候
※
に
よ
り
、

世
界
的
に
見
れ
ば
後
発
な
が
ら
、
世
界
有
数

の
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
先
進
地
域
へ
と
進

化
し
て
お
り
、
テ
ロ
ワ
ー
ル
（
風
土
）
を
楽

し
む
没
入
体
験
を
コ
ア
に
据
え
た
「
体
験
深

耕
型
」
の
観
光
地
経
営
を
展
開
し
て
い
る
。

※
世
界
の
土
の
約
半
数
が
ナ
パ
バ
レ
ー
内
に

存
在
す
る
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
ナ
パ
バ
レ
ー

に
は
多
様
な
土
が
あ
り
、
ま
た
ボ
ル
ド
ー
よ

り
日
照
時
間
が
年
間
1
0
0
0
時
間
以
上
長

く
、
ま
た
降
水
量
も
年
8
0
0
㎜
未
満
と

な
っ
て
お
り
、
世
界
的
に
見
て
も
稀
有
な
ブ

●地域内の観光人材育成拠点の形成
●産学官連携による実務実習プログラム
●奨学金制度：地元定着型・U/Iターン型
●企業・行政・教育の人材交流制度

3
．ラ
ス
ベ
ガ
ス
：

価
格
競
争
力
と

官
民
連
携
に
よ
る

都
市
経
営

【
二
層
構
造
の
観
光
財
源
】  

【
公
共
×
民
間
の
相
乗
効
果
】  

【
強
固
な
人
材
供
給
基
盤
】  

【
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
な

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
人
材
育
成
】  

【「
宿
泊
税
運
用
↓
需
要
創
出
↓

高
稼
働
↓
税
収
増
↓
再
投
資
」

の
循
環
】  

【
写
真
2
】
ラ
ス
ベ
ガ
ス

地
域
の
成
熟
に
向
け
た
鍵
と
な
る
。

‒❶ 観光財源の活用による地域経営モデルの再構築　1
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人材

観光財源

組織
（協議会）

データ基盤
（DMP）

●DMO/観光局
●意思決定構造
●ステークホルダー合意形成
●KPI設計と管理

●統計指標
●宿泊者/来訪者データ
●人流データ
●満足度/NPS
（Net Promotor Score／
顧客推奨度）

●マーケティング専門職
●体験設計・運営人材
●MICE専門人材
●データ分析官

●宿泊税/課徴金
●目的税と一般財源の配分
●民間投資（再投資サイクル）
●基金/補助金

図 3 観光地経営モデルのフレームい
て
の
合
意
形
成
と
意
思
決
定
を
行
う
場
と

し
て
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　ま
た
、
協
議
会
を
通
じ
て
政
策
の
P
D
C
A

サ
イ
ク
ル
を
可
視
化
・
共
有
し
、
地
域
全
体

で
戦
略
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
体
制
を
整
え
る
。

こ
う
し
た
仕
組
み
に
よ
り
、
地
域
内
ガ
バ
ナ

ン
ス
を
強
化
し
、
観
光
地
経
営
に
対
す
る
信

頼
性
を
高
め
、
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
る
。
さ
ら
に
、
年
次
報
告
や
公
開
K
P

I
管
理
（
訪
問
者
数
、
消
費
額
、
満
足
度
、

環
境
負
荷
）
を
通
じ
て
、
行
政
・
事
業
者
・

住
民
が
共
通
の
指
標
を
共
有
し
、
意
思
決
定

過
程
の
透
明
性
を
担
保
す
る
。

　観
光
関
連
の
指
標
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

デ
ー
タ
を
一
元
的
に
集
約
・
分
析
す
る
D
M

P
を
構
築
す
る
。
こ
の
D
M
P
は
、
来
訪
者

数
や
宿
泊
者
数
と
い
っ
た
従
来
の
観
光
統
計

指
標
に
加
え
、
人
流
動
態
や
決
済
デ
ー
タ
な

ど
か
ら
得
ら
れ
る
来
訪
者
属
性
、
主
要
ス

ポ
ッ
ト
の
混
雑
状
況
、
お
よ
び
詳
細
な
消
費

動
向
と
い
っ
た
デ
ー
タ
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

収
集
・
統
合
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ら

の
多
角
的
な
情
報
を
可
視
化
す
る
ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
を
導
入
し
、
施
策
の
実
行
と
効
果
検

証
を
継
続
的
に
行
う
た
め
の
基
盤
を
確
立
す

る
。
こ
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
意
思
決
定
を

通
じ
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
や
受
入
環

境
整
備
の
継
続
的
な
改
善
を
図
り
、
真
の

「
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
な
観
光
地
経
営
」
を
実

現
す
る
。

　さ
ら
に
、
地
域
内
の
宿
泊
施
設
か
ら
宿
泊

者
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
エ
リ
ア
P
M
S
（
地

域
版
宿
泊
者
管
理
シ
ス
テ
ム
）
と
し
て
統
合

管
理
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
地
域
全
体
の
予
約
状
況
、
客
室
稼
働
率
、

平
均
客
室
単
価
（
A
D
R
）
と
い
っ
た
指
標

を
一
元
的
に
把
握
し
、
将
来
的
な
需
要
動
向

を
予
測
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
高

度
な
デ
ー
タ
は
、
地
域
全
体
と
し
て
の
繁
閑

差
へ
の
効
率
的
な
対
応
、
需
給
調
整
、
価
格

戦
略
の
最
適
化
、
そ
し
て
事
業
者
間
の
連
携

強
化
を
促
し
、
地
域
一
丸
と
な
っ
た
高
度
な

観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
可
能
に
す
る
。

　大
学
や
教
育
機
関
と
産
業
界
、
行
政
・

D
M
O
が
連
携
し
、
U
N
L
V
型
を
理
想
と

す
る
観
光
人
材
育
成
拠
点
を
形
成
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
行
政
と
D
M
O
が

一
体
と
な
り
、
地
域
の
観
光
地
戦
略
の
方
向

性
と
デ
ー
タ
に
基
づ
く
意
思
決
定
の
基
盤
を

提
示
し
、
そ
の
戦
略
を
実
務
に
落
と
し
込
む

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
整
備
す
る
必
要
が
あ

る
。
実
務
学
習
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
を
通

じ
て
学
生
や
若
手
人
材
が
現
場
で
の
課
題
に

触
れ
、
地
域
の
観
光
事
業
者
や
D
M
O
と
協

働
し
て
実
践
的
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
ら

れ
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。
ま
た
、
奨
学

金
制
度
や
地
域
内
企
業
と
の
共
同
研
究
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
、
専
門
人
材
が
地
域

に
定
着
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
も

不
可
欠
で
あ
る
。

　育
成
す
べ
き
人
材
は
、
地
域
の
観
光
地
戦

略
の
設
計
・
評
価
を
担
い
得
る
リ
ー
ダ
ー
人

材
か
ら
、
現
場
で
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
行

し
、
観
光
体
験
の
質
を
向
上
さ
せ
る
実
務
・

運
営
人
材
ま
で
幅
広
く
、
多
層
的
で
あ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。
戦
略
立
案
と
現
場
実
装
が

循
環
的
に
結
び
つ
く
こ
と
で
、
地
域
全
体
の

観
光
地
経
営
能
力
が
底
上
げ
さ
れ
、
持
続
的

な
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
蓄
積
に
つ
な

が
る
。

　こ
の
よ
う
な
「
教
育 

↓ 

実
務 

↓ 

雇
用 

↓ 

キ
ャ
リ
ア
形
成 

↓ 

再
投
資
」
と
い
う
地

域
内
人
材
の
循
環
が
成
立
す
る
こ
と
で
、
観

光
産
業
全
体
の
競
争
力
が
強
化
さ
れ
、
地
域

が
自
走
的
に
発
展
す
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
つ
な
が
る
。

　こ
れ
ら
の
「
財
源
・
デ
ー
タ
・
人
材
・
組

織
（
協
議
会
）」
が
有
機
的
に
連
動
す
る
構
造

的
観
光
地
経
営
へ
の
転
換
が
、
日
本
の
観
光

比
率
は
4
割
に
も
の
ぼ
り
、
極
め
て
強
い
地

域
内
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
ラ
ス
ベ

ガ
ス
内
に
は
根
付
い
て
い
る
。

　ナ
パ
バ
レ
ー
と
ラ
ス
ベ
ガ
ス
は
、
規
模
も

地
域
性
も
異
な
る
が
、
持
続
可
能
な
観
光
地

経
営
モ
デ
ル
と
し
て
次
の
四
つ
の
要
素
を
共

有
し
て
い
る
（
図
3
）。

　宿
泊
税
や
課
徴
金
が
戦
略
的
投
資
と
し
て

目
的
別
に
特
化
さ
れ
、
投
資
に
対
す
る
効
果

測
定
に
基
づ
く
再
投
資
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
安
定
的
な
観
光
財
源
と
持
続

的
な
価
値
向
上
ス
パ
イ
ラ
ル
が
確
立
さ
れ
て

い
る
。

　D
M
O
や
大
学
、
産
業
界
が
連
携
し
た
人

材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、
体
験
設
計
、
M
I
C
E
運
営
、

ゲ
ー
ミ
ン
グ
な
ど
の
専
門
性
を
地
域
に
内
在

化
し
て
い
る
。

 

　来
訪
者
属
性
や
経
済
波
及
効
果
、
デ
ジ
タ

ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
K
P
I
を
継
続
的
に

把
握
し
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
意

思
決
定
と
透
明
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
維
持

し
て
い
る
。

　D
M
O
や
観
光
局
が
戦
略
判
断
と
地
域
連

携
を
主
導
し
、
理
事
会
・
監
査
・
外
部
評
価

を
通
じ
て
信
頼
獲
得
と
説
明
責
任
を
両
立
さ

せ
て
い
る
。
公
共
投
資
と
民
間
投
資
の
相
乗

効
果
も
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

　北
米
の
事
例
か
ら
学
べ
る
最
大
の
教
訓

は
、「
観
光
財
源
を
観
光
地
経
営
の
戦
略
投

資
に
位
置
づ
け
る
こ
と
」
で
あ
る
。
日
本
の

観
光
地
経
営
を
成
熟
さ
せ
る
た
め
、
以
下
の

施
策
が
重
要
で
あ
る
。

　宿
泊
税
を
「
地
域
の
価
値
を
高
め
る
戦
略

資
本
」
と
し
て
運
用
し
、
そ
の
一
定
割
合
を

人
材
登
用
・
育
成
、
デ
ー
タ
基
盤
構
築
と
運

用
、
協
議
会
運
営
に
重
点
配
分
す
る
仕
組
み

を
構
築
す
る
。
特
に
協
議
会
運
営
は
、
地
域

内
の
多
様
な
主
体
（
行
政
、
観
光
事
業
者
、

住
民
代
表
、
教
育
・
金
融
機
関
な
ど
）
が
参

画
し
、
観
光
財
源
の
使
途
や
優
先
施
策
に
つ

る
宿
泊
税
収
（
約
3
6
0
億
円
）
を
基
盤
に
、

M
I
C
E
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
イ
ン
フ
ラ
へ

戦
略
的
に
配
分
さ
れ
て
い
る
。
L
V
C
V
A

は
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
の
利
用
料
を
競
合

都
市
よ
り
約
30
％
低
く
設
定
し
、
価
格
競
争

力
を
高
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
M
I
C
E

誘
致
を
加
速
さ
せ
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設

の
稼
働
率
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
ラ
ス
ベ

ガ
ス
市
内
全
体
の
宿
泊
施
設
の
稼
働
率
を
平

均
20
％
以
上
引
き
上
げ
て
い
る
。

　こ
の
戦
略
的
な
宿
泊
税
の
活
用
が
、「
宿

泊
税
運
用
↓
需
要
創
出
↓
高
稼
働
↓
税
収
増

↓
再
投
資
」
と
い
う
持
続
的
サ
イ
ク
ル
を
生

み
出
し
て
い
る
（
図
1
）。
M
I
C
E
参
加

者
は
一
般
観
光
客
よ
り
消
費
単
価
が
1
・
5

倍
高
く
、
平
均
滞
在
日
数
も
4
・
2
日
に
及

び
、平
日
需
要
の
安
定
化
に
貢
献
し
て
い
る
。

  

　ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
成
功
の
核
心
は
、「
常
に

新
し
い
刺
激
×
安
全
安
心
」の
両
立
に
あ
る
。

公
的
部
門
（
L
V
C
V
A
）
は
、
価
格
競
争

力
の
あ
る
施
設
運
営
や
交
通
イ
ン
フ
ラ
開
発

と
整
備
（
ベ
ガ
ス
ル
ー
プ
等
）
を
担
い
、
民

間
企
業
（
M
G
M
リ
ゾ
ー
ツ
、
シ
ー
ザ
ー
ズ
・

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
な
ど
※
）
は
、
カ

ジ
ノ
・
リ
ゾ
ー
ト
開
発
や
大
型
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
（
F
1
、
N
F
L
、
シ
ル
ク
・

ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
等
）
へ
の
投
資
を
行
う
。

官
民
の
健
全
な
競
争
と
役
割
分
担
が
相
乗
効

果
を
生
み
、
都
市
全
体
の
活
気
を
維
持
し
て

い
る
。

　ま
た
、
や
や
も
す
る
と
、
カ
ジ
ノ
の
町
ラ

ス
ベ
ガ
ス
と
聞
く
と
そ
の
治
安
を
心
配
す
る

声
も
聞
こ
え
て
く
る
が
、
2
0
1
7
年
に
発

生
し
た
銃
乱
射
事
件
以
後
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の

あ
る
ク
ラ
ー
ク
郡
や
ネ
バ
ダ
州
は
、
主
要
観

光
地
で
の
防
犯
対
策
を
抜
本
的
に
見
直
し
、

カ
メ
ラ
を
増
や
す
な
ど
監
視
体
制
の
強
化
、

警
備
員
・
警
察
官
の
増
員
と
配
置
、
ホ
テ
ル

や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
で
の
危
機
管
理
訓

練
の
徹
底
が
行
わ
れ
て
い
る
。
民
間
で
も
ホ

テ
ル
内
の
厳
重
な
警
備
、
不
審
者
・
ホ
ー
ム

レ
ス
へ
の
対
応
を
行
い
、
労
働
者
か
ら
高
所

得
者
、
そ
し
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
へ
と
時
代
に

沿
っ
て
顧
客
対
象
を
変
更
・
移
行
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の
人
々
が
24
時
間
楽

し
く
活
動
で
き
る
街
に
す
る
た
め
、
サ
ー
ビ

ス
や
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
種
類
に
合
わ
せ
て

安
全
対
策
を
更
新
・
強
化
し
て
き
た
経
緯
が

あ
る
。

※
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
主
要
な
宿
泊
施
設
の
大
部

分
は
、
2
大
地
元
資
本
で
あ
る
M
G
M
リ

ゾ
ー
ツ
と
シ
ー
ザ
ー
ズ
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
ラ
ス

ベ
ガ
ス
内
は
、
常
に
こ
の
2
大
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
熾
烈
な
競
争
環
境
下
に
あ
る
。

　ネ
バ
ダ
大
学
ラ
ス
ベ
ガ
ス
校
（
U
N
L
V
）

の
ハ
ラ
ー
・
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
が
、
地
域

の
人
材
供
給
の
中
心
を
担

う
。
大
学
・
産
業
界
・
行
政

（
L
V
C
V
A
）
が
連
携
し
、

学
生
は
年
間
6
0
0
名
以
上

が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通

じ
て
実
務
を
経
験
し
、
卒
業

後
に
観
光
産
業
に
就
職
す

る
。
教
育
↓
実
務
↓
就
業
↓

管
理
職
↓
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

へ
と
つ
な
が
る
循
環
が
、
産

業
全
体
の
競
争
力
を
支
え
て

い
る
（
図
2
）。
そ
の
結
果
、

U
N
L
V
の
卒
業
生
の
現
地

就
職
率
は
65
％
、
宿
泊
施
設

等
の
U
N
L
V
卒
の
管
理
職

ド
ウ
栽
培
に
適
し
た
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

 

　ナ
パ
バ
レ
ー
で
は
、
年
間
予
算
約
14
億
円

（
9
2
0
万
ド
ル
）
を
有
す
るV

isit N
apa 

V
alley

が
中
核
と
な
り
、
宿
泊
税
（
T
O
T
：

13
％
）
と
観
光
振
興
地
区
課
徴
金
（
T
I
D
：

2
％
）
の
二
層
構
造
で
観
光
財
源
を
運
用
し

て
い
る
。

　T
O
T
（T

ransient O
ccupancy T

ax

／
短
期
滞
在
宿
泊
税
）
は
、
税
率
13
％
で
課

さ
れ
、
税
収
が
乏
し
い
ナ
パ
地
域
に
お
い
て

は
、
市
の
一
般
財
源
に
組
み
込
ま
れ
て
き
た

背
景
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
使
途
は
公
共
安

全
、
図
書
館
、
公
園
整
備
、
道
路
改
修
な
ど

の
住
民
サ
ー
ビ
ス
全
般
に
及
び
、
一
般
基
金

の
30
％
以
上
を
占
め
る
重
要
な
財
源
と
な
っ

て
い
る
。

　一
方
、
T
I
D（T

ourism
 Im

provem
ent 

D
istrict

／ 

観
光
振
興
地
区
課
徴
金
）は
、
宿

泊
税
と
は
別
に
、
宿
泊
料
金
に
2
％
を
上
乗

せ
し
て
課
徴
さ
れ
る
観
光
専
用
の
自
主
財
源

で
あ
る
。
宿
泊
業
界
の
自
己
拠
出
に
よ
っ
て

成
立
し
、
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（
特
に
昨

今
は
若
年
層
へ
の
訴
求
）、
イ
ベ
ン
ト
支
援
、

滞
在
延
長
や
リ
ピ
ー
ト
促
進
な
ど
、
観
光
振

興
に
特
化
し
た
用
途
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。

自
己
拠
出
で
あ
り
な
が
ら
、
宿
泊
税
徴
収
施

設
中
の
90
％
を
超
え
る
施
設
が
拠
出
す
る
な

ど
、
こ
の
T
I
D
の
仕
組
み
は
、
宿
泊
施
設

と
D
M
O
（V

isit N
ap
a V

alley

）
と
の

間
に
強
固
な
信
頼
関
係
が
あ
る
か
ら
こ
そ
成

立
し
て
い
る
。
宿
泊
業
界
は
、
自
ら
の
拠
出

金
が
確
実
に
観
光
需
要
の
創
出
に
還
元
さ
れ

る
と
理
解
し
て
お
り
、
D
M
O
は
透
明
な
運

用
と
実
際
の
成
果
に
よ
っ
て
説
明
責
任
を
果

た
し
て
い
る
。

　ナ
パ
バ
レ
ー
で
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
中
心
の

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
層
（
約
60
％
）
と
、
初
訪

問
者
や
若
年
層
の
ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
層

（
約
40
％
）
に
明
確
な
市
場
セ
グ
メ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。
従
来
主
要
タ
ー

ゲ
ッ
ト
で
は
な
か
っ
た
若
年
層
へ
の
訴
求
を

昨
今
強
化
し
、S
N
S
・
ウ
ェ
ブ
解
析
・
C
R
M

（C
ustom

er R
elationship M

anagem
ent

／
顧
客
関
係
管
理
）
デ
ー
タ
を
統
合
し
た

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
た
結
果
、
来
訪
者

の
平
均
年
齢
を
47
歳
か
ら
40
歳
に
引
き
下
げ

る
な
ど
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

　ま
た
、
地
域
内
の
人
材
育
成
エ
コ
シ
ス
テ

ム
も
重
要
な
柱
で
あ
る
。
ナ
パ
バ
レ
ー
が
世

界
有
数
の
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
と
し
て
の
ス
テ
イ

タ
ス
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
様
々
な

人
材
の
供
給
が
不
可
欠
で
あ
る
か
ら
だ
。

N
ap
a V

alley V
in
tn
ers L

ead
ersh

ip
 

P
ro
gram

（
未
来
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
）
や

N
ap
a V

alley C
o
llege

（
ブ
ド
ウ
栽
培
・

醸
造
技
術
習
得
）、N

ap
a V

alley W
in
e 

A
cad

em
y

（
国
際
的
な
ワ
イ
ン
教
育
に
よ
る

知
見
向
上
）
な
ど
の
教
育
機
関
が
、
D
M
O

や
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
密
接
に
連
携
し
、「
教
育

↓
雇
用
↓
再
投
資
」
の
好
循
環
を
形
成
し
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
専
門
人
材
が
地
域
に

定
着
し
、観
光
地
経
営
の
質
を
高
め
て
い
る
。

　ネ
バ
ダ
州
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
は
、Las V

egas 

C
on
ven

tion
 an

d
 V
isitors A

u
th
ority

（
L
V
C
V
A
）
が
世
界
最
大
級
の
観
光
局

と
し
て
機
能
し
、
宿
泊
税
（
13
・
38
％
）
を

基
盤
に
年
間
約
4
6
0
億
円
の
予
算
を
運
用

す
る
「
エ
ン
タ
メ
・
イ
ベ
ン
ト
型
」
の
都
市

経
営
を
展
開
し
て
い
る
。

　ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
財
源
は
、
主
要
財
源
で
あ

　日
本
の
観
光
地
経
営
は
、
と
り
わ
け
コ
ロ

ナ
禍
後
、
宿
泊
税
な
ど
の
新
た
な
観
光
財
源

の
導
入
が
進
ん
で
い
る
一
方
で
、
そ
の
財
源

の「
使
途
の
高
度
化
」と「
説
明
責
任
の
確
立
」

が
十
分
で
は
な
い
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い

る
。
そ
れ
ら
財
源
は
観
光
振
興
や
受
入
環
境

整
備
、
資
源
保
全
な
ど
に
幅
広
く
使
わ
れ
て

い
る
が
、
政
策
効
果
を
定
量
的
に
検
証
し
、

再
投
資
へ
と
つ
な
げ
る
仕
組
み
の
確
立
に
は

い
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
。

　公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で
は
、
過

去
か
ら
こ
れ
ま
で
に
積
み
重
ね
て
き
た
財
源

研
究
を
も
と
に
し
て
、
昨
今
、
こ
の
課
題
に

対
し
て
「
観
光
財
源
を
活
用
し
た
新
た
な
観

光
地
経
営
の
モ
デ
ル
研
究
」
を
進
め
て
い
る
。

本
研
究
の
目
的
は
、
財
源
と
し
て
宿
泊
税
等

を
核
と
し
た
持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
の
モ

デ
ル
を
設
計
し
、
地
域
で
の
実
装
を
通
じ
て

国
内
で
の
デ
フ
ァ
ク
ト
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を

提
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
カ

ネ
（
財
源
）
を
ベ
ー
ス
に
「
ヒ
ト
（
専
門
人
材
）

×
モ
ノ
（
D
M
P
（
観
光
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
）
／
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
）
×
バ（
協
議

会
）
が
循
環
・
機
能
す
る
地
域
経
営
の
仕
組

み
」
を
整
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　今
回
、
こ
の
調
査
研
究
の
一
環
と
し
て
、

2
0
2
5
年
8
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
す

で
に
観
光
地
の
経
営
で
日
本
国
内
よ
り
も
先

を
進
ん
で
い
る
北
米
と
欧
州
の
行
政
、

D
M
O
、
研
究
機
関
等
を
訪
問
し
、
観
光
財

源
の
設
計
・
配
分
・
運
用
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

実
態
を
調
査
し
た
。
本
稿
で
は
、
特
に
北
米

の
事
例
に
焦
点
を
絞
り
、
そ
の
成
功
要
因
を

整
理
し
、
日
本
の
観
光
地
経
営
へ
の
応
用
可

能
性
を
考
察
す
る
。

　カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ナ
パ
バ
レ
ー
は
、
そ

の
特
異
な
土
地
（
土
壌
）
や
気
候
※
に
よ
り
、

世
界
的
に
見
れ
ば
後
発
な
が
ら
、
世
界
有
数

の
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
先
進
地
域
へ
と
進

化
し
て
お
り
、
テ
ロ
ワ
ー
ル
（
風
土
）
を
楽

し
む
没
入
体
験
を
コ
ア
に
据
え
た
「
体
験
深

耕
型
」
の
観
光
地
経
営
を
展
開
し
て
い
る
。

※
世
界
の
土
の
約
半
数
が
ナ
パ
バ
レ
ー
内
に

存
在
す
る
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
ナ
パ
バ
レ
ー

に
は
多
様
な
土
が
あ
り
、
ま
た
ボ
ル
ド
ー
よ

り
日
照
時
間
が
年
間
1
0
0
0
時
間
以
上
長

く
、
ま
た
降
水
量
も
年
8
0
0
㎜
未
満
と

な
っ
て
お
り
、
世
界
的
に
見
て
も
稀
有
な
ブ

5
．日
本
の
観
光
地
域
へ
の

応
用
可
能
性

４
．共
通
の
成
功
要
因
と

観
光
地
経
営
モ
デ
ル

の
フ
レ
ー
ム

公
共
×
民
間
の
協
働
に
よ
る

ガ
バ
ナ
ン
ス（
組
織・合
意
形
成
）  

4

明
確
な
財
源
構
造
と

再
投
資
サ
イ
ク
ル（
資
金
循
環
）  

1

デ
ー
タ
基
盤（
D
M
P
）の

構
築
と
活
用  

2

デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
な
意
思
決
定
と

K
P
I
管
理（
情
報
循
環
）  

3
専
門
人
材
と
教
育
機
関
の
連
携

（
人
材
育
成
エ
コ
シ
ス
テ
ム
）  

2

地
域
内
人
材
循
環
モ
デ
ル
の
確
立  

3

観
光
財
源
の
戦
略
的
配
分
と

透
明
性
の
確
保

1地
域
の
成
熟
に
向
け
た
鍵
と
な
る
。

‒❶ 観光財源の活用による地域経営モデルの再構築　1

8

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2

再 校



人材

観光財源

組織
（協議会）

データ基盤
（DMP）

●DMO/観光局
●意思決定構造
●ステークホルダー合意形成
●KPI設計と管理

●統計指標
●宿泊者/来訪者データ
●人流データ
●満足度/NPS
（Net Promotor Score／
顧客推奨度）

●マーケティング専門職
●体験設計・運営人材
●MICE専門人材
●データ分析官

●宿泊税/課徴金
●目的税と一般財源の配分
●民間投資（再投資サイクル）
●基金/補助金

図 3 観光地経営モデルのフレームい
て
の
合
意
形
成
と
意
思
決
定
を
行
う
場
と

し
て
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　ま
た
、
協
議
会
を
通
じ
て
政
策
の
P
D
C
A

サ
イ
ク
ル
を
可
視
化
・
共
有
し
、
地
域
全
体

で
戦
略
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
体
制
を
整
え
る
。

こ
う
し
た
仕
組
み
に
よ
り
、
地
域
内
ガ
バ
ナ

ン
ス
を
強
化
し
、
観
光
地
経
営
に
対
す
る
信

頼
性
を
高
め
、
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
る
。
さ
ら
に
、
年
次
報
告
や
公
開
K
P

I
管
理
（
訪
問
者
数
、
消
費
額
、
満
足
度
、

環
境
負
荷
）
を
通
じ
て
、
行
政
・
事
業
者
・

住
民
が
共
通
の
指
標
を
共
有
し
、
意
思
決
定

過
程
の
透
明
性
を
担
保
す
る
。

　観
光
関
連
の
指
標
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

デ
ー
タ
を
一
元
的
に
集
約
・
分
析
す
る
D
M

P
を
構
築
す
る
。
こ
の
D
M
P
は
、
来
訪
者

数
や
宿
泊
者
数
と
い
っ
た
従
来
の
観
光
統
計

指
標
に
加
え
、
人
流
動
態
や
決
済
デ
ー
タ
な

ど
か
ら
得
ら
れ
る
来
訪
者
属
性
、
主
要
ス

ポ
ッ
ト
の
混
雑
状
況
、
お
よ
び
詳
細
な
消
費

動
向
と
い
っ
た
デ
ー
タ
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

収
集
・
統
合
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ら

の
多
角
的
な
情
報
を
可
視
化
す
る
ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
を
導
入
し
、
施
策
の
実
行
と
効
果
検

証
を
継
続
的
に
行
う
た
め
の
基
盤
を
確
立
す

る
。
こ
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
意
思
決
定
を

通
じ
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
や
受
入
環

境
整
備
の
継
続
的
な
改
善
を
図
り
、
真
の

「
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
な
観
光
地
経
営
」
を
実

現
す
る
。

　さ
ら
に
、
地
域
内
の
宿
泊
施
設
か
ら
宿
泊

者
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
エ
リ
ア
P
M
S
（
地

域
版
宿
泊
者
管
理
シ
ス
テ
ム
）
と
し
て
統
合

管
理
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
地
域
全
体
の
予
約
状
況
、
客
室
稼
働
率
、

平
均
客
室
単
価
（
A
D
R
）
と
い
っ
た
指
標

を
一
元
的
に
把
握
し
、
将
来
的
な
需
要
動
向

を
予
測
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
高

度
な
デ
ー
タ
は
、
地
域
全
体
と
し
て
の
繁
閑

差
へ
の
効
率
的
な
対
応
、
需
給
調
整
、
価
格

戦
略
の
最
適
化
、
そ
し
て
事
業
者
間
の
連
携

強
化
を
促
し
、
地
域
一
丸
と
な
っ
た
高
度
な

観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
可
能
に
す
る
。

　大
学
や
教
育
機
関
と
産
業
界
、
行
政
・

D
M
O
が
連
携
し
、
U
N
L
V
型
を
理
想
と

す
る
観
光
人
材
育
成
拠
点
を
形
成
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
行
政
と
D
M
O
が

一
体
と
な
り
、
地
域
の
観
光
地
戦
略
の
方
向

性
と
デ
ー
タ
に
基
づ
く
意
思
決
定
の
基
盤
を

提
示
し
、
そ
の
戦
略
を
実
務
に
落
と
し
込
む

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
整
備
す
る
必
要
が
あ

る
。
実
務
学
習
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
を
通

じ
て
学
生
や
若
手
人
材
が
現
場
で
の
課
題
に

触
れ
、
地
域
の
観
光
事
業
者
や
D
M
O
と
協

働
し
て
実
践
的
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
ら

れ
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。
ま
た
、
奨
学

金
制
度
や
地
域
内
企
業
と
の
共
同
研
究
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
、
専
門
人
材
が
地
域

に
定
着
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
も

不
可
欠
で
あ
る
。

　育
成
す
べ
き
人
材
は
、
地
域
の
観
光
地
戦

略
の
設
計
・
評
価
を
担
い
得
る
リ
ー
ダ
ー
人

材
か
ら
、
現
場
で
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
行

し
、
観
光
体
験
の
質
を
向
上
さ
せ
る
実
務
・

運
営
人
材
ま
で
幅
広
く
、
多
層
的
で
あ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。
戦
略
立
案
と
現
場
実
装
が

循
環
的
に
結
び
つ
く
こ
と
で
、
地
域
全
体
の

観
光
地
経
営
能
力
が
底
上
げ
さ
れ
、
持
続
的

な
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
蓄
積
に
つ
な

が
る
。

　こ
の
よ
う
な
「
教
育 

↓ 

実
務 

↓ 

雇
用 

↓ 

キ
ャ
リ
ア
形
成 

↓ 

再
投
資
」
と
い
う
地

域
内
人
材
の
循
環
が
成
立
す
る
こ
と
で
、
観

光
産
業
全
体
の
競
争
力
が
強
化
さ
れ
、
地
域

が
自
走
的
に
発
展
す
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
つ
な
が
る
。

　こ
れ
ら
の
「
財
源
・
デ
ー
タ
・
人
材
・
組

織
（
協
議
会
）」
が
有
機
的
に
連
動
す
る
構
造

的
観
光
地
経
営
へ
の
転
換
が
、
日
本
の
観
光

比
率
は
4
割
に
も
の
ぼ
り
、
極
め
て
強
い
地

域
内
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
ラ
ス
ベ

ガ
ス
内
に
は
根
付
い
て
い
る
。

　ナ
パ
バ
レ
ー
と
ラ
ス
ベ
ガ
ス
は
、
規
模
も

地
域
性
も
異
な
る
が
、
持
続
可
能
な
観
光
地

経
営
モ
デ
ル
と
し
て
次
の
四
つ
の
要
素
を
共

有
し
て
い
る
（
図
3
）。

　宿
泊
税
や
課
徴
金
が
戦
略
的
投
資
と
し
て

目
的
別
に
特
化
さ
れ
、
投
資
に
対
す
る
効
果

測
定
に
基
づ
く
再
投
資
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
安
定
的
な
観
光
財
源
と
持
続

的
な
価
値
向
上
ス
パ
イ
ラ
ル
が
確
立
さ
れ
て

い
る
。

　D
M
O
や
大
学
、
産
業
界
が
連
携
し
た
人

材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、
体
験
設
計
、
M
I
C
E
運
営
、

ゲ
ー
ミ
ン
グ
な
ど
の
専
門
性
を
地
域
に
内
在

化
し
て
い
る
。

 

　来
訪
者
属
性
や
経
済
波
及
効
果
、
デ
ジ
タ

ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
K
P
I
を
継
続
的
に

把
握
し
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
意

思
決
定
と
透
明
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
維
持

し
て
い
る
。

　D
M
O
や
観
光
局
が
戦
略
判
断
と
地
域
連

携
を
主
導
し
、
理
事
会
・
監
査
・
外
部
評
価

を
通
じ
て
信
頼
獲
得
と
説
明
責
任
を
両
立
さ

せ
て
い
る
。
公
共
投
資
と
民
間
投
資
の
相
乗

効
果
も
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

　北
米
の
事
例
か
ら
学
べ
る
最
大
の
教
訓

は
、「
観
光
財
源
を
観
光
地
経
営
の
戦
略
投

資
に
位
置
づ
け
る
こ
と
」
で
あ
る
。
日
本
の

観
光
地
経
営
を
成
熟
さ
せ
る
た
め
、
以
下
の

施
策
が
重
要
で
あ
る
。

　宿
泊
税
を
「
地
域
の
価
値
を
高
め
る
戦
略

資
本
」
と
し
て
運
用
し
、
そ
の
一
定
割
合
を

人
材
登
用
・
育
成
、
デ
ー
タ
基
盤
構
築
と
運

用
、
協
議
会
運
営
に
重
点
配
分
す
る
仕
組
み

を
構
築
す
る
。
特
に
協
議
会
運
営
は
、
地
域

内
の
多
様
な
主
体
（
行
政
、
観
光
事
業
者
、

住
民
代
表
、
教
育
・
金
融
機
関
な
ど
）
が
参

画
し
、
観
光
財
源
の
使
途
や
優
先
施
策
に
つ

る
宿
泊
税
収
（
約
3
6
0
億
円
）
を
基
盤
に
、

M
I
C
E
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
イ
ン
フ
ラ
へ

戦
略
的
に
配
分
さ
れ
て
い
る
。
L
V
C
V
A

は
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
の
利
用
料
を
競
合

都
市
よ
り
約
30
％
低
く
設
定
し
、
価
格
競
争

力
を
高
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
M
I
C
E

誘
致
を
加
速
さ
せ
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設

の
稼
働
率
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
ラ
ス
ベ

ガ
ス
市
内
全
体
の
宿
泊
施
設
の
稼
働
率
を
平

均
20
％
以
上
引
き
上
げ
て
い
る
。

　こ
の
戦
略
的
な
宿
泊
税
の
活
用
が
、「
宿

泊
税
運
用
↓
需
要
創
出
↓
高
稼
働
↓
税
収
増

↓
再
投
資
」
と
い
う
持
続
的
サ
イ
ク
ル
を
生

み
出
し
て
い
る
（
図
1
）。
M
I
C
E
参
加

者
は
一
般
観
光
客
よ
り
消
費
単
価
が
1
・
5

倍
高
く
、
平
均
滞
在
日
数
も
4
・
2
日
に
及

び
、平
日
需
要
の
安
定
化
に
貢
献
し
て
い
る
。

  

　ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
成
功
の
核
心
は
、「
常
に

新
し
い
刺
激
×
安
全
安
心
」の
両
立
に
あ
る
。

公
的
部
門
（
L
V
C
V
A
）
は
、
価
格
競
争

力
の
あ
る
施
設
運
営
や
交
通
イ
ン
フ
ラ
開
発

と
整
備
（
ベ
ガ
ス
ル
ー
プ
等
）
を
担
い
、
民

間
企
業
（
M
G
M
リ
ゾ
ー
ツ
、
シ
ー
ザ
ー
ズ
・

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
な
ど
※
）
は
、
カ

ジ
ノ
・
リ
ゾ
ー
ト
開
発
や
大
型
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
（
F
1
、
N
F
L
、
シ
ル
ク
・

ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
等
）
へ
の
投
資
を
行
う
。

官
民
の
健
全
な
競
争
と
役
割
分
担
が
相
乗
効

果
を
生
み
、
都
市
全
体
の
活
気
を
維
持
し
て

い
る
。

　ま
た
、
や
や
も
す
る
と
、
カ
ジ
ノ
の
町
ラ

ス
ベ
ガ
ス
と
聞
く
と
そ
の
治
安
を
心
配
す
る

声
も
聞
こ
え
て
く
る
が
、
2
0
1
7
年
に
発

生
し
た
銃
乱
射
事
件
以
後
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の

あ
る
ク
ラ
ー
ク
郡
や
ネ
バ
ダ
州
は
、
主
要
観

光
地
で
の
防
犯
対
策
を
抜
本
的
に
見
直
し
、

カ
メ
ラ
を
増
や
す
な
ど
監
視
体
制
の
強
化
、

警
備
員
・
警
察
官
の
増
員
と
配
置
、
ホ
テ
ル

や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
で
の
危
機
管
理
訓

練
の
徹
底
が
行
わ
れ
て
い
る
。
民
間
で
も
ホ

テ
ル
内
の
厳
重
な
警
備
、
不
審
者
・
ホ
ー
ム

レ
ス
へ
の
対
応
を
行
い
、
労
働
者
か
ら
高
所

得
者
、
そ
し
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
へ
と
時
代
に

沿
っ
て
顧
客
対
象
を
変
更
・
移
行
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の
人
々
が
24
時
間
楽

し
く
活
動
で
き
る
街
に
す
る
た
め
、
サ
ー
ビ

ス
や
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
種
類
に
合
わ
せ
て

安
全
対
策
を
更
新
・
強
化
し
て
き
た
経
緯
が

あ
る
。

※
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
主
要
な
宿
泊
施
設
の
大
部

分
は
、
2
大
地
元
資
本
で
あ
る
M
G
M
リ

ゾ
ー
ツ
と
シ
ー
ザ
ー
ズ
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
ラ
ス

ベ
ガ
ス
内
は
、
常
に
こ
の
2
大
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
熾
烈
な
競
争
環
境
下
に
あ
る
。

　ネ
バ
ダ
大
学
ラ
ス
ベ
ガ
ス
校
（
U
N
L
V
）

の
ハ
ラ
ー
・
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
が
、
地
域

の
人
材
供
給
の
中
心
を
担

う
。
大
学
・
産
業
界
・
行
政

（
L
V
C
V
A
）
が
連
携
し
、

学
生
は
年
間
6
0
0
名
以
上

が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通

じ
て
実
務
を
経
験
し
、
卒
業

後
に
観
光
産
業
に
就
職
す

る
。
教
育
↓
実
務
↓
就
業
↓

管
理
職
↓
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

へ
と
つ
な
が
る
循
環
が
、
産

業
全
体
の
競
争
力
を
支
え
て

い
る
（
図
2
）。
そ
の
結
果
、

U
N
L
V
の
卒
業
生
の
現
地

就
職
率
は
65
％
、
宿
泊
施
設

等
の
U
N
L
V
卒
の
管
理
職

ド
ウ
栽
培
に
適
し
た
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

 

　ナ
パ
バ
レ
ー
で
は
、
年
間
予
算
約
14
億
円

（
9
2
0
万
ド
ル
）
を
有
す
るV

isit N
apa 

V
alley

が
中
核
と
な
り
、
宿
泊
税
（
T
O
T
：

13
％
）
と
観
光
振
興
地
区
課
徴
金
（
T
I
D
：

2
％
）
の
二
層
構
造
で
観
光
財
源
を
運
用
し

て
い
る
。

　T
O
T
（T

ransient O
ccupancy T

ax

／
短
期
滞
在
宿
泊
税
）
は
、
税
率
13
％
で
課

さ
れ
、
税
収
が
乏
し
い
ナ
パ
地
域
に
お
い
て

は
、
市
の
一
般
財
源
に
組
み
込
ま
れ
て
き
た

背
景
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
使
途
は
公
共
安

全
、
図
書
館
、
公
園
整
備
、
道
路
改
修
な
ど

の
住
民
サ
ー
ビ
ス
全
般
に
及
び
、
一
般
基
金

の
30
％
以
上
を
占
め
る
重
要
な
財
源
と
な
っ

て
い
る
。

　一
方
、
T
I
D（T

ourism
 Im

provem
ent 

D
istrict

／ 

観
光
振
興
地
区
課
徴
金
）は
、
宿

泊
税
と
は
別
に
、
宿
泊
料
金
に
2
％
を
上
乗

せ
し
て
課
徴
さ
れ
る
観
光
専
用
の
自
主
財
源

で
あ
る
。
宿
泊
業
界
の
自
己
拠
出
に
よ
っ
て

成
立
し
、
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（
特
に
昨

今
は
若
年
層
へ
の
訴
求
）、
イ
ベ
ン
ト
支
援
、

滞
在
延
長
や
リ
ピ
ー
ト
促
進
な
ど
、
観
光
振

興
に
特
化
し
た
用
途
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。

自
己
拠
出
で
あ
り
な
が
ら
、
宿
泊
税
微
収
施

設
中
の
90
％
を
超
え
る
施
設
が
拠
出
す
る
な

ど
、
こ
の
T
I
D
の
仕
組
み
は
、
宿
泊
施
設

と
D
M
O
（V

isit N
ap
a V

alley

）
と
の

間
に
強
固
な
信
頼
関
係
が
あ
る
か
ら
こ
そ
成

立
し
て
い
る
。
宿
泊
業
界
は
、
自
ら
の
拠
出

金
が
確
実
に
観
光
需
要
の
創
出
に
還
元
さ
れ

る
と
理
解
し
て
お
り
、
D
M
O
は
透
明
な
運

用
と
実
際
の
成
果
に
よ
っ
て
説
明
責
任
を
果

た
し
て
い
る
。

　ナ
パ
バ
レ
ー
で
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
中
心
の

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
層
（
約
60
％
）
と
、
初
訪

問
者
や
若
年
層
の
ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
層

（
約
40
％
）
に
明
確
な
市
場
セ
グ
メ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。
従
来
主
要
タ
ー

ゲ
ッ
ト
で
は
な
か
っ
た
若
年
層
へ
の
訴
求
を

昨
今
強
化
し
、S
N
S
・
ウ
ェ
ブ
解
析
・
C
R
M

（C
ustom

er R
elationship M

anagem
ent

／
顧
客
関
係
管
理
）
デ
ー
タ
を
統
合
し
た

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
た
結
果
、
来
訪
者

の
平
均
年
齢
を
47
歳
か
ら
40
歳
に
引
き
下
げ

る
な
ど
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

　ま
た
、
地
域
内
の
人
材
育
成
エ
コ
シ
ス
テ

ム
も
重
要
な
柱
で
あ
る
。
ナ
パ
バ
レ
ー
が
世

界
有
数
の
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
と
し
て
の
ス
テ
イ

タ
ス
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
様
々
な

人
材
の
供
給
が
不
可
欠
で
あ
る
か
ら
だ
。

N
ap
a V

alley V
in
tn
ers L

ead
ersh

ip
 

P
ro
gram

（
未
来
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
）
や

N
ap
a V

alley C
o
llege

（
ブ
ド
ウ
栽
培
・

醸
造
技
術
習
得
）、N

ap
a V

alley W
in
e 

A
cad

em
y

（
国
際
的
な
ワ
イ
ン
教
育
に
よ
る

知
見
向
上
）
な
ど
の
教
育
機
関
が
、
D
M
O

や
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
密
接
に
連
携
し
、「
教
育

↓
雇
用
↓
再
投
資
」
の
好
循
環
を
形
成
し
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
専
門
人
材
が
地
域
に

定
着
し
、観
光
地
経
営
の
質
を
高
め
て
い
る
。

　ネ
バ
ダ
州
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
は
、Las V

egas 

C
on
ven

tion
 an

d
 V
isitors A

u
th
ority

（
L
V
C
V
A
）
が
世
界
最
大
級
の
観
光
局

と
し
て
機
能
し
、
宿
泊
税
（
13
・
38
％
）
を

基
盤
に
年
間
約
4
6
0
億
円
の
予
算
を
運
用

す
る
「
エ
ン
タ
メ
・
イ
ベ
ン
ト
型
」
の
都
市

経
営
を
展
開
し
て
い
る
。

　ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
財
源
は
、
主
要
財
源
で
あ

　日
本
の
観
光
地
経
営
は
、
と
り
わ
け
コ
ロ

ナ
禍
後
、
宿
泊
税
な
ど
の
新
た
な
観
光
財
源

の
導
入
が
進
ん
で
い
る
一
方
で
、
そ
の
財
源

の「
使
途
の
高
度
化
」と「
説
明
責
任
の
確
立
」

が
十
分
で
は
な
い
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い

る
。
そ
れ
ら
財
源
は
観
光
振
興
や
受
入
環
境

整
備
、
資
源
保
全
な
ど
に
幅
広
く
使
わ
れ
て

い
る
が
、
政
策
効
果
を
定
量
的
に
検
証
し
、

再
投
資
へ
と
つ
な
げ
る
仕
組
み
の
確
立
に
は

い
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
。

　公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で
は
、
過

去
か
ら
こ
れ
ま
で
に
積
み
重
ね
て
き
た
財
源

研
究
を
も
と
に
し
て
、
昨
今
、
こ
の
課
題
に

対
し
て
「
観
光
財
源
を
活
用
し
た
新
た
な
観

光
地
経
営
の
モ
デ
ル
研
究
」
を
進
め
て
い
る
。

本
研
究
の
目
的
は
、
財
源
と
し
て
宿
泊
税
等

を
核
と
し
た
持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
の
モ

デ
ル
を
設
計
し
、
地
域
で
の
実
装
を
通
じ
て

国
内
で
の
デ
フ
ァ
ク
ト
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を

提
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
カ

ネ
（
財
源
）
を
ベ
ー
ス
に
「
ヒ
ト
（
専
門
人
材
）

×
モ
ノ
（
D
M
P
（
観
光
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
）
／
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
）
×
バ（
協
議

会
）
が
循
環
・
機
能
す
る
地
域
経
営
の
仕
組

み
」
を
整
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　今
回
、
こ
の
調
査
研
究
の
一
環
と
し
て
、

2
0
2
5
年
8
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
す

で
に
観
光
地
の
経
営
で
日
本
国
内
よ
り
も
先

を
進
ん
で
い
る
北
米
と
欧
州
の
行
政
、

D
M
O
、
研
究
機
関
等
を
訪
問
し
、
観
光
財

源
の
設
計
・
配
分
・
運
用
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

実
態
を
調
査
し
た
。
本
稿
で
は
、
特
に
北
米

の
事
例
に
焦
点
を
絞
り
、
そ
の
成
功
要
因
を

整
理
し
、
日
本
の
観
光
地
経
営
へ
の
応
用
可

能
性
を
考
察
す
る
。

　カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ナ
パ
バ
レ
ー
は
、
そ

の
特
異
な
土
地
（
土
壌
）
や
気
候
※
に
よ
り
、

世
界
的
に
見
れ
ば
後
発
な
が
ら
、
世
界
有
数

の
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
先
進
地
域
へ
と
進

化
し
て
お
り
、
テ
ロ
ワ
ー
ル
（
風
土
）
を
楽

し
む
没
入
体
験
を
コ
ア
に
据
え
た
「
体
験
深

耕
型
」
の
観
光
地
経
営
を
展
開
し
て
い
る
。

※
世
界
の
土
の
約
半
数
が
ナ
パ
バ
レ
ー
内
に

存
在
す
る
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
ナ
パ
バ
レ
ー

に
は
多
様
な
土
が
あ
り
、
ま
た
ボ
ル
ド
ー
よ

り
日
照
時
間
が
年
間
1
0
0
0
時
間
以
上
長

く
、
ま
た
降
水
量
も
年
8
0
0
㎜
未
満
と

な
っ
て
お
り
、
世
界
的
に
見
て
も
稀
有
な
ブ

5
．日
本
の
観
光
地
域
へ
の

応
用
可
能
性

４
．共
通
の
成
功
要
因
と

観
光
地
経
営
モ
デ
ル

の
フ
レ
ー
ム

公
共
×
民
間
の
協
働
に
よ
る

ガ
バ
ナ
ン
ス（
組
織・合
意
形
成
）  

4

明
確
な
財
源
構
造
と

再
投
資
サ
イ
ク
ル（
資
金
循
環
）  

1

デ
ー
タ
基
盤（
D
M
P
）の

構
築
と
活
用  

2

デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
な
意
思
決
定
と

K
P
I
管
理（
情
報
循
環
）  

3
専
門
人
材
と
教
育
機
関
の
連
携

（
人
材
育
成
エ
コ
シ
ス
テ
ム
）  

2

地
域
内
人
材
循
環
モ
デ
ル
の
確
立  

3

観
光
財
源
の
戦
略
的
配
分
と

透
明
性
の
確
保

1地
域
の
成
熟
に
向
け
た
鍵
と
な
る
。

‒❶ 観光財源の活用による地域経営モデルの再構築　1
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再 校



L
V
C
V
A
に
お
け
る

デ
ー
タド
リ
ブン
な

ガバナンスの
仕
組
み
と

統
計
の
質

1
2

観
光
研
究
部 

副
主
任
研
究
員

川
村
竜
之
介

　今
日
の
観
光
地
経
営
に
お
い
て
、
デ
ー
タ

に
基
づ
い
た
戦
略
策
定
、
す
な
わ
ち
デ
ー
タ

ド
リ
ブ
ン
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
重
要
性
は
論
を

俟
た
な
い
。
し
か
し
、
多
く
の
D
M
O
で
は
、

ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
を
、
い
か
に
し
て
収
集

し
、
そ
し
て
組
織
の
意
思
決
定
に
ど
う
結
び

つ
け
る
か
と
い
う
実
践
的
な
課
題
に
直
面
し

て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

　本
稿
で
は
、
世
界
屈
指
の
観
光
都
市
で
あ

る
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
D
M
O
：L

as V
egas 

　L
V
C
V
A
の
組
織
は
、
こ
の
よ
う
な
経

営
基
盤
の
上
に
、
経
営
陣
ト
ッ
プ
で
あ
る

C
E
O
（C

hief E
xecutive O

ffi
cer

）
の
も

と
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
施
設
運
営
、
営
業
、

戦
略
、
財
務
な
ど
を
担
当
す
る
役
員
が
そ
れ

ぞ
れ
配
置
さ
れ
る
機
能
的
な
経
営
体
制
が
敷

か
れ
て
い
る
。
今
回
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た

リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
も
、
経
営
陣
の
一
角
を

占
め
て
い
る
専
任
の
所
長（
副
社
長
）に
よ
っ

C
on
ven

tion
 an

d
 V
isitors A

u
th
ority

（
以
下
L
V
C
V
A
）
を
事
例
に
取
り
上
げ

る
。
L
V
C
V
A
は
、
1
9
7
0
年
代
か
ら

独
自
に
観
光
統
計
を
整
備
し
て
き
た
先
駆
者

で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
飛
躍
的
に
進
化

し
た
今
、
彼
ら
の
デ
ー
タ
活
用
は
ど
の
よ
う

な
進
化
を
遂
げ
て
い
る
の
か
。
こ
の
問
い
を

検
証
す
べ
く
、
L
V
C
V
A
リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ
ー
の
所
長
で
あ
る
ケ
ビ
ン
・
バ
ガ
ー

（K
evin

 B
agger

）
氏
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
し
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

内
容
と
公
開
情
報
を
基
に
、
L
V
C
V
A
に

お
け
る
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

て
率
い
ら
れ
て
い
る
。
L
V
C
V
A
の
経
営

陣
が
デ
ー
タ
を
い
か
に
重
視
し
て
い
る
か
を

示
す
組
織
的
な
証
左
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　L
V
C
V
A
の
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
な
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
中
核
を
成

す
の
が
、
組
織
全
体

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
多
角
的
に
可
視
化

す
る
た
め
に
設
計
さ

れ
た
5
つ
の
指
標
群

で
あ
る
。
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー
は
こ
れ
ら

の
指
標
を
体
系
的
に

管
理
し
、
組
織
の
情

報
ハ
ブ
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
い
る
。

　5
つ
の
指
標
群
の

概
要
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

①

 

D
estin

atio
n
 

M
etrics

（
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
指
標
）
…

ラ
ス
ベ
ガ
ス
と
い
う

仕
組
み
と
、
そ
の
根
幹
を
支
え
る
統
計
の

「
質
」
を
担
保
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
き
明

か
し
、
日
本
の
観
光
地
経
営
に
対
す
る
示
唆

を
導
き
出
す
。

　L
V
C
V
A
の
デ
ー
タ
戦
略
を
理
解
す
る

に
は
、
ま
ず
そ
の
特
異
な
組
織
形
態
と
財
源

構
造
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
L
V
C
V

A
は
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
を
含
む
南
ネ
バ
ダ
地
域

の
D
M
O
と
し
て
、
1
9
5
5
年
に
ネ
バ
ダ

州
政
府
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
使
命

は
「
ラ
ス
ベ
ガ
ス
を
、
レ
ジ
ャ
ー
お
よ
び
ビ

ジ
ネ
ス
旅
行
に
お
い
て
議
論
の
余
地
の
な
い

世
界
的
な
目
的
地（the undisputed global 

destination

）
に
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。

　L
V
C
V
A
の
最
大
の
特
徴
は
、
そ
の
独

自
の
財
源
構
造
に
あ
る
。
多
く
の
D
M
O
が

宿
泊
税
な
ど
の
公
的
資
金
に
依
存
す
る

「
コ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
」
で
あ
る
の
に
対
し
、

L
V
C
V
A
は
公
的
資
金
と
事
業
収
益
を
組

み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
モ
デ
ル
を
採
用

し
て
い
る
。
第
一
の
財
源
は
、
エ
リ
ア
内
の

宿
泊
施
設
か
ら
徴
収
さ
れ
る
宿
泊
税

（R
o
o
m
 T
ax

）
で
あ
り
、
こ
れ
は
D
M
O

地
域
（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）
全
体
の
状
況

を
示
す
マ
ク
ロ
指
標
。宿
泊
関
連
の
指
標（
客

室
稼
働
率
（
O
C
C
）、
販
売
可
能
客
室
数

あ
た
り
売
上
（R

evP
A
R

））、
訪
問
者
の
属

性
や
行
動
を
分
析
す
るV

isito
r P

ro
files

な
ど
が
含
ま
れ
る
。

②

 

In
d
u
stry M

etrics

（
市
場
指

標
）
…
ラ
ス
ベ
ガ
ス
を
取
り
巻
く
外

部
の
市
場
環
境
に
関
す
る
デ
ー
タ
。

後
述
す
る
S
T
R
社
の
宿
泊
関
連

デ
ー
タ
や
、
第
三
者
機
関
の
レ
ポ
ー

ト
、
競
合
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

動
向
、
国
際
観
光
市
場
の
ト
レ
ン
ド

な
ど
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
。

③

 

L
V
C
C
 M
etrics

（
L
V
C
C

指
標
）
…
L
V
C
V
A
が
自
ら
運
営

す
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
L
V
C
C
）
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
関
す
る
指
標
。
施
設
の
稼
働
率
、

顧
客
満
足
度
、
リ
ピ
ー
ト
率
な
ど
が

含
ま
れ
る
。

④

 

S
ales M

etrics

（
営
業
指
標
）

…
主
に
M
I
C
E
誘
致
な
ど
、
B 

to

B
営
業
活
動
に
関
す
る
指
標
。

C
R
M
（
顧
客
関
係
管
理
）
シ
ス
テ

ム
を
用
い
て
、セ
ー
ル
ス
リ
ー
ド（
見

込
み
客
）
の
発
生
か
ら
成
約
ま
で
の

状
況
を
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
セ
グ
メ
ン
ト

の
典
型
的
な
資
金
調
達
方
法
で
あ
る
。
そ
し

て
第
二
の
財
源
が
、
自
ら
所
有
・
運
営
す
る

「
ラ
ス
ベ
ガ
ス
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
セ
ン

タ
ー
（
L
V
C
C
）」
か
ら
得
ら
れ
る
事
業
収

益
で
あ
る
。
L
V
C
C
は
総
面
積
4
・
7
ヘ

ク
タ
ー
ル
（
東
京
ド
ー
ム
約
9
個
分
）
に
及

ぶ
巨
大
施
設
で
あ
り
、
L
V
C
V
A
の
歳
入

の
約
2
割
を
稼
ぎ
出
す
「
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
セ

ン
タ
ー
」
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
モ
ノ
レ
ー
ル
や
ベ
ガ
ス

ル
ー
プ
の
所
有
・
運
営
等
を
担
っ
て
お
り
、

こ
う
し
た
交
通
イ
ン
フ
ラ
関
連
の
事
業
収
益

も
加
わ
る
。

　こ
れ
ら
の
仕
組
み
が
、
財
源
的
な
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
・
ル
ー
プ
を
生
み
出
す
。
宿
泊
税

が
L
V
C
V
A
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
を

支
え
、
レ
ジ
ャ
ー
お
よ
び
ビ
ジ
ネ
ス
訪
問
者

の
需
要
を
創
出
す
る
。
そ
し
て
、
創
出
さ
れ

た
需
要
、特
に
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
参
加
者
は
、

L
V
C
V
A
が
運
営
す
る
L
V
C
C
の
稼
働

率
と
収
益
性
を
高
め
る
。
そ
の
収
益
は
再
び

L
V
C
V
A
の
財
源
に
還
元
さ
れ
、
更
な
る

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
投
資
や
大
規
模
イ
ベ
ン
ト

の
誘
致
を
可
能
に
す
る
。
こ
の
「
資
産
の
保

有
と
運
営
を
行
う
D
M
O
」
と
し
て
の
性
質

が
、
D
M
O
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
明
確
に
し
つ

つ
、
そ
れ
に
必
要
な
財
源
の
確
保
や
未
来
へ

の
投
資
を
実
現
可
能
と
し
て
い
る
。

別
に
管
理
す
る
。

⑤

 

M
arketin

g M
etrics

（
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
指
標
）
…
主
に
旅
行
者
向
け
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
活
動
の
効
果
を
測
定
す
る
指
標
。

広
告
の
イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
数
や
ク
リ
ッ
ク

率
、
ブ
ラ
ン
ド
認
知
度
、
S
N
S
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

　L
V
C
V
A
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
優
れ
て
い

る
の
は
、
こ
れ
ら
の
指
標
群
と
、
そ
れ
を
管

轄
す
る
経
営
陣
の
責
任
範
囲
が
明
確
に

連
動
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
例
え
ば
、③ 

L
V
C
C
 M
etrics

（
L
V
C
C
指
標
）
は
施

設
運
営
の
責
任
者
で
あ
る
C
O
O（C

hief 

O
perating O

ffi
cer

）、④ Sales M
etrics

（
営

業
指
標
）は
C
S
O（C

hief Sales O
ffi
cer

）、

⑤ M
arketin

g M
etrics

（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
指
標
）
は
C
M
O
（C

h
ief M

arketin
g 

O
ffi
cer

）
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
。

　そ
し
て
、
組
織
全
体
を
束
ね
る
C
E
O

は
、
こ
れ
ら
の
指
標
の
中
で
も
特
に
① 

D
estin

atio
n
 M
etrics

（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
指
標
）
に
お
い
て
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
に

対
す
る
需
要
の
総
量
を
端
的
に
示
す
客
室
稼

働
率
と
、
収
益
性
を
示
すR

evP
A
R

を
、

K
P
I
（K

ey P
erform

ance Indicator

）

と
し
て
最
も
重
視
し
て
い
る
。
組
織
の
ト
ッ

プ
か
ら
各
部
門
に
至
る
ま
で
、
明
確
な
指
標

に
基
づ
い
て
意
思
決
定
や
評
価
が
行
わ
れ

る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
L
V
C
V
A
に
お
け
る

デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
基
本
構

造
で
あ
る
。

る
。
こ
の
手
法
の
メ
リ
ッ
ト
は
2
つ
あ
る
。

1
つ
は
、
友
人
・
親
族
宅
に
宿
泊
し
た
旅
行

者
な
ど
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
調
査
地
点
で
は
捕

捉
し
に
く
い
客
層
も
カ
バ
ー
で
き
る
こ
と
。

も
う
1
つ
は
、
調
査
員
を
介
さ
な
い
た
め
、

満
足
度
な
ど
の
評
価
に
つ
い
て
、
よ
り
バ
イ

ア
ス
の
な
い
率
直
な
回
答
（
回
答
の
正
確
性
）

を
得
や
す
い
点
で
あ
る
。

　L
V
C
V
A
は
、
こ
れ
ら
2
つ
の
手
法
の

長
所
と
短
所
を
組
み
合
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

結
果
に
重
み
づ
け
を
し
て
統
合
す
る
こ
と

で
、
標
本
の「
代
表
性
」と
回
答
の「
正
確
性
」

を
両
立
さ
せ
る
、
合
理
的
な
調
査
設
計
を
構

築
し
て
い
る
。
コ
ス
ト
を
惜
し
ま
ず
、
最
善

の
手
法
を
追
求
す
る
姿
勢
が
、
統
計
の
質
の

高
さ
を
支
え
て
い
る
。

　L
V
C
V
A
の
事
例
は
、
日
本
の
D
M
O

や
自
治
体
が
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
な
観
光
地
経

営
を
実
現
す
る
上
で
、
2
つ
の
重
要
な
示
唆

を
与
え
て
く
れ
る
。

　第
一
に
、
指
標
（
K
P
I
）
と
責
任
者
を

明
確
に
紐
づ
け
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
構
築

で
あ
る
。
L
V
C
V
A
で
は
、
C
E
O
が

　前
述
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
仕
組
み
は
、
そ
の

土
台
と
な
る
デ
ー
タ
の
「
質
」、
す
な
わ
ち

信
頼
性
と
正
確
性
が
確
保
さ
れ
て
い
て
初
め

て
機
能
す
る
。
L
V
C
V
A
は
い
か
に
し
て

高
品
質
な
デ
ー
タ
を
担
保
し
て
い
る
の
か
。

こ
こ
で
は
、① D

estin
ation

 M
etrics

（
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
指
標
）
の
中
か
ら
、
宿

泊
関
連
の
指
標
とV

isitor P
rofiles

の
2

つ
を
例
に
、
そ
の
仕
組
み
を
深
掘
り
す
る
。

　O
C
C
、A
D
R（
客
室
平
均
単
価
）、

R
evP

A
R

と
い
っ
た
宿
泊
関
連
の
指
標
は
、

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況
を
測
る
上
で

最
も
基
本
的
な
デ
ー
タ
で
あ
る
。
L
V
C
V

A
は
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
、
エ
リ
ア
内
の
宿

泊
施
設
か
ら
月
次
で
収
集
し
て
い
る
。
そ
の

方
法
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
や
メ
ー
ル

に
加
え
、
小
規
模
施
設
に
対
し
て
は
電
話
で

の
聞
き
取
り
と
い
っ
た
ア
ナ
ロ
グ
な
手
法
も

含
ま
れ
る
、極
め
て
従
来
型
の
も
の
で
あ
る
。

　米
国
で
は
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
業
界
の
デ
ー

最
重
要
視
す
る
K
P
I
（
客
室
稼
働
率
、

R
evP

A
R

）
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
各
部
門
・

責
任
者
の
K
P
I
へ
と
ブ
レ
ー
ク
ダ
ウ
ン
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
仕
組
み
に
よ
り
、
責
任
者

は
自
ら
の
成
果
を
上
げ
る
た
め
に
、
K
P
I

の
元
と
な
る
デ
ー
タ
の
「
正
し
さ
」
に
強
い

関
心
を
持
た
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
こ
の
経

営
陣
か
ら
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
、
リ
サ
ー
チ

部
門
に
対
し
て
「
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
も
統

計
的
に
正
し
い
手
法
で
、
質
の
高
い
デ
ー
タ

を
収
集
す
る
」
と
い
う
強
力
な
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
と
し
て
働
く
。
デ
ー
タ
部
門
の
予
算

確
保
や
専
門
人
材
の
登
用
が
課
題
と
な
り
が

ち
な
日
本
に
お
い
て
、
デ
ー
タ
を
組
織
的
に

活
用
す
る
た
め
の
動
機
づ
け
の
仕
組
み
と
し

て
大
い
に
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。

　第
二
に
、「
宿
泊
客
ベ
ー
ス
」
の
観
光
統

計
へ
の
適
用
で
あ
る
。
L
V
C
V
A
の
① 

D
estin

atio
n
 M
etrics

は
、
宿
泊
施
設

か
ら
の
報
告
に
よ
る
正
確
な
「
量
」
の
指
標

（
実
宿
泊
者
数
や
延
べ
宿
泊
者
数
）
と
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
「
質
」
の
指
標
（
属
性
・

旅
行
内
容
）
を
組
み
合
わ
せ
た
、「
宿
泊
客

ベ
ー
ス
」
の
観
光
統
計
と
し
て
設
計
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
空
港
や
駅
と
い
っ
た
明
確

な
「
出
入
口
」
が
限
ら
れ
て
お
ら
ず
、「
入
域

観
光
客
数
」
の
把
握
が
困
難
な
多
く
の
日
本

の
観
光
地
に
と
っ
て
参
考
に
な
り
う
る
。
今

タ
収
集
を
専
門
と
し
て
い
る
S
T
R
社
の
宿

泊
関
連
デ
ー
タ
が
業
界
標
準
と
な
っ
て
お

り
、
多
く
の
D
M
O
が
同
社
の
デ
ー
タ
を

活
用
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

L
V
C
V
A
が
自
前
で
の
デ
ー
タ
収
集
を
続

け
る
理
由
は
、
デ
ー
タ
の
カ
バ
ー
率
が
高
い

た
め
で
あ
る
。
S
T
R
社
が
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で

カ
バ
ー
で
き
て
い
る
の
は
約
15
万
ベ
ッ
ド
の

う
ち
3
万
ベ
ッ
ド
程
度
に
留
ま
る
。
し
か
も

そ
の
多
く
は
ゲ
ー
ミ
ン
グ
施
設
を
持
た
な
い

大
手
チ
ェ
ー
ン
ホ
テ
ル
で
あ
る
。
一
方
で
、

L
V
C
V
A
は
11
・
5
万
ベ
ッ
ド
分
、
全
体

の
75
%
を
カ
バ
ー
す
る
デ
ー
タ
を
自
前
で
収

集
し
て
い
る
。
こ
の
圧
倒
的
な
カ
バ
ー
率
の

差
が
、
指
標
の
精
度
に
大
き
な
違
い
を
生
ん

で
い
る
。

　L
V
C
V
A
が
高
い
カ
バ
ー
率
を
維
持
で

き
る
背
景
に
は
、
1
9
7
0
年
代
か
ら
続
く

宿
泊
施
設
と
の
長
年
の
信
頼
関
係
と
い
う
、

数
値
化
で
き
な
い
無
形
資
産
が
あ
る
。
各
施

設
は
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
お
け
る
L
V
C
V
A

の
役
割
を
理
解
し
、
自
社
の
デ
ー
タ
を
提
供

す
る
こ
と
が
、
L
V
C
V
A
の
適
切
な
意
思

決
定
の
役
に
立
ち
、
最
終
的
に
は
ラ
ス
ベ
ガ

ス
の
需
要
増
加
を
通
じ
て
自
社
に
還
元
さ
れ

る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。
こ
の
信
頼
関
係

こ
そ
が
、
業
界
標
準
の
デ
ー
タ
ベ
ン
ダ
ー
さ

え
凌
駕
す
る
L
V
C
V
A
の
競
争
優
位
性
の

後
日
本
で
も
、
各
地
で
宿
泊
税
の
導
入
が
進

む
こ
と
に
よ
り
、
地
域
が
正
確
な
宿
泊
者
数

と
い
う
「
量
」
の
デ
ー
タ
を
把
握
で
き
る
環

境
が
整
う
可
能
性
が
あ
る
。こ
の
機
を
捉
え
、

「
量
」
の
デ
ー
タ
と
、
ど
の
よ
う
な
「
質
」
の

ア
ン
ケ
ー
ト
デ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
、
自
地

域
の
観
光
地
経
営
に
資
す
る
実
用
的
な
統
計

指
標
を
設
計
す
べ
き
か
。
L
V
C
V
A
の
長

年
に
わ
た
る
試
行
錯
誤
の
蓄
積
が
、
そ
の
際

の
羅
針
盤
と
な
る
だ
ろ
う
。

源
泉
と
な
っ
て
い
る
。

　訪
問
者
の
属
性
、
旅
行
目
的
、
消
費
額
、

満
足
度
な
ど
を
把
握
す
るV

isitor P
rofiles

調
査
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
策
定
す

る
上
で
不
可
欠
な
質
的
デ
ー
タ
で
あ
る
。

L
V
C
V
A
は
こ
の
調
査
に
お
い
て
、
対
面

調
査
と
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
を
組
み
合
わ
せ
た

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
を
採
用
し
て
い
る
。

　対
面
調
査
は
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
を
出
発
す
る

24
時
間
以
内
に
旅
行
者
を
対
象
に
、カ
ジ
ノ
、

ホ
テ
ル
、
空
港
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
で
調

査
員
が
直
接
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
も
の
で

あ
る
。調
査
日
は
隔
日
で
設
定
さ
れ
て
お
り
、

調
査
地
点
や
調
査
の
時
間
帯
に
偏
り
が
生
じ

な
い
よ
う
、
調
査
日
毎
に
標
本
の
配
分
が
行

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
手
法
の
最
大
の
メ
リ
ッ

ト
は
、
調
査
対
象
者
を
偏
り
な
く
抽
出
で
き

る
た
め
、
特
に
年
齢
層
な
ど
の
デ
モ
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
な
構
成
に
お
い
て
、
母
集
団
の
代

表
性
を
確
保
し
や
す
い
点
に
あ
る
。

　一
方
、
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
調
査
会
社
を
通
じ
て
、
最
近
ラ
ス
ベ

ガ
ス
を
出
発
し
た
、
ま
た
は
48
時
間
以
内
に

出
発
予
定
の
旅
行
者
を
対
象
に
実
施
さ
れ

2
．L
V
C
V
A
の
概
要
‐

資
産
保
有
・
運
営
型
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
D
M
O

3
．組
織
を
動
か
す

5
つ
の
指
標
群
と

ガ
バ
ナ
ン
ス

1
．は
じ
め
に

 ラスベガス・コンベンション・センター（LVCC）

LVCVAの公表資料
（Visitor Profile Study, Visitor Stats）
画像引用：LVCVAウェブサイト
（https://www.lvcva.com/research/）
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再 校



L
V
C
V
A
に
お
け
る

デ
ー
タド
リ
ブン
な

ガバナンスの
仕
組
み
と

統
計
の
質

1
2

観
光
研
究
部 

副
主
任
研
究
員

川
村
竜
之
介

　今
日
の
観
光
地
経
営
に
お
い
て
、
デ
ー
タ

に
基
づ
い
た
戦
略
策
定
、
す
な
わ
ち
デ
ー
タ

ド
リ
ブ
ン
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
重
要
性
は
論
を

俟
た
な
い
。
し
か
し
、
多
く
の
D
M
O
で
は
、

ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
を
、
い
か
に
し
て
収
集

し
、
そ
し
て
組
織
の
意
思
決
定
に
ど
う
結
び

つ
け
る
か
と
い
う
実
践
的
な
課
題
に
直
面
し

て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

　本
稿
で
は
、
世
界
屈
指
の
観
光
都
市
で
あ

る
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
D
M
O
：L

as V
egas 

　L
V
C
V
A
の
組
織
は
、
こ
の
よ
う
な
経

営
基
盤
の
上
に
、
経
営
陣
ト
ッ
プ
で
あ
る

C
E
O
（C

hief E
xecutive O

ffi
cer

）
の
も

と
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
施
設
運
営
、
営
業
、

戦
略
、
財
務
な
ど
を
担
当
す
る
役
員
が
そ
れ

ぞ
れ
配
置
さ
れ
る
機
能
的
な
経
営
体
制
が
敷

か
れ
て
い
る
。
今
回
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た

リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
も
、
経
営
陣
の
一
角
を

占
め
て
い
る
専
任
の
所
長（
副
社
長
）に
よ
っ

C
on
ven

tion
 an

d
 V
isitors A

u
th
ority

（
以
下
L
V
C
V
A
）
を
事
例
に
取
り
上
げ

る
。
L
V
C
V
A
は
、
1
9
7
0
年
代
か
ら

独
自
に
観
光
統
計
を
整
備
し
て
き
た
先
駆
者

で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
飛
躍
的
に
進
化

し
た
今
、
彼
ら
の
デ
ー
タ
活
用
は
ど
の
よ
う

な
進
化
を
遂
げ
て
い
る
の
か
。
こ
の
問
い
を

検
証
す
べ
く
、
L
V
C
V
A
リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ
ー
の
所
長
で
あ
る
ケ
ビ
ン
・
バ
ガ
ー

（K
evin

 B
agger

）
氏
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
し
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

内
容
と
公
開
情
報
を
基
に
、
L
V
C
V
A
に

お
け
る
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

て
率
い
ら
れ
て
い
る
。
L
V
C
V
A
の
経
営

陣
が
デ
ー
タ
を
い
か
に
重
視
し
て
い
る
か
を

示
す
組
織
的
な
証
左
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　L
V
C
V
A
の
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
な
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
中
核
を
成

す
の
が
、
組
織
全
体

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
多
角
的
に
可
視
化

す
る
た
め
に
設
計
さ

れ
た
5
つ
の
指
標
群

で
あ
る
。
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー
は
こ
れ
ら

の
指
標
を
体
系
的
に

管
理
し
、
組
織
の
情

報
ハ
ブ
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
い
る
。

　5
つ
の
指
標
群
の

概
要
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

①

 

D
estin

atio
n
 

M
etrics

（
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
指
標
）
…

ラ
ス
ベ
ガ
ス
と
い
う

仕
組
み
と
、
そ
の
根
幹
を
支
え
る
統
計
の

「
質
」
を
担
保
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
き
明

か
し
、
日
本
の
観
光
地
経
営
に
対
す
る
示
唆

を
導
き
出
す
。

　L
V
C
V
A
の
デ
ー
タ
戦
略
を
理
解
す
る

に
は
、
ま
ず
そ
の
特
異
な
組
織
形
態
と
財
源

構
造
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
L
V
C
V

A
は
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
を
含
む
南
ネ
バ
ダ
地
域

の
D
M
O
と
し
て
、
1
9
5
5
年
に
ネ
バ
ダ

州
政
府
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
使
命

は
「
ラ
ス
ベ
ガ
ス
を
、
レ
ジ
ャ
ー
お
よ
び
ビ

ジ
ネ
ス
旅
行
に
お
い
て
議
論
の
余
地
の
な
い

世
界
的
な
目
的
地（the undisputed global 

destination

）
に
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。

　L
V
C
V
A
の
最
大
の
特
徴
は
、
そ
の
独

自
の
財
源
構
造
に
あ
る
。
多
く
の
D
M
O
が

宿
泊
税
な
ど
の
公
的
資
金
に
依
存
す
る

「
コ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
」
で
あ
る
の
に
対
し
、

L
V
C
V
A
は
公
的
資
金
と
事
業
収
益
を
組

み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
モ
デ
ル
を
採
用

し
て
い
る
。
第
一
の
財
源
は
、
エ
リ
ア
内
の

宿
泊
施
設
か
ら
徴
収
さ
れ
る
宿
泊
税

（R
o
o
m
 T
ax

）
で
あ
り
、
こ
れ
は
D
M
O

地
域
（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）
全
体
の
状
況

を
示
す
マ
ク
ロ
指
標
。宿
泊
関
連
の
指
標（
客

室
稼
働
率
（
O
C
C
）、
販
売
可
能
客
室
数

あ
た
り
売
上
（R

evP
A
R

））、
訪
問
者
の
属

性
や
行
動
を
分
析
す
るV

isito
r P

ro
files

な
ど
が
含
ま
れ
る
。

②

 

In
d
u
stry M

etrics

（
市
場
指

標
）
…
ラ
ス
ベ
ガ
ス
を
取
り
巻
く
外

部
の
市
場
環
境
に
関
す
る
デ
ー
タ
。

後
述
す
る
S
T
R
社
の
宿
泊
関
連

デ
ー
タ
や
、
第
三
者
機
関
の
レ
ポ
ー

ト
、
競
合
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

動
向
、
国
際
観
光
市
場
の
ト
レ
ン
ド

な
ど
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
。

③

 

L
V
C
C
 M
etrics

（
L
V
C
C

指
標
）
…
L
V
C
V
A
が
自
ら
運
営

す
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
L
V
C
C
）
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
関
す
る
指
標
。
施
設
の
稼
働
率
、

顧
客
満
足
度
、
リ
ピ
ー
ト
率
な
ど
が

含
ま
れ
る
。

④

 

S
ales M

etrics

（
営
業
指
標
）

…
主
に
M
I
C
E
誘
致
な
ど
、
B 

to

B
営
業
活
動
に
関
す
る
指
標
。

C
R
M
（
顧
客
関
係
管
理
）
シ
ス
テ

ム
を
用
い
て
、セ
ー
ル
ス
リ
ー
ド（
見

込
み
客
）
の
発
生
か
ら
成
約
ま
で
の

状
況
を
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
セ
グ
メ
ン
ト

の
典
型
的
な
資
金
調
達
方
法
で
あ
る
。
そ
し

て
第
二
の
財
源
が
、
自
ら
所
有
・
運
営
す
る

「
ラ
ス
ベ
ガ
ス
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
セ
ン

タ
ー
（
L
V
C
C
）」
か
ら
得
ら
れ
る
事
業
収

益
で
あ
る
。
L
V
C
C
は
総
面
積
4
・
7
ヘ

ク
タ
ー
ル
（
東
京
ド
ー
ム
約
9
個
分
）
に
及

ぶ
巨
大
施
設
で
あ
り
、
L
V
C
V
A
の
歳
入

の
約
2
割
を
稼
ぎ
出
す
「
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
セ

ン
タ
ー
」
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
モ
ノ
レ
ー
ル
や
ベ
ガ
ス

ル
ー
プ
の
所
有
・
運
営
等
を
担
っ
て
お
り
、

こ
う
し
た
交
通
イ
ン
フ
ラ
関
連
の
事
業
収
益

も
加
わ
る
。

　こ
れ
ら
の
仕
組
み
が
、
財
源
的
な
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
・
ル
ー
プ
を
生
み
出
す
。
宿
泊
税

が
L
V
C
V
A
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
を

支
え
、
レ
ジ
ャ
ー
お
よ
び
ビ
ジ
ネ
ス
訪
問
者

の
需
要
を
創
出
す
る
。
そ
し
て
、
創
出
さ
れ

た
需
要
、特
に
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
参
加
者
は
、

L
V
C
V
A
が
運
営
す
る
L
V
C
C
の
稼
働

率
と
収
益
性
を
高
め
る
。
そ
の
収
益
は
再
び

L
V
C
V
A
の
財
源
に
還
元
さ
れ
、
更
な
る

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
投
資
や
大
規
模
イ
ベ
ン
ト

の
誘
致
を
可
能
に
す
る
。
こ
の
「
資
産
の
保

有
と
運
営
を
行
う
D
M
O
」
と
し
て
の
性
質

が
、
D
M
O
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
明
確
に
し
つ

つ
、
そ
れ
に
必
要
な
財
源
の
確
保
や
未
来
へ

の
投
資
を
実
現
可
能
と
し
て
い
る
。

別
に
管
理
す
る
。

⑤

 

M
arketin

g M
etrics

（
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
指
標
）
…
主
に
旅
行
者
向
け
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
活
動
の
効
果
を
測
定
す
る
指
標
。

広
告
の
イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
数
や
ク
リ
ッ
ク

率
、
ブ
ラ
ン
ド
認
知
度
、
S
N
S
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

　L
V
C
V
A
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
優
れ
て
い

る
の
は
、
こ
れ
ら
の
指
標
群
と
、
そ
れ
を
管

轄
す
る
経
営
陣
の
責
任
範
囲
が
明
確
に

連
動
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
例
え
ば
、③ 

L
V
C
C
 M
etrics

（
L
V
C
C
指
標
）
は
施

設
運
営
の
責
任
者
で
あ
る
C
O
O（C

hief 

O
perating O

ffi
cer

）、④ Sales M
etrics

（
営

業
指
標
）は
C
S
O（C

hief Sales O
ffi
cer

）、

⑤ M
arketin

g M
etrics

（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
指
標
）
は
C
M
O
（C

h
ief M

arketin
g 

O
ffi
cer

）
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
。

　そ
し
て
、
組
織
全
体
を
束
ね
る
C
E
O

は
、
こ
れ
ら
の
指
標
の
中
で
も
特
に
① 

D
estin

atio
n
 M
etrics

（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
指
標
）
に
お
い
て
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
に

対
す
る
需
要
の
総
量
を
端
的
に
示
す
客
室
稼

働
率
と
、
収
益
性
を
示
すR

evP
A
R

を
、

K
P
I
（K

ey P
erform

ance Indicator

）

と
し
て
最
も
重
視
し
て
い
る
。
組
織
の
ト
ッ

プ
か
ら
各
部
門
に
至
る
ま
で
、
明
確
な
指
標

に
基
づ
い
て
意
思
決
定
や
評
価
が
行
わ
れ

る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
L
V
C
V
A
に
お
け
る

デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
基
本
構

造
で
あ
る
。

る
。
こ
の
手
法
の
メ
リ
ッ
ト
は
2
つ
あ
る
。

1
つ
は
、
友
人
・
親
族
宅
に
宿
泊
し
た
旅
行

者
な
ど
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
調
査
地
点
で
は
捕

捉
し
に
く
い
客
層
も
カ
バ
ー
で
き
る
こ
と
。

も
う
1
つ
は
、
調
査
員
を
介
さ
な
い
た
め
、

満
足
度
な
ど
の
評
価
に
つ
い
て
、
よ
り
バ
イ

ア
ス
の
な
い
率
直
な
回
答
（
回
答
の
正
確
性
）

を
得
や
す
い
点
で
あ
る
。

　L
V
C
V
A
は
、
こ
れ
ら
2
つ
の
手
法
の

長
所
と
短
所
を
組
み
合
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

結
果
に
重
み
づ
け
を
し
て
統
合
す
る
こ
と

で
、
標
本
の「
代
表
性
」と
回
答
の「
正
確
性
」

を
両
立
さ
せ
る
、
合
理
的
な
調
査
設
計
を
構

築
し
て
い
る
。
コ
ス
ト
を
惜
し
ま
ず
、
最
善

の
手
法
を
追
求
す
る
姿
勢
が
、
統
計
の
質
の

高
さ
を
支
え
て
い
る
。

　L
V
C
V
A
の
事
例
は
、
日
本
の
D
M
O

や
自
治
体
が
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
な
観
光
地
経

営
を
実
現
す
る
上
で
、
2
つ
の
重
要
な
示
唆

を
与
え
て
く
れ
る
。

　第
一
に
、
指
標
（
K
P
I
）
と
責
任
者
を

明
確
に
紐
づ
け
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
構
築

で
あ
る
。
L
V
C
V
A
で
は
、
C
E
O
が

　前
述
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
仕
組
み
は
、
そ
の

土
台
と
な
る
デ
ー
タ
の
「
質
」、
す
な
わ
ち

信
頼
性
と
正
確
性
が
確
保
さ
れ
て
い
て
初
め

て
機
能
す
る
。
L
V
C
V
A
は
い
か
に
し
て

高
品
質
な
デ
ー
タ
を
担
保
し
て
い
る
の
か
。

こ
こ
で
は
、① D

estin
ation

 M
etrics

（
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
指
標
）
の
中
か
ら
、
宿

泊
関
連
の
指
標
とV

isitor P
rofiles

の
2

つ
を
例
に
、
そ
の
仕
組
み
を
深
掘
り
す
る
。

　O
C
C
、A
D
R（
客
室
平
均
単
価
）、

R
evP

A
R

と
い
っ
た
宿
泊
関
連
の
指
標
は
、

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況
を
測
る
上
で

最
も
基
本
的
な
デ
ー
タ
で
あ
る
。
L
V
C
V

A
は
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
、
エ
リ
ア
内
の
宿

泊
施
設
か
ら
月
次
で
収
集
し
て
い
る
。
そ
の

方
法
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
や
メ
ー
ル

に
加
え
、
小
規
模
施
設
に
対
し
て
は
電
話
で

の
聞
き
取
り
と
い
っ
た
ア
ナ
ロ
グ
な
手
法
も

含
ま
れ
る
、極
め
て
従
来
型
の
も
の
で
あ
る
。

　米
国
で
は
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
業
界
の
デ
ー

最
重
要
視
す
る
K
P
I
（
客
室
稼
働
率
、

R
evP

A
R

）
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
各
部
門
・

責
任
者
の
K
P
I
へ
と
ブ
レ
ー
ク
ダ
ウ
ン
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
仕
組
み
に
よ
り
、
責
任
者

は
自
ら
の
成
果
を
上
げ
る
た
め
に
、
K
P
I

の
元
と
な
る
デ
ー
タ
の
「
正
し
さ
」
に
強
い

関
心
を
持
た
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
こ
の
経

営
陣
か
ら
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
、
リ
サ
ー
チ

部
門
に
対
し
て
「
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
も
統

計
的
に
正
し
い
手
法
で
、
質
の
高
い
デ
ー
タ

を
収
集
す
る
」
と
い
う
強
力
な
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
と
し
て
働
く
。
デ
ー
タ
部
門
の
予
算

確
保
や
専
門
人
材
の
登
用
が
課
題
と
な
り
が

ち
な
日
本
に
お
い
て
、
デ
ー
タ
を
組
織
的
に

活
用
す
る
た
め
の
動
機
づ
け
の
仕
組
み
と
し

て
大
い
に
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。

　第
二
に
、「
宿
泊
客
ベ
ー
ス
」
の
観
光
統

計
へ
の
適
用
で
あ
る
。
L
V
C
V
A
の
① 

D
estin

atio
n
 M
etrics

は
、
宿
泊
施
設

か
ら
の
報
告
に
よ
る
正
確
な
「
量
」
の
指
標

（
実
宿
泊
者
数
や
延
べ
宿
泊
者
数
）
と
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
「
質
」
の
指
標
（
属
性
・

旅
行
内
容
）
を
組
み
合
わ
せ
た
、「
宿
泊
客

ベ
ー
ス
」
の
観
光
統
計
と
し
て
設
計
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
空
港
や
駅
と
い
っ
た
明
確

な
「
出
入
口
」
が
限
ら
れ
て
お
ら
ず
、「
入
域

観
光
客
数
」
の
把
握
が
困
難
な
多
く
の
日
本

の
観
光
地
に
と
っ
て
参
考
に
な
り
う
る
。
今

タ
収
集
を
専
門
と
し
て
い
る
S
T
R
社
の
宿

泊
関
連
デ
ー
タ
が
業
界
標
準
と
な
っ
て
お

り
、
多
く
の
D
M
O
が
同
社
の
デ
ー
タ
を

活
用
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

L
V
C
V
A
が
自
前
で
の
デ
ー
タ
収
集
を
続

け
る
理
由
は
、
デ
ー
タ
の
カ
バ
ー
率
が
高
い

た
め
で
あ
る
。
S
T
R
社
が
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で

カ
バ
ー
で
き
て
い
る
の
は
約
15
万
ベ
ッ
ド
の

う
ち
3
万
ベ
ッ
ド
程
度
に
留
ま
る
。
し
か
も

そ
の
多
く
は
ゲ
ー
ミ
ン
グ
施
設
を
持
た
な
い

大
手
チ
ェ
ー
ン
ホ
テ
ル
で
あ
る
。
一
方
で
、

L
V
C
V
A
は
11
・
5
万
ベ
ッ
ド
分
、
全
体

の
75
%
を
カ
バ
ー
す
る
デ
ー
タ
を
自
前
で
収

集
し
て
い
る
。
こ
の
圧
倒
的
な
カ
バ
ー
率
の

差
が
、
指
標
の
精
度
に
大
き
な
違
い
を
生
ん

で
い
る
。

　L
V
C
V
A
が
高
い
カ
バ
ー
率
を
維
持
で

き
る
背
景
に
は
、
1
9
7
0
年
代
か
ら
続
く

宿
泊
施
設
と
の
長
年
の
信
頼
関
係
と
い
う
、

数
値
化
で
き
な
い
無
形
資
産
が
あ
る
。
各
施

設
は
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
お
け
る
L
V
C
V
A

の
役
割
を
理
解
し
、
自
社
の
デ
ー
タ
を
提
供

す
る
こ
と
が
、
L
V
C
V
A
の
適
切
な
意
思

決
定
の
役
に
立
ち
、
最
終
的
に
は
ラ
ス
ベ
ガ

ス
の
需
要
増
加
を
通
じ
て
自
社
に
還
元
さ
れ

る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。
こ
の
信
頼
関
係

こ
そ
が
、
業
界
標
準
の
デ
ー
タ
ベ
ン
ダ
ー
さ

え
凌
駕
す
る
L
V
C
V
A
の
競
争
優
位
性
の

後
日
本
で
も
、
各
地
で
宿
泊
税
の
導
入
が
進

む
こ
と
に
よ
り
、
地
域
が
正
確
な
宿
泊
者
数

と
い
う
「
量
」
の
デ
ー
タ
を
把
握
で
き
る
環

境
が
整
う
可
能
性
が
あ
る
。こ
の
機
を
捉
え
、

「
量
」
の
デ
ー
タ
と
、
ど
の
よ
う
な
「
質
」
の

ア
ン
ケ
ー
ト
デ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
、
自
地

域
の
観
光
地
経
営
に
資
す
る
実
用
的
な
統
計

指
標
を
設
計
す
べ
き
か
。
L
V
C
V
A
の
長

年
に
わ
た
る
試
行
錯
誤
の
蓄
積
が
、
そ
の
際

の
羅
針
盤
と
な
る
だ
ろ
う
。

源
泉
と
な
っ
て
い
る
。

　訪
問
者
の
属
性
、
旅
行
目
的
、
消
費
額
、

満
足
度
な
ど
を
把
握
す
るV

isitor P
rofiles

調
査
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
策
定
す

る
上
で
不
可
欠
な
質
的
デ
ー
タ
で
あ
る
。

L
V
C
V
A
は
こ
の
調
査
に
お
い
て
、
対
面

調
査
と
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
を
組
み
合
わ
せ
た

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
を
採
用
し
て
い
る
。

　対
面
調
査
は
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
を
出
発
す
る

24
時
間
以
内
に
旅
行
者
を
対
象
に
、カ
ジ
ノ
、

ホ
テ
ル
、
空
港
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
で
調

査
員
が
直
接
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
も
の
で

あ
る
。調
査
日
は
隔
日
で
設
定
さ
れ
て
お
り
、

調
査
地
点
や
調
査
の
時
間
帯
に
偏
り
が
生
じ

な
い
よ
う
、
調
査
日
毎
に
標
本
の
配
分
が
行

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
手
法
の
最
大
の
メ
リ
ッ

ト
は
、
調
査
対
象
者
を
偏
り
な
く
抽
出
で
き

る
た
め
、
特
に
年
齢
層
な
ど
の
デ
モ
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
な
構
成
に
お
い
て
、
母
集
団
の
代

表
性
を
確
保
し
や
す
い
点
に
あ
る
。

　一
方
、
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
調
査
会
社
を
通
じ
て
、
最
近
ラ
ス
ベ

ガ
ス
を
出
発
し
た
、
ま
た
は
48
時
間
以
内
に

出
発
予
定
の
旅
行
者
を
対
象
に
実
施
さ
れ

2
．L
V
C
V
A
の
概
要
‐

資
産
保
有
・
運
営
型
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
D
M
O

3
．組
織
を
動
か
す

5
つ
の
指
標
群
と

ガ
バ
ナ
ン
ス

1
．は
じ
め
に

 ラスベガス・コンベンション・センター（LVCC）

LVCVAの公表資料
（Visitor Profile Study, Visitor Stats）
画像引用：LVCVAウェブサイト
（https://www.lvcva.com/research/）

ま

‒❷ LVCVAにおけるデータドリブンなガバナンスの仕組みと統計の質　1

第268号 February 202611

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2

再 校



　今
日
の
観
光
地
経
営
に
お
い
て
、
デ
ー
タ

に
基
づ
い
た
戦
略
策
定
、
す
な
わ
ち
デ
ー
タ

ド
リ
ブ
ン
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
重
要
性
は
論
を

俟
た
な
い
。
し
か
し
、
多
く
の
D
M
O
で
は
、

ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
を
、
い
か
に
し
て
収
集

し
、
そ
し
て
組
織
の
意
思
決
定
に
ど
う
結
び

つ
け
る
か
と
い
う
実
践
的
な
課
題
に
直
面
し

て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

　本
稿
で
は
、
世
界
屈
指
の
観
光
都
市
で
あ

る
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
D
M
O
：L

as V
egas 

　L
V
C
V
A
の
組
織
は
、
こ
の
よ
う
な
経

営
基
盤
の
上
に
、
経
営
陣
ト
ッ
プ
で
あ
る

C
E
O
（C

hief E
xecutive O

ffi
cer

）
の
も

と
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
施
設
運
営
、
営
業
、

戦
略
、
財
務
な
ど
を
担
当
す
る
役
員
が
そ
れ

ぞ
れ
配
置
さ
れ
る
機
能
的
な
経
営
体
制
が
敷

か
れ
て
い
る
。
今
回
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た

リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
も
、
経
営
陣
の
一
角
を

占
め
て
い
る
専
任
の
所
長（
副
社
長
）に
よ
っ

C
on
ven

tion
 an

d
 V
isitors A

u
th
ority

（
以
下
L
V
C
V
A
）
を
事
例
に
取
り
上
げ

る
。
L
V
C
V
A
は
、
1
9
7
0
年
代
か
ら

独
自
に
観
光
統
計
を
整
備
し
て
き
た
先
駆
者

で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
飛
躍
的
に
進
化

し
た
今
、
彼
ら
の
デ
ー
タ
活
用
は
ど
の
よ
う

な
進
化
を
遂
げ
て
い
る
の
か
。
こ
の
問
い
を

検
証
す
べ
く
、
L
V
C
V
A
リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ
ー
の
所
長
で
あ
る
ケ
ビ
ン
・
バ
ガ
ー

（K
evin

 B
agger

）
氏
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
し
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

内
容
と
公
開
情
報
を
基
に
、
L
V
C
V
A
に

お
け
る
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

て
率
い
ら
れ
て
い
る
。
L
V
C
V
A
の
経
営

陣
が
デ
ー
タ
を
い
か
に
重
視
し
て
い
る
か
を

示
す
組
織
的
な
証
左
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　L
V
C
V
A
の
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
な
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
中
核
を
成

す
の
が
、
組
織
全
体

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
多
角
的
に
可
視
化

す
る
た
め
に
設
計
さ

れ
た
5
つ
の
指
標
群

で
あ
る
。
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー
は
こ
れ
ら

の
指
標
を
体
系
的
に

管
理
し
、
組
織
の
情

報
ハ
ブ
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
い
る
。

　5
つ
の
指
標
群
の

概
要
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

①

 

D
estin

atio
n
 

M
etrics

（
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
指
標
）
…

ラ
ス
ベ
ガ
ス
と
い
う

仕
組
み
と
、
そ
の
根
幹
を
支
え
る
統
計
の

「
質
」
を
担
保
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
き
明

か
し
、
日
本
の
観
光
地
経
営
に
対
す
る
示
唆

を
導
き
出
す
。

　L
V
C
V
A
の
デ
ー
タ
戦
略
を
理
解
す
る

に
は
、
ま
ず
そ
の
特
異
な
組
織
形
態
と
財
源

構
造
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
L
V
C
V

A
は
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
を
含
む
南
ネ
バ
ダ
地
域

の
D
M
O
と
し
て
、
1
9
5
5
年
に
ネ
バ
ダ

州
政
府
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
使
命

は
「
ラ
ス
ベ
ガ
ス
を
、
レ
ジ
ャ
ー
お
よ
び
ビ

ジ
ネ
ス
旅
行
に
お
い
て
議
論
の
余
地
の
な
い

世
界
的
な
目
的
地（the undisputed global 

destination

）
に
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。

　L
V
C
V
A
の
最
大
の
特
徴
は
、
そ
の
独

自
の
財
源
構
造
に
あ
る
。
多
く
の
D
M
O
が

宿
泊
税
な
ど
の
公
的
資
金
に
依
存
す
る

「
コ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
」
で
あ
る
の
に
対
し
、

L
V
C
V
A
は
公
的
資
金
と
事
業
収
益
を
組

み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
モ
デ
ル
を
採
用

し
て
い
る
。
第
一
の
財
源
は
、
エ
リ
ア
内
の

宿
泊
施
設
か
ら
徴
収
さ
れ
る
宿
泊
税

（R
o
o
m
 T
ax

）
で
あ
り
、
こ
れ
は
D
M
O

地
域
（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）
全
体
の
状
況

を
示
す
マ
ク
ロ
指
標
。宿
泊
関
連
の
指
標（
客

室
稼
働
率
（
O
C
C
）、
販
売
可
能
客
室
数

あ
た
り
売
上
（R

evP
A
R

））、
訪
問
者
の
属

性
や
行
動
を
分
析
す
るV

isito
r P

ro
files

な
ど
が
含
ま
れ
る
。

②

 

In
d
u
stry M

etrics

（
市
場
指

標
）
…
ラ
ス
ベ
ガ
ス
を
取
り
巻
く
外

部
の
市
場
環
境
に
関
す
る
デ
ー
タ
。

後
述
す
る
S
T
R
社
の
宿
泊
関
連

デ
ー
タ
や
、
第
三
者
機
関
の
レ
ポ
ー

ト
、
競
合
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

動
向
、
国
際
観
光
市
場
の
ト
レ
ン
ド

な
ど
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
。

③

 

L
V
C
C
 M
etrics

（
L
V
C
C

指
標
）
…
L
V
C
V
A
が
自
ら
運
営

す
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
L
V
C
C
）
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
関
す
る
指
標
。
施
設
の
稼
働
率
、

顧
客
満
足
度
、
リ
ピ
ー
ト
率
な
ど
が

含
ま
れ
る
。

④

 

S
ales M

etrics

（
営
業
指
標
）

…
主
に
M
I
C
E
誘
致
な
ど
、
B 

to

B
営
業
活
動
に
関
す
る
指
標
。

C
R
M
（
顧
客
関
係
管
理
）
シ
ス
テ

ム
を
用
い
て
、セ
ー
ル
ス
リ
ー
ド（
見

込
み
客
）
の
発
生
か
ら
成
約
ま
で
の

状
況
を
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
セ
グ
メ
ン
ト

の
典
型
的
な
資
金
調
達
方
法
で
あ
る
。
そ
し

て
第
二
の
財
源
が
、
自
ら
所
有
・
運
営
す
る

「
ラ
ス
ベ
ガ
ス
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
セ
ン

タ
ー
（
L
V
C
C
）」
か
ら
得
ら
れ
る
事
業
収

益
で
あ
る
。
L
V
C
C
は
総
面
積
4
・
7
ヘ

ク
タ
ー
ル
（
東
京
ド
ー
ム
約
9
個
分
）
に
及

ぶ
巨
大
施
設
で
あ
り
、
L
V
C
V
A
の
歳
入

の
約
2
割
を
稼
ぎ
出
す
「
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
セ

ン
タ
ー
」
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
モ
ノ
レ
ー
ル
や
ベ
ガ
ス

ル
ー
プ
の
所
有
・
運
営
等
を
担
っ
て
お
り
、

こ
う
し
た
交
通
イ
ン
フ
ラ
関
連
の
事
業
収
益

も
加
わ
る
。

　こ
れ
ら
の
仕
組
み
が
、
財
源
的
な
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
・
ル
ー
プ
を
生
み
出
す
。
宿
泊
税

が
L
V
C
V
A
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
を

支
え
、
レ
ジ
ャ
ー
お
よ
び
ビ
ジ
ネ
ス
訪
問
者

の
需
要
を
創
出
す
る
。
そ
し
て
、
創
出
さ
れ

た
需
要
、特
に
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
参
加
者
は
、

L
V
C
V
A
が
運
営
す
る
L
V
C
C
の
稼
働

率
と
収
益
性
を
高
め
る
。
そ
の
収
益
は
再
び

L
V
C
V
A
の
財
源
に
還
元
さ
れ
、
更
な
る

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
投
資
や
大
規
模
イ
ベ
ン
ト

の
誘
致
を
可
能
に
す
る
。
こ
の
「
資
産
の
保

有
と
運
営
を
行
う
D
M
O
」
と
し
て
の
性
質

が
、
D
M
O
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
明
確
に
し
つ

つ
、
そ
れ
に
必
要
な
財
源
の
確
保
や
未
来
へ

の
投
資
を
実
現
可
能
と
し
て
い
る
。

別
に
管
理
す
る
。

⑤

 

M
arketin

g M
etrics

（
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
指
標
）
…
主
に
旅
行
者
向
け
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
活
動
の
効
果
を
測
定
す
る
指
標
。

広
告
の
イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
数
や
ク
リ
ッ
ク

率
、
ブ
ラ
ン
ド
認
知
度
、
S
N
S
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

　L
V
C
V
A
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
優
れ
て
い

る
の
は
、
こ
れ
ら
の
指
標
群
と
、
そ
れ
を
管

轄
す
る
経
営
陣
の
責
任
範
囲
が
明
確
に

連
動
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
例
え
ば
、③ 

L
V
C
C
 M
etrics

（
L
V
C
C
指
標
）
は
施

設
運
営
の
責
任
者
で
あ
る
C
O
O（C

hief 

O
perating O

ffi
cer

）、④ Sales M
etrics

（
営

業
指
標
）は
C
S
O（C

hief Sales O
ffi
cer

）、

⑤ M
arketin

g M
etrics

（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
指
標
）
は
C
M
O
（C

h
ief M

arketin
g 

O
ffi
cer

）
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
。

　そ
し
て
、
組
織
全
体
を
束
ね
る
C
E
O

は
、
こ
れ
ら
の
指
標
の
中
で
も
特
に
① 

D
estin

atio
n
 M
etrics

（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
指
標
）
に
お
い
て
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
に

対
す
る
需
要
の
総
量
を
端
的
に
示
す
客
室
稼

働
率
と
、
収
益
性
を
示
すR

evP
A
R

を
、

K
P
I
（K

ey P
erform

ance Indicator

）

と
し
て
最
も
重
視
し
て
い
る
。
組
織
の
ト
ッ

プ
か
ら
各
部
門
に
至
る
ま
で
、
明
確
な
指
標

に
基
づ
い
て
意
思
決
定
や
評
価
が
行
わ
れ

る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
L
V
C
V
A
に
お
け
る

デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
基
本
構

造
で
あ
る
。

る
。
こ
の
手
法
の
メ
リ
ッ
ト
は
2
つ
あ
る
。

1
つ
は
、
友
人
・
親
族
宅
に
宿
泊
し
た
旅
行

者
な
ど
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
調
査
地
点
で
は
捕

捉
し
に
く
い
客
層
も
カ
バ
ー
で
き
る
こ
と
。

も
う
1
つ
は
、
調
査
員
を
介
さ
な
い
た
め
、

満
足
度
な
ど
の
評
価
に
つ
い
て
、
よ
り
バ
イ

ア
ス
の
な
い
率
直
な
回
答
（
回
答
の
正
確
性
）

を
得
や
す
い
点
で
あ
る
。

　L
V
C
V
A
は
、
こ
れ
ら
2
つ
の
手
法
の

長
所
と
短
所
を
組
み
合
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

結
果
に
重
み
づ
け
を
し
て
統
合
す
る
こ
と

で
、
標
本
の「
代
表
性
」と
回
答
の「
正
確
性
」

を
両
立
さ
せ
る
、
合
理
的
な
調
査
設
計
を
構

築
し
て
い
る
。
コ
ス
ト
を
惜
し
ま
ず
、
最
善

の
手
法
を
追
求
す
る
姿
勢
が
、
統
計
の
質
の

高
さ
を
支
え
て
い
る
。

　L
V
C
V
A
の
事
例
は
、
日
本
の
D
M
O

や
自
治
体
が
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
な
観
光
地
経

営
を
実
現
す
る
上
で
、
2
つ
の
重
要
な
示
唆

を
与
え
て
く
れ
る
。

　第
一
に
、
指
標
（
K
P
I
）
と
責
任
者
を

明
確
に
紐
づ
け
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
構
築

で
あ
る
。
L
V
C
V
A
で
は
、
C
E
O
が

　前
述
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
仕
組
み
は
、
そ
の

土
台
と
な
る
デ
ー
タ
の
「
質
」、
す
な
わ
ち

信
頼
性
と
正
確
性
が
確
保
さ
れ
て
い
て
初
め

て
機
能
す
る
。
L
V
C
V
A
は
い
か
に
し
て

高
品
質
な
デ
ー
タ
を
担
保
し
て
い
る
の
か
。

こ
こ
で
は
、① D

estin
ation

 M
etrics

（
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
指
標
）
の
中
か
ら
、
宿

泊
関
連
の
指
標
とV

isitor P
rofiles

の
2

つ
を
例
に
、
そ
の
仕
組
み
を
深
掘
り
す
る
。

　客
室
稼
働
率
、A
D
R（
客
室
平
均
単
価
）、

R
evP

A
R

と
い
っ
た
宿
泊
関
連
の
指
標
は
、

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況
を
測
る
上
で

最
も
基
本
的
な
デ
ー
タ
で
あ
る
。
L
V
C
V

A
は
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
、
エ
リ
ア
内
の
宿

泊
施
設
か
ら
月
次
で
収
集
し
て
い
る
。
そ
の

方
法
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
や
メ
ー
ル

に
加
え
、
小
規
模
施
設
に
対
し
て
は
電
話
で

の
聞
き
取
り
と
い
っ
た
ア
ナ
ロ
グ
な
手
法
も

含
ま
れ
る
、極
め
て
従
来
型
の
も
の
で
あ
る
。

　米
国
で
は
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
業
界
の
デ
ー

最
重
要
視
す
る
K
P
I
（
客
室
稼
働
率
、

R
evP

A
R

）
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
各
部
門
・

責
任
者
の
K
P
I
へ
と
ブ
レ
ー
ク
ダ
ウ
ン
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
仕
組
み
に
よ
り
、
責
任
者

は
自
ら
の
成
果
を
上
げ
る
た
め
に
、
K
P
I

の
元
と
な
る
デ
ー
タ
の
「
正
し
さ
」
に
強
い

関
心
を
持
た
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
こ
の
経

営
陣
か
ら
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
、
リ
サ
ー
チ

部
門
に
対
し
て
「
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
も
統

計
的
に
正
し
い
手
法
で
、
質
の
高
い
デ
ー
タ

を
収
集
す
る
」
と
い
う
強
力
な
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
と
し
て
働
く
。
デ
ー
タ
部
門
の
予
算

確
保
や
専
門
人
材
の
登
用
が
課
題
と
な
り
が

ち
な
日
本
に
お
い
て
、
デ
ー
タ
を
組
織
的
に

活
用
す
る
た
め
の
動
機
づ
け
の
仕
組
み
と
し

て
大
い
に
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。

　第
二
に
、「
宿
泊
客
ベ
ー
ス
」
の
観
光
統

計
へ
の
適
用
で
あ
る
。
L
V
C
V
A
の
① 

D
estin

atio
n
 M
etrics

は
、
宿
泊
施
設

か
ら
の
報
告
に
よ
る
正
確
な
「
量
」
の
指
標

（
実
宿
泊
者
数
や
延
べ
宿
泊
者
数
）
と
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
「
質
」
の
指
標
（
属
性
・

旅
行
内
容
）
を
組
み
合
わ
せ
た
、「
宿
泊
客

ベ
ー
ス
」
の
観
光
統
計
と
し
て
設
計
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
空
港
や
駅
と
い
っ
た
明
確

な
「
出
入
口
」
が
限
ら
れ
て
お
ら
ず
、「
入
域

観
光
客
数
」
の
把
握
が
困
難
な
多
く
の
日
本

の
観
光
地
に
と
っ
て
参
考
に
な
り
う
る
。
今

タ
収
集
を
専
門
と
し
て
い
る
S
T
R
社
の
宿

泊
関
連
デ
ー
タ
が
業
界
標
準
と
な
っ
て
お

り
、
多
く
の
D
M
O
が
同
社
の
デ
ー
タ
を

活
用
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

L
V
C
V
A
が
自
前
で
の
デ
ー
タ
収
集
を
続

け
る
理
由
は
、
デ
ー
タ
の
カ
バ
ー
率
が
高
い

た
め
で
あ
る
。
S
T
R
社
が
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で

カ
バ
ー
で
き
て
い
る
の
は
約
15
万
ベ
ッ
ド
の

う
ち
3
万
ベ
ッ
ド
程
度
に
留
ま
る
。
し
か
も

そ
の
多
く
は
ゲ
ー
ミ
ン
グ
施
設
を
持
た
な
い

大
手
チ
ェ
ー
ン
ホ
テ
ル
で
あ
る
。
一
方
で
、

L
V
C
V
A
は
11
・
5
万
ベ
ッ
ド
分
、
全
体

の
75
%
を
カ
バ
ー
す
る
デ
ー
タ
を
自
前
で
収

集
し
て
い
る
。
こ
の
圧
倒
的
な
カ
バ
ー
率
の

差
が
、
指
標
の
精
度
に
大
き
な
違
い
を
生
ん

で
い
る
。

　L
V
C
V
A
が
高
い
カ
バ
ー
率
を
維
持
で

き
る
背
景
に
は
、
1
9
7
0
年
代
か
ら
続
く

宿
泊
施
設
と
の
長
年
の
信
頼
関
係
と
い
う
、

数
値
化
で
き
な
い
無
形
資
産
が
あ
る
。
各
施

設
は
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
お
け
る
L
V
C
V
A

の
役
割
を
理
解
し
、
自
社
の
デ
ー
タ
を
提
供

す
る
こ
と
が
、
L
V
C
V
A
の
適
切
な
意
思

決
定
の
役
に
立
ち
、
最
終
的
に
は
ラ
ス
ベ
ガ

ス
の
需
要
増
加
を
通
じ
て
自
社
に
還
元
さ
れ

る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。
こ
の
信
頼
関
係

こ
そ
が
、
業
界
標
準
の
デ
ー
タ
ベ
ン
ダ
ー
さ

え
凌
駕
す
る
L
V
C
V
A
の
競
争
優
位
性
の

後
日
本
で
も
、
各
地
で
宿
泊
税
の
導
入
が
進

む
こ
と
に
よ
り
、
地
域
が
正
確
な
宿
泊
者
数

と
い
う
「
量
」
の
デ
ー
タ
を
把
握
で
き
る
環

境
が
整
う
可
能
性
が
あ
る
。こ
の
機
を
捉
え
、

「
量
」
の
デ
ー
タ
と
、
ど
の
よ
う
な
「
質
」
の

ア
ン
ケ
ー
ト
デ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
、
自
地

域
の
観
光
地
経
営
に
資
す
る
実
用
的
な
統
計

指
標
を
設
計
す
べ
き
か
。
L
V
C
V
A
の
長

年
に
わ
た
る
試
行
錯
誤
の
蓄
積
が
、
そ
の
際

の
羅
針
盤
と
な
る
だ
ろ
う
。

源
泉
と
な
っ
て
い
る
。

　訪
問
者
の
属
性
、
旅
行
目
的
、
消
費
額
、

満
足
度
な
ど
を
把
握
す
るV

isitor P
rofiles

調
査
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
策
定
す

る
上
で
不
可
欠
な
質
的
デ
ー
タ
で
あ
る
。

L
V
C
V
A
は
こ
の
調
査
に
お
い
て
、
対
面

調
査
と
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
を
組
み
合
わ
せ
た

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
を
採
用
し
て
い
る
。

　対
面
調
査
は
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
を
出
発
す
る

24
時
間
以
内
に
旅
行
者
を
対
象
に
、カ
ジ
ノ
、

ホ
テ
ル
、
空
港
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
で
調

査
員
が
直
接
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
も
の
で

あ
る
。調
査
日
は
隔
日
で
設
定
さ
れ
て
お
り
、

調
査
地
点
や
調
査
の
時
間
帯
に
偏
り
が
生
じ

な
い
よ
う
、
調
査
日
毎
に
標
本
の
配
分
が
行

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
手
法
の
最
大
の
メ
リ
ッ

ト
は
、
調
査
対
象
者
を
偏
り
な
く
抽
出
で
き

る
た
め
、
特
に
年
齢
層
な
ど
の
デ
モ
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
な
構
成
に
お
い
て
、
母
集
団
の
代

表
性
を
確
保
し
や
す
い
点
に
あ
る
。

　一
方
、
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
調
査
会
社
を
通
じ
て
、
最
近
ラ
ス
ベ

ガ
ス
を
出
発
し
た
、
ま
た
は
48
時
間
以
内
に

出
発
予
定
の
旅
行
者
を
対
象
に
実
施
さ
れ

４
．統
計
の「
質
」を

担
保
す
る
仕
組
み

5
．考
察
：

日
本
の
観
光
地
経
営

へ
の
示
唆

V
isitor P

rofiles

調
査
―

合
理
性
を
追
求
し
た

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
設
計

2

宿
泊
施
設
か
ら
の
デ
ー
タ
収
集
―

長
年
の
信
頼
関
係
と
い
う

無
形
資
産

1

‒❷ LVCVAにおけるデータドリブンなガバナンスの仕組みと統計の質　1

12

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2
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再 校



　今
日
の
観
光
地
経
営
に
お
い
て
、
デ
ー
タ

に
基
づ
い
た
戦
略
策
定
、
す
な
わ
ち
デ
ー
タ

ド
リ
ブ
ン
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
重
要
性
は
論
を

俟
た
な
い
。
し
か
し
、
多
く
の
D
M
O
で
は
、

ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
を
、
い
か
に
し
て
収
集

し
、
そ
し
て
組
織
の
意
思
決
定
に
ど
う
結
び

つ
け
る
か
と
い
う
実
践
的
な
課
題
に
直
面
し

て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

　本
稿
で
は
、
世
界
屈
指
の
観
光
都
市
で
あ

る
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
D
M
O
：L

as V
egas 

　L
V
C
V
A
の
組
織
は
、
こ
の
よ
う
な
経

営
基
盤
の
上
に
、
経
営
陣
ト
ッ
プ
で
あ
る

C
E
O
（C

hief E
xecutive O

ffi
cer

）
の
も

と
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
施
設
運
営
、
営
業
、

戦
略
、
財
務
な
ど
を
担
当
す
る
役
員
が
そ
れ

ぞ
れ
配
置
さ
れ
る
機
能
的
な
経
営
体
制
が
敷

か
れ
て
い
る
。
今
回
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た

リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
も
、
経
営
陣
の
一
角
を

占
め
て
い
る
専
任
の
所
長（
副
社
長
）に
よ
っ

C
on
ven

tion
 an

d
 V
isitors A

u
th
ority

（
以
下
L
V
C
V
A
）
を
事
例
に
取
り
上
げ

る
。
L
V
C
V
A
は
、
1
9
7
0
年
代
か
ら

独
自
に
観
光
統
計
を
整
備
し
て
き
た
先
駆
者

で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
飛
躍
的
に
進
化

し
た
今
、
彼
ら
の
デ
ー
タ
活
用
は
ど
の
よ
う

な
進
化
を
遂
げ
て
い
る
の
か
。
こ
の
問
い
を

検
証
す
べ
く
、
L
V
C
V
A
リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ
ー
の
所
長
で
あ
る
ケ
ビ
ン
・
バ
ガ
ー

（K
evin

 B
agger

）
氏
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
し
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

内
容
と
公
開
情
報
を
基
に
、
L
V
C
V
A
に

お
け
る
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

て
率
い
ら
れ
て
い
る
。
L
V
C
V
A
の
経
営

陣
が
デ
ー
タ
を
い
か
に
重
視
し
て
い
る
か
を

示
す
組
織
的
な
証
左
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　L
V
C
V
A
の
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
な
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
中
核
を
成

す
の
が
、
組
織
全
体

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
多
角
的
に
可
視
化

す
る
た
め
に
設
計
さ

れ
た
5
つ
の
指
標
群

で
あ
る
。
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー
は
こ
れ
ら

の
指
標
を
体
系
的
に

管
理
し
、
組
織
の
情

報
ハ
ブ
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
い
る
。

　5
つ
の
指
標
群
の

概
要
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

①

 

D
estin

atio
n
 

M
etrics

（
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
指
標
）
…

ラ
ス
ベ
ガ
ス
と
い
う

仕
組
み
と
、
そ
の
根
幹
を
支
え
る
統
計
の

「
質
」
を
担
保
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
き
明

か
し
、
日
本
の
観
光
地
経
営
に
対
す
る
示
唆

を
導
き
出
す
。

　L
V
C
V
A
の
デ
ー
タ
戦
略
を
理
解
す
る

に
は
、
ま
ず
そ
の
特
異
な
組
織
形
態
と
財
源

構
造
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
L
V
C
V

A
は
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
を
含
む
南
ネ
バ
ダ
地
域

の
D
M
O
と
し
て
、
1
9
5
5
年
に
ネ
バ
ダ

州
政
府
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
使
命

は
「
ラ
ス
ベ
ガ
ス
を
、
レ
ジ
ャ
ー
お
よ
び
ビ

ジ
ネ
ス
旅
行
に
お
い
て
議
論
の
余
地
の
な
い

世
界
的
な
目
的
地（the undisputed global 

destination

）
に
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。

　L
V
C
V
A
の
最
大
の
特
徴
は
、
そ
の
独

自
の
財
源
構
造
に
あ
る
。
多
く
の
D
M
O
が

宿
泊
税
な
ど
の
公
的
資
金
に
依
存
す
る

「
コ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
」
で
あ
る
の
に
対
し
、

L
V
C
V
A
は
公
的
資
金
と
事
業
収
益
を
組

み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
モ
デ
ル
を
採
用

し
て
い
る
。
第
一
の
財
源
は
、
エ
リ
ア
内
の

宿
泊
施
設
か
ら
徴
収
さ
れ
る
宿
泊
税

（R
o
o
m
 T
ax

）
で
あ
り
、
こ
れ
は
D
M
O

地
域
（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）
全
体
の
状
況

を
示
す
マ
ク
ロ
指
標
。宿
泊
関
連
の
指
標（
客

室
稼
働
率
（
O
C
C
）、
販
売
可
能
客
室
数

あ
た
り
売
上
（R

evP
A
R

））、
訪
問
者
の
属

性
や
行
動
を
分
析
す
るV

isito
r P

ro
files

な
ど
が
含
ま
れ
る
。

②

 

In
d
u
stry M

etrics

（
市
場
指

標
）
…
ラ
ス
ベ
ガ
ス
を
取
り
巻
く
外

部
の
市
場
環
境
に
関
す
る
デ
ー
タ
。

後
述
す
る
S
T
R
社
の
宿
泊
関
連

デ
ー
タ
や
、
第
三
者
機
関
の
レ
ポ
ー

ト
、
競
合
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

動
向
、
国
際
観
光
市
場
の
ト
レ
ン
ド

な
ど
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
。

③

 

L
V
C
C
 M
etrics

（
L
V
C
C

指
標
）
…
L
V
C
V
A
が
自
ら
運
営

す
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
L
V
C
C
）
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
関
す
る
指
標
。
施
設
の
稼
働
率
、

顧
客
満
足
度
、
リ
ピ
ー
ト
率
な
ど
が

含
ま
れ
る
。

④

 

S
ales M

etrics

（
営
業
指
標
）

…
主
に
M
I
C
E
誘
致
な
ど
、
B 

to

B
営
業
活
動
に
関
す
る
指
標
。

C
R
M
（
顧
客
関
係
管
理
）
シ
ス
テ

ム
を
用
い
て
、セ
ー
ル
ス
リ
ー
ド（
見

込
み
客
）
の
発
生
か
ら
成
約
ま
で
の

状
況
を
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
セ
グ
メ
ン
ト

の
典
型
的
な
資
金
調
達
方
法
で
あ
る
。
そ
し

て
第
二
の
財
源
が
、
自
ら
所
有
・
運
営
す
る

「
ラ
ス
ベ
ガ
ス
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
セ
ン

タ
ー
（
L
V
C
C
）」
か
ら
得
ら
れ
る
事
業
収

益
で
あ
る
。
L
V
C
C
は
総
面
積
4
・
7
ヘ

ク
タ
ー
ル
（
東
京
ド
ー
ム
約
9
個
分
）
に
及

ぶ
巨
大
施
設
で
あ
り
、
L
V
C
V
A
の
歳
入

の
約
2
割
を
稼
ぎ
出
す
「
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
セ

ン
タ
ー
」
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
モ
ノ
レ
ー
ル
や
ベ
ガ
ス

ル
ー
プ
の
所
有
・
運
営
等
を
担
っ
て
お
り
、

こ
う
し
た
交
通
イ
ン
フ
ラ
関
連
の
事
業
収
益

も
加
わ
る
。

　こ
れ
ら
の
仕
組
み
が
、
財
源
的
な
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
・
ル
ー
プ
を
生
み
出
す
。
宿
泊
税

が
L
V
C
V
A
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
を

支
え
、
レ
ジ
ャ
ー
お
よ
び
ビ
ジ
ネ
ス
訪
問
者

の
需
要
を
創
出
す
る
。
そ
し
て
、
創
出
さ
れ

た
需
要
、特
に
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
参
加
者
は
、

L
V
C
V
A
が
運
営
す
る
L
V
C
C
の
稼
働

率
と
収
益
性
を
高
め
る
。
そ
の
収
益
は
再
び

L
V
C
V
A
の
財
源
に
還
元
さ
れ
、
更
な
る

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
投
資
や
大
規
模
イ
ベ
ン
ト

の
誘
致
を
可
能
に
す
る
。
こ
の
「
資
産
の
保

有
と
運
営
を
行
う
D
M
O
」
と
し
て
の
性
質

が
、
D
M
O
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
明
確
に
し
つ

つ
、
そ
れ
に
必
要
な
財
源
の
確
保
や
未
来
へ

の
投
資
を
実
現
可
能
と
し
て
い
る
。

別
に
管
理
す
る
。

⑤

 

M
arketin

g M
etrics

（
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
指
標
）
…
主
に
旅
行
者
向
け
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
活
動
の
効
果
を
測
定
す
る
指
標
。

広
告
の
イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
数
や
ク
リ
ッ
ク

率
、
ブ
ラ
ン
ド
認
知
度
、
S
N
S
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

　L
V
C
V
A
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
優
れ
て
い

る
の
は
、
こ
れ
ら
の
指
標
群
と
、
そ
れ
を
管

轄
す
る
経
営
陣
の
責
任
範
囲
が
明
確
に

連
動
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
例
え
ば
、③ 

L
V
C
C
 M
etrics

（
L
V
C
C
指
標
）
は
施

設
運
営
の
責
任
者
で
あ
る
C
O
O（C

hief 

O
perating O

ffi
cer

）、④ Sales M
etrics

（
営

業
指
標
）は
C
S
O（C

hief Sales O
ffi
cer

）、

⑤ M
arketin

g M
etrics

（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
指
標
）
は
C
M
O
（C

h
ief M

arketin
g 

O
ffi
cer

）
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
。

　そ
し
て
、
組
織
全
体
を
束
ね
る
C
E
O

は
、
こ
れ
ら
の
指
標
の
中
で
も
特
に
① 

D
estin

atio
n
 M
etrics

（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
指
標
）
に
お
い
て
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
に

対
す
る
需
要
の
総
量
を
端
的
に
示
す
客
室
稼

働
率
と
、
収
益
性
を
示
すR

evP
A
R

を
、

K
P
I
（K

ey P
erform

ance Indicator

）

と
し
て
最
も
重
視
し
て
い
る
。
組
織
の
ト
ッ

プ
か
ら
各
部
門
に
至
る
ま
で
、
明
確
な
指
標

に
基
づ
い
て
意
思
決
定
や
評
価
が
行
わ
れ

る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
L
V
C
V
A
に
お
け
る

デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
基
本
構

造
で
あ
る
。

る
。
こ
の
手
法
の
メ
リ
ッ
ト
は
2
つ
あ
る
。

1
つ
は
、
友
人
・
親
族
宅
に
宿
泊
し
た
旅
行

者
な
ど
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
調
査
地
点
で
は
捕

捉
し
に
く
い
客
層
も
カ
バ
ー
で
き
る
こ
と
。

も
う
1
つ
は
、
調
査
員
を
介
さ
な
い
た
め
、

満
足
度
な
ど
の
評
価
に
つ
い
て
、
よ
り
バ
イ

ア
ス
の
な
い
率
直
な
回
答
（
回
答
の
正
確
性
）

を
得
や
す
い
点
で
あ
る
。

　L
V
C
V
A
は
、
こ
れ
ら
2
つ
の
手
法
の

長
所
と
短
所
を
組
み
合
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

結
果
に
重
み
づ
け
を
し
て
統
合
す
る
こ
と

で
、
標
本
の「
代
表
性
」と
回
答
の「
正
確
性
」

を
両
立
さ
せ
る
、
合
理
的
な
調
査
設
計
を
構

築
し
て
い
る
。
コ
ス
ト
を
惜
し
ま
ず
、
最
善

の
手
法
を
追
求
す
る
姿
勢
が
、
統
計
の
質
の

高
さ
を
支
え
て
い
る
。

　L
V
C
V
A
の
事
例
は
、
日
本
の
D
M
O

や
自
治
体
が
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
な
観
光
地
経

営
を
実
現
す
る
上
で
、
2
つ
の
重
要
な
示
唆

を
与
え
て
く
れ
る
。

　第
一
に
、
指
標
（
K
P
I
）
と
責
任
者
を

明
確
に
紐
づ
け
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
構
築

で
あ
る
。
L
V
C
V
A
で
は
、
C
E
O
が

　前
述
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
仕
組
み
は
、
そ
の

土
台
と
な
る
デ
ー
タ
の
「
質
」、
す
な
わ
ち

信
頼
性
と
正
確
性
が
確
保
さ
れ
て
い
て
初
め

て
機
能
す
る
。
L
V
C
V
A
は
い
か
に
し
て

高
品
質
な
デ
ー
タ
を
担
保
し
て
い
る
の
か
。

こ
こ
で
は
、① D

estin
ation

 M
etrics

（
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
指
標
）
の
中
か
ら
、
宿

泊
関
連
の
指
標
とV

isitor P
rofiles

の
2

つ
を
例
に
、
そ
の
仕
組
み
を
深
掘
り
す
る
。

　O
C
C
、A
D
R（
客
室
平
均
単
価
）、

R
evP

A
R

と
い
っ
た
宿
泊
関
連
の
指
標
は
、

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況
を
測
る
上
で

最
も
基
本
的
な
デ
ー
タ
で
あ
る
。
L
V
C
V

A
は
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
、
エ
リ
ア
内
の
宿

泊
施
設
か
ら
月
次
で
収
集
し
て
い
る
。
そ
の

方
法
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
や
メ
ー
ル

に
加
え
、
小
規
模
施
設
に
対
し
て
は
電
話
で

の
聞
き
取
り
と
い
っ
た
ア
ナ
ロ
グ
な
手
法
も

含
ま
れ
る
、極
め
て
従
来
型
の
も
の
で
あ
る
。

　米
国
で
は
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
業
界
の
デ
ー

最
重
要
視
す
る
K
P
I
（
客
室
稼
働
率
、

R
evP

A
R

）
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
各
部
門
・

責
任
者
の
K
P
I
へ
と
ブ
レ
ー
ク
ダ
ウ
ン
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
仕
組
み
に
よ
り
、
責
任
者

は
自
ら
の
成
果
を
上
げ
る
た
め
に
、
K
P
I

の
元
と
な
る
デ
ー
タ
の
「
正
し
さ
」
に
強
い

関
心
を
持
た
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
こ
の
経

営
陣
か
ら
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
、
リ
サ
ー
チ

部
門
に
対
し
て
「
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
も
統

計
的
に
正
し
い
手
法
で
、
質
の
高
い
デ
ー
タ

を
収
集
す
る
」
と
い
う
強
力
な
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
と
し
て
働
く
。
デ
ー
タ
部
門
の
予
算

確
保
や
専
門
人
材
の
登
用
が
課
題
と
な
り
が

ち
な
日
本
に
お
い
て
、
デ
ー
タ
を
組
織
的
に

活
用
す
る
た
め
の
動
機
づ
け
の
仕
組
み
と
し

て
大
い
に
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。

　第
二
に
、「
宿
泊
客
ベ
ー
ス
」
の
観
光
統

計
へ
の
適
用
で
あ
る
。
L
V
C
V
A
の
① 

D
estin

atio
n
 M
etrics

は
、
宿
泊
施
設

か
ら
の
報
告
に
よ
る
正
確
な
「
量
」
の
指
標

（
実
宿
泊
者
数
や
延
べ
宿
泊
者
数
）
と
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
「
質
」
の
指
標
（
属
性
・

旅
行
内
容
）
を
組
み
合
わ
せ
た
、「
宿
泊
客

ベ
ー
ス
」
の
観
光
統
計
と
し
て
設
計
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
空
港
や
駅
と
い
っ
た
明
確

な
「
出
入
口
」
が
限
ら
れ
て
お
ら
ず
、「
入
域

観
光
客
数
」
の
把
握
が
困
難
な
多
く
の
日
本

の
観
光
地
に
と
っ
て
参
考
に
な
り
う
る
。
今

タ
収
集
を
専
門
と
し
て
い
る
S
T
R
社
の
宿

泊
関
連
デ
ー
タ
が
業
界
標
準
と
な
っ
て
お

り
、
多
く
の
D
M
O
が
同
社
の
デ
ー
タ
を

活
用
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

L
V
C
V
A
が
自
前
で
の
デ
ー
タ
収
集
を
続

け
る
理
由
は
、
デ
ー
タ
の
カ
バ
ー
率
が
高
い

た
め
で
あ
る
。
S
T
R
社
が
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で

カ
バ
ー
で
き
て
い
る
の
は
約
15
万
ベ
ッ
ド
の

う
ち
3
万
ベ
ッ
ド
程
度
に
留
ま
る
。
し
か
も

そ
の
多
く
は
ゲ
ー
ミ
ン
グ
施
設
を
持
た
な
い

大
手
チ
ェ
ー
ン
ホ
テ
ル
で
あ
る
。
一
方
で
、

L
V
C
V
A
は
11
・
5
万
ベ
ッ
ド
分
、
全
体

の
75
%
を
カ
バ
ー
す
る
デ
ー
タ
を
自
前
で
収

集
し
て
い
る
。
こ
の
圧
倒
的
な
カ
バ
ー
率
の

差
が
、
指
標
の
精
度
に
大
き
な
違
い
を
生
ん

で
い
る
。

　L
V
C
V
A
が
高
い
カ
バ
ー
率
を
維
持
で

き
る
背
景
に
は
、
1
9
7
0
年
代
か
ら
続
く

宿
泊
施
設
と
の
長
年
の
信
頼
関
係
と
い
う
、

数
値
化
で
き
な
い
無
形
資
産
が
あ
る
。
各
施

設
は
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
お
け
る
L
V
C
V
A

の
役
割
を
理
解
し
、
自
社
の
デ
ー
タ
を
提
供

す
る
こ
と
が
、
L
V
C
V
A
の
適
切
な
意
思

決
定
の
役
に
立
ち
、
最
終
的
に
は
ラ
ス
ベ
ガ

ス
の
需
要
増
加
を
通
じ
て
自
社
に
還
元
さ
れ

る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。
こ
の
信
頼
関
係

こ
そ
が
、
業
界
標
準
の
デ
ー
タ
ベ
ン
ダ
ー
さ

え
凌
駕
す
る
L
V
C
V
A
の
競
争
優
位
性
の

後
日
本
で
も
、
各
地
で
宿
泊
税
の
導
入
が
進

む
こ
と
に
よ
り
、
地
域
が
正
確
な
宿
泊
者
数

と
い
う
「
量
」
の
デ
ー
タ
を
把
握
で
き
る
環

境
が
整
う
可
能
性
が
あ
る
。こ
の
機
を
捉
え
、

「
量
」
の
デ
ー
タ
と
、
ど
の
よ
う
な
「
質
」
の

ア
ン
ケ
ー
ト
デ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
、
自
地

域
の
観
光
地
経
営
に
資
す
る
実
用
的
な
統
計

指
標
を
設
計
す
べ
き
か
。
L
V
C
V
A
の
長

年
に
わ
た
る
試
行
錯
誤
の
蓄
積
が
、
そ
の
際

の
羅
針
盤
と
な
る
だ
ろ
う
。

源
泉
と
な
っ
て
い
る
。

　訪
問
者
の
属
性
、
旅
行
目
的
、
消
費
額
、

満
足
度
な
ど
を
把
握
す
るV

isitor P
rofiles

調
査
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
策
定
す

る
上
で
不
可
欠
な
質
的
デ
ー
タ
で
あ
る
。

L
V
C
V
A
は
こ
の
調
査
に
お
い
て
、
対
面

調
査
と
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
を
組
み
合
わ
せ
た

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
を
採
用
し
て
い
る
。

　対
面
調
査
は
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
を
出
発
す
る

24
時
間
以
内
に
旅
行
者
を
対
象
に
、カ
ジ
ノ
、

ホ
テ
ル
、
空
港
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
で
調

査
員
が
直
接
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
も
の
で

あ
る
。調
査
日
は
隔
日
で
設
定
さ
れ
て
お
り
、

調
査
地
点
や
調
査
の
時
間
帯
に
偏
り
が
生
じ

な
い
よ
う
、
調
査
日
毎
に
標
本
の
配
分
が
行

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
手
法
の
最
大
の
メ
リ
ッ

ト
は
、
調
査
対
象
者
を
偏
り
な
く
抽
出
で
き

る
た
め
、
特
に
年
齢
層
な
ど
の
デ
モ
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
な
構
成
に
お
い
て
、
母
集
団
の
代

表
性
を
確
保
し
や
す
い
点
に
あ
る
。

　一
方
、
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
調
査
会
社
を
通
じ
て
、
最
近
ラ
ス
ベ

ガ
ス
を
出
発
し
た
、
ま
た
は
48
時
間
以
内
に

出
発
予
定
の
旅
行
者
を
対
象
に
実
施
さ
れ

４
．統
計
の「
質
」を

担
保
す
る
仕
組
み

5
．考
察
：

日
本
の
観
光
地
経
営

へ
の
示
唆

V
isitor P

rofiles

調
査
―

合
理
性
を
追
求
し
た

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
設
計

2

宿
泊
施
設
か
ら
の
デ
ー
タ
収
集
―

長
年
の
信
頼
関
係
と
い
う

無
形
資
産

1
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表 1 ゲストカードとシティカードの違い

ス
は
「
予
約
完
了
」
の
時
点
で
ほ
ぼ
完
結
し

て
お
り
、
宿
泊
事
業
者
が
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
の

た
び
に
シ
ス
テ
ム
に
個
票
入
力
を
行
う
必
要

が
な
い
。
ま
た
、
ゲ
ス
ト
は
そ
の
チ
ケ
ッ
ト

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ウ
ォ
レ
ッ
ト
形
式
で

保
存
し
、
現
地
に
到
着
し
た
瞬
間
か
ら
特
典

を
す
ぐ
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
。こ
う
し
て
、

ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
「
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
後
に
手

渡
さ
れ
る
も
の
」
か
ら
、「
到
着
前
に
は
す

で
に
手
元
に
あ
る
も
の
」
へ
と
姿
を
変
え
て

い
る
。

　観
光
文
化
2
6
6
号
の
拙
稿
で
は
、
欧
州

の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
で
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
が
普
及

し
て
い
る
背
景
と
し
て
、
自
律
性
の
高
い
地

域
社
会
、
法
定
D
M
O
の
存
在
と
明
確
な

ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
宿
泊
税
や
観
光
事
業
者
税
と

い
っ
た
資
金
調
達
モ
デ
ル
の
整
備
と
い
っ
た

社
会
的
・
制
度
的
条
件
を
指
摘
し
た
。
こ
う

し
た
前
提
条
件
が
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
を
「
地

域
と
し
て
の
標
準
装
備
」
に
ま
で
高
め
て
い

る
と
い
う
認
識
に
、
今
回
の
視
察
を
通
じ
て

も
大
き
な
変
更
は
な
い
。

　そ
の
う
え
で
、
今
回
あ
ら
た
め
て
強
く
意

識
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
議

論
は
突
き
詰
め
れ
ば
「
訪
問
客
に
ど
の
よ
う

な
過
ご
し
方
を
し
て
ほ
し
い
の
か
」
と
い
う

滞
在
デ
ザ
イ
ン
の
問
題
だ
と
い
う
点
で
あ

る
。
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
は
滞
在
延
長
と
広

域
周
遊
、
サ
ン
ア
ン
ト
ン
は
夏
季
商
品
の

再
設
計
、
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
は
デ
ジ
タ
ル
を

通
じ
た
運
用
負
担
の
軽
減
と
デ
ー
タ
取
得

の
前
倒
し
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が

自
地
域
の
課
題
に
即
し
て
カ
ー
ド
の
形
態

を
変
え
て
い
た
。

　ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
を
構
想
す
る
こ
と
は
、
単

な
る
特
典
の
組
み
合
わ
せ
で
は
な
く
、
滞
在

行
動
の
デ
ザ
イ
ン
と
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
負

担
し
、
そ
の
過
程
で
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
を

蓄
積
す
る
か
を
同
時
に
組
み
立
て
る
こ
と
を

意
味
す
る
。
欧
州
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
の
最
前
線

は
、
日
本
の
観
光
地
に
お
い
て
も
、「
自
地

域
ら
し
い
滞
在
の
か
た
ち
」
を
描
き
、
そ
れ

を
支
え
る
制
度
や
シ
ス
テ
ム
を
ど
う
設
計
す

る
の
か
と
い
う
、
よ
り
本
質
的
な
観
光
地
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
力
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

ス
等
は
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
配
信
や
再

訪
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
に
も
活
用
さ
れ

て
い
る
。

　ス
イ
ス
南
東
部
・
グ
ラ
ウ
ビ
ュ
ン
デ
ン
州

の
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
地
域
は
、
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ

を
中
心
に
、
12
本
の
山
岳
交
通
（
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
、
ラ
ッ
ク
式
鉄
道
、

チ
ェ
ア
リ
フ
ト
等
）
が
集
積
す
る
、
世
界
的

な
高
級
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る
。こ
こ
で
は
、

2
泊
以
上
滞
在
す
る
ゲ
ス
ト
を
対
象
に
、

「M
o
u
n
tain

 R
ailw

ays in
clu

d
ed

」
と

呼
ば
れ
る
、
バ
ス
や
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
利
用

が
無
料
に
な
る
宿
泊
税
等
を
原
資
と
し
た
ゲ

ス
ト
カ
ー
ド
が
提
供
さ
れ
て
き
た
。

　し
か
し
近
年
、
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
地
域
の
D

M
O
で
あ
る
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
観
光
株
式
会
社

は
、
こ
の
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
を
単
な
る
特
典

ツ
ー
ル
で
は
な
く
、デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

全
体
の
デ
ジ
タ
ル
・
カ
ス
タ
マ
ー
・
ジ
ャ
ー

ニ
ー（D

ig
ita

l C
u
sto

m
e
r Jo

u
rn
e
y
, 

D
C
J

）
戦
略
の
中
核
と
し
て
位
置
づ
け
直
し

て
い
る
。
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
観
光
株
式
会
社
が

掲
げ
る
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
D
M
O
が
従
来
型

の
広
告
宣
伝
中
心
の
組
織
か
ら
、
旅
行
の
全

行
程
（
認
知
、
予
約
、
出
発
前
、
滞
在
中
、

帰
宅
後
）
を
設
計
す
る
「
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン

ス
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
」
へ
と
役
割
を
変
え
て
い

く
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に

は
、A

irb
n
b

やG
etY

o
u
rG

u
id
e

の
よ

う
に
、旅
行
プ
ロ
セ
ス
の
一
部
を
握
り
、顧
客

デ
ー
タ
を
独
占
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー

の
存
在
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
同
資
料
で
は

「S
U
P
E
R
 D
IS
R
U
P
T
O
R
S

（
破
壊
的
プ

レ
イ
ヤ
ー
）」
と
呼
び
、
D
M
O
自
ら
が
顧

客
と
の
接
点
と
デ
ー
タ
を
確
保
し
な
け
れ

ば
、
地
域
と
し
て
の
主
導
権
を
失
い
か
ね
な

い
と
い
う
危
機
感
が
共
有
さ
れ
て
い
た
。

　こ
の
D
C
J
戦
略
の
エ
ン
ジ
ン
が
、
観
光

局
自
ら
が
運
営
す
る
総
合
予
約
サ
イ
ト

「E
xp
erien

ce S
h
o
p

」
で
あ
る
。
宿
泊
施

設
や
山
岳
鉄
道
、
各
種
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

な
ど
、
地
域
内
の
サ
ー
ビ
ス
を
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
予
約
・
決
済
で
き
る
公
式
オ
ン
ラ
イ
ン
・

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
り
、
O
T
A
に

依
存
し
な
い
「
地
域
版
E
C
サ
イ
ト
」
と
位

置
づ
け
ら
れ
る
。

　エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
の
特
徴
は
、
こ
の

E
xperience S

hop

と
ゲ
ス
ト
カ
ー

ド
が
密
接
に
連
携
し
て
い
る
点
に
あ

る
。
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
や
サ
ン
ア
ン
ト

ン
の
よ
う
に
、
多
く
の
地
域
で
は
、
宿

泊
者
は
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
に
初
め
て

カ
ー
ド
を
手
に
す
る
方
式
が
一
般
的
で

あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
宿
泊
施
設
の
フ
ロ

ン
ト
が
シ
ス
テ
ム
に
ゲ
ス
ト
情
報
を
都

度
入
力
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
が
発
行
さ
れ
る
た
め
、
現
場
で

一
定
の
事
務
負
担
が
生
じ
る
と
い
う
共

通
の
課
題
が
あ
っ
た
。

　こ
う
し
た
課
題
に
対
し
、
エ
ン
ガ

デ
ィ
ン
で
は
D
C
J
戦
略
を
通
じ

て
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
再
編
成
を

行
っ
た
。
ま
ず
、
旅
行
者
が
出
発
前
に

E
xperience S

hop

か
ら
宿
泊
施
設

を
予
約
す
る
。
こ
の
時
点
で
、
宿
泊
日
、

人
数
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等
の
情
報
が

観
光
局
の
シ
ス
テ
ム
に
取
り
込
ま
れ

る
。
滞
在
日
が
近
づ
く
と
、
対
象
と
な

る
ゲ
ス
ト
に
は
公
共
交
通
無
料
パ
ス
や
山
岳

交
通
の
特
典
等
を
含
む
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
が
、

デ
ジ
タ
ル
チ
ケ
ッ
ト
と
し
て
自
動
的
に
メ
ー

ル
で
送
付
さ
れ
る
。

　つ
ま
り
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
発
行
プ
ロ
セ

ク
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

充
実
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
そ
の
中
核
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
が
、
夏
季
限
定
で

提
供
さ
れ
る
「S

u
m
m
er C

ard

」
で
あ
る
。

　サ
ン
ア
ン
ト
ン
に
お
い
て
は
、「
冬
」
と

「
夏
」
で
訪
問
客
層
が
大
き
く
異
な
る
。
冬

は
ス
キ
ー
を
主
目
的
と
す
る
比
較
的
高
所
得

層
、
夏
は
ハ
イ
キ
ン
グ
や
避
暑
を
目
的
と
す

る
価
格
に
敏
感
な
層
が
中
心
で
あ
る
。
こ
の

夏
季
の
訪
問
客
の
満
足
度
向
上
と
周
遊
促
進

の
た
め
に
、
2
0
0
6
年
か
ら
「
サ
マ
ー
ア

ク
テ
ィ
ブ
カ
ー
ド
」
が
導
入
さ
れ
た
の
が
始

ま
り
で
あ
る
。

　前
述
の
目
的
か
ら
、S

u
m
m
er C

ard

の
提
供
は
夏
季
の
み
展
開
さ
れ
て
い
る
。
現

在
の
制
度
で
は
、1
泊
以
上
の
宿
泊
者
に
は
、

ま
ず
「
モ
ビ
リ
テ
ィ
カ
ー
ド
」
が
無
料
で
付

与
さ
れ
る
。
こ
の
カ
ー
ド
で
は
、
サ
ン
ア
ン

ト
ン
周
辺
の
バ
ス
路
線
が
無
料
と
な
る
ほ

か
、
一
部
の
小
規
模
施
設
（
郷
土
博
物
館
や

チ
ロ
ル
伝
統
シ
ョ
ー
な
ど
）
を
無
料
で
利
用

で
き
る
。「
最
低
限
の
移
動
手
段
と
地
域
文

化
に
触
れ
る
機
会
」
を
保
障
す
る
、
夏
の
ゲ

ス
ト
全
員
向
け
の
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
の
サ
ー
ビ

ス
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
別
途
、
有

料
の
「
サ
マ
ー
カ
ー
ド
プ
レ
ミ
ア
ム
」
が
用

意
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
指
定
の
期
間
内

で
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
や
ゴ
ン
ド
ラ
が
乗
り
放
題

と
な
る
ほ
か
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
施
設
、
ゴ
ル
フ
、

ヨ
ガ
や
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
体
験
な
ど
、
多
様
な

高
付
加
価
値
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
包
括
的
に

利
用
で
き
る
設
計
と
な
っ
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
2
0
2
5
年
よ
り
、
D
M
O
と

提
携
し
た
一
部
の
宿
泊
施
設
で
は
、
宿
泊
者

が
1
泊
あ
た
り
9
ユ
ー
ロ
を
追
加
で
支
払
う

こ
と
で
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
と
同
時
に
サ
マ
ー

カ
ー
ド
プ
レ
ミ
ア
ム
と
同
等
の
特
典
が
自
動

的
に
付
与
さ
れ
る
形
態
を
導
入
し
て
い
る
。

こ
の
「
オ
ー
ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
型
」
は
、

2
0
0
8
年
に
も
試
験
的
に
導
入
さ
れ
た

が
、
そ
の
際
は
宿
泊
料
へ
の
上
乗
せ
額
に
対

す
る
事
業
者
の
理
解
が
得
ら
れ
ず
、
早
期
に

断
念
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
今
回
の
再
挑
戦

は
、
過
去
の
反
省
を
踏
ま
え
つ
つ
、
価
格
設

定
や
説
明
の
仕
方
を
工
夫
し
た
う
え
で
の
再

設
計
で
あ
り
、
初
年
度
か
ら
一
定
の
成
果
を

上
げ
て
い
る
。

　な
お
、
2
0
2
4
シ
ー
ズ
ン
ま
で
の

S
um

m
er C

ard

は
、
泊
数
に
応
じ
て
無
料

サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
す
る
設
計
で
あ
り
、「
追

加
料
金
」
の
設
計
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ

の
モ
デ
ル
で
は
、D
M
O
側
が
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

や
施
設
利
用
の
原
資
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
負
担

す
る
こ
と
に
な
り
、
イ
ン
フ
レ
も
相
ま
っ
て

制
度
維
持
が
難
し
く
な
っ
た
。

そ
こ
で
現
在
は
、「
宿
泊
税
」

は
D
M
O
が
特
典
や
サ
ー
ビ
ス

を
作
る
た
め
の
費
用
（
バ
ス
車

両
の
購
入
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
整
備
等
）
に
用
い
、「
宿
泊

者
が
支
払
う
追
加
料
金
」
は
、

そ
の
作
ら
れ
た
特
典
を
実
際

に
利
用
す
る
た
め
の
費
用
と

し
て
位
置
づ
け
る
と
い
う
考
え

方
に
転
換
し
て
い
る
。

　サ
ン
ア
ン
ト
ン
のS

u
m
m
er 

C
ard

は
宿
泊
客
が
支
払
う
宿

泊
税
に
加
え
、
観
光
事
業
者

が
地
域
経
営
の
た
め
に
支
払

う
「
観
光
事
業
者
税
」
を
主
な

財
源
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

技
術
的
基
盤
は
、
イ
ン
ス
ブ

ル
ッ
ク
のW

elco
m
e C

ard

と
同
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
活
用

し
て
い
る
。
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ

ク
と
同
様
、
現
場
に
は
一
定
の
事
務
負
担

が
生
じ
る
が
、
そ
の
代
わ
り
に
、
ゲ
ス
ト

の
属
性
情
報
（
性
別
、
年
齢
、
出
身
国
等
）

や
カ
ー
ド
利
用
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。
取
得
し
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ

　筆
者
は
、
観
光
文
化
2
6
6
号
「
観
光
客

の
動
態
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
」
の
特
集

5
「
欧
州
に
お
け
る
『
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
』
の

展
開
と
デ
ー
タ
取
得
」
に
お
い
て
、
欧
州
の

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
広
く
普
及
し
て
い

る
「
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」
に
つ
い
て
概
観
し
た
。

ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
、
特
定
の
地
域
に
一
定
泊

数
以
上
宿
泊
す
る
訪
問
者
に
対
し
、
無
料
で

提
供
さ
れ
る
カ
ー
ド
で
あ
り
、
滞
在
中
の
公

共
交
通
機
関
の
無
料
利
用
、
観
光
施
設
や
ア

ク
市
内
お
よ
び
周
辺
地
域
を
結
ぶ
バ
ス
・
ト

ラ
ム
な
ど
の
公
共
交
通
が
無
料
と
な
る
ほ

か
、
ガ
イ
ド
付
き
ハ
イ
キ
ン
グ
や
E
バ
イ
ク

ツ
ア
ー
、
屋
内
プ
ー
ル
等
の
観
光
施
設
の
割

引
等
が
提
供
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
3
泊
以
上

に
な
る
と
、
上
記
に
加
え
て
、
周
辺
の
主
要

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
、
ゴ
ン
ド
ラ
の
無
料
特
典
が

追
加
さ
れ
る
。
通
常
で
あ
れ
ば
高
額
と
な
る

山
岳
鉄
道
が
含
ま
れ
る
こ
と
で
、「
も
う
1

泊
す
れ
ば
山
に
無
料
で
登
れ
る
」
と
い
う
分

か
り
や
す
い
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
よ
る
、
宿

泊
日
数
の
延
伸
を
企
図
し
て
い
る
。

　カ
ー
ド
は
夏
版
と
冬
版
が
用
意
さ
れ
て
お

り
、
季
節
ご
と
に
特
典
内
容
や
提
携
施
設
が

調
整
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
紙
の
カ
ー
ド
に

加
え
、
専
用
ア
プ
リ
内
で
の
電
子
チ
ケ
ッ
ト

も
提
供
し
て
い
る
。

　な
お
、
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
で
は
、
こ
れ
と

は
別
に
有
料
の
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
「Innsbruck 

C
ard

」
も
展
開
し
て
お
り
、
日
帰
り
や
短

期
滞
在
者
向
け
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
提
供
も
な
さ

れ
て
い
る
。

　

W
elco

m
e C

ard

の
主
要
な
財
源
は
宿

泊
税
で
あ
る
。宿
泊
税
収
入
を
原
資
と
し
て
、

交
通
事
業
者
や
各
種
施
設
に
対
す
る
精
算
が

行
わ
れ
て
お
り
、「
宿
泊
税
が
あ
る
か
ら
こ

そ
成
り
立
つ
制
度
」
で
あ
る
。
技
術
的
基
盤

と
し
て
は
、
欧
州
の
大
手
観
光
I
T
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
企
業
が
提
供
す
る
宿
泊
予

約
・
台
帳
シ
ス
テ
ム
と
、
カ
ー
ド
発
行
・
認

証
シ
ス
テ
ム
が
連
携
し
て
い
る
。
宿
泊
施
設

側
は
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
（
事
前
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
を
含
む
）
に
ゲ
ス
ト
の
氏
名
、
生
年
月

日
、
滞
在
期
間
等
を
入
力
し
、W

elco
m
e 

C
ard

を
発
行
・
有
効
化
す
る
。
一
方
で
、

こ
の
よ
う
な
入
力
作
業
は
現
場
に
一
定
の
事

務
負
担
も
生
じ
さ
せ
て
い
る
。

　ま
た
、カ
ー
ド
発
行
に
よ
り
、性
別
、年
齢
、

出
身
国
と
い
っ
た
属
性
情
報
に
加
え
、
ど
の

特
典
が
い
つ
・
ど
の
程
度
利
用
さ
れ
て
い
る

か
と
い
っ
た
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。

D
M
O
は
こ
れ
ら
を
集
約
・
分
析
し
、
国
・

地
域
別
の
行
動
パ
タ
ー
ン
や
、
特
定
の
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
人
気
動
向

な
ど
を
把
握
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ

は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
施
策
の
精
緻
化
だ
け

で
な
く
、
公
共
交
通
事
業
者
と
の
運
賃
精
算

や
将
来
の
契
約
交
渉
の
基
礎
資
料
と
し
て
も

活
用
さ
れ
て
い
る
。

　サ
ン
ア
ン
ト
ン
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
屈
指

の
ウ
ィ
ン
タ
ー
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る
が
、
近
年

は
夏
季
の
ハ
イ
キ
ン
グ
や
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ

欧
州
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
に
お
け
る

ゲス
ト
カ
ー
ド
の

最
前
線

2
1

観
光
研
究
部 

副
主
任
研
究
員

江
﨑
貴
昭

2

欧
州

山
岳
リ
ゾ
ー
ト
に
お
け
る

観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と

ゲ
ス
ト
カ
ー
ド

9
月

オ
ー
ス
ト
リ
ア
入
国

イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
観
光
協
会

28
日
日

9
月

ヒ
ア
リ
ン
グ

29
日
月

9
月

視
察

サ
ン
ア
ン
ト
ン

30
日
火

10
月

視
察
・
ヒ
ア
リ
ン
グ

サ
ン
ア
ン
ト
ン
観
光
協
会
／

レ
ッ
ヒ

1
日
水

10
月

視
察

デ
ィ
ア
ヴ
ォ
レ
ッ
ツ
ァ
／

サ
ン
モ
リ
ッ
ツ

2
日
木

10
月

視
察
・
ヒ
ア
リ
ン
グ

ダ
ボ
ス
／
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ

3
日
金

10
月

視
察

サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
観
光
株
式
会
社
／

モ
ル
テ
ラ
ッ
チ
氷
河
／

ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ

4
日
土

10
月

ス
イ
ス
出
国

イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク

イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク

サ
ン
ア
ン
ト
ン

サ
ン
ア
ン
ト
ン

サ
ン
モ
リ
ッ
ツ

サ
ン
モ
リ
ッ
ツ

チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ

5
日
日

活
動
内
容

2025年
視察行程

宿
泊
地

1

視
察
の
全
体
像
と

観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
盤
強
化

2

欧
州
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
に
お
け
る

ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
最
前
線

1
．は
じ
め
に

2
．イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
：

滞
在
延
長
と

広
域
周
遊
を
促
す

「W
elco

m
e C
ard

」

ゲストカード シティカード
対象 特定の地域に宿泊する宿泊者のみに提供 観光客、日帰り客、住民など、誰でも購入可能

展開 主に山岳リゾートで展開 主に都市型観光地で展開

価格 原則として無料（宿泊税等に含まれると認識される） 有料

財源 宿泊税等を主たる財源として運用
公共サービス的な側面が強い DMOの収益事業（ビジネスモデル）として運用

特典 公共交通の無料利用、ケーブルカーの割引または無料利用、
観光施設やアクティビティの割引または無料利用等 観光施設やアクティビティの割引または無料利用

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
割
引
ま
た
は
無
料
利
用
と

い
っ
た
特
典
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
前

述
の
同
稿
で
は
、
宿
泊
者
に
無
料
で
提
供
さ

れ
る
「
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」
と
有
料
販
売
型
の

「
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
」
を
区
別
し
つ
つ
、
欧
州

各
地
の
制
度
を
横
断
的
に
整
理
し
た
。

　本
稿
は
そ
の
「
具
体
編
」
と
し
て
、
2
0

2
5
年
秋
に
実
施
し
た
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト

リ
ア
視
察
時
の
D
M
O
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や

机
上
調
査
の
内
容
を
も
と
に
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
、
サ
ン
ア
ン
ト
ン
、

ス
イ
ス
の
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
地
域
と
い
う
3
つ

の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
を
取
り
上
げ
、
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
の
「
最
前
線
」
を
具
体
的
に
描
き
出

す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　こ
こ
で
本
稿
に
お
け
る
用
語
の
使
い
分

け
を
明
確
に
し
て
お
き
た
い
。
両
者
は
特

典
内
容
こ
そ
似
通
う
部
分
が
多
い
も
の
の
、

無
料
か
有
料
か
、
宿
泊
者
を
対
象
と
し
て

い
る
か
、
財
源
は
何
か
と
い
っ
た
点
で
性

格
が
異
な
る
。

　本
稿
で
対
象
と
す
る
の
は
、
前
者
、
す
な
わ

ち
宿
泊
と
連
動
し
た「
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」で
あ

る
。
以
降
、
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
の「W

elco
m
e 

C
ard

」、サ
ン
ア
ン
ト
ン
の「Sum

m
er C

ard

」、

サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
を
含
む
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
地
域

の
「M

o
u
n
tain

 R
ailw

ays in
clu

d
ed

」

の
3
事
例
を
順
に
見
て
い
き
た
い
。

　オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
チ
ロ
ル
州
の
州
都
で
あ

る
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
は
、
都
市
観
光
と
山
岳

リ
ゾ
ー
ト
が
融
合
し
た
世
界
的
な
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
と
し
て
「W

elco
m
e C

ard

」
を
展

開
し
て
い
る
。

　

W
elco

m
e C

ard

は
、
2
0
1
7
年
よ

り
展
開
し
て
お
り
、
そ
の
目
的
は
大
き
く
二

点
に
整
理
で
き
る
。
第
一
に
、
主
要
な
観
光

エ
リ
ア
で
あ
る
旧
市
街
に
集
中
し
が
ち
な
訪

問
客
の
流
れ
を
、
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
周
辺
地

域
へ
分
散
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
歴
史
都
市

と
し
て
の
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、

ア
ル
プ
ス
山
麓
の
村
々
や
高
原
の
ハ
イ
キ
ン

グ
エ
リ
ア
を
一
体
の
滞
在
空
間
と
し
て
体
験

し
て
も
ら
う
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。
第
二

に
、
マ
イ
カ
ー
に
よ
る
移
動
を
抑
制
し
、
公

共
交
通
と
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
利
用
を
促
進
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
脱
炭
素
に
寄
与
す
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
目
的
を
踏
ま
え
、

W
elco

m
e C

ard

は
単
な
る
特
典
の
寄
せ

集
め
で
は
な
く
、「
滞
在
日
数
の
延
長
」「
広

域
周
遊
」「
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
転
換
」
を
同
時
に

ね
ら
う
仕
組
み
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
。

　

W
elco

m
e C

ard

の
制
度
設
計
上
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
滞
在
日
数
に
応
じ
て
特
典
の
レ

ベ
ル
を
変
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、

2
泊
以
上
の
宿
泊
者
に
は
、
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ

‒❶ 欧州山岳リゾートにおけるゲストカードの最前線2
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表 1 ゲストカードとシティカードの違い

て
お
り
、
宿
泊
事
業
者
が
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
の

た
び
に
シ
ス
テ
ム
に
個
票
入
力
を
行
う
必
要

が
な
い
。
ま
た
、
ゲ
ス
ト
は
そ
の
チ
ケ
ッ
ト

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ウ
ォ
レ
ッ
ト
形
式
で

保
存
し
、
現
地
に
到
着
し
た
瞬
間
か
ら
特
典

を
す
ぐ
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
。こ
う
し
て
、

ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
「
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
後
に
手

渡
さ
れ
る
も
の
」
か
ら
、「
到
着
前
に
は
す

で
に
手
元
に
あ
る
も
の
」
へ
と
姿
を
変
え
て

い
る
。

　観
光
文
化
2
6
6
号
の
拙
稿
で
は
、
欧
州

の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
で
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
が
普
及

し
て
い
る
背
景
と
し
て
、
自
律
性
の
高
い
地

域
社
会
、
法
定
D
M
O
の
存
在
と
明
確
な

ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
宿
泊
税
や
観
光
事
業
者
税
と

い
っ
た
資
金
調
達
モ
デ
ル
の
整
備
と
い
っ
た

社
会
的
・
制
度
的
条
件
を
指
摘
し
た
。
こ
う

し
た
前
提
条
件
が
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
を
「
地

域
と
し
て
の
標
準
装
備
」
に
ま
で
高
め
て
い

る
と
い
う
認
識
に
、
今
回
の
視
察
を
通
じ
て

も
大
き
な
変
更
は
な
い
。

　そ
の
う
え
で
、
今
回
あ
ら
た
め
て
強
く
意

識
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
議

論
は
突
き
詰
め
れ
ば
「
訪
問
客
に
ど
の
よ
う

な
過
ご
し
方
を
し
て
ほ
し
い
の
か
」
と
い
う

滞
在
デ
ザ
イ
ン
の
問
題
だ
と
い
う
点
で
あ

る
。
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
は
滞
在
延
長
と
広

域
周
遊
、
サ
ン
ア
ン
ト
ン
は
夏
季
商
品
の

再
設
計
、
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
は
デ
ジ
タ
ル
を

通
じ
た
運
用
負
担
の
軽
減
と
デ
ー
タ
取
得

の
前
倒
し
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が

自
地
域
の
課
題
に
即
し
て
カ
ー
ド
の
形
態

を
変
え
て
い
た
。

　ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
を
構
想
す
る
こ
と
は
、
単

な
る
特
典
の
組
み
合
わ
せ
で
は
な
く
、
滞
在

行
動
の
デ
ザ
イ
ン
と
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
負

担
し
、
そ
の
過
程
で
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
を

蓄
積
す
る
か
を
同
時
に
組
み
立
て
る
こ
と
を

意
味
す
る
。
欧
州
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
の
最
前
線

は
、
日
本
の
観
光
地
に
お
い
て
も
、「
自
地

域
ら
し
い
滞
在
の
か
た
ち
」
を
描
き
、
そ
れ

を
支
え
る
制
度
や
シ
ス
テ
ム
を
ど
う
設
計
す

る
の
か
と
い
う
、
よ
り
本
質
的
な
観
光
地
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
力
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

ス
等
は
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
配
信
や
再

訪
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
に
も
活
用
さ
れ

て
い
る
。

　ス
イ
ス
南
東
部
・
グ
ラ
ウ
ビ
ュ
ン
デ
ン
州

の
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
地
域
は
、
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ

を
中
心
に
、
12
本
の
山
岳
交
通
（
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
、
ラ
ッ
ク
式
鉄
道
、

チ
ェ
ア
リ
フ
ト
等
）
が
集
積
す
る
、
世
界
的

な
高
級
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る
。こ
こ
で
は
、

2
泊
以
上
滞
在
す
る
ゲ
ス
ト
を
対
象
に
、

「M
o
u
n
tain

 R
ailw

ays in
clu

d
ed

」
と

呼
ば
れ
る
、
バ
ス
や
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
利
用

が
無
料
に
な
る
宿
泊
税
等
を
原
資
と
し
た
ゲ

ス
ト
カ
ー
ド
が
提
供
さ
れ
て
き
た
。

　し
か
し
近
年
、エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
観
光
局
は
、

こ
の
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
を
単
な
る
特
典
ツ
ー
ル

で
は
な
く
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
全
体

の
デ
ジ
タ
ル
・
カ
ス
タ
マ
ー
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー

（D
igital C

u
sto

m
er Jo

u
rn
ey, D

C
J

）

戦
略
の
中
核
と
し
て
位
置
づ
け
直
し
て
い

る
。
観
光
局
が
掲
げ
る
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、

D
M
O
が
従
来
型
の
広
告
宣
伝
中
心
の
組

織
か
ら
、
旅
行
の
全
行
程
（
認
知
、
予
約
、

出
発
前
、
滞
在
中
、
帰
宅
後
）
を
設
計
す

る
「
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
」

へ
と
役
割
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
明
示
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、A

irb
n
b

や

G
etY

o
u
rG
u
id
e

の
よ
う
に
、
旅
行
プ
ロ

セ
ス
の
一
部
を
握
り
、
顧
客
デ
ー
タ
を
独
占

す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
の
存
在
が

あ
る
。
こ
れ
ら
を
同
資
料
で
は
「S

U
P
E
R
 

D
IS
R
U
P
T
O
R
S

（
破
壊
的
プ
レ
イ
ヤ
ー
）」

と
呼
び
、
D
M
O
自
ら
が
顧
客
と
の
接
点
と

デ
ー
タ
を
確
保
し
な
け
れ
ば
、
地
域
と
し
て

の
主
導
権
を
失
い
か
ね
な
い
と
い
う
危
機
感

が
共
有
さ
れ
て
い
た
。

　こ
の
D
C
J
戦
略
の
エ
ン
ジ
ン
が
、
観
光

局
自
ら
が
運
営
す
る
総
合
予
約
サ
イ
ト

「E
xp
erien

ce S
h
o
p

」
で
あ
る
。
宿
泊
施

設
や
山
岳
鉄
道
、
各
種
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

な
ど
、
地
域
内
の
サ
ー
ビ
ス
を
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
予
約
・
決
済
で
き
る
公
式
オ
ン
ラ
イ
ン
・

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
り
、
O
T
A
に

依
存
し
な
い
「
地
域
版
E
C
サ
イ
ト
」
と
位

置
づ
け
ら
れ
る
。

　エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
の
特
徴
は
、
こ
の

E
xperience S

hop

と
ゲ
ス
ト
カ
ー

ド
が
密
接
に
連
携
し
て
い
る
点
に
あ

る
。
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
や
サ
ン
ア
ン
ト

ン
の
よ
う
に
、
多
く
の
地
域
で
は
、
宿

泊
者
は
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
に
初
め
て

カ
ー
ド
を
手
に
す
る
方
式
が
一
般
的
で

あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
宿
泊
施
設
の
フ
ロ

ン
ト
が
シ
ス
テ
ム
に
ゲ
ス
ト
情
報
を
都

度
入
力
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
が
発
行
さ
れ
る
た
め
、
現
場
で

一
定
の
事
務
負
担
が
生
じ
る
と
い
う
共

通
の
課
題
が
あ
っ
た
。

　こ
う
し
た
課
題
に
対
し
、
エ
ン
ガ

デ
ィ
ン
で
は
D
C
J
戦
略
を
通
じ

て
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
再
編
成
を

行
っ
た
。
ま
ず
、
旅
行
者
が
出
発
前
に

E
xperience S

hop

か
ら
宿
泊
施
設

を
予
約
す
る
。
こ
の
時
点
で
、
宿
泊
日
、

人
数
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等
の
情
報
が

観
光
局
の
シ
ス
テ
ム
に
取
り
込
ま
れ

る
。
滞
在
日
が
近
づ
く
と
、
対
象
と
な

る
ゲ
ス
ト
に
は
公
共
交
通
無
料
パ
ス
や

山
岳
交
通
の
特
典
等
を
含
む
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド

が
、
デ
ジ
タ
ル
チ
ケ
ッ
ト
と
し
て
自
動
的
に

メ
ー
ル
で
送
付
さ
れ
る
。

　つ
ま
り
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
発
行
プ
ロ
セ

ス
は
「
予
約
完
了
」
の
時
点
で
ほ
ぼ
完
結
し

ク
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

充
実
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
そ
の
中
核
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
が
、
夏
季
限
定
で

提
供
さ
れ
る
「S

u
m
m
er C

ard

」
で
あ
る
。

　サ
ン
ア
ン
ト
ン
に
お
い
て
は
、「
冬
」
と

「
夏
」
で
訪
問
客
層
が
大
き
く
異
な
る
。
冬

は
ス
キ
ー
を
主
目
的
と
す
る
比
較
的
高
所
得

層
、
夏
は
ハ
イ
キ
ン
グ
や
避
暑
を
目
的
と
す

る
価
格
に
敏
感
な
層
が
中
心
で
あ
る
。
こ
の

夏
季
の
訪
問
客
の
満
足
度
向
上
と
周
遊
促
進

の
た
め
に
、
2
0
0
6
年
か
ら
「
サ
マ
ー
ア

ク
テ
ィ
ブ
カ
ー
ド
」
が
導
入
さ
れ
た
の
が
始

ま
り
で
あ
る
。

　前
述
の
目
的
か
ら
、S

u
m
m
er C

ard

の
提
供
は
夏
季
の
み
展
開
さ
れ
て
い
る
。
現

在
の
制
度
で
は
、1
泊
以
上
の
宿
泊
者
に
は
、

ま
ず
「
モ
ビ
リ
テ
ィ
カ
ー
ド
」
が
無
料
で
付

与
さ
れ
る
。
こ
の
カ
ー
ド
で
は
、
サ
ン
ア
ン

ト
ン
周
辺
の
バ
ス
路
線
が
無
料
と
な
る
ほ

か
、
一
部
の
小
規
模
施
設
（
郷
土
博
物
館
や

チ
ロ
ル
伝
統
シ
ョ
ー
な
ど
）
を
無
料
で
利
用

で
き
る
。「
最
低
限
の
移
動
手
段
と
地
域
文

化
に
触
れ
る
機
会
」
を
保
障
す
る
、
夏
の
ゲ

ス
ト
全
員
向
け
の
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
の
サ
ー
ビ

ス
で
あ
る
。
ま
た
、
別
途
、
有
料
の
「
サ
マ
ー

カ
ー
ド
プ
レ
ミ
ア
ム
」が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
指
定
の
期
間
内
で
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

や
ゴ
ン
ド
ラ
が
乗
り
放
題
と
な
る
ほ
か
、

ウ
ェ
ル
ネ
ス
施
設
、
ゴ
ル
フ
、
ヨ
ガ
や
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
体
験
な
ど
、
多
様
な
高
付
加
価
値

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
包
括
的
に
利
用
で
き
る

設
計
と
な
っ
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
2
0
2
5
年
よ
り
、
D
M
O
と

提
携
し
た
一
部
の
宿
泊
施
設
で
は
、
宿
泊
者

が
1
泊
あ
た
り
9
ユ
ー
ロ
を
追
加
で
支
払
う

こ
と
で
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
と
同
時
に
サ
マ
ー

カ
ー
ド
プ
レ
ミ
ア
ム
と
同
等
の
特
典
が
自
動

的
に
付
与
さ
れ
る
形
態
を
導
入
し
て
い
る
。

こ
の
「
オ
ー
ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
型
」
は
、

2
0
0
8
年
に
も
試
験
的
に
導
入
さ
れ
た

が
、
そ
の
際
は
宿
泊
料
へ
の
上
乗
せ
額
に
対

す
る
事
業
者
の
理
解
が
得
ら
れ
ず
、
早
期
に

断
念
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
今
回
の
再
挑
戦

は
、
過
去
の
反
省
を
踏
ま
え
つ
つ
、
価
格
設

定
や
説
明
の
仕
方
を
工
夫
し
た
う
え
で
の
再

設
計
で
あ
り
、
初
年
度
か
ら
一
定
の
成
果
を

上
げ
て
い
る
。

　な
お
、
2
0
2
4
シ
ー
ズ
ン
ま
で
の

S
um

m
er C

ard

は
、
泊
数
に
応
じ
て
無
料

サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
す
る
設
計
で
あ
り
、「
追

加
料
金
」
の
設
計
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ

の
モ
デ
ル
で
は
、D
M
O
側
が
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

や
施
設
利
用
の
原
資
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
負
担

す
る
こ
と
に
な
り
、
イ
ン
フ
レ
も
相
ま
っ
て

制
度
維
持
が
難
し
く
な
っ
た
。

そ
こ
で
現
在
は
、「
宿
泊
税
」

は
D
M
O
が
特
典
や
サ
ー
ビ
ス

を
作
る
た
め
の
費
用
（
バ
ス
車

両
の
購
入
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
整
備
等
）
に
用
い
、「
宿
泊

者
が
支
払
う
追
加
料
金
」
は
、

そ
の
作
ら
れ
た
特
典
を
実
際

に
利
用
す
る
た
め
の
費
用
と

し
て
位
置
づ
け
る
と
い
う
考
え

方
に
転
換
し
て
い
る
。

　サ
ン
ア
ン
ト
ン
のS

u
m
m
er 

C
ard

は
宿
泊
客
が
支
払
う
宿

泊
税
に
加
え
、
観
光
事
業
者

が
地
域
経
営
の
た
め
に
支
払

う
「
観
光
事
業
者
税
」
を
主
な

財
源
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

技
術
的
基
盤
は
、
イ
ン
ス
ブ

ル
ッ
ク
のW

elco
m
e C

ard

と
同
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
活
用

し
て
い
る
。
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ

ク
と
同
様
、
現
場
に
は
一
定
の
事
務
負
担

が
生
じ
る
が
、
そ
の
代
わ
り
に
、
ゲ
ス
ト

の
属
性
情
報
（
性
別
、
年
齢
、
出
身
国
等
）

や
カ
ー
ド
利
用
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。
取
得
し
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ

　筆
者
は
、
観
光
文
化
2
6
6
号
「
観
光
客

の
動
態
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
」
の
特
集

5
「
欧
州
に
お
け
る
『
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
』
の

展
開
と
デ
ー
タ
取
得
」
に
お
い
て
、
欧
州
の

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
広
く
普
及
し
て
い

る
「
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」
に
つ
い
て
概
観
し
た
。

ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
、
特
定
の
地
域
に
一
定
泊

数
以
上
宿
泊
す
る
訪
問
者
に
対
し
、
無
料
で

提
供
さ
れ
る
カ
ー
ド
で
あ
り
、
滞
在
中
の
公

共
交
通
機
関
の
無
料
利
用
、
観
光
施
設
や
ア

ク
市
内
お
よ
び
周
辺
地
域
を
結
ぶ
バ
ス
・
ト

ラ
ム
な
ど
の
公
共
交
通
が
無
料
と
な
る
ほ

か
、
ガ
イ
ド
付
き
ハ
イ
キ
ン
グ
や
E
バ
イ
ク

ツ
ア
ー
、
屋
内
プ
ー
ル
等
の
観
光
施
設
の
割

引
等
が
提
供
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
3
泊
以
上

に
な
る
と
、
上
記
に
加
え
て
、
周
辺
の
主
要

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
、
ゴ
ン
ド
ラ
の
無
料
特
典
が

追
加
さ
れ
る
。
通
常
で
あ
れ
ば
高
額
と
な
る

山
岳
鉄
道
が
含
ま
れ
る
こ
と
で
、「
も
う
1

泊
す
れ
ば
山
に
無
料
で
登
れ
る
」
と
い
う
分

か
り
や
す
い
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
よ
る
、
宿

泊
日
数
の
延
伸
を
企
図
し
て
い
る
。

　カ
ー
ド
は
夏
版
と
冬
版
が
用
意
さ
れ
て
お

り
、
季
節
ご
と
に
特
典
内
容
や
提
携
施
設
が

調
整
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
紙
の
カ
ー
ド
に

加
え
、
専
用
ア
プ
リ
内
で
の
電
子
チ
ケ
ッ
ト

も
提
供
し
て
い
る
。

　な
お
、
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
で
は
、
こ
れ
と

は
別
に
有
料
の
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
「Innsbruck 

C
ard

」
も
展
開
し
て
お
り
、
日
帰
り
や
短

期
滞
在
者
向
け
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
提
供
も
な
さ

れ
て
い
る
。

　

W
elco

m
e C

ard

の
主
要
な
財
源
は
宿

泊
税
で
あ
る
。宿
泊
税
収
入
を
原
資
と
し
て
、

交
通
事
業
者
や
各
種
施
設
に
対
す
る
精
算
が

行
わ
れ
て
お
り
、「
宿
泊
税
が
あ
る
か
ら
こ

そ
成
り
立
つ
制
度
」
で
あ
る
。
技
術
的
基
盤

と
し
て
は
、
欧
州
の
大
手
観
光
I
T
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
企
業
が
提
供
す
る
宿
泊
予

約
・
台
帳
シ
ス
テ
ム
と
、
カ
ー
ド
発
行
・
認

証
シ
ス
テ
ム
が
連
携
し
て
い
る
。
宿
泊
施
設

側
は
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
（
事
前
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
を
含
む
）
に
ゲ
ス
ト
の
氏
名
、
生
年
月

日
、
滞
在
期
間
等
を
入
力
し
、W

elco
m
e 

C
ard

を
発
行
・
有
効
化
す
る
。
一
方
で
、

こ
の
よ
う
な
入
力
作
業
は
現
場
に
一
定
の
事

務
負
担
も
生
じ
さ
せ
て
い
る
。

　ま
た
、カ
ー
ド
発
行
に
よ
り
、性
別
、年
齢
、

出
身
国
と
い
っ
た
属
性
情
報
に
加
え
、
ど
の

特
典
が
い
つ
・
ど
の
程
度
利
用
さ
れ
て
い
る

か
と
い
っ
た
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。

D
M
O
は
こ
れ
ら
を
集
約
・
分
析
し
、
国
・

地
域
別
の
行
動
パ
タ
ー
ン
や
、
特
定
の
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
人
気
動
向

な
ど
を
把
握
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ

は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
施
策
の
精
緻
化
だ
け

で
な
く
、
公
共
交
通
事
業
者
と
の
運
賃
精
算

や
将
来
の
契
約
交
渉
の
基
礎
資
料
と
し
て
も

活
用
さ
れ
て
い
る
。

　サ
ン
ア
ン
ト
ン
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
屈
指

の
ウ
ィ
ン
タ
ー
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る
が
、
近
年

は
夏
季
の
ハ
イ
キ
ン
グ
や
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ

欧
州
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
に
お
け
る

ゲス
ト
カ
ー
ド
の

最
前
線

2
1

観
光
研
究
部 

副
主
任
研
究
員

江
﨑
貴
昭

2

欧
州

山
岳
リ
ゾ
ー
ト
に
お
け
る

観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と

ゲ
ス
ト
カ
ー
ド

9
月

オ
ー
ス
ト
リ
ア
入
国

イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
観
光
協
会

28
日
日

9
月

ヒ
ア
リ
ン
グ

29
日
月

9
月

視
察

サ
ン
ア
ン
ト
ン

30
日
火

10
月

ヒ
ア
リ
ン
グ
・
視
察

サ
ン
ア
ン
ト
ン
観
光
協
会
／

レ
ッ
ヒ

1
日
水

10
月

視
察

デ
ィ
ア
ヴ
ォ
レ
ッ
ツ
ァ
／

サ
ン
モ
リ
ッ
ツ

2
日
木

10
月

ヒ
ア
リ
ン
グ
・
視
察

ダ
ボ
ス
、チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ

3
日
金

10
月

視
察

サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
観
光
株
式
会
社
／

モ
ル
テ
ラ
ッ
チ
氷
河
／

ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ

4
日
土

10
月

ス
イ
ス
出
国

イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク

イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク

サ
ン
ア
ン
ト
ン

サ
ン
ア
ン
ト
ン

サ
ン
モ
リ
ッ
ツ

サ
ン
モ
リ
ッ
ツ

チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ

5
日
日

活
動
内
容

2025年
視察行程

宿
泊
地

1

視
察
の
全
体
像
と

観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
盤
強
化

2

欧
州
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
に
お
け
る

ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
最
前
線

1
．は
じ
め
に

2
．イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
：

滞
在
延
長
と

広
域
周
遊
を
促
す

「W
elco

m
e C
ard

」

ゲストカード シティカード
対象 特定の地域に宿泊する宿泊者のみに提供 観光客、日帰り客、住民など、誰でも購入可能

展開 主に山岳リゾートで展開 主に都市型観光地で展開

価格 原則として無料（宿泊税等に含まれると認識される） 有料

財源 宿泊税等を主たる財源として運用
公共サービス的な側面が強い DMOの収益事業（ビジネスモデル）として運用

特典 公共交通の無料利用、ケーブルカーの割引または無料利用、
観光施設やアクティビティの割引または無料利用等 観光施設やアクティビティの割引または無料利用

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
割
引
ま
た
は
無
料
利
用
と

い
っ
た
特
典
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
前

述
の
同
稿
で
は
、
宿
泊
者
に
無
料
で
提
供
さ

れ
る
「
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」
と
有
料
販
売
型
の

「
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
」
を
区
別
し
つ
つ
、
欧
州

各
地
の
制
度
を
横
断
的
に
整
理
し
た
。

　本
稿
は
そ
の
「
具
体
編
」
と
し
て
、
2
0

2
5
年
秋
に
実
施
し
た
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト

リ
ア
視
察
時
の
D
M
O
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や

机
上
調
査
の
内
容
を
も
と
に
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
、
サ
ン
ア
ン
ト
ン
、

ス
イ
ス
の
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
地
域
と
い
う
3
つ

の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
を
取
り
上
げ
、
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
の
「
最
前
線
」
を
具
体
的
に
描
き
出

す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　こ
こ
で
本
稿
に
お
け
る
用
語
の
使
い
分

け
を
明
確
に
し
て
お
き
た
い
。
両
者
は
特

典
内
容
こ
そ
似
通
う
部
分
が
多
い
も
の
の
、

無
料
か
有
料
か
、
宿
泊
者
を
対
象
と
し
て

い
る
か
、
財
源
は
何
か
と
い
っ
た
点
で
性

格
が
異
な
る
。

　本
稿
で
対
象
と
す
る
の
は
、
前
者
、
す
な
わ

ち
宿
泊
と
連
動
し
た「
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」で
あ

る
。
以
降
、
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
の「W

elco
m
e 

C
ard

」、サ
ン
ア
ン
ト
ン
の「Sum

m
er C

ard

」、

サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
を
含
む
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
地
域

の
「M

o
u
n
tain

 R
ailw

ays in
clu

d
ed

」

の
3
事
例
を
順
に
見
て
い
き
た
い
。

　オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
チ
ロ
ル
州
の
州
都
で
あ

る
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
は
、
都
市
観
光
と
山
岳

リ
ゾ
ー
ト
が
融
合
し
た
世
界
的
な
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
と
し
て
「W

elco
m
e C

ard

」
を
展

開
し
て
い
る
。

　

W
elco

m
e C

ard

は
、
2
0
1
7
年
よ

り
展
開
し
て
お
り
、
そ
の
目
的
は
大
き
く
二

点
に
整
理
で
き
る
。
第
一
に
、
主
要
な
観
光

エ
リ
ア
で
あ
る
旧
市
街
に
集
中
し
が
ち
な
訪

問
客
の
流
れ
を
、
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
周
辺
地

域
へ
分
散
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
歴
史
都
市

と
し
て
の
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、

ア
ル
プ
ス
山
麓
の
村
々
や
高
原
の
ハ
イ
キ
ン

グ
エ
リ
ア
を
一
体
の
滞
在
空
間
と
し
て
体
験

し
て
も
ら
う
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。
第
二

に
、
マ
イ
カ
ー
に
よ
る
移
動
を
抑
制
し
、
公

共
交
通
と
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
利
用
を
促
進
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
脱
炭
素
に
寄
与
す
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
目
的
を
踏
ま
え
、

W
elco

m
e C

ard

は
単
な
る
特
典
の
寄
せ

集
め
で
は
な
く
、「
滞
在
日
数
の
延
長
」「
広

域
周
遊
」「
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
転
換
」
を
同
時
に

ね
ら
う
仕
組
み
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
。

　

W
elco

m
e C

ard

の
制
度
設
計
上
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
滞
在
日
数
に
応
じ
て
特
典
の
レ

ベ
ル
を
変
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、

2
泊
以
上
の
宿
泊
者
に
は
、
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ

‒❶ 欧州山岳リゾートにおけるゲストカードの最前線2
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図 1 Welcome Card概要ページ（ブラウザの日本語翻訳機能を使用）

図 2 Summer Card概要ページ（ブラウザの日本語翻訳機能を使用）

て
お
り
、
宿
泊
事
業
者
が
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
の

た
び
に
シ
ス
テ
ム
に
個
票
入
力
を
行
う
必
要

が
な
い
。
ま
た
、
ゲ
ス
ト
は
そ
の
チ
ケ
ッ
ト

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ウ
ォ
レ
ッ
ト
形
式
で

保
存
し
、
現
地
に
到
着
し
た
瞬
間
か
ら
特
典

を
す
ぐ
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
。こ
う
し
て
、

ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
「
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
後
に
手

渡
さ
れ
る
も
の
」
か
ら
、「
到
着
前
に
は
す

で
に
手
元
に
あ
る
も
の
」
へ
と
姿
を
変
え
て

い
る
。

　観
光
文
化
2
6
6
号
の
拙
稿
で
は
、
欧
州

の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
で
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
が
普
及

し
て
い
る
背
景
と
し
て
、
自
律
性
の
高
い
地

域
社
会
、
法
定
D
M
O
の
存
在
と
明
確
な

ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
宿
泊
税
や
観
光
事
業
者
税
と

い
っ
た
資
金
調
達
モ
デ
ル
の
整
備
と
い
っ
た

社
会
的
・
制
度
的
条
件
を
指
摘
し
た
。
こ
う

し
た
前
提
条
件
が
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
を
「
地

域
と
し
て
の
標
準
装
備
」
に
ま
で
高
め
て
い

る
と
い
う
認
識
に
、
今
回
の
視
察
を
通
じ
て

も
大
き
な
変
更
は
な
い
。

　そ
の
う
え
で
、
今
回
あ
ら
た
め
て
強
く
意

識
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
議

論
は
突
き
詰
め
れ
ば
「
訪
問
客
に
ど
の
よ
う

な
過
ご
し
方
を
し
て
ほ
し
い
の
か
」
と
い
う

滞
在
デ
ザ
イ
ン
の
問
題
だ
と
い
う
点
で
あ

る
。
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
は
滞
在
延
長
と
広

域
周
遊
、
サ
ン
ア
ン
ト
ン
は
夏
季
商
品
の

再
設
計
、
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
は
デ
ジ
タ
ル
を

通
じ
た
運
用
負
担
の
軽
減
と
デ
ー
タ
取
得

の
前
倒
し
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が

自
地
域
の
課
題
に
即
し
て
カ
ー
ド
の
形
態

を
変
え
て
い
た
。

　ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
を
構
想
す
る
こ
と
は
、
単

な
る
特
典
の
組
み
合
わ
せ
で
は
な
く
、
滞
在

行
動
の
デ
ザ
イ
ン
と
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
負

担
し
、
そ
の
過
程
で
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
を

蓄
積
す
る
か
を
同
時
に
組
み
立
て
る
こ
と
を

意
味
す
る
。
欧
州
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
の
最
前
線

は
、
日
本
の
観
光
地
に
お
い
て
も
、「
自
地

域
ら
し
い
滞
在
の
か
た
ち
」
を
描
き
、
そ
れ

を
支
え
る
制
度
や
シ
ス
テ
ム
を
ど
う
設
計
す

る
の
か
と
い
う
、
よ
り
本
質
的
な
観
光
地
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
力
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

ス
等
は
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
配
信
や
再

訪
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
に
も
活
用
さ
れ

て
い
る
。

　ス
イ
ス
南
東
部
・
グ
ラ
ウ
ビ
ュ
ン
デ
ン
州

の
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
地
域
は
、
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ

を
中
心
に
、
12
本
の
山
岳
交
通
（
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
、
ラ
ッ
ク
式
鉄
道
、

チ
ェ
ア
リ
フ
ト
等
）
が
集
積
す
る
、
世
界
的

な
高
級
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る
。こ
こ
で
は
、

2
泊
以
上
滞
在
す
る
ゲ
ス
ト
を
対
象
に
、

「M
o
u
n
tain

 R
ailw

ays in
clu

d
ed

」
と

呼
ば
れ
る
、
バ
ス
や
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
利
用

が
無
料
に
な
る
宿
泊
税
等
を
原
資
と
し
た
ゲ

ス
ト
カ
ー
ド
が
提
供
さ
れ
て
き
た
。

　し
か
し
近
年
、エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
観
光
局
は
、

こ
の
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
を
単
な
る
特
典
ツ
ー
ル

で
は
な
く
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
全
体

の
デ
ジ
タ
ル
・
カ
ス
タ
マ
ー
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー

（D
igital C

u
sto

m
er Jo

u
rn
ey, D

C
J

）

戦
略
の
中
核
と
し
て
位
置
づ
け
直
し
て
い

る
。
観
光
局
が
掲
げ
る
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、

D
M
O
が
従
来
型
の
広
告
宣
伝
中
心
の
組

織
か
ら
、
旅
行
の
全
行
程
（
認
知
、
予
約
、

出
発
前
、
滞
在
中
、
帰
宅
後
）
を
設
計
す

る
「
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
」

へ
と
役
割
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
明
示
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、A

irb
n
b

や

G
etY

o
u
rG
u
id
e

の
よ
う
に
、
旅
行
プ
ロ

セ
ス
の
一
部
を
握
り
、
顧
客
デ
ー
タ
を
独
占

す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
の
存
在
が

あ
る
。
こ
れ
ら
を
同
資
料
で
は
「S

U
P
E
R
 

D
IS
R
U
P
T
O
R
S

（
破
壊
的
プ
レ
イ
ヤ
ー
）」

と
呼
び
、
D
M
O
自
ら
が
顧
客
と
の
接
点
と

デ
ー
タ
を
確
保
し
な
け
れ
ば
、
地
域
と
し
て

の
主
導
権
を
失
い
か
ね
な
い
と
い
う
危
機
感

が
共
有
さ
れ
て
い
た
。

　こ
の
D
C
J
戦
略
の
エ
ン
ジ
ン
が
、
観
光

局
自
ら
が
運
営
す
る
総
合
予
約
サ
イ
ト

「E
xp
erien

ce S
h
o
p

」
で
あ
る
。
宿
泊
施

設
や
山
岳
鉄
道
、
各
種
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

な
ど
、
地
域
内
の
サ
ー
ビ
ス
を
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
予
約
・
決
済
で
き
る
公
式
オ
ン
ラ
イ
ン
・

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
り
、
O
T
A
に

依
存
し
な
い
「
地
域
版
E
C
サ
イ
ト
」
と
位

置
づ
け
ら
れ
る
。

　エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
の
特
徴
は
、
こ
の

E
xperience S

hop

と
ゲ
ス
ト
カ
ー

ド
が
密
接
に
連
携
し
て
い
る
点
に
あ

る
。
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
や
サ
ン
ア
ン
ト

ン
の
よ
う
に
、
多
く
の
地
域
で
は
、
宿

泊
者
は
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
に
初
め
て

カ
ー
ド
を
手
に
す
る
方
式
が
一
般
的
で

あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
宿
泊
施
設
の
フ
ロ

ン
ト
が
シ
ス
テ
ム
に
ゲ
ス
ト
情
報
を
都

度
入
力
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
が
発
行
さ
れ
る
た
め
、
現
場
で

一
定
の
事
務
負
担
が
生
じ
る
と
い
う
共

通
の
課
題
が
あ
っ
た
。

　こ
う
し
た
課
題
に
対
し
、
エ
ン

ガ
デ
ィ
ン
で
は
D
C
J
戦
略
を
通

じ
て
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
再
編
成
を

行
っ
た
。
ま
ず
、
旅
行
者
が
出
発
前
に

E
xperience S

hop

か
ら
宿
泊
施
設

を
予
約
す
る
。
こ
の
時
点
で
、
宿
泊
日
、

人
数
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等
の
情
報
が

観
光
局
の
シ
ス
テ
ム
に
取
り
込
ま
れ

る
。
滞
在
日
が
近
づ
く
と
、
対
象
と
な

る
ゲ
ス
ト
に
は
公
共
交
通
無
料
パ
ス
や

山
岳
交
通
の
特
典
等
を
含
む
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド

が
、
デ
ジ
タ
ル
チ
ケ
ッ
ト
と
し
て
自
動
的
に

メ
ー
ル
で
送
付
さ
れ
る
。

　つ
ま
り
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
発
行
プ
ロ
セ

ス
は
「
予
約
完
了
」
の
時
点
で
ほ
ぼ
完
結
し

ク
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

充
実
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
そ
の
中
核
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
が
、
夏
季
限
定
で

提
供
さ
れ
る
「S

u
m
m
er C

ard

」
で
あ
る
。

　サ
ン
ア
ン
ト
ン
に
お
い
て
は
、「
冬
」
と

「
夏
」
で
訪
問
客
層
が
大
き
く
異
な
る
。
冬

は
ス
キ
ー
を
主
目
的
と
す
る
比
較
的
高
所
得

層
、
夏
は
ハ
イ
キ
ン
グ
や
避
暑
を
目
的
と
す

る
価
格
に
敏
感
な
層
が
中
心
で
あ
る
。
こ
の

夏
季
の
訪
問
客
の
満
足
度
向
上
と
周
遊
促
進

の
た
め
に
、
2
0
0
6
年
か
ら
「
サ
マ
ー
ア

ク
テ
ィ
ブ
カ
ー
ド
」
が
導
入
さ
れ
た
の
が
始

ま
り
で
あ
る
。

　前
述
の
目
的
か
ら
、S

u
m
m
er C

ard

の
提
供
は
夏
季
の
み
展
開
さ
れ
て
い
る
。
現

在
の
制
度
で
は
、1
泊
以
上
の
宿
泊
者
に
は
、

ま
ず
「
モ
ビ
リ
テ
ィ
カ
ー
ド
」
が
無
料
で
付

与
さ
れ
る
。
こ
の
カ
ー
ド
で
は
、
サ
ン
ア
ン

ト
ン
周
辺
の
バ
ス
路
線
が
無
料
と
な
る
ほ

か
、
一
部
の
小
規
模
施
設
（
郷
土
博
物
館
や

チ
ロ
ル
伝
統
シ
ョ
ー
な
ど
）
を
無
料
で
利
用

で
き
る
。「
最
低
限
の
移
動
手
段
と
地
域
文

化
に
触
れ
る
機
会
」
を
保
障
す
る
、
夏
の
ゲ

ス
ト
全
員
向
け
の
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
の
サ
ー
ビ

ス
で
あ
る
。
ま
た
、
別
途
、
有
料
の
「
サ
マ
ー

カ
ー
ド
プ
レ
ミ
ア
ム
」が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
指
定
の
期
間
内
で
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

や
ゴ
ン
ド
ラ
が
乗
り
放
題
と
な
る
ほ
か
、

ウ
ェ
ル
ネ
ス
施
設
、
ゴ
ル
フ
、
ヨ
ガ
や
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
体
験
な
ど
、
多
様
な
高
付
加
価
値

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
包
括
的
に
利
用
で
き
る

設
計
と
な
っ
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
2
0
2
5
年
よ
り
、
D
M
O
と

提
携
し
た
一
部
の
宿
泊
施
設
で
は
、
宿
泊
者

が
1
泊
あ
た
り
9
ユ
ー
ロ
を
追
加
で
支
払
う

こ
と
で
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
と
同
時
に
サ
マ
ー

カ
ー
ド
プ
レ
ミ
ア
ム
と
同
等
の
特
典
が
自
動

的
に
付
与
さ
れ
る
形
態
を
導
入
し
て
い
る
。

こ
の
「
オ
ー
ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
型
」
は
、

2
0
0
8
年
に
も
試
験
的
に
導
入
さ
れ
た

が
、
そ
の
際
は
宿
泊
料
へ
の
上
乗
せ
額
に
対

す
る
事
業
者
の
理
解
が
得
ら
れ
ず
、
早
期
に

断
念
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
今
回
の
再
挑
戦

は
、
過
去
の
反
省
を
踏
ま
え
つ
つ
、
価
格
設

定
や
説
明
の
仕
方
を
工
夫
し
た
う
え
で
の
再

設
計
で
あ
り
、
初
年
度
か
ら
一
定
の
成
果
を

上
げ
て
い
る
。

　な
お
、
2
0
2
4
シ
ー
ズ
ン
ま
で
の

S
um

m
er C

ard

は
、
泊
数
に
応
じ
て
無
料

サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
す
る
設
計
で
あ
り
、「
追

加
料
金
」
の
設
計
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ

の
モ
デ
ル
で
は
、D
M
O
側
が
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

や
施
設
利
用
の
原
資
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
負
担

す
る
こ
と
に
な
り
、
イ
ン
フ
レ
も
相
ま
っ
て

制
度
維
持
が
難
し
く
な
っ
た
。

そ
こ
で
現
在
は
、「
宿
泊
税
」

は
D
M
O
が
特
典
や
サ
ー
ビ
ス

を
作
る
た
め
の
費
用
（
バ
ス
車

両
の
購
入
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
整
備
等
）
に
用
い
、「
宿
泊

者
が
支
払
う
追
加
料
金
」
は
、

そ
の
作
ら
れ
た
特
典
を
実
際

に
利
用
す
る
た
め
の
費
用
と

し
て
位
置
づ
け
る
と
い
う
考
え

方
に
転
換
し
て
い
る
。

　サ
ン
ア
ン
ト
ン
のS

u
m
m
er 

C
ard

は
宿
泊
客
が
支
払
う
宿

泊
税
に
加
え
、
観
光
事
業
者

が
地
域
経
営
の
た
め
に
支
払

う
「
観
光
事
業
者
税
」
を
主
な

財
源
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

技
術
的
基
盤
は
、
イ
ン
ス
ブ

ル
ッ
ク
のW

elco
m
e C

ard

と
同
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
活
用

し
て
い
る
。
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ

ク
と
同
様
、
現
場
に
は
一
定
の
事
務
負
担

が
生
じ
る
が
、
そ
の
代
わ
り
に
、
ゲ
ス
ト

の
属
性
情
報
（
性
別
、
年
齢
、
出
身
国
等
）

や
カ
ー
ド
利
用
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。
取
得
し
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ

　筆
者
は
、
観
光
文
化
2
6
6
号
「
観
光
客

の
動
態
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
」
の
特
集

5
「
欧
州
に
お
け
る
『
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
』
の

展
開
と
デ
ー
タ
取
得
」
に
お
い
て
、
欧
州
の

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
広
く
普
及
し
て
い

る
「
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」
に
つ
い
て
概
観
し
た
。

ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
、
特
定
の
地
域
に
一
定
泊

数
以
上
宿
泊
す
る
訪
問
者
に
対
し
、
無
料
で

提
供
さ
れ
る
カ
ー
ド
で
あ
り
、
滞
在
中
の
公

共
交
通
機
関
の
無
料
利
用
、
観
光
施
設
や
ア

ク
市
内
お
よ
び
周
辺
地
域
を
結
ぶ
バ
ス
・
ト

ラ
ム
な
ど
の
公
共
交
通
が
無
料
と
な
る
ほ

か
、
ガ
イ
ド
付
き
ハ
イ
キ
ン
グ
や
E
バ
イ
ク

ツ
ア
ー
、
屋
内
プ
ー
ル
等
の
観
光
施
設
の
割

引
等
が
提
供
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
3
泊
以
上

に
な
る
と
、
上
記
に
加
え
て
、
周
辺
の
主
要

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
、
ゴ
ン
ド
ラ
の
無
料
特
典
が

追
加
さ
れ
る
。
通
常
で
あ
れ
ば
高
額
と
な
る

山
岳
鉄
道
が
含
ま
れ
る
こ
と
で
、「
も
う
1

泊
す
れ
ば
山
に
無
料
で
登
れ
る
」
と
い
う
分

か
り
や
す
い
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
よ
る
、
宿

泊
日
数
の
延
伸
を
企
図
し
て
い
る
。

　カ
ー
ド
は
夏
版
と
冬
版
が
用
意
さ
れ
て
お

り
、
季
節
ご
と
に
特
典
内
容
や
提
携
施
設
が

調
整
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
紙
の
カ
ー
ド
に

加
え
、
専
用
ア
プ
リ
内
で
の
電
子
チ
ケ
ッ
ト

も
提
供
し
て
い
る
。

　な
お
、
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
で
は
、
こ
れ
と

は
別
に
有
料
の
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
「Innsbruck 

C
ard

」
も
展
開
し
て
お
り
、
日
帰
り
や
短

期
滞
在
者
向
け
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
提
供
も
な
さ

れ
て
い
る
。

　

W
elco

m
e C

ard

の
主
要
な
財
源
は
宿

泊
税
で
あ
る
。宿
泊
税
収
入
を
原
資
と
し
て
、

交
通
事
業
者
や
各
種
施
設
に
対
す
る
精
算
が

行
わ
れ
て
お
り
、「
宿
泊
税
が
あ
る
か
ら
こ

そ
成
り
立
つ
制
度
」
で
あ
る
。
技
術
的
基
盤

と
し
て
は
、
欧
州
の
大
手
観
光
I
T
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
企
業
が
提
供
す
る
宿
泊
予

約
・
台
帳
シ
ス
テ
ム
と
、
カ
ー
ド
発
行
・
認

証
シ
ス
テ
ム
が
連
携
し
て
い
る
。
宿
泊
施
設

側
は
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
（
事
前
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
を
含
む
）
に
ゲ
ス
ト
の
氏
名
、
生
年
月

日
、
滞
在
期
間
等
を
入
力
し
、W

elco
m
e 

C
ard

を
発
行
・
有
効
化
す
る
。
一
方
で
、

こ
の
よ
う
な
入
力
作
業
は
現
場
に
一
定
の
事

務
負
担
も
生
じ
さ
せ
て
い
る
。

　ま
た
、カ
ー
ド
発
行
に
よ
り
、性
別
、年
齢
、

出
身
国
と
い
っ
た
属
性
情
報
に
加
え
、
ど
の

特
典
が
い
つ
・
ど
の
程
度
利
用
さ
れ
て
い
る

か
と
い
っ
た
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。

D
M
O
は
こ
れ
ら
を
集
約
・
分
析
し
、
国
・

地
域
別
の
行
動
パ
タ
ー
ン
や
、
特
定
の
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
人
気
動
向

な
ど
を
把
握
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ

は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
施
策
の
精
緻
化
だ
け

で
な
く
、
公
共
交
通
事
業
者
と
の
運
賃
精
算

や
将
来
の
契
約
交
渉
の
基
礎
資
料
と
し
て
も

活
用
さ
れ
て
い
る
。

　サ
ン
ア
ン
ト
ン
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
屈
指

の
ウ
ィ
ン
タ
ー
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る
が
、
近
年

は
夏
季
の
ハ
イ
キ
ン
グ
や
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ

3
． サ
ン
ア
ン
ト
ン
：

夏
季
訪
問
客
の

滞
在
に
寄
与
す
る

「S
u
m
m
er C

ard

」の

リ
・
デ
ザ
イ
ン

財
源
と
技
術
的
基
盤

「
冬
」と「
夏
」で

異
な
る
客
層
へ
の
対
応

無
料
特
典
カ
ー
ド
と

有
料
プ
レ
ミ
ア
ム
を

組
み
合
わ
せ
た
再
設
計

財
源
と
技
術
的
基
盤

滞
在
延
長
と

広
域
周
遊
を
ね
ら
う
カ
ー
ド

「
2
泊
以
上
」と「
3
泊
以
上
」で

差
別
化
さ
れ
た
特
典
設
計

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
割
引
ま
た
は
無
料
利
用
と

い
っ
た
特
典
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
前

述
の
同
稿
で
は
、
宿
泊
者
に
無
料
で
提
供
さ

れ
る
「
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」
と
有
料
販
売
型
の

「
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
」
を
区
別
し
つ
つ
、
欧
州

各
地
の
制
度
を
横
断
的
に
整
理
し
た
。

　本
稿
は
そ
の
「
具
体
編
」
と
し
て
、
2
0

2
5
年
秋
に
実
施
し
た
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト

リ
ア
視
察
時
の
D
M
O
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や

机
上
調
査
の
内
容
を
も
と
に
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
、
サ
ン
ア
ン
ト
ン
、

ス
イ
ス
の
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
地
域
と
い
う
3
つ

の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
を
取
り
上
げ
、
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
の
「
最
前
線
」
を
具
体
的
に
描
き
出

す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　こ
こ
で
本
稿
に
お
け
る
用
語
の
使
い
分

け
を
明
確
に
し
て
お
き
た
い
。
両
者
は
特

典
内
容
こ
そ
似
通
う
部
分
が
多
い
も
の
の
、

無
料
か
有
料
か
、
宿
泊
者
を
対
象
と
し
て

い
る
か
、
財
源
は
何
か
と
い
っ
た
点
で
性

格
が
異
な
る
。

　本
稿
で
対
象
と
す
る
の
は
、
前
者
、
す
な
わ

ち
宿
泊
と
連
動
し
た「
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」で
あ

る
。
以
降
、
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
の「W

elco
m
e 

C
ard

」、
サ
ン
ア
ン
ト
ン
の「S

u
m
m
er 

C
ard

」、
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
を
含
む
エ
ン
ガ

デ
ィ
ン
地
域
の
「M

o
u
n
tain

 R
ailw

ays 

in
clu

d
ed

」
の
3
事
例
を
順
に
見
て
い
き

た
い
。

　オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
チ
ロ
ル
州
の
州
都
で
あ

る
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
は
、
都
市
観
光
と
山
岳

リ
ゾ
ー
ト
が
融
合
し
た
世
界
的
な
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
と
し
て
「W

elco
m
e C

ard

」
を
展

開
し
て
い
る
。

　

W
elco

m
e C

ard

は
、
2
0
1
7
年
よ

り
展
開
し
て
お
り
、
そ
の
目
的
は
大
き
く
二

点
に
整
理
で
き
る
。
第
一
に
、
主
要
な
観
光

エ
リ
ア
で
あ
る
旧
市
街
に
集
中
し
が
ち
な
訪

問
客
の
流
れ
を
、
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
周
辺
地

域
へ
分
散
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
歴
史
都
市

と
し
て
の
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、

ア
ル
プ
ス
山
麓
の
村
々
や
高
原
の
ハ
イ
キ
ン

グ
エ
リ
ア
を
一
体
の
滞
在
空
間
と
し
て
体
験

し
て
も
ら
う
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。
第
二

に
、
マ
イ
カ
ー
に
よ
る
移
動
を
抑
制
し
、
公

共
交
通
と
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
利
用
を
促
進
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
脱
炭
素
に
寄
与
す
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
目
的
を
踏
ま
え
、

W
elco

m
e C

ard

は
単
な
る
特
典
の
寄
せ

集
め
で
は
な
く
、「
滞
在
日
数
の
延
長
」「
広

域
周
遊
」「
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
転
換
」
を
同
時
に

ね
ら
う
仕
組
み
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
。

　

W
elco

m
e C

ard

の
制
度
設
計
上
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
滞
在
日
数
に
応
じ
て
特
典
の
レ

ベ
ル
を
変
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、

2
泊
以
上
の
宿
泊
者
に
は
、
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ

‒❶ 欧州山岳リゾートにおけるゲストカードの最前線2
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図 1 Welcome Card概要ページ（ブラウザの日本語翻訳機能を使用）

図 2 Summer Card概要ページ（ブラウザの日本語翻訳機能を使用）

ス
は
「
予
約
完
了
」
の
時
点
で
ほ
ぼ
完
結
し

て
お
り
、
宿
泊
事
業
者
が
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
の

た
び
に
シ
ス
テ
ム
に
個
票
入
力
を
行
う
必
要

が
な
い
。
ま
た
、
ゲ
ス
ト
は
そ
の
チ
ケ
ッ
ト

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ウ
ォ
レ
ッ
ト
形
式
で

保
存
し
、
現
地
に
到
着
し
た
瞬
間
か
ら
特
典

を
す
ぐ
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
。こ
う
し
て
、

ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
「
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
後
に
手

渡
さ
れ
る
も
の
」
か
ら
、「
到
着
前
に
は
す

で
に
手
元
に
あ
る
も
の
」
へ
と
姿
を
変
え
て

い
る
。

　観
光
文
化
2
6
6
号
の
拙
稿
で
は
、
欧
州

の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
で
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
が
普
及

し
て
い
る
背
景
と
し
て
、
自
律
性
の
高
い
地

域
社
会
、
法
定
D
M
O
の
存
在
と
明
確
な

ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
宿
泊
税
や
観
光
事
業
者
税
と

い
っ
た
資
金
調
達
モ
デ
ル
の
整
備
と
い
っ
た

社
会
的
・
制
度
的
条
件
を
指
摘
し
た
。
こ
う

し
た
前
提
条
件
が
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
を
「
地

域
と
し
て
の
標
準
装
備
」
に
ま
で
高
め
て
い

る
と
い
う
認
識
に
、
今
回
の
視
察
を
通
じ
て

も
大
き
な
変
更
は
な
い
。

　そ
の
う
え
で
、
今
回
あ
ら
た
め
て
強
く
意

識
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
議

論
は
突
き
詰
め
れ
ば
「
訪
問
客
に
ど
の
よ
う

な
過
ご
し
方
を
し
て
ほ
し
い
の
か
」
と
い
う

滞
在
デ
ザ
イ
ン
の
問
題
だ
と
い
う
点
で
あ

る
。
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
は
滞
在
延
長
と
広

域
周
遊
、
サ
ン
ア
ン
ト
ン
は
夏
季
商
品
の

再
設
計
、
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
は
デ
ジ
タ
ル
を

通
じ
た
運
用
負
担
の
軽
減
と
デ
ー
タ
取
得

の
前
倒
し
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が

自
地
域
の
課
題
に
即
し
て
カ
ー
ド
の
形
態

を
変
え
て
い
た
。

　ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
を
構
想
す
る
こ
と
は
、
単

な
る
特
典
の
組
み
合
わ
せ
で
は
な
く
、
滞
在

行
動
の
デ
ザ
イ
ン
と
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
負

担
し
、
そ
の
過
程
で
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
を

蓄
積
す
る
か
を
同
時
に
組
み
立
て
る
こ
と
を

意
味
す
る
。
欧
州
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
の
最
前
線

は
、
日
本
の
観
光
地
に
お
い
て
も
、「
自
地

域
ら
し
い
滞
在
の
か
た
ち
」
を
描
き
、
そ
れ

を
支
え
る
制
度
や
シ
ス
テ
ム
を
ど
う
設
計
す

る
の
か
と
い
う
、
よ
り
本
質
的
な
観
光
地
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
力
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

ス
等
は
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
配
信
や
再

訪
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
に
も
活
用
さ
れ

て
い
る
。

　ス
イ
ス
南
東
部
・
グ
ラ
ウ
ビ
ュ
ン
デ
ン
州

の
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
地
域
は
、
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ

を
中
心
に
、
12
本
の
山
岳
交
通
（
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
、
ラ
ッ
ク
式
鉄
道
、

チ
ェ
ア
リ
フ
ト
等
）
が
集
積
す
る
、
世
界
的

な
高
級
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る
。こ
こ
で
は
、

2
泊
以
上
滞
在
す
る
ゲ
ス
ト
を
対
象
に
、

「M
o
u
n
tain

 R
ailw

ays in
clu

d
ed

」
と

呼
ば
れ
る
、
バ
ス
や
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
利
用

が
無
料
に
な
る
宿
泊
税
等
を
原
資
と
し
た
ゲ

ス
ト
カ
ー
ド
が
提
供
さ
れ
て
き
た
。

　し
か
し
近
年
、
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
地
域
の
D

M
O
で
あ
る
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
観
光
株
式
会
社

は
、
こ
の
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
を
単
な
る
特
典

ツ
ー
ル
で
は
な
く
、デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

全
体
の
デ
ジ
タ
ル
・
カ
ス
タ
マ
ー
・
ジ
ャ
ー

ニ
ー（D

ig
ita

l C
u
sto

m
e
r Jo

u
rn
e
y
, 

D
C
J

）
戦
略
の
中
核
と
し
て
位
置
づ
け
直
し

て
い
る
。
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
観
光
株
式
会
社
が

掲
げ
る
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
D
M
O
が
従
来
型

の
広
告
宣
伝
中
心
の
組
織
か
ら
、
旅
行
の
全

行
程
（
認
知
、
予
約
、
出
発
前
、
滞
在
中
、

帰
宅
後
）
を
設
計
す
る
「
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン

ス
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
」
へ
と
役
割
を
変
え
て
い

く
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に

は
、A

irb
n
b

やG
etY

o
u
rG

u
id
e

の
よ

う
に
、旅
行
プ
ロ
セ
ス
の
一
部
を
握
り
、顧
客

デ
ー
タ
を
独
占
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー

の
存
在
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
同
資
料
で
は

「S
U
P
E
R
 D
IS
R
U
P
T
O
R
S

（
破
壊
的
プ

レ
イ
ヤ
ー
）」
と
呼
び
、
D
M
O
自
ら
が
顧

客
と
の
接
点
と
デ
ー
タ
を
確
保
し
な
け
れ

ば
、
地
域
と
し
て
の
主
導
権
を
失
い
か
ね
な

い
と
い
う
危
機
感
が
共
有
さ
れ
て
い
た
。

　こ
の
D
C
J
戦
略
の
エ
ン
ジ
ン
が
、
観
光

局
自
ら
が
運
営
す
る
総
合
予
約
サ
イ
ト

「E
xp
erien

ce S
h
o
p

」
で
あ
る
。
宿
泊
施

設
や
山
岳
鉄
道
、
各
種
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

な
ど
、
地
域
内
の
サ
ー
ビ
ス
を
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
予
約
・
決
済
で
き
る
公
式
オ
ン
ラ
イ
ン
・

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
り
、
O
T
A
に

依
存
し
な
い
「
地
域
版
E
C
サ
イ
ト
」
と
位

置
づ
け
ら
れ
る
。

　エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
の
特
徴
は
、
こ
の

E
xperience S

hop

と
ゲ
ス
ト
カ
ー

ド
が
密
接
に
連
携
し
て
い
る
点
に
あ

る
。
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
や
サ
ン
ア
ン
ト

ン
の
よ
う
に
、
多
く
の
地
域
で
は
、
宿

泊
者
は
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
に
初
め
て

カ
ー
ド
を
手
に
す
る
方
式
が
一
般
的
で

あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
宿
泊
施
設
の
フ
ロ

ン
ト
が
シ
ス
テ
ム
に
ゲ
ス
ト
情
報
を
都

度
入
力
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
が
発
行
さ
れ
る
た
め
、
現
場
で

一
定
の
事
務
負
担
が
生
じ
る
と
い
う
共

通
の
課
題
が
あ
っ
た
。

　こ
う
し
た
課
題
に
対
し
、
エ
ン
ガ

デ
ィ
ン
で
は
D
C
J
戦
略
を
通
じ

て
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
再
編
成
を

行
っ
た
。
ま
ず
、
旅
行
者
が
出
発
前
に

E
xperience S

hop

か
ら
宿
泊
施
設

を
予
約
す
る
。
こ
の
時
点
で
、
宿
泊
日
、

人
数
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等
の
情
報
が

観
光
局
の
シ
ス
テ
ム
に
取
り
込
ま
れ

る
。
滞
在
日
が
近
づ
く
と
、
対
象
と
な

る
ゲ
ス
ト
に
は
公
共
交
通
無
料
パ
ス
や
山
岳

交
通
の
特
典
等
を
含
む
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
が
、

デ
ジ
タ
ル
チ
ケ
ッ
ト
と
し
て
自
動
的
に
メ
ー

ル
で
送
付
さ
れ
る
。

　つ
ま
り
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
発
行
プ
ロ
セ

ク
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

充
実
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
そ
の
中
核
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
が
、
夏
季
限
定
で

提
供
さ
れ
る
「S

u
m
m
er C

ard

」
で
あ
る
。

　サ
ン
ア
ン
ト
ン
に
お
い
て
は
、「
冬
」
と

「
夏
」
で
訪
問
客
層
が
大
き
く
異
な
る
。
冬

は
ス
キ
ー
を
主
目
的
と
す
る
比
較
的
高
所
得

層
、
夏
は
ハ
イ
キ
ン
グ
や
避
暑
を
目
的
と
す

る
価
格
に
敏
感
な
層
が
中
心
で
あ
る
。
こ
の

夏
季
の
訪
問
客
の
満
足
度
向
上
と
周
遊
促
進

の
た
め
に
、
2
0
0
6
年
か
ら
「
サ
マ
ー
ア

ク
テ
ィ
ブ
カ
ー
ド
」
が
導
入
さ
れ
た
の
が
始

ま
り
で
あ
る
。

　前
述
の
目
的
か
ら
、S

u
m
m
er C

ard

の
提
供
は
夏
季
の
み
展
開
さ
れ
て
い
る
。
現

在
の
制
度
で
は
、1
泊
以
上
の
宿
泊
者
に
は
、

ま
ず
「
モ
ビ
リ
テ
ィ
カ
ー
ド
」
が
無
料
で
付

与
さ
れ
る
。
こ
の
カ
ー
ド
で
は
、
サ
ン
ア
ン

ト
ン
周
辺
の
バ
ス
路
線
が
無
料
と
な
る
ほ

か
、
一
部
の
小
規
模
施
設
（
郷
土
博
物
館
や

チ
ロ
ル
伝
統
シ
ョ
ー
な
ど
）
を
無
料
で
利
用

で
き
る
。「
最
低
限
の
移
動
手
段
と
地
域
文

化
に
触
れ
る
機
会
」
を
保
障
す
る
、
夏
の
ゲ

ス
ト
全
員
向
け
の
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
の
サ
ー
ビ

ス
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
別
途
、
有

料
の
「
サ
マ
ー
カ
ー
ド
プ
レ
ミ
ア
ム
」
が
用

意
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
指
定
の
期
間
内

で
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
や
ゴ
ン
ド
ラ
が
乗
り
放
題

と
な
る
ほ
か
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
施
設
、
ゴ
ル
フ
、

ヨ
ガ
や
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
体
験
な
ど
、
多
様
な

高
付
加
価
値
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
包
括
的
に

利
用
で
き
る
設
計
と
な
っ
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
2
0
2
5
年
よ
り
、
D
M
O
と

提
携
し
た
一
部
の
宿
泊
施
設
で
は
、
宿
泊
者

が
1
泊
あ
た
り
9
ユ
ー
ロ
を
追
加
で
支
払
う

こ
と
で
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
と
同
時
に
サ
マ
ー

カ
ー
ド
プ
レ
ミ
ア
ム
と
同
等
の
特
典
が
自
動

的
に
付
与
さ
れ
る
形
態
を
導
入
し
て
い
る
。

こ
の
「
オ
ー
ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
型
」
は
、

2
0
0
8
年
に
も
試
験
的
に
導
入
さ
れ
た

が
、
そ
の
際
は
宿
泊
料
へ
の
上
乗
せ
額
に
対

す
る
事
業
者
の
理
解
が
得
ら
れ
ず
、
早
期
に

断
念
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
今
回
の
再
挑
戦

は
、
過
去
の
反
省
を
踏
ま
え
つ
つ
、
価
格
設

定
や
説
明
の
仕
方
を
工
夫
し
た
う
え
で
の
再

設
計
で
あ
り
、
初
年
度
か
ら
一
定
の
成
果
を

上
げ
て
い
る
。

　な
お
、
2
0
2
4
シ
ー
ズ
ン
ま
で
の

S
um

m
er C

ard

は
、
泊
数
に
応
じ
て
無
料

サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
す
る
設
計
で
あ
り
、「
追

加
料
金
」
の
設
計
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ

の
モ
デ
ル
で
は
、D
M
O
側
が
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

や
施
設
利
用
の
原
資
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
負
担

す
る
こ
と
に
な
り
、
イ
ン
フ
レ
も
相
ま
っ
て

制
度
維
持
が
難
し
く
な
っ
た
。

そ
こ
で
現
在
は
、「
宿
泊
税
」

は
D
M
O
が
特
典
や
サ
ー
ビ
ス

を
作
る
た
め
の
費
用
（
バ
ス
車

両
の
購
入
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
整
備
等
）
に
用
い
、「
宿
泊

者
が
支
払
う
追
加
料
金
」
は
、

そ
の
作
ら
れ
た
特
典
を
実
際

に
利
用
す
る
た
め
の
費
用
と

し
て
位
置
づ
け
る
と
い
う
考
え

方
に
転
換
し
て
い
る
。

　サ
ン
ア
ン
ト
ン
のS

u
m
m
er 

C
ard

は
宿
泊
客
が
支
払
う
宿

泊
税
に
加
え
、
観
光
事
業
者

が
地
域
経
営
の
た
め
に
支
払

う
「
観
光
事
業
者
税
」
を
主
な

財
源
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

技
術
的
基
盤
は
、
イ
ン
ス
ブ

ル
ッ
ク
のW

elco
m
e C

ard

と
同
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
活
用

し
て
い
る
。
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ

ク
と
同
様
、
現
場
に
は
一
定
の
事
務
負
担

が
生
じ
る
が
、
そ
の
代
わ
り
に
、
ゲ
ス
ト

の
属
性
情
報
（
性
別
、
年
齢
、
出
身
国
等
）

や
カ
ー
ド
利
用
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。
取
得
し
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ

　筆
者
は
、
観
光
文
化
2
6
6
号
「
観
光
客

の
動
態
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
」
の
特
集

5
「
欧
州
に
お
け
る
『
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
』
の

展
開
と
デ
ー
タ
取
得
」
に
お
い
て
、
欧
州
の

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
広
く
普
及
し
て
い

る
「
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」
に
つ
い
て
概
観
し
た
。

ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
、
特
定
の
地
域
に
一
定
泊

数
以
上
宿
泊
す
る
訪
問
者
に
対
し
、
無
料
で

提
供
さ
れ
る
カ
ー
ド
で
あ
り
、
滞
在
中
の
公

共
交
通
機
関
の
無
料
利
用
、
観
光
施
設
や
ア

ク
市
内
お
よ
び
周
辺
地
域
を
結
ぶ
バ
ス
・
ト

ラ
ム
な
ど
の
公
共
交
通
が
無
料
と
な
る
ほ

か
、
ガ
イ
ド
付
き
ハ
イ
キ
ン
グ
や
E
バ
イ
ク

ツ
ア
ー
、
屋
内
プ
ー
ル
等
の
観
光
施
設
の
割

引
等
が
提
供
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
3
泊
以
上

に
な
る
と
、
上
記
に
加
え
て
、
周
辺
の
主
要

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
、
ゴ
ン
ド
ラ
の
無
料
特
典
が

追
加
さ
れ
る
。
通
常
で
あ
れ
ば
高
額
と
な
る

山
岳
鉄
道
が
含
ま
れ
る
こ
と
で
、「
も
う
1

泊
す
れ
ば
山
に
無
料
で
登
れ
る
」
と
い
う
分

か
り
や
す
い
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
よ
る
、
宿

泊
日
数
の
延
伸
を
企
図
し
て
い
る
。

　カ
ー
ド
は
夏
版
と
冬
版
が
用
意
さ
れ
て
お

り
、
季
節
ご
と
に
特
典
内
容
や
提
携
施
設
が

調
整
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
紙
の
カ
ー
ド
に

加
え
、
専
用
ア
プ
リ
内
で
の
電
子
チ
ケ
ッ
ト

も
提
供
し
て
い
る
。

　な
お
、
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
で
は
、
こ
れ
と

は
別
に
有
料
の
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
「Innsbruck 

C
ard

」
も
展
開
し
て
お
り
、
日
帰
り
や
短

期
滞
在
者
向
け
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
提
供
も
な
さ

れ
て
い
る
。

　

W
elco

m
e C

ard

の
主
要
な
財
源
は
宿

泊
税
で
あ
る
。宿
泊
税
収
入
を
原
資
と
し
て
、

交
通
事
業
者
や
各
種
施
設
に
対
す
る
精
算
が

行
わ
れ
て
お
り
、「
宿
泊
税
が
あ
る
か
ら
こ

そ
成
り
立
つ
制
度
」
で
あ
る
。
技
術
的
基
盤

と
し
て
は
、
欧
州
の
大
手
観
光
I
T
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
企
業
が
提
供
す
る
宿
泊
予

約
・
台
帳
シ
ス
テ
ム
と
、
カ
ー
ド
発
行
・
認

証
シ
ス
テ
ム
が
連
携
し
て
い
る
。
宿
泊
施
設

側
は
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
（
事
前
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
を
含
む
）
に
ゲ
ス
ト
の
氏
名
、
生
年
月

日
、
滞
在
期
間
等
を
入
力
し
、W

elco
m
e 

C
ard

を
発
行
・
有
効
化
す
る
。
一
方
で
、

こ
の
よ
う
な
入
力
作
業
は
現
場
に
一
定
の
事

務
負
担
も
生
じ
さ
せ
て
い
る
。

　ま
た
、カ
ー
ド
発
行
に
よ
り
、性
別
、年
齢
、

出
身
国
と
い
っ
た
属
性
情
報
に
加
え
、
ど
の

特
典
が
い
つ
・
ど
の
程
度
利
用
さ
れ
て
い
る

か
と
い
っ
た
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。

D
M
O
は
こ
れ
ら
を
集
約
・
分
析
し
、
国
・

地
域
別
の
行
動
パ
タ
ー
ン
や
、
特
定
の
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
人
気
動
向

な
ど
を
把
握
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ

は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
施
策
の
精
緻
化
だ
け

で
な
く
、
公
共
交
通
事
業
者
と
の
運
賃
精
算

や
将
来
の
契
約
交
渉
の
基
礎
資
料
と
し
て
も

活
用
さ
れ
て
い
る
。

　サ
ン
ア
ン
ト
ン
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
屈
指

の
ウ
ィ
ン
タ
ー
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る
が
、
近
年

は
夏
季
の
ハ
イ
キ
ン
グ
や
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ

3
． サ
ン
ア
ン
ト
ン
：

夏
季
訪
問
客
の

滞
在
に
寄
与
す
る

「S
u
m
m
er C

ard

」の

リ
・
デ
ザ
イ
ン

財
源
と
技
術
的
基
盤

「
冬
」と「
夏
」で

異
な
る
客
層
へ
の
対
応

無
料
特
典
カ
ー
ド
と

有
料
プ
レ
ミ
ア
ム
を

組
み
合
わ
せ
た
再
設
計

財
源
と
技
術
的
基
盤

滞
在
延
長
と

広
域
周
遊
を
ね
ら
う
カ
ー
ド

「
2
泊
以
上
」と「
3
泊
以
上
」で

差
別
化
さ
れ
た
特
典
設
計

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
割
引
ま
た
は
無
料
利
用
と

い
っ
た
特
典
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
前

述
の
同
稿
で
は
、
宿
泊
者
に
無
料
で
提
供
さ

れ
る
「
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」
と
有
料
販
売
型
の

「
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
」
を
区
別
し
つ
つ
、
欧
州

各
地
の
制
度
を
横
断
的
に
整
理
し
た
。

　本
稿
は
そ
の
「
具
体
編
」
と
し
て
、
2
0

2
5
年
秋
に
実
施
し
た
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト

リ
ア
視
察
時
の
D
M
O
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や

机
上
調
査
の
内
容
を
も
と
に
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
、
サ
ン
ア
ン
ト
ン
、

ス
イ
ス
の
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
地
域
と
い
う
3
つ

の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
を
取
り
上
げ
、
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
の
「
最
前
線
」
を
具
体
的
に
描
き
出

す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　こ
こ
で
本
稿
に
お
け
る
用
語
の
使
い
分

け
を
明
確
に
し
て
お
き
た
い
。
両
者
は
特

典
内
容
こ
そ
似
通
う
部
分
が
多
い
も
の
の
、

無
料
か
有
料
か
、
宿
泊
者
を
対
象
と
し
て

い
る
か
、
財
源
は
何
か
と
い
っ
た
点
で
性

格
が
異
な
る
。

　本
稿
で
対
象
と
す
る
の
は
、
前
者
、
す
な
わ

ち
宿
泊
と
連
動
し
た「
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」で
あ

る
。
以
降
、
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
の「W

elco
m
e 

C
ard

」、サ
ン
ア
ン
ト
ン
の「Sum

m
er C

ard

」、

サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
を
含
む
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
地
域

の
「M

o
u
n
tain

 R
ailw

ays in
clu

d
ed

」

の
3
事
例
を
順
に
見
て
い
き
た
い
。

　オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
チ
ロ
ル
州
の
州
都
で
あ

る
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
は
、
都
市
観
光
と
山
岳

リ
ゾ
ー
ト
が
融
合
し
た
世
界
的
な
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
と
し
て
「W

elco
m
e C

ard

」
を
展

開
し
て
い
る
。

　

W
elco

m
e C

ard

は
、
2
0
1
7
年
よ

り
展
開
し
て
お
り
、
そ
の
目
的
は
大
き
く
二

点
に
整
理
で
き
る
。
第
一
に
、
主
要
な
観
光

エ
リ
ア
で
あ
る
旧
市
街
に
集
中
し
が
ち
な
訪

問
客
の
流
れ
を
、
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
周
辺
地

域
へ
分
散
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
歴
史
都
市

と
し
て
の
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、

ア
ル
プ
ス
山
麓
の
村
々
や
高
原
の
ハ
イ
キ
ン

グ
エ
リ
ア
を
一
体
の
滞
在
空
間
と
し
て
体
験

し
て
も
ら
う
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。
第
二

に
、
マ
イ
カ
ー
に
よ
る
移
動
を
抑
制
し
、
公

共
交
通
と
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
利
用
を
促
進
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
脱
炭
素
に
寄
与
す
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
目
的
を
踏
ま
え
、

W
elco

m
e C

ard

は
単
な
る
特
典
の
寄
せ

集
め
で
は
な
く
、「
滞
在
日
数
の
延
長
」「
広

域
周
遊
」「
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
転
換
」
を
同
時
に

ね
ら
う
仕
組
み
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
。

　

W
elco

m
e C

ard

の
制
度
設
計
上
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
滞
在
日
数
に
応
じ
て
特
典
の
レ

ベ
ル
を
変
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、

2
泊
以
上
の
宿
泊
者
に
は
、
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
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ス
は
「
予
約
完
了
」
の
時
点
で
ほ
ぼ
完
結
し

て
お
り
、
宿
泊
事
業
者
が
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
の

た
び
に
シ
ス
テ
ム
に
個
票
入
力
を
行
う
必
要

が
な
い
。
ま
た
、
ゲ
ス
ト
は
そ
の
チ
ケ
ッ
ト

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ウ
ォ
レ
ッ
ト
形
式
で

保
存
し
、
現
地
に
到
着
し
た
瞬
間
か
ら
特
典

を
す
ぐ
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
。こ
う
し
て
、

ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
「
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
後
に
手

渡
さ
れ
る
も
の
」
か
ら
、「
到
着
前
に
は
す

で
に
手
元
に
あ
る
も
の
」
へ
と
姿
を
変
え
て

い
る
。

　観
光
文
化
2
6
6
号
の
拙
稿
で
は
、
欧
州

の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
で
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
が
普
及

し
て
い
る
背
景
と
し
て
、
自
律
性
の
高
い
地

域
社
会
、
法
定
D
M
O
の
存
在
と
明
確
な

ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
宿
泊
税
や
観
光
事
業
者
税
と

い
っ
た
資
金
調
達
モ
デ
ル
の
整
備
と
い
っ
た

社
会
的
・
制
度
的
条
件
を
指
摘
し
た
。
こ
う

し
た
前
提
条
件
が
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
を
「
地

域
と
し
て
の
標
準
装
備
」
に
ま
で
高
め
て
い

る
と
い
う
認
識
に
、
今
回
の
視
察
を
通
じ
て

も
大
き
な
変
更
は
な
い
。

　そ
の
う
え
で
、
今
回
あ
ら
た
め
て
強
く
意

識
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
議

論
は
突
き
詰
め
れ
ば
「
訪
問
客
に
ど
の
よ
う

な
過
ご
し
方
を
し
て
ほ
し
い
の
か
」
と
い
う

滞
在
デ
ザ
イ
ン
の
問
題
だ
と
い
う
点
で
あ

る
。
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
は
滞
在
延
長
と
広

域
周
遊
、
サ
ン
ア
ン
ト
ン
は
夏
季
商
品
の

再
設
計
、
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
は
デ
ジ
タ
ル
を

通
じ
た
運
用
負
担
の
軽
減
と
デ
ー
タ
取
得

の
前
倒
し
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が

自
地
域
の
課
題
に
即
し
て
カ
ー
ド
の
形
態

を
変
え
て
い
た
。

　ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
を
構
想
す
る
こ
と
は
、
単

な
る
特
典
の
組
み
合
わ
せ
で
は
な
く
、
滞
在

行
動
の
デ
ザ
イ
ン
と
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
負

担
し
、
そ
の
過
程
で
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
を

蓄
積
す
る
か
を
同
時
に
組
み
立
て
る
こ
と
を

意
味
す
る
。
欧
州
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
の
最
前
線

は
、
日
本
の
観
光
地
に
お
い
て
も
、「
自
地

域
ら
し
い
滞
在
の
か
た
ち
」
を
描
き
、
そ
れ

を
支
え
る
制
度
や
シ
ス
テ
ム
を
ど
う
設
計
す

る
の
か
と
い
う
、
よ
り
本
質
的
な
観
光
地
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
力
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

ス
等
は
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
配
信
や
再

訪
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
に
も
活
用
さ
れ

て
い
る
。

　ス
イ
ス
南
東
部
・
グ
ラ
ウ
ビ
ュ
ン
デ
ン
州

の
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
地
域
は
、
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ

を
中
心
に
、
12
本
の
山
岳
交
通
（
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
、
ラ
ッ
ク
式
鉄
道
、

チ
ェ
ア
リ
フ
ト
等
）
が
集
積
す
る
、
世
界
的

な
高
級
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る
。こ
こ
で
は
、

2
泊
以
上
滞
在
す
る
ゲ
ス
ト
を
対
象
に
、

「M
o
u
n
tain

 R
ailw

ays in
clu

d
ed

」
と

呼
ば
れ
る
、
バ
ス
や
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
利
用

が
無
料
に
な
る
宿
泊
税
等
を
原
資
と
し
た
ゲ

ス
ト
カ
ー
ド
が
提
供
さ
れ
て
き
た
。

　し
か
し
近
年
、
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
地
域
の
D

M
O
で
あ
る
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
観
光
株
式
会
社

は
、
こ
の
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
を
単
な
る
特
典

ツ
ー
ル
で
は
な
く
、デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

全
体
の
デ
ジ
タ
ル
・
カ
ス
タ
マ
ー
・
ジ
ャ
ー

ニ
ー（D

ig
ita

l C
u
sto

m
e
r Jo

u
rn
e
y
, 

D
C
J

）
戦
略
の
中
核
と
し
て
位
置
づ
け
直
し

て
い
る
。
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
観
光
株
式
会
社
が

掲
げ
る
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
D
M
O
が
従
来
型

の
広
告
宣
伝
中
心
の
組
織
か
ら
、
旅
行
の
全

行
程
（
認
知
、
予
約
、
出
発
前
、
滞
在
中
、

帰
宅
後
）
を
設
計
す
る
「
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン

ス
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
」
へ
と
役
割
を
変
え
て
い

く
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に

は
、A

irb
n
b

やG
etY

o
u
rG

u
id
e

の
よ

う
に
、旅
行
プ
ロ
セ
ス
の
一
部
を
握
り
、顧
客

デ
ー
タ
を
独
占
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー

の
存
在
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
同
資
料
で
は

「S
U
P
E
R
 D
IS
R
U
P
T
O
R
S

（
破
壊
的
プ

レ
イ
ヤ
ー
）」
と
呼
び
、
D
M
O
自
ら
が
顧

客
と
の
接
点
と
デ
ー
タ
を
確
保
し
な
け
れ

ば
、
地
域
と
し
て
の
主
導
権
を
失
い
か
ね
な

い
と
い
う
危
機
感
が
共
有
さ
れ
て
い
た
。

　こ
の
D
C
J
戦
略
の
エ
ン
ジ
ン
が
、
観
光

局
自
ら
が
運
営
す
る
総
合
予
約
サ
イ
ト

「E
xp
erien

ce S
h
o
p

」
で
あ
る
。
宿
泊
施

設
や
山
岳
鉄
道
、
各
種
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

な
ど
、
地
域
内
の
サ
ー
ビ
ス
を
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
予
約
・
決
済
で
き
る
公
式
オ
ン
ラ
イ
ン
・

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
り
、
O
T
A
に

依
存
し
な
い
「
地
域
版
E
C
サ
イ
ト
」
と
位

置
づ
け
ら
れ
る
。

　エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
の
特
徴
は
、
こ
の

E
xperience S

hop

と
ゲ
ス
ト
カ
ー

ド
が
密
接
に
連
携
し
て
い
る
点
に
あ

る
。
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
や
サ
ン
ア
ン
ト

ン
の
よ
う
に
、
多
く
の
地
域
で
は
、
宿

泊
者
は
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
に
初
め
て

カ
ー
ド
を
手
に
す
る
方
式
が
一
般
的
で

あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
宿
泊
施
設
の
フ
ロ

ン
ト
が
シ
ス
テ
ム
に
ゲ
ス
ト
情
報
を
都

度
入
力
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
が
発
行
さ
れ
る
た
め
、
現
場
で

一
定
の
事
務
負
担
が
生
じ
る
と
い
う
共

通
の
課
題
が
あ
っ
た
。

　こ
う
し
た
課
題
に
対
し
、
エ
ン
ガ

デ
ィ
ン
で
は
D
C
J
戦
略
を
通
じ

て
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
再
編
成
を

行
っ
た
。
ま
ず
、
旅
行
者
が
出
発
前
に

E
xperience S

hop

か
ら
宿
泊
施
設

を
予
約
す
る
。
こ
の
時
点
で
、
宿
泊
日
、

人
数
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等
の
情
報
が

観
光
局
の
シ
ス
テ
ム
に
取
り
込
ま
れ

る
。
滞
在
日
が
近
づ
く
と
、
対
象
と
な

る
ゲ
ス
ト
に
は
公
共
交
通
無
料
パ
ス
や
山
岳

交
通
の
特
典
等
を
含
む
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
が
、

デ
ジ
タ
ル
チ
ケ
ッ
ト
と
し
て
自
動
的
に
メ
ー

ル
で
送
付
さ
れ
る
。

　つ
ま
り
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
発
行
プ
ロ
セ

ク
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

充
実
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
そ
の
中
核
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
が
、
夏
季
限
定
で

提
供
さ
れ
る
「S

u
m
m
er C

ard

」
で
あ
る
。

　サ
ン
ア
ン
ト
ン
に
お
い
て
は
、「
冬
」
と

「
夏
」
で
訪
問
客
層
が
大
き
く
異
な
る
。
冬

は
ス
キ
ー
を
主
目
的
と
す
る
比
較
的
高
所
得

層
、
夏
は
ハ
イ
キ
ン
グ
や
避
暑
を
目
的
と
す

る
価
格
に
敏
感
な
層
が
中
心
で
あ
る
。
こ
の

夏
季
の
訪
問
客
の
満
足
度
向
上
と
周
遊
促
進

の
た
め
に
、
2
0
0
6
年
か
ら
「
サ
マ
ー
ア

ク
テ
ィ
ブ
カ
ー
ド
」
が
導
入
さ
れ
た
の
が
始

ま
り
で
あ
る
。

　前
述
の
目
的
か
ら
、S

u
m
m
er C

ard

の
提
供
は
夏
季
の
み
展
開
さ
れ
て
い
る
。
現

在
の
制
度
で
は
、1
泊
以
上
の
宿
泊
者
に
は
、

ま
ず
「
モ
ビ
リ
テ
ィ
カ
ー
ド
」
が
無
料
で
付

与
さ
れ
る
。
こ
の
カ
ー
ド
で
は
、
サ
ン
ア
ン

ト
ン
周
辺
の
バ
ス
路
線
が
無
料
と
な
る
ほ

か
、
一
部
の
小
規
模
施
設
（
郷
土
博
物
館
や

チ
ロ
ル
伝
統
シ
ョ
ー
な
ど
）
を
無
料
で
利
用

で
き
る
。「
最
低
限
の
移
動
手
段
と
地
域
文

化
に
触
れ
る
機
会
」
を
保
障
す
る
、
夏
の
ゲ

ス
ト
全
員
向
け
の
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
の
サ
ー
ビ

ス
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
別
途
、
有

料
の
「
サ
マ
ー
カ
ー
ド
プ
レ
ミ
ア
ム
」
が
用

意
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
指
定
の
期
間
内

で
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
や
ゴ
ン
ド
ラ
が
乗
り
放
題

と
な
る
ほ
か
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
施
設
、
ゴ
ル
フ
、

ヨ
ガ
や
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
体
験
な
ど
、
多
様
な

高
付
加
価
値
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
包
括
的
に

利
用
で
き
る
設
計
と
な
っ
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
2
0
2
5
年
よ
り
、
D
M
O
と

提
携
し
た
一
部
の
宿
泊
施
設
で
は
、
宿
泊
者

が
1
泊
あ
た
り
9
ユ
ー
ロ
を
追
加
で
支
払
う

こ
と
で
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
と
同
時
に
サ
マ
ー

カ
ー
ド
プ
レ
ミ
ア
ム
と
同
等
の
特
典
が
自
動

的
に
付
与
さ
れ
る
形
態
を
導
入
し
て
い
る
。

こ
の
「
オ
ー
ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
型
」
は
、

2
0
0
8
年
に
も
試
験
的
に
導
入
さ
れ
た

が
、
そ
の
際
は
宿
泊
料
へ
の
上
乗
せ
額
に
対

す
る
事
業
者
の
理
解
が
得
ら
れ
ず
、
早
期
に

断
念
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
今
回
の
再
挑
戦

は
、
過
去
の
反
省
を
踏
ま
え
つ
つ
、
価
格
設

定
や
説
明
の
仕
方
を
工
夫
し
た
う
え
で
の
再

設
計
で
あ
り
、
初
年
度
か
ら
一
定
の
成
果
を

上
げ
て
い
る
。

　な
お
、
2
0
2
4
シ
ー
ズ
ン
ま
で
の

S
um

m
er C

ard

は
、
泊
数
に
応
じ
て
無
料

サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
す
る
設
計
で
あ
り
、「
追

加
料
金
」
の
設
計
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ

の
モ
デ
ル
で
は
、D
M
O
側
が
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

や
施
設
利
用
の
原
資
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
負
担

す
る
こ
と
に
な
り
、
イ
ン
フ
レ
も
相
ま
っ
て

制
度
維
持
が
難
し
く
な
っ
た
。

そ
こ
で
現
在
は
、「
宿
泊
税
」

は
D
M
O
が
特
典
や
サ
ー
ビ
ス

を
作
る
た
め
の
費
用
（
バ
ス
車

両
の
購
入
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
整
備
等
）
に
用
い
、「
宿
泊

者
が
支
払
う
追
加
料
金
」
は
、

そ
の
作
ら
れ
た
特
典
を
実
際

に
利
用
す
る
た
め
の
費
用
と

し
て
位
置
づ
け
る
と
い
う
考
え

方
に
転
換
し
て
い
る
。

　サ
ン
ア
ン
ト
ン
のS

u
m
m
er 

C
ard

は
宿
泊
客
が
支
払
う
宿

泊
税
に
加
え
、
観
光
事
業
者

が
地
域
経
営
の
た
め
に
支
払

う
「
観
光
事
業
者
税
」
を
主
な

財
源
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

技
術
的
基
盤
は
、
イ
ン
ス
ブ

ル
ッ
ク
のW

elco
m
e C

ard

と
同
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
活
用

し
て
い
る
。
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ

ク
と
同
様
、
現
場
に
は
一
定
の
事
務
負
担

が
生
じ
る
が
、
そ
の
代
わ
り
に
、
ゲ
ス
ト

の
属
性
情
報
（
性
別
、
年
齢
、
出
身
国
等
）

や
カ
ー
ド
利
用
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。
取
得
し
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ

　筆
者
は
、
観
光
文
化
2
6
6
号
「
観
光
客

の
動
態
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
」
の
特
集

5
「
欧
州
に
お
け
る
『
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
』
の

展
開
と
デ
ー
タ
取
得
」
に
お
い
て
、
欧
州
の

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
広
く
普
及
し
て
い

る
「
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」
に
つ
い
て
概
観
し
た
。

ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
、
特
定
の
地
域
に
一
定
泊

数
以
上
宿
泊
す
る
訪
問
者
に
対
し
、
無
料
で

提
供
さ
れ
る
カ
ー
ド
で
あ
り
、
滞
在
中
の
公

共
交
通
機
関
の
無
料
利
用
、
観
光
施
設
や
ア

ク
市
内
お
よ
び
周
辺
地
域
を
結
ぶ
バ
ス
・
ト

ラ
ム
な
ど
の
公
共
交
通
が
無
料
と
な
る
ほ

か
、
ガ
イ
ド
付
き
ハ
イ
キ
ン
グ
や
E
バ
イ
ク

ツ
ア
ー
、
屋
内
プ
ー
ル
等
の
観
光
施
設
の
割

引
等
が
提
供
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
3
泊
以
上

に
な
る
と
、
上
記
に
加
え
て
、
周
辺
の
主
要

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
、
ゴ
ン
ド
ラ
の
無
料
特
典
が

追
加
さ
れ
る
。
通
常
で
あ
れ
ば
高
額
と
な
る

山
岳
鉄
道
が
含
ま
れ
る
こ
と
で
、「
も
う
1

泊
す
れ
ば
山
に
無
料
で
登
れ
る
」
と
い
う
分

か
り
や
す
い
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
よ
る
、
宿

泊
日
数
の
延
伸
を
企
図
し
て
い
る
。

　カ
ー
ド
は
夏
版
と
冬
版
が
用
意
さ
れ
て
お

り
、
季
節
ご
と
に
特
典
内
容
や
提
携
施
設
が

調
整
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
紙
の
カ
ー
ド
に

加
え
、
専
用
ア
プ
リ
内
で
の
電
子
チ
ケ
ッ
ト

も
提
供
し
て
い
る
。

　な
お
、
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
で
は
、
こ
れ
と

は
別
に
有
料
の
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
「Innsbruck 

C
ard

」
も
展
開
し
て
お
り
、
日
帰
り
や
短

期
滞
在
者
向
け
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
提
供
も
な
さ

れ
て
い
る
。

　

W
elco

m
e C

ard

の
主
要
な
財
源
は
宿

泊
税
で
あ
る
。宿
泊
税
収
入
を
原
資
と
し
て
、

交
通
事
業
者
や
各
種
施
設
に
対
す
る
精
算
が

行
わ
れ
て
お
り
、「
宿
泊
税
が
あ
る
か
ら
こ

そ
成
り
立
つ
制
度
」
で
あ
る
。
技
術
的
基
盤

と
し
て
は
、
欧
州
の
大
手
観
光
I
T
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
企
業
が
提
供
す
る
宿
泊
予

約
・
台
帳
シ
ス
テ
ム
と
、
カ
ー
ド
発
行
・
認

証
シ
ス
テ
ム
が
連
携
し
て
い
る
。
宿
泊
施
設

側
は
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
（
事
前
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
を
含
む
）
に
ゲ
ス
ト
の
氏
名
、
生
年
月

日
、
滞
在
期
間
等
を
入
力
し
、W

elco
m
e 

C
ard

を
発
行
・
有
効
化
す
る
。
一
方
で
、

こ
の
よ
う
な
入
力
作
業
は
現
場
に
一
定
の
事

務
負
担
も
生
じ
さ
せ
て
い
る
。

　ま
た
、カ
ー
ド
発
行
に
よ
り
、性
別
、年
齢
、

出
身
国
と
い
っ
た
属
性
情
報
に
加
え
、
ど
の

特
典
が
い
つ
・
ど
の
程
度
利
用
さ
れ
て
い
る

か
と
い
っ
た
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。

D
M
O
は
こ
れ
ら
を
集
約
・
分
析
し
、
国
・

地
域
別
の
行
動
パ
タ
ー
ン
や
、
特
定
の
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
人
気
動
向

な
ど
を
把
握
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ

は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
施
策
の
精
緻
化
だ
け

で
な
く
、
公
共
交
通
事
業
者
と
の
運
賃
精
算

や
将
来
の
契
約
交
渉
の
基
礎
資
料
と
し
て
も

活
用
さ
れ
て
い
る
。

　サ
ン
ア
ン
ト
ン
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
屈
指

の
ウ
ィ
ン
タ
ー
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る
が
、
近
年

は
夏
季
の
ハ
イ
キ
ン
グ
や
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ

5
．お
わ
り
に

4
． エ

ン
ガ
デ
ィ
ン
：

デ
ジ
タ
ル・カ
ス
タ
マ
ー・

ジ
ャ
ー
ニ
ー

（
D
C
J
）戦
略
に

位
置
付
け
ら
れ
る

「M
ou
n
tain

R
ailw
ays

in
clu
d
ed

」

伝
統
的
な
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
か
ら

「
D
C
J
戦
略
」へ

公
式
予
約
サ
イ
ト
と

ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
一
体
化

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
割
引
ま
た
は
無
料
利
用
と

い
っ
た
特
典
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
前

述
の
同
稿
で
は
、
宿
泊
者
に
無
料
で
提
供
さ

れ
る
「
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」
と
有
料
販
売
型
の

「
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
」
を
区
別
し
つ
つ
、
欧
州

各
地
の
制
度
を
横
断
的
に
整
理
し
た
。

　本
稿
は
そ
の
「
具
体
編
」
と
し
て
、
2
0

2
5
年
秋
に
実
施
し
た
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト

リ
ア
視
察
時
の
D
M
O
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や

机
上
調
査
の
内
容
を
も
と
に
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
、
サ
ン
ア
ン
ト
ン
、

ス
イ
ス
の
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
地
域
と
い
う
3
つ

の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
を
取
り
上
げ
、
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
の
「
最
前
線
」
を
具
体
的
に
描
き
出

す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　こ
こ
で
本
稿
に
お
け
る
用
語
の
使
い
分

け
を
明
確
に
し
て
お
き
た
い
。
両
者
は
特

典
内
容
こ
そ
似
通
う
部
分
が
多
い
も
の
の
、

無
料
か
有
料
か
、
宿
泊
者
を
対
象
と
し
て

い
る
か
、
財
源
は
何
か
と
い
っ
た
点
で
性

格
が
異
な
る
。

　本
稿
で
対
象
と
す
る
の
は
、
前
者
、
す
な
わ

ち
宿
泊
と
連
動
し
た「
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」で
あ

る
。
以
降
、
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
の「W

elco
m
e 

C
ard

」、サ
ン
ア
ン
ト
ン
の「Sum

m
er C

ard

」、

サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
を
含
む
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
地
域

の
「M

o
u
n
tain

 R
ailw

ays in
clu

d
ed

」

の
3
事
例
を
順
に
見
て
い
き
た
い
。

　オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
チ
ロ
ル
州
の
州
都
で
あ

る
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
は
、
都
市
観
光
と
山
岳

リ
ゾ
ー
ト
が
融
合
し
た
世
界
的
な
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
と
し
て
「W

elco
m
e C

ard

」
を
展

開
し
て
い
る
。

　

W
elco

m
e C

ard

は
、
2
0
1
7
年
よ

り
展
開
し
て
お
り
、
そ
の
目
的
は
大
き
く
二

点
に
整
理
で
き
る
。
第
一
に
、
主
要
な
観
光

エ
リ
ア
で
あ
る
旧
市
街
に
集
中
し
が
ち
な
訪

問
客
の
流
れ
を
、
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
周
辺
地

域
へ
分
散
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
歴
史
都
市

と
し
て
の
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、

ア
ル
プ
ス
山
麓
の
村
々
や
高
原
の
ハ
イ
キ
ン

グ
エ
リ
ア
を
一
体
の
滞
在
空
間
と
し
て
体
験

し
て
も
ら
う
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。
第
二

に
、
マ
イ
カ
ー
に
よ
る
移
動
を
抑
制
し
、
公

共
交
通
と
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
利
用
を
促
進
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
脱
炭
素
に
寄
与
す
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
目
的
を
踏
ま
え
、

W
elco

m
e C

ard

は
単
な
る
特
典
の
寄
せ

集
め
で
は
な
く
、「
滞
在
日
数
の
延
長
」「
広

域
周
遊
」「
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
転
換
」
を
同
時
に

ね
ら
う
仕
組
み
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
。

　

W
elco

m
e C

ard

の
制
度
設
計
上
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
滞
在
日
数
に
応
じ
て
特
典
の
レ

ベ
ル
を
変
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、

2
泊
以
上
の
宿
泊
者
に
は
、
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ

〈参考文献〉
インスブルック観光協会公式サイト「WELCOME CARD」
（https://www.innsbruck.info/en/destinations/accommodation/welcome-card/welcome-card-summer.html）、
最終閲覧2025年11月17日
サンアントン観光協会公式サイト「St. Anton Summer Card」
（https://www.stantonamarlberg.com/en/summer/the-summer-card）、
最終閲覧2025年11月17日
エンガディン観光株式会社公式サイト「Mountain Railways included」
（https://www.engadin.ch/en/guide/mountains-railways/mountain-railway-tariffs/
summer-tariffs-mountain-railways/mountain-railways-included）、
最終閲覧2025年11月17日
エンガディン観光株式会社公式サイト「Digitalstrategie und Digital Customer Journey」
（https://www.engadintourismus.ch/leistungspartner/digitale-services-von-engadin-st-moritz-tourismus/digitalisierungsoffensive-dcj）、
最終閲覧2025年11月17日

エンガディン地域のゲストカード
「Mountain Railways Included」

インスブルック地域のゲストカード「Welcom Card」

‒❶ 欧州山岳リゾートにおけるゲストカードの最前線2
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図 3 Experience Shopでの宿泊施設予約ページ（アイコンにより特典内容が提示される）

ス
は
「
予
約
完
了
」
の
時
点
で
ほ
ぼ
完
結
し

て
お
り
、
宿
泊
事
業
者
が
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
の

た
び
に
シ
ス
テ
ム
に
個
票
入
力
を
行
う
必
要

が
な
い
。
ま
た
、
ゲ
ス
ト
は
そ
の
チ
ケ
ッ
ト

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ウ
ォ
レ
ッ
ト
形
式
で

保
存
し
、
現
地
に
到
着
し
た
瞬
間
か
ら
特
典

を
す
ぐ
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
。こ
う
し
て
、

ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
「
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
後
に
手

渡
さ
れ
る
も
の
」
か
ら
、「
到
着
前
に
は
す

で
に
手
元
に
あ
る
も
の
」
へ
と
姿
を
変
え
て

い
る
。

　観
光
文
化
2
6
6
号
の
拙
稿
で
は
、
欧
州

の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
で
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
が
普
及

し
て
い
る
背
景
と
し
て
、
自
律
性
の
高
い
地

域
社
会
、
法
定
D
M
O
の
存
在
と
明
確
な

ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
宿
泊
税
や
観
光
事
業
者
税
と

い
っ
た
資
金
調
達
モ
デ
ル
の
整
備
と
い
っ
た

社
会
的
・
制
度
的
条
件
を
指
摘
し
た
。
こ
う

し
た
前
提
条
件
が
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
を
「
地

域
と
し
て
の
標
準
装
備
」
に
ま
で
高
め
て
い

る
と
い
う
認
識
に
、
今
回
の
視
察
を
通
じ
て

も
大
き
な
変
更
は
な
い
。

　そ
の
う
え
で
、
今
回
あ
ら
た
め
て
強
く
意

識
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
議

論
は
突
き
詰
め
れ
ば
「
訪
問
客
に
ど
の
よ
う

な
過
ご
し
方
を
し
て
ほ
し
い
の
か
」
と
い
う

滞
在
デ
ザ
イ
ン
の
問
題
だ
と
い
う
点
で
あ

る
。
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
は
滞
在
延
長
と
広

域
周
遊
、
サ
ン
ア
ン
ト
ン
は
夏
季
商
品
の

再
設
計
、
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
は
デ
ジ
タ
ル
を

通
じ
た
運
用
負
担
の
軽
減
と
デ
ー
タ
取
得

の
前
倒
し
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が

自
地
域
の
課
題
に
即
し
て
カ
ー
ド
の
形
態

を
変
え
て
い
た
。

　ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
を
構
想
す
る
こ
と
は
、
単

な
る
特
典
の
組
み
合
わ
せ
で
は
な
く
、
滞
在

行
動
の
デ
ザ
イ
ン
と
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
負

担
し
、
そ
の
過
程
で
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
を

蓄
積
す
る
か
を
同
時
に
組
み
立
て
る
こ
と
を

意
味
す
る
。
欧
州
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
の
最
前
線

は
、
日
本
の
観
光
地
に
お
い
て
も
、「
自
地

域
ら
し
い
滞
在
の
か
た
ち
」
を
描
き
、
そ
れ

を
支
え
る
制
度
や
シ
ス
テ
ム
を
ど
う
設
計
す

る
の
か
と
い
う
、
よ
り
本
質
的
な
観
光
地
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
力
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

ス
等
は
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
配
信
や
再

訪
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
に
も
活
用
さ
れ

て
い
る
。

　ス
イ
ス
南
東
部
・
グ
ラ
ウ
ビ
ュ
ン
デ
ン
州

の
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
地
域
は
、
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ

を
中
心
に
、
12
本
の
山
岳
交
通
（
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
、
ラ
ッ
ク
式
鉄
道
、

チ
ェ
ア
リ
フ
ト
等
）
が
集
積
す
る
、
世
界
的

な
高
級
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る
。こ
こ
で
は
、

2
泊
以
上
滞
在
す
る
ゲ
ス
ト
を
対
象
に
、

「M
o
u
n
tain

 R
ailw

ays in
clu

d
ed

」
と

呼
ば
れ
る
、
バ
ス
や
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
利
用

が
無
料
に
な
る
宿
泊
税
等
を
原
資
と
し
た
ゲ

ス
ト
カ
ー
ド
が
提
供
さ
れ
て
き
た
。

　し
か
し
近
年
、
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
地
域
の
D

M
O
で
あ
る
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
観
光
株
式
会
社

は
、
こ
の
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
を
単
な
る
特
典

ツ
ー
ル
で
は
な
く
、デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

全
体
の
デ
ジ
タ
ル
・
カ
ス
タ
マ
ー
・
ジ
ャ
ー

ニ
ー（D

ig
ita

l C
u
sto

m
e
r Jo

u
rn
e
y
, 

D
C
J

）
戦
略
の
中
核
と
し
て
位
置
づ
け
直
し

て
い
る
。
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
観
光
株
式
会
社
が

掲
げ
る
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
D
M
O
が
従
来
型

の
広
告
宣
伝
中
心
の
組
織
か
ら
、
旅
行
の
全

行
程
（
認
知
、
予
約
、
出
発
前
、
滞
在
中
、

帰
宅
後
）
を
設
計
す
る
「
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン

ス
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
」
へ
と
役
割
を
変
え
て
い

く
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に

は
、A

irb
n
b

やG
etY

o
u
rG

u
id
e

の
よ

う
に
、旅
行
プ
ロ
セ
ス
の
一
部
を
握
り
、顧
客

デ
ー
タ
を
独
占
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー

の
存
在
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
同
資
料
で
は

「S
U
P
E
R
 D
IS
R
U
P
T
O
R
S

（
破
壊
的
プ

レ
イ
ヤ
ー
）」
と
呼
び
、
D
M
O
自
ら
が
顧

客
と
の
接
点
と
デ
ー
タ
を
確
保
し
な
け
れ

ば
、
地
域
と
し
て
の
主
導
権
を
失
い
か
ね
な

い
と
い
う
危
機
感
が
共
有
さ
れ
て
い
た
。

　こ
の
D
C
J
戦
略
の
エ
ン
ジ
ン
が
、
観
光

局
自
ら
が
運
営
す
る
総
合
予
約
サ
イ
ト

「E
xp
erien

ce S
h
o
p

」
で
あ
る
。
宿
泊
施

設
や
山
岳
鉄
道
、
各
種
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

な
ど
、
地
域
内
の
サ
ー
ビ
ス
を
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
予
約
・
決
済
で
き
る
公
式
オ
ン
ラ
イ
ン
・

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
り
、
O
T
A
に

依
存
し
な
い
「
地
域
版
E
C
サ
イ
ト
」
と
位

置
づ
け
ら
れ
る
。

　エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
の
特
徴
は
、
こ
の

E
xperience S

hop

と
ゲ
ス
ト
カ
ー

ド
が
密
接
に
連
携
し
て
い
る
点
に
あ

る
。
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
や
サ
ン
ア
ン
ト

ン
の
よ
う
に
、
多
く
の
地
域
で
は
、
宿

泊
者
は
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
に
初
め
て

カ
ー
ド
を
手
に
す
る
方
式
が
一
般
的
で

あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
宿
泊
施
設
の
フ
ロ

ン
ト
が
シ
ス
テ
ム
に
ゲ
ス
ト
情
報
を
都

度
入
力
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
が
発
行
さ
れ
る
た
め
、
現
場
で

一
定
の
事
務
負
担
が
生
じ
る
と
い
う
共

通
の
課
題
が
あ
っ
た
。

　こ
う
し
た
課
題
に
対
し
、
エ
ン
ガ

デ
ィ
ン
で
は
D
C
J
戦
略
を
通
じ

て
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
再
編
成
を

行
っ
た
。
ま
ず
、
旅
行
者
が
出
発
前
に

E
xperience S

hop

か
ら
宿
泊
施
設

を
予
約
す
る
。
こ
の
時
点
で
、
宿
泊
日
、

人
数
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等
の
情
報
が

観
光
局
の
シ
ス
テ
ム
に
取
り
込
ま
れ

る
。
滞
在
日
が
近
づ
く
と
、
対
象
と
な

る
ゲ
ス
ト
に
は
公
共
交
通
無
料
パ
ス
や
山
岳

交
通
の
特
典
等
を
含
む
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
が
、

デ
ジ
タ
ル
チ
ケ
ッ
ト
と
し
て
自
動
的
に
メ
ー

ル
で
送
付
さ
れ
る
。

　つ
ま
り
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
発
行
プ
ロ
セ

ク
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

充
実
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
そ
の
中
核
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
が
、
夏
季
限
定
で

提
供
さ
れ
る
「S

u
m
m
er C

ard

」
で
あ
る
。

　サ
ン
ア
ン
ト
ン
に
お
い
て
は
、「
冬
」
と

「
夏
」
で
訪
問
客
層
が
大
き
く
異
な
る
。
冬

は
ス
キ
ー
を
主
目
的
と
す
る
比
較
的
高
所
得

層
、
夏
は
ハ
イ
キ
ン
グ
や
避
暑
を
目
的
と
す

る
価
格
に
敏
感
な
層
が
中
心
で
あ
る
。
こ
の

夏
季
の
訪
問
客
の
満
足
度
向
上
と
周
遊
促
進

の
た
め
に
、
2
0
0
6
年
か
ら
「
サ
マ
ー
ア

ク
テ
ィ
ブ
カ
ー
ド
」
が
導
入
さ
れ
た
の
が
始

ま
り
で
あ
る
。

　前
述
の
目
的
か
ら
、S

u
m
m
er C

ard

の
提
供
は
夏
季
の
み
展
開
さ
れ
て
い
る
。
現

在
の
制
度
で
は
、1
泊
以
上
の
宿
泊
者
に
は
、

ま
ず
「
モ
ビ
リ
テ
ィ
カ
ー
ド
」
が
無
料
で
付

与
さ
れ
る
。
こ
の
カ
ー
ド
で
は
、
サ
ン
ア
ン

ト
ン
周
辺
の
バ
ス
路
線
が
無
料
と
な
る
ほ

か
、
一
部
の
小
規
模
施
設
（
郷
土
博
物
館
や

チ
ロ
ル
伝
統
シ
ョ
ー
な
ど
）
を
無
料
で
利
用

で
き
る
。「
最
低
限
の
移
動
手
段
と
地
域
文

化
に
触
れ
る
機
会
」
を
保
障
す
る
、
夏
の
ゲ

ス
ト
全
員
向
け
の
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
の
サ
ー
ビ

ス
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
別
途
、
有

料
の
「
サ
マ
ー
カ
ー
ド
プ
レ
ミ
ア
ム
」
が
用

意
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
指
定
の
期
間
内

で
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
や
ゴ
ン
ド
ラ
が
乗
り
放
題

と
な
る
ほ
か
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
施
設
、
ゴ
ル
フ
、

ヨ
ガ
や
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
体
験
な
ど
、
多
様
な

高
付
加
価
値
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
包
括
的
に

利
用
で
き
る
設
計
と
な
っ
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
2
0
2
5
年
よ
り
、
D
M
O
と

提
携
し
た
一
部
の
宿
泊
施
設
で
は
、
宿
泊
者

が
1
泊
あ
た
り
9
ユ
ー
ロ
を
追
加
で
支
払
う

こ
と
で
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
と
同
時
に
サ
マ
ー

カ
ー
ド
プ
レ
ミ
ア
ム
と
同
等
の
特
典
が
自
動

的
に
付
与
さ
れ
る
形
態
を
導
入
し
て
い
る
。

こ
の
「
オ
ー
ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
型
」
は
、

2
0
0
8
年
に
も
試
験
的
に
導
入
さ
れ
た

が
、
そ
の
際
は
宿
泊
料
へ
の
上
乗
せ
額
に
対

す
る
事
業
者
の
理
解
が
得
ら
れ
ず
、
早
期
に

断
念
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
今
回
の
再
挑
戦

は
、
過
去
の
反
省
を
踏
ま
え
つ
つ
、
価
格
設

定
や
説
明
の
仕
方
を
工
夫
し
た
う
え
で
の
再

設
計
で
あ
り
、
初
年
度
か
ら
一
定
の
成
果
を

上
げ
て
い
る
。

　な
お
、
2
0
2
4
シ
ー
ズ
ン
ま
で
の

S
um

m
er C

ard

は
、
泊
数
に
応
じ
て
無
料

サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
す
る
設
計
で
あ
り
、「
追

加
料
金
」
の
設
計
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ

の
モ
デ
ル
で
は
、D
M
O
側
が
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

や
施
設
利
用
の
原
資
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
負
担

す
る
こ
と
に
な
り
、
イ
ン
フ
レ
も
相
ま
っ
て

制
度
維
持
が
難
し
く
な
っ
た
。

そ
こ
で
現
在
は
、「
宿
泊
税
」

は
D
M
O
が
特
典
や
サ
ー
ビ
ス

を
作
る
た
め
の
費
用
（
バ
ス
車

両
の
購
入
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
整
備
等
）
に
用
い
、「
宿
泊

者
が
支
払
う
追
加
料
金
」
は
、

そ
の
作
ら
れ
た
特
典
を
実
際

に
利
用
す
る
た
め
の
費
用
と

し
て
位
置
づ
け
る
と
い
う
考
え

方
に
転
換
し
て
い
る
。

　サ
ン
ア
ン
ト
ン
のS

u
m
m
er 

C
ard

は
宿
泊
客
が
支
払
う
宿

泊
税
に
加
え
、
観
光
事
業
者

が
地
域
経
営
の
た
め
に
支
払

う
「
観
光
事
業
者
税
」
を
主
な

財
源
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

技
術
的
基
盤
は
、
イ
ン
ス
ブ

ル
ッ
ク
のW

elco
m
e C

ard

と
同
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
活
用

し
て
い
る
。
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ

ク
と
同
様
、
現
場
に
は
一
定
の
事
務
負
担

が
生
じ
る
が
、
そ
の
代
わ
り
に
、
ゲ
ス
ト

の
属
性
情
報
（
性
別
、
年
齢
、
出
身
国
等
）

や
カ
ー
ド
利
用
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。
取
得
し
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ

　筆
者
は
、
観
光
文
化
2
6
6
号
「
観
光
客

の
動
態
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
」
の
特
集

5
「
欧
州
に
お
け
る
『
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
』
の

展
開
と
デ
ー
タ
取
得
」
に
お
い
て
、
欧
州
の

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
広
く
普
及
し
て
い

る
「
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」
に
つ
い
て
概
観
し
た
。

ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
、
特
定
の
地
域
に
一
定
泊

数
以
上
宿
泊
す
る
訪
問
者
に
対
し
、
無
料
で

提
供
さ
れ
る
カ
ー
ド
で
あ
り
、
滞
在
中
の
公

共
交
通
機
関
の
無
料
利
用
、
観
光
施
設
や
ア

ク
市
内
お
よ
び
周
辺
地
域
を
結
ぶ
バ
ス
・
ト

ラ
ム
な
ど
の
公
共
交
通
が
無
料
と
な
る
ほ

か
、
ガ
イ
ド
付
き
ハ
イ
キ
ン
グ
や
E
バ
イ
ク

ツ
ア
ー
、
屋
内
プ
ー
ル
等
の
観
光
施
設
の
割

引
等
が
提
供
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
3
泊
以
上

に
な
る
と
、
上
記
に
加
え
て
、
周
辺
の
主
要

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
、
ゴ
ン
ド
ラ
の
無
料
特
典
が

追
加
さ
れ
る
。
通
常
で
あ
れ
ば
高
額
と
な
る

山
岳
鉄
道
が
含
ま
れ
る
こ
と
で
、「
も
う
1

泊
す
れ
ば
山
に
無
料
で
登
れ
る
」
と
い
う
分

か
り
や
す
い
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
よ
る
、
宿

泊
日
数
の
延
伸
を
企
図
し
て
い
る
。

　カ
ー
ド
は
夏
版
と
冬
版
が
用
意
さ
れ
て
お

り
、
季
節
ご
と
に
特
典
内
容
や
提
携
施
設
が

調
整
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
紙
の
カ
ー
ド
に

加
え
、
専
用
ア
プ
リ
内
で
の
電
子
チ
ケ
ッ
ト

も
提
供
し
て
い
る
。

　な
お
、
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
で
は
、
こ
れ
と

は
別
に
有
料
の
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
「Innsbruck 

C
ard

」
も
展
開
し
て
お
り
、
日
帰
り
や
短

期
滞
在
者
向
け
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
提
供
も
な
さ

れ
て
い
る
。

　

W
elco

m
e C

ard

の
主
要
な
財
源
は
宿

泊
税
で
あ
る
。宿
泊
税
収
入
を
原
資
と
し
て
、

交
通
事
業
者
や
各
種
施
設
に
対
す
る
精
算
が

行
わ
れ
て
お
り
、「
宿
泊
税
が
あ
る
か
ら
こ

そ
成
り
立
つ
制
度
」
で
あ
る
。
技
術
的
基
盤

と
し
て
は
、
欧
州
の
大
手
観
光
I
T
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
企
業
が
提
供
す
る
宿
泊
予

約
・
台
帳
シ
ス
テ
ム
と
、
カ
ー
ド
発
行
・
認

証
シ
ス
テ
ム
が
連
携
し
て
い
る
。
宿
泊
施
設

側
は
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
（
事
前
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
を
含
む
）
に
ゲ
ス
ト
の
氏
名
、
生
年
月

日
、
滞
在
期
間
等
を
入
力
し
、W

elco
m
e 

C
ard

を
発
行
・
有
効
化
す
る
。
一
方
で
、

こ
の
よ
う
な
入
力
作
業
は
現
場
に
一
定
の
事

務
負
担
も
生
じ
さ
せ
て
い
る
。

　ま
た
、カ
ー
ド
発
行
に
よ
り
、性
別
、年
齢
、

出
身
国
と
い
っ
た
属
性
情
報
に
加
え
、
ど
の

特
典
が
い
つ
・
ど
の
程
度
利
用
さ
れ
て
い
る

か
と
い
っ
た
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。

D
M
O
は
こ
れ
ら
を
集
約
・
分
析
し
、
国
・

地
域
別
の
行
動
パ
タ
ー
ン
や
、
特
定
の
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
人
気
動
向

な
ど
を
把
握
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ

は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
施
策
の
精
緻
化
だ
け

で
な
く
、
公
共
交
通
事
業
者
と
の
運
賃
精
算

や
将
来
の
契
約
交
渉
の
基
礎
資
料
と
し
て
も

活
用
さ
れ
て
い
る
。

　サ
ン
ア
ン
ト
ン
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
屈
指

の
ウ
ィ
ン
タ
ー
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る
が
、
近
年

は
夏
季
の
ハ
イ
キ
ン
グ
や
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ

5
．お
わ
り
に

4
． エ

ン
ガ
デ
ィ
ン
：

デ
ジ
タ
ル・カ
ス
タ
マ
ー・

ジ
ャ
ー
ニ
ー

（
D
C
J
）戦
略
に

位
置
付
け
ら
れ
る

「M
ou
n
tain

R
ailw
ays

in
clu
d
ed

」

伝
統
的
な
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
か
ら

「
D
C
J
戦
略
」へ

公
式
予
約
サ
イ
ト
と

ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
一
体
化

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
割
引
ま
た
は
無
料
利
用
と

い
っ
た
特
典
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
前

述
の
同
稿
で
は
、
宿
泊
者
に
無
料
で
提
供
さ

れ
る
「
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」
と
有
料
販
売
型
の

「
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
」
を
区
別
し
つ
つ
、
欧
州

各
地
の
制
度
を
横
断
的
に
整
理
し
た
。

　本
稿
は
そ
の
「
具
体
編
」
と
し
て
、
2
0

2
5
年
秋
に
実
施
し
た
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト

リ
ア
視
察
時
の
D
M
O
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や

机
上
調
査
の
内
容
を
も
と
に
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
、
サ
ン
ア
ン
ト
ン
、

ス
イ
ス
の
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
地
域
と
い
う
3
つ

の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
を
取
り
上
げ
、
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
の
「
最
前
線
」
を
具
体
的
に
描
き
出

す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　こ
こ
で
本
稿
に
お
け
る
用
語
の
使
い
分

け
を
明
確
に
し
て
お
き
た
い
。
両
者
は
特

典
内
容
こ
そ
似
通
う
部
分
が
多
い
も
の
の
、

無
料
か
有
料
か
、
宿
泊
者
を
対
象
と
し
て

い
る
か
、
財
源
は
何
か
と
い
っ
た
点
で
性

格
が
異
な
る
。

　本
稿
で
対
象
と
す
る
の
は
、
前
者
、
す
な
わ

ち
宿
泊
と
連
動
し
た「
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」で
あ

る
。
以
降
、
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
の「W

elco
m
e 

C
ard

」、サ
ン
ア
ン
ト
ン
の「Sum

m
er C

ard

」、

サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
を
含
む
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
地
域

の
「M

o
u
n
tain

 R
ailw

ays in
clu

d
ed

」

の
3
事
例
を
順
に
見
て
い
き
た
い
。

　オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
チ
ロ
ル
州
の
州
都
で
あ

る
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
は
、
都
市
観
光
と
山
岳

リ
ゾ
ー
ト
が
融
合
し
た
世
界
的
な
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
と
し
て
「W

elco
m
e C

ard

」
を
展

開
し
て
い
る
。

　

W
elco

m
e C

ard

は
、
2
0
1
7
年
よ

り
展
開
し
て
お
り
、
そ
の
目
的
は
大
き
く
二

点
に
整
理
で
き
る
。
第
一
に
、
主
要
な
観
光

エ
リ
ア
で
あ
る
旧
市
街
に
集
中
し
が
ち
な
訪

問
客
の
流
れ
を
、
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
周
辺
地

域
へ
分
散
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
歴
史
都
市

と
し
て
の
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、

ア
ル
プ
ス
山
麓
の
村
々
や
高
原
の
ハ
イ
キ
ン

グ
エ
リ
ア
を
一
体
の
滞
在
空
間
と
し
て
体
験

し
て
も
ら
う
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。
第
二

に
、
マ
イ
カ
ー
に
よ
る
移
動
を
抑
制
し
、
公

共
交
通
と
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
利
用
を
促
進
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
脱
炭
素
に
寄
与
す
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
目
的
を
踏
ま
え
、

W
elco

m
e C

ard

は
単
な
る
特
典
の
寄
せ

集
め
で
は
な
く
、「
滞
在
日
数
の
延
長
」「
広

域
周
遊
」「
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
転
換
」
を
同
時
に

ね
ら
う
仕
組
み
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
。

　

W
elco

m
e C

ard

の
制
度
設
計
上
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
滞
在
日
数
に
応
じ
て
特
典
の
レ

ベ
ル
を
変
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、

2
泊
以
上
の
宿
泊
者
に
は
、
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
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図 1 オーストリア、スイスの基礎情報と観光の強度（Tourism intensity）

表 1 視察地の観光の強度（2024）

視
察
の

全
体
像
と

観
光
地マ
ネ
ジメン
ト
の

基
盤
強
化

2
2

観
光
研
究
部 

主
任
研
究
員

後
藤
健
太
郎

　本
稿
で
は
、
特
集
2
―
❶
で
取
り
上
げ
た

ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
実
装
の
背
景
に
あ
る
観
光
地

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
同
特

集
で
江
﨑
が
述
べ
る
「
自
地
域
ら
し
い
滞
在

の
か
た
ち
」
を
支
え
る
制
度
や
シ
ス
テ
ム
を

実
装
し
、
継
続
的
に
投
資
・
改
善
を
行
う
た

め
に
は
、
そ
の
た
め
の
活
動
基
盤
の
強
化
が

欠
か
せ
な
い
。
今
回
視
察
し
た
オ
ー
ス
ト
リ

ア
、
ス
イ
ス
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
の
観
光
地

て
い
る
。
長
年
、
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
・
サ
ン
モ

リ
ッ
ツ
観
光
株
式
会
社
と
し
て
一
つ
の
組
織

の
中
で
デ
ュ
ア
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
（
2
つ

の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
並
行
し
て
管
理
・
運
用

す
る
戦
略
）〈
注
１
〉
を
掲
げ
て
取
り
組
ん
で

き
た
が
、
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
は
2
0
2
4
年
よ

り
組
織
と
し
て
は
分
離
独
立
（
サ
ン
モ
リ
ッ

ツ
観
光
株
式
会
社
）
し
つ
つ
、
事
業
を
一
部

協
働
し
て
い
る
。
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
地
域
の
主

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
か
ら
得
る
日
本
へ
の
示
唆

は
主
に
2
点
で
あ
る
（
視
察
地
全
て
に
共
通

す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
予
め
お
断
り
し

て
お
く
）。

　本
題
に
入
る
前
に
、
今
回
視
察
し
た
地
域

の
概
要
を
示
す
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
ス
イ
ス

要
な
地
域
は
、
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
と
ポ
ン
ト
レ

ジ
ー
ナ
で
あ
る
。
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
は
、
人
口

は
約
5
2
0
0
人
、
年
間
宿
泊
数
は
約
75
万

泊
で
あ
る
。
ス
イ
ス
を
代
表
す
る
国
際
的
な

高
級
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
知
ら
れ
、
国
内
外
か

ら
観
光
客
が
訪
れ
る
。
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
開
催
し
た
歴
史
を
持
ち
、
湖
畔
の
街
並
み

や
高
級
ホ
テ
ル
群
が
国
際
的
な
ブ
ラ
ン
ド
力

を
形
成
し
て
い
る
。
冬
季
は
ス
キ
ー
や
ス

は
い
ず
れ
も
連
邦
制
を
採
り
、
分
権
度
合
に

違
い
は
あ
る
も
の
の
、
州
と
自
治
体
の
自
治

権
が
強
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
面
積
は
日
本

よ
り
小
さ
い
が
、
自
治
体
数
は
そ
れ
ぞ
れ

2
0
0
0
を
超
え
る
【
図
1
】。
今
回
訪
問

し
た
地
域
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
イ
ン
ス
ブ

ル
ッ
ク
、
サ
ン
ア
ン
ト
ン
、
ス
イ
ス
の
エ
ン

ガ
デ
ィ
ン
（
そ
の
う
ち
主
に
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ

と
ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ
）
の
3
地
域
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
欧
州
を
代
表
す
る
山
岳
リ
ゾ
ー
ト

と
し
て
知
ら
れ
る
。

　イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
地
域
で
は
、
イ
ン
ス
ブ

ル
ッ
ク
観
光
協
会
が
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
市

（
チ
ロ
ル
州
の
州
都
）
お
よ
び
周
辺
40
自
治

体
の
圏
域
を
管
轄
し
て
い
る
。
対
象
地
域
の

人
口
は
約
30
万
人
、
年
間
宿
泊
数
は
約

3
5
0
万
泊
で
あ
る
。
冬
季
の
ス
キ
ー
客
と

夏
季
の
ハ
イ
キ
ン
グ
客
が
大
半
を
占
め
る
。

主
な
観
光
資
源
と
し
て
は
、
旧
市
街
の
黄
金

の
小
屋
根
や
イ
ン
川
沿
い
の
街
並
み

【
写
真
1
】、
ノ
ル
ト
ケ
ッ
テ
連
峰
展
望
台
か

ら
の
ア
ル
プ
ス
の
絶
景
、
さ
ら
に
冬
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
地
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

群
（
ジ
ャ
ン
プ
台
等
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
文

化
遺
産
と
自
然
景
観
が
融
合
し
た
都
市
で
あ

り
、
同
協
会
は
都
市
観
光
と
山
岳
リ
ゾ
ー
ト

を
一
体
的
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る
。

　サ
ン
ア
ン
ト
ン
地
域
で
は
、
サ
ン
ア
ン
ト

ノ
ー
ボ
ー
ド
、
夏
季
は
ハ
イ
キ
ン
グ
や
セ
ー

リ
ン
グ
、
文
化
イ
ベ
ン
ト
な
ど
四
季
を
通
じ

て
多
彩
な
観
光
資
源
を
提
供
し
て
い
る
。
ポ

ン
ト
レ
ジ
ー
ナ
は
、
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
近
郊
に

位
置
す
る
。
人
口
は
約
1
9
0
0
人
、
年
間

宿
泊
数
は
55
万
泊
前
後
で
あ
る
。
ベ
ル
ニ
ナ

山
群
と
氷
河
観
光
の
拠
点
と
し
て
知
ら
れ

る
。
同
地
域
の
観
光
は
、
ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ

観
光
局
が
担
っ
て
い
る
。
夏
季
の
宿
泊
数
が

伸
び
て
お
り
、
年
間
宿
泊
数
に
占
め
る
割
合

も
以
前
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
。

　い
ず
れ
の
地
域
も
E
U
観
光
ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
で
確
認
す
る
限
り
、観
光
の
強
度（
＝

宿
泊
日
数
／
居
住
人
口
）
は
比
較
的
高
い
水

準
に
あ
る
【
図
１
、
表
1
】。
以
降
で
は
、
こ

れ
ら
地
域
で
の
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
踏

ま
え
、
二
つ
の
テ
ー
マ
に
絞
っ
て
概
説
す
る
。

　観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
持
続
的
に
支
え

る
た
め
に
は
、
独
自
財
源
を
確
保
し
、
そ
れ

を
活
か
し
得
る
制
度
的
枠
組
み
を
整
備
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
主
と
し

て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
チ
ロ
ル
州
の
仕
組
み
を

概
観
す
る
。
同
国
で
は
、
各
州
に
よ
っ
て
観

ン
・
ア
ム
・
ア
ー
ル
ベ
ル
ク
観
光
協
会
が
チ

ロ
ル
州
の
サ
ン
ア
ン
ト
ン
村
を
中
心
と
す
る

周
辺
地
域
を
管
轄
し
て
い
る
。
年
間
宿
泊
数

は
約
1
4
0
万
泊
に
達
し
、
冬
季
に
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
屈
指
の
ス
キ
ー
エ
リ
ア
と
し
て
国
際

的
な
観
光
客
を
集
め
る
。
計
3
0
0
㎞
以
上

の
ゲ
レ
ン
デ
と
豊
富
な
コ
ー
ス
を
備
え
、
ア

ル
ペ
ン
ス
キ
ー
世
界
選
手
権
も
開
催
さ
れ

た
。
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
発
祥
地
と
し
て
も
知

ら
れ
、
夏
季
は
登
山
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
拠

点
と
な
る
。

　エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
地
域
（
グ
ラ
ウ
ビ
ュ
ン
デ

ン
州
）
は
、
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
観
光
株
式
会
社

が
主
に
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
観
光
サ
ー
ビ
ス

の
開
発
・
提
供
、デ
ジ
タ
ル
対
応
な
ど
を
担
っ

光
財
源
確
保
の
仕
組
み
は
異
な
る
（
現
在
、

移
行
期
に
あ
る
地
域
も
幾
つ
か
確
認
さ
れ

る
）。
な
お
、
サ
ン
ア
ン
ト
ン
村
に
近
接
す

る
レ
ッ
ヒ
村
（
高
級
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
）
を

擁
す
る
フ
ォ
ア
ア
ー
ル
ベ
ル
ク
州
の
観
光
税

制
度
に
つ
い
て
は
、
江
﨑（2024b
）
を
参

照
さ
れ
た
い
。

　チ
ロ
ル
州
で
は
、
観
光
法
と
宿
泊
税
法
を

相
互
一
体
的
に
運
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
観

光
協
会
（
T
V
B
）
が
直
接
的
に
財
源
を
徴

収
、
管
理
し
、
事
業
を
企
画
・
実
施
で
き
る

枠
組
み
を
構
築
し
て
い
る
【
図
2
】。

　観
光
法
は
、
T
V
B
を
公
的
法
人
と
し
て

位
置
付
け
、
活
動
地
域
内
の
観
光
関
連
事
業

者
か
ら
義
務
的
拠
出
金
を
徴
収
す
る
仕
組
み

を
規
定
す
る
（
同
拠
出
金
は
1
9
2
7
年
に

導
入
、
観
光
へ
の
貢
献
度
に
応
じ
た
等
級
あ

り
）。
宿
泊
税
法
は
、
1
人
1
泊
あ
た
り
の

税
率
の
範
囲
を
定
め
た
上
で
（
1
〜
5
ユ
ー

ロ
の
範
囲
）、
T
V
B
が
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
て
税
率
案
を
提
案
し
、
州
政
府
の
承
認

を
得
て
設
定
す
る
仕
組
み
を
定
め
る
。
宿
泊

者
か
ら
徴
収
さ
れ
た
宿
泊
税
は
義
務
的
拠
出

金
と
同
じ
く
T
V
B
に
納
付
さ
れ
、
T
V
B

が
管
理
す
る
。
T
V
B
は
毎
年
、
年
間
の
宿

泊
税
収
を
州
政
府
に
報
告
し
、
州
政
府
は
そ

の
額
を
割
り
当
て
た
も
の
と
し
て
承
認
す
る

形
式
を
採
る
。
こ
う
し
た
制
度
的
枠
組
み
が

あ
る
た
め
、
T
V
B
は
戦
略
的
な
観
光
投
資

が
可
能
と
な
る
。
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
市（
自

治
体
）は
、「
将
来
計
画
2
0
2
4
‐
2
0
3

0
年
」
に
お
い
て
、
文
化
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
分

野
へ
の
投
資
拡
大
の
た
め
、
T
V
B
（
イ
ン

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
巻
く
高
密
度
な
体

験
は
、
滞
在
期
間
の
延
長
に
つ
な
が
る
と
い

う
考
え
が
主
軸
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
現

在
は
、
そ
の
体
験
価
値
の
向
上
を
中
核
的
な

取
組
と
し
つ
つ
も
、
地
域
住
民
に
重
心
を
シ

フ
ト
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
イ
ン
ス
ブ

ル
ッ
ク
観
光
協
会
の
地
域
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
一

人
は
「
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
地
域
は
、
こ
こ
に

住
み
、働
き
、訪
れ
る
す
べ
て
の
人
々
に
と
っ

て
の
、
発
展
の
た
め
の
共
有
空
間
で
あ
る
」

（L
o
m
sky, 2

0
2
5

）
と
述
べ
る
。

　こ
う
し
た
潮
流
は
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
に

限
ら
ず
、
他
都
市
（
リ
ン
ツ
、
ウ
ィ
ー
ン
）

で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
記
事
で
は
、

都
市
観
光
に
お
け
る
価
値
観
の
転
換
を
次

の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

「
3
都
市
に
お
い
て
同
様
の
ア
プ
ロ
ー
チ

に
よ
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
顕
著
に

見
ら
れ
る
。
観
光
客
と
住
民
を
区
別
す

る
考
え
方
は
時
代
遅
れ
で
あ
り
共
有
生

活
空
間
に
お
け
る
調
和
の
と
れ
た
共
存

と
そ
の
質
の
向
上
に
重
点
が
置
か
れ
て

い
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
観
光
の
受
容

が
安
定
と
成
長
の
た
め
の
重
要
な
前
提

条
件
と
な
る
。」（R

endl, 2025

）

　イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
観
光
協
会
は
、
ミ
ッ

シ
ョ
ン
及
び
戦
略
を
具
体
化
す
る
た
め
、
地

域
全
体
を
六
つ
の
体
験
型
ゾ
ー
ン
と
し
て
再

ス
ブ
ル
ッ
ク
観
光
協

会
）
に
対
す
る
宿
泊

税
増
額
の
要
望
を
明

記
し
て
い
る
。
実
際

に
、イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク

地
域
で
は
2
0
2
5

年
に
税
率
を
1
泊
2

ユ
ー
ロ
か
ら
3
ユ
ー

ロ
へ
、2
0
2
6
年

に
は
4
ユ
ー
ロ
へ
と

段
階
的
に
引
き
上
げ

る
予
定
で
あ
り
、
サ

ン
ア
ン
ト
ン
地
域
で

は
2
0
2
3
年
に
上

限
で
あ
る
5
ユ
ー
ロ

へ
と
引
き
上
げ
ら
れ

た
。
チ
ロ
ル
州
全
体

で
は
、
2
0
2
4
年

に
最
低
税
額
を
1

ユ
ー
ロ
か
ら
2
・
6

ユ
ー
ロ
へ
と
引
き
上

げ
る
決
定
が
な
さ
れ
、
半
年
の
移
行
期
間
を

経
て
、
各
地
域
で
変
更
が
行
わ
れ
た
。
こ
う

し
た
税
率
の
変
更
は
、
強
固
な
財
政
基
盤
の

確
立
を
意
図
し
て
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
、
持

続
的
な
価
値
創
造
と
競
争
力
強
化
に
資
す
る

戦
略
的
投
資
を
行
う
た
め
に
で
あ
る
。

編
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
活
か
し
た
価
値

創
出
を
進
め
て
い
る
。
各
地
域
で
シ
グ
ネ

チ
ャ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ
を
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
商

品
と
し
て
展
開
し
、
自
然
環
境
の
持
続
的
な

保
護
と
体
験
の
質
の
向
上
を
図
る
。
今
後
10

年
間
で
は
、
こ
の
品
質
向
上
施
策
に
総
額

2
5
0
0
万
ユ
ー
ロ
を
投
資
す
る
予
定
で
あ

る
。
ま
た
、
州
や
自
治
体
と
の
共
同
の
も
と
、

地
域
住
民
と
ゲ
ス
ト
の
双
方
に
魅
力
的
な
レ

ジ
ャ
ー
と
ウ
ェ
ル
ネ
ス
の
場
の
創
出
に
取
り

組
む
。
新
た
な
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
や
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
の
標
識
、
プ
ー
ル
な
ど
、
住
民
と

来
訪
者
双
方
が
利
用
で
き
る
施
設
を
整
備
す

る
こ
と
で
、
地
域
の
生
活
の
質
を
高
め
、
観

光
を
地
域
社
会
と
共
有
す
る
価
値
あ
る
も
の

と
し
て
発
展
（
昇
華
）
さ
せ
て
い
る
。

　ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ
は
、
観
光
客
と
住
民
の

共
存
に
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
の
一
つ

で
あ
る
【
写
真
2
】。
2
0
1
9
年
に
就
任
し

た
ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ
観
光
局
〈
注
3
〉
の
マ

ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
次
の
よ
う
に

述
べ
る
。

「
自
治
体
の
観
光
部
門
の
主
な
任
務
は
、

（
中
略
）「
観
光
サ
ー
ビ
ス
と
公
共
空
間〔
観

　観
光
客
の
増
加
が
続
く
な
か
で
は
、
観
光

客
と
地
域
社
会
と
の
持
続
的
な
共
存
が
重
要

な
課
題
と
な
る
。
今
回
の
視
察
地
域
は
表
1

に
示
す
と
お
り
観
光
の
強
度
が
比
較
的
高
い

も
の
の
、
現
時
点
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

が
顕
在
化
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の

取
組
か
ら
垣
間
見
え
る
の
は
、
観
光
客
を
主

に
生
活
環
境
へ
の
「
制
約
や
負
担
の
源
」
と

捉
え
る
姿
勢
で
は
な
く
、
ゲ
ス
ト
と
地
域
社

会
と
の
「
共
創
」
に
重
心
を
置
く
姿
勢
で
あ

る
。
そ
の
姿
勢
は
、
観
光
客
と
住
民
の
ニ
ー

ズ
を
せ
め
ぎ
合
う
ゼ
ロ
サ
ム
ゲ
ー
ム
と
し
て

対
立
的
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
双
方
が
利

益
を
享
受
し
得
る
互
恵
関
係
を
構
築
す
る
こ

と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
観

光
客
の
利
用
を
想
定
し
て
整
備
さ
れ
る
交
通

手
段
や
レ
ジ
ャ
ー
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
関
連
の
イ

ン
フ
ラ
や
施
設
が
、
住
民
の
生
活
の
質
を
向

上
さ
せ
る
「
観
光
の
正
の
外
部
性
」
と
し
て

作
用
し
、
結
果
と
し
て
「
共
有
地
」
を
創
出

す
る
こ
と
で
あ
る
。
公
共
財
の
共
用
／
共
創

を
通
じ
、
観
光
と
地
域
社
会
が
と
も
に
豊
か

光
コ
モ
ン
ズ
（
観
光
共
有
地
）〕
の
積
極
的

な
構
築
に
あ
る
」（M

aissen
, 2

0
1
9

）

　ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ
で
は
、
2
0
1
0
年
に

自
治
体
と
観
光
・
貿
易
・
商
業
の
代
表
者
が

サ
ー
ビ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
や
住
民
と
と
も
に
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
を
開
始
た
。
地
域
の
魅
力
を
真

に
活
か
す
た
め
に
内
向
き
の
姿
勢
を
強
く
打

ち
出
し
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。
ま
ず
「
観
光

共
同
体
と
し
て
の
共
有
価
値
」
を
定
め
、「
上

質
」
と
い
う
言
葉
に
焦
点
を
当
て
、「
上
質

な
ア
ル
プ
ス
の
洗
練
さ
れ
た
喜
び
」
を
ゲ
ス

ト
と
地
元
住
民
の
両
方
に
伝
え
る
目
標
を

掲
げ
た
。
観
光
客
が
享
受
す
る
上
質
な
体

験
が
、
同
時
に
地
域
住
民
の
生
活
の
利
便

性
や
豊
か
さ
、
誇
り
に
つ
な
が
る
よ
う
、

こ
れ
ま
で
住
民
向
け
の
宿
泊
体
験
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
雇
用
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。こ
う
し
た
施
策
は
、

地
元
の
人
々
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
自
地

域
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
に
関
心
を
持
ち
、「
上

質
な
ア
ル
プ
ス
の
洗
練
さ
れ
た
喜
び
」
を
自

ら
体
感
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。

　一
方
で
、
ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ
が
「
観
光
共

有
地
」
と
い
う
理
念
を
掲
げ
る
背
景
に
は
、

リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
上
質
な
体
験
を
提
供
す

る
上
で
の
新
た
な
課
題
が
浮
上
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ
で
は
、
連
邦

政
府
の
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
法
（
2
0
1
6
年

に
な
る
「
観
光
コ
モ
ン
ズ
」
の
形
成
が
模
索
さ

れ
て
い
る
。
観
光
の
成
長
を
地
域
社
会
の
豊

か
さ
へ
と
結
び
つ
け
る
可
能
性
の
あ
る
戦
略

的
な
投
資
は
、
近
年
の
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
お
け
る
重
要
な
視
点
で
あ
る
（
先
述
の

公
的
な
仕
組
み
で
徴
収
さ
れ
る
財
源
の
、
妥

当
性
の
あ
る
使
い
道
に
つ
い
て
は
、
江
﨑

（2024a

）を
参
照
）。

　イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
観
光
協
会
は
、
近
年
策

定
し
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
2
0
2
3
年
）
お
よ
び

観
光
戦
略
2
0
3
0
（
2
0
2
4
年
）
に
お

い
て
、
そ
の
焦
点
を
地
域
住
民
へ
と
明
確
に

拡
大
し
た
。
新
戦
略
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る 
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R
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（
原
文
に
基
づ
き
一
部
細
字
）
は
、「
地
域
の

体
験
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
み

や
す
い
場
所
を
実
現
す
る
」
こ
と
を
謳
っ
て

い
る
〈
注
2
〉。
そ
の
背
後
に
は
、「
観
光
は

地
域
を
よ
り
良
く
す
る
力
を
も
つ
」
と
い
う

確
固
た
る
理
念
が
あ
る
。

　旧
戦
略
2
0
1
7
‐
2
0
2
2
（
2
0
1

6
年
策
定
）
で
は
、
ゲ
ス
ト
起
点
で
市
周
辺

を
含
む
地
域
で
の
包
括
的
な
「
イ
ン
ス
ブ

ル
ッ
ク
ブ
ラ
ン
ド
」
の
構
築
を
目
指
し
て
い

た
。
そ
れ
は
強
固
な
地
位
を
築
い
た
デ
ス

施
行
、
2
0
2
4
年
改
正
）
や
州
空
間
計
画

な
ど
の
影
響
も
あ
り
（
詳
細
は
本
稿
で
は
省

略
）、
住
民
や
従
業
員
の
住
宅
確
保
が
困
難

と
な
り
社
会
基
盤
が
揺
ら
い
で
い
る
。

　こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
自
治
体
は

詳
細
な
住
宅
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
2
0

2
4
年
に
は
市
街
中
心
部
の
あ
る
区
画
を
購

入
し
て
住
民
向
け
の
ア
パ
ー
ト
建
設
を
決
定

す
る
な
ど
、
具
体
的
な
行
動
に
乗
り
出
し
て

い
る
。
並
行
し
て
2
0
2
3
年
に
問
題
解
決

の
た
め
に
新
た
な
住
宅
財
団
を
設
立
し
た
。

同
財
団
の
理
事
長
は
、次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
こ
の
問
題
は
村
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。
学
校
の
ク
ラ
ス
は
縮
小
し
、

家
族
は
減
少
し
、経
済
も
低
迷
し
て
い
る
。

従
業
員
が
住
居
を
見
つ
け
ら
れ
な
け
れ

ば
、
募
集
の
職
は
残
り
、
企
業
は
注
文

を
断
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
サ
ー
ビ

ス
提
供
者
は
提
供
内
容
を
縮
小
せ
ざ
る

を
得
な
い
。」（F

lu
ry, 2

0
2
5

）

　「
上
質
な
ア
ル
プ
ス
の
洗
練
さ
れ
た
喜
び
」

を
訪
れ
る
人
々
に
届
け
る
た
め
に
は
、
サ
ー

ビ
ス
を
担
う
地
域
住
民
や
従
業
員
自
身
が
、

地
域
で
安
定
し
て
豊
か
に
暮
ら
せ
る
環
境
が

不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、
ポ
ン

ト
レ
ジ
ー
ナ
は
、
観
光
と
地
域
社
会
の
持
続

的
な
共
存
を
実
現
す
る
た
め
の
基
盤
整
備
を

進
め
て
い
る
。

　今
回
の
視
察
先
と
文
献
調
査
を
通
じ
て

見
え
て
き
た
の
は
、
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
基
盤
を
成
す
二
つ
の
柱
で
あ
る
。

　第
一
は
、
地
域
観
光
協
会
の
公
定
化
と
独

自
財
源
の
確
保
を
軸
と
す
る
、
長
期
的
で
安

定
し
た
制
度
基
盤
の
整
備
で
あ
る
。例
え
ば
、

チ
ロ
ル
州
の
よ
う
に
、
観
光
法
と
宿
泊
税
法

を
一
体
的
に
運
用
し
、
地
域
観
光
協
会
が
使

命
を
果
た
す
た
め
の
財
源
と
権
限
を
明
確
に

位
置
づ
け
る
こ
と
は
、
観
光
地
の
自
律
的
発

展
を
支
え
る
前
提
と
も
言
え
る
。
制
度
が
安

定
し
、
財
源
が
持
続
的
に
確
保
さ
れ
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
地
域
は
長
期
的
視
点
に
立
っ
た

事
業
投
資
や
、
観
光
戦
略
の
精
緻
な
設
計
に

踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　第
二
は
、
観
光
客
と
地
域
社
会
が
公
共

財
を
共
に
享
受
し
共
に
育
む
と
い
う
、「
観

光
コ
モ
ン
ズ
」
の
形
成
に
向
け
た
近
年
の
潮

流
で
あ
る
。
欧
州
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
は
、

観
光
客
を
単
な
る
需
要
の
担
い
手
や
負
担

の
原
因
と
し
て
捉
え
る
で
は
な
く
、
地
域

の
価
値
を
と
も
に
高
め
る
存
在
と
し
て
捉

え
、
ゲ
ス
ト
と
住
民
の
双
方
に
資
す
る
サ
ー

ビ
ス
・
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

そ
こ
に
は
、
観
光
体
験
の
充
実
と
地
域
住

民
の
生
活
の
質
の
向
上
を
同
時
に
追
求
す

る
と
い
う
、
新
た
な
観
光
地
経
営
の
パ
ラ

ダ
イ
ム
が
見
て
取
れ
る
。

　そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
視
点
は
、
決
し
て

別
個
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
。
制
度
と

財
源
と
い
う
長
期
の
土
台
の
上
に
こ
そ
、「
滞

在
デ
ザ
イ
ン
（
自
地
域
ら
し
い
滞
在
の
か
た

ち
）」
と
「
共
創
」
の
実
践
は
持
続
可
能
な
形

で
根
づ
く
。
観
光
は
、
地
域
経
済
の
成
長
だ

け
で
な
く
、
文
化
や
環
境
の
継
承
、
住
民
の

誇
り
や
幸
福
感
の
醸
成
を
も
た
ら
す
共
通
手

段
で
あ
り
う
る
。
欧
州
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
の
戦

略
は
、
観
光
客
と
住
民
の
共
存
／
共
創
を
核

と
し
た
地
域
づ
く
り
と
し
て
の
観
光
地
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
、「
次
の
標
準
」
と
な
り
つ
つ

あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
日
本
の
観
光

地
は
、
観
光
を
「
地
域
社
会
の
価
値
を
高
め

る
共
創
に
資
す
る
存
在
」と
し
て
捉
え
直
し
、

「
制
度
基
盤
の
強
化
」
と
「
共
創
型
の
取
り
組

み
」
を
両
輪
と
し
た
、
地
域
の
将
来
像
に
根

ざ
し
た
観
光
の
あ
り
方
を
再
構
築
す
べ
き
時

期
に
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
観
光
客
が
途
絶
え

た
時
の
状
況
を
冷
静
に
振
り
返
り
、
観
光
が

地
域
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
や
文
化
施
設
等
の
維

持
に
果
た
し
て
き
た
役
割
や
、
観
光
協
会
の

公
的
存
在
意
義
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
ま
ず

重
要
で
あ
る
。
共
創
に
よ
っ
て
築
か
れ
享
受

さ
れ
て
き
た
価
値
に
気
づ
き
、
長
期
的
視
座

で
持
続
可
能
な
観
光
共
同
体
の
姿
を
描
く
こ

と
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
。

組
織
の
公
定
化
と

独
自
財
源
確
保
の

仕
組
み
と
の
連
動

テ
ー
マ
…
1

観
光
客
と
の
公
共
財
の

共
用
／
共
創
に
よ
る

観
光
コ
モ
ン
ズ
の
形
成

テ
ー
マ
…
2

2
．組
織
の
公
定
化
と

独
自
財
源
確
保
の

仕
組
み
と
の
連
動

1
．は
じ
め
に
‒

視
察
地
の
概
要

●
チ
ロ
ル
州

出典：European Unionの統計データEurostat（https://ec.europa.eu/eurostat/en/）及び
European CommissionのEU Tourism Dashboard（https://tourism-dashboard.ec.euro-
pa.eu/?lng=en&ctx=tourism）等より筆者作成

出典： European CommissionのEU Tourism Dashboardより筆者作成

チロル州
対象地域 観光の強度

ス
イ
ス

オ
ー
ス
ト
リ
ア

インスブルック地域（インスブルック市を含む）

チロル・オーバーランド地域（サンアントンを含む）

グラウビュンデン州（エンガディン地域を含む）

50.64

20.03

113.43

42.95

【
写
真
1
】旧
市
街
と
イ
ン
川
沿
い
の
街
並
み

‒❷ 視察の全体像と観光地マネジメントの基盤強化2
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2
2
2
2
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2
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2
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2
22
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図 1 オーストリア、スイスの基礎情報と観光の強度（Tourism intensity）

表 1 視察地の観光の強度（2024）

視
察
の

全
体
像
と

観
光
地マ
ネ
ジメン
ト
の

基
盤
強
化

2
2

観
光
研
究
部 

主
任
研
究
員

後
藤
健
太
郎

　本
稿
で
は
、
特
集
2
―
❶
で
取
り
上
げ
た

ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
実
装
の
背
景
に
あ
る
観
光
地

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
同
特

集
で
江
﨑
が
述
べ
る
「
自
地
域
ら
し
い
滞
在

の
か
た
ち
」
を
支
え
る
制
度
や
シ
ス
テ
ム
を

実
装
し
、
継
続
的
に
投
資
・
改
善
を
行
う
た

め
に
は
、
そ
の
た
め
の
活
動
基
盤
の
強
化
が

欠
か
せ
な
い
。
今
回
視
察
し
た
オ
ー
ス
ト
リ

ア
、
ス
イ
ス
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
の
観
光
地

て
い
る
。
長
年
、
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
・
サ
ン
モ

リ
ッ
ツ
観
光
株
式
会
社
と
し
て
一
つ
の
組
織

の
中
で
デ
ュ
ア
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
（
2
つ

の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
並
行
し
て
管
理
・
運
用

す
る
戦
略
）〈
注
１
〉
を
掲
げ
て
取
り
組
ん
で

き
た
が
、
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
は
2
0
2
4
年
よ

り
組
織
と
し
て
は
分
離
独
立
（
サ
ン
モ
リ
ッ

ツ
観
光
株
式
会
社
）
し
つ
つ
、
事
業
を
一
部

協
働
し
て
い
る
。
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
地
域
の
主

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
か
ら
得
る
日
本
へ
の
示
唆

は
主
に
2
点
で
あ
る
（
視
察
地
全
て
に
共
通

す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
予
め
お
断
り
し

て
お
く
）。

　本
題
に
入
る
前
に
、
今
回
視
察
し
た
地
域

の
概
要
を
示
す
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
ス
イ
ス

要
な
地
域
は
、
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
と
ポ
ン
ト
レ

ジ
ー
ナ
で
あ
る
。
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
は
、
人
口

は
約
5
2
0
0
人
、
年
間
宿
泊
数
は
約
75
万

泊
で
あ
る
。
ス
イ
ス
を
代
表
す
る
国
際
的
な

高
級
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
知
ら
れ
、
国
内
外
か

ら
観
光
客
が
訪
れ
る
。
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
開
催
し
た
歴
史
を
持
ち
、
湖
畔
の
街
並
み

や
高
級
ホ
テ
ル
群
が
国
際
的
な
ブ
ラ
ン
ド
力

を
形
成
し
て
い
る
。
冬
季
は
ス
キ
ー
や
ス

は
い
ず
れ
も
連
邦
制
を
採
り
、
分
権
度
合
に

違
い
は
あ
る
も
の
の
、
州
と
自
治
体
の
自
治

権
が
強
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
面
積
は
日
本

よ
り
小
さ
い
が
、
自
治
体
数
は
そ
れ
ぞ
れ

2
0
0
0
を
超
え
る
【
図
1
】。
今
回
訪
問

し
た
地
域
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
イ
ン
ス
ブ

ル
ッ
ク
、
サ
ン
ア
ン
ト
ン
、
ス
イ
ス
の
エ
ン

ガ
デ
ィ
ン
（
そ
の
う
ち
主
に
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ

と
ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ
）
の
3
地
域
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
欧
州
を
代
表
す
る
山
岳
リ
ゾ
ー
ト

と
し
て
知
ら
れ
る
。

　イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
地
域
で
は
、
イ
ン
ス
ブ

ル
ッ
ク
観
光
協
会
が
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
市

（
チ
ロ
ル
州
の
州
都
）
お
よ
び
周
辺
40
自
治

体
の
圏
域
を
管
轄
し
て
い
る
。
対
象
地
域
の

人
口
は
約
30
万
人
、
年
間
宿
泊
数
は
約

3
5
0
万
泊
で
あ
る
。
冬
季
の
ス
キ
ー
客
と

夏
季
の
ハ
イ
キ
ン
グ
客
が
大
半
を
占
め
る
。

主
な
観
光
資
源
と
し
て
は
、
旧
市
街
の
黄
金

の
小
屋
根
や
イ
ン
川
沿
い
の
街
並
み

【
写
真
1
】、
ノ
ル
ト
ケ
ッ
テ
連
峰
展
望
台
か

ら
の
ア
ル
プ
ス
の
絶
景
、
さ
ら
に
冬
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
地
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

群
（
ジ
ャ
ン
プ
台
等
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
文

化
遺
産
と
自
然
景
観
が
融
合
し
た
都
市
で
あ

り
、
同
協
会
は
都
市
観
光
と
山
岳
リ
ゾ
ー
ト

を
一
体
的
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る
。

　サ
ン
ア
ン
ト
ン
地
域
で
は
、
サ
ン
ア
ン
ト

ノ
ー
ボ
ー
ド
、
夏
季
は
ハ
イ
キ
ン
グ
や
セ
ー

リ
ン
グ
、
文
化
イ
ベ
ン
ト
な
ど
四
季
を
通
じ

て
多
彩
な
観
光
資
源
を
提
供
し
て
い
る
。
ポ

ン
ト
レ
ジ
ー
ナ
は
、
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
近
郊
に

位
置
す
る
。
人
口
は
約
1
9
0
0
人
、
年
間

宿
泊
数
は
55
万
泊
前
後
で
あ
る
。
ベ
ル
ニ
ナ

山
群
と
氷
河
観
光
の
拠
点
と
し
て
知
ら
れ

る
。
同
地
域
の
観
光
は
、
ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ

観
光
局
が
担
っ
て
い
る
。
夏
季
の
宿
泊
数
が

伸
び
て
お
り
、
年
間
宿
泊
数
に
占
め
る
割
合

も
以
前
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
。

　い
ず
れ
の
地
域
も
E
U
観
光
ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
で
確
認
す
る
限
り
、観
光
の
強
度（
＝

宿
泊
日
数
／
居
住
人
口
）
は
比
較
的
高
い
水

準
に
あ
る
【
図
１
、
表
1
】。
以
降
で
は
、
こ

れ
ら
地
域
で
の
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
踏

ま
え
、
二
つ
の
テ
ー
マ
に
絞
っ
て
概
説
す
る
。

　観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
持
続
的
に
支
え

る
た
め
に
は
、
独
自
財
源
を
確
保
し
、
そ
れ

を
活
か
し
得
る
制
度
的
枠
組
み
を
整
備
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
主
と
し

て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
チ
ロ
ル
州
の
仕
組
み
を

概
観
す
る
。
同
国
で
は
、
各
州
に
よ
っ
て
観

ン
・
ア
ム
・
ア
ー
ル
ベ
ル
ク
観
光
協
会
が
チ

ロ
ル
州
の
サ
ン
ア
ン
ト
ン
村
を
中
心
と
す
る

周
辺
地
域
を
管
轄
し
て
い
る
。
年
間
宿
泊
数

は
約
1
4
0
万
泊
に
達
し
、
冬
季
に
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
屈
指
の
ス
キ
ー
エ
リ
ア
と
し
て
国
際

的
な
観
光
客
を
集
め
る
。
計
3
0
0
㎞
以
上

の
ゲ
レ
ン
デ
と
豊
富
な
コ
ー
ス
を
備
え
、
ア

ル
ペ
ン
ス
キ
ー
世
界
選
手
権
も
開
催
さ
れ

た
。
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
発
祥
地
と
し
て
も
知

ら
れ
、
夏
季
は
登
山
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
拠

点
と
な
る
。

　エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
地
域
（
グ
ラ
ウ
ビ
ュ
ン
デ

ン
州
）
は
、
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
観
光
株
式
会
社

が
主
に
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
観
光
サ
ー
ビ
ス

の
開
発
・
提
供
、デ
ジ
タ
ル
対
応
な
ど
を
担
っ

光
財
源
確
保
の
仕
組
み
は
異
な
る
（
現
在
、

移
行
期
に
あ
る
地
域
も
幾
つ
か
確
認
さ
れ

る
）。
な
お
、
サ
ン
ア
ン
ト
ン
村
に
近
接
す

る
レ
ッ
ヒ
村
（
高
級
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
）
を

擁
す
る
フ
ォ
ア
ア
ー
ル
ベ
ル
ク
州
の
観
光
税

制
度
に
つ
い
て
は
、
江
﨑（2024b

）
を
参

照
さ
れ
た
い
。

　チ
ロ
ル
州
で
は
、
観
光
法
と
宿
泊
税
法
を

相
互
一
体
的
に
運
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
観

光
協
会
（
T
V
B
）
が
直
接
的
に
財
源
を
徴

収
、
管
理
し
、
事
業
を
企
画
・
実
施
で
き
る

枠
組
み
を
構
築
し
て
い
る
【
図
2
】。

　観
光
法
は
、
T
V
B
を
公
的
法
人
と
し
て

位
置
付
け
、
活
動
地
域
内
の
観
光
関
連
事
業

者
か
ら
義
務
的
拠
出
金
を
徴
収
す
る
仕
組
み

を
規
定
す
る
（
同
拠
出
金
は
1
9
2
7
年
に

導
入
、
観
光
へ
の
貢
献
度
に
応
じ
た
等
級
あ

り
）。
宿
泊
税
法
は
、
1
人
1
泊
あ
た
り
の

税
率
の
範
囲
を
定
め
た
上
で
（
1
〜
5
ユ
ー

ロ
の
範
囲
）、
T
V
B
が
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
て
税
率
案
を
提
案
し
、
州
政
府
の
承
認

を
得
て
設
定
す
る
仕
組
み
を
定
め
る
。
宿
泊

者
か
ら
徴
収
さ
れ
た
宿
泊
税
は
義
務
的
拠
出

金
と
同
じ
く
T
V
B
に
納
付
さ
れ
、
T
V
B

が
管
理
す
る
。
T
V
B
は
毎
年
、
年
間
の
宿

泊
税
収
を
州
政
府
に
報
告
し
、
州
政
府
は
そ

の
額
を
割
り
当
て
た
も
の
と
し
て
承
認
す
る

形
式
を
採
る
。
こ
う
し
た
制
度
的
枠
組
み
が

あ
る
た
め
、
T
V
B
は
戦
略
的
な
観
光
投
資

が
可
能
と
な
る
。
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
市（
自

治
体
）は
、「
将
来
計
画
2
0
2
4
‐
2
0
3

0
年
」
に
お
い
て
、
文
化
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
分

野
へ
の
投
資
拡
大
の
た
め
、
T
V
B
（
イ
ン

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
巻
く
高
密
度
な
体

験
は
、
滞
在
期
間
の
延
長
に
つ
な
が
る
と
い

う
考
え
が
主
軸
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
現

在
は
、
そ
の
体
験
価
値
の
向
上
を
中
核
的
な

取
組
と
し
つ
つ
も
、
地
域
住
民
に
重
心
を
シ

フ
ト
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
イ
ン
ス
ブ

ル
ッ
ク
観
光
協
会
の
地
域
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
一

人
は
「
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
地
域
は
、
こ
こ
に

住
み
、働
き
、訪
れ
る
す
べ
て
の
人
々
に
と
っ

て
の
、
発
展
の
た
め
の
共
有
空
間
で
あ
る
」

（L
o
m
sky, 2

0
2
5

）
と
述
べ
る
。

　こ
う
し
た
潮
流
は
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
に

限
ら
ず
、
他
都
市
（
リ
ン
ツ
、
ウ
ィ
ー
ン
）

で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
記
事
で
は
、

都
市
観
光
に
お
け
る
価
値
観
の
転
換
を
次

の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

「
3
都
市
に
お
い
て
同
様
の
ア
プ
ロ
ー
チ

に
よ
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
顕
著
に

見
ら
れ
る
。
観
光
客
と
住
民
を
区
別
す

る
考
え
方
は
時
代
遅
れ
で
あ
り
共
有
生

活
空
間
に
お
け
る
調
和
の
と
れ
た
共
存

と
そ
の
質
の
向
上
に
重
点
が
置
か
れ
て

い
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
観
光
の
受
容

が
安
定
と
成
長
の
た
め
の
重
要
な
前
提

条
件
と
な
る
。」（R

endl, 2025

）

　イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
観
光
協
会
は
、
ミ
ッ

シ
ョ
ン
及
び
戦
略
を
具
体
化
す
る
た
め
、
地

域
全
体
を
六
つ
の
体
験
型
ゾ
ー
ン
と
し
て
再

ス
ブ
ル
ッ
ク
観
光
協

会
）
に
対
す
る
宿
泊

税
増
額
の
要
望
を
明

記
し
て
い
る
。
実
際

に
、イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク

地
域
で
は
2
0
2
5

年
に
税
率
を
1
泊
2

ユ
ー
ロ
か
ら
3
ユ
ー

ロ
へ
、2
0
2
6
年

に
は
4
ユ
ー
ロ
へ
と

段
階
的
に
引
き
上
げ

る
予
定
で
あ
り
、
サ

ン
ア
ン
ト
ン
地
域
で

は
2
0
2
3
年
に
上

限
で
あ
る
5
ユ
ー
ロ

へ
と
引
き
上
げ
ら
れ

た
。
チ
ロ
ル
州
全
体

で
は
、
2
0
2
4
年

に
最
低
税
額
を
1

ユ
ー
ロ
か
ら
2
・
6

ユ
ー
ロ
へ
と
引
き
上

げ
る
決
定
が
な
さ
れ
、
半
年
の
移
行
期
間
を

経
て
、
各
地
域
で
変
更
が
行
わ
れ
た
。
こ
う

し
た
税
率
の
変
更
は
、
強
固
な
財
政
基
盤
の

確
立
を
意
図
し
て
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
、
持

続
的
な
価
値
創
造
と
競
争
力
強
化
に
資
す
る

戦
略
的
投
資
を
行
う
た
め
に
で
あ
る
。

編
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
活
か
し
た
価
値

創
出
を
進
め
て
い
る
。
各
地
域
で
シ
グ
ネ

チ
ャ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ
を
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
商

品
と
し
て
展
開
し
、
自
然
環
境
の
持
続
的
な

保
護
と
体
験
の
質
の
向
上
を
図
る
。
今
後
10

年
間
で
は
、
こ
の
品
質
向
上
施
策
に
総
額

2
5
0
0
万
ユ
ー
ロ
を
投
資
す
る
予
定
で
あ

る
。
ま
た
、
州
や
自
治
体
と
の
共
同
の
も
と
、

地
域
住
民
と
ゲ
ス
ト
の
双
方
に
魅
力
的
な
レ

ジ
ャ
ー
と
ウ
ェ
ル
ネ
ス
の
場
の
創
出
に
取
り

組
む
。
新
た
な
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
や
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
の
標
識
、
プ
ー
ル
な
ど
、
住
民
と

来
訪
者
双
方
が
利
用
で
き
る
施
設
を
整
備
す

る
こ
と
で
、
地
域
の
生
活
の
質
を
高
め
、
観

光
を
地
域
社
会
と
共
有
す
る
価
値
あ
る
も
の

と
し
て
発
展
（
昇
華
）
さ
せ
て
い
る
。

　ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ
は
、
観
光
客
と
住
民
の

共
存
に
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
の
一
つ

で
あ
る
【
写
真
2
】。
2
0
1
9
年
に
就
任
し

た
ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ
観
光
局
〈
注
3
〉
の
マ

ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
次
の
よ
う
に

述
べ
る
。

「
自
治
体
の
観
光
部
門
の
主
な
任
務
は
、

（
中
略
）「
観
光
サ
ー
ビ
ス
と
公
共
空
間〔
観

　観
光
客
の
増
加
が
続
く
な
か
で
は
、
観
光

客
と
地
域
社
会
と
の
持
続
的
な
共
存
が
重
要

な
課
題
と
な
る
。
今
回
の
視
察
地
域
は
表
1

に
示
す
と
お
り
観
光
の
強
度
が
比
較
的
高
い

も
の
の
、
現
時
点
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

が
顕
在
化
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の

取
組
か
ら
垣
間
見
え
る
の
は
、
観
光
客
を
主

に
生
活
環
境
へ
の
「
制
約
や
負
担
の
源
」
と

捉
え
る
姿
勢
で
は
な
く
、
ゲ
ス
ト
と
地
域
社

会
と
の
「
共
創
」
に
重
心
を
置
く
姿
勢
で
あ

る
。
そ
の
姿
勢
は
、
観
光
客
と
住
民
の
ニ
ー

ズ
を
せ
め
ぎ
合
う
ゼ
ロ
サ
ム
ゲ
ー
ム
と
し
て

対
立
的
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
双
方
が
利

益
を
享
受
し
得
る
互
恵
関
係
を
構
築
す
る
こ

と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
観

光
客
の
利
用
を
想
定
し
て
整
備
さ
れ
る
交
通

手
段
や
レ
ジ
ャ
ー
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
関
連
の
イ

ン
フ
ラ
や
施
設
が
、
住
民
の
生
活
の
質
を
向

上
さ
せ
る
「
観
光
の
正
の
外
部
性
」
と
し
て

作
用
し
、
結
果
と
し
て
「
共
有
地
」
を
創
出

す
る
こ
と
で
あ
る
。
公
共
財
の
共
用
／
共
創

を
通
じ
、
観
光
と
地
域
社
会
が
と
も
に
豊
か

光
コ
モ
ン
ズ
（
観
光
共
有
地
）〕
の
積
極
的

な
構
築
に
あ
る
」（M

aissen
, 2

0
1
9

）

　ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ
で
は
、
2
0
1
0
年
に

自
治
体
と
観
光
・
貿
易
・
商
業
の
代
表
者
が

サ
ー
ビ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
や
住
民
と
と
も
に
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
を
開
始
た
。
地
域
の
魅
力
を
真

に
活
か
す
た
め
に
内
向
き
の
姿
勢
を
強
く
打

ち
出
し
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。
ま
ず
「
観
光

共
同
体
と
し
て
の
共
有
価
値
」
を
定
め
、「
上

質
」
と
い
う
言
葉
に
焦
点
を
当
て
、「
上
質

な
ア
ル
プ
ス
の
洗
練
さ
れ
た
喜
び
」
を
ゲ
ス

ト
と
地
元
住
民
の
両
方
に
伝
え
る
目
標
を

掲
げ
た
。
観
光
客
が
享
受
す
る
上
質
な
体

験
が
、
同
時
に
地
域
住
民
の
生
活
の
利
便

性
や
豊
か
さ
、
誇
り
に
つ
な
が
る
よ
う
、

こ
れ
ま
で
住
民
向
け
の
宿
泊
体
験
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
雇
用
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。こ
う
し
た
施
策
は
、

地
元
の
人
々
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
自
地

域
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
に
関
心
を
持
ち
、「
上

質
な
ア
ル
プ
ス
の
洗
練
さ
れ
た
喜
び
」
を
自

ら
体
感
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。

　一
方
で
、
ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ
が
「
観
光
共

有
地
」
と
い
う
理
念
を
掲
げ
る
背
景
に
は
、

リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
上
質
な
体
験
を
提
供
す

る
上
で
の
新
た
な
課
題
が
浮
上
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ
で
は
、
連
邦

政
府
の
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
法
（
2
0
1
6
年

に
な
る
「
観
光
コ
モ
ン
ズ
」
の
形
成
が
模
索
さ

れ
て
い
る
。
観
光
の
成
長
を
地
域
社
会
の
豊

か
さ
へ
と
結
び
つ
け
る
可
能
性
の
あ
る
戦
略

的
な
投
資
は
、
近
年
の
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
お
け
る
重
要
な
視
点
で
あ
る
（
先
述
の

公
的
な
仕
組
み
で
徴
収
さ
れ
る
財
源
の
、
妥

当
性
の
あ
る
使
い
道
に
つ
い
て
は
、
江
﨑

（2024a

）を
参
照
）。

　イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
観
光
協
会
は
、
近
年
策

定
し
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
2
0
2
3
年
）
お
よ
び

観
光
戦
略
2
0
3
0
（
2
0
2
4
年
）
に
お

い
て
、
そ
の
焦
点
を
地
域
住
民
へ
と
明
確
に

拡
大
し
た
。
新
戦
略
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る 

“
R
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（
原
文
に
基
づ
き
一
部
細
字
）
は
、「
地
域
の

体
験
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
み

や
す
い
場
所
を
実
現
す
る
」
こ
と
を
謳
っ
て

い
る
〈
注
2
〉。
そ
の
背
後
に
は
、「
観
光
は

地
域
を
よ
り
良
く
す
る
力
を
も
つ
」
と
い
う

確
固
た
る
理
念
が
あ
る
。

　旧
戦
略
2
0
1
7
‐
2
0
2
2
（
2
0
1

6
年
策
定
）
で
は
、
ゲ
ス
ト
起
点
で
市
周
辺

を
含
む
地
域
で
の
包
括
的
な
「
イ
ン
ス
ブ

ル
ッ
ク
ブ
ラ
ン
ド
」
の
構
築
を
目
指
し
て
い

た
。
そ
れ
は
強
固
な
地
位
を
築
い
た
デ
ス

施
行
、
2
0
2
4
年
改
正
）
や
州
空
間
計
画

な
ど
の
影
響
も
あ
り
（
詳
細
は
本
稿
で
は
省

略
）、
住
民
や
従
業
員
の
住
宅
確
保
が
困
難

と
な
り
社
会
基
盤
が
揺
ら
い
で
い
る
。

　こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
自
治
体
は

詳
細
な
住
宅
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
2
0

2
4
年
に
は
市
街
中
心
部
の
あ
る
区
画
を
購

入
し
て
住
民
向
け
の
ア
パ
ー
ト
建
設
を
決
定

す
る
な
ど
、
具
体
的
な
行
動
に
乗
り
出
し
て

い
る
。
並
行
し
て
2
0
2
3
年
に
問
題
解
決

の
た
め
に
新
た
な
住
宅
財
団
を
設
立
し
た
。

同
財
団
の
理
事
長
は
、次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
こ
の
問
題
は
村
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。
学
校
の
ク
ラ
ス
は
縮
小
し
、

家
族
は
減
少
し
、経
済
も
低
迷
し
て
い
る
。

従
業
員
が
住
居
を
見
つ
け
ら
れ
な
け
れ

ば
、
募
集
の
職
は
残
り
、
企
業
は
注
文

を
断
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
サ
ー
ビ

ス
提
供
者
は
提
供
内
容
を
縮
小
せ
ざ
る

を
得
な
い
。」（F

lu
ry, 2

0
2
5

）

　「
上
質
な
ア
ル
プ
ス
の
洗
練
さ
れ
た
喜
び
」

を
訪
れ
る
人
々
に
届
け
る
た
め
に
は
、
サ
ー

ビ
ス
を
担
う
地
域
住
民
や
従
業
員
自
身
が
、

地
域
で
安
定
し
て
豊
か
に
暮
ら
せ
る
環
境
が

不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、
ポ
ン

ト
レ
ジ
ー
ナ
は
、
観
光
と
地
域
社
会
の
持
続

的
な
共
存
を
実
現
す
る
た
め
の
基
盤
整
備
を

進
め
て
い
る
。

　今
回
の
視
察
先
と
文
献
調
査
を
通
じ
て

見
え
て
き
た
の
は
、
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
基
盤
を
成
す
二
つ
の
柱
で
あ
る
。

　第
一
は
、
地
域
観
光
協
会
の
公
定
化
と
独

自
財
源
の
確
保
を
軸
と
す
る
、
長
期
的
で
安

定
し
た
制
度
基
盤
の
整
備
で
あ
る
。例
え
ば
、

チ
ロ
ル
州
の
よ
う
に
、
観
光
法
と
宿
泊
税
法

を
一
体
的
に
運
用
し
、
地
域
観
光
協
会
が
使

命
を
果
た
す
た
め
の
財
源
と
権
限
を
明
確
に

位
置
づ
け
る
こ
と
は
、
観
光
地
の
自
律
的
発

展
を
支
え
る
前
提
と
も
言
え
る
。
制
度
が
安

定
し
、
財
源
が
持
続
的
に
確
保
さ
れ
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
地
域
は
長
期
的
視
点
に
立
っ
た

事
業
投
資
や
、
観
光
戦
略
の
精
緻
な
設
計
に

踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　第
二
は
、
観
光
客
と
地
域
社
会
が
公
共

財
を
共
に
享
受
し
共
に
育
む
と
い
う
、「
観

光
コ
モ
ン
ズ
」
の
形
成
に
向
け
た
近
年
の
潮

流
で
あ
る
。
欧
州
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
は
、

観
光
客
を
単
な
る
需
要
の
担
い
手
や
負
担

の
原
因
と
し
て
捉
え
る
で
は
な
く
、
地
域

の
価
値
を
と
も
に
高
め
る
存
在
と
し
て
捉

え
、
ゲ
ス
ト
と
住
民
の
双
方
に
資
す
る
サ
ー

ビ
ス
・
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

そ
こ
に
は
、
観
光
体
験
の
充
実
と
地
域
住

民
の
生
活
の
質
の
向
上
を
同
時
に
追
求
す

る
と
い
う
、
新
た
な
観
光
地
経
営
の
パ
ラ

ダ
イ
ム
が
見
て
取
れ
る
。

　そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
視
点
は
、
決
し
て

別
個
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
。
制
度
と

財
源
と
い
う
長
期
の
土
台
の
上
に
こ
そ
、「
滞

在
デ
ザ
イ
ン
（
自
地
域
ら
し
い
滞
在
の
か
た

ち
）」
と
「
共
創
」
の
実
践
は
持
続
可
能
な
形

で
根
づ
く
。
観
光
は
、
地
域
経
済
の
成
長
だ

け
で
な
く
、
文
化
や
環
境
の
継
承
、
住
民
の

誇
り
や
幸
福
感
の
醸
成
を
も
た
ら
す
共
通
手

段
で
あ
り
う
る
。
欧
州
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
の
戦

略
は
、
観
光
客
と
住
民
の
共
存
／
共
創
を
核

と
し
た
地
域
づ
く
り
と
し
て
の
観
光
地
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
、「
次
の
標
準
」
と
な
り
つ
つ

あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
日
本
の
観
光

地
は
、
観
光
を
「
地
域
社
会
の
価
値
を
高
め

る
共
創
に
資
す
る
存
在
」と
し
て
捉
え
直
し
、

「
制
度
基
盤
の
強
化
」
と
「
共
創
型
の
取
り
組

み
」
を
両
輪
と
し
た
、
地
域
の
将
来
像
に
根

ざ
し
た
観
光
の
あ
り
方
を
再
構
築
す
べ
き
時

期
に
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
観
光
客
が
途
絶
え

た
時
の
状
況
を
冷
静
に
振
り
返
り
、
観
光
が

地
域
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
や
文
化
施
設
等
の
維

持
に
果
た
し
て
き
た
役
割
や
、
観
光
協
会
の

公
的
存
在
意
義
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
ま
ず

重
要
で
あ
る
。
共
創
に
よ
っ
て
築
か
れ
享
受

さ
れ
て
き
た
価
値
に
気
づ
き
、
長
期
的
視
座

で
持
続
可
能
な
観
光
共
同
体
の
姿
を
描
く
こ

と
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
。

組
織
の
公
定
化
と

独
自
財
源
確
保
の

仕
組
み
と
の
連
動

テ
ー
マ
…
1

観
光
客
と
の
公
共
財
の

共
用
／
共
創
に
よ
る

観
光
コ
モ
ン
ズ
の
形
成

テ
ー
マ
…
2

2
．組
織
の
公
定
化
と

独
自
財
源
確
保
の

仕
組
み
と
の
連
動

1
．は
じ
め
に
‒

視
察
地
の
概
要

●
チ
ロ
ル
州

出典：European Unionの統計データEurostat（https://ec.europa.eu/eurostat/en/）及び
European CommissionのEU Tourism Dashboard（https://tourism-dashboard.ec.euro-
pa.eu/?lng=en&ctx=tourism）等より筆者作成

出典： European CommissionのEU Tourism Dashboardより筆者作成

チロル州
対象地域 観光の強度

ス
イ
ス

オ
ー
ス
ト
リ
ア

インスブルック地域（インスブルック市を含む）

チロル・オーバーランド地域（サンアントンを含む）

グラウビュンデン州（エンガディン地域を含む）

50.64

20.03

113.43

42.95

【
写
真
1
】旧
市
街
と
イ
ン
川
沿
い
の
街
並
み

‒❷ 視察の全体像と観光地マネジメントの基盤強化2
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三 校



TVBの観光振興活動
観光マーケティング、
インフラ整備、情報
提供、環境・文化保全

などに充当

税率
1人1泊あたり1€
最高5€まで
*2025年より
 最低2.60€へ

チロル州観光法
2006年改正

チロル州政府地域観光協会
（TVB）

観光関連
事業者

宿泊者

義務的拠出金

宿泊税

税率上下限設定/承認
TVBへの割当て/承認

TVBの公的法人化、
監督（財政（予算/決算）承認）、
観光の適時発展のための助成

報告

1927年導入、2025年変更
（一部の等級の負担軽減）

徴収／管理義務（委任）
税率提案

TVB総会で議決

観光戦略計画、
予算計画／徴収・会計

納付/申告徴収

支払い

チロル州宿泊税法
2003年制定、2006年改正

図 2 チロル州における地域観光協会の公定化と独自財源 　本
稿
で
は
、
特
集
2
―
❶
で
取
り
上
げ
た

ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
実
装
の
背
景
に
あ
る
観
光
地

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
同
特

集
で
江
﨑
が
述
べ
る
「
自
地
域
ら
し
い
滞
在

の
か
た
ち
」
を
支
え
る
制
度
や
シ
ス
テ
ム
を

実
装
し
、
継
続
的
に
投
資
・
改
善
を
行
う
た

め
に
は
、
そ
の
た
め
の
活
動
基
盤
の
強
化
が

欠
か
せ
な
い
。
今
回
視
察
し
た
オ
ー
ス
ト
リ

ア
、
ス
イ
ス
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
の
観
光
地

て
い
る
。
長
年
、
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
・
サ
ン
モ

リ
ッ
ツ
観
光
株
式
会
社
と
し
て
一
つ
の
組
織

の
中
で
デ
ュ
ア
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
（
2
つ

の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
並
行
し
て
管
理
・
運
用

す
る
戦
略
）〈
注
１
〉
を
掲
げ
て
取
り
組
ん
で

き
た
が
、
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
は
2
0
2
4
年
よ

り
組
織
と
し
て
は
分
離
独
立
（
サ
ン
モ
リ
ッ

ツ
観
光
株
式
会
社
）
し
つ
つ
、
事
業
を
一
部

協
働
し
て
い
る
。
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
地
域
の
主

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
か
ら
得
る
日
本
へ
の
示
唆

は
主
に
2
点
で
あ
る
（
視
察
地
全
て
に
共
通

す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
予
め
お
断
り
し

て
お
く
）。

　本
題
に
入
る
前
に
、
今
回
視
察
し
た
地
域

の
概
要
を
示
す
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
ス
イ
ス

要
な
地
域
は
、
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
と
ポ
ン
ト
レ

ジ
ー
ナ
で
あ
る
。
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
は
、
人
口

は
約
5
2
0
0
人
、
年
間
宿
泊
数
は
約
75
万

泊
で
あ
る
。
ス
イ
ス
を
代
表
す
る
国
際
的
な

高
級
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
知
ら
れ
、
国
内
外
か

ら
観
光
客
が
訪
れ
る
。
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
開
催
し
た
歴
史
を
持
ち
、
湖
畔
の
街
並
み

や
高
級
ホ
テ
ル
群
が
国
際
的
な
ブ
ラ
ン
ド
力

を
形
成
し
て
い
る
。
冬
季
は
ス
キ
ー
や
ス

は
い
ず
れ
も
連
邦
制
を
採
り
、
分
権
度
合
に

違
い
は
あ
る
も
の
の
、
州
と
自
治
体
の
自
治

権
が
強
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
面
積
は
日
本

よ
り
小
さ
い
が
、
自
治
体
数
は
そ
れ
ぞ
れ

2
0
0
0
を
超
え
る
【
図
1
】。
今
回
訪
問

し
た
地
域
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
イ
ン
ス
ブ

ル
ッ
ク
、
サ
ン
ア
ン
ト
ン
、
ス
イ
ス
の
エ
ン

ガ
デ
ィ
ン
（
そ
の
う
ち
主
に
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ

と
ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ
）
の
3
地
域
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
欧
州
を
代
表
す
る
山
岳
リ
ゾ
ー
ト

と
し
て
知
ら
れ
る
。

　イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
地
域
で
は
、
イ
ン
ス
ブ

ル
ッ
ク
観
光
協
会
が
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
市

（
チ
ロ
ル
州
の
州
都
）
お
よ
び
周
辺
40
自
治

体
の
圏
域
を
管
轄
し
て
い
る
。
対
象
地
域
の

人
口
は
約
30
万
人
、
年
間
宿
泊
数
は
約

3
5
0
万
泊
で
あ
る
。
冬
季
の
ス
キ
ー
客
と

夏
季
の
ハ
イ
キ
ン
グ
客
が
大
半
を
占
め
る
。

主
な
観
光
資
源
と
し
て
は
、
旧
市
街
の
黄
金

の
小
屋
根
や
イ
ン
川
沿
い
の
街
並
み

【
写
真
1
】、
ノ
ル
ト
ケ
ッ
テ
連
峰
展
望
台
か

ら
の
ア
ル
プ
ス
の
絶
景
、
さ
ら
に
冬
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
地
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

群
（
ジ
ャ
ン
プ
台
等
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
文

化
遺
産
と
自
然
景
観
が
融
合
し
た
都
市
で
あ

り
、
同
協
会
は
都
市
観
光
と
山
岳
リ
ゾ
ー
ト

を
一
体
的
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る
。

　サ
ン
ア
ン
ト
ン
地
域
で
は
、
サ
ン
ア
ン
ト

ノ
ー
ボ
ー
ド
、
夏
季
は
ハ
イ
キ
ン
グ
や
セ
ー

リ
ン
グ
、
文
化
イ
ベ
ン
ト
な
ど
四
季
を
通
じ

て
多
彩
な
観
光
資
源
を
提
供
し
て
い
る
。
ポ

ン
ト
レ
ジ
ー
ナ
は
、
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
近
郊
に

位
置
す
る
。
人
口
は
約
1
9
0
0
人
、
年
間

宿
泊
数
は
55
万
泊
前
後
で
あ
る
。
ベ
ル
ニ
ナ

山
群
と
氷
河
観
光
の
拠
点
と
し
て
知
ら
れ

る
。
同
地
域
の
観
光
は
、
ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ

観
光
局
が
担
っ
て
い
る
。
夏
季
の
宿
泊
数
が

伸
び
て
お
り
、
年
間
宿
泊
数
に
占
め
る
割
合

も
以
前
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
。

　い
ず
れ
の
地
域
も
E
U
観
光
ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
で
確
認
す
る
限
り
、観
光
の
強
度（
＝

宿
泊
日
数
／
居
住
人
口
）
は
比
較
的
高
い
水

準
に
あ
る
【
図
１
、
表
1
】。
以
降
で
は
、
こ

れ
ら
地
域
で
の
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
踏

ま
え
、
二
つ
の
テ
ー
マ
に
絞
っ
て
概
説
す
る
。

　観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
持
続
的
に
支
え

る
た
め
に
は
、
独
自
財
源
を
確
保
し
、
そ
れ

を
活
か
し
得
る
制
度
的
枠
組
み
を
整
備
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
主
と
し

て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
チ
ロ
ル
州
の
仕
組
み
を

概
観
す
る
。
同
国
で
は
、
各
州
に
よ
っ
て
観

ン
・
ア
ム
・
ア
ー
ル
ベ
ル
ク
観
光
協
会
が
チ

ロ
ル
州
の
サ
ン
ア
ン
ト
ン
村
を
中
心
と
す
る

周
辺
地
域
を
管
轄
し
て
い
る
。
年
間
宿
泊
数

は
約
1
4
0
万
泊
に
達
し
、
冬
季
に
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
屈
指
の
ス
キ
ー
エ
リ
ア
と
し
て
国
際

的
な
観
光
客
を
集
め
る
。
計
3
0
0
㎞
以
上

の
ゲ
レ
ン
デ
と
豊
富
な
コ
ー
ス
を
備
え
、
ア

ル
ペ
ン
ス
キ
ー
世
界
選
手
権
も
開
催
さ
れ

た
。
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
発
祥
地
と
し
て
も
知

ら
れ
、
夏
季
は
登
山
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
拠

点
と
な
る
。

　エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
地
域
（
グ
ラ
ウ
ビ
ュ
ン
デ

ン
州
）
は
、
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
観
光
株
式
会
社

が
主
に
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
観
光
サ
ー
ビ
ス

の
開
発
・
提
供
、デ
ジ
タ
ル
対
応
な
ど
を
担
っ

光
財
源
確
保
の
仕
組
み
は
異
な
る
（
現
在
、

移
行
期
に
あ
る
地
域
も
幾
つ
か
確
認
さ
れ

る
）。
な
お
、
サ
ン
ア
ン
ト
ン
村
に
近
接
す

る
レ
ッ
ヒ
村
（
高
級
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
）
を

擁
す
る
フ
ォ
ア
ア
ー
ル
ベ
ル
ク
州
の
観
光
税

制
度
に
つ
い
て
は
、
江
﨑（2024b

）
を
参

照
さ
れ
た
い
。

　チ
ロ
ル
州
で
は
、
観
光
法
と
宿
泊
税
法
を

相
互
一
体
的
に
運
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
観

光
協
会
（
T
V
B
）
が
直
接
的
に
財
源
を
徴

収
、
管
理
し
、
事
業
を
企
画
・
実
施
で
き
る

枠
組
み
を
構
築
し
て
い
る
【
図
2
】。

　観
光
法
は
、
T
V
B
を
公
的
法
人
と
し
て

位
置
付
け
、
活
動
地
域
内
の
観
光
関
連
事
業

者
か
ら
義
務
的
拠
出
金
を
徴
収
す
る
仕
組
み

を
規
定
す
る
（
同
拠
出
金
は
1
9
2
7
年
に

導
入
、
観
光
へ
の
貢
献
度
に
応
じ
た
等
級
あ

り
）。
宿
泊
税
法
は
、
1
人
1
泊
あ
た
り
の

税
率
の
範
囲
を
定
め
た
上
で
（
1
〜
5
ユ
ー

ロ
の
範
囲
）、
T
V
B
が
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
て
税
率
案
を
提
案
し
、
州
政
府
の
承
認

を
得
て
設
定
す
る
仕
組
み
を
定
め
る
。
宿
泊

者
か
ら
徴
収
さ
れ
た
宿
泊
税
は
義
務
的
拠
出

金
と
同
じ
く
T
V
B
に
納
付
さ
れ
、
T
V
B

が
管
理
す
る
。
T
V
B
は
毎
年
、
年
間
の
宿

泊
税
収
を
州
政
府
に
報
告
し
、
州
政
府
は
そ

の
額
を
割
り
当
て
た
も
の
と
し
て
承
認
す
る

形
式
を
採
る
。
こ
う
し
た
制
度
的
枠
組
み
が

あ
る
た
め
、
T
V
B
は
戦
略
的
な
観
光
投
資

が
可
能
と
な
る
。
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
市（
自

治
体
）は
、「
将
来
計
画
2
0
2
4
‐
2
0
3

0
年
」
に
お
い
て
、
文
化
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
分

野
へ
の
投
資
拡
大
の
た
め
、
T
V
B
（
イ
ン

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
巻
く
高
密
度
な
体

験
は
、
滞
在
期
間
の
延
長
に
つ
な
が
る
と
い

う
考
え
が
主
軸
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
現

在
は
、
そ
の
体
験
価
値
の
向
上
を
中
核
的
な

取
組
と
し
つ
つ
も
、
地
域
住
民
に
重
心
を
シ

フ
ト
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
イ
ン
ス
ブ

ル
ッ
ク
観
光
協
会
の
地
域
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
一

人
は
「
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
地
域
は
、
こ
こ
に

住
み
、働
き
、訪
れ
る
す
べ
て
の
人
々
に
と
っ

て
の
、
発
展
の
た
め
の
共
有
空
間
で
あ
る
」

（L
o
m
sky, 2

0
2
5

）
と
述
べ
る
。

　こ
う
し
た
潮
流
は
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
に

限
ら
ず
、
他
都
市
（
リ
ン
ツ
、
ウ
ィ
ー
ン
）

で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
記
事
で
は
、

都
市
観
光
に
お
け
る
価
値
観
の
転
換
を
次

の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

「
3
都
市
に
お
い
て
同
様
の
ア
プ
ロ
ー
チ

に
よ
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
顕
著
に

見
ら
れ
る
。
観
光
客
と
住
民
を
区
別
す

る
考
え
方
は
時
代
遅
れ
で
あ
り
共
有
生

活
空
間
に
お
け
る
調
和
の
と
れ
た
共
存

と
そ
の
質
の
向
上
に
重
点
が
置
か
れ
て

い
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
観
光
の
受
容

が
安
定
と
成
長
の
た
め
の
重
要
な
前
提

条
件
と
な
る
。」（R

endl, 2025

）

　イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
観
光
協
会
は
、
ミ
ッ

シ
ョ
ン
及
び
戦
略
を
具
体
化
す
る
た
め
、
地

域
全
体
を
六
つ
の
体
験
型
ゾ
ー
ン
と
し
て
再

ス
ブ
ル
ッ
ク
観
光
協

会
）
に
対
す
る
宿
泊

税
増
額
の
要
望
を
明

記
し
て
い
る
。
実
際

に
、イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク

地
域
で
は
2
0
2
5

年
に
税
率
を
1
泊
2

ユ
ー
ロ
か
ら
3
ユ
ー

ロ
へ
、2
0
2
6
年

に
は
4
ユ
ー
ロ
へ
と

段
階
的
に
引
き
上
げ

る
予
定
で
あ
り
、
サ

ン
ア
ン
ト
ン
地
域
で

は
2
0
2
3
年
に
上

限
で
あ
る
5
ユ
ー
ロ

へ
と
引
き
上
げ
ら
れ

た
。
チ
ロ
ル
州
全
体

で
は
、
2
0
2
4
年

に
最
低
税
額
を
1

ユ
ー
ロ
か
ら
2
・
6

ユ
ー
ロ
へ
と
引
き
上

げ
る
決
定
が
な
さ
れ
、
半
年
の
移
行
期
間
を

経
て
、
各
地
域
で
変
更
が
行
わ
れ
た
。
こ
う

し
た
税
率
の
変
更
は
、
強
固
な
財
政
基
盤
の

確
立
を
意
図
し
て
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
、
持

続
的
な
価
値
創
造
と
競
争
力
強
化
に
資
す
る

戦
略
的
投
資
を
行
う
た
め
に
で
あ
る
。

編
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
活
か
し
た
価
値

創
出
を
進
め
て
い
る
。
各
地
域
で
シ
グ
ネ

チ
ャ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ
を
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
商

品
と
し
て
展
開
し
、
自
然
環
境
の
持
続
的
な

保
護
と
体
験
の
質
の
向
上
を
図
る
。
今
後
10

年
間
で
は
、
こ
の
品
質
向
上
施
策
に
総
額

2
5
0
0
万
ユ
ー
ロ
を
投
資
す
る
予
定
で
あ

る
。
ま
た
、
州
や
自
治
体
と
の
共
同
の
も
と
、

地
域
住
民
と
ゲ
ス
ト
の
双
方
に
魅
力
的
な
レ

ジ
ャ
ー
と
ウ
ェ
ル
ネ
ス
の
場
の
創
出
に
取
り

組
む
。
新
た
な
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
や
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
の
標
識
、
プ
ー
ル
な
ど
、
住
民
と

来
訪
者
双
方
が
利
用
で
き
る
施
設
を
整
備
す

る
こ
と
で
、
地
域
の
生
活
の
質
を
高
め
、
観

光
を
地
域
社
会
と
共
有
す
る
価
値
あ
る
も
の

と
し
て
発
展
（
昇
華
）
さ
せ
て
い
る
。

　ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ
は
、
観
光
客
と
住
民
の

共
存
に
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
の
一
つ

で
あ
る
【
写
真
2
】。
2
0
1
9
年
に
就
任
し

た
ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ
観
光
局
〈
注
3
〉
の
マ

ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
次
の
よ
う
に

述
べ
る
。

「
自
治
体
の
観
光
部
門
の
主
な
任
務
は
、

（
中
略
）「
観
光
サ
ー
ビ
ス
と
公
共
空
間〔
観

　観
光
客
の
増
加
が
続
く
な
か
で
は
、
観
光

客
と
地
域
社
会
と
の
持
続
的
な
共
存
が
重
要

な
課
題
と
な
る
。
今
回
の
視
察
地
域
は
表
1

に
示
す
と
お
り
観
光
の
強
度
が
比
較
的
高
い

も
の
の
、
現
時
点
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

が
顕
在
化
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の

取
組
か
ら
垣
間
見
え
る
の
は
、
観
光
客
を
主

に
生
活
環
境
へ
の
「
制
約
や
負
担
の
源
」
と

捉
え
る
姿
勢
で
は
な
く
、
ゲ
ス
ト
と
地
域
社

会
と
の
「
共
創
」
に
重
心
を
置
く
姿
勢
で
あ

る
。
そ
の
姿
勢
は
、
観
光
客
と
住
民
の
ニ
ー

ズ
を
せ
め
ぎ
合
う
ゼ
ロ
サ
ム
ゲ
ー
ム
と
し
て

対
立
的
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
双
方
が
利

益
を
享
受
し
得
る
互
恵
関
係
を
構
築
す
る
こ

と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
観

光
客
の
利
用
を
想
定
し
て
整
備
さ
れ
る
交
通

手
段
や
レ
ジ
ャ
ー
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
関
連
の
イ

ン
フ
ラ
や
施
設
が
、
住
民
の
生
活
の
質
を
向

上
さ
せ
る
「
観
光
の
正
の
外
部
性
」
と
し
て

作
用
し
、
結
果
と
し
て
「
共
有
地
」
を
創
出

す
る
こ
と
で
あ
る
。
公
共
財
の
共
用
／
共
創

を
通
じ
、
観
光
と
地
域
社
会
が
と
も
に
豊
か

光
コ
モ
ン
ズ
（
観
光
共
有
地
）〕
の
積
極
的

な
構
築
に
あ
る
」（M

aissen
, 2

0
1
9

）

　ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ
で
は
、
2
0
1
0
年
に

自
治
体
と
観
光
・
貿
易
・
商
業
の
代
表
者
が

サ
ー
ビ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
や
住
民
と
と
も
に
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
を
開
始
し
た
。
地
域
の
魅
力
を

真
に
活
か
す
た
め
に
内
向
き
の
姿
勢
を
強
く

打
ち
出
し
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。
ま
ず
「
観

光
共
同
体
と
し
て
の
共
通
価
値
」
を
定
め
、

「
上
質
」
と
い
う
言
葉
に
焦
点
を
当
て
、「
上

質
な
ア
ル
プ
ス
の
洗
練
さ
れ
た
喜
び
」
を
ゲ

ス
ト
と
地
元
住
民
の
両
方
に
伝
え
る
目
標

を
掲
げ
た
。
観
光
客
が
享
受
す
る
上
質
な

体
験
が
、
同
時
に
地
域
住
民
の
生
活
の
利

便
性
や
豊
か
さ
、
誇
り
に
つ
な
が
る
よ
う
、

こ
れ
ま
で
住
民
向
け
の
宿
泊
体
験
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
雇
用
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。こ
う
し
た
施
策
は
、

地
元
の
人
々
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
自
地

域
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
に
関
心
を
持
ち
、「
上

質
な
ア
ル
プ
ス
の
洗
練
さ
れ
た
喜
び
」
を
自

ら
体
感
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。

　一
方
で
、
ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ
が
「
観
光
共

有
地
」
と
い
う
理
念
を
掲
げ
る
背
景
に
は
、

リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
上
質
な
体
験
を
提
供
す

る
上
で
の
新
た
な
課
題
が
浮
上
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ
で
は
、
連
邦

政
府
の
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
法
（
2
0
1
6
年

に
な
る
「
観
光
コ
モ
ン
ズ
」
の
形
成
が
模
索
さ

れ
て
い
る
。
観
光
の
成
長
を
地
域
社
会
の
豊

か
さ
へ
と
結
び
つ
け
る
可
能
性
の
あ
る
戦
略

的
な
投
資
は
、
近
年
の
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
お
け
る
重
要
な
視
点
で
あ
る
（
先
述
の

公
的
な
仕
組
み
で
徴
収
さ
れ
る
財
源
の
、
妥

当
性
の
あ
る
使
い
道
に
つ
い
て
は
、
江
﨑

（2024a

）を
参
照
）。

　イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
観
光
協
会
は
、
近
年
策

定
し
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
2
0
2
3
年
）
お
よ
び

観
光
戦
略
2
0
3
0
（
2
0
2
4
年
）
に
お

い
て
、
そ
の
焦
点
を
地
域
住
民
へ
と
明
確
に

拡
大
し
た
。
新
戦
略
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る 

“
R
egion Innsbruck E

R
LE
B
E
N
SW
E
R
T
”

（
原
文
に
基
づ
き
一
部
細
字
）
は
、「
地
域
の

体
験
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
み

や
す
い
場
所
を
実
現
す
る
」
こ
と
を
謳
っ
て

い
る
〈
注
2
〉。
そ
の
背
後
に
は
、「
観
光
は

地
域
を
よ
り
良
く
す
る
力
を
も
つ
」
と
い
う

確
固
た
る
理
念
が
あ
る
。

　旧
戦
略
2
0
1
7
‐
2
0
2
2
（
2
0
1

6
年
策
定
）
で
は
、
ゲ
ス
ト
起
点
で
市
周
辺

を
含
む
地
域
で
の
包
括
的
な
「
イ
ン
ス
ブ

ル
ッ
ク
ブ
ラ
ン
ド
」
の
構
築
を
目
指
し
て
い

た
。
そ
れ
は
強
固
な
地
位
を
築
い
た
デ
ス

施
行
、
2
0
2
4
年
改
正
）
や
州
空
間
計
画

な
ど
の
影
響
も
あ
り
（
詳
細
は
本
稿
で
は
省

略
）、
住
民
や
従
業
員
の
住
宅
確
保
が
困
難

と
な
り
社
会
基
盤
が
揺
ら
い
で
い
る
。

　こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
自
治
体
は

詳
細
な
住
宅
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
2
0

2
4
年
に
は
市
街
中
心
部
の
あ
る
区
画
を
購

入
し
て
住
民
向
け
の
ア
パ
ー
ト
建
設
を
決
定

す
る
な
ど
、
具
体
的
な
行
動
に
乗
り
出
し
て

い
る
。
並
行
し
て
2
0
2
3
年
に
問
題
解
決

の
た
め
に
新
た
な
住
宅
財
団
を
設
立
し
た
。

同
財
団
の
理
事
長
は
、次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
こ
の
問
題
は
村
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。
学
校
の
ク
ラ
ス
は
縮
小
し
、

家
族
は
減
少
し
、経
済
も
低
迷
し
て
い
る
。

従
業
員
が
住
居
を
見
つ
け
ら
れ
な
け
れ

ば
、
募
集
の
職
は
残
り
、
企
業
は
注
文

を
断
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
サ
ー
ビ

ス
提
供
者
は
提
供
内
容
を
縮
小
せ
ざ
る

を
得
な
い
。」（F

lu
ry, 2

0
2
5

）

　「
上
質
な
ア
ル
プ
ス
の
洗
練
さ
れ
た
喜
び
」

を
訪
れ
る
人
々
に
届
け
る
た
め
に
は
、
サ
ー

ビ
ス
を
担
う
地
域
住
民
や
従
業
員
自
身
が
、

地
域
で
安
定
し
て
豊
か
に
暮
ら
せ
る
環
境
が

不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、
ポ
ン

ト
レ
ジ
ー
ナ
は
、
観
光
と
地
域
社
会
の
持
続

的
な
共
存
を
実
現
す
る
た
め
の
基
盤
整
備
を

進
め
て
い
る
。

　今
回
の
視
察
先
と
文
献
調
査
を
通
じ
て

見
え
て
き
た
の
は
、
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
基
盤
を
成
す
二
つ
の
柱
で
あ
る
。

　第
一
は
、
地
域
観
光
協
会
の
公
定
化
と
独

自
財
源
の
確
保
を
軸
と
す
る
、
長
期
的
で
安

定
し
た
制
度
基
盤
の
整
備
で
あ
る
。例
え
ば
、

チ
ロ
ル
州
の
よ
う
に
、
観
光
法
と
宿
泊
税
法

を
一
体
的
に
運
用
し
、
地
域
観
光
協
会
が
使

命
を
果
た
す
た
め
の
財
源
と
権
限
を
明
確
に

位
置
づ
け
る
こ
と
は
、
観
光
地
の
自
律
的
発

展
を
支
え
る
前
提
と
も
言
え
る
。
制
度
が
安

定
し
、
財
源
が
持
続
的
に
確
保
さ
れ
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
地
域
は
長
期
的
視
点
に
立
っ
た

事
業
投
資
や
、
観
光
戦
略
の
精
緻
な
設
計
に

踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　第
二
は
、
観
光
客
と
地
域
社
会
が
公
共

財
を
共
に
享
受
し
共
に
育
む
と
い
う
、「
観

光
コ
モ
ン
ズ
」
の
形
成
に
向
け
た
近
年
の
潮

流
で
あ
る
。
欧
州
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
は
、

観
光
客
を
単
な
る
需
要
の
担
い
手
や
負
担

の
原
因
と
し
て
捉
え
る
で
は
な
く
、
地
域

の
価
値
を
と
も
に
高
め
る
存
在
と
し
て
捉

え
、
ゲ
ス
ト
と
住
民
の
双
方
に
資
す
る
サ
ー

ビ
ス
・
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

そ
こ
に
は
、
観
光
体
験
の
充
実
と
地
域
住

民
の
生
活
の
質
の
向
上
を
同
時
に
追
求
す

る
と
い
う
、
新
た
な
観
光
地
経
営
の
パ
ラ

ダ
イ
ム
が
見
て
取
れ
る
。

　そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
視
点
は
、
決
し
て

別
個
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
。
制
度
と

財
源
と
い
う
長
期
の
土
台
の
上
に
こ
そ
、「
滞

在
デ
ザ
イ
ン
（
自
地
域
ら
し
い
滞
在
の
か
た

ち
）」
と
「
共
創
」
の
実
践
は
持
続
可
能
な
形

で
根
づ
く
。
観
光
は
、
地
域
経
済
の
成
長
だ

け
で
な
く
、
文
化
や
環
境
の
継
承
、
住
民
の

誇
り
や
幸
福
感
の
醸
成
を
も
た
ら
す
共
通
手

段
で
あ
り
う
る
。
欧
州
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
の
戦

略
は
、
観
光
客
と
住
民
の
共
存
／
共
創
を
核

と
し
た
地
域
づ
く
り
と
し
て
の
観
光
地
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
、「
次
の
標
準
」
と
な
り
つ
つ

あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
日
本
の
観
光

地
は
、
観
光
を
「
地
域
社
会
の
価
値
を
高
め

る
共
創
に
資
す
る
存
在
」と
し
て
捉
え
直
し
、

「
制
度
基
盤
の
強
化
」
と
「
共
創
型
の
取
り
組

み
」
を
両
輪
と
し
た
、
地
域
の
将
来
像
に
根

ざ
し
た
観
光
の
あ
り
方
を
再
構
築
す
べ
き
時

期
に
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
観
光
客
が
途
絶
え

た
時
の
状
況
を
冷
静
に
振
り
返
り
、
観
光
が

地
域
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
や
文
化
施
設
等
の
維

持
に
果
た
し
て
き
た
役
割
や
、
観
光
協
会
の

公
的
存
在
意
義
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
ま
ず

重
要
で
あ
る
。
共
創
に
よ
っ
て
築
か
れ
享
受

さ
れ
て
き
た
価
値
に
気
づ
き
、
長
期
的
視
座

で
持
続
可
能
な
観
光
共
同
体
の
姿
を
描
く
こ

と
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
。

3
．観
光
客
と
の

公
共
財
の
共
用
／

共
創
に
よ
る

観
光
コ
モ
ン
ズ
の
形
成

●
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
…

共
有
空
間
と
し
て
の
地
域
形
成

●
ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ
…

観
光
コ
モ
ン
ズ（
観
光
共
有
地
）／

観
光
共
同
体
の
共
有
価
値

【
写
真
2
】ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ
の
公
共
空
間

出典：Tiroler Tourismusgesetz 2006 （通称 TTG 2006）及び
Tiroler Aufenthaltsabgabegesetz 2003（通称 T-AAG 2003）
をもとに筆者作成

注: 右の建物は、2023年開業のHotel 
Maistra 160。同ホテルは、「従業員の満足 
＝ ゲストの満足」と考え、市街地の端に独
自に従業員寮を設置。

‒❷ 視察の全体像と観光地マネジメントの基盤強化2
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三 校



TVBの観光振興活動
観光マーケティング、
インフラ整備、情報
提供、環境・文化保全

などに充当

税率
1人1泊あたり1€
最高5€まで
*2025年より
 最低2.60€へ

チロル州観光法
2006年改正

チロル州政府地域観光協会
（TVB）

観光関連
事業者

宿泊者

義務的拠出金

宿泊税

税率上下限設定/承認
TVBへの割当て/承認

TVBの公的法人化、
監督（財政（予算/決算）承認）、
観光の適時発展のための助成

報告

1927年導入、2025年変更
（一部の等級の負担軽減）

徴収／管理義務（委任）
税率提案

TVB総会で議決

観光戦略計画、
予算計画／徴収・会計

納付/申告徴収

支払い

チロル州宿泊税法
2003年制定、2006年改正

図 2 チロル州における地域観光協会の公定化と独自財源 　本
稿
で
は
、
特
集
2
―
❶
で
取
り
上
げ
た

ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
実
装
の
背
景
に
あ
る
観
光
地

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
同
特

集
で
江
﨑
が
述
べ
る
「
自
地
域
ら
し
い
滞
在

の
か
た
ち
」
を
支
え
る
制
度
や
シ
ス
テ
ム
を

実
装
し
、
継
続
的
に
投
資
・
改
善
を
行
う
た

め
に
は
、
そ
の
た
め
の
活
動
基
盤
の
強
化
が

欠
か
せ
な
い
。
今
回
視
察
し
た
オ
ー
ス
ト
リ

ア
、
ス
イ
ス
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
の
観
光
地

て
い
る
。
長
年
、
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
・
サ
ン
モ

リ
ッ
ツ
観
光
株
式
会
社
と
し
て
一
つ
の
組
織

の
中
で
デ
ュ
ア
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
（
2
つ

の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
並
行
し
て
管
理
・
運
用

す
る
戦
略
）〈
注
１
〉
を
掲
げ
て
取
り
組
ん
で

き
た
が
、
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
は
2
0
2
4
年
よ

り
組
織
と
し
て
は
分
離
独
立
（
サ
ン
モ
リ
ッ

ツ
観
光
株
式
会
社
）
し
つ
つ
、
事
業
を
一
部

協
働
し
て
い
る
。
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
地
域
の
主

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
か
ら
得
る
日
本
へ
の
示
唆

は
主
に
2
点
で
あ
る
（
視
察
地
全
て
に
共
通

す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
予
め
お
断
り
し

て
お
く
）。

　本
題
に
入
る
前
に
、
今
回
視
察
し
た
地
域

の
概
要
を
示
す
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
ス
イ
ス

要
な
地
域
は
、
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
と
ポ
ン
ト
レ

ジ
ー
ナ
で
あ
る
。
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
は
、
人
口

は
約
5
2
0
0
人
、
年
間
宿
泊
数
は
約
75
万

泊
で
あ
る
。
ス
イ
ス
を
代
表
す
る
国
際
的
な

高
級
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
知
ら
れ
、
国
内
外
か

ら
観
光
客
が
訪
れ
る
。
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
開
催
し
た
歴
史
を
持
ち
、
湖
畔
の
街
並
み

や
高
級
ホ
テ
ル
群
が
国
際
的
な
ブ
ラ
ン
ド
力

を
形
成
し
て
い
る
。
冬
季
は
ス
キ
ー
や
ス

は
い
ず
れ
も
連
邦
制
を
採
り
、
分
権
度
合
に

違
い
は
あ
る
も
の
の
、
州
と
自
治
体
の
自
治

権
が
強
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
面
積
は
日
本

よ
り
小
さ
い
が
、
自
治
体
数
は
そ
れ
ぞ
れ

2
0
0
0
を
超
え
る
【
図
1
】。
今
回
訪
問

し
た
地
域
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
イ
ン
ス
ブ

ル
ッ
ク
、
サ
ン
ア
ン
ト
ン
、
ス
イ
ス
の
エ
ン

ガ
デ
ィ
ン
（
そ
の
う
ち
主
に
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ

と
ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ
）
の
3
地
域
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
欧
州
を
代
表
す
る
山
岳
リ
ゾ
ー
ト

と
し
て
知
ら
れ
る
。

　イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
地
域
で
は
、
イ
ン
ス
ブ

ル
ッ
ク
観
光
協
会
が
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
市

（
チ
ロ
ル
州
の
州
都
）
お
よ
び
周
辺
40
自
治

体
の
圏
域
を
管
轄
し
て
い
る
。
対
象
地
域
の

人
口
は
約
30
万
人
、
年
間
宿
泊
数
は
約

3
5
0
万
泊
で
あ
る
。
冬
季
の
ス
キ
ー
客
と

夏
季
の
ハ
イ
キ
ン
グ
客
が
大
半
を
占
め
る
。

主
な
観
光
資
源
と
し
て
は
、
旧
市
街
の
黄
金

の
小
屋
根
や
イ
ン
川
沿
い
の
街
並
み

【
写
真
1
】、
ノ
ル
ト
ケ
ッ
テ
連
峰
展
望
台
か

ら
の
ア
ル
プ
ス
の
絶
景
、
さ
ら
に
冬
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
地
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

群
（
ジ
ャ
ン
プ
台
等
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
文

化
遺
産
と
自
然
景
観
が
融
合
し
た
都
市
で
あ

り
、
同
協
会
は
都
市
観
光
と
山
岳
リ
ゾ
ー
ト

を
一
体
的
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る
。

　サ
ン
ア
ン
ト
ン
地
域
で
は
、
サ
ン
ア
ン
ト

ノ
ー
ボ
ー
ド
、
夏
季
は
ハ
イ
キ
ン
グ
や
セ
ー

リ
ン
グ
、
文
化
イ
ベ
ン
ト
な
ど
四
季
を
通
じ

て
多
彩
な
観
光
資
源
を
提
供
し
て
い
る
。
ポ

ン
ト
レ
ジ
ー
ナ
は
、
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
近
郊
に

位
置
す
る
。
人
口
は
約
1
9
0
0
人
、
年
間

宿
泊
数
は
55
万
泊
前
後
で
あ
る
。
ベ
ル
ニ
ナ

山
群
と
氷
河
観
光
の
拠
点
と
し
て
知
ら
れ

る
。
同
地
域
の
観
光
は
、
ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ

観
光
局
が
担
っ
て
い
る
。
夏
季
の
宿
泊
数
が

伸
び
て
お
り
、
年
間
宿
泊
数
に
占
め
る
割
合

も
以
前
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
。

　い
ず
れ
の
地
域
も
E
U
観
光
ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
で
確
認
す
る
限
り
、観
光
の
強
度（
＝

宿
泊
日
数
／
居
住
人
口
）
は
比
較
的
高
い
水

準
に
あ
る
【
図
１
、
表
1
】。
以
降
で
は
、
こ

れ
ら
地
域
で
の
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
踏

ま
え
、
二
つ
の
テ
ー
マ
に
絞
っ
て
概
説
す
る
。

　観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
持
続
的
に
支
え

る
た
め
に
は
、
独
自
財
源
を
確
保
し
、
そ
れ

を
活
か
し
得
る
制
度
的
枠
組
み
を
整
備
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
主
と
し

て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
チ
ロ
ル
州
の
仕
組
み
を

概
観
す
る
。
同
国
で
は
、
各
州
に
よ
っ
て
観

ン
・
ア
ム
・
ア
ー
ル
ベ
ル
ク
観
光
協
会
が
チ

ロ
ル
州
の
サ
ン
ア
ン
ト
ン
村
を
中
心
と
す
る

周
辺
地
域
を
管
轄
し
て
い
る
。
年
間
宿
泊
数

は
約
1
4
0
万
泊
に
達
し
、
冬
季
に
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
屈
指
の
ス
キ
ー
エ
リ
ア
と
し
て
国
際

的
な
観
光
客
を
集
め
る
。
計
3
0
0
㎞
以
上

の
ゲ
レ
ン
デ
と
豊
富
な
コ
ー
ス
を
備
え
、
ア

ル
ペ
ン
ス
キ
ー
世
界
選
手
権
も
開
催
さ
れ

た
。
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
発
祥
地
と
し
て
も
知

ら
れ
、
夏
季
は
登
山
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
拠

点
と
な
る
。

　エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
地
域
（
グ
ラ
ウ
ビ
ュ
ン
デ

ン
州
）
は
、
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
観
光
株
式
会
社

が
主
に
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
観
光
サ
ー
ビ
ス

の
開
発
・
提
供
、デ
ジ
タ
ル
対
応
な
ど
を
担
っ

光
財
源
確
保
の
仕
組
み
は
異
な
る
（
現
在
、

移
行
期
に
あ
る
地
域
も
幾
つ
か
確
認
さ
れ

る
）。
な
お
、
サ
ン
ア
ン
ト
ン
村
に
近
接
す

る
レ
ッ
ヒ
村
（
高
級
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
）
を

擁
す
る
フ
ォ
ア
ア
ー
ル
ベ
ル
ク
州
の
観
光
税

制
度
に
つ
い
て
は
、
江
﨑（2024b

）
を
参

照
さ
れ
た
い
。

　チ
ロ
ル
州
で
は
、
観
光
法
と
宿
泊
税
法
を

相
互
一
体
的
に
運
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
観

光
協
会
（
T
V
B
）
が
直
接
的
に
財
源
を
徴

収
、
管
理
し
、
事
業
を
企
画
・
実
施
で
き
る

枠
組
み
を
構
築
し
て
い
る
【
図
2
】。

　観
光
法
は
、
T
V
B
を
公
的
法
人
と
し
て

位
置
付
け
、
活
動
地
域
内
の
観
光
関
連
事
業

者
か
ら
義
務
的
拠
出
金
を
徴
収
す
る
仕
組
み

を
規
定
す
る
（
同
拠
出
金
は
1
9
2
7
年
に

導
入
、
観
光
へ
の
貢
献
度
に
応
じ
た
等
級
あ

り
）。
宿
泊
税
法
は
、
1
人
1
泊
あ
た
り
の

税
率
の
範
囲
を
定
め
た
上
で
（
1
〜
5
ユ
ー

ロ
の
範
囲
）、
T
V
B
が
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
て
税
率
案
を
提
案
し
、
州
政
府
の
承
認

を
得
て
設
定
す
る
仕
組
み
を
定
め
る
。
宿
泊

者
か
ら
徴
収
さ
れ
た
宿
泊
税
は
義
務
的
拠
出

金
と
同
じ
く
T
V
B
に
納
付
さ
れ
、
T
V
B

が
管
理
す
る
。
T
V
B
は
毎
年
、
年
間
の
宿

泊
税
収
を
州
政
府
に
報
告
し
、
州
政
府
は
そ

の
額
を
割
り
当
て
た
も
の
と
し
て
承
認
す
る

形
式
を
採
る
。
こ
う
し
た
制
度
的
枠
組
み
が

あ
る
た
め
、
T
V
B
は
戦
略
的
な
観
光
投
資

が
可
能
と
な
る
。
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
市（
自

治
体
）は
、「
将
来
計
画
2
0
2
4
‐
2
0
3

0
年
」
に
お
い
て
、
文
化
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
分

野
へ
の
投
資
拡
大
の
た
め
、
T
V
B
（
イ
ン

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
巻
く
高
密
度
な
体

験
は
、
滞
在
期
間
の
延
長
に
つ
な
が
る
と
い

う
考
え
が
主
軸
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
現

在
は
、
そ
の
体
験
価
値
の
向
上
を
中
核
的
な

取
組
と
し
つ
つ
も
、
地
域
住
民
に
重
心
を
シ

フ
ト
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
イ
ン
ス
ブ

ル
ッ
ク
観
光
協
会
の
地
域
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
一

人
は
「
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
地
域
は
、
こ
こ
に

住
み
、働
き
、訪
れ
る
す
べ
て
の
人
々
に
と
っ

て
の
、
発
展
の
た
め
の
共
有
空
間
で
あ
る
」

（L
o
m
sky, 2

0
2
5

）
と
述
べ
る
。

　こ
う
し
た
潮
流
は
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
に

限
ら
ず
、
他
都
市
（
リ
ン
ツ
、
ウ
ィ
ー
ン
）

で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
記
事
で
は
、

都
市
観
光
に
お
け
る
価
値
観
の
転
換
を
次

の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

「
3
都
市
に
お
い
て
同
様
の
ア
プ
ロ
ー
チ

に
よ
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
顕
著
に

見
ら
れ
る
。
観
光
客
と
住
民
を
区
別
す

る
考
え
方
は
時
代
遅
れ
で
あ
り
共
有
生

活
空
間
に
お
け
る
調
和
の
と
れ
た
共
存

と
そ
の
質
の
向
上
に
重
点
が
置
か
れ
て

い
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
観
光
の
受
容

が
安
定
と
成
長
の
た
め
の
重
要
な
前
提

条
件
と
な
る
。」（R

endl, 2025

）

　イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
観
光
協
会
は
、
ミ
ッ

シ
ョ
ン
及
び
戦
略
を
具
体
化
す
る
た
め
、
地

域
全
体
を
六
つ
の
体
験
型
ゾ
ー
ン
と
し
て
再

ス
ブ
ル
ッ
ク
観
光
協

会
）
に
対
す
る
宿
泊

税
増
額
の
要
望
を
明

記
し
て
い
る
。
実
際

に
、イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク

地
域
で
は
2
0
2
5

年
に
税
率
を
1
泊
2

ユ
ー
ロ
か
ら
3
ユ
ー

ロ
へ
、2
0
2
6
年

に
は
4
ユ
ー
ロ
へ
と

段
階
的
に
引
き
上
げ

る
予
定
で
あ
り
、
サ

ン
ア
ン
ト
ン
地
域
で

は
2
0
2
3
年
に
上

限
で
あ
る
5
ユ
ー
ロ

へ
と
引
き
上
げ
ら
れ

た
。
チ
ロ
ル
州
全
体

で
は
、
2
0
2
4
年

に
最
低
税
額
を
1

ユ
ー
ロ
か
ら
2
・
6

ユ
ー
ロ
へ
と
引
き
上

げ
る
決
定
が
な
さ
れ
、
半
年
の
移
行
期
間
を

経
て
、
各
地
域
で
変
更
が
行
わ
れ
た
。
こ
う

し
た
税
率
の
変
更
は
、
強
固
な
財
政
基
盤
の

確
立
を
意
図
し
て
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
、
持

続
的
な
価
値
創
造
と
競
争
力
強
化
に
資
す
る

戦
略
的
投
資
を
行
う
た
め
に
で
あ
る
。

編
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
活
か
し
た
価
値

創
出
を
進
め
て
い
る
。
各
地
域
で
シ
グ
ネ

チ
ャ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ
を
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
商

品
と
し
て
展
開
し
、
自
然
環
境
の
持
続
的
な

保
護
と
体
験
の
質
の
向
上
を
図
る
。
今
後
10

年
間
で
は
、
こ
の
品
質
向
上
施
策
に
総
額

2
5
0
0
万
ユ
ー
ロ
を
投
資
す
る
予
定
で
あ

る
。
ま
た
、
州
や
自
治
体
と
の
共
同
の
も
と
、

地
域
住
民
と
ゲ
ス
ト
の
双
方
に
魅
力
的
な
レ

ジ
ャ
ー
と
ウ
ェ
ル
ネ
ス
の
場
の
創
出
に
取
り

組
む
。
新
た
な
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
や
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
の
標
識
、
プ
ー
ル
な
ど
、
住
民
と

来
訪
者
双
方
が
利
用
で
き
る
施
設
を
整
備
す

る
こ
と
で
、
地
域
の
生
活
の
質
を
高
め
、
観

光
を
地
域
社
会
と
共
有
す
る
価
値
あ
る
も
の

と
し
て
発
展
（
昇
華
）
さ
せ
て
い
る
。

　ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ
は
、
観
光
客
と
住
民
の

共
存
に
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
の
一
つ

で
あ
る
【
写
真
2
】。
2
0
1
9
年
に
就
任
し

た
ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ
観
光
局
〈
注
3
〉
の
マ

ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
次
の
よ
う
に

述
べ
る
。

「
自
治
体
の
観
光
部
門
の
主
な
任
務
は
、

（
中
略
）「
観
光
サ
ー
ビ
ス
と
公
共
空
間〔
観

　観
光
客
の
増
加
が
続
く
な
か
で
は
、
観
光

客
と
地
域
社
会
と
の
持
続
的
な
共
存
が
重
要

な
課
題
と
な
る
。
今
回
の
視
察
地
域
は
表
1

に
示
す
と
お
り
観
光
の
強
度
が
比
較
的
高
い

も
の
の
、
現
時
点
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

が
顕
在
化
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の

取
組
か
ら
垣
間
見
え
る
の
は
、
観
光
客
を
主

に
生
活
環
境
へ
の
「
制
約
や
負
担
の
源
」
と

捉
え
る
姿
勢
で
は
な
く
、
ゲ
ス
ト
と
地
域
社

会
と
の
「
共
創
」
に
重
心
を
置
く
姿
勢
で
あ

る
。
そ
の
姿
勢
は
、
観
光
客
と
住
民
の
ニ
ー

ズ
を
せ
め
ぎ
合
う
ゼ
ロ
サ
ム
ゲ
ー
ム
と
し
て

対
立
的
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
双
方
が
利

益
を
享
受
し
得
る
互
恵
関
係
を
構
築
す
る
こ

と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
観

光
客
の
利
用
を
想
定
し
て
整
備
さ
れ
る
交
通

手
段
や
レ
ジ
ャ
ー
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
関
連
の
イ

ン
フ
ラ
や
施
設
が
、
住
民
の
生
活
の
質
を
向

上
さ
せ
る
「
観
光
の
正
の
外
部
性
」
と
し
て

作
用
し
、
結
果
と
し
て
「
共
有
地
」
を
創
出

す
る
こ
と
で
あ
る
。
公
共
財
の
共
用
／
共
創

を
通
じ
、
観
光
と
地
域
社
会
が
と
も
に
豊
か

光
コ
モ
ン
ズ
（
観
光
共
有
地
）〕
の
積
極
的

な
構
築
に
あ
る
」（M

aissen
, 2

0
1
9

）

　ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ
で
は
、
2
0
1
0
年
に

自
治
体
と
観
光
・
貿
易
・
商
業
の
代
表
者
が

サ
ー
ビ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
や
住
民
と
と
も
に
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
を
開
始
し
た
。
地
域
の
魅
力
を

真
に
活
か
す
た
め
に
内
向
き
の
姿
勢
を
強
く

打
ち
出
し
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。
ま
ず
「
観

光
共
同
体
と
し
て
の
共
通
価
値
」と
し
て「
上

質
な
ア
ル
プ
ス
の
洗
練
さ
れ
た
喜
び
」
を
ゲ

ス
ト
と
地
元
住
民
の
両
方
に
伝
え
る
目
標

に
掲
げ
た
。
観
光
客
が
享
受
す
る
上
質
な

体
験
が
、
同
時
に
地
域
住
民
の
生
活
の
利

便
性
や
豊
か
さ
、
誇
り
に
つ
な
が
る
よ
う
、

こ
れ
ま
で
住
民
向
け
の
宿
泊
体
験
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
雇
用
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。こ
う
し
た
施
策
は
、

地
元
の
人
々
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
自
地

域
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
に
関
心
を
持
ち
、「
上

質
な
ア
ル
プ
ス
の
洗
練
さ
れ
た
喜
び
」
を
自

ら
体
感
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。

　一
方
で
、
ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ
が
「
観
光
共

有
地
」
と
い
う
理
念
を
掲
げ
る
背
景
に
は
、

リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
上
質
な
体
験
を
提
供
す

る
上
で
の
新
た
な
課
題
が
浮
上
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ
で
は
、
連
邦

政
府
の
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
法
（
2
0
1
6
年

施
行
、
2
0
2
4
年
改
正
）
や
州
空
間
計
画

に
な
る
「
観
光
コ
モ
ン
ズ
」
の
形
成
が
模
索
さ

れ
て
い
る
。
観
光
の
成
長
を
地
域
社
会
の
豊

か
さ
へ
と
結
び
つ
け
る
可
能
性
の
あ
る
戦
略

的
な
投
資
は
、
近
年
の
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
お
け
る
重
要
な
視
点
で
あ
る
（
先
述
の

公
的
な
仕
組
み
で
徴
収
さ
れ
る
財
源
の
、
妥

当
性
の
あ
る
使
い
道
に
つ
い
て
は
、
江
﨑

（2024a

）を
参
照
）。

　イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
観
光
協
会
は
、
近
年
策

定
し
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
2
0
2
3
年
）
お
よ
び

観
光
戦
略
2
0
3
0
（
2
0
2
4
年
）
に
お

い
て
、
そ
の
焦
点
を
地
域
住
民
へ
と
明
確
に

拡
大
し
た
。
新
戦
略
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る 

“
R
egion Innsbruck E

R
LE
B
E
N
SW
E
R
T
”

（
原
文
に
基
づ
き
一
部
細
字
）
は
、「
地
域
の

体
験
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
み

や
す
い
場
所
を
実
現
す
る
」
こ
と
を
謳
っ
て

い
る
〈
注
2
〉。
そ
の
背
後
に
は
、「
観
光
は

地
域
を
よ
り
良
く
す
る
力
を
も
つ
」
と
い
う

確
固
た
る
理
念
が
あ
る
。

　旧
戦
略
2
0
1
7
‐
2
0
2
2
（
2
0
1

6
年
策
定
）
で
は
、
ゲ
ス
ト
起
点
で
市
周
辺

を
含
む
地
域
で
の
包
括
的
な
「
イ
ン
ス
ブ

ル
ッ
ク
ブ
ラ
ン
ド
」
の
構
築
を
目
指
し
て
い

た
。
そ
れ
は
強
固
な
地
位
を
築
い
た
デ
ス

な
ど
の
影
響
も
あ
り
（
詳
細
は
本
稿
で
は
省

略
）、
住
民
や
従
業
員
の
住
宅
確
保
が
困
難

と
な
り
社
会
基
盤
が
揺
ら
い
で
い
る
。

　こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
自
治
体
は

詳
細
な
住
宅
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
2
0

2
4
年
に
は
市
街
中
心
部
の
あ
る
区
画
を
購

入
し
て
住
民
向
け
の
ア
パ
ー
ト
建
設
を
決
定

す
る
な
ど
、
具
体
的
な
行
動
に
乗
り
出
し
て

い
る
。
並
行
し
て
2
0
2
3
年
に
問
題
解
決

の
た
め
に
新
た
な
住
宅
財
団
を
設
立
し
た
。

同
財
団
の
理
事
長
は
、次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
こ
の
問
題
は
村
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。
学
校
の
ク
ラ
ス
は
縮
小
し
、

家
族
は
減
少
し
、経
済
も
低
迷
し
て
い
る
。

従
業
員
が
住
居
を
見
つ
け
ら
れ
な
け
れ

ば
、
募
集
の
職
は
残
り
、
企
業
は
注
文

を
断
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
サ
ー
ビ

ス
提
供
者
は
提
供
内
容
を
縮
小
せ
ざ
る

を
得
な
い
。」（F

lu
ry, 2

0
2
5

）

　「
上
質
な
ア
ル
プ
ス
の
洗
練
さ
れ
た
喜
び
」

を
訪
れ
る
人
々
に
届
け
る
た
め
に
は
、
サ
ー

ビ
ス
を
担
う
地
域
住
民
や
従
業
員
自
身
が
、

地
域
で
安
定
し
て
豊
か
に
暮
ら
せ
る
環
境
が

不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、
ポ
ン

ト
レ
ジ
ー
ナ
は
、
観
光
と
地
域
社
会
の
持
続

的
な
共
存
を
実
現
す
る
た
め
の
基
盤
整
備
を

進
め
て
い
る
。

　今
回
の
視
察
先
と
文
献
調
査
を
通
じ
て

見
え
て
き
た
の
は
、
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
基
盤
を
成
す
二
つ
の
柱
で
あ
る
。

　第
一
は
、
地
域
観
光
協
会
の
公
定
化
と
独

自
財
源
の
確
保
を
軸
と
す
る
、
長
期
的
で
安

定
し
た
制
度
基
盤
の
整
備
で
あ
る
。例
え
ば
、

チ
ロ
ル
州
の
よ
う
に
、
観
光
法
と
宿
泊
税
法

を
一
体
的
に
運
用
し
、
地
域
観
光
協
会
が
使

命
を
果
た
す
た
め
の
財
源
と
権
限
を
明
確
に

位
置
づ
け
る
こ
と
は
、
観
光
地
の
自
律
的
発

展
を
支
え
る
前
提
と
も
言
え
る
。
制
度
が
安

定
し
、
財
源
が
持
続
的
に
確
保
さ
れ
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
地
域
は
長
期
的
視
点
に
立
っ
た

事
業
投
資
や
、
観
光
戦
略
の
精
緻
な
設
計
に

踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　第
二
は
、
観
光
客
と
地
域
社
会
が
公
共

財
を
共
に
享
受
し
共
に
育
む
と
い
う
、「
観

光
コ
モ
ン
ズ
」
の
形
成
に
向
け
た
近
年
の
潮

流
で
あ
る
。
欧
州
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
は
、

観
光
客
を
単
な
る
需
要
の
担
い
手
や
負
担

の
原
因
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
地

域
の
価
値
を
と
も
に
高
め
る
存
在
と
し
て

捉
え
、
ゲ
ス
ト
と
住
民
の
双
方
に
資
す
る

サ
ー
ビ
ス
・
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
進
め
て

い
る
。
そ
こ
に
は
、
観
光
体
験
の
充
実
と

地
域
住
民
の
生
活
の
質
の
向
上
を
同
時
に

追
求
す
る
と
い
う
、
新
た
な
観
光
地
経
営

の
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
見
て
取
れ
る
。

　そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
視
点
は
、
決
し
て

別
個
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
。
制
度
と

財
源
と
い
う
長
期
の
土
台
の
上
に
こ
そ
、「
滞

在
デ
ザ
イ
ン
（
自
地
域
ら
し
い
滞
在
の
か
た

ち
）」
と
「
共
創
」
の
実
践
は
持
続
可
能
な
形

で
根
づ
く
。
観
光
は
、
地
域
経
済
の
成
長
だ

け
で
な
く
、
文
化
や
環
境
の
継
承
、
住
民
の

誇
り
や
幸
福
感
の
醸
成
を
も
た
ら
す
共
通
手

段
で
あ
り
う
る
。
欧
州
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
の
戦

略
は
、
観
光
客
と
住
民
の
共
存
／
共
創
を
核

と
し
た
地
域
づ
く
り
と
し
て
の
観
光
地
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
、「
次
の
標
準
」
と
な
り
つ
つ

あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
日
本
の
観
光

地
は
、
観
光
を
「
地
域
社
会
の
価
値
を
高
め

る
共
創
に
資
す
る
存
在
」と
し
て
捉
え
直
し
、

「
制
度
基
盤
の
強
化
」
と
「
共
創
型
の
取
り
組

み
」
を
両
輪
と
し
た
、
地
域
の
将
来
像
に
根

ざ
し
た
観
光
の
あ
り
方
を
再
構
築
す
べ
き
時

期
に
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
観
光
客
が
途
絶
え

た
時
の
状
況
を
冷
静
に
振
り
返
り
、
観
光
が

地
域
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
や
文
化
施
設
等
の
維

持
に
果
た
し
て
き
た
役
割
や
、
観
光
協
会
の

公
的
存
在
意
義
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
ま
ず

重
要
で
あ
る
。
共
創
に
よ
っ
て
築
か
れ
享
受

さ
れ
て
き
た
価
値
に
気
づ
き
、
長
期
的
視
座

で
持
続
可
能
な
観
光
共
同
体
の
姿
を
描
く
こ

と
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
。

3
．観
光
客
と
の

公
共
財
の
共
用
／

共
創
に
よ
る

観
光
コ
モ
ン
ズ
の
形
成

●
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
…

共
有
空
間
と
し
て
の
地
域
形
成

●
ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ
…

観
光
コ
モ
ン
ズ（
観
光
共
有
地
）／

観
光
共
同
体
の
共
有
価
値

【
写
真
2
】ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ
の
公
共
空
間

出典：Tiroler Tourismusgesetz 2006 （通称 TTG 2006）及び
Tiroler Aufenthaltsabgabegesetz 2003（通称 T-AAG 2003）
をもとに筆者作成

注: 右の建物は、2023年開業のHotel 
Maistra 160。同ホテルは、「従業員の満足 
＝ ゲストの満足」と考え、市街地の端に独
自に従業員寮を設置。
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四 校



　本
稿
で
は
、
特
集
2
―
❶
で
取
り
上
げ
た

ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
実
装
の
背
景
に
あ
る
観
光
地

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
同
特

集
で
江
﨑
が
述
べ
る
「
自
地
域
ら
し
い
滞
在

の
か
た
ち
」
を
支
え
る
制
度
や
シ
ス
テ
ム
を

実
装
し
、
継
続
的
に
投
資
・
改
善
を
行
う
た

め
に
は
、
そ
の
た
め
の
活
動
基
盤
の
強
化
が

欠
か
せ
な
い
。
今
回
視
察
し
た
オ
ー
ス
ト
リ

ア
、
ス
イ
ス
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
の
観
光
地

て
い
る
。
長
年
、
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
・
サ
ン
モ

リ
ッ
ツ
観
光
株
式
会
社
と
し
て
一
つ
の
組
織

の
中
で
デ
ュ
ア
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
（
2
つ

の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
並
行
し
て
管
理
・
運
用

す
る
戦
略
）〈
注
１
〉
を
掲
げ
て
取
り
組
ん
で

き
た
が
、
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
は
2
0
2
4
年
よ

り
組
織
と
し
て
は
分
離
独
立
（
サ
ン
モ
リ
ッ

ツ
観
光
株
式
会
社
）
し
つ
つ
、
事
業
を
一
部

協
働
し
て
い
る
。
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
地
域
の
主

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
か
ら
得
る
日
本
へ
の
示
唆

は
主
に
2
点
で
あ
る
（
視
察
地
全
て
に
共
通

す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
予
め
お
断
り
し

て
お
く
）。

　本
題
に
入
る
前
に
、
今
回
視
察
し
た
地
域

の
概
要
を
示
す
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
ス
イ
ス

要
な
地
域
は
、
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
と
ポ
ン
ト
レ

ジ
ー
ナ
で
あ
る
。
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
は
、
人
口

は
約
5
2
0
0
人
、
年
間
宿
泊
数
は
約
75
万

泊
で
あ
る
。
ス
イ
ス
を
代
表
す
る
国
際
的
な

高
級
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
知
ら
れ
、
国
内
外
か

ら
観
光
客
が
訪
れ
る
。
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
開
催
し
た
歴
史
を
持
ち
、
湖
畔
の
街
並
み

や
高
級
ホ
テ
ル
群
が
国
際
的
な
ブ
ラ
ン
ド
力

を
形
成
し
て
い
る
。
冬
季
は
ス
キ
ー
や
ス

は
い
ず
れ
も
連
邦
制
を
採
り
、
分
権
度
合
に

違
い
は
あ
る
も
の
の
、
州
と
自
治
体
の
自
治

権
が
強
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
面
積
は
日
本

よ
り
小
さ
い
が
、
自
治
体
数
は
そ
れ
ぞ
れ

2
0
0
0
を
超
え
る
【
図
1
】。
今
回
訪
問

し
た
地
域
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
イ
ン
ス
ブ

ル
ッ
ク
、
サ
ン
ア
ン
ト
ン
、
ス
イ
ス
の
エ
ン

ガ
デ
ィ
ン
（
そ
の
う
ち
主
に
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ

と
ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ
）
の
3
地
域
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
欧
州
を
代
表
す
る
山
岳
リ
ゾ
ー
ト

と
し
て
知
ら
れ
る
。

　イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
地
域
で
は
、
イ
ン
ス
ブ

ル
ッ
ク
観
光
協
会
が
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
市

（
チ
ロ
ル
州
の
州
都
）
お
よ
び
周
辺
40
自
治

体
の
圏
域
を
管
轄
し
て
い
る
。
対
象
地
域
の

人
口
は
約
30
万
人
、
年
間
宿
泊
数
は
約

3
5
0
万
泊
で
あ
る
。
冬
季
の
ス
キ
ー
客
と

夏
季
の
ハ
イ
キ
ン
グ
客
が
大
半
を
占
め
る
。

主
な
観
光
資
源
と
し
て
は
、
旧
市
街
の
黄
金

の
小
屋
根
や
イ
ン
川
沿
い
の
街
並
み

【
写
真
1
】、
ノ
ル
ト
ケ
ッ
テ
連
峰
展
望
台
か

ら
の
ア
ル
プ
ス
の
絶
景
、
さ
ら
に
冬
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
地
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

群
（
ジ
ャ
ン
プ
台
等
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
文

化
遺
産
と
自
然
景
観
が
融
合
し
た
都
市
で
あ

り
、
同
協
会
は
都
市
観
光
と
山
岳
リ
ゾ
ー
ト

を
一
体
的
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る
。

　サ
ン
ア
ン
ト
ン
地
域
で
は
、
サ
ン
ア
ン
ト

ノ
ー
ボ
ー
ド
、
夏
季
は
ハ
イ
キ
ン
グ
や
セ
ー

リ
ン
グ
、
文
化
イ
ベ
ン
ト
な
ど
四
季
を
通
じ

て
多
彩
な
観
光
資
源
を
提
供
し
て
い
る
。
ポ

ン
ト
レ
ジ
ー
ナ
は
、
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
近
郊
に

位
置
す
る
。
人
口
は
約
1
9
0
0
人
、
年
間

宿
泊
数
は
55
万
泊
前
後
で
あ
る
。
ベ
ル
ニ
ナ

山
群
と
氷
河
観
光
の
拠
点
と
し
て
知
ら
れ

る
。
同
地
域
の
観
光
は
、
ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ

観
光
局
が
担
っ
て
い
る
。
夏
季
の
宿
泊
数
が

伸
び
て
お
り
、
年
間
宿
泊
数
に
占
め
る
割
合

も
以
前
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
。

　い
ず
れ
の
地
域
も
E
U
観
光
ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
で
確
認
す
る
限
り
、観
光
の
強
度（
＝

宿
泊
日
数
／
居
住
人
口
）
は
比
較
的
高
い
水

準
に
あ
る
【
図
１
、
表
1
】。
以
降
で
は
、
こ

れ
ら
地
域
で
の
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
踏

ま
え
、
二
つ
の
テ
ー
マ
に
絞
っ
て
概
説
す
る
。

　観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
持
続
的
に
支
え

る
た
め
に
は
、
独
自
財
源
を
確
保
し
、
そ
れ

を
活
か
し
得
る
制
度
的
枠
組
み
を
整
備
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
主
と
し

て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
チ
ロ
ル
州
の
仕
組
み
を

概
観
す
る
。
同
国
で
は
、
各
州
に
よ
っ
て
観

ン
・
ア
ム
・
ア
ー
ル
ベ
ル
ク
観
光
協
会
が
チ

ロ
ル
州
の
サ
ン
ア
ン
ト
ン
村
を
中
心
と
す
る

周
辺
地
域
を
管
轄
し
て
い
る
。
年
間
宿
泊
数

は
約
1
4
0
万
泊
に
達
し
、
冬
季
に
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
屈
指
の
ス
キ
ー
エ
リ
ア
と
し
て
国
際

的
な
観
光
客
を
集
め
る
。
計
3
0
0
㎞
以
上

の
ゲ
レ
ン
デ
と
豊
富
な
コ
ー
ス
を
備
え
、
ア

ル
ペ
ン
ス
キ
ー
世
界
選
手
権
も
開
催
さ
れ

た
。
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
発
祥
地
と
し
て
も
知

ら
れ
、
夏
季
は
登
山
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
拠

点
と
な
る
。

　エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
地
域
（
グ
ラ
ウ
ビ
ュ
ン
デ

ン
州
）
は
、
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
観
光
株
式
会
社

が
主
に
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
観
光
サ
ー
ビ
ス

の
開
発
・
提
供
、デ
ジ
タ
ル
対
応
な
ど
を
担
っ

光
財
源
確
保
の
仕
組
み
は
異
な
る
（
現
在
、

移
行
期
に
あ
る
地
域
も
幾
つ
か
確
認
さ
れ

る
）。
な
お
、
サ
ン
ア
ン
ト
ン
村
に
近
接
す

る
レ
ッ
ヒ
村
（
高
級
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
）
を

擁
す
る
フ
ォ
ア
ア
ー
ル
ベ
ル
ク
州
の
観
光
税

制
度
に
つ
い
て
は
、
江
﨑（2024b

）
を
参

照
さ
れ
た
い
。

　チ
ロ
ル
州
で
は
、
観
光
法
と
宿
泊
税
法
を

相
互
一
体
的
に
運
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
観

光
協
会
（
T
V
B
）
が
直
接
的
に
財
源
を
徴

収
、
管
理
し
、
事
業
を
企
画
・
実
施
で
き
る

枠
組
み
を
構
築
し
て
い
る
【
図
2
】。

　観
光
法
は
、
T
V
B
を
公
的
法
人
と
し
て

位
置
付
け
、
活
動
地
域
内
の
観
光
関
連
事
業

者
か
ら
義
務
的
拠
出
金
を
徴
収
す
る
仕
組
み

を
規
定
す
る
（
同
拠
出
金
は
1
9
2
7
年
に

導
入
、
観
光
へ
の
貢
献
度
に
応
じ
た
等
級
あ

り
）。
宿
泊
税
法
は
、
1
人
1
泊
あ
た
り
の

税
率
の
範
囲
を
定
め
た
上
で
（
1
〜
5
ユ
ー

ロ
の
範
囲
）、
T
V
B
が
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
て
税
率
案
を
提
案
し
、
州
政
府
の
承
認

を
得
て
設
定
す
る
仕
組
み
を
定
め
る
。
宿
泊

者
か
ら
徴
収
さ
れ
た
宿
泊
税
は
義
務
的
拠
出

金
と
同
じ
く
T
V
B
に
納
付
さ
れ
、
T
V
B

が
管
理
す
る
。
T
V
B
は
毎
年
、
年
間
の
宿

泊
税
収
を
州
政
府
に
報
告
し
、
州
政
府
は
そ

の
額
を
割
り
当
て
た
も
の
と
し
て
承
認
す
る

形
式
を
採
る
。
こ
う
し
た
制
度
的
枠
組
み
が

あ
る
た
め
、
T
V
B
は
戦
略
的
な
観
光
投
資

が
可
能
と
な
る
。
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
市（
自

治
体
）は
、「
将
来
計
画
2
0
2
4
‐
2
0
3

0
年
」
に
お
い
て
、
文
化
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
分

野
へ
の
投
資
拡
大
の
た
め
、
T
V
B
（
イ
ン

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
巻
く
高
密
度
な
体

験
は
、
滞
在
期
間
の
延
長
に
つ
な
が
る
と
い

う
考
え
が
主
軸
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
現

在
は
、
そ
の
体
験
価
値
の
向
上
を
中
核
的
な

取
組
と
し
つ
つ
も
、
地
域
住
民
に
重
心
を
シ

フ
ト
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
イ
ン
ス
ブ

ル
ッ
ク
観
光
協
会
の
地
域
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
一

人
は
「
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
地
域
は
、
こ
こ
に

住
み
、働
き
、訪
れ
る
す
べ
て
の
人
々
に
と
っ

て
の
、
発
展
の
た
め
の
共
有
空
間
で
あ
る
」

（L
o
m
sky, 2

0
2
5

）
と
述
べ
る
。

　こ
う
し
た
潮
流
は
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
に

限
ら
ず
、
他
都
市
（
リ
ン
ツ
、
ウ
ィ
ー
ン
）

で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
記
事
で
は
、

都
市
観
光
に
お
け
る
価
値
観
の
転
換
を
次

の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

「
3
都
市
に
お
い
て
同
様
の
ア
プ
ロ
ー
チ

に
よ
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
顕
著
に

見
ら
れ
る
。
観
光
客
と
住
民
を
区
別
す

る
考
え
方
は
時
代
遅
れ
で
あ
り
共
有
生

活
空
間
に
お
け
る
調
和
の
と
れ
た
共
存

と
そ
の
質
の
向
上
に
重
点
が
置
か
れ
て

い
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
観
光
の
受
容

が
安
定
と
成
長
の
た
め
の
重
要
な
前
提

条
件
と
な
る
。」（R

endl, 2025

）

　イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
観
光
協
会
は
、
ミ
ッ

シ
ョ
ン
及
び
戦
略
を
具
体
化
す
る
た
め
、
地

域
全
体
を
六
つ
の
体
験
型
ゾ
ー
ン
と
し
て
再

ス
ブ
ル
ッ
ク
観
光
協

会
）
に
対
す
る
宿
泊

税
増
額
の
要
望
を
明

記
し
て
い
る
。
実
際

に
、イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク

地
域
で
は
2
0
2
5

年
に
税
率
を
1
泊
2

ユ
ー
ロ
か
ら
3
ユ
ー

ロ
へ
、2
0
2
6
年

に
は
4
ユ
ー
ロ
へ
と

段
階
的
に
引
き
上
げ

る
予
定
で
あ
り
、
サ

ン
ア
ン
ト
ン
地
域
で

は
2
0
2
3
年
に
上

限
で
あ
る
5
ユ
ー
ロ

へ
と
引
き
上
げ
ら
れ

た
。
チ
ロ
ル
州
全
体

で
は
、
2
0
2
4
年

に
最
低
税
額
を
1

ユ
ー
ロ
か
ら
2
・
6

ユ
ー
ロ
へ
と
引
き
上

げ
る
決
定
が
な
さ
れ
、
半
年
の
移
行
期
間
を

経
て
、
各
地
域
で
変
更
が
行
わ
れ
た
。
こ
う

し
た
税
率
の
変
更
は
、
強
固
な
財
政
基
盤
の

確
立
を
意
図
し
て
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
、
持

続
的
な
価
値
創
造
と
競
争
力
強
化
に
資
す
る

戦
略
的
投
資
を
行
う
た
め
に
で
あ
る
。

編
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
活
か
し
た
価
値

創
出
を
進
め
て
い
る
。
各
地
域
で
シ
グ
ネ

チ
ャ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ
を
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
商

品
と
し
て
展
開
し
、
自
然
環
境
の
持
続
的
な

保
護
と
体
験
の
質
の
向
上
を
図
る
。
今
後
10

年
間
で
は
、
こ
の
品
質
向
上
施
策
に
総
額

2
5
0
0
万
ユ
ー
ロ
を
投
資
す
る
予
定
で
あ

る
。
ま
た
、
州
や
自
治
体
と
の
共
同
の
も
と
、

地
域
住
民
と
ゲ
ス
ト
の
双
方
に
魅
力
的
な
レ

ジ
ャ
ー
と
ウ
ェ
ル
ネ
ス
の
場
の
創
出
に
取
り

組
む
。
新
た
な
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
や
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
の
標
識
、
プ
ー
ル
な
ど
、
住
民
と

来
訪
者
双
方
が
利
用
で
き
る
施
設
を
整
備
す

る
こ
と
で
、
地
域
の
生
活
の
質
を
高
め
、
観

光
を
地
域
社
会
と
共
有
す
る
価
値
あ
る
も
の

と
し
て
発
展
（
昇
華
）
さ
せ
て
い
る
。

　ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ
は
、
観
光
客
と
住
民
の

共
存
に
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
の
一
つ

で
あ
る
【
写
真
2
】。
2
0
1
9
年
に
就
任
し

た
ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ
観
光
局
〈
注
3
〉
の
マ

ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
次
の
よ
う
に

述
べ
る
。

「
自
治
体
の
観
光
部
門
の
主
な
任
務
は
、

（
中
略
）「
観
光
サ
ー
ビ
ス
と
公
共
空
間〔
観

　観
光
客
の
増
加
が
続
く
な
か
で
は
、
観
光

客
と
地
域
社
会
と
の
持
続
的
な
共
存
が
重
要

な
課
題
と
な
る
。
今
回
の
視
察
地
域
は
表
1

に
示
す
と
お
り
観
光
の
強
度
が
比
較
的
高
い

も
の
の
、
現
時
点
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

が
顕
在
化
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の

取
組
か
ら
垣
間
見
え
る
の
は
、
観
光
客
を
主

に
生
活
環
境
へ
の
「
制
約
や
負
担
の
源
」
と

捉
え
る
姿
勢
で
は
な
く
、
ゲ
ス
ト
と
地
域
社

会
と
の
「
共
創
」
に
重
心
を
置
く
姿
勢
で
あ

る
。
そ
の
姿
勢
は
、
観
光
客
と
住
民
の
ニ
ー

ズ
を
せ
め
ぎ
合
う
ゼ
ロ
サ
ム
ゲ
ー
ム
と
し
て

対
立
的
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
双
方
が
利

益
を
享
受
し
得
る
互
恵
関
係
を
構
築
す
る
こ

と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
観

光
客
の
利
用
を
想
定
し
て
整
備
さ
れ
る
交
通

手
段
や
レ
ジ
ャ
ー
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
関
連
の
イ

ン
フ
ラ
や
施
設
が
、
住
民
の
生
活
の
質
を
向

上
さ
せ
る
「
観
光
の
正
の
外
部
性
」
と
し
て

作
用
し
、
結
果
と
し
て
「
共
有
地
」
を
創
出

す
る
こ
と
で
あ
る
。
公
共
財
の
共
用
／
共
創

を
通
じ
、
観
光
と
地
域
社
会
が
と
も
に
豊
か

光
コ
モ
ン
ズ
（
観
光
共
有
地
）〕
の
積
極
的

な
構
築
に
あ
る
」（M

aissen
, 2

0
1
9

）

　ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ
で
は
、
2
0
1
0
年
に

自
治
体
と
観
光
・
貿
易
・
商
業
の
代
表
者
が

サ
ー
ビ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
や
住
民
と
と
も
に
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
を
開
始
し
た
。
地
域
の
魅
力
を

真
に
活
か
す
た
め
に
内
向
き
の
姿
勢
を
強
く

打
ち
出
し
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。
ま
ず
「
観

光
共
同
体
と
し
て
の
共
通
価
値
」と
し
て「
上

質
な
ア
ル
プ
ス
の
洗
練
さ
れ
た
喜
び
」
を
ゲ

ス
ト
と
地
元
住
民
の
両
方
に
伝
え
る
目
標

に
掲
げ
た
。
観
光
客
が
享
受
す
る
上
質
な

体
験
が
、
同
時
に
地
域
住
民
の
生
活
の
利

便
性
や
豊
か
さ
、
誇
り
に
つ
な
が
る
よ
う
、

こ
れ
ま
で
住
民
向
け
の
宿
泊
体
験
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
雇
用
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。こ
う
し
た
施
策
は
、

地
元
の
人
々
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
自
地

域
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
に
関
心
を
持
ち
、「
上

質
な
ア
ル
プ
ス
の
洗
練
さ
れ
た
喜
び
」
を
自

ら
体
感
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。

　一
方
で
、
ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ
が
「
観
光
共

有
地
」
と
い
う
理
念
を
掲
げ
る
背
景
に
は
、

リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
上
質
な
体
験
を
提
供
す

る
上
で
の
新
た
な
課
題
が
浮
上
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
ポ
ン
ト
レ
ジ
ー
ナ
で
は
、
連
邦

政
府
の
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
法
（
2
0
1
6
年

施
行
、
2
0
2
4
年
改
正
）
や
州
空
間
計
画

に
な
る
「
観
光
コ
モ
ン
ズ
」
の
形
成
が
模
索
さ

れ
て
い
る
。
観
光
の
成
長
を
地
域
社
会
の
豊

か
さ
へ
と
結
び
つ
け
る
可
能
性
の
あ
る
戦
略

的
な
投
資
は
、
近
年
の
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
お
け
る
重
要
な
視
点
で
あ
る
（
先
述
の

公
的
な
仕
組
み
で
徴
収
さ
れ
る
財
源
の
、
妥

当
性
の
あ
る
使
い
道
に
つ
い
て
は
、
江
﨑

（2024a

）を
参
照
）。

　イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
観
光
協
会
は
、
近
年
策

定
し
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
2
0
2
3
年
）
お
よ
び

観
光
戦
略
2
0
3
0
（
2
0
2
4
年
）
に
お

い
て
、
そ
の
焦
点
を
地
域
住
民
へ
と
明
確
に

拡
大
し
た
。
新
戦
略
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る 

“
R
egion Innsbruck E

R
LE
B
E
N
SW
E
R
T
”

（
原
文
に
基
づ
き
一
部
細
字
）
は
、「
地
域
の

体
験
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
み

や
す
い
場
所
を
実
現
す
る
」
こ
と
を
謳
っ
て

い
る
〈
注
2
〉。
そ
の
背
後
に
は
、「
観
光
は

地
域
を
よ
り
良
く
す
る
力
を
も
つ
」
と
い
う

確
固
た
る
理
念
が
あ
る
。

　旧
戦
略
2
0
1
7
‐
2
0
2
2
（
2
0
1

6
年
策
定
）
で
は
、
ゲ
ス
ト
起
点
で
市
周
辺

を
含
む
地
域
で
の
包
括
的
な
「
イ
ン
ス
ブ

ル
ッ
ク
ブ
ラ
ン
ド
」
の
構
築
を
目
指
し
て
い

た
。
そ
れ
は
強
固
な
地
位
を
築
い
た
デ
ス

な
ど
の
影
響
も
あ
り
（
詳
細
は
本
稿
で
は
省

略
）、
住
民
や
従
業
員
の
住
宅
確
保
が
困
難

と
な
り
社
会
基
盤
が
揺
ら
い
で
い
る
。

　こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
自
治
体
は

詳
細
な
住
宅
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
2
0

2
4
年
に
は
市
街
中
心
部
の
あ
る
区
画
を
購

入
し
て
住
民
向
け
の
ア
パ
ー
ト
建
設
を
決
定

す
る
な
ど
、
具
体
的
な
行
動
に
乗
り
出
し
て

い
る
。
並
行
し
て
2
0
2
3
年
に
問
題
解
決

の
た
め
に
新
た
な
住
宅
財
団
を
設
立
し
た
。

同
財
団
の
理
事
長
は
、次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
こ
の
問
題
は
村
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。
学
校
の
ク
ラ
ス
は
縮
小
し
、

家
族
は
減
少
し
、経
済
も
低
迷
し
て
い
る
。

従
業
員
が
住
居
を
見
つ
け
ら
れ
な
け
れ

ば
、
募
集
の
職
は
残
り
、
企
業
は
注
文

を
断
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
サ
ー
ビ

ス
提
供
者
は
提
供
内
容
を
縮
小
せ
ざ
る

を
得
な
い
。」（F

lu
ry, 2

0
2
5

）

　「
上
質
な
ア
ル
プ
ス
の
洗
練
さ
れ
た
喜
び
」

を
訪
れ
る
人
々
に
届
け
る
た
め
に
は
、
サ
ー

ビ
ス
を
担
う
地
域
住
民
や
従
業
員
自
身
が
、

地
域
で
安
定
し
て
豊
か
に
暮
ら
せ
る
環
境
が

不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、
ポ
ン

ト
レ
ジ
ー
ナ
は
、
観
光
と
地
域
社
会
の
持
続

的
な
共
存
を
実
現
す
る
た
め
の
基
盤
整
備
を

進
め
て
い
る
。

　今
回
の
視
察
先
と
文
献
調
査
を
通
じ
て

見
え
て
き
た
の
は
、
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
基
盤
を
成
す
二
つ
の
柱
で
あ
る
。

　第
一
は
、
地
域
観
光
協
会
の
公
定
化
と
独

自
財
源
の
確
保
を
軸
と
す
る
、
長
期
的
で
安

定
し
た
制
度
基
盤
の
整
備
で
あ
る
。例
え
ば
、

チ
ロ
ル
州
の
よ
う
に
、
観
光
法
と
宿
泊
税
法

を
一
体
的
に
運
用
し
、
地
域
観
光
協
会
が
使

命
を
果
た
す
た
め
の
財
源
と
権
限
を
明
確
に

位
置
づ
け
る
こ
と
は
、
観
光
地
の
自
律
的
発

展
を
支
え
る
前
提
と
も
言
え
る
。
制
度
が
安

定
し
、
財
源
が
持
続
的
に
確
保
さ
れ
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
地
域
は
長
期
的
視
点
に
立
っ
た

事
業
投
資
や
、
観
光
戦
略
の
精
緻
な
設
計
に

踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　第
二
は
、
観
光
客
と
地
域
社
会
が
公
共

財
を
共
に
享
受
し
共
に
育
む
と
い
う
、「
観

光
コ
モ
ン
ズ
」
の
形
成
に
向
け
た
近
年
の
潮

流
で
あ
る
。
欧
州
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
は
、

観
光
客
を
単
な
る
需
要
の
担
い
手
や
負
担

の
原
因
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
地

域
の
価
値
を
と
も
に
高
め
る
存
在
と
し
て

捉
え
、
ゲ
ス
ト
と
住
民
の
双
方
に
資
す
る

サ
ー
ビ
ス
・
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
進
め
て

い
る
。
そ
こ
に
は
、
観
光
体
験
の
充
実
と

地
域
住
民
の
生
活
の
質
の
向
上
を
同
時
に

追
求
す
る
と
い
う
、
新
た
な
観
光
地
経
営

の
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
見
て
取
れ
る
。

　そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
視
点
は
、
決
し
て

別
個
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
。
制
度
と

財
源
と
い
う
長
期
の
土
台
の
上
に
こ
そ
、「
滞

在
デ
ザ
イ
ン
（
自
地
域
ら
し
い
滞
在
の
か
た

ち
）」
と
「
共
創
」
の
実
践
は
持
続
可
能
な
形

で
根
づ
く
。
観
光
は
、
地
域
経
済
の
成
長
だ

け
で
な
く
、
文
化
や
環
境
の
継
承
、
住
民
の

誇
り
や
幸
福
感
の
醸
成
を
も
た
ら
す
共
通
手

段
で
あ
り
う
る
。
欧
州
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
の
戦

略
は
、
観
光
客
と
住
民
の
共
存
／
共
創
を
核

と
し
た
地
域
づ
く
り
と
し
て
の
観
光
地
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
、「
次
の
標
準
」
と
な
り
つ
つ

あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
日
本
の
観
光

地
は
、
観
光
を
「
地
域
社
会
の
価
値
を
高
め

る
共
創
に
資
す
る
存
在
」と
し
て
捉
え
直
し
、

「
制
度
基
盤
の
強
化
」
と
「
共
創
型
の
取
り
組

み
」
を
両
輪
と
し
た
、
地
域
の
将
来
像
に
根

ざ
し
た
観
光
の
あ
り
方
を
再
構
築
す
べ
き
時

期
に
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
観
光
客
が
途
絶
え

た
時
の
状
況
を
冷
静
に
振
り
返
り
、
観
光
が

地
域
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
や
文
化
施
設
等
の
維

持
に
果
た
し
て
き
た
役
割
や
、
観
光
協
会
の

公
的
存
在
意
義
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
ま
ず

重
要
で
あ
る
。
共
創
に
よ
っ
て
築
か
れ
享
受

さ
れ
て
き
た
価
値
に
気
づ
き
、
長
期
的
視
座

で
持
続
可
能
な
観
光
共
同
体
の
姿
を
描
く
こ

と
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
。

4
． お
わ
り
に
‒

観
光
の
成
長
を

地
域
社
会
の
豊
か
さ
に

結
び
つ
け
る

自
律
の
仕
組
み

＜注＞
注１…アッパーエンガディン地方の11自治体の観光協会を
合併して、エンガディン・サンモリッツ観光局を設立。2017年には、
新たにエンディガン・サンモリッツ観光株式会社を設立。
同社の観光戦略では、サンモリッツとエンガディンの二ブランドを
分けて扱う（部署・人員・マーケティング活動も別々）。
＜エンガディン＞
（前）「高い谷」→（後）「スイスの山 で々最も感動的な憧れの場所」／
「憧れ」という価値観
＜サンモリッツ＞
（前）「アルプスのデスティネーション／ホリデーリゾート」
→（後）「最も贅沢な山の中のアーバンライフスタイルの
デスティネーション」／「贅沢」という価値観
注2…次の単語を掛け合わせている。Erleben: 体験、Leben: 生活、
SWERT:～に値する。
注3…自治体の観光部門としてのポントレジーナ観光局
（Pontresina Tourismus）とは別に
ポントレジーナ観光協会（Tourismusverein Pontresina）がある。

＜参考文献＞
〇江﨑貴昭（2024a）：特集3 宿泊税「活用」のプロセス論、観光文化261号、（公財）日本交通公社、pp.26-33、
https://www.jtb.or.jp/tourism-culture/bunka261/261-03/（2025年11月19日最終閲覧）
○江﨑貴昭（2024b）：「自律的」な観光振興とは何かを考える－欧州の「観光事業者税」をケースに－、コラムvol.514、（公財）日本交通公社、2024年9月13日、
https://www.jtb.or.jp/researchers/column/column-tourism-promotion-ezaki/（2025年11月19日最終閲覧）
○江﨑貴昭（2025）：オーストリア・レッヒに学ぶ宿泊税、「量より質」の地域哲学が導く未来の投資戦略、インバウンドコラム、やまとごころ.jp、2025年10月21日、
https://yamatogokoro.jp/column/tourist-tax/58384/（2025年11月19日最終閲覧）
〇三重野真代、矢内直子、稲本里美、高橋靖史（2024）：欧州における観光産業に関する調査～地域観光産業における見える化や観光地の地域交通に関するオー
ストリア現地調査～、JTTRI、pp.1-6、
https://www.jttri.or.jp/topic_europe_2024Feb-8.pdf（2025年11月19日最終閲覧）
○Flury, Andreas（2025）: Spuren im Dorf, Newsletter1, Fundaziun da Puntraschigna, 
https://api.fundaziun.org/fileadmin/user_upload/fundaziun-da-puntraschigna/Dokumente/Newsletter/
25_01_15_Fundaziun_Newsletter_1_web.pdf（2025年11月19日最終閲覧）
○Lomsky, André（2025）: Über die Stadt hinaus, Innsbruck Tourismus, 2025-10-17,
https://www.innsbruck-tourismus.at/strategie/beitraege/ueber-die-stadt-hinaus/（2025年11月19日最終閲覧）
○Maissen, Ursin (2019): Bericht des Geschäftsführers, Jahresbericht. Pontresina Tourismus 2018/19, Pontresina Tourismus. 
https://cdn.sanity.io/files/y9q53f1k/production/662e5a2eb4057341f3d7bf9ed17f3aca2ee1889f.pdf（2025年11月19日最終閲覧）
○Rendl, Nadine（2025）: Städtetourismus im Wandel: Innsbruck, Wien und Linz setzen auf Lebensqualität für Gäste und Einheimische, 
Newsroom.pr, 2025-07-01,
https://newsroom.pr/at/staedtetourismus-im-wandel-inns-
bruck-wien-und-linz-setzen-auf-lebensqualitaet-fuer-gaeste-und-einheimische-17663（2025年11月19日最終閲覧）

‒❷ 視察の全体像と観光地マネジメントの基盤強化2
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3

タ
イ
に
お
け
る

観
光
地

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

9
月

タ
イ
入
国

28
日
日

9
月

視
察
・ヒ
ア
リ
ン
グ
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
市
民
活
動
団
体
・

ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
県
／
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
、ア
ン
パ
ワ
ー

29
日
月

9
月

視
察
・ヒ
ア
リ
ン
グ

JN
T
O

バ
ン
コ
ク
／
バ
ン
コ
ク
市
内

30
日
火

10
月

視
察
・ヒ
ア
リ
ン
グ
タ
イ
国
政
府
観
光
庁
／
バ
ン
コ
ク
市
内

1
日
水

10
月

ヒ
ア
リ
ン
グ

ア
サ
ン
プ
シ
ョ
ン
大
学
／D

A
S
T
A

／

タ
マ
サ
ー
ト
大
学

2
日
木

10
月

ヒ
ア
リ
ン
グ

宿
泊
施
設（
2
施
設
）

3
日
金

10
月

視
察
・
出
国

パ
ト
ン
ビ
ー
チ
・
カ
マ
ラ
ビ
ー
チ
／
翌
5
日（
日
）帰
国 バ

ン
コ
ク

バ
ン
コ
ク

バ
ン
コ
ク

バ
ン
コ
ク

バ
ン
コ
ク

プ
ー
ケ
ッ
ト

4
日
土

活
動
内
容

2025年
視察行程

宿
泊
地

1

タ
イ
に
お
け
る
観
光
の
高
付
加
価
値
化
と

域
外
流
出
抑
制
の
取
り
組
み

2

タ
イ
・
プ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
け
る

災
害
に
対
す
る
取
り
組
み

3

観
光
の
チ
カ
ラ
で
復
活
し
た

無
形
文
化
遺
産「
ナ
ン
・
ヤ
イ
」に
学
ぶ

4

タ
イ
視
察
の
全
体
像
と

国
内
旅
行
者
の
地
方
分
散
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2.70

2023

2.52

2022

2.05

2021

0.76

2020

1.25

2019

2.30

2018

2.28
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2024
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1.11
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0.05

2020

0.67

2019

3.99
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3.82
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3.56

2016

3.25

2015

2.99

2014
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2013

2.65

タイ人国内延べ旅行者数

訪タイ外国人旅行者数

タイにおける国内延べ旅行者数および延べ旅行者数に占める訪タイ述べ外国人割合の推移

外国人 日本人 外国人割合

外国人 タイ人 外国人割合

内、宿泊旅行者

0

0.0

0.0

0.0

30%

5%

10%

15%

20%

25%
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図 1 日本における延べ宿泊者数および延べ宿泊者数に占める外国人割合の推移

図 2 タイにおける国内旅行市場の動向

出典：観光庁「宿泊旅行統計調査」2)より作成

出典：タイ国政府観光スポーツ省観光スポーツ経済部「観光統計」5)より作成

は
そ
の
流
れ
を
後
押
し
す
る
増
幅
器
・
加
速

器
と
し
て
機
能
す
る
。
た
だ
し
、
割
引
な
ど

単
発
の
施
策
は
効
果
が
持
続
し
に
く
く
、
ア

ク
セ
ス
・
受
入
品
質
・
決
済
を
束
ね
た
利
便

性
向
上
と
組
み
合
わ
せ
て
初
め
て
、
行
動
変

容
が
定
着
し
得
る
。

●
地
方
分
散
の
対
象
と
し
て
国
内
客
と
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
客
の
ど
ち
ら
が
難
し
い
か
に
つ
い

き
く
上
回
る
観
光
客
に
よ
る
混
雑
が
挙
げ
ら

れ
る
。
二
重
価
格
の
存
在
は
、
国
内
客
と
外

国
人
客
の
間
に
市
場
分
断
の
圧
力
が
あ
る
こ

と
の
表
れ
と
み
て
い
る
。

●
国
内
旅
行
者
を
二
次
都
市
・
雨
季
・
平
日

に
動
か
す
主
な
原
動
力
は
市
場
要
因
で
あ

り
、
高
価
格
や
混
雑
と
い
っ
た
現
実
の
条
件

が
行
き
先
を
変
え
さ
せ
る
。
一
方
で
、
政
策

E
very D

ay

（
2
0
2
4
年
）：「
毎
日
ど
こ

か
が
主
役
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、

55
二
次
都
市
の
ス
ト
ー
リ
ー
や
情
報
を
日
替

わ
り
で
発
信
し
た
。
給
料
日
付
近
に
旅
行

パ
ッ
ケ
ー
ジ
セ
ー
ル
を
定
期
的
に
実
施
す
る

な
ど
、
旅
行
時
期
と
旅
行
先
の
双
方
を
分
散

さ
せ
る
た
め
の
新
た
な
リ
ズ
ム
の
創
出
を
試

み
た
。　

タ
イ
の
分
散
施
策
の
最
大
の
特
徴
は
、
空

間
（
主
要
都
市⇒

二
次
都
市
）・
季
節
（
乾
季

⇒

雨
季
）・
曜
日
（
休
日⇒

平
日
）
の
3
軸
分

散
を
目
的
と
し
た
、
旅
行
者
を
対
象
と
し
た

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
設
定
に
あ
る
。
コ
ロ
ナ

禍
の
需
要
喚
起
策
で
あ
っ
た
「W

e T
ravel 

T
o
g
eth

er

」
や
「T

o
u
r T

ea
w
 T
h
a
i

」

を
含
め
、
こ
れ
ら
の
施
策
は
い
ず
れ
も
、
タ

イ
国
籍
保
有
者
の
居
住
県
外
旅
行
の
み
を
対

象
と
し
て
お
り
、
税
制
優
遇
等
を
通
じ
て
、

国
内
旅
行
者
の
行
動
変
容
を
促
そ
う
と
す
る

も
の
で
あ
っ
た 

　
）
。

　
今
回
の
視
察
で
は
、
タ
イ
国
政
府
観
光
庁

お
よ
び
ア
サ
ン
プ
シ
ョ
ン
大
学
を
訪
れ
、
分

散
施
策
の
効
果
や
課
題
な
ど
に
関
す
る
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

●
観
光
客
の
行
動
パ
タ
ー
ン
を
政
策
側
の
働

き
か
け
で
変
え
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
く
、

空
間
・
季
節
・
曜
日
の
い
ず
れ
の
軸
に
お
い

て
も
分
散
は
容
易
で
は
な
い
と
の
認
識
が
示

さ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
、
比
較
的
効
果
が
み

ら
れ
た
の
は
空
間
分
散
、
す
な
わ
ち
二
次
都

市
へ
の
誘
導
で
あ
る
。
分
散
の
程
度
は
数

パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
る
も
の
の
、
二
次

都
市
へ
の
来
訪
が
緩
や
か
に
広
が
り
つ
つ

あ
る
。

●
季
節
分
散
（
乾
季
か
ら
雨
季
へ
の
誘
導
）

に
つ
い
て
は
、「R

ain
y S

easo
n

」
と
い
う

呼
称
で
は
旅
行
意
欲
が
減
退
し
て
し
ま
う
懸

念
が
あ
る
た
め
、「G

reen
 S
easo

n

」
と

い
う
表
現
を
用
い
、
一
年
の
な
か
で
最
も
美

し
い
季
節
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
証
課
題

と
さ
れ
て
い
る
。

●
曜
日
分
散
（
休
日
か
ら
平
日
へ
の
誘
導
）

に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
密
を

避
け
る
目
的
か
ら
平
日
を
選
ぶ
傾
向
が
強

ま
っ
た
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
収
束
後
は
平
日

に
休
暇
を
取
る
こ
と
へ
の
抵
抗
感
が
再
び
強

ま
り
、
現
在
は
再
び
休
日
に
人
が
集
中
し
や

す
い
状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
る
と
の
指
摘
が

あ
っ
た
。

●
雨
季
へ
の
分
散
は
価
格
弾
力
性
が
高
く
供

給
側
の
余
力
も
あ
る
う
え
、
屋
内
・
ウ
ェ
ル

ネ
ス
・
学
習
型
コ
ン
テ
ン
ツ
に
よ
っ
て
天
候

リ
ス
ク
を
吸
収
で
き
る
た
め
費
用
対
効
果
の

高
い
施
策
に
な
り
得
る
。
期
間
も
長
く
、
潜

在
的
な
効
果
は
大
き
い
。
一
方
、
平
日
分
散

は
既
存
資
源
の
余
剰
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
吸
収

に
適
し
て
い
る
も
の
の
、
対
象
と
な
る
市
場

規
模
が
小
さ
い
と
い
う
限
界
が
あ
る
。
二
次

都
市
分
散
は
中
長
期
的
に
は
不
可
欠
だ
が
、

現
時
点
で
は
多
く
の
二
次
都
市
で
受
入
基
盤

が
未
成
熟
で
あ
る
と
い
う
課
題
が
あ
り
、
交

通
・
水
道
・
宿
泊
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
サ
ー

ビ
ス
ク
オ
リ
テ
ィ
の
向
上
、地
域
の
差
別
化
、

価
格
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
同
時
改
善
が
前
提
と

な
る
。

●
国
内
旅
行
で
は
タ
イ
人
が
外
国
人
に
人
気

の
観
光
地
を
避
け
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
主

な
要
因
と
し
て
、
価
格
高
騰
や
二
重
価
格
に

よ
る
自
国
の
観
光
資
源
か
ら
の
排
除
感
、
そ

し
て
プ
ー
ケ
ッ
ト
の
よ
う
に
地
元
人
口
を
大

②

 
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
動
機
の
創
出

　
タ
イ
国
政
府
観
光
庁
は
、
人
気
都
市
へ
の

集
中
を
緩
和
し
、
観
光
収
入
を
よ
り
広
い
地

域
に
分
散
さ
せ
る
た
め
、
主
要
都
市
に
対

す
る
「
二
次
都
市
（S

eco
n
d
ary C

ities

＝
二
次
的
観
光
目
的
地
。
制
度
上
は
県
単

位
。）」
を
設
定
し
、
分
散
先
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
た
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
こ

な
か
っ
た
地
域
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
進
め
て
き
た
8
）
。
主
な
施
策

は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

●1
2
 H
idden G

em
s / P

lus

（
2
0
1
5

〜
2
0
1
7
年
）：
12
の
二
次
都
市
を
「
隠

れ
た
宝
石
」
と
し
て
国
内
外
に
訴
求
し
、
地

方
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
目
指
し
た
。
後
に
、

隣
接
県
と
ペ
ア
化
し
周
遊
性
を
高
め
る
こ
と

で
、滞
在
日
数
と
消
費
額
の
増
加
を
図
っ
た
。

●A
m
a
zin

g
 T
h
a
ila

n
d
 G

o
 L
o
ca
l

（
2
0
1
8
〜
2
0
1
9
年
）：
55
の
二
次
都

市
を
対
象
に
、
税
制
優
遇
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
連
動
さ
せ
た
施
策
で
あ
る
。
こ
の
際
、

対
象
地
を
再
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
、
例
え
ば

「
チ
ェ
ン
ラ
イ
＝
ウ
ェ
ル
ネ
ス
都
市
」と
い
っ

た
テ
ー
マ
を
そ
れ
ぞ
れ
に
設
定
す
る
こ
と

で
、
旅
行
者
が
地
域
を
選
択
す
る
た
め
の
具

体
的
な
動
機
を
提
供
し
た
9
）
。

●3
6
5
 D
ays, M

arvello
u
s T

h
ailan

d
 

　
タ
イ
で
は
、
人
口
が
2
0
1
9
年
を
ピ
ー

ク
に
緩
や
か
な
減
少
傾
向
に
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
タ
イ
人
の
国
内
延
べ
旅
行
者
数
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
10
年
間
で
約
5

割
増
（
う
ち
宿
泊
旅
行
者
は
約
2
割
増
）
で

あ
っ
た
【
図
2
上
】。
一
人
あ
た
り
の
旅
行

平
均
回
数
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
2
0
2
4

年
の
旅
行
者
全
体
（
日
帰
り
含
む
）
で
は

3
・
85
回
／
人
（
2
0
1
5
年
：
2
・
62
回

／
人
）、宿
泊
旅
行
者
で
は
1
・
87
回
／
人（
同

1
・
51
回
／
人
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

タ
イ
人
の
9
割
以
上
が
国
内
旅
行
を
実
施
し

て
い
る
3
）
こ
と
か
ら
、
国
内
市
場
の
裾
野
の

広
さ
が
う
か
が
え
る
。

　
タ
イ
人
の
主
な
旅
行
行
動
特
性
と
し
て

は
、
以
下
の
点
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
3
）
。

●
多
く
の
人
々
が
「
景
色
を
楽
し
む
・
癒
さ

れ
る
」
を
旅
行
の
目
的
と
し
て
お
り
、
激
し

い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
よ
り
も
、
の
ん
び
り

と
し
た
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
型
の
過
ご
し
方
を

好
む
4
）
。
S
N
S
映
え
す
る
カ
フ
ェ
や
自
然

ス
ポ
ッ
ト
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
願
掛
け
の

旅
も
高
い
人
気
を
集
め
て
い
る
。

●F
aceb

o
o
k

やT
ikT

o
k

が
旅
先
選
び
の

重
要
な
情
報
源
と
な
っ
て
お
り
、
S
N
S

で
見
た
場
所
に
即
興
的
に
出
か
け
る
傾
向

が
強
い
。

　
一
方
、
訪
タ
イ
外
国
人
旅
行
者
数
は
コ
ロ

ナ
禍
前
ま
で
は
順
調
に
増
加
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
大
き
く
減
少
し
、
2
0
2
4
年
は
コ

ロ
ナ
禍
前
の
9
割
近
く
ま
で
回
復
し
て
い
る

【
図
2
中
】。
国
籍
・
地
域
別
に
み
る
と
、

2
0
1
9
年
、
2
0
2
4
年
と
も
に
上
位
4

か
国
は
中
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
韓

国
で
変
わ
ら
な
い
が
、
中
国
人
客
の
割
合
が

大
幅
に
減
少
し
た
（
2
0
2
5
年
1‒

9
月

は
マ
レ
ー
シ
ア
が
1
位
）。
延
べ
旅
行
者
数

に
占
め
る
外
国
人
割
合
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
除

き
概
ね
1
／
4
前
後
と
、
現
在
の
日
本
と
同

程
度
の
水
準
に
あ
る
。

　
次
に
、
タ
イ
に
お
け
る
国
内
旅
行
先
を
み

た
も
の
を
【
図
3
】
に
示
す
。
首
都
バ
ン
コ

ク
は
、
タ
イ
人
・
外
国
人
と
も
に
圧
倒
的
な

訪
問
者
数
を
誇
り
、
今
回
の
現
地
視
察
で
も

国
内
外
を
問
わ
ず
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て

い
た
。
一
方
で
、
旅
行
先
の
構
成
は
二
極
化

し
て
い
る
。
世
界
的
な
リ
ゾ
ー
ト
地
で
あ
る

プ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、
訪
問
者
数
に
占
め
る
外

国
人
割
合
が
3
／
4
に
達
し
て
お
り
、
バ
ン

コ
ク
か
ら
プ
ー
ケ
ッ
ト
に
向
か
う
機
内
や
現

地
に
お
い
て
タ
イ
人
観
光
客
を
見
か
け
る
こ

と
は
少
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
今
回
視

察
し
た
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
や
サ
ム
ッ
ト
ソ
ン

観
光
客
の
受
け
入
れ
を
進
め
て
き
た
国
で
あ

る
。
そ
の
過
程
で
、
観
光
客
の
地
方
分
散
や

観
光
消
費
額
の
向
上
、
文
化
遺
産
の
保
全
と

活
用
と
い
っ
た
、
日
本
の
現
状
に
も
通
じ
る

課
題
に
戦
略
的
に
取
り
組
み
、
多
様
な
事
例

を
蓄
積
し
て
き
た
。
ま
た
、
過
去
に
直
面
し

た
大
規
模
災
害
か
ら
の
観
光
復
興
プ
ロ
セ
ス

は
、
予
測
不
能
な
リ
ス
ク
に
対
す
る
観
光
地

の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
る
う
え
で
、
貴
重

な
知
見
を
提
供
し
て
い
る
。
今
回
の
視
察
先

と
し
て
タ
イ
を
選
定
し
た
背
景
は
、
ま
さ
に

こ
こ
に
あ
る
。
量
か
ら
質
へ
の
転
換
と
、
観

光
を
通
じ
た
持
続
的
な
地
域
発
展
を
追
求
す

る
ア
ジ
ア
の
先
進
事
例
か
ら
学
ぶ
べ
く
、
タ

イ
へ
の
視
察
を
行
っ
た
。
本
特
集
で
は
、
五

木
田
が
持
続
的
な
観
光
の
実
現
の
観
点
か
ら

タ
イ
に
お
け
る
国
内
客
の
地
方
分
散
施
策
を

取
り
上
げ
、
柿
島
は
観
光
消
費
額
の
向
上
に

焦
点
を
当
て
高
付
加
価
値
化
お
よ
び
消
費
の

域
外
流
出
抑
制
の
取
組
を
検
証
す
る
。
川
口

は
観
光
地
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
る
観
点

か
ら
大
規
模
災
害
を
経
験
し
た
観
光
地
・
施

設
に
お
け
る
災
害
対
策
に
着
目
し
、
後
藤
は

文
化
的
な
価
値
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
視
点
か
ら

観
光
の
力
で
復
活
し
た
無
形
文
化
遺
産
に
つ

い
て
論
じ
る
。

　
2
0
2
4
年
の
訪
日
外
客
数
は
3
6
8
7

万
人
に
達
し
、
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。
一

方
で
、
日
本
人
の
国
内
旅
行
市
場
に
目
を
向

け
る
と
、
同
年
の
国
内
旅
行
者
数
は
1
・
75

億
人
で
あ
り
、
中
長
期
的
に
は
2
0
0
5
年

を
ピ
ー
ク
に
漸
減
傾
向
に
あ
る
。こ
の
結
果
、

延
べ
宿
泊
者
数
に
占
め
る
外
国
人
割
合
は

年
々
上
昇
し
、
2
0
2
4
年
に
は
約
1
／
4

に
達
し
て
い
る
【
図
1
】。
こ
う
し
た
状
況

の
も
と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
価
格
高
騰

や
混
雑
を
避
け
、
日
本
人
が
国
内
旅
行
先
を

シ
フ
ト
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
報

道
も
み
ら
れ
る
。
香
港
を
対
象
と
し
た
研
究

で
は
、
観
光
客
同
士
の
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ン
グ
ア

ウ
ト
効
果
（
＝
あ
る
人
た
ち
の
利
用
・
参
入

が
増
え
る
こ
と
で
、
別
の
人
た
ち
が
そ
の
場

所
や
サ
ー
ビ
ス
か
ら
押
し
出
さ
れ
て
し
ま
う

現
象
）
は
確
か
に
存
在
す
る
も
の
の
、
一
律

に
す
べ
て
の
観
光
客
を
失
わ
せ
る
わ
け
で
は

な
く
、
特
に
近
距
離
市
場
か
ら
の
リ
ピ
ー

タ
ー
や
週
末
旅
行
者
が
混
雑
の
影
響
を
受
け

や
す
い
こ
と
、
近
距
離
客
は
代
替
先
が
豊
富

で
あ
る
が
ゆ
え
に
行
き
先
を
変
え
や
す
い
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
1
）
。
し
か
し
、
日
本

に
お
い
て
は
、
ど
の
地
域
で
ど
の
程
度
そ
の

よ
う
な
現
象
が
起
き
て
い
る
の
か
、
そ
れ
は

意
図
的
な
政
策
の
成
果
な
の
か
、
あ
る
い
は

市
場
原
理
に
よ
る
結
果
的
な
分
散
な
の
か
、

ま
た
、
そ
の
背
景
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が

ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
実

態
は
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い
。
タ
イ
に
お

い
て
も
、
年
間
3
0
0
0
万
人
を
超
え
る
外

国
人
旅
行
者
が
訪
れ
て
お
り
、
国
内
旅
行
者

の
動
向
に
一
定
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
日
本
と
同
様
に
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
多
い
タ
イ
を
対
象
と
し
、
同

国
に
お
け
る
国
内
旅
行
の
動
向
と
旅
行
者
分

散
に
関
す
る
施
策
の
実
態
を
整
理
す
る
こ
と

で
、
日
本
へ
の
示
唆
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
世
界
的
な
観
光
客
数
の
増
大
に
と
も
な

い
、
観
光
の
量
の
拡
大
を
、
地
域
経
済
へ
の

波
及
効
果
や
住
民
の
満
足
度
と
い
っ
た
質
の

向
上
へ
ど
う
結
び
つ
け
る
か
、
ま
た
、
そ
の

恩
恵
を
い
か
に
地
方
へ
広
げ
て
い
く
か
は
、

持
続
可
能
な
観
光
の
実
現
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
各
国
共
通
の
重
要
な
課
題
と
な
り
つ
つ

あ
る
。
タ
イ
は
、
豊
富
な
観
光
資
源
と
高
い

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
背
景
に
、
ア
ジ
ア
有
数

の
観
光
大
国
と
し
て
国
家
主
導
で
早
く
か
ら

タ
イ
視
察
の

全
体
像
と

国
内
旅
行
者
の

地
方
分
散

3
1

観
光
研
究
部 

上
席
主
任
研
究
員

五
木
田
玲
子

2
．タ
イ
に
お
け
る

国
内
旅
行
者
の

地
方
分
散

1
．視
察
の
背
景
と
目
的

タ
イ
に
お
け
る

国
内
旅
行
市
場
の
動
向

1

ク
ラ
ー
ム
（
ア
ン
パ
ワ
ー
）
は
、
外
国
人
割

合
が
低
く
、
タ
イ
人
主
体
の
国
内
旅
行
先
と

し
て
機
能
し
て
い
た
6
）
。

　
タ
イ
で
は
、
人
気
都
市
へ
の
集
中
緩
和
と

観
光
収
入
の
地
方
分
散
を
目
的
と
し
て
、

2
0
0
0
年
年
代
半
ば
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
等
を
組
み
合
わ
せ
た
各
種
施
策
を
展
開
し

て
き
た
【
表
1
】。

①

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
盤
の
強
化

　
大
分
県
の
「
一
村
一
品
運
動
」
を
モ
デ
ル
に

し
て
始
ま
っ
た
O
T
O
P
（O

n
e T

am
b
o
n
 

O
n
e P

ro
d
u
ct

）
は
、
地
方
の
経
済
基
盤

強
化
に
貢
献
し
て
き
た
。
2
0
0
4
年
に
開

始
さ
れ
た
O
T
O
P T

o
u
rism

 V
illage 

P
ro
ject

で
は
、
地
域
産
品
の
物
販
と
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
等
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
セ
ッ
ト

で
販
売
す
る
こ
と
で
、
農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

へ
の
来
訪
を
促
し
、
所
得
の
多
角
化
を
図
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
単
な
る
観
光
促
進
に
と
ど

ま
ら
ず
、
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
地
域
側
の

受
け
皿
そ
の
も
の
を
創
出
す
る
取
組
で
あ

り
、
そ
の
後
の
分
散
施
策
を
支
え
る
土
台
と

な
っ
て
い
る
7
）
。

て
は
、
地
方
都
市
の
ア
ク
セ
ス
や
施
設
・
設

備
の
水
準
が
依
然
と
し
て
不
十
分
な
こ
と
か

ら
、
よ
り
高
い
快
適
性
を
求
め
る
国
内
客
の

方
が
難
し
い
と
す
る
見
解
が
あ
る
一
方
、
滞

在
期
間
が
限
ら
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
は
有

名
観
光
地
へ
の
来
訪
を
優
先
し
、
安
全
性
の

不
安
か
ら
未
知
の
地
方
部
に
は
行
き
に
く
い

と
す
る
見
方
も
示
さ
れ
た
。

　　
タ
イ
の
事
例
か
ら
は
、

市
場
が
生
み
出
す
「
結
果

的
分
散
」
と
政
策
に
よ
る

「
意
図
的
分
散
」
が
並
行

し
て
進
行
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
た
。
価
格
高

騰
や
混
雑
と
い
っ
た
市
場

環
境
の
変
化
が
ま
ず
人
々

の
行
き
先
を
変
え
、
政
策

的
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、
そ

の
動
き
を
後
押
し
す
る
加

速
装
置
と
し
て
機
能
し
て

い
る
。
ま
た
、
日
本
で
は

地
域
主
導
で
、
混
雑
予
報

カ
レ
ン
ダ
ー
や
混
雑
マ
ッ
プ
の
公
表
、
閑
散

期
や
夜
間
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
実
施
、
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
運
行
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
改
善
な
ど

を
通
じ
て
、
主
に
情
報
提
供
や
コ
ン
テ
ン
ツ

づ
く
り
、
二
次
交
通
等
の
対
策
を
積
み
重
ね

て
き
た
の
に
対
し
、
タ
イ
で
は
国
主
導
の
も

と
、
国
内
旅
行
者
へ
の
直
接
的
な
価
格
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
施
策
が
多
く
展
開
さ
れ
て
い
る

点
に
違
い
が
み
ら
れ
る
。

　
日
本
へ
の
示
唆
と
し
て
は
、
ま
ず
、
政
策

に
よ
る
意
図
的
分
散
を
図
る
際
に
、
誰
の
分

散
を
促
す
の
か
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ

る
。
国
内
客
な
の
か
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
な

の
か
、そ
の
組
み
合
わ
せ
な
の
か
に
よ
っ
て
、

用
い
る
べ
き
手
段
は
異
な
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
各
種
統
計
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
等
を
用
い

て
、
人
気
が
集
中
す
る
地
域
お
よ
び
そ
の
周

辺
で
国
内
客
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
ど
の
よ

う
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
の
か
、
ク
ラ
ウ
デ
ィ

ン
グ
ア
ウ
ト
が
ど
の
程
度
発
生
し
て
い
る
の

か
を
把
握
し
、
市
場
が
自
発
的
に
形
成
し
つ

つ
あ
る
分
散
パ
タ
ー
ン
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
前
提
と
な
る
。
国
内
客
と
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
が
同
じ
場
所
を
奪
い
合
う
と
い
う
発
想

で
は
な
く
、
ど
の
需
要
を
、
ど
の
目
的
（
地

方
へ
の
経
済
波
及
、
混
雑
緩
和
等
）
で
、
ど

の
地
域
に
振
り
向
け
る
の
か
を
戦
略
的
に
整

理
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
日
本
で
は
タ
イ
の
よ
う
な
大
規
模

な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
施
策
を
全
国
的
に
展
開

す
る
こ
と
は
制
度
・
財
政
面
か
ら
容
易
で
は

な
い
一
方
で
、
人
々
の
行
動
変
容
を
促
す
う

え
で
情
報
発
信
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る

分
散
施
策
に
は
大
き
な
余
地
が
あ
る
。
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
混
雑
状
況

の
可
視
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ニ
ッ
チ
な
テ
ー

マ
の
提
示
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
別
の
コ
ン
テ
ン
ツ

配
信
、
日
替
わ
り
・
期
間
限
定
の
動
機
付
け

な
ど
を
有
機
的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。
タ
イ
の
事
例
は
、
明
確
な
タ
ー

ゲ
テ
ィ
ン
グ
や
テ
ー
マ
設
定
を
通
じ
て
行
き

先
を
選
ぶ
理
由
を
提
示
し
、
市
場
が
生
み
出

す
分
散
の
動
き
を
政
策
と
し
て
い
か
に
増

幅
・
持
続
さ
せ
る
か
と
い
う
点
で
、
日
本
の

地
方
分
散
を
検
討
す
る
際
の
参
考
と
な
る
。

【
謝
辞
】
本
調
査
研
究
の
実
施
に
あ
た
り
、

意
見
交
換
に
ご
対
応
い
た
だ
い
た
タ
イ

国
政
府
観
光
庁
関
係
各
位
（
ア
ジ
ア
南
太

平
洋
担
当 

副
総
裁 P

attaraan
o
n
g N

a 

C
h
ian

gm
ai

氏
を
は
じ
め
と
す
る
皆
様
）、

ア
サ
ン
プ
シ
ョ
ン
大
学
関
係
各
位
（
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

学
科
長 L

alid
a A

rp
h
aw

atth
an
asaku

l

氏
を
は
じ
め
と
す
る
皆
様
）
に
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

‒❶ タイ視察の全体像と国内旅行者の地方分散　3
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図 1 日本における延べ宿泊者数および延べ宿泊者数に占める外国人割合の推移

図 2 タイにおける国内旅行市場の動向

出典：観光庁「宿泊旅行統計調査」2)より作成

出典：タイ国政府観光スポーツ省観光スポーツ経済部「観光統計」5)より作成

は
そ
の
流
れ
を
後
押
し
す
る
増
幅
器
・
加
速

器
と
し
て
機
能
す
る
。
た
だ
し
、
割
引
な
ど

単
発
の
施
策
は
効
果
が
持
続
し
に
く
く
、
ア

ク
セ
ス
・
受
入
品
質
・
決
済
を
束
ね
た
利
便

性
向
上
と
組
み
合
わ
せ
て
初
め
て
、
行
動
変

容
が
定
着
し
得
る
。

●
地
方
分
散
の
対
象
と
し
て
国
内
客
と
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
客
の
ど
ち
ら
が
難
し
い
か
に
つ
い

き
く
上
回
る
観
光
客
に
よ
る
混
雑
が
挙
げ
ら

れ
る
。
二
重
価
格
の
存
在
は
、
国
内
客
と
外

国
人
客
の
間
に
市
場
分
断
の
圧
力
が
あ
る
こ

と
の
表
れ
と
み
て
い
る
。

●
国
内
旅
行
者
を
二
次
都
市
・
雨
季
・
平
日

に
動
か
す
主
な
原
動
力
は
市
場
要
因
で
あ

り
、
高
価
格
や
混
雑
と
い
っ
た
現
実
の
条
件

が
行
き
先
を
変
え
さ
せ
る
。
一
方
で
、
政
策

E
very D

ay

（
2
0
2
4
年
）：「
毎
日
ど
こ

か
が
主
役
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、

55
二
次
都
市
の
ス
ト
ー
リ
ー
や
情
報
を
日
替

わ
り
で
発
信
し
た
。
給
料
日
付
近
に
旅
行

パ
ッ
ケ
ー
ジ
セ
ー
ル
を
定
期
的
に
実
施
す
る

な
ど
、
旅
行
時
期
と
旅
行
先
の
双
方
を
分
散

さ
せ
る
た
め
の
新
た
な
リ
ズ
ム
の
創
出
を
試

み
た
。　

タ
イ
の
分
散
施
策
の
最
大
の
特
徴
は
、
空

間
（
主
要
都
市⇒

二
次
都
市
）・
季
節
（
乾
季

⇒

雨
季
）・
曜
日
（
休
日⇒

平
日
）
の
3
軸
分

散
を
目
的
と
し
た
、
旅
行
者
を
対
象
と
し
た

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
設
定
に
あ
る
。
コ
ロ
ナ

禍
の
需
要
喚
起
策
で
あ
っ
た
「W

e T
ravel 

T
o
g
eth

er

」
や
「T

o
u
r T

ea
w
 T
h
a
i

」

を
含
め
、
こ
れ
ら
の
施
策
は
い
ず
れ
も
、
タ

イ
国
籍
保
有
者
の
居
住
県
外
旅
行
の
み
を
対

象
と
し
て
お
り
、
税
制
優
遇
等
を
通
じ
て
、

国
内
旅
行
者
の
行
動
変
容
を
促
そ
う
と
す
る

も
の
で
あ
っ
た 

　
）
。

　
今
回
の
視
察
で
は
、
タ
イ
国
政
府
観
光
庁

お
よ
び
ア
サ
ン
プ
シ
ョ
ン
大
学
を
訪
れ
、
分

散
施
策
の
効
果
や
課
題
な
ど
に
関
す
る
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

●
観
光
客
の
行
動
パ
タ
ー
ン
を
政
策
側
の
働

き
か
け
で
変
え
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
く
、

空
間
・
季
節
・
曜
日
の
い
ず
れ
の
軸
に
お
い

て
も
分
散
は
容
易
で
は
な
い
と
の
認
識
が
示

さ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
、
比
較
的
効
果
が
み

ら
れ
た
の
は
空
間
分
散
、
す
な
わ
ち
二
次
都

市
へ
の
誘
導
で
あ
る
。
分
散
の
程
度
は
数

パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
る
も
の
の
、
二
次

都
市
へ
の
来
訪
が
緩
や
か
に
広
が
り
つ
つ

あ
る
。

●
季
節
分
散
（
乾
季
か
ら
雨
季
へ
の
誘
導
）

に
つ
い
て
は
、「R

ain
y S

easo
n

」
と
い
う

呼
称
で
は
旅
行
意
欲
が
減
退
し
て
し
ま
う
懸

念
が
あ
る
た
め
、「G

reen
 S
easo

n

」
と

い
う
表
現
を
用
い
、
一
年
の
な
か
で
最
も
美

し
い
季
節
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
証
課
題

と
さ
れ
て
い
る
。

●
曜
日
分
散
（
休
日
か
ら
平
日
へ
の
誘
導
）

に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
密
を

避
け
る
目
的
か
ら
平
日
を
選
ぶ
傾
向
が
強

ま
っ
た
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
収
束
後
は
平
日

に
休
暇
を
取
る
こ
と
へ
の
抵
抗
感
が
再
び
強

ま
り
、
現
在
は
再
び
休
日
に
人
が
集
中
し
や

す
い
状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
る
と
の
指
摘
が

あ
っ
た
。

●
雨
季
へ
の
分
散
は
価
格
弾
力
性
が
高
く
供

給
側
の
余
力
も
あ
る
う
え
、
屋
内
・
ウ
ェ
ル

ネ
ス
・
学
習
型
コ
ン
テ
ン
ツ
に
よ
っ
て
天
候

リ
ス
ク
を
吸
収
で
き
る
た
め
費
用
対
効
果
の

高
い
施
策
に
な
り
得
る
。
期
間
も
長
く
、
潜

在
的
な
効
果
は
大
き
い
。
一
方
、
平
日
分
散

は
既
存
資
源
の
余
剰
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
吸
収

に
適
し
て
い
る
も
の
の
、
対
象
と
な
る
市
場

規
模
が
小
さ
い
と
い
う
限
界
が
あ
る
。
二
次

都
市
分
散
は
中
長
期
的
に
は
不
可
欠
だ
が
、

現
時
点
で
は
多
く
の
二
次
都
市
で
受
入
基
盤

が
未
成
熟
で
あ
る
と
い
う
課
題
が
あ
り
、
交

通
・
水
道
・
宿
泊
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
サ
ー

ビ
ス
ク
オ
リ
テ
ィ
の
向
上
、地
域
の
差
別
化
、

価
格
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
同
時
改
善
が
前
提
と

な
る
。

●
国
内
旅
行
で
は
タ
イ
人
が
外
国
人
に
人
気

の
観
光
地
を
避
け
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
主

な
要
因
と
し
て
、
価
格
高
騰
や
二
重
価
格
に

よ
る
自
国
の
観
光
資
源
か
ら
の
排
除
感
、
そ

し
て
プ
ー
ケ
ッ
ト
の
よ
う
に
地
元
人
口
を
大

②

 
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
動
機
の
創
出

　
タ
イ
国
政
府
観
光
庁
は
、
人
気
都
市
へ
の

集
中
を
緩
和
し
、
観
光
収
入
を
よ
り
広
い
地

域
に
分
散
さ
せ
る
た
め
、
主
要
都
市
に
対

す
る
「
二
次
都
市
（S

eco
n
d
ary C

ities

＝
二
次
的
観
光
目
的
地
。
制
度
上
は
県
単

位
。）」
を
設
定
し
、
分
散
先
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
た
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
こ

な
か
っ
た
地
域
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
進
め
て
き
た
8
）
。
主
な
施
策

は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

●1
2
 H
idden G

em
s / P

lus

（
2
0
1
5

〜
2
0
1
7
年
）：
12
の
二
次
都
市
を
「
隠

れ
た
宝
石
」
と
し
て
国
内
外
に
訴
求
し
、
地

方
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
目
指
し
た
。
後
に
、

隣
接
県
と
ペ
ア
化
し
周
遊
性
を
高
め
る
こ
と

で
、滞
在
日
数
と
消
費
額
の
増
加
を
図
っ
た
。

●A
m
a
zin

g
 T
h
a
ila

n
d
 G

o
 L
o
ca
l

（
2
0
1
8
〜
2
0
1
9
年
）：
55
の
二
次
都

市
を
対
象
に
、
税
制
優
遇
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
連
動
さ
せ
た
施
策
で
あ
る
。
こ
の
際
、

対
象
地
を
再
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
、
例
え
ば

「
チ
ェ
ン
ラ
イ
＝
ウ
ェ
ル
ネ
ス
都
市
」と
い
っ

た
テ
ー
マ
を
そ
れ
ぞ
れ
に
設
定
す
る
こ
と

で
、
旅
行
者
が
地
域
を
選
択
す
る
た
め
の
具

体
的
な
動
機
を
提
供
し
た
9
）
。

●3
6
5
 D
ays, M

arvello
u
s T

h
ailan

d
 

　
タ
イ
で
は
、
人
口
が
2
0
1
9
年
を
ピ
ー

ク
に
緩
や
か
な
減
少
傾
向
に
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
タ
イ
人
の
国
内
延
べ
旅
行
者
数
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
10
年
間
で
約
5

割
増
（
う
ち
宿
泊
旅
行
者
は
約
2
割
増
）
で

あ
っ
た
【
図
2
上
】。
一
人
あ
た
り
の
旅
行

平
均
回
数
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
2
0
2
4

年
の
旅
行
者
全
体
（
日
帰
り
含
む
）
で
は

3
・
85
回
／
人
（
2
0
1
5
年
：
2
・
62
回

／
人
）、宿
泊
旅
行
者
で
は
1
・
87
回
／
人（
同

1
・
51
回
／
人
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

タ
イ
人
の
9
割
以
上
が
国
内
旅
行
を
実
施
し

て
い
る
3
）
こ
と
か
ら
、
国
内
市
場
の
裾
野
の

広
さ
が
う
か
が
え
る
。

　
タ
イ
人
の
主
な
旅
行
行
動
特
性
と
し
て

は
、
以
下
の
点
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
3
）
。

●
多
く
の
人
々
が
「
景
色
を
楽
し
む
・
癒
さ

れ
る
」
を
旅
行
の
目
的
と
し
て
お
り
、
激
し

い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
よ
り
も
、
の
ん
び
り

と
し
た
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
型
の
過
ご
し
方
を

好
む
4
）
。
S
N
S
映
え
す
る
カ
フ
ェ
や
自
然

ス
ポ
ッ
ト
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
願
掛
け
の

旅
も
高
い
人
気
を
集
め
て
い
る
。

●F
aceb

o
o
k

やT
ikT

o
k

が
旅
先
選
び
の

重
要
な
情
報
源
と
な
っ
て
お
り
、
S
N
S

で
見
た
場
所
に
即
興
的
に
出
か
け
る
傾
向

が
強
い
。

　
一
方
、
訪
タ
イ
外
国
人
旅
行
者
数
は
コ
ロ

ナ
禍
前
ま
で
は
順
調
に
増
加
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
大
き
く
減
少
し
、
2
0
2
4
年
は
コ

ロ
ナ
禍
前
の
9
割
近
く
ま
で
回
復
し
て
い
る

【
図
2
中
】。
国
籍
・
地
域
別
に
み
る
と
、
2
0

1
9
年
、
2
0
2
4
年
と
も
に
上
位
4
か
国

は
中
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
韓
国
で

変
わ
ら
な
い
が
、
中
国
人
客
の
割
合
が
大
幅

に
減
少
し
た
（
2
0
2
5
年
1‒

9
月
は
マ

レ
ー
シ
ア
が
1
位
）。
延
べ
旅
行
者
数
に
占

め
る
外
国
人
割
合
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
除
き
概

ね
1
／
4
前
後
と
、
現
在
の
日
本
と
同
程
度

の
水
準
に
あ
る
。

　
次
に
、
タ
イ
に
お
け
る
国
内
旅
行
先
を
み

た
も
の
を
【
図
3
】
に
示
す
。
首
都
バ
ン
コ

ク
は
、
タ
イ
人
・
外
国
人
と
も
に
圧
倒
的
な

訪
問
者
数
を
誇
り
、
今
回
の
現
地
視
察
で
も

国
内
外
を
問
わ
ず
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て

い
た
。
一
方
で
、
旅
行
先
の
構
成
は
二
極
化

し
て
い
る
。
世
界
的
な
リ
ゾ
ー
ト
地
で
あ
る

プ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、
訪
問
者
数
に
占
め
る
外

国
人
割
合
が
3
／
4
に
達
し
て
お
り
、
バ
ン

コ
ク
か
ら
プ
ー
ケ
ッ
ト
に
向
か
う
機
内
や
現

地
に
お
い
て
タ
イ
人
観
光
客
を
見
か
け
る
こ

と
は
少
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
今
回
視

察
し
た
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
や
サ
ム
ッ
ト
ソ
ン

観
光
客
の
受
け
入
れ
を
進
め
て
き
た
国
で
あ

る
。
そ
の
過
程
で
、
観
光
客
の
地
方
分
散
や

観
光
消
費
額
の
向
上
、
文
化
遺
産
の
保
全
と

活
用
と
い
っ
た
、
日
本
の
現
状
に
も
通
じ
る

課
題
に
戦
略
的
に
取
り
組
み
、
多
様
な
事
例

を
蓄
積
し
て
き
た
。
ま
た
、
過
去
に
直
面
し

た
大
規
模
災
害
か
ら
の
観
光
復
興
プ
ロ
セ
ス

は
、
予
測
不
能
な
リ
ス
ク
に
対
す
る
観
光
地

の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
る
う
え
で
、
貴
重

な
知
見
を
提
供
し
て
い
る
。
今
回
の
視
察
先

と
し
て
タ
イ
を
選
定
し
た
背
景
は
、
ま
さ
に

こ
こ
に
あ
る
。
量
か
ら
質
へ
の
転
換
と
、
観

光
を
通
じ
た
持
続
的
な
地
域
発
展
を
追
求
す

る
ア
ジ
ア
の
先
進
事
例
か
ら
学
ぶ
べ
く
、
タ

イ
へ
の
視
察
を
行
っ
た
。
本
特
集
で
は
、
五

木
田
が
持
続
的
な
観
光
の
実
現
の
観
点
か
ら

タ
イ
に
お
け
る
国
内
客
の
地
方
分
散
施
策
を

取
り
上
げ
、
柿
島
は
観
光
消
費
額
の
向
上
に

焦
点
を
当
て
高
付
加
価
値
化
お
よ
び
消
費
の

域
外
流
出
抑
制
の
取
組
を
検
証
す
る
。
川
口

は
観
光
地
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
る
観
点

か
ら
大
規
模
災
害
を
経
験
し
た
観
光
地
・
施

設
に
お
け
る
災
害
対
策
に
着
目
し
、
後
藤
は

文
化
的
な
価
値
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
視
点
か
ら

観
光
の
力
で
復
活
し
た
無
形
文
化
遺
産
に
つ

い
て
論
じ
る
。

　
2
0
2
4
年
の
訪
日
外
客
数
は
3
6
8
7

万
人
に
達
し
、
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。
一

方
で
、
日
本
人
の
国
内
旅
行
市
場
に
目
を
向

け
る
と
、
同
年
の
国
内
旅
行
者
数
は
1
・
75

億
人
で
あ
り
、
中
長
期
的
に
は
2
0
0
5
年

を
ピ
ー
ク
に
漸
減
傾
向
に
あ
る
。こ
の
結
果
、

延
べ
宿
泊
者
数
に
占
め
る
外
国
人
割
合
は

年
々
上
昇
し
、
2
0
2
4
年
に
は
約
1
／
4

に
達
し
て
い
る
【
図
1
】。
こ
う
し
た
状
況

の
も
と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
価
格
高
騰

や
混
雑
を
避
け
、
日
本
人
が
国
内
旅
行
先
を

シ
フ
ト
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
報

道
も
み
ら
れ
る
。
香
港
を
対
象
と
し
た
研
究

で
は
、
観
光
客
同
士
の
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ン
グ
ア

ウ
ト
効
果
（
＝
あ
る
人
た
ち
の
利
用
・
参
入

が
増
え
る
こ
と
で
、
別
の
人
た
ち
が
そ
の
場

所
や
サ
ー
ビ
ス
か
ら
押
し
出
さ
れ
て
し
ま
う

現
象
）
は
確
か
に
存
在
す
る
も
の
の
、
一
律

に
す
べ
て
の
観
光
客
を
失
わ
せ
る
わ
け
で
は

な
く
、
特
に
近
距
離
市
場
か
ら
の
リ
ピ
ー

タ
ー
や
週
末
旅
行
者
が
混
雑
の
影
響
を
受
け

や
す
い
こ
と
、
近
距
離
客
は
代
替
先
が
豊
富

で
あ
る
が
ゆ
え
に
行
き
先
を
変
え
や
す
い
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
1
）
。
し
か
し
、
日
本

に
お
い
て
は
、
ど
の
地
域
で
ど
の
程
度
そ
の

よ
う
な
現
象
が
起
き
て
い
る
の
か
、
そ
れ
は

意
図
的
な
政
策
の
成
果
な
の
か
、
あ
る
い
は

市
場
原
理
に
よ
る
結
果
的
な
分
散
な
の
か
、

ま
た
、
そ
の
背
景
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が

ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
実

態
は
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い
。
タ
イ
に
お

い
て
も
、
年
間
3
0
0
0
万
人
を
超
え
る
外

国
人
旅
行
者
が
訪
れ
て
お
り
、
国
内
旅
行
者

の
動
向
に
一
定
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
日
本
と
同
様
に
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
多
い
タ
イ
を
対
象
と
し
、
同

国
に
お
け
る
国
内
旅
行
の
動
向
と
旅
行
者
分

散
に
関
す
る
施
策
の
実
態
を
整
理
す
る
こ
と

で
、
日
本
へ
の
示
唆
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
世
界
的
な
観
光
客
数
の
増
大
に
と
も
な

い
、
観
光
の
量
の
拡
大
を
、
地
域
経
済
へ
の

波
及
効
果
や
住
民
の
満
足
度
と
い
っ
た
質
の

向
上
へ
ど
う
結
び
つ
け
る
か
、
ま
た
、
そ
の

恩
恵
を
い
か
に
地
方
へ
広
げ
て
い
く
か
は
、

持
続
可
能
な
観
光
の
実
現
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
各
国
共
通
の
重
要
な
課
題
と
な
り
つ
つ

あ
る
。
タ
イ
は
、
豊
富
な
観
光
資
源
と
高
い

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
背
景
に
、
ア
ジ
ア
有
数

の
観
光
大
国
と
し
て
国
家
主
導
で
早
く
か
ら

タ
イ
視
察
の

全
体
像
と

国
内
旅
行
者
の

地
方
分
散

3
1

観
光
研
究
部 

上
席
主
任
研
究
員

五
木
田
玲
子

2
．タ
イ
に
お
け
る

国
内
旅
行
者
の

地
方
分
散

1
．視
察
の
背
景
と
目
的

タ
イ
に
お
け
る

国
内
旅
行
市
場
の
動
向

1

ク
ラ
ー
ム
（
ア
ン
パ
ワ
ー
）
は
、
外
国
人
割

合
が
低
く
、
タ
イ
人
主
体
の
国
内
旅
行
先
と

し
て
機
能
し
て
い
た
6
）
。

　
タ
イ
で
は
、
人
気
都
市
へ
の
集
中
緩
和
と

観
光
収
入
の
地
方
分
散
を
目
的
と
し
て
、

2
0
0
0
年
代
半
ば
か
ら
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
等
を

組
み
合
わ
せ
た
各
種
施
策
を
展
開
し
て
き
た

【
表
1
】。

①

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
盤
の
強
化

　
大
分
県
の
「
一
村
一
品
運
動
」
を
モ
デ
ル
に

し
て
始
ま
っ
た
O
T
O
P
（O

n
e T

am
b
o
n
 

O
n
e P

ro
d
u
ct

）
は
、
地
方
の
経
済
基
盤

強
化
に
貢
献
し
て
き
た
。
2
0
0
4
年
に
開

始
さ
れ
た
O
T
O
P T

o
u
rism

 V
illage 

P
ro
ject

で
は
、
地
域
産
品
の
物
販
と
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
等
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
セ
ッ
ト

で
販
売
す
る
こ
と
で
、
農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

へ
の
来
訪
を
促
し
、
所
得
の
多
角
化
を
図
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
単
な
る
観
光
促
進
に
と
ど

ま
ら
ず
、
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
地
域
側
の

受
け
皿
そ
の
も
の
を
創
出
す
る
取
組
で
あ

り
、
そ
の
後
の
分
散
施
策
を
支
え
る
土
台
と

な
っ
て
い
る
7
）
。

て
は
、
地
方
都
市
の
ア
ク
セ
ス
や
施
設
・
設

備
の
水
準
が
依
然
と
し
て
不
十
分
な
こ
と
か

ら
、
よ
り
高
い
快
適
性
を
求
め
る
国
内
客
の

方
が
難
し
い
と
す
る
見
解
が
あ
る
一
方
、
滞

在
期
間
が
限
ら
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
は
有

名
観
光
地
へ
の
来
訪
を
優
先
し
、
安
全
性
の

不
安
か
ら
未
知
の
地
方
部
に
は
行
き
に
く
い

と
す
る
見
方
も
示
さ
れ
た
。

　　
タ
イ
の
事
例
か
ら
は
、

市
場
が
生
み
出
す
「
結
果

的
分
散
」
と
政
策
に
よ
る

「
意
図
的
分
散
」
が
並
行

し
て
進
行
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
た
。
価
格
高

騰
や
混
雑
と
い
っ
た
市
場

環
境
の
変
化
が
ま
ず
人
々

の
行
き
先
を
変
え
、
政
策

的
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、
そ

の
動
き
を
後
押
し
す
る
加

速
装
置
と
し
て
機
能
し
て

い
る
。
ま
た
、
日
本
で
は

地
域
主
導
で
、
混
雑
予
報

カ
レ
ン
ダ
ー
や
混
雑
マ
ッ

プ
の
公
表
、
閑
散
期
や
夜
間
に
お
け
る
イ
ベ

ン
ト
実
施
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
に
よ
る
ア

ク
セ
ス
改
善
な
ど
を
通
じ
て
、
主
に
情
報
提

供
や
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
、
二
次
交
通
等
の

対
策
を
積
み
重
ね
て
き
た
の
に
対
し
、
タ
イ

で
は
国
主
導
の
も
と
、
国
内
旅
行
者
へ
の
直

接
的
な
価
格
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
施
策
が
多
く

展
開
さ
れ
て
い
る
点
に
違
い
が
み
ら
れ
る
。

　
日
本
へ
の
示
唆
と
し
て
は
、
ま
ず
、
政
策

に
よ
る
意
図
的
分
散
を
図
る
際
に
、
誰
の
分

散
を
促
す
の
か
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ

る
。
国
内
客
な
の
か
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
な

の
か
、そ
の
組
み
合
わ
せ
な
の
か
に
よ
っ
て
、

用
い
る
べ
き
手
段
は
異
な
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
各
種
統
計
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
等
を
用
い

て
、
人
気
が
集
中
す
る
地
域
お
よ
び
そ
の
周

辺
で
国
内
客
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
ど
の
よ

う
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
の
か
、
ク
ラ
ウ
デ
ィ

ン
グ
ア
ウ
ト
が
ど
の
程
度
発
生
し
て
い
る
の

か
を
把
握
し
、
市
場
が
自
発
的
に
形
成
し
つ

つ
あ
る
分
散
パ
タ
ー
ン
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
前
提
と
な
る
。
国
内
客
と
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
が
同
じ
場
所
を
奪
い
合
う
と
い
う
発
想

で
は
な
く
、
ど
の
需
要
を
、
ど
の
目
的
（
地

方
へ
の
経
済
波
及
、
混
雑
緩
和
等
）
で
、
ど

の
地
域
に
振
り
向
け
る
の
か
を
戦
略
的
に
整

理
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
日
本
で
は
タ
イ
の
よ
う
な
大
規
模

な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
施
策
を
全
国
的
に
展
開

す
る
こ
と
は
制
度
・
財
政
面
か
ら
容
易
で
は

な
い
一
方
で
、
人
々
の
行
動
変
容
を
促
す
う

え
で
情
報
発
信
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る

分
散
施
策
に
は
大
き
な
余
地
が
あ
る
。
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
混
雑
状
況

の
可
視
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ニ
ッ
チ
な
テ
ー

マ
の
提
示
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
別
の
コ
ン
テ
ン
ツ

配
信
、
日
替
わ
り
・
期
間
限
定
の
動
機
付
け

な
ど
を
有
機
的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。
タ
イ
の
事
例
は
、
明
確
な
タ
ー

ゲ
テ
ィ
ン
グ
や
テ
ー
マ
設
定
を
通
じ
て
行
き

先
を
選
ぶ
理
由
を
提
示
し
、
市
場
が
生
み
出

す
分
散
の
動
き
を
政
策
と
し
て
い
か
に
増

幅
・
持
続
さ
せ
る
か
と
い
う
点
で
、
日
本
の

地
方
分
散
を
検
討
す
る
際
の
参
考
と
な
る
。

【
謝
辞
】
本
調
査
研
究
の
実
施
に
あ
た
り
、

意
見
交
換
に
ご
対
応
い
た
だ
い
た
タ
イ

国
政
府
観
光
庁
関
係
各
位
（
ア
ジ
ア
南
太

平
洋
担
当 

副
総
裁 P

attaraan
o
n
g N

a 

C
h
ian

gm
ai

氏
を
は
じ
め
と
す
る
皆
様
）、

ア
サ
ン
プ
シ
ョ
ン
大
学
関
係
各
位
（
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

学
科
長 L

alid
a A

rp
h
aw

atth
an
asaku

l

氏
を
は
じ
め
と
す
る
皆
様
）
に
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

‒❶ タイ視察の全体像と国内旅行者の地方分散　3
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図 3 タイにおける国内旅行の行き先（総訪問者数×外国人割合）

表 1 タイにおける地方分散に関する主な施策

出典：タイ国政府観光スポーツ省観光スポーツ経済部「観光統計」5）より作成、写真は筆者撮影

出典：タイ国政府観光庁ウェブサイト、ニュースサイト等をもとに作成

は
そ
の
流
れ
を
後
押
し
す
る
増
幅
器
・
加
速

器
と
し
て
機
能
す
る
。
た
だ
し
、
割
引
な
ど

単
発
の
施
策
は
効
果
が
持
続
し
に
く
く
、
ア

ク
セ
ス
・
受
入
品
質
・
決
済
を
束
ね
た
利
便

性
向
上
と
組
み
合
わ
せ
て
初
め
て
、
行
動
変

容
が
定
着
し
得
る
。

●
地
方
分
散
の
対
象
と
し
て
国
内
客
と
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
客
の
ど
ち
ら
が
難
し
い
か
に
つ
い

き
く
上
回
る
観
光
客
に
よ
る
混
雑
が
挙
げ
ら

れ
る
。
二
重
価
格
の
存
在
は
、
国
内
客
と
外

国
人
客
の
間
に
市
場
分
断
の
圧
力
が
あ
る
こ

と
の
表
れ
と
み
て
い
る
。

●
国
内
旅
行
者
を
二
次
都
市
・
雨
季
・
平
日

に
動
か
す
主
な
原
動
力
は
市
場
要
因
で
あ

り
、
高
価
格
や
混
雑
と
い
っ
た
現
実
の
条
件

が
行
き
先
を
変
え
さ
せ
る
。
一
方
で
、
政
策

E
very D

ay

（
2
0
2
4
年
）：「
毎
日
ど
こ

か
が
主
役
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、

55
二
次
都
市
の
ス
ト
ー
リ
ー
や
情
報
を
日
替

わ
り
で
発
信
し
た
。
給
料
日
付
近
に
旅
行

パ
ッ
ケ
ー
ジ
セ
ー
ル
を
定
期
的
に
実
施
す
る

な
ど
、
旅
行
時
期
と
旅
行
先
の
双
方
を
分
散

さ
せ
る
た
め
の
新
た
な
リ
ズ
ム
の
創
出
を
試

み
た
。　

タ
イ
の
分
散
施
策
の
最
大
の
特
徴
は
、
空

間
（
主
要
都
市⇒

二
次
都
市
）・
季
節
（
乾
季

⇒

雨
季
）・
曜
日
（
休
日⇒

平
日
）
の
3
軸
分

散
を
目
的
と
し
た
、
旅
行
者
を
対
象
と
し
た

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
設
定
に
あ
る
。
コ
ロ
ナ

禍
の
需
要
喚
起
策
で
あ
っ
た
「W

e T
ravel 

T
o
g
eth

er

」
や
「T

o
u
r T

ea
w
 T
h
a
i

」

を
含
め
、
こ
れ
ら
の
施
策
は
い
ず
れ
も
、
タ

イ
国
籍
保
有
者
の
居
住
県
外
旅
行
の
み
を
対

象
と
し
て
お
り
、
税
制
優
遇
等
を
通
じ
て
、

国
内
旅
行
者
の
行
動
変
容
を
促
そ
う
と
す
る

も
の
で
あ
っ
た 

　
）
。

　
今
回
の
視
察
で
は
、
タ
イ
国
政
府
観
光
庁

お
よ
び
ア
サ
ン
プ
シ
ョ
ン
大
学
を
訪
れ
、
分

散
施
策
の
効
果
や
課
題
な
ど
に
関
す
る
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

●
観
光
客
の
行
動
パ
タ
ー
ン
を
政
策
側
の
働

き
か
け
で
変
え
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
く
、

空
間
・
季
節
・
曜
日
の
い
ず
れ
の
軸
に
お
い

て
も
分
散
は
容
易
で
は
な
い
と
の
認
識
が
示

さ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
、
比
較
的
効
果
が
み

ら
れ
た
の
は
空
間
分
散
、
す
な
わ
ち
二
次
都

市
へ
の
誘
導
で
あ
る
。
分
散
の
程
度
は
数

パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
る
も
の
の
、
二
次

都
市
へ
の
来
訪
が
緩
や
か
に
広
が
り
つ
つ

あ
る
。

●
季
節
分
散
（
乾
季
か
ら
雨
季
へ
の
誘
導
）

に
つ
い
て
は
、「R

ain
y S

easo
n

」
と
い
う

呼
称
で
は
旅
行
意
欲
が
減
退
し
て
し
ま
う
懸

念
が
あ
る
た
め
、「G

reen
 S
easo

n

」
と

い
う
表
現
を
用
い
、
一
年
の
な
か
で
最
も
美

し
い
季
節
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
証
課
題

と
さ
れ
て
い
る
。

●
曜
日
分
散
（
休
日
か
ら
平
日
へ
の
誘
導
）

に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
密
を

避
け
る
目
的
か
ら
平
日
を
選
ぶ
傾
向
が
強

ま
っ
た
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
収
束
後
は
平
日

に
休
暇
を
取
る
こ
と
へ
の
抵
抗
感
が
再
び
強

ま
り
、
現
在
は
再
び
休
日
に
人
が
集
中
し
や

す
い
状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
る
と
の
指
摘
が

あ
っ
た
。

●
雨
季
へ
の
分
散
は
価
格
弾
力
性
が
高
く
供

給
側
の
余
力
も
あ
る
う
え
、
屋
内
・
ウ
ェ
ル

ネ
ス
・
学
習
型
コ
ン
テ
ン
ツ
に
よ
っ
て
天
候

リ
ス
ク
を
吸
収
で
き
る
た
め
費
用
対
効
果
の

高
い
施
策
に
な
り
得
る
。
期
間
も
長
く
、
潜

在
的
な
効
果
は
大
き
い
。
一
方
、
平
日
分
散

は
既
存
資
源
の
余
剰
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
吸
収

に
適
し
て
い
る
も
の
の
、
対
象
と
な
る
市
場

規
模
が
小
さ
い
と
い
う
限
界
が
あ
る
。
二
次

都
市
分
散
は
中
長
期
的
に
は
不
可
欠
だ
が
、

現
時
点
で
は
多
く
の
二
次
都
市
で
受
入
基
盤

が
未
成
熟
で
あ
る
と
い
う
課
題
が
あ
り
、
交

通
・
水
道
・
宿
泊
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
サ
ー

ビ
ス
ク
オ
リ
テ
ィ
の
向
上
、地
域
の
差
別
化
、

価
格
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
同
時
改
善
が
前
提
と

な
る
。

●
国
内
旅
行
で
は
タ
イ
人
が
外
国
人
に
人
気

の
観
光
地
を
避
け
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
主

な
要
因
と
し
て
、
価
格
高
騰
や
二
重
価
格
に

よ
る
自
国
の
観
光
資
源
か
ら
の
排
除
感
、
そ

し
て
プ
ー
ケ
ッ
ト
の
よ
う
に
地
元
人
口
を
大

②

 
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
動
機
の
創
出

　
タ
イ
国
政
府
観
光
庁
は
、
人
気
都
市
へ
の

集
中
を
緩
和
し
、
観
光
収
入
を
よ
り
広
い
地

域
に
分
散
さ
せ
る
た
め
、
主
要
都
市
に
対

す
る
「
二
次
都
市
（S

eco
n
d
ary C

ities

＝
二
次
的
観
光
目
的
地
。
制
度
上
は
県
単

位
。）」
を
設
定
し
、
分
散
先
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
た
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
こ

な
か
っ
た
地
域
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
進
め
て
き
た
8
）
。
主
な
施
策

は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

●1
2
 H
idden G

em
s / P

lus

（
2
0
1
5

〜
2
0
1
7
年
）：
12
の
二
次
都
市
を
「
隠

れ
た
宝
石
」
と
し
て
国
内
外
に
訴
求
し
、
地

方
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
目
指
し
た
。
後
に
、

隣
接
県
と
ペ
ア
化
し
周
遊
性
を
高
め
る
こ
と

で
、滞
在
日
数
と
消
費
額
の
増
加
を
図
っ
た
。

●A
m
a
zin

g
 T
h
a
ila

n
d
 G

o
 L
o
ca
l

（
2
0
1
8
〜
2
0
1
9
年
）：
55
の
二
次
都

市
を
対
象
に
、
税
制
優
遇
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
連
動
さ
せ
た
施
策
で
あ
る
。
こ
の
際
、

対
象
地
を
再
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
、
例
え
ば

「
チ
ェ
ン
ラ
イ
＝
ウ
ェ
ル
ネ
ス
都
市
」と
い
っ

た
テ
ー
マ
を
そ
れ
ぞ
れ
に
設
定
す
る
こ
と

で
、
旅
行
者
が
地
域
を
選
択
す
る
た
め
の
具

体
的
な
動
機
を
提
供
し
た
9
）
。

●3
6
5
 D
ays, M

arvello
u
s T

h
ailan

d
 

　
タ
イ
で
は
、
人
口
が
2
0
1
9
年
を
ピ
ー

ク
に
緩
や
か
な
減
少
傾
向
に
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
タ
イ
人
の
国
内
延
べ
旅
行
者
数
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
10
年
間
で
約
5

割
増
（
う
ち
宿
泊
旅
行
者
は
約
2
割
増
）
で

あ
っ
た
【
図
2
上
】。
一
人
あ
た
り
の
旅
行

平
均
回
数
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
2
0
2
4

年
の
旅
行
者
全
体
（
日
帰
り
含
む
）
で
は

3
・
85
回
／
人
（
2
0
1
5
年
：
2
・
62
回

／
人
）、宿
泊
旅
行
者
で
は
1
・
87
回
／
人（
同

1
・
51
回
／
人
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

タ
イ
人
の
9
割
以
上
が
国
内
旅
行
を
実
施
し

て
い
る
3
）
こ
と
か
ら
、
国
内
市
場
の
裾
野
の

広
さ
が
う
か
が
え
る
。

　
タ
イ
人
の
主
な
旅
行
行
動
特
性
と
し
て

は
、
以
下
の
点
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
3
）
。

●
多
く
の
人
々
が
「
景
色
を
楽
し
む
・
癒
さ

れ
る
」
を
旅
行
の
目
的
と
し
て
お
り
、
激
し

い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
よ
り
も
、
の
ん
び
り

と
し
た
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
型
の
過
ご
し
方
を

好
む
4
）
。
S
N
S
映
え
す
る
カ
フ
ェ
や
自
然

ス
ポ
ッ
ト
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
願
掛
け
の

旅
も
高
い
人
気
を
集
め
て
い
る
。

●F
aceb

o
o
k

やT
ikT

o
k

が
旅
先
選
び
の

重
要
な
情
報
源
と
な
っ
て
お
り
、
S
N
S

で
見
た
場
所
に
即
興
的
に
出
か
け
る
傾
向

が
強
い
。

　
一
方
、
訪
タ
イ
外
国
人
旅
行
者
数
は
コ
ロ

ナ
禍
前
ま
で
は
順
調
に
増
加
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
大
き
く
減
少
し
、
2
0
2
4
年
は
コ

ロ
ナ
禍
前
の
9
割
近
く
ま
で
回
復
し
て
い
る

【
図
2
中
】。
国
籍
・
地
域
別
に
み
る
と
、
2
0

1
9
年
、
2
0
2
4
年
と
も
に
上
位
4
か
国

は
中
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
韓
国
で

変
わ
ら
な
い
が
、
中
国
人
客
の
割
合
が
大
幅

に
減
少
し
た
（
2
0
2
5
年
1‒

9
月
は
マ

レ
ー
シ
ア
が
1
位
）。
延
べ
旅
行
者
数
に
占

め
る
外
国
人
割
合
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
除
き
概

ね
1
／
4
前
後
と
、
現
在
の
日
本
と
同
程
度

の
水
準
に
あ
る
。

　
次
に
、
タ
イ
に
お
け
る
国
内
旅
行
先
を
み

た
も
の
を
【
図
3
】
に
示
す
。
首
都
バ
ン
コ

ク
は
、
タ
イ
人
・
外
国
人
と
も
に
圧
倒
的
な

訪
問
者
数
を
誇
り
、
今
回
の
現
地
視
察
で
も

国
内
外
を
問
わ
ず
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て

い
た
。
一
方
で
、
旅
行
先
の
構
成
は
二
極
化

し
て
い
る
。
世
界
的
な
リ
ゾ
ー
ト
地
で
あ
る

プ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、
訪
問
者
数
に
占
め
る
外

国
人
割
合
が
3
／
4
に
達
し
て
お
り
、
バ
ン

コ
ク
か
ら
プ
ー
ケ
ッ
ト
に
向
か
う
機
内
や
現

地
に
お
い
て
タ
イ
人
観
光
客
を
見
か
け
る
こ

と
は
少
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
今
回
視

察
し
た
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
や
サ
ム
ッ
ト
ソ
ン

観
光
客
の
受
け
入
れ
を
進
め
て
き
た
国
で
あ

る
。
そ
の
過
程
で
、
観
光
客
の
地
方
分
散
や

観
光
消
費
額
の
向
上
、
文
化
遺
産
の
保
全
と

活
用
と
い
っ
た
、
日
本
の
現
状
に
も
通
じ
る

課
題
に
戦
略
的
に
取
り
組
み
、
多
様
な
事
例

を
蓄
積
し
て
き
た
。
ま
た
、
過
去
に
直
面
し

た
大
規
模
災
害
か
ら
の
観
光
復
興
プ
ロ
セ
ス

は
、
予
測
不
能
な
リ
ス
ク
に
対
す
る
観
光
地

の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
る
う
え
で
、
貴
重

な
知
見
を
提
供
し
て
い
る
。
今
回
の
視
察
先

と
し
て
タ
イ
を
選
定
し
た
背
景
は
、
ま
さ
に

こ
こ
に
あ
る
。
量
か
ら
質
へ
の
転
換
と
、
観

光
を
通
じ
た
持
続
的
な
地
域
発
展
を
追
求
す

る
ア
ジ
ア
の
先
進
事
例
か
ら
学
ぶ
べ
く
、
タ

イ
へ
の
視
察
を
行
っ
た
。
本
特
集
で
は
、
五

木
田
が
持
続
的
な
観
光
の
実
現
の
観
点
か
ら

タ
イ
に
お
け
る
国
内
客
の
地
方
分
散
施
策
を

取
り
上
げ
、
柿
島
は
観
光
消
費
額
の
向
上
に

焦
点
を
当
て
高
付
加
価
値
化
お
よ
び
消
費
の

域
外
流
出
抑
制
の
取
組
を
検
証
す
る
。
川
口

は
観
光
地
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
る
観
点

か
ら
大
規
模
災
害
を
経
験
し
た
観
光
地
・
施

設
に
お
け
る
災
害
対
策
に
着
目
し
、
後
藤
は

文
化
的
な
価
値
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
視
点
か
ら

観
光
の
力
で
復
活
し
た
無
形
文
化
遺
産
に
つ

い
て
論
じ
る
。

　
2
0
2
4
年
の
訪
日
外
客
数
は
3
6
8
7

万
人
に
達
し
、
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。
一

方
で
、
日
本
人
の
国
内
旅
行
市
場
に
目
を
向

け
る
と
、
同
年
の
国
内
旅
行
者
数
は
1
・
75

億
人
で
あ
り
、
中
長
期
的
に
は
2
0
0
5
年

を
ピ
ー
ク
に
漸
減
傾
向
に
あ
る
。こ
の
結
果
、

延
べ
宿
泊
者
数
に
占
め
る
外
国
人
割
合
は

年
々
上
昇
し
、
2
0
2
4
年
に
は
約
1
／
4

に
達
し
て
い
る
【
図
1
】。
こ
う
し
た
状
況

の
も
と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
価
格
高
騰

や
混
雑
を
避
け
、
日
本
人
が
国
内
旅
行
先
を

シ
フ
ト
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
報

道
も
み
ら
れ
る
。
香
港
を
対
象
と
し
た
研
究

で
は
、
観
光
客
同
士
の
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ン
グ
ア

ウ
ト
効
果
（
＝
あ
る
人
た
ち
の
利
用
・
参
入

が
増
え
る
こ
と
で
、
別
の
人
た
ち
が
そ
の
場

所
や
サ
ー
ビ
ス
か
ら
押
し
出
さ
れ
て
し
ま
う

現
象
）
は
確
か
に
存
在
す
る
も
の
の
、
一
律

に
す
べ
て
の
観
光
客
を
失
わ
せ
る
わ
け
で
は

な
く
、
特
に
近
距
離
市
場
か
ら
の
リ
ピ
ー

タ
ー
や
週
末
旅
行
者
が
混
雑
の
影
響
を
受
け

や
す
い
こ
と
、
近
距
離
客
は
代
替
先
が
豊
富

で
あ
る
が
ゆ
え
に
行
き
先
を
変
え
や
す
い
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
1
）
。
し
か
し
、
日
本

に
お
い
て
は
、
ど
の
地
域
で
ど
の
程
度
そ
の

よ
う
な
現
象
が
起
き
て
い
る
の
か
、
そ
れ
は

意
図
的
な
政
策
の
成
果
な
の
か
、
あ
る
い
は

市
場
原
理
に
よ
る
結
果
的
な
分
散
な
の
か
、

ま
た
、
そ
の
背
景
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が

ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
実

態
は
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い
。
タ
イ
に
お

い
て
も
、
年
間
3
0
0
0
万
人
を
超
え
る
外

国
人
旅
行
者
が
訪
れ
て
お
り
、
国
内
旅
行
者

の
動
向
に
一
定
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
日
本
と
同
様
に
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
多
い
タ
イ
を
対
象
と
し
、
同

国
に
お
け
る
国
内
旅
行
の
動
向
と
旅
行
者
分

散
に
関
す
る
施
策
の
実
態
を
整
理
す
る
こ
と

で
、
日
本
へ
の
示
唆
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
世
界
的
な
観
光
客
数
の
増
大
に
と
も
な

い
、
観
光
の
量
の
拡
大
を
、
地
域
経
済
へ
の

波
及
効
果
や
住
民
の
満
足
度
と
い
っ
た
質
の

向
上
へ
ど
う
結
び
つ
け
る
か
、
ま
た
、
そ
の

恩
恵
を
い
か
に
地
方
へ
広
げ
て
い
く
か
は
、

持
続
可
能
な
観
光
の
実
現
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
各
国
共
通
の
重
要
な
課
題
と
な
り
つ
つ

あ
る
。
タ
イ
は
、
豊
富
な
観
光
資
源
と
高
い

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
背
景
に
、
ア
ジ
ア
有
数

の
観
光
大
国
と
し
て
国
家
主
導
で
早
く
か
ら

タ
イ
に
お
け
る
分
散
施
策

2 ク
ラ
ー
ム
（
ア
ン
パ
ワ
ー
）
は
、
外
国
人
割

合
が
低
く
、
タ
イ
人
主
体
の
国
内
旅
行
先
と

し
て
機
能
し
て
い
た
6
）
。

　
タ
イ
で
は
、
人
気
都
市
へ
の
集
中
緩
和
と

観
光
収
入
の
地
方
分
散
を
目
的
と
し
て
、

2
0
0
0
年
代
半
ば
か
ら
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
等
を

組
み
合
わ
せ
た
各
種
施
策
を
展
開
し
て
き
た

【
表
1
】。

①

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
盤
の
強
化

　
大
分
県
の
「
一
村
一
品
運
動
」
を
モ
デ
ル
に

し
て
始
ま
っ
た
O
T
O
P
（O

n
e T

am
b
o
n
 

O
n
e P

ro
d
u
ct

）
は
、
地
方
の
経
済
基
盤

強
化
に
貢
献
し
て
き
た
。
2
0
0
4
年
に
開

始
さ
れ
た
O
T
O
P T

o
u
rism

 V
illage 

P
ro
ject

で
は
、
地
域
産
品
の
物
販
と
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
等
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
セ
ッ
ト

で
販
売
す
る
こ
と
で
、
農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

へ
の
来
訪
を
促
し
、
所
得
の
多
角
化
を
図
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
単
な
る
観
光
促
進
に
と
ど

ま
ら
ず
、
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
地
域
側
の

受
け
皿
そ
の
も
の
を
創
出
す
る
取
組
で
あ

り
、
そ
の
後
の
分
散
施
策
を
支
え
る
土
台
と

な
っ
て
い
る
7
）
。

○価格・税制インセンティブ*、マーケティング・情報発信**を組み合わせて55の二
次都市への送客を強化
*・個人:二次都市旅行費最大15,000B（現在のレートで約7.4万円）所得控除
・企業:二次都市での研修・MICE費用200% 法人税控除
・デジタル割引カード「TAT Plusカード」、割引対象を二次都市利用に限定、 
平日利用や雨季イベント参加でボーナスポイント付与
**・週替わり・月替わりで55県を特集、雨期・平日イベント、雨期月末セール など

○国内旅行者中心（税制優遇は国内客のみ）だが国際PRも並行実施
○2018年10月から、派生キャンペーンとして、Gen Y（1980～2000年生） & 低
　炭素旅行にフォーカスした 国内向け「Visit a Secondary City: Must Try, 　
　Must Love, Must Care」を実施し、体験・価値観を訴求
○2018年11月に55県を “55 Secondary Cities” として再ブランディング
　（各県にテーマを設定　例：チェンライ＝ウェルネス都市）
※55 Secondary Cities指定は需要喚起＋投資呼び込み＋地域の受入強化
の包括パッケージ支援

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

（
旅
行
動
機
の
多
様
化
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
＋
情
報・デ
ジ
タ
ル

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

（
価
格
誘
導
＋
条
件
設
定
）

○物販×体験（地域産品 ＋ ホームステイをセットで販売）
○2006年に「OTOP Village Champion（特に受入品質が高いモデル村を表
彰する制度）」へ発展
*OTOP（オートップ）：タイ政府がすすめる「一村一品運動」、全国76県7,000以
上の村が登録し、1村につき1種類の主要製品を作成。2001年開始。

Rao Tiew Duay Kan
（We Travel Together） 
Phase1
【政策・予算：内閣、観光スポ
ーツ省（MOTS）  運用：TAT  
資金決済・デジタル基盤：財
務省、クルンタイ銀行】

OTOP* Tourism 
Village 
（OTOP観光村）Project 
【内務省コミュニティ
開発局 (CDD) 】

▶季節分散
▶55二次都市への積極誘導
による空間分散強化
▶バンコク等の集中緩和まで
は求めず、「全国で社内研修を
増やす」ことで平日需要を創出

▶“毎日どこかが主役”の情報
発信により動機を提供し、旅
行時期と旅行先を分散
※控除が“財布の後押し”、365Days 
が“行き先の提案”という役割分担

▶農村コミュニティへの来訪
促進
▶所得多角化

2020
7月

2004-2006

2016-2017

2018-2019

2021-2022

○TAT の年間テーマ「Discover Thainess 2015」の一環として、
　12 の二次都市を“隠れた宝石”として訴求
○主に国内客向けPRだが、海外PRにも積極活用
　（TVCM・イベント・SNS・旅行博 等）
※12都市：Lampang／Nan／Phetchabun／Buriram／Loei／　　　
Samut Songkhram／Ratchaburi／Trat／ Chanthaburi／
Chumphon／Trang／Nakhon Si Thammarat

○宿泊、物販、航空券等への補助*による国内旅行需要喚起策
*・宿泊補助：40%（上限3,000B/泊、5泊まで→10泊に拡大）
・eバウチャー：600 B/泊
・航空券補助：初期は40%・上限1,000 B/人・往復2枚、
のちに観光依存度が高い 7県路線のみ上限を3,000B/人に引上げ

・予約、支払い方法は政府指定のアプリ「Pao Tang」を通じて行う必要あり
○18歳以上のタイ国籍を有する者・居住県外旅行のみ対象

○365日×5地域のテーマを日替わり発信、二次都市ストーリー動画を連続公開
　・365日×5地域の当番日を設定し、情報流量を時系列に分散
　・55 secondary cities のうち 毎週 2‒3県を“Marvel-of-the-Week”

としてプッシュ 
　・Wonder Deal（航空＋宿泊パッケージセール）を月末固定で実施し、

給料日に予約の新リズムを創出、ローシーズンへも誘導
　・LINE,、Lazada などの民間事業者と共催することでPRコストを削減
○国内旅行者が主眼だが、SNSや動画は海外PRにも利用
○補助金・税控除は伴わない

○雨季限定の国内旅行促進策（Co-Pay補助の宿泊版） 
・宿泊費補助 平日50％、週末40%（ともに上限3,000B/泊） 
・1人5泊まで、うち2泊は二次都市に限定
・e-バウチャー500B/回 ×5枚

○ThaID 顔認証＋リアルタイム QR 決済（不正抑制、効果測定の迅速化）
○18歳以上のタイ国籍を有する者のみ対象

○12のサブカル系テーマで雨季の国内旅行を促すマーケティングキャンペーン 
・55都市＆雨季限定
・旅タイプ別に週替わりプロモーション

○宿泊補助は伴わず、航空・宿泊・カード会社と組んだ割引や抽選特典中心
○タイ国籍保有者向けが主眼（メディア・SNSは国際市場にも二次利用）

○ツアーパッケージ専用の国内需要刺激策
　 （ツアー代40%補助、5,000B上限、1人1回のみ）
○18歳以上のタイ国籍を有する者・2泊以上の居住県外旅行のみ対象
※55二次都市優遇は審査推奨レベルに留まり、補助率の差や追加枠は設け
られていない

○補助率は全フェーズ一律40%、変わるのは泊数上限・バウチャー額・
　航空券補助上限
○Phase3以降は予約は7日前までを義務化、ダミー予約を抑制
○Phase4延長時はローシーズン対象

○個人向け…55二次都市での宿泊・ツアー代を実質上限15,000Bまで
　所得控除
○法人向け…国内で実施する社内研修・セミナー経費を 

二次都市：200%控除
一次都市等：150%控除

○国内旅行者（タイ居住者）・タイ法人のみ対象

○12 都市を隣接県とペア化し計24都市へ拡張

12 Hidden Gems 
【タイ国政府観光庁（TAT）】

12 Hidden Gems Plus
（Twin Destinations）
 【タイ国政府観光庁（TAT）】

Amazing Thailand
Go Local 

【タイ国政府観光庁（TAT）】

We Travel Together 
Phase2-4
 【Phase1に同じ】

Low-Season Domestic 
Tourism Tax 
Deduction 
 【財務省・歳入局】

Half-Half Thailand 
Travel 

【政策・予算：内閣、観光スポ
ーツ省（MOTS）  運用：TAT  
資金決済・デジタル基盤：財
務省、クルンタイ銀行】

365 Days, Marvellous 
Thailand Every Day

【タイ国政府観光庁（TAT）】

Year of Celebration
 【タイ国政府観光庁（TAT）】

2021
10月
（－2022）

2024
5-11月

2025
7-10月

2025
6-9月

2024
（試行版は
2023ー）

Tour Teaw Thai
（Travel Around 
Thailand） 

【観光スポーツ省、TAT】

▶人気6大都市
（バンコク、プーケット等）への
集中緩和
▶地方ブランド確立

▶周遊性を高めて滞在日数・
消費額増大
▶観光収入をより広い地域に分散

▶観光収入の地方分散（55
都市）
▶空間（55都市）・季節・曜日
の3軸での分散

▶コロナ後の需給ギャップ
解消
▶観光依存度が高い県の
救済

▶空間分散（55都市）、
季節分散
▶ニッチ層を呼び込み、
ピーク重複を回避

▶空間（55都市）・季節・曜日
の3軸での分散

▶旅行会社支援

▶需要立ち上げ期・低需要期
などを意識した需給ギャップ
解消

2015

て
は
、
地
方
都
市
の
ア
ク
セ
ス
や
施
設
・
設

備
の
水
準
が
依
然
と
し
て
不
十
分
な
こ
と
か

ら
、
よ
り
高
い
快
適
性
を
求
め
る
国
内
客
の

方
が
難
し
い
と
す
る
見
解
が
あ
る
一
方
、
滞

在
期
間
が
限
ら
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
は
有

名
観
光
地
へ
の
来
訪
を
優
先
し
、
安
全
性
の

不
安
か
ら
未
知
の
地
方
部
に
は
行
き
に
く
い

と
す
る
見
方
も
示
さ
れ
た
。

　　
タ
イ
の
事
例
か
ら
は
、

市
場
が
生
み
出
す
「
結
果

的
分
散
」
と
政
策
に
よ
る

「
意
図
的
分
散
」
が
並
行

し
て
進
行
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
た
。
価
格
高

騰
や
混
雑
と
い
っ
た
市
場

環
境
の
変
化
が
ま
ず
人
々

の
行
き
先
を
変
え
、
政
策

的
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、
そ

の
動
き
を
後
押
し
す
る
加

速
装
置
と
し
て
機
能
し
て

い
る
。
ま
た
、
日
本
で
は

地
域
主
導
で
、
混
雑
予
報

カ
レ
ン
ダ
ー
や
混
雑
マ
ッ

プ
の
公
表
、
閑
散
期
や
夜
間
に
お
け
る
イ
ベ

ン
ト
実
施
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
に
よ
る
ア

ク
セ
ス
改
善
な
ど
を
通
じ
て
、
主
に
情
報
提

供
や
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
、
二
次
交
通
等
の

対
策
を
積
み
重
ね
て
き
た
の
に
対
し
、
タ
イ

で
は
国
主
導
の
も
と
、
国
内
旅
行
者
へ
の
直

接
的
な
価
格
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
施
策
が
多
く

展
開
さ
れ
て
い
る
点
に
違
い
が
み
ら
れ
る
。

　
日
本
へ
の
示
唆
と
し
て
は
、
ま
ず
、
政
策

に
よ
る
意
図
的
分
散
を
図
る
際
に
、
誰
の
分

散
を
促
す
の
か
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ

る
。
国
内
客
な
の
か
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
な

の
か
、そ
の
組
み
合
わ
せ
な
の
か
に
よ
っ
て
、

用
い
る
べ
き
手
段
は
異
な
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
各
種
統
計
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
等
を
用
い

て
、
人
気
が
集
中
す
る
地
域
お
よ
び
そ
の
周

辺
で
国
内
客
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
ど
の
よ

う
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
の
か
、
ク
ラ
ウ
デ
ィ

ン
グ
ア
ウ
ト
が
ど
の
程
度
発
生
し
て
い
る
の

か
を
把
握
し
、
市
場
が
自
発
的
に
形
成
し
つ

つ
あ
る
分
散
パ
タ
ー
ン
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
前
提
と
な
る
。
国
内
客
と
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
が
同
じ
場
所
を
奪
い
合
う
と
い
う
発
想

で
は
な
く
、
ど
の
需
要
を
、
ど
の
目
的
（
地

方
へ
の
経
済
波
及
、
混
雑
緩
和
等
）
で
、
ど

の
地
域
に
振
り
向
け
る
の
か
を
戦
略
的
に
整

理
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
日
本
で
は
タ
イ
の
よ
う
な
大
規
模

な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
施
策
を
全
国
的
に
展
開

す
る
こ
と
は
制
度
・
財
政
面
か
ら
容
易
で
は

な
い
一
方
で
、
人
々
の
行
動
変
容
を
促
す
う

え
で
情
報
発
信
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る

分
散
施
策
に
は
大
き
な
余
地
が
あ
る
。
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
混
雑
状
況

の
可
視
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ニ
ッ
チ
な
テ
ー

マ
の
提
示
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
別
の
コ
ン
テ
ン
ツ

配
信
、
日
替
わ
り
・
期
間
限
定
の
動
機
付
け

な
ど
を
有
機
的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。
タ
イ
の
事
例
は
、
明
確
な
タ
ー

ゲ
テ
ィ
ン
グ
や
テ
ー
マ
設
定
を
通
じ
て
行
き

先
を
選
ぶ
理
由
を
提
示
し
、
市
場
が
生
み
出

す
分
散
の
動
き
を
政
策
と
し
て
い
か
に
増

幅
・
持
続
さ
せ
る
か
と
い
う
点
で
、
日
本
の

地
方
分
散
を
検
討
す
る
際
の
参
考
と
な
る
。

【
謝
辞
】
本
調
査
研
究
の
実
施
に
あ
た
り
、

意
見
交
換
に
ご
対
応
い
た
だ
い
た
タ
イ

国
政
府
観
光
庁
関
係
各
位
（
ア
ジ
ア
南
太

平
洋
担
当 

副
総
裁 P

attaraan
o
n
g N

a 

C
h
ian

gm
ai

氏
を
は
じ
め
と
す
る
皆
様
）、

ア
サ
ン
プ
シ
ョ
ン
大
学
関
係
各
位
（
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

学
科
長 L

alid
a A

rp
h
aw

atth
an
asaku

l

氏
を
は
じ
め
と
す
る
皆
様
）
に
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

‒❶ タイ視察の全体像と国内旅行者の地方分散　3
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図 3 タイにおける国内旅行の行き先（総訪問者数×外国人割合）

表 1 タイにおける地方分散に関する主な施策

出典：タイ国政府観光スポーツ省観光スポーツ経済部「観光統計」5）より作成、写真は筆者撮影

出典：タイ国政府観光庁ウェブサイト、ニュースサイト等をもとに作成

は
そ
の
流
れ
を
後
押
し
す
る
増
幅
器
・
加
速

器
と
し
て
機
能
す
る
。
た
だ
し
、
割
引
な
ど

単
発
の
施
策
は
効
果
が
持
続
し
に
く
く
、
ア

ク
セ
ス
・
受
入
品
質
・
決
済
を
束
ね
た
利
便

性
向
上
と
組
み
合
わ
せ
て
初
め
て
、
行
動
変

容
が
定
着
し
得
る
。

●
地
方
分
散
の
対
象
と
し
て
国
内
客
と
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
客
の
ど
ち
ら
が
難
し
い
か
に
つ
い

き
く
上
回
る
観
光
客
に
よ
る
混
雑
が
挙
げ
ら

れ
る
。
二
重
価
格
の
存
在
は
、
国
内
客
と
外

国
人
客
の
間
に
市
場
分
断
の
圧
力
が
あ
る
こ

と
の
表
れ
と
み
て
い
る
。

●
国
内
旅
行
者
を
二
次
都
市
・
雨
季
・
平
日

に
動
か
す
主
な
原
動
力
は
市
場
要
因
で
あ

り
、
高
価
格
や
混
雑
と
い
っ
た
現
実
の
条
件

が
行
き
先
を
変
え
さ
せ
る
。
一
方
で
、
政
策

E
very D

ay

（
2
0
2
4
年
）：「
毎
日
ど
こ

か
が
主
役
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、

55
二
次
都
市
の
ス
ト
ー
リ
ー
や
情
報
を
日
替

わ
り
で
発
信
し
た
。
給
料
日
付
近
に
旅
行

パ
ッ
ケ
ー
ジ
セ
ー
ル
を
定
期
的
に
実
施
す
る

な
ど
、
旅
行
時
期
と
旅
行
先
の
双
方
を
分
散

さ
せ
る
た
め
の
新
た
な
リ
ズ
ム
の
創
出
を
試

み
た
。　

タ
イ
の
分
散
施
策
の
最
大
の
特
徴
は
、
空

間
（
主
要
都
市⇒

二
次
都
市
）・
季
節
（
乾
季

⇒

雨
季
）・
曜
日
（
休
日⇒

平
日
）
の
3
軸
分

散
を
目
的
と
し
た
、
旅
行
者
を
対
象
と
し
た

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
設
定
に
あ
る
。
コ
ロ
ナ

禍
の
需
要
喚
起
策
で
あ
っ
た
「W

e T
ravel 

T
o
g
eth

er

」
や
「T

o
u
r T

ea
w
 T
h
a
i

」

を
含
め
、
こ
れ
ら
の
施
策
は
い
ず
れ
も
、
タ

イ
国
籍
保
有
者
の
居
住
県
外
旅
行
の
み
を
対

象
と
し
て
お
り
、
税
制
優
遇
等
を
通
じ
て
、

国
内
旅
行
者
の
行
動
変
容
を
促
そ
う
と
す
る

も
の
で
あ
っ
た 

　
）
。

　
今
回
の
視
察
で
は
、
タ
イ
国
政
府
観
光
庁

お
よ
び
ア
サ
ン
プ
シ
ョ
ン
大
学
を
訪
れ
、
分

散
施
策
の
効
果
や
課
題
な
ど
に
関
す
る
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

●
観
光
客
の
行
動
パ
タ
ー
ン
を
政
策
側
の
働

き
か
け
で
変
え
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
く
、

空
間
・
季
節
・
曜
日
の
い
ず
れ
の
軸
に
お
い

て
も
分
散
は
容
易
で
は
な
い
と
の
認
識
が
示

さ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
、
比
較
的
効
果
が
み

ら
れ
た
の
は
空
間
分
散
、
す
な
わ
ち
二
次
都

市
へ
の
誘
導
で
あ
る
。
分
散
の
程
度
は
数

パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
る
も
の
の
、
二
次

都
市
へ
の
来
訪
が
緩
や
か
に
広
が
り
つ
つ

あ
る
。

●
季
節
分
散
（
乾
季
か
ら
雨
季
へ
の
誘
導
）

に
つ
い
て
は
、「R

ain
y S

easo
n

」
と
い
う

呼
称
で
は
旅
行
意
欲
が
減
退
し
て
し
ま
う
懸

念
が
あ
る
た
め
、「G

reen
 S
easo

n

」
と

い
う
表
現
を
用
い
、
一
年
の
な
か
で
最
も
美

し
い
季
節
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
証
課
題

と
さ
れ
て
い
る
。

●
曜
日
分
散
（
休
日
か
ら
平
日
へ
の
誘
導
）

に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
密
を

避
け
る
目
的
か
ら
平
日
を
選
ぶ
傾
向
が
強

ま
っ
た
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
収
束
後
は
平
日

に
休
暇
を
取
る
こ
と
へ
の
抵
抗
感
が
再
び
強

ま
り
、
現
在
は
再
び
休
日
に
人
が
集
中
し
や

す
い
状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
る
と
の
指
摘
が

あ
っ
た
。

●
雨
季
へ
の
分
散
は
価
格
弾
力
性
が
高
く
供

給
側
の
余
力
も
あ
る
う
え
、
屋
内
・
ウ
ェ
ル

ネ
ス
・
学
習
型
コ
ン
テ
ン
ツ
に
よ
っ
て
天
候

リ
ス
ク
を
吸
収
で
き
る
た
め
費
用
対
効
果
の

高
い
施
策
に
な
り
得
る
。
期
間
も
長
く
、
潜

在
的
な
効
果
は
大
き
い
。
一
方
、
平
日
分
散

は
既
存
資
源
の
余
剰
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
吸
収

に
適
し
て
い
る
も
の
の
、
対
象
と
な
る
市
場

規
模
が
小
さ
い
と
い
う
限
界
が
あ
る
。
二
次

都
市
分
散
は
中
長
期
的
に
は
不
可
欠
だ
が
、

現
時
点
で
は
多
く
の
二
次
都
市
で
受
入
基
盤

が
未
成
熟
で
あ
る
と
い
う
課
題
が
あ
り
、
交

通
・
水
道
・
宿
泊
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
サ
ー

ビ
ス
ク
オ
リ
テ
ィ
の
向
上
、地
域
の
差
別
化
、

価
格
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
同
時
改
善
が
前
提
と

な
る
。

●
国
内
旅
行
で
は
タ
イ
人
が
外
国
人
に
人
気

の
観
光
地
を
避
け
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
主

な
要
因
と
し
て
、
価
格
高
騰
や
二
重
価
格
に

よ
る
自
国
の
観
光
資
源
か
ら
の
排
除
感
、
そ

し
て
プ
ー
ケ
ッ
ト
の
よ
う
に
地
元
人
口
を
大

②

 
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
動
機
の
創
出

　
タ
イ
国
政
府
観
光
庁
は
、
人
気
都
市
へ
の

集
中
を
緩
和
し
、
観
光
収
入
を
よ
り
広
い
地

域
に
分
散
さ
せ
る
た
め
、
主
要
都
市
に
対

す
る
「
二
次
都
市
（S

eco
n
d
ary C

ities

＝
二
次
的
観
光
目
的
地
。
制
度
上
は
県
単

位
。）」
を
設
定
し
、
分
散
先
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
た
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
こ

な
か
っ
た
地
域
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
進
め
て
き
た
8
）
。
主
な
施
策

は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

●1
2
 H
idden G

em
s / P

lus

（
2
0
1
5

〜
2
0
1
7
年
）：
12
の
二
次
都
市
を
「
隠

れ
た
宝
石
」
と
し
て
国
内
外
に
訴
求
し
、
地

方
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
目
指
し
た
。
後
に
、

隣
接
県
と
ペ
ア
化
し
周
遊
性
を
高
め
る
こ
と

で
、滞
在
日
数
と
消
費
額
の
増
加
を
図
っ
た
。

●A
m
a
zin

g
 T
h
a
ila

n
d
 G

o
 L
o
ca
l

（
2
0
1
8
〜
2
0
1
9
年
）：
55
の
二
次
都

市
を
対
象
に
、
税
制
優
遇
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
連
動
さ
せ
た
施
策
で
あ
る
。
こ
の
際
、

対
象
地
を
再
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
、
例
え
ば

「
チ
ェ
ン
ラ
イ
＝
ウ
ェ
ル
ネ
ス
都
市
」と
い
っ

た
テ
ー
マ
を
そ
れ
ぞ
れ
に
設
定
す
る
こ
と

で
、
旅
行
者
が
地
域
を
選
択
す
る
た
め
の
具

体
的
な
動
機
を
提
供
し
た
9
）
。

●3
6
5
 D
ays, M

arvello
u
s T

h
ailan

d
 

　
タ
イ
で
は
、
人
口
が
2
0
1
9
年
を
ピ
ー

ク
に
緩
や
か
な
減
少
傾
向
に
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
タ
イ
人
の
国
内
延
べ
旅
行
者
数
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
10
年
間
で
約
5

割
増
（
う
ち
宿
泊
旅
行
者
は
約
2
割
増
）
で

あ
っ
た
【
図
2
上
】。
一
人
あ
た
り
の
旅
行

平
均
回
数
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
2
0
2
4

年
の
旅
行
者
全
体
（
日
帰
り
含
む
）
で
は

3
・
85
回
／
人
（
2
0
1
5
年
：
2
・
62
回

／
人
）、宿
泊
旅
行
者
で
は
1
・
87
回
／
人（
同

1
・
51
回
／
人
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

タ
イ
人
の
9
割
以
上
が
国
内
旅
行
を
実
施
し

て
い
る
3
）
こ
と
か
ら
、
国
内
市
場
の
裾
野
の

広
さ
が
う
か
が
え
る
。

　
タ
イ
人
の
主
な
旅
行
行
動
特
性
と
し
て

は
、
以
下
の
点
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
3
）
。

●
多
く
の
人
々
が
「
景
色
を
楽
し
む
・
癒
さ

れ
る
」
を
旅
行
の
目
的
と
し
て
お
り
、
激
し

い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
よ
り
も
、
の
ん
び
り

と
し
た
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
型
の
過
ご
し
方
を

好
む
4
）
。
S
N
S
映
え
す
る
カ
フ
ェ
や
自
然

ス
ポ
ッ
ト
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
願
掛
け
の

旅
も
高
い
人
気
を
集
め
て
い
る
。

●F
aceb

o
o
k

やT
ikT

o
k

が
旅
先
選
び
の

重
要
な
情
報
源
と
な
っ
て
お
り
、
S
N
S

で
見
た
場
所
に
即
興
的
に
出
か
け
る
傾
向

が
強
い
。

　
一
方
、
訪
タ
イ
外
国
人
旅
行
者
数
は
コ
ロ

ナ
禍
前
ま
で
は
順
調
に
増
加
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
大
き
く
減
少
し
、
2
0
2
4
年
は
コ

ロ
ナ
禍
前
の
9
割
近
く
ま
で
回
復
し
て
い
る

【
図
2
中
】。
国
籍
・
地
域
別
に
み
る
と
、
2
0

1
9
年
、
2
0
2
4
年
と
も
に
上
位
4
か
国

は
中
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
韓
国
で

変
わ
ら
な
い
が
、
中
国
人
客
の
割
合
が
大
幅

に
減
少
し
た
（
2
0
2
5
年
1‒

9
月
は
マ

レ
ー
シ
ア
が
1
位
）。
延
べ
旅
行
者
数
に
占

め
る
外
国
人
割
合
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
除
き
概

ね
1
／
4
前
後
と
、
現
在
の
日
本
と
同
程
度

の
水
準
に
あ
る
。

　
次
に
、
タ
イ
に
お
け
る
国
内
旅
行
先
を
み

た
も
の
を
【
図
3
】
に
示
す
。
首
都
バ
ン
コ

ク
は
、
タ
イ
人
・
外
国
人
と
も
に
圧
倒
的
な

訪
問
者
数
を
誇
り
、
今
回
の
現
地
視
察
で
も

国
内
外
を
問
わ
ず
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て

い
た
。
一
方
で
、
旅
行
先
の
構
成
は
二
極
化

し
て
い
る
。
世
界
的
な
リ
ゾ
ー
ト
地
で
あ
る

プ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、
訪
問
者
数
に
占
め
る
外

国
人
割
合
が
3
／
4
に
達
し
て
お
り
、
バ
ン

コ
ク
か
ら
プ
ー
ケ
ッ
ト
に
向
か
う
機
内
や
現

地
に
お
い
て
タ
イ
人
観
光
客
を
見
か
け
る
こ

と
は
少
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
今
回
視

察
し
た
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
や
サ
ム
ッ
ト
ソ
ン

観
光
客
の
受
け
入
れ
を
進
め
て
き
た
国
で
あ

る
。
そ
の
過
程
で
、
観
光
客
の
地
方
分
散
や

観
光
消
費
額
の
向
上
、
文
化
遺
産
の
保
全
と

活
用
と
い
っ
た
、
日
本
の
現
状
に
も
通
じ
る

課
題
に
戦
略
的
に
取
り
組
み
、
多
様
な
事
例

を
蓄
積
し
て
き
た
。
ま
た
、
過
去
に
直
面
し

た
大
規
模
災
害
か
ら
の
観
光
復
興
プ
ロ
セ
ス

は
、
予
測
不
能
な
リ
ス
ク
に
対
す
る
観
光
地

の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
る
う
え
で
、
貴
重

な
知
見
を
提
供
し
て
い
る
。
今
回
の
視
察
先

と
し
て
タ
イ
を
選
定
し
た
背
景
は
、
ま
さ
に

こ
こ
に
あ
る
。
量
か
ら
質
へ
の
転
換
と
、
観

光
を
通
じ
た
持
続
的
な
地
域
発
展
を
追
求
す

る
ア
ジ
ア
の
先
進
事
例
か
ら
学
ぶ
べ
く
、
タ

イ
へ
の
視
察
を
行
っ
た
。
本
特
集
で
は
、
五

木
田
が
持
続
的
な
観
光
の
実
現
の
観
点
か
ら

タ
イ
に
お
け
る
国
内
客
の
地
方
分
散
施
策
を

取
り
上
げ
、
柿
島
は
観
光
消
費
額
の
向
上
に

焦
点
を
当
て
高
付
加
価
値
化
お
よ
び
消
費
の

域
外
流
出
抑
制
の
取
組
を
検
証
す
る
。
川
口

は
観
光
地
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
る
観
点

か
ら
大
規
模
災
害
を
経
験
し
た
観
光
地
・
施

設
に
お
け
る
災
害
対
策
に
着
目
し
、
後
藤
は

文
化
的
な
価
値
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
視
点
か
ら

観
光
の
力
で
復
活
し
た
無
形
文
化
遺
産
に
つ

い
て
論
じ
る
。

　
2
0
2
4
年
の
訪
日
外
客
数
は
3
6
8
7

万
人
に
達
し
、
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。
一

方
で
、
日
本
人
の
国
内
旅
行
市
場
に
目
を
向

け
る
と
、
同
年
の
国
内
旅
行
者
数
は
1
・
75

億
人
で
あ
り
、
中
長
期
的
に
は
2
0
0
5
年

を
ピ
ー
ク
に
漸
減
傾
向
に
あ
る
。こ
の
結
果
、

延
べ
宿
泊
者
数
に
占
め
る
外
国
人
割
合
は

年
々
上
昇
し
、
2
0
2
4
年
に
は
約
1
／
4

に
達
し
て
い
る
【
図
1
】。
こ
う
し
た
状
況

の
も
と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
価
格
高
騰

や
混
雑
を
避
け
、
日
本
人
が
国
内
旅
行
先
を

シ
フ
ト
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
報

道
も
み
ら
れ
る
。
香
港
を
対
象
と
し
た
研
究

で
は
、
観
光
客
同
士
の
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ン
グ
ア

ウ
ト
効
果
（
＝
あ
る
人
た
ち
の
利
用
・
参
入

が
増
え
る
こ
と
で
、
別
の
人
た
ち
が
そ
の
場

所
や
サ
ー
ビ
ス
か
ら
押
し
出
さ
れ
て
し
ま
う

現
象
）
は
確
か
に
存
在
す
る
も
の
の
、
一
律

に
す
べ
て
の
観
光
客
を
失
わ
せ
る
わ
け
で
は

な
く
、
特
に
近
距
離
市
場
か
ら
の
リ
ピ
ー

タ
ー
や
週
末
旅
行
者
が
混
雑
の
影
響
を
受
け

や
す
い
こ
と
、
近
距
離
客
は
代
替
先
が
豊
富

で
あ
る
が
ゆ
え
に
行
き
先
を
変
え
や
す
い
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
1
）
。
し
か
し
、
日
本

に
お
い
て
は
、
ど
の
地
域
で
ど
の
程
度
そ
の

よ
う
な
現
象
が
起
き
て
い
る
の
か
、
そ
れ
は

意
図
的
な
政
策
の
成
果
な
の
か
、
あ
る
い
は

市
場
原
理
に
よ
る
結
果
的
な
分
散
な
の
か
、

ま
た
、
そ
の
背
景
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が

ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
実

態
は
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い
。
タ
イ
に
お

い
て
も
、
年
間
3
0
0
0
万
人
を
超
え
る
外

国
人
旅
行
者
が
訪
れ
て
お
り
、
国
内
旅
行
者

の
動
向
に
一
定
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
日
本
と
同
様
に
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
多
い
タ
イ
を
対
象
と
し
、
同

国
に
お
け
る
国
内
旅
行
の
動
向
と
旅
行
者
分

散
に
関
す
る
施
策
の
実
態
を
整
理
す
る
こ
と

で
、
日
本
へ
の
示
唆
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
世
界
的
な
観
光
客
数
の
増
大
に
と
も
な

い
、
観
光
の
量
の
拡
大
を
、
地
域
経
済
へ
の

波
及
効
果
や
住
民
の
満
足
度
と
い
っ
た
質
の

向
上
へ
ど
う
結
び
つ
け
る
か
、
ま
た
、
そ
の

恩
恵
を
い
か
に
地
方
へ
広
げ
て
い
く
か
は
、

持
続
可
能
な
観
光
の
実
現
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
各
国
共
通
の
重
要
な
課
題
と
な
り
つ
つ

あ
る
。
タ
イ
は
、
豊
富
な
観
光
資
源
と
高
い

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
背
景
に
、
ア
ジ
ア
有
数

の
観
光
大
国
と
し
て
国
家
主
導
で
早
く
か
ら

タ
イ
に
お
け
る
分
散
施
策

2 ク
ラ
ー
ム
（
ア
ン
パ
ワ
ー
）
は
、
外
国
人
割

合
が
低
く
、
タ
イ
人
主
体
の
国
内
旅
行
先
と

し
て
機
能
し
て
い
た
6
）
。

　
タ
イ
で
は
、
人
気
都
市
へ
の
集
中
緩
和
と

観
光
収
入
の
地
方
分
散
を
目
的
と
し
て
、

2
0
0
0
年
代
半
ば
か
ら
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
等
を

組
み
合
わ
せ
た
各
種
施
策
を
展
開
し
て
き
た

【
表
1
】。

①

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
盤
の
強
化

　
大
分
県
の
「
一
村
一
品
運
動
」
を
モ
デ
ル
に

し
て
始
ま
っ
た
O
T
O
P
（O

n
e T

am
b
o
n
 

O
n
e P

ro
d
u
ct

）
は
、
地
方
の
経
済
基
盤

強
化
に
貢
献
し
て
き
た
。
2
0
0
4
年
に
開

始
さ
れ
た
O
T
O
P T

o
u
rism

 V
illage 

P
ro
ject

で
は
、
地
域
産
品
の
物
販
と
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
等
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
セ
ッ
ト

で
販
売
す
る
こ
と
で
、
農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

へ
の
来
訪
を
促
し
、
所
得
の
多
角
化
を
図
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
単
な
る
観
光
促
進
に
と
ど

ま
ら
ず
、
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
地
域
側
の

受
け
皿
そ
の
も
の
を
創
出
す
る
取
組
で
あ

り
、
そ
の
後
の
分
散
施
策
を
支
え
る
土
台
と

な
っ
て
い
る
7
）
。

○価格・税制インセンティブ*、マーケティング・情報発信**を組み合わせて55の二
次都市への送客を強化
*・個人:二次都市旅行費最大15,000B（現在のレートで約7.4万円）所得控除
・企業:二次都市での研修・MICE費用200% 法人税控除
・デジタル割引カード「TAT Plusカード」、割引対象を二次都市利用に限定、 
平日利用や雨季イベント参加でボーナスポイント付与
**・週替わり・月替わりで55県を特集、雨期・平日イベント、雨期月末セール など

○国内旅行者中心（税制優遇は国内客のみ）だが国際PRも並行実施
○2018年10月から、派生キャンペーンとして、Gen Y（1980～2000年生） & 低
　炭素旅行にフォーカスした 国内向け「Visit a Secondary City: Must Try, 　
　Must Love, Must Care」を実施し、体験・価値観を訴求
○2018年11月に55県を “55 Secondary Cities” として再ブランディング
　（各県にテーマを設定　例：チェンライ＝ウェルネス都市）
※55 Secondary Cities指定は需要喚起＋投資呼び込み＋地域の受入強化
の包括パッケージ支援

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

（
旅
行
動
機
の
多
様
化
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
＋
情
報・デ
ジ
タ
ル

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

（
価
格
誘
導
＋
条
件
設
定
）

○物販×体験（地域産品 ＋ ホームステイをセットで販売）
○2006年に「OTOP Village Champion（特に受入品質が高いモデル村を表
彰する制度）」へ発展
*OTOP（オートップ）：タイ政府がすすめる「一村一品運動」、全国76県7,000以
上の村が登録し、1村につき1種類の主要製品を作成。2001年開始。

Rao Tiew Duay Kan
（We Travel Together） 
Phase1
【政策・予算：内閣、観光スポ
ーツ省（MOTS）  運用：TAT  
資金決済・デジタル基盤：財
務省、クルンタイ銀行】

OTOP* Tourism 
Village 
（OTOP観光村）Project 
【内務省コミュニティ
開発局 (CDD) 】

▶季節分散
▶55二次都市への積極誘導
による空間分散強化
▶バンコク等の集中緩和まで
は求めず、「全国で社内研修を
増やす」ことで平日需要を創出

▶“毎日どこかが主役”の情報
発信により動機を提供し、旅
行時期と旅行先を分散
※控除が“財布の後押し”、365Days 
が“行き先の提案”という役割分担

▶農村コミュニティへの来訪
促進
▶所得多角化

2020
7月

2004-2006

2016-2017

2018-2019

2021-2022

○TAT の年間テーマ「Discover Thainess 2015」の一環として、
　12 の二次都市を“隠れた宝石”として訴求
○主に国内客向けPRだが、海外PRにも積極活用
　（TVCM・イベント・SNS・旅行博 等）
※12都市：Lampang／Nan／Phetchabun／Buriram／Loei／　　　
Samut Songkhram／Ratchaburi／Trat／ Chanthaburi／
Chumphon／Trang／Nakhon Si Thammarat

○宿泊、物販、航空券等への補助*による国内旅行需要喚起策
*・宿泊補助：40%（上限3,000B/泊、5泊まで→10泊に拡大）
・eバウチャー：600 B/泊
・航空券補助：初期は40%・上限1,000 B/人・往復2枚、
のちに観光依存度が高い 7県路線のみ上限を3,000B/人に引上げ

・予約、支払い方法は政府指定のアプリ「Pao Tang」を通じて行う必要あり
○18歳以上のタイ国籍を有する者・居住県外旅行のみ対象

○365日×5地域のテーマを日替わり発信、二次都市ストーリー動画を連続公開
　・365日×5地域の当番日を設定し、情報流量を時系列に分散
　・55 secondary cities のうち 毎週 2‒3県を“Marvel-of-the-Week”

としてプッシュ 
　・Wonder Deal（航空＋宿泊パッケージセール）を月末固定で実施し、

給料日に予約の新リズムを創出、ローシーズンへも誘導
　・LINE,、Lazada などの民間事業者と共催することでPRコストを削減
○国内旅行者が主眼だが、SNSや動画は海外PRにも利用
○補助金・税控除は伴わない

○雨季限定の国内旅行促進策（Co-Pay補助の宿泊版） 
・宿泊費補助 平日50％、週末40%（ともに上限3,000B/泊） 
・1人5泊まで、うち2泊は二次都市に限定
・e-バウチャー500B/回 ×5枚

○ThaID 顔認証＋リアルタイム QR 決済（不正抑制、効果測定の迅速化）
○18歳以上のタイ国籍を有する者のみ対象

○12のサブカル系テーマで雨季の国内旅行を促すマーケティングキャンペーン 
・55都市＆雨季限定
・旅タイプ別に週替わりプロモーション

○宿泊補助は伴わず、航空・宿泊・カード会社と組んだ割引や抽選特典中心
○タイ国籍保有者向けが主眼（メディア・SNSは国際市場にも二次利用）

○ツアーパッケージ専用の国内需要刺激策
　 （ツアー代40%補助、5,000B上限、1人1回のみ）
○18歳以上のタイ国籍を有する者・2泊以上の居住県外旅行のみ対象
※55二次都市優遇は審査推奨レベルに留まり、補助率の差や追加枠は設け
られていない

○補助率は全フェーズ一律40%、変わるのは泊数上限・バウチャー額・
　航空券補助上限
○Phase3以降は予約は7日前までを義務化、ダミー予約を抑制
○Phase4延長時はローシーズン対象

○個人向け…55二次都市での宿泊・ツアー代を実質上限15,000Bまで
　所得控除
○法人向け…国内で実施する社内研修・セミナー経費を 

二次都市：200%控除
一次都市等：150%控除

○国内旅行者（タイ居住者）・タイ法人のみ対象

○12 都市を隣接県とペア化し計24都市へ拡張

12 Hidden Gems 
【タイ国政府観光庁（TAT）】

12 Hidden Gems Plus
（Twin Destinations）
 【タイ国政府観光庁（TAT）】

Amazing Thailand
Go Local 

【タイ国政府観光庁（TAT）】

We Travel Together 
Phase2-4
 【Phase1に同じ】

Low-Season Domestic 
Tourism Tax 
Deduction 
 【財務省・歳入局】

Half-Half Thailand 
Travel 

【政策・予算：内閣、観光スポ
ーツ省（MOTS）  運用：TAT  
資金決済・デジタル基盤：財
務省、クルンタイ銀行】

365 Days, Marvellous 
Thailand Every Day

【タイ国政府観光庁（TAT）】

Year of Celebration
 【タイ国政府観光庁（TAT）】

2021
10月
（－2022）

2024
5-11月

2025
7-10月

2025
6-9月

2024
（試行版は
2023ー）

Tour Teaw Thai
（Travel Around 
Thailand） 

【観光スポーツ省、TAT】

▶人気6大都市
（バンコク、プーケット等）への
集中緩和
▶地方ブランド確立

▶周遊性を高めて滞在日数・
消費額増大
▶観光収入をより広い地域に分散

▶観光収入の地方分散（55
都市）
▶空間（55都市）・季節・曜日
の3軸での分散

▶コロナ後の需給ギャップ
解消
▶観光依存度が高い県の
救済

▶空間分散（55都市）、
季節分散
▶ニッチ層を呼び込み、
ピーク重複を回避

▶空間（55都市）・季節・曜日
の3軸での分散

▶旅行会社支援

▶需要立ち上げ期・低需要期
などを意識した需給ギャップ
解消

2015

て
は
、
地
方
都
市
の
ア
ク
セ
ス
や
施
設
・
設

備
の
水
準
が
依
然
と
し
て
不
十
分
な
こ
と
か

ら
、
よ
り
高
い
快
適
性
を
求
め
る
国
内
客
の

方
が
難
し
い
と
す
る
見
解
が
あ
る
一
方
、
滞

在
期
間
が
限
ら
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
は
有

名
観
光
地
へ
の
来
訪
を
優
先
し
、
安
全
性
の

不
安
か
ら
未
知
の
地
方
部
に
は
行
き
に
く
い

と
す
る
見
方
も
示
さ
れ
た
。

　　
タ
イ
の
事
例
か
ら
は
、

市
場
が
生
み
出
す
「
結
果

的
分
散
」
と
政
策
に
よ
る

「
意
図
的
分
散
」
が
並
行

し
て
進
行
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
た
。
価
格
高

騰
や
混
雑
と
い
っ
た
市
場

環
境
の
変
化
が
ま
ず
人
々

の
行
き
先
を
変
え
、
政
策

的
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、
そ

の
動
き
を
後
押
し
す
る
加

速
装
置
と
し
て
機
能
し
て

い
る
。
ま
た
、
日
本
で
は

地
域
主
導
で
、
混
雑
予
報

カ
レ
ン
ダ
ー
や
混
雑
マ
ッ

プ
の
公
表
、
閑
散
期
や
夜
間
に
お
け
る
イ
ベ

ン
ト
実
施
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
に
よ
る
ア

ク
セ
ス
改
善
な
ど
を
通
じ
て
、
主
に
情
報
提

供
や
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
、
二
次
交
通
等
の

対
策
を
積
み
重
ね
て
き
た
の
に
対
し
、
タ
イ

で
は
国
主
導
の
も
と
、
国
内
旅
行
者
へ
の
直

接
的
な
価
格
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
施
策
が
多
く

展
開
さ
れ
て
い
る
点
に
違
い
が
み
ら
れ
る
。

　
日
本
へ
の
示
唆
と
し
て
は
、
ま
ず
、
政
策

に
よ
る
意
図
的
分
散
を
図
る
際
に
、
誰
の
分

散
を
促
す
の
か
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ

る
。
国
内
客
な
の
か
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
な

の
か
、そ
の
組
み
合
わ
せ
な
の
か
に
よ
っ
て
、

用
い
る
べ
き
手
段
は
異
な
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
各
種
統
計
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
等
を
用
い

て
、
人
気
が
集
中
す
る
地
域
お
よ
び
そ
の
周

辺
で
国
内
客
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
ど
の
よ

う
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
の
か
、
ク
ラ
ウ
デ
ィ

ン
グ
ア
ウ
ト
が
ど
の
程
度
発
生
し
て
い
る
の

か
を
把
握
し
、
市
場
が
自
発
的
に
形
成
し
つ

つ
あ
る
分
散
パ
タ
ー
ン
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
前
提
と
な
る
。
国
内
客
と
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
が
同
じ
場
所
を
奪
い
合
う
と
い
う
発
想

で
は
な
く
、
ど
の
需
要
を
、
ど
の
目
的
（
地

方
へ
の
経
済
波
及
、
混
雑
緩
和
等
）
で
、
ど

の
地
域
に
振
り
向
け
る
の
か
を
戦
略
的
に
整

理
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
日
本
で
は
タ
イ
の
よ
う
な
大
規
模

な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
施
策
を
全
国
的
に
展
開

す
る
こ
と
は
制
度
・
財
政
面
か
ら
容
易
で
は

な
い
一
方
で
、
人
々
の
行
動
変
容
を
促
す
う

え
で
情
報
発
信
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る

分
散
施
策
に
は
大
き
な
余
地
が
あ
る
。
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
混
雑
状
況

の
可
視
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ニ
ッ
チ
な
テ
ー

マ
の
提
示
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
別
の
コ
ン
テ
ン
ツ

配
信
、
日
替
わ
り
・
期
間
限
定
の
動
機
付
け

な
ど
を
有
機
的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。
タ
イ
の
事
例
は
、
明
確
な
タ
ー

ゲ
テ
ィ
ン
グ
や
テ
ー
マ
設
定
を
通
じ
て
行
き

先
を
選
ぶ
理
由
を
提
示
し
、
市
場
が
生
み
出

す
分
散
の
動
き
を
政
策
と
し
て
い
か
に
増

幅
・
持
続
さ
せ
る
か
と
い
う
点
で
、
日
本
の

地
方
分
散
を
検
討
す
る
際
の
参
考
と
な
る
。

【
謝
辞
】
本
調
査
研
究
の
実
施
に
あ
た
り
、

意
見
交
換
に
ご
対
応
い
た
だ
い
た
タ
イ

国
政
府
観
光
庁
関
係
各
位
（
ア
ジ
ア
南
太

平
洋
担
当 

副
総
裁 P

attaraan
o
n
g N

a 

C
h
ian

gm
ai

氏
を
は
じ
め
と
す
る
皆
様
）、

ア
サ
ン
プ
シ
ョ
ン
大
学
関
係
各
位
（
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

学
科
長 L

alid
a A

rp
h
aw

atth
an
asaku

l

氏
を
は
じ
め
と
す
る
皆
様
）
に
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

‒❶ タイ視察の全体像と国内旅行者の地方分散　3
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三 校



は
そ
の
流
れ
を
後
押
し
す
る
増
幅
器
・
加
速

器
と
し
て
機
能
す
る
。
た
だ
し
、
割
引
な
ど

単
発
の
施
策
は
効
果
が
持
続
し
に
く
く
、
ア

ク
セ
ス
・
受
入
品
質
・
決
済
を
束
ね
た
利
便

性
向
上
と
組
み
合
わ
せ
て
初
め
て
、
行
動
変

容
が
定
着
し
得
る
。

●
地
方
分
散
の
対
象
と
し
て
国
内
客
と
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
客
の
ど
ち
ら
が
難
し
い
か
に
つ
い

き
く
上
回
る
観
光
客
に
よ
る
混
雑
が
挙
げ
ら

れ
る
。
二
重
価
格
の
存
在
は
、
国
内
客
と
外

国
人
客
の
間
に
市
場
分
断
の
圧
力
が
あ
る
こ

と
の
表
れ
と
み
て
い
る
。

●
国
内
旅
行
者
を
二
次
都
市
・
雨
季
・
平
日

に
動
か
す
主
な
原
動
力
は
市
場
要
因
で
あ

り
、
高
価
格
や
混
雑
と
い
っ
た
現
実
の
条
件

が
行
き
先
を
変
え
さ
せ
る
。
一
方
で
、
政
策

E
very D

ay

（
2
0
2
4
年
）：「
毎
日
ど
こ

か
が
主
役
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、

55
二
次
都
市
の
ス
ト
ー
リ
ー
や
情
報
を
日
替

わ
り
で
発
信
し
た
。
給
料
日
付
近
に
旅
行

パ
ッ
ケ
ー
ジ
セ
ー
ル
を
定
期
的
に
実
施
す
る

な
ど
、
旅
行
時
期
と
旅
行
先
の
双
方
を
分
散

さ
せ
る
た
め
の
新
た
な
リ
ズ
ム
の
創
出
を
試

み
た
。　

タ
イ
の
分
散
施
策
の
最
大
の
特
徴
は
、
空

間
（
主
要
都
市⇒

二
次
都
市
）・
季
節
（
乾
季

⇒

雨
季
）・
曜
日
（
休
日⇒

平
日
）
の
3
軸
分

散
を
目
的
と
し
た
、
旅
行
者
を
対
象
と
し
た

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
設
定
に
あ
る
。
コ
ロ
ナ

禍
の
需
要
喚
起
策
で
あ
っ
た
「W

e T
ravel 

T
o
g
eth

er

」
や
「T

o
u
r T

ea
w
 T
h
a
i

」

を
含
め
、
こ
れ
ら
の
施
策
は
い
ず
れ
も
、
タ

イ
国
籍
保
有
者
の
居
住
県
外
旅
行
の
み
を
対

象
と
し
て
お
り
、
税
制
優
遇
等
を
通
じ
て
、

国
内
旅
行
者
の
行
動
変
容
を
促
そ
う
と
す
る

も
の
で
あ
っ
た 

　
）
。

　
今
回
の
視
察
で
は
、
タ
イ
国
政
府
観
光
庁

お
よ
び
ア
サ
ン
プ
シ
ョ
ン
大
学
を
訪
れ
、
分

散
施
策
の
効
果
や
課
題
な
ど
に
関
す
る
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

●
観
光
客
の
行
動
パ
タ
ー
ン
を
政
策
側
の
働

き
か
け
で
変
え
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
く
、

空
間
・
季
節
・
曜
日
の
い
ず
れ
の
軸
に
お
い

て
も
分
散
は
容
易
で
は
な
い
と
の
認
識
が
示

さ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
、
比
較
的
効
果
が
み

ら
れ
た
の
は
空
間
分
散
、
す
な
わ
ち
二
次
都

市
へ
の
誘
導
で
あ
る
。
分
散
の
程
度
は
数

パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
る
も
の
の
、
二
次

都
市
へ
の
来
訪
が
緩
や
か
に
広
が
り
つ
つ

あ
る
。

●
季
節
分
散
（
乾
季
か
ら
雨
季
へ
の
誘
導
）

に
つ
い
て
は
、「R

ain
y S

easo
n

」
と
い
う

呼
称
で
は
旅
行
意
欲
が
減
退
し
て
し
ま
う
懸

念
が
あ
る
た
め
、「G

reen
 S
easo

n

」
と

い
う
表
現
を
用
い
、
一
年
の
な
か
で
最
も
美

し
い
季
節
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
証
課
題

と
さ
れ
て
い
る
。

●
曜
日
分
散
（
休
日
か
ら
平
日
へ
の
誘
導
）

に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
密
を

避
け
る
目
的
か
ら
平
日
を
選
ぶ
傾
向
が
強

ま
っ
た
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
収
束
後
は
平
日

に
休
暇
を
取
る
こ
と
へ
の
抵
抗
感
が
再
び
強

ま
り
、
現
在
は
再
び
休
日
に
人
が
集
中
し
や

す
い
状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
る
と
の
指
摘
が

あ
っ
た
。

●
雨
季
へ
の
分
散
は
価
格
弾
力
性
が
高
く
供

給
側
の
余
力
も
あ
る
う
え
、
屋
内
・
ウ
ェ
ル

ネ
ス
・
学
習
型
コ
ン
テ
ン
ツ
に
よ
っ
て
天
候

リ
ス
ク
を
吸
収
で
き
る
た
め
費
用
対
効
果
の

高
い
施
策
に
な
り
得
る
。
期
間
も
長
く
、
潜

在
的
な
効
果
は
大
き
い
。
一
方
、
平
日
分
散

は
既
存
資
源
の
余
剰
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
吸
収

に
適
し
て
い
る
も
の
の
、
対
象
と
な
る
市
場

規
模
が
小
さ
い
と
い
う
限
界
が
あ
る
。
二
次

都
市
分
散
は
中
長
期
的
に
は
不
可
欠
だ
が
、

現
時
点
で
は
多
く
の
二
次
都
市
で
受
入
基
盤

が
未
成
熟
で
あ
る
と
い
う
課
題
が
あ
り
、
交

通
・
水
道
・
宿
泊
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
サ
ー

ビ
ス
ク
オ
リ
テ
ィ
の
向
上
、地
域
の
差
別
化
、

価
格
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
同
時
改
善
が
前
提
と

な
る
。

●
国
内
旅
行
で
は
タ
イ
人
が
外
国
人
に
人
気

の
観
光
地
を
避
け
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
主

な
要
因
と
し
て
、
価
格
高
騰
や
二
重
価
格
に

よ
る
自
国
の
観
光
資
源
か
ら
の
排
除
感
、
そ

し
て
プ
ー
ケ
ッ
ト
の
よ
う
に
地
元
人
口
を
大

②

 
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
動
機
の
創
出

　
タ
イ
国
政
府
観
光
庁
は
、
人
気
都
市
へ
の

集
中
を
緩
和
し
、
観
光
収
入
を
よ
り
広
い
地

域
に
分
散
さ
せ
る
た
め
、
主
要
都
市
に
対

す
る
「
二
次
都
市
（S

eco
n
d
ary C

ities

＝
二
次
的
観
光
目
的
地
。
制
度
上
は
県
単

位
。）」
を
設
定
し
、
分
散
先
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
た
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
こ

な
か
っ
た
地
域
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
進
め
て
き
た
8
）
。
主
な
施
策

は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

●1
2
 H
idden G

em
s / P

lus

（
2
0
1
5

〜
2
0
1
7
年
）：
12
の
二
次
都
市
を
「
隠

れ
た
宝
石
」
と
し
て
国
内
外
に
訴
求
し
、
地

方
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
目
指
し
た
。
後
に
、

隣
接
県
と
ペ
ア
化
し
周
遊
性
を
高
め
る
こ
と

で
、滞
在
日
数
と
消
費
額
の
増
加
を
図
っ
た
。

●A
m
a
zin

g
 T
h
a
ila

n
d
 G

o
 L
o
ca
l

（
2
0
1
8
〜
2
0
1
9
年
）：
55
の
二
次
都

市
を
対
象
に
、
税
制
優
遇
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
連
動
さ
せ
た
施
策
で
あ
る
。
こ
の
際
、

対
象
地
を
再
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
、
例
え
ば

「
チ
ェ
ン
ラ
イ
＝
ウ
ェ
ル
ネ
ス
都
市
」と
い
っ

た
テ
ー
マ
を
そ
れ
ぞ
れ
に
設
定
す
る
こ
と

で
、
旅
行
者
が
地
域
を
選
択
す
る
た
め
の
具

体
的
な
動
機
を
提
供
し
た
9
）
。

●3
6
5
 D
ays, M

arvello
u
s T

h
ailan

d
 

　
タ
イ
で
は
、
人
口
が
2
0
1
9
年
を
ピ
ー

ク
に
緩
や
か
な
減
少
傾
向
に
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
タ
イ
人
の
国
内
延
べ
旅
行
者
数
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
10
年
間
で
約
5

割
増
（
う
ち
宿
泊
旅
行
者
は
約
2
割
増
）
で

あ
っ
た
【
図
2
上
】。
一
人
あ
た
り
の
旅
行

平
均
回
数
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
2
0
2
4

年
の
旅
行
者
全
体
（
日
帰
り
含
む
）
で
は

3
・
85
回
／
人
（
2
0
1
5
年
：
2
・
62
回

／
人
）、宿
泊
旅
行
者
で
は
1
・
87
回
／
人（
同

1
・
51
回
／
人
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

タ
イ
人
の
9
割
以
上
が
国
内
旅
行
を
実
施
し

て
い
る
3
）
こ
と
か
ら
、
国
内
市
場
の
裾
野
の

広
さ
が
う
か
が
え
る
。

　
タ
イ
人
の
主
な
旅
行
行
動
特
性
と
し
て

は
、
以
下
の
点
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
3
）
。

●
多
く
の
人
々
が
「
景
色
を
楽
し
む
・
癒
さ

れ
る
」
を
旅
行
の
目
的
と
し
て
お
り
、
激
し

い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
よ
り
も
、
の
ん
び
り

と
し
た
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
型
の
過
ご
し
方
を

好
む
4
）
。
S
N
S
映
え
す
る
カ
フ
ェ
や
自
然

ス
ポ
ッ
ト
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
願
掛
け
の

旅
も
高
い
人
気
を
集
め
て
い
る
。

●F
aceb

o
o
k

やT
ikT

o
k

が
旅
先
選
び
の

重
要
な
情
報
源
と
な
っ
て
お
り
、
S
N
S

で
見
た
場
所
に
即
興
的
に
出
か
け
る
傾
向

が
強
い
。

　
一
方
、
訪
タ
イ
外
国
人
旅
行
者
数
は
コ
ロ

ナ
禍
前
ま
で
は
順
調
に
増
加
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
大
き
く
減
少
し
、
2
0
2
4
年
は
コ

ロ
ナ
禍
前
の
9
割
近
く
ま
で
回
復
し
て
い
る

【
図
2
中
】。
国
籍
・
地
域
別
に
み
る
と
、

2
0
1
9
年
、
2
0
2
4
年
と
も
に
上
位
4

か
国
は
中
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
韓

国
で
変
わ
ら
な
い
が
、
中
国
人
客
の
割
合
が

大
幅
に
減
少
し
た
（
2
0
2
5
年
1‒

9
月

は
マ
レ
ー
シ
ア
が
1
位
）。
延
べ
旅
行
者
数

に
占
め
る
外
国
人
割
合
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
除

き
概
ね
1
／
4
前
後
と
、
現
在
の
日
本
と
同

程
度
の
水
準
に
あ
る
。

　
次
に
、
タ
イ
に
お
け
る
国
内
旅
行
先
を
み

た
も
の
を
【
図
3
】
に
示
す
。
首
都
バ
ン
コ

ク
は
、
タ
イ
人
・
外
国
人
と
も
に
圧
倒
的
な

訪
問
者
数
を
誇
り
、
今
回
の
現
地
視
察
で
も

国
内
外
を
問
わ
ず
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て

い
た
。
一
方
で
、
旅
行
先
の
構
成
は
二
極
化

し
て
い
る
。
世
界
的
な
リ
ゾ
ー
ト
地
で
あ
る

プ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、
訪
問
者
数
に
占
め
る
外

国
人
割
合
が
3
／
4
に
達
し
て
お
り
、
バ
ン

コ
ク
か
ら
プ
ー
ケ
ッ
ト
に
向
か
う
機
内
や
現

地
に
お
い
て
タ
イ
人
観
光
客
を
見
か
け
る
こ

と
は
少
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
今
回
視

察
し
た
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
や
サ
ム
ッ
ト
ソ
ン

観
光
客
の
受
け
入
れ
を
進
め
て
き
た
国
で
あ

る
。
そ
の
過
程
で
、
観
光
客
の
地
方
分
散
や

観
光
消
費
額
の
向
上
、
文
化
遺
産
の
保
全
と

活
用
と
い
っ
た
、
日
本
の
現
状
に
も
通
じ
る

課
題
に
戦
略
的
に
取
り
組
み
、
多
様
な
事
例

を
蓄
積
し
て
き
た
。
ま
た
、
過
去
に
直
面
し

た
大
規
模
災
害
か
ら
の
観
光
復
興
プ
ロ
セ
ス

は
、
予
測
不
能
な
リ
ス
ク
に
対
す
る
観
光
地

の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
る
う
え
で
、
貴
重

な
知
見
を
提
供
し
て
い
る
。
今
回
の
視
察
先

と
し
て
タ
イ
を
選
定
し
た
背
景
は
、
ま
さ
に

こ
こ
に
あ
る
。
量
か
ら
質
へ
の
転
換
と
、
観

光
を
通
じ
た
持
続
的
な
地
域
発
展
を
追
求
す

る
ア
ジ
ア
の
先
進
事
例
か
ら
学
ぶ
べ
く
、
タ

イ
へ
の
視
察
を
行
っ
た
。
本
特
集
で
は
、
五

木
田
が
持
続
的
な
観
光
の
実
現
の
観
点
か
ら

タ
イ
に
お
け
る
国
内
客
の
地
方
分
散
施
策
を

取
り
上
げ
、
柿
島
は
観
光
消
費
額
の
向
上
に

焦
点
を
当
て
高
付
加
価
値
化
お
よ
び
消
費
の

域
外
流
出
抑
制
の
取
組
を
検
証
す
る
。
川
口

は
観
光
地
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
る
観
点

か
ら
大
規
模
災
害
を
経
験
し
た
観
光
地
・
施

設
に
お
け
る
災
害
対
策
に
着
目
し
、
後
藤
は

文
化
的
な
価
値
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
視
点
か
ら

観
光
の
力
で
復
活
し
た
無
形
文
化
遺
産
に
つ

い
て
論
じ
る
。

　
2
0
2
4
年
の
訪
日
外
客
数
は
3
6
8
7

万
人
に
達
し
、
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。
一

方
で
、
日
本
人
の
国
内
旅
行
市
場
に
目
を
向

け
る
と
、
同
年
の
国
内
旅
行
者
数
は
1
・
75

億
人
で
あ
り
、
中
長
期
的
に
は
2
0
0
5
年

を
ピ
ー
ク
に
漸
減
傾
向
に
あ
る
。こ
の
結
果
、

延
べ
宿
泊
者
数
に
占
め
る
外
国
人
割
合
は

年
々
上
昇
し
、
2
0
2
4
年
に
は
約
1
／
4

に
達
し
て
い
る
【
図
1
】。
こ
う
し
た
状
況

の
も
と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
価
格
高
騰

や
混
雑
を
避
け
、
日
本
人
が
国
内
旅
行
先
を

シ
フ
ト
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
報

道
も
み
ら
れ
る
。
香
港
を
対
象
と
し
た
研
究

で
は
、
観
光
客
同
士
の
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ン
グ
ア

ウ
ト
効
果
（
＝
あ
る
人
た
ち
の
利
用
・
参
入

が
増
え
る
こ
と
で
、
別
の
人
た
ち
が
そ
の
場

所
や
サ
ー
ビ
ス
か
ら
押
し
出
さ
れ
て
し
ま
う

現
象
）
は
確
か
に
存
在
す
る
も
の
の
、
一
律

に
す
べ
て
の
観
光
客
を
失
わ
せ
る
わ
け
で
は

な
く
、
特
に
近
距
離
市
場
か
ら
の
リ
ピ
ー

タ
ー
や
週
末
旅
行
者
が
混
雑
の
影
響
を
受
け

や
す
い
こ
と
、
近
距
離
客
は
代
替
先
が
豊
富

で
あ
る
が
ゆ
え
に
行
き
先
を
変
え
や
す
い
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
1
）
。
し
か
し
、
日
本

に
お
い
て
は
、
ど
の
地
域
で
ど
の
程
度
そ
の

よ
う
な
現
象
が
起
き
て
い
る
の
か
、
そ
れ
は

意
図
的
な
政
策
の
成
果
な
の
か
、
あ
る
い
は

市
場
原
理
に
よ
る
結
果
的
な
分
散
な
の
か
、

ま
た
、
そ
の
背
景
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が

ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
実

態
は
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い
。
タ
イ
に
お

い
て
も
、
年
間
3
0
0
0
万
人
を
超
え
る
外

国
人
旅
行
者
が
訪
れ
て
お
り
、
国
内
旅
行
者

の
動
向
に
一
定
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
日
本
と
同
様
に
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
多
い
タ
イ
を
対
象
と
し
、
同

国
に
お
け
る
国
内
旅
行
の
動
向
と
旅
行
者
分

散
に
関
す
る
施
策
の
実
態
を
整
理
す
る
こ
と

で
、
日
本
へ
の
示
唆
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
世
界
的
な
観
光
客
数
の
増
大
に
と
も
な

い
、
観
光
の
量
の
拡
大
を
、
地
域
経
済
へ
の

波
及
効
果
や
住
民
の
満
足
度
と
い
っ
た
質
の

向
上
へ
ど
う
結
び
つ
け
る
か
、
ま
た
、
そ
の

恩
恵
を
い
か
に
地
方
へ
広
げ
て
い
く
か
は
、

持
続
可
能
な
観
光
の
実
現
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
各
国
共
通
の
重
要
な
課
題
と
な
り
つ
つ

あ
る
。
タ
イ
は
、
豊
富
な
観
光
資
源
と
高
い

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
背
景
に
、
ア
ジ
ア
有
数

の
観
光
大
国
と
し
て
国
家
主
導
で
早
く
か
ら

タ
イ
に
お
け
る
分
散
施
策
の

効
果
と
課
題

3

タ
イ
の

事
例
か
ら

み
え
て
き
た

こ
と

4

ク
ラ
ー
ム
（
ア
ン
パ
ワ
ー
）
は
、
外
国
人
割

合
が
低
く
、
タ
イ
人
主
体
の
国
内
旅
行
先
と

し
て
機
能
し
て
い
た
6
）
。

　
タ
イ
で
は
、
人
気
都
市
へ
の
集
中
緩
和
と

観
光
収
入
の
地
方
分
散
を
目
的
と
し
て
、

2
0
0
0
年
年
代
半
ば
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
等
を
組
み
合
わ
せ
た
各
種
施
策
を
展
開
し

て
き
た
【
表
1
】。

①

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
盤
の
強
化

　
大
分
県
の
「
一
村
一
品
運
動
」
を
モ
デ
ル
に

し
て
始
ま
っ
た
O
T
O
P
（O

n
e T

am
b
o
n
 

O
n
e P

ro
d
u
ct

）
は
、
地
方
の
経
済
基
盤

強
化
に
貢
献
し
て
き
た
。
2
0
0
4
年
に
開

始
さ
れ
た
O
T
O
P T

o
u
rism

 V
illage 

P
ro
ject

で
は
、
地
域
産
品
の
物
販
と
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
等
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
セ
ッ
ト

で
販
売
す
る
こ
と
で
、
農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

へ
の
来
訪
を
促
し
、
所
得
の
多
角
化
を
図
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
単
な
る
観
光
促
進
に
と
ど

ま
ら
ず
、
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
地
域
側
の

受
け
皿
そ
の
も
の
を
創
出
す
る
取
組
で
あ

り
、
そ
の
後
の
分
散
施
策
を
支
え
る
土
台
と

な
っ
て
い
る
7
）
。

③
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ（
価
格
誘
導
）

に
よ
る
行
動
の
加
速

①
タ
イ
国
政
府
観
光
庁

（
政
策
実
行
機
関
の
視
点
）

②
ア
サ
ン
プ
シ
ョ
ン
大
学

（
学
術
研
究
者
の
視
点
）

【写真1】意見交換の様子（上：タイ国政府観光庁、下：アサンプション大学）

て
は
、
地
方
都
市
の
ア
ク
セ
ス
や
施
設
・
設

備
の
水
準
が
依
然
と
し
て
不
十
分
な
こ
と
か

ら
、
よ
り
高
い
快
適
性
を
求
め
る
国
内
客
の

方
が
難
し
い
と
す
る
見
解
が
あ
る
一
方
、
滞

在
期
間
が
限
ら
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
は
有

名
観
光
地
へ
の
来
訪
を
優
先
し
、
安
全
性
の

不
安
か
ら
未
知
の
地
方
部
に
は
行
き
に
く
い

と
す
る
見
方
も
示
さ
れ
た
。

　　
タ
イ
の
事
例
か
ら
は
、

市
場
が
生
み
出
す
「
結
果

的
分
散
」
と
政
策
に
よ
る

「
意
図
的
分
散
」
が
並
行

し
て
進
行
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
た
。
価
格
高

騰
や
混
雑
と
い
っ
た
市
場

環
境
の
変
化
が
ま
ず
人
々

の
行
き
先
を
変
え
、
政
策

的
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、
そ

の
動
き
を
後
押
し
す
る
加

速
装
置
と
し
て
機
能
し
て

い
る
。
ま
た
、
日
本
で
は

地
域
主
導
で
、
混
雑
予
報

カ
レ
ン
ダ
ー
や
混
雑
マ
ッ
プ
の
公
表
、
閑
散

期
や
夜
間
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
実
施
、
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
運
行
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
改
善
な
ど

を
通
じ
て
、
主
に
情
報
提
供
や
コ
ン
テ
ン
ツ

づ
く
り
、
二
次
交
通
等
の
対
策
を
積
み
重
ね

て
き
た
の
に
対
し
、
タ
イ
で
は
国
主
導
の
も

と
、
国
内
旅
行
者
へ
の
直
接
的
な
価
格
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
施
策
が
多
く
展
開
さ
れ
て
い
る

点
に
違
い
が
み
ら
れ
る
。

　
日
本
へ
の
示
唆
と
し
て
は
、
ま
ず
、
政
策

に
よ
る
意
図
的
分
散
を
図
る
際
に
、
誰
の
分

散
を
促
す
の
か
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ

る
。
国
内
客
な
の
か
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
な

の
か
、そ
の
組
み
合
わ
せ
な
の
か
に
よ
っ
て
、

用
い
る
べ
き
手
段
は
異
な
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
各
種
統
計
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
等
を
用
い

て
、
人
気
が
集
中
す
る
地
域
お
よ
び
そ
の
周

辺
で
国
内
客
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
ど
の
よ

う
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
の
か
、
ク
ラ
ウ
デ
ィ

ン
グ
ア
ウ
ト
が
ど
の
程
度
発
生
し
て
い
る
の

か
を
把
握
し
、
市
場
が
自
発
的
に
形
成
し
つ

つ
あ
る
分
散
パ
タ
ー
ン
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
前
提
と
な
る
。
国
内
客
と
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
が
同
じ
場
所
を
奪
い
合
う
と
い
う
発
想

で
は
な
く
、
ど
の
需
要
を
、
ど
の
目
的
（
地

方
へ
の
経
済
波
及
、
混
雑
緩
和
等
）
で
、
ど

の
地
域
に
振
り
向
け
る
の
か
を
戦
略
的
に
整

理
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
日
本
で
は
タ
イ
の
よ
う
な
大
規
模

な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
施
策
を
全
国
的
に
展
開

す
る
こ
と
は
制
度
・
財
政
面
か
ら
容
易
で
は

な
い
一
方
で
、
人
々
の
行
動
変
容
を
促
す
う

え
で
情
報
発
信
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る

分
散
施
策
に
は
大
き
な
余
地
が
あ
る
。
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
混
雑
状
況

の
可
視
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ニ
ッ
チ
な
テ
ー

マ
の
提
示
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
別
の
コ
ン
テ
ン
ツ

配
信
、
日
替
わ
り
・
期
間
限
定
の
動
機
付
け

な
ど
を
有
機
的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。
タ
イ
の
事
例
は
、
明
確
な
タ
ー

ゲ
テ
ィ
ン
グ
や
テ
ー
マ
設
定
を
通
じ
て
行
き

先
を
選
ぶ
理
由
を
提
示
し
、
市
場
が
生
み
出

す
分
散
の
動
き
を
政
策
と
し
て
い
か
に
増

幅
・
持
続
さ
せ
る
か
と
い
う
点
で
、
日
本
の

地
方
分
散
を
検
討
す
る
際
の
参
考
と
な
る
。

【
謝
辞
】
本
調
査
研
究
の
実
施
に
あ
た
り
、

意
見
交
換
に
ご
対
応
い
た
だ
い
た
タ
イ

国
政
府
観
光
庁
関
係
各
位
（
ア
ジ
ア
南
太

平
洋
担
当 

副
総
裁 P

attaraan
o
n
g N

a 

C
h
ian

gm
ai

氏
を
は
じ
め
と
す
る
皆
様
）、

ア
サ
ン
プ
シ
ョ
ン
大
学
関
係
各
位
（
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

学
科
長 L

alid
a A

rp
h
aw

atth
an
asaku

l

氏
を
は
じ
め
と
す
る
皆
様
）
に
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
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は
そ
の
流
れ
を
後
押
し
す
る
増
幅
器
・
加
速

器
と
し
て
機
能
す
る
。
た
だ
し
、
割
引
な
ど

単
発
の
施
策
は
効
果
が
持
続
し
に
く
く
、
ア

ク
セ
ス
・
受
入
品
質
・
決
済
を
束
ね
た
利
便

性
向
上
と
組
み
合
わ
せ
て
初
め
て
、
行
動
変

容
が
定
着
し
得
る
。

●
地
方
分
散
の
対
象
と
し
て
国
内
客
と
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
客
の
ど
ち
ら
が
難
し
い
か
に
つ
い

き
く
上
回
る
観
光
客
に
よ
る
混
雑
が
挙
げ
ら

れ
る
。
二
重
価
格
の
存
在
は
、
国
内
客
と
外

国
人
客
の
間
に
市
場
分
断
の
圧
力
が
あ
る
こ

と
の
表
れ
と
み
て
い
る
。

●
国
内
旅
行
者
を
二
次
都
市
・
雨
季
・
平
日

に
動
か
す
主
な
原
動
力
は
市
場
要
因
で
あ

り
、
高
価
格
や
混
雑
と
い
っ
た
現
実
の
条
件

が
行
き
先
を
変
え
さ
せ
る
。
一
方
で
、
政
策

E
very D

ay

（
2
0
2
4
年
）：「
毎
日
ど
こ

か
が
主
役
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、

55
二
次
都
市
の
ス
ト
ー
リ
ー
や
情
報
を
日
替

わ
り
で
発
信
し
た
。
給
料
日
付
近
に
旅
行

パ
ッ
ケ
ー
ジ
セ
ー
ル
を
定
期
的
に
実
施
す
る

な
ど
、
旅
行
時
期
と
旅
行
先
の
双
方
を
分
散

さ
せ
る
た
め
の
新
た
な
リ
ズ
ム
の
創
出
を
試

み
た
。　

タ
イ
の
分
散
施
策
の
最
大
の
特
徴
は
、
空

間
（
主
要
都
市⇒

二
次
都
市
）・
季
節
（
乾
季

⇒

雨
季
）・
曜
日
（
休
日⇒

平
日
）
の
3
軸
分

散
を
目
的
と
し
た
、
旅
行
者
を
対
象
と
し
た

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
設
定
に
あ
る
。
コ
ロ
ナ

禍
の
需
要
喚
起
策
で
あ
っ
た
「W

e T
ravel 

T
o
g
eth

er

」
や
「T

o
u
r T

ea
w
 T
h
a
i

」

を
含
め
、
こ
れ
ら
の
施
策
は
い
ず
れ
も
、
タ

イ
国
籍
保
有
者
の
居
住
県
外
旅
行
の
み
を
対

象
と
し
て
お
り
、
税
制
優
遇
等
を
通
じ
て
、

国
内
旅
行
者
の
行
動
変
容
を
促
そ
う
と
す
る

も
の
で
あ
っ
た 

　
）
。

　
今
回
の
視
察
で
は
、
タ
イ
国
政
府
観
光
庁

お
よ
び
ア
サ
ン
プ
シ
ョ
ン
大
学
を
訪
れ
、
分

散
施
策
の
効
果
や
課
題
な
ど
に
関
す
る
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

●
観
光
客
の
行
動
パ
タ
ー
ン
を
政
策
側
の
働

き
か
け
で
変
え
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
く
、

空
間
・
季
節
・
曜
日
の
い
ず
れ
の
軸
に
お
い

て
も
分
散
は
容
易
で
は
な
い
と
の
認
識
が
示

さ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
、
比
較
的
効
果
が
み

ら
れ
た
の
は
空
間
分
散
、
す
な
わ
ち
二
次
都

市
へ
の
誘
導
で
あ
る
。
分
散
の
程
度
は
数

パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
る
も
の
の
、
二
次

都
市
へ
の
来
訪
が
緩
や
か
に
広
が
り
つ
つ

あ
る
。

●
季
節
分
散
（
乾
季
か
ら
雨
季
へ
の
誘
導
）

に
つ
い
て
は
、「R

ain
y S

easo
n

」
と
い
う

呼
称
で
は
旅
行
意
欲
が
減
退
し
て
し
ま
う
懸

念
が
あ
る
た
め
、「G

reen
 S
easo

n

」
と

い
う
表
現
を
用
い
、
一
年
の
な
か
で
最
も
美

し
い
季
節
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
証
課
題

と
さ
れ
て
い
る
。

●
曜
日
分
散
（
休
日
か
ら
平
日
へ
の
誘
導
）

に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
密
を

避
け
る
目
的
か
ら
平
日
を
選
ぶ
傾
向
が
強

ま
っ
た
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
収
束
後
は
平
日

に
休
暇
を
取
る
こ
と
へ
の
抵
抗
感
が
再
び
強

ま
り
、
現
在
は
再
び
休
日
に
人
が
集
中
し
や

す
い
状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
る
と
の
指
摘
が

あ
っ
た
。

●
雨
季
へ
の
分
散
は
価
格
弾
力
性
が
高
く
供

給
側
の
余
力
も
あ
る
う
え
、
屋
内
・
ウ
ェ
ル

ネ
ス
・
学
習
型
コ
ン
テ
ン
ツ
に
よ
っ
て
天
候

リ
ス
ク
を
吸
収
で
き
る
た
め
費
用
対
効
果
の

高
い
施
策
に
な
り
得
る
。
期
間
も
長
く
、
潜

在
的
な
効
果
は
大
き
い
。
一
方
、
平
日
分
散

は
既
存
資
源
の
余
剰
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
吸
収

に
適
し
て
い
る
も
の
の
、
対
象
と
な
る
市
場

規
模
が
小
さ
い
と
い
う
限
界
が
あ
る
。
二
次

都
市
分
散
は
中
長
期
的
に
は
不
可
欠
だ
が
、

現
時
点
で
は
多
く
の
二
次
都
市
で
受
入
基
盤

が
未
成
熟
で
あ
る
と
い
う
課
題
が
あ
り
、
交

通
・
水
道
・
宿
泊
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
サ
ー

ビ
ス
ク
オ
リ
テ
ィ
の
向
上
、地
域
の
差
別
化
、

価
格
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
同
時
改
善
が
前
提
と

な
る
。

●
国
内
旅
行
で
は
タ
イ
人
が
外
国
人
に
人
気

の
観
光
地
を
避
け
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
主

な
要
因
と
し
て
、
価
格
高
騰
や
二
重
価
格
に

よ
る
自
国
の
観
光
資
源
か
ら
の
排
除
感
、
そ

し
て
プ
ー
ケ
ッ
ト
の
よ
う
に
地
元
人
口
を
大

②

 
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
動
機
の
創
出

　
タ
イ
国
政
府
観
光
庁
は
、
人
気
都
市
へ
の

集
中
を
緩
和
し
、
観
光
収
入
を
よ
り
広
い
地

域
に
分
散
さ
せ
る
た
め
、
主
要
都
市
に
対

す
る
「
二
次
都
市
（S

eco
n
d
ary C

ities

＝
二
次
的
観
光
目
的
地
。
制
度
上
は
県
単

位
。）」
を
設
定
し
、
分
散
先
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
た
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
こ

な
か
っ
た
地
域
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
進
め
て
き
た
8
）
。
主
な
施
策

は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

●1
2
 H
idden G

em
s / P

lus

（
2
0
1
5

〜
2
0
1
7
年
）：
12
の
二
次
都
市
を
「
隠

れ
た
宝
石
」
と
し
て
国
内
外
に
訴
求
し
、
地

方
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
目
指
し
た
。
後
に
、

隣
接
県
と
ペ
ア
化
し
周
遊
性
を
高
め
る
こ
と

で
、滞
在
日
数
と
消
費
額
の
増
加
を
図
っ
た
。

●A
m
a
zin

g
 T
h
a
ila

n
d
 G

o
 L
o
ca
l

（
2
0
1
8
〜
2
0
1
9
年
）：
55
の
二
次
都

市
を
対
象
に
、
税
制
優
遇
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
連
動
さ
せ
た
施
策
で
あ
る
。
こ
の
際
、

対
象
地
を
再
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
、
例
え
ば

「
チ
ェ
ン
ラ
イ
＝
ウ
ェ
ル
ネ
ス
都
市
」と
い
っ

た
テ
ー
マ
を
そ
れ
ぞ
れ
に
設
定
す
る
こ
と

で
、
旅
行
者
が
地
域
を
選
択
す
る
た
め
の
具

体
的
な
動
機
を
提
供
し
た
9
）
。

●3
6
5
 D
ays, M

arvello
u
s T

h
ailan

d
 

　
タ
イ
で
は
、
人
口
が
2
0
1
9
年
を
ピ
ー

ク
に
緩
や
か
な
減
少
傾
向
に
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
タ
イ
人
の
国
内
延
べ
旅
行
者
数
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
10
年
間
で
約
5

割
増
（
う
ち
宿
泊
旅
行
者
は
約
2
割
増
）
で

あ
っ
た
【
図
2
上
】。
一
人
あ
た
り
の
旅
行

平
均
回
数
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
2
0
2
4

年
の
旅
行
者
全
体
（
日
帰
り
含
む
）
で
は

3
・
85
回
／
人
（
2
0
1
5
年
：
2
・
62
回

／
人
）、宿
泊
旅
行
者
で
は
1
・
87
回
／
人（
同

1
・
51
回
／
人
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

タ
イ
人
の
9
割
以
上
が
国
内
旅
行
を
実
施
し

て
い
る
3
）
こ
と
か
ら
、
国
内
市
場
の
裾
野
の

広
さ
が
う
か
が
え
る
。

　
タ
イ
人
の
主
な
旅
行
行
動
特
性
と
し
て

は
、
以
下
の
点
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
3
）
。

●
多
く
の
人
々
が
「
景
色
を
楽
し
む
・
癒
さ

れ
る
」
を
旅
行
の
目
的
と
し
て
お
り
、
激
し

い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
よ
り
も
、
の
ん
び
り

と
し
た
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
型
の
過
ご
し
方
を

好
む
4
）
。
S
N
S
映
え
す
る
カ
フ
ェ
や
自
然

ス
ポ
ッ
ト
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
願
掛
け
の

旅
も
高
い
人
気
を
集
め
て
い
る
。

●F
aceb

o
o
k

やT
ikT

o
k

が
旅
先
選
び
の

重
要
な
情
報
源
と
な
っ
て
お
り
、
S
N
S

で
見
た
場
所
に
即
興
的
に
出
か
け
る
傾
向

が
強
い
。

　
一
方
、
訪
タ
イ
外
国
人
旅
行
者
数
は
コ
ロ

ナ
禍
前
ま
で
は
順
調
に
増
加
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
大
き
く
減
少
し
、
2
0
2
4
年
は
コ

ロ
ナ
禍
前
の
9
割
近
く
ま
で
回
復
し
て
い
る

【
図
2
中
】。
国
籍
・
地
域
別
に
み
る
と
、
2
0

1
9
年
、
2
0
2
4
年
と
も
に
上
位
4
か
国

は
中
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
韓
国
で

変
わ
ら
な
い
が
、
中
国
人
客
の
割
合
が
大
幅

に
減
少
し
た
（
2
0
2
5
年
1‒

9
月
は
マ

レ
ー
シ
ア
が
1
位
）。
延
べ
旅
行
者
数
に
占

め
る
外
国
人
割
合
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
除
き
概

ね
1
／
4
前
後
と
、
現
在
の
日
本
と
同
程
度

の
水
準
に
あ
る
。

　
次
に
、
タ
イ
に
お
け
る
国
内
旅
行
先
を
み

た
も
の
を
【
図
3
】
に
示
す
。
首
都
バ
ン
コ

ク
は
、
タ
イ
人
・
外
国
人
と
も
に
圧
倒
的
な

訪
問
者
数
を
誇
り
、
今
回
の
現
地
視
察
で
も

国
内
外
を
問
わ
ず
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て

い
た
。
一
方
で
、
旅
行
先
の
構
成
は
二
極
化

し
て
い
る
。
世
界
的
な
リ
ゾ
ー
ト
地
で
あ
る

プ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、
訪
問
者
数
に
占
め
る
外

国
人
割
合
が
3
／
4
に
達
し
て
お
り
、
バ
ン

コ
ク
か
ら
プ
ー
ケ
ッ
ト
に
向
か
う
機
内
や
現

地
に
お
い
て
タ
イ
人
観
光
客
を
見
か
け
る
こ

と
は
少
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
今
回
視

察
し
た
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
や
サ
ム
ッ
ト
ソ
ン

観
光
客
の
受
け
入
れ
を
進
め
て
き
た
国
で
あ

る
。
そ
の
過
程
で
、
観
光
客
の
地
方
分
散
や

観
光
消
費
額
の
向
上
、
文
化
遺
産
の
保
全
と

活
用
と
い
っ
た
、
日
本
の
現
状
に
も
通
じ
る

課
題
に
戦
略
的
に
取
り
組
み
、
多
様
な
事
例

を
蓄
積
し
て
き
た
。
ま
た
、
過
去
に
直
面
し

た
大
規
模
災
害
か
ら
の
観
光
復
興
プ
ロ
セ
ス

は
、
予
測
不
能
な
リ
ス
ク
に
対
す
る
観
光
地

の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
る
う
え
で
、
貴
重

な
知
見
を
提
供
し
て
い
る
。
今
回
の
視
察
先

と
し
て
タ
イ
を
選
定
し
た
背
景
は
、
ま
さ
に

こ
こ
に
あ
る
。
量
か
ら
質
へ
の
転
換
と
、
観

光
を
通
じ
た
持
続
的
な
地
域
発
展
を
追
求
す

る
ア
ジ
ア
の
先
進
事
例
か
ら
学
ぶ
べ
く
、
タ

イ
へ
の
視
察
を
行
っ
た
。
本
特
集
で
は
、
五

木
田
が
持
続
的
な
観
光
の
実
現
の
観
点
か
ら

タ
イ
に
お
け
る
国
内
客
の
地
方
分
散
施
策
を

取
り
上
げ
、
柿
島
は
観
光
消
費
額
の
向
上
に

焦
点
を
当
て
高
付
加
価
値
化
お
よ
び
消
費
の

域
外
流
出
抑
制
の
取
組
を
検
証
す
る
。
川
口

は
観
光
地
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
る
観
点

か
ら
大
規
模
災
害
を
経
験
し
た
観
光
地
・
施

設
に
お
け
る
災
害
対
策
に
着
目
し
、
後
藤
は

文
化
的
な
価
値
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
視
点
か
ら

観
光
の
力
で
復
活
し
た
無
形
文
化
遺
産
に
つ

い
て
論
じ
る
。

　
2
0
2
4
年
の
訪
日
外
客
数
は
3
6
8
7

万
人
に
達
し
、
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。
一

方
で
、
日
本
人
の
国
内
旅
行
市
場
に
目
を
向

け
る
と
、
同
年
の
国
内
旅
行
者
数
は
1
・
75

億
人
で
あ
り
、
中
長
期
的
に
は
2
0
0
5
年

を
ピ
ー
ク
に
漸
減
傾
向
に
あ
る
。こ
の
結
果
、

延
べ
宿
泊
者
数
に
占
め
る
外
国
人
割
合
は

年
々
上
昇
し
、
2
0
2
4
年
に
は
約
1
／
4

に
達
し
て
い
る
【
図
1
】。
こ
う
し
た
状
況

の
も
と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
価
格
高
騰

や
混
雑
を
避
け
、
日
本
人
が
国
内
旅
行
先
を

シ
フ
ト
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
報

道
も
み
ら
れ
る
。
香
港
を
対
象
と
し
た
研
究

で
は
、
観
光
客
同
士
の
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ン
グ
ア

ウ
ト
効
果
（
＝
あ
る
人
た
ち
の
利
用
・
参
入

が
増
え
る
こ
と
で
、
別
の
人
た
ち
が
そ
の
場

所
や
サ
ー
ビ
ス
か
ら
押
し
出
さ
れ
て
し
ま
う

現
象
）
は
確
か
に
存
在
す
る
も
の
の
、
一
律

に
す
べ
て
の
観
光
客
を
失
わ
せ
る
わ
け
で
は

な
く
、
特
に
近
距
離
市
場
か
ら
の
リ
ピ
ー

タ
ー
や
週
末
旅
行
者
が
混
雑
の
影
響
を
受
け

や
す
い
こ
と
、
近
距
離
客
は
代
替
先
が
豊
富

で
あ
る
が
ゆ
え
に
行
き
先
を
変
え
や
す
い
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
1
）
。
し
か
し
、
日
本

に
お
い
て
は
、
ど
の
地
域
で
ど
の
程
度
そ
の

よ
う
な
現
象
が
起
き
て
い
る
の
か
、
そ
れ
は

意
図
的
な
政
策
の
成
果
な
の
か
、
あ
る
い
は

市
場
原
理
に
よ
る
結
果
的
な
分
散
な
の
か
、

ま
た
、
そ
の
背
景
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が

ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
実

態
は
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い
。
タ
イ
に
お

い
て
も
、
年
間
3
0
0
0
万
人
を
超
え
る
外

国
人
旅
行
者
が
訪
れ
て
お
り
、
国
内
旅
行
者

の
動
向
に
一
定
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
日
本
と
同
様
に
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
多
い
タ
イ
を
対
象
と
し
、
同

国
に
お
け
る
国
内
旅
行
の
動
向
と
旅
行
者
分

散
に
関
す
る
施
策
の
実
態
を
整
理
す
る
こ
と

で
、
日
本
へ
の
示
唆
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
世
界
的
な
観
光
客
数
の
増
大
に
と
も
な

い
、
観
光
の
量
の
拡
大
を
、
地
域
経
済
へ
の

波
及
効
果
や
住
民
の
満
足
度
と
い
っ
た
質
の

向
上
へ
ど
う
結
び
つ
け
る
か
、
ま
た
、
そ
の

恩
恵
を
い
か
に
地
方
へ
広
げ
て
い
く
か
は
、

持
続
可
能
な
観
光
の
実
現
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
各
国
共
通
の
重
要
な
課
題
と
な
り
つ
つ

あ
る
。
タ
イ
は
、
豊
富
な
観
光
資
源
と
高
い

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
背
景
に
、
ア
ジ
ア
有
数

の
観
光
大
国
と
し
て
国
家
主
導
で
早
く
か
ら

タ
イ
に
お
け
る
分
散
施
策
の

効
果
と
課
題

3

タ
イ
の

事
例
か
ら

み
え
て
き
た

こ
と

4

ク
ラ
ー
ム
（
ア
ン
パ
ワ
ー
）
は
、
外
国
人
割

合
が
低
く
、
タ
イ
人
主
体
の
国
内
旅
行
先
と

し
て
機
能
し
て
い
た
6
）
。

　
タ
イ
で
は
、
人
気
都
市
へ
の
集
中
緩
和
と

観
光
収
入
の
地
方
分
散
を
目
的
と
し
て
、

2
0
0
0
年
年
代
半
ば
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
等
を
組
み
合
わ
せ
た
各
種
施
策
を
展
開
し

て
き
た
【
表
1
】。

①

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
盤
の
強
化

　
大
分
県
の
「
一
村
一
品
運
動
」
を
モ
デ
ル
に

し
て
始
ま
っ
た
O
T
O
P
（O

n
e T

am
b
o
n
 

O
n
e P

ro
d
u
ct

）
は
、
地
方
の
経
済
基
盤

強
化
に
貢
献
し
て
き
た
。
2
0
0
4
年
に
開

始
さ
れ
た
O
T
O
P T

o
u
rism

 V
illage 

P
ro
ject

で
は
、
地
域
産
品
の
物
販
と
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
等
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
セ
ッ
ト

で
販
売
す
る
こ
と
で
、
農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

へ
の
来
訪
を
促
し
、
所
得
の
多
角
化
を
図
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
単
な
る
観
光
促
進
に
と
ど

ま
ら
ず
、
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
地
域
側
の

受
け
皿
そ
の
も
の
を
創
出
す
る
取
組
で
あ

り
、
そ
の
後
の
分
散
施
策
を
支
え
る
土
台
と

な
っ
て
い
る
7
）
。

③
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ（
価
格
誘
導
）

に
よ
る
行
動
の
加
速

①
タ
イ
国
政
府
観
光
庁

（
政
策
実
行
機
関
の
視
点
）

②
ア
サ
ン
プ
シ
ョ
ン
大
学

（
学
術
研
究
者
の
視
点
）

【写真1】意見交換の様子（上：タイ国政府観光庁、下：アサンプション大学）

て
は
、
地
方
都
市
の
ア
ク
セ
ス
や
施
設
・
設

備
の
水
準
が
依
然
と
し
て
不
十
分
な
こ
と
か

ら
、
よ
り
高
い
快
適
性
を
求
め
る
国
内
客
の

方
が
難
し
い
と
す
る
見
解
が
あ
る
一
方
、
滞

在
期
間
が
限
ら
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
は
有

名
観
光
地
へ
の
来
訪
を
優
先
し
、
安
全
性
の

不
安
か
ら
未
知
の
地
方
部
に
は
行
き
に
く
い

と
す
る
見
方
も
示
さ
れ
た
。

　　
タ
イ
の
事
例
か
ら
は
、

市
場
が
生
み
出
す
「
結
果

的
分
散
」
と
政
策
に
よ
る

「
意
図
的
分
散
」
が
並
行

し
て
進
行
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
た
。
価
格
高

騰
や
混
雑
と
い
っ
た
市
場

環
境
の
変
化
が
ま
ず
人
々

の
行
き
先
を
変
え
、
政
策

的
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、
そ

の
動
き
を
後
押
し
す
る
加

速
装
置
と
し
て
機
能
し
て

い
る
。
ま
た
、
日
本
で
は

地
域
主
導
で
、
混
雑
予
報

カ
レ
ン
ダ
ー
や
混
雑
マ
ッ

プ
の
公
表
、
閑
散
期
や
夜
間
に
お
け
る
イ
ベ

ン
ト
実
施
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
に
よ
る
ア

ク
セ
ス
改
善
な
ど
を
通
じ
て
、
主
に
情
報
提

供
や
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
、
二
次
交
通
等
の

対
策
を
積
み
重
ね
て
き
た
の
に
対
し
、
タ
イ

で
は
国
主
導
の
も
と
、
国
内
旅
行
者
へ
の
直

接
的
な
価
格
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
施
策
が
多
く

展
開
さ
れ
て
い
る
点
に
違
い
が
み
ら
れ
る
。

　
日
本
へ
の
示
唆
と
し
て
は
、
ま
ず
、
政
策

に
よ
る
意
図
的
分
散
を
図
る
際
に
、
誰
の
分

散
を
促
す
の
か
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ

る
。
国
内
客
な
の
か
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
な

の
か
、そ
の
組
み
合
わ
せ
な
の
か
に
よ
っ
て
、

用
い
る
べ
き
手
段
は
異
な
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
各
種
統
計
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
等
を
用
い

て
、
人
気
が
集
中
す
る
地
域
お
よ
び
そ
の
周

辺
で
国
内
客
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
ど
の
よ

う
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
の
か
、
ク
ラ
ウ
デ
ィ

ン
グ
ア
ウ
ト
が
ど
の
程
度
発
生
し
て
い
る
の

か
を
把
握
し
、
市
場
が
自
発
的
に
形
成
し
つ

つ
あ
る
分
散
パ
タ
ー
ン
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
前
提
と
な
る
。
国
内
客
と
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
が
同
じ
場
所
を
奪
い
合
う
と
い
う
発
想

で
は
な
く
、
ど
の
需
要
を
、
ど
の
目
的
（
地

方
へ
の
経
済
波
及
、
混
雑
緩
和
等
）
で
、
ど

の
地
域
に
振
り
向
け
る
の
か
を
戦
略
的
に
整

理
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
日
本
で
は
タ
イ
の
よ
う
な
大
規
模

な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
施
策
を
全
国
的
に
展
開

す
る
こ
と
は
制
度
・
財
政
面
か
ら
容
易
で
は

な
い
一
方
で
、
人
々
の
行
動
変
容
を
促
す
う

え
で
情
報
発
信
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る

分
散
施
策
に
は
大
き
な
余
地
が
あ
る
。
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
混
雑
状
況

の
可
視
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ニ
ッ
チ
な
テ
ー

マ
の
提
示
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
別
の
コ
ン
テ
ン
ツ

配
信
、
日
替
わ
り
・
期
間
限
定
の
動
機
付
け

な
ど
を
有
機
的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。
タ
イ
の
事
例
は
、
明
確
な
タ
ー

ゲ
テ
ィ
ン
グ
や
テ
ー
マ
設
定
を
通
じ
て
行
き

先
を
選
ぶ
理
由
を
提
示
し
、
市
場
が
生
み
出

す
分
散
の
動
き
を
政
策
と
し
て
い
か
に
増

幅
・
持
続
さ
せ
る
か
と
い
う
点
で
、
日
本
の

地
方
分
散
を
検
討
す
る
際
の
参
考
と
な
る
。

【
謝
辞
】
本
調
査
研
究
の
実
施
に
あ
た
り
、

意
見
交
換
に
ご
対
応
い
た
だ
い
た
タ
イ

国
政
府
観
光
庁
関
係
各
位
（
ア
ジ
ア
南
太

平
洋
担
当 

副
総
裁 P

attaraan
o
n
g N

a 

C
h
ian

gm
ai

氏
を
は
じ
め
と
す
る
皆
様
）、

ア
サ
ン
プ
シ
ョ
ン
大
学
関
係
各
位
（
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

学
科
長 L

alid
a A

rp
h
aw

atth
an
asaku

l

氏
を
は
じ
め
と
す
る
皆
様
）
に
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
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は
そ
の
流
れ
を
後
押
し
す
る
増
幅
器
・
加
速

器
と
し
て
機
能
す
る
。
た
だ
し
、
割
引
な
ど

単
発
の
施
策
は
効
果
が
持
続
し
に
く
く
、
ア

ク
セ
ス
・
受
入
品
質
・
決
済
を
束
ね
た
利
便

性
向
上
と
組
み
合
わ
せ
て
初
め
て
、
行
動
変

容
が
定
着
し
得
る
。

●
地
方
分
散
の
対
象
と
し
て
国
内
客
と
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
客
の
ど
ち
ら
が
難
し
い
か
に
つ
い

き
く
上
回
る
観
光
客
に
よ
る
混
雑
が
挙
げ
ら

れ
る
。
二
重
価
格
の
存
在
は
、
国
内
客
と
外

国
人
客
の
間
に
市
場
分
断
の
圧
力
が
あ
る
こ

と
の
表
れ
と
み
て
い
る
。

●
国
内
旅
行
者
を
二
次
都
市
・
雨
季
・
平
日

に
動
か
す
主
な
原
動
力
は
市
場
要
因
で
あ

り
、
高
価
格
や
混
雑
と
い
っ
た
現
実
の
条
件

が
行
き
先
を
変
え
さ
せ
る
。
一
方
で
、
政
策

E
very D

ay

（
2
0
2
4
年
）：「
毎
日
ど
こ

か
が
主
役
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、

55
二
次
都
市
の
ス
ト
ー
リ
ー
や
情
報
を
日
替

わ
り
で
発
信
し
た
。
給
料
日
付
近
に
旅
行

パ
ッ
ケ
ー
ジ
セ
ー
ル
を
定
期
的
に
実
施
す
る

な
ど
、
旅
行
時
期
と
旅
行
先
の
双
方
を
分
散

さ
せ
る
た
め
の
新
た
な
リ
ズ
ム
の
創
出
を
試

み
た
。　

タ
イ
の
分
散
施
策
の
最
大
の
特
徴
は
、
空

間
（
主
要
都
市⇒

二
次
都
市
）・
季
節
（
乾
季

⇒

雨
季
）・
曜
日
（
休
日⇒

平
日
）
の
3
軸
分

散
を
目
的
と
し
た
、
旅
行
者
を
対
象
と
し
た

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
設
定
に
あ
る
。
コ
ロ
ナ

禍
の
需
要
喚
起
策
で
あ
っ
た
「W

e T
ravel 

T
o
g
eth

er

」
や
「T

o
u
r T

ea
w
 T
h
a
i

」

を
含
め
、
こ
れ
ら
の
施
策
は
い
ず
れ
も
、
タ

イ
国
籍
保
有
者
の
居
住
県
外
旅
行
の
み
を
対

象
と
し
て
お
り
、
税
制
優
遇
等
を
通
じ
て
、

国
内
旅
行
者
の
行
動
変
容
を
促
そ
う
と
す
る

も
の
で
あ
っ
た 

　
）
。

　
今
回
の
視
察
で
は
、
タ
イ
国
政
府
観
光
庁

お
よ
び
ア
サ
ン
プ
シ
ョ
ン
大
学
を
訪
れ
、
分

散
施
策
の
効
果
や
課
題
な
ど
に
関
す
る
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

●
観
光
客
の
行
動
パ
タ
ー
ン
を
政
策
側
の
働

き
か
け
で
変
え
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
く
、

空
間
・
季
節
・
曜
日
の
い
ず
れ
の
軸
に
お
い

て
も
分
散
は
容
易
で
は
な
い
と
の
認
識
が
示

さ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
、
比
較
的
効
果
が
み

ら
れ
た
の
は
空
間
分
散
、
す
な
わ
ち
二
次
都

市
へ
の
誘
導
で
あ
る
。
分
散
の
程
度
は
数

パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
る
も
の
の
、
二
次

都
市
へ
の
来
訪
が
緩
や
か
に
広
が
り
つ
つ

あ
る
。

●
季
節
分
散
（
乾
季
か
ら
雨
季
へ
の
誘
導
）

に
つ
い
て
は
、「R

ain
y S

easo
n

」
と
い
う

呼
称
で
は
旅
行
意
欲
が
減
退
し
て
し
ま
う
懸

念
が
あ
る
た
め
、「G

reen
 S
easo

n

」
と

い
う
表
現
を
用
い
、
一
年
の
な
か
で
最
も
美

し
い
季
節
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
証
課
題

と
さ
れ
て
い
る
。

●
曜
日
分
散
（
休
日
か
ら
平
日
へ
の
誘
導
）

に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
密
を

避
け
る
目
的
か
ら
平
日
を
選
ぶ
傾
向
が
強

ま
っ
た
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
収
束
後
は
平
日

に
休
暇
を
取
る
こ
と
へ
の
抵
抗
感
が
再
び
強

ま
り
、
現
在
は
再
び
休
日
に
人
が
集
中
し
や

す
い
状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
る
と
の
指
摘
が

あ
っ
た
。

●
雨
季
へ
の
分
散
は
価
格
弾
力
性
が
高
く
供

給
側
の
余
力
も
あ
る
う
え
、
屋
内
・
ウ
ェ
ル

ネ
ス
・
学
習
型
コ
ン
テ
ン
ツ
に
よ
っ
て
天
候

リ
ス
ク
を
吸
収
で
き
る
た
め
費
用
対
効
果
の

高
い
施
策
に
な
り
得
る
。
期
間
も
長
く
、
潜

在
的
な
効
果
は
大
き
い
。
一
方
、
平
日
分
散

は
既
存
資
源
の
余
剰
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
吸
収

に
適
し
て
い
る
も
の
の
、
対
象
と
な
る
市
場

規
模
が
小
さ
い
と
い
う
限
界
が
あ
る
。
二
次

都
市
分
散
は
中
長
期
的
に
は
不
可
欠
だ
が
、

現
時
点
で
は
多
く
の
二
次
都
市
で
受
入
基
盤

が
未
成
熟
で
あ
る
と
い
う
課
題
が
あ
り
、
交

通
・
水
道
・
宿
泊
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
サ
ー

ビ
ス
ク
オ
リ
テ
ィ
の
向
上
、地
域
の
差
別
化
、

価
格
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
同
時
改
善
が
前
提
と

な
る
。

●
国
内
旅
行
で
は
タ
イ
人
が
外
国
人
に
人
気

の
観
光
地
を
避
け
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
主

な
要
因
と
し
て
、
価
格
高
騰
や
二
重
価
格
に

よ
る
自
国
の
観
光
資
源
か
ら
の
排
除
感
、
そ

し
て
プ
ー
ケ
ッ
ト
の
よ
う
に
地
元
人
口
を
大

②

 
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
動
機
の
創
出

　
タ
イ
国
政
府
観
光
庁
は
、
人
気
都
市
へ
の

集
中
を
緩
和
し
、
観
光
収
入
を
よ
り
広
い
地

域
に
分
散
さ
せ
る
た
め
、
主
要
都
市
に
対

す
る
「
二
次
都
市
（S

eco
n
d
ary C

ities

＝
二
次
的
観
光
目
的
地
。
制
度
上
は
県
単

位
。）」
を
設
定
し
、
分
散
先
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
た
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
こ

な
か
っ
た
地
域
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
進
め
て
き
た
8
）
。
主
な
施
策

は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

●1
2
 H
idden G

em
s / P

lus

（
2
0
1
5

〜
2
0
1
7
年
）：
12
の
二
次
都
市
を
「
隠

れ
た
宝
石
」
と
し
て
国
内
外
に
訴
求
し
、
地

方
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
目
指
し
た
。
後
に
、

隣
接
県
と
ペ
ア
化
し
周
遊
性
を
高
め
る
こ
と

で
、滞
在
日
数
と
消
費
額
の
増
加
を
図
っ
た
。

●A
m
a
zin

g
 T
h
a
ila

n
d
 G

o
 L
o
ca
l

（
2
0
1
8
〜
2
0
1
9
年
）：
55
の
二
次
都

市
を
対
象
に
、
税
制
優
遇
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
連
動
さ
せ
た
施
策
で
あ
る
。
こ
の
際
、

対
象
地
を
再
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
、
例
え
ば

「
チ
ェ
ン
ラ
イ
＝
ウ
ェ
ル
ネ
ス
都
市
」と
い
っ

た
テ
ー
マ
を
そ
れ
ぞ
れ
に
設
定
す
る
こ
と

で
、
旅
行
者
が
地
域
を
選
択
す
る
た
め
の
具

体
的
な
動
機
を
提
供
し
た
9
）
。

●3
6
5
 D
ays, M

arvello
u
s T

h
ailan

d
 

　
タ
イ
で
は
、
人
口
が
2
0
1
9
年
を
ピ
ー

ク
に
緩
や
か
な
減
少
傾
向
に
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
タ
イ
人
の
国
内
延
べ
旅
行
者
数
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
10
年
間
で
約
5

割
増
（
う
ち
宿
泊
旅
行
者
は
約
2
割
増
）
で

あ
っ
た
【
図
2
上
】。
一
人
あ
た
り
の
旅
行

平
均
回
数
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
2
0
2
4

年
の
旅
行
者
全
体
（
日
帰
り
含
む
）
で
は

3
・
85
回
／
人
（
2
0
1
5
年
：
2
・
62
回

／
人
）、宿
泊
旅
行
者
で
は
1
・
87
回
／
人（
同

1
・
51
回
／
人
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

タ
イ
人
の
9
割
以
上
が
国
内
旅
行
を
実
施
し

て
い
る
3
）
こ
と
か
ら
、
国
内
市
場
の
裾
野
の

広
さ
が
う
か
が
え
る
。

　
タ
イ
人
の
主
な
旅
行
行
動
特
性
と
し
て

は
、
以
下
の
点
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
3
）
。

●
多
く
の
人
々
が
「
景
色
を
楽
し
む
・
癒
さ

れ
る
」
を
旅
行
の
目
的
と
し
て
お
り
、
激
し

い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
よ
り
も
、
の
ん
び
り

と
し
た
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
型
の
過
ご
し
方
を

好
む
4
）
。
S
N
S
映
え
す
る
カ
フ
ェ
や
自
然

ス
ポ
ッ
ト
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
願
掛
け
の

旅
も
高
い
人
気
を
集
め
て
い
る
。

●F
aceb

o
o
k

やT
ikT

o
k

が
旅
先
選
び
の

重
要
な
情
報
源
と
な
っ
て
お
り
、
S
N
S

で
見
た
場
所
に
即
興
的
に
出
か
け
る
傾
向

が
強
い
。

　
一
方
、
訪
タ
イ
外
国
人
旅
行
者
数
は
コ
ロ

ナ
禍
前
ま
で
は
順
調
に
増
加
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
大
き
く
減
少
し
、
2
0
2
4
年
は
コ

ロ
ナ
禍
前
の
9
割
近
く
ま
で
回
復
し
て
い
る

【
図
2
中
】。
国
籍
・
地
域
別
に
み
る
と
、
2
0

1
9
年
、
2
0
2
4
年
と
も
に
上
位
4
か
国

は
中
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
韓
国
で

変
わ
ら
な
い
が
、
中
国
人
客
の
割
合
が
大
幅

に
減
少
し
た
（
2
0
2
5
年
1‒

9
月
は
マ

レ
ー
シ
ア
が
1
位
）。
延
べ
旅
行
者
数
に
占

め
る
外
国
人
割
合
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
除
き
概

ね
1
／
4
前
後
と
、
現
在
の
日
本
と
同
程
度

の
水
準
に
あ
る
。

　
次
に
、
タ
イ
に
お
け
る
国
内
旅
行
先
を
み

た
も
の
を
【
図
3
】
に
示
す
。
首
都
バ
ン
コ

ク
は
、
タ
イ
人
・
外
国
人
と
も
に
圧
倒
的
な

訪
問
者
数
を
誇
り
、
今
回
の
現
地
視
察
で
も

国
内
外
を
問
わ
ず
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て

い
た
。
一
方
で
、
旅
行
先
の
構
成
は
二
極
化

し
て
い
る
。
世
界
的
な
リ
ゾ
ー
ト
地
で
あ
る

プ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、
訪
問
者
数
に
占
め
る
外

国
人
割
合
が
3
／
4
に
達
し
て
お
り
、
バ
ン

コ
ク
か
ら
プ
ー
ケ
ッ
ト
に
向
か
う
機
内
や
現

地
に
お
い
て
タ
イ
人
観
光
客
を
見
か
け
る
こ

と
は
少
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
今
回
視

察
し
た
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
や
サ
ム
ッ
ト
ソ
ン

観
光
客
の
受
け
入
れ
を
進
め
て
き
た
国
で
あ

る
。
そ
の
過
程
で
、
観
光
客
の
地
方
分
散
や

観
光
消
費
額
の
向
上
、
文
化
遺
産
の
保
全
と

活
用
と
い
っ
た
、
日
本
の
現
状
に
も
通
じ
る

課
題
に
戦
略
的
に
取
り
組
み
、
多
様
な
事
例

を
蓄
積
し
て
き
た
。
ま
た
、
過
去
に
直
面
し

た
大
規
模
災
害
か
ら
の
観
光
復
興
プ
ロ
セ
ス

は
、
予
測
不
能
な
リ
ス
ク
に
対
す
る
観
光
地

の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
る
う
え
で
、
貴
重

な
知
見
を
提
供
し
て
い
る
。
今
回
の
視
察
先

と
し
て
タ
イ
を
選
定
し
た
背
景
は
、
ま
さ
に

こ
こ
に
あ
る
。
量
か
ら
質
へ
の
転
換
と
、
観

光
を
通
じ
た
持
続
的
な
地
域
発
展
を
追
求
す

る
ア
ジ
ア
の
先
進
事
例
か
ら
学
ぶ
べ
く
、
タ

イ
へ
の
視
察
を
行
っ
た
。
本
特
集
で
は
、
五

木
田
が
持
続
的
な
観
光
の
実
現
の
観
点
か
ら

タ
イ
に
お
け
る
国
内
客
の
地
方
分
散
施
策
を

取
り
上
げ
、
柿
島
は
観
光
消
費
額
の
向
上
に

焦
点
を
当
て
高
付
加
価
値
化
お
よ
び
消
費
の

域
外
流
出
抑
制
の
取
組
を
検
証
す
る
。
川
口

は
観
光
地
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
る
観
点

か
ら
大
規
模
災
害
を
経
験
し
た
観
光
地
・
施

設
に
お
け
る
災
害
対
策
に
着
目
し
、
後
藤
は

文
化
的
な
価
値
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
視
点
か
ら

観
光
の
力
で
復
活
し
た
無
形
文
化
遺
産
に
つ

い
て
論
じ
る
。

　
2
0
2
4
年
の
訪
日
外
客
数
は
3
6
8
7

万
人
に
達
し
、
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。
一

方
で
、
日
本
人
の
国
内
旅
行
市
場
に
目
を
向

け
る
と
、
同
年
の
国
内
旅
行
者
数
は
1
・
75

億
人
で
あ
り
、
中
長
期
的
に
は
2
0
0
5
年

を
ピ
ー
ク
に
漸
減
傾
向
に
あ
る
。こ
の
結
果
、

延
べ
宿
泊
者
数
に
占
め
る
外
国
人
割
合
は

年
々
上
昇
し
、
2
0
2
4
年
に
は
約
1
／
4

に
達
し
て
い
る
【
図
1
】。
こ
う
し
た
状
況

の
も
と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
価
格
高
騰

や
混
雑
を
避
け
、
日
本
人
が
国
内
旅
行
先
を

シ
フ
ト
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
報

道
も
み
ら
れ
る
。
香
港
を
対
象
と
し
た
研
究

で
は
、
観
光
客
同
士
の
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ン
グ
ア

ウ
ト
効
果
（
＝
あ
る
人
た
ち
の
利
用
・
参
入

が
増
え
る
こ
と
で
、
別
の
人
た
ち
が
そ
の
場

所
や
サ
ー
ビ
ス
か
ら
押
し
出
さ
れ
て
し
ま
う

現
象
）
は
確
か
に
存
在
す
る
も
の
の
、
一
律

に
す
べ
て
の
観
光
客
を
失
わ
せ
る
わ
け
で
は

な
く
、
特
に
近
距
離
市
場
か
ら
の
リ
ピ
ー

タ
ー
や
週
末
旅
行
者
が
混
雑
の
影
響
を
受
け

や
す
い
こ
と
、
近
距
離
客
は
代
替
先
が
豊
富

で
あ
る
が
ゆ
え
に
行
き
先
を
変
え
や
す
い
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
1
）
。
し
か
し
、
日
本

に
お
い
て
は
、
ど
の
地
域
で
ど
の
程
度
そ
の

よ
う
な
現
象
が
起
き
て
い
る
の
か
、
そ
れ
は

意
図
的
な
政
策
の
成
果
な
の
か
、
あ
る
い
は

市
場
原
理
に
よ
る
結
果
的
な
分
散
な
の
か
、

ま
た
、
そ
の
背
景
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が

ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
実

態
は
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い
。
タ
イ
に
お

い
て
も
、
年
間
3
0
0
0
万
人
を
超
え
る
外

国
人
旅
行
者
が
訪
れ
て
お
り
、
国
内
旅
行
者

の
動
向
に
一
定
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
日
本
と
同
様
に
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
多
い
タ
イ
を
対
象
と
し
、
同

国
に
お
け
る
国
内
旅
行
の
動
向
と
旅
行
者
分

散
に
関
す
る
施
策
の
実
態
を
整
理
す
る
こ
と

で
、
日
本
へ
の
示
唆
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
世
界
的
な
観
光
客
数
の
増
大
に
と
も
な

い
、
観
光
の
量
の
拡
大
を
、
地
域
経
済
へ
の

波
及
効
果
や
住
民
の
満
足
度
と
い
っ
た
質
の

向
上
へ
ど
う
結
び
つ
け
る
か
、
ま
た
、
そ
の

恩
恵
を
い
か
に
地
方
へ
広
げ
て
い
く
か
は
、

持
続
可
能
な
観
光
の
実
現
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
各
国
共
通
の
重
要
な
課
題
と
な
り
つ
つ

あ
る
。
タ
イ
は
、
豊
富
な
観
光
資
源
と
高
い

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
背
景
に
、
ア
ジ
ア
有
数

の
観
光
大
国
と
し
て
国
家
主
導
で
早
く
か
ら

ク
ラ
ー
ム
（
ア
ン
パ
ワ
ー
）
は
、
外
国
人
割

合
が
低
く
、
タ
イ
人
主
体
の
国
内
旅
行
先
と

し
て
機
能
し
て
い
た
6
）
。

　
タ
イ
で
は
、
人
気
都
市
へ
の
集
中
緩
和
と

観
光
収
入
の
地
方
分
散
を
目
的
と
し
て
、

2
0
0
0
年
年
代
半
ば
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
等
を
組
み
合
わ
せ
た
各
種
施
策
を
展
開
し

て
き
た
【
表
1
】。

①

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
盤
の
強
化

　
大
分
県
の
「
一
村
一
品
運
動
」
を
モ
デ
ル
に

し
て
始
ま
っ
た
O
T
O
P
（O

n
e T

am
b
o
n
 

O
n
e P

ro
d
u
ct

）
は
、
地
方
の
経
済
基
盤

強
化
に
貢
献
し
て
き
た
。
2
0
0
4
年
に
開

始
さ
れ
た
O
T
O
P T

o
u
rism

 V
illage 

P
ro
ject

で
は
、
地
域
産
品
の
物
販
と
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
等
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
セ
ッ
ト

で
販
売
す
る
こ
と
で
、
農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

へ
の
来
訪
を
促
し
、
所
得
の
多
角
化
を
図
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
単
な
る
観
光
促
進
に
と
ど

ま
ら
ず
、
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
地
域
側
の

受
け
皿
そ
の
も
の
を
創
出
す
る
取
組
で
あ

り
、
そ
の
後
の
分
散
施
策
を
支
え
る
土
台
と

な
っ
て
い
る
7
）
。
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て
は
、
地
方
都
市
の
ア
ク
セ
ス
や
施
設
・
設

備
の
水
準
が
依
然
と
し
て
不
十
分
な
こ
と
か

ら
、
よ
り
高
い
快
適
性
を
求
め
る
国
内
客
の

方
が
難
し
い
と
す
る
見
解
が
あ
る
一
方
、
滞

在
期
間
が
限
ら
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
は
有

名
観
光
地
へ
の
来
訪
を
優
先
し
、
安
全
性
の

不
安
か
ら
未
知
の
地
方
部
に
は
行
き
に
く
い

と
す
る
見
方
も
示
さ
れ
た
。

　　
タ
イ
の
事
例
か
ら
は
、

市
場
が
生
み
出
す
「
結
果

的
分
散
」
と
政
策
に
よ
る

「
意
図
的
分
散
」
が
並
行

し
て
進
行
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
た
。
価
格
高

騰
や
混
雑
と
い
っ
た
市
場

環
境
の
変
化
が
ま
ず
人
々

の
行
き
先
を
変
え
、
政
策

的
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、
そ

の
動
き
を
後
押
し
す
る
加

速
装
置
と
し
て
機
能
し
て

い
る
。
ま
た
、
日
本
で
は

地
域
主
導
で
、
混
雑
予
報

カ
レ
ン
ダ
ー
や
混
雑
マ
ッ

プ
の
公
表
、
閑
散
期
や
夜
間
に
お
け
る
イ
ベ

ン
ト
実
施
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
に
よ
る
ア

ク
セ
ス
改
善
な
ど
を
通
じ
て
、
主
に
情
報
提

供
や
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
、
二
次
交
通
等
の

対
策
を
積
み
重
ね
て
き
た
の
に
対
し
、
タ
イ

で
は
国
主
導
の
も
と
、
国
内
旅
行
者
へ
の
直

接
的
な
価
格
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
施
策
が
多
く

展
開
さ
れ
て
い
る
点
に
違
い
が
み
ら
れ
る
。

　
日
本
へ
の
示
唆
と
し
て
は
、
ま
ず
、
政
策

に
よ
る
意
図
的
分
散
を
図
る
際
に
、
誰
の
分

散
を
促
す
の
か
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ

る
。
国
内
客
な
の
か
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
な

の
か
、そ
の
組
み
合
わ
せ
な
の
か
に
よ
っ
て
、

用
い
る
べ
き
手
段
は
異
な
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
各
種
統
計
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
等
を
用
い

て
、
人
気
が
集
中
す
る
地
域
お
よ
び
そ
の
周

辺
で
国
内
客
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
ど
の
よ

う
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
の
か
、
ク
ラ
ウ
デ
ィ

ン
グ
ア
ウ
ト
が
ど
の
程
度
発
生
し
て
い
る
の

か
を
把
握
し
、
市
場
が
自
発
的
に
形
成
し
つ

つ
あ
る
分
散
パ
タ
ー
ン
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
前
提
と
な
る
。
国
内
客
と
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
が
同
じ
場
所
を
奪
い
合
う
と
い
う
発
想

で
は
な
く
、
ど
の
需
要
を
、
ど
の
目
的
（
地

方
へ
の
経
済
波
及
、
混
雑
緩
和
等
）
で
、
ど

の
地
域
に
振
り
向
け
る
の
か
を
戦
略
的
に
整

理
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
日
本
で
は
タ
イ
の
よ
う
な
大
規
模

な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
施
策
を
全
国
的
に
展
開

す
る
こ
と
は
制
度
・
財
政
面
か
ら
容
易
で
は

な
い
一
方
で
、
人
々
の
行
動
変
容
を
促
す
う

え
で
情
報
発
信
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る

分
散
施
策
に
は
大
き
な
余
地
が
あ
る
。
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
混
雑
状
況

の
可
視
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ニ
ッ
チ
な
テ
ー

マ
の
提
示
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
別
の
コ
ン
テ
ン
ツ

配
信
、
日
替
わ
り
・
期
間
限
定
の
動
機
付
け

な
ど
を
有
機
的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。
タ
イ
の
事
例
は
、
明
確
な
タ
ー

ゲ
テ
ィ
ン
グ
や
テ
ー
マ
設
定
を
通
じ
て
行
き

先
を
選
ぶ
理
由
を
提
示
し
、
市
場
が
生
み
出

す
分
散
の
動
き
を
政
策
と
し
て
い
か
に
増

幅
・
持
続
さ
せ
る
か
と
い
う
点
で
、
日
本
の

地
方
分
散
を
検
討
す
る
際
の
参
考
と
な
る
。

【
謝
辞
】
本
調
査
研
究
の
実
施
に
あ
た
り
、

意
見
交
換
に
ご
対
応
い
た
だ
い
た
タ
イ

国
政
府
観
光
庁
関
係
各
位
（
ア
ジ
ア
南
太

平
洋
担
当 

副
総
裁 P

attaraan
o
n
g N

a 

C
h
ian

gm
ai

氏
を
は
じ
め
と
す
る
皆
様
）、

ア
サ
ン
プ
シ
ョ
ン
大
学
関
係
各
位
（
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

学
科
長 L

alid
a A

rp
h
aw

atth
an
asaku

l

氏
を
は
じ
め
と
す
る
皆
様
）
に
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
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再 校



ラ
イ
ヤ
ー
名
簿
」
は
作
成
し
て
い
な
い
。
一

方
で
、
ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
向
け
の
「
観

光
商
品
」
に
関
し
て
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で

あ
る“C

B
T
 T
h
ailan

d
”

6

や
冊
子
で
あ
る

 “C
reative T

o
u
rism

 C
atalo

gu
e”

7 

、

S
N
S
を
通
じ
て
積
極
的
に
情
報
を
公
開
し

て
い
る
。

 

　
地
域
産
品
や
ツ
ア
ー
の
販
路
を
確
保
す
る

た
め
、
年
に
一
度
、
C
B
T
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ

せ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
商
談
会“

D
A
S
T
A
 

T
ravel M

art”

の
開
催
や
、
I
T
B
（
ベ

ル
リ
ン
）
や
P
A
T
A
（
太
平
洋
ア
ジ
ア
観

光
協
会
）
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
参
加
し
、
直
接
的
な
取
引
機
会
を
提
供
し

て
い
る
。

　
T
A
T
で
は
、
D
A
S
T
A
の
支
援
を
得

て
創
出
さ
れ
た
観
光
商
品
を
国
内
外
の
市
場

へ
効
果
的
に
送
り
出
す
た
め
、
主
に
「
ブ
ラ

ン
ド
化
」「
販
路
拡
大
」「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

関
連
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
側
面
か
ら
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　
第
一
に
、観
光
商
品
の「
ブ
ラ
ン
ド
化
」で
あ

る
。T
A
T
主
催
の「T

h
ailan

d
 T
ou
rism

 

A
w
ards

（K
innaree A

w
ards

）」は
、観
光

産
業
に
お
け
る
品
質
と
卓
越
性
を
示
す
指
標

で
あ
り
、
受
賞
者
は
キ
ン
ナ
リ
ー
像
お
よ
び

ロ
ゴ
を
「
品
質
保
証
」
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
（T

A
T
 N
ew
sroom

, 2023

）。
こ
う
し

た
表
彰
制
度
は
、審
査
基
準
を
通
じ
て
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
改
善
方
向
を
示
す
と
と
も
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
事
業
者
が
ブ
ラ
ン
ド
力
の

向
上
に
取
り
組
む
た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
T
A
T
は
D
A
S
T
A
が
開
発
支
援
を

行
っ
た
地
域
が
、
U
N
E
S
C
O
創
造
都
市

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（U

C
C
N

）
やU

N
 T
ourism

の「B
est T

ou
rism

 V
illages

」
等
の
国
際

認
定
を
取
得
で
き
る
よ
う
国
際
的
な
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
地
域
固
有
の
文
化
を
「
世
界
基
準
の
観

光
資
産
」
と
し
て
市
場
に
認
知
さ
せ
る
役
割

を
担
っ
て
い
る
。

　
第
二
に
、「
販
路
拡
大
」
で
あ
る
。
タ
イ
最

大
の
B
2
B
商
談
会
「T

T
M
+

（T
hailand 

T
ravel M

art P
lus

）」
で
は
、
T
A
T
が
全

国
か
ら
ホ
テ
ル
や
ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に

加
え
、
C
B
T
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
含
む

多
様
な
観
光
事
業
者
を
集
め
、
海
外
バ
イ

ヤ
ー
と
の
B
2
B
商
談
の
場
を
提
供
し
て
い

る
（T

A
T
 N
ew

sro
o
m
, 2

0
2
4

）。
実
際
、

日
タ
イ
観
光
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
報
告

に
よ
れ
ば
、
タ
キ
ア
ン
テ
ィ
ア
（T

akh
ian

 

T
ia

）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
の
事
例
に
お
い
て
、

D
A
S
T
A
が
支
援
し
た
地
域
の
商
品
を

T
A
T 

が
F
A
M 

ト
リ
ッ
プ
等
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
組
み
込
み
、
国
内
外
で
の
販

路
開
拓
や
ツ
ア
ー
造
成
に
つ
な
げ
て
い
る

（JT
T
R
I, 2

0
2
4

）。

　
第
三
に
、
T
A
T 

が
推
進
す
る
「
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
関
連
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
へ
の
統

合
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
具
体
例
が
、
D
A

S
T
A
が
中
心
と
な
っ
て
低
炭
素
観
光
の

取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
コ
・
マ
ー
ク
島

（K
o
 M
ak

）
で
あ
る
。
同
島
は
、
地
域
の

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
よ
る
「T

he K
o 

M
a
k
 L
o
w
-c
a
rb
o
n
 D

e
stin

a
tio

n
 

D
eclaratio

n

」（
2
0
1
2
年
）
を
経
て
、

タ
イ
初
の
低
炭
素
観
光
地
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
（T

A
T
 

N
ew

sro
o
m
,2
0
2
2

）。
T
A
T
は
全
国
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
同
島
の
低
炭
素
型

の
取
り
組
み
を
前
面
に
掲
げ
る
こ
と
で
、
環

境
負
荷
の
小
さ
い
滞
在
を
重
視
す
る
高
付
加

価
値
旅
行
者
層
へ
の
訴
求
に
活
用
し
て
い
る

訴
求
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

取
り
組
み
は
国
際
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て

お
り
、
国
際
認
証
団
で
あ
るG

r
e
e
n 

D
estinations

に
よ
る
「
世
界
の
持
続
可
能

な
観
光
地
ト
ッ
プ
1
0
0
選
」
に
選
出
さ
れ

て
い
る
。

　
ま
た
、
ナ
ー
ン
県
ボ
ー
・
ス
ア
ッ
ク
（B

o 

S
uak

）
村
で
は
、
D
A
S
T
A
が
デ
ザ
イ

ン
専
門
家
を
派
遣
し
、
女
性
や
高
齢
者
の
副

業
だ
っ
た
伝
統
的
な
織
物
や
陶
芸
等
を
、
現

代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
う
デ
ザ
イ
ン
へ

と
改
良
し
、
商
品
価
値
を
高
め
た
【
写
真

2
】。
さ
ら
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、「
モ
ノ

の
販
売
」
か
ら
「
コ
ト
（
体
験
）
の
販
売
」
へ

と
移
行
し
た
こ
と
で
あ
る
。
D
A
S
T
A 

は
職
人
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連
携
し
、
観
光

客
が
工
房
で
陶
芸
や
ハ
ー
ブ
コ
ン
プ
レ
ス
づ

く
り
等
の
技
術
を
直
接
学
ぶ
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
整
備
や
、
職
人
が
案
内
役
・
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
対
応
で
き
る
よ
う
な
研

修
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
支
援
し
て
き
た
と

さ

れ

る
（D

A
S
T
A
, 2

0
2
1
; T

ravelife 

fo
r T

o
u
r O

p
era

to
rs &

 T
o
u
rlin

k 

P
roject P

artn
ers, 2

0
2
4

）。
こ
れ
に
よ

り
、
製
品
販
売
に
加
え
、
体
験
料
と
い
う
追

加
収
益
を
得
る
構
造
が
生
ま
れ
、
訪
問
者
の

滞
在
時
間
の
延
伸
や
、
地
域
へ
の
理
解
と
愛

着
の
醸
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
う
し
た
モ
デ
ル
を
積
み
重
ね
た
結

果
、
同
村
は
タ
イ
で
初
め
てU

N
 T
ourism

 

の「B
est T

o
u
rism

 V
illages

」
に
認
定

さ
れ
、
そ
の
国
際
的
な
ブ
ラ
ン
ド
価
値
は

一
段
と
高
ま
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う（U

N
 

T
ourism

, 2024

）。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
地
域
経
済
に
も
一

定
の
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
D
A
S
T
A
支
援
地
域
全
体
の

2
0
2
2
年
の
観
光
収
入
は
対
前
年
比
10
・

52
%
増
と
な
り
、
収
入
分
配
を
示
す
ジ
ニ
係

数
5

は
0
・
2
1
4
と
比
較
的
低
い
水
準
に

あ
る
（D

A
S
T
A
, 2

0
2
3

）。
こ
れ
は
、
高

付
加
価
値
化
に
よ
る
収
益
が
一
部
の
事
業
者

に
偏
ら
ず
、
比
較
的
広
く
分
配
さ
れ
て
い
る

可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
D
A
S
T
A
で
は
、
域
外
流
出
に
関
す
る

詳
細
な
デ
ー
タ
収
集
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

流
出
の
原
因
を
特
定
す
る
よ
り
も
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
し
て
「
可
能
な
限
り
地
域

内
の
資
源
を
選
択
す
る
」
よ
う
行
動
変
容
を

促
す
こ
と
を
優
先
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。 

た
だ
し
、
地
域
内
で
生
産
で
き
な
い
必
需
品

に
つ
い
て
は
外
部
調
達
を
認
め
る
な
ど
、
各

地
域
の
状
況
に
合
わ
せ
た
現
実
的
な
運
用
を

行
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
柔
軟
な
運
用
を
基
本
と
す
る
一

方
で
、
地
域
経
済
の
自
立
性
を
担
保
す
る
た

め
、
域
外
流
出
を
防
ぐ
仕
組
み
と
、
対
外
的

な
販
路
を
拡
大
す
る
支
援
の
両
面
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
る
。 

　
「
タ
イ
C
B
T
基
準
」
に
基
づ
き
、
観
光

活
動
に
必
要
な
資
源
（
食
材
、
資
材
、
人
材
）

の
調
達
に
お
い
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内

の
C
B
T
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
を
最
優
先
し
、

次
い
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の
非
メ
ン
バ
ー

住
民
、
近
隣
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
同
郡
・
同

県
内
）、
外
部
事
業
者
と
、
調
達
に
お
け
る

優
先
順
位
を
定
め
て
い
る
。

　
外
部
資
本
に
よ
る
搾
取
を
防
ぐ
た
め
、
各

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
企
業
内
で
は
、
作
業
部
会

や
管
理
職
を
地
元
住
民
に
限
定
す
る
ほ
か
、

地
域
市
場
の
出
店
者
を
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内

外
の
近
隣
住
民
に
限
定
し
、
外
部
業
者
の
参

入
を
制
限
す
る
「
販
売
権
の
保
護
」
等
、
規

則
を
設
け
て
い
る
。

　
技
能
を
持
つ
グ
ル
ー
プ
の
組
織
化
や
、
近

隣
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
を
通
じ
て
、
外
部
の
投
資
家
や
運
営
者

に
対
す
る
地
元
住
民
の
交
渉
力
を
高
め
、
不

当
な
干
渉
を
防
い
で
い
る
。

　
地
域
住
民
は
、
既
に
地
元
の
誰
が
何
を

売
っ
て
い
る
か
を
把
握
し
て
い
る
た
め
、
一

般
的
な
物
品
・
資
材
に
関
す
る
「
地
域
サ
プ

D
A
S
T
A
は
「
支
援
者
」
と
い
う
役
割
分
担

の
下
で
協
働
し
て
い
る
（D

A
S
T
A
, 2021

）。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
は
、
住
民
で

構
成
さ
れ
る
「
C
B
T
ク
ラ
ブ
」
等
を
組
織

し
、
観
光
客
の
受
入
方
針
や
利
益
配
分
の

ル
ー
ル
の
決
定
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
、
ガ
イ
ド
や
講
師
と
し
て

の
観
光
客
の
も
て
な
し
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
方
、
D
A
S
T
A
は
G
S
T
C
の
国
際
基

準
を
ベ
ー
ス
に
策
定
し
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

主
導
型
観
光
の
た
め
の
国
家
開
発
基
準

「
タ
イ
C
B
T
基
準
4

」（“T
h
ailan

d
 C
B
T
 

S
tandard”

）（D
A
S
T
A
, 2

0
1
9

）
を
通
じ

て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
提
示
す
る
。
ま
た
、

地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
と
ス
ト
ー
リ
ー

化
、
適
正
価
格
の
設
定
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
等
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通

じ
た
ス
キ
ル
移
転
や
、
観
光
商
品
を
市
場

へ
流
通
さ
せ
る
た
め
の
商
談
の
機
会
等
も

提
供
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
体
制
の
も
と
、
地
域
資
源
を

「
本
物
の
体
験
」へ
と
磨
き
上
げ
、近
年
で
は
、

高
い
利
便
性
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
少
人
数
制

等
の
要
素
も
追
加
さ
れ
た
高
付
加
価
値
商
品

を
創
出
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
バ
ン
コ
ク
の
隣
、
サ
ム
ッ
ト
プ

ラ
カ
ー
ン
県
プ
ラ
プ
ラ
デ
ー
ン
郡
に
位
置
す

る
バ
ン
カ
チ
ャ
オ
（B

an
g K

ach
ao

）は
、

6
つ
の
サ
ブ
地
区
か
ら
成
る

都
市
近
郊
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

と
し
て
指
定
さ
れ
、
D
A
S

T
A 

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

協
働
し
な
が
ら
持
続
可
能
な

観
光
エ
リ
ア
づ
く
り
を
進
め

て
い
る（D

A
S
T
A
, 2024

）。

バ
ン・コ
ブ
ア（B

ang K
obua

）

地
区
で
は
、C
B
T
ク
ラ
ブ
が

組
織
さ
れ
、
ニ
ッ
パ
ヤ
シ
の

ト
ン
ネ
ル
や
タ
イ
ハ
ー
ブ
と

い
っ
た
地
域
資
源
を
活
か
し

た「
自
然
染
色
の
絞
り
染
め

体
験
」
や
「
ハ
ー
バ
ル
ボ
ー

ル
作
り
」
な
ど
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
商
品
化
さ
れ
て

い
る
（T

ravelife for T
our 

O
p
erators &

 T
o
u
rlin

k 

P
roject P

artners, 2024

）。
特
に
運
河
を

巡
る
ボ
ー
ト
ツ
ア
ー
で
は
、
従
来
の
遊
覧
に

加
え
、
ゴ
ミ
拾
い
等
の
環
境
保
護
活
動
や
生

活
体
験
を
組
み
込
ん
で
い
る
【
写
真
1
】。

ま
た
、
ボ
ー
ト
ツ
ア
ー
は
、
予
約
制
と
し
、

運
航
隻
数
や
乗
船
人
数
を
管
理
す
る
こ
と

で
、
環
境
負
荷
と
混
雑
の
緩
和
に
配
慮
し
た

運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
（D

A
S
T
A
, 

2
0
2
1

）。
こ
の
よ
う
な
小
規
模
・
予
約
制

の
運
航
形
態
は
、
一
般
的
な
ボ
ー
ト
ツ
ア
ー

と
比
べ
て
一
人
当
た
り
の
単
価
が
高
く
な
り

や
す
い
一
方
で
、
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
と
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
感
を
両
立
さ
せ
た
高
付
加
価
値
体

験
と
し
て
、
環
境
意
識
の
高
い
旅
行
者
層
に

果
と
し
て
成
長
率
が
低
迷
し
「
中
所
得
国
の

罠
」
か
ら
の
脱
却
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
と

指
摘
す
る
。
観
光
分
野
に
つ
い
て
も
、
2
0

1
9
年
の
観
光
収
入
の
8
割
が
わ
ず
か
8
県

に
集
中
し
、
環
境
負
荷
や
社
会
問
題
を
招
い

て
い
る
と
し
た
う
え
で
、
二
次
都
市
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
観
光
・
収
入
の
分
散
と
、

自
然
・
文
化
資
源
に
科
学
技
術
や
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
高
付
加
価
値
な
体

験
創
出
を
通
じ
て
、
持
続
的
か
つ
包
摂
的
な

成
長
を
図
る
こ
と
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
前
述
し
た
「
高
付
加
価
値
化
」
と
「
域

外
流
出
の
抑
制
」
の
同
時
実
現
を
目
指
す
も

の
で
あ
り
、
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

 　
タ
イ
の
観
光
推
進
体
制
に
お
い
て
特
筆
す

べ
き
は
、
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
省
（M

in
istry 

of T
ourism

 and S
ports

：
以
下“M

O
T
S
”

） 

の
下
に
置
か
れ
た
関
係
機
関
の
役
割
分
担
が

明
確
で
あ
る
点
で
あ
る
。
M
O
T
S
所
管
の

国
営
企
業
で
あ
る
タ
イ
国
政
府
観
光
庁

（T
o
u
rism

 A
u
th
ority of T

h
ailan

d

：

以
下“

T
A
T
”

）
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
担
い
、
公
的
機
関
で
あ
る

持
続
的
観
光
特
別
地
域
開
発
管
理
機
構

（D
esign

ated
 A
reas for S

ustainable 

T
o
u
rism

 A
d
m
in
is
tra

tio
n

：
以
下

 
“
D
A
ST
A
”

）が
、
指
定
地
域
に
お
け
る
地
域

資
源
の
開
発
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ベ
ー
ス
ド
・

ツ
ー
リ
ズ
ム（C

om
m
unity 

B
ased

 T
o
u
rism

：
以
下

 
“
C
B
T
”

）の
磨
き
上
げ
を
担
っ

て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、観
光
局

（D
epartm

ent of Tourism

：

D
O
T

）が
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の

開
発
・
監
督
を
、
タ
イ
国
政

府
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
＆
エ
キ

シ
ビ
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー

（T
h
ailan

d
 C
on
ven

tion 

and E
xhibition B

ureau

：

 
“
T
C
E
B
”

）
が 

M
I
C
E 

分

野
の
振
興
を
そ
れ
ぞ
れ
担

い
、
連
携
し
て
い
る
。
本
稿

の
テ
ー
マ
で
あ
る
観
光
の
高

付
加
価
値
化
と
域
外
流
出
抑

制
に
お
い
て
は
、
D
A
S
T

A
と
T
A
T
の
連
携
が
鍵
と

な
っ
て
い
る
た
め
（
図
1
）、

両
機
関
の
具
体
的
な
取
り

組
み
に
着
目
し
、
既
存
の

資
料
整
理
や
ヒ
ア
リ
ン
グ

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て

考
察
す
る
。

　
D
A
S
T
A
は
、
国
家
観
光
政
策
委
員
会

（th
e
 N

a
tio

n
a
l T

o
u
rism

 P
o
lic

y 

C
om

m
ittec

：
N
T
P
C
）に
よ
り
承
認
さ
れ

た
9
つ
の「
持
続
可
能
な
観
光
指
定
地
域
3

」

（
図
2
）
に
お
い
て
、
観
光
商
品
の
高
付
加

価
値
化
を
推
進
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
開
発

の
指
針
と
し
て
「
3
C
」
コ
ン
セ
プ
ト
を
掲

げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
観
光
が
地
域
住
民
に

利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
（C

o
m
m
u
n
ity 

b
en
efit

）、
受
入
環
境
や
イ
ン
フ
ラ
を
適
切

に
整
備
す
る
こ
と
（C

o
n
ven

ien
ce

）、
そ

し
て
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
s
）

や
世
界
持
続
可
能
観
光
協
議
会
（G

lo
b
al 

S
u
stain

ab
le T

o
u
rism

 C
o
u
n
cil 

以

下“
G
S
T
C
”

）
等
、
国
際
基
準
へ
適
合
す

る
こ
と
（C

o
m
p
lian

ce

）
を
条
件
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
枠
組
み
の
中
で
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、「
所
有
者
・
実
行
者
」、

　
世
界
の
観
光
産
業
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を

契
機
と
し
て
大
き
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を

迎
え
て
い
る
。
か
つ
て
主
流
で
あ
っ
た
観
光

客
数
を
中
心
と
し
た
「
量
」
を
追
求
す
る
観

光
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
環
境
負
荷

と
い
っ
た
持
続
可
能
性
の
課
題
を
顕
在
化
さ

せ
た
。
現
在
、
多
く
の
国
や
地
域
は
、
観
光

客
一
人
当
た
り
の
消
費
額
を
高
め
る
、「
高

付
加
価
値
化
」
を
戦
略
目
標
と
し
て
掲
げ
て

い
る
。
こ
の
「
質
」
へ
の
転
換
を
後
押
し
す

る
の
が
、
Z
世
代
や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
呼

ば
れ
る
若
年
層
や
富
裕
層
に
お
け
る
価
値
観

の
変
化
で
あ
る
。
彼
ら
は
旅
行
に
「
本
物
の

体
験
」
を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。

加
え
て
、
上
質
な
体
験
に
対
し
て
は
高
い
支

払
意
向
を
持
つ
こ
と
も
各
種
調
査
か
ら
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
1

。
こ
の
こ
と
は
、
高
付

加
価
値
化
を
目
指
す
観
光
地
に
と
っ
て
追
い

風
と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
高
付
加
価
値
化
が
観
光
地
の
経

済
効
果
に
直
結
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
国
連

環
境
計
画
（U

N
E
P

）
お
よ
び
国
連
世
界

観
光
機
関（U

N
 T
o
u
rism

2

）は
、観
光
の

流
出
（T

ou
rism

 L
eakage

）
を
長
年
に
わ

た
り
指
摘
し
て
き
た
（U

N
E
P
 &
 U
N
W
T
O
, 

2005

）。
こ
れ
は
、
観
光
客
の
現
地
で
の
支

出
が
、
国
際
的
な
O
T
A
（O

n
lin
e T

ravel 

A
gen

t

）
へ
の
手
数
料
、
外
資
系
ホ
テ
ル

チ
ェ
ー
ン
へ
の
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
、
域
外
か
ら

調
達
さ
れ
た
食
材
や
飲
料
の
対
価
と
し
て
、

そ
の
国
・
地
域
か
ら
流
出
し
て
し
ま
う
現
象

で
あ
る
。
特
に
開
発
途
上
国
に
お
い
て
は
、

観
光
収
入
の
4
〜
5
割
が
域
外
に
流
出
し
て

い
る
と
す
る
推
計
も
あ
り
（U

N
C
T
A
D
, 

2
0
1
0

）、
観
光
に
よ
る
経
済
効
果
が
観
光

地
に
十
分
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
観
光
収
入
の
域
外
流
出
を
抑

え
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
内
の
生
産
者
、
事

業
者
、
雇
用
に
直
接
還
元
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
域
内
に
留
ま
っ
た
資
金
が
さ
ら
な
る
消

費
や
投
資
を
生
み
出
し
、
経
済
効
果
が
波
及

す
る
。
加
え
て
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
や
国
際
情

勢
の
変
動
と
い
っ
た
外
部
シ
ョ
ッ
ク
に
対
す

る
耐
性
の
強
化
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
世
界
的
な
動
向
を
踏
ま

え
る
と
、
高
付
加
価
値
旅
行
者
の
支
出
が
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
循
環
す
る
仕
組
み

を
構
築
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
高
付
加
価

値
化
」
と
「
域
外
流
出
の
抑
制
」
の
同
時
実

現
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
世
界
的
な
動
向
と
課
題
解
決
の

モ
デ
ル
と
し
て
、
本
稿
で
は
タ
イ
の
政
策
に

着
目
し
た
い
。

　
タ
イ
で
は
2
0
1
9
年
に
は
約
4
0
0
0

万
人
の
外
国
人
旅
行
者
を
受
け
入
れ
、
国
内

外
の
旅
行
者
に
よ
る
観
光
収
入
は
約
3
兆

バ
ー
ツ
と
推
計
さ
れ
、
名
目
G
D
P
の
約
2

割
を
占
め
た
。
一
方
で
、
タ
イ
政
府
が

2
0
2
1
年
に
国
家
ア
ジ
ェ
ン
ダ
と
し
て
承

認
し
た
「
B
C
G
経
済
モ
デ
ル
推
進
の
た

め
の
行
動
計
画
（
2
0
2
1
‐
2
0
2
7
）」

（
以
下「
B
C
G
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」）

（B
C
G
 M

o
d
e
l Im

p
le
m
e
n
ta
tio

n
 

C
om

m
ittee, 2

0
2
1

）
で
は
、
過
去
の
経

済
発
展
が
天
然
資
源
・
生
物
資
源
の
劣
化
や

富
の
不
均
等
な
分
配
を
も
た
ら
し
、
そ
の
結

タ
イ
に
お
け
る

観
光
の
高
付
加
価
値
化
と

域
外
流
出
抑
制
の

取
り
組
み

〜
持
続
的

観
光
特
別
地
域
開
発
管
理
機
構

〝
D
A
S
T
A
〞と

タ
イ
国
政
府
観
光
庁

〝
T
A
T
〞の
取
り
組
み
に
注
目
し
て
〜

3
2

観
光
研
究
部 

上
席
主
任
研
究
員

柿
島
あ
か
ね

1
．本
研
究
の

背
景
と
目
的

と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
両
機
関
の
連
携
は
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
み
に
留
ま
ら
な
い
。先
述
の
通
り
、

T
A
T
は
F
A
M 

ト
リ
ッ
プ
を
実
施
し
、

主
要
観
光
地
と
D
A
S
T
A 

指
定
地
域
を

結
ぶ
体
験
ル
ー
ト
や
商
品
コ
ン
セ
プ
ト
の
検

証
・
改
善
を
図
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
プ
ロ

セ
ス
の
中
で
、
両
機
関
が
周
遊
ル
ー
ト
や
体

験
設
計
を
共
同
で
検
討
す
る
ケ
ー
ス
も
報
告

さ
れ
て
い
る
（D

A
S
T
A
, 2

0
2
3
; JT

T
R
I, 

2
0
2
4

）。
こ
の
よ
う
に
、
T
A
T
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
基
盤
を
通
じ
て
、
D
A
S
T
A 

が
支
援
し
た
地
域
の
「
本
物
」
を
体
験
で
き

る
観
光
商
品
が
適
正
価
格
で
流
通
す
る
枠
組

み
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

 

　
本
調
査
か
ら
、
タ
イ
の
「
高
付
加
価
値
化
」

と
「
域
外
流
出
抑
制
」
に
向
け
た
観
光
施
策

の
特
徴
を
総
括
す
る
と
、
以
下
の
3
点
に
集

約
さ
れ
る
。

　
第
一
に
、
国
の
中
期
国
家
開
発
計
画
で
あ

る
「
第
13
次
国
家
経
済
社
会
開
発
計
画

（
2
0
2
3
‐
2
0
2
7
）」に
お
い
て
、所
得
・

資
産
格
差
お
よ
び
地
域
間
格
差
の
縮
小
が
主

要
な
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

（N
E
S
D
C
, 2

0
2
2

）
か
ら
も
分
か
る
よ
う

に
、
観
光
は
「
主
要
都
市
と
地
方
部
の
格
差

是
正
に
資
す
る
手
段
」
の
一
つ
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
1
9
9
0
年

代
か
ら
導
入
さ
れ
た
C
B
T
は
、
観
光
収
入

を
大
都
市
や
外
資
系
企
業
か
ら
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
へ
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
、
所
得
再
分

配
に
寄
与
す
る
仕
組
み
と
し
て
活
用
さ
れ
て

き
た
。
実
際
に
、
国
家
レ
ベ
ル
の
計
画
や
観

光
セ
ク
タ
ー
の
戦
略
に
お
け
る
K
P
I
に

は
、
観
光
収
入
の
総
額
だ
け
で
な
く
、
主
要

都
市
以
外
の
地
域
が
獲
得
す
る
観
光
収
入
の

比
率
（N

E
S
D
C
, 2022

）
や
、
中
小
企
業

の
競
争
力
強
化
・
支
援
状
況
お
よ
び
観
光

産
業
に
お
け
る
雇
用
創
出
（M

in
istry o

f 

T
o
u
rism

 an
d
 S
p
o
rts, 2

0
2
3

）
な
ど
、

分
配
や
包
摂
性
に
関
わ
る
指
標
も
含
ま
れ
て

い
る
。　

第
二
に
、
国
家
ア
ジ
ェ
ン
ダ
で
あ
る
「
B

C
G
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
背
景
に
、
観

光
分
野
で
「
量
」
か
ら
「
質
」
へ
の
転
換
が
明

確
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
B
C

G
モ
デ
ル
で
は
、
観
光
産
業
を
グ
リ
ー
ン
か

つ
高
付
加
価
値
な
観
光
へ
と
転
換
し
、
二
次

都
市
の
振
興
を
通
じ
て
不
平
等
の
縮
小
と
持

続
可
能
性
の
両
立
を
図
る
こ
と
、そ
し
て
自

然
・
文
化
資
本
と
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

活
用
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る（B

C
G
 

M
o
d
el Im

p
lem

en
tatio

n
 C
o
m
m
ittee, 

2021

）。こ
う
し
た
方
針
に
基
づ
き
、D
A
S

T
A 

等
の
実
施
機
関
は
、
地
域
資
源
に
根

ざ
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
体
の
観
光
を
基
盤

と
し
、
よ
り
高
い
体
験
価
値
と
価
格
を
備
え

た
商
品
開
発
を
進
め
て
い
る
。
本
稿
で
取
り

上
げ
た
バ
ン
カ
チ
ャ
オ
や
ボ
ー
・
ス
ア
ッ
ク

村
等
の
事
例
は
、
こ
の
方
向
性
を
具
体
化
し

た
取
り
組
み
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
第
三
に
、「
戦
略
か
ら
実
践
ま
で
一
体
的

に
実
施
」
さ
れ
る
点
で
あ
る
。「
第
3
次
国
家

観
光
開
発
計
画
（
2
0
2
3
‐
2
0
2
7
）」

で
は
、
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
掲
げ

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
「
制
度
」
と
「
現
場
」

を
つ
な
ぐ
枠
組
み
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
（M

in
istry o

f T
o
u
rism

 an
d
 

S
p
o
rts, 2

0
2
3

）。こ
の
文
脈
の
も
と
で
、

全
国
的
な
認
証
制
度
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し

て「
タ
イ
C
B
T
基
準
」や
ホ
テ
ル
の
環
境
認

証
制
度（
例
：G

re
e
n
 H
o
te
l / G

re
e
n 

H
o
tel P

lu
s

8

）等
が
、現
場
の
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
改
善
の
指
針
と
し
て
機
能
し
て
い

る
。さ
ら
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
体
の
観
光

商
品
を
「
開
発
す
る
」
D
A
S
T
A
と
、
そ

れ
を
国
内
外
市
場
に「
販
売
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
す
る
」
T
A
T
と
い
う
役
割
分
担
が
明
確

化
さ
れ
て
お
り（D

A
S
T
A
, 2

0
2
3
; JT

T
R
I, 

2
0
2
4

）、政
策
が
現
場
レ
ベ
ル
ま
で
浸
透
し

や
す
い
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
考
察
か
ら
、
タ
イ
の
観
光
政
策
は
、

高
付
加
価
値
化
と
域
外
流
出
抑
制
を
ト
レ
ー

ド
オ
フ
の
関
係
で
は
な
く
、
相
互
に
補
完
し

合
う
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
点
に
本
質
的
な

価
値
が
あ
り
、
持
続
可
能
な
観
光
を
目
指
す

世
界
中
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
と
っ

て
、
示
唆
に
富
む
モ
デ
ル
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
日
本
と
タ
イ
で
は
政
治
・
社
会
背

景
が
異
な
る
た
め
、
形
式
的
な
導
入
は
現
実

的
で
は
な
い
も
の
の
、
高
付
加
価
値
化
と
域

外
流
出
抑
制
の
両
立
と
い
う
課
題
は
共
通
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
タ
イ
の
観
光
施
策
か

ら
学
び
得
る
ヒ
ン
ト
も
少
な
く
な
い
。
日
本

で
は
、
地
域
資
源
の
開
発
や
評
価
指
標
の
設

計
に
お
い
て
、
国
際
的
な
基
準
や
指
標
が
十

分
に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
し

た
が
っ
て
、
タ
イ
の
よ
う
に
地
域
資
源
の
開

発
プ
ロ
セ
ス
に
国
際
的
な
視
点
（
国
際
基
準
）

を
組
み
込
み
、
評
価
指
標
に
「
地
域
内
調
達

率
」
の
よ
う
な
経
済
循
環
の
視
点
を
明
示
的

に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
日
本
の
観
光
施
策

に
と
っ
て
も
有
益
な
示
唆
と
な
る
だ
ろ
う
。

【
謝
辞
】
本
研
究
の
遂
行
に
あ
た
り
、
貴
重

な
資
料
の
ご
提
供
な
ら
び
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
、
持
続
的
観
光
特

別
地
域
開
発
管
理
機
構
（D

A
S
T
A

）
お
よ

び
タ
イ
国
政
府
観
光
庁
（T

A
T

）
の
皆
様
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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出典：DASTA提供資料出典：DASTA提供資料

出典：DASTAホームページ

図 2 9つの持続可能な観光指定地域

図 1 観光施策における主な機関別の役割分担

ラ
イ
ヤ
ー
名
簿
」
は
作
成
し
て
い
な
い
。
一

方
で
、
ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
向
け
の
「
観

光
商
品
」
に
関
し
て
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で

あ
る“C

B
T
 T
h
ailan

d
”

6

や
冊
子
で
あ
る

 “C
reative T

o
u
rism

 C
atalo

gu
e”

7 

、

S
N
S
を
通
じ
て
積
極
的
に
情
報
を
公
開
し

て
い
る
。

 

　
地
域
産
品
や
ツ
ア
ー
の
販
路
を
確
保
す
る

た
め
、
年
に
一
度
、
C
B
T
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ

せ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
商
談
会“

D
A
S
T
A
 

T
ravel M

art”

の
開
催
や
、
I
T
B
（
ベ

ル
リ
ン
）
や
P
A
T
A
（
太
平
洋
ア
ジ
ア
観

光
協
会
）
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
参
加
し
、
直
接
的
な
取
引
機
会
を
提
供
し

て
い
る
。

　
T
A
T
で
は
、
D
A
S
T
A
の
支
援
を
得

て
創
出
さ
れ
た
観
光
商
品
を
国
内
外
の
市
場

へ
効
果
的
に
送
り
出
す
た
め
、
主
に
「
ブ
ラ

ン
ド
化
」「
販
路
拡
大
」「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

関
連
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
側
面
か
ら
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　
第
一
に
、観
光
商
品
の「
ブ
ラ
ン
ド
化
」で
あ

る
。T
A
T
主
催
の「T

h
ailan

d
 T
ou
rism

 

A
w
ards

（K
innaree A

w
ards

）」は
、観
光

産
業
に
お
け
る
品
質
と
卓
越
性
を
示
す
指
標

で
あ
り
、
受
賞
者
は
キ
ン
ナ
リ
ー
像
お
よ
び

ロ
ゴ
を
「
品
質
保
証
」
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
（T

A
T
 N
ew
sroom

, 2023

）。
こ
う
し

た
表
彰
制
度
は
、審
査
基
準
を
通
じ
て
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
改
善
方
向
を
示
す
と
と
も
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
事
業
者
が
ブ
ラ
ン
ド
力
の

向
上
に
取
り
組
む
た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
T
A
T
は
D
A
S
T
A
が
開
発
支
援
を

行
っ
た
地
域
が
、
U
N
E
S
C
O
創
造
都
市

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（U

C
C
N

）
やU

N
 T
ourism

の「B
est T

ou
rism

 V
illages

」
等
の
国
際

認
定
を
取
得
で
き
る
よ
う
国
際
的
な
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
地
域
固
有
の
文
化
を
「
世
界
基
準
の
観

光
資
産
」
と
し
て
市
場
に
認
知
さ
せ
る
役
割

を
担
っ
て
い
る
。

　
第
二
に
、「
販
路
拡
大
」
で
あ
る
。
タ
イ
最

大
の
B
2
B
商
談
会
「T

T
M
+

（T
hailand 

T
ravel M

art P
lus

）」
で
は
、
T
A
T
が
全

国
か
ら
ホ
テ
ル
や
ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に

加
え
、
C
B
T
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
含
む

多
様
な
観
光
事
業
者
を
集
め
、
海
外
バ
イ

ヤ
ー
と
の
B
2
B
商
談
の
場
を
提
供
し
て
い

る
（T

A
T
 N
ew

sro
o
m
, 2

0
2
4

）。
実
際
、

日
タ
イ
観
光
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
報
告

に
よ
れ
ば
、
タ
キ
ア
ン
テ
ィ
ア
（T

akh
ian

 

T
ia

）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
の
事
例
に
お
い
て
、

D
A
S
T
A
が
支
援
し
た
地
域
の
商
品
を

T
A
T 

が
F
A
M 

ト
リ
ッ
プ
等
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
組
み
込
み
、
国
内
外
で
の
販

路
開
拓
や
ツ
ア
ー
造
成
に
つ
な
げ
て
い
る

（JT
T
R
I, 2

0
2
4

）。

　
第
三
に
、
T
A
T 

が
推
進
す
る
「
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
関
連
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
へ
の
統

合
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
具
体
例
が
、
D
A

S
T
A
が
中
心
と
な
っ
て
低
炭
素
観
光
の

取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
コ
・
マ
ー
ク
島

（K
o
 M
ak

）
で
あ
る
。
同
島
は
、
地
域
の

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
よ
る
「T

he K
o 

M
a
k
 L
o
w
-c
a
rb
o
n
 D

e
stin

a
tio

n
 

D
eclaratio

n

」（
2
0
1
2
年
）
を
経
て
、

タ
イ
初
の
低
炭
素
観
光
地
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
（T

A
T
 

N
ew

sro
o
m
,2
0
2
2

）。
T
A
T
は
全
国
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
同
島
の
低
炭
素
型

の
取
り
組
み
を
前
面
に
掲
げ
る
こ
と
で
、
環

境
負
荷
の
小
さ
い
滞
在
を
重
視
す
る
高
付
加

価
値
旅
行
者
層
へ
の
訴
求
に
活
用
し
て
い
る

訴
求
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

取
り
組
み
は
国
際
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て

お
り
、
国
際
認
証
団
で
あ
るG

r
e
e
n 

D
estinations

に
よ
る
「
世
界
の
持
続
可
能

な
観
光
地
ト
ッ
プ
1
0
0
選
」
に
選
出
さ
れ

て
い
る
。

　
ま
た
、
ナ
ー
ン
県
ボ
ー
・
ス
ア
ッ
ク
（B

o 

S
uak

）
村
で
は
、
D
A
S
T
A
が
デ
ザ
イ

ン
専
門
家
を
派
遣
し
、
女
性
や
高
齢
者
の
副

業
だ
っ
た
伝
統
的
な
織
物
や
陶
芸
等
を
、
現

代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
う
デ
ザ
イ
ン
へ

と
改
良
し
、
商
品
価
値
を
高
め
た
【
写
真

2
】。
さ
ら
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、「
モ
ノ

の
販
売
」
か
ら
「
コ
ト
（
体
験
）
の
販
売
」
へ

と
移
行
し
た
こ
と
で
あ
る
。
D
A
S
T
A 

は
職
人
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連
携
し
、
観
光

客
が
工
房
で
陶
芸
や
ハ
ー
ブ
コ
ン
プ
レ
ス
づ

く
り
等
の
技
術
を
直
接
学
ぶ
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
整
備
や
、
職
人
が
案
内
役
・
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
対
応
で
き
る
よ
う
な
研

修
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
支
援
し
て
き
た
と

さ

れ

る
（D

A
S
T
A
, 2

0
2
1
; T

ravelife 

fo
r T

o
u
r O

p
era

to
rs &

 T
o
u
rlin

k 

P
roject P

artn
ers, 2

0
2
4

）。
こ
れ
に
よ

り
、
製
品
販
売
に
加
え
、
体
験
料
と
い
う
追

加
収
益
を
得
る
構
造
が
生
ま
れ
、
訪
問
者
の

滞
在
時
間
の
延
伸
や
、
地
域
へ
の
理
解
と
愛

着
の
醸
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
う
し
た
モ
デ
ル
を
積
み
重
ね
た
結

果
、
同
村
は
タ
イ
で
初
め
てU

N
 T
ourism

 

の「B
est T

o
u
rism

 V
illages

」
に
認
定

さ
れ
、
そ
の
国
際
的
な
ブ
ラ
ン
ド
価
値
は

一
段
と
高
ま
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う（U

N
 

T
ourism

, 2024

）。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
地
域
経
済
に
も
一

定
の
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
D
A
S
T
A
支
援
地
域
全
体
の

2
0
2
2
年
の
観
光
収
入
は
対
前
年
比
10
・

52
%
増
と
な
り
、
収
入
分
配
を
示
す
ジ
ニ
係

数
5

は
0
・
2
1
4
と
比
較
的
低
い
水
準
に

あ
る
（D

A
S
T
A
, 2

0
2
3

）。
こ
れ
は
、
高

付
加
価
値
化
に
よ
る
収
益
が
一
部
の
事
業
者

に
偏
ら
ず
、
比
較
的
広
く
分
配
さ
れ
て
い
る

可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
D
A
S
T
A
で
は
、
域
外
流
出
に
関
す
る

詳
細
な
デ
ー
タ
収
集
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

流
出
の
原
因
を
特
定
す
る
よ
り
も
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
し
て
「
可
能
な
限
り
地
域

内
の
資
源
を
選
択
す
る
」
よ
う
行
動
変
容
を

促
す
こ
と
を
優
先
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。 

た
だ
し
、
地
域
内
で
生
産
で
き
な
い
必
需
品

に
つ
い
て
は
外
部
調
達
を
認
め
る
な
ど
、
各

地
域
の
状
況
に
合
わ
せ
た
現
実
的
な
運
用
を

行
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
柔
軟
な
運
用
を
基
本
と
す
る
一

方
で
、
地
域
経
済
の
自
立
性
を
担
保
す
る
た

め
、
域
外
流
出
を
防
ぐ
仕
組
み
と
、
対
外
的

な
販
路
を
拡
大
す
る
支
援
の
両
面
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
る
。 

　
「
タ
イ
C
B
T
基
準
」
に
基
づ
き
、
観
光

活
動
に
必
要
な
資
源
（
食
材
、
資
材
、
人
材
）

の
調
達
に
お
い
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内

の
C
B
T
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
を
最
優
先
し
、

次
い
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の
非
メ
ン
バ
ー

住
民
、
近
隣
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
同
郡
・
同

県
内
）、
外
部
事
業
者
と
、
調
達
に
お
け
る

優
先
順
位
を
定
め
て
い
る
。

　
外
部
資
本
に
よ
る
搾
取
を
防
ぐ
た
め
、
各

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
企
業
内
で
は
、
作
業
部
会

や
管
理
職
を
地
元
住
民
に
限
定
す
る
ほ
か
、

地
域
市
場
の
出
店
者
を
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内

外
の
近
隣
住
民
に
限
定
し
、
外
部
業
者
の
参

入
を
制
限
す
る
「
販
売
権
の
保
護
」
等
、
規

則
を
設
け
て
い
る
。

　
技
能
を
持
つ
グ
ル
ー
プ
の
組
織
化
や
、
近

隣
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
を
通
じ
て
、
外
部
の
投
資
家
や
運
営
者

に
対
す
る
地
元
住
民
の
交
渉
力
を
高
め
、
不

当
な
干
渉
を
防
い
で
い
る
。

　
地
域
住
民
は
、
既
に
地
元
の
誰
が
何
を

売
っ
て
い
る
か
を
把
握
し
て
い
る
た
め
、
一

般
的
な
物
品
・
資
材
に
関
す
る
「
地
域
サ
プ

D
A
S
T
A
は
「
支
援
者
」
と
い
う
役
割
分
担

の
下
で
協
働
し
て
い
る
（D

A
S
T
A
, 2021

）。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
は
、
住
民
で

構
成
さ
れ
る
「
C
B
T
ク
ラ
ブ
」
等
を
組
織

し
、
観
光
客
の
受
入
方
針
や
利
益
配
分
の

ル
ー
ル
の
決
定
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
、
ガ
イ
ド
や
講
師
と
し
て

の
観
光
客
の
も
て
な
し
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
方
、
D
A
S
T
A
は
G
S
T
C
の
国
際
基

準
を
ベ
ー
ス
に
策
定
し
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

主
導
型
観
光
の
た
め
の
国
家
開
発
基
準

「
タ
イ
C
B
T
基
準
4

」（“T
h
ailan

d
 C
B
T
 

S
tandard”

）（D
A
S
T
A
, 2

0
1
9

）
を
通
じ

て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
提
示
す
る
。
ま
た
、

地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
と
ス
ト
ー
リ
ー

化
、
適
正
価
格
の
設
定
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
等
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通

じ
た
ス
キ
ル
移
転
や
、
観
光
商
品
を
市
場

へ
流
通
さ
せ
る
た
め
の
商
談
の
機
会
等
も

提
供
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
体
制
の
も
と
、
地
域
資
源
を

「
本
物
の
体
験
」へ
と
磨
き
上
げ
、近
年
で
は
、

高
い
利
便
性
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
少
人
数
制

等
の
要
素
も
追
加
さ
れ
た
高
付
加
価
値
商
品

を
創
出
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
バ
ン
コ
ク
の
隣
、
サ
ム
ッ
ト
プ

ラ
カ
ー
ン
県
プ
ラ
プ
ラ
デ
ー
ン
郡
に
位
置
す

る
バ
ン
カ
チ
ャ
オ
（B

an
g K

ach
ao

）は
、

6
つ
の
サ
ブ
地
区
か
ら
成
る

都
市
近
郊
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

と
し
て
指
定
さ
れ
、
D
A
S

T
A 

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

協
働
し
な
が
ら
持
続
可
能
な

観
光
エ
リ
ア
づ
く
り
を
進
め

て
い
る（D

A
S
T
A
, 2024

）。

バ
ン・コ
ブ
ア（B

ang K
obua

）

地
区
で
は
、C
B
T
ク
ラ
ブ
が

組
織
さ
れ
、
ニ
ッ
パ
ヤ
シ
の

ト
ン
ネ
ル
や
タ
イ
ハ
ー
ブ
と

い
っ
た
地
域
資
源
を
活
か
し

た「
自
然
染
色
の
絞
り
染
め

体
験
」
や
「
ハ
ー
バ
ル
ボ
ー

ル
作
り
」
な
ど
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
商
品
化
さ
れ
て

い
る
（T

ravelife for T
our 

O
p
erators &

 T
o
u
rlin

k 

P
roject P

artners, 2024

）。
特
に
運
河
を

巡
る
ボ
ー
ト
ツ
ア
ー
で
は
、
従
来
の
遊
覧
に

加
え
、
ゴ
ミ
拾
い
等
の
環
境
保
護
活
動
や
生

活
体
験
を
組
み
込
ん
で
い
る
【
写
真
1
】。

ま
た
、
ボ
ー
ト
ツ
ア
ー
は
、
予
約
制
と
し
、

運
航
隻
数
や
乗
船
人
数
を
管
理
す
る
こ
と

で
、
環
境
負
荷
と
混
雑
の
緩
和
に
配
慮
し
た

運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
（D

A
S
T
A
, 

2
0
2
1

）。
こ
の
よ
う
な
小
規
模
・
予
約
制

の
運
航
形
態
は
、
一
般
的
な
ボ
ー
ト
ツ
ア
ー

と
比
べ
て
一
人
当
た
り
の
単
価
が
高
く
な
り

や
す
い
一
方
で
、
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
と
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
感
を
両
立
さ
せ
た
高
付
加
価
値
体

験
と
し
て
、
環
境
意
識
の
高
い
旅
行
者
層
に

果
と
し
て
成
長
率
が
低
迷
し
「
中
所
得
国
の

罠
」
か
ら
の
脱
却
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
と

指
摘
す
る
。
観
光
分
野
に
つ
い
て
も
、
2
0

1
9
年
の
観
光
収
入
の
8
割
が
わ
ず
か
8
県

に
集
中
し
、
環
境
負
荷
や
社
会
問
題
を
招
い

て
い
る
と
し
た
う
え
で
、
二
次
都
市
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
観
光
・
収
入
の
分
散
と
、

自
然
・
文
化
資
源
に
科
学
技
術
や
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
高
付
加
価
値
な
体

験
創
出
を
通
じ
て
、
持
続
的
か
つ
包
摂
的
な

成
長
を
図
る
こ
と
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
前
述
し
た
「
高
付
加
価
値
化
」
と
「
域

外
流
出
の
抑
制
」
の
同
時
実
現
を
目
指
す
も

の
で
あ
り
、
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

 　
タ
イ
の
観
光
推
進
体
制
に
お
い
て
特
筆
す

べ
き
は
、
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
省
（M

in
istry 

of T
ourism

 and S
ports

：
以
下“M
O
T
S
”

） 

の
下
に
置
か
れ
た
関
係
機
関
の
役
割
分
担
が

明
確
で
あ
る
点
で
あ
る
。
M
O
T
S
所
管
の

国
営
企
業
で
あ
る
タ
イ
国
政
府
観
光
庁

（T
o
u
rism

 A
u
th
ority of T

h
ailan

d

：

以
下“

T
A
T
”

）
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
担
い
、
公
的
機
関
で
あ
る

持
続
的
観
光
特
別
地
域
開
発
管
理
機
構

（D
esign

ated
 A
reas for S

ustainable 

T
o
u
rism

 A
d
m
in
is
tra

tio
n

：
以
下

 
“
D
A
ST
A
”

）が
、
指
定
地
域
に
お
け
る
地
域

資
源
の
開
発
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ベ
ー
ス
ド
・

ツ
ー
リ
ズ
ム（C

om
m
unity 

B
ased

 T
o
u
rism

：
以
下

 
“
C
B
T
”

）の
磨
き
上
げ
を
担
っ

て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、観
光
局

（D
epartm

ent of Tourism

：

D
O
T

）が
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の

開
発
・
監
督
を
、
タ
イ
国
政

府
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
＆
エ
キ

シ
ビ
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー

（T
h
ailan

d
 C
on
ven

tion 

and E
xhibition B

ureau

：

 
“
T
C
E
B
”

）
が 

M
I
C
E 

分

野
の
振
興
を
そ
れ
ぞ
れ
担

い
、
連
携
し
て
い
る
。
本
稿

の
テ
ー
マ
で
あ
る
観
光
の
高

付
加
価
値
化
と
域
外
流
出
抑

制
に
お
い
て
は
、
D
A
S
T

A
と
T
A
T
の
連
携
が
鍵
と

な
っ
て
い
る
た
め
（
図
1
）、

両
機
関
の
具
体
的
な
取
り

組
み
に
着
目
し
、
既
存
の

資
料
整
理
や
ヒ
ア
リ
ン
グ

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て

考
察
す
る
。

　
D
A
S
T
A
は
、
国
家
観
光
政
策
委
員
会

（th
e
 N

a
tio

n
a
l T

o
u
rism

 P
o
lic

y 

C
om

m
ittec

：
N
T
P
C
）に
よ
り
承
認
さ
れ

た
9
つ
の「
持
続
可
能
な
観
光
指
定
地
域
3

」

（
図
2
）
に
お
い
て
、
観
光
商
品
の
高
付
加

価
値
化
を
推
進
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
開
発

の
指
針
と
し
て
「
3
C
」
コ
ン
セ
プ
ト
を
掲

げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
観
光
が
地
域
住
民
に

利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
（C

o
m
m
u
n
ity 

b
en
efit

）、
受
入
環
境
や
イ
ン
フ
ラ
を
適
切

に
整
備
す
る
こ
と
（C

o
n
ven

ien
ce

）、
そ

し
て
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
s
）

や
世
界
持
続
可
能
観
光
協
議
会
（G

lo
b
al 

S
u
stain

ab
le T

o
u
rism

 C
o
u
n
cil 

以

下“
G
S
T
C
”

）
等
、
国
際
基
準
へ
適
合
す

る
こ
と
（C

o
m
p
lian

ce

）
を
条
件
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
枠
組
み
の
中
で
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、「
所
有
者
・
実
行
者
」、

　
世
界
の
観
光
産
業
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を

契
機
と
し
て
大
き
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を

迎
え
て
い
る
。
か
つ
て
主
流
で
あ
っ
た
観
光

客
数
を
中
心
と
し
た
「
量
」
を
追
求
す
る
観

光
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
環
境
負
荷

と
い
っ
た
持
続
可
能
性
の
課
題
を
顕
在
化
さ

せ
た
。
現
在
、
多
く
の
国
や
地
域
は
、
観
光

客
一
人
当
た
り
の
消
費
額
を
高
め
る
、「
高

付
加
価
値
化
」
を
戦
略
目
標
と
し
て
掲
げ
て

い
る
。
こ
の
「
質
」
へ
の
転
換
を
後
押
し
す

る
の
が
、
Z
世
代
や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
呼

ば
れ
る
若
年
層
や
富
裕
層
に
お
け
る
価
値
観

の
変
化
で
あ
る
。
彼
ら
は
旅
行
に
「
本
物
の

体
験
」
を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。

加
え
て
、
上
質
な
体
験
に
対
し
て
は
高
い
支

払
意
向
を
持
つ
こ
と
も
各
種
調
査
か
ら
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
1

。
こ
の
こ
と
は
、
高
付

加
価
値
化
を
目
指
す
観
光
地
に
と
っ
て
追
い

風
と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
高
付
加
価
値
化
が
観
光
地
の
経

済
効
果
に
直
結
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
国
連

環
境
計
画
（U

N
E
P

）
お
よ
び
国
連
世
界

観
光
機
関（U

N
 T
o
u
rism

2

）は
、観
光
の

流
出
（T

ou
rism

 L
eakage

）
を
長
年
に
わ

た
り
指
摘
し
て
き
た
（U

N
E
P
 &
 U
N
W
T
O
, 

2005

）。
こ
れ
は
、
観
光
客
の
現
地
で
の
支

出
が
、
国
際
的
な
O
T
A
（O

n
lin
e T

ravel 

A
gen

t

）
へ
の
手
数
料
、
外
資
系
ホ
テ
ル

チ
ェ
ー
ン
へ
の
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
、
域
外
か
ら

調
達
さ
れ
た
食
材
や
飲
料
の
対
価
と
し
て
、

そ
の
国
・
地
域
か
ら
流
出
し
て
し
ま
う
現
象

で
あ
る
。
特
に
開
発
途
上
国
に
お
い
て
は
、

観
光
収
入
の
4
〜
5
割
が
域
外
に
流
出
し
て

い
る
と
す
る
推
計
も
あ
り
（U

N
C
T
A
D
, 

2
0
1
0

）、
観
光
に
よ
る
経
済
効
果
が
観
光

地
に
十
分
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
観
光
収
入
の
域
外
流
出
を
抑

え
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
内
の
生
産
者
、
事

業
者
、
雇
用
に
直
接
還
元
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
域
内
に
留
ま
っ
た
資
金
が
さ
ら
な
る
消

費
や
投
資
を
生
み
出
し
、
経
済
効
果
が
波
及

す
る
。
加
え
て
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
や
国
際
情

勢
の
変
動
と
い
っ
た
外
部
シ
ョ
ッ
ク
に
対
す

る
耐
性
の
強
化
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
世
界
的
な
動
向
を
踏
ま

え
る
と
、
高
付
加
価
値
旅
行
者
の
支
出
が
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
循
環
す
る
仕
組
み

を
構
築
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
高
付
加
価

値
化
」
と
「
域
外
流
出
の
抑
制
」
の
同
時
実

現
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
世
界
的
な
動
向
と
課
題
解
決
の

モ
デ
ル
と
し
て
、
本
稿
で
は
タ
イ
の
政
策
に

着
目
し
た
い
。

　
タ
イ
で
は
2
0
1
9
年
に
は
約
4
0
0
0

万
人
の
外
国
人
旅
行
者
を
受
け
入
れ
、
国
内

外
の
旅
行
者
に
よ
る
観
光
収
入
は
約
3
兆

バ
ー
ツ
と
推
計
さ
れ
、
名
目
G
D
P
の
約
2

割
を
占
め
た
。
一
方
で
、
タ
イ
政
府
が

2
0
2
1
年
に
国
家
ア
ジ
ェ
ン
ダ
と
し
て
承

認
し
た
「
B
C
G
経
済
モ
デ
ル
推
進
の
た

め
の
行
動
計
画
（
2
0
2
1
‐
2
0
2
7
）」

（
以
下「
B
C
G
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」）

（B
C
G
 M

o
d
e
l Im

p
le
m
e
n
ta
tio

n
 

C
om

m
ittee, 2

0
2
1

）
で
は
、
過
去
の
経

済
発
展
が
天
然
資
源
・
生
物
資
源
の
劣
化
や

富
の
不
均
等
な
分
配
を
も
た
ら
し
、
そ
の
結

3
． D

A
S
T
A
の

持
続
可
能
な

観
光
指
定
地
域

に
お
け
る

高
付
加
価
値
化
と

域
外
流
出
抑
制
の

取
り
組
み

2
．タ
イ
の

観
光
推
進
体
制

開
発
の
指
針
と
体
制

1

高
付
加
価
値
商
品
の
創
出

2

と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
両
機
関
の
連
携
は
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
み
に
留
ま
ら
な
い
。先
述
の
通
り
、

T
A
T
は
F
A
M 

ト
リ
ッ
プ
を
実
施
し
、

主
要
観
光
地
と
D
A
S
T
A 

指
定
地
域
を

結
ぶ
体
験
ル
ー
ト
や
商
品
コ
ン
セ
プ
ト
の
検

証
・
改
善
を
図
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
プ
ロ

セ
ス
の
中
で
、
両
機
関
が
周
遊
ル
ー
ト
や
体

験
設
計
を
共
同
で
検
討
す
る
ケ
ー
ス
も
報
告

さ
れ
て
い
る
（D

A
S
T
A
, 2

0
2
3
; JT

T
R
I, 

2
0
2
4

）。
こ
の
よ
う
に
、
T
A
T
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
基
盤
を
通
じ
て
、
D
A
S
T
A 

が
支
援
し
た
地
域
の
「
本
物
」
を
体
験
で
き

る
観
光
商
品
が
適
正
価
格
で
流
通
す
る
枠
組

み
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

 

　
本
調
査
か
ら
、
タ
イ
の
「
高
付
加
価
値
化
」

と
「
域
外
流
出
抑
制
」
に
向
け
た
観
光
施
策

の
特
徴
を
総
括
す
る
と
、
以
下
の
3
点
に
集

約
さ
れ
る
。

　
第
一
に
、
国
の
中
期
国
家
開
発
計
画
で
あ

る
「
第
13
次
国
家
経
済
社
会
開
発
計
画

（
2
0
2
3
‐
2
0
2
7
）」に
お
い
て
、所
得
・

資
産
格
差
お
よ
び
地
域
間
格
差
の
縮
小
が
主

要
な
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

（N
E
S
D
C
, 2

0
2
2

）
か
ら
も
分
か
る
よ
う

に
、
観
光
は
「
主
要
都
市
と
地
方
部
の
格
差

是
正
に
資
す
る
手
段
」
の
一
つ
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
1
9
9
0
年

代
か
ら
導
入
さ
れ
た
C
B
T
は
、
観
光
収
入

を
大
都
市
や
外
資
系
企
業
か
ら
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
へ
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
、
所
得
再
分

配
に
寄
与
す
る
仕
組
み
と
し
て
活
用
さ
れ
て

き
た
。
実
際
に
、
国
家
レ
ベ
ル
の
計
画
や
観

光
セ
ク
タ
ー
の
戦
略
に
お
け
る
K
P
I
に

は
、
観
光
収
入
の
総
額
だ
け
で
な
く
、
主
要

都
市
以
外
の
地
域
が
獲
得
す
る
観
光
収
入
の

比
率
（N

E
S
D
C
, 2022

）
や
、
中
小
企
業

の
競
争
力
強
化
・
支
援
状
況
お
よ
び
観
光

産
業
に
お
け
る
雇
用
創
出
（M

in
istry o

f 

T
o
u
rism

 an
d
 S
p
o
rts, 2

0
2
3

）
な
ど
、

分
配
や
包
摂
性
に
関
わ
る
指
標
も
含
ま
れ
て

い
る
。　

第
二
に
、
国
家
ア
ジ
ェ
ン
ダ
で
あ
る
「
B

C
G
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
背
景
に
、
観

光
分
野
で
「
量
」
か
ら
「
質
」
へ
の
転
換
が
明

確
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
B
C

G
モ
デ
ル
で
は
、
観
光
産
業
を
グ
リ
ー
ン
か

つ
高
付
加
価
値
な
観
光
へ
と
転
換
し
、
二
次

都
市
の
振
興
を
通
じ
て
不
平
等
の
縮
小
と
持

続
可
能
性
の
両
立
を
図
る
こ
と
、そ
し
て
自

然
・
文
化
資
本
と
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

活
用
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る（B

C
G
 

M
o
d
el Im

p
lem

en
tatio

n
 C
o
m
m
ittee, 

2021

）。こ
う
し
た
方
針
に
基
づ
き
、D
A
S

T
A 

等
の
実
施
機
関
は
、
地
域
資
源
に
根

ざ
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
体
の
観
光
を
基
盤

と
し
、
よ
り
高
い
体
験
価
値
と
価
格
を
備
え

た
商
品
開
発
を
進
め
て
い
る
。
本
稿
で
取
り

上
げ
た
バ
ン
カ
チ
ャ
オ
や
ボ
ー
・
ス
ア
ッ
ク

村
等
の
事
例
は
、
こ
の
方
向
性
を
具
体
化
し

た
取
り
組
み
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
第
三
に
、「
戦
略
か
ら
実
践
ま
で
一
体
的

に
実
施
」
さ
れ
る
点
で
あ
る
。「
第
3
次
国
家

観
光
開
発
計
画
（
2
0
2
3
‐
2
0
2
7
）」

で
は
、
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
掲
げ

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
「
制
度
」
と
「
現
場
」

を
つ
な
ぐ
枠
組
み
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
（M

in
istry o

f T
o
u
rism

 an
d
 

S
p
o
rts, 2

0
2
3

）。こ
の
文
脈
の
も
と
で
、

全
国
的
な
認
証
制
度
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し

て「
タ
イ
C
B
T
基
準
」や
ホ
テ
ル
の
環
境
認

証
制
度（
例
：G

re
e
n
 H
o
te
l / G

re
e
n 

H
o
tel P

lu
s

8

）等
が
、現
場
の
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
改
善
の
指
針
と
し
て
機
能
し
て
い

る
。さ
ら
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
体
の
観
光

商
品
を
「
開
発
す
る
」
D
A
S
T
A
と
、
そ

れ
を
国
内
外
市
場
に「
販
売
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
す
る
」
T
A
T
と
い
う
役
割
分
担
が
明
確

化
さ
れ
て
お
り（D

A
S
T
A
, 2

0
2
3
; JT

T
R
I, 

2
0
2
4

）、政
策
が
現
場
レ
ベ
ル
ま
で
浸
透
し

や
す
い
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
考
察
か
ら
、
タ
イ
の
観
光
政
策
は
、

高
付
加
価
値
化
と
域
外
流
出
抑
制
を
ト
レ
ー

ド
オ
フ
の
関
係
で
は
な
く
、
相
互
に
補
完
し

合
う
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
点
に
本
質
的
な

価
値
が
あ
り
、
持
続
可
能
な
観
光
を
目
指
す

世
界
中
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
と
っ

て
、
示
唆
に
富
む
モ
デ
ル
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
日
本
と
タ
イ
で
は
政
治
・
社
会
背

景
が
異
な
る
た
め
、
形
式
的
な
導
入
は
現
実

的
で
は
な
い
も
の
の
、
高
付
加
価
値
化
と
域

外
流
出
抑
制
の
両
立
と
い
う
課
題
は
共
通
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
タ
イ
の
観
光
施
策
か

ら
学
び
得
る
ヒ
ン
ト
も
少
な
く
な
い
。
日
本

で
は
、
地
域
資
源
の
開
発
や
評
価
指
標
の
設

計
に
お
い
て
、
国
際
的
な
基
準
や
指
標
が
十

分
に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
し

た
が
っ
て
、
タ
イ
の
よ
う
に
地
域
資
源
の
開

発
プ
ロ
セ
ス
に
国
際
的
な
視
点
（
国
際
基
準
）

を
組
み
込
み
、
評
価
指
標
に
「
地
域
内
調
達

率
」
の
よ
う
な
経
済
循
環
の
視
点
を
明
示
的

に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
日
本
の
観
光
施
策

に
と
っ
て
も
有
益
な
示
唆
と
な
る
だ
ろ
う
。

【
謝
辞
】
本
研
究
の
遂
行
に
あ
た
り
、
貴
重

な
資
料
の
ご
提
供
な
ら
び
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
、
持
続
的
観
光
特

別
地
域
開
発
管
理
機
構
（D

A
S
T
A

）
お
よ

び
タ
イ
国
政
府
観
光
庁
（T

A
T

）
の
皆
様
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

I w
ou
ld
 like to exp

ress m
y sin

cere 

gratitu
d
e to

 D
A
S
T
A
 an

d
 T
A
T
 fo

r 

th
e
ir in

v
a
lu
a
b
le
 su

p
p
o
rt a

n
d
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 th
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【
謝
辞
】
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研
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の
一
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は
J
S
P
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科
研

費
J
P
2
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K
1
1
6
3
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の
助
成
を
受
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。

【写真1】バンカチャオの運河遊覧の様子

‒❷ タイにおける観光の高付加価値化と域外流出抑制の取り組み　3

34

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2

再 校



出典：DASTA提供資料出典：DASTA提供資料

出典：DASTAホームページ

図 2 9つの持続可能な観光指定地域

図 1 観光施策における主な機関別の役割分担

方
で
、
ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
向
け
の
「
観

光
商
品
」
に
関
し
て
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で

あ
る“C

B
T
 T
h
ailan

d
”

6

や
冊
子
で
あ
る

 “C
reative T

o
u
rism

 C
atalo

gu
e”

7 

、

S
N
S
を
通
じ
て
積
極
的
に
情
報
を
公
開
し

て
い
る
。

 

　
地
域
産
品
や
ツ
ア
ー
の
販
路
を
確
保
す
る

た
め
、
年
に
一
度
、
C
B
T
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ

せ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
商
談
会“

D
A
S
T
A
 

T
ravel M

art”

の
開
催
や
、
I
T
B
（
ベ

ル
リ
ン
）
や
P
A
T
A
（
太
平
洋
ア
ジ
ア
観

光
協
会
）
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
参
加
し
、
直
接
的
な
取
引
機
会
を
提
供
し

て
い
る
。

　
T
A
T
で
は
、
D
A
S
T
A
の
支
援
を
得

て
創
出
さ
れ
た
観
光
商
品
を
国
内
外
の
市
場

へ
効
果
的
に
送
り
出
す
た
め
、
主
に
「
ブ
ラ

ン
ド
化
」「
販
路
拡
大
」「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

関
連
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
側
面
か
ら
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　
第
一
に
、観
光
商
品
の「
ブ
ラ
ン
ド
化
」で
あ

る
。T
A
T
主
催
の「T

h
ailan

d
 T
ou
rism

 

A
w
ards

（K
innaree A

w
ards

）」は
、観
光

産
業
に
お
け
る
品
質
と
卓
越
性
を
示
す
指
標

で
あ
り
、
受
賞
者
は
キ
ン
ナ
リ
ー
像
お
よ
び

ロ
ゴ
を
「
品
質
保
証
」
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
（T

A
T
 N
ew
sroom

, 2023

）。
こ
う
し

た
表
彰
制
度
は
、審
査
基
準
を
通
じ
て
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
改
善
方
向
を
示
す
と
と
も
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
事
業
者
が
ブ
ラ
ン
ド
力
の

向
上
に
取
り
組
む
た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
T
A
T
は
D
A
S
T
A
が
開
発
支
援
を

行
っ
た
地
域
が
、
U
N
E
S
C
O
創
造
都
市

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（U

C
C
N

）
やU

N
 T
ourism

の「B
est T

ou
rism

 V
illages

」
等
の
国
際

認
定
を
取
得
で
き
る
よ
う
国
際
的
な
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
地
域
固
有
の
文
化
を
「
世
界
基
準
の
観

光
資
産
」
と
し
て
市
場
に
認
知
さ
せ
る
役
割

を
担
っ
て
い
る
。

　
第
二
に
、「
販
路
拡
大
」
で
あ
る
。
タ
イ
最

大
の
B
2
B
商
談
会
「T

T
M
+

（T
hailand 

T
ravel M

art P
lus

）」
で
は
、
T
A
T
が
全

国
か
ら
ホ
テ
ル
や
ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に

加
え
、
C
B
T
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
含
む

多
様
な
観
光
事
業
者
を
集
め
、
海
外
バ
イ

ヤ
ー
と
の
B
2
B
商
談
の
場
を
提
供
し
て
い

る
（T

A
T
 N
ew

sro
o
m
, 2

0
2
4

）。
実
際
、

日
タ
イ
観
光
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
報
告

に
よ
れ
ば
、
タ
キ
ア
ン
テ
ィ
ア
（T

akh
ian

 

T
ia

）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
の
事
例
に
お
い
て
、

D
A
S
T
A
が
支
援
し
た
地
域
の
商
品
を

T
A
T 

が
F
A
M 

ト
リ
ッ
プ
等
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
組
み
込
み
、
国
内
外
で
の
販

路
開
拓
や
ツ
ア
ー
造
成
に
つ
な
げ
て
い
る

（JT
T
R
I, 2

0
2
4

）。

　
第
三
に
、
T
A
T 

が
推
進
す
る
「
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
関
連
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
へ
の
統

合
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
具
体
例
が
、
D
A

S
T
A
が
中
心
と
な
っ
て
低
炭
素
観
光
の

取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
コ
・
マ
ー
ク
島

（K
o
 M
ak

）
で
あ
る
。
同
島
は
、
地
域
の

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
よ
る
「T

he K
o 

M
a
k
 L
o
w
-c
a
rb
o
n
 D

e
stin

a
tio

n
 

D
eclaratio

n

」（
2
0
1
2
年
）
を
経
て
、

タ
イ
初
の
低
炭
素
観
光
地
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
（T

A
T
 

N
ew

sro
o
m
,2
0
2
2

）。
T
A
T
は
全
国
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
同
島
の
低
炭
素
型

の
取
り
組
み
を
前
面
に
掲
げ
る
こ
と
で
、
環

境
負
荷
の
小
さ
い
滞
在
を
重
視
す
る
高
付
加

価
値
旅
行
者
層
へ
の
訴
求
に
活
用
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は

国
際
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、国
際

認
証
団
で
あ
るG

reen D
estinations

に
よ

る
「
世
界
の
持
続
可
能
な
観
光
地
ト
ッ
プ

1
0
0
選
」
に
選
出
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
ナ
ー
ン
県
ボ
ー
・
ス
ア
ッ
ク
（B

o 

S
uak

）
村
で
は
、
D
A
S
T
A
が
デ
ザ
イ

ン
専
門
家
を
派
遣
し
、
女
性
や
高
齢
者
の
副

業
だ
っ
た
伝
統
的
な
織
物
や
陶
芸
等
を
、
現

代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
う
デ
ザ
イ
ン
へ

と
改
良
し
、
商
品
価
値
を
高
め
た
【
写
真

2
】。
さ
ら
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、「
モ
ノ

の
販
売
」
か
ら
「
コ
ト
（
体
験
）
の
販
売
」
へ

と
移
行
し
た
こ
と
で
あ
る
。
D
A
S
T
A 

は
職
人
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連
携
し
、
観
光

客
が
工
房
で
陶
芸
や
ハ
ー
ブ
コ
ン
プ
レ
ス
づ

く
り
等
の
技
術
を
直
接
学
ぶ
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
整
備
や
、
職
人
が
案
内
役
・
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
対
応
で
き
る
よ
う
な
研

修
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
支
援
し
て
き
た
と

さ

れ

る
（D

A
S
T
A
, 2

0
2
1
; T

ravelife 

fo
r T

o
u
r O

p
era

to
rs &

 T
o
u
rlin

k 

P
roject P

artn
ers, 2

0
2
4

）。
こ
れ
に
よ

り
、
製
品
販
売
に
加
え
、
体
験
料
と
い
う
追

加
収
益
を
得
る
構
造
が
生
ま
れ
、
訪
問
者
の

滞
在
時
間
の
延
伸
や
、
地
域
へ
の
理
解
と
愛

着
の
醸
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
う
し
た
モ
デ
ル
を
積
み
重
ね
た
結

果
、
同
村
は
タ
イ
で
初
め
てU

N
 T
ourism

 

の「B
est T

o
u
rism

 V
illages

」
に
認
定

さ
れ
、
そ
の
国
際
的
な
ブ
ラ
ン
ド
価
値
は

一
段
と
高
ま
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う（U

N
 

T
ourism

, 2024

）。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
地
域
経
済
に
も
一

定
の
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
D
A
S
T
A
支
援
地
域
全
体
の

2
0
2
2
年
の
観
光
収
入
は
対
前
年
比
10
・

52
%
増
と
な
り
、
収
入
分
配
を
示
す
ジ
ニ
係

数
5

は
0
・
2
1
4
と
比
較
的
低
い
水
準
に

あ
る
（D

A
S
T
A
, 2

0
2
3

）。
こ
れ
は
、
高

付
加
価
値
化
に
よ
る
収
益
が
一
部
の
事
業
者

に
偏
ら
ず
、
比
較
的
広
く
分
配
さ
れ
て
い
る

可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
D
A
S
T
A
で
は
、
域
外
流
出
に
関
す
る

詳
細
な
デ
ー
タ
収
集
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

流
出
の
原
因
を
特
定
す
る
よ
り
も
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
し
て
「
可
能
な
限
り
地
域

内
の
資
源
を
選
択
す
る
」
よ
う
行
動
変
容
を

促
す
こ
と
を
優
先
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。 

た
だ
し
、
地
域
内
で
生
産
で
き
な
い
必
需
品

に
つ
い
て
は
外
部
調
達
を
認
め
る
な
ど
、
各

地
域
の
状
況
に
合
わ
せ
た
現
実
的
な
運
用
を

行
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
柔
軟
な
運
用
を
基
本
と
す
る
一

方
で
、
地
域
経
済
の
自
立
性
を
担
保
す
る
た

め
、
域
外
流
出
を
防
ぐ
仕
組
み
と
、
対
外
的

な
販
路
を
拡
大
す
る
支
援
の
両
面
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
る
。 

　
「
タ
イ
C
B
T
基
準
」
に
基
づ
き
、
観
光

活
動
に
必
要
な
資
源
（
食
材
、
資
材
、
人
材
）

の
調
達
に
お
い
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内

の
C
B
T
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
を
最
優
先
し
、

次
い
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の
非
メ
ン
バ
ー

住
民
、
近
隣
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
同
郡
・
同

県
内
）、
外
部
事
業
者
と
、
調
達
に
お
け
る

優
先
順
位
を
定
め
て
い
る
。

　
外
部
資
本
に
よ
る
搾
取
を
防
ぐ
た
め
、
各

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
企
業
内
で
は
、
作
業
部
会

や
管
理
職
を
地
元
住
民
に
限
定
す
る
ほ
か
、

地
域
市
場
の
出
店
者
を
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内

外
の
近
隣
住
民
に
限
定
し
、
外
部
業
者
の
参

入
を
制
限
す
る
「
販
売
権
の
保
護
」
等
、
規

則
を
設
け
て
い
る
。

　
技
能
を
持
つ
グ
ル
ー
プ
の
組
織
化
や
、
近

隣
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
を
通
じ
て
、
外
部
の
投
資
家
や
運
営
者

に
対
す
る
地
元
住
民
の
交
渉
力
を
高
め
、
不

当
な
干
渉
を
防
い
で
い
る
。

　
地
域
住
民
は
、
既
に
地
元
の
誰
が
何
を

売
っ
て
い
る
か
を
把
握
し
て
い
る
た
め
、
一

般
的
な
物
品
・
資
材
に
関
す
る
「
地
域
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
名
簿
」
は
作
成
し
て
い
な
い
。
一

D
A
S
T
A
は
「
支
援
者
」
と
い
う
役
割
分
担

の
下
で
協
働
し
て
い
る
（D

A
S
T
A
, 2021

）。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
は
、
住
民
で

構
成
さ
れ
る
「
C
B
T
ク
ラ
ブ
」
等
を
組
織

し
、
観
光
客
の
受
入
方
針
や
利
益
配
分
の

ル
ー
ル
の
決
定
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
、
ガ
イ
ド
や
講
師
と
し
て

の
観
光
客
の
も
て
な
し
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
方
、
D
A
S
T
A
は
G
S
T
C
の
国
際
基

準
を
ベ
ー
ス
に
策
定
し
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

主
導
型
観
光
の
た
め
の
国
家
開
発
基
準

「
タ
イ
C
B
T
基
準
4

」（“T
h
ailan

d
 C
B
T
 

S
tandard”

）（D
A
S
T
A
, 2

0
1
9

）
を
通
じ

て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
提
示
す
る
。
ま
た
、

地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
と
ス
ト
ー
リ
ー

化
、
適
正
価
格
の
設
定
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
等
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通

じ
た
ス
キ
ル
移
転
や
、
観
光
商
品
を
市
場

へ
流
通
さ
せ
る
た
め
の
商
談
の
機
会
等
も

提
供
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
体
制
の
も
と
、
地
域
資
源
を

「
本
物
の
体
験
」へ
と
磨
き
上
げ
、近
年
で
は
、

高
い
利
便
性
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
少
人
数
制

等
の
要
素
も
追
加
さ
れ
た
高
付
加
価
値
商
品

を
創
出
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
バ
ン
コ
ク
の
隣
、
サ
ム
ッ
ト
プ

ラ
カ
ー
ン
県
プ
ラ
プ
ラ
デ
ー
ン
郡
に
位
置
す

る
バ
ン
カ
チ
ャ
オ
（B

an
g K

ach
ao

）は
、

6
つ
の
サ
ブ
地
区
か
ら
成
る

都
市
近
郊
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

と
し
て
指
定
さ
れ
、
D
A
S

T
A 

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

協
働
し
な
が
ら
持
続
可
能
な

観
光
エ
リ
ア
づ
く
り
を
進
め

て
い
る（D

A
S
T
A
, 2024

）。

バ
ン・コ
ブ
ア（B

ang K
obua

）

地
区
で
は
、C
B
T
ク
ラ
ブ
が

組
織
さ
れ
、
ニ
ッ
パ
ヤ
シ
の

ト
ン
ネ
ル
や
タ
イ
ハ
ー
ブ
と

い
っ
た
地
域
資
源
を
活
か
し

た「
自
然
染
色
の
絞
り
染
め

体
験
」
や
「
ハ
ー
バ
ル
ボ
ー

ル
作
り
」
な
ど
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
商
品
化
さ
れ
て

い
る
（T

ravelife for T
our 

O
p
erators &

 T
o
u
rlin

k 

P
roject P

artners, 2024

）。
特
に
運
河
を

巡
る
ボ
ー
ト
ツ
ア
ー
で
は
、
従
来
の
遊
覧
に

加
え
、
ゴ
ミ
拾
い
等
の
環
境
保
護
活
動
や
生

活
体
験
を
組
み
込
ん
で
い
る
【
写
真
1
】。

ま
た
、
ボ
ー
ト
ツ
ア
ー
は
、
予
約
制
と
し
、

運
航
隻
数
や
乗
船
人
数
を
管
理
す
る
こ
と

で
、
環
境
負
荷
と
混
雑
の
緩
和
に
配
慮
し
た

運
営
が
行
わ
れ
て
い
る（D

A
S
T
A
, 2021

）。

こ
の
よ
う
な
小
規
模
・
予
約
制
の
運
航
形
態

は
、
一
般
的
な
ボ
ー
ト
ツ
ア
ー
と
比
べ
て
一

人
当
た
り
の
単
価
が
高
く
な
り
や
す
い
一
方

で
、
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
感

を
両
立
さ
せ
た
高
付
加
価
値
体
験
と
し
て
、

環
境
意
識
の
高
い
旅
行
者
層
に
訴
求
し
て
い

果
と
し
て
成
長
率
が
低
迷
し
「
中
所
得
国
の

罠
」
か
ら
の
脱
却
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
と

指
摘
す
る
。
観
光
分
野
に
つ
い
て
も
、
2
0

1
9
年
の
観
光
収
入
の
8
割
が
わ
ず
か
8
県

に
集
中
し
、
環
境
負
荷
や
社
会
問
題
を
招
い

て
い
る
と
し
た
う
え
で
、
二
次
都
市
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
観
光
・
収
入
の
分
散
と
、

自
然
・
文
化
資
源
に
科
学
技
術
や
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
高
付
加
価
値
な
体

験
創
出
を
通
じ
て
、
持
続
的
か
つ
包
摂
的
な

成
長
を
図
る
こ
と
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
前
述
し
た
「
高
付
加
価
値
化
」
と
「
域

外
流
出
の
抑
制
」
の
同
時
実
現
を
目
指
す
も

の
で
あ
り
、
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

 　
タ
イ
の
観
光
推
進
体
制
に
お
い
て
特
筆
す

べ
き
は
、
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
省
（M

in
istry 

of T
ourism

 and S
ports

：
以
下“M

O
T
S
”

） 

の
下
に
置
か
れ
た
関
係
機
関
の
役
割
分
担
が

明
確
で
あ
る
点
で
あ
る
。
M
O
T
S
所
管
の

国
営
企
業
で
あ
る
タ
イ
国
政
府
観
光
庁

（T
o
u
rism

 A
u
th
ority of T

h
ailan

d

：

以
下“

T
A
T
”

）
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
担
い
、
公
的
機
関
で
あ
る

持
続
的
観
光
特
別
地
域
開
発
管
理
機
構

（D
esign

ated
 A
reas for S

ustainable 

T
o
u
rism

 A
d
m
in
is
tra

tio
n

：
以
下

 
“
D
A
ST
A
”

）が
、
指
定
地
域
に
お
け
る
地
域

資
源
の
開
発
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ベ
ー
ス
ド
・

ツ
ー
リ
ズ
ム（C

om
m
unity 

B
ased

 T
o
u
rism

：
以
下

 
“
C
B
T
”

）の
磨
き
上
げ
を
担
っ

て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、観
光
局

（D
epartm

ent of Tourism

：

D
O
T

）が
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の

開
発
・
監
督
を
、
タ
イ
国
政

府
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
＆
エ
キ

シ
ビ
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー

（T
h
ailan

d
 C
on
ven

tion 

and E
xhibition B

ureau

：

 
“
T
C
E
B
”

）
が 

M
I
C
E 

分

野
の
振
興
を
そ
れ
ぞ
れ
担

い
、
連
携
し
て
い
る
。
本
稿

の
テ
ー
マ
で
あ
る
観
光
の
高

付
加
価
値
化
と
域
外
流
出
抑

制
に
お
い
て
は
、
D
A
S
T

A
と
T
A
T
の
連
携
が
鍵
と

な
っ
て
い
る
た
め
（
図
1
）、

両
機
関
の
具
体
的
な
取
り

組
み
に
着
目
し
、
既
存
の

資
料
整
理
や
ヒ
ア
リ
ン
グ

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て

考
察
す
る
。

　
D
A
S
T
A
は
、
国
家
観
光
政
策
委
員
会

（th
e
 N

a
tio

n
a
l T

o
u
rism

 P
o
lic

y 

C
om

m
ittec

：
N
T
P
C
）に
よ
り
承
認
さ
れ

た
9
つ
の「
持
続
可
能
な
観
光
指
定
地
域
3

」

（
図
2
）
に
お
い
て
、
観
光
商
品
の
高
付
加

価
値
化
を
推
進
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
開
発

の
指
針
と
し
て
「
3
C
」
コ
ン
セ
プ
ト
を
掲

げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
観
光
が
地
域
住
民
に

利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
（C

o
m
m
u
n
ity 

b
en
efit

）、
受
入
環
境
や
イ
ン
フ
ラ
を
適
切

に
整
備
す
る
こ
と
（C

o
n
ven

ien
ce

）、
そ

し
て
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
s
）

や
世
界
持
続
可
能
観
光
協
議
会
（G
lo
b
al 

S
u
stain

ab
le T

o
u
rism

 C
o
u
n
cil 

以

下“
G
S
T
C
”

）
等
、
国
際
基
準
へ
適
合
す

る
こ
と
（C

o
m
p
lian

ce

）
を
条
件
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
枠
組
み
の
中
で
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、「
所
有
者
・
実
行
者
」、

　
世
界
の
観
光
産
業
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を

契
機
と
し
て
大
き
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を

迎
え
て
い
る
。
か
つ
て
主
流
で
あ
っ
た
観
光

客
数
を
中
心
と
し
た
「
量
」
を
追
求
す
る
観

光
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
環
境
負
荷

と
い
っ
た
持
続
可
能
性
の
課
題
を
顕
在
化
さ

せ
た
。
現
在
、
多
く
の
国
や
地
域
は
、
観
光

客
一
人
当
た
り
の
消
費
額
を
高
め
る
、「
高

付
加
価
値
化
」
を
戦
略
目
標
と
し
て
掲
げ
て

い
る
。
こ
の
「
質
」
へ
の
転
換
を
後
押
し
す

る
の
が
、
Z
世
代
や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
呼

ば
れ
る
若
年
層
や
富
裕
層
に
お
け
る
価
値
観

の
変
化
で
あ
る
。
彼
ら
は
旅
行
に
「
本
物
の

体
験
」
を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。

加
え
て
、
上
質
な
体
験
に
対
し
て
は
高
い
支

払
意
向
を
持
つ
こ
と
も
各
種
調
査
か
ら
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
1

。
こ
の
こ
と
は
、
高
付

加
価
値
化
を
目
指
す
観
光
地
に
と
っ
て
追
い

風
と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
高
付
加
価
値
化
が
観
光
地
の
経

済
効
果
に
直
結
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
国
連

環
境
計
画
（U

N
E
P

）
お
よ
び
国
連
世
界

観
光
機
関（U

N
 T
o
u
rism

2

）は
、観
光
の

流
出
（T

ou
rism

 L
eakage

）
を
長
年
に
わ

た
り
指
摘
し
て
き
た
（U

N
E
P
 &
 U
N
W
T
O
, 

2005

）。
こ
れ
は
、
観
光
客
の
現
地
で
の
支

出
が
、
国
際
的
な
O
T
A
（O

n
lin
e T

ravel 

A
gen

t

）
へ
の
手
数
料
、
外
資
系
ホ
テ
ル

チ
ェ
ー
ン
へ
の
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
、
域
外
か
ら

調
達
さ
れ
た
食
材
や
飲
料
の
対
価
と
し
て
、

そ
の
国
・
地
域
か
ら
流
出
し
て
し
ま
う
現
象

で
あ
る
。
特
に
開
発
途
上
国
に
お
い
て
は
、

観
光
収
入
の
4
〜
5
割
が
域
外
に
流
出
し
て

い
る
と
す
る
推
計
も
あ
り
（U

N
C
T
A
D
, 

2
0
1
0

）、
観
光
に
よ
る
経
済
効
果
が
観
光

地
に
十
分
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
観
光
収
入
の
域
外
流
出
を
抑

え
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
内
の
生
産
者
、
事

業
者
、
雇
用
に
直
接
還
元
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
域
内
に
留
ま
っ
た
資
金
が
さ
ら
な
る
消

費
や
投
資
を
生
み
出
し
、
経
済
効
果
が
波
及

す
る
。
加
え
て
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
や
国
際
情

勢
の
変
動
と
い
っ
た
外
部
シ
ョ
ッ
ク
に
対
す

る
耐
性
の
強
化
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
世
界
的
な
動
向
を
踏
ま

え
る
と
、
高
付
加
価
値
旅
行
者
の
支
出
が
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
循
環
す
る
仕
組
み

を
構
築
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
高
付
加
価

値
化
」
と
「
域
外
流
出
の
抑
制
」
の
同
時
実

現
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
世
界
的
な
動
向
と
課
題
解
決
の

モ
デ
ル
と
し
て
、
本
稿
で
は
タ
イ
の
政
策
に

着
目
し
た
い
。

　
タ
イ
で
は
2
0
1
9
年
に
は
約
4
0
0
0

万
人
の
外
国
人
旅
行
者
を
受
け
入
れ
、
国
内

外
の
旅
行
者
に
よ
る
観
光
収
入
は
約
3
兆

バ
ー
ツ
と
推
計
さ
れ
、
名
目
G
D
P
の
約
2

割
を
占
め
た
。
一
方
で
、
タ
イ
政
府
が

2
0
2
1
年
に
国
家
ア
ジ
ェ
ン
ダ
と
し
て
承

認
し
た
「
B
C
G
経
済
モ
デ
ル
推
進
の
た

め
の
行
動
計
画
（
2
0
2
1
‐
2
0
2
7
）」

（
以
下「
B
C
G
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」）

（B
C
G
 M

o
d
e
l Im

p
le
m
e
n
ta
tio

n
 

C
om

m
ittee, 2

0
2
1

）
で
は
、
過
去
の
経

済
発
展
が
天
然
資
源
・
生
物
資
源
の
劣
化
や

富
の
不
均
等
な
分
配
を
も
た
ら
し
、
そ
の
結

3
． D

A
S
T
A
の

持
続
可
能
な

観
光
指
定
地
域

に
お
け
る

高
付
加
価
値
化
と

域
外
流
出
抑
制
の

取
り
組
み

2
．タ
イ
の

観
光
推
進
体
制

開
発
の
指
針
と
体
制

1

高
付
加
価
値
商
品
の
創
出

2

　
さ
ら
に
、
両
機
関
の
連
携
は
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
み
に
留
ま
ら
な
い
。先
述
の
通
り
、

T
A
T
は
F
A
M 

ト
リ
ッ
プ
を
実
施
し
、

主
要
観
光
地
と
D
A
S
T
A 

指
定
地
域
を

結
ぶ
体
験
ル
ー
ト
や
商
品
コ
ン
セ
プ
ト
の
検

証
・
改
善
を
図
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
プ
ロ

セ
ス
の
中
で
、
両
機
関
が
周
遊
ル
ー
ト
や
体

験
設
計
を
共
同
で
検
討
す
る
ケ
ー
ス
も
報
告

さ
れ
て
い
る
（D

A
S
T
A
, 2

0
2
3
; JT

T
R
I, 

2
0
2
4

）。
こ
の
よ
う
に
、
T
A
T
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
基
盤
を
通
じ
て
、
D
A
S
T
A 

が
支
援
し
た
地
域
の
「
本
物
」
を
体
験
で
き

る
観
光
商
品
が
適
正
価
格
で
流
通
す
る
枠
組

み
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

 

　
本
調
査
か
ら
、
タ
イ
の
「
高
付
加
価
値
化
」

と
「
域
外
流
出
抑
制
」
に
向
け
た
観
光
施
策

の
特
徴
を
総
括
す
る
と
、
以
下
の
3
点
に
集

約
さ
れ
る
。

　
第
一
に
、
国
の
中
期
国
家
開
発
計
画
で
あ

る
「
第
13
次
国
家
経
済
社
会
開
発
計
画

（
2
0
2
3
‐
2
0
2
7
）」に
お
い
て
、所
得
・

資
産
格
差
お
よ
び
地
域
間
格
差
の
縮
小
が
主

要
な
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

（N
E
S
D
C
, 2

0
2
2

）
か
ら
も
分
か
る
よ
う

に
、
観
光
は
「
主
要
都
市
と
地
方
部
の
格
差

是
正
に
資
す
る
手
段
」
の
一
つ
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
1
9
9
0
年

代
か
ら
導
入
さ
れ
た
C
B
T
は
、
観
光
収
入

を
大
都
市
や
外
資
系
企
業
か
ら
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
へ
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
、
所
得
再
分

配
に
寄
与
す
る
仕
組
み
と
し
て
活
用
さ
れ
て

き
た
。
実
際
に
、
国
家
レ
ベ
ル
の
計
画
や
観

光
セ
ク
タ
ー
の
戦
略
に
お
け
る
K
P
I
に

は
、
観
光
収
入
の
総
額
だ
け
で
な
く
、
主
要

都
市
以
外
の
地
域
が
獲
得
す
る
観
光
収
入
の

比
率
（N

E
S
D
C
, 2022

）
や
、
中
小
企
業

の
競
争
力
強
化
・
支
援
状
況
お
よ
び
観
光

産
業
に
お
け
る
雇
用
創
出
（M

in
istry o

f 

T
o
u
rism

 an
d
 S
p
o
rts, 2

0
2
3

）
な
ど
、

分
配
や
包
摂
性
に
関
わ
る
指
標
も
含
ま
れ
て

い
る
。　

第
二
に
、
国
家
ア
ジ
ェ
ン
ダ
で
あ
る
「
B

C
G
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
背
景
に
、
観

光
分
野
で
「
量
」
か
ら
「
質
」
へ
の
転
換
が
明

確
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
B
C

G
モ
デ
ル
で
は
、
観
光
産
業
を
グ
リ
ー
ン
か

つ
高
付
加
価
値
な
観
光
へ
と
転
換
し
、
二
次

都
市
の
振
興
を
通
じ
て
不
平
等
の
縮
小
と
持

続
可
能
性
の
両
立
を
図
る
こ
と
、そ
し
て
自

然
・
文
化
資
本
と
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

活
用
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る（B

C
G
 

M
o
d
el Im

p
lem

en
tatio

n
 C
o
m
m
ittee, 

2021

）。こ
う
し
た
方
針
に
基
づ
き
、D
A
S

T
A 

等
の
実
施
機
関
は
、
地
域
資
源
に
根

ざ
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
体
の
観
光
を
基
盤

と
し
、
よ
り
高
い
体
験
価
値
と
価
格
を
備
え

た
商
品
開
発
を
進
め
て
い
る
。
本
稿
で
取
り

上
げ
た
バ
ン
カ
チ
ャ
オ
や
ボ
ー
・
ス
ア
ッ
ク

村
等
の
事
例
は
、
こ
の
方
向
性
を
具
体
化
し

た
取
り
組
み
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
第
三
に
、「
戦
略
か
ら
実
践
ま
で
一
体
的

に
実
施
」
さ
れ
る
点
で
あ
る
。「
第
3
次
国
家

観
光
開
発
計
画
（
2
0
2
3
‐
2
0
2
7
）」

で
は
、
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
掲
げ

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
「
制
度
」
と
「
現
場
」

を
つ
な
ぐ
枠
組
み
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
（M

in
istry o

f T
o
u
rism

 an
d
 

S
p
o
rts, 2

0
2
3

）。こ
の
文
脈
の
も
と
で
、

全
国
的
な
認
証
制
度
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し

て「
タ
イ
C
B
T
基
準
」や
ホ
テ
ル
の
環
境
認

証
制
度（
例
：G

re
e
n
 H
o
te
l / G

re
e
n 

H
o
tel P

lu
s

8

）等
が
、現
場
の
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
改
善
の
指
針
と
し
て
機
能
し
て
い

る
。さ
ら
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
体
の
観
光

商
品
を
「
開
発
す
る
」
D
A
S
T
A
と
、
そ

れ
を
国
内
外
市
場
に「
販
売
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
す
る
」
T
A
T
と
い
う
役
割
分
担
が
明
確

化
さ
れ
て
お
り（D

A
S
T
A
, 2

0
2
3
; JT

T
R
I, 

2
0
2
4

）、政
策
が
現
場
レ
ベ
ル
ま
で
浸
透
し

や
す
い
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
考
察
か
ら
、
タ
イ
の
観
光
政
策
は
、

高
付
加
価
値
化
と
域
外
流
出
抑
制
を
ト
レ
ー

ド
オ
フ
の
関
係
で
は
な
く
、
相
互
に
補
完
し

合
う
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
点
に
本
質
的
な

価
値
が
あ
り
、
持
続
可
能
な
観
光
を
目
指
す

世
界
中
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
と
っ

て
、
示
唆
に
富
む
モ
デ
ル
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
日
本
と
タ
イ
で
は
政
治
・
社
会
背

景
が
異
な
る
た
め
、
形
式
的
な
導
入
は
現
実

的
で
は
な
い
も
の
の
、
高
付
加
価
値
化
と
域

外
流
出
抑
制
の
両
立
と
い
う
課
題
は
共
通
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
タ
イ
の
観
光
施
策
か

ら
学
び
得
る
ヒ
ン
ト
も
少
な
く
な
い
。
日
本

で
は
、
地
域
資
源
の
開
発
や
評
価
指
標
の
設

計
に
お
い
て
、
国
際
的
な
基
準
や
指
標
が
十

分
に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
し

た
が
っ
て
、
タ
イ
の
よ
う
に
地
域
資
源
の
開

発
プ
ロ
セ
ス
に
国
際
的
な
視
点
（
国
際
基
準
）

を
組
み
込
み
、
評
価
指
標
に
「
地
域
内
調
達

率
」
の
よ
う
な
経
済
循
環
の
視
点
を
明
示
的

に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
日
本
の
観
光
施
策

に
と
っ
て
も
有
益
な
示
唆
と
な
る
だ
ろ
う
。

【
謝
辞
】
本
研
究
の
遂
行
に
あ
た
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、
貴
重
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料
の
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グ
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し
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光
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開
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A
S
T
A

）
お
よ

び
タ
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国
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光
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A
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。
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方
で
、
ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
向
け
の
「
観

光
商
品
」
に
関
し
て
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で

あ
る“C

B
T
 T
h
ailan

d
”

6

や
冊
子
で
あ
る

 “C
reative T

o
u
rism

 C
atalo

gu
e”

7 

、

S
N
S
を
通
じ
て
積
極
的
に
情
報
を
公
開
し

て
い
る
。

 

　
地
域
産
品
や
ツ
ア
ー
の
販
路
を
確
保
す
る

た
め
、
年
に
一
度
、
C
B
T
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ

せ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
商
談
会“

D
A
S
T
A
 

T
ravel M

art”

の
開
催
や
、
I
T
B
（
ベ

ル
リ
ン
）
や
P
A
T
A
（
太
平
洋
ア
ジ
ア
観

光
協
会
）
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
参
加
し
、
直
接
的
な
取
引
機
会
を
提
供
し

て
い
る
。

　
T
A
T
で
は
、
D
A
S
T
A
の
支
援
を
得

て
創
出
さ
れ
た
観
光
商
品
を
国
内
外
の
市
場

へ
効
果
的
に
送
り
出
す
た
め
、
主
に
「
ブ
ラ

ン
ド
化
」「
販
路
拡
大
」「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

関
連
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
側
面
か
ら
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　
第
一
に
、観
光
商
品
の「
ブ
ラ
ン
ド
化
」で
あ

る
。T
A
T
主
催
の「T

h
ailan

d
 T
ou
rism

 

A
w
ards

（K
innaree A

w
ards

）」は
、観
光

産
業
に
お
け
る
品
質
と
卓
越
性
を
示
す
指
標

で
あ
り
、
受
賞
者
は
キ
ン
ナ
リ
ー
像
お
よ
び

ロ
ゴ
を
「
品
質
保
証
」
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
（T

A
T
 N
ew
sroom

, 2023

）。
こ
う
し

た
表
彰
制
度
は
、審
査
基
準
を
通
じ
て
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
改
善
方
向
を
示
す
と
と
も
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
事
業
者
が
ブ
ラ
ン
ド
力
の

向
上
に
取
り
組
む
た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
T
A
T
は
D
A
S
T
A
が
開
発
支
援
を

行
っ
た
地
域
が
、
U
N
E
S
C
O
創
造
都
市

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（U

C
C
N

）
やU

N
 T
ourism

の「B
est T

ou
rism

 V
illages

」
等
の
国
際

認
定
を
取
得
で
き
る
よ
う
国
際
的
な
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
地
域
固
有
の
文
化
を
「
世
界
基
準
の
観

光
資
産
」
と
し
て
市
場
に
認
知
さ
せ
る
役
割

を
担
っ
て
い
る
。

　
第
二
に
、「
販
路
拡
大
」
で
あ
る
。
タ
イ
最

大
の
B
2
B
商
談
会
「T

T
M
+

（T
hailand 

T
ravel M

art P
lus

）」
で
は
、
T
A
T
が
全

国
か
ら
ホ
テ
ル
や
ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に

加
え
、
C
B
T
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
含
む

多
様
な
観
光
事
業
者
を
集
め
、
海
外
バ
イ

ヤ
ー
と
の
B
2
B
商
談
の
場
を
提
供
し
て
い

る
（T

A
T
 N
ew

sro
o
m
, 2

0
2
4

）。
実
際
、

日
タ
イ
観
光
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
報
告

に
よ
れ
ば
、
タ
キ
ア
ン
テ
ィ
ア
（T

akh
ian

 

T
ia

）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
の
事
例
に
お
い
て
、

D
A
S
T
A
が
支
援
し
た
地
域
の
商
品
を

T
A
T 

が
F
A
M 

ト
リ
ッ
プ
等
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
組
み
込
み
、
国
内
外
で
の
販

路
開
拓
や
ツ
ア
ー
造
成
に
つ
な
げ
て
い
る

（JT
T
R
I, 2

0
2
4

）。

　
第
三
に
、
T
A
T 

が
推
進
す
る
「
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
関
連
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
へ
の
統

合
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
具
体
例
が
、
D
A

S
T
A
が
中
心
と
な
っ
て
低
炭
素
観
光
の

取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
コ
・
マ
ー
ク
島

（K
o
 M
ak

）
で
あ
る
。
同
島
は
、
地
域
の

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
よ
る
「T

he K
o 

M
a
k
 L
o
w
-c
a
rb
o
n
 D

e
stin

a
tio

n
 

D
eclaratio

n

」（
2
0
1
2
年
）
を
経
て
、

タ
イ
初
の
低
炭
素
観
光
地
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
（T

A
T
 

N
ew

sro
o
m
,2
0
2
2

）。
T
A
T
は
全
国
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
同
島
の
低
炭
素
型

の
取
り
組
み
を
前
面
に
掲
げ
る
こ
と
で
、
環

境
負
荷
の
小
さ
い
滞
在
を
重
視
す
る
高
付
加

価
値
旅
行
者
層
へ
の
訴
求
に
活
用
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は

国
際
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、国
際

認
証
団
で
あ
るG

reen D
estinations

に
よ

る
「
世
界
の
持
続
可
能
な
観
光
地
ト
ッ
プ

1
0
0
選
」
に
選
出
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
ナ
ー
ン
県
ボ
ー
・
ス
ア
ッ
ク
（B
o 

S
uak

）
村
で
は
、
D
A
S
T
A
が
デ
ザ
イ

ン
専
門
家
を
派
遣
し
、
女
性
や
高
齢
者
の
副

業
だ
っ
た
伝
統
的
な
織
物
や
陶
芸
等
を
、
現

代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
う
デ
ザ
イ
ン
へ

と
改
良
し
、
商
品
価
値
を
高
め
た
【
写
真

2
】。
さ
ら
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、「
モ
ノ

の
販
売
」
か
ら
「
コ
ト
（
体
験
）
の
販
売
」
へ

と
移
行
し
た
こ
と
で
あ
る
。
D
A
S
T
A 

は
職
人
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連
携
し
、
観
光

客
が
工
房
で
陶
芸
や
ハ
ー
ブ
コ
ン
プ
レ
ス
づ

く
り
等
の
技
術
を
直
接
学
ぶ
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
整
備
や
、
職
人
が
案
内
役
・
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
対
応
で
き
る
よ
う
な
研

修
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
支
援
し
て
き
た
と

さ

れ

る
（D

A
S
T
A
, 2

0
2
1
; T

ravelife 

fo
r T

o
u
r O

p
era

to
rs &

 T
o
u
rlin

k 

P
roject P

artn
ers, 2

0
2
4

）。
こ
れ
に
よ

り
、
製
品
販
売
に
加
え
、
体
験
料
と
い
う
追

加
収
益
を
得
る
構
造
が
生
ま
れ
、
訪
問
者
の

滞
在
時
間
の
延
伸
や
、
地
域
へ
の
理
解
と
愛

着
の
醸
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
う
し
た
モ
デ
ル
を
積
み
重
ね
た
結

果
、
同
村
は
タ
イ
で
初
め
てU

N
 T
ourism

 

の「B
est T

o
u
rism

 V
illages

」
に
認
定

さ
れ
、
そ
の
国
際
的
な
ブ
ラ
ン
ド
価
値
は

一
段
と
高
ま
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う（U

N
 

T
ourism

, 2024

）。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
地
域
経
済
に
も
一

定
の
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
D
A
S
T
A
支
援
地
域
全
体
の

2
0
2
2
年
の
観
光
収
入
は
対
前
年
比
10
・

52
%
増
と
な
り
、
収
入
分
配
を
示
す
ジ
ニ
係

数
5

は
0
・
2
1
4
と
比
較
的
低
い
水
準
に

あ
る
（D

A
S
T
A
, 2

0
2
3

）。
こ
れ
は
、
高

付
加
価
値
化
に
よ
る
収
益
が
一
部
の
事
業
者

に
偏
ら
ず
、
比
較
的
広
く
分
配
さ
れ
て
い
る

可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
D
A
S
T
A
で
は
、
域
外
流
出
に
関
す
る

詳
細
な
デ
ー
タ
収
集
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

流
出
の
原
因
を
特
定
す
る
よ
り
も
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
し
て
「
可
能
な
限
り
地
域

内
の
資
源
を
選
択
す
る
」
よ
う
行
動
変
容
を

促
す
こ
と
を
優
先
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。 

た
だ
し
、
地
域
内
で
生
産
で
き
な
い
必
需
品

に
つ
い
て
は
外
部
調
達
を
認
め
る
な
ど
、
各

地
域
の
状
況
に
合
わ
せ
た
現
実
的
な
運
用
を

行
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
柔
軟
な
運
用
を
基
本
と
す
る
一

方
で
、
地
域
経
済
の
自
立
性
を
担
保
す
る
た

め
、
域
外
流
出
を
防
ぐ
仕
組
み
と
、
対
外
的

な
販
路
を
拡
大
す
る
支
援
の
両
面
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
る
。 

　
「
タ
イ
C
B
T
基
準
」
に
基
づ
き
、
観
光

活
動
に
必
要
な
資
源
（
食
材
、
資
材
、
人
材
）

の
調
達
に
お
い
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内

の
C
B
T
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
を
最
優
先
し
、

次
い
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の
非
メ
ン
バ
ー

住
民
、
近
隣
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
同
郡
・
同

県
内
）、
外
部
事
業
者
と
、
調
達
に
お
け
る

優
先
順
位
を
定
め
て
い
る
。

　
外
部
資
本
に
よ
る
搾
取
を
防
ぐ
た
め
、
各

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
企
業
内
で
は
、
作
業
部
会

や
管
理
職
を
地
元
住
民
に
限
定
す
る
ほ
か
、

地
域
市
場
の
出
店
者
を
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内

外
の
近
隣
住
民
に
限
定
し
、
外
部
業
者
の
参

入
を
制
限
す
る
「
販
売
権
の
保
護
」
等
、
規

則
を
設
け
て
い
る
。

　
技
能
を
持
つ
グ
ル
ー
プ
の
組
織
化
や
、
近

隣
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
を
通
じ
て
、
外
部
の
投
資
家
や
運
営
者

に
対
す
る
地
元
住
民
の
交
渉
力
を
高
め
、
不

当
な
干
渉
を
防
い
で
い
る
。

　
地
域
住
民
は
、
既
に
地
元
の
誰
が
何
を

売
っ
て
い
る
か
を
把
握
し
て
い
る
た
め
、
一

般
的
な
物
品
・
資
材
に
関
す
る
「
地
域
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
名
簿
」
は
作
成
し
て
い
な
い
。
一

D
A
S
T
A
は
「
支
援
者
」
と
い
う
役
割
分
担

の
下
で
協
働
し
て
い
る
（D

A
S
T
A
, 2021

）。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
は
、
住
民
で

構
成
さ
れ
る
「
C
B
T
ク
ラ
ブ
」
等
を
組
織

し
、
観
光
客
の
受
入
方
針
や
利
益
配
分
の

ル
ー
ル
の
決
定
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
、
ガ
イ
ド
や
講
師
と
し
て

の
観
光
客
の
も
て
な
し
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
方
、
D
A
S
T
A
は
G
S
T
C
の
国
際
基

準
を
ベ
ー
ス
に
策
定
し
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

主
導
型
観
光
の
た
め
の
国
家
開
発
基
準

「
タ
イ
C
B
T
基
準
4

」（“T
h
ailan

d
 C
B
T
 

S
tandard”

）（D
A
S
T
A
, 2

0
1
9

）
を
通
じ

て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
提
示
す
る
。
ま
た
、

地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
と
ス
ト
ー
リ
ー

化
、
適
正
価
格
の
設
定
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
等
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通

じ
た
ス
キ
ル
移
転
や
、
観
光
商
品
を
市
場

へ
流
通
さ
せ
る
た
め
の
商
談
の
機
会
等
も

提
供
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
体
制
の
も
と
、
地
域
資
源
を

「
本
物
の
体
験
」へ
と
磨
き
上
げ
、近
年
で
は
、

高
い
利
便
性
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
少
人
数
制

等
の
要
素
も
追
加
さ
れ
た
高
付
加
価
値
商
品

を
創
出
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
バ
ン
コ
ク
の
隣
、
サ
ム
ッ
ト
プ

ラ
カ
ー
ン
県
プ
ラ
プ
ラ
デ
ー
ン
郡
に
位
置
す

る
バ
ン
カ
チ
ャ
オ
（B

an
g K

ach
ao

）は
、

6
つ
の
サ
ブ
地
区
か
ら
成
る

都
市
近
郊
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

と
し
て
指
定
さ
れ
、
D
A
S

T
A 

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

協
働
し
な
が
ら
持
続
可
能
な

観
光
エ
リ
ア
づ
く
り
を
進
め

て
い
る（D

A
S
T
A
, 2024

）。

バ
ン・コ
ブ
ア（B

ang K
obua

）

地
区
で
は
、C
B
T
ク
ラ
ブ
が

組
織
さ
れ
、
ニ
ッ
パ
ヤ
シ
の

ト
ン
ネ
ル
や
タ
イ
ハ
ー
ブ
と

い
っ
た
地
域
資
源
を
活
か
し

た「
自
然
染
色
の
絞
り
染
め

体
験
」
や
「
ハ
ー
バ
ル
ボ
ー

ル
作
り
」
な
ど
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
商
品
化
さ
れ
て

い
る
（T

ravelife for T
our 

O
p
erators &

 T
o
u
rlin

k 

P
roject P

artners, 2024

）。
特
に
運
河
を

巡
る
ボ
ー
ト
ツ
ア
ー
で
は
、
従
来
の
遊
覧
に

加
え
、
ゴ
ミ
拾
い
等
の
環
境
保
護
活
動
や
生

活
体
験
を
組
み
込
ん
で
い
る
【
写
真
1
】。

ま
た
、
ボ
ー
ト
ツ
ア
ー
は
、
予
約
制
と
し
、

運
航
隻
数
や
乗
船
人
数
を
管
理
す
る
こ
と

で
、
環
境
負
荷
と
混
雑
の
緩
和
に
配
慮
し
た

運
営
が
行
わ
れ
て
い
る（D

A
S
T
A
, 2021

）。

こ
の
よ
う
な
小
規
模
・
予
約
制
の
運
航
形
態

は
、
一
般
的
な
ボ
ー
ト
ツ
ア
ー
と
比
べ
て
一

人
当
た
り
の
単
価
が
高
く
な
り
や
す
い
一
方

で
、
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
感

を
両
立
さ
せ
た
高
付
加
価
値
体
験
と
し
て
、

環
境
意
識
の
高
い
旅
行
者
層
に
訴
求
し
て
い

果
と
し
て
成
長
率
が
低
迷
し
「
中
所
得
国
の

罠
」
か
ら
の
脱
却
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
と

指
摘
す
る
。
観
光
分
野
に
つ
い
て
も
、
2
0

1
9
年
の
観
光
収
入
の
8
割
が
わ
ず
か
8
県

に
集
中
し
、
環
境
負
荷
や
社
会
問
題
を
招
い

て
い
る
と
し
た
う
え
で
、
二
次
都
市
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
観
光
・
収
入
の
分
散
と
、

自
然
・
文
化
資
源
に
科
学
技
術
や
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
高
付
加
価
値
な
体

験
創
出
を
通
じ
て
、
持
続
的
か
つ
包
摂
的
な

成
長
を
図
る
こ
と
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
前
述
し
た
「
高
付
加
価
値
化
」
と
「
域

外
流
出
の
抑
制
」
の
同
時
実
現
を
目
指
す
も

の
で
あ
り
、
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

 　
タ
イ
の
観
光
推
進
体
制
に
お
い
て
特
筆
す

べ
き
は
、
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
省
（M

in
istry 

of T
ourism

 and S
ports

：
以
下“M

O
T
S
”

） 

の
下
に
置
か
れ
た
関
係
機
関
の
役
割
分
担
が

明
確
で
あ
る
点
で
あ
る
。
M
O
T
S
所
管
の

国
営
企
業
で
あ
る
タ
イ
国
政
府
観
光
庁

（T
o
u
rism

 A
u
th
ority of T

h
ailan

d

：

以
下“

T
A
T
”

）
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
担
い
、
公
的
機
関
で
あ
る

持
続
的
観
光
特
別
地
域
開
発
管
理
機
構

（D
esign

ated
 A
reas for S

ustainable 

T
o
u
rism

 A
d
m
in
is
tra

tio
n

：
以
下

 
“
D
A
ST
A
”

）が
、
指
定
地
域
に
お
け
る
地
域

資
源
の
開
発
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ベ
ー
ス
ド
・

ツ
ー
リ
ズ
ム（C

om
m
unity 

B
ased

 T
o
u
rism

：
以
下

 
“
C
B
T
”

）の
磨
き
上
げ
を
担
っ

て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、観
光
局

（D
epartm

ent of Tourism

：

D
O
T

）が
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の

開
発
・
監
督
を
、
タ
イ
国
政

府
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
＆
エ
キ

シ
ビ
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー

（T
h
ailan

d
 C
on
ven

tion 

and E
xhibition B

ureau

：

 
“
T
C
E
B
”

）
が 

M
I
C
E 

分

野
の
振
興
を
そ
れ
ぞ
れ
担

い
、
連
携
し
て
い
る
。
本
稿

の
テ
ー
マ
で
あ
る
観
光
の
高

付
加
価
値
化
と
域
外
流
出
抑

制
に
お
い
て
は
、
D
A
S
T

A
と
T
A
T
の
連
携
が
鍵
と

な
っ
て
い
る
た
め
（
図
1
）、

両
機
関
の
具
体
的
な
取
り

組
み
に
着
目
し
、
既
存
の

資
料
整
理
や
ヒ
ア
リ
ン
グ

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て

考
察
す
る
。

　
D
A
S
T
A
は
、
国
家
観
光
政
策
委
員
会

（th
e
 N

a
tio

n
a
l T

o
u
rism

 P
o
lic

y 

C
om

m
ittec

：
N
T
P
C
）に
よ
り
承
認
さ
れ

た
9
つ
の「
持
続
可
能
な
観
光
指
定
地
域
3

」

（
図
2
）
に
お
い
て
、
観
光
商
品
の
高
付
加

価
値
化
を
推
進
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
開
発

の
指
針
と
し
て
「
3
C
」
コ
ン
セ
プ
ト
を
掲

げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
観
光
が
地
域
住
民
に

利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
（C

o
m
m
u
n
ity 

b
en
efit

）、
受
入
環
境
や
イ
ン
フ
ラ
を
適
切

に
整
備
す
る
こ
と
（C

o
n
ven

ien
ce

）、
そ

し
て
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
s
）

や
世
界
持
続
可
能
観
光
協
議
会
（G

lo
b
al 

S
u
stain

ab
le T

o
u
rism

 C
o
u
n
cil 

以

下“
G
S
T
C
”

）
等
、
国
際
基
準
へ
適
合
す

る
こ
と
（C

o
m
p
lian

ce

）
を
条
件
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
枠
組
み
の
中
で
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、「
所
有
者
・
実
行
者
」、

　
世
界
の
観
光
産
業
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を

契
機
と
し
て
大
き
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を

迎
え
て
い
る
。
か
つ
て
主
流
で
あ
っ
た
観
光

客
数
を
中
心
と
し
た
「
量
」
を
追
求
す
る
観

光
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
環
境
負
荷

と
い
っ
た
持
続
可
能
性
の
課
題
を
顕
在
化
さ

せ
た
。
現
在
、
多
く
の
国
や
地
域
は
、
観
光

客
一
人
当
た
り
の
消
費
額
を
高
め
る
、「
高

付
加
価
値
化
」
を
戦
略
目
標
と
し
て
掲
げ
て

い
る
。
こ
の
「
質
」
へ
の
転
換
を
後
押
し
す

る
の
が
、
Z
世
代
や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
呼

ば
れ
る
若
年
層
や
富
裕
層
に
お
け
る
価
値
観

の
変
化
で
あ
る
。
彼
ら
は
旅
行
に
「
本
物
の

体
験
」
を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。

加
え
て
、
上
質
な
体
験
に
対
し
て
は
高
い
支

払
意
向
を
持
つ
こ
と
も
各
種
調
査
か
ら
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
1

。
こ
の
こ
と
は
、
高
付

加
価
値
化
を
目
指
す
観
光
地
に
と
っ
て
追
い

風
と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
高
付
加
価
値
化
が
観
光
地
の
経

済
効
果
に
直
結
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
国
連

環
境
計
画
（U

N
E
P

）
お
よ
び
国
連
世
界

観
光
機
関（U

N
 T
o
u
rism

2

）は
、観
光
の

流
出
（T

ou
rism

 L
eakage

）
を
長
年
に
わ

た
り
指
摘
し
て
き
た
（U

N
E
P
 &
 U
N
W
T
O
, 

2005

）。
こ
れ
は
、
観
光
客
の
現
地
で
の
支

出
が
、
国
際
的
な
O
T
A
（O

n
lin
e T

ravel 

A
gen

t

）
へ
の
手
数
料
、
外
資
系
ホ
テ
ル

チ
ェ
ー
ン
へ
の
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
、
域
外
か
ら

調
達
さ
れ
た
食
材
や
飲
料
の
対
価
と
し
て
、

そ
の
国
・
地
域
か
ら
流
出
し
て
し
ま
う
現
象

で
あ
る
。
特
に
開
発
途
上
国
に
お
い
て
は
、

観
光
収
入
の
4
〜
5
割
が
域
外
に
流
出
し
て

い
る
と
す
る
推
計
も
あ
り
（U

N
C
T
A
D
, 

2
0
1
0

）、
観
光
に
よ
る
経
済
効
果
が
観
光

地
に
十
分
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
観
光
収
入
の
域
外
流
出
を
抑

え
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
内
の
生
産
者
、
事

業
者
、
雇
用
に
直
接
還
元
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
域
内
に
留
ま
っ
た
資
金
が
さ
ら
な
る
消

費
や
投
資
を
生
み
出
し
、
経
済
効
果
が
波
及

す
る
。
加
え
て
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
や
国
際
情

勢
の
変
動
と
い
っ
た
外
部
シ
ョ
ッ
ク
に
対
す

る
耐
性
の
強
化
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
世
界
的
な
動
向
を
踏
ま

え
る
と
、
高
付
加
価
値
旅
行
者
の
支
出
が
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
循
環
す
る
仕
組
み

を
構
築
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
高
付
加
価

値
化
」
と
「
域
外
流
出
の
抑
制
」
の
同
時
実

現
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
世
界
的
な
動
向
と
課
題
解
決
の

モ
デ
ル
と
し
て
、
本
稿
で
は
タ
イ
の
政
策
に

着
目
し
た
い
。

　
タ
イ
で
は
2
0
1
9
年
に
は
約
4
0
0
0

万
人
の
外
国
人
旅
行
者
を
受
け
入
れ
、
国
内

外
の
旅
行
者
に
よ
る
観
光
収
入
は
約
3
兆

バ
ー
ツ
と
推
計
さ
れ
、
名
目
G
D
P
の
約
2

割
を
占
め
た
。
一
方
で
、
タ
イ
政
府
が

2
0
2
1
年
に
国
家
ア
ジ
ェ
ン
ダ
と
し
て
承

認
し
た
「
B
C
G
経
済
モ
デ
ル
推
進
の
た

め
の
行
動
計
画
（
2
0
2
1
‐
2
0
2
7
）」

（
以
下「
B
C
G
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」）

（B
C
G
 M

o
d
e
l Im

p
le
m
e
n
ta
tio

n
 

C
om

m
ittee, 2

0
2
1

）
で
は
、
過
去
の
経

済
発
展
が
天
然
資
源
・
生
物
資
源
の
劣
化
や

富
の
不
均
等
な
分
配
を
も
た
ら
し
、
そ
の
結

域
外
流
出
抑
制
に
関
す
る

取
り
組
み

3

5
． ま
と
め
―

高
付
加
価
値
化
と

域
外
流
出
抑
制

か
ら
見
た

タ
イ
の
観
光
施
策
―

4
．T
A
T
に
よ
る

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・

販
売
支
援

域
外
流
出
を
防
ぐ
仕
組
み

対
外
的
な
販
路
を
拡
大
す
る
支
援

　
さ
ら
に
、
両
機
関
の
連
携
は
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
み
に
留
ま
ら
な
い
。先
述
の
通
り
、

T
A
T
は
F
A
M 
ト
リ
ッ
プ
を
実
施
し
、

主
要
観
光
地
と
D
A
S
T
A 

指
定
地
域
を

結
ぶ
体
験
ル
ー
ト
や
商
品
コ
ン
セ
プ
ト
の
検

証
・
改
善
を
図
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
プ
ロ

セ
ス
の
中
で
、
両
機
関
が
周
遊
ル
ー
ト
や
体

験
設
計
を
共
同
で
検
討
す
る
ケ
ー
ス
も
報
告

さ
れ
て
い
る
（D

A
S
T
A
, 2

0
2
3
; JT

T
R
I, 

2
0
2
4

）。
こ
の
よ
う
に
、
T
A
T
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
基
盤
を
通
じ
て
、
D
A
S
T
A 

が
支
援
し
た
地
域
の
「
本
物
」
を
体
験
で
き

る
観
光
商
品
が
適
正
価
格
で
流
通
す
る
枠
組

み
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

 

　
本
調
査
か
ら
、
タ
イ
の
「
高
付
加
価
値
化
」

と
「
域
外
流
出
抑
制
」
に
向
け
た
観
光
施
策

の
特
徴
を
総
括
す
る
と
、
以
下
の
3
点
に
集

約
さ
れ
る
。

　
第
一
に
、
国
の
中
期
国
家
開
発
計
画
で
あ

る
「
第
13
次
国
家
経
済
社
会
開
発
計
画

（
2
0
2
3
‐
2
0
2
7
）」に
お
い
て
、所
得
・

資
産
格
差
お
よ
び
地
域
間
格
差
の
縮
小
が
主

要
な
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

（N
E
S
D
C
, 2

0
2
2

）
か
ら
も
分
か
る
よ
う

に
、
観
光
は
「
主
要
都
市
と
地
方
部
の
格
差

是
正
に
資
す
る
手
段
」
の
一
つ
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
1
9
9
0
年

代
か
ら
導
入
さ
れ
た
C
B
T
は
、
観
光
収
入

を
大
都
市
や
外
資
系
企
業
か
ら
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
へ
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
、
所
得
再
分

配
に
寄
与
す
る
仕
組
み
と
し
て
活
用
さ
れ
て

き
た
。
実
際
に
、
国
家
レ
ベ
ル
の
計
画
や
観

光
セ
ク
タ
ー
の
戦
略
に
お
け
る
K
P
I
に

は
、
観
光
収
入
の
総
額
だ
け
で
な
く
、
主
要

都
市
以
外
の
地
域
が
獲
得
す
る
観
光
収
入
の

比
率
（N

E
S
D
C
, 2022

）
や
、
中
小
企
業

の
競
争
力
強
化
・
支
援
状
況
お
よ
び
観
光

産
業
に
お
け
る
雇
用
創
出
（M

in
istry o

f 

T
o
u
rism

 an
d
 S
p
o
rts, 2

0
2
3

）
な
ど
、

分
配
や
包
摂
性
に
関
わ
る
指
標
も
含
ま
れ
て

い
る
。　

第
二
に
、
国
家
ア
ジ
ェ
ン
ダ
で
あ
る
「
B

C
G
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
背
景
に
、
観

光
分
野
で
「
量
」
か
ら
「
質
」
へ
の
転
換
が
明

確
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
B
C

G
モ
デ
ル
で
は
、
観
光
産
業
を
グ
リ
ー
ン
か

つ
高
付
加
価
値
な
観
光
へ
と
転
換
し
、
二
次

都
市
の
振
興
を
通
じ
て
不
平
等
の
縮
小
と
持

続
可
能
性
の
両
立
を
図
る
こ
と
、そ
し
て
自

然
・
文
化
資
本
と
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

活
用
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る（B

C
G
 

M
o
d
el Im

p
lem

en
tatio

n
 C
o
m
m
ittee, 

2021

）。こ
う
し
た
方
針
に
基
づ
き
、D
A
S

T
A 

等
の
実
施
機
関
は
、
地
域
資
源
に
根

ざ
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
体
の
観
光
を
基
盤

と
し
、
よ
り
高
い
体
験
価
値
と
価
格
を
備
え

た
商
品
開
発
を
進
め
て
い
る
。
本
稿
で
取
り

上
げ
た
バ
ン
カ
チ
ャ
オ
や
ボ
ー
・
ス
ア
ッ
ク

村
等
の
事
例
は
、
こ
の
方
向
性
を
具
体
化
し

た
取
り
組
み
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
第
三
に
、「
戦
略
か
ら
実
践
ま
で
一
体
的

に
実
施
」
さ
れ
る
点
で
あ
る
。「
第
3
次
国
家

観
光
開
発
計
画
（
2
0
2
3
‐
2
0
2
7
）」

で
は
、
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
掲
げ

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
「
制
度
」
と
「
現
場
」

を
つ
な
ぐ
枠
組
み
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
（M

in
istry o

f T
o
u
rism

 an
d
 

S
p
o
rts, 2

0
2
3

）。こ
の
文
脈
の
も
と
で
、

全
国
的
な
認
証
制
度
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し

て「
タ
イ
C
B
T
基
準
」や
ホ
テ
ル
の
環
境
認

証
制
度（
例
：G

re
e
n
 H
o
te
l / G

re
e
n 

H
o
tel P

lu
s

8

）等
が
、現
場
の
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
改
善
の
指
針
と
し
て
機
能
し
て
い

る
。さ
ら
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
体
の
観
光

商
品
を
「
開
発
す
る
」
D
A
S
T
A
と
、
そ

れ
を
国
内
外
市
場
に「
販
売
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
す
る
」
T
A
T
と
い
う
役
割
分
担
が
明
確

化
さ
れ
て
お
り（D

A
S
T
A
, 2

0
2
3
; JT

T
R
I, 

2
0
2
4

）、政
策
が
現
場
レ
ベ
ル
ま
で
浸
透
し

や
す
い
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
考
察
か
ら
、
タ
イ
の
観
光
政
策
は
、

高
付
加
価
値
化
と
域
外
流
出
抑
制
を
ト
レ
ー

ド
オ
フ
の
関
係
で
は
な
く
、
相
互
に
補
完
し

合
う
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
点
に
本
質
的
な

価
値
が
あ
り
、
持
続
可
能
な
観
光
を
目
指
す

世
界
中
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
と
っ

て
、
示
唆
に
富
む
モ
デ
ル
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
日
本
と
タ
イ
で
は
政
治
・
社
会
背

景
が
異
な
る
た
め
、
形
式
的
な
導
入
は
現
実

的
で
は
な
い
も
の
の
、
高
付
加
価
値
化
と
域

外
流
出
抑
制
の
両
立
と
い
う
課
題
は
共
通
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
タ
イ
の
観
光
施
策
か

ら
学
び
得
る
ヒ
ン
ト
も
少
な
く
な
い
。
日
本

で
は
、
地
域
資
源
の
開
発
や
評
価
指
標
の
設

計
に
お
い
て
、
国
際
的
な
基
準
や
指
標
が
十

分
に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
し

た
が
っ
て
、
タ
イ
の
よ
う
に
地
域
資
源
の
開

発
プ
ロ
セ
ス
に
国
際
的
な
視
点
（
国
際
基
準
）

を
組
み
込
み
、
評
価
指
標
に
「
地
域
内
調
達

率
」
の
よ
う
な
経
済
循
環
の
視
点
を
明
示
的

に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
日
本
の
観
光
施
策

に
と
っ
て
も
有
益
な
示
唆
と
な
る
だ
ろ
う
。

【
謝
辞
】
本
研
究
の
遂
行
に
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、
貴
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資
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の
ご
提
供
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グ
に
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協
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し
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光
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（D
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光
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。
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方
で
、
ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
向
け
の
「
観

光
商
品
」
に
関
し
て
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で

あ
る“C

B
T
 T
h
ailan

d
”

6

や
冊
子
で
あ
る

 “C
reative T

o
u
rism

 C
atalo

gu
e”

7 

、

S
N
S
を
通
じ
て
積
極
的
に
情
報
を
公
開
し

て
い
る
。

 

　
地
域
産
品
や
ツ
ア
ー
の
販
路
を
確
保
す
る

た
め
、
年
に
一
度
、
C
B
T
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ

せ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
商
談
会“

D
A
S
T
A
 

T
ravel M

art”

の
開
催
や
、
I
T
B
（
ベ

ル
リ
ン
）
や
P
A
T
A
（
太
平
洋
ア
ジ
ア
観

光
協
会
）
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
参
加
し
、
直
接
的
な
取
引
機
会
を
提
供
し

て
い
る
。

　
T
A
T
で
は
、
D
A
S
T
A
の
支
援
を
得

て
創
出
さ
れ
た
観
光
商
品
を
国
内
外
の
市
場

へ
効
果
的
に
送
り
出
す
た
め
、
主
に
「
ブ
ラ

ン
ド
化
」「
販
路
拡
大
」「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

関
連
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
側
面
か
ら
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　
第
一
に
、観
光
商
品
の「
ブ
ラ
ン
ド
化
」で
あ

る
。T
A
T
主
催
の「T

h
ailan

d
 T
ou
rism

 

A
w
ards

（K
innaree A

w
ards

）」は
、観
光

産
業
に
お
け
る
品
質
と
卓
越
性
を
示
す
指
標

で
あ
り
、
受
賞
者
は
キ
ン
ナ
リ
ー
像
お
よ
び

ロ
ゴ
を
「
品
質
保
証
」
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
（T

A
T
 N
ew
sroom

, 2023

）。
こ
う
し

た
表
彰
制
度
は
、審
査
基
準
を
通
じ
て
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
改
善
方
向
を
示
す
と
と
も
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
事
業
者
が
ブ
ラ
ン
ド
力
の

向
上
に
取
り
組
む
た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
T
A
T
は
D
A
S
T
A
が
開
発
支
援
を

行
っ
た
地
域
が
、
U
N
E
S
C
O
創
造
都
市

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（U

C
C
N

）
やU

N
 T
ourism

の「B
est T

ou
rism

 V
illages

」
等
の
国
際

認
定
を
取
得
で
き
る
よ
う
国
際
的
な
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
地
域
固
有
の
文
化
を
「
世
界
基
準
の
観

光
資
産
」
と
し
て
市
場
に
認
知
さ
せ
る
役
割

を
担
っ
て
い
る
。

　
第
二
に
、「
販
路
拡
大
」
で
あ
る
。
タ
イ
最

大
の
B
2
B
商
談
会
「T

T
M
+

（T
hailand 

T
ravel M

art P
lus

）」
で
は
、
T
A
T
が
全

国
か
ら
ホ
テ
ル
や
ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に

加
え
、
C
B
T
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
含
む

多
様
な
観
光
事
業
者
を
集
め
、
海
外
バ
イ

ヤ
ー
と
の
B
2
B
商
談
の
場
を
提
供
し
て
い

る
（T

A
T
 N
ew

sro
o
m
, 2

0
2
4

）。
実
際
、

日
タ
イ
観
光
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
報
告

に
よ
れ
ば
、
タ
キ
ア
ン
テ
ィ
ア
（T

akh
ian

 

T
ia

）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
の
事
例
に
お
い
て
、

D
A
S
T
A
が
支
援
し
た
地
域
の
商
品
を

T
A
T 

が
F
A
M 

ト
リ
ッ
プ
等
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
組
み
込
み
、
国
内
外
で
の
販

路
開
拓
や
ツ
ア
ー
造
成
に
つ
な
げ
て
い
る

（JT
T
R
I, 2

0
2
4

）。

　
第
三
に
、
T
A
T 

が
推
進
す
る
「
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
関
連
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
へ
の
統

合
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
具
体
例
が
、
D
A

S
T
A
が
中
心
と
な
っ
て
低
炭
素
観
光
の

取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
コ
・
マ
ー
ク
島

（K
o
 M
ak

）
で
あ
る
。
同
島
は
、
地
域
の

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
よ
る
「T

he K
o 

M
a
k
 L
o
w
-c
a
rb
o
n
 D

e
stin

a
tio

n
 

D
eclaratio

n

」（
2
0
1
2
年
）
を
経
て
、

タ
イ
初
の
低
炭
素
観
光
地
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
（T

A
T
 

N
ew

sro
o
m
,2
0
2
2

）。
T
A
T
は
全
国
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
同
島
の
低
炭
素
型

の
取
り
組
み
を
前
面
に
掲
げ
る
こ
と
で
、
環

境
負
荷
の
小
さ
い
滞
在
を
重
視
す
る
高
付
加

価
値
旅
行
者
層
へ
の
訴
求
に
活
用
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は

国
際
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、国
際

認
証
団
で
あ
るG

reen D
estinations

に
よ

る
「
世
界
の
持
続
可
能
な
観
光
地
ト
ッ
プ

1
0
0
選
」
に
選
出
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
ナ
ー
ン
県
ボ
ー
・
ス
ア
ッ
ク
（B

o 

S
uak

）
村
で
は
、
D
A
S
T
A
が
デ
ザ
イ

ン
専
門
家
を
派
遣
し
、
女
性
や
高
齢
者
の
副

業
だ
っ
た
伝
統
的
な
織
物
や
陶
芸
等
を
、
現

代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
う
デ
ザ
イ
ン
へ

と
改
良
し
、
商
品
価
値
を
高
め
た
【
写
真

2
】。
さ
ら
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、「
モ
ノ

の
販
売
」
か
ら
「
コ
ト
（
体
験
）
の
販
売
」
へ

と
移
行
し
た
こ
と
で
あ
る
。
D
A
S
T
A 

は
職
人
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連
携
し
、
観
光

客
が
工
房
で
陶
芸
や
ハ
ー
ブ
コ
ン
プ
レ
ス
づ

く
り
等
の
技
術
を
直
接
学
ぶ
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
整
備
や
、
職
人
が
案
内
役
・
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
対
応
で
き
る
よ
う
な
研

修
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
支
援
し
て
き
た
と

さ

れ

る
（D

A
S
T
A
, 2

0
2
1
; T

ravelife 

fo
r T

o
u
r O

p
era

to
rs &

 T
o
u
rlin

k 

P
roject P

artn
ers, 2

0
2
4

）。
こ
れ
に
よ

り
、
製
品
販
売
に
加
え
、
体
験
料
と
い
う
追

加
収
益
を
得
る
構
造
が
生
ま
れ
、
訪
問
者
の

滞
在
時
間
の
延
伸
や
、
地
域
へ
の
理
解
と
愛

着
の
醸
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
う
し
た
モ
デ
ル
を
積
み
重
ね
た
結

果
、
同
村
は
タ
イ
で
初
め
てU

N
 T
ourism

 

の「B
est T

o
u
rism

 V
illages

」
に
認
定

さ
れ
、
そ
の
国
際
的
な
ブ
ラ
ン
ド
価
値
は

一
段
と
高
ま
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う（U

N
 

T
ourism

, 2024

）。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
地
域
経
済
に
も
一

定
の
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
D
A
S
T
A
支
援
地
域
全
体
の

2
0
2
2
年
の
観
光
収
入
は
対
前
年
比
10
・

52
%
増
と
な
り
、
収
入
分
配
を
示
す
ジ
ニ
係

数
5

は
0
・
2
1
4
と
比
較
的
低
い
水
準
に

あ
る
（D

A
S
T
A
, 2

0
2
3

）。
こ
れ
は
、
高

付
加
価
値
化
に
よ
る
収
益
が
一
部
の
事
業
者

に
偏
ら
ず
、
比
較
的
広
く
分
配
さ
れ
て
い
る

可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
D
A
S
T
A
で
は
、
域
外
流
出
に
関
す
る

詳
細
な
デ
ー
タ
収
集
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

流
出
の
原
因
を
特
定
す
る
よ
り
も
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
し
て
「
可
能
な
限
り
地
域

内
の
資
源
を
選
択
す
る
」
よ
う
行
動
変
容
を

促
す
こ
と
を
優
先
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。 

た
だ
し
、
地
域
内
で
生
産
で
き
な
い
必
需
品

に
つ
い
て
は
外
部
調
達
を
認
め
る
な
ど
、
各

地
域
の
状
況
に
合
わ
せ
た
現
実
的
な
運
用
を

行
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
柔
軟
な
運
用
を
基
本
と
す
る
一

方
で
、
地
域
経
済
の
自
立
性
を
担
保
す
る
た

め
、
域
外
流
出
を
防
ぐ
仕
組
み
と
、
対
外
的

な
販
路
を
拡
大
す
る
支
援
の
両
面
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
る
。 

　
「
タ
イ
C
B
T
基
準
」
に
基
づ
き
、
観
光

活
動
に
必
要
な
資
源
（
食
材
、
資
材
、
人
材
）

の
調
達
に
お
い
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内

の
C
B
T
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
を
最
優
先
し
、

次
い
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の
非
メ
ン
バ
ー

住
民
、
近
隣
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
同
郡
・
同

県
内
）、
外
部
事
業
者
と
、
調
達
に
お
け
る

優
先
順
位
を
定
め
て
い
る
。

　
外
部
資
本
に
よ
る
搾
取
を
防
ぐ
た
め
、
各

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
企
業
内
で
は
、
作
業
部
会

や
管
理
職
を
地
元
住
民
に
限
定
す
る
ほ
か
、

地
域
市
場
の
出
店
者
を
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内

外
の
近
隣
住
民
に
限
定
し
、
外
部
業
者
の
参

入
を
制
限
す
る
「
販
売
権
の
保
護
」
等
、
規

則
を
設
け
て
い
る
。

　
技
能
を
持
つ
グ
ル
ー
プ
の
組
織
化
や
、
近

隣
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
を
通
じ
て
、
外
部
の
投
資
家
や
運
営
者

に
対
す
る
地
元
住
民
の
交
渉
力
を
高
め
、
不

当
な
干
渉
を
防
い
で
い
る
。

　
地
域
住
民
は
、
既
に
地
元
の
誰
が
何
を

売
っ
て
い
る
か
を
把
握
し
て
い
る
た
め
、
一

般
的
な
物
品
・
資
材
に
関
す
る
「
地
域
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
名
簿
」
は
作
成
し
て
い
な
い
。
一

D
A
S
T
A
は
「
支
援
者
」
と
い
う
役
割
分
担

の
下
で
協
働
し
て
い
る
（D

A
S
T
A
, 2021

）。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
は
、
住
民
で

構
成
さ
れ
る
「
C
B
T
ク
ラ
ブ
」
等
を
組
織

し
、
観
光
客
の
受
入
方
針
や
利
益
配
分
の

ル
ー
ル
の
決
定
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
、
ガ
イ
ド
や
講
師
と
し
て

の
観
光
客
の
も
て
な
し
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
方
、
D
A
S
T
A
は
G
S
T
C
の
国
際
基

準
を
ベ
ー
ス
に
策
定
し
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

主
導
型
観
光
の
た
め
の
国
家
開
発
基
準

「
タ
イ
C
B
T
基
準
4

」（“T
h
ailan

d
 C
B
T
 

S
tandard”

）（D
A
S
T
A
, 2

0
1
9

）
を
通
じ

て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
提
示
す
る
。
ま
た
、

地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
と
ス
ト
ー
リ
ー

化
、
適
正
価
格
の
設
定
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
等
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通

じ
た
ス
キ
ル
移
転
や
、
観
光
商
品
を
市
場

へ
流
通
さ
せ
る
た
め
の
商
談
の
機
会
等
も

提
供
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
体
制
の
も
と
、
地
域
資
源
を

「
本
物
の
体
験
」へ
と
磨
き
上
げ
、近
年
で
は
、

高
い
利
便
性
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
少
人
数
制

等
の
要
素
も
追
加
さ
れ
た
高
付
加
価
値
商
品

を
創
出
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
バ
ン
コ
ク
の
隣
、
サ
ム
ッ
ト
プ

ラ
カ
ー
ン
県
プ
ラ
プ
ラ
デ
ー
ン
郡
に
位
置
す

る
バ
ン
カ
チ
ャ
オ
（B

an
g K

ach
ao

）は
、

6
つ
の
サ
ブ
地
区
か
ら
成
る

都
市
近
郊
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

と
し
て
指
定
さ
れ
、
D
A
S

T
A 

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

協
働
し
な
が
ら
持
続
可
能
な

観
光
エ
リ
ア
づ
く
り
を
進
め

て
い
る（D

A
S
T
A
, 2024

）。

バ
ン・コ
ブ
ア（B

ang K
obua

）

地
区
で
は
、C
B
T
ク
ラ
ブ
が

組
織
さ
れ
、
ニ
ッ
パ
ヤ
シ
の

ト
ン
ネ
ル
や
タ
イ
ハ
ー
ブ
と

い
っ
た
地
域
資
源
を
活
か
し

た「
自
然
染
色
の
絞
り
染
め

体
験
」
や
「
ハ
ー
バ
ル
ボ
ー

ル
作
り
」
な
ど
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
商
品
化
さ
れ
て

い
る
（T

ravelife for T
our 

O
p
erators &

 T
o
u
rlin

k 

P
roject P

artners, 2024

）。
特
に
運
河
を

巡
る
ボ
ー
ト
ツ
ア
ー
で
は
、
従
来
の
遊
覧
に

加
え
、
ゴ
ミ
拾
い
等
の
環
境
保
護
活
動
や
生

活
体
験
を
組
み
込
ん
で
い
る
【
写
真
1
】。

ま
た
、
ボ
ー
ト
ツ
ア
ー
は
、
予
約
制
と
し
、

運
航
隻
数
や
乗
船
人
数
を
管
理
す
る
こ
と

で
、
環
境
負
荷
と
混
雑
の
緩
和
に
配
慮
し
た

運
営
が
行
わ
れ
て
い
る（D

A
S
T
A
, 2021

）。

こ
の
よ
う
な
小
規
模
・
予
約
制
の
運
航
形
態

は
、
一
般
的
な
ボ
ー
ト
ツ
ア
ー
と
比
べ
て
一

人
当
た
り
の
単
価
が
高
く
な
り
や
す
い
一
方

で
、
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
感

を
両
立
さ
せ
た
高
付
加
価
値
体
験
と
し
て
、

環
境
意
識
の
高
い
旅
行
者
層
に
訴
求
し
て
い

果
と
し
て
成
長
率
が
低
迷
し
「
中
所
得
国
の

罠
」
か
ら
の
脱
却
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
と

指
摘
す
る
。
観
光
分
野
に
つ
い
て
も
、
2
0

1
9
年
の
観
光
収
入
の
8
割
が
わ
ず
か
8
県

に
集
中
し
、
環
境
負
荷
や
社
会
問
題
を
招
い

て
い
る
と
し
た
う
え
で
、
二
次
都
市
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
観
光
・
収
入
の
分
散
と
、

自
然
・
文
化
資
源
に
科
学
技
術
や
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
高
付
加
価
値
な
体

験
創
出
を
通
じ
て
、
持
続
的
か
つ
包
摂
的
な

成
長
を
図
る
こ
と
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
前
述
し
た
「
高
付
加
価
値
化
」
と
「
域

外
流
出
の
抑
制
」
の
同
時
実
現
を
目
指
す
も

の
で
あ
り
、
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

 　
タ
イ
の
観
光
推
進
体
制
に
お
い
て
特
筆
す

べ
き
は
、
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
省
（M

in
istry 

of T
ourism

 and S
ports

：
以
下“M

O
T
S
”

） 

の
下
に
置
か
れ
た
関
係
機
関
の
役
割
分
担
が

明
確
で
あ
る
点
で
あ
る
。
M
O
T
S
所
管
の

国
営
企
業
で
あ
る
タ
イ
国
政
府
観
光
庁

（T
o
u
rism

 A
u
th
ority of T

h
ailan

d

：

以
下“

T
A
T
”

）
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
担
い
、
公
的
機
関
で
あ
る

持
続
的
観
光
特
別
地
域
開
発
管
理
機
構

（D
esign

ated
 A
reas for S

ustainable 

T
o
u
rism

 A
d
m
in
is
tra

tio
n

：
以
下

 
“
D
A
ST
A
”

）が
、
指
定
地
域
に
お
け
る
地
域

資
源
の
開
発
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ベ
ー
ス
ド
・

ツ
ー
リ
ズ
ム（C

om
m
unity 

B
ased

 T
o
u
rism

：
以
下

 
“
C
B
T
”

）の
磨
き
上
げ
を
担
っ

て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、観
光
局

（D
epartm

ent of Tourism

：

D
O
T

）が
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の

開
発
・
監
督
を
、
タ
イ
国
政

府
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
＆
エ
キ

シ
ビ
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー

（T
h
ailan

d
 C
on
ven

tion 

and E
xhibition B

ureau

：

 
“
T
C
E
B
”

）
が 

M
I
C
E 

分

野
の
振
興
を
そ
れ
ぞ
れ
担

い
、
連
携
し
て
い
る
。
本
稿

の
テ
ー
マ
で
あ
る
観
光
の
高

付
加
価
値
化
と
域
外
流
出
抑

制
に
お
い
て
は
、
D
A
S
T

A
と
T
A
T
の
連
携
が
鍵
と

な
っ
て
い
る
た
め
（
図
1
）、

両
機
関
の
具
体
的
な
取
り

組
み
に
着
目
し
、
既
存
の

資
料
整
理
や
ヒ
ア
リ
ン
グ

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て

考
察
す
る
。

　
D
A
S
T
A
は
、
国
家
観
光
政
策
委
員
会

（th
e
 N

a
tio

n
a
l T

o
u
rism

 P
o
lic

y 

C
om

m
ittec

：
N
T
P
C
）に
よ
り
承
認
さ
れ

た
9
つ
の「
持
続
可
能
な
観
光
指
定
地
域
3

」

（
図
2
）
に
お
い
て
、
観
光
商
品
の
高
付
加

価
値
化
を
推
進
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
開
発

の
指
針
と
し
て
「
3
C
」
コ
ン
セ
プ
ト
を
掲

げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
観
光
が
地
域
住
民
に

利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
（C

o
m
m
u
n
ity 

b
en
efit

）、
受
入
環
境
や
イ
ン
フ
ラ
を
適
切

に
整
備
す
る
こ
と
（C

o
n
ven

ien
ce

）、
そ

し
て
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
s
）

や
世
界
持
続
可
能
観
光
協
議
会
（G

lo
b
al 

S
u
stain

ab
le T

o
u
rism

 C
o
u
n
cil 

以

下“
G
S
T
C
”

）
等
、
国
際
基
準
へ
適
合
す

る
こ
と
（C

o
m
p
lian

ce

）
を
条
件
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
枠
組
み
の
中
で
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、「
所
有
者
・
実
行
者
」、

　
世
界
の
観
光
産
業
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を

契
機
と
し
て
大
き
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を

迎
え
て
い
る
。
か
つ
て
主
流
で
あ
っ
た
観
光

客
数
を
中
心
と
し
た
「
量
」
を
追
求
す
る
観

光
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
環
境
負
荷

と
い
っ
た
持
続
可
能
性
の
課
題
を
顕
在
化
さ

せ
た
。
現
在
、
多
く
の
国
や
地
域
は
、
観
光

客
一
人
当
た
り
の
消
費
額
を
高
め
る
、「
高

付
加
価
値
化
」
を
戦
略
目
標
と
し
て
掲
げ
て

い
る
。
こ
の
「
質
」
へ
の
転
換
を
後
押
し
す

る
の
が
、
Z
世
代
や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
呼

ば
れ
る
若
年
層
や
富
裕
層
に
お
け
る
価
値
観

の
変
化
で
あ
る
。
彼
ら
は
旅
行
に
「
本
物
の

体
験
」
を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。

加
え
て
、
上
質
な
体
験
に
対
し
て
は
高
い
支

払
意
向
を
持
つ
こ
と
も
各
種
調
査
か
ら
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
1

。
こ
の
こ
と
は
、
高
付

加
価
値
化
を
目
指
す
観
光
地
に
と
っ
て
追
い

風
と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
高
付
加
価
値
化
が
観
光
地
の
経

済
効
果
に
直
結
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
国
連

環
境
計
画
（U

N
E
P

）
お
よ
び
国
連
世
界

観
光
機
関（U

N
 T
o
u
rism

2

）は
、観
光
の

流
出
（T

ou
rism

 L
eakage

）
を
長
年
に
わ

た
り
指
摘
し
て
き
た
（U

N
E
P
 &
 U
N
W
T
O
, 

2005

）。
こ
れ
は
、
観
光
客
の
現
地
で
の
支

出
が
、
国
際
的
な
O
T
A
（O

n
lin
e T

ravel 

A
gen

t

）
へ
の
手
数
料
、
外
資
系
ホ
テ
ル

チ
ェ
ー
ン
へ
の
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
、
域
外
か
ら

調
達
さ
れ
た
食
材
や
飲
料
の
対
価
と
し
て
、

そ
の
国
・
地
域
か
ら
流
出
し
て
し
ま
う
現
象

で
あ
る
。
特
に
開
発
途
上
国
に
お
い
て
は
、

観
光
収
入
の
4
〜
5
割
が
域
外
に
流
出
し
て

い
る
と
す
る
推
計
も
あ
り
（U

N
C
T
A
D
, 

2
0
1
0

）、
観
光
に
よ
る
経
済
効
果
が
観
光

地
に
十
分
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
観
光
収
入
の
域
外
流
出
を
抑

え
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
内
の
生
産
者
、
事

業
者
、
雇
用
に
直
接
還
元
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
域
内
に
留
ま
っ
た
資
金
が
さ
ら
な
る
消

費
や
投
資
を
生
み
出
し
、
経
済
効
果
が
波
及

す
る
。
加
え
て
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
や
国
際
情

勢
の
変
動
と
い
っ
た
外
部
シ
ョ
ッ
ク
に
対
す

る
耐
性
の
強
化
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
世
界
的
な
動
向
を
踏
ま

え
る
と
、
高
付
加
価
値
旅
行
者
の
支
出
が
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
循
環
す
る
仕
組
み

を
構
築
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
高
付
加
価

値
化
」
と
「
域
外
流
出
の
抑
制
」
の
同
時
実

現
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
世
界
的
な
動
向
と
課
題
解
決
の

モ
デ
ル
と
し
て
、
本
稿
で
は
タ
イ
の
政
策
に

着
目
し
た
い
。

　
タ
イ
で
は
2
0
1
9
年
に
は
約
4
0
0
0

万
人
の
外
国
人
旅
行
者
を
受
け
入
れ
、
国
内

外
の
旅
行
者
に
よ
る
観
光
収
入
は
約
3
兆

バ
ー
ツ
と
推
計
さ
れ
、
名
目
G
D
P
の
約
2

割
を
占
め
た
。
一
方
で
、
タ
イ
政
府
が

2
0
2
1
年
に
国
家
ア
ジ
ェ
ン
ダ
と
し
て
承

認
し
た
「
B
C
G
経
済
モ
デ
ル
推
進
の
た

め
の
行
動
計
画
（
2
0
2
1
‐
2
0
2
7
）」

（
以
下「
B
C
G
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」）

（B
C
G
 M

o
d
e
l Im

p
le
m
e
n
ta
tio

n
 

C
om

m
ittee, 2

0
2
1

）
で
は
、
過
去
の
経

済
発
展
が
天
然
資
源
・
生
物
資
源
の
劣
化
や

富
の
不
均
等
な
分
配
を
も
た
ら
し
、
そ
の
結

域
外
流
出
抑
制
に
関
す
る

取
り
組
み

3

5
． ま
と
め
―

高
付
加
価
値
化
と

域
外
流
出
抑
制

か
ら
見
た

タ
イ
の
観
光
施
策
―

4
．T
A
T
に
よ
る

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・

販
売
支
援

域
外
流
出
を
防
ぐ
仕
組
み

対
外
的
な
販
路
を
拡
大
す
る
支
援

　
さ
ら
に
、
両
機
関
の
連
携
は
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
み
に
留
ま
ら
な
い
。先
述
の
通
り
、

T
A
T
は
F
A
M 

ト
リ
ッ
プ
を
実
施
し
、

主
要
観
光
地
と
D
A
S
T
A 

指
定
地
域
を

結
ぶ
体
験
ル
ー
ト
や
商
品
コ
ン
セ
プ
ト
の
検

証
・
改
善
を
図
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
プ
ロ

セ
ス
の
中
で
、
両
機
関
が
周
遊
ル
ー
ト
や
体

験
設
計
を
共
同
で
検
討
す
る
ケ
ー
ス
も
報
告

さ
れ
て
い
る
（D

A
S
T
A
, 2

0
2
3
; JT

T
R
I, 

2
0
2
4

）。
こ
の
よ
う
に
、
T
A
T
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
基
盤
を
通
じ
て
、
D
A
S
T
A 

が
支
援
し
た
地
域
の
「
本
物
」
を
体
験
で
き

る
観
光
商
品
が
適
正
価
格
で
流
通
す
る
枠
組

み
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

 

　
本
調
査
か
ら
、
タ
イ
の
「
高
付
加
価
値
化
」

と
「
域
外
流
出
抑
制
」
に
向
け
た
観
光
施
策

の
特
徴
を
総
括
す
る
と
、
以
下
の
3
点
に
集

約
さ
れ
る
。

　
第
一
に
、
国
の
中
期
国
家
開
発
計
画
で
あ

る
「
第
13
次
国
家
経
済
社
会
開
発
計
画

（
2
0
2
3
‐
2
0
2
7
）」に
お
い
て
、所
得
・

資
産
格
差
お
よ
び
地
域
間
格
差
の
縮
小
が
主

要
な
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

（N
E
S
D
C
, 2

0
2
2

）
か
ら
も
分
か
る
よ
う

に
、
観
光
は
「
主
要
都
市
と
地
方
部
の
格
差

是
正
に
資
す
る
手
段
」
の
一
つ
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
1
9
9
0
年

代
か
ら
導
入
さ
れ
た
C
B
T
は
、
観
光
収
入

を
大
都
市
や
外
資
系
企
業
か
ら
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
へ
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
、
所
得
再
分

配
に
寄
与
す
る
仕
組
み
と
し
て
活
用
さ
れ
て

き
た
。
実
際
に
、
国
家
レ
ベ
ル
の
計
画
や
観

光
セ
ク
タ
ー
の
戦
略
に
お
け
る
K
P
I
に

は
、
観
光
収
入
の
総
額
だ
け
で
な
く
、
主
要

都
市
以
外
の
地
域
が
獲
得
す
る
観
光
収
入
の

比
率
（N

E
S
D
C
, 2022

）
や
、
中
小
企
業

の
競
争
力
強
化
・
支
援
状
況
お
よ
び
観
光

産
業
に
お
け
る
雇
用
創
出
（M

in
istry o

f 

T
o
u
rism

 an
d
 S
p
o
rts, 2

0
2
3

）
な
ど
、

分
配
や
包
摂
性
に
関
わ
る
指
標
も
含
ま
れ
て

い
る
。　

第
二
に
、
国
家
ア
ジ
ェ
ン
ダ
で
あ
る
「
B

C
G
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
背
景
に
、
観

光
分
野
で
「
量
」
か
ら
「
質
」
へ
の
転
換
が
明

確
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
B
C

G
モ
デ
ル
で
は
、
観
光
産
業
を
グ
リ
ー
ン
か

つ
高
付
加
価
値
な
観
光
へ
と
転
換
し
、
二
次

都
市
の
振
興
を
通
じ
て
不
平
等
の
縮
小
と
持

続
可
能
性
の
両
立
を
図
る
こ
と
、そ
し
て
自

然
・
文
化
資
本
と
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

活
用
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る（B

C
G
 

M
o
d
el Im

p
lem

en
tatio

n
 C
o
m
m
ittee, 

2021

）。こ
う
し
た
方
針
に
基
づ
き
、D
A
S

T
A 

等
の
実
施
機
関
は
、
地
域
資
源
に
根

ざ
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
体
の
観
光
を
基
盤

と
し
、
よ
り
高
い
体
験
価
値
と
価
格
を
備
え

た
商
品
開
発
を
進
め
て
い
る
。
本
稿
で
取
り

上
げ
た
バ
ン
カ
チ
ャ
オ
や
ボ
ー
・
ス
ア
ッ
ク

村
等
の
事
例
は
、
こ
の
方
向
性
を
具
体
化
し

た
取
り
組
み
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
第
三
に
、「
戦
略
か
ら
実
践
ま
で
一
体
的

に
実
施
」
さ
れ
る
点
で
あ
る
。「
第
3
次
国
家

観
光
開
発
計
画
（
2
0
2
3
‐
2
0
2
7
）」

で
は
、
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
掲
げ

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
「
制
度
」
と
「
現
場
」

を
つ
な
ぐ
枠
組
み
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
（M

in
istry o

f T
o
u
rism

 an
d
 

S
p
o
rts, 2

0
2
3

）。こ
の
文
脈
の
も
と
で
、

全
国
的
な
認
証
制
度
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し

て「
タ
イ
C
B
T
基
準
」や
ホ
テ
ル
の
環
境
認

証
制
度（
例
：G

re
e
n
 H
o
te
l / G

re
e
n 

H
o
tel P

lu
s

8

）等
が
、現
場
の
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
改
善
の
指
針
と
し
て
機
能
し
て
い

る
。さ
ら
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
体
の
観
光

商
品
を
「
開
発
す
る
」
D
A
S
T
A
と
、
そ

れ
を
国
内
外
市
場
に「
販
売
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
す
る
」
T
A
T
と
い
う
役
割
分
担
が
明
確

化
さ
れ
て
お
り（D

A
S
T
A
, 2

0
2
3
; JT

T
R
I, 

2
0
2
4

）、政
策
が
現
場
レ
ベ
ル
ま
で
浸
透
し

や
す
い
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
考
察
か
ら
、
タ
イ
の
観
光
政
策
は
、

高
付
加
価
値
化
と
域
外
流
出
抑
制
を
ト
レ
ー

ド
オ
フ
の
関
係
で
は
な
く
、
相
互
に
補
完
し

合
う
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
点
に
本
質
的
な

価
値
が
あ
り
、
持
続
可
能
な
観
光
を
目
指
す

世
界
中
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
と
っ

て
、
示
唆
に
富
む
モ
デ
ル
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
日
本
と
タ
イ
で
は
政
治
・
社
会
背

景
が
異
な
る
た
め
、
形
式
的
な
導
入
は
現
実

的
で
は
な
い
も
の
の
、
高
付
加
価
値
化
と
域

外
流
出
抑
制
の
両
立
と
い
う
課
題
は
共
通
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
タ
イ
の
観
光
施
策
か

ら
学
び
得
る
ヒ
ン
ト
も
少
な
く
な
い
。
日
本

で
は
、
地
域
資
源
の
開
発
や
評
価
指
標
の
設

計
に
お
い
て
、
国
際
的
な
基
準
や
指
標
が
十

分
に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
し

た
が
っ
て
、
タ
イ
の
よ
う
に
地
域
資
源
の
開

発
プ
ロ
セ
ス
に
国
際
的
な
視
点
（
国
際
基
準
）

を
組
み
込
み
、
評
価
指
標
に
「
地
域
内
調
達

率
」
の
よ
う
な
経
済
循
環
の
視
点
を
明
示
的

に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
日
本
の
観
光
施
策

に
と
っ
て
も
有
益
な
示
唆
と
な
る
だ
ろ
う
。

【
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光
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。
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方
で
、
ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
向
け
の
「
観

光
商
品
」
に
関
し
て
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で

あ
る“C

B
T
 T
h
ailan

d
”

6

や
冊
子
で
あ
る

 “C
reative T

o
u
rism

 C
atalo

gu
e”

7 

、

S
N
S
を
通
じ
て
積
極
的
に
情
報
を
公
開
し

て
い
る
。

 

　
地
域
産
品
や
ツ
ア
ー
の
販
路
を
確
保
す
る

た
め
、
年
に
一
度
、
C
B
T
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ

せ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
商
談
会“

D
A
S
T
A
 

T
ravel M

art”

の
開
催
や
、
I
T
B
（
ベ

ル
リ
ン
）
や
P
A
T
A
（
太
平
洋
ア
ジ
ア
観

光
協
会
）
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
参
加
し
、
直
接
的
な
取
引
機
会
を
提
供
し

て
い
る
。

　
T
A
T
で
は
、
D
A
S
T
A
の
支
援
を
得

て
創
出
さ
れ
た
観
光
商
品
を
国
内
外
の
市
場

へ
効
果
的
に
送
り
出
す
た
め
、
主
に
「
ブ
ラ

ン
ド
化
」「
販
路
拡
大
」「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

関
連
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
側
面
か
ら
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　
第
一
に
、観
光
商
品
の「
ブ
ラ
ン
ド
化
」で
あ

る
。T
A
T
主
催
の「T

h
ailan

d
 T
ou
rism

 

A
w
ards

（K
innaree A

w
ards

）」は
、観
光

産
業
に
お
け
る
品
質
と
卓
越
性
を
示
す
指
標

で
あ
り
、
受
賞
者
は
キ
ン
ナ
リ
ー
像
お
よ
び

ロ
ゴ
を
「
品
質
保
証
」
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
（T

A
T
 N
ew
sroom

, 2023

）。
こ
う
し

た
表
彰
制
度
は
、審
査
基
準
を
通
じ
て
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
改
善
方
向
を
示
す
と
と
も
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
事
業
者
が
ブ
ラ
ン
ド
力
の

向
上
に
取
り
組
む
た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
T
A
T
は
D
A
S
T
A
が
開
発
支
援
を

行
っ
た
地
域
が
、
U
N
E
S
C
O
創
造
都
市

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（U

C
C
N

）
やU

N
 T
ourism

の「B
est T

ou
rism

 V
illages

」
等
の
国
際

認
定
を
取
得
で
き
る
よ
う
国
際
的
な
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
地
域
固
有
の
文
化
を
「
世
界
基
準
の
観

光
資
産
」
と
し
て
市
場
に
認
知
さ
せ
る
役
割

を
担
っ
て
い
る
。

　
第
二
に
、「
販
路
拡
大
」
で
あ
る
。
タ
イ
最

大
の
B
2
B
商
談
会
「T

T
M
+

（T
hailand 

T
ravel M

art P
lus

）」
で
は
、
T
A
T
が
全

国
か
ら
ホ
テ
ル
や
ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に

加
え
、
C
B
T
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
含
む

多
様
な
観
光
事
業
者
を
集
め
、
海
外
バ
イ

ヤ
ー
と
の
B
2
B
商
談
の
場
を
提
供
し
て
い

る
（T

A
T
 N
ew

sro
o
m
, 2

0
2
4

）。
実
際
、

日
タ
イ
観
光
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
報
告

に
よ
れ
ば
、
タ
キ
ア
ン
テ
ィ
ア
（T

akh
ian

 

T
ia

）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
の
事
例
に
お
い
て
、

D
A
S
T
A
が
支
援
し
た
地
域
の
商
品
を

T
A
T 

が
F
A
M 

ト
リ
ッ
プ
等
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
組
み
込
み
、
国
内
外
で
の
販

路
開
拓
や
ツ
ア
ー
造
成
に
つ
な
げ
て
い
る

（JT
T
R
I, 2

0
2
4

）。

　
第
三
に
、
T
A
T 

が
推
進
す
る
「
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
関
連
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
へ
の
統

合
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
具
体
例
が
、
D
A

S
T
A
が
中
心
と
な
っ
て
低
炭
素
観
光
の

取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
コ
・
マ
ー
ク
島

（K
o
 M
ak

）
で
あ
る
。
同
島
は
、
地
域
の

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
よ
る
「T

he K
o 

M
a
k
 L
o
w
-c
a
rb
o
n
 D

e
stin

a
tio

n
 

D
eclaratio

n

」（
2
0
1
2
年
）
を
経
て
、

タ
イ
初
の
低
炭
素
観
光
地
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
（T

A
T
 

N
ew

sro
o
m
,2
0
2
2

）。
T
A
T
は
全
国
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
同
島
の
低
炭
素
型

の
取
り
組
み
を
前
面
に
掲
げ
る
こ
と
で
、
環

境
負
荷
の
小
さ
い
滞
在
を
重
視
す
る
高
付
加

価
値
旅
行
者
層
へ
の
訴
求
に
活
用
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は

国
際
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、国
際

認
証
団
で
あ
るG

reen D
estinations

に
よ

る
「
世
界
の
持
続
可
能
な
観
光
地
ト
ッ
プ

1
0
0
選
」
に
選
出
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
ナ
ー
ン
県
ボ
ー
・
ス
ア
ッ
ク
（B

o 

S
uak

）
村
で
は
、
D
A
S
T
A
が
デ
ザ
イ

ン
専
門
家
を
派
遣
し
、
女
性
や
高
齢
者
の
副

業
だ
っ
た
伝
統
的
な
織
物
や
陶
芸
等
を
、
現

代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
う
デ
ザ
イ
ン
へ

と
改
良
し
、
商
品
価
値
を
高
め
た
【
写
真

2
】。
さ
ら
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、「
モ
ノ

の
販
売
」
か
ら
「
コ
ト
（
体
験
）
の
販
売
」
へ

と
移
行
し
た
こ
と
で
あ
る
。
D
A
S
T
A 

は
職
人
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連
携
し
、
観
光

客
が
工
房
で
陶
芸
や
ハ
ー
ブ
コ
ン
プ
レ
ス
づ

く
り
等
の
技
術
を
直
接
学
ぶ
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
整
備
や
、
職
人
が
案
内
役
・
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
対
応
で
き
る
よ
う
な
研

修
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
支
援
し
て
き
た
と

さ

れ

る
（D

A
S
T
A
, 2

0
2
1
; T

ravelife 

fo
r T

o
u
r O

p
era

to
rs &

 T
o
u
rlin

k 

P
roject P

artn
ers, 2

0
2
4

）。
こ
れ
に
よ

り
、
製
品
販
売
に
加
え
、
体
験
料
と
い
う
追

加
収
益
を
得
る
構
造
が
生
ま
れ
、
訪
問
者
の

滞
在
時
間
の
延
伸
や
、
地
域
へ
の
理
解
と
愛

着
の
醸
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
う
し
た
モ
デ
ル
を
積
み
重
ね
た
結

果
、
同
村
は
タ
イ
で
初
め
てU

N
 T
ourism

 

の「B
est T

o
u
rism

 V
illages

」
に
認
定

さ
れ
、
そ
の
国
際
的
な
ブ
ラ
ン
ド
価
値
は

一
段
と
高
ま
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う（U

N
 

T
ourism

, 2024

）。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
地
域
経
済
に
も
一

定
の
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
D
A
S
T
A
支
援
地
域
全
体
の

2
0
2
2
年
の
観
光
収
入
は
対
前
年
比
10
・

52
%
増
と
な
り
、
収
入
分
配
を
示
す
ジ
ニ
係

数
5

は
0
・
2
1
4
と
比
較
的
低
い
水
準
に

あ
る
（D

A
S
T
A
, 2

0
2
3

）。
こ
れ
は
、
高

付
加
価
値
化
に
よ
る
収
益
が
一
部
の
事
業
者

に
偏
ら
ず
、
比
較
的
広
く
分
配
さ
れ
て
い
る

可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
D
A
S
T
A
で
は
、
域
外
流
出
に
関
す
る

詳
細
な
デ
ー
タ
収
集
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

流
出
の
原
因
を
特
定
す
る
よ
り
も
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
し
て
「
可
能
な
限
り
地
域

内
の
資
源
を
選
択
す
る
」
よ
う
行
動
変
容
を

促
す
こ
と
を
優
先
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。 

た
だ
し
、
地
域
内
で
生
産
で
き
な
い
必
需
品

に
つ
い
て
は
外
部
調
達
を
認
め
る
な
ど
、
各

地
域
の
状
況
に
合
わ
せ
た
現
実
的
な
運
用
を

行
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
柔
軟
な
運
用
を
基
本
と
す
る
一

方
で
、
地
域
経
済
の
自
立
性
を
担
保
す
る
た

め
、
域
外
流
出
を
防
ぐ
仕
組
み
と
、
対
外
的

な
販
路
を
拡
大
す
る
支
援
の
両
面
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
る
。 

　
「
タ
イ
C
B
T
基
準
」
に
基
づ
き
、
観
光

活
動
に
必
要
な
資
源
（
食
材
、
資
材
、
人
材
）

の
調
達
に
お
い
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内

の
C
B
T
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
を
最
優
先
し
、

次
い
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の
非
メ
ン
バ
ー

住
民
、
近
隣
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
同
郡
・
同

県
内
）、
外
部
事
業
者
と
、
調
達
に
お
け
る

優
先
順
位
を
定
め
て
い
る
。

　
外
部
資
本
に
よ
る
搾
取
を
防
ぐ
た
め
、
各

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
企
業
内
で
は
、
作
業
部
会

や
管
理
職
を
地
元
住
民
に
限
定
す
る
ほ
か
、

地
域
市
場
の
出
店
者
を
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内

外
の
近
隣
住
民
に
限
定
し
、
外
部
業
者
の
参

入
を
制
限
す
る
「
販
売
権
の
保
護
」
等
、
規

則
を
設
け
て
い
る
。

　
技
能
を
持
つ
グ
ル
ー
プ
の
組
織
化
や
、
近

隣
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
を
通
じ
て
、
外
部
の
投
資
家
や
運
営
者

に
対
す
る
地
元
住
民
の
交
渉
力
を
高
め
、
不

当
な
干
渉
を
防
い
で
い
る
。

　
地
域
住
民
は
、
既
に
地
元
の
誰
が
何
を

売
っ
て
い
る
か
を
把
握
し
て
い
る
た
め
、
一

般
的
な
物
品
・
資
材
に
関
す
る
「
地
域
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
名
簿
」
は
作
成
し
て
い
な
い
。
一

D
A
S
T
A
は
「
支
援
者
」
と
い
う
役
割
分
担

の
下
で
協
働
し
て
い
る
（D

A
S
T
A
, 2021

）。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
は
、
住
民
で

構
成
さ
れ
る
「
C
B
T
ク
ラ
ブ
」
等
を
組
織

し
、
観
光
客
の
受
入
方
針
や
利
益
配
分
の

ル
ー
ル
の
決
定
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
、
ガ
イ
ド
や
講
師
と
し
て

の
観
光
客
の
も
て
な
し
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
方
、
D
A
S
T
A
は
G
S
T
C
の
国
際
基

準
を
ベ
ー
ス
に
策
定
し
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

主
導
型
観
光
の
た
め
の
国
家
開
発
基
準

「
タ
イ
C
B
T
基
準
4

」（“T
h
ailan

d
 C
B
T
 

S
tandard”

）（D
A
S
T
A
, 2

0
1
9

）
を
通
じ

て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
提
示
す
る
。
ま
た
、

地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
と
ス
ト
ー
リ
ー

化
、
適
正
価
格
の
設
定
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
等
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通

じ
た
ス
キ
ル
移
転
や
、
観
光
商
品
を
市
場

へ
流
通
さ
せ
る
た
め
の
商
談
の
機
会
等
も

提
供
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
体
制
の
も
と
、
地
域
資
源
を

「
本
物
の
体
験
」へ
と
磨
き
上
げ
、近
年
で
は
、

高
い
利
便
性
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
少
人
数
制

等
の
要
素
も
追
加
さ
れ
た
高
付
加
価
値
商
品

を
創
出
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
バ
ン
コ
ク
の
隣
、
サ
ム
ッ
ト
プ

ラ
カ
ー
ン
県
プ
ラ
プ
ラ
デ
ー
ン
郡
に
位
置
す

る
バ
ン
カ
チ
ャ
オ
（B

an
g K

ach
ao

）は
、

6
つ
の
サ
ブ
地
区
か
ら
成
る

都
市
近
郊
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

と
し
て
指
定
さ
れ
、
D
A
S

T
A 

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

協
働
し
な
が
ら
持
続
可
能
な

観
光
エ
リ
ア
づ
く
り
を
進
め

て
い
る（D

A
S
T
A
, 2024

）。

バ
ン・コ
ブ
ア（B

ang K
obua

）

地
区
で
は
、C
B
T
ク
ラ
ブ
が

組
織
さ
れ
、
ニ
ッ
パ
ヤ
シ
の

ト
ン
ネ
ル
や
タ
イ
ハ
ー
ブ
と

い
っ
た
地
域
資
源
を
活
か
し

た「
自
然
染
色
の
絞
り
染
め

体
験
」
や
「
ハ
ー
バ
ル
ボ
ー

ル
作
り
」
な
ど
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
商
品
化
さ
れ
て

い
る
（T

ravelife for T
our 

O
p
erators &

 T
o
u
rlin

k 

P
roject P

artners, 2024

）。
特
に
運
河
を

巡
る
ボ
ー
ト
ツ
ア
ー
で
は
、
従
来
の
遊
覧
に

加
え
、
ゴ
ミ
拾
い
等
の
環
境
保
護
活
動
や
生

活
体
験
を
組
み
込
ん
で
い
る
【
写
真
1
】。

ま
た
、
ボ
ー
ト
ツ
ア
ー
は
、
予
約
制
と
し
、

運
航
隻
数
や
乗
船
人
数
を
管
理
す
る
こ
と

で
、
環
境
負
荷
と
混
雑
の
緩
和
に
配
慮
し
た

運
営
が
行
わ
れ
て
い
る（D

A
S
T
A
, 2021

）。

こ
の
よ
う
な
小
規
模
・
予
約
制
の
運
航
形
態

は
、
一
般
的
な
ボ
ー
ト
ツ
ア
ー
と
比
べ
て
一

人
当
た
り
の
単
価
が
高
く
な
り
や
す
い
一
方

で
、
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
感

を
両
立
さ
せ
た
高
付
加
価
値
体
験
と
し
て
、

環
境
意
識
の
高
い
旅
行
者
層
に
訴
求
し
て
い

果
と
し
て
成
長
率
が
低
迷
し
「
中
所
得
国
の

罠
」
か
ら
の
脱
却
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
と

指
摘
す
る
。
観
光
分
野
に
つ
い
て
も
、
2
0

1
9
年
の
観
光
収
入
の
8
割
が
わ
ず
か
8
県

に
集
中
し
、
環
境
負
荷
や
社
会
問
題
を
招
い

て
い
る
と
し
た
う
え
で
、
二
次
都
市
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
観
光
・
収
入
の
分
散
と
、

自
然
・
文
化
資
源
に
科
学
技
術
や
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
高
付
加
価
値
な
体

験
創
出
を
通
じ
て
、
持
続
的
か
つ
包
摂
的
な

成
長
を
図
る
こ
と
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
前
述
し
た
「
高
付
加
価
値
化
」
と
「
域

外
流
出
の
抑
制
」
の
同
時
実
現
を
目
指
す
も

の
で
あ
り
、
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

 　
タ
イ
の
観
光
推
進
体
制
に
お
い
て
特
筆
す

べ
き
は
、
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
省
（M

in
istry 

of T
ourism

 and S
ports

：
以
下“M

O
T
S
”

） 

の
下
に
置
か
れ
た
関
係
機
関
の
役
割
分
担
が

明
確
で
あ
る
点
で
あ
る
。
M
O
T
S
所
管
の

国
営
企
業
で
あ
る
タ
イ
国
政
府
観
光
庁

（T
o
u
rism

 A
u
th
ority of T

h
ailan

d

：

以
下“

T
A
T
”

）
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
担
い
、
公
的
機
関
で
あ
る

持
続
的
観
光
特
別
地
域
開
発
管
理
機
構

（D
esign

ated
 A
reas for S

ustainable 

T
o
u
rism

 A
d
m
in
is
tra

tio
n

：
以
下

 
“
D
A
ST
A
”

）が
、
指
定
地
域
に
お
け
る
地
域

資
源
の
開
発
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ベ
ー
ス
ド
・

ツ
ー
リ
ズ
ム（C

om
m
unity 

B
ased

 T
o
u
rism

：
以
下

 
“
C
B
T
”

）の
磨
き
上
げ
を
担
っ

て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、観
光
局

（D
epartm

ent of Tourism

：

D
O
T

）が
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の

開
発
・
監
督
を
、
タ
イ
国
政

府
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
＆
エ
キ

シ
ビ
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー

（T
h
ailan

d
 C
on
ven

tion 

and E
xhibition B

ureau

：

 
“
T
C
E
B
”

）
が 

M
I
C
E 

分

野
の
振
興
を
そ
れ
ぞ
れ
担

い
、
連
携
し
て
い
る
。
本
稿

の
テ
ー
マ
で
あ
る
観
光
の
高

付
加
価
値
化
と
域
外
流
出
抑

制
に
お
い
て
は
、
D
A
S
T

A
と
T
A
T
の
連
携
が
鍵
と

な
っ
て
い
る
た
め
（
図
1
）、

両
機
関
の
具
体
的
な
取
り

組
み
に
着
目
し
、
既
存
の

資
料
整
理
や
ヒ
ア
リ
ン
グ

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て

考
察
す
る
。

　
D
A
S
T
A
は
、
国
家
観
光
政
策
委
員
会

（th
e
 N

a
tio

n
a
l T

o
u
rism

 P
o
lic

y 

C
om

m
ittec

：
N
T
P
C
）に
よ
り
承
認
さ
れ

た
9
つ
の「
持
続
可
能
な
観
光
指
定
地
域
3

」

（
図
2
）
に
お
い
て
、
観
光
商
品
の
高
付
加

価
値
化
を
推
進
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
開
発

の
指
針
と
し
て
「
3
C
」
コ
ン
セ
プ
ト
を
掲

げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
観
光
が
地
域
住
民
に

利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
（C

o
m
m
u
n
ity 

b
en
efit

）、
受
入
環
境
や
イ
ン
フ
ラ
を
適
切

に
整
備
す
る
こ
と
（C

o
n
ven

ien
ce

）、
そ

し
て
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
s
）

や
世
界
持
続
可
能
観
光
協
議
会
（G

lo
b
al 

S
u
stain

ab
le T

o
u
rism

 C
o
u
n
cil 

以

下“
G
S
T
C
”

）
等
、
国
際
基
準
へ
適
合
す

る
こ
と
（C

o
m
p
lian

ce

）
を
条
件
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
枠
組
み
の
中
で
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、「
所
有
者
・
実
行
者
」、

　
世
界
の
観
光
産
業
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を

契
機
と
し
て
大
き
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を

迎
え
て
い
る
。
か
つ
て
主
流
で
あ
っ
た
観
光

客
数
を
中
心
と
し
た
「
量
」
を
追
求
す
る
観

光
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
環
境
負
荷

と
い
っ
た
持
続
可
能
性
の
課
題
を
顕
在
化
さ

せ
た
。
現
在
、
多
く
の
国
や
地
域
は
、
観
光

客
一
人
当
た
り
の
消
費
額
を
高
め
る
、「
高

付
加
価
値
化
」
を
戦
略
目
標
と
し
て
掲
げ
て

い
る
。
こ
の
「
質
」
へ
の
転
換
を
後
押
し
す

る
の
が
、
Z
世
代
や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
呼

ば
れ
る
若
年
層
や
富
裕
層
に
お
け
る
価
値
観

の
変
化
で
あ
る
。
彼
ら
は
旅
行
に
「
本
物
の

体
験
」
を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。

加
え
て
、
上
質
な
体
験
に
対
し
て
は
高
い
支

払
意
向
を
持
つ
こ
と
も
各
種
調
査
か
ら
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
1

。
こ
の
こ
と
は
、
高
付

加
価
値
化
を
目
指
す
観
光
地
に
と
っ
て
追
い

風
と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
高
付
加
価
値
化
が
観
光
地
の
経

済
効
果
に
直
結
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
国
連

環
境
計
画
（U

N
E
P

）
お
よ
び
国
連
世
界

観
光
機
関（U

N
 T
o
u
rism

2

）は
、観
光
の

流
出
（T

ou
rism

 L
eakage

）
を
長
年
に
わ

た
り
指
摘
し
て
き
た
（U

N
E
P
 &
 U
N
W
T
O
, 

2005

）。
こ
れ
は
、
観
光
客
の
現
地
で
の
支

出
が
、
国
際
的
な
O
T
A
（O

n
lin
e T

ravel 

A
gen

t

）
へ
の
手
数
料
、
外
資
系
ホ
テ
ル

チ
ェ
ー
ン
へ
の
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
、
域
外
か
ら

調
達
さ
れ
た
食
材
や
飲
料
の
対
価
と
し
て
、

そ
の
国
・
地
域
か
ら
流
出
し
て
し
ま
う
現
象

で
あ
る
。
特
に
開
発
途
上
国
に
お
い
て
は
、

観
光
収
入
の
4
〜
5
割
が
域
外
に
流
出
し
て

い
る
と
す
る
推
計
も
あ
り
（U

N
C
T
A
D
, 

2
0
1
0

）、
観
光
に
よ
る
経
済
効
果
が
観
光

地
に
十
分
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
観
光
収
入
の
域
外
流
出
を
抑

え
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
内
の
生
産
者
、
事

業
者
、
雇
用
に
直
接
還
元
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
域
内
に
留
ま
っ
た
資
金
が
さ
ら
な
る
消

費
や
投
資
を
生
み
出
し
、
経
済
効
果
が
波
及

す
る
。
加
え
て
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
や
国
際
情

勢
の
変
動
と
い
っ
た
外
部
シ
ョ
ッ
ク
に
対
す

る
耐
性
の
強
化
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
世
界
的
な
動
向
を
踏
ま

え
る
と
、
高
付
加
価
値
旅
行
者
の
支
出
が
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
循
環
す
る
仕
組
み

を
構
築
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
高
付
加
価

値
化
」
と
「
域
外
流
出
の
抑
制
」
の
同
時
実

現
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
世
界
的
な
動
向
と
課
題
解
決
の

モ
デ
ル
と
し
て
、
本
稿
で
は
タ
イ
の
政
策
に

着
目
し
た
い
。

　
タ
イ
で
は
2
0
1
9
年
に
は
約
4
0
0
0

万
人
の
外
国
人
旅
行
者
を
受
け
入
れ
、
国
内

外
の
旅
行
者
に
よ
る
観
光
収
入
は
約
3
兆

バ
ー
ツ
と
推
計
さ
れ
、
名
目
G
D
P
の
約
2

割
を
占
め
た
。
一
方
で
、
タ
イ
政
府
が

2
0
2
1
年
に
国
家
ア
ジ
ェ
ン
ダ
と
し
て
承

認
し
た
「
B
C
G
経
済
モ
デ
ル
推
進
の
た

め
の
行
動
計
画
（
2
0
2
1
‐
2
0
2
7
）」

（
以
下「
B
C
G
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」）

（B
C
G
 M

o
d
e
l Im

p
le
m
e
n
ta
tio

n
 

C
om

m
ittee, 2

0
2
1

）
で
は
、
過
去
の
経

済
発
展
が
天
然
資
源
・
生
物
資
源
の
劣
化
や

富
の
不
均
等
な
分
配
を
も
た
ら
し
、
そ
の
結

　
さ
ら
に
、
両
機
関
の
連
携
は
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
み
に
留
ま
ら
な
い
。先
述
の
通
り
、

T
A
T
は
F
A
M 

ト
リ
ッ
プ
を
実
施
し
、

主
要
観
光
地
と
D
A
S
T
A 

指
定
地
域
を

結
ぶ
体
験
ル
ー
ト
や
商
品
コ
ン
セ
プ
ト
の
検

証
・
改
善
を
図
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
プ
ロ

セ
ス
の
中
で
、
両
機
関
が
周
遊
ル
ー
ト
や
体

験
設
計
を
共
同
で
検
討
す
る
ケ
ー
ス
も
報
告

さ
れ
て
い
る
（D

A
S
T
A
, 2

0
2
3
; JT

T
R
I, 

2
0
2
4

）。
こ
の
よ
う
に
、
T
A
T
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
基
盤
を
通
じ
て
、
D
A
S
T
A 

が
支
援
し
た
地
域
の
「
本
物
」
を
体
験
で
き

る
観
光
商
品
が
適
正
価
格
で
流
通
す
る
枠
組

み
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

 

　
本
調
査
か
ら
、
タ
イ
の
「
高
付
加
価
値
化
」

と
「
域
外
流
出
抑
制
」
に
向
け
た
観
光
施
策

の
特
徴
を
総
括
す
る
と
、
以
下
の
3
点
に
集

約
さ
れ
る
。

　
第
一
に
、
国
の
中
期
国
家
開
発
計
画
で
あ

る
「
第
13
次
国
家
経
済
社
会
開
発
計
画

（
2
0
2
3
‐
2
0
2
7
）」に
お
い
て
、所
得
・

資
産
格
差
お
よ
び
地
域
間
格
差
の
縮
小
が
主

要
な
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

（N
E
S
D
C
, 2

0
2
2

）
か
ら
も
分
か
る
よ
う

に
、
観
光
は
「
主
要
都
市
と
地
方
部
の
格
差

是
正
に
資
す
る
手
段
」
の
一
つ
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
1
9
9
0
年

代
か
ら
導
入
さ
れ
た
C
B
T
は
、
観
光
収
入

を
大
都
市
や
外
資
系
企
業
か
ら
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
へ
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
、
所
得
再
分

配
に
寄
与
す
る
仕
組
み
と
し
て
活
用
さ
れ
て

き
た
。
実
際
に
、
国
家
レ
ベ
ル
の
計
画
や
観

光
セ
ク
タ
ー
の
戦
略
に
お
け
る
K
P
I
に

は
、
観
光
収
入
の
総
額
だ
け
で
な
く
、
主
要

都
市
以
外
の
地
域
が
獲
得
す
る
観
光
収
入
の

比
率
（N

E
S
D
C
, 2022

）
や
、
中
小
企
業

の
競
争
力
強
化
・
支
援
状
況
お
よ
び
観
光

産
業
に
お
け
る
雇
用
創
出
（M

in
istry o

f 

T
o
u
rism

 an
d
 S
p
o
rts, 2

0
2
3

）
な
ど
、

分
配
や
包
摂
性
に
関
わ
る
指
標
も
含
ま
れ
て

い
る
。　

第
二
に
、
国
家
ア
ジ
ェ
ン
ダ
で
あ
る
「
B

C
G
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
背
景
に
、
観

光
分
野
で
「
量
」
か
ら
「
質
」
へ
の
転
換
が
明

確
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
B
C

G
モ
デ
ル
で
は
、
観
光
産
業
を
グ
リ
ー
ン
か

つ
高
付
加
価
値
な
観
光
へ
と
転
換
し
、
二
次

都
市
の
振
興
を
通
じ
て
不
平
等
の
縮
小
と
持

続
可
能
性
の
両
立
を
図
る
こ
と
、そ
し
て
自

然
・
文
化
資
本
と
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

活
用
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る（B

C
G
 

M
o
d
el Im

p
lem

en
tatio

n
 C
o
m
m
ittee, 

2021

）。こ
う
し
た
方
針
に
基
づ
き
、D
A
S

T
A 

等
の
実
施
機
関
は
、
地
域
資
源
に
根

ざ
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
体
の
観
光
を
基
盤

と
し
、
よ
り
高
い
体
験
価
値
と
価
格
を
備
え

た
商
品
開
発
を
進
め
て
い
る
。
本
稿
で
取
り

上
げ
た
バ
ン
カ
チ
ャ
オ
や
ボ
ー
・
ス
ア
ッ
ク

村
等
の
事
例
は
、
こ
の
方
向
性
を
具
体
化
し

た
取
り
組
み
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
第
三
に
、「
戦
略
か
ら
実
践
ま
で
一
体
的

に
実
施
」
さ
れ
る
点
で
あ
る
。「
第
3
次
国
家

観
光
開
発
計
画
（
2
0
2
3
‐
2
0
2
7
）」

で
は
、
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
掲
げ

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
「
制
度
」
と
「
現
場
」

を
つ
な
ぐ
枠
組
み
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
（M

in
istry o

f T
o
u
rism

 an
d
 

S
p
o
rts, 2

0
2
3

）。こ
の
文
脈
の
も
と
で
、

全
国
的
な
認
証
制
度
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し

て「
タ
イ
C
B
T
基
準
」や
ホ
テ
ル
の
環
境
認

証
制
度（
例
：G

re
e
n
 H
o
te
l / G

re
e
n 

H
o
tel P

lu
s

8

）等
が
、現
場
の
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
改
善
の
指
針
と
し
て
機
能
し
て
い

る
。さ
ら
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
体
の
観
光

商
品
を
「
開
発
す
る
」
D
A
S
T
A
と
、
そ

れ
を
国
内
外
市
場
に「
販
売
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
す
る
」
T
A
T
と
い
う
役
割
分
担
が
明
確

化
さ
れ
て
お
り（D

A
S
T
A
, 2

0
2
3
; JT

T
R
I, 

2
0
2
4

）、政
策
が
現
場
レ
ベ
ル
ま
で
浸
透
し

や
す
い
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
考
察
か
ら
、
タ
イ
の
観
光
政
策
は
、

高
付
加
価
値
化
と
域
外
流
出
抑
制
を
ト
レ
ー

ド
オ
フ
の
関
係
で
は
な
く
、
相
互
に
補
完
し

合
う
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
点
に
本
質
的
な

価
値
が
あ
り
、
持
続
可
能
な
観
光
を
目
指
す

世
界
中
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
と
っ

て
、
示
唆
に
富
む
モ
デ
ル
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
日
本
と
タ
イ
で
は
政
治
・
社
会
背

景
が
異
な
る
た
め
、
形
式
的
な
導
入
は
現
実

的
で
は
な
い
も
の
の
、
高
付
加
価
値
化
と
域

外
流
出
抑
制
の
両
立
と
い
う
課
題
は
共
通
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
タ
イ
の
観
光
施
策
か

ら
学
び
得
る
ヒ
ン
ト
も
少
な
く
な
い
。
日
本

で
は
、
地
域
資
源
の
開
発
や
評
価
指
標
の
設

計
に
お
い
て
、
国
際
的
な
基
準
や
指
標
が
十

分
に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
し

た
が
っ
て
、
タ
イ
の
よ
う
に
地
域
資
源
の
開

発
プ
ロ
セ
ス
に
国
際
的
な
視
点
（
国
際
基
準
）

を
組
み
込
み
、
評
価
指
標
に
「
地
域
内
調
達

率
」
の
よ
う
な
経
済
循
環
の
視
点
を
明
示
的

に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
日
本
の
観
光
施
策

に
と
っ
て
も
有
益
な
示
唆
と
な
る
だ
ろ
う
。
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＜注＞
「DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査」によると、「高付加価値旅行者」および「若年層」において、
観光資源・施設の混雑緩和や保護のため金銭負担への賛成率が高い傾向にある。消費額別（2025年度版）：
着地消費100万円以上の層は87%が賛成し、100万円未満の層（68%）を大きく上回る。
世代別（2024年度版 スピンアウトレポート）： Z世代（76%）、ミレニアル世代（72%）、X世代（60%）、
ベビーブーマー世代（47%）と、若年層ほど割合が高い。
国連世界観光機関（United Nations World Tourism Organization: UNWTO）は、2024年1月に機関名を「UN Tourism」に変更した。
本稿では、名称変更前に公表された文献等については当時の名称である「UNWTO」、名称変更後の文献等については新名称である「UN Tourism」と表記する。
DASTAは、王令により指定された以下の9つの特別地域において、重点的な観光開発を行っている。
これらの地域は、自然環境、歴史遺産、地域文化などそれぞれ異なる観光資源を有しており、
持続可能な開発目標（SDGs）やCBTの実践モデル地域として位置づけられている。
チャーン島および周辺地域（トラート県）：海洋資源と低炭素観光のモデル、パタヤ市および周辺地域（チョンブリー県）：
ファミリー向け・MICEへの転換、スコータイ歴史公園および周辺地域（スコータイ県・カムペーンペット県）：世界遺産と歴史文化、
ルーイ県：メコン川流域の自然と地域文化、ナーン県旧市街および周辺地域：伝統文化とソフトパワーの活用、
ウートーン古代都市（スパンブリー県）：歴史教育と創造的観光、
ソンクラー湖流域（ソンクラー県・パッタルン県・ナコーンシータマラート県等）：生態系保全と農業観光、
チャオプラヤー川流域（アユタヤ県等）：河川文化と世界遺産
※指定範囲は特定のエリアに限る、チェンライ県（チェンセーン等）：
北部文化と国境観光※指定地域は行政区画全体ではなく、特定のエリアやクラスターとして定義される場合がある。
コミュニティが持続可能な運営を行うための「開発指針」として機能する。
評価項目は、①組織管理（利益配分の透明性）、②社会・経済（地域雇用の創出・地産地消）、③文化（真正性の維持）、
④環境（資源管理）、⑤サービス・安全（衛生・安全対策）の5分野から成る。
所得分配の不平等さを測る指標で、0から1の間の値をとり、0に近いほど格差が少なく平等であることを示す。
DASTAが運営する、タイ全国のCBT情報を網羅した検索ポータルサイト。
各コミュニティで体験できるアクティビティ（織物、料理、農業体験等）や宿泊施設、および現地の予約コーディネーターの連絡先が掲載されている。
自前のウェブサイトを持てない小規模なコミュニティでも、本データベースに登録されることで、
国内外の旅行会社や個人旅行者からのアクセスが可能となり、商品の販売を支えるインフラとして機能している。
（URL: https://cbtthailand.dasta.or.th/webapp）
DASTAが発行する、高付加価値な体験商品をテーマ別（クリエイティブ観光、低炭素観光等）にまとめたガイドブック。
特に「Jai Jai Booklet」等は、
地域の職人（ローカル・アーティスト）の想いや歴史的背景を「物語（ストーリー）」として高品質なビジュアルで紹介している点が特徴である。
これらは旅行博において旅行会社（バイヤー）へ配布されるなど、ツアー造成のための商品カタログとして活用されている。
タイ政府が認定する環境配慮型宿泊施設の認証制度。
資源の効率的利用や環境管理体制を評価する「Green Hotel」に加え、
近年では国際的なサステナビリティ基準との整合性を高めた上位区分として「Green Hotel Plus」が設けられ、
観光産業全体の環境対応レベルの引き上げが図られている。
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方
で
、
ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
向
け
の
「
観

光
商
品
」
に
関
し
て
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で

あ
る“C

B
T
 T
h
ailan

d
”

6

や
冊
子
で
あ
る

 “C
reative T

o
u
rism

 C
atalo

gu
e”

7 

、

S
N
S
を
通
じ
て
積
極
的
に
情
報
を
公
開
し

て
い
る
。

 

　
地
域
産
品
や
ツ
ア
ー
の
販
路
を
確
保
す
る

た
め
、
年
に
一
度
、
C
B
T
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ

せ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
商
談
会“

D
A
S
T
A
 

T
ravel M

art”

の
開
催
や
、
I
T
B
（
ベ

ル
リ
ン
）
や
P
A
T
A
（
太
平
洋
ア
ジ
ア
観

光
協
会
）
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
参
加
し
、
直
接
的
な
取
引
機
会
を
提
供
し

て
い
る
。

　
T
A
T
で
は
、
D
A
S
T
A
の
支
援
を
得

て
創
出
さ
れ
た
観
光
商
品
を
国
内
外
の
市
場

へ
効
果
的
に
送
り
出
す
た
め
、
主
に
「
ブ
ラ

ン
ド
化
」「
販
路
拡
大
」「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

関
連
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
側
面
か
ら
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　
第
一
に
、観
光
商
品
の「
ブ
ラ
ン
ド
化
」で
あ

る
。T
A
T
主
催
の「T

h
ailan

d
 T
ou
rism

 

A
w
ards

（K
innaree A

w
ards

）」は
、観
光

産
業
に
お
け
る
品
質
と
卓
越
性
を
示
す
指
標

で
あ
り
、
受
賞
者
は
キ
ン
ナ
リ
ー
像
お
よ
び

ロ
ゴ
を
「
品
質
保
証
」
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
（T

A
T
 N
ew
sroom

, 2023

）。
こ
う
し

た
表
彰
制
度
は
、審
査
基
準
を
通
じ
て
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
改
善
方
向
を
示
す
と
と
も
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
事
業
者
が
ブ
ラ
ン
ド
力
の

向
上
に
取
り
組
む
た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
T
A
T
は
D
A
S
T
A
が
開
発
支
援
を

行
っ
た
地
域
が
、
U
N
E
S
C
O
創
造
都
市

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（U

C
C
N

）
やU

N
 T
ourism

の「B
est T

ou
rism

 V
illages

」
等
の
国
際

認
定
を
取
得
で
き
る
よ
う
国
際
的
な
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
地
域
固
有
の
文
化
を
「
世
界
基
準
の
観

光
資
産
」
と
し
て
市
場
に
認
知
さ
せ
る
役
割

を
担
っ
て
い
る
。

　
第
二
に
、「
販
路
拡
大
」
で
あ
る
。
タ
イ
最

大
の
B
2
B
商
談
会
「T

T
M
+

（T
hailand 

T
ravel M

art P
lus

）」
で
は
、
T
A
T
が
全

国
か
ら
ホ
テ
ル
や
ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に

加
え
、
C
B
T
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
含
む

多
様
な
観
光
事
業
者
を
集
め
、
海
外
バ
イ

ヤ
ー
と
の
B
2
B
商
談
の
場
を
提
供
し
て
い

る
（T

A
T
 N
ew

sro
o
m
, 2

0
2
4

）。
実
際
、

日
タ
イ
観
光
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
報
告

に
よ
れ
ば
、
タ
キ
ア
ン
テ
ィ
ア
（T

akh
ian

 

T
ia

）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
の
事
例
に
お
い
て
、

D
A
S
T
A
が
支
援
し
た
地
域
の
商
品
を

T
A
T 

が
F
A
M 

ト
リ
ッ
プ
等
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
組
み
込
み
、
国
内
外
で
の
販

路
開
拓
や
ツ
ア
ー
造
成
に
つ
な
げ
て
い
る

（JT
T
R
I, 2

0
2
4

）。

　
第
三
に
、
T
A
T 

が
推
進
す
る
「
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
関
連
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
へ
の
統

合
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
具
体
例
が
、
D
A

S
T
A
が
中
心
と
な
っ
て
低
炭
素
観
光
の

取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
コ
・
マ
ー
ク
島

（K
o
 M
ak

）
で
あ
る
。
同
島
は
、
地
域
の

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
よ
る
「T

he K
o 

M
a
k
 L
o
w
-c
a
rb
o
n
 D

e
stin

a
tio

n
 

D
eclaratio

n

」（
2
0
1
2
年
）
を
経
て
、

タ
イ
初
の
低
炭
素
観
光
地
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
（T

A
T
 

N
ew

sro
o
m
,2
0
2
2

）。
T
A
T
は
全
国
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
同
島
の
低
炭
素
型

の
取
り
組
み
を
前
面
に
掲
げ
る
こ
と
で
、
環

境
負
荷
の
小
さ
い
滞
在
を
重
視
す
る
高
付
加

価
値
旅
行
者
層
へ
の
訴
求
に
活
用
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は

国
際
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、国
際

認
証
団
で
あ
るG

reen D
estinations

に
よ

る
「
世
界
の
持
続
可
能
な
観
光
地
ト
ッ
プ

1
0
0
選
」
に
選
出
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
ナ
ー
ン
県
ボ
ー
・
ス
ア
ッ
ク
（B

o 

S
uak

）
村
で
は
、
D
A
S
T
A
が
デ
ザ
イ

ン
専
門
家
を
派
遣
し
、
女
性
や
高
齢
者
の
副

業
だ
っ
た
伝
統
的
な
織
物
や
陶
芸
等
を
、
現

代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
う
デ
ザ
イ
ン
へ

と
改
良
し
、
商
品
価
値
を
高
め
た
【
写
真

2
】。
さ
ら
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、「
モ
ノ

の
販
売
」
か
ら
「
コ
ト
（
体
験
）
の
販
売
」
へ

と
移
行
し
た
こ
と
で
あ
る
。
D
A
S
T
A 

は
職
人
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連
携
し
、
観
光

客
が
工
房
で
陶
芸
や
ハ
ー
ブ
コ
ン
プ
レ
ス
づ

く
り
等
の
技
術
を
直
接
学
ぶ
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
整
備
や
、
職
人
が
案
内
役
・
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
対
応
で
き
る
よ
う
な
研

修
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
支
援
し
て
き
た
と

さ

れ

る
（D

A
S
T
A
, 2

0
2
1
; T

ravelife 

fo
r T

o
u
r O

p
era

to
rs &

 T
o
u
rlin

k 

P
roject P

artn
ers, 2

0
2
4

）。
こ
れ
に
よ

り
、
製
品
販
売
に
加
え
、
体
験
料
と
い
う
追

加
収
益
を
得
る
構
造
が
生
ま
れ
、
訪
問
者
の

滞
在
時
間
の
延
伸
や
、
地
域
へ
の
理
解
と
愛

着
の
醸
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
う
し
た
モ
デ
ル
を
積
み
重
ね
た
結

果
、
同
村
は
タ
イ
で
初
め
てU

N
 T
ourism

 

の「B
est T

o
u
rism

 V
illages

」
に
認
定

さ
れ
、
そ
の
国
際
的
な
ブ
ラ
ン
ド
価
値
は

一
段
と
高
ま
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う（U

N
 

T
ourism

, 2024

）。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
地
域
経
済
に
も
一

定
の
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
D
A
S
T
A
支
援
地
域
全
体
の

2
0
2
2
年
の
観
光
収
入
は
対
前
年
比
10
・

52
%
増
と
な
り
、
収
入
分
配
を
示
す
ジ
ニ
係

数
5

は
0
・
2
1
4
と
比
較
的
低
い
水
準
に

あ
る
（D

A
S
T
A
, 2

0
2
3

）。
こ
れ
は
、
高

付
加
価
値
化
に
よ
る
収
益
が
一
部
の
事
業
者

に
偏
ら
ず
、
比
較
的
広
く
分
配
さ
れ
て
い
る

可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
D
A
S
T
A
で
は
、
域
外
流
出
に
関
す
る

詳
細
な
デ
ー
タ
収
集
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

流
出
の
原
因
を
特
定
す
る
よ
り
も
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
し
て
「
可
能
な
限
り
地
域

内
の
資
源
を
選
択
す
る
」
よ
う
行
動
変
容
を

促
す
こ
と
を
優
先
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。 

た
だ
し
、
地
域
内
で
生
産
で
き
な
い
必
需
品

に
つ
い
て
は
外
部
調
達
を
認
め
る
な
ど
、
各

地
域
の
状
況
に
合
わ
せ
た
現
実
的
な
運
用
を

行
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
柔
軟
な
運
用
を
基
本
と
す
る
一

方
で
、
地
域
経
済
の
自
立
性
を
担
保
す
る
た

め
、
域
外
流
出
を
防
ぐ
仕
組
み
と
、
対
外
的

な
販
路
を
拡
大
す
る
支
援
の
両
面
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
る
。 

　
「
タ
イ
C
B
T
基
準
」
に
基
づ
き
、
観
光

活
動
に
必
要
な
資
源
（
食
材
、
資
材
、
人
材
）

の
調
達
に
お
い
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内

の
C
B
T
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
を
最
優
先
し
、

次
い
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の
非
メ
ン
バ
ー

住
民
、
近
隣
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
同
郡
・
同

県
内
）、
外
部
事
業
者
と
、
調
達
に
お
け
る

優
先
順
位
を
定
め
て
い
る
。

　
外
部
資
本
に
よ
る
搾
取
を
防
ぐ
た
め
、
各

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
企
業
内
で
は
、
作
業
部
会

や
管
理
職
を
地
元
住
民
に
限
定
す
る
ほ
か
、

地
域
市
場
の
出
店
者
を
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内

外
の
近
隣
住
民
に
限
定
し
、
外
部
業
者
の
参

入
を
制
限
す
る
「
販
売
権
の
保
護
」
等
、
規

則
を
設
け
て
い
る
。

　
技
能
を
持
つ
グ
ル
ー
プ
の
組
織
化
や
、
近

隣
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
を
通
じ
て
、
外
部
の
投
資
家
や
運
営
者

に
対
す
る
地
元
住
民
の
交
渉
力
を
高
め
、
不

当
な
干
渉
を
防
い
で
い
る
。

　
地
域
住
民
は
、
既
に
地
元
の
誰
が
何
を

売
っ
て
い
る
か
を
把
握
し
て
い
る
た
め
、
一

般
的
な
物
品
・
資
材
に
関
す
る
「
地
域
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
名
簿
」
は
作
成
し
て
い
な
い
。
一

D
A
S
T
A
は
「
支
援
者
」
と
い
う
役
割
分
担

の
下
で
協
働
し
て
い
る
（D

A
S
T
A
, 2021

）。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
は
、
住
民
で

構
成
さ
れ
る
「
C
B
T
ク
ラ
ブ
」
等
を
組
織

し
、
観
光
客
の
受
入
方
針
や
利
益
配
分
の

ル
ー
ル
の
決
定
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
、
ガ
イ
ド
や
講
師
と
し
て

の
観
光
客
の
も
て
な
し
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
方
、
D
A
S
T
A
は
G
S
T
C
の
国
際
基

準
を
ベ
ー
ス
に
策
定
し
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

主
導
型
観
光
の
た
め
の
国
家
開
発
基
準

「
タ
イ
C
B
T
基
準
4

」（“T
h
ailan

d
 C
B
T
 

S
tandard”

）（D
A
S
T
A
, 2

0
1
9

）
を
通
じ

て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
提
示
す
る
。
ま
た
、

地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
と
ス
ト
ー
リ
ー

化
、
適
正
価
格
の
設
定
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
等
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通

じ
た
ス
キ
ル
移
転
や
、
観
光
商
品
を
市
場

へ
流
通
さ
せ
る
た
め
の
商
談
の
機
会
等
も

提
供
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
体
制
の
も
と
、
地
域
資
源
を

「
本
物
の
体
験
」へ
と
磨
き
上
げ
、近
年
で
は
、

高
い
利
便
性
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
少
人
数
制

等
の
要
素
も
追
加
さ
れ
た
高
付
加
価
値
商
品

を
創
出
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
バ
ン
コ
ク
の
隣
、
サ
ム
ッ
ト
プ

ラ
カ
ー
ン
県
プ
ラ
プ
ラ
デ
ー
ン
郡
に
位
置
す

る
バ
ン
カ
チ
ャ
オ
（B

an
g K

ach
ao

）は
、

6
つ
の
サ
ブ
地
区
か
ら
成
る

都
市
近
郊
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

と
し
て
指
定
さ
れ
、
D
A
S

T
A 

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

協
働
し
な
が
ら
持
続
可
能
な

観
光
エ
リ
ア
づ
く
り
を
進
め

て
い
る（D

A
S
T
A
, 2024

）。

バ
ン・コ
ブ
ア（B

ang K
obua

）

地
区
で
は
、C
B
T
ク
ラ
ブ
が

組
織
さ
れ
、
ニ
ッ
パ
ヤ
シ
の

ト
ン
ネ
ル
や
タ
イ
ハ
ー
ブ
と

い
っ
た
地
域
資
源
を
活
か
し

た「
自
然
染
色
の
絞
り
染
め

体
験
」
や
「
ハ
ー
バ
ル
ボ
ー

ル
作
り
」
な
ど
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
商
品
化
さ
れ
て

い
る
（T

ravelife for T
our 

O
p
erators &

 T
o
u
rlin

k 

P
roject P

artners, 2024

）。
特
に
運
河
を

巡
る
ボ
ー
ト
ツ
ア
ー
で
は
、
従
来
の
遊
覧
に

加
え
、
ゴ
ミ
拾
い
等
の
環
境
保
護
活
動
や
生

活
体
験
を
組
み
込
ん
で
い
る
【
写
真
1
】。

ま
た
、
ボ
ー
ト
ツ
ア
ー
は
、
予
約
制
と
し
、

運
航
隻
数
や
乗
船
人
数
を
管
理
す
る
こ
と

で
、
環
境
負
荷
と
混
雑
の
緩
和
に
配
慮
し
た

運
営
が
行
わ
れ
て
い
る（D

A
S
T
A
, 2021

）。

こ
の
よ
う
な
小
規
模
・
予
約
制
の
運
航
形
態

は
、
一
般
的
な
ボ
ー
ト
ツ
ア
ー
と
比
べ
て
一

人
当
た
り
の
単
価
が
高
く
な
り
や
す
い
一
方

で
、
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
感

を
両
立
さ
せ
た
高
付
加
価
値
体
験
と
し
て
、

環
境
意
識
の
高
い
旅
行
者
層
に
訴
求
し
て
い

果
と
し
て
成
長
率
が
低
迷
し
「
中
所
得
国
の

罠
」
か
ら
の
脱
却
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
と

指
摘
す
る
。
観
光
分
野
に
つ
い
て
も
、
2
0

1
9
年
の
観
光
収
入
の
8
割
が
わ
ず
か
8
県

に
集
中
し
、
環
境
負
荷
や
社
会
問
題
を
招
い

て
い
る
と
し
た
う
え
で
、
二
次
都
市
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
観
光
・
収
入
の
分
散
と
、

自
然
・
文
化
資
源
に
科
学
技
術
や
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
高
付
加
価
値
な
体

験
創
出
を
通
じ
て
、
持
続
的
か
つ
包
摂
的
な

成
長
を
図
る
こ
と
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
前
述
し
た
「
高
付
加
価
値
化
」
と
「
域

外
流
出
の
抑
制
」
の
同
時
実
現
を
目
指
す
も

の
で
あ
り
、
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

 　
タ
イ
の
観
光
推
進
体
制
に
お
い
て
特
筆
す

べ
き
は
、
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
省
（M

in
istry 

of T
ourism

 and S
ports

：
以
下“M

O
T
S
”

） 

の
下
に
置
か
れ
た
関
係
機
関
の
役
割
分
担
が

明
確
で
あ
る
点
で
あ
る
。
M
O
T
S
所
管
の

国
営
企
業
で
あ
る
タ
イ
国
政
府
観
光
庁

（T
o
u
rism

 A
u
th
ority of T

h
ailan

d

：

以
下“

T
A
T
”

）
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
担
い
、
公
的
機
関
で
あ
る

持
続
的
観
光
特
別
地
域
開
発
管
理
機
構

（D
esign

ated
 A
reas for S

ustainable 

T
o
u
rism

 A
d
m
in
is
tra

tio
n

：
以
下

 
“
D
A
ST
A
”

）が
、
指
定
地
域
に
お
け
る
地
域

資
源
の
開
発
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ベ
ー
ス
ド
・

ツ
ー
リ
ズ
ム（C

om
m
unity 

B
ased

 T
o
u
rism

：
以
下

 
“
C
B
T
”

）の
磨
き
上
げ
を
担
っ

て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、観
光
局

（D
epartm

ent of Tourism

：

D
O
T

）が
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の

開
発
・
監
督
を
、
タ
イ
国
政

府
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
＆
エ
キ

シ
ビ
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー

（T
h
ailan

d
 C
on
ven

tion 

and E
xhibition B

ureau

：

 
“
T
C
E
B
”

）
が 

M
I
C
E 

分

野
の
振
興
を
そ
れ
ぞ
れ
担

い
、
連
携
し
て
い
る
。
本
稿

の
テ
ー
マ
で
あ
る
観
光
の
高

付
加
価
値
化
と
域
外
流
出
抑

制
に
お
い
て
は
、
D
A
S
T

A
と
T
A
T
の
連
携
が
鍵
と

な
っ
て
い
る
た
め
（
図
1
）、

両
機
関
の
具
体
的
な
取
り

組
み
に
着
目
し
、
既
存
の

資
料
整
理
や
ヒ
ア
リ
ン
グ

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て

考
察
す
る
。

　
D
A
S
T
A
は
、
国
家
観
光
政
策
委
員
会

（th
e
 N

a
tio

n
a
l T

o
u
rism

 P
o
lic

y 

C
om

m
ittec

：
N
T
P
C
）に
よ
り
承
認
さ
れ

た
9
つ
の「
持
続
可
能
な
観
光
指
定
地
域
3

」

（
図
2
）
に
お
い
て
、
観
光
商
品
の
高
付
加

価
値
化
を
推
進
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
開
発

の
指
針
と
し
て
「
3
C
」
コ
ン
セ
プ
ト
を
掲

げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
観
光
が
地
域
住
民
に

利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
（C

o
m
m
u
n
ity 

b
en
efit

）、
受
入
環
境
や
イ
ン
フ
ラ
を
適
切

に
整
備
す
る
こ
と
（C

o
n
ven

ien
ce

）、
そ

し
て
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
s
）

や
世
界
持
続
可
能
観
光
協
議
会
（G

lo
b
al 

S
u
stain

ab
le T

o
u
rism

 C
o
u
n
cil 

以

下“
G
S
T
C
”

）
等
、
国
際
基
準
へ
適
合
す

る
こ
と
（C

o
m
p
lian

ce

）
を
条
件
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
枠
組
み
の
中
で
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、「
所
有
者
・
実
行
者
」、

　
世
界
の
観
光
産
業
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を

契
機
と
し
て
大
き
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を

迎
え
て
い
る
。
か
つ
て
主
流
で
あ
っ
た
観
光

客
数
を
中
心
と
し
た
「
量
」
を
追
求
す
る
観

光
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
環
境
負
荷

と
い
っ
た
持
続
可
能
性
の
課
題
を
顕
在
化
さ

せ
た
。
現
在
、
多
く
の
国
や
地
域
は
、
観
光

客
一
人
当
た
り
の
消
費
額
を
高
め
る
、「
高

付
加
価
値
化
」
を
戦
略
目
標
と
し
て
掲
げ
て

い
る
。
こ
の
「
質
」
へ
の
転
換
を
後
押
し
す

る
の
が
、
Z
世
代
や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
呼

ば
れ
る
若
年
層
や
富
裕
層
に
お
け
る
価
値
観

の
変
化
で
あ
る
。
彼
ら
は
旅
行
に
「
本
物
の

体
験
」
を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。

加
え
て
、
上
質
な
体
験
に
対
し
て
は
高
い
支

払
意
向
を
持
つ
こ
と
も
各
種
調
査
か
ら
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
1

。
こ
の
こ
と
は
、
高
付

加
価
値
化
を
目
指
す
観
光
地
に
と
っ
て
追
い

風
と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
高
付
加
価
値
化
が
観
光
地
の
経

済
効
果
に
直
結
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
国
連

環
境
計
画
（U

N
E
P

）
お
よ
び
国
連
世
界

観
光
機
関（U

N
 T
o
u
rism

2

）は
、観
光
の

流
出
（T

ou
rism

 L
eakage

）
を
長
年
に
わ

た
り
指
摘
し
て
き
た
（U

N
E
P
 &
 U
N
W
T
O
, 

2005

）。
こ
れ
は
、
観
光
客
の
現
地
で
の
支

出
が
、
国
際
的
な
O
T
A
（O

n
lin
e T

ravel 

A
gen

t

）
へ
の
手
数
料
、
外
資
系
ホ
テ
ル

チ
ェ
ー
ン
へ
の
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
、
域
外
か
ら

調
達
さ
れ
た
食
材
や
飲
料
の
対
価
と
し
て
、

そ
の
国
・
地
域
か
ら
流
出
し
て
し
ま
う
現
象

で
あ
る
。
特
に
開
発
途
上
国
に
お
い
て
は
、

観
光
収
入
の
4
〜
5
割
が
域
外
に
流
出
し
て

い
る
と
す
る
推
計
も
あ
り
（U

N
C
T
A
D
, 

2
0
1
0

）、
観
光
に
よ
る
経
済
効
果
が
観
光

地
に
十
分
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
観
光
収
入
の
域
外
流
出
を
抑

え
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
内
の
生
産
者
、
事

業
者
、
雇
用
に
直
接
還
元
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
域
内
に
留
ま
っ
た
資
金
が
さ
ら
な
る
消

費
や
投
資
を
生
み
出
し
、
経
済
効
果
が
波
及

す
る
。
加
え
て
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
や
国
際
情

勢
の
変
動
と
い
っ
た
外
部
シ
ョ
ッ
ク
に
対
す

る
耐
性
の
強
化
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
世
界
的
な
動
向
を
踏
ま

え
る
と
、
高
付
加
価
値
旅
行
者
の
支
出
が
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
循
環
す
る
仕
組
み

を
構
築
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
高
付
加
価

値
化
」
と
「
域
外
流
出
の
抑
制
」
の
同
時
実

現
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
世
界
的
な
動
向
と
課
題
解
決
の

モ
デ
ル
と
し
て
、
本
稿
で
は
タ
イ
の
政
策
に

着
目
し
た
い
。

　
タ
イ
で
は
2
0
1
9
年
に
は
約
4
0
0
0

万
人
の
外
国
人
旅
行
者
を
受
け
入
れ
、
国
内

外
の
旅
行
者
に
よ
る
観
光
収
入
は
約
3
兆

バ
ー
ツ
と
推
計
さ
れ
、
名
目
G
D
P
の
約
2

割
を
占
め
た
。
一
方
で
、
タ
イ
政
府
が

2
0
2
1
年
に
国
家
ア
ジ
ェ
ン
ダ
と
し
て
承

認
し
た
「
B
C
G
経
済
モ
デ
ル
推
進
の
た

め
の
行
動
計
画
（
2
0
2
1
‐
2
0
2
7
）」

（
以
下「
B
C
G
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」）

（B
C
G
 M

o
d
e
l Im

p
le
m
e
n
ta
tio

n
 

C
om

m
ittee, 2

0
2
1

）
で
は
、
過
去
の
経

済
発
展
が
天
然
資
源
・
生
物
資
源
の
劣
化
や

富
の
不
均
等
な
分
配
を
も
た
ら
し
、
そ
の
結

　
さ
ら
に
、
両
機
関
の
連
携
は
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
み
に
留
ま
ら
な
い
。先
述
の
通
り
、

T
A
T
は
F
A
M 

ト
リ
ッ
プ
を
実
施
し
、

主
要
観
光
地
と
D
A
S
T
A 

指
定
地
域
を

結
ぶ
体
験
ル
ー
ト
や
商
品
コ
ン
セ
プ
ト
の
検

証
・
改
善
を
図
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
プ
ロ

セ
ス
の
中
で
、
両
機
関
が
周
遊
ル
ー
ト
や
体

験
設
計
を
共
同
で
検
討
す
る
ケ
ー
ス
も
報
告

さ
れ
て
い
る
（D

A
S
T
A
, 2

0
2
3
; JT

T
R
I, 

2
0
2
4

）。
こ
の
よ
う
に
、
T
A
T
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
基
盤
を
通
じ
て
、
D
A
S
T
A 

が
支
援
し
た
地
域
の
「
本
物
」
を
体
験
で
き

る
観
光
商
品
が
適
正
価
格
で
流
通
す
る
枠
組

み
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

 

　
本
調
査
か
ら
、
タ
イ
の
「
高
付
加
価
値
化
」

と
「
域
外
流
出
抑
制
」
に
向
け
た
観
光
施
策

の
特
徴
を
総
括
す
る
と
、
以
下
の
3
点
に
集

約
さ
れ
る
。

　
第
一
に
、
国
の
中
期
国
家
開
発
計
画
で
あ

る
「
第
13
次
国
家
経
済
社
会
開
発
計
画

（
2
0
2
3
‐
2
0
2
7
）」に
お
い
て
、所
得
・

資
産
格
差
お
よ
び
地
域
間
格
差
の
縮
小
が
主

要
な
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

（N
E
S
D
C
, 2

0
2
2

）
か
ら
も
分
か
る
よ
う

に
、
観
光
は
「
主
要
都
市
と
地
方
部
の
格
差

是
正
に
資
す
る
手
段
」
の
一
つ
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
1
9
9
0
年

代
か
ら
導
入
さ
れ
た
C
B
T
は
、
観
光
収
入

を
大
都
市
や
外
資
系
企
業
か
ら
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
へ
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
、
所
得
再
分

配
に
寄
与
す
る
仕
組
み
と
し
て
活
用
さ
れ
て

き
た
。
実
際
に
、
国
家
レ
ベ
ル
の
計
画
や
観

光
セ
ク
タ
ー
の
戦
略
に
お
け
る
K
P
I
に

は
、
観
光
収
入
の
総
額
だ
け
で
な
く
、
主
要

都
市
以
外
の
地
域
が
獲
得
す
る
観
光
収
入
の

比
率
（N

E
S
D
C
, 2022

）
や
、
中
小
企
業

の
競
争
力
強
化
・
支
援
状
況
お
よ
び
観
光

産
業
に
お
け
る
雇
用
創
出
（M

in
istry o

f 

T
o
u
rism

 an
d
 S
p
o
rts, 2

0
2
3

）
な
ど
、

分
配
や
包
摂
性
に
関
わ
る
指
標
も
含
ま
れ
て

い
る
。　

第
二
に
、
国
家
ア
ジ
ェ
ン
ダ
で
あ
る
「
B

C
G
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
背
景
に
、
観

光
分
野
で
「
量
」
か
ら
「
質
」
へ
の
転
換
が
明

確
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
B
C

G
モ
デ
ル
で
は
、
観
光
産
業
を
グ
リ
ー
ン
か

つ
高
付
加
価
値
な
観
光
へ
と
転
換
し
、
二
次

都
市
の
振
興
を
通
じ
て
不
平
等
の
縮
小
と
持

続
可
能
性
の
両
立
を
図
る
こ
と
、そ
し
て
自

然
・
文
化
資
本
と
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

活
用
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る（B

C
G
 

M
o
d
el Im

p
lem

en
tatio

n
 C
o
m
m
ittee, 

2021

）。こ
う
し
た
方
針
に
基
づ
き
、D
A
S

T
A 

等
の
実
施
機
関
は
、
地
域
資
源
に
根

ざ
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
体
の
観
光
を
基
盤

と
し
、
よ
り
高
い
体
験
価
値
と
価
格
を
備
え

た
商
品
開
発
を
進
め
て
い
る
。
本
稿
で
取
り

上
げ
た
バ
ン
カ
チ
ャ
オ
や
ボ
ー
・
ス
ア
ッ
ク

村
等
の
事
例
は
、
こ
の
方
向
性
を
具
体
化
し

た
取
り
組
み
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
第
三
に
、「
戦
略
か
ら
実
践
ま
で
一
体
的

に
実
施
」
さ
れ
る
点
で
あ
る
。「
第
3
次
国
家

観
光
開
発
計
画
（
2
0
2
3
‐
2
0
2
7
）」

で
は
、
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
掲
げ

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
「
制
度
」
と
「
現
場
」

を
つ
な
ぐ
枠
組
み
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
（M

in
istry o

f T
o
u
rism

 an
d
 

S
p
o
rts, 2

0
2
3

）。こ
の
文
脈
の
も
と
で
、

全
国
的
な
認
証
制
度
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し

て「
タ
イ
C
B
T
基
準
」や
ホ
テ
ル
の
環
境
認

証
制
度（
例
：G

re
e
n
 H
o
te
l / G

re
e
n 

H
o
tel P

lu
s

8

）等
が
、現
場
の
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
改
善
の
指
針
と
し
て
機
能
し
て
い

る
。さ
ら
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
体
の
観
光

商
品
を
「
開
発
す
る
」
D
A
S
T
A
と
、
そ

れ
を
国
内
外
市
場
に「
販
売
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
す
る
」
T
A
T
と
い
う
役
割
分
担
が
明
確

化
さ
れ
て
お
り（D

A
S
T
A
, 2

0
2
3
; JT

T
R
I, 

2
0
2
4

）、政
策
が
現
場
レ
ベ
ル
ま
で
浸
透
し

や
す
い
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
考
察
か
ら
、
タ
イ
の
観
光
政
策
は
、

高
付
加
価
値
化
と
域
外
流
出
抑
制
を
ト
レ
ー

ド
オ
フ
の
関
係
で
は
な
く
、
相
互
に
補
完
し

合
う
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
点
に
本
質
的
な

価
値
が
あ
り
、
持
続
可
能
な
観
光
を
目
指
す

世
界
中
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
と
っ

て
、
示
唆
に
富
む
モ
デ
ル
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
日
本
と
タ
イ
で
は
政
治
・
社
会
背

景
が
異
な
る
た
め
、
形
式
的
な
導
入
は
現
実

的
で
は
な
い
も
の
の
、
高
付
加
価
値
化
と
域

外
流
出
抑
制
の
両
立
と
い
う
課
題
は
共
通
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
タ
イ
の
観
光
施
策
か

ら
学
び
得
る
ヒ
ン
ト
も
少
な
く
な
い
。
日
本

で
は
、
地
域
資
源
の
開
発
や
評
価
指
標
の
設

計
に
お
い
て
、
国
際
的
な
基
準
や
指
標
が
十

分
に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
し

た
が
っ
て
、
タ
イ
の
よ
う
に
地
域
資
源
の
開

発
プ
ロ
セ
ス
に
国
際
的
な
視
点
（
国
際
基
準
）

を
組
み
込
み
、
評
価
指
標
に
「
地
域
内
調
達

率
」
の
よ
う
な
経
済
循
環
の
視
点
を
明
示
的

に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
日
本
の
観
光
施
策

に
と
っ
て
も
有
益
な
示
唆
と
な
る
だ
ろ
う
。
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＜注＞
「DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査」によると、「高付加価値旅行者」および「若年層」において、
観光資源・施設の混雑緩和や保護のため金銭負担への賛成率が高い傾向にある。消費額別（2025年度版）：
着地消費100万円以上の層は87%が賛成し、100万円未満の層（68%）を大きく上回る。
世代別（2024年度版 スピンアウトレポート）： Z世代（76%）、ミレニアル世代（72%）、X世代（60%）、
ベビーブーマー世代（47%）と、若年層ほど割合が高い。
国連世界観光機関（United Nations World Tourism Organization: UNWTO）は、2024年1月に機関名を「UN Tourism」に変更した。
本稿では、名称変更前に公表された文献等については当時の名称である「UNWTO」、名称変更後の文献等については新名称である「UN Tourism」と表記する。
DASTAは、王令により指定された以下の9つの特別地域において、重点的な観光開発を行っている。
これらの地域は、自然環境、歴史遺産、地域文化などそれぞれ異なる観光資源を有しており、
持続可能な開発目標（SDGs）やCBTの実践モデル地域として位置づけられている。
チャーン島および周辺地域（トラート県）：海洋資源と低炭素観光のモデル、パタヤ市および周辺地域（チョンブリー県）：
ファミリー向け・MICEへの転換、スコータイ歴史公園および周辺地域（スコータイ県・カムペーンペット県）：世界遺産と歴史文化、
ルーイ県：メコン川流域の自然と地域文化、ナーン県旧市街および周辺地域：伝統文化とソフトパワーの活用、
ウートーン古代都市（スパンブリー県）：歴史教育と創造的観光、
ソンクラー湖流域（ソンクラー県・パッタルン県・ナコーンシータマラート県等）：生態系保全と農業観光、
チャオプラヤー川流域（アユタヤ県等）：河川文化と世界遺産
※指定範囲は特定のエリアに限る、チェンライ県（チェンセーン等）：
北部文化と国境観光※指定地域は行政区画全体ではなく、特定のエリアやクラスターとして定義される場合がある。
コミュニティが持続可能な運営を行うための「開発指針」として機能する。
評価項目は、①組織管理（利益配分の透明性）、②社会・経済（地域雇用の創出・地産地消）、③文化（真正性の維持）、
④環境（資源管理）、⑤サービス・安全（衛生・安全対策）の5分野から成る。
所得分配の不平等さを測る指標で、0から1の間の値をとり、0に近いほど格差が少なく平等であることを示す。
DASTAが運営する、タイ全国のCBT情報を網羅した検索ポータルサイト。
各コミュニティで体験できるアクティビティ（織物、料理、農業体験等）や宿泊施設、および現地の予約コーディネーターの連絡先が掲載されている。
自前のウェブサイトを持てない小規模なコミュニティでも、本データベースに登録されることで、
国内外の旅行会社や個人旅行者からのアクセスが可能となり、商品の販売を支えるインフラとして機能している。
（URL: https://cbtthailand.dasta.or.th/webapp）
DASTAが発行する、高付加価値な体験商品をテーマ別（クリエイティブ観光、低炭素観光等）にまとめたガイドブック。
特に「Jai Jai Booklet」等は、
地域の職人（ローカル・アーティスト）の想いや歴史的背景を「物語（ストーリー）」として高品質なビジュアルで紹介している点が特徴である。
これらは旅行博において旅行会社（バイヤー）へ配布されるなど、ツアー造成のための商品カタログとして活用されている。
タイ政府が認定する環境配慮型宿泊施設の認証制度。
資源の効率的利用や環境管理体制を評価する「Green Hotel」に加え、
近年では国際的なサステナビリティ基準との整合性を高めた上位区分として「Green Hotel Plus」が設けられ、
観光産業全体の環境対応レベルの引き上げが図られている。
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図 1 プーケット国際空港における国際利用客数の推移（※乗り継ぎ利用客は除く）

図 2 各年1月のプーケット国際空港における国際利用客数の推移（※乗り継ぎ利用客は除く）

シ
ス
テ
ム
は
発
達
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
か
ら

得
ら
れ
る
情
報
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か

が
焦
点
に
な
る
と
考
え
る
。

　次
に
、
持
続
性
の
課
題
で
あ
る
。
津
波
ブ

イ
が
1
基
し
か
残
っ
て
い
な
い
現
状
や
、
夜

間
警
備
員
が
増
員
さ
れ
た
も
の
の
元
に
戻
っ

て
い
る
な
ど
、
一
度
整
え
ら
れ
た
対
策
が
継

続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
な
い
例
が
散
見
さ
れ

た
。
ま
た
、
ホ
テ
ル
内
の
遺
構
や
掲
示
に
つ

い
て
、
オ
ー
ナ
ー
の
決
定
に
よ
っ
て
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
は
、
経
営
層
の
個
人
の
関
心
の

程
度
が
、
組
織
と
し
て
の
災
害
対
策
へ
の
関

与
の
積
極
性
に
影
響
す
る
可
能
性
を
示
唆
し

て
い
る
。
特
に
中
小
規
模
の
事
業
者
で
危
機

管
理
が
劣
後
し
や
す
い
と
報
告
さ
れ
て
お

り
、こ
れ
は
日
本
も
例
外
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

不
確
実
な
将
来
へ
の
投
資
を
継
続
的
に
行
う

意
識
と
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
た
め
の
体
制

整
備
が
、
日
本
の
観
光
地
に
も
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　以
上
に
加
え
て
、
災
害
文
化
の
違
い
に
よ

る
課
題
も
再
確
認
し
た
。
プ
ー
ケ
ッ
ト
で
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、
タ
イ
の
他
地
域

で
の
視
察
中
に
自
然
災
害
に
つ
い
て
尋
ね
る

と
、「
地
震
や
津
波
に
つ
い
て
は
日
本
人
の

方
が
詳
し
い
」
と
い
う
発
言
が
折
々
聞
か
れ

た
。
宿
泊
施
設
で
は
、
正
確
に
情
報
を
判
断

で
き
ず
に
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
た
め
、
全
員
に

災
害
情
報
を
共
有
し
な
い
と
の
発
言
が
あ
っ

た
が
、
こ
の
よ
う
に
、
自
然
災
害
に
対
す
る

知
識
を
ほ
と
ん
ど
持
た
な
い
人
々
が
、
訪
日

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
に
は
含
ま
れ
て
い
る

と
想
定
さ
れ
る
。
私
た
ち
は
学
校
教
育
で
訓

練
を
行
っ
て
き
た
こ
と
で
、
一
定
の
自
助
的

対
策
が
共
有
さ
れ
て
い
る
が
、
全
て
の
外
国

人
観
光
客
に
、
日
本
人
と
同
様
の
自
己
判
断

に
基
づ
く
行
動
を
期
待
す
る
こ
と
は
難
し
い

だ
ろ
う
。
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
拡
大
の
時
勢

に
お
い
て
災
害
対
策
を
考
え
る
に
あ
た
り
、

観
光
客
の
自
助
だ
け
で
は
な
く
、
事
業
者
の

役
割
を
ど
う
強
化
す
る
か
と
い
う
視
点
が
、

改
め
て
重
要
だ
と
考
え
る
。

　2
0
2
5
年
3
月
の
バ
ン
コ
ク
に
お
け
る

ビ
ル
倒
壊
を
受
け
て
内
部
で
変
更
し
た
事
項

は
あ
る
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
こ
の
倒
壊

は
地
震
で
は
な
く
建
築
方
法
の
問
題
で
あ

り
、
こ
の
倒
壊
を
機
と
し
た
対
応
や
見
直
し

は
行
っ
て
お
ら
ず
、
通
常
通
り
の
対
策
と
訓

練
を
行
っ
て
い
る
」と
い
う
回
答
の
一
方
で
、

「
建
物
の
安
全
性
確
認
や
、
地
震
の
対
策
、

宿
泊
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

見
直
す
と
と
も
に
、
政
府
機
関
・
自
治
体
と

の
関
係
強
化
や
夜
間
警
備
員
の
一
時
増
員
を

行
っ
た
」
と
い
う
回
答
も
得
ら
れ
、
今
回
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
2
施
設
で
は
意
見
が
分

か
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　ま
た
、
一
方
の
施
設
で
は
、
施
設
内
の

宿
泊
客
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
、

津
波
の
遺
構
や
当
時
の
様
子
を
伝
え
る
掲

示
物
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
意
思
決
定
の

も
と
残
し
て
い
る
の
か
を
質
問
し
た
と
こ

ろ
、
ホ
テ
ル
の
オ
ー
ナ
ー
の
意
向
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　さ
ら
に
片
方
の
施
設
か
ら
は
、
災
害
に
関

す
る
情
報
共
有
を
行
う
ツ
ー
ル
も
開
発
さ
れ

て
い
る
が
、
閲
覧
は
一
定
以
上
の
役
職
者
に

の
み
許
可
さ
れ
て
い
る
と
発
言
が
あ
り
、
そ

の
理
由
は
「
知
識
の
な
い
人
が
通
知
を
受
け

て
も
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
だ
け
だ
か
ら
」
と
説

明
さ
れ
た
。

　パ
ト
ン
ビ
ー
チ
で
は
、
ビ
ー
チ
に
あ
る
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
の
す
ぐ
隣
や
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
の
ゲ
ー
ト
下
な
ど
を
始
め
、
津
波
避
難
経

路
を
表
示
し
た
看
板
や
、
津
波
警
戒
地
域
内

で
あ
る
こ
と
を
示
す
ポ
ー
ル
が
多
数
見
受
け

ら
れ
た
。
避
難
経
路
看
板
は
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

の
ほ
か
、
タ
イ
語
、
英
語
、

中
国
語
の
三
ヶ
国
語
で
表
記

さ
れ
て
い
た
。（
写
真
1
）

　カ
マ
ラ
ビ
ー
チ
で
も
、

ビ
ー
チ
に
は
津
波
の
警
告
が

掲
示
さ
れ
、
D
D
P
M
が
公

開
す
る
電
子
版
に
繫
が
る
二

次
元
コ
ー
ド
も
備
え
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
掲
出
さ
れ

て
い
た
。
ま
た
、
カ
マ
ラ
ビ
ー

チ
に
は
慰
霊
碑
や
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、

津
波
被
害
を
伝
え
て
い
た

（
写
真
2
）ほ
か
、ス
ピ
ー
カ
ー

や
電
光
掲
示
板
を
も
っ
た
警

報
塔
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
宿
泊
施
設
は
、
双

方
、
災
害
対
策
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
そ
こ
に
は
、
顧
客
の
信
頼
を
勝
ち
取
る

と
い
う
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
側
面
が
感
じ
ら

れ
た
。
ま
た
、
地
域
や
施
設
が
抱
え
る
リ
ス

ク
の
分
析
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
く
計
画

や
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
策
定
さ
れ
て
お
り
、
年
に

1
回
以
上
の
頻
度
で
訓
練
の
場
が
設
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　ベ
ー
ス
と
な
る
計
画
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ

り
、
そ
れ
を
所
在
地
ご
と
の
リ
ス
ク
に
応
じ

て
ア
レ
ン
ジ
で
き
る
仕
組
み
は
世
界
的

チ
ェ
ー
ン
の
強
み
で
あ
り
、
他
の
事
業
者
、

特
に
地
元
の
中
小
規
模
の
施
設
が
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
か
は
今
回
明
ら
か
に
で

き
な
か
っ
た
。

　今
回
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
視
察
で
、
次
の
2

点
の
課
題
が
示
唆
さ
れ
た
。
ま
ず
、
イ
ン
フ

ラ
の
課
題
で
あ
る
。
両
施
設
か
ら
、
警
報
シ

ス
テ
ム
の
改
修
や
増
設
が
政
府
へ
の
期
待
と

し
て
挙
げ
ら
れ
た
。
公
的
イ
ン
フ
ラ
は
個
々

の
事
業
者
の
努
力
だ
け
で
は
改
善
で
き
な
い

た
め
、
地
域
が
共
通
し
て
抱
え
る
課
題
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
日
本
で
は
警
報

避
難
訓
練
が
事
業
者
の
自
主
性
に
委
ね
ら
れ

て
い
た
た
め
に
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
な
ど
、
災
害
対
策
の
持
続
性
の
課
題

を
報
告
す
る
も
の
も
あ
る
（W

o
n
g, 2

0
1
2
; 

G
u
rtn

er, 2
0
1
4

）。

　先
述
の
背
景
情
報
を
踏
ま
え
、
取
り
組
み

の
プ
ロ
セ
ス
や
意
思
決
定
と
い
っ
た
背
景
を

聴
取
す
る
こ
と
で
、
日
本
で
よ
り
効
率
的
・

効
果
的
に
災
害
に
備
え
る
た
め
の
示
唆
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
現
地
で
津
波
を
経

験
し
て
い
る
宿
泊
施
設
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
、
併
せ
て
被
災
し
た
ビ
ー
チ
周
辺
の
視

察
を
実
施
し
た
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象
に
宿
泊

施
設
を
設
定
し
た
理
由
は
、
観
光
客
と
従
業

員
が
最
も
密
に
接
す
る
場
の
一
つ
で
あ
る
と

考
え
た
た
め
で
あ
る
。

　ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、
プ
ー
ケ
ッ
ト
国
際
空
港

周
辺
と
パ
ト
ン
ビ
ー
チ
に
位
置
す
る
計
2
施

設
で
行
っ
た
。
両
施
設
と
も
施
設
名
の
記
載

と
、
発
言
者
が
特
定
で
き
る
形
式
で
の
報
告

は
要
望
に
よ
り
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
が
、

と
も
に
大
手
世
界
チ
ェ
ー
ン
が
展
開
す
る
施

設
で
あ
る
。
な
お
、
今
回
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
都
合
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
で
き
た
の

が
2
施
設
の
み
で
あ
り
、
以
下
で
記
載
す
る

内
容
は
プ
ー
ケ
ッ
ト
全
体
の
状
況
を
説
明
す

る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。

　両
施
設
と
も
、
利
用
客
と
従
業
員
の
安
全

確
保
と
そ
の
た
め
の
取
り
組
み
は
重
要
と
認

識
し
て
い
た
。
片
方
の
施
設
に
よ
れ
ば
、
災

害
対
策
が
重
要
で
あ
る
理
由
は
、「
観
光
客

は
安
全
だ
と
感
じ
る
ホ
テ
ル
を
選
ぶ
た
め
、

災
害
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
信
頼
を
築

き
、
安
全
な
ホ
テ
ル
と
し
て
の
評
判
を
高
め

る（
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
効
果
）」か
ら
で
あ
る
。

一
方
で
、
同
施
設
と
し
て
は
利
用
客
の
安
全

確
保
に
尽
力
す
る
も
の
の
、
災
害
時
に
は
一

刻
も
早
い
帰
宅
を
望
む
従
業
員
も
お
り
、
彼

ら
の
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　共
通
し
て
、
津
波
、
熱
帯
低
気
圧
や
台
風
、

洪
水
な
ど
の
水
害
と
、
地
震
で
あ
る
。
そ
の

他
、
一
方
で
は
高
波
、
強
風
、
他
方
で
は
地

す
べ
り
、
酷
暑
や
熱
波
を
想
定
し
て
い
る
。

一
つ
の
施
設
で
は
、
ど
の
よ
う
な
危
機
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
発
生
可
能
性

（L
ikelih

o
o
d

）、
発
生
時
の
被
害
結
果

（C
o
n
seq

u
en
ce

）
を
分
析
し
、
そ
れ
ら
に

基
づ
き
総
合
リ
ス
ク
評
価
（O

verall R
isk 

R
atin

g

）
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
優
先
し
て

対
策
に
取
り
組
む
べ
き
危
機
・
災
害
を
特
定

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
津
波
は
発
生
可
能
性

は
低
く
評
価
し
て
い
る
が
、
発
生
時
の
被
害

結
果
は
非
常
に
高
い
と
評
価
し
、
総
合
リ
ス

ク
は
高
い
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　両
施
設
と
も
に
、
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
と
し

て
基
盤
と
な
る
危
機
管
理
計
画
を
、
地
域
の

特
性
に
合
わ
せ
た
危
機
・
災
害
に
沿
っ
て

ア
レ
ン
ジ
し
て
運
用
し
て
お
り
、
発
生
前

（P
reparedness

）、発
生
時
（R

esponse

）、

発
生
後
（R

ecovery

）
の
3
段
階
を
基
本
に

し
た
計
画
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
計
画
は

6
ヶ
月
に
1
回
等
、
定
期
的
に
見
直
さ
れ
る

ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
都
度
柔
軟
に
変

更
さ
れ
る
。

　ま
た
、
両
施
設
と
も
年
1
〜
2
回
の
施
設

全
体
で
の
訓
練
と
、
別
途
部
署
ご
と
の
訓
練

を
基
本
に
、
定
期
的
に
周
知
・
教
育
を
行
っ

て
い
る
。
訓
練
は
原
則
全
員
参
加
と
し
、
特

に
新
し
く
加
わ
っ
た
従
業
員
に
は
参
加
を
促

し
て
い
る
。
一
方
の
施
設
で
は
、
や
む
を
得

ず
不
参
加
と
な
っ
た
従
業
員
に
は
資
料
送
付

な
ど
で
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
。

　両
施
設
と
も
、
当
時
の
状
況
や
デ
ー
タ
を

記
録
し
て
い
る
。
加
え
て
、
片
方
の
施
設
で

は
、
津
波
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
被
害
が
発

生
し
た
の
か
、
な
ぜ
被
害
が
大
き
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
か
、
ま
た
、
繰
り
返
さ
な
い
た

め
に
必
要
な
こ
と
を
従
業
員
に
掲
示
物
な
ど

で
伝
え
て
い
る
。

　両
施
設
と
も
、
防
災
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を

求
め
る
。片
方
の
施
設
の
担
当
者
に
よ
れ
ば
、

「
2
0
0
4
年
の
津
波
後
に
ア
ン
ダ
マ
ン
海

に
早
期
警
報
に
繫
が
る
津
波
ブ
イ
が
設
置
さ

れ
た
は
ず
だ
が
、
こ
の
20
年
間
に
故
障
な
ど

で
現
在
動
い
て
い
る
ブ
イ
は
1
基
の
み
と
思

わ
れ
る
」。
ま
た
、
両
施
設
か
ら
、
防
災
警

報
塔
の
設
置
や
改
善
、
S
M
S
や
サ
イ
レ
ン

を
利
用
し
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
情
報
発
信
シ
ス

テ
ム
の
構
築
も
求
め
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
一
施
設
か
ら
は
公
共
の
避
難
経

路
の
整
備
や
訓
練
へ
の
協
力
も
期
待
し
て
お

り
、
既
往
研
究
で
持
続
性
の
課
題
が
報
告
さ

れ
て
い
た
分
野
に
引
き
続
き
困
難
を
抱
え
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　観
光
産
業
と
、
観
光
活
動
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
る
人
々
の
生
活
は
、
外
的
環
境
の
変
化

に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
常
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
。
自
然
災
害
も
外
的
リ
ス
ク
の
一

つ
で
あ
り
、
大
規
模
災
害
直
後
に
は
当
該
地

域
へ
の
旅
行
活
動
が
著
し
く
抑
制
さ
れ
、
観

光
収
入
の
減
少
に
直
結
す
る
こ
と
は
、
経
験

か
ら
も
十
分
に
想
像
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　国
家
主
導
で
観
光
産
業
振
興
に
取
り
組
ん

で
い
る
タ
イ
も
、
こ
の
よ
う
な
経
験
を
し
て

い
る
。
2
0
0
4
年
12
月
26
日
に
発
生
し
た

ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
に
伴
う
大
津
波
（
イ
ン

ド
洋
大
津
波
）
は
、
イ
ン
ド
洋
沿
岸
諸
国
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
タ
イ
南
部
の

リ
ゾ
ー
ト
観
光
地
で
あ
っ
た
プ
ー
ケ
ッ
ト
で

も
、
そ
の
観
光
資
源
で
あ
る
ビ
ー
チ
や
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
が
津
波
に
襲
わ
れ
、
住
民
の

み
な
ら
ず
外
国
人
観
光
客
に
も
死
傷
者
・
行

方
不
明
者
を
出
す
事
態
と
な
っ
た
。
こ
の
津

波
が
発
端
と
な
っ
た
旅
行
者
数
や
消
費
額
の

減
少
は
、
住
民
の
多
く
が
直
接
的
・
間
接
的

に
観
光
産
業
に
従
事
し
て
い
た
た
め
、
彼
ら

の
経
済
と
生
活
基
盤
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

し
た
。

　さ
ら
に
直
近
で
は
、
2
0
2
5
年
3
月
28

日
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
発
生
し
た
M
7
・
7
の

地
震
が
、
震
央
か
ら
約
1
0
0
0
㎞
離
れ
た

タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ
ク
に
ま
で
伝
播
し
、
ビ

ル
の
倒
壊
な
ど
が
発
生
し
た
。
タ
イ
国
政
府

観
光
庁
（
T
A
T;T

o
u
rism

 A
u
th
o
rity 

o
f T

h
ailan

d

）
は
、
こ
の
地
震
の
翌
日
に
、

状
況
が
通
常
通
り
に
回
復
し
て
い
る
こ
と
、

安
全
確
保
の
た
め
の
定
期
的
な
現
状
把
握
を

引
き
続
き
行
う
こ
と
を
発
表
し
、
観
光
客
の

不
安
感
の
払
拭
に
努
め
て
い
る
。

　防
災
ま
た
は
災
害
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
構
築

は
、
持
続
可
能
な
開
発
と
も
深
く
関
連
し
、

国
際
的
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
特
に
小
規
模
事
業
者
で
、
危
険
に

関
す
る
課
題
の
優
先
順
位
が
低
く
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
報
告
も
あ
る

（John
ston

, et al., 2
0
0
7

） 

。

　加
え
て
、
例
え
ば
大
き
な
地
震
が
少
な
い

地
域
出
身
の
人
々
が
、
揺
れ
を
感
じ
た
時
の

適
切
な
行
動
を
予
め
知
っ
て
い
る
こ
と
は
稀

で
あ
る
よ
う
に
、
観
光
客
は
地
域
住
民
と
比

べ
て
災
害
に
対
し
て
よ
り
脆
弱
で
あ
り
、
彼

ら
の
安
全
確
保
に
は
、
観
光
客
と
実
際
に
接

点
を
持
つ
機
会
の
多
い
観
光
産
業
の
従
業
員

が
重
要
な
役
割
を
担
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る

（R
itch

ie, 2
0
0
8
; 

照
本, 2

0
2
3

）。

　2
0
2
5
年
7
月
1
日
時
点
の
南
海
ト
ラ

フ
地
震
防
災
対
策
推
進
基
本
計
画
に
お
い

て
、
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
地
域
で
M
8
〜
9

ク
ラ
ス
の
巨
大
地
震
が
30
年
以
内
に
発
生
す

る
確
率
は
80
％
程
度
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

沿
岸
観
光
地
も
含
め
、
全
国
的
に
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
、
ま
た
は
誘

客
に
努
め
て
い
る
な
か
で
、
観
光
産
業
に
お

い
て
災
害
へ
備
え
る
こ
と
の
重
要
性
は
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
取
り
組
み

の
プ
ロ
セ
ス
や
意
思
決
定
と
い
っ
た
背
景
を

聴
取
し
す
る
こ
と
で
、日
本
で
よ
り
効
率
的
・

効
果
的
に
災
害
に
備
え
る
た
め
の
示
唆
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
2
0
0
4
年
12
月

の
イ
ン
ド
洋
大
津
波
を
経
験
し
た
プ
ー

ケ
ッ
ト
の
宿
泊
施
設
に
お
け
る
自
然
災
害

へ
の
取
り
組
み
や
、
被
災
後
20
年
以
上
が

経
過
し
た
現
地
の
状
況
に
つ
い
て
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
結

果
を
報
告
す
る
。

　2
0
0
4
年
12
月
の
津
波
は
、
プ
ー
ケ
ッ

タイ・
プ
ーケット
に
お
け
る

災
害
に
対
す
る

取
り
組
み

3
3

観
光
研
究
部 

研
究
員

川
口
雪
衣

2
．タ
イ
南
部
に
お
け
る

被
災
状
況
と

そ
の
後
の
対
応

1
．自
然
災
害
が

観
光
産
業
に
与
え
る

影
響

ト
国
際
空
港
付
近
で
4
ｍ
、
主
要
ビ
ー
チ
で

あ
る
パ
ト
ン
ビ
ー
チ
で
6
ｍ
の
高
さ
だ
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。
沿
岸
部
の
ホ
テ
ル
も
被

災
し
、
プ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
け
る
2
0
0
5
年

1
月
か
ら
3
月
の
客
室
稼
働
率
は
約
3
分
の

1
に
ま
で
落
ち
込
む
な
ど
、
観
光
客
数
は
大

幅
に
減
少
し
た（B

irklan
d, et al., 20

0
6

）

（
図
1
、図
2
）。

　そ
の
後
、
ホ
テ
ル
や
リ
ゾ
ー
ト
は
お
よ
そ

9
〜
10
ヶ
月
で
復
旧
し
た
が
、
観
光
客
数
の

回
復
に
は
被
災
か
ら
約
20
ヶ
月
を
要
し
て
お

り
、
こ
の
遅
れ
は
、
ホ
テ
ル
や
リ
ゾ
ー
ト
が

再
建
に
多
額
の
費
用
を
費
や
し
た
も
の
の
、

稼
働
率
が
低
い
状
態
が
続
く
こ
と
で
長
期
間

に
わ
た
っ
て
低
収
入
に
苦
し
ん
だ
実
態
を
示

唆
し
て
い
る
（T

an
g, et al., 2

0
1
9

）。

　T
A
T
は
観
光
客
の
信
頼
回
復
に
対
す
る

責
任
機
関
と
な
り
、
国
内
外
の
旅
行
会
社
や

旅
行
代
理
店
の
被
災
地
へ
の
招
聘
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
、
割
引

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
提
供
な
ど
を
行
っ
た
。
そ
の

他
、
地
震
観
測
所
の
設
置
・
改
修
が
行
わ
れ
、

2
0
0
7
年
に
は
防
災
減
災
局（
D
D
P
M
：

D
e
p
a
r
tm

e
n
t o

f D
is
a
s
te

r 

P
reven

tio
n
 an

d
 M
itigatio

n

）が
設
立

さ
れ
、
津
波
対
策
訓
練
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。ま
た
、国
際
的
に
は
、
U
N
W
T
O

や
P
A
T
A
も
参
加
し
た
会
議
に
て
プ
ー

ケ
ッ
ト
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
が
定
め
ら
れ

た
。
こ
れ
に
は
、
潜
在
的
な
観
光
客
や
観

光
関
連
事
業
者
の
信
頼
回
復
の
た
め
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
、
持
続
可
能
な
再
開

発
と
い
っ
た
分
野
が
含
ま
れ
た
。

　被
災
地
の
復
興
や
観
光
客
回
復
の
た
め
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
、
将
来
の
安
全
性
と

い
っ
た
観
点
か
ら
防
災
イ
ン
フ
ラ
や
避
難
訓

練
等
も
実
施
さ
れ
た
。
し
か
し
、
被
災
か
ら

約
10
年
後
に
発
表
さ
れ
た
研
究
の
中
に
は
、

整
備
さ
れ
た
警
報
塔
や
避
難
経
路
の
一
部
が

十
分
に
機
能
し
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
や
、

年計 到着客数 年計 出発客数

2004年12月26日
インド洋大津波発生

出典：タイ空港公社 https://investor.airportthai.co.th/transport_archive.rev より筆者作成
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‒❸ タイ・プーケットにおける災害に対する取り組み3
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図 1 プーケット国際空港における国際利用客数の推移（※乗り継ぎ利用客は除く）

図 2 各年1月のプーケット国際空港における国際利用客数の推移（※乗り継ぎ利用客は除く）

シ
ス
テ
ム
は
発
達
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
か
ら

得
ら
れ
る
情
報
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か

が
焦
点
に
な
る
と
考
え
る
。

　次
に
、
持
続
性
の
課
題
で
あ
る
。
津
波
ブ

イ
が
1
基
し
か
残
っ
て
い
な
い
現
状
や
、
夜

間
警
備
員
が
増
員
さ
れ
た
も
の
の
元
に
戻
っ

て
い
る
な
ど
、
一
度
整
え
ら
れ
た
対
策
が
継

続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
な
い
例
が
散
見
さ
れ

た
。
ま
た
、
ホ
テ
ル
内
の
遺
構
や
掲
示
に
つ

い
て
、
オ
ー
ナ
ー
の
決
定
に
よ
っ
て
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
は
、
経
営
層
の
個
人
の
関
心
の

程
度
が
、
組
織
と
し
て
の
災
害
対
策
へ
の
関

与
の
積
極
性
に
影
響
す
る
可
能
性
を
示
唆
し

て
い
る
。
特
に
中
小
規
模
の
事
業
者
で
危
機

管
理
が
劣
後
し
や
す
い
と
報
告
さ
れ
て
お

り
、こ
れ
は
日
本
も
例
外
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

不
確
実
な
将
来
へ
の
投
資
を
継
続
的
に
行
う

意
識
と
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
た
め
の
体
制

整
備
が
、
日
本
の
観
光
地
に
も
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　以
上
に
加
え
て
、
災
害
文
化
の
違
い
に
よ

る
課
題
も
再
確
認
し
た
。
プ
ー
ケ
ッ
ト
で
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、
タ
イ
の
他
地
域

で
の
視
察
中
に
自
然
災
害
に
つ
い
て
尋
ね
る

と
、「
地
震
や
津
波
に
つ
い
て
は
日
本
人
の

方
が
詳
し
い
」
と
い
う
発
言
が
折
々
聞
か
れ

た
。
宿
泊
施
設
で
は
、
正
確
に
情
報
を
判
断

で
き
ず
に
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
た
め
、
全
員
に

災
害
情
報
を
共
有
し
な
い
と
の
発
言
が
あ
っ

た
が
、
こ
の
よ
う
に
、
自
然
災
害
に
対
す
る

知
識
を
ほ
と
ん
ど
持
た
な
い
人
々
が
、
訪
日

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
に
は
含
ま
れ
て
い
る

と
想
定
さ
れ
る
。
私
た
ち
は
学
校
教
育
で
訓

練
を
行
っ
て
き
た
こ
と
で
、
一
定
の
自
助
的

対
策
が
共
有
さ
れ
て
い
る
が
、
全
て
の
外
国

人
観
光
客
に
、
日
本
人
と
同
様
の
自
己
判
断

に
基
づ
く
行
動
を
期
待
す
る
こ
と
は
難
し
い

だ
ろ
う
。
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
拡
大
の
時
勢

に
お
い
て
災
害
対
策
を
考
え
る
に
あ
た
り
、

観
光
客
の
自
助
だ
け
で
は
な
く
、
事
業
者
の

役
割
を
ど
う
強
化
す
る
か
と
い
う
視
点
が
、

改
め
て
重
要
だ
と
考
え
る
。

　2
0
2
5
年
3
月
の
バ
ン
コ
ク
に
お
け
る

ビ
ル
倒
壊
を
受
け
て
内
部
で
変
更
し
た
事
項

は
あ
る
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
こ
の
倒
壊

は
地
震
で
は
な
く
建
築
方
法
の
問
題
で
あ

り
、
こ
の
倒
壊
を
機
と
し
た
対
応
や
見
直
し

は
行
っ
て
お
ら
ず
、
通
常
通
り
の
対
策
と
訓

練
を
行
っ
て
い
る
」と
い
う
回
答
の
一
方
で
、

「
建
物
の
安
全
性
確
認
や
、
地
震
の
対
策
、

宿
泊
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

見
直
す
と
と
も
に
、
政
府
機
関
・
自
治
体
と

の
関
係
強
化
や
夜
間
警
備
員
の
一
時
増
員
を

行
っ
た
」
と
い
う
回
答
も
得
ら
れ
、
今
回
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
2
施
設
で
は
意
見
が
分

か
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　ま
た
、
一
方
の
施
設
で
は
、
施
設
内
の

宿
泊
客
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
、

津
波
の
遺
構
や
当
時
の
様
子
を
伝
え
る
掲

示
物
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
意
思
決
定
の

も
と
残
し
て
い
る
の
か
を
質
問
し
た
と
こ

ろ
、
ホ
テ
ル
の
オ
ー
ナ
ー
の
意
向
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　さ
ら
に
片
方
の
施
設
か
ら
は
、
災
害
に
関

す
る
情
報
共
有
を
行
う
ツ
ー
ル
も
開
発
さ
れ

て
い
る
が
、
閲
覧
は
一
定
以
上
の
役
職
者
に

の
み
許
可
さ
れ
て
い
る
と
発
言
が
あ
り
、
そ

の
理
由
は
「
知
識
の
な
い
人
が
通
知
を
受
け

て
も
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
だ
け
だ
か
ら
」
と
説

明
さ
れ
た
。

　パ
ト
ン
ビ
ー
チ
で
は
、
ビ
ー
チ
に
あ
る
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
の
す
ぐ
隣
や
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
の
ゲ
ー
ト
下
な
ど
を
始
め
、
津
波
避
難
経

路
を
表
示
し
た
看
板
や
、
津
波
警
戒
地
域
内

で
あ
る
こ
と
を
示
す
ポ
ー
ル
が
多
数
見
受
け

ら
れ
た
。
避
難
経
路
看
板
は
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

の
ほ
か
、
タ
イ
語
、
英
語
、

中
国
語
の
三
ヶ
国
語
で
表
記

さ
れ
て
い
た
（
写
真
1
）。

　カ
マ
ラ
ビ
ー
チ
で
も
、

ビ
ー
チ
に
は
津
波
の
警
告
が

掲
示
さ
れ
、
D
D
P
M
が
公

開
す
る
電
子
版
に
繫
が
る
二

次
元
コ
ー
ド
も
備
え
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
掲
出
さ
れ

て
い
た
。
ま
た
、
カ
マ
ラ
ビ
ー

チ
に
は
慰
霊
碑
や
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、

津
波
被
害
を
伝
え
て
い
た

（
写
真
2
）ほ
か
、ス
ピ
ー
カ
ー

や
電
光
掲
示
板
を
も
っ
た
警

報
塔
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
宿
泊
施
設
は
、
双

方
、
災
害
対
策
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
そ
こ
に
は
、
顧
客
の
信
頼
を
勝
ち
取
る

と
い
う
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
側
面
が
感
じ
ら

れ
た
。
ま
た
、
地
域
や
施
設
が
抱
え
る
リ
ス

ク
の
分
析
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
く
計
画

や
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
策
定
さ
れ
て
お
り
、
年
に

1
回
以
上
の
頻
度
で
訓
練
の
場
が
設
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　ベ
ー
ス
と
な
る
計
画
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ

り
、
そ
れ
を
所
在
地
ご
と
の
リ
ス
ク
に
応
じ

て
ア
レ
ン
ジ
で
き
る
仕
組
み
は
世
界
的

チ
ェ
ー
ン
の
強
み
で
あ
り
、
他
の
事
業
者
、

特
に
地
元
の
中
小
規
模
の
施
設
が
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
か
は
今
回
明
ら
か
に
で

き
な
か
っ
た
。

　今
回
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
視
察
で
、
次
の
2

点
の
課
題
が
示
唆
さ
れ
た
。
ま
ず
、
イ
ン
フ

ラ
の
課
題
で
あ
る
。
両
施
設
か
ら
、
警
報
シ

ス
テ
ム
の
改
修
や
増
設
が
政
府
へ
の
期
待
と

し
て
挙
げ
ら
れ
た
。
公
的
イ
ン
フ
ラ
は
個
々

の
事
業
者
の
努
力
だ
け
で
は
改
善
で
き
な
い

た
め
、
地
域
が
共
通
し
て
抱
え
る
課
題
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
日
本
で
は
警
報

避
難
訓
練
が
事
業
者
の
自
主
性
に
委
ね
ら
れ

て
い
た
た
め
に
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
な
ど
、
災
害
対
策
の
持
続
性
の
課
題

を
報
告
す
る
も
の
も
あ
る
（W

o
n
g, 2

0
1
2
; 

G
u
rtn

er, 2
0
1
4

）。

　先
述
の
背
景
情
報
を
踏
ま
え
、
取
り
組
み

の
プ
ロ
セ
ス
や
意
思
決
定
と
い
っ
た
背
景
を

聴
取
す
る
こ
と
で
、
日
本
で
よ
り
効
率
的
・

効
果
的
に
災
害
に
備
え
る
た
め
の
示
唆
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
現
地
で
津
波
を
経

験
し
て
い
る
宿
泊
施
設
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
、
併
せ
て
被
災
し
た
ビ
ー
チ
周
辺
の
視

察
を
実
施
し
た
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象
に
宿
泊

施
設
を
設
定
し
た
理
由
は
、
観
光
客
と
従
業

員
が
最
も
密
に
接
す
る
場
の
一
つ
で
あ
る
と

考
え
た
た
め
で
あ
る
。

　ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、
プ
ー
ケ
ッ
ト
国
際
空
港

周
辺
と
パ
ト
ン
ビ
ー
チ
に
位
置
す
る
計
2
施

設
で
行
っ
た
。
両
施
設
と
も
施
設
名
の
記
載

と
、
発
言
者
が
特
定
で
き
る
形
式
で
の
報
告

は
要
望
に
よ
り
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
が
、

と
も
に
大
手
世
界
チ
ェ
ー
ン
が
展
開
す
る
施

設
で
あ
る
。
な
お
、
今
回
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
都
合
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
で
き
た
の

が
2
施
設
の
み
で
あ
り
、
以
下
で
記
載
す
る

内
容
は
プ
ー
ケ
ッ
ト
全
体
の
状
況
を
説
明
す

る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。

　両
施
設
と
も
、
利
用
客
と
従
業
員
の
安
全

確
保
と
そ
の
た
め
の
取
り
組
み
は
重
要
と
認

識
し
て
い
た
。
片
方
の
施
設
に
よ
れ
ば
、
災

害
対
策
が
重
要
で
あ
る
理
由
は
、「
観
光
客

は
安
全
だ
と
感
じ
る
ホ
テ
ル
を
選
ぶ
た
め
、

災
害
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
信
頼
を
築

き
、
安
全
な
ホ
テ
ル
と
し
て
の
評
判
を
高
め

る（
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
効
果
）」か
ら
で
あ
る
。

一
方
で
、
同
施
設
と
し
て
は
利
用
客
の
安
全

確
保
に
尽
力
す
る
も
の
の
、
災
害
時
に
は
一

刻
も
早
い
帰
宅
を
望
む
従
業
員
も
お
り
、
彼

ら
の
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　共
通
し
て
、
津
波
、
熱
帯
低
気
圧
や
台
風
、

洪
水
な
ど
の
水
害
と
、
地
震
で
あ
る
。
そ
の

他
、
一
方
で
は
高
波
、
強
風
、
他
方
で
は
地

す
べ
り
、
酷
暑
や
熱
波
を
想
定
し
て
い
る
。

一
つ
の
施
設
で
は
、
ど
の
よ
う
な
危
機
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
発
生
可
能
性

（L
ikelih

o
o
d

）、
発
生
時
の
被
害
結
果

（C
o
n
seq

u
en
ce

）
を
分
析
し
、
そ
れ
ら
に

基
づ
き
総
合
リ
ス
ク
評
価
（O

verall R
isk 

R
atin

g

）
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
優
先
し
て

対
策
に
取
り
組
む
べ
き
危
機
・
災
害
を
特
定

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
津
波
は
発
生
可
能
性

は
低
く
評
価
し
て
い
る
が
、
発
生
時
の
被
害

結
果
は
非
常
に
高
い
と
評
価
し
、
総
合
リ
ス

ク
は
高
い
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　両
施
設
と
も
に
、
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
と
し

て
基
盤
と
な
る
危
機
管
理
計
画
を
、
地
域
の

特
性
に
合
わ
せ
た
危
機
・
災
害
に
沿
っ
て

ア
レ
ン
ジ
し
て
運
用
し
て
お
り
、
発
生
前

（P
reparedness

）、発
生
時
（R

esponse

）、

発
生
後
（R

ecovery

）
の
3
段
階
を
基
本
に

し
た
計
画
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
計
画
は

6
ヶ
月
に
1
回
等
、
定
期
的
に
見
直
さ
れ
る

ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
都
度
柔
軟
に
変

更
さ
れ
る
。

　ま
た
、
両
施
設
と
も
年
1
〜
2
回
の
施
設

全
体
で
の
訓
練
と
、
別
途
部
署
ご
と
の
訓
練

を
基
本
に
、
定
期
的
に
周
知
・
教
育
を
行
っ

て
い
る
。
訓
練
は
原
則
全
員
参
加
と
し
、
特

に
新
し
く
加
わ
っ
た
従
業
員
に
は
参
加
を
促

し
て
い
る
。
一
方
の
施
設
で
は
、
や
む
を
得

ず
不
参
加
と
な
っ
た
従
業
員
に
は
資
料
送
付

な
ど
で
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
。

　両
施
設
と
も
、
当
時
の
状
況
や
デ
ー
タ
を

記
録
し
て
い
る
。
加
え
て
、
片
方
の
施
設
で

は
、
津
波
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
被
害
が
発

生
し
た
の
か
、
な
ぜ
被
害
が
大
き
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
か
、
ま
た
、
繰
り
返
さ
な
い
た

め
に
必
要
な
こ
と
を
従
業
員
に
掲
示
物
な
ど

で
伝
え
て
い
る
。

　両
施
設
と
も
、
防
災
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を

求
め
る
。片
方
の
施
設
の
担
当
者
に
よ
れ
ば
、

「
2
0
0
4
年
の
津
波
後
に
ア
ン
ダ
マ
ン
海

に
早
期
警
報
に
繫
が
る
津
波
ブ
イ
が
設
置
さ

れ
た
は
ず
だ
が
、
こ
の
20
年
間
に
故
障
な
ど

で
現
在
動
い
て
い
る
ブ
イ
は
1
基
の
み
と
思

わ
れ
る
」。
ま
た
、
両
施
設
か
ら
、
防
災
警

報
塔
の
設
置
や
改
善
、
S
M
S
や
サ
イ
レ
ン

を
利
用
し
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
情
報
発
信
シ
ス

テ
ム
の
構
築
も
求
め
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
一
施
設
か
ら
は
公
共
の
避
難
経

路
の
整
備
や
訓
練
へ
の
協
力
も
期
待
し
て
お

り
、
既
往
研
究
で
持
続
性
の
課
題
が
報
告
さ

れ
て
い
た
分
野
に
引
き
続
き
困
難
を
抱
え
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　観
光
産
業
と
、
観
光
活
動
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
る
人
々
の
生
活
は
、
外
的
環
境
の
変
化

に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
常
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
。
自
然
災
害
も
外
的
リ
ス
ク
の
一

つ
で
あ
り
、
大
規
模
災
害
直
後
に
は
当
該
地

域
へ
の
旅
行
活
動
が
著
し
く
抑
制
さ
れ
、
観

光
収
入
の
減
少
に
直
結
す
る
こ
と
は
、
経
験

か
ら
も
十
分
に
想
像
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　国
家
主
導
で
観
光
産
業
振
興
に
取
り
組
ん

で
い
る
タ
イ
も
、
こ
の
よ
う
な
経
験
を
し
て

い
る
。
2
0
0
4
年
12
月
26
日
に
発
生
し
た

ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
に
伴
う
大
津
波
（
イ
ン

ド
洋
大
津
波
）
は
、
イ
ン
ド
洋
沿
岸
諸
国
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
タ
イ
南
部
の

リ
ゾ
ー
ト
観
光
地
で
あ
っ
た
プ
ー
ケ
ッ
ト
で

も
、
そ
の
観
光
資
源
で
あ
る
ビ
ー
チ
や
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
が
津
波
に
襲
わ
れ
、
住
民
の

み
な
ら
ず
外
国
人
観
光
客
に
も
死
傷
者
・
行

方
不
明
者
を
出
す
事
態
と
な
っ
た
。
こ
の
津

波
が
発
端
と
な
っ
た
旅
行
者
数
や
消
費
額
の

減
少
は
、
住
民
の
多
く
が
直
接
的
・
間
接
的

に
観
光
産
業
に
従
事
し
て
い
た
た
め
、
彼
ら

の
経
済
と
生
活
基
盤
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

し
た
。

　さ
ら
に
直
近
で
は
、
2
0
2
5
年
3
月
28

日
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
発
生
し
た
M
7
・
7
の

地
震
が
、
震
央
か
ら
約
1
0
0
0
㎞
離
れ
た

タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ
ク
に
ま
で
伝
播
し
、
ビ

ル
の
倒
壊
な
ど
が
発
生
し
た
。
タ
イ
国
政
府

観
光
庁
（
T
A
T;T

o
u
rism

 A
u
th
o
rity 

o
f T

h
ailan

d

）
は
、
こ
の
地
震
の
翌
日
に
、

状
況
が
通
常
通
り
に
回
復
し
て
い
る
こ
と
、

安
全
確
保
の
た
め
の
定
期
的
な
現
状
把
握
を

引
き
続
き
行
う
こ
と
を
発
表
し
、
観
光
客
の

不
安
感
の
払
拭
に
努
め
て
い
る
。

　防
災
ま
た
は
災
害
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
構
築

は
、
持
続
可
能
な
開
発
と
も
深
く
関
連
し
、

国
際
的
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
特
に
小
規
模
事
業
者
で
、
危
険
に

関
す
る
課
題
の
優
先
順
位
が
低
く
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
報
告
も
あ
る

（John
ston

, et al., 2
0
0
7

） 

。

　加
え
て
、
例
え
ば
大
き
な
地
震
が
少
な
い

地
域
出
身
の
人
々
が
、
揺
れ
を
感
じ
た
時
の

適
切
な
行
動
を
予
め
知
っ
て
い
る
こ
と
は
稀

で
あ
る
よ
う
に
、
観
光
客
は
地
域
住
民
と
比

べ
て
災
害
に
対
し
て
よ
り
脆
弱
で
あ
り
、
彼

ら
の
安
全
確
保
に
は
、
観
光
客
と
実
際
に
接

点
を
持
つ
機
会
の
多
い
観
光
産
業
の
従
業
員

が
重
要
な
役
割
を
担
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る

（R
itch

ie, 2
0
0
8
; 

照
本, 2

0
2
3

）。

　2
0
2
5
年
7
月
1
日
時
点
の
南
海
ト
ラ

フ
地
震
防
災
対
策
推
進
基
本
計
画
に
お
い

て
、
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
地
域
で
M
8
〜
9

ク
ラ
ス
の
巨
大
地
震
が
30
年
以
内
に
発
生
す

る
確
率
は
80
％
程
度
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

沿
岸
観
光
地
も
含
め
、
全
国
的
に
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
、
ま
た
は
誘

客
に
努
め
て
い
る
な
か
で
、
観
光
産
業
に
お

い
て
災
害
へ
備
え
る
こ
と
の
重
要
性
は
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
取
り
組
み

の
プ
ロ
セ
ス
や
意
思
決
定
と
い
っ
た
背
景
を

聴
取
し
す
る
こ
と
で
、日
本
で
よ
り
効
率
的
・

効
果
的
に
災
害
に
備
え
る
た
め
の
示
唆
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
2
0
0
4
年
12
月

の
イ
ン
ド
洋
大
津
波
を
経
験
し
た
プ
ー

ケ
ッ
ト
の
宿
泊
施
設
に
お
け
る
自
然
災
害

へ
の
取
り
組
み
や
、
被
災
後
20
年
以
上
が

経
過
し
た
現
地
の
状
況
に
つ
い
て
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
結

果
を
報
告
す
る
。

　2
0
0
4
年
12
月
の
津
波
は
、
プ
ー
ケ
ッ

タイ・
プ
ーケット
に
お
け
る

災
害
に
対
す
る

取
り
組
み

3
3

観
光
研
究
部 

研
究
員

川
口
雪
衣

2
．タ
イ
南
部
に
お
け
る

被
災
状
況
と

そ
の
後
の
対
応

1
．自
然
災
害
が

観
光
産
業
に
与
え
る

影
響

ト
国
際
空
港
付
近
で
4
ｍ
、
主
要
ビ
ー
チ
で

あ
る
パ
ト
ン
ビ
ー
チ
で
6
ｍ
の
高
さ
だ
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。
沿
岸
部
の
ホ
テ
ル
も
被

災
し
、
プ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
け
る
2
0
0
5
年

1
月
か
ら
3
月
の
客
室
稼
働
率
は
約
3
分
の

1
に
ま
で
落
ち
込
む
な
ど
、
観
光
客
数
は
大

幅
に
減
少
し
た（B

irklan
d, et al., 20

0
6

）

（
図
1
、図
2
）。

　そ
の
後
、
ホ
テ
ル
や
リ
ゾ
ー
ト
は
お
よ
そ

9
〜
10
ヶ
月
で
復
旧
し
た
が
、
観
光
客
数
の

回
復
に
は
被
災
か
ら
約
20
ヶ
月
を
要
し
て
お

り
、
こ
の
遅
れ
は
、
ホ
テ
ル
や
リ
ゾ
ー
ト
が

再
建
に
多
額
の
費
用
を
費
や
し
た
も
の
の
、

稼
働
率
が
低
い
状
態
が
続
く
こ
と
で
長
期
間

に
わ
た
っ
て
低
収
入
に
苦
し
ん
だ
実
態
を
示

唆
し
て
い
る
（T

an
g, et al., 2

0
1
9

）。

　T
A
T
は
観
光
客
の
信
頼
回
復
に
対
す
る

責
任
機
関
と
な
り
、
国
内
外
の
旅
行
会
社
や

旅
行
代
理
店
の
被
災
地
へ
の
招
聘
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
、
割
引

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
提
供
な
ど
を
行
っ
た
。
そ
の

他
、
地
震
観
測
所
の
設
置
・
改
修
が
行
わ
れ
、

2
0
0
7
年
に
は
防
災
減
災
局（
D
D
P
M
：

D
epartm

en
t of D

isaster P
reven

tion
 

an
d
 M
itigatio

n

）が
設
立
さ
れ
、
津
波
対

策
訓
練
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。ま
た
、

国
際
的
に
は
、
U
N
W
T
O
や
P
A
T
A
も

参
加
し
た
会
議
に
て
プ
ー
ケ
ッ
ト
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
は
、
潜

在
的
な
観
光
客
や
観
光
関
連
事
業
者
の
信

頼
回
復
の
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
、

持
続
可
能
な
再
開
発
と
い
っ
た
分
野
が
含

ま
れ
た
。

　被
災
地
の
復
興
や
観
光
客
回
復
の
た
め
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
、
将
来
の
安
全
性
と

い
っ
た
観
点
か
ら
防
災
イ
ン
フ
ラ
や
避
難
訓

練
等
も
実
施
さ
れ
た
。
し
か
し
、
被
災
か
ら

約
10
年
後
に
発
表
さ
れ
た
研
究
の
中
に
は
、

整
備
さ
れ
た
警
報
塔
や
避
難
経
路
の
一
部
が

十
分
に
機
能
し
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
や
、

年計 到着客数 年計 出発客数

2004年12月26日
インド洋大津波発生

出典：タイ空港公社 https://investor.airportthai.co.th/transport_archive.rev より筆者作成
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655,734

969,334

863,171
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742,632
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1,004,712
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三 校



シ
ス
テ
ム
は
発
達
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
か
ら

得
ら
れ
る
情
報
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か

が
焦
点
に
な
る
と
考
え
る
。

　次
に
、
持
続
性
の
課
題
で
あ
る
。
津
波
ブ

イ
が
1
基
し
か
残
っ
て
い
な
い
現
状
や
、
夜

間
警
備
員
が
増
員
さ
れ
た
も
の
の
元
に
戻
っ

て
い
る
な
ど
、
一
度
整
え
ら
れ
た
対
策
が
継

続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
な
い
例
が
散
見
さ
れ

た
。
ま
た
、
ホ
テ
ル
内
の
遺
構
や
掲
示
に
つ

い
て
、
オ
ー
ナ
ー
の
決
定
に
よ
っ
て
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
は
、
経
営
層
の
個
人
の
関
心
の

程
度
が
、
組
織
と
し
て
の
災
害
対
策
へ
の
関

与
の
積
極
性
に
影
響
す
る
可
能
性
を
示
唆
し

て
い
る
。
特
に
中
小
規
模
の
事
業
者
で
危
機

管
理
が
劣
後
し
や
す
い
と
報
告
さ
れ
て
お

り
、こ
れ
は
日
本
も
例
外
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

不
確
実
な
将
来
へ
の
投
資
を
継
続
的
に
行
う

意
識
と
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
た
め
の
体
制

整
備
が
、
日
本
の
観
光
地
に
も
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　以
上
に
加
え
て
、
災
害
文
化
の
違
い
に
よ

る
課
題
も
再
確
認
し
た
。
プ
ー
ケ
ッ
ト
で
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、
タ
イ
の
他
地
域

で
の
視
察
中
に
自
然
災
害
に
つ
い
て
尋
ね
る

と
、「
地
震
や
津
波
に
つ
い
て
は
日
本
人
の

方
が
詳
し
い
」
と
い
う
発
言
が
折
々
聞
か
れ

た
。
宿
泊
施
設
で
は
、
正
確
に
情
報
を
判
断

で
き
ず
に
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
た
め
、
全
員
に

災
害
情
報
を
共
有
し
な
い
と
の
発
言
が
あ
っ

た
が
、
こ
の
よ
う
に
、
自
然
災
害
に
対
す
る

知
識
を
ほ
と
ん
ど
持
た
な
い
人
々
が
、
訪
日

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
に
は
含
ま
れ
て
い
る

と
想
定
さ
れ
る
。
私
た
ち
は
学
校
教
育
で
訓

練
を
行
っ
て
き
た
こ
と
で
、
一
定
の
自
助
的

対
策
が
共
有
さ
れ
て
い
る
が
、
全
て
の
外
国

人
観
光
客
に
、
日
本
人
と
同
様
の
自
己
判
断

に
基
づ
く
行
動
を
期
待
す
る
こ
と
は
難
し
い

だ
ろ
う
。
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
拡
大
の
時
勢

に
お
い
て
災
害
対
策
を
考
え
る
に
あ
た
り
、

観
光
客
の
自
助
だ
け
で
は
な
く
、
事
業
者
の

役
割
を
ど
う
強
化
す
る
か
と
い
う
視
点
が
、

改
め
て
重
要
だ
と
考
え
る
。

　2
0
2
5
年
3
月
の
バ
ン
コ
ク
に
お
け
る

ビ
ル
倒
壊
を
受
け
て
内
部
で
変
更
し
た
事
項

は
あ
る
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
こ
の
倒
壊

は
地
震
で
は
な
く
建
築
方
法
の
問
題
で
あ

り
、
こ
の
倒
壊
を
機
と
し
た
対
応
や
見
直
し

は
行
っ
て
お
ら
ず
、
通
常
通
り
の
対
策
と
訓

練
を
行
っ
て
い
る
」と
い
う
回
答
の
一
方
で
、

「
建
物
の
安
全
性
確
認
や
、
地
震
の
対
策
、

宿
泊
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

見
直
す
と
と
も
に
、
政
府
機
関
・
自
治
体
と

の
関
係
強
化
や
夜
間
警
備
員
の
一
時
増
員
を

行
っ
た
」
と
い
う
回
答
も
得
ら
れ
、
今
回
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
2
施
設
で
は
意
見
が
分

か
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　ま
た
、
一
方
の
施
設
で
は
、
施
設
内
の

宿
泊
客
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
、

津
波
の
遺
構
や
当
時
の
様
子
を
伝
え
る
掲

示
物
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
意
思
決
定
の

も
と
残
し
て
い
る
の
か
を
質
問
し
た
と
こ

ろ
、
ホ
テ
ル
の
オ
ー
ナ
ー
の
意
向
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　さ
ら
に
片
方
の
施
設
か
ら
は
、
災
害
に
関

す
る
情
報
共
有
を
行
う
ツ
ー
ル
も
開
発
さ
れ

て
い
る
が
、
閲
覧
は
一
定
以
上
の
役
職
者
に

の
み
許
可
さ
れ
て
い
る
と
発
言
が
あ
り
、
そ

の
理
由
は
「
知
識
の
な
い
人
が
通
知
を
受
け

て
も
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
だ
け
だ
か
ら
」
と
説

明
さ
れ
た
。

　パ
ト
ン
ビ
ー
チ
で
は
、
ビ
ー
チ
に
あ
る
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
の
す
ぐ
隣
や
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
の
ゲ
ー
ト
下
な
ど
を
始
め
、
津
波
避
難
経

路
を
表
示
し
た
看
板
や
、
津
波
警
戒
地
域
内

で
あ
る
こ
と
を
示
す
ポ
ー
ル
が
多
数
見
受
け

ら
れ
た
。
避
難
経
路
看
板
は
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

の
ほ
か
、
タ
イ
語
、
英
語
、

中
国
語
の
三
ヶ
国
語
で
表
記

さ
れ
て
い
た
。（
写
真
1
）

　カ
マ
ラ
ビ
ー
チ
で
も
、

ビ
ー
チ
に
は
津
波
の
警
告
が

掲
示
さ
れ
、
D
D
P
M
が
公

開
す
る
電
子
版
に
繫
が
る
二

次
元
コ
ー
ド
も
備
え
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
掲
出
さ
れ

て
い
た
。
ま
た
、
カ
マ
ラ
ビ
ー

チ
に
は
慰
霊
碑
や
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、

津
波
被
害
を
伝
え
て
い
た

（
写
真
2
）ほ
か
、ス
ピ
ー
カ
ー

や
電
光
掲
示
板
を
も
っ
た
警

報
塔
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
宿
泊
施
設
は
、
双

方
、
災
害
対
策
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
そ
こ
に
は
、
顧
客
の
信
頼
を
勝
ち
取
る

と
い
う
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
側
面
が
感
じ
ら

れ
た
。
ま
た
、
地
域
や
施
設
が
抱
え
る
リ
ス

ク
の
分
析
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
く
計
画

や
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
策
定
さ
れ
て
お
り
、
年
に

1
回
以
上
の
頻
度
で
訓
練
の
場
が
設
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　ベ
ー
ス
と
な
る
計
画
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ

り
、
そ
れ
を
所
在
地
ご
と
の
リ
ス
ク
に
応
じ

て
ア
レ
ン
ジ
で
き
る
仕
組
み
は
世
界
的

チ
ェ
ー
ン
の
強
み
で
あ
り
、
他
の
事
業
者
、

特
に
地
元
の
中
小
規
模
の
施
設
が
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
か
は
今
回
明
ら
か
に
で

き
な
か
っ
た
。

　今
回
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
視
察
で
、
次
の
2

点
の
課
題
が
示
唆
さ
れ
た
。
ま
ず
、
イ
ン
フ

ラ
の
課
題
で
あ
る
。
両
施
設
か
ら
、
警
報
シ

ス
テ
ム
の
改
修
や
増
設
が
政
府
へ
の
期
待
と

し
て
挙
げ
ら
れ
た
。
公
的
イ
ン
フ
ラ
は
個
々

の
事
業
者
の
努
力
だ
け
で
は
改
善
で
き
な
い

た
め
、
地
域
が
共
通
し
て
抱
え
る
課
題
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
日
本
で
は
警
報

避
難
訓
練
が
事
業
者
の
自
主
性
に
委
ね
ら
れ

て
い
た
た
め
に
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
な
ど
、
災
害
対
策
の
持
続
性
の
課
題

を
報
告
す
る
も
の
も
あ
る
（W

o
n
g, 2

0
1
2
; 

G
u
rtn

er, 2
0
1
4

）。

　先
述
の
背
景
情
報
を
踏
ま
え
、
取
り
組
み

の
プ
ロ
セ
ス
や
意
思
決
定
と
い
っ
た
背
景
を

聴
取
す
る
こ
と
で
、
日
本
で
よ
り
効
率
的
・

効
果
的
に
災
害
に
備
え
る
た
め
の
示
唆
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
現
地
で
津
波
を
経

験
し
て
い
る
宿
泊
施
設
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
、
併
せ
て
被
災
し
た
ビ
ー
チ
周
辺
の
視

察
を
実
施
し
た
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象
に
宿
泊

施
設
を
設
定
し
た
理
由
は
、
観
光
客
と
従
業

員
が
最
も
密
に
接
す
る
場
の
一
つ
で
あ
る
と

考
え
た
た
め
で
あ
る
。

　ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、
プ
ー
ケ
ッ
ト
国
際
空
港

周
辺
と
パ
ト
ン
ビ
ー
チ
に
位
置
す
る
計
2
施

設
で
行
っ
た
。
両
施
設
と
も
施
設
名
の
記
載

と
、
発
言
者
が
特
定
で
き
る
形
式
で
の
報
告

は
要
望
に
よ
り
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
が
、

と
も
に
大
手
世
界
チ
ェ
ー
ン
が
展
開
す
る
施

設
で
あ
る
。
な
お
、
今
回
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
都
合
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
で
き
た
の

が
2
施
設
の
み
で
あ
り
、
以
下
で
記
載
す
る

内
容
は
プ
ー
ケ
ッ
ト
全
体
の
状
況
を
説
明
す

る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。

　両
施
設
と
も
、
利
用
客
と
従
業
員
の
安
全

確
保
と
そ
の
た
め
の
取
り
組
み
は
重
要
と
認

識
し
て
い
た
。
片
方
の
施
設
に
よ
れ
ば
、
災

害
対
策
が
重
要
で
あ
る
理
由
は
、「
観
光
客

は
安
全
だ
と
感
じ
る
ホ
テ
ル
を
選
ぶ
た
め
、

災
害
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
信
頼
を
築

き
、
安
全
な
ホ
テ
ル
と
し
て
の
評
判
を
高
め

る（
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
効
果
）」か
ら
で
あ
る
。

一
方
で
、
同
施
設
と
し
て
は
利
用
客
の
安
全

確
保
に
尽
力
す
る
も
の
の
、
災
害
時
に
は
一

刻
も
早
い
帰
宅
を
望
む
従
業
員
も
お
り
、
彼

ら
の
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　共
通
し
て
、
津
波
、
熱
帯
低
気
圧
や
台
風
、

洪
水
な
ど
の
水
害
と
、
地
震
で
あ
る
。
そ
の

他
、
一
方
で
は
高
波
、
強
風
、
他
方
で
は
地

す
べ
り
、
酷
暑
や
熱
波
を
想
定
し
て
い
る
。

一
つ
の
施
設
で
は
、
ど
の
よ
う
な
危
機
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
発
生
可
能
性

（L
ikelih

o
o
d

）、
発
生
時
の
被
害
結
果

（C
o
n
seq

u
en
ce

）
を
分
析
し
、
そ
れ
ら
に

基
づ
き
総
合
リ
ス
ク
評
価
（O

verall R
isk 

R
atin

g

）
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
優
先
し
て

対
策
に
取
り
組
む
べ
き
危
機
・
災
害
を
特
定

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
津
波
は
発
生
可
能
性

は
低
く
評
価
し
て
い
る
が
、
発
生
時
の
被
害

結
果
は
非
常
に
高
い
と
評
価
し
、
総
合
リ
ス

ク
は
高
い
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　両
施
設
と
も
に
、
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
と
し

て
基
盤
と
な
る
危
機
管
理
計
画
を
、
地
域
の

特
性
に
合
わ
せ
た
危
機
・
災
害
に
沿
っ
て

ア
レ
ン
ジ
し
て
運
用
し
て
お
り
、
発
生
前

（P
reparedness

）、発
生
時
（R

esponse

）、

発
生
後
（R

ecovery

）
の
3
段
階
を
基
本
に

し
た
計
画
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
計
画
は

6
ヶ
月
に
1
回
等
、
定
期
的
に
見
直
さ
れ
る

ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
都
度
柔
軟
に
変

更
さ
れ
る
。

　ま
た
、
両
施
設
と
も
年
1
〜
2
回
の
施
設

全
体
で
の
訓
練
と
、
別
途
部
署
ご
と
の
訓
練

を
基
本
に
、
定
期
的
に
周
知
・
教
育
を
行
っ

て
い
る
。
訓
練
は
原
則
全
員
参
加
と
し
、
特

に
新
し
く
加
わ
っ
た
従
業
員
に
は
参
加
を
促

し
て
い
る
。
一
方
の
施
設
で
は
、
や
む
を
得

ず
不
参
加
と
な
っ
た
従
業
員
に
は
資
料
送
付

な
ど
で
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
。

　両
施
設
と
も
、
当
時
の
状
況
や
デ
ー
タ
を

記
録
し
て
い
る
。
加
え
て
、
片
方
の
施
設
で

は
、
津
波
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
被
害
が
発

生
し
た
の
か
、
な
ぜ
被
害
が
大
き
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
か
、
ま
た
、
繰
り
返
さ
な
い
た

め
に
必
要
な
こ
と
を
従
業
員
に
掲
示
物
な
ど

で
伝
え
て
い
る
。

　両
施
設
と
も
、
防
災
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を

求
め
る
。片
方
の
施
設
の
担
当
者
に
よ
れ
ば
、

「
2
0
0
4
年
の
津
波
後
に
ア
ン
ダ
マ
ン
海

に
早
期
警
報
に
繫
が
る
津
波
ブ
イ
が
設
置
さ

れ
た
は
ず
だ
が
、
こ
の
20
年
間
に
故
障
な
ど

で
現
在
動
い
て
い
る
ブ
イ
は
1
基
の
み
と
思

わ
れ
る
」。
ま
た
、
両
施
設
か
ら
、
防
災
警

報
塔
の
設
置
や
改
善
、
S
M
S
や
サ
イ
レ
ン

を
利
用
し
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
情
報
発
信
シ
ス

テ
ム
の
構
築
も
求
め
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
一
施
設
か
ら
は
公
共
の
避
難
経

路
の
整
備
や
訓
練
へ
の
協
力
も
期
待
し
て
お

り
、
既
往
研
究
で
持
続
性
の
課
題
が
報
告
さ

れ
て
い
た
分
野
に
引
き
続
き
困
難
を
抱
え
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　観
光
産
業
と
、
観
光
活
動
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
る
人
々
の
生
活
は
、
外
的
環
境
の
変
化

に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
常
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
。
自
然
災
害
も
外
的
リ
ス
ク
の
一

つ
で
あ
り
、
大
規
模
災
害
直
後
に
は
当
該
地

域
へ
の
旅
行
活
動
が
著
し
く
抑
制
さ
れ
、
観

光
収
入
の
減
少
に
直
結
す
る
こ
と
は
、
経
験

か
ら
も
十
分
に
想
像
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　国
家
主
導
で
観
光
産
業
振
興
に
取
り
組
ん

で
い
る
タ
イ
も
、
こ
の
よ
う
な
経
験
を
し
て

い
る
。
2
0
0
4
年
12
月
26
日
に
発
生
し
た

ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
に
伴
う
大
津
波
（
イ
ン

ド
洋
大
津
波
）
は
、
イ
ン
ド
洋
沿
岸
諸
国
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
タ
イ
南
部
の

リ
ゾ
ー
ト
観
光
地
で
あ
っ
た
プ
ー
ケ
ッ
ト
で

も
、
そ
の
観
光
資
源
で
あ
る
ビ
ー
チ
や
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
が
津
波
に
襲
わ
れ
、
住
民
の

み
な
ら
ず
外
国
人
観
光
客
に
も
死
傷
者
・
行

方
不
明
者
を
出
す
事
態
と
な
っ
た
。
こ
の
津

波
が
発
端
と
な
っ
た
旅
行
者
数
や
消
費
額
の

減
少
は
、
住
民
の
多
く
が
直
接
的
・
間
接
的

に
観
光
産
業
に
従
事
し
て
い
た
た
め
、
彼
ら

の
経
済
と
生
活
基
盤
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

し
た
。

　さ
ら
に
直
近
で
は
、
2
0
2
5
年
3
月
28

日
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
発
生
し
た
M
7
・
7
の

地
震
が
、
震
央
か
ら
約
1
0
0
0
㎞
離
れ
た

タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ
ク
に
ま
で
伝
播
し
、
ビ

ル
の
倒
壊
な
ど
が
発
生
し
た
。
タ
イ
国
政
府

観
光
庁
（
T
A
T;T

o
u
rism

 A
u
th
o
rity 

o
f T

h
ailan

d

）
は
、
こ
の
地
震
の
翌
日
に
、

状
況
が
通
常
通
り
に
回
復
し
て
い
る
こ
と
、

安
全
確
保
の
た
め
の
定
期
的
な
現
状
把
握
を

引
き
続
き
行
う
こ
と
を
発
表
し
、
観
光
客
の

不
安
感
の
払
拭
に
努
め
て
い
る
。

　防
災
ま
た
は
災
害
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
構
築

は
、
持
続
可
能
な
開
発
と
も
深
く
関
連
し
、

国
際
的
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
特
に
小
規
模
事
業
者
で
、
危
険
に

関
す
る
課
題
の
優
先
順
位
が
低
く
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
報
告
も
あ
る

（John
ston

, et al., 2
0
0
7

） 

。

　加
え
て
、
例
え
ば
大
き
な
地
震
が
少
な
い

地
域
出
身
の
人
々
が
、
揺
れ
を
感
じ
た
時
の

適
切
な
行
動
を
予
め
知
っ
て
い
る
こ
と
は
稀

で
あ
る
よ
う
に
、
観
光
客
は
地
域
住
民
と
比

べ
て
災
害
に
対
し
て
よ
り
脆
弱
で
あ
り
、
彼

ら
の
安
全
確
保
に
は
、
観
光
客
と
実
際
に
接

点
を
持
つ
機
会
の
多
い
観
光
産
業
の
従
業
員

が
重
要
な
役
割
を
担
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る

（R
itch

ie, 2
0
0
8
; 

照
本, 2

0
2
3

）。

　2
0
2
5
年
7
月
1
日
時
点
の
南
海
ト
ラ

フ
地
震
防
災
対
策
推
進
基
本
計
画
に
お
い

て
、
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
地
域
で
M
8
〜
9

ク
ラ
ス
の
巨
大
地
震
が
30
年
以
内
に
発
生
す

る
確
率
は
80
％
程
度
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

沿
岸
観
光
地
も
含
め
、
全
国
的
に
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
、
ま
た
は
誘

客
に
努
め
て
い
る
な
か
で
、
観
光
産
業
に
お

い
て
災
害
へ
備
え
る
こ
と
の
重
要
性
は
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
取
り
組
み

の
プ
ロ
セ
ス
や
意
思
決
定
と
い
っ
た
背
景
を

聴
取
し
す
る
こ
と
で
、日
本
で
よ
り
効
率
的
・

効
果
的
に
災
害
に
備
え
る
た
め
の
示
唆
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
2
0
0
4
年
12
月

の
イ
ン
ド
洋
大
津
波
を
経
験
し
た
プ
ー

ケ
ッ
ト
の
宿
泊
施
設
に
お
け
る
自
然
災
害

へ
の
取
り
組
み
や
、
被
災
後
20
年
以
上
が

経
過
し
た
現
地
の
状
況
に
つ
い
て
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
結

果
を
報
告
す
る
。

　2
0
0
4
年
12
月
の
津
波
は
、
プ
ー
ケ
ッ

4
．タ
イ・
プ
ー
ケ
ッ
ト
で
の

事
例
か
ら

3
．大
津
波
か
ら

20
年
以
上
が

経
過
し
た

現
在
の
プ
ー
ケ
ッ
ト

災
害
対
策
の
重
要
性

計
画
と
訓
練

2
0
0
4
年
大
津
波
の
継
承

国
の
政
策
に
期
待
す
る
こ
と

そ
の
他

想
定
さ
れ
る
自
然
災
害
と

リ
ス
ク
評
価

ト
国
際
空
港
付
近
で
4
ｍ
、
主
要
ビ
ー
チ
で

あ
る
パ
ト
ン
ビ
ー
チ
で
6
ｍ
の
高
さ
だ
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。
沿
岸
部
の
ホ
テ
ル
も
被

災
し
、
プ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
け
る
2
0
0
5
年

1
月
か
ら
3
月
の
客
室
稼
働
率
は
約
3
分
の

1
に
ま
で
落
ち
込
む
な
ど
、
観
光
客
数
は
大

幅
に
減
少
し
た（B

irklan
d, et al., 20

0
6

）

（
図
1
、図
2
）。

　そ
の
後
、
ホ
テ
ル
や
リ
ゾ
ー
ト
は
お
よ
そ

9
〜
10
ヶ
月
で
復
旧
し
た
が
、
観
光
客
数
の

回
復
に
は
被
災
か
ら
約
20
ヶ
月
を
要
し
て
お

り
、
こ
の
遅
れ
は
、
ホ
テ
ル
や
リ
ゾ
ー
ト
が

再
建
に
多
額
の
費
用
を
費
や
し
た
も
の
の
、

稼
働
率
が
低
い
状
態
が
続
く
こ
と
で
長
期
間

に
わ
た
っ
て
低
収
入
に
苦
し
ん
だ
実
態
を
示

唆
し
て
い
る
（T

an
g, et al., 2

0
1
9

）。

　T
A
T
は
観
光
客
の
信
頼
回
復
に
対
す
る

責
任
機
関
と
な
り
、
国
内
外
の
旅
行
会
社
や

旅
行
代
理
店
の
被
災
地
へ
の
招
聘
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
、
割
引

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
提
供
な
ど
を
行
っ
た
。
そ
の

他
、
地
震
観
測
所
の
設
置
・
改
修
が
行
わ
れ
、

2
0
0
7
年
に
は
防
災
減
災
局（
D
D
P
M
：

D
e
p
a
r
tm

e
n
t o

f D
is
a
s
te

r 

P
reven

tio
n
 an

d
 M
itigatio

n

）が
設
立

さ
れ
、
津
波
対
策
訓
練
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。ま
た
、国
際
的
に
は
、
U
N
W
T
O

や
P
A
T
A
も
参
加
し
た
会
議
に
て
プ
ー

ケ
ッ
ト
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
が
定
め
ら
れ

た
。
こ
れ
に
は
、
潜
在
的
な
観
光
客
や
観

光
関
連
事
業
者
の
信
頼
回
復
の
た
め
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
、
持
続
可
能
な
再
開

発
と
い
っ
た
分
野
が
含
ま
れ
た
。

　被
災
地
の
復
興
や
観
光
客
回
復
の
た
め
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
、
将
来
の
安
全
性
と

い
っ
た
観
点
か
ら
防
災
イ
ン
フ
ラ
や
避
難
訓

練
等
も
実
施
さ
れ
た
。
し
か
し
、
被
災
か
ら

約
10
年
後
に
発
表
さ
れ
た
研
究
の
中
に
は
、

整
備
さ
れ
た
警
報
塔
や
避
難
経
路
の
一
部
が

十
分
に
機
能
し
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
や
、

写真1：パトンビーチの津波警戒標識

写真2：カマラビーチにある津波について記した碑
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シ
ス
テ
ム
は
発
達
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
か
ら

得
ら
れ
る
情
報
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か

が
焦
点
に
な
る
と
考
え
る
。

　次
に
、
持
続
性
の
課
題
で
あ
る
。
津
波
ブ

イ
が
1
基
し
か
残
っ
て
い
な
い
現
状
や
、
夜

間
警
備
員
が
増
員
さ
れ
た
も
の
の
元
に
戻
っ

て
い
る
な
ど
、
一
度
整
え
ら
れ
た
対
策
が
継

続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
な
い
例
が
散
見
さ
れ

た
。
ま
た
、
ホ
テ
ル
内
の
遺
構
や
掲
示
に
つ

い
て
、
オ
ー
ナ
ー
の
決
定
に
よ
っ
て
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
は
、
経
営
層
の
個
人
の
関
心
の

程
度
が
、
組
織
と
し
て
の
災
害
対
策
へ
の
関

与
の
積
極
性
に
影
響
す
る
可
能
性
を
示
唆
し

て
い
る
。
特
に
中
小
規
模
の
事
業
者
で
危
機

管
理
が
劣
後
し
や
す
い
と
報
告
さ
れ
て
お

り
、こ
れ
は
日
本
も
例
外
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

不
確
実
な
将
来
へ
の
投
資
を
継
続
的
に
行
う

意
識
と
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
た
め
の
体
制

整
備
が
、
日
本
の
観
光
地
に
も
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　以
上
に
加
え
て
、
災
害
文
化
の
違
い
に
よ

る
課
題
も
再
確
認
し
た
。
プ
ー
ケ
ッ
ト
で
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、
タ
イ
の
他
地
域

で
の
視
察
中
に
自
然
災
害
に
つ
い
て
尋
ね
る

と
、「
地
震
や
津
波
に
つ
い
て
は
日
本
人
の

方
が
詳
し
い
」
と
い
う
発
言
が
折
々
聞
か
れ

た
。
宿
泊
施
設
で
は
、
正
確
に
情
報
を
判
断

で
き
ず
に
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
た
め
、
全
員
に

災
害
情
報
を
共
有
し
な
い
と
の
発
言
が
あ
っ

た
が
、
こ
の
よ
う
に
、
自
然
災
害
に
対
す
る

知
識
を
ほ
と
ん
ど
持
た
な
い
人
々
が
、
訪
日

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
に
は
含
ま
れ
て
い
る

と
想
定
さ
れ
る
。
私
た
ち
は
学
校
教
育
で
訓

練
を
行
っ
て
き
た
こ
と
で
、
一
定
の
自
助
的

対
策
が
共
有
さ
れ
て
い
る
が
、
全
て
の
外
国

人
観
光
客
に
、
日
本
人
と
同
様
の
自
己
判
断

に
基
づ
く
行
動
を
期
待
す
る
こ
と
は
難
し
い

だ
ろ
う
。
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
拡
大
の
時
勢

に
お
い
て
災
害
対
策
を
考
え
る
に
あ
た
り
、

観
光
客
の
自
助
だ
け
で
は
な
く
、
事
業
者
の

役
割
を
ど
う
強
化
す
る
か
と
い
う
視
点
が
、

改
め
て
重
要
だ
と
考
え
る
。

　2
0
2
5
年
3
月
の
バ
ン
コ
ク
に
お
け
る

ビ
ル
倒
壊
を
受
け
て
内
部
で
変
更
し
た
事
項

は
あ
る
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
こ
の
倒
壊

は
地
震
で
は
な
く
建
築
方
法
の
問
題
で
あ

り
、
こ
の
倒
壊
を
機
と
し
た
対
応
や
見
直
し

は
行
っ
て
お
ら
ず
、
通
常
通
り
の
対
策
と
訓

練
を
行
っ
て
い
る
」と
い
う
回
答
の
一
方
で
、

「
建
物
の
安
全
性
確
認
や
、
地
震
の
対
策
、

宿
泊
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

見
直
す
と
と
も
に
、
政
府
機
関
・
自
治
体
と

の
関
係
強
化
や
夜
間
警
備
員
の
一
時
増
員
を

行
っ
た
」
と
い
う
回
答
も
得
ら
れ
、
今
回
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
2
施
設
で
は
意
見
が
分

か
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　ま
た
、
一
方
の
施
設
で
は
、
施
設
内
の

宿
泊
客
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
、

津
波
の
遺
構
や
当
時
の
様
子
を
伝
え
る
掲

示
物
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
意
思
決
定
の

も
と
残
し
て
い
る
の
か
を
質
問
し
た
と
こ

ろ
、
ホ
テ
ル
の
オ
ー
ナ
ー
の
意
向
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　さ
ら
に
片
方
の
施
設
か
ら
は
、
災
害
に
関

す
る
情
報
共
有
を
行
う
ツ
ー
ル
も
開
発
さ
れ

て
い
る
が
、
閲
覧
は
一
定
以
上
の
役
職
者
に

の
み
許
可
さ
れ
て
い
る
と
発
言
が
あ
り
、
そ

の
理
由
は
「
知
識
の
な
い
人
が
通
知
を
受
け

て
も
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
だ
け
だ
か
ら
」
と
説

明
さ
れ
た
。

　パ
ト
ン
ビ
ー
チ
で
は
、
ビ
ー
チ
に
あ
る
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
の
す
ぐ
隣
や
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
の
ゲ
ー
ト
下
な
ど
を
始
め
、
津
波
避
難
経

路
を
表
示
し
た
看
板
や
、
津
波
警
戒
地
域
内

で
あ
る
こ
と
を
示
す
ポ
ー
ル
が
多
数
見
受
け

ら
れ
た
。
避
難
経
路
看
板
は
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

の
ほ
か
、
タ
イ
語
、
英
語
、

中
国
語
の
三
ヶ
国
語
で
表
記

さ
れ
て
い
た
（
写
真
1
）。

　カ
マ
ラ
ビ
ー
チ
で
も
、

ビ
ー
チ
に
は
津
波
の
警
告
が

掲
示
さ
れ
、
D
D
P
M
が
公

開
す
る
電
子
版
に
繫
が
る
二

次
元
コ
ー
ド
も
備
え
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
掲
出
さ
れ

て
い
た
。
ま
た
、
カ
マ
ラ
ビ
ー

チ
に
は
慰
霊
碑
や
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、

津
波
被
害
を
伝
え
て
い
た

（
写
真
2
）ほ
か
、ス
ピ
ー
カ
ー

や
電
光
掲
示
板
を
も
っ
た
警

報
塔
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
宿
泊
施
設
は
、
双

方
、
災
害
対
策
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
そ
こ
に
は
、
顧
客
の
信
頼
を
勝
ち
取
る

と
い
う
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
側
面
が
感
じ
ら

れ
た
。
ま
た
、
地
域
や
施
設
が
抱
え
る
リ
ス

ク
の
分
析
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
く
計
画

や
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
策
定
さ
れ
て
お
り
、
年
に

1
回
以
上
の
頻
度
で
訓
練
の
場
が
設
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　ベ
ー
ス
と
な
る
計
画
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ

り
、
そ
れ
を
所
在
地
ご
と
の
リ
ス
ク
に
応
じ

て
ア
レ
ン
ジ
で
き
る
仕
組
み
は
世
界
的

チ
ェ
ー
ン
の
強
み
で
あ
り
、
他
の
事
業
者
、

特
に
地
元
の
中
小
規
模
の
施
設
が
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
か
は
今
回
明
ら
か
に
で

き
な
か
っ
た
。

　今
回
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
視
察
で
、
次
の
2

点
の
課
題
が
示
唆
さ
れ
た
。
ま
ず
、
イ
ン
フ

ラ
の
課
題
で
あ
る
。
両
施
設
か
ら
、
警
報
シ

ス
テ
ム
の
改
修
や
増
設
が
政
府
へ
の
期
待
と

し
て
挙
げ
ら
れ
た
。
公
的
イ
ン
フ
ラ
は
個
々

の
事
業
者
の
努
力
だ
け
で
は
改
善
で
き
な
い

た
め
、
地
域
が
共
通
し
て
抱
え
る
課
題
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
日
本
で
は
警
報

避
難
訓
練
が
事
業
者
の
自
主
性
に
委
ね
ら
れ

て
い
た
た
め
に
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
な
ど
、
災
害
対
策
の
持
続
性
の
課
題

を
報
告
す
る
も
の
も
あ
る
（W

o
n
g, 2

0
1
2
; 

G
u
rtn

er, 2
0
1
4

）。

　先
述
の
背
景
情
報
を
踏
ま
え
、
取
り
組
み

の
プ
ロ
セ
ス
や
意
思
決
定
と
い
っ
た
背
景
を

聴
取
す
る
こ
と
で
、
日
本
で
よ
り
効
率
的
・

効
果
的
に
災
害
に
備
え
る
た
め
の
示
唆
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
現
地
で
津
波
を
経

験
し
て
い
る
宿
泊
施
設
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
、
併
せ
て
被
災
し
た
ビ
ー
チ
周
辺
の
視

察
を
実
施
し
た
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象
に
宿
泊

施
設
を
設
定
し
た
理
由
は
、
観
光
客
と
従
業

員
が
最
も
密
に
接
す
る
場
の
一
つ
で
あ
る
と

考
え
た
た
め
で
あ
る
。

　ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、
プ
ー
ケ
ッ
ト
国
際
空
港

周
辺
と
パ
ト
ン
ビ
ー
チ
に
位
置
す
る
計
2
施

設
で
行
っ
た
。
両
施
設
と
も
施
設
名
の
記
載

と
、
発
言
者
が
特
定
で
き
る
形
式
で
の
報
告

は
要
望
に
よ
り
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
が
、

と
も
に
大
手
世
界
チ
ェ
ー
ン
が
展
開
す
る
施

設
で
あ
る
。
な
お
、
今
回
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
都
合
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
で
き
た
の

が
2
施
設
の
み
で
あ
り
、
以
下
で
記
載
す
る

内
容
は
プ
ー
ケ
ッ
ト
全
体
の
状
況
を
説
明
す

る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。

　両
施
設
と
も
、
利
用
客
と
従
業
員
の
安
全

確
保
と
そ
の
た
め
の
取
り
組
み
は
重
要
と
認

識
し
て
い
た
。
片
方
の
施
設
に
よ
れ
ば
、
災

害
対
策
が
重
要
で
あ
る
理
由
は
、「
観
光
客

は
安
全
だ
と
感
じ
る
ホ
テ
ル
を
選
ぶ
た
め
、

災
害
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
信
頼
を
築

き
、
安
全
な
ホ
テ
ル
と
し
て
の
評
判
を
高
め

る（
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
効
果
）」か
ら
で
あ
る
。

一
方
で
、
同
施
設
と
し
て
は
利
用
客
の
安
全

確
保
に
尽
力
す
る
も
の
の
、
災
害
時
に
は
一

刻
も
早
い
帰
宅
を
望
む
従
業
員
も
お
り
、
彼

ら
の
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　共
通
し
て
、
津
波
、
熱
帯
低
気
圧
や
台
風
、

洪
水
な
ど
の
水
害
と
、
地
震
で
あ
る
。
そ
の

他
、
一
方
で
は
高
波
、
強
風
、
他
方
で
は
地

す
べ
り
、
酷
暑
や
熱
波
を
想
定
し
て
い
る
。

一
つ
の
施
設
で
は
、
ど
の
よ
う
な
危
機
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
発
生
可
能
性

（L
ikelih

o
o
d

）、
発
生
時
の
被
害
結
果

（C
o
n
seq

u
en
ce

）
を
分
析
し
、
そ
れ
ら
に

基
づ
き
総
合
リ
ス
ク
評
価
（O

verall R
isk 

R
atin

g

）
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
優
先
し
て

対
策
に
取
り
組
む
べ
き
危
機
・
災
害
を
特
定

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
津
波
は
発
生
可
能
性

は
低
く
評
価
し
て
い
る
が
、
発
生
時
の
被
害

結
果
は
非
常
に
高
い
と
評
価
し
、
総
合
リ
ス

ク
は
高
い
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　両
施
設
と
も
に
、
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
と
し

て
基
盤
と
な
る
危
機
管
理
計
画
を
、
地
域
の

特
性
に
合
わ
せ
た
危
機
・
災
害
に
沿
っ
て

ア
レ
ン
ジ
し
て
運
用
し
て
お
り
、
発
生
前

（P
reparedness

）、発
生
時
（R

esponse

）、

発
生
後
（R

ecovery

）
の
3
段
階
を
基
本
に

し
た
計
画
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
計
画
は

6
ヶ
月
に
1
回
等
、
定
期
的
に
見
直
さ
れ
る

ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
都
度
柔
軟
に
変

更
さ
れ
る
。

　ま
た
、
両
施
設
と
も
年
1
〜
2
回
の
施
設

全
体
で
の
訓
練
と
、
別
途
部
署
ご
と
の
訓
練

を
基
本
に
、
定
期
的
に
周
知
・
教
育
を
行
っ

て
い
る
。
訓
練
は
原
則
全
員
参
加
と
し
、
特

に
新
し
く
加
わ
っ
た
従
業
員
に
は
参
加
を
促

し
て
い
る
。
一
方
の
施
設
で
は
、
や
む
を
得

ず
不
参
加
と
な
っ
た
従
業
員
に
は
資
料
送
付

な
ど
で
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
。

　両
施
設
と
も
、
当
時
の
状
況
や
デ
ー
タ
を

記
録
し
て
い
る
。
加
え
て
、
片
方
の
施
設
で

は
、
津
波
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
被
害
が
発

生
し
た
の
か
、
な
ぜ
被
害
が
大
き
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
か
、
ま
た
、
繰
り
返
さ
な
い
た

め
に
必
要
な
こ
と
を
従
業
員
に
掲
示
物
な
ど

で
伝
え
て
い
る
。

　両
施
設
と
も
、
防
災
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を

求
め
る
。片
方
の
施
設
の
担
当
者
に
よ
れ
ば
、

「
2
0
0
4
年
の
津
波
後
に
ア
ン
ダ
マ
ン
海

に
早
期
警
報
に
繫
が
る
津
波
ブ
イ
が
設
置
さ

れ
た
は
ず
だ
が
、
こ
の
20
年
間
に
故
障
な
ど

で
現
在
動
い
て
い
る
ブ
イ
は
1
基
の
み
と
思

わ
れ
る
」。
ま
た
、
両
施
設
か
ら
、
防
災
警

報
塔
の
設
置
や
改
善
、
S
M
S
や
サ
イ
レ
ン

を
利
用
し
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
情
報
発
信
シ
ス

テ
ム
の
構
築
も
求
め
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
一
施
設
か
ら
は
公
共
の
避
難
経

路
の
整
備
や
訓
練
へ
の
協
力
も
期
待
し
て
お

り
、
既
往
研
究
で
持
続
性
の
課
題
が
報
告
さ

れ
て
い
た
分
野
に
引
き
続
き
困
難
を
抱
え
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　観
光
産
業
と
、
観
光
活
動
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
る
人
々
の
生
活
は
、
外
的
環
境
の
変
化

に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
常
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
。
自
然
災
害
も
外
的
リ
ス
ク
の
一

つ
で
あ
り
、
大
規
模
災
害
直
後
に
は
当
該
地

域
へ
の
旅
行
活
動
が
著
し
く
抑
制
さ
れ
、
観

光
収
入
の
減
少
に
直
結
す
る
こ
と
は
、
経
験

か
ら
も
十
分
に
想
像
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　国
家
主
導
で
観
光
産
業
振
興
に
取
り
組
ん

で
い
る
タ
イ
も
、
こ
の
よ
う
な
経
験
を
し
て

い
る
。
2
0
0
4
年
12
月
26
日
に
発
生
し
た

ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
に
伴
う
大
津
波
（
イ
ン

ド
洋
大
津
波
）
は
、
イ
ン
ド
洋
沿
岸
諸
国
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
タ
イ
南
部
の

リ
ゾ
ー
ト
観
光
地
で
あ
っ
た
プ
ー
ケ
ッ
ト
で

も
、
そ
の
観
光
資
源
で
あ
る
ビ
ー
チ
や
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
が
津
波
に
襲
わ
れ
、
住
民
の

み
な
ら
ず
外
国
人
観
光
客
に
も
死
傷
者
・
行

方
不
明
者
を
出
す
事
態
と
な
っ
た
。
こ
の
津

波
が
発
端
と
な
っ
た
旅
行
者
数
や
消
費
額
の

減
少
は
、
住
民
の
多
く
が
直
接
的
・
間
接
的

に
観
光
産
業
に
従
事
し
て
い
た
た
め
、
彼
ら

の
経
済
と
生
活
基
盤
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

し
た
。

　さ
ら
に
直
近
で
は
、
2
0
2
5
年
3
月
28

日
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
発
生
し
た
M
7
・
7
の

地
震
が
、
震
央
か
ら
約
1
0
0
0
㎞
離
れ
た

タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ
ク
に
ま
で
伝
播
し
、
ビ

ル
の
倒
壊
な
ど
が
発
生
し
た
。
タ
イ
国
政
府

観
光
庁
（
T
A
T;T

o
u
rism

 A
u
th
o
rity 

o
f T

h
ailan

d

）
は
、
こ
の
地
震
の
翌
日
に
、

状
況
が
通
常
通
り
に
回
復
し
て
い
る
こ
と
、

安
全
確
保
の
た
め
の
定
期
的
な
現
状
把
握
を

引
き
続
き
行
う
こ
と
を
発
表
し
、
観
光
客
の

不
安
感
の
払
拭
に
努
め
て
い
る
。

　防
災
ま
た
は
災
害
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
構
築

は
、
持
続
可
能
な
開
発
と
も
深
く
関
連
し
、

国
際
的
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
特
に
小
規
模
事
業
者
で
、
危
険
に

関
す
る
課
題
の
優
先
順
位
が
低
く
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
報
告
も
あ
る

（John
ston

, et al., 2
0
0
7

） 

。

　加
え
て
、
例
え
ば
大
き
な
地
震
が
少
な
い

地
域
出
身
の
人
々
が
、
揺
れ
を
感
じ
た
時
の

適
切
な
行
動
を
予
め
知
っ
て
い
る
こ
と
は
稀

で
あ
る
よ
う
に
、
観
光
客
は
地
域
住
民
と
比

べ
て
災
害
に
対
し
て
よ
り
脆
弱
で
あ
り
、
彼

ら
の
安
全
確
保
に
は
、
観
光
客
と
実
際
に
接

点
を
持
つ
機
会
の
多
い
観
光
産
業
の
従
業
員

が
重
要
な
役
割
を
担
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る

（R
itch

ie, 2
0
0
8
; 

照
本, 2

0
2
3

）。

　2
0
2
5
年
7
月
1
日
時
点
の
南
海
ト
ラ

フ
地
震
防
災
対
策
推
進
基
本
計
画
に
お
い

て
、
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
地
域
で
M
8
〜
9

ク
ラ
ス
の
巨
大
地
震
が
30
年
以
内
に
発
生
す

る
確
率
は
80
％
程
度
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

沿
岸
観
光
地
も
含
め
、
全
国
的
に
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
、
ま
た
は
誘

客
に
努
め
て
い
る
な
か
で
、
観
光
産
業
に
お

い
て
災
害
へ
備
え
る
こ
と
の
重
要
性
は
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
取
り
組
み

の
プ
ロ
セ
ス
や
意
思
決
定
と
い
っ
た
背
景
を

聴
取
し
す
る
こ
と
で
、日
本
で
よ
り
効
率
的
・

効
果
的
に
災
害
に
備
え
る
た
め
の
示
唆
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
2
0
0
4
年
12
月

の
イ
ン
ド
洋
大
津
波
を
経
験
し
た
プ
ー

ケ
ッ
ト
の
宿
泊
施
設
に
お
け
る
自
然
災
害

へ
の
取
り
組
み
や
、
被
災
後
20
年
以
上
が

経
過
し
た
現
地
の
状
況
に
つ
い
て
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
結

果
を
報
告
す
る
。

　2
0
0
4
年
12
月
の
津
波
は
、
プ
ー
ケ
ッ

4
．タ
イ・
プ
ー
ケ
ッ
ト
で
の

事
例
か
ら

3
．大
津
波
か
ら

20
年
以
上
が

経
過
し
た

現
在
の
プ
ー
ケ
ッ
ト

災
害
対
策
の
重
要
性

計
画
と
訓
練

2
0
0
4
年
大
津
波
の
継
承

国
の
政
策
に
期
待
す
る
こ
と

そ
の
他

想
定
さ
れ
る
自
然
災
害
と

リ
ス
ク
評
価

ト
国
際
空
港
付
近
で
4
ｍ
、
主
要
ビ
ー
チ
で

あ
る
パ
ト
ン
ビ
ー
チ
で
6
ｍ
の
高
さ
だ
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。
沿
岸
部
の
ホ
テ
ル
も
被

災
し
、
プ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
け
る
2
0
0
5
年

1
月
か
ら
3
月
の
客
室
稼
働
率
は
約
3
分
の

1
に
ま
で
落
ち
込
む
な
ど
、
観
光
客
数
は
大

幅
に
減
少
し
た（B

irklan
d, et al., 20

0
6

）

（
図
1
、図
2
）。

　そ
の
後
、
ホ
テ
ル
や
リ
ゾ
ー
ト
は
お
よ
そ

9
〜
10
ヶ
月
で
復
旧
し
た
が
、
観
光
客
数
の

回
復
に
は
被
災
か
ら
約
20
ヶ
月
を
要
し
て
お

り
、
こ
の
遅
れ
は
、
ホ
テ
ル
や
リ
ゾ
ー
ト
が

再
建
に
多
額
の
費
用
を
費
や
し
た
も
の
の
、

稼
働
率
が
低
い
状
態
が
続
く
こ
と
で
長
期
間

に
わ
た
っ
て
低
収
入
に
苦
し
ん
だ
実
態
を
示

唆
し
て
い
る
（T

an
g, et al., 2

0
1
9

）。

　T
A
T
は
観
光
客
の
信
頼
回
復
に
対
す
る

責
任
機
関
と
な
り
、
国
内
外
の
旅
行
会
社
や

旅
行
代
理
店
の
被
災
地
へ
の
招
聘
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
、
割
引

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
提
供
な
ど
を
行
っ
た
。
そ
の

他
、
地
震
観
測
所
の
設
置
・
改
修
が
行
わ
れ
、

2
0
0
7
年
に
は
防
災
減
災
局（
D
D
P
M
：

D
epartm

en
t of D

isaster P
reven

tion
 

an
d
 M
itigatio

n

）が
設
立
さ
れ
、
津
波
対

策
訓
練
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。ま
た
、

国
際
的
に
は
、
U
N
W
T
O
や
P
A
T
A
も

参
加
し
た
会
議
に
て
プ
ー
ケ
ッ
ト
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
は
、
潜

在
的
な
観
光
客
や
観
光
関
連
事
業
者
の
信

頼
回
復
の
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
、

持
続
可
能
な
再
開
発
と
い
っ
た
分
野
が
含

ま
れ
た
。

　被
災
地
の
復
興
や
観
光
客
回
復
の
た
め
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
、
将
来
の
安
全
性
と

い
っ
た
観
点
か
ら
防
災
イ
ン
フ
ラ
や
避
難
訓

練
等
も
実
施
さ
れ
た
。
し
か
し
、
被
災
か
ら

約
10
年
後
に
発
表
さ
れ
た
研
究
の
中
に
は
、

整
備
さ
れ
た
警
報
塔
や
避
難
経
路
の
一
部
が

十
分
に
機
能
し
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
や
、

【写真1】パトンビーチの津波警戒標識

【写真2】カマラビーチにある津波について記した碑

‒❸ タイ・プーケットにおける災害に対する取り組み3
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三 校



シ
ス
テ
ム
は
発
達
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
か
ら

得
ら
れ
る
情
報
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か

が
焦
点
に
な
る
と
考
え
る
。

　次
に
、
持
続
性
の
課
題
で
あ
る
。
津
波
ブ

イ
が
1
基
し
か
残
っ
て
い
な
い
現
状
や
、
夜

間
警
備
員
が
増
員
さ
れ
た
も
の
の
元
に
戻
っ

て
い
る
な
ど
、
一
度
整
え
ら
れ
た
対
策
が
継

続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
な
い
例
が
散
見
さ
れ

た
。
ま
た
、
ホ
テ
ル
内
の
遺
構
や
掲
示
に
つ

い
て
、
オ
ー
ナ
ー
の
決
定
に
よ
っ
て
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
は
、
経
営
層
の
個
人
の
関
心
の

程
度
が
、
組
織
と
し
て
の
災
害
対
策
へ
の
関

与
の
積
極
性
に
影
響
す
る
可
能
性
を
示
唆
し

て
い
る
。
特
に
中
小
規
模
の
事
業
者
で
危
機

管
理
が
劣
後
し
や
す
い
と
報
告
さ
れ
て
お

り
、こ
れ
は
日
本
も
例
外
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

不
確
実
な
将
来
へ
の
投
資
を
継
続
的
に
行
う

意
識
と
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
た
め
の
体
制

整
備
が
、
日
本
の
観
光
地
に
も
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　以
上
に
加
え
て
、
災
害
文
化
の
違
い
に
よ

る
課
題
も
再
確
認
し
た
。
プ
ー
ケ
ッ
ト
で
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、
タ
イ
の
他
地
域

で
の
視
察
中
に
自
然
災
害
に
つ
い
て
尋
ね
る

と
、「
地
震
や
津
波
に
つ
い
て
は
日
本
人
の

方
が
詳
し
い
」
と
い
う
発
言
が
折
々
聞
か
れ

た
。
宿
泊
施
設
で
は
、
正
確
に
情
報
を
判
断

で
き
ず
に
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
た
め
、
全
員
に

災
害
情
報
を
共
有
し
な
い
と
の
発
言
が
あ
っ

た
が
、
こ
の
よ
う
に
、
自
然
災
害
に
対
す
る

知
識
を
ほ
と
ん
ど
持
た
な
い
人
々
が
、
訪
日

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
に
は
含
ま
れ
て
い
る

と
想
定
さ
れ
る
。
私
た
ち
は
学
校
教
育
で
訓

練
を
行
っ
て
き
た
こ
と
で
、
一
定
の
自
助
的

対
策
が
共
有
さ
れ
て
い
る
が
、
全
て
の
外
国

人
観
光
客
に
、
日
本
人
と
同
様
の
自
己
判
断

に
基
づ
く
行
動
を
期
待
す
る
こ
と
は
難
し
い

だ
ろ
う
。
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
拡
大
の
時
勢

に
お
い
て
災
害
対
策
を
考
え
る
に
あ
た
り
、

観
光
客
の
自
助
だ
け
で
は
な
く
、
事
業
者
の

役
割
を
ど
う
強
化
す
る
か
と
い
う
視
点
が
、

改
め
て
重
要
だ
と
考
え
る
。

　2
0
2
5
年
3
月
の
バ
ン
コ
ク
に
お
け
る

ビ
ル
倒
壊
を
受
け
て
内
部
で
変
更
し
た
事
項

は
あ
る
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
こ
の
倒
壊

は
地
震
で
は
な
く
建
築
方
法
の
問
題
で
あ

り
、
こ
の
倒
壊
を
機
と
し
た
対
応
や
見
直
し

は
行
っ
て
お
ら
ず
、
通
常
通
り
の
対
策
と
訓

練
を
行
っ
て
い
る
」と
い
う
回
答
の
一
方
で
、

「
建
物
の
安
全
性
確
認
や
、
地
震
の
対
策
、

宿
泊
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

見
直
す
と
と
も
に
、
政
府
機
関
・
自
治
体
と

の
関
係
強
化
や
夜
間
警
備
員
の
一
時
増
員
を

行
っ
た
」
と
い
う
回
答
も
得
ら
れ
、
今
回
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
2
施
設
で
は
意
見
が
分

か
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　ま
た
、
一
方
の
施
設
で
は
、
施
設
内
の

宿
泊
客
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
、

津
波
の
遺
構
や
当
時
の
様
子
を
伝
え
る
掲

示
物
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
意
思
決
定
の

も
と
残
し
て
い
る
の
か
を
質
問
し
た
と
こ

ろ
、
ホ
テ
ル
の
オ
ー
ナ
ー
の
意
向
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　さ
ら
に
片
方
の
施
設
か
ら
は
、
災
害
に
関

す
る
情
報
共
有
を
行
う
ツ
ー
ル
も
開
発
さ
れ

て
い
る
が
、
閲
覧
は
一
定
以
上
の
役
職
者
に

の
み
許
可
さ
れ
て
い
る
と
発
言
が
あ
り
、
そ

の
理
由
は
「
知
識
の
な
い
人
が
通
知
を
受
け

て
も
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
だ
け
だ
か
ら
」
と
説

明
さ
れ
た
。

　パ
ト
ン
ビ
ー
チ
で
は
、
ビ
ー
チ
に
あ
る
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
の
す
ぐ
隣
や
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
の
ゲ
ー
ト
下
な
ど
を
始
め
、
津
波
避
難
経

路
を
表
示
し
た
看
板
や
、
津
波
警
戒
地
域
内

で
あ
る
こ
と
を
示
す
ポ
ー
ル
が
多
数
見
受
け

ら
れ
た
。
避
難
経
路
看
板
は
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

の
ほ
か
、
タ
イ
語
、
英
語
、

中
国
語
の
三
ヶ
国
語
で
表
記

さ
れ
て
い
た
。（
写
真
1
）

　カ
マ
ラ
ビ
ー
チ
で
も
、

ビ
ー
チ
に
は
津
波
の
警
告
が

掲
示
さ
れ
、
D
D
P
M
が
公

開
す
る
電
子
版
に
繫
が
る
二

次
元
コ
ー
ド
も
備
え
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
掲
出
さ
れ

て
い
た
。
ま
た
、
カ
マ
ラ
ビ
ー

チ
に
は
慰
霊
碑
や
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、

津
波
被
害
を
伝
え
て
い
た

（
写
真
2
）ほ
か
、ス
ピ
ー
カ
ー

や
電
光
掲
示
板
を
も
っ
た
警

報
塔
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
宿
泊
施
設
は
、
双

方
、
災
害
対
策
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
そ
こ
に
は
、
顧
客
の
信
頼
を
勝
ち
取
る

と
い
う
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
側
面
が
感
じ
ら

れ
た
。
ま
た
、
地
域
や
施
設
が
抱
え
る
リ
ス

ク
の
分
析
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
く
計
画

や
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
策
定
さ
れ
て
お
り
、
年
に

1
回
以
上
の
頻
度
で
訓
練
の
場
が
設
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　ベ
ー
ス
と
な
る
計
画
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ

り
、
そ
れ
を
所
在
地
ご
と
の
リ
ス
ク
に
応
じ

て
ア
レ
ン
ジ
で
き
る
仕
組
み
は
世
界
的

チ
ェ
ー
ン
の
強
み
で
あ
り
、
他
の
事
業
者
、

特
に
地
元
の
中
小
規
模
の
施
設
が
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
か
は
今
回
明
ら
か
に
で

き
な
か
っ
た
。

　今
回
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
視
察
で
、
次
の
2

点
の
課
題
が
示
唆
さ
れ
た
。
ま
ず
、
イ
ン
フ

ラ
の
課
題
で
あ
る
。
両
施
設
か
ら
、
警
報
シ

ス
テ
ム
の
改
修
や
増
設
が
政
府
へ
の
期
待
と

し
て
挙
げ
ら
れ
た
。
公
的
イ
ン
フ
ラ
は
個
々

の
事
業
者
の
努
力
だ
け
で
は
改
善
で
き
な
い

た
め
、
地
域
が
共
通
し
て
抱
え
る
課
題
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
日
本
で
は
警
報

避
難
訓
練
が
事
業
者
の
自
主
性
に
委
ね
ら
れ

て
い
た
た
め
に
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
な
ど
、
災
害
対
策
の
持
続
性
の
課
題

を
報
告
す
る
も
の
も
あ
る
（W

o
n
g, 2

0
1
2
; 

G
u
rtn

er, 2
0
1
4

）。

　先
述
の
背
景
情
報
を
踏
ま
え
、
取
り
組
み

の
プ
ロ
セ
ス
や
意
思
決
定
と
い
っ
た
背
景
を

聴
取
す
る
こ
と
で
、
日
本
で
よ
り
効
率
的
・

効
果
的
に
災
害
に
備
え
る
た
め
の
示
唆
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
現
地
で
津
波
を
経

験
し
て
い
る
宿
泊
施
設
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
、
併
せ
て
被
災
し
た
ビ
ー
チ
周
辺
の
視

察
を
実
施
し
た
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象
に
宿
泊

施
設
を
設
定
し
た
理
由
は
、
観
光
客
と
従
業

員
が
最
も
密
に
接
す
る
場
の
一
つ
で
あ
る
と

考
え
た
た
め
で
あ
る
。

　ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、
プ
ー
ケ
ッ
ト
国
際
空
港

周
辺
と
パ
ト
ン
ビ
ー
チ
に
位
置
す
る
計
2
施

設
で
行
っ
た
。
両
施
設
と
も
施
設
名
の
記
載

と
、
発
言
者
が
特
定
で
き
る
形
式
で
の
報
告

は
要
望
に
よ
り
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
が
、

と
も
に
大
手
世
界
チ
ェ
ー
ン
が
展
開
す
る
施

設
で
あ
る
。
な
お
、
今
回
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
都
合
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
で
き
た
の

が
2
施
設
の
み
で
あ
り
、
以
下
で
記
載
す
る

内
容
は
プ
ー
ケ
ッ
ト
全
体
の
状
況
を
説
明
す

る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。

　両
施
設
と
も
、
利
用
客
と
従
業
員
の
安
全

確
保
と
そ
の
た
め
の
取
り
組
み
は
重
要
と
認

識
し
て
い
た
。
片
方
の
施
設
に
よ
れ
ば
、
災

害
対
策
が
重
要
で
あ
る
理
由
は
、「
観
光
客

は
安
全
だ
と
感
じ
る
ホ
テ
ル
を
選
ぶ
た
め
、

災
害
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
信
頼
を
築

き
、
安
全
な
ホ
テ
ル
と
し
て
の
評
判
を
高
め

る（
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
効
果
）」か
ら
で
あ
る
。

一
方
で
、
同
施
設
と
し
て
は
利
用
客
の
安
全

確
保
に
尽
力
す
る
も
の
の
、
災
害
時
に
は
一

刻
も
早
い
帰
宅
を
望
む
従
業
員
も
お
り
、
彼

ら
の
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　共
通
し
て
、
津
波
、
熱
帯
低
気
圧
や
台
風
、

洪
水
な
ど
の
水
害
と
、
地
震
で
あ
る
。
そ
の

他
、
一
方
で
は
高
波
、
強
風
、
他
方
で
は
地

す
べ
り
、
酷
暑
や
熱
波
を
想
定
し
て
い
る
。

一
つ
の
施
設
で
は
、
ど
の
よ
う
な
危
機
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
発
生
可
能
性

（L
ikelih

o
o
d

）、
発
生
時
の
被
害
結
果

（C
o
n
seq

u
en
ce

）
を
分
析
し
、
そ
れ
ら
に

基
づ
き
総
合
リ
ス
ク
評
価
（O

verall R
isk 

R
atin

g

）
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
優
先
し
て

対
策
に
取
り
組
む
べ
き
危
機
・
災
害
を
特
定

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
津
波
は
発
生
可
能
性

は
低
く
評
価
し
て
い
る
が
、
発
生
時
の
被
害

結
果
は
非
常
に
高
い
と
評
価
し
、
総
合
リ
ス

ク
は
高
い
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　両
施
設
と
も
に
、
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
と
し

て
基
盤
と
な
る
危
機
管
理
計
画
を
、
地
域
の

特
性
に
合
わ
せ
た
危
機
・
災
害
に
沿
っ
て

ア
レ
ン
ジ
し
て
運
用
し
て
お
り
、
発
生
前

（P
reparedness

）、発
生
時
（R

esponse

）、

発
生
後
（R

ecovery

）
の
3
段
階
を
基
本
に

し
た
計
画
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
計
画
は

6
ヶ
月
に
1
回
等
、
定
期
的
に
見
直
さ
れ
る

ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
都
度
柔
軟
に
変

更
さ
れ
る
。

　ま
た
、
両
施
設
と
も
年
1
〜
2
回
の
施
設

全
体
で
の
訓
練
と
、
別
途
部
署
ご
と
の
訓
練

を
基
本
に
、
定
期
的
に
周
知
・
教
育
を
行
っ

て
い
る
。
訓
練
は
原
則
全
員
参
加
と
し
、
特

に
新
し
く
加
わ
っ
た
従
業
員
に
は
参
加
を
促

し
て
い
る
。
一
方
の
施
設
で
は
、
や
む
を
得

ず
不
参
加
と
な
っ
た
従
業
員
に
は
資
料
送
付

な
ど
で
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
。

　両
施
設
と
も
、
当
時
の
状
況
や
デ
ー
タ
を

記
録
し
て
い
る
。
加
え
て
、
片
方
の
施
設
で

は
、
津
波
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
被
害
が
発

生
し
た
の
か
、
な
ぜ
被
害
が
大
き
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
か
、
ま
た
、
繰
り
返
さ
な
い
た

め
に
必
要
な
こ
と
を
従
業
員
に
掲
示
物
な
ど

で
伝
え
て
い
る
。

　両
施
設
と
も
、
防
災
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を

求
め
る
。片
方
の
施
設
の
担
当
者
に
よ
れ
ば
、

「
2
0
0
4
年
の
津
波
後
に
ア
ン
ダ
マ
ン
海

に
早
期
警
報
に
繫
が
る
津
波
ブ
イ
が
設
置
さ

れ
た
は
ず
だ
が
、
こ
の
20
年
間
に
故
障
な
ど

で
現
在
動
い
て
い
る
ブ
イ
は
1
基
の
み
と
思

わ
れ
る
」。
ま
た
、
両
施
設
か
ら
、
防
災
警

報
塔
の
設
置
や
改
善
、
S
M
S
や
サ
イ
レ
ン

を
利
用
し
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
情
報
発
信
シ
ス

テ
ム
の
構
築
も
求
め
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
一
施
設
か
ら
は
公
共
の
避
難
経

路
の
整
備
や
訓
練
へ
の
協
力
も
期
待
し
て
お

り
、
既
往
研
究
で
持
続
性
の
課
題
が
報
告
さ

れ
て
い
た
分
野
に
引
き
続
き
困
難
を
抱
え
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　観
光
産
業
と
、
観
光
活
動
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
る
人
々
の
生
活
は
、
外
的
環
境
の
変
化

に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
常
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
。
自
然
災
害
も
外
的
リ
ス
ク
の
一

つ
で
あ
り
、
大
規
模
災
害
直
後
に
は
当
該
地

域
へ
の
旅
行
活
動
が
著
し
く
抑
制
さ
れ
、
観

光
収
入
の
減
少
に
直
結
す
る
こ
と
は
、
経
験

か
ら
も
十
分
に
想
像
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　国
家
主
導
で
観
光
産
業
振
興
に
取
り
組
ん

で
い
る
タ
イ
も
、
こ
の
よ
う
な
経
験
を
し
て

い
る
。
2
0
0
4
年
12
月
26
日
に
発
生
し
た

ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
に
伴
う
大
津
波
（
イ
ン

ド
洋
大
津
波
）
は
、
イ
ン
ド
洋
沿
岸
諸
国
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
タ
イ
南
部
の

リ
ゾ
ー
ト
観
光
地
で
あ
っ
た
プ
ー
ケ
ッ
ト
で

も
、
そ
の
観
光
資
源
で
あ
る
ビ
ー
チ
や
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
が
津
波
に
襲
わ
れ
、
住
民
の

み
な
ら
ず
外
国
人
観
光
客
に
も
死
傷
者
・
行

方
不
明
者
を
出
す
事
態
と
な
っ
た
。
こ
の
津

波
が
発
端
と
な
っ
た
旅
行
者
数
や
消
費
額
の

減
少
は
、
住
民
の
多
く
が
直
接
的
・
間
接
的

に
観
光
産
業
に
従
事
し
て
い
た
た
め
、
彼
ら

の
経
済
と
生
活
基
盤
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

し
た
。

　さ
ら
に
直
近
で
は
、
2
0
2
5
年
3
月
28

日
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
発
生
し
た
M
7
・
7
の

地
震
が
、
震
央
か
ら
約
1
0
0
0
㎞
離
れ
た

タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ
ク
に
ま
で
伝
播
し
、
ビ

ル
の
倒
壊
な
ど
が
発
生
し
た
。
タ
イ
国
政
府

観
光
庁
（
T
A
T;T

o
u
rism

 A
u
th
o
rity 

o
f T

h
ailan

d

）
は
、
こ
の
地
震
の
翌
日
に
、

状
況
が
通
常
通
り
に
回
復
し
て
い
る
こ
と
、

安
全
確
保
の
た
め
の
定
期
的
な
現
状
把
握
を

引
き
続
き
行
う
こ
と
を
発
表
し
、
観
光
客
の

不
安
感
の
払
拭
に
努
め
て
い
る
。

　防
災
ま
た
は
災
害
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
構
築

は
、
持
続
可
能
な
開
発
と
も
深
く
関
連
し
、

国
際
的
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
特
に
小
規
模
事
業
者
で
、
危
険
に

関
す
る
課
題
の
優
先
順
位
が
低
く
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
報
告
も
あ
る

（John
ston

, et al., 2
0
0
7

） 

。

　加
え
て
、
例
え
ば
大
き
な
地
震
が
少
な
い

地
域
出
身
の
人
々
が
、
揺
れ
を
感
じ
た
時
の

適
切
な
行
動
を
予
め
知
っ
て
い
る
こ
と
は
稀

で
あ
る
よ
う
に
、
観
光
客
は
地
域
住
民
と
比

べ
て
災
害
に
対
し
て
よ
り
脆
弱
で
あ
り
、
彼

ら
の
安
全
確
保
に
は
、
観
光
客
と
実
際
に
接

点
を
持
つ
機
会
の
多
い
観
光
産
業
の
従
業
員

が
重
要
な
役
割
を
担
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る

（R
itch

ie, 2
0
0
8
; 

照
本, 2

0
2
3

）。

　2
0
2
5
年
7
月
1
日
時
点
の
南
海
ト
ラ

フ
地
震
防
災
対
策
推
進
基
本
計
画
に
お
い

て
、
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
地
域
で
M
8
〜
9

ク
ラ
ス
の
巨
大
地
震
が
30
年
以
内
に
発
生
す

る
確
率
は
80
％
程
度
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

沿
岸
観
光
地
も
含
め
、
全
国
的
に
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
、
ま
た
は
誘

客
に
努
め
て
い
る
な
か
で
、
観
光
産
業
に
お

い
て
災
害
へ
備
え
る
こ
と
の
重
要
性
は
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
取
り
組
み

の
プ
ロ
セ
ス
や
意
思
決
定
と
い
っ
た
背
景
を

聴
取
し
す
る
こ
と
で
、日
本
で
よ
り
効
率
的
・

効
果
的
に
災
害
に
備
え
る
た
め
の
示
唆
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
2
0
0
4
年
12
月

の
イ
ン
ド
洋
大
津
波
を
経
験
し
た
プ
ー

ケ
ッ
ト
の
宿
泊
施
設
に
お
け
る
自
然
災
害

へ
の
取
り
組
み
や
、
被
災
後
20
年
以
上
が

経
過
し
た
現
地
の
状
況
に
つ
い
て
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
結

果
を
報
告
す
る
。

　2
0
0
4
年
12
月
の
津
波
は
、
プ
ー
ケ
ッ

観
光
の
チ
カ
ラ
で

復
活
し
た

無
形
文
化
遺
産

「
ナン・ヤ
イ
」に

学
ぶ

3
4

観
光
研
究
部 

主
任
研
究
員

後
藤
伸
一

　日
本
の
人
口
減
少
が
今
後
ま
す
ま
す
大
き

な
社
会
課
題
と
な
っ
て
い
く
こ
と
は
周
知
の

通
り
で
あ
る
。
た
だ
、
経
済
面
で
の
議
論
が

多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
と
こ
ろ
が
あ

る
。
私
は
人
口
減
少
が
も
た
ら
す
負
の
側
面

と
し
て
、
文
化
面
に
つ
い
て
も
重
要
な
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
は
、
V
I
C
E
モ

デ
ル
が
目
指
す
多
様
な
価
値
の
実
現
と
も
符

合
す
る
。
観
光
客
（V

isito
r

）
は
深
い
学
び

と
感
動
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
観
光
産
業

（In
d
u
stry

）
は
新
た
な
商
品
を
得
て
、
地

域
社
会
（C

o
m
m
u
n
ity

）
は
誇
り
と
収
入

を
回
復
し
、
環
境
と
文
化
（E

nvironm
ent 

and C
ulture

）
負
荷
の
少
な
い
形
で
文
化

が
継
承
さ
れ
る
。
観
光
が
単
な
る
経
済
活
動

で
は
な
く
、
文
化
を
持
続
さ
せ
る
「
仕
組
み

（
装
置
）」
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
で
目
の
当
た
り
に
し
た

「
継
承
の
好
循
環
」
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て

設
計
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
答
え
を

求
め
て
、
取
り
組
み
を
支
え
た
伴
走
支

援
者
、
バ
ン
コ
ク
の
D
A
S
T
A
本
部

を
訪
れ
た
。
D
A
S
T
A
（D

esign
ated

 

A
rea

s fo
r S

u
sta

in
a
b
le T

o
u
rism

 

A
d
m
in
istratio

n

）
は
、
2
0
0
3
年
に

タ
イ
政
府
が
持
続
可
能
な
観
光
開
発
を
推
進

す
る
た
め
に
設
置
し
た
専
門
組
織
で
、
そ
の

　特
に
今
、
人
口
減
少
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
衰
退
や
生
活
習
慣
の
大
き
な
変
化
に

よ
り
無
形
の
文
化
遺
産
、
例
え
ば
祭
り
や
民

俗
芸
能
、
伝
統
工
芸
な
ど
の
技
術
が
「
静
か

な
る
危
機
」
に
陥
っ
て
い
る
。
こ
の
流
れ
が

止
ま
る
こ
と
は
お
そ
ら
く
な
い
。
つ
ま
り
、

無
形
の
文
化
遺
産
は
残
念
な
が
ら
消
え
て
い

く
運
命
だ
と
言
え
る
。

　こ
う
し
た
中
、
文
化
行
政
は
大
き
な
転
換

点
を
迎
え
て
い
る
。
文
化
庁
は
2
0
1
5
年

に
地
域
に
根
ざ
し
た
歴
史
的
ス
ト
ー
リ
ー
を

認
定
す
る
こ
と
で
、
観
光
振
興
や
地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
る
日
本
遺
産
制
度
を
創
設
、
更

設
立
時
期
か
ら
見
て
も
先
進
的
な
組
織
で
あ

る
。
約
1
0
0
名
の
専
門
家
チ
ー
ム
（
観
光

プ
ラ
ン
ナ
ー
、
建
築
家
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開

発
の
専
門
家
な
ど
）
を
擁
し
、
特
定
の
地
域

に
お
い
て
観
光
を
核
と
し
た
総
合
的
な
地
域

開
発
を
推
進
し
て
い
る
。

　日
本
の
組
織
と
比
較
す
る
と
、
観
光
庁
の

政
策
立
案
機
能
、地
方
自
治
体
の
支
援
機
能
、

そ
し
て
民
間
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
能
を

併
せ
持
っ
た
「
実
践
型
の
専
門
家
集
団
」
と

言
え
る
。
彼
ら
は
単
な
る
助
成
金
分
配
機
関

で
は
な
く
、
地
域
に
深
く
入
り
込
み
、
持
続

可
能
な
観
光
の
「
種
」
を
ま
き
、「
育
て
る
」

ま
で
の
全
過
程
を
伴
走
す
る
と
い
う
点
に
最

大
の
特
徴
が
あ
る
。

　担
当
者
が
、組
織
の
理
念
に
つ
い
て「
我
々

D
A
S
T
A
の
役
割
は
、『
シ
ス
テ
ム
・
イ

ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
』で
す
。
つ
ま
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
魚
を
あ
げ
る
の
で
は
な
く
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
自
立
的
に
成
長
す
る
た
め
の

『
漁
の
仕
組
み
』
そ
の
も
の
を
共
に
設
計
す

る
『
伴
走
者
』
で
す
」
と
語
っ
て
い
た
こ
と

は
大
変
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　そ
の
上
で
、
こ
れ
ら
の
理
念
に
基
づ
い
て

D
A
S
T
A
は
以
下
の
4
つ
の
支
援
を
実
施

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

に
2
0
1
8
年
に
文
化

財
保
護
法
を
改
正
し
、

「
活
用
」を
通
じ
た
「
保

存
」と
い
う
新
た
な
道

筋
を
示
し
始
め
た
。し

か
し
、こ
こ
で
「
文
化

財
の
活
用
は
文
化
の

真
正
性
を
損
な
う
の

で
は
な
い
か
」と
い
う

根
源
的
ジ
レ
ン
マ
が

生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

「
保
存
」か
「
活
用
」と

い
う
ゼ
ロ
サ
ム
の
議
論

が
続
い
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

　私
は
こ
の
「
保
存
」
か
「
活
用
」
に
つ
い
て
、

ど
ち
ら
か
一
つ
を
選
ば
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
が
重
要

で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
プ
ラ
ス
サ
ム
に
し
て

い
く
か
と
い
う
方
向
に
、
議
論
の
質
を
変
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　例
え
ば
こ
の
対
立
を
解
く
鍵
と
し
て
、
文

化
人
類
学
者
ミ
シ
ェ
ル
・
ピ
カ
ー
ル
が
提

示
し
た
「
遺
産
と
し
て
の
文
化
（C

u
ltu
re 

as H
eritage

）」
と
「
資
本
と
し
て
の
文

化
（C

u
ltu
re as C

ap
ital

）」
と
い
う
概

念
が
あ
る
。文
化
を「
守
る
べ
き
遺
産
」と「
価

値
を
生
む
資
本
」
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら

　G
S
T
C
（
持
続
可
能
な
観
光
の
た
め
の

国
際
基
準
）
を
タ
イ
の
実
情
に
合
わ
せ
て
改

良
し
た
ツ
ー
ル
を
用
い
、
外
部
者
が
評
価
す

る
の
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
自
ら
が
自

ら
の
資
源
と
課
題
を
「
発
見
」
す
る
取
組
を
支

援
す
る
。

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
をC

om
m
unity-B

ased 

T
ourism

ク
ラ
ブ
化
し
、
地
域
の
関
係
者
を

集
め
て
役
割
分
担
を
決
め
る
。
収
益
が
特
定

の
個
人
に
偏
る
こ
と
な
く
、
地
域
内
で
分
散

（
リ
ン
ケ
ー
ジ
）
し
、
公
平
に
分
配
さ
れ
る

仕
組
み
の
構
築
を
支
援
す
る
。

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
の
観
光
収
入
を
1
つ

の
K
P
I
と
し
て
使
用
し
、
毎
年
、
約
3
〜

4
％
の
増
加
を
目
標
と
し
て
設
定
。
収
入
の

絶
対
額
だ
け
で
な
く
、
観
光
収
入
の
5
〜
10

%
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
金
に
積
み
立
て
、
地

域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
奨
学
金
に
充
て
る
仕

組
み
の
構
築
な
ど
、
そ
の
公
平
な
分
配
（
収

入
分
配
指
数
）
も
指
標
と
し
、
成
長
の
質
の

捉
え
直
す
こ
と
で
、
単
純
な
二
項
対
立
を
超

え
た
議
論
が
可
能
と
な
る
。

　さ
ら
に
、
こ
の
二
つ
の
側
面
の
調
和
を
目

指
す
実
践
的
な
枠
組
み
が
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
国
連
世
界
観
光
機
関
が
整
理

し
た
V
I
C
E
モ
デ
ル
で
あ
る
。
訪
問
客

（V
isitor

）、観
光
産
業（Industry

）、地
域
社
会

（C
om

m
unity

）、環
境
と
文
化（E

nvironm
ent 

and C
ulture

）
と
い
う
4
者
の
ニ
ー
ズ
の

調
和
を
目
指
す
こ
の
考
え
方
は
、
文
化
遺
産

の
継
承
と
い
う
課
題
に
も
有
効
な
示
唆
を
与

え
て
い
る
よ
う
思
え
る
。

　こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
今
回
は
、

一
度
途
絶
え
た
無
形
文
化
遺
産
「
ナ
ン
・
ヤ

イ
」
を
観
光
の
チ
カ
ラ
で
復
活
さ
せ
た
タ
イ

の
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
と
い
う
小
さ
な
町
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
訪
問
し
た
。
ま
た
、
無
形
の

文
化
財
の
継
承
に
観
光
が
与
え
る
影
響
や
効

果
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
を
支
援
し
た
政
府
機

関
（
D
A
S
T
A
）
も
訪
問
し
た
。

　今
回
の
訪
問
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
代
表
を
務
め
る
オ
ン
さ
ん
と
ペ
ッ
チ
ャ
ブ

管
理
を
支
援
す
る
。

　体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
子
ど
も
た
ち
が
自
然

に
文
化
に
親
し
む
入
り
口
と
し
、
さ
ら
に
、

C
B
T
ク
ラ
ブ
で
子
供
た
ち
が
学
習
し
、
お

金
を
子
供
た
ち
に
分
配
す
る
仕
組
み
を
構
築

す
る
な
ど
、「
経
済
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
」
と

「
誇
り
」
が
結
び
つ
く
こ
と
で
、
学
び
か
ら
実

践
、
そ
し
て
後
進
の
指
導
へ
と
至
る
好
循
環

が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
支
援
す
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
D
A
S
T
A
は
単
発
の
支

援
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
自
律
的
に

成
長
す
る
ま
で
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
体
系

化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
D
A
S
T
A
の
モ

デ
ル
を
そ
の
ま
ま
日
本
に
移
植
す
る
こ
と
は

現
実
的
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
、

そ
の
理
念
と
20
年
以
上
取
り
組
ん
で
き
た
実

践
は
、
日
本
の
無
形
の
文
化
遺
産
が
直
面
す

る
課
題
に
対
す
る
重
要
な
示
唆
に
満
ち
て

い
る
の
で
は
な
い
か
考
え
る
。
特
に
今
回
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
し
て
D
A
S
T
A
の
関
係

者
の
方
々
の
「
地
域
に
入
る
」
こ
と
へ
の
誇

り
と
責
任
感
、
ま
た
、
熱
意
を
感
じ
た
。

　今
回
の
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
と
D
A
S
T
A

へ
の
訪
問
で
は
多
く
の
気
づ
き
が
あ
っ
た
。

第
一
に
、
無
形
の
文
化
遺
産
を 

「
ど
の
よ
う

に
活
用
す
る
か
」
と
い
う
短
期
的
な
視
点
か

ら
、「
観
光
を
活
用
し
て
ど
の
よ
う
に
継
承

し
て
い
く
か
」
い
う
長
期
的
な
視
点
へ
考
え

方
を
変
え
る
こ
と
の
重
要
性
で
あ
る
。
ペ
ッ

チ
ャ
ブ
リ
ー
の
事
例
が
示
す
よ
う
に
、
観
光

は
単
な
る
収
入
源
で
は
な
く
、「
地
域
の
誇

り
を
再
生
し
、
次
世
代
へ
の
継
承
を
促
す
装

置
」
と
し
て
機
能
し
得
る
と
考
え
る
。

　第
二
に
、
D
A
S
T
A
が
実
践
す
る 

「
シ

ス
テ
ム
・
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
」 

と
し
て
の

役
割
は
、
日
本
の
自
治
体
・
D
M
O
の
在
り

方
に
大
き
な
問
い
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
日

本
で
は
観
光
施
策
が
補
助
金
支
援
型
で
あ

る
。
加
え
て
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
に
お
い
て
も

イ
ベ
ン
ト
型
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
P
R
に
予
算
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
よ

う
に
も
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
短
期
的
な

事
業
で
は
な
く
、
D
A
S
T
A
の
よ
う
に
10

年
単
位
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
自
律
を
支
え
続

け
る
「
伴
走
型
」
の
支
援
体
制
が
不
足
し
て

い
る
。
限
ら
れ
た
人
的
リ
ソ
ー
ス
の
中
で
こ

の
機
能
を
ど
う
担
う
か
、
D
M
O
、
大
学
・

専
門
家
組
織
と
の
連
携
強
化
な
ど
、
観
光
・

文
化
の
枠
を
超
え
た
新
し
い
モ
デ
ル
の
構
築

が
必
要
で
あ
る
。

　第
三
に
、「
K
P
I
」
の
考
え
方
で
あ
る
。

日
本
で
は
「
入
込
客
数
」
や
「
消
費
額
」
が
重

視
さ
れ
が
ち
だ
が
、D
A
S
T
A
は「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
観
光
収
入
」
と
「
収
入
分
配
指
数
」

を
指
標
と
す
る
。
こ
れ
は
、
観
光
の
成
果
を

「
地
域
に
お
金
が
落
ち
、
公
平
に
分
配
さ
れ

て
い
る
か
」
と
い
う
経
済
循
環
の
質
で
測
る

と
い
う
発
想
の
転
換
で
あ
る
。こ
の
視
点
は
、

文
化
継
承
を
持
続
可
能
な
取
組
み
と
し
て
捉

え
直
す
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　今
回
の
視
察
で
最
も
大
き
な
気
づ
き
は
、

観
光
が
単
な
る
「
消
費
活
動
」
を
超
え
、「
旅

を
通
じ
て
地
域
や
文
化
を
持
続
的
に
支
援
す

る
行
為
」
へ
と
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
変
わ
っ

て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
例

え
ば
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
を
訪
れ
る

観
光
客
は
、「
文
化
の
消
費
者
」

で
は
な
く
体
験
を
通
じ
て
、
そ
の

背
景
に
あ
る
物
語
や
技
術
に
触

れ
、
深
い
理
解
と
敬
意
を
抱
く
。

そ
し
て
、
そ
の
体
験
に
対
す
る
対

価
が
、
直
接
的
に
子
ど
も
た
ち
や

文
化
保
存
活
動
に
還
元
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
知
れ
ば
、
自
身
が
文
化

継
承
の
「
支
援
者
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

実
感
す
る
こ
と
に
な
る
。
知
ら
ぬ
間
に
文
化

継
承
の
「
理
解
者
」
か
つ
「
支
援
者
」
と
な
り
、

そ
の
持
続
可
能
性
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
モ
デ
ル
が
拡
が
れ
ば
、「
そ

の
地
域
の
文
化
を
守
り
た
い
か
ら
旅
を
す

る
」
と
い
う
、
新
た
な
旅
行
者
の
層
を
生
み

出
す
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
観
光
が
も

た
ら
す
プ
ラ
ス
サ
ム
の
関
係
と
言
え
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
へ
の

訪
問
を
通
し
て
、
多
く
の
日
本
の
無
形
の
文

化
遺
産
が
「
消
え
ゆ
く
運
命
」
に
あ
る
今
、

文
化
遺
産
の
継
承
に
奮
闘
す
る
方
々
、
そ
し

て
、
私
た
ち
が
手
を
取
り
合
い
、
前
向
き
な

挑
戦
に
一
歩
を
踏
み
出
す
「
時
」
が
来
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

2
．ペッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
で
の

実
践
：

ピ
カ
ー
ル
の
理
論
を

超
え
て

1
．は
じ
め
に
：

静
か
な
る
危
機
と
、

新
た
な
枠
組
み
の

必
要
性

 【写真1】ペッチャブリー①
ワット・プラッププラ チャイに保存されているナン・ヤイ

ト
国
際
空
港
付
近
で
4
ｍ
、
主
要
ビ
ー
チ
で

あ
る
パ
ト
ン
ビ
ー
チ
で
6
ｍ
の
高
さ
だ
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。
沿
岸
部
の
ホ
テ
ル
も
被

災
し
、
プ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
け
る
2
0
0
5
年

1
月
か
ら
3
月
の
客
室
稼
働
率
は
約
3
分
の

1
に
ま
で
落
ち
込
む
な
ど
、
観
光
客
数
は
大

幅
に
減
少
し
た（B

irklan
d, et al., 20

0
6

）

（
図
1
、図
2
）。

　そ
の
後
、
ホ
テ
ル
や
リ
ゾ
ー
ト
は
お
よ
そ

9
〜
10
ヶ
月
で
復
旧
し
た
が
、
観
光
客
数
の

回
復
に
は
被
災
か
ら
約
20
ヶ
月
を
要
し
て
お

り
、
こ
の
遅
れ
は
、
ホ
テ
ル
や
リ
ゾ
ー
ト
が

再
建
に
多
額
の
費
用
を
費
や
し
た
も
の
の
、

稼
働
率
が
低
い
状
態
が
続
く
こ
と
で
長
期
間

に
わ
た
っ
て
低
収
入
に
苦
し
ん
だ
実
態
を
示

唆
し
て
い
る
（T

an
g, et al., 2

0
1
9

）。

　T
A
T
は
観
光
客
の
信
頼
回
復
に
対
す
る

責
任
機
関
と
な
り
、
国
内
外
の
旅
行
会
社
や

旅
行
代
理
店
の
被
災
地
へ
の
招
聘
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
、
割
引

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
提
供
な
ど
を
行
っ
た
。
そ
の

他
、
地
震
観
測
所
の
設
置
・
改
修
が
行
わ
れ
、

2
0
0
7
年
に
は
防
災
減
災
局（
D
D
P
M
：

D
epartm

en
t of D

isaster P
reven

tion
 

an
d
 M
itigatio

n

）が
設
立
さ
れ
、
津
波
対

策
訓
練
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。ま
た
、

国
際
的
に
は
、
U
N
W
T
O
や
P
A
T
A
も

参
加
し
た
会
議
に
て
プ
ー
ケ
ッ
ト
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
は
、
潜

在
的
な
観
光
客
や
観
光
関
連
事
業
者
の
信

頼
回
復
の
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
、

持
続
可
能
な
再
開
発
と
い
っ
た
分
野
が
含

ま
れ
た
。

　被
災
地
の
復
興
や
観
光
客
回
復
の
た
め
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
、
将
来
の
安
全
性
と

い
っ
た
観
点
か
ら
防
災
イ
ン
フ
ラ
や
避
難
訓

練
等
も
実
施
さ
れ
た
。
し
か
し
、
被
災
か
ら

約
10
年
後
に
発
表
さ
れ
た
研
究
の
中
に
は
、

整
備
さ
れ
た
警
報
塔
や
避
難
経
路
の
一
部
が

十
分
に
機
能
し
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
や
、
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リ
ー
の
役
場
職
員
の
フ
ァ
ン
さ
ん
に
話
を

伺
っ
た
。

　ま
ず
、
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
は
、
バ
ン
コ
ク

か
ら
南
西
へ
約
1
6
0
キ
ロ
に
位
置
す
る
豊

か
な
歴
史
と
文
化
が
残
る
古
都
で
あ
る
。

2
0
2
1
年
に
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
「
食
文
化
（G

astro
n
o
m
y

）」
分

野
で
認
定
さ
れ
て
い
る
。
山
と
海
に
挟
ま
れ

た
こ
の
地
は
、
古
く
か
ら
交
易
の
要
衝
と
し

て
発
展
し
、
数
多
く
の
寺
院
や
洞
窟
、
王
朝

時
代
の
宮
殿
が
点
在
す
る
。
旧
市
街
に
は
華

人
商
人
が
築
い
た
2
階
建
て
の
店
舗
兼
住
宅

が
数
多
く
残
り
、
喧
騒
の
バ
ン
コ
ク
と
は
正

反
対
で
時
間
が
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
る
よ
う
な

雰
囲
気
が
漂
う
。
こ
の
歴
史
的
風
土
が
、
ナ

ン
・
ヤ
イ
の
よ
う
な
伝
統
芸
能
を
育
む
土
壌

と
な
っ
て
き
た
。

　そ
の
ナ
ン
・
ヤ
イ
は
、
イ
ン
ド
の
叙
事
詩

「
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
」（
タ
イ
で
は
「
ラ
ー
マ
キ

エ
ン
」）
を
主
な
題
材
に
し
た
タ
イ
を
代
表

す
る
伝
統
影
絵
芝
居
で
あ
る
。「
大
き
な
革

（
N
a
n
g
）
の
演
劇
（
Y
a
i
）」
を
意
味

す
る
そ
の
名
の
通
り
、
1
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
大
型
の
牛
革
で
作
ら
れ
た
人
形
が
最
大
の

特
徴
で
あ
る
。

　職
人
が
一
枚
の
牛
革
に
精
巧
な
彫
刻
を
施

し
て
作
ら
れ
る
人
形
は
、
神
々
、
魔
王
、
猿

の
軍
将
な
ど
、
物
語
に
登
場
す
る
個
性
豊
か

な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を

大
き
な
白
い
ス
ク
リ
ー
ン
の
前
で
数
人
で
操

る
。
ナ
レ
ー
タ
ー
が
物
語
を
紡
ぎ
、
タ
イ
の

伝
統
音
楽
隊
が
劇
的
な
旋
律
を
奏
で
る
中
、

ス
ク
リ
ー
ン
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
神
々
と

悪
魔
の
戦
い
は
、
息
を
の
む
ほ
ど
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
で
美
し
い
。
そ
の
壮
麗
な
ス
ケ
ー
ル

と
芸
術
性
か
ら
、「
動
く
寺
院
壁
画
」
と
も

称
さ
れ
る
。
ワ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
プ
プ
ラ
チ
ャ

イ
に
は
歴
史
的
な
人
形
が
残
さ
れ
て
い
た

が
、
上
演
活
動
は
長
ら
く
途
絶
え
て
い
た
。

　何
故
、
こ
の
ナ
ン
・
ヤ
イ
が
復
活
で
き
た

か
。
背
景
と
し
て
こ
の
地
域
で
は
地
域
の
活

性
化
の
た
め
20
年
以
上
オ
ン
さ
ん
を
中
心
に

「
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ

の
ま
ち
づ
く
り
活
動
が
き
っ
か
け
と
な
り

D
A
S
T
A
が
地
域
開
発
・
支
援
に
入
る
こ

と
に
な
り
、
地
域
関
係
者
が
議
論
を
し
た
中

で
、
ワ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
プ
プ
ラ
チ
ャ
イ
に
保

存
さ
れ
て
い
た
ナ
ン
・
ヤ
イ
の
人
形
が
大
変

素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

そ
の
人
形
を
動
か
す
こ
と
、
こ
れ
を
影
絵
劇

を
上
演
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、「
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
手
法
を
用
い

て
こ
の
文
化
財
を
復
活
で
き
な
い
か
と
い
う

話
に
な
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

　当
時
、
観
光
客
は
寺
院
を
訪
れ
、
古
い
人

形
を
見
る
だ
け
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
は
な
く
、地
域
関
係
者
が
議
論
す
る
中
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
り
、
ナ
ン
・
ヤ
イ
を
復

活
さ
せ
、
そ
の
価
値
を
認
識
し
、
保
存
継
承

す
る
方
法
に
つ
い
て
検
討
が
始
ま
っ
た
。
寺

院
を
中
心
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
再
構
築
さ
れ

た
。
そ
の
中
心
は
小
中
学
生
な
ど
の
子
供
た

ち
と
し
、
そ
の
理
由
は
、
こ
の
取
組
み
を
後

世
に
伝
え
る
た
め
に
は
若
い
世
代
の
参
画
が

重
要
と
考
え
た
た
め
と
の
こ
と
だ
。こ
れ
は
、

非
常
に
重
要
で
あ
り
、
私
に
は
観
光
が
地
域

の
歴
史
文
化
の
保
存
継
承
に
寄
与
す
る
た
め

に
は
、
子
供
た
ち
な
ど
次
世
代
に
継
承
す
る

た
め
の
仕
組
み
を
丁
寧
に
考
え
る
必
要
が
あ

る
と
改
め
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
は
、
単
に
影
絵
劇

を
復
活
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、観
光
客
が
自
ら
の
手
で
革
を
彫
る（N

an
g 

Y
ai P

aper C
raft

）と
い
う
体
験（
コ
ト
）を

商
品
化
し
、
提
供
す
る
こ
と
で
、
観
光
客
の

文
化
理
解
を
一
層
促
し
、
文
化
の
価
値
を
高

め
て
い
る
。

　加
え
て
、
地
域
の
子
供
た
ち
に
も
影
響
を

与
え
て
い
る
。
観
光
客
か
ら
の
称
賛
が
、
担

い
手
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
「
自
分
た
ち
の

文
化
は
素
晴
ら
し
い
」と
い
う
誇
り
を
育
み
、

文
化
や
技
術
を
学
ぶ
自
発
的
な
学
習
意
欲
に

つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
更
に
、
そ

の
収
益
の
一
部
は
文
化
財
の
保
存
以
外
に
子

供
た
ち
の
学
費
の
一
部
に
も
充
て
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
ま
さ
に
「
継
承
の
好
循
環
」

が
生
ま
れ
て
い
る
事
例
と
考
え
ら
れ
る
。

　一
方
で
、
課
題
も
山
積
し
て
い
る
。「
継

続
す
る
こ
と
は
難
し
い
」「
均
質
な
商
品
化

ま
で
い
た
ら
な
い
」「
ど
の
よ
う
に
集
客
す

べ
き
か
」「
販
路
を
ど
の
よ
う
に
構
築
す
る

か
」「
P
R
が
で
き
な
い
、
難
し
い
」
な
ど
と

話
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
難
し
い
課
題
で

あ
る
が
、
オ
ン
さ
ん
た
ち
は
前
向
き
に
捉
え

て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。
特
に
、「
い
つ
か
、

専
用
の
劇
場
を
作
り
た
い
」
と
い
う
言
葉
は

印
象
的
で
あ
っ
た
。

‒❹ 観光のチカラで復活した無形文化遺産「ナン・ヤイ」に学ぶ3
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再 校



シ
ス
テ
ム
は
発
達
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
か
ら

得
ら
れ
る
情
報
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か

が
焦
点
に
な
る
と
考
え
る
。

　次
に
、
持
続
性
の
課
題
で
あ
る
。
津
波
ブ

イ
が
1
基
し
か
残
っ
て
い
な
い
現
状
や
、
夜

間
警
備
員
が
増
員
さ
れ
た
も
の
の
元
に
戻
っ

て
い
る
な
ど
、
一
度
整
え
ら
れ
た
対
策
が
継

続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
な
い
例
が
散
見
さ
れ

た
。
ま
た
、
ホ
テ
ル
内
の
遺
構
や
掲
示
に
つ

い
て
、
オ
ー
ナ
ー
の
決
定
に
よ
っ
て
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
は
、
経
営
層
の
個
人
の
関
心
の

程
度
が
、
組
織
と
し
て
の
災
害
対
策
へ
の
関

与
の
積
極
性
に
影
響
す
る
可
能
性
を
示
唆
し

て
い
る
。
特
に
中
小
規
模
の
事
業
者
で
危
機

管
理
が
劣
後
し
や
す
い
と
報
告
さ
れ
て
お

り
、こ
れ
は
日
本
も
例
外
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

不
確
実
な
将
来
へ
の
投
資
を
継
続
的
に
行
う

意
識
と
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
た
め
の
体
制

整
備
が
、
日
本
の
観
光
地
に
も
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　以
上
に
加
え
て
、
災
害
文
化
の
違
い
に
よ

る
課
題
も
再
確
認
し
た
。
プ
ー
ケ
ッ
ト
で
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、
タ
イ
の
他
地
域

で
の
視
察
中
に
自
然
災
害
に
つ
い
て
尋
ね
る

と
、「
地
震
や
津
波
に
つ
い
て
は
日
本
人
の

方
が
詳
し
い
」
と
い
う
発
言
が
折
々
聞
か
れ

た
。
宿
泊
施
設
で
は
、
正
確
に
情
報
を
判
断

で
き
ず
に
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
た
め
、
全
員
に

災
害
情
報
を
共
有
し
な
い
と
の
発
言
が
あ
っ

た
が
、
こ
の
よ
う
に
、
自
然
災
害
に
対
す
る

知
識
を
ほ
と
ん
ど
持
た
な
い
人
々
が
、
訪
日

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
に
は
含
ま
れ
て
い
る

と
想
定
さ
れ
る
。
私
た
ち
は
学
校
教
育
で
訓

練
を
行
っ
て
き
た
こ
と
で
、
一
定
の
自
助
的

対
策
が
共
有
さ
れ
て
い
る
が
、
全
て
の
外
国

人
観
光
客
に
、
日
本
人
と
同
様
の
自
己
判
断

に
基
づ
く
行
動
を
期
待
す
る
こ
と
は
難
し
い

だ
ろ
う
。
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
拡
大
の
時
勢

に
お
い
て
災
害
対
策
を
考
え
る
に
あ
た
り
、

観
光
客
の
自
助
だ
け
で
は
な
く
、
事
業
者
の

役
割
を
ど
う
強
化
す
る
か
と
い
う
視
点
が
、

改
め
て
重
要
だ
と
考
え
る
。

　2
0
2
5
年
3
月
の
バ
ン
コ
ク
に
お
け
る

ビ
ル
倒
壊
を
受
け
て
内
部
で
変
更
し
た
事
項

は
あ
る
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
こ
の
倒
壊

は
地
震
で
は
な
く
建
築
方
法
の
問
題
で
あ

り
、
こ
の
倒
壊
を
機
と
し
た
対
応
や
見
直
し

は
行
っ
て
お
ら
ず
、
通
常
通
り
の
対
策
と
訓

練
を
行
っ
て
い
る
」と
い
う
回
答
の
一
方
で
、

「
建
物
の
安
全
性
確
認
や
、
地
震
の
対
策
、

宿
泊
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

見
直
す
と
と
も
に
、
政
府
機
関
・
自
治
体
と

の
関
係
強
化
や
夜
間
警
備
員
の
一
時
増
員
を

行
っ
た
」
と
い
う
回
答
も
得
ら
れ
、
今
回
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
2
施
設
で
は
意
見
が
分

か
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　ま
た
、
一
方
の
施
設
で
は
、
施
設
内
の

宿
泊
客
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
、

津
波
の
遺
構
や
当
時
の
様
子
を
伝
え
る
掲

示
物
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
意
思
決
定
の

も
と
残
し
て
い
る
の
か
を
質
問
し
た
と
こ

ろ
、
ホ
テ
ル
の
オ
ー
ナ
ー
の
意
向
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　さ
ら
に
片
方
の
施
設
か
ら
は
、
災
害
に
関

す
る
情
報
共
有
を
行
う
ツ
ー
ル
も
開
発
さ
れ

て
い
る
が
、
閲
覧
は
一
定
以
上
の
役
職
者
に

の
み
許
可
さ
れ
て
い
る
と
発
言
が
あ
り
、
そ

の
理
由
は
「
知
識
の
な
い
人
が
通
知
を
受
け

て
も
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
だ
け
だ
か
ら
」
と
説

明
さ
れ
た
。

　パ
ト
ン
ビ
ー
チ
で
は
、
ビ
ー
チ
に
あ
る
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
の
す
ぐ
隣
や
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
の
ゲ
ー
ト
下
な
ど
を
始
め
、
津
波
避
難
経

路
を
表
示
し
た
看
板
や
、
津
波
警
戒
地
域
内

で
あ
る
こ
と
を
示
す
ポ
ー
ル
が
多
数
見
受
け

ら
れ
た
。
避
難
経
路
看
板
は
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

の
ほ
か
、
タ
イ
語
、
英
語
、

中
国
語
の
三
ヶ
国
語
で
表
記

さ
れ
て
い
た
（
写
真
1
）。

　カ
マ
ラ
ビ
ー
チ
で
も
、

ビ
ー
チ
に
は
津
波
の
警
告
が

掲
示
さ
れ
、
D
D
P
M
が
公

開
す
る
電
子
版
に
繫
が
る
二

次
元
コ
ー
ド
も
備
え
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
掲
出
さ
れ

て
い
た
。
ま
た
、
カ
マ
ラ
ビ
ー

チ
に
は
慰
霊
碑
や
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、

津
波
被
害
を
伝
え
て
い
た

（
写
真
2
）ほ
か
、ス
ピ
ー
カ
ー

や
電
光
掲
示
板
を
も
っ
た
警

報
塔
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
宿
泊
施
設
は
、
双

方
、
災
害
対
策
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
そ
こ
に
は
、
顧
客
の
信
頼
を
勝
ち
取
る

と
い
う
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
側
面
が
感
じ
ら

れ
た
。
ま
た
、
地
域
や
施
設
が
抱
え
る
リ
ス

ク
の
分
析
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
く
計
画

や
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
策
定
さ
れ
て
お
り
、
年
に

1
回
以
上
の
頻
度
で
訓
練
の
場
が
設
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　ベ
ー
ス
と
な
る
計
画
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ

り
、
そ
れ
を
所
在
地
ご
と
の
リ
ス
ク
に
応
じ

て
ア
レ
ン
ジ
で
き
る
仕
組
み
は
世
界
的

チ
ェ
ー
ン
の
強
み
で
あ
り
、
他
の
事
業
者
、

特
に
地
元
の
中
小
規
模
の
施
設
が
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
か
は
今
回
明
ら
か
に
で

き
な
か
っ
た
。

　今
回
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
視
察
で
、
次
の
2

点
の
課
題
が
示
唆
さ
れ
た
。
ま
ず
、
イ
ン
フ

ラ
の
課
題
で
あ
る
。
両
施
設
か
ら
、
警
報
シ

ス
テ
ム
の
改
修
や
増
設
が
政
府
へ
の
期
待
と

し
て
挙
げ
ら
れ
た
。
公
的
イ
ン
フ
ラ
は
個
々

の
事
業
者
の
努
力
だ
け
で
は
改
善
で
き
な
い

た
め
、
地
域
が
共
通
し
て
抱
え
る
課
題
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
日
本
で
は
警
報

避
難
訓
練
が
事
業
者
の
自
主
性
に
委
ね
ら
れ

て
い
た
た
め
に
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
な
ど
、
災
害
対
策
の
持
続
性
の
課
題

を
報
告
す
る
も
の
も
あ
る
（W

o
n
g, 2

0
1
2
; 

G
u
rtn

er, 2
0
1
4

）。

　先
述
の
背
景
情
報
を
踏
ま
え
、
取
り
組
み

の
プ
ロ
セ
ス
や
意
思
決
定
と
い
っ
た
背
景
を

聴
取
す
る
こ
と
で
、
日
本
で
よ
り
効
率
的
・

効
果
的
に
災
害
に
備
え
る
た
め
の
示
唆
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
現
地
で
津
波
を
経

験
し
て
い
る
宿
泊
施
設
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
、
併
せ
て
被
災
し
た
ビ
ー
チ
周
辺
の
視

察
を
実
施
し
た
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象
に
宿
泊

施
設
を
設
定
し
た
理
由
は
、
観
光
客
と
従
業

員
が
最
も
密
に
接
す
る
場
の
一
つ
で
あ
る
と

考
え
た
た
め
で
あ
る
。

　ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、
プ
ー
ケ
ッ
ト
国
際
空
港

周
辺
と
パ
ト
ン
ビ
ー
チ
に
位
置
す
る
計
2
施

設
で
行
っ
た
。
両
施
設
と
も
施
設
名
の
記
載

と
、
発
言
者
が
特
定
で
き
る
形
式
で
の
報
告

は
要
望
に
よ
り
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
が
、

と
も
に
大
手
世
界
チ
ェ
ー
ン
が
展
開
す
る
施

設
で
あ
る
。
な
お
、
今
回
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
都
合
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
で
き
た
の

が
2
施
設
の
み
で
あ
り
、
以
下
で
記
載
す
る

内
容
は
プ
ー
ケ
ッ
ト
全
体
の
状
況
を
説
明
す

る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。

　両
施
設
と
も
、
利
用
客
と
従
業
員
の
安
全

確
保
と
そ
の
た
め
の
取
り
組
み
は
重
要
と
認

識
し
て
い
た
。
片
方
の
施
設
に
よ
れ
ば
、
災

害
対
策
が
重
要
で
あ
る
理
由
は
、「
観
光
客

は
安
全
だ
と
感
じ
る
ホ
テ
ル
を
選
ぶ
た
め
、

災
害
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
信
頼
を
築

き
、
安
全
な
ホ
テ
ル
と
し
て
の
評
判
を
高
め

る（
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
効
果
）」か
ら
で
あ
る
。

一
方
で
、
同
施
設
と
し
て
は
利
用
客
の
安
全

確
保
に
尽
力
す
る
も
の
の
、
災
害
時
に
は
一

刻
も
早
い
帰
宅
を
望
む
従
業
員
も
お
り
、
彼

ら
の
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　共
通
し
て
、
津
波
、
熱
帯
低
気
圧
や
台
風
、

洪
水
な
ど
の
水
害
と
、
地
震
で
あ
る
。
そ
の

他
、
一
方
で
は
高
波
、
強
風
、
他
方
で
は
地

す
べ
り
、
酷
暑
や
熱
波
を
想
定
し
て
い
る
。

一
つ
の
施
設
で
は
、
ど
の
よ
う
な
危
機
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
発
生
可
能
性

（L
ikelih

o
o
d

）、
発
生
時
の
被
害
結
果

（C
o
n
seq

u
en
ce

）
を
分
析
し
、
そ
れ
ら
に

基
づ
き
総
合
リ
ス
ク
評
価
（O

verall R
isk 

R
atin

g

）
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
優
先
し
て

対
策
に
取
り
組
む
べ
き
危
機
・
災
害
を
特
定

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
津
波
は
発
生
可
能
性

は
低
く
評
価
し
て
い
る
が
、
発
生
時
の
被
害

結
果
は
非
常
に
高
い
と
評
価
し
、
総
合
リ
ス

ク
は
高
い
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　両
施
設
と
も
に
、
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
と
し

て
基
盤
と
な
る
危
機
管
理
計
画
を
、
地
域
の

特
性
に
合
わ
せ
た
危
機
・
災
害
に
沿
っ
て

ア
レ
ン
ジ
し
て
運
用
し
て
お
り
、
発
生
前

（P
reparedness

）、発
生
時
（R

esponse

）、

発
生
後
（R

ecovery

）
の
3
段
階
を
基
本
に

し
た
計
画
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
計
画
は

6
ヶ
月
に
1
回
等
、
定
期
的
に
見
直
さ
れ
る

ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
都
度
柔
軟
に
変

更
さ
れ
る
。

　ま
た
、
両
施
設
と
も
年
1
〜
2
回
の
施
設

全
体
で
の
訓
練
と
、
別
途
部
署
ご
と
の
訓
練

を
基
本
に
、
定
期
的
に
周
知
・
教
育
を
行
っ

て
い
る
。
訓
練
は
原
則
全
員
参
加
と
し
、
特

に
新
し
く
加
わ
っ
た
従
業
員
に
は
参
加
を
促

し
て
い
る
。
一
方
の
施
設
で
は
、
や
む
を
得

ず
不
参
加
と
な
っ
た
従
業
員
に
は
資
料
送
付

な
ど
で
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
。

　両
施
設
と
も
、
当
時
の
状
況
や
デ
ー
タ
を

記
録
し
て
い
る
。
加
え
て
、
片
方
の
施
設
で

は
、
津
波
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
被
害
が
発

生
し
た
の
か
、
な
ぜ
被
害
が
大
き
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
か
、
ま
た
、
繰
り
返
さ
な
い
た

め
に
必
要
な
こ
と
を
従
業
員
に
掲
示
物
な
ど

で
伝
え
て
い
る
。

　両
施
設
と
も
、
防
災
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を

求
め
る
。片
方
の
施
設
の
担
当
者
に
よ
れ
ば
、

「
2
0
0
4
年
の
津
波
後
に
ア
ン
ダ
マ
ン
海

に
早
期
警
報
に
繫
が
る
津
波
ブ
イ
が
設
置
さ

れ
た
は
ず
だ
が
、
こ
の
20
年
間
に
故
障
な
ど

で
現
在
動
い
て
い
る
ブ
イ
は
1
基
の
み
と
思

わ
れ
る
」。
ま
た
、
両
施
設
か
ら
、
防
災
警

報
塔
の
設
置
や
改
善
、
S
M
S
や
サ
イ
レ
ン

を
利
用
し
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
情
報
発
信
シ
ス

テ
ム
の
構
築
も
求
め
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
一
施
設
か
ら
は
公
共
の
避
難
経

路
の
整
備
や
訓
練
へ
の
協
力
も
期
待
し
て
お

り
、
既
往
研
究
で
持
続
性
の
課
題
が
報
告
さ

れ
て
い
た
分
野
に
引
き
続
き
困
難
を
抱
え
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　観
光
産
業
と
、
観
光
活
動
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
る
人
々
の
生
活
は
、
外
的
環
境
の
変
化

に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
常
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
。
自
然
災
害
も
外
的
リ
ス
ク
の
一

つ
で
あ
り
、
大
規
模
災
害
直
後
に
は
当
該
地

域
へ
の
旅
行
活
動
が
著
し
く
抑
制
さ
れ
、
観

光
収
入
の
減
少
に
直
結
す
る
こ
と
は
、
経
験

か
ら
も
十
分
に
想
像
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　国
家
主
導
で
観
光
産
業
振
興
に
取
り
組
ん

で
い
る
タ
イ
も
、
こ
の
よ
う
な
経
験
を
し
て

い
る
。
2
0
0
4
年
12
月
26
日
に
発
生
し
た

ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
に
伴
う
大
津
波
（
イ
ン

ド
洋
大
津
波
）
は
、
イ
ン
ド
洋
沿
岸
諸
国
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
タ
イ
南
部
の

リ
ゾ
ー
ト
観
光
地
で
あ
っ
た
プ
ー
ケ
ッ
ト
で

も
、
そ
の
観
光
資
源
で
あ
る
ビ
ー
チ
や
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
が
津
波
に
襲
わ
れ
、
住
民
の

み
な
ら
ず
外
国
人
観
光
客
に
も
死
傷
者
・
行

方
不
明
者
を
出
す
事
態
と
な
っ
た
。
こ
の
津

波
が
発
端
と
な
っ
た
旅
行
者
数
や
消
費
額
の

減
少
は
、
住
民
の
多
く
が
直
接
的
・
間
接
的

に
観
光
産
業
に
従
事
し
て
い
た
た
め
、
彼
ら

の
経
済
と
生
活
基
盤
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

し
た
。

　さ
ら
に
直
近
で
は
、
2
0
2
5
年
3
月
28

日
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
発
生
し
た
M
7
・
7
の

地
震
が
、
震
央
か
ら
約
1
0
0
0
㎞
離
れ
た

タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ
ク
に
ま
で
伝
播
し
、
ビ

ル
の
倒
壊
な
ど
が
発
生
し
た
。
タ
イ
国
政
府

観
光
庁
（
T
A
T;T

o
u
rism

 A
u
th
o
rity 

o
f T

h
ailan

d

）
は
、
こ
の
地
震
の
翌
日
に
、

状
況
が
通
常
通
り
に
回
復
し
て
い
る
こ
と
、

安
全
確
保
の
た
め
の
定
期
的
な
現
状
把
握
を

引
き
続
き
行
う
こ
と
を
発
表
し
、
観
光
客
の

不
安
感
の
払
拭
に
努
め
て
い
る
。

　防
災
ま
た
は
災
害
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
構
築

は
、
持
続
可
能
な
開
発
と
も
深
く
関
連
し
、

国
際
的
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
特
に
小
規
模
事
業
者
で
、
危
険
に

関
す
る
課
題
の
優
先
順
位
が
低
く
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
報
告
も
あ
る

（John
ston

, et al., 2
0
0
7

） 

。

　加
え
て
、
例
え
ば
大
き
な
地
震
が
少
な
い

地
域
出
身
の
人
々
が
、
揺
れ
を
感
じ
た
時
の

適
切
な
行
動
を
予
め
知
っ
て
い
る
こ
と
は
稀

で
あ
る
よ
う
に
、
観
光
客
は
地
域
住
民
と
比

べ
て
災
害
に
対
し
て
よ
り
脆
弱
で
あ
り
、
彼

ら
の
安
全
確
保
に
は
、
観
光
客
と
実
際
に
接

点
を
持
つ
機
会
の
多
い
観
光
産
業
の
従
業
員

が
重
要
な
役
割
を
担
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る

（R
itch

ie, 2
0
0
8
; 

照
本, 2

0
2
3

）。

　2
0
2
5
年
7
月
1
日
時
点
の
南
海
ト
ラ

フ
地
震
防
災
対
策
推
進
基
本
計
画
に
お
い

て
、
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
地
域
で
M
8
〜
9

ク
ラ
ス
の
巨
大
地
震
が
30
年
以
内
に
発
生
す

る
確
率
は
80
％
程
度
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

沿
岸
観
光
地
も
含
め
、
全
国
的
に
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
、
ま
た
は
誘

客
に
努
め
て
い
る
な
か
で
、
観
光
産
業
に
お

い
て
災
害
へ
備
え
る
こ
と
の
重
要
性
は
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
取
り
組
み

の
プ
ロ
セ
ス
や
意
思
決
定
と
い
っ
た
背
景
を

聴
取
し
す
る
こ
と
で
、日
本
で
よ
り
効
率
的
・

効
果
的
に
災
害
に
備
え
る
た
め
の
示
唆
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
2
0
0
4
年
12
月

の
イ
ン
ド
洋
大
津
波
を
経
験
し
た
プ
ー

ケ
ッ
ト
の
宿
泊
施
設
に
お
け
る
自
然
災
害

へ
の
取
り
組
み
や
、
被
災
後
20
年
以
上
が

経
過
し
た
現
地
の
状
況
に
つ
い
て
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
結

果
を
報
告
す
る
。

　2
0
0
4
年
12
月
の
津
波
は
、
プ
ー
ケ
ッ

観
光
の
チ
カ
ラ
で

復
活
し
た

無
形
文
化
遺
産

「
ナン・ヤ
イ
」に

学
ぶ

3
4

観
光
研
究
部 

主
任
研
究
員

後
藤
伸
一

　日
本
の
人
口
減
少
が
今
後
ま
す
ま
す
大
き

な
社
会
課
題
と
な
っ
て
い
く
こ
と
は
周
知
の

通
り
で
あ
る
。
た
だ
、
経
済
面
で
の
議
論
が

多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
と
こ
ろ
が
あ

る
。
私
は
人
口
減
少
が
も
た
ら
す
負
の
側
面

と
し
て
、
文
化
面
に
つ
い
て
も
重
要
な
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
は
、
V
I
C
E
モ

デ
ル
が
目
指
す
多
様
な
価
値
の
実
現
と
も
符

合
す
る
。
観
光
客
（V

isito
r

）
は
深
い
学
び

と
感
動
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
観
光
産
業

（In
d
u
stry

）
は
新
た
な
商
品
を
得
て
、
地

域
社
会
（C

o
m
m
u
n
ity

）
は
誇
り
と
収
入

を
回
復
し
、
環
境
と
文
化
（E

nvironm
ent 

and C
ulture

）
負
荷
の
少
な
い
形
で
文
化

が
継
承
さ
れ
る
。
観
光
が
単
な
る
経
済
活
動

で
は
な
く
、
文
化
を
持
続
さ
せ
る
「
仕
組
み

（
装
置
）」
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
で
目
の
当
た
り
に
し
た

「
継
承
の
好
循
環
」
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て

設
計
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
答
え
を

求
め
て
、
取
り
組
み
を
支
え
た
伴
走
支

援
者
、
バ
ン
コ
ク
の
D
A
S
T
A
本
部

を
訪
れ
た
。
D
A
S
T
A
（D

esign
ated

 

A
rea

s fo
r S

u
sta

in
a
b
le T

o
u
rism

 

A
d
m
in
istratio

n

）
は
、
2
0
0
3
年
に

タ
イ
政
府
が
持
続
可
能
な
観
光
開
発
を
推
進

す
る
た
め
に
設
置
し
た
専
門
組
織
で
、
そ
の

　特
に
今
、
人
口
減
少
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
衰
退
や
生
活
習
慣
の
大
き
な
変
化
に

よ
り
無
形
の
文
化
遺
産
、
例
え
ば
祭
り
や
民

俗
芸
能
、
伝
統
工
芸
な
ど
の
技
術
が
「
静
か

な
る
危
機
」
に
陥
っ
て
い
る
。
こ
の
流
れ
が

止
ま
る
こ
と
は
お
そ
ら
く
な
い
。
つ
ま
り
、

無
形
の
文
化
遺
産
は
残
念
な
が
ら
消
え
て
い

く
運
命
だ
と
言
え
る
。

　こ
う
し
た
中
、
文
化
行
政
は
大
き
な
転
換

点
を
迎
え
て
い
る
。
文
化
庁
は
2
0
1
5
年

に
地
域
に
根
ざ
し
た
歴
史
的
ス
ト
ー
リ
ー
を

認
定
す
る
こ
と
で
、
観
光
振
興
や
地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
る
日
本
遺
産
制
度
を
創
設
、
更

設
立
時
期
か
ら
見
て
も
先
進
的
な
組
織
で
あ

る
。
約
1
0
0
名
の
専
門
家
チ
ー
ム
（
観
光

プ
ラ
ン
ナ
ー
、
建
築
家
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開

発
の
専
門
家
な
ど
）
を
擁
し
、
特
定
の
地
域

に
お
い
て
観
光
を
核
と
し
た
総
合
的
な
地
域

開
発
を
推
進
し
て
い
る
。

　日
本
の
組
織
と
比
較
す
る
と
、
観
光
庁
の

政
策
立
案
機
能
、地
方
自
治
体
の
支
援
機
能
、

そ
し
て
民
間
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
能
を

併
せ
持
っ
た
「
実
践
型
の
専
門
家
集
団
」
と

言
え
る
。
彼
ら
は
単
な
る
助
成
金
分
配
機
関

で
は
な
く
、
地
域
に
深
く
入
り
込
み
、
持
続

可
能
な
観
光
の
「
種
」
を
ま
き
、「
育
て
る
」

ま
で
の
全
過
程
を
伴
走
す
る
と
い
う
点
に
最

大
の
特
徴
が
あ
る
。

　担
当
者
が
、組
織
の
理
念
に
つ
い
て「
我
々

D
A
S
T
A
の
役
割
は
、『
シ
ス
テ
ム
・
イ

ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
』で
す
。
つ
ま
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
魚
を
あ
げ
る
の
で
は
な
く
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
自
立
的
に
成
長
す
る
た
め
の

『
漁
の
仕
組
み
』
そ
の
も
の
を
共
に
設
計
す

る
『
伴
走
者
』
で
す
」
と
語
っ
て
い
た
こ
と

は
大
変
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　そ
の
上
で
、
こ
れ
ら
の
理
念
に
基
づ
い
て

D
A
S
T
A
は
以
下
の
4
つ
の
支
援
を
実
施

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

に
2
0
1
8
年
に
文
化

財
保
護
法
を
改
正
し
、

「
活
用
」を
通
じ
た
「
保

存
」と
い
う
新
た
な
道

筋
を
示
し
始
め
た
。し

か
し
、こ
こ
で
「
文
化

財
の
活
用
は
文
化
の

真
正
性
を
損
な
う
の

で
は
な
い
か
」と
い
う

根
源
的
ジ
レ
ン
マ
が

生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

「
保
存
」か
「
活
用
」と

い
う
ゼ
ロ
サ
ム
の
議
論

が
続
い
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

　私
は
こ
の
「
保
存
」
か
「
活
用
」
に
つ
い
て
、

ど
ち
ら
か
一
つ
を
選
ば
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
が
重
要

で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
プ
ラ
ス
サ
ム
に
し
て

い
く
か
と
い
う
方
向
に
、
議
論
の
質
を
変
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　例
え
ば
こ
の
対
立
を
解
く
鍵
と
し
て
、
文

化
人
類
学
者
ミ
シ
ェ
ル
・
ピ
カ
ー
ル
が
提

示
し
た
「
遺
産
と
し
て
の
文
化
（C

u
ltu
re 

as H
eritage

）」
と
「
資
本
と
し
て
の
文

化
（C

u
ltu
re as C

ap
ital

）」
と
い
う
概

念
が
あ
る
。文
化
を「
守
る
べ
き
遺
産
」と「
価

値
を
生
む
資
本
」
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら

　G
S
T
C
（
持
続
可
能
な
観
光
の
た
め
の

国
際
基
準
）
を
タ
イ
の
実
情
に
合
わ
せ
て
改

良
し
た
ツ
ー
ル
を
用
い
、
外
部
者
が
評
価
す

る
の
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
自
ら
が
自

ら
の
資
源
と
課
題
を
「
発
見
」
す
る
取
組
を
支

援
す
る
。

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
C
B
T（C

om
m
unity-

B
ased T

ourism

）
ク
ラ
ブ
化
し
、
地
域
の

関
係
者
を
集
め
て
役
割
分
担
を
決
め
る
。
収

益
が
特
定
の
個
人
に
偏
る
こ
と
な
く
、
地
域

内
で
分
散
（
リ
ン
ケ
ー
ジ
）
し
、
公
平
に
分

配
さ
れ
る
仕
組
み
の
構
築
を
支
援
す
る
。

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
の
観
光
収
入
を
1
つ

の
K
P
I
と
し
て
使
用
し
、
毎
年
、
約
3
〜

4
％
の
増
加
を
目
標
と
し
て
設
定
。
収
入
の

絶
対
額
だ
け
で
な
く
、
観
光
収
入
の
5
〜
10

%
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
金
に
積
み
立
て
、
地

域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
奨
学
金
に
充
て
る
仕

組
み
の
構
築
な
ど
、
そ
の
公
平
な
分
配
（
収

入
分
配
指
数
）
も
指
標
と
し
、
成
長
の
質
の

捉
え
直
す
こ
と
で
、
単
純
な
二
項
対
立
を
超

え
た
議
論
が
可
能
と
な
る
。

　さ
ら
に
、
こ
の
二
つ
の
側
面
の
調
和
を
目

指
す
実
践
的
な
枠
組
み
が
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
国
連
世
界
観
光
機
関
が
整
理

し
た
V
I
C
E
モ
デ
ル
で
あ
る
。
訪
問
客

（V
isitor

）、観
光
産
業（Industry

）、地
域
社
会

（C
om

m
unity

）、環
境
と
文
化（E

nvironm
ent 

and C
ulture

）
と
い
う
4
者
の
ニ
ー
ズ
の

調
和
を
目
指
す
こ
の
考
え
方
は
、
文
化
遺
産

の
継
承
と
い
う
課
題
に
も
有
効
な
示
唆
を
与

え
て
い
る
よ
う
思
え
る
。

　こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
今
回
は
、

一
度
途
絶
え
た
無
形
文
化
遺
産
「
ナ
ン
・
ヤ

イ
」
を
観
光
の
チ
カ
ラ
で
復
活
さ
せ
た
タ
イ

の
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
と
い
う
小
さ
な
町
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
訪
問
し
た
。
ま
た
、
無
形
の

文
化
財
の
継
承
に
観
光
が
与
え
る
影
響
や
効

果
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
を
支
援
し
た
政
府
機

関
（
D
A
S
T
A
）
も
訪
問
し
た
。

　今
回
の
訪
問
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
代
表
を
務
め
る
オ
ン
さ
ん
と
ペ
ッ
チ
ャ
ブ

管
理
を
支
援
す
る
。

　体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
子
ど
も
た
ち
が
自
然

に
文
化
に
親
し
む
入
り
口
と
し
、
さ
ら
に
、

C
B
T
ク
ラ
ブ
で
子
供
た
ち
が
学
習
し
、
お

金
を
子
供
た
ち
に
分
配
す
る
仕
組
み
を
構
築

す
る
な
ど
、「
経
済
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
」
と

「
誇
り
」
が
結
び
つ
く
こ
と
で
、
学
び
か
ら
実

践
、
そ
し
て
後
進
の
指
導
へ
と
至
る
好
循
環

が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
支
援
す
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
D
A
S
T
A
は
単
発
の
支

援
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
自
律
的
に

成
長
す
る
ま
で
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
体
系

化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
D
A
S
T
A
の
モ

デ
ル
を
そ
の
ま
ま
日
本
に
移
植
す
る
こ
と
は

現
実
的
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
、

そ
の
理
念
と
20
年
以
上
取
り
組
ん
で
き
た
実

践
は
、
日
本
の
無
形
の
文
化
遺
産
が
直
面
す

る
課
題
に
対
す
る
重
要
な
示
唆
に
満
ち
て

い
る
の
で
は
な
い
か
考
え
る
。
特
に
今
回
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
し
て
D
A
S
T
A
の
関
係

者
の
方
々
の
「
地
域
に
入
る
」
こ
と
へ
の
誇

り
と
責
任
感
、
ま
た
、
熱
意
を
感
じ
た
。

　今
回
の
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
と
D
A
S
T
A

へ
の
訪
問
で
は
多
く
の
気
づ
き
が
あ
っ
た
。

第
一
に
、
無
形
の
文
化
遺
産
を 

「
ど
の
よ
う

に
活
用
す
る
か
」
と
い
う
短
期
的
な
視
点
か

ら
、「
観
光
を
活
用
し
て
ど
の
よ
う
に
継
承

し
て
い
く
か
」
い
う
長
期
的
な
視
点
へ
考
え

方
を
変
え
る
こ
と
の
重
要
性
で
あ
る
。
ペ
ッ

チ
ャ
ブ
リ
ー
の
事
例
が
示
す
よ
う
に
、
観
光

は
単
な
る
収
入
源
で
は
な
く
、「
地
域
の
誇

り
を
再
生
し
、
次
世
代
へ
の
継
承
を
促
す
装

置
」
と
し
て
機
能
し
得
る
と
考
え
る
。

　第
二
に
、
D
A
S
T
A
が
実
践
す
る 

「
シ

ス
テ
ム
・
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
」 

と
し
て
の

役
割
は
、
日
本
の
自
治
体
・
D
M
O
の
在
り

方
に
大
き
な
問
い
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
日

本
で
は
観
光
施
策
が
補
助
金
支
援
型
で
あ

る
。
加
え
て
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
に
お
い
て
も

イ
ベ
ン
ト
型
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
P
R
に
予
算
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
よ

う
に
も
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
短
期
的
な

事
業
で
は
な
く
、
D
A
S
T
A
の
よ
う
に
10

年
単
位
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
自
律
を
支
え
続

け
る
「
伴
走
型
」
の
支
援
体
制
が
不
足
し
て

い
る
。
限
ら
れ
た
人
的
リ
ソ
ー
ス
の
中
で
こ

の
機
能
を
ど
う
担
う
か
、
D
M
O
、
大
学
・

専
門
家
組
織
と
の
連
携
強
化
な
ど
、
観
光
・

文
化
の
枠
を
超
え
た
新
し
い
モ
デ
ル
の
構
築

が
必
要
で
あ
る
。

　第
三
に
、「
K
P
I
」
の
考
え
方
で
あ
る
。

日
本
で
は
「
入
込
客
数
」
や
「
消
費
額
」
が
重

視
さ
れ
が
ち
だ
が
、D
A
S
T
A
は「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
観
光
収
入
」
と
「
収
入
分
配
指
数
」

を
指
標
と
す
る
。
こ
れ
は
、
観
光
の
成
果
を

「
地
域
に
お
金
が
落
ち
、
公
平
に
分
配
さ
れ

て
い
る
か
」
と
い
う
経
済
循
環
の
質
で
測
る

と
い
う
発
想
の
転
換
で
あ
る
。こ
の
視
点
は
、

文
化
継
承
を
持
続
可
能
な
取
り
組
み
と
し
て

捉
え
直
す
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　今
回
の
視
察
で
最
も
大
き
な
気
づ
き
は
、

観
光
が
単
な
る
「
消
費
活
動
」
を
超
え
、「
旅

を
通
じ
て
地
域
や
文
化
を
持
続
的
に
支
援
す

る
行
為
」
へ
と
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
変
わ
っ

て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
例

え
ば
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
を
訪
れ
る

観
光
客
は
、「
文
化
の
消
費
者
」

で
は
な
く
体
験
を
通
じ
て
、
そ
の

背
景
に
あ
る
物
語
や
技
術
に
触

れ
、
深
い
理
解
と
敬
意
を
抱
く
。

そ
し
て
、
そ
の
体
験
に
対
す
る
対

価
が
、
直
接
的
に
子
ど
も
た
ち
や

文
化
保
存
活
動
に
還
元
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
知
れ
ば
、
自
身
が
文
化

継
承
の
「
支
援
者
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

実
感
す
る
こ
と
に
な
る
。
知
ら
ぬ
間
に
文
化

継
承
の
「
理
解
者
」
か
つ
「
支
援
者
」
と
な
り
、

そ
の
持
続
可
能
性
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
モ
デ
ル
が
拡
が
れ
ば
、「
そ

の
地
域
の
文
化
を
守
り
た
い
か
ら
旅
を
す

る
」
と
い
う
、
新
た
な
旅
行
者
の
層
を
生
み

出
す
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
観
光
が
も

た
ら
す
プ
ラ
ス
サ
ム
の
関
係
と
言
え
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
へ
の

訪
問
を
通
し
て
、
多
く
の
日
本
の
無
形
の
文

化
遺
産
が
「
消
え
ゆ
く
運
命
」
に
あ
る
今
、

文
化
遺
産
の
継
承
に
奮
闘
す
る
方
々
、
そ
し

て
、
私
た
ち
が
手
を
取
り
合
い
、
前
向
き
な

挑
戦
に
一
歩
を
踏
み
出
す
「
時
」
が
来
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

2
．ペッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
で
の

実
践
：

ピ
カ
ー
ル
の
理
論
を

超
え
て

1
．は
じ
め
に
：

静
か
な
る
危
機
と
、

新
た
な
枠
組
み
の

必
要
性

 【写真1】ペッチャブリー①
ワット・プラッププラチャイに保存されているナン・ヤイ

ト
国
際
空
港
付
近
で
4
ｍ
、
主
要
ビ
ー
チ
で

あ
る
パ
ト
ン
ビ
ー
チ
で
6
ｍ
の
高
さ
だ
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。
沿
岸
部
の
ホ
テ
ル
も
被

災
し
、
プ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
け
る
2
0
0
5
年

1
月
か
ら
3
月
の
客
室
稼
働
率
は
約
3
分
の

1
に
ま
で
落
ち
込
む
な
ど
、
観
光
客
数
は
大

幅
に
減
少
し
た（B

irklan
d, et al., 20

0
6

）

（
図
1
、図
2
）。

　そ
の
後
、
ホ
テ
ル
や
リ
ゾ
ー
ト
は
お
よ
そ

9
〜
10
ヶ
月
で
復
旧
し
た
が
、
観
光
客
数
の

回
復
に
は
被
災
か
ら
約
20
ヶ
月
を
要
し
て
お

り
、
こ
の
遅
れ
は
、
ホ
テ
ル
や
リ
ゾ
ー
ト
が

再
建
に
多
額
の
費
用
を
費
や
し
た
も
の
の
、

稼
働
率
が
低
い
状
態
が
続
く
こ
と
で
長
期
間

に
わ
た
っ
て
低
収
入
に
苦
し
ん
だ
実
態
を
示

唆
し
て
い
る
（T

an
g, et al., 2

0
1
9

）。

　T
A
T
は
観
光
客
の
信
頼
回
復
に
対
す
る

責
任
機
関
と
な
り
、
国
内
外
の
旅
行
会
社
や

旅
行
代
理
店
の
被
災
地
へ
の
招
聘
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
、
割
引

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
提
供
な
ど
を
行
っ
た
。
そ
の

他
、
地
震
観
測
所
の
設
置
・
改
修
が
行
わ
れ
、

2
0
0
7
年
に
は
防
災
減
災
局（
D
D
P
M
：

D
epartm

en
t of D

isaster P
reven

tion
 

an
d
 M
itigatio

n

）が
設
立
さ
れ
、
津
波
対

策
訓
練
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。ま
た
、

国
際
的
に
は
、
U
N
W
T
O
や
P
A
T
A
も

参
加
し
た
会
議
に
て
プ
ー
ケ
ッ
ト
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
は
、
潜

在
的
な
観
光
客
や
観
光
関
連
事
業
者
の
信

頼
回
復
の
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
、

持
続
可
能
な
再
開
発
と
い
っ
た
分
野
が
含

ま
れ
た
。

　被
災
地
の
復
興
や
観
光
客
回
復
の
た
め
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
、
将
来
の
安
全
性
と

い
っ
た
観
点
か
ら
防
災
イ
ン
フ
ラ
や
避
難
訓

練
等
も
実
施
さ
れ
た
。
し
か
し
、
被
災
か
ら

約
10
年
後
に
発
表
さ
れ
た
研
究
の
中
に
は
、

整
備
さ
れ
た
警
報
塔
や
避
難
経
路
の
一
部
が

十
分
に
機
能
し
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
や
、
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リ
ー
の
役
場
職
員
の
フ
ァ
ン
さ
ん
に
話
を

伺
っ
た
。

　ま
ず
、
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
は
、
バ
ン
コ
ク

か
ら
南
西
へ
約
1
6
0
キ
ロ
に
位
置
す
る
豊

か
な
歴
史
と
文
化
が
残
る
古
都
で
あ
る
。

2
0
2
1
年
に
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
「
食
文
化
（G

astro
n
o
m
y

）」
分

野
で
認
定
さ
れ
て
い
る
。
山
と
海
に
挟
ま
れ

た
こ
の
地
は
、
古
く
か
ら
交
易
の
要
衝
と
し

て
発
展
し
、
数
多
く
の
寺
院
や
洞
窟
、
王
朝

時
代
の
宮
殿
が
点
在
す
る
。
旧
市
街
に
は
華

人
商
人
が
築
い
た
2
階
建
て
の
店
舗
兼
住
宅

が
数
多
く
残
り
、
喧
騒
の
バ
ン
コ
ク
と
は
正

反
対
で
時
間
が
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
る
よ
う
な

雰
囲
気
が
漂
う
。
こ
の
歴
史
的
風
土
が
、
ナ

ン
・
ヤ
イ
の
よ
う
な
伝
統
芸
能
を
育
む
土
壌

と
な
っ
て
き
た
。

　そ
の
ナ
ン
・
ヤ
イ
は
、
イ
ン
ド
の
叙
事
詩

「
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
」（
タ
イ
で
は
「
ラ
ー
マ
キ

エ
ン
」）
を
主
な
題
材
に
し
た
タ
イ
を
代
表

す
る
伝
統
影
絵
芝
居
で
あ
る
。「
大
き
な
革

（
N
a
n
g
）
の
演
劇
（
Y
a
i
）」
を
意
味

す
る
そ
の
名
の
通
り
、
1
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
大
型
の
牛
革
で
作
ら
れ
た
人
形
が
最
大
の

特
徴
で
あ
る
。

　職
人
が
一
枚
の
牛
革
に
精
巧
な
彫
刻
を
施

し
て
作
ら
れ
る
人
形
は
、
神
々
、
魔
王
、
猿

の
軍
将
な
ど
、
物
語
に
登
場
す
る
個
性
豊
か

な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を

大
き
な
白
い
ス
ク
リ
ー
ン
の
前
で
数
人
で
操

る
。
ナ
レ
ー
タ
ー
が
物
語
を
紡
ぎ
、
タ
イ
の

伝
統
音
楽
隊
が
劇
的
な
旋
律
を
奏
で
る
中
、

ス
ク
リ
ー
ン
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
神
々
と

悪
魔
の
戦
い
は
、
息
を
の
む
ほ
ど
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
で
美
し
い
。
そ
の
壮
麗
な
ス
ケ
ー
ル

と
芸
術
性
か
ら
、「
動
く
寺
院
壁
画
」
と
も

称
さ
れ
る
。
ワ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
プ
プ
ラ
チ
ャ

イ
に
は
歴
史
的
な
人
形
が
残
さ
れ
て
い
た

が
、
上
演
活
動
は
長
ら
く
途
絶
え
て
い
た
。

　何
故
、
こ
の
ナ
ン
・
ヤ
イ
が
復
活
で
き
た

か
。
背
景
と
し
て
こ
の
地
域
で
は
地
域
の
活

性
化
の
た
め
20
年
以
上
オ
ン
さ
ん
を
中
心
に

「
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ

の
ま
ち
づ
く
り
活
動
が
き
っ
か
け
と
な
り

D
A
S
T
A
が
地
域
開
発
・
支
援
に
入
る
こ

と
に
な
り
、
地
域
関
係
者
が
議
論
を
し
た
中

で
、
ワ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
プ
プ
ラ
チ
ャ
イ
に
保

存
さ
れ
て
い
た
ナ
ン
・
ヤ
イ
の
人
形
が
大
変

素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

そ
の
人
形
を
動
か
す
こ
と
、
こ
れ
を
影
絵
劇

を
上
演
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、「
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
手
法
を
用
い

て
こ
の
文
化
財
を
復
活
で
き
な
い
か
と
い
う

話
に
な
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

　当
時
、
観
光
客
は
寺
院
を
訪
れ
、
古
い
人

形
を
見
る
だ
け
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
は
な
く
、地
域
関
係
者
が
議
論
す
る
中
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
り
、
ナ
ン
・
ヤ
イ
を
復

活
さ
せ
、
そ
の
価
値
を
認
識
し
、
保
存
継
承

す
る
方
法
に
つ
い
て
検
討
が
始
ま
っ
た
。
寺

院
を
中
心
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
再
構
築
さ
れ

た
。
そ
の
中
心
は
小
中
学
生
な
ど
の
子
供
た

ち
と
し
、
そ
の
理
由
は
、
こ
の
取
組
み
を
後

世
に
伝
え
る
た
め
に
は
若
い
世
代
の
参
画
が

重
要
と
考
え
た
た
め
と
の
こ
と
だ
。こ
れ
は
、

非
常
に
重
要
で
あ
り
、
私
に
は
観
光
が
地
域

の
歴
史
文
化
の
保
存
継
承
に
寄
与
す
る
た
め

に
は
、
子
供
た
ち
な
ど
次
世
代
に
継
承
す
る

た
め
の
仕
組
み
を
丁
寧
に
考
え
る
必
要
が
あ

る
と
改
め
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
は
、
単
に
影
絵
劇

を
復
活
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、観
光
客
が
自
ら
の
手
で
革
を
彫
る（N

an
g 

Y
ai P

aper C
raft

）と
い
う
体
験（
コ
ト
）を

商
品
化
し
、
提
供
す
る
こ
と
で
、
観
光
客
の

文
化
理
解
を
一
層
促
し
、
文
化
の
価
値
を
高

め
て
い
る
。

　加
え
て
、
地
域
の
子
供
た
ち
に
も
影
響
を

与
え
て
い
る
。
観
光
客
か
ら
の
称
賛
が
、
担

い
手
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
「
自
分
た
ち
の

文
化
は
素
晴
ら
し
い
」と
い
う
誇
り
を
育
み
、

文
化
や
技
術
を
学
ぶ
自
発
的
な
学
習
意
欲
に

つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
更
に
、
そ

の
収
益
の
一
部
は
文
化
財
の
保
存
以
外
に
子

供
た
ち
の
学
費
の
一
部
に
も
充
て
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
ま
さ
に
「
継
承
の
好
循
環
」

が
生
ま
れ
て
い
る
事
例
と
考
え
ら
れ
る
。

　一
方
で
、
課
題
も
山
積
し
て
い
る
。「
継

続
す
る
こ
と
は
難
し
い
」「
均
質
な
商
品
化

ま
で
い
た
ら
な
い
」「
ど
の
よ
う
に
集
客
す

べ
き
か
」「
販
路
を
ど
の
よ
う
に
構
築
す
る

か
」「
P
R
が
で
き
な
い
、
難
し
い
」
な
ど
と

話
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
難
し
い
課
題
で

あ
る
が
、
オ
ン
さ
ん
た
ち
は
前
向
き
に
捉
え

て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。
特
に
、「
い
つ
か
、

専
用
の
劇
場
を
作
り
た
い
」
と
い
う
言
葉
は

印
象
的
で
あ
っ
た
。

‒❹ 観光のチカラで復活した無形文化遺産「ナン・ヤイ」に学ぶ3
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三 校



　日
本
の
人
口
減
少
が
今
後
ま
す
ま
す
大
き

な
社
会
課
題
と
な
っ
て
い
く
こ
と
は
周
知
の

通
り
で
あ
る
。
た
だ
、
経
済
面
で
の
議
論
が

多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
と
こ
ろ
が
あ

る
。
私
は
人
口
減
少
が
も
た
ら
す
負
の
側
面

と
し
て
、
文
化
面
に
つ
い
て
も
重
要
な
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
は
、
V
I
C
E
モ

デ
ル
が
目
指
す
多
様
な
価
値
の
実
現
と
も
符

合
す
る
。
観
光
客
（V

isito
r

）
は
深
い
学
び

と
感
動
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
観
光
産
業

（In
d
u
stry

）
は
新
た
な
商
品
を
得
て
、
地

域
社
会
（C

o
m
m
u
n
ity

）
は
誇
り
と
収
入

を
回
復
し
、
環
境
と
文
化
（E

nvironm
ent 

and C
ulture

）
負
荷
の
少
な
い
形
で
文
化

が
継
承
さ
れ
る
。
観
光
が
単
な
る
経
済
活
動

で
は
な
く
、
文
化
を
持
続
さ
せ
る
「
仕
組
み

（
装
置
）」
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
で
目
の
当
た
り
に
し
た

「
継
承
の
好
循
環
」
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て

設
計
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
答
え
を

求
め
て
、
取
り
組
み
を
支
え
た
伴
走
支

援
者
、
バ
ン
コ
ク
の
D
A
S
T
A
本
部

を
訪
れ
た
。
D
A
S
T
A
（D

esign
ated

 

A
rea

s fo
r S

u
sta

in
a
b
le T

o
u
rism

 

A
d
m
in
istratio

n

）
は
、
2
0
0
3
年
に

タ
イ
政
府
が
持
続
可
能
な
観
光
開
発
を
推
進

す
る
た
め
に
設
置
し
た
専
門
組
織
で
、
そ
の

　特
に
今
、
人
口
減
少
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
衰
退
や
生
活
習
慣
の
大
き
な
変
化
に

よ
り
無
形
の
文
化
遺
産
、
例
え
ば
祭
り
や
民

俗
芸
能
、
伝
統
工
芸
な
ど
の
技
術
が
「
静
か

な
る
危
機
」
に
陥
っ
て
い
る
。
こ
の
流
れ
が

止
ま
る
こ
と
は
お
そ
ら
く
な
い
。
つ
ま
り
、

無
形
の
文
化
遺
産
は
残
念
な
が
ら
消
え
て
い

く
運
命
だ
と
言
え
る
。

　こ
う
し
た
中
、
文
化
行
政
は
大
き
な
転
換

点
を
迎
え
て
い
る
。
文
化
庁
は
2
0
1
5
年

に
地
域
に
根
ざ
し
た
歴
史
的
ス
ト
ー
リ
ー
を

認
定
す
る
こ
と
で
、
観
光
振
興
や
地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
る
日
本
遺
産
制
度
を
創
設
、
更

設
立
時
期
か
ら
見
て
も
先
進
的
な
組
織
で
あ

る
。
約
1
0
0
名
の
専
門
家
チ
ー
ム
（
観
光

プ
ラ
ン
ナ
ー
、
建
築
家
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開

発
の
専
門
家
な
ど
）
を
擁
し
、
特
定
の
地
域

に
お
い
て
観
光
を
核
と
し
た
総
合
的
な
地
域

開
発
を
推
進
し
て
い
る
。

　日
本
の
組
織
と
比
較
す
る
と
、
観
光
庁
の

政
策
立
案
機
能
、地
方
自
治
体
の
支
援
機
能
、

そ
し
て
民
間
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
能
を

併
せ
持
っ
た
「
実
践
型
の
専
門
家
集
団
」
と

言
え
る
。
彼
ら
は
単
な
る
助
成
金
分
配
機
関

で
は
な
く
、
地
域
に
深
く
入
り
込
み
、
持
続

可
能
な
観
光
の
「
種
」
を
ま
き
、「
育
て
る
」

ま
で
の
全
過
程
を
伴
走
す
る
と
い
う
点
に
最

大
の
特
徴
が
あ
る
。

　担
当
者
が
、組
織
の
理
念
に
つ
い
て「
我
々

D
A
S
T
A
の
役
割
は
、『
シ
ス
テ
ム
・
イ

ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
』で
す
。
つ
ま
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
魚
を
あ
げ
る
の
で
は
な
く
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
自
立
的
に
成
長
す
る
た
め
の

『
漁
の
仕
組
み
』
そ
の
も
の
を
共
に
設
計
す

る
『
伴
走
者
』
で
す
」
と
語
っ
て
い
た
こ
と

は
大
変
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　そ
の
上
で
、
こ
れ
ら
の
理
念
に
基
づ
い
て

D
A
S
T
A
は
以
下
の
4
つ
の
支
援
を
実
施

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

に
2
0
1
8
年
に
文
化

財
保
護
法
を
改
正
し
、

「
活
用
」を
通
じ
た
「
保

存
」と
い
う
新
た
な
道

筋
を
示
し
始
め
た
。し

か
し
、こ
こ
で
「
文
化

財
の
活
用
は
文
化
の

真
正
性
を
損
な
う
の

で
は
な
い
か
」と
い
う

根
源
的
ジ
レ
ン
マ
が

生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

「
保
存
」か
「
活
用
」と

い
う
ゼ
ロ
サ
ム
の
議
論

が
続
い
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

　私
は
こ
の
「
保
存
」
か
「
活
用
」
に
つ
い
て
、

ど
ち
ら
か
一
つ
を
選
ば
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
が
重
要

で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
プ
ラ
ス
サ
ム
に
し
て

い
く
か
と
い
う
方
向
に
、
議
論
の
質
を
変
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　例
え
ば
こ
の
対
立
を
解
く
鍵
と
し
て
、
文

化
人
類
学
者
ミ
シ
ェ
ル
・
ピ
カ
ー
ル
が
提

示
し
た
「
遺
産
と
し
て
の
文
化
（C

u
ltu
re 

as H
eritage

）」
と
「
資
本
と
し
て
の
文

化
（C

u
ltu
re as C

ap
ital

）」
と
い
う
概

念
が
あ
る
。文
化
を「
守
る
べ
き
遺
産
」と「
価

値
を
生
む
資
本
」
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら

　G
S
T
C
（
持
続
可
能
な
観
光
の
た
め
の

国
際
基
準
）
を
タ
イ
の
実
情
に
合
わ
せ
て
改

良
し
た
ツ
ー
ル
を
用
い
、
外
部
者
が
評
価
す

る
の
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
自
ら
が
自

ら
の
資
源
と
課
題
を
「
発
見
」
す
る
取
組
を
支

援
す
る
。

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
をC

om
m
unity-B

ased 

T
ourism

ク
ラ
ブ
化
し
、
地
域
の
関
係
者
を

集
め
て
役
割
分
担
を
決
め
る
。
収
益
が
特
定

の
個
人
に
偏
る
こ
と
な
く
、
地
域
内
で
分
散

（
リ
ン
ケ
ー
ジ
）
し
、
公
平
に
分
配
さ
れ
る

仕
組
み
の
構
築
を
支
援
す
る
。

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
の
観
光
収
入
を
1
つ

の
K
P
I
と
し
て
使
用
し
、
毎
年
、
約
3
〜

4
％
の
増
加
を
目
標
と
し
て
設
定
。
収
入
の

絶
対
額
だ
け
で
な
く
、
観
光
収
入
の
5
〜
10

%
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
金
に
積
み
立
て
、
地

域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
奨
学
金
に
充
て
る
仕

組
み
の
構
築
な
ど
、
そ
の
公
平
な
分
配
（
収

入
分
配
指
数
）
も
指
標
と
し
、
成
長
の
質
の

捉
え
直
す
こ
と
で
、
単
純
な
二
項
対
立
を
超

え
た
議
論
が
可
能
と
な
る
。

　さ
ら
に
、
こ
の
二
つ
の
側
面
の
調
和
を
目

指
す
実
践
的
な
枠
組
み
が
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
国
連
世
界
観
光
機
関
が
整
理

し
た
V
I
C
E
モ
デ
ル
で
あ
る
。
訪
問
客

（V
isitor

）、観
光
産
業（Industry

）、地
域
社
会

（C
om

m
unity

）、環
境
と
文
化（E

nvironm
ent 

and C
ulture

）
と
い
う
4
者
の
ニ
ー
ズ
の

調
和
を
目
指
す
こ
の
考
え
方
は
、
文
化
遺
産

の
継
承
と
い
う
課
題
に
も
有
効
な
示
唆
を
与

え
て
い
る
よ
う
思
え
る
。

　こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
今
回
は
、

一
度
途
絶
え
た
無
形
文
化
遺
産
「
ナ
ン
・
ヤ

イ
」
を
観
光
の
チ
カ
ラ
で
復
活
さ
せ
た
タ
イ

の
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
と
い
う
小
さ
な
町
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
訪
問
し
た
。
ま
た
、
無
形
の

文
化
財
の
継
承
に
観
光
が
与
え
る
影
響
や
効

果
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
を
支
援
し
た
政
府
機

関
（
D
A
S
T
A
）
も
訪
問
し
た
。

　今
回
の
訪
問
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
代
表
を
務
め
る
オ
ン
さ
ん
と
ペ
ッ
チ
ャ
ブ

管
理
を
支
援
す
る
。

　体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
子
ど
も
た
ち
が
自
然

に
文
化
に
親
し
む
入
り
口
と
し
、
さ
ら
に
、

C
B
T
ク
ラ
ブ
で
子
供
た
ち
が
学
習
し
、
お

金
を
子
供
た
ち
に
分
配
す
る
仕
組
み
を
構
築

す
る
な
ど
、「
経
済
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
」
と

「
誇
り
」
が
結
び
つ
く
こ
と
で
、
学
び
か
ら
実

践
、
そ
し
て
後
進
の
指
導
へ
と
至
る
好
循
環

が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
支
援
す
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
D
A
S
T
A
は
単
発
の
支

援
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
自
律
的
に

成
長
す
る
ま
で
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
体
系

化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
D
A
S
T
A
の
モ

デ
ル
を
そ
の
ま
ま
日
本
に
移
植
す
る
こ
と
は

現
実
的
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
、

そ
の
理
念
と
20
年
以
上
取
り
組
ん
で
き
た
実

践
は
、
日
本
の
無
形
の
文
化
遺
産
が
直
面
す

る
課
題
に
対
す
る
重
要
な
示
唆
に
満
ち
て

い
る
の
で
は
な
い
か
考
え
る
。
特
に
今
回
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
し
て
D
A
S
T
A
の
関
係

者
の
方
々
の
「
地
域
に
入
る
」
こ
と
へ
の
誇

り
と
責
任
感
、
ま
た
、
熱
意
を
感
じ
た
。

　今
回
の
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
と
D
A
S
T
A

へ
の
訪
問
で
は
多
く
の
気
づ
き
が
あ
っ
た
。

第
一
に
、
無
形
の
文
化
遺
産
を 

「
ど
の
よ
う

に
活
用
す
る
か
」
と
い
う
短
期
的
な
視
点
か

ら
、「
観
光
を
活
用
し
て
ど
の
よ
う
に
継
承

し
て
い
く
か
」
い
う
長
期
的
な
視
点
へ
考
え

方
を
変
え
る
こ
と
の
重
要
性
で
あ
る
。
ペ
ッ

チ
ャ
ブ
リ
ー
の
事
例
が
示
す
よ
う
に
、
観
光

は
単
な
る
収
入
源
で
は
な
く
、「
地
域
の
誇

り
を
再
生
し
、
次
世
代
へ
の
継
承
を
促
す
装

置
」
と
し
て
機
能
し
得
る
と
考
え
る
。

　第
二
に
、
D
A
S
T
A
が
実
践
す
る 

「
シ

ス
テ
ム
・
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
」 

と
し
て
の

役
割
は
、
日
本
の
自
治
体
・
D
M
O
の
在
り

方
に
大
き
な
問
い
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
日

本
で
は
観
光
施
策
が
補
助
金
支
援
型
で
あ

る
。
加
え
て
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
に
お
い
て
も

イ
ベ
ン
ト
型
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
P
R
に
予
算
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
よ

う
に
も
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
短
期
的
な

事
業
で
は
な
く
、
D
A
S
T
A
の
よ
う
に
10

年
単
位
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
自
律
を
支
え
続

け
る
「
伴
走
型
」
の
支
援
体
制
が
不
足
し
て

い
る
。
限
ら
れ
た
人
的
リ
ソ
ー
ス
の
中
で
こ

の
機
能
を
ど
う
担
う
か
、
D
M
O
、
大
学
・

専
門
家
組
織
と
の
連
携
強
化
な
ど
、
観
光
・

文
化
の
枠
を
超
え
た
新
し
い
モ
デ
ル
の
構
築

が
必
要
で
あ
る
。

　第
三
に
、「
K
P
I
」
の
考
え
方
で
あ
る
。

日
本
で
は
「
入
込
客
数
」
や
「
消
費
額
」
が
重

視
さ
れ
が
ち
だ
が
、D
A
S
T
A
は「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
観
光
収
入
」
と
「
収
入
分
配
指
数
」

を
指
標
と
す
る
。
こ
れ
は
、
観
光
の
成
果
を

「
地
域
に
お
金
が
落
ち
、
公
平
に
分
配
さ
れ

て
い
る
か
」
と
い
う
経
済
循
環
の
質
で
測
る

と
い
う
発
想
の
転
換
で
あ
る
。こ
の
視
点
は
、

文
化
継
承
を
持
続
可
能
な
取
組
み
と
し
て
捉

え
直
す
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　今
回
の
視
察
で
最
も
大
き
な
気
づ
き
は
、

観
光
が
単
な
る
「
消
費
活
動
」
を
超
え
、「
旅

を
通
じ
て
地
域
や
文
化
を
持
続
的
に
支
援
す

る
行
為
」
へ
と
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
変
わ
っ

て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
例

え
ば
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
を
訪
れ
る

観
光
客
は
、「
文
化
の
消
費
者
」

で
は
な
く
体
験
を
通
じ
て
、
そ
の

背
景
に
あ
る
物
語
や
技
術
に
触

れ
、
深
い
理
解
と
敬
意
を
抱
く
。

そ
し
て
、
そ
の
体
験
に
対
す
る
対

価
が
、
直
接
的
に
子
ど
も
た
ち
や

文
化
保
存
活
動
に
還
元
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
知
れ
ば
、
自
身
が
文
化

継
承
の
「
支
援
者
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

実
感
す
る
こ
と
に
な
る
。
知
ら
ぬ
間
に
文
化

継
承
の
「
理
解
者
」
か
つ
「
支
援
者
」
と
な
り
、

そ
の
持
続
可
能
性
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
モ
デ
ル
が
拡
が
れ
ば
、「
そ

の
地
域
の
文
化
を
守
り
た
い
か
ら
旅
を
す

る
」
と
い
う
、
新
た
な
旅
行
者
の
層
を
生
み

出
す
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
観
光
が
も

た
ら
す
プ
ラ
ス
サ
ム
の
関
係
と
言
え
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
へ
の

訪
問
を
通
し
て
、
多
く
の
日
本
の
無
形
の
文

化
遺
産
が
「
消
え
ゆ
く
運
命
」
に
あ
る
今
、

文
化
遺
産
の
継
承
に
奮
闘
す
る
方
々
、
そ
し

て
、
私
た
ち
が
手
を
取
り
合
い
、
前
向
き
な

挑
戦
に
一
歩
を
踏
み
出
す
「
時
」
が
来
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

経
済
的
持
続
性
の
確
保
と

K
P
I
管
理

3
C
B
T
ク
ラ
ブ
の

組
織
化
と
役
割
分
担  

2

3
．D
A
S
T
A
の

ア
プ
ロ
ー
チ
：

持
続
可
能
な
継
承
の

「
仕
組
み
」づ
く
り

世
代
を
超
え
た
継
承
の
仕
掛
け

4

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
康
診
断
」

1

 【写真2】ペッチャブリー②まちづくりに取り組む地域コミュニティの皆様【写真3】DASTA① DASTAの皆様

リ
ー
の
役
場
職
員
の
フ
ァ
ン
さ
ん
に
話
を

伺
っ
た
。

　ま
ず
、
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
は
、
バ
ン
コ
ク

か
ら
南
西
へ
約
1
6
0
キ
ロ
に
位
置
す
る
豊

か
な
歴
史
と
文
化
が
残
る
古
都
で
あ
る
。

2
0
2
1
年
に
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
「
食
文
化
（G

astro
n
o
m
y

）」
分

野
で
認
定
さ
れ
て
い
る
。
山
と
海
に
挟
ま
れ

た
こ
の
地
は
、
古
く
か
ら
交
易
の
要
衝
と
し

て
発
展
し
、
数
多
く
の
寺
院
や
洞
窟
、
王
朝

時
代
の
宮
殿
が
点
在
す
る
。
旧
市
街
に
は
華

人
商
人
が
築
い
た
2
階
建
て
の
店
舗
兼
住
宅

が
数
多
く
残
り
、
喧
騒
の
バ
ン
コ
ク
と
は
正

反
対
で
時
間
が
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
る
よ
う
な

雰
囲
気
が
漂
う
。
こ
の
歴
史
的
風
土
が
、
ナ

ン
・
ヤ
イ
の
よ
う
な
伝
統
芸
能
を
育
む
土
壌

と
な
っ
て
き
た
。

　そ
の
ナ
ン
・
ヤ
イ
は
、
イ
ン
ド
の
叙
事
詩

「
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
」（
タ
イ
で
は
「
ラ
ー
マ
キ

エ
ン
」）
を
主
な
題
材
に
し
た
タ
イ
を
代
表

す
る
伝
統
影
絵
芝
居
で
あ
る
。「
大
き
な
革

（
N
a
n
g
）
の
演
劇
（
Y
a
i
）」
を
意
味

す
る
そ
の
名
の
通
り
、
1
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
大
型
の
牛
革
で
作
ら
れ
た
人
形
が
最
大
の

特
徴
で
あ
る
。

　職
人
が
一
枚
の
牛
革
に
精
巧
な
彫
刻
を
施

し
て
作
ら
れ
る
人
形
は
、
神
々
、
魔
王
、
猿

の
軍
将
な
ど
、
物
語
に
登
場
す
る
個
性
豊
か

な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を

大
き
な
白
い
ス
ク
リ
ー
ン
の
前
で
数
人
で
操

る
。
ナ
レ
ー
タ
ー
が
物
語
を
紡
ぎ
、
タ
イ
の

伝
統
音
楽
隊
が
劇
的
な
旋
律
を
奏
で
る
中
、

ス
ク
リ
ー
ン
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
神
々
と

悪
魔
の
戦
い
は
、
息
を
の
む
ほ
ど
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
で
美
し
い
。
そ
の
壮
麗
な
ス
ケ
ー
ル

と
芸
術
性
か
ら
、「
動
く
寺
院
壁
画
」
と
も

称
さ
れ
る
。
ワ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
プ
プ
ラ
チ
ャ

イ
に
は
歴
史
的
な
人
形
が
残
さ
れ
て
い
た

が
、
上
演
活
動
は
長
ら
く
途
絶
え
て
い
た
。

　何
故
、
こ
の
ナ
ン
・
ヤ
イ
が
復
活
で
き
た

か
。
背
景
と
し
て
こ
の
地
域
で
は
地
域
の
活

性
化
の
た
め
20
年
以
上
オ
ン
さ
ん
を
中
心
に

「
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ

の
ま
ち
づ
く
り
活
動
が
き
っ
か
け
と
な
り

D
A
S
T
A
が
地
域
開
発
・
支
援
に
入
る
こ

と
に
な
り
、
地
域
関
係
者
が
議
論
を
し
た
中

で
、
ワ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
プ
プ
ラ
チ
ャ
イ
に
保

存
さ
れ
て
い
た
ナ
ン
・
ヤ
イ
の
人
形
が
大
変

素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

そ
の
人
形
を
動
か
す
こ
と
、
こ
れ
を
影
絵
劇

を
上
演
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、「
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
手
法
を
用
い

て
こ
の
文
化
財
を
復
活
で
き
な
い
か
と
い
う

話
に
な
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

　当
時
、
観
光
客
は
寺
院
を
訪
れ
、
古
い
人

形
を
見
る
だ
け
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
は
な
く
、地
域
関
係
者
が
議
論
す
る
中
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
り
、
ナ
ン
・
ヤ
イ
を
復

活
さ
せ
、
そ
の
価
値
を
認
識
し
、
保
存
継
承

す
る
方
法
に
つ
い
て
検
討
が
始
ま
っ
た
。
寺

院
を
中
心
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
再
構
築
さ
れ

た
。
そ
の
中
心
は
小
中
学
生
な
ど
の
子
供
た

ち
と
し
、
そ
の
理
由
は
、
こ
の
取
組
み
を
後

世
に
伝
え
る
た
め
に
は
若
い
世
代
の
参
画
が

重
要
と
考
え
た
た
め
と
の
こ
と
だ
。こ
れ
は
、

非
常
に
重
要
で
あ
り
、
私
に
は
観
光
が
地
域

の
歴
史
文
化
の
保
存
継
承
に
寄
与
す
る
た
め

に
は
、
子
供
た
ち
な
ど
次
世
代
に
継
承
す
る

た
め
の
仕
組
み
を
丁
寧
に
考
え
る
必
要
が
あ

る
と
改
め
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
は
、
単
に
影
絵
劇

を
復
活
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、観
光
客
が
自
ら
の
手
で
革
を
彫
る（N

an
g 

Y
ai P

aper C
raft

）と
い
う
体
験（
コ
ト
）を

商
品
化
し
、
提
供
す
る
こ
と
で
、
観
光
客
の

文
化
理
解
を
一
層
促
し
、
文
化
の
価
値
を
高

め
て
い
る
。

　加
え
て
、
地
域
の
子
供
た
ち
に
も
影
響
を

与
え
て
い
る
。
観
光
客
か
ら
の
称
賛
が
、
担

い
手
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
「
自
分
た
ち
の

文
化
は
素
晴
ら
し
い
」と
い
う
誇
り
を
育
み
、

文
化
や
技
術
を
学
ぶ
自
発
的
な
学
習
意
欲
に

つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
更
に
、
そ

の
収
益
の
一
部
は
文
化
財
の
保
存
以
外
に
子

供
た
ち
の
学
費
の
一
部
に
も
充
て
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
ま
さ
に
「
継
承
の
好
循
環
」

が
生
ま
れ
て
い
る
事
例
と
考
え
ら
れ
る
。

　一
方
で
、
課
題
も
山
積
し
て
い
る
。「
継

続
す
る
こ
と
は
難
し
い
」「
均
質
な
商
品
化

ま
で
い
た
ら
な
い
」「
ど
の
よ
う
に
集
客
す

べ
き
か
」「
販
路
を
ど
の
よ
う
に
構
築
す
る

か
」「
P
R
が
で
き
な
い
、
難
し
い
」
な
ど
と

話
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
難
し
い
課
題
で

あ
る
が
、
オ
ン
さ
ん
た
ち
は
前
向
き
に
捉
え

て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。
特
に
、「
い
つ
か
、

専
用
の
劇
場
を
作
り
た
い
」
と
い
う
言
葉
は

印
象
的
で
あ
っ
た
。

‒❹ 観光のチカラで復活した無形文化遺産「ナン・ヤイ」に学ぶ　3
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再 校



　日
本
の
人
口
減
少
が
今
後
ま
す
ま
す
大
き

な
社
会
課
題
と
な
っ
て
い
く
こ
と
は
周
知
の

通
り
で
あ
る
。
た
だ
、
経
済
面
で
の
議
論
が

多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
と
こ
ろ
が
あ

る
。
私
は
人
口
減
少
が
も
た
ら
す
負
の
側
面

と
し
て
、
文
化
面
に
つ
い
て
も
重
要
な
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
は
、
V
I
C
E
モ

デ
ル
が
目
指
す
多
様
な
価
値
の
実
現
と
も
符

合
す
る
。
観
光
客
（V

isito
r

）
は
深
い
学
び

と
感
動
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
観
光
産
業

（In
d
u
stry

）
は
新
た
な
商
品
を
得
て
、
地

域
社
会
（C

o
m
m
u
n
ity

）
は
誇
り
と
収
入

を
回
復
し
、
環
境
と
文
化
（E

nvironm
ent 

and C
ulture

）
負
荷
の
少
な
い
形
で
文
化

が
継
承
さ
れ
る
。
観
光
が
単
な
る
経
済
活
動

で
は
な
く
、
文
化
を
持
続
さ
せ
る
「
仕
組
み

（
装
置
）」
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
で
目
の
当
た
り
に
し
た

「
継
承
の
好
循
環
」
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て

設
計
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
答
え
を

求
め
て
、
取
り
組
み
を
支
え
た
伴
走
支

援
者
、
バ
ン
コ
ク
の
D
A
S
T
A
本
部

を
訪
れ
た
。
D
A
S
T
A
（D

esign
ated

 

A
rea

s fo
r S

u
sta

in
a
b
le T

o
u
rism

 

A
d
m
in
istratio

n

）
は
、
2
0
0
3
年
に

タ
イ
政
府
が
持
続
可
能
な
観
光
開
発
を
推
進

す
る
た
め
に
設
置
し
た
専
門
組
織
で
、
そ
の

　特
に
今
、
人
口
減
少
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
衰
退
や
生
活
習
慣
の
大
き
な
変
化
に

よ
り
無
形
の
文
化
遺
産
、
例
え
ば
祭
り
や
民

俗
芸
能
、
伝
統
工
芸
な
ど
の
技
術
が
「
静
か

な
る
危
機
」
に
陥
っ
て
い
る
。
こ
の
流
れ
が

止
ま
る
こ
と
は
お
そ
ら
く
な
い
。
つ
ま
り
、

無
形
の
文
化
遺
産
は
残
念
な
が
ら
消
え
て
い

く
運
命
だ
と
言
え
る
。

　こ
う
し
た
中
、
文
化
行
政
は
大
き
な
転
換

点
を
迎
え
て
い
る
。
文
化
庁
は
2
0
1
5
年

に
地
域
に
根
ざ
し
た
歴
史
的
ス
ト
ー
リ
ー
を

認
定
す
る
こ
と
で
、
観
光
振
興
や
地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
る
日
本
遺
産
制
度
を
創
設
、
更

設
立
時
期
か
ら
見
て
も
先
進
的
な
組
織
で
あ

る
。
約
1
0
0
名
の
専
門
家
チ
ー
ム
（
観
光

プ
ラ
ン
ナ
ー
、
建
築
家
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開

発
の
専
門
家
な
ど
）
を
擁
し
、
特
定
の
地
域

に
お
い
て
観
光
を
核
と
し
た
総
合
的
な
地
域

開
発
を
推
進
し
て
い
る
。

　日
本
の
組
織
と
比
較
す
る
と
、
観
光
庁
の

政
策
立
案
機
能
、地
方
自
治
体
の
支
援
機
能
、

そ
し
て
民
間
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
能
を

併
せ
持
っ
た
「
実
践
型
の
専
門
家
集
団
」
と

言
え
る
。
彼
ら
は
単
な
る
助
成
金
分
配
機
関

で
は
な
く
、
地
域
に
深
く
入
り
込
み
、
持
続

可
能
な
観
光
の
「
種
」
を
ま
き
、「
育
て
る
」

ま
で
の
全
過
程
を
伴
走
す
る
と
い
う
点
に
最

大
の
特
徴
が
あ
る
。

　担
当
者
が
、組
織
の
理
念
に
つ
い
て「
我
々

D
A
S
T
A
の
役
割
は
、『
シ
ス
テ
ム
・
イ

ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
』で
す
。
つ
ま
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
魚
を
あ
げ
る
の
で
は
な
く
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
自
立
的
に
成
長
す
る
た
め
の

『
漁
の
仕
組
み
』
そ
の
も
の
を
共
に
設
計
す

る
『
伴
走
者
』
で
す
」
と
語
っ
て
い
た
こ
と

は
大
変
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　そ
の
上
で
、
こ
れ
ら
の
理
念
に
基
づ
い
て

D
A
S
T
A
は
以
下
の
4
つ
の
支
援
を
実
施

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

に
2
0
1
8
年
に
文
化

財
保
護
法
を
改
正
し
、

「
活
用
」を
通
じ
た
「
保

存
」と
い
う
新
た
な
道

筋
を
示
し
始
め
た
。し

か
し
、こ
こ
で
「
文
化

財
の
活
用
は
文
化
の

真
正
性
を
損
な
う
の

で
は
な
い
か
」と
い
う

根
源
的
ジ
レ
ン
マ
が

生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

「
保
存
」か
「
活
用
」と

い
う
ゼ
ロ
サ
ム
の
議
論

が
続
い
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

　私
は
こ
の
「
保
存
」
か
「
活
用
」
に
つ
い
て
、

ど
ち
ら
か
一
つ
を
選
ば
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
が
重
要

で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
プ
ラ
ス
サ
ム
に
し
て

い
く
か
と
い
う
方
向
に
、
議
論
の
質
を
変
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　例
え
ば
こ
の
対
立
を
解
く
鍵
と
し
て
、
文

化
人
類
学
者
ミ
シ
ェ
ル
・
ピ
カ
ー
ル
が
提

示
し
た
「
遺
産
と
し
て
の
文
化
（C

u
ltu
re 

as H
eritage

）」
と
「
資
本
と
し
て
の
文

化
（C

u
ltu
re as C

ap
ital

）」
と
い
う
概

念
が
あ
る
。文
化
を「
守
る
べ
き
遺
産
」と「
価

値
を
生
む
資
本
」
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら

　G
S
T
C
（
持
続
可
能
な
観
光
の
た
め
の

国
際
基
準
）
を
タ
イ
の
実
情
に
合
わ
せ
て
改

良
し
た
ツ
ー
ル
を
用
い
、
外
部
者
が
評
価
す

る
の
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
自
ら
が
自

ら
の
資
源
と
課
題
を
「
発
見
」
す
る
取
組
を
支

援
す
る
。

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
C
B
T（C

om
m
unity-

B
ased T

ourism

）
ク
ラ
ブ
化
し
、
地
域
の

関
係
者
を
集
め
て
役
割
分
担
を
決
め
る
。
収

益
が
特
定
の
個
人
に
偏
る
こ
と
な
く
、
地
域

内
で
分
散
（
リ
ン
ケ
ー
ジ
）
し
、
公
平
に
分

配
さ
れ
る
仕
組
み
の
構
築
を
支
援
す
る
。

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
の
観
光
収
入
を
1
つ

の
K
P
I
と
し
て
使
用
し
、
毎
年
、
約
3
〜

4
％
の
増
加
を
目
標
と
し
て
設
定
。
収
入
の

絶
対
額
だ
け
で
な
く
、
観
光
収
入
の
5
〜
10

%
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
金
に
積
み
立
て
、
地

域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
奨
学
金
に
充
て
る
仕

組
み
の
構
築
な
ど
、
そ
の
公
平
な
分
配
（
収

入
分
配
指
数
）
も
指
標
と
し
、
成
長
の
質
の

捉
え
直
す
こ
と
で
、
単
純
な
二
項
対
立
を
超

え
た
議
論
が
可
能
と
な
る
。

　さ
ら
に
、
こ
の
二
つ
の
側
面
の
調
和
を
目

指
す
実
践
的
な
枠
組
み
が
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
国
連
世
界
観
光
機
関
が
整
理

し
た
V
I
C
E
モ
デ
ル
で
あ
る
。
訪
問
客

（V
isitor

）、観
光
産
業（Industry

）、地
域
社
会

（C
om

m
unity

）、環
境
と
文
化（E

nvironm
ent 

and C
ulture

）
と
い
う
4
者
の
ニ
ー
ズ
の

調
和
を
目
指
す
こ
の
考
え
方
は
、
文
化
遺
産

の
継
承
と
い
う
課
題
に
も
有
効
な
示
唆
を
与

え
て
い
る
よ
う
思
え
る
。

　こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
今
回
は
、

一
度
途
絶
え
た
無
形
文
化
遺
産
「
ナ
ン
・
ヤ

イ
」
を
観
光
の
チ
カ
ラ
で
復
活
さ
せ
た
タ
イ

の
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
と
い
う
小
さ
な
町
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
訪
問
し
た
。
ま
た
、
無
形
の

文
化
財
の
継
承
に
観
光
が
与
え
る
影
響
や
効

果
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
を
支
援
し
た
政
府
機

関
（
D
A
S
T
A
）
も
訪
問
し
た
。

　今
回
の
訪
問
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
代
表
を
務
め
る
オ
ン
さ
ん
と
ペ
ッ
チ
ャ
ブ

管
理
を
支
援
す
る
。

　体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
子
ど
も
た
ち
が
自
然

に
文
化
に
親
し
む
入
り
口
と
し
、
さ
ら
に
、

C
B
T
ク
ラ
ブ
で
子
供
た
ち
が
学
習
し
、
お

金
を
子
供
た
ち
に
分
配
す
る
仕
組
み
を
構
築

す
る
な
ど
、「
経
済
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
」
と

「
誇
り
」
が
結
び
つ
く
こ
と
で
、
学
び
か
ら
実

践
、
そ
し
て
後
進
の
指
導
へ
と
至
る
好
循
環

が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
支
援
す
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
D
A
S
T
A
は
単
発
の
支

援
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
自
律
的
に

成
長
す
る
ま
で
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
体
系

化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
D
A
S
T
A
の
モ

デ
ル
を
そ
の
ま
ま
日
本
に
移
植
す
る
こ
と
は

現
実
的
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
、

そ
の
理
念
と
20
年
以
上
取
り
組
ん
で
き
た
実

践
は
、
日
本
の
無
形
の
文
化
遺
産
が
直
面
す

る
課
題
に
対
す
る
重
要
な
示
唆
に
満
ち
て

い
る
の
で
は
な
い
か
考
え
る
。
特
に
今
回
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
し
て
D
A
S
T
A
の
関
係

者
の
方
々
の
「
地
域
に
入
る
」
こ
と
へ
の
誇

り
と
責
任
感
、
ま
た
、
熱
意
を
感
じ
た
。

　今
回
の
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
と
D
A
S
T
A

へ
の
訪
問
で
は
多
く
の
気
づ
き
が
あ
っ
た
。

第
一
に
、
無
形
の
文
化
遺
産
を 

「
ど
の
よ
う

に
活
用
す
る
か
」
と
い
う
短
期
的
な
視
点
か

ら
、「
観
光
を
活
用
し
て
ど
の
よ
う
に
継
承

し
て
い
く
か
」
い
う
長
期
的
な
視
点
へ
考
え

方
を
変
え
る
こ
と
の
重
要
性
で
あ
る
。
ペ
ッ

チ
ャ
ブ
リ
ー
の
事
例
が
示
す
よ
う
に
、
観
光

は
単
な
る
収
入
源
で
は
な
く
、「
地
域
の
誇

り
を
再
生
し
、
次
世
代
へ
の
継
承
を
促
す
装

置
」
と
し
て
機
能
し
得
る
と
考
え
る
。

　第
二
に
、
D
A
S
T
A
が
実
践
す
る 

「
シ

ス
テ
ム
・
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
」 

と
し
て
の

役
割
は
、
日
本
の
自
治
体
・
D
M
O
の
在
り

方
に
大
き
な
問
い
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
日

本
で
は
観
光
施
策
が
補
助
金
支
援
型
で
あ

る
。
加
え
て
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
に
お
い
て
も

イ
ベ
ン
ト
型
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
P
R
に
予
算
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
よ

う
に
も
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
短
期
的
な

事
業
で
は
な
く
、
D
A
S
T
A
の
よ
う
に
10

年
単
位
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
自
律
を
支
え
続

け
る
「
伴
走
型
」
の
支
援
体
制
が
不
足
し
て

い
る
。
限
ら
れ
た
人
的
リ
ソ
ー
ス
の
中
で
こ

の
機
能
を
ど
う
担
う
か
、
D
M
O
、
大
学
・

専
門
家
組
織
と
の
連
携
強
化
な
ど
、
観
光
・

文
化
の
枠
を
超
え
た
新
し
い
モ
デ
ル
の
構
築

が
必
要
で
あ
る
。

　第
三
に
、「
K
P
I
」
の
考
え
方
で
あ
る
。

日
本
で
は
「
入
込
客
数
」
や
「
消
費
額
」
が
重

視
さ
れ
が
ち
だ
が
、D
A
S
T
A
は「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
観
光
収
入
」
と
「
収
入
分
配
指
数
」

を
指
標
と
す
る
。
こ
れ
は
、
観
光
の
成
果
を

「
地
域
に
お
金
が
落
ち
、
公
平
に
分
配
さ
れ

て
い
る
か
」
と
い
う
経
済
循
環
の
質
で
測
る

と
い
う
発
想
の
転
換
で
あ
る
。こ
の
視
点
は
、

文
化
継
承
を
持
続
可
能
な
取
り
組
み
と
し
て

捉
え
直
す
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　今
回
の
視
察
で
最
も
大
き
な
気
づ
き
は
、

観
光
が
単
な
る
「
消
費
活
動
」
を
超
え
、「
旅

を
通
じ
て
地
域
や
文
化
を
持
続
的
に
支
援
す

る
行
為
」
へ
と
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
変
わ
っ

て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
例

え
ば
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
を
訪
れ
る

観
光
客
は
、「
文
化
の
消
費
者
」

で
は
な
く
体
験
を
通
じ
て
、
そ
の

背
景
に
あ
る
物
語
や
技
術
に
触

れ
、
深
い
理
解
と
敬
意
を
抱
く
。

そ
し
て
、
そ
の
体
験
に
対
す
る
対

価
が
、
直
接
的
に
子
ど
も
た
ち
や

文
化
保
存
活
動
に
還
元
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
知
れ
ば
、
自
身
が
文
化

継
承
の
「
支
援
者
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

実
感
す
る
こ
と
に
な
る
。
知
ら
ぬ
間
に
文
化

継
承
の
「
理
解
者
」
か
つ
「
支
援
者
」
と
な
り
、

そ
の
持
続
可
能
性
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
モ
デ
ル
が
拡
が
れ
ば
、「
そ

の
地
域
の
文
化
を
守
り
た
い
か
ら
旅
を
す

る
」
と
い
う
、
新
た
な
旅
行
者
の
層
を
生
み

出
す
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
観
光
が
も

た
ら
す
プ
ラ
ス
サ
ム
の
関
係
と
言
え
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
へ
の

訪
問
を
通
し
て
、
多
く
の
日
本
の
無
形
の
文

化
遺
産
が
「
消
え
ゆ
く
運
命
」
に
あ
る
今
、

文
化
遺
産
の
継
承
に
奮
闘
す
る
方
々
、
そ
し

て
、
私
た
ち
が
手
を
取
り
合
い
、
前
向
き
な

挑
戦
に
一
歩
を
踏
み
出
す
「
時
」
が
来
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

経
済
的
持
続
性
の
確
保
と

K
P
I
管
理

3
C
B
T
ク
ラ
ブ
の

組
織
化
と
役
割
分
担  

2

3
．D
A
S
T
A
の

ア
プ
ロ
ー
チ
：

持
続
可
能
な
継
承
の

「
仕
組
み
」づ
く
り

世
代
を
超
え
た
継
承
の
仕
掛
け

4

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
康
診
断
」

1

 【写真2】ペッチャブリー②まちづくりに取り組む地域コミュニティの皆様【写真3】DASTA① DASTAの皆様

リ
ー
の
役
場
職
員
の
フ
ァ
ン
さ
ん
に
話
を

伺
っ
た
。

　ま
ず
、
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
は
、
バ
ン
コ
ク

か
ら
南
西
へ
約
1
6
0
キ
ロ
に
位
置
す
る
豊

か
な
歴
史
と
文
化
が
残
る
古
都
で
あ
る
。

2
0
2
1
年
に
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
「
食
文
化
（G

astro
n
o
m
y

）」
分

野
で
認
定
さ
れ
て
い
る
。
山
と
海
に
挟
ま
れ

た
こ
の
地
は
、
古
く
か
ら
交
易
の
要
衝
と
し

て
発
展
し
、
数
多
く
の
寺
院
や
洞
窟
、
王
朝

時
代
の
宮
殿
が
点
在
す
る
。
旧
市
街
に
は
華

人
商
人
が
築
い
た
2
階
建
て
の
店
舗
兼
住
宅

が
数
多
く
残
り
、
喧
騒
の
バ
ン
コ
ク
と
は
正

反
対
で
時
間
が
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
る
よ
う
な

雰
囲
気
が
漂
う
。
こ
の
歴
史
的
風
土
が
、
ナ

ン
・
ヤ
イ
の
よ
う
な
伝
統
芸
能
を
育
む
土
壌

と
な
っ
て
き
た
。

　そ
の
ナ
ン
・
ヤ
イ
は
、
イ
ン
ド
の
叙
事
詩

「
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
」（
タ
イ
で
は
「
ラ
ー
マ
キ

エ
ン
」）
を
主
な
題
材
に
し
た
タ
イ
を
代
表

す
る
伝
統
影
絵
芝
居
で
あ
る
。「
大
き
な
革

（
N
a
n
g
）
の
演
劇
（
Y
a
i
）」
を
意
味

す
る
そ
の
名
の
通
り
、
1
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
大
型
の
牛
革
で
作
ら
れ
た
人
形
が
最
大
の

特
徴
で
あ
る
。

　職
人
が
一
枚
の
牛
革
に
精
巧
な
彫
刻
を
施

し
て
作
ら
れ
る
人
形
は
、
神
々
、
魔
王
、
猿

の
軍
将
な
ど
、
物
語
に
登
場
す
る
個
性
豊
か

な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を

大
き
な
白
い
ス
ク
リ
ー
ン
の
前
で
数
人
で
操

る
。
ナ
レ
ー
タ
ー
が
物
語
を
紡
ぎ
、
タ
イ
の

伝
統
音
楽
隊
が
劇
的
な
旋
律
を
奏
で
る
中
、

ス
ク
リ
ー
ン
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
神
々
と

悪
魔
の
戦
い
は
、
息
を
の
む
ほ
ど
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
で
美
し
い
。
そ
の
壮
麗
な
ス
ケ
ー
ル

と
芸
術
性
か
ら
、「
動
く
寺
院
壁
画
」
と
も

称
さ
れ
る
。
ワ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
プ
プ
ラ
チ
ャ

イ
に
は
歴
史
的
な
人
形
が
残
さ
れ
て
い
た

が
、
上
演
活
動
は
長
ら
く
途
絶
え
て
い
た
。

　何
故
、
こ
の
ナ
ン
・
ヤ
イ
が
復
活
で
き
た

か
。
背
景
と
し
て
こ
の
地
域
で
は
地
域
の
活

性
化
の
た
め
20
年
以
上
オ
ン
さ
ん
を
中
心
に

「
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ

の
ま
ち
づ
く
り
活
動
が
き
っ
か
け
と
な
り

D
A
S
T
A
が
地
域
開
発
・
支
援
に
入
る
こ

と
に
な
り
、
地
域
関
係
者
が
議
論
を
し
た
中

で
、
ワ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
プ
プ
ラ
チ
ャ
イ
に
保

存
さ
れ
て
い
た
ナ
ン
・
ヤ
イ
の
人
形
が
大
変

素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

そ
の
人
形
を
動
か
す
こ
と
、
こ
れ
を
影
絵
劇

を
上
演
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、「
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
手
法
を
用
い

て
こ
の
文
化
財
を
復
活
で
き
な
い
か
と
い
う

話
に
な
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

　当
時
、
観
光
客
は
寺
院
を
訪
れ
、
古
い
人

形
を
見
る
だ
け
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
は
な
く
、地
域
関
係
者
が
議
論
す
る
中
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
り
、
ナ
ン
・
ヤ
イ
を
復

活
さ
せ
、
そ
の
価
値
を
認
識
し
、
保
存
継
承

す
る
方
法
に
つ
い
て
検
討
が
始
ま
っ
た
。
寺

院
を
中
心
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
再
構
築
さ
れ

た
。
そ
の
中
心
は
小
中
学
生
な
ど
の
子
供
た

ち
と
し
、
そ
の
理
由
は
、
こ
の
取
組
み
を
後

世
に
伝
え
る
た
め
に
は
若
い
世
代
の
参
画
が

重
要
と
考
え
た
た
め
と
の
こ
と
だ
。こ
れ
は
、

非
常
に
重
要
で
あ
り
、
私
に
は
観
光
が
地
域

の
歴
史
文
化
の
保
存
継
承
に
寄
与
す
る
た
め

に
は
、
子
供
た
ち
な
ど
次
世
代
に
継
承
す
る

た
め
の
仕
組
み
を
丁
寧
に
考
え
る
必
要
が
あ

る
と
改
め
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
は
、
単
に
影
絵
劇

を
復
活
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、観
光
客
が
自
ら
の
手
で
革
を
彫
る（N

an
g 

Y
ai P

aper C
raft

）と
い
う
体
験（
コ
ト
）を

商
品
化
し
、
提
供
す
る
こ
と
で
、
観
光
客
の

文
化
理
解
を
一
層
促
し
、
文
化
の
価
値
を
高

め
て
い
る
。

　加
え
て
、
地
域
の
子
供
た
ち
に
も
影
響
を

与
え
て
い
る
。
観
光
客
か
ら
の
称
賛
が
、
担

い
手
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
「
自
分
た
ち
の

文
化
は
素
晴
ら
し
い
」と
い
う
誇
り
を
育
み
、

文
化
や
技
術
を
学
ぶ
自
発
的
な
学
習
意
欲
に

つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
更
に
、
そ

の
収
益
の
一
部
は
文
化
財
の
保
存
以
外
に
子

供
た
ち
の
学
費
の
一
部
に
も
充
て
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
ま
さ
に
「
継
承
の
好
循
環
」

が
生
ま
れ
て
い
る
事
例
と
考
え
ら
れ
る
。

　一
方
で
、
課
題
も
山
積
し
て
い
る
。「
継

続
す
る
こ
と
は
難
し
い
」「
均
質
な
商
品
化

ま
で
い
た
ら
な
い
」「
ど
の
よ
う
に
集
客
す

べ
き
か
」「
販
路
を
ど
の
よ
う
に
構
築
す
る

か
」「
P
R
が
で
き
な
い
、
難
し
い
」
な
ど
と

話
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
難
し
い
課
題
で

あ
る
が
、
オ
ン
さ
ん
た
ち
は
前
向
き
に
捉
え

て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。
特
に
、「
い
つ
か
、

専
用
の
劇
場
を
作
り
た
い
」
と
い
う
言
葉
は

印
象
的
で
あ
っ
た
。

‒❹ 観光のチカラで復活した無形文化遺産「ナン・ヤイ」に学ぶ　3
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三 校



　日
本
の
人
口
減
少
が
今
後
ま
す
ま
す
大
き

な
社
会
課
題
と
な
っ
て
い
く
こ
と
は
周
知
の

通
り
で
あ
る
。
た
だ
、
経
済
面
で
の
議
論
が

多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
と
こ
ろ
が
あ

る
。
私
は
人
口
減
少
が
も
た
ら
す
負
の
側
面

と
し
て
、
文
化
面
に
つ
い
て
も
重
要
な
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
は
、
V
I
C
E
モ

デ
ル
が
目
指
す
多
様
な
価
値
の
実
現
と
も
符

合
す
る
。
観
光
客
（V

isito
r

）
は
深
い
学
び

と
感
動
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
観
光
産
業

（In
d
u
stry

）
は
新
た
な
商
品
を
得
て
、
地

域
社
会
（C

o
m
m
u
n
ity

）
は
誇
り
と
収
入

を
回
復
し
、
環
境
と
文
化
（E

nvironm
ent 

and C
ulture

）
負
荷
の
少
な
い
形
で
文
化

が
継
承
さ
れ
る
。
観
光
が
単
な
る
経
済
活
動

で
は
な
く
、
文
化
を
持
続
さ
せ
る
「
仕
組
み

（
装
置
）」
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
で
目
の
当
た
り
に
し
た

「
継
承
の
好
循
環
」
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て

設
計
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
答
え
を

求
め
て
、
取
り
組
み
を
支
え
た
伴
走
支

援
者
、
バ
ン
コ
ク
の
D
A
S
T
A
本
部

を
訪
れ
た
。
D
A
S
T
A
（D

esign
ated

 

A
rea

s fo
r S

u
sta

in
a
b
le T

o
u
rism

 

A
d
m
in
istratio

n

）
は
、
2
0
0
3
年
に

タ
イ
政
府
が
持
続
可
能
な
観
光
開
発
を
推
進

す
る
た
め
に
設
置
し
た
専
門
組
織
で
、
そ
の

　特
に
今
、
人
口
減
少
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
衰
退
や
生
活
習
慣
の
大
き
な
変
化
に

よ
り
無
形
の
文
化
遺
産
、
例
え
ば
祭
り
や
民

俗
芸
能
、
伝
統
工
芸
な
ど
の
技
術
が
「
静
か

な
る
危
機
」
に
陥
っ
て
い
る
。
こ
の
流
れ
が

止
ま
る
こ
と
は
お
そ
ら
く
な
い
。
つ
ま
り
、

無
形
の
文
化
遺
産
は
残
念
な
が
ら
消
え
て
い

く
運
命
だ
と
言
え
る
。

　こ
う
し
た
中
、
文
化
行
政
は
大
き
な
転
換

点
を
迎
え
て
い
る
。
文
化
庁
は
2
0
1
5
年

に
地
域
に
根
ざ
し
た
歴
史
的
ス
ト
ー
リ
ー
を

認
定
す
る
こ
と
で
、
観
光
振
興
や
地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
る
日
本
遺
産
制
度
を
創
設
、
更

設
立
時
期
か
ら
見
て
も
先
進
的
な
組
織
で
あ

る
。
約
1
0
0
名
の
専
門
家
チ
ー
ム
（
観
光

プ
ラ
ン
ナ
ー
、
建
築
家
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開

発
の
専
門
家
な
ど
）
を
擁
し
、
特
定
の
地
域

に
お
い
て
観
光
を
核
と
し
た
総
合
的
な
地
域

開
発
を
推
進
し
て
い
る
。

　日
本
の
組
織
と
比
較
す
る
と
、
観
光
庁
の

政
策
立
案
機
能
、地
方
自
治
体
の
支
援
機
能
、

そ
し
て
民
間
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
能
を

併
せ
持
っ
た
「
実
践
型
の
専
門
家
集
団
」
と

言
え
る
。
彼
ら
は
単
な
る
助
成
金
分
配
機
関

で
は
な
く
、
地
域
に
深
く
入
り
込
み
、
持
続

可
能
な
観
光
の
「
種
」
を
ま
き
、「
育
て
る
」

ま
で
の
全
過
程
を
伴
走
す
る
と
い
う
点
に
最

大
の
特
徴
が
あ
る
。

　担
当
者
が
、組
織
の
理
念
に
つ
い
て「
我
々

D
A
S
T
A
の
役
割
は
、『
シ
ス
テ
ム
・
イ

ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
』で
す
。
つ
ま
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
魚
を
あ
げ
る
の
で
は
な
く
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
自
立
的
に
成
長
す
る
た
め
の

『
漁
の
仕
組
み
』
そ
の
も
の
を
共
に
設
計
す

る
『
伴
走
者
』
で
す
」
と
語
っ
て
い
た
こ
と

は
大
変
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　そ
の
上
で
、
こ
れ
ら
の
理
念
に
基
づ
い
て

D
A
S
T
A
は
以
下
の
4
つ
の
支
援
を
実
施

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

に
2
0
1
8
年
に
文
化

財
保
護
法
を
改
正
し
、

「
活
用
」を
通
じ
た
「
保

存
」と
い
う
新
た
な
道

筋
を
示
し
始
め
た
。し

か
し
、こ
こ
で
「
文
化

財
の
活
用
は
文
化
の

真
正
性
を
損
な
う
の

で
は
な
い
か
」と
い
う

根
源
的
ジ
レ
ン
マ
が

生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

「
保
存
」か
「
活
用
」と

い
う
ゼ
ロ
サ
ム
の
議
論

が
続
い
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

　私
は
こ
の
「
保
存
」
か
「
活
用
」
に
つ
い
て
、

ど
ち
ら
か
一
つ
を
選
ば
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
が
重
要

で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
プ
ラ
ス
サ
ム
に
し
て

い
く
か
と
い
う
方
向
に
、
議
論
の
質
を
変
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　例
え
ば
こ
の
対
立
を
解
く
鍵
と
し
て
、
文

化
人
類
学
者
ミ
シ
ェ
ル
・
ピ
カ
ー
ル
が
提

示
し
た
「
遺
産
と
し
て
の
文
化
（C

u
ltu
re 

as H
eritage

）」
と
「
資
本
と
し
て
の
文

化
（C

u
ltu
re as C

ap
ital

）」
と
い
う
概

念
が
あ
る
。文
化
を「
守
る
べ
き
遺
産
」と「
価

値
を
生
む
資
本
」
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら

　G
S
T
C
（
持
続
可
能
な
観
光
の
た
め
の

国
際
基
準
）
を
タ
イ
の
実
情
に
合
わ
せ
て
改

良
し
た
ツ
ー
ル
を
用
い
、
外
部
者
が
評
価
す

る
の
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
自
ら
が
自

ら
の
資
源
と
課
題
を
「
発
見
」
す
る
取
組
を
支

援
す
る
。

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
C
B
T（C

om
m
unity-

B
ased T

ourism

）
ク
ラ
ブ
化
し
、
地
域
の

関
係
者
を
集
め
て
役
割
分
担
を
決
め
る
。
収

益
が
特
定
の
個
人
に
偏
る
こ
と
な
く
、
地
域

内
で
分
散
（
リ
ン
ケ
ー
ジ
）
し
、
公
平
に
分

配
さ
れ
る
仕
組
み
の
構
築
を
支
援
す
る
。

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
の
観
光
収
入
を
1
つ

の
K
P
I
と
し
て
使
用
し
、
毎
年
、
約
3
〜

4
％
の
増
加
を
目
標
と
し
て
設
定
。
収
入
の

絶
対
額
だ
け
で
な
く
、
観
光
収
入
の
5
〜
10

%
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
金
に
積
み
立
て
、
地

域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
奨
学
金
に
充
て
る
仕

組
み
の
構
築
な
ど
、
そ
の
公
平
な
分
配
（
収

入
分
配
指
数
）
も
指
標
と
し
、
成
長
の
質
の

捉
え
直
す
こ
と
で
、
単
純
な
二
項
対
立
を
超

え
た
議
論
が
可
能
と
な
る
。

　さ
ら
に
、
こ
の
二
つ
の
側
面
の
調
和
を
目

指
す
実
践
的
な
枠
組
み
が
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
国
連
世
界
観
光
機
関
が
整
理

し
た
V
I
C
E
モ
デ
ル
で
あ
る
。
訪
問
客

（V
isitor

）、観
光
産
業（Industry

）、地
域
社
会

（C
om

m
unity

）、環
境
と
文
化（E

nvironm
ent 

and C
ulture

）
と
い
う
4
者
の
ニ
ー
ズ
の

調
和
を
目
指
す
こ
の
考
え
方
は
、
文
化
遺
産

の
継
承
と
い
う
課
題
に
も
有
効
な
示
唆
を
与

え
て
い
る
よ
う
思
え
る
。

　こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
今
回
は
、

一
度
途
絶
え
た
無
形
文
化
遺
産
「
ナ
ン
・
ヤ

イ
」
を
観
光
の
チ
カ
ラ
で
復
活
さ
せ
た
タ
イ

の
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
と
い
う
小
さ
な
町
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
訪
問
し
た
。
ま
た
、
無
形
の

文
化
財
の
継
承
に
観
光
が
与
え
る
影
響
や
効

果
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
を
支
援
し
た
政
府
機

関
（
D
A
S
T
A
）
も
訪
問
し
た
。

　今
回
の
訪
問
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
代
表
を
務
め
る
オ
ン
さ
ん
と
ペ
ッ
チ
ャ
ブ

管
理
を
支
援
す
る
。

　体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
子
ど
も
た
ち
が
自
然

に
文
化
に
親
し
む
入
り
口
と
し
、
さ
ら
に
、

C
B
T
ク
ラ
ブ
で
子
供
た
ち
が
学
習
し
、
お

金
を
子
供
た
ち
に
分
配
す
る
仕
組
み
を
構
築

す
る
な
ど
、「
経
済
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
」
と

「
誇
り
」
が
結
び
つ
く
こ
と
で
、
学
び
か
ら
実

践
、
そ
し
て
後
進
の
指
導
へ
と
至
る
好
循
環

が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
支
援
す
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
D
A
S
T
A
は
単
発
の
支

援
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
自
律
的
に

成
長
す
る
ま
で
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
体
系

化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
D
A
S
T
A
の
モ

デ
ル
を
そ
の
ま
ま
日
本
に
移
植
す
る
こ
と
は

現
実
的
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
、

そ
の
理
念
と
20
年
以
上
取
り
組
ん
で
き
た
実

践
は
、
日
本
の
無
形
の
文
化
遺
産
が
直
面
す

る
課
題
に
対
す
る
重
要
な
示
唆
に
満
ち
て

い
る
の
で
は
な
い
か
考
え
る
。
特
に
今
回
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
し
て
D
A
S
T
A
の
関
係

者
の
方
々
の
「
地
域
に
入
る
」
こ
と
へ
の
誇

り
と
責
任
感
、
ま
た
、
熱
意
を
感
じ
た
。

　今
回
の
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
と
D
A
S
T
A

へ
の
訪
問
で
は
多
く
の
気
づ
き
が
あ
っ
た
。

第
一
に
、
無
形
の
文
化
遺
産
を 

「
ど
の
よ
う

に
活
用
す
る
か
」
と
い
う
短
期
的
な
視
点
か

ら
、「
観
光
を
活
用
し
て
ど
の
よ
う
に
継
承

し
て
い
く
か
」
い
う
長
期
的
な
視
点
へ
考
え

方
を
変
え
る
こ
と
の
重
要
性
で
あ
る
。
ペ
ッ

チ
ャ
ブ
リ
ー
の
事
例
が
示
す
よ
う
に
、
観
光

は
単
な
る
収
入
源
で
は
な
く
、「
地
域
の
誇

り
を
再
生
し
、
次
世
代
へ
の
継
承
を
促
す
装

置
」
と
し
て
機
能
し
得
る
と
考
え
る
。

　第
二
に
、
D
A
S
T
A
が
実
践
す
る 

「
シ

ス
テ
ム
・
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
」 

と
し
て
の

役
割
は
、
日
本
の
自
治
体
・
D
M
O
の
在
り

方
に
大
き
な
問
い
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
日

本
で
は
観
光
施
策
が
補
助
金
支
援
型
で
あ

る
。
加
え
て
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
に
お
い
て
も

イ
ベ
ン
ト
型
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
P
R
に
予
算
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
よ

う
に
も
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
短
期
的
な

事
業
で
は
な
く
、
D
A
S
T
A
の
よ
う
に
10

年
単
位
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
自
律
を
支
え
続

け
る
「
伴
走
型
」
の
支
援
体
制
が
不
足
し
て

い
る
。
限
ら
れ
た
人
的
リ
ソ
ー
ス
の
中
で
こ

の
機
能
を
ど
う
担
う
か
、
D
M
O
、
大
学
・

専
門
家
組
織
と
の
連
携
強
化
な
ど
、
観
光
・

文
化
の
枠
を
超
え
た
新
し
い
モ
デ
ル
の
構
築

が
必
要
で
あ
る
。

　第
三
に
、「
K
P
I
」
の
考
え
方
で
あ
る
。

日
本
で
は
「
入
込
客
数
」
や
「
消
費
額
」
が
重

視
さ
れ
が
ち
だ
が
、D
A
S
T
A
は「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
観
光
収
入
」
と
「
収
入
分
配
指
数
」

を
指
標
と
す
る
。
こ
れ
は
、
観
光
の
成
果
を

「
地
域
に
お
金
が
落
ち
、
公
平
に
分
配
さ
れ

て
い
る
か
」
と
い
う
経
済
循
環
の
質
で
測
る

と
い
う
発
想
の
転
換
で
あ
る
。こ
の
視
点
は
、

文
化
継
承
を
持
続
可
能
な
取
り
組
み
と
し
て

捉
え
直
す
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　今
回
の
視
察
で
最
も
大
き
な
気
づ
き
は
、

観
光
が
単
な
る
「
消
費
活
動
」
を
超
え
、「
旅

を
通
じ
て
地
域
や
文
化
を
持
続
的
に
支
援
す

る
行
為
」
へ
と
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
変
わ
っ

て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
例

え
ば
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
を
訪
れ
る

観
光
客
は
、「
文
化
の
消
費
者
」

で
は
な
く
体
験
を
通
じ
て
、
そ
の

背
景
に
あ
る
物
語
や
技
術
に
触

れ
、
深
い
理
解
と
敬
意
を
抱
く
。

そ
し
て
、
そ
の
体
験
に
対
す
る
対

価
が
、
直
接
的
に
子
ど
も
た
ち
や

文
化
保
存
活
動
に
還
元
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
知
れ
ば
、
自
身
が
文
化

継
承
の
「
支
援
者
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

実
感
す
る
こ
と
に
な
る
。
知
ら
ぬ
間
に
文
化

継
承
の
「
理
解
者
」
か
つ
「
支
援
者
」
と
な
り
、

そ
の
持
続
可
能
性
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
モ
デ
ル
が
拡
が
れ
ば
、「
そ

の
地
域
の
文
化
を
守
り
た
い
か
ら
旅
を
す

る
」
と
い
う
、
新
た
な
旅
行
者
の
層
を
生
み

出
す
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
観
光
が
も

た
ら
す
プ
ラ
ス
サ
ム
の
関
係
と
言
え
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
へ
の

訪
問
を
通
し
て
、
多
く
の
日
本
の
無
形
の
文

化
遺
産
が
「
消
え
ゆ
く
運
命
」
に
あ
る
今
、

文
化
遺
産
の
継
承
に
奮
闘
す
る
方
々
、
そ
し

て
、
私
た
ち
が
手
を
取
り
合
い
、
前
向
き
な

挑
戦
に
一
歩
を
踏
み
出
す
「
時
」
が
来
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

4
．日
本
の
無
形
の

文
化
遺
産
へ
の
示
唆
：

「
保
存
」か
ら「
継
承
」へ

5
．お
わ
り
に
：

旅
が
文
化
を
支
え
る

未
来
へ

リ
ー
の
役
場
職
員
の
フ
ァ
ン
さ
ん
に
話
を

伺
っ
た
。

　ま
ず
、
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
は
、
バ
ン
コ
ク

か
ら
南
西
へ
約
1
6
0
キ
ロ
に
位
置
す
る
豊

か
な
歴
史
と
文
化
が
残
る
古
都
で
あ
る
。

2
0
2
1
年
に
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
「
食
文
化
（G

astro
n
o
m
y

）」
分

野
で
認
定
さ
れ
て
い
る
。
山
と
海
に
挟
ま
れ

た
こ
の
地
は
、
古
く
か
ら
交
易
の
要
衝
と
し

て
発
展
し
、
数
多
く
の
寺
院
や
洞
窟
、
王
朝

時
代
の
宮
殿
が
点
在
す
る
。
旧
市
街
に
は
華

人
商
人
が
築
い
た
2
階
建
て
の
店
舗
兼
住
宅

が
数
多
く
残
り
、
喧
騒
の
バ
ン
コ
ク
と
は
正

反
対
で
時
間
が
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
る
よ
う
な

雰
囲
気
が
漂
う
。
こ
の
歴
史
的
風
土
が
、
ナ

ン
・
ヤ
イ
の
よ
う
な
伝
統
芸
能
を
育
む
土
壌

と
な
っ
て
き
た
。

　そ
の
ナ
ン
・
ヤ
イ
は
、
イ
ン
ド
の
叙
事
詩

「
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
」（
タ
イ
で
は
「
ラ
ー
マ
キ

エ
ン
」）
を
主
な
題
材
に
し
た
タ
イ
を
代
表

す
る
伝
統
影
絵
芝
居
で
あ
る
。「
大
き
な
革

（
N
a
n
g
）
の
演
劇
（
Y
a
i
）」
を
意
味

す
る
そ
の
名
の
通
り
、
1
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
大
型
の
牛
革
で
作
ら
れ
た
人
形
が
最
大
の

特
徴
で
あ
る
。

　職
人
が
一
枚
の
牛
革
に
精
巧
な
彫
刻
を
施

し
て
作
ら
れ
る
人
形
は
、
神
々
、
魔
王
、
猿

の
軍
将
な
ど
、
物
語
に
登
場
す
る
個
性
豊
か

な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を

大
き
な
白
い
ス
ク
リ
ー
ン
の
前
で
数
人
で
操

る
。
ナ
レ
ー
タ
ー
が
物
語
を
紡
ぎ
、
タ
イ
の

伝
統
音
楽
隊
が
劇
的
な
旋
律
を
奏
で
る
中
、

ス
ク
リ
ー
ン
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
神
々
と

悪
魔
の
戦
い
は
、
息
を
の
む
ほ
ど
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
で
美
し
い
。
そ
の
壮
麗
な
ス
ケ
ー
ル

と
芸
術
性
か
ら
、「
動
く
寺
院
壁
画
」
と
も

称
さ
れ
る
。
ワ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
プ
プ
ラ
チ
ャ

イ
に
は
歴
史
的
な
人
形
が
残
さ
れ
て
い
た

が
、
上
演
活
動
は
長
ら
く
途
絶
え
て
い
た
。

　何
故
、
こ
の
ナ
ン
・
ヤ
イ
が
復
活
で
き
た

か
。
背
景
と
し
て
こ
の
地
域
で
は
地
域
の
活

性
化
の
た
め
20
年
以
上
オ
ン
さ
ん
を
中
心
に

「
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ

の
ま
ち
づ
く
り
活
動
が
き
っ
か
け
と
な
り

D
A
S
T
A
が
地
域
開
発
・
支
援
に
入
る
こ

と
に
な
り
、
地
域
関
係
者
が
議
論
を
し
た
中

で
、
ワ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
プ
プ
ラ
チ
ャ
イ
に
保

存
さ
れ
て
い
た
ナ
ン
・
ヤ
イ
の
人
形
が
大
変

素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

そ
の
人
形
を
動
か
す
こ
と
、
こ
れ
を
影
絵
劇

を
上
演
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、「
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
手
法
を
用
い

て
こ
の
文
化
財
を
復
活
で
き
な
い
か
と
い
う

話
に
な
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

　当
時
、
観
光
客
は
寺
院
を
訪
れ
、
古
い
人

形
を
見
る
だ
け
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
は
な
く
、地
域
関
係
者
が
議
論
す
る
中
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
り
、
ナ
ン
・
ヤ
イ
を
復

活
さ
せ
、
そ
の
価
値
を
認
識
し
、
保
存
継
承

す
る
方
法
に
つ
い
て
検
討
が
始
ま
っ
た
。
寺

院
を
中
心
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
再
構
築
さ
れ

た
。
そ
の
中
心
は
小
中
学
生
な
ど
の
子
供
た

ち
と
し
、
そ
の
理
由
は
、
こ
の
取
組
み
を
後

世
に
伝
え
る
た
め
に
は
若
い
世
代
の
参
画
が

重
要
と
考
え
た
た
め
と
の
こ
と
だ
。こ
れ
は
、

非
常
に
重
要
で
あ
り
、
私
に
は
観
光
が
地
域

の
歴
史
文
化
の
保
存
継
承
に
寄
与
す
る
た
め

に
は
、
子
供
た
ち
な
ど
次
世
代
に
継
承
す
る

た
め
の
仕
組
み
を
丁
寧
に
考
え
る
必
要
が
あ

る
と
改
め
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
は
、
単
に
影
絵
劇

を
復
活
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、観
光
客
が
自
ら
の
手
で
革
を
彫
る（N

an
g 

Y
ai P

aper C
raft

）と
い
う
体
験（
コ
ト
）を

商
品
化
し
、
提
供
す
る
こ
と
で
、
観
光
客
の

文
化
理
解
を
一
層
促
し
、
文
化
の
価
値
を
高

め
て
い
る
。

　加
え
て
、
地
域
の
子
供
た
ち
に
も
影
響
を

与
え
て
い
る
。
観
光
客
か
ら
の
称
賛
が
、
担

い
手
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
「
自
分
た
ち
の

文
化
は
素
晴
ら
し
い
」と
い
う
誇
り
を
育
み
、

文
化
や
技
術
を
学
ぶ
自
発
的
な
学
習
意
欲
に

つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
更
に
、
そ

の
収
益
の
一
部
は
文
化
財
の
保
存
以
外
に
子

供
た
ち
の
学
費
の
一
部
に
も
充
て
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
ま
さ
に
「
継
承
の
好
循
環
」

が
生
ま
れ
て
い
る
事
例
と
考
え
ら
れ
る
。

　一
方
で
、
課
題
も
山
積
し
て
い
る
。「
継

続
す
る
こ
と
は
難
し
い
」「
均
質
な
商
品
化

ま
で
い
た
ら
な
い
」「
ど
の
よ
う
に
集
客
す

べ
き
か
」「
販
路
を
ど
の
よ
う
に
構
築
す
る

か
」「
P
R
が
で
き
な
い
、
難
し
い
」
な
ど
と

話
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
難
し
い
課
題
で

あ
る
が
、
オ
ン
さ
ん
た
ち
は
前
向
き
に
捉
え

て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。
特
に
、「
い
つ
か
、

専
用
の
劇
場
を
作
り
た
い
」
と
い
う
言
葉
は

印
象
的
で
あ
っ
た
。

＜参考文献＞
○Picard, Michel. (1996). 
Bali: Cultural Tourism and Touristic Culture. 　　
Singapore: Archipelago Press.
○UNWTO. (2005). 
Making Tourism More Sustainable - 
A Guide for Policy Makers.
○DASTA 
(Designated Areas for Sustainable 
Tourism Administration). 
(2024). Sustainable Tourism 
Development Framework.
○文化庁. (2015). 「日本遺産（Japan Heritage）」
制度概要
○文化庁. (2018). 文化財保護法の一部を
改正する法律
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4

オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
向
き
合
う

欧
州
都
市
の

観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

バ
ル
セ
ロ
ナ

10
月

ス
ペ
イ
ン
入
国

4
日
土

10
月

視
察

ゴ
シ
ッ
ク
地
区
＆
ボ
ル
ン
地
区
／
ト
ル
ト
ー
ザ

5
日
日

10
月

視
察
・ヒ
ア
リ
ン
グ
エ
ブ
ロ
川
デ
ル
タ
自
然
公
園
／
ペ
ネ
デ
ス
／

ト
ル
ト
ー
ザ
市
街
／
エ
ン
カ
ン
ス
市
場

バ
ル
セ
ロ
ナ
市

6
日
月

10
月

視
察

モ
ダ
ニ
ズ
ム・ル
ー
ト

（
カ
サ・バ
ト
リ
ョ
、サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
）／

グ
ラ
シ
ア
通
り
周
辺

7
日
火

10
月

視
察
・ヒ
ア
リ
ン
グ
シ
ウ
タ・ヴ
ェ
リ
ャ
地
区
／
グ
ロ
リ
エ
ス
地
区
／

バ
ル
セ
ロ
ナ
ホ
テ
ル
協
会
／
民
泊
オ
ー
ナ
ー

8
日
水

10
月

視
察
・ヒ
ア
リ
ン
グ
バ
ル
セ
ロ
ネ
ー
タ
地
区
／
モ
ン
ジ
ュ
イ
ッ
ク
の
丘
／

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
政
府
観
光
局
／
バ
ル
セ
ロ
ナ
大
学

9
日
木

10
月

視
察
・ヒ
ア
リ
ン
グ
バ
ル
セ
ロ
ナ
大
学
ホ
テ
ル
観
光
学
院
／

グ
エ
ル
公
園
／
旧
市
街

10
日
金

10
月

出
国

翌
12
日（
日
）帰
国

バ
ル
セ
ロ
ナ

ト
ル
ト
ー
ザ

バ
ル
セ
ロ
ナ

バ
ル
セ
ロ
ナ

バ
ル
セ
ロ
ナ

バ
ル
セ
ロ
ナ

バ
ル
セ
ロ
ナ

11
日
土

活
動
内
容

2025年
視察行程

宿
泊
地

1234

バ
ル
セ
ロ
ナ
視
察
の
全
体
像
と

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
育
む
観
光
ガ
バ
ナ
ン
ス

バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る

観
光
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
対
応

バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る
文
化
遺
産
の
保
護
と

観
光
へ
の
活
用
の
現
状

バ
ル
セ
ロ
ナ
の
観
光
管
理
に
お
け
る

デ
ー
タ
活
用
と
地
域
分
散
へ
の
取
り
組
み
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3,272

2,104

74.4

71.4 70.9

59.6

66.9

31.1

9.3

23.0

6.2

18.2

10.4

17.3

15.9

61.5

55.9

40.7

36.4
23.8

宿泊者数

限界に達している

もっと多くの観光客を誘致する必要がある

有益

有害

人口

わからない

加
や
政
策
へ
の
提
案
書
の
提
出
等
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。
2
0
1
7
年
に
市
の
観
光
政

策
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
し
て
策
定
さ
れ
た
観

光
戦
略
計
画
2
0
2
0（P

lan E
stratégico 

de T
urism

o 2020

）
に
もd

ecid
im

を
通

し
て
住
民
の
意
見
が
盛
り
込
ま
れ
た
他
、
最

近
は
住
民
が
直
接
提
案
・
選
定
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
3
0
0
0
万
€（
2
0
2
4
年

か
ら
2
0
2
7
年
ま
で
総
額
で
約
50
・
3
億

円
）
が
割
り
当
て
ら
れ
る
参
加
型
予
算
編
成

プ
ロ
セ
ス
を
市
内
10
地
区
で
導
入
し
て
い

る
。
例
え
ば
、「
身
体
の
不
自
由
な
方
で
も

ビ
ー
チ
や
海
に
ア
ク
セ
ス
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
」「
サ
ン
ツ
・
モ
ン
ジ
ュ
イ
ッ
ク
の
イ

ベ
リ
ア
広
場
の
緑
と
木
陰
を
復
活
さ
せ
る
」

と
い
っ
た
提
案
な
ど
が
あ
り
、
採
用
さ
れ
た

も
の
は
進
捗
状
況
を
随
時
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
さ
ら
に
大
人
だ
け
で
な
く
子
供

（
8
‐
13
歳
）が
参
加
で
き
る「D

ecid
im
K
id
s

」

が
2
0
2
3
年
に
開
始
さ
れ
、
政
策
を
学
び

な
が
ら
自
分
の
意
見
を
述
べ
た
り
、
優
先
的

に
取
り
組
む
べ
き
施
策
に
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
一
見
、D

ecid
im

で
議
論
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
観
光
と
直
接
関
係
な
い
よ

う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ

う
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
住

民
視
点
で
快
適
な
空
間
が
市
内
各
所
に
作
ら

れ
、
そ
れ
が
ひ
い
て
は
観
光
客
に
と
っ
て
も

2
6
5
号
で
熊
谷
氏
、
ボ
ル
グ
氏
、
佐
野
氏

も
指
摘
し
て
い
る
他
、
既
往
研
究
で
も
多
様

な
住
民
の
動
機
に
合
わ
せ
た
多
角
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
1
）
。

こ
の
複
雑
な
状
況
に
対
し
て
、
バ
ル
セ
ロ
ナ

は
住
民
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
住
民
向
け
の
取
り
組
み
を
掘
り

下
げ
る
こ
と
で
考
察
を
深
め
て
い
き
た
い
。

　
様
々
な
問
題
が
表
出
す
る
中
で
重
視
さ
れ

た
の
が
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
る
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
15
年
に
わ
た
っ
て

観
光
に
対
す
る
住
民
意
識
調
査
を
実
施
し
て

い
る
他
、
図
2
と
図
3
で
紹
介
し
た
観
光
客

の
誘
致
に
対
す
る
意
識
と
バ
ル
セ
ロ
ナ
に

と
っ
て
観
光
が
有
益
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は

指
標
に
含
ま
れ
て
お
り
、
常
に
住
民
の
意
識

を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
続
け
て
い
る
。
2
0
1

6
年
に
は
住
民
参
加
型
の
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
「d

ecid
im
.b
arcelo

n
a

」
の

運
用
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
に
15
万
人

以
上
（
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
人
口
の
10
人
に
1

人
）
の
住
民
が
登
録
・
参
加
し
て
お
り
、
観

光
に
限
ら
ず
市
政
情
報
や
各
種
会
議
で
の
議

論
内
容
を
確
認
で
き
る
他
、
討
論
会
へ
の
参

動
を
行
う
社
会
活
動
家
で
あ
っ
た
コ
ラ
ウ
氏

は
、
社
会
的
公
正
と
住
民
参
加
を
重
視
し
て

様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
特
に
バ

ル
セ
ロ
ナ
独
自
の
政
策
と
し
て
は
、
ホ
テ
ル

や
観
光
用
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
新
規
開
業
や

増
設
を
エ
リ
ア
ご
と
に
制
限
す
る
P
E
U
A

T
（
観
光
宿
泊
施
設
特
別
都
市
計
画
）
を
は

じ
め
、
人
流
集
中
エ
リ
ア
（E

G
A

：E
spais 

d
e G

ran
 A
flu
èn
cia

）
を
特
定
し
、
重
点

的
に
生
活
空
間
の
質
を
回
復
さ
せ
る
取
り
組

み
な
ど
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も

根
幹
に
あ
る
の
は
「
都
市
と
観
光
は
切
り
離

せ
な
い
関
係
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
と
、
住

民
の
生
活
の
質
を
い
か
に
向
上
さ
せ
る
か
と

い
う
視
点
で
あ
る
。（
詳
し
く
は「
観
光
文
化
」

2
6
5
号
「
特
集
3
『
観
光
都
市
』
か
ら
『
観

光
と
と
も
に
生
き
る
都
市
』
へ
」
を
参
照
）

　
一
方
で
、
住
民
と
言
っ
て
も
一
様
で
な
い

こ
と
、
観
光
の
恩
恵
の
受
け
方
も
異
な
り
、

見
方
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
は「
観
光
文
化
」

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
に

伴
い
、
国
際
的
な
観
光
客
の
移
動
が
回
復
基

調
に
転
じ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
日
本
国
内
の

一
部
地
域
に
お
い
て
も
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

以
前
に
問
題
視
さ
れ
て
い
た
観
光
客
の
急

増
に
起
因
す
る
諸
課
題
が
再
び
顕
在
化
し

つ
つ
あ
る
。

　
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
当
財
団
で
は
、

日
本
に
先
行
し
て
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問

題
に
直
面
し
て
き
た
欧
州
主
要
都
市
の
政
策

動
向
に
つ
い
て
、
継
続
的
な
調
査
研
究
を
推

進
し
て
い
る
。
昨
年
度
は
、
2
0
2
3
年
度

よ
り
開
始
し
た
海
外
地
域
へ
の
視
察
活
動
の

一
環
と
し
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
お
よ
び

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
選
定
し
、調
査
結
果
を『
観

光
文
化
』
2
6
4
号
に
て
取
り
ま
と
め
た
。

さ
ら
に
、『
観
光
文
化
』
2
6
5
号
に
お
い
て

は
、
特
集
タ
イ
ト
ル
を
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
下
で
の
リ
バ
ラ
ン
ス
戦
略
」
と
題
し
、

研
究
者
の
視
点
か
ら
欧
州（
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、

イ
タ
リ
ア
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
）
に
お
け
る
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
と
そ
れ
に
対
す
る

最
新
の
対
応
策
や
リ
バ
ラ
ン
ス
戦
略
に
つ
い

て
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
い
て
は
観
光
に
対
す
る

住
民
の
抗
議
活
動
が
メ
デ
ィ
ア
で
象
徴
的
に

報
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
裏
で
は

観
光
と
住
民
生
活
の
共
存
を
図
る
た
め
の
施

策
が
矢
継
ぎ
早
に
実
行
さ
れ
て
い
る
（
こ
こ

は
ほ
と
ん
ど
報
道
さ
れ
な
い
）。
遠
く
離
れ

た
日
本
か
ら
見
て
い
る
と
、
真
摯
に
、
か
つ

多
角
的
に
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
も
思
え
る
が
、
そ
の
実
態
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
今
年
の
視
察
先

を
バ
ル
セ
ロ
ナ
と
し
、
8
日
間
の
行
程
で
視

察
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。

　
福
永
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
を
育
む
住
民
向
け
の
施
策
に
注
目

し
、
山
本
・
池
知
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る

観
光
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
対

応
に
焦
点
を
当
て
た
。
小
川
は
文
化
遺
産
の

保
護
と
観
光
へ
の
活
用
の
現
状
、
岩
野
は
バ

ル
セ
ロ
ナ
の
観
光
管
理
に
お
け
る
デ
ー
タ
活

用
と
地
域
分
散
へ
の
取
り
組
み
に
着
目
し
た
。

　　
か
つ
て
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
製
造
業
や
港
湾
関

連
産
業
に
依
存
す
る
工
業
都
市
で
あ
っ
た

が
、
20
世
紀
後
半
は
、
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
老

朽
化
や
沿
岸
部
の
環
境
汚
染
等
が
深
刻
化

し
、
経
済
的
な
停
滞
期
に
あ
っ
た
。
こ
う
し

た
状
況
を
変
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
な
っ
た
の

が
、
1
9
9
2
年
に
開
催
さ
れ
た
バ
ル
セ
ロ

ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
あ
る
。
市
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
単
な
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
は

な
く
、
都
市
の
再
構
築
と
国
際
的
な
都
市
イ

メ
ー
ジ
の
戦
略
的
転
換
を
目
的
と
し
た
大
規

模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
づ
け
、
港
湾

地
区
や
海
岸
線
の
大
規
模
な
再
開
発
、
交
通

イ
ン
フ
ラ
の
刷
新
を
集
中
的
に
実
施
し
た
。

そ
し
て
1
9
9
3
年
に
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
観
光

局
が
設
立
さ
れ
、
ア
ン
ト
ニ
・
ガ
ウ
デ
ィ
の

建
築
群
な
ど
を
中
心
と
し
た
文
化
や
芸
術
に

焦
点
を
当
て
た
戦
略
が
推
進
さ
れ
た
。
そ
の

戦
略
が
功
を
奏
し
、
観
光
客
数
が
順
調
に
増

加
す
る
一
方
で
、
住
民
と
の
関
係
性
は
変
わ

り
つ
つ
あ
っ
た（
図
●
〜
●
）。
実
際
に
、
市

が
毎
年
実
施
し
て
い
る
住
民
意
識
調
査
の
結

果
を
み
て
も
、
観
光
客
の
誘
致
に
つ
い
て
限

界
に
達
し
て
い
る
と
回
答
す
る
住
民
の
割
合

が
2
0
1
6
年
を
境
に
上
回
り
、
2
0
2
4

年
に
は
74
・
4
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
に
と
っ
て
観
光
が
有
益
か
ど
う

か
と
い
う
設
問
に
つ
い
て
も
、
有
益
と
回
答

す
る
人
の
割
合
は
年
々
下
が
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
2
0
1
5
年
に
市

長
と
な
っ
た
の
が
、
ア
ダ
・
コ
ラ
ウ
氏
で
あ

る
。
2
0
0
0
年
代
後
半
、
ス
ペ
イ
ン
の
経

済
危
機
で
深
刻
化
し
た
住
宅
問
題
の
抗
議
活

バルセロナ
視
察
の

全
体
像
と

シビックプライ
ド
を
育
む

観
光
ガバナンス

4
1

観
光
研
究
部 

主
任
研
究
員

福
永
香
織

2
．バ
ル
セ
ロ
ナ
の

観
光
の
転
換
点

1
．視
察
の
背
景
と
目
的

魅
力
的
な
街
と
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
な
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
取
り
組

み
の
一
方
で
、
2
0
1
6
年
5
月
に
結
成
さ

れ
た
「
観
光
と
都
市
に
関
す
る
評
議
会

（C
T
iC

：Consell de T
urism

e i C
iutat

）」

は
、
各
地
区
の
代
表
者
、
宿
泊
業
や
飲
食
業

な
ど
の
業
界
団
体
、
労
働
組
合
、
環
境
団
体
、

専
門
家
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
諮
問
機
関
で
あ

り
、
政
策
に
関
す
る
調
査
や
評
価
、
改
善
策

の
提
案
等
を
定
期
的
に
行
う
。
法
的
拘
束
力

を
持
た
な
い
も
の
の
、
政
策
決
定
の
根
拠
と

な
り
、
住
民
も
含
め
た
様
々
な
主
体
の
意
見

が
観
光
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
取
り
込
ま
れ
る
機
会

と
な
っ
て
い
る
。

　
都
市
を
楽
し
む
権
利
は
住
民
に
こ
そ
あ
る

も
の
で
あ
る
が
、
観
光
客
の
増
加
に
よ
る
混

雑
や
、入
場
料
の
値
上
げ
等
に
よ
っ
て
そ
の

権
利
が
奪
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。こ

う
し
た
状
況
の
中
で
2
0
1
4
年
に
創
設
さ

れ
た
の
が
住
民
優
待
プ
ロ
グ
ラ
ム「G

audir 

M
és

」で
あ
る
。16
歳
以
上
の
住
民
（
16
歳
未

満
は
責
任
者
同
伴
で
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
）
で
あ
れ
ば
誰
で
も
登
録
す
る
こ
と

が
で
き
、
市
内
の
博
物
館
や
美
術
館
、
観
光

施
設
等
を
無
料
も
し
く
は
割
引
で
利
用
で
き

る
。
グ
エ
ル
公
園
も
そ
の
対
象
施
設
で
あ
る

が
、
観
光
利
用
と
住
民
利
用
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
て
い
た
な
か
、「
グ
エ
ル
公
園
戦
略
計
画

2
0
1
7
‐
2
0
2
2
」が
策
定
さ
れ
た
。
年

間
の
開
園
時
間
の
う
ち
1
%
し
か
住
民
の
活

動
時
間
に
充
て
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
状
況
を

ふ
ま
え
、
住
民
の
み
が
入
場
で
き
る
時
間
枠

（
朝
7
時
か
ら
9
時
半
ま
で
と
18
時
か
ら
22

時
ま
で
（
季
節
に
よ
り
時
間
帯
は
前
後
））
を

設
定
し
た
他
、「G

audir M
és

」
の
利
便
性

向
上
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
の
改
良
等
が
行
わ

れ
た
。グ
エ
ル
公
園
で
は
、混
雑
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
や
体
験
の
質
を
高
め
る
た
め
、
2
0
1
3

年
か
ら
事
前
予
約
制
を
採
用
し
、
来
園
日
時

に
応
じ
た
入
場
料
を
徴
収
し
て
い
る
が
、
住

民
で
あ
れ
ば
無
料
で
い
つ
で
も
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
観
光
化
に
よ
っ
て
住
民
の
利
用
が
遠
の
い

て
し
ま
っ
た
ボ
ケ
リ
ア
市
場
で
も
、
団
体
客

の
入
場
規
制
（
人
数
・
曜
日
）
や
、
各
店
舗

が
販
売
し
て
い
る
商
品
の
構
成
比
率
の
取
り

決
め
と
い
っ
た
対
策
に
乗
り
出
し
て
い
る

（
特
集
4
‐
●
参
照
）。

　
2
0
2
3
年
に
は
観
光
収
入
を
市
民
に
還

元
す
る
仕
組
み
と
し
て
、
観
光
市
民
還
元
基

金
「F

o
n
s R

eC
iu
taT

」
が
創
設
さ
れ
た
。

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
が
2
0
1
2
年
か
ら
徴
収

し
て
い
る
宿
泊
税
（IE

E
T

）
に
つ
い
て
は
、

2
0
2
0
年
の
州
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
そ

の
使
途
が
従
来
の
観
光
振
興
に
加
え
て
市
民

生
活
の
質
の
向
上
に
も
充
て
ら
れ
る
よ
う
拡

大
さ
れ
た
。
こ
の
法
改
正
に
基
づ
き
、

2
0
2
1
年
6
月
か
らIE

E
T

に
バ
ル
セ
ロ

ナ
市
独
自
の
追
加
宿
泊
税
を
上
乗
せ
す
る
形

で
徴
収
が
開
始
さ
れ
た
。
2
0
2
5
年
10
月

現
在
は
1
人
1
泊
あ
た
り
4
€（
原
則
と
し

て
最
大
7
泊
分
ま
で
、
16
歳
以
下
は
免
除
）

で
あ
る
が
、
段
階
的
に
引
き
上
げ
が
行
わ
れ

て
現
在
の
税
額
と
な
っ
て
い
る
。

　
「F

o
n
s R

eC
iu
taT

」
の
使
途
と
し
て
発

表
さ
れ
て
い
る
の
が
、市
内
1
7
0
の
学
校
・

教
育
機
関
に
お
け
る
空
調
設
備
の
導
入
で
あ

る
。
気
候
変
動
（
熱
波
）
が
学
校
に
及
ぼ
す

影
響
を
勘
案
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
観
光
業

界
か
ら
は
、
都
市
の
清
掃
や
治
安
維
持
、
観

光
イ
ン
フ
ラ
の
改
善
な
ど
に
使
う
べ
き
と
い

う
意
見
も
あ
る
。

　
「B

icin
g

」
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
住
民
の
み

が
使
え
る
自
転
車
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
。
2
0
0
7
年
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
が

住
民
の
日
常
的
な
移
動
手
段
の
改
善
と
環
境

負
荷
の
低
減
を
目
指
し
て
開
始
し
、
運
営
は

外
部
委
託
し
て
い
る
。
市
内
5
0
0
ヵ
所
以

上
の
自
転
車
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
約
8
0
0
0

台
の
自
転
車
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「S

M
O
U

」
を
通
じ
て
、

空
き
状
況
の
確

認
や
予
約
を
す

る
こ
と
が
で
き

る
。
年
間
利
用

料
が
安
価
な
た

め
、
通
勤
に
使

う
住
民
も
多
い

と
の
こ
と
で
あ

る
。ま
た
、2
0

2
3
年
に
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
都
市
圏
交
通
局

が
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
外
を
含
む
広
範
囲
で
の

移
動
を
可
能
に
す
る
電
動
自
転
車
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
「A

M
B
ici

」
を
開
始
し
た
。

　
一
般
的
に
公
共
交
通
の
混
雑
緩
和
を
検
討

す
る
際
に
は
、
観
光
客
の
利
用
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
よ
う
と
し
が
ち
で
あ
る
が
、
市
民

が
活
用
し
た
く
な
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
で
、市
民
側
の
行
動
変
容
を
促
し
つ
つ
、

健
康
増
進
、
電
車
や
バ
ス
の
混
雑
緩
和
に
つ

な
げ
て
い
る
。

　
市
民
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
「A

gen
ts C

ívics

」

は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
安
全
で
秩
序
あ
る
空
間

に
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
地
域
を
巡
回
し
な

が
ら
来
訪
者
へ
の
情
報
提
供
、
マ
ナ
ー
の
伝

達
、
来
訪
者
と
住
民
と
の
小
さ
な
ト
ラ
ブ
ル

の
仲
介
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
2
0
2
4

年
の
指
摘
内
容
と
し
て
は
、
交
通
ル
ー
ル
違

反
や
団
体
観
光
客
に
よ
る
迷
惑
行
為
等
の

他
、
ヌ
ー
デ
ィ
ズ
ム
、
無
許
可
の
客
引
き
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
警
察
で
は
な
い
の
で
罰

金
を
科
す
等
の
権
限
は
持
た
な
い
が
、
街
で

発
生
し
て
い
る
事
象
を
市
や
警
察
と
共
有
す

る
と
共
に
、
対
話
を
通
じ
て
事
件
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
が
重
要
な
役
割
と
な
っ
て
い
る
。

2
0
2
4
年
の
夏
に
は
約
70
名
が
市
内
の
主

要
ス
ポ
ッ
ト
に
配
置
さ
れ
、
特
に
E
G
A
に

指
定
さ
れ
て
い
る
地
区
で
は
人
数
を
増
や
し

て
対
応
し
て
お
り
、
住
民
に
と
っ
て
は
彼
ら

の
存
在
自
体
が
安
心
に
つ
な
が
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
リ
ア
ル
の
巡
回
と

並
行
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
監
視
を
行
っ

て
い
る
。

　
最
近
の
日
本
で
は
、
起
き
て
い
る
問
題
の

本
質
を
き
ち
ん
と
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
ま
ま

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
で
語
っ

て
い
る
例
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
偏
っ
た

側
面
か
ら
の
報
道
が
そ
れ
を
助
長
し
て
い
る

面
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
よ
う
に
思
え
る
が
、

後
藤
2
0
2
5
（
注
2
）
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、

「
単
な
る
表
面
的
な
症
状
に
対
処
す
る
の
で

は
な
く
、
問
題
を
深
く
掘
り
下
げ
、
そ
の
背

景
や
原
因
に
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
問
題
現
象
を
特
定
し
、
そ
れ
を
分
解
し

て
個
々
の
要
素
を
捉
え
る
こ
と
を
超
え
て
、

各
要
素
の
相
互
作
用
や
影
響
を
総
合
的
に
理

解
す
る
シ
ス
テ
ム
思
考
」
が
求
め
ら
れ
る
。

　
と
は
い
え
、問
題
を
定
義
し
特
定
す
る
と

い
う
作
業
は
、慎
重
な
姿
勢
や
多
方
面
へ
の

配
慮
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、自
治
体
に

と
っ
て
は
容
易
で
な
い
こ
と
も
う
か
が
え
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
取
り
組
み
か
ら
学
べ
る
こ

と
は
、「
批
判
は
あ
る
前
提
で
、ま
ず
は
施
策

を
発
表
し
、実
行
し
て
み
る
」と
い
う
姿
勢
で

あ
る
。最
初
か
ら
完
璧
な
施
策
な
ど
な
く
、進

め
な
が
ら
関
係
者
の
意
見
を
聞
い
て
軌
道
修

正
し
て
い
け
ば
よ
い
。Decidim

を
は
じ
め

と
し
た
相
互
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会

を
創
出
す
る
こ
と
は
、
多
様
な
背
景
の
意
見

を
持
つ
住
民
と
意
識
合
わ
せ
を
し
つ
つ
、
建

設
的
で
有
意
義
な
議
論
が
で
き
る
土
台
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。と
り
わ
け
、

D
ecid

im
K
id
s

に
参
加
し
た
子
供
た
ち
の

将
来
が
楽
し
み
で
あ
る
。

　
2
点
目
は
、
住
民
に
目
を
向
け
た
取
り
組

み
の
多
さ
で
あ
る
。
観
光
客
に
行
動
変
容
を

促
す
取
り
組
み
も
必
要
で
は
あ
る
が
、
住
民

の
権
利
を
保
証
し
、
そ
れ
を
可
視
化
す
る
こ

と
が
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
（
市
民
の
誇
り
）

の
醸
成
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
3
点
目
は
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

を
実
行
で
き
る
財
源
の
存
在
で
あ
る
。
日
本

で
も
観
光
財
源
の
導
入
が
進
ん
で
い
る
が
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
の
よ
う
に
E
U
等
の
外
部
資
金

を
獲
得
し
な
が
ら
も
自
ら
の
意
思
で
使
用
で

き
る
財
源
を
確
保
し
、
適
切
に
運
用
で
き
る

仕
組
み
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
し
て
、

グ
エ
ル
公
園
や
カ
サ
・
バ
ト
リ
ョ
等
で
も
、

高
額
な
入
場
料
を
徴
収
し
て
い
る
が
、
将
来

に
残
し
て
い
く
た
め
の
財
源
と
し
て
理
解
を

求
め
る
説
明
が
さ
れ
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
な
世
界
共

通
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
も
あ
る
一
方
で
、

地
域
に
と
っ
て
の
転
換
点
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
。問
題
の
核
心
を
捉
え
つ
つ
、覚
悟
を
持
っ

た
取
り
組
み
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
地
域
に

問
わ
れ
て
い
る
。

【
謝
辞
】
本
視
察
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
バ
ル

セ
ロ
ナ
市
、
エ
ブ
ロ
川
デ
ル
タ
自
然
公
園
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
ホ
テ
ル
協
会
、
民
泊
オ
ー
ナ
ー
、

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
政
府
観
光
局
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
大
学
、
大
島
里
子
氏
、
北
海
道
大
学
石
黒

侑
介
氏
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

図 1 バルセロナの人口と宿泊者数（ホテルのみ実人数）の推移

図 2 観光客の誘致に対する意識（観光に対する住民意識）

図 3 バルセロナにとって観光は有益かどうか（観光に対する住民意識）

資料：バルセロナ市、バルセロナ観光観測所のデータを基に作成

資料：バルセロナ市「Percepció del turisme a Barcelona」Del 3 de juny al 21 d’octubre de 2024　を基に作成

資料：バルセロナ市「Percepció del turisme a Barcelona」Del 3 de juny al 21 d’octubre de 2024　を基に作成
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‒❶ バルセロナ視察の全体像とシビックプライドを育む観光ガバナンス4
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わからない

加
や
政
策
へ
の
提
案
書
の
提
出
等
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。
2
0
1
7
年
に
市
の
観
光
政

策
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
し
て
策
定
さ
れ
た
観

光
戦
略
計
画
2
0
2
0（P

lan E
stratégico 

de T
urism

o 2020

）
に
もd

ecid
im

を
通

し
て
住
民
の
意
見
が
盛
り
込
ま
れ
た
他
、
最

近
は
住
民
が
直
接
提
案
・
選
定
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
3
0
0
0
万
€（
2
0
2
4
年

か
ら
2
0
2
7
年
ま
で
総
額
で
約
50
・
3
億

円
）
が
割
り
当
て
ら
れ
る
参
加
型
予
算
編
成

プ
ロ
セ
ス
を
市
内
10
地
区
で
導
入
し
て
い

る
。
例
え
ば
、「
身
体
の
不
自
由
な
方
で
も

ビ
ー
チ
や
海
に
ア
ク
セ
ス
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
」「
サ
ン
ツ
・
モ
ン
ジ
ュ
イ
ッ
ク
の
イ

ベ
リ
ア
広
場
の
緑
と
木
陰
を
復
活
さ
せ
る
」

と
い
っ
た
提
案
な
ど
が
あ
り
、
採
用
さ
れ
た

も
の
は
進
捗
状
況
を
随
時
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
さ
ら
に
大
人
だ
け
で
な
く
子
供

（
8
‐
13
歳
）が
参
加
で
き
る「D

ecid
im
K
id
s

」

が
2
0
2
3
年
に
開
始
さ
れ
、
政
策
を
学
び

な
が
ら
自
分
の
意
見
を
述
べ
た
り
、
優
先
的

に
取
り
組
む
べ
き
施
策
に
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
一
見
、D

ecid
im

で
議
論
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
観
光
と
直
接
関
係
な
い
よ

う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ

う
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
住

民
視
点
で
快
適
な
空
間
が
市
内
各
所
に
作
ら

れ
、
そ
れ
が
ひ
い
て
は
観
光
客
に
と
っ
て
も

2
6
5
号
で
熊
谷
氏
、
ボ
ル
グ
氏
、
佐
野
氏

も
指
摘
し
て
い
る
他
、
既
往
研
究
で
も
多
様

な
住
民
の
動
機
に
合
わ
せ
た
多
角
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
1
）
。

こ
の
複
雑
な
状
況
に
対
し
て
、
バ
ル
セ
ロ
ナ

は
住
民
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
住
民
向
け
の
取
り
組
み
を
掘
り

下
げ
る
こ
と
で
考
察
を
深
め
て
い
き
た
い
。

　
様
々
な
問
題
が
表
出
す
る
中
で
重
視
さ
れ

た
の
が
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
る
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
15
年
に
わ
た
っ
て

観
光
に
対
す
る
住
民
意
識
調
査
を
実
施
し
て

い
る
他
、
図
2
と
図
3
で
紹
介
し
た
観
光
客

の
誘
致
に
対
す
る
意
識
と
バ
ル
セ
ロ
ナ
に

と
っ
て
観
光
が
有
益
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は

指
標
に
含
ま
れ
て
お
り
、
常
に
住
民
の
意
識

を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
続
け
て
い
る
。
2
0
1

6
年
に
は
住
民
参
加
型
の
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
「d

ecid
im
.b
arcelo

n
a

」
の

運
用
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
に
15
万
人

以
上
（
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
人
口
の
10
人
に
1

人
）
の
住
民
が
登
録
・
参
加
し
て
お
り
、
観

光
に
限
ら
ず
市
政
情
報
や
各
種
会
議
で
の
議

論
内
容
を
確
認
で
き
る
他
、
討
論
会
へ
の
参

動
を
行
う
社
会
活
動
家
で
あ
っ
た
コ
ラ
ウ
氏

は
、
社
会
的
公
正
と
住
民
参
加
を
重
視
し
て

様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
特
に
バ

ル
セ
ロ
ナ
独
自
の
政
策
と
し
て
は
、
ホ
テ
ル

や
観
光
用
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
新
規
開
業
や

増
設
を
エ
リ
ア
ご
と
に
制
限
す
る
P
E
U
A

T
（
観
光
宿
泊
施
設
特
別
都
市
計
画
）
を
は

じ
め
、
人
流
集
中
エ
リ
ア
（E

G
A

：E
spais 

d
e G

ran
 A
flu
èn
cia

）
を
特
定
し
、
重
点

的
に
生
活
空
間
の
質
を
回
復
さ
せ
る
取
り
組

み
な
ど
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も

根
幹
に
あ
る
の
は
「
都
市
と
観
光
は
切
り
離

せ
な
い
関
係
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
と
、
住

民
の
生
活
の
質
を
い
か
に
向
上
さ
せ
る
か
と

い
う
視
点
で
あ
る
。（
詳
し
く
は「
観
光
文
化
」

2
6
5
号
「
特
集
3
『
観
光
都
市
』
か
ら
『
観

光
と
と
も
に
生
き
る
都
市
』
へ
」
を
参
照
）

　
一
方
で
、
住
民
と
言
っ
て
も
一
様
で
な
い

こ
と
、
観
光
の
恩
恵
の
受
け
方
も
異
な
り
、

見
方
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
は「
観
光
文
化
」

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
に

伴
い
、
国
際
的
な
観
光
客
の
移
動
が
回
復
基

調
に
転
じ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
日
本
国
内
の

一
部
地
域
に
お
い
て
も
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

以
前
に
問
題
視
さ
れ
て
い
た
観
光
客
の
急

増
に
起
因
す
る
諸
課
題
が
再
び
顕
在
化
し

つ
つ
あ
る
。

　
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
当
財
団
で
は
、

日
本
に
先
行
し
て
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問

題
に
直
面
し
て
き
た
欧
州
主
要
都
市
の
政
策

動
向
に
つ
い
て
、
継
続
的
な
調
査
研
究
を
推

進
し
て
い
る
。
昨
年
度
は
、
2
0
2
3
年
度

よ
り
開
始
し
た
海
外
地
域
へ
の
視
察
活
動
の

一
環
と
し
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
お
よ
び

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
選
定
し
、調
査
結
果
を『
観

光
文
化
』
2
6
4
号
に
て
取
り
ま
と
め
た
。

さ
ら
に
、『
観
光
文
化
』
2
6
5
号
に
お
い
て

は
、
特
集
タ
イ
ト
ル
を
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
下
で
の
リ
バ
ラ
ン
ス
戦
略
」
と
題
し
、

研
究
者
の
視
点
か
ら
欧
州（
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、

イ
タ
リ
ア
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
）
に
お
け
る
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
と
そ
れ
に
対
す
る

最
新
の
対
応
策
や
リ
バ
ラ
ン
ス
戦
略
に
つ
い

て
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
い
て
は
観
光
に
対
す
る

住
民
の
抗
議
活
動
が
メ
デ
ィ
ア
で
象
徴
的
に

報
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
裏
で
は

観
光
と
住
民
生
活
の
共
存
を
図
る
た
め
の
施

策
が
矢
継
ぎ
早
に
実
行
さ
れ
て
い
る
（
こ
こ

は
ほ
と
ん
ど
報
道
さ
れ
な
い
）。
遠
く
離
れ

た
日
本
か
ら
見
て
い
る
と
、
真
摯
に
、
か
つ

多
角
的
に
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
も
思
え
る
が
、
そ
の
実
態
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
今
年
の
視
察
先

を
バ
ル
セ
ロ
ナ
と
し
、
8
日
間
の
行
程
で
視

察
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。

　
福
永
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
を
育
む
住
民
向
け
の
施
策
に
注
目

し
、
山
本
・
池
知
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る

観
光
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
対

応
に
焦
点
を
当
て
た
。
小
川
は
文
化
遺
産
の

保
護
と
観
光
へ
の
活
用
の
現
状
、
岩
野
は
バ

ル
セ
ロ
ナ
の
観
光
管
理
に
お
け
る
デ
ー
タ
活

用
と
地
域
分
散
へ
の
取
り
組
み
に
着
目
し
た
。

　　
か
つ
て
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
製
造
業
や
港
湾
関

連
産
業
に
依
存
す
る
工
業
都
市
で
あ
っ
た

が
、
20
世
紀
後
半
は
、
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
老

朽
化
や
沿
岸
部
の
環
境
汚
染
等
が
深
刻
化

し
、
経
済
的
な
停
滞
期
に
あ
っ
た
。
こ
う
し

た
状
況
を
変
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
な
っ
た
の

が
、
1
9
9
2
年
に
開
催
さ
れ
た
バ
ル
セ
ロ

ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
あ
る
。
市
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
単
な
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
は

な
く
、
都
市
の
再
構
築
と
国
際
的
な
都
市
イ

メ
ー
ジ
の
戦
略
的
転
換
を
目
的
と
し
た
大
規

模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
づ
け
、
港
湾

地
区
や
海
岸
線
の
大
規
模
な
再
開
発
、
交
通

イ
ン
フ
ラ
の
刷
新
を
集
中
的
に
実
施
し
た
。

そ
し
て
1
9
9
3
年
に
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
観
光

局
が
設
立
さ
れ
、
ア
ン
ト
ニ
・
ガ
ウ
デ
ィ
の

建
築
群
な
ど
を
中
心
と
し
た
文
化
や
芸
術
に

焦
点
を
当
て
た
戦
略
が
推
進
さ
れ
た
。
そ
の

戦
略
が
功
を
奏
し
、
観
光
客
数
が
順
調
に
増

加
す
る
一
方
で
、
住
民
と
の
関
係
性
は
変
わ

り
つ
つ
あ
っ
た（
図
●
〜
●
）。
実
際
に
、
市

が
毎
年
実
施
し
て
い
る
住
民
意
識
調
査
の
結

果
を
み
て
も
、
観
光
客
の
誘
致
に
つ
い
て
限

界
に
達
し
て
い
る
と
回
答
す
る
住
民
の
割
合

が
2
0
1
6
年
を
境
に
上
回
り
、
2
0
2
4

年
に
は
74
・
4
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
に
と
っ
て
観
光
が
有
益
か
ど
う

か
と
い
う
設
問
に
つ
い
て
も
、
有
益
と
回
答

す
る
人
の
割
合
は
年
々
下
が
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
2
0
1
5
年
に
市

長
と
な
っ
た
の
が
、
ア
ダ
・
コ
ラ
ウ
氏
で
あ

る
。
2
0
0
0
年
代
後
半
、
ス
ペ
イ
ン
の
経

済
危
機
で
深
刻
化
し
た
住
宅
問
題
の
抗
議
活

バルセロナ
視
察
の

全
体
像
と

シビックプライ
ド
を
育
む

観
光
ガバナンス

4
1

観
光
研
究
部 

主
任
研
究
員

福
永
香
織

2
．バ
ル
セ
ロ
ナ
の

観
光
の
転
換
点

1
．視
察
の
背
景
と
目
的

魅
力
的
な
街
と
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
な
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
取
り
組

み
の
一
方
で
、
2
0
1
6
年
5
月
に
結
成
さ

れ
た
「
観
光
と
都
市
に
関
す
る
評
議
会

（C
T
iC

：Consell de T
urism

e i C
iutat

）」

は
、
各
地
区
の
代
表
者
、
宿
泊
業
や
飲
食
業

な
ど
の
業
界
団
体
、
労
働
組
合
、
環
境
団
体
、

専
門
家
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
諮
問
機
関
で
あ

り
、
政
策
に
関
す
る
調
査
や
評
価
、
改
善
策

の
提
案
等
を
定
期
的
に
行
う
。
法
的
拘
束
力

を
持
た
な
い
も
の
の
、
政
策
決
定
の
根
拠
と

な
り
、
住
民
も
含
め
た
様
々
な
主
体
の
意
見

が
観
光
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
取
り
込
ま
れ
る
機
会

と
な
っ
て
い
る
。

　
都
市
を
楽
し
む
権
利
は
住
民
に
こ
そ
あ
る

も
の
で
あ
る
が
、
観
光
客
の
増
加
に
よ
る
混

雑
や
、入
場
料
の
値
上
げ
等
に
よ
っ
て
そ
の

権
利
が
奪
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。こ

う
し
た
状
況
の
中
で
2
0
1
4
年
に
創
設
さ

れ
た
の
が
住
民
優
待
プ
ロ
グ
ラ
ム「G

audir 

M
és

」で
あ
る
。16
歳
以
上
の
住
民
（
16
歳
未

満
は
責
任
者
同
伴
で
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
）
で
あ
れ
ば
誰
で
も
登
録
す
る
こ
と

が
で
き
、
市
内
の
博
物
館
や
美
術
館
、
観
光

施
設
等
を
無
料
も
し
く
は
割
引
で
利
用
で
き

る
。
グ
エ
ル
公
園
も
そ
の
対
象
施
設
で
あ
る

が
、
観
光
利
用
と
住
民
利
用
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
て
い
た
な
か
、「
グ
エ
ル
公
園
戦
略
計
画

2
0
1
7
‐
2
0
2
2
」が
策
定
さ
れ
た
。
年

間
の
開
園
時
間
の
う
ち
1
%
し
か
住
民
の
活

動
時
間
に
充
て
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
状
況
を

ふ
ま
え
、
住
民
の
み
が
入
場
で
き
る
時
間
枠

（
朝
7
時
か
ら
9
時
半
ま
で
と
18
時
か
ら
22

時
ま
で
（
季
節
に
よ
り
時
間
帯
は
前
後
））
を

設
定
し
た
他
、「G

audir M
és

」
の
利
便
性

向
上
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
の
改
良
等
が
行
わ

れ
た
。グ
エ
ル
公
園
で
は
、混
雑
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
や
体
験
の
質
を
高
め
る
た
め
、
2
0
1
3

年
か
ら
事
前
予
約
制
を
採
用
し
、
来
園
日
時

に
応
じ
た
入
場
料
を
徴
収
し
て
い
る
が
、
住

民
で
あ
れ
ば
無
料
で
い
つ
で
も
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
観
光
化
に
よ
っ
て
住
民
の
利
用
が
遠
の
い

て
し
ま
っ
た
ボ
ケ
リ
ア
市
場
で
も
、
団
体
客

の
入
場
規
制
（
人
数
・
曜
日
）
や
、
各
店
舗

が
販
売
し
て
い
る
商
品
の
構
成
比
率
の
取
り

決
め
と
い
っ
た
対
策
に
乗
り
出
し
て
い
る

（
特
集
4
‐
●
参
照
）。

　
2
0
2
3
年
に
は
観
光
収
入
を
市
民
に
還

元
す
る
仕
組
み
と
し
て
、
観
光
市
民
還
元
基

金
「F

o
n
s R

eC
iu
taT

」
が
創
設
さ
れ
た
。

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
が
2
0
1
2
年
か
ら
徴
収

し
て
い
る
宿
泊
税
（IE

E
T

）
に
つ
い
て
は
、

2
0
2
0
年
の
州
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
そ

の
使
途
が
従
来
の
観
光
振
興
に
加
え
て
市
民

生
活
の
質
の
向
上
に
も
充
て
ら
れ
る
よ
う
拡

大
さ
れ
た
。
こ
の
法
改
正
に
基
づ
き
、

2
0
2
1
年
6
月
か
らIE

E
T

に
バ
ル
セ
ロ

ナ
市
独
自
の
追
加
宿
泊
税
を
上
乗
せ
す
る
形

で
徴
収
が
開
始
さ
れ
た
。
2
0
2
5
年
10
月

現
在
は
1
人
1
泊
あ
た
り
4
€（
原
則
と
し

て
最
大
7
泊
分
ま
で
、
16
歳
以
下
は
免
除
）

で
あ
る
が
、
段
階
的
に
引
き
上
げ
が
行
わ
れ

て
現
在
の
税
額
と
な
っ
て
い
る
。

　
「F

o
n
s R

eC
iu
taT

」
の
使
途
と
し
て
発

表
さ
れ
て
い
る
の
が
、市
内
1
7
0
の
学
校
・

教
育
機
関
に
お
け
る
空
調
設
備
の
導
入
で
あ

る
。
気
候
変
動
（
熱
波
）
が
学
校
に
及
ぼ
す

影
響
を
勘
案
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
観
光
業

界
か
ら
は
、
都
市
の
清
掃
や
治
安
維
持
、
観

光
イ
ン
フ
ラ
の
改
善
な
ど
に
使
う
べ
き
と
い

う
意
見
も
あ
る
。

　
「B

icin
g

」
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
住
民
の
み

が
使
え
る
自
転
車
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
。
2
0
0
7
年
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
が

住
民
の
日
常
的
な
移
動
手
段
の
改
善
と
環
境

負
荷
の
低
減
を
目
指
し
て
開
始
し
、
運
営
は

外
部
委
託
し
て
い
る
。
市
内
5
0
0
ヵ
所
以

上
の
自
転
車
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
約
8
0
0
0

台
の
自
転
車
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「S

M
O
U

」
を
通
じ
て
、

空
き
状
況
の
確

認
や
予
約
を
す

る
こ
と
が
で
き

る
。
年
間
利
用

料
が
安
価
な
た

め
、
通
勤
に
使

う
住
民
も
多
い

と
の
こ
と
で
あ

る
。ま
た
、2
0

2
3
年
に
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
都
市
圏
交
通
局

が
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
外
を
含
む
広
範
囲
で
の

移
動
を
可
能
に
す
る
電
動
自
転
車
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
「A

M
B
ici

」
を
開
始
し
た
。

　
一
般
的
に
公
共
交
通
の
混
雑
緩
和
を
検
討

す
る
際
に
は
、
観
光
客
の
利
用
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
よ
う
と
し
が
ち
で
あ
る
が
、
市
民

が
活
用
し
た
く
な
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
で
、市
民
側
の
行
動
変
容
を
促
し
つ
つ
、

健
康
増
進
、
電
車
や
バ
ス
の
混
雑
緩
和
に
つ

な
げ
て
い
る
。

　
市
民
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
「A

gen
ts C

ívics

」

は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
安
全
で
秩
序
あ
る
空
間

に
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
地
域
を
巡
回
し
な

が
ら
来
訪
者
へ
の
情
報
提
供
、
マ
ナ
ー
の
伝

達
、
来
訪
者
と
住
民
と
の
小
さ
な
ト
ラ
ブ
ル

の
仲
介
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
2
0
2
4

年
の
指
摘
内
容
と
し
て
は
、
交
通
ル
ー
ル
違

反
や
団
体
観
光
客
に
よ
る
迷
惑
行
為
等
の

他
、
ヌ
ー
デ
ィ
ズ
ム
、
無
許
可
の
客
引
き
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
警
察
で
は
な
い
の
で
罰

金
を
科
す
等
の
権
限
は
持
た
な
い
が
、
街
で

発
生
し
て
い
る
事
象
を
市
や
警
察
と
共
有
す

る
と
共
に
、
対
話
を
通
じ
て
事
件
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
が
重
要
な
役
割
と
な
っ
て
い
る
。

2
0
2
4
年
の
夏
に
は
約
70
名
が
市
内
の
主

要
ス
ポ
ッ
ト
に
配
置
さ
れ
、
特
に
E
G
A
に

指
定
さ
れ
て
い
る
地
区
で
は
人
数
を
増
や
し

て
対
応
し
て
お
り
、
住
民
に
と
っ
て
は
彼
ら

の
存
在
自
体
が
安
心
に
つ
な
が
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
リ
ア
ル
の
巡
回
と

並
行
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
監
視
を
行
っ

て
い
る
。

　
最
近
の
日
本
で
は
、
起
き
て
い
る
問
題
の

本
質
を
き
ち
ん
と
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
ま
ま

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
で
語
っ

て
い
る
例
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
偏
っ
た

側
面
か
ら
の
報
道
が
そ
れ
を
助
長
し
て
い
る

面
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
よ
う
に
思
え
る
が
、

後
藤
2
0
2
5
（
注
2
）
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、

「
単
な
る
表
面
的
な
症
状
に
対
処
す
る
の
で

は
な
く
、
問
題
を
深
く
掘
り
下
げ
、
そ
の
背

景
や
原
因
に
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
問
題
現
象
を
特
定
し
、
そ
れ
を
分
解
し

て
個
々
の
要
素
を
捉
え
る
こ
と
を
超
え
て
、

各
要
素
の
相
互
作
用
や
影
響
を
総
合
的
に
理

解
す
る
シ
ス
テ
ム
思
考
」
が
求
め
ら
れ
る
。

　
と
は
い
え
、問
題
を
定
義
し
特
定
す
る
と

い
う
作
業
は
、慎
重
な
姿
勢
や
多
方
面
へ
の

配
慮
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、自
治
体
に

と
っ
て
は
容
易
で
な
い
こ
と
も
う
か
が
え
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
取
り
組
み
か
ら
学
べ
る
こ

と
は
、「
批
判
は
あ
る
前
提
で
、ま
ず
は
施
策

を
発
表
し
、実
行
し
て
み
る
」と
い
う
姿
勢
で

あ
る
。最
初
か
ら
完
璧
な
施
策
な
ど
な
く
、進

め
な
が
ら
関
係
者
の
意
見
を
聞
い
て
軌
道
修

正
し
て
い
け
ば
よ
い
。D

ecidim

を
は
じ
め

と
し
た
相
互
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会

を
創
出
す
る
こ
と
は
、
多
様
な
背
景
の
意
見

を
持
つ
住
民
と
意
識
合
わ
せ
を
し
つ
つ
、
建

設
的
で
有
意
義
な
議
論
が
で
き
る
土
台
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。と
り
わ
け
、

D
ecid

im
K
id
s

に
参
加
し
た
子
供
た
ち
の

将
来
が
楽
し
み
で
あ
る
。

　
2
点
目
は
、
住
民
に
目
を
向
け
た
取
り
組

み
の
多
さ
で
あ
る
。
観
光
客
に
行
動
変
容
を

促
す
取
り
組
み
も
必
要
で
は
あ
る
が
、
住
民

の
権
利
を
保
証
し
、
そ
れ
を
可
視
化
す
る
こ

と
が
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
（
市
民
の
誇
り
）

の
醸
成
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
3
点
目
は
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

を
実
行
で
き
る
財
源
の
存
在
で
あ
る
。
日
本

で
も
観
光
財
源
の
導
入
が
進
ん
で
い
る
が
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
の
よ
う
に
E
U
等
の
外
部
資
金

を
獲
得
し
な
が
ら
も
自
ら
の
意
思
で
使
用
で

き
る
財
源
を
確
保
し
、
適
切
に
運
用
で
き
る

仕
組
み
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
し
て
、

グ
エ
ル
公
園
や
カ
サ
・
バ
ト
リ
ョ
等
で
も
、

高
額
な
入
場
料
を
徴
収
し
て
い
る
が
、
将
来

に
残
し
て
い
く
た
め
の
財
源
と
し
て
理
解
を

求
め
る
説
明
が
さ
れ
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
な
世
界
共

通
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
も
あ
る
一
方
で
、

地
域
に
と
っ
て
の
転
換
点
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
。問
題
の
核
心
を
捉
え
つ
つ
、覚
悟
を
持
っ

た
取
り
組
み
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
地
域
に

問
わ
れ
て
い
る
。

【
謝
辞
】
本
視
察
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
バ
ル

セ
ロ
ナ
市
、
エ
ブ
ロ
川
デ
ル
タ
自
然
公
園
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
ホ
テ
ル
協
会
、
民
泊
オ
ー
ナ
ー
、

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
政
府
観
光
局
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
大
学
、
大
島
里
子
氏
、
北
海
道
大
学
石
黒

侑
介
氏
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

図 1 バルセロナの人口と宿泊者数（ホテルのみ実人数）の推移

図 2 観光客の誘致に対する意識（観光に対する住民意識）

図 3 バルセロナにとって観光は有益かどうか（観光に対する住民意識）

資料：バルセロナ市、バルセロナ観光観測所のデータを基に作成

資料：バルセロナ市「Percepció del turisme a Barcelona Del 3 de juny al 21 d’octubre de 2024」を基に作成

資料：バルセロナ市「Percepció del turisme a Barcelona Del 3 de juny al 21 d’octubre de 2024」を基に作成
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2

‒❶ バルセロナ視察の全体像とシビックプライドを育む観光ガバナンス4
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三 校



○象徴的な商業施設の保存と促進に関するバルセロナ
宣言
「Declaració de Barcelona sobre la preservació 
i la promoció dels establiments comercials 
emblemàtics」採択
○観光用住宅の都市計画制度に関する緊急措置を定め
た2023年11月7日付緊急政令3/2023号
○バルセロナ都市整備計画
「Pla Endreça Barcelona」発表

○観光管理政府措置2024-2027
「Mesura de Govern per a la Gestió Turística 
2024-2027」発表

○カタルーニャ文化遺産法
「Ley del Patrimonio Cultural Catalán」

バルセロナオリンピック開催

○旧市街用途計画2018「Pla d’Usos de Ciutat Vella 
2018」策定

○都市の質を保護し向上させるための特別都市計画
「PEPQ：Pla Especial urbanistic de Protecció i 
potenciació de la Qualitat Urbana」

○観光宿泊施設特別都市計画（PEUAT: Pla Especial 
Urbanístic d'Allotjaments Turístics）開始
○観光戦略計画2020
「Plan Estratégico de Turismo 2020」発表

○観光地における持続可能性計画
「Pla de Sostenibilitat Turística Destinació 
Barcelona」発表
○旧市街用途計画2025（Pla d’Usos de Ciutat Vella 
2025）初期承認

○持続可能な観光のための近隣住民組合
「Asamblea de Barris por un Turismo 
Sostenible 
※現在はAssemblea de Barrios por el 
Decrecimient Turísticoと名称変更）」設立

○バルセロナ観光局
「Turisme de Barcelona」設立

○バルセロナ市都市景観と生活の質研究所
「Instituto Municipal del Paisaje 
Urbano y la Calidad de Vida」設立

○モダニズム・ルート
「Ruta del Modernisme de Barcelona」
設定

○市民エージェント
「Agents Cívics」開始
○民泊の新規ライセンス発行停止

○市民参加型のデジタルプラットフォーム
「decidim.barcelona」開始

○観光客向けキャンペーン
「Barcelona’s our home. And yours」開始

○バルセロナ文化遺産都市
「Barcelona, ciudad patrimonio」発表

○人流集中エリア
「EGA：Espais de Gran Afluència 」発表
○「DecidimKids」開始

○「ヨーロッパ・モダニズム・ルート
（Ruta Europea del Modernismo）」設立

○住民優待プログラム「Gaudir Més」開始

○カタルーニャ州宿泊税
「IEET：Impost sobre les estades en 
establiments turístics」導入

○観光都市評議会
「Consell de Turisme i Ciutat」発足

○バルセロナ観光観測所
「Observatori del Turisme a 
Barcelona」設立

○カタルーニャ州宿泊税にバルセロナ市
独自の宿泊税を上乗せ開始

○観光市民還元基金
「Fons ReCiutaT」開始

1992年

1993年

1997年

2000年

2012年

2014年

2015年

2016年

2017年

2018年

2021年

2022年

2023年

2024年

2025年

加
や
政
策
へ
の
提
案
書
の
提
出
等
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。
2
0
1
7
年
に
市
の
観
光
政

策
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
し
て
策
定
さ
れ
た
観

光
戦
略
計
画
2
0
2
0（P

lan E
stratégico 

de T
urism

o 2020

）
に
もd

ecid
im

を
通

し
て
住
民
の
意
見
が
盛
り
込
ま
れ
た
他
、
最

近
は
住
民
が
直
接
提
案
・
選
定
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
3
0
0
0
万
€（
2
0
2
4
年

か
ら
2
0
2
7
年
ま
で
総
額
で
約
50
・
3
億

円
）
が
割
り
当
て
ら
れ
る
参
加
型
予
算
編
成

プ
ロ
セ
ス
を
市
内
10
地
区
で
導
入
し
て
い

る
。
例
え
ば
、「
身
体
の
不
自
由
な
方
で
も

ビ
ー
チ
や
海
に
ア
ク
セ
ス
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
」「
サ
ン
ツ
・
モ
ン
ジ
ュ
イ
ッ
ク
の
イ

ベ
リ
ア
広
場
の
緑
と
木
陰
を
復
活
さ
せ
る
」

と
い
っ
た
提
案
な
ど
が
あ
り
、
採
用
さ
れ
た

も
の
は
進
捗
状
況
を
随
時
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
さ
ら
に
大
人
だ
け
で
な
く
子
供

（
8
‐
13
歳
）が
参
加
で
き
る「D

ecid
im
K
id
s

」

が
2
0
2
3
年
に
開
始
さ
れ
、
政
策
を
学
び

な
が
ら
自
分
の
意
見
を
述
べ
た
り
、
優
先
的

に
取
り
組
む
べ
き
施
策
に
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
一
見
、D

ecid
im

で
議
論
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
観
光
と
直
接
関
係
な
い
よ

う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ

う
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
住

民
視
点
で
快
適
な
空
間
が
市
内
各
所
に
作
ら

れ
、
そ
れ
が
ひ
い
て
は
観
光
客
に
と
っ
て
も

2
6
5
号
で
熊
谷
氏
、
ボ
ル
グ
氏
、
佐
野
氏

も
指
摘
し
て
い
る
他
、
既
往
研
究
で
も
多
様

な
住
民
の
動
機
に
合
わ
せ
た
多
角
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
1
）
。

こ
の
複
雑
な
状
況
に
対
し
て
、
バ
ル
セ
ロ
ナ

は
住
民
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
住
民
向
け
の
取
り
組
み
を
掘
り

下
げ
る
こ
と
で
考
察
を
深
め
て
い
き
た
い
。

　
様
々
な
問
題
が
表
出
す
る
中
で
重
視
さ
れ

た
の
が
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
る
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
15
年
に
わ
た
っ
て

観
光
に
対
す
る
住
民
意
識
調
査
を
実
施
し
て

い
る
他
、
図
2
と
図
3
で
紹
介
し
た
観
光
客

の
誘
致
に
対
す
る
意
識
と
バ
ル
セ
ロ
ナ
に

と
っ
て
観
光
が
有
益
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は

指
標
に
含
ま
れ
て
お
り
、
常
に
住
民
の
意
識

を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
続
け
て
い
る
。
2
0
1

6
年
に
は
住
民
参
加
型
の
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
「d

ecid
im
.b
arcelo

n
a

」
の

運
用
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
に
15
万
人

以
上
（
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
人
口
の
10
人
に
1

人
）
の
住
民
が
登
録
・
参
加
し
て
お
り
、
観

光
に
限
ら
ず
市
政
情
報
や
各
種
会
議
で
の
議

論
内
容
を
確
認
で
き
る
他
、
討
論
会
へ
の
参

動
を
行
う
社
会
活
動
家
で
あ
っ
た
コ
ラ
ウ
氏

は
、
社
会
的
公
正
と
住
民
参
加
を
重
視
し
て

様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
特
に
バ

ル
セ
ロ
ナ
独
自
の
政
策
と
し
て
は
、
ホ
テ
ル

や
観
光
用
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
新
規
開
業
や

増
設
を
エ
リ
ア
ご
と
に
制
限
す
る
P
E
U
A

T
（
観
光
宿
泊
施
設
特
別
都
市
計
画
）
を
は

じ
め
、
人
流
集
中
エ
リ
ア
（E

G
A

：E
spais 

d
e G

ran
 A
flu
èn
cia

）
を
特
定
し
、
重
点

的
に
生
活
空
間
の
質
を
回
復
さ
せ
る
取
り
組

み
な
ど
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も

根
幹
に
あ
る
の
は
「
都
市
と
観
光
は
切
り
離

せ
な
い
関
係
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
と
、
住

民
の
生
活
の
質
を
い
か
に
向
上
さ
せ
る
か
と

い
う
視
点
で
あ
る
。（
詳
し
く
は「
観
光
文
化
」

2
6
5
号
「
特
集
3
『
観
光
都
市
』
か
ら
『
観

光
と
と
も
に
生
き
る
都
市
』
へ
」
を
参
照
）

　
一
方
で
、
住
民
と
言
っ
て
も
一
様
で
な
い

こ
と
、
観
光
の
恩
恵
の
受
け
方
も
異
な
り
、

見
方
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
は「
観
光
文
化
」

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
に

伴
い
、
国
際
的
な
観
光
客
の
移
動
が
回
復
基

調
に
転
じ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
日
本
国
内
の

一
部
地
域
に
お
い
て
も
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

以
前
に
問
題
視
さ
れ
て
い
た
観
光
客
の
急

増
に
起
因
す
る
諸
課
題
が
再
び
顕
在
化
し

つ
つ
あ
る
。

　
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
当
財
団
で
は
、

日
本
に
先
行
し
て
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問

題
に
直
面
し
て
き
た
欧
州
主
要
都
市
の
政
策

動
向
に
つ
い
て
、
継
続
的
な
調
査
研
究
を
推

進
し
て
い
る
。
昨
年
度
は
、
2
0
2
3
年
度

よ
り
開
始
し
た
海
外
地
域
へ
の
視
察
活
動
の

一
環
と
し
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
お
よ
び

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
選
定
し
、調
査
結
果
を『
観

光
文
化
』
2
6
4
号
に
て
取
り
ま
と
め
た
。

さ
ら
に
、『
観
光
文
化
』
2
6
5
号
に
お
い
て

は
、
特
集
タ
イ
ト
ル
を
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
下
で
の
リ
バ
ラ
ン
ス
戦
略
」
と
題
し
、

研
究
者
の
視
点
か
ら
欧
州（
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、

イ
タ
リ
ア
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
）
に
お
け
る
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
と
そ
れ
に
対
す
る

最
新
の
対
応
策
や
リ
バ
ラ
ン
ス
戦
略
に
つ
い

て
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
い
て
は
観
光
に
対
す
る

住
民
の
抗
議
活
動
が
メ
デ
ィ
ア
で
象
徴
的
に

報
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
裏
で
は

観
光
と
住
民
生
活
の
共
存
を
図
る
た
め
の
施

策
が
矢
継
ぎ
早
に
実
行
さ
れ
て
い
る
（
こ
こ

は
ほ
と
ん
ど
報
道
さ
れ
な
い
）。
遠
く
離
れ

た
日
本
か
ら
見
て
い
る
と
、
真
摯
に
、
か
つ

多
角
的
に
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
も
思
え
る
が
、
そ
の
実
態
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
今
年
の
視
察
先

を
バ
ル
セ
ロ
ナ
と
し
、
8
日
間
の
行
程
で
視

察
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。

　
福
永
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
を
育
む
住
民
向
け
の
施
策
に
注
目

し
、
山
本
・
池
知
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る

観
光
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
対

応
に
焦
点
を
当
て
た
。
小
川
は
文
化
遺
産
の

保
護
と
観
光
へ
の
活
用
の
現
状
、
岩
野
は
バ

ル
セ
ロ
ナ
の
観
光
管
理
に
お
け
る
デ
ー
タ
活

用
と
地
域
分
散
へ
の
取
り
組
み
に
着
目
し
た
。

　　
か
つ
て
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
製
造
業
や
港
湾
関

連
産
業
に
依
存
す
る
工
業
都
市
で
あ
っ
た

が
、
20
世
紀
後
半
は
、
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
老

朽
化
や
沿
岸
部
の
環
境
汚
染
等
が
深
刻
化

し
、
経
済
的
な
停
滞
期
に
あ
っ
た
。
こ
う
し

た
状
況
を
変
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
な
っ
た
の

が
、
1
9
9
2
年
に
開
催
さ
れ
た
バ
ル
セ
ロ

ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
あ
る
。
市
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
単
な
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
は

な
く
、
都
市
の
再
構
築
と
国
際
的
な
都
市
イ

メ
ー
ジ
の
戦
略
的
転
換
を
目
的
と
し
た
大
規

模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
づ
け
、
港
湾

地
区
や
海
岸
線
の
大
規
模
な
再
開
発
、
交
通

イ
ン
フ
ラ
の
刷
新
を
集
中
的
に
実
施
し
た
。

そ
し
て
1
9
9
3
年
に
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
観
光

局
が
設
立
さ
れ
、
ア
ン
ト
ニ
・
ガ
ウ
デ
ィ
の

建
築
群
な
ど
を
中
心
と
し
た
文
化
や
芸
術
に

焦
点
を
当
て
た
戦
略
が
推
進
さ
れ
た
。
そ
の

戦
略
が
功
を
奏
し
、
観
光
客
数
が
順
調
に
増

加
す
る
一
方
で
、
住
民
と
の
関
係
性
は
変
わ

り
つ
つ
あ
っ
た（
図
●
〜
●
）。
実
際
に
、
市

が
毎
年
実
施
し
て
い
る
住
民
意
識
調
査
の
結

果
を
み
て
も
、
観
光
客
の
誘
致
に
つ
い
て
限

界
に
達
し
て
い
る
と
回
答
す
る
住
民
の
割
合

が
2
0
1
6
年
を
境
に
上
回
り
、
2
0
2
4

年
に
は
74
・
4
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
に
と
っ
て
観
光
が
有
益
か
ど
う

か
と
い
う
設
問
に
つ
い
て
も
、
有
益
と
回
答

す
る
人
の
割
合
は
年
々
下
が
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
2
0
1
5
年
に
市

長
と
な
っ
た
の
が
、
ア
ダ
・
コ
ラ
ウ
氏
で
あ

る
。
2
0
0
0
年
代
後
半
、
ス
ペ
イ
ン
の
経

済
危
機
で
深
刻
化
し
た
住
宅
問
題
の
抗
議
活

3
．住
民
と
の
対
話
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

魅
力
的
な
街
と
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
な
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
取
り
組

み
の
一
方
で
、
2
0
1
6
年
5
月
に
結
成
さ

れ
た
「
観
光
と
都
市
に
関
す
る
評
議
会

（C
T
iC

：Consell de T
urism

e i C
iutat

）」

は
、
各
地
区
の
代
表
者
、
宿
泊
業
や
飲
食
業

な
ど
の
業
界
団
体
、
労
働
組
合
、
環
境
団
体
、

専
門
家
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
諮
問
機
関
で
あ

り
、
政
策
に
関
す
る
調
査
や
評
価
、
改
善
策

の
提
案
等
を
定
期
的
に
行
う
。
法
的
拘
束
力

を
持
た
な
い
も
の
の
、
政
策
決
定
の
根
拠
と

な
り
、
住
民
も
含
め
た
様
々
な
主
体
の
意
見

が
観
光
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
取
り
込
ま
れ
る
機
会

と
な
っ
て
い
る
。

　
都
市
を
楽
し
む
権
利
は
住
民
に
こ
そ
あ
る

も
の
で
あ
る
が
、
観
光
客
の
増
加
に
よ
る
混

雑
や
、入
場
料
の
値
上
げ
等
に
よ
っ
て
そ
の

権
利
が
奪
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。こ

う
し
た
状
況
の
中
で
2
0
1
4
年
に
創
設
さ

れ
た
の
が
住
民
優
待
プ
ロ
グ
ラ
ム「G

audir 

M
és

」で
あ
る
。16
歳
以
上
の
住
民
（
16
歳
未

満
は
責
任
者
同
伴
で
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
）
で
あ
れ
ば
誰
で
も
登
録
す
る
こ
と

が
で
き
、
市
内
の
博
物
館
や
美
術
館
、
観
光

施
設
等
を
無
料
も
し
く
は
割
引
で
利
用
で
き

る
。
グ
エ
ル
公
園
も
そ
の
対
象
施
設
で
あ
る

が
、
観
光
利
用
と
住
民
利
用
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
て
い
た
な
か
、「
グ
エ
ル
公
園
戦
略
計
画

2
0
1
7
‐
2
0
2
2
」が
策
定
さ
れ
た
。
年

間
の
開
園
時
間
の
う
ち
1
%
し
か
住
民
の
活

動
時
間
に
充
て
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
状
況
を

ふ
ま
え
、
住
民
の
み
が
入
場
で
き
る
時
間
枠

（
朝
7
時
か
ら
9
時
半
ま
で
と
18
時
か
ら
22

時
ま
で
（
季
節
に
よ
り
時
間
帯
は
前
後
））
を

設
定
し
た
他
、「G

audir M
és

」
の
利
便
性

向
上
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
の
改
良
等
が
行
わ

れ
た
。グ
エ
ル
公
園
で
は
、混
雑
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
や
体
験
の
質
を
高
め
る
た
め
、
2
0
1
3

年
か
ら
事
前
予
約
制
を
採
用
し
、
来
園
日
時

に
応
じ
た
入
場
料
を
徴
収
し
て
い
る
が
、
住

民
で
あ
れ
ば
無
料
で
い
つ
で
も
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
観
光
化
に
よ
っ
て
住
民
の
利
用
が
遠
の
い

て
し
ま
っ
た
ボ
ケ
リ
ア
市
場
で
も
、
団
体
客

の
入
場
規
制
（
人
数
・
曜
日
）
や
、
各
店
舗

が
販
売
し
て
い
る
商
品
の
構
成
比
率
の
取
り

決
め
と
い
っ
た
対
策
に
乗
り
出
し
て
い
る

（
特
集
4
‐
●
参
照
）。

　
2
0
2
3
年
に
は
観
光
収
入
を
市
民
に
還

元
す
る
仕
組
み
と
し
て
、
観
光
市
民
還
元
基

金
「F

o
n
s R

eC
iu
taT

」
が
創
設
さ
れ
た
。

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
が
2
0
1
2
年
か
ら
徴
収

し
て
い
る
宿
泊
税
（IE

E
T

）
に
つ
い
て
は
、

2
0
2
0
年
の
州
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
そ

の
使
途
が
従
来
の
観
光
振
興
に
加
え
て
市
民

生
活
の
質
の
向
上
に
も
充
て
ら
れ
る
よ
う
拡

大
さ
れ
た
。
こ
の
法
改
正
に
基
づ
き
、

2
0
2
1
年
6
月
か
らIE

E
T

に
バ
ル
セ
ロ

ナ
市
独
自
の
追
加
宿
泊
税
を
上
乗
せ
す
る
形

で
徴
収
が
開
始
さ
れ
た
。
2
0
2
5
年
10
月

現
在
は
1
人
1
泊
あ
た
り
4
€（
原
則
と
し

て
最
大
7
泊
分
ま
で
、
16
歳
以
下
は
免
除
）

で
あ
る
が
、
段
階
的
に
引
き
上
げ
が
行
わ
れ

て
現
在
の
税
額
と
な
っ
て
い
る
。

　
「F

o
n
s R

eC
iu
taT

」
の
使
途
と
し
て
発

表
さ
れ
て
い
る
の
が
、市
内
1
7
0
の
学
校
・

教
育
機
関
に
お
け
る
空
調
設
備
の
導
入
で
あ

る
。
気
候
変
動
（
熱
波
）
が
学
校
に
及
ぼ
す

影
響
を
勘
案
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
観
光
業

界
か
ら
は
、
都
市
の
清
掃
や
治
安
維
持
、
観

光
イ
ン
フ
ラ
の
改
善
な
ど
に
使
う
べ
き
と
い

う
意
見
も
あ
る
。

　
「B

icin
g

」
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
住
民
の
み

が
使
え
る
自
転
車
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
。
2
0
0
7
年
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
が

住
民
の
日
常
的
な
移
動
手
段
の
改
善
と
環
境

負
荷
の
低
減
を
目
指
し
て
開
始
し
、
運
営
は

外
部
委
託
し
て
い
る
。
市
内
5
0
0
ヵ
所
以

上
の
自
転
車
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
約
8
0
0
0

台
の
自
転
車
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「S

M
O
U

」
を
通
じ
て
、

空
き
状
況
の
確

認
や
予
約
を
す

る
こ
と
が
で
き

る
。
年
間
利
用

料
が
安
価
な
た

め
、
通
勤
に
使

う
住
民
も
多
い

と
の
こ
と
で
あ

る
。ま
た
、2
0

2
3
年
に
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
都
市
圏
交
通
局

が
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
外
を
含
む
広
範
囲
で
の

移
動
を
可
能
に
す
る
電
動
自
転
車
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
「A

M
B
ici

」
を
開
始
し
た
。

　
一
般
的
に
公
共
交
通
の
混
雑
緩
和
を
検
討

す
る
際
に
は
、
観
光
客
の
利
用
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
よ
う
と
し
が
ち
で
あ
る
が
、
市
民

が
活
用
し
た
く
な
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
で
、市
民
側
の
行
動
変
容
を
促
し
つ
つ
、

健
康
増
進
、
電
車
や
バ
ス
の
混
雑
緩
和
に
つ

な
げ
て
い
る
。

　
市
民
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
「A

gen
ts C

ívics

」

は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
安
全
で
秩
序
あ
る
空
間

に
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
地
域
を
巡
回
し
な

が
ら
来
訪
者
へ
の
情
報
提
供
、
マ
ナ
ー
の
伝

達
、
来
訪
者
と
住
民
と
の
小
さ
な
ト
ラ
ブ
ル

の
仲
介
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
2
0
2
4

年
の
指
摘
内
容
と
し
て
は
、
交
通
ル
ー
ル
違

反
や
団
体
観
光
客
に
よ
る
迷
惑
行
為
等
の

他
、
ヌ
ー
デ
ィ
ズ
ム
、
無
許
可
の
客
引
き
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
警
察
で
は
な
い
の
で
罰

金
を
科
す
等
の
権
限
は
持
た
な
い
が
、
街
で

発
生
し
て
い
る
事
象
を
市
や
警
察
と
共
有
す

る
と
共
に
、
対
話
を
通
じ
て
事
件
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
が
重
要
な
役
割
と
な
っ
て
い
る
。

2
0
2
4
年
の
夏
に
は
約
70
名
が
市
内
の
主

要
ス
ポ
ッ
ト
に
配
置
さ
れ
、
特
に
E
G
A
に

指
定
さ
れ
て
い
る
地
区
で
は
人
数
を
増
や
し

て
対
応
し
て
お
り
、
住
民
に
と
っ
て
は
彼
ら

の
存
在
自
体
が
安
心
に
つ
な
が
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
リ
ア
ル
の
巡
回
と

並
行
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
監
視
を
行
っ

て
い
る
。

　
最
近
の
日
本
で
は
、
起
き
て
い
る
問
題
の

本
質
を
き
ち
ん
と
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
ま
ま

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
で
語
っ

て
い
る
例
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
偏
っ
た

側
面
か
ら
の
報
道
が
そ
れ
を
助
長
し
て
い
る

面
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
よ
う
に
思
え
る
が
、

後
藤
2
0
2
5
（
注
2
）
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、

「
単
な
る
表
面
的
な
症
状
に
対
処
す
る
の
で

は
な
く
、
問
題
を
深
く
掘
り
下
げ
、
そ
の
背

景
や
原
因
に
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
問
題
現
象
を
特
定
し
、
そ
れ
を
分
解
し

て
個
々
の
要
素
を
捉
え
る
こ
と
を
超
え
て
、

各
要
素
の
相
互
作
用
や
影
響
を
総
合
的
に
理

解
す
る
シ
ス
テ
ム
思
考
」
が
求
め
ら
れ
る
。

　
と
は
い
え
、問
題
を
定
義
し
特
定
す
る
と

い
う
作
業
は
、慎
重
な
姿
勢
や
多
方
面
へ
の

配
慮
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、自
治
体
に

と
っ
て
は
容
易
で
な
い
こ
と
も
う
か
が
え
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
取
り
組
み
か
ら
学
べ
る
こ

と
は
、「
批
判
は
あ
る
前
提
で
、ま
ず
は
施
策

を
発
表
し
、実
行
し
て
み
る
」と
い
う
姿
勢
で

あ
る
。最
初
か
ら
完
璧
な
施
策
な
ど
な
く
、進

め
な
が
ら
関
係
者
の
意
見
を
聞
い
て
軌
道
修

正
し
て
い
け
ば
よ
い
。Decidim

を
は
じ
め

と
し
た
相
互
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会

を
創
出
す
る
こ
と
は
、
多
様
な
背
景
の
意
見

を
持
つ
住
民
と
意
識
合
わ
せ
を
し
つ
つ
、
建

設
的
で
有
意
義
な
議
論
が
で
き
る
土
台
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。と
り
わ
け
、

D
ecid

im
K
id
s

に
参
加
し
た
子
供
た
ち
の

将
来
が
楽
し
み
で
あ
る
。

　
2
点
目
は
、
住
民
に
目
を
向
け
た
取
り
組

み
の
多
さ
で
あ
る
。
観
光
客
に
行
動
変
容
を

促
す
取
り
組
み
も
必
要
で
は
あ
る
が
、
住
民

の
権
利
を
保
証
し
、
そ
れ
を
可
視
化
す
る
こ

と
が
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
（
市
民
の
誇
り
）

の
醸
成
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
3
点
目
は
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

を
実
行
で
き
る
財
源
の
存
在
で
あ
る
。
日
本

で
も
観
光
財
源
の
導
入
が
進
ん
で
い
る
が
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
の
よ
う
に
E
U
等
の
外
部
資
金

を
獲
得
し
な
が
ら
も
自
ら
の
意
思
で
使
用
で

き
る
財
源
を
確
保
し
、
適
切
に
運
用
で
き
る

仕
組
み
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
し
て
、

グ
エ
ル
公
園
や
カ
サ
・
バ
ト
リ
ョ
等
で
も
、

高
額
な
入
場
料
を
徴
収
し
て
い
る
が
、
将
来

に
残
し
て
い
く
た
め
の
財
源
と
し
て
理
解
を

求
め
る
説
明
が
さ
れ
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
な
世
界
共

通
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
も
あ
る
一
方
で
、

地
域
に
と
っ
て
の
転
換
点
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
。問
題
の
核
心
を
捉
え
つ
つ
、覚
悟
を
持
っ

た
取
り
組
み
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
地
域
に

問
わ
れ
て
い
る
。

【
謝
辞
】
本
視
察
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
バ
ル

セ
ロ
ナ
市
、
エ
ブ
ロ
川
デ
ル
タ
自
然
公
園
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
ホ
テ
ル
協
会
、
民
泊
オ
ー
ナ
ー
、

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
政
府
観
光
局
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
大
学
、
大
島
里
子
氏
、
北
海
道
大
学
石
黒

侑
介
氏
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

年 組織・会議・財源 計画・宣言・法律 その他施策

表 1 バルセロナにおける観光関連の主な政策

各ウェブサイトを基に筆者作成

観
光
市
民
還
元
基
金

「Fons R
eC
iutaT

」

住
民
優
待
プ
ロ
グ
ラ
ム

「G
audir M

és

」

4
．住
民
の
権
利
を
保
護
し
、

利
益
を
還
元
す
る

2

‒❶ バルセロナ視察の全体像とシビックプライドを育む観光ガバナンス4
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2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2
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三 校



○象徴的な商業施設の保存と促進に関するバルセロナ
宣言
「Declaració de Barcelona sobre la preservació 
i la promoció dels establiments comercials 
emblemàtics」採択
○観光用住宅の都市計画制度に関する緊急措置を定め
た2023年11月7日付緊急政令3/2023号
○バルセロナ都市整備計画
「Pla Endreça Barcelona」発表

○観光管理政府措置2024-2027
「Mesura de Govern per a la Gestió Turística 
2024-2027」発表

○カタルーニャ文化遺産法
「Ley del Patrimonio Cultural Catalán」

バルセロナオリンピック開催

○旧市街用途計画2018「Pla d’Usos de Ciutat Vella 
2018」策定

○都市の質を保護し向上させるための特別都市計画
「PEPQ：Pla Especial urbanistic de Protecció i 
potenciació de la Qualitat Urbana」

○観光宿泊施設特別都市計画（PEUAT: Pla Especial 
Urbanístic d'Allotjaments Turístics）開始
○観光戦略計画2020
「Plan Estratégico de Turismo 2020」発表

○観光地における持続可能性計画
「Pla de Sostenibilitat Turística Destinació 
Barcelona」発表
○旧市街用途計画2025（Pla d’Usos de Ciutat Vella 
2025）初期承認

○持続可能な観光のための近隣住民組合
「Asamblea de Barris por un Turismo 
Sostenible 
※現在はAssemblea de Barrios por el 
Decrecimient Turísticoと名称変更）」設立

○バルセロナ観光局
「Turisme de Barcelona」設立

○バルセロナ市都市景観と生活の質研究所
「Instituto Municipal del Paisaje 
Urbano y la Calidad de Vida」設立

○モダニズム・ルート
「Ruta del Modernisme de Barcelona」
設定

○市民エージェント
「Agents Cívics」開始
○民泊の新規ライセンス発行停止

○市民参加型のデジタルプラットフォーム
「decidim.barcelona」開始

○観光客向けキャンペーン
「Barcelona’s our home. And yours」開始

○バルセロナ文化遺産都市
「Barcelona, ciudad patrimonio」発表

○人流集中エリア
「EGA：Espais de Gran Afluència 」発表
○「DecidimKids」開始

○「ヨーロッパ・モダニズム・ルート
（Ruta Europea del Modernismo）」設立

○住民優待プログラム「Gaudir Més」開始

○カタルーニャ州宿泊税
「IEET：Impost sobre les estades en 
establiments turístics」導入

○観光都市評議会
「Consell de Turisme i Ciutat」発足

○バルセロナ観光観測所
「Observatori del Turisme a 
Barcelona」設立

○カタルーニャ州宿泊税にバルセロナ市
独自の宿泊税を上乗せ開始

○観光市民還元基金
「Fons ReCiutaT」開始

1992年

1993年

1997年

2000年

2012年

2014年

2015年

2016年

2017年

2018年

2021年

2022年

2023年

2024年

2025年

加
や
政
策
へ
の
提
案
書
の
提
出
等
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。
2
0
1
7
年
に
市
の
観
光
政

策
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
し
て
策
定
さ
れ
た
観

光
戦
略
計
画
2
0
2
0（P

lan E
stratégico 

de T
urism

o 2020
）
に
もd

ecid
im

を
通

し
て
住
民
の
意
見
が
盛
り
込
ま
れ
た
他
、
最

近
は
住
民
が
直
接
提
案
・
選
定
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
3
0
0
0
万
€（
2
0
2
4
年

か
ら
2
0
2
7
年
ま
で
総
額
で
約
50
・
3
億

円
）
が
割
り
当
て
ら
れ
る
参
加
型
予
算
編
成

プ
ロ
セ
ス
を
市
内
10
地
区
で
導
入
し
て
い

る
。
例
え
ば
、「
身
体
の
不
自
由
な
方
で
も

ビ
ー
チ
や
海
に
ア
ク
セ
ス
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
」「
サ
ン
ツ
・
モ
ン
ジ
ュ
イ
ッ
ク
の
イ

ベ
リ
ア
広
場
の
緑
と
木
陰
を
復
活
さ
せ
る
」

と
い
っ
た
提
案
な
ど
が
あ
り
、
採
用
さ
れ
た

も
の
は
進
捗
状
況
を
随
時
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
さ
ら
に
大
人
だ
け
で
な
く
子
供

（
8
‐
13
歳
）が
参
加
で
き
る「D

ecid
im
K
id
s

」

が
2
0
2
3
年
に
開
始
さ
れ
、
政
策
を
学
び

な
が
ら
自
分
の
意
見
を
述
べ
た
り
、
優
先
的

に
取
り
組
む
べ
き
施
策
に
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
一
見
、D
ecid

im

で
議
論
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
観
光
と
直
接
関
係
な
い
よ

う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ

う
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
住

民
視
点
で
快
適
な
空
間
が
市
内
各
所
に
作
ら

れ
、
そ
れ
が
ひ
い
て
は
観
光
客
に
と
っ
て
も

2
6
5
号
で
熊
谷
氏
、
ボ
ル
グ
氏
、
佐
野
氏

も
指
摘
し
て
い
る
他
、
既
往
研
究
で
も
多
様

な
住
民
の
動
機
に
合
わ
せ
た
多
角
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
1
）
。

こ
の
複
雑
な
状
況
に
対
し
て
、
バ
ル
セ
ロ
ナ

は
住
民
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
住
民
向
け
の
取
り
組
み
を
掘
り

下
げ
る
こ
と
で
考
察
を
深
め
て
い
き
た
い
。

　
様
々
な
問
題
が
表
出
す
る
中
で
重
視
さ
れ

た
の
が
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
る
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
15
年
に
わ
た
っ
て

観
光
に
対
す
る
住
民
意
識
調
査
を
実
施
し
て

い
る
他
、
図
2
と
図
3
で
紹
介
し
た
観
光
客

の
誘
致
に
対
す
る
意
識
と
バ
ル
セ
ロ
ナ
に

と
っ
て
観
光
が
有
益
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は

指
標
に
含
ま
れ
て
お
り
、
常
に
住
民
の
意
識

を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
続
け
て
い
る
。
2
0
1

6
年
に
は
住
民
参
加
型
の
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
「d

ecid
im
.b
arcelo

n
a

」
の

運
用
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
に
15
万
人

以
上
（
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
人
口
の
10
人
に
1

人
）
の
住
民
が
登
録
・
参
加
し
て
お
り
、
観

光
に
限
ら
ず
市
政
情
報
や
各
種
会
議
で
の
議

論
内
容
を
確
認
で
き
る
他
、
討
論
会
へ
の
参

動
を
行
う
社
会
活
動
家
で
あ
っ
た
コ
ラ
ウ
氏

は
、
社
会
的
公
正
と
住
民
参
加
を
重
視
し
て

様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
特
に
バ

ル
セ
ロ
ナ
独
自
の
政
策
と
し
て
は
、
ホ
テ
ル

や
観
光
用
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
新
規
開
業
や

増
設
を
エ
リ
ア
ご
と
に
制
限
す
る
P
E
U
A

T
（
観
光
宿
泊
施
設
特
別
都
市
計
画
）
を
は

じ
め
、
人
流
集
中
エ
リ
ア
（E

G
A

：E
spais 

d
e G

ran
 A
flu
èn
cia

）
を
特
定
し
、
重
点

的
に
生
活
空
間
の
質
を
回
復
さ
せ
る
取
り
組

み
な
ど
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も

根
幹
に
あ
る
の
は
「
都
市
と
観
光
は
切
り
離

せ
な
い
関
係
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
と
、
住

民
の
生
活
の
質
を
い
か
に
向
上
さ
せ
る
か
と

い
う
視
点
で
あ
る
。（
詳
し
く
は「
観
光
文
化
」

2
6
5
号
「
特
集
3
『
観
光
都
市
』
か
ら
『
観

光
と
と
も
に
生
き
る
都
市
』
へ
」
を
参
照
）

　
一
方
で
、
住
民
と
言
っ
て
も
一
様
で
な
い

こ
と
、
観
光
の
恩
恵
の
受
け
方
も
異
な
り
、

見
方
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
は「
観
光
文
化
」

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
に

伴
い
、
国
際
的
な
観
光
客
の
移
動
が
回
復
基

調
に
転
じ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
日
本
国
内
の

一
部
地
域
に
お
い
て
も
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

以
前
に
問
題
視
さ
れ
て
い
た
観
光
客
の
急

増
に
起
因
す
る
諸
課
題
が
再
び
顕
在
化
し

つ
つ
あ
る
。

　
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
当
財
団
で
は
、

日
本
に
先
行
し
て
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問

題
に
直
面
し
て
き
た
欧
州
主
要
都
市
の
政
策

動
向
に
つ
い
て
、
継
続
的
な
調
査
研
究
を
推

進
し
て
い
る
。
昨
年
度
は
、
2
0
2
3
年
度

よ
り
開
始
し
た
海
外
地
域
へ
の
視
察
活
動
の

一
環
と
し
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
お
よ
び

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
選
定
し
、調
査
結
果
を『
観

光
文
化
』
2
6
4
号
に
て
取
り
ま
と
め
た
。

さ
ら
に
、『
観
光
文
化
』
2
6
5
号
に
お
い
て

は
、
特
集
タ
イ
ト
ル
を
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
下
で
の
リ
バ
ラ
ン
ス
戦
略
」
と
題
し
、

研
究
者
の
視
点
か
ら
欧
州（
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、

イ
タ
リ
ア
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
）
に
お
け
る
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
と
そ
れ
に
対
す
る

最
新
の
対
応
策
や
リ
バ
ラ
ン
ス
戦
略
に
つ
い

て
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
い
て
は
観
光
に
対
す
る

住
民
の
抗
議
活
動
が
メ
デ
ィ
ア
で
象
徴
的
に

報
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
裏
で
は

観
光
と
住
民
生
活
の
共
存
を
図
る
た
め
の
施

策
が
矢
継
ぎ
早
に
実
行
さ
れ
て
い
る
（
こ
こ

は
ほ
と
ん
ど
報
道
さ
れ
な
い
）。
遠
く
離
れ

た
日
本
か
ら
見
て
い
る
と
、
真
摯
に
、
か
つ

多
角
的
に
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
も
思
え
る
が
、
そ
の
実
態
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
今
年
の
視
察
先

を
バ
ル
セ
ロ
ナ
と
し
、
8
日
間
の
行
程
で
視

察
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。

　
福
永
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
を
育
む
住
民
向
け
の
施
策
に
注
目

し
、
山
本
・
池
知
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る

観
光
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
対

応
に
焦
点
を
当
て
た
。
小
川
は
文
化
遺
産
の

保
護
と
観
光
へ
の
活
用
の
現
状
、
岩
野
は
バ

ル
セ
ロ
ナ
の
観
光
管
理
に
お
け
る
デ
ー
タ
活

用
と
地
域
分
散
へ
の
取
り
組
み
に
着
目
し
た
。

　　
か
つ
て
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
製
造
業
や
港
湾
関

連
産
業
に
依
存
す
る
工
業
都
市
で
あ
っ
た

が
、
20
世
紀
後
半
は
、
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
老

朽
化
や
沿
岸
部
の
環
境
汚
染
等
が
深
刻
化

し
、
経
済
的
な
停
滞
期
に
あ
っ
た
。
こ
う
し

た
状
況
を
変
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
な
っ
た
の

が
、
1
9
9
2
年
に
開
催
さ
れ
た
バ
ル
セ
ロ

ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
あ
る
。
市
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
単
な
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
は

な
く
、
都
市
の
再
構
築
と
国
際
的
な
都
市
イ

メ
ー
ジ
の
戦
略
的
転
換
を
目
的
と
し
た
大
規

模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
づ
け
、
港
湾

地
区
や
海
岸
線
の
大
規
模
な
再
開
発
、
交
通

イ
ン
フ
ラ
の
刷
新
を
集
中
的
に
実
施
し
た
。

そ
し
て
1
9
9
3
年
に
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
観
光

局
が
設
立
さ
れ
、
ア
ン
ト
ニ
・
ガ
ウ
デ
ィ
の

建
築
群
な
ど
を
中
心
と
し
た
文
化
や
芸
術
に

焦
点
を
当
て
た
戦
略
が
推
進
さ
れ
た
。
そ
の

戦
略
が
功
を
奏
し
、
観
光
客
数
が
順
調
に
増

加
す
る
一
方
で
、
住
民
と
の
関
係
性
は
変
わ

り
つ
つ
あ
っ
た（
図
●
〜
●
）。
実
際
に
、
市

が
毎
年
実
施
し
て
い
る
住
民
意
識
調
査
の
結

果
を
み
て
も
、
観
光
客
の
誘
致
に
つ
い
て
限

界
に
達
し
て
い
る
と
回
答
す
る
住
民
の
割
合

が
2
0
1
6
年
を
境
に
上
回
り
、
2
0
2
4

年
に
は
74
・
4
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
に
と
っ
て
観
光
が
有
益
か
ど
う

か
と
い
う
設
問
に
つ
い
て
も
、
有
益
と
回
答

す
る
人
の
割
合
は
年
々
下
が
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
2
0
1
5
年
に
市

長
と
な
っ
た
の
が
、
ア
ダ
・
コ
ラ
ウ
氏
で
あ

る
。
2
0
0
0
年
代
後
半
、
ス
ペ
イ
ン
の
経

済
危
機
で
深
刻
化
し
た
住
宅
問
題
の
抗
議
活

3
．住
民
と
の
対
話
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

魅
力
的
な
街
と
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
な
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
取
り
組

み
の
一
方
で
、
2
0
1
6
年
5
月
に
結
成
さ

れ
た
「
観
光
と
都
市
に
関
す
る
評
議
会

（C
T
iC

：Consell de T
urism

e i C
iutat

）」

は
、
各
地
区
の
代
表
者
、
宿
泊
業
や
飲
食
業

な
ど
の
業
界
団
体
、
労
働
組
合
、
環
境
団
体
、

専
門
家
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
諮
問
機
関
で
あ

り
、
政
策
に
関
す
る
調
査
や
評
価
、
改
善
策

の
提
案
等
を
定
期
的
に
行
う
。
法
的
拘
束
力

を
持
た
な
い
も
の
の
、
政
策
決
定
の
根
拠
と

な
り
、
住
民
も
含
め
た
様
々
な
主
体
の
意
見

が
観
光
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
取
り
込
ま
れ
る
機
会

と
な
っ
て
い
る
。

　
都
市
を
楽
し
む
権
利
は
住
民
に
こ
そ
あ
る

も
の
で
あ
る
が
、
観
光
客
の
増
加
に
よ
る
混

雑
や
、入
場
料
の
値
上
げ
等
に
よ
っ
て
そ
の

権
利
が
奪
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。こ

う
し
た
状
況
の
中
で
2
0
1
4
年
に
創
設
さ

れ
た
の
が
住
民
優
待
プ
ロ
グ
ラ
ム「G

audir 

M
és

」で
あ
る
。16
歳
以
上
の
住
民
（
16
歳
未

満
は
責
任
者
同
伴
で
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
）
で
あ
れ
ば
誰
で
も
登
録
す
る
こ
と

が
で
き
、
市
内
の
博
物
館
や
美
術
館
、
観
光

施
設
等
を
無
料
も
し
く
は
割
引
で
利
用
で
き

る
。
グ
エ
ル
公
園
も
そ
の
対
象
施
設
で
あ
る

が
、
観
光
利
用
と
住
民
利
用
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
て
い
た
な
か
、「
グ
エ
ル
公
園
戦
略
計
画

2
0
1
7
‐
2
0
2
2
」が
策
定
さ
れ
た
。
年

間
の
開
園
時
間
の
う
ち
1
%
し
か
住
民
の
活

動
時
間
に
充
て
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
状
況
を

ふ
ま
え
、
住
民
の
み
が
入
場
で
き
る
時
間
枠

（
朝
7
時
か
ら
9
時
半
ま
で
と
18
時
か
ら
22

時
ま
で
（
季
節
に
よ
り
時
間
帯
は
前
後
））
を

設
定
し
た
他
、「G

audir M
és

」
の
利
便
性

向
上
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
の
改
良
等
が
行
わ

れ
た
。グ
エ
ル
公
園
で
は
、混
雑
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
や
体
験
の
質
を
高
め
る
た
め
、
2
0
1
3

年
か
ら
事
前
予
約
制
を
採
用
し
、
来
園
日
時

に
応
じ
た
入
場
料
を
徴
収
し
て
い
る
が
、
住

民
で
あ
れ
ば
無
料
で
い
つ
で
も
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
観
光
化
に
よ
っ
て
住
民
の
利
用
が
遠
の
い

て
し
ま
っ
た
ボ
ケ
リ
ア
市
場
で
も
、
団
体
客

の
入
場
規
制
（
人
数
・
曜
日
）
や
、
各
店
舗

が
販
売
し
て
い
る
商
品
の
構
成
比
率
の
取
り

決
め
と
い
っ
た
対
策
に
乗
り
出
し
て
い
る

（
特
集
4
‐
●
参
照
）。

　
2
0
2
3
年
に
は
観
光
収
入
を
市
民
に
還

元
す
る
仕
組
み
と
し
て
、
観
光
市
民
還
元
基

金
「F

o
n
s R

eC
iu
taT

」
が
創
設
さ
れ
た
。

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
が
2
0
1
2
年
か
ら
徴
収

し
て
い
る
宿
泊
税
（IE

E
T

）
に
つ
い
て
は
、

2
0
2
0
年
の
州
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
そ

の
使
途
が
従
来
の
観
光
振
興
に
加
え
て
市
民

生
活
の
質
の
向
上
に
も
充
て
ら
れ
る
よ
う
拡

大
さ
れ
た
。
こ
の
法
改
正
に
基
づ
き
、

2
0
2
1
年
6
月
か
らIE

E
T

に
バ
ル
セ
ロ

ナ
市
独
自
の
追
加
宿
泊
税
を
上
乗
せ
す
る
形

で
徴
収
が
開
始
さ
れ
た
。
2
0
2
5
年
10
月

現
在
は
1
人
1
泊
あ
た
り
4
€（
原
則
と
し

て
最
大
7
泊
分
ま
で
、
16
歳
以
下
は
免
除
）

で
あ
る
が
、
段
階
的
に
引
き
上
げ
が
行
わ
れ

て
現
在
の
税
額
と
な
っ
て
い
る
。

　
「F

o
n
s R

eC
iu
taT

」
の
使
途
と
し
て
発

表
さ
れ
て
い
る
の
が
、市
内
1
7
0
の
学
校
・

教
育
機
関
に
お
け
る
空
調
設
備
の
導
入
で
あ

る
。
気
候
変
動
（
熱
波
）
が
学
校
に
及
ぼ
す

影
響
を
勘
案
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
観
光
業

界
か
ら
は
、
都
市
の
清
掃
や
治
安
維
持
、
観

光
イ
ン
フ
ラ
の
改
善
な
ど
に
使
う
べ
き
と
い

う
意
見
も
あ
る
。

　
「B

icin
g

」
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
住
民
の
み

が
使
え
る
自
転
車
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
。
2
0
0
7
年
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
が

住
民
の
日
常
的
な
移
動
手
段
の
改
善
と
環
境

負
荷
の
低
減
を
目
指
し
て
開
始
し
、
運
営
は

外
部
委
託
し
て
い
る
。
市
内
5
0
0
ヵ
所
以

上
の
自
転
車
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
約
8
0
0
0

台
の
自
転
車
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「S

M
O
U

」
を
通
じ
て
、

空
き
状
況
の
確

認
や
予
約
を
す

る
こ
と
が
で
き

る
。
年
間
利
用

料
が
安
価
な
た

め
、
通
勤
に
使

う
住
民
も
多
い

と
の
こ
と
で
あ

る
。ま
た
、2
0

2
3
年
に
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
都
市
圏
交
通
局

が
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
外
を
含
む
広
範
囲
で
の

移
動
を
可
能
に
す
る
電
動
自
転
車
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
「A

M
B
ici

」
を
開
始
し
た
。

　
一
般
的
に
公
共
交
通
の
混
雑
緩
和
を
検
討

す
る
際
に
は
、
観
光
客
の
利
用
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
よ
う
と
し
が
ち
で
あ
る
が
、
市
民

が
活
用
し
た
く
な
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
で
、市
民
側
の
行
動
変
容
を
促
し
つ
つ
、

健
康
増
進
、
電
車
や
バ
ス
の
混
雑
緩
和
に
つ

な
げ
て
い
る
。

　
市
民
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
「A

gen
ts C

ívics

」

は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
安
全
で
秩
序
あ
る
空
間

に
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
地
域
を
巡
回
し
な

が
ら
来
訪
者
へ
の
情
報
提
供
、
マ
ナ
ー
の
伝

達
、
来
訪
者
と
住
民
と
の
小
さ
な
ト
ラ
ブ
ル

の
仲
介
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
2
0
2
4

年
の
指
摘
内
容
と
し
て
は
、
交
通
ル
ー
ル
違

反
や
団
体
観
光
客
に
よ
る
迷
惑
行
為
等
の

他
、
ヌ
ー
デ
ィ
ズ
ム
、
無
許
可
の
客
引
き
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
警
察
で
は
な
い
の
で
罰

金
を
科
す
等
の
権
限
は
持
た
な
い
が
、
街
で

発
生
し
て
い
る
事
象
を
市
や
警
察
と
共
有
す

る
と
共
に
、
対
話
を
通
じ
て
事
件
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
が
重
要
な
役
割
と
な
っ
て
い
る
。

2
0
2
4
年
の
夏
に
は
約
70
名
が
市
内
の
主

要
ス
ポ
ッ
ト
に
配
置
さ
れ
、
特
に
E
G
A
に

指
定
さ
れ
て
い
る
地
区
で
は
人
数
を
増
や
し

て
対
応
し
て
お
り
、
住
民
に
と
っ
て
は
彼
ら

の
存
在
自
体
が
安
心
に
つ
な
が
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
リ
ア
ル
の
巡
回
と

並
行
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
監
視
を
行
っ

て
い
る
。

　
最
近
の
日
本
で
は
、
起
き
て
い
る
問
題
の

本
質
を
き
ち
ん
と
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
ま
ま

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
で
語
っ

て
い
る
例
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
偏
っ
た

側
面
か
ら
の
報
道
が
そ
れ
を
助
長
し
て
い
る

面
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
よ
う
に
思
え
る
が
、

後
藤
2
0
2
5
（
注
2
）
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、

「
単
な
る
表
面
的
な
症
状
に
対
処
す
る
の
で

は
な
く
、
問
題
を
深
く
掘
り
下
げ
、
そ
の
背

景
や
原
因
に
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
問
題
現
象
を
特
定
し
、
そ
れ
を
分
解
し

て
個
々
の
要
素
を
捉
え
る
こ
と
を
超
え
て
、

各
要
素
の
相
互
作
用
や
影
響
を
総
合
的
に
理

解
す
る
シ
ス
テ
ム
思
考
」
が
求
め
ら
れ
る
。

　
と
は
い
え
、問
題
を
定
義
し
特
定
す
る
と

い
う
作
業
は
、慎
重
な
姿
勢
や
多
方
面
へ
の

配
慮
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、自
治
体
に

と
っ
て
は
容
易
で
な
い
こ
と
も
う
か
が
え
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
取
り
組
み
か
ら
学
べ
る
こ

と
は
、「
批
判
は
あ
る
前
提
で
、ま
ず
は
施
策

を
発
表
し
、実
行
し
て
み
る
」と
い
う
姿
勢
で

あ
る
。最
初
か
ら
完
璧
な
施
策
な
ど
な
く
、進

め
な
が
ら
関
係
者
の
意
見
を
聞
い
て
軌
道
修

正
し
て
い
け
ば
よ
い
。Decidim

を
は
じ
め

と
し
た
相
互
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会

を
創
出
す
る
こ
と
は
、
多
様
な
背
景
の
意
見

を
持
つ
住
民
と
意
識
合
わ
せ
を
し
つ
つ
、
建

設
的
で
有
意
義
な
議
論
が
で
き
る
土
台
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。と
り
わ
け
、

D
ecid

im
K
id
s

に
参
加
し
た
子
供
た
ち
の

将
来
が
楽
し
み
で
あ
る
。

　
2
点
目
は
、
住
民
に
目
を
向
け
た
取
り
組

み
の
多
さ
で
あ
る
。
観
光
客
に
行
動
変
容
を

促
す
取
り
組
み
も
必
要
で
は
あ
る
が
、
住
民

の
権
利
を
保
証
し
、
そ
れ
を
可
視
化
す
る
こ

と
が
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
（
市
民
の
誇
り
）

の
醸
成
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
3
点
目
は
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

を
実
行
で
き
る
財
源
の
存
在
で
あ
る
。
日
本

で
も
観
光
財
源
の
導
入
が
進
ん
で
い
る
が
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
の
よ
う
に
E
U
等
の
外
部
資
金

を
獲
得
し
な
が
ら
も
自
ら
の
意
思
で
使
用
で

き
る
財
源
を
確
保
し
、
適
切
に
運
用
で
き
る

仕
組
み
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
し
て
、

グ
エ
ル
公
園
や
カ
サ
・
バ
ト
リ
ョ
等
で
も
、

高
額
な
入
場
料
を
徴
収
し
て
い
る
が
、
将
来

に
残
し
て
い
く
た
め
の
財
源
と
し
て
理
解
を

求
め
る
説
明
が
さ
れ
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
な
世
界
共

通
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
も
あ
る
一
方
で
、

地
域
に
と
っ
て
の
転
換
点
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
。問
題
の
核
心
を
捉
え
つ
つ
、覚
悟
を
持
っ

た
取
り
組
み
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
地
域
に

問
わ
れ
て
い
る
。

【
謝
辞
】
本
視
察
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
バ
ル

セ
ロ
ナ
市
、
エ
ブ
ロ
川
デ
ル
タ
自
然
公
園
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
ホ
テ
ル
協
会
、
民
泊
オ
ー
ナ
ー
、

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
政
府
観
光
局
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
大
学
、
大
島
里
子
氏
、
北
海
道
大
学
石
黒

侑
介
氏
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

年 組織・会議・財源 計画・宣言・法律 その他施策

表 1 バルセロナにおける観光関連の主な政策

各ウェブサイトを基に筆者作成

観
光
市
民
還
元
基
金

「Fons R
eC
iutaT

」

住
民
優
待
プ
ロ
グ
ラ
ム

「G
audir M

és

」

4
．住
民
の
権
利
を
保
護
し
、

利
益
を
還
元
す
る

2

‒❶ バルセロナ視察の全体像とシビックプライドを育む観光ガバナンス4
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三 校



クルーズ船(12時間未満)

クルーズ船(12時間以上)

民泊

その他の宿泊施設

4つ星ホテル、
4つ星スーペリアホテルなど

5つ星ホテル、高級ホテル、
高級キャンプ場など

€ 7.00
€ 6.00
€ 6.25
€ 5.00

€ 5.70

€ 7.50

€ 4.00
€ 4.00
€ 4.00
€ 4.00

€ 4.00

€ 4.00

€ 3.00
€ 2.00
€2.25
€ 1.00

€1.70

€ 3.50

加
や
政
策
へ
の
提
案
書
の
提
出
等
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。
2
0
1
7
年
に
市
の
観
光
政

策
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
し
て
策
定
さ
れ
た
観

光
戦
略
計
画
2
0
2
0（P

lan E
stratégico 

de T
urism

o 2020

）
に
もd

ecid
im

を
通

し
て
住
民
の
意
見
が
盛
り
込
ま
れ
た
他
、
最

近
は
住
民
が
直
接
提
案
・
選
定
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
3
0
0
0
万
€（
2
0
2
4
年

か
ら
2
0
2
7
年
ま
で
総
額
で
約
50
・
3
億

円
）
が
割
り
当
て
ら
れ
る
参
加
型
予
算
編
成

プ
ロ
セ
ス
を
市
内
10
地
区
で
導
入
し
て
い

る
。
例
え
ば
、「
身
体
の
不
自
由
な
方
で
も

ビ
ー
チ
や
海
に
ア
ク
セ
ス
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
」「
サ
ン
ツ
・
モ
ン
ジ
ュ
イ
ッ
ク
の
イ

ベ
リ
ア
広
場
の
緑
と
木
陰
を
復
活
さ
せ
る
」

と
い
っ
た
提
案
な
ど
が
あ
り
、
採
用
さ
れ
た

も
の
は
進
捗
状
況
を
随
時
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
さ
ら
に
大
人
だ
け
で
な
く
子
供

（
8
‐
13
歳
）が
参
加
で
き
る「D

ecid
im
K
id
s

」

が
2
0
2
3
年
に
開
始
さ
れ
、
政
策
を
学
び

な
が
ら
自
分
の
意
見
を
述
べ
た
り
、
優
先
的

に
取
り
組
む
べ
き
施
策
に
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
一
見
、D

ecid
im

で
議
論
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
観
光
と
直
接
関
係
な
い
よ

う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ

う
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
住

民
視
点
で
快
適
な
空
間
が
市
内
各
所
に
作
ら

れ
、
そ
れ
が
ひ
い
て
は
観
光
客
に
と
っ
て
も

2
6
5
号
で
熊
谷
氏
、
ボ
ル
グ
氏
、
佐
野
氏

も
指
摘
し
て
い
る
他
、
既
往
研
究
で
も
多
様

な
住
民
の
動
機
に
合
わ
せ
た
多
角
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
1
）
。

こ
の
複
雑
な
状
況
に
対
し
て
、
バ
ル
セ
ロ
ナ

は
住
民
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
住
民
向
け
の
取
り
組
み
を
掘
り

下
げ
る
こ
と
で
考
察
を
深
め
て
い
き
た
い
。

　
様
々
な
問
題
が
表
出
す
る
中
で
重
視
さ
れ

た
の
が
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
る
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
15
年
に
わ
た
っ
て

観
光
に
対
す
る
住
民
意
識
調
査
を
実
施
し
て

い
る
他
、
図
2
と
図
3
で
紹
介
し
た
観
光
客

の
誘
致
に
対
す
る
意
識
と
バ
ル
セ
ロ
ナ
に

と
っ
て
観
光
が
有
益
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は

指
標
に
含
ま
れ
て
お
り
、
常
に
住
民
の
意
識

を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
続
け
て
い
る
。
2
0
1

6
年
に
は
住
民
参
加
型
の
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
「d

ecid
im
.b
arcelo

n
a

」
の

運
用
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
に
15
万
人

以
上
（
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
人
口
の
10
人
に
1

人
）
の
住
民
が
登
録
・
参
加
し
て
お
り
、
観

光
に
限
ら
ず
市
政
情
報
や
各
種
会
議
で
の
議

論
内
容
を
確
認
で
き
る
他
、
討
論
会
へ
の
参

動
を
行
う
社
会
活
動
家
で
あ
っ
た
コ
ラ
ウ
氏

は
、
社
会
的
公
正
と
住
民
参
加
を
重
視
し
て

様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
特
に
バ

ル
セ
ロ
ナ
独
自
の
政
策
と
し
て
は
、
ホ
テ
ル

や
観
光
用
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
新
規
開
業
や

増
設
を
エ
リ
ア
ご
と
に
制
限
す
る
P
E
U
A

T
（
観
光
宿
泊
施
設
特
別
都
市
計
画
）
を
は

じ
め
、
人
流
集
中
エ
リ
ア
（E

G
A

：E
spais 

d
e G

ran
 A
flu
èn
cia

）
を
特
定
し
、
重
点

的
に
生
活
空
間
の
質
を
回
復
さ
せ
る
取
り
組

み
な
ど
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も

根
幹
に
あ
る
の
は
「
都
市
と
観
光
は
切
り
離

せ
な
い
関
係
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
と
、
住

民
の
生
活
の
質
を
い
か
に
向
上
さ
せ
る
か
と

い
う
視
点
で
あ
る
。（
詳
し
く
は「
観
光
文
化
」

2
6
5
号
「
特
集
3
『
観
光
都
市
』
か
ら
『
観

光
と
と
も
に
生
き
る
都
市
』
へ
」
を
参
照
）

　
一
方
で
、
住
民
と
言
っ
て
も
一
様
で
な
い

こ
と
、
観
光
の
恩
恵
の
受
け
方
も
異
な
り
、

見
方
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
は「
観
光
文
化
」

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
に

伴
い
、
国
際
的
な
観
光
客
の
移
動
が
回
復
基

調
に
転
じ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
日
本
国
内
の

一
部
地
域
に
お
い
て
も
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

以
前
に
問
題
視
さ
れ
て
い
た
観
光
客
の
急

増
に
起
因
す
る
諸
課
題
が
再
び
顕
在
化
し

つ
つ
あ
る
。

　
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
当
財
団
で
は
、

日
本
に
先
行
し
て
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問

題
に
直
面
し
て
き
た
欧
州
主
要
都
市
の
政
策

動
向
に
つ
い
て
、
継
続
的
な
調
査
研
究
を
推

進
し
て
い
る
。
昨
年
度
は
、
2
0
2
3
年
度

よ
り
開
始
し
た
海
外
地
域
へ
の
視
察
活
動
の

一
環
と
し
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
お
よ
び

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
選
定
し
、調
査
結
果
を『
観

光
文
化
』
2
6
4
号
に
て
取
り
ま
と
め
た
。

さ
ら
に
、『
観
光
文
化
』
2
6
5
号
に
お
い
て

は
、
特
集
タ
イ
ト
ル
を
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
下
で
の
リ
バ
ラ
ン
ス
戦
略
」
と
題
し
、

研
究
者
の
視
点
か
ら
欧
州（
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、

イ
タ
リ
ア
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
）
に
お
け
る
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
と
そ
れ
に
対
す
る

最
新
の
対
応
策
や
リ
バ
ラ
ン
ス
戦
略
に
つ
い

て
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
い
て
は
観
光
に
対
す
る

住
民
の
抗
議
活
動
が
メ
デ
ィ
ア
で
象
徴
的
に

報
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
裏
で
は

観
光
と
住
民
生
活
の
共
存
を
図
る
た
め
の
施

策
が
矢
継
ぎ
早
に
実
行
さ
れ
て
い
る
（
こ
こ

は
ほ
と
ん
ど
報
道
さ
れ
な
い
）。
遠
く
離
れ

た
日
本
か
ら
見
て
い
る
と
、
真
摯
に
、
か
つ

多
角
的
に
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
も
思
え
る
が
、
そ
の
実
態
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
今
年
の
視
察
先

を
バ
ル
セ
ロ
ナ
と
し
、
8
日
間
の
行
程
で
視

察
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。

　
福
永
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
を
育
む
住
民
向
け
の
施
策
に
注
目

し
、
山
本
・
池
知
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る

観
光
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
対

応
に
焦
点
を
当
て
た
。
小
川
は
文
化
遺
産
の

保
護
と
観
光
へ
の
活
用
の
現
状
、
岩
野
は
バ

ル
セ
ロ
ナ
の
観
光
管
理
に
お
け
る
デ
ー
タ
活

用
と
地
域
分
散
へ
の
取
り
組
み
に
着
目
し
た
。

　　
か
つ
て
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
製
造
業
や
港
湾
関

連
産
業
に
依
存
す
る
工
業
都
市
で
あ
っ
た

が
、
20
世
紀
後
半
は
、
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
老

朽
化
や
沿
岸
部
の
環
境
汚
染
等
が
深
刻
化

し
、
経
済
的
な
停
滞
期
に
あ
っ
た
。
こ
う
し

た
状
況
を
変
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
な
っ
た
の

が
、
1
9
9
2
年
に
開
催
さ
れ
た
バ
ル
セ
ロ

ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
あ
る
。
市
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
単
な
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
は

な
く
、
都
市
の
再
構
築
と
国
際
的
な
都
市
イ

メ
ー
ジ
の
戦
略
的
転
換
を
目
的
と
し
た
大
規

模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
づ
け
、
港
湾

地
区
や
海
岸
線
の
大
規
模
な
再
開
発
、
交
通

イ
ン
フ
ラ
の
刷
新
を
集
中
的
に
実
施
し
た
。

そ
し
て
1
9
9
3
年
に
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
観
光

局
が
設
立
さ
れ
、
ア
ン
ト
ニ
・
ガ
ウ
デ
ィ
の

建
築
群
な
ど
を
中
心
と
し
た
文
化
や
芸
術
に

焦
点
を
当
て
た
戦
略
が
推
進
さ
れ
た
。
そ
の

戦
略
が
功
を
奏
し
、
観
光
客
数
が
順
調
に
増

加
す
る
一
方
で
、
住
民
と
の
関
係
性
は
変
わ

り
つ
つ
あ
っ
た（
図
●
〜
●
）。
実
際
に
、
市

が
毎
年
実
施
し
て
い
る
住
民
意
識
調
査
の
結

果
を
み
て
も
、
観
光
客
の
誘
致
に
つ
い
て
限

界
に
達
し
て
い
る
と
回
答
す
る
住
民
の
割
合

が
2
0
1
6
年
を
境
に
上
回
り
、
2
0
2
4

年
に
は
74
・
4
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
に
と
っ
て
観
光
が
有
益
か
ど
う

か
と
い
う
設
問
に
つ
い
て
も
、
有
益
と
回
答

す
る
人
の
割
合
は
年
々
下
が
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
2
0
1
5
年
に
市

長
と
な
っ
た
の
が
、
ア
ダ
・
コ
ラ
ウ
氏
で
あ

る
。
2
0
0
0
年
代
後
半
、
ス
ペ
イ
ン
の
経

済
危
機
で
深
刻
化
し
た
住
宅
問
題
の
抗
議
活

5
．お
わ
り
に

〜
パ
ラ
ダ
イ
ム・シ
フ
ト
を

捉
え
、批
判
を
恐
れ
な
い

取
り
組
み
を
〜

魅
力
的
な
街
と
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
な
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
取
り
組

み
の
一
方
で
、
2
0
1
6
年
5
月
に
結
成
さ

れ
た
「
観
光
と
都
市
に
関
す
る
評
議
会

（C
T
iC

：Consell de T
urism

e i C
iutat

）」

は
、
各
地
区
の
代
表
者
、
宿
泊
業
や
飲
食
業

な
ど
の
業
界
団
体
、
労
働
組
合
、
環
境
団
体
、

専
門
家
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
諮
問
機
関
で
あ

り
、
政
策
に
関
す
る
調
査
や
評
価
、
改
善
策

の
提
案
等
を
定
期
的
に
行
う
。
法
的
拘
束
力

を
持
た
な
い
も
の
の
、
政
策
決
定
の
根
拠
と

な
り
、
住
民
も
含
め
た
様
々
な
主
体
の
意
見

が
観
光
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
取
り
込
ま
れ
る
機
会

と
な
っ
て
い
る
。

　
都
市
を
楽
し
む
権
利
は
住
民
に
こ
そ
あ
る

も
の
で
あ
る
が
、
観
光
客
の
増
加
に
よ
る
混

雑
や
、入
場
料
の
値
上
げ
等
に
よ
っ
て
そ
の

権
利
が
奪
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。こ

う
し
た
状
況
の
中
で
2
0
1
4
年
に
創
設
さ

れ
た
の
が
住
民
優
待
プ
ロ
グ
ラ
ム「G

audir 

M
és

」で
あ
る
。16
歳
以
上
の
住
民
（
16
歳
未

満
は
責
任
者
同
伴
で
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
）
で
あ
れ
ば
誰
で
も
登
録
す
る
こ
と

が
で
き
、
市
内
の
博
物
館
や
美
術
館
、
観
光

施
設
等
を
無
料
も
し
く
は
割
引
で
利
用
で
き

る
。
グ
エ
ル
公
園
も
そ
の
対
象
施
設
で
あ
る

が
、
観
光
利
用
と
住
民
利
用
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
て
い
た
な
か
、「
グ
エ
ル
公
園
戦
略
計
画

2
0
1
7
‐
2
0
2
2
」が
策
定
さ
れ
た
。
年

間
の
開
園
時
間
の
う
ち
1
%
し
か
住
民
の
活

動
時
間
に
充
て
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
状
況
を

ふ
ま
え
、
住
民
の
み
が
入
場
で
き
る
時
間
枠

（
朝
7
時
か
ら
9
時
半
ま
で
と
18
時
か
ら
22

時
ま
で
（
季
節
に
よ
り
時
間
帯
は
前
後
））
を

設
定
し
た
他
、「G

audir M
és

」
の
利
便
性

向
上
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
の
改
良
等
が
行
わ

れ
た
。グ
エ
ル
公
園
で
は
、混
雑
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
や
体
験
の
質
を
高
め
る
た
め
、
2
0
1
3

年
か
ら
事
前
予
約
制
を
採
用
し
、
来
園
日
時

に
応
じ
た
入
場
料
を
徴
収
し
て
い
る
が
、
住

民
で
あ
れ
ば
無
料
で
い
つ
で
も
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
観
光
化
に
よ
っ
て
住
民
の
利
用
が
遠
の
い

て
し
ま
っ
た
ボ
ケ
リ
ア
市
場
で
も
、
団
体
客

の
入
場
規
制
（
人
数
・
曜
日
）
や
、
各
店
舗

が
販
売
し
て
い
る
商
品
の
構
成
比
率
の
取
り

決
め
と
い
っ
た
対
策
に
乗
り
出
し
て
い
る

（
特
集
4
‐
●
参
照
）。

　
2
0
2
3
年
に
は
観
光
収
入
を
市
民
に
還

元
す
る
仕
組
み
と
し
て
、
観
光
市
民
還
元
基

金
「F

o
n
s R

eC
iu
taT

」
が
創
設
さ
れ
た
。

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
が
2
0
1
2
年
か
ら
徴
収

し
て
い
る
宿
泊
税
（IE

E
T

）
に
つ
い
て
は
、

2
0
2
0
年
の
州
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
そ

の
使
途
が
従
来
の
観
光
振
興
に
加
え
て
市
民

生
活
の
質
の
向
上
に
も
充
て
ら
れ
る
よ
う
拡

大
さ
れ
た
。
こ
の
法
改
正
に
基
づ
き
、

2
0
2
1
年
6
月
か
らIE

E
T

に
バ
ル
セ
ロ

ナ
市
独
自
の
追
加
宿
泊
税
を
上
乗
せ
す
る
形

で
徴
収
が
開
始
さ
れ
た
。
2
0
2
5
年
10
月

現
在
は
1
人
1
泊
あ
た
り
4
€（
原
則
と
し

て
最
大
7
泊
分
ま
で
、
16
歳
以
下
は
免
除
）

で
あ
る
が
、
段
階
的
に
引
き
上
げ
が
行
わ
れ

て
現
在
の
税
額
と
な
っ
て
い
る
。

　
「F

o
n
s R

eC
iu
taT

」
の
使
途
と
し
て
発

表
さ
れ
て
い
る
の
が
、市
内
1
7
0
の
学
校
・

教
育
機
関
に
お
け
る
空
調
設
備
の
導
入
で
あ

る
。
気
候
変
動
（
熱
波
）
が
学
校
に
及
ぼ
す

影
響
を
勘
案
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
観
光
業

界
か
ら
は
、
都
市
の
清
掃
や
治
安
維
持
、
観

光
イ
ン
フ
ラ
の
改
善
な
ど
に
使
う
べ
き
と
い

う
意
見
も
あ
る
。

　
「B

icin
g

」
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
住
民
の
み

が
使
え
る
自
転
車
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
。
2
0
0
7
年
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
が

住
民
の
日
常
的
な
移
動
手
段
の
改
善
と
環
境

負
荷
の
低
減
を
目
指
し
て
開
始
し
、
運
営
は

外
部
委
託
し
て
い
る
。
市
内
5
0
0
ヵ
所
以

上
の
自
転
車
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
約
8
0
0
0

台
の
自
転
車
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「S

M
O
U

」
を
通
じ
て
、

空
き
状
況
の
確

認
や
予
約
を
す

る
こ
と
が
で
き

る
。
年
間
利
用

料
が
安
価
な
た

め
、
通
勤
に
使

う
住
民
も
多
い

と
の
こ
と
で
あ

る
。ま
た
、2
0

2
3
年
に
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
都
市
圏
交
通
局

が
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
外
を
含
む
広
範
囲
で
の

移
動
を
可
能
に
す
る
電
動
自
転
車
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
「A

M
B
ici

」
を
開
始
し
た
。

　
一
般
的
に
公
共
交
通
の
混
雑
緩
和
を
検
討

す
る
際
に
は
、
観
光
客
の
利
用
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
よ
う
と
し
が
ち
で
あ
る
が
、
市
民

が
活
用
し
た
く
な
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
で
、市
民
側
の
行
動
変
容
を
促
し
つ
つ
、

健
康
増
進
、
電
車
や
バ
ス
の
混
雑
緩
和
に
つ

な
げ
て
い
る
。

　
市
民
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
「A

gen
ts C

ívics

」

は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
安
全
で
秩
序
あ
る
空
間

に
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
地
域
を
巡
回
し
な

が
ら
来
訪
者
へ
の
情
報
提
供
、
マ
ナ
ー
の
伝

達
、
来
訪
者
と
住
民
と
の
小
さ
な
ト
ラ
ブ
ル
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（2）後藤健太郎「視座 オーバーツーリズム下でのリバランス戦略～欧州都市を通じて～」
（観光文化265号「オーバーツーリズム下でのリバランス戦略」）、2025年5月

の
仲
介
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
2
0
2
4

年
の
指
摘
内
容
と
し
て
は
、
交
通
ル
ー
ル
違

反
や
団
体
観
光
客
に
よ
る
迷
惑
行
為
等
の

他
、
ヌ
ー
デ
ィ
ズ
ム
、
無
許
可
の
客
引
き
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
警
察
で
は
な
い
の
で
罰

金
を
科
す
等
の
権
限
は
持
た
な
い
が
、
街
で

発
生
し
て
い
る
事
象
を
市
や
警
察
と
共
有
す

る
と
共
に
、
対
話
を
通
じ
て
事
件
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
が
重
要
な
役
割
と
な
っ
て
い
る
。

2
0
2
4
年
の
夏
に
は
約
70
名
が
市
内
の
主

要
ス
ポ
ッ
ト
に
配
置
さ
れ
、
特
に
E
G
A
に

指
定
さ
れ
て
い
る
地
区
で
は
人
数
を
増
や
し

て
対
応
し
て
お
り
、
住
民
に
と
っ
て
は
彼
ら

の
存
在
自
体
が
安
心
に
つ
な
が
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
リ
ア
ル
の
巡
回
と

並
行
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
監
視
を
行
っ

て
い
る
。

　
最
近
の
日
本
で
は
、
起
き
て
い
る
問
題
の

本
質
を
き
ち
ん
と
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
ま
ま

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
で
語
っ

て
い
る
例
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
偏
っ
た

側
面
か
ら
の
報
道
が
そ
れ
を
助
長
し
て
い
る

面
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
よ
う
に
思
え
る
が
、

後
藤
2
0
2
5
（
注
2
）
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、

「
単
な
る
表
面
的
な
症
状
に
対
処
す
る
の
で

は
な
く
、
問
題
を
深
く
掘
り
下
げ
、
そ
の
背

景
や
原
因
に
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
問
題
現
象
を
特
定
し
、
そ
れ
を
分
解
し

て
個
々
の
要
素
を
捉
え
る
こ
と
を
超
え
て
、

各
要
素
の
相
互
作
用
や
影
響
を
総
合
的
に
理

解
す
る
シ
ス
テ
ム
思
考
」
が
求
め
ら
れ
る
。

　
と
は
い
え
、問
題
を
定
義
し
特
定
す
る
と

い
う
作
業
は
、慎
重
な
姿
勢
や
多
方
面
へ
の

配
慮
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、自
治
体
に

と
っ
て
は
容
易
で
な
い
こ
と
も
う
か
が
え
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
取
り
組
み
か
ら
学
べ
る
こ

と
は
、「
批
判
は
あ
る
前
提
で
、ま
ず
は
施
策

を
発
表
し
、実
行
し
て
み
る
」と
い
う
姿
勢
で

あ
る
。最
初
か
ら
完
璧
な
施
策
な
ど
な
く
、進

め
な
が
ら
関
係
者
の
意
見
を
聞
い
て
軌
道
修

正
し
て
い
け
ば
よ
い
。D

ecidim

を
は
じ
め

と
し
た
相
互
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会

を
創
出
す
る
こ
と
は
、
多
様
な
背
景
の
意
見

を
持
つ
住
民
と
意
識
合
わ
せ
を
し
つ
つ
、
建

設
的
で
有
意
義
な
議
論
が
で
き
る
土
台
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。と
り
わ
け
、

D
ecid

im
K
id
s

に
参
加
し
た
子
供
た
ち
の

将
来
が
楽
し
み
で
あ
る
。

　
2
点
目
は
、
住
民
に
目
を
向
け
た
取
り
組

み
の
多
さ
で
あ
る
。
観
光
客
に
行
動
変
容
を

促
す
取
り
組
み
も
必
要
で
は
あ
る
が
、
住
民

の
権
利
を
保
証
し
、
そ
れ
を
可
視
化
す
る
こ

と
が
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
（
市
民
の
誇
り
）

の
醸
成
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
3
点
目
は
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

を
実
行
で
き
る
財
源
の
存
在
で
あ
る
。
日
本

で
も
観
光
財
源
の
導
入
が
進
ん
で
い
る
が
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
の
よ
う
に
E
U
等
の
外
部
資
金

を
獲
得
し
な
が
ら
も
自
ら
の
意
思
で
使
用
で

き
る
財
源
を
確
保
し
、
適
切
に
運
用
で
き
る

仕
組
み
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
し
て
、

グ
エ
ル
公
園
や
カ
サ
・
バ
ト
リ
ョ
等
で
も
、

高
額
な
入
場
料
を
徴
収
し
て
い
る
が
、
将
来

に
残
し
て
い
く
た
め
の
財
源
と
し
て
理
解
を

求
め
る
説
明
が
さ
れ
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
な
世
界
共

通
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
も
あ
る
一
方
で
、

地
域
に
と
っ
て
の
転
換
点
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
。問
題
の
核
心
を
捉
え
つ
つ
、覚
悟
を
持
っ

た
取
り
組
み
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
地
域
に

問
わ
れ
て
い
る
。

　1969年に設立されたバルセロナ大学ホテル観光学院（CETT Barcelona School of Tourism, 
Hospitality and Gastronomy）は、1997年よりバルセロナ大学の附属機関として、観光、ホスピ
タリティ、ホテル、ガストロノミー分野の教育研究を推進している。その歴史は60年近くに及び、
スペインの観光産業発展に寄与するという公的ミッションを担う私学である。CETTの最も重要
なミッションは、スペイン国内ランキング1位、世界184位という大学ランキングの評価や政府
認証に裏打ちされた教育の質を担保しつつ、観光産業が求める人材を常にモニタリングし、そ
の要望に合った人材を輩出していくことである。
　CETTの教育の基盤は、実務経験ベースの教員による理論と実践の融合にある。教員は産業
界と大学を往還するキャリアパスを持ち、純粋な研究に閉じることなく、常に社会とのつながりを
維持することを重視している。教育体系は、2年間の専門課程から4年間の学士課程（観光学、国
際ホテル経営、デジタルビジネス&イノベーション、マーケティング、イベント、エンターテイン
メント）、修士課程（観光事業経営、ホスピタリティ経営等の5コース）となっており、1600人以上
の学生が在籍している。また、授業はスペイン語と英語で実施され、学生の約60%を外国人学
生（約73カ国）が占めている。ハワイ大学や香港理工大学、セントラルフロリダ大学といった海
外の大学との交換留学制度も充実しており、国際的な人材育成に注力している。
　特筆すべき特徴は、独自の施設戦略にある。大学が保有するホテルやレストランは、学生の
学習現場の意味合いというよりも、研究成果の反映と社会実験の場として運営されている。ここ
では、接客動線やサステナブル運用モデルなどの検証が実施され、その成果が業界に還元さ
れる仕組みである。地域との連携機会も多く、例えばバルセロナ周辺の広域自治体と協働し、観
光客の分散化戦略や、まだ観光客が多く訪れていない地域の資源発掘・コンテンツ造成、自治
体間の連携に向けた広域観光計画策定等の支援などを行っている。
　産業界との連携も組織的に実施しており、カタルーニャ州の主要企業の上層部が参加する外
部取締役会を年2回開催し、産業界のニーズを直接聴取している。学生が必ずしも観光業界に
就職しないという面では日本の大学と同様の課題であるため、外部取締役会の場で、観光産業
の待遇改善を強く要請するなど、人材需給と教育の持続可能性に関する対話を積極的に行って
いる。
　日本と同様、スペインも観光業界の人材不足は深刻である。ここ最近は求人倍率が2倍以上と
高く、学生一人に対して2つのオファーがある状況である。そのため、学生も大学を続けるよりも
早く働きたいという早期就労への強いインセンティブを生み、結果として学業への集中力や学
習意欲が低下しやすいという教育上の課題もある。
　一方でカタルーニャ州政府からの支援も受けながら一般向けのリカレント教育も実施してお
り、1年間で180時間～200時間の履修設計で、多い時は1000人以上が受講している。若者の
仕事や結婚等に対する価値観も多様化し、AIにより利便性や生産性が高まる中、自ら考える力を
いかに高めていくかが重要な課題であるとのことである。

【
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】
本
視
察
に
ご
協
力
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た
だ
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た
バ
ル

セ
ロ
ナ
市
、
エ
ブ
ロ
川
デ
ル
タ
自
然
公
園
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
ホ
テ
ル
協
会
、
民
泊
オ
ー
ナ
ー
、

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
政
府
観
光
局
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
大
学
、
大
島
里
子
氏
、
北
海
道
大
学
石
黒

侑
介
氏
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

研究と実践が密接に結びつく
バルセロナ大学ホテル観光学院

表 2 バルセロナにおける宿泊税

※2025年10月1日時点

写真左：バルセロナ大学
ホテル観光学院が運営
するホテルアリマラ。日本
人の利用も多い。
写真右：バルセロナ大学
ホテル・観光学院コンサ
ルティング部長上級役員
ダビド・ペゲロ氏と連携
客員教授石黒侑介氏

宿泊施設のタイプ
カタルーニャ州

の宿泊税
バルセロナ市の

宿泊税
合計

 （1人1泊あたり）

住
民
だ
け
が
使
え
る

自
転
車
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

「B
icing

」

街
の
秩
序
を
守
る

「A
gents C

ívics

」

‒❶ バルセロナ視察の全体像とシビックプライドを育む観光ガバナンス4
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クルーズ船(12時間未満)

クルーズ船(12時間以上)

民泊

その他の宿泊施設

4つ星ホテル、
4つ星スーペリアホテルなど

5つ星ホテル、高級ホテル、
高級キャンプ場など

€ 7.00
€ 6.00
€ 6.25
€ 5.00

€ 5.70

€ 7.50

€ 4.00
€ 4.00
€ 4.00
€ 4.00

€ 4.00

€ 4.00

€ 3.00
€ 2.00
€2.25
€ 1.00

€1.70

€ 3.50

加
や
政
策
へ
の
提
案
書
の
提
出
等
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。
2
0
1
7
年
に
市
の
観
光
政

策
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
し
て
策
定
さ
れ
た
観

光
戦
略
計
画
2
0
2
0（P

lan E
stratégico 

de T
urism

o 2020

）
に
もd

ecid
im

を
通

し
て
住
民
の
意
見
が
盛
り
込
ま
れ
た
他
、
最

近
は
住
民
が
直
接
提
案
・
選
定
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
3
0
0
0
万
€（
2
0
2
4
年

か
ら
2
0
2
7
年
ま
で
総
額
で
約
50
・
3
億

円
）
が
割
り
当
て
ら
れ
る
参
加
型
予
算
編
成

プ
ロ
セ
ス
を
市
内
10
地
区
で
導
入
し
て
い

る
。
例
え
ば
、「
身
体
の
不
自
由
な
方
で
も

ビ
ー
チ
や
海
に
ア
ク
セ
ス
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
」「
サ
ン
ツ
・
モ
ン
ジ
ュ
イ
ッ
ク
の
イ

ベ
リ
ア
広
場
の
緑
と
木
陰
を
復
活
さ
せ
る
」

と
い
っ
た
提
案
な
ど
が
あ
り
、
採
用
さ
れ
た

も
の
は
進
捗
状
況
を
随
時
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
さ
ら
に
大
人
だ
け
で
な
く
子
供

（
8
‐
13
歳
）が
参
加
で
き
る「D

ecid
im
K
id
s

」

が
2
0
2
3
年
に
開
始
さ
れ
、
政
策
を
学
び

な
が
ら
自
分
の
意
見
を
述
べ
た
り
、
優
先
的

に
取
り
組
む
べ
き
施
策
に
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
一
見
、D

ecid
im

で
議
論
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
観
光
と
直
接
関
係
な
い
よ

う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ

う
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
住

民
視
点
で
快
適
な
空
間
が
市
内
各
所
に
作
ら

れ
、
そ
れ
が
ひ
い
て
は
観
光
客
に
と
っ
て
も

2
6
5
号
で
熊
谷
氏
、
ボ
ル
グ
氏
、
佐
野
氏

も
指
摘
し
て
い
る
他
、
既
往
研
究
で
も
多
様

な
住
民
の
動
機
に
合
わ
せ
た
多
角
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
1
）
。

こ
の
複
雑
な
状
況
に
対
し
て
、
バ
ル
セ
ロ
ナ

は
住
民
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
住
民
向
け
の
取
り
組
み
を
掘
り

下
げ
る
こ
と
で
考
察
を
深
め
て
い
き
た
い
。

　
様
々
な
問
題
が
表
出
す
る
中
で
重
視
さ
れ

た
の
が
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
る
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
15
年
に
わ
た
っ
て

観
光
に
対
す
る
住
民
意
識
調
査
を
実
施
し
て

い
る
他
、
図
2
と
図
3
で
紹
介
し
た
観
光
客

の
誘
致
に
対
す
る
意
識
と
バ
ル
セ
ロ
ナ
に

と
っ
て
観
光
が
有
益
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は

指
標
に
含
ま
れ
て
お
り
、
常
に
住
民
の
意
識

を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
続
け
て
い
る
。
2
0
1

6
年
に
は
住
民
参
加
型
の
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
「d

ecid
im
.b
arcelo

n
a

」
の

運
用
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
に
15
万
人

以
上
（
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
人
口
の
10
人
に
1

人
）
の
住
民
が
登
録
・
参
加
し
て
お
り
、
観

光
に
限
ら
ず
市
政
情
報
や
各
種
会
議
で
の
議

論
内
容
を
確
認
で
き
る
他
、
討
論
会
へ
の
参

動
を
行
う
社
会
活
動
家
で
あ
っ
た
コ
ラ
ウ
氏

は
、
社
会
的
公
正
と
住
民
参
加
を
重
視
し
て

様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
特
に
バ

ル
セ
ロ
ナ
独
自
の
政
策
と
し
て
は
、
ホ
テ
ル

や
観
光
用
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
新
規
開
業
や

増
設
を
エ
リ
ア
ご
と
に
制
限
す
る
P
E
U
A

T
（
観
光
宿
泊
施
設
特
別
都
市
計
画
）
を
は

じ
め
、
人
流
集
中
エ
リ
ア
（E

G
A

：E
spais 

d
e G

ran
 A
flu
èn
cia

）
を
特
定
し
、
重
点

的
に
生
活
空
間
の
質
を
回
復
さ
せ
る
取
り
組

み
な
ど
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も

根
幹
に
あ
る
の
は
「
都
市
と
観
光
は
切
り
離

せ
な
い
関
係
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
と
、
住

民
の
生
活
の
質
を
い
か
に
向
上
さ
せ
る
か
と

い
う
視
点
で
あ
る
。（
詳
し
く
は「
観
光
文
化
」

2
6
5
号
「
特
集
3
『
観
光
都
市
』
か
ら
『
観

光
と
と
も
に
生
き
る
都
市
』
へ
」
を
参
照
）

　
一
方
で
、
住
民
と
言
っ
て
も
一
様
で
な
い

こ
と
、
観
光
の
恩
恵
の
受
け
方
も
異
な
り
、

見
方
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
は「
観
光
文
化
」

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
に

伴
い
、
国
際
的
な
観
光
客
の
移
動
が
回
復
基

調
に
転
じ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
日
本
国
内
の

一
部
地
域
に
お
い
て
も
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

以
前
に
問
題
視
さ
れ
て
い
た
観
光
客
の
急

増
に
起
因
す
る
諸
課
題
が
再
び
顕
在
化
し

つ
つ
あ
る
。

　
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
当
財
団
で
は
、

日
本
に
先
行
し
て
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問

題
に
直
面
し
て
き
た
欧
州
主
要
都
市
の
政
策

動
向
に
つ
い
て
、
継
続
的
な
調
査
研
究
を
推

進
し
て
い
る
。
昨
年
度
は
、
2
0
2
3
年
度

よ
り
開
始
し
た
海
外
地
域
へ
の
視
察
活
動
の

一
環
と
し
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
お
よ
び

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
選
定
し
、調
査
結
果
を『
観

光
文
化
』
2
6
4
号
に
て
取
り
ま
と
め
た
。

さ
ら
に
、『
観
光
文
化
』
2
6
5
号
に
お
い
て

は
、
特
集
タ
イ
ト
ル
を
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
下
で
の
リ
バ
ラ
ン
ス
戦
略
」
と
題
し
、

研
究
者
の
視
点
か
ら
欧
州（
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、

イ
タ
リ
ア
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
）
に
お
け
る
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
と
そ
れ
に
対
す
る

最
新
の
対
応
策
や
リ
バ
ラ
ン
ス
戦
略
に
つ
い

て
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
い
て
は
観
光
に
対
す
る

住
民
の
抗
議
活
動
が
メ
デ
ィ
ア
で
象
徴
的
に

報
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
裏
で
は

観
光
と
住
民
生
活
の
共
存
を
図
る
た
め
の
施

策
が
矢
継
ぎ
早
に
実
行
さ
れ
て
い
る
（
こ
こ

は
ほ
と
ん
ど
報
道
さ
れ
な
い
）。
遠
く
離
れ

た
日
本
か
ら
見
て
い
る
と
、
真
摯
に
、
か
つ

多
角
的
に
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
も
思
え
る
が
、
そ
の
実
態
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
今
年
の
視
察
先

を
バ
ル
セ
ロ
ナ
と
し
、
8
日
間
の
行
程
で
視

察
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。

　
福
永
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
を
育
む
住
民
向
け
の
施
策
に
注
目

し
、
山
本
・
池
知
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る

観
光
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
対

応
に
焦
点
を
当
て
た
。
小
川
は
文
化
遺
産
の

保
護
と
観
光
へ
の
活
用
の
現
状
、
岩
野
は
バ

ル
セ
ロ
ナ
の
観
光
管
理
に
お
け
る
デ
ー
タ
活

用
と
地
域
分
散
へ
の
取
り
組
み
に
着
目
し
た
。

　　
か
つ
て
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
製
造
業
や
港
湾
関

連
産
業
に
依
存
す
る
工
業
都
市
で
あ
っ
た

が
、
20
世
紀
後
半
は
、
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
老

朽
化
や
沿
岸
部
の
環
境
汚
染
等
が
深
刻
化

し
、
経
済
的
な
停
滞
期
に
あ
っ
た
。
こ
う
し

た
状
況
を
変
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
な
っ
た
の

が
、
1
9
9
2
年
に
開
催
さ
れ
た
バ
ル
セ
ロ

ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
あ
る
。
市
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
単
な
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
は

な
く
、
都
市
の
再
構
築
と
国
際
的
な
都
市
イ

メ
ー
ジ
の
戦
略
的
転
換
を
目
的
と
し
た
大
規

模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
づ
け
、
港
湾

地
区
や
海
岸
線
の
大
規
模
な
再
開
発
、
交
通

イ
ン
フ
ラ
の
刷
新
を
集
中
的
に
実
施
し
た
。

そ
し
て
1
9
9
3
年
に
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
観
光

局
が
設
立
さ
れ
、
ア
ン
ト
ニ
・
ガ
ウ
デ
ィ
の

建
築
群
な
ど
を
中
心
と
し
た
文
化
や
芸
術
に

焦
点
を
当
て
た
戦
略
が
推
進
さ
れ
た
。
そ
の

戦
略
が
功
を
奏
し
、
観
光
客
数
が
順
調
に
増

加
す
る
一
方
で
、
住
民
と
の
関
係
性
は
変
わ

り
つ
つ
あ
っ
た（
図
●
〜
●
）。
実
際
に
、
市

が
毎
年
実
施
し
て
い
る
住
民
意
識
調
査
の
結

果
を
み
て
も
、
観
光
客
の
誘
致
に
つ
い
て
限

界
に
達
し
て
い
る
と
回
答
す
る
住
民
の
割
合

が
2
0
1
6
年
を
境
に
上
回
り
、
2
0
2
4

年
に
は
74
・
4
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
に
と
っ
て
観
光
が
有
益
か
ど
う

か
と
い
う
設
問
に
つ
い
て
も
、
有
益
と
回
答

す
る
人
の
割
合
は
年
々
下
が
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
2
0
1
5
年
に
市

長
と
な
っ
た
の
が
、
ア
ダ
・
コ
ラ
ウ
氏
で
あ

る
。
2
0
0
0
年
代
後
半
、
ス
ペ
イ
ン
の
経

済
危
機
で
深
刻
化
し
た
住
宅
問
題
の
抗
議
活

5
．お
わ
り
に

〜
パ
ラ
ダ
イ
ム・シ
フ
ト
を

捉
え
、批
判
を
恐
れ
な
い

取
り
組
み
を
〜

魅
力
的
な
街
と
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
な
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
取
り
組

み
の
一
方
で
、
2
0
1
6
年
5
月
に
結
成
さ

れ
た
「
観
光
と
都
市
に
関
す
る
評
議
会

（C
T
iC

：Consell de T
urism

e i C
iutat

）」

は
、
各
地
区
の
代
表
者
、
宿
泊
業
や
飲
食
業

な
ど
の
業
界
団
体
、
労
働
組
合
、
環
境
団
体
、

専
門
家
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
諮
問
機
関
で
あ

り
、
政
策
に
関
す
る
調
査
や
評
価
、
改
善
策

の
提
案
等
を
定
期
的
に
行
う
。
法
的
拘
束
力

を
持
た
な
い
も
の
の
、
政
策
決
定
の
根
拠
と

な
り
、
住
民
も
含
め
た
様
々
な
主
体
の
意
見

が
観
光
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
取
り
込
ま
れ
る
機
会

と
な
っ
て
い
る
。

　
都
市
を
楽
し
む
権
利
は
住
民
に
こ
そ
あ
る

も
の
で
あ
る
が
、
観
光
客
の
増
加
に
よ
る
混

雑
や
、入
場
料
の
値
上
げ
等
に
よ
っ
て
そ
の

権
利
が
奪
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。こ

う
し
た
状
況
の
中
で
2
0
1
4
年
に
創
設
さ

れ
た
の
が
住
民
優
待
プ
ロ
グ
ラ
ム「G

audir 

M
és

」で
あ
る
。16
歳
以
上
の
住
民
（
16
歳
未

満
は
責
任
者
同
伴
で
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
）
で
あ
れ
ば
誰
で
も
登
録
す
る
こ
と

が
で
き
、
市
内
の
博
物
館
や
美
術
館
、
観
光

施
設
等
を
無
料
も
し
く
は
割
引
で
利
用
で
き

る
。
グ
エ
ル
公
園
も
そ
の
対
象
施
設
で
あ
る

が
、
観
光
利
用
と
住
民
利
用
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
て
い
た
な
か
、「
グ
エ
ル
公
園
戦
略
計
画

2
0
1
7
‐
2
0
2
2
」が
策
定
さ
れ
た
。
年

間
の
開
園
時
間
の
う
ち
1
%
し
か
住
民
の
活

動
時
間
に
充
て
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
状
況
を

ふ
ま
え
、
住
民
の
み
が
入
場
で
き
る
時
間
枠

（
朝
7
時
か
ら
9
時
半
ま
で
と
18
時
か
ら
22

時
ま
で
（
季
節
に
よ
り
時
間
帯
は
前
後
））
を

設
定
し
た
他
、「G

audir M
és

」
の
利
便
性

向
上
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
の
改
良
等
が
行
わ

れ
た
。グ
エ
ル
公
園
で
は
、混
雑
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
や
体
験
の
質
を
高
め
る
た
め
、
2
0
1
3

年
か
ら
事
前
予
約
制
を
採
用
し
、
来
園
日
時

に
応
じ
た
入
場
料
を
徴
収
し
て
い
る
が
、
住

民
で
あ
れ
ば
無
料
で
い
つ
で
も
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
観
光
化
に
よ
っ
て
住
民
の
利
用
が
遠
の
い

て
し
ま
っ
た
ボ
ケ
リ
ア
市
場
で
も
、
団
体
客

の
入
場
規
制
（
人
数
・
曜
日
）
や
、
各
店
舗

が
販
売
し
て
い
る
商
品
の
構
成
比
率
の
取
り

決
め
と
い
っ
た
対
策
に
乗
り
出
し
て
い
る

（
特
集
4
‐
●
参
照
）。

　
2
0
2
3
年
に
は
観
光
収
入
を
市
民
に
還

元
す
る
仕
組
み
と
し
て
、
観
光
市
民
還
元
基

金
「F

o
n
s R

eC
iu
taT

」
が
創
設
さ
れ
た
。

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
が
2
0
1
2
年
か
ら
徴
収

し
て
い
る
宿
泊
税
（IE

E
T

）
に
つ
い
て
は
、

2
0
2
0
年
の
州
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
そ

の
使
途
が
従
来
の
観
光
振
興
に
加
え
て
市
民

生
活
の
質
の
向
上
に
も
充
て
ら
れ
る
よ
う
拡

大
さ
れ
た
。
こ
の
法
改
正
に
基
づ
き
、

2
0
2
1
年
6
月
か
らIE

E
T

に
バ
ル
セ
ロ

ナ
市
独
自
の
追
加
宿
泊
税
を
上
乗
せ
す
る
形

で
徴
収
が
開
始
さ
れ
た
。
2
0
2
5
年
10
月

現
在
は
1
人
1
泊
あ
た
り
4
€（
原
則
と
し

て
最
大
7
泊
分
ま
で
、
16
歳
以
下
は
免
除
）

で
あ
る
が
、
段
階
的
に
引
き
上
げ
が
行
わ
れ

て
現
在
の
税
額
と
な
っ
て
い
る
。

　
「F

o
n
s R

eC
iu
taT

」
の
使
途
と
し
て
発

表
さ
れ
て
い
る
の
が
、市
内
1
7
0
の
学
校
・

教
育
機
関
に
お
け
る
空
調
設
備
の
導
入
で
あ

る
。
気
候
変
動
（
熱
波
）
が
学
校
に
及
ぼ
す

影
響
を
勘
案
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
観
光
業

界
か
ら
は
、
都
市
の
清
掃
や
治
安
維
持
、
観

光
イ
ン
フ
ラ
の
改
善
な
ど
に
使
う
べ
き
と
い

う
意
見
も
あ
る
。

　
「B

icin
g

」
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
住
民
の
み

が
使
え
る
自
転
車
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
。
2
0
0
7
年
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
が

住
民
の
日
常
的
な
移
動
手
段
の
改
善
と
環
境

負
荷
の
低
減
を
目
指
し
て
開
始
し
、
運
営
は

外
部
委
託
し
て
い
る
。
市
内
5
0
0
ヵ
所
以

上
の
自
転
車
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
約
8
0
0
0

台
の
自
転
車
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「S

M
O
U

」
を
通
じ
て
、

空
き
状
況
の
確

認
や
予
約
を
す

る
こ
と
が
で
き

る
。
年
間
利
用

料
が
安
価
な
た

め
、
通
勤
に
使

う
住
民
も
多
い

と
の
こ
と
で
あ

る
。ま
た
、2
0

2
3
年
に
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
都
市
圏
交
通
局

が
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
外
を
含
む
広
範
囲
で
の

移
動
を
可
能
に
す
る
電
動
自
転
車
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
「A

M
B
ici

」
を
開
始
し
た
。

　
一
般
的
に
公
共
交
通
の
混
雑
緩
和
を
検
討

す
る
際
に
は
、
観
光
客
の
利
用
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
よ
う
と
し
が
ち
で
あ
る
が
、
市
民

が
活
用
し
た
く
な
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
で
、市
民
側
の
行
動
変
容
を
促
し
つ
つ
、

健
康
増
進
、
電
車
や
バ
ス
の
混
雑
緩
和
に
つ

な
げ
て
い
る
。

　
市
民
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
「A

gen
ts C

ívics

」

は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
安
全
で
秩
序
あ
る
空
間

に
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
地
域
を
巡
回
し
な

が
ら
来
訪
者
へ
の
情
報
提
供
、
マ
ナ
ー
の
伝

達
、
来
訪
者
と
住
民
と
の
小
さ
な
ト
ラ
ブ
ル

＜参考文献＞
○観光文化264号「世界の観光ダイナミズム2024」
https://www.jtb.or.jp/book/tourism-culture/tourism-culture-264/
○観光文化265号「オーバーツーリズム下でのリバランス戦略」
https://www.jtb.or.jp/book/tourism-culture/tourism-culture-265/
○「Percepció del turisme a Barcelona」Del 3 de juny al 21 d’octubre de 2024
https://ajuntament.barcelona.cat/turisme/sites/default/files/
2025-03/Percepcio_Turisme_Informe_2024.pdf
○バルセロナ大学ホテル観光学院
（CETT Barcelona School of Tourism, Hospitality and Gastronomy）
https://www.cett.es/en

＜注＞
（1）Daniele Scarpi, Ilenia Confente, Ivan Russo（2022）,
The impact of tourism on residents' intention to stay. 
A qualitative comparative analysis, Annals of Tourism Research 97 103472
（2）後藤健太郎「視座 オーバーツーリズム下でのリバランス戦略～欧州都市を通じて～」
（観光文化265号「オーバーツーリズム下でのリバランス戦略」）、2025年5月

の
仲
介
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
2
0
2
4

年
の
指
摘
内
容
と
し
て
は
、
交
通
ル
ー
ル
違

反
や
団
体
観
光
客
に
よ
る
迷
惑
行
為
等
の

他
、
ヌ
ー
デ
ィ
ズ
ム
、
無
許
可
の
客
引
き
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
警
察
で
は
な
い
の
で
罰

金
を
科
す
等
の
権
限
は
持
た
な
い
が
、
街
で

発
生
し
て
い
る
事
象
を
市
や
警
察
と
共
有
す

る
と
共
に
、
対
話
を
通
じ
て
事
件
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
が
重
要
な
役
割
と
な
っ
て
い
る
。

2
0
2
4
年
の
夏
に
は
約
70
名
が
市
内
の
主

要
ス
ポ
ッ
ト
に
配
置
さ
れ
、
特
に
E
G
A
に

指
定
さ
れ
て
い
る
地
区
で
は
人
数
を
増
や
し

て
対
応
し
て
お
り
、
住
民
に
と
っ
て
は
彼
ら

の
存
在
自
体
が
安
心
に
つ
な
が
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
リ
ア
ル
の
巡
回
と

並
行
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
監
視
を
行
っ

て
い
る
。

　
最
近
の
日
本
で
は
、
起
き
て
い
る
問
題
の

本
質
を
き
ち
ん
と
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
ま
ま

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
で
語
っ

て
い
る
例
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
偏
っ
た

側
面
か
ら
の
報
道
が
そ
れ
を
助
長
し
て
い
る

面
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
よ
う
に
思
え
る
が
、

後
藤
2
0
2
5
（
注
2
）
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、

「
単
な
る
表
面
的
な
症
状
に
対
処
す
る
の
で

は
な
く
、
問
題
を
深
く
掘
り
下
げ
、
そ
の
背

景
や
原
因
に
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
問
題
現
象
を
特
定
し
、
そ
れ
を
分
解
し

て
個
々
の
要
素
を
捉
え
る
こ
と
を
超
え
て
、

各
要
素
の
相
互
作
用
や
影
響
を
総
合
的
に
理

解
す
る
シ
ス
テ
ム
思
考
」
が
求
め
ら
れ
る
。

　
と
は
い
え
、問
題
を
定
義
し
特
定
す
る
と

い
う
作
業
は
、慎
重
な
姿
勢
や
多
方
面
へ
の

配
慮
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、自
治
体
に

と
っ
て
は
容
易
で
な
い
こ
と
も
う
か
が
え
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
取
り
組
み
か
ら
学
べ
る
こ

と
は
、「
批
判
は
あ
る
前
提
で
、ま
ず
は
施
策

を
発
表
し
、実
行
し
て
み
る
」と
い
う
姿
勢
で

あ
る
。最
初
か
ら
完
璧
な
施
策
な
ど
な
く
、進

め
な
が
ら
関
係
者
の
意
見
を
聞
い
て
軌
道
修

正
し
て
い
け
ば
よ
い
。D

ecidim

を
は
じ
め

と
し
た
相
互
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会

を
創
出
す
る
こ
と
は
、
多
様
な
背
景
の
意
見

を
持
つ
住
民
と
意
識
合
わ
せ
を
し
つ
つ
、
建

設
的
で
有
意
義
な
議
論
が
で
き
る
土
台
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。と
り
わ
け
、

D
ecid

im
K
id
s

に
参
加
し
た
子
供
た
ち
の

将
来
が
楽
し
み
で
あ
る
。

　
2
点
目
は
、
住
民
に
目
を
向
け
た
取
り
組

み
の
多
さ
で
あ
る
。
観
光
客
に
行
動
変
容
を

促
す
取
り
組
み
も
必
要
で
は
あ
る
が
、
住
民

の
権
利
を
保
証
し
、
そ
れ
を
可
視
化
す
る
こ

と
が
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
（
市
民
の
誇
り
）

の
醸
成
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
3
点
目
は
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

を
実
行
で
き
る
財
源
の
存
在
で
あ
る
。
日
本

で
も
観
光
財
源
の
導
入
が
進
ん
で
い
る
が
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
の
よ
う
に
E
U
等
の
外
部
資
金

を
獲
得
し
な
が
ら
も
自
ら
の
意
思
で
使
用
で

き
る
財
源
を
確
保
し
、
適
切
に
運
用
で
き
る

仕
組
み
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
し
て
、

グ
エ
ル
公
園
や
カ
サ
・
バ
ト
リ
ョ
等
で
も
、

高
額
な
入
場
料
を
徴
収
し
て
い
る
が
、
将
来

に
残
し
て
い
く
た
め
の
財
源
と
し
て
理
解
を

求
め
る
説
明
が
さ
れ
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
な
世
界
共

通
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
も
あ
る
一
方
で
、

地
域
に
と
っ
て
の
転
換
点
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
。問
題
の
核
心
を
捉
え
つ
つ
、覚
悟
を
持
っ

た
取
り
組
み
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
地
域
に

問
わ
れ
て
い
る
。

　1969年に設立されたバルセロナ大学ホテル観光学院（CETT Barcelona School of Tourism, 
Hospitality and Gastronomy）は、1997年よりバルセロナ大学の附属機関として、観光、ホスピ
タリティ、ホテル、ガストロノミー分野の教育研究を推進している。その歴史は60年近くに及び、
スペインの観光産業発展に寄与するという公的ミッションを担う私学である。CETTの最も重要
なミッションは、スペイン国内ランキング1位、世界184位という大学ランキングの評価や政府
認証に裏打ちされた教育の質を担保しつつ、観光産業が求める人材を常にモニタリングし、そ
の要望に合った人材を輩出していくことである。
　CETTの教育の基盤は、実務経験ベースの教員による理論と実践の融合にある。教員は産業
界と大学を往還するキャリアパスを持ち、純粋な研究に閉じることなく、常に社会とのつながりを
維持することを重視している。教育体系は、2年間の専門課程から4年間の学士課程（観光学、国
際ホテル経営、デジタルビジネス&イノベーション、マーケティング、イベント、エンターテイン
メント）、修士課程（観光事業経営、ホスピタリティ経営等の5コース）となっており、1600人以上
の学生が在籍している。また、授業はスペイン語と英語で実施され、学生の約60%を外国人学
生（約73カ国）が占めている。ハワイ大学や香港理工大学、セントラルフロリダ大学、北海道大
学といった海外の大学との交換留学制度も充実しており、国際的な人材育成に注力している。
　特筆すべき特徴は、独自の施設戦略にある。大学が保有するホテルやレストランは、学生の
学習現場の意味合いというよりも、研究成果の反映と社会実験の場として運営されている。ここ
では、接客動線やサステナブル運用モデルなどの検証が実施され、その成果が業界に還元さ
れる仕組みである。地域との連携機会も多く、例えばバルセロナ周辺の広域自治体と協働し、観
光客の分散化戦略や、まだ観光客が多く訪れていない地域の資源発掘・コンテンツ造成、自治
体間の連携に向けた広域観光計画策定等の支援などを行っている。
　産業界との連携も組織的に実施しており、カタルーニャ州の主要企業の上層部が参加する外
部取締役会を年2回開催し、産業界のニーズを直接聴取している。学生が必ずしも観光業界に
就職しないという面では日本の大学と同様の課題であるため、外部取締役会の場で、観光産業
の待遇改善を強く要請するなど、人材需給と教育の持続可能性に関する対話を積極的に行って
いる。
　日本と同様、スペインも観光業界の人材不足は深刻である。ここ最近は求人倍率が2倍以上と
高く、学生一人に対して2つのオファーがある状況である。そのため、学生も大学を続けるよりも
早く働きたいという早期就労への強いインセンティブを生み、結果として学業への集中力や学
習意欲が低下しやすいという教育上の課題もある。
　一方でカタルーニャ州政府からの支援も受けながら一般向けのリカレント教育も実施してお
り、1年間で180時間～200時間の履修設計で、多い時は1000人以上が受講している。若者の
仕事や結婚等に対する価値観も多様化し、AIにより利便性や生産性が高まる中、自ら考える力を
いかに高めていくかが重要な課題であるとのことである。

【
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に
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バ
ル
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ロ
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デ
ル
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自
然
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、
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ル
セ
ロ
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テ
ル
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、
民
泊
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ー
、

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
政
府
観
光
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、
バ
ル
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大
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、
大
島
里
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氏
、
北
海
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学
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黒
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介
氏
に
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研究と実践が密接に結びつく
バルセロナ大学ホテル観光学院

表 2 バルセロナにおける宿泊税

※2025年10月1日時点

写真左：バルセロナ大学
ホテル観光学院が運営
するホテルアリマラ。日本
人の利用も多い。
写真右：バルセロナ大学
ホテル・観光学院コンサ
ルティング部長上級役員
ダビド・ペゲロ氏と連携
客員教授石黒侑介氏

宿泊施設のタイプ
カタルーニャ州

の宿泊税
バルセロナ市の

宿泊税
合計

 （1人1泊あたり）

住
民
だ
け
が
使
え
る

自
転
車
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

「B
icing

」

街
の
秩
序
を
守
る

「A
gents C

ívics

」

‒❶ バルセロナ視察の全体像とシビックプライドを育む観光ガバナンス4
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業
者
で
あ
る
た
め
、
業
界
を
代
表
す
る
組
織

と
し
て
バ
ル
セ
ロ
ナ
観
光
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト

協
会
（A

P
A
R
T
U
R

）
が
機
能
し
て
い
る
。

A
P
A
R
T
U
R
は
民
泊
を
合
法
的
に
運
営

し
て
い
る
オ
ー
ナ
ー
や
管
理
会
社
に
よ
っ
て

構
成
。
民
泊
の
利
益
を
擁
護
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
行
政
に
よ
る
ラ
イ
セ
ン
ス
廃
止
計

画
に
対
し
て
は
、
反
対
の
意
を
示
し
、
代
替

案
の
提
案
や
補
償
請
求
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
自
分
た
ち
の
意
見
の
裏
付
け
の
た

め
に
、
民
泊
が
住
宅
価
格
高
騰
の
大
き
な
要

因
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
レ
ポ
ー
ト
を
作
成

し
た
り
、
合
法
的
に
経
営
を
し
て
い
る
事
業

者
を
増
や
し
守
る
た
め
に
、
会
員
向
け
情
報

共
有
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
作
成
や
認
証
取

得
を
支
援
し
た
り
、
自
ら
違
法
民
泊
を
取
り

締
ま
る
シ
ス
テ
ム
を
運
営
す
る
等
と
い
っ
た

取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
現
在
既
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
宿
泊
施

設
の
ベ
ッ
ド
数
に
民
泊
が
占
め
る
割
合
は
約

4
割
と
な
っ
て
い
る
。
人
数
の
多
い
家
族
連

れ
や
学
生
グ
ル
ー
プ
な
ど
通
常
の
ホ
テ
ル
で

は
受
け
入
れ
に
く
い
需
要
も
あ
り
、
民
泊
の

全
廃
は
非
現
実
的
だ
と
い
う
意
見
も
多
い
。

市
と
し
て
は
、
全
廃
を
実
現
し
た
上
で
、
失

業
者
に
対
し
て
は
職
業
訓
練
等
の
実
施
を
計

画
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
の
経
過

に
着
目
し
た
い
。

た
政
策
的
取
り
組
み
を
住
宅
分
野
と
商
業
分

野
に
分
け
て
検
討
し
、
日
本
の
観
光
地
が
直

面
し
つ
つ
あ
る
課
題
へ
の
示
唆
を
探
る
。

　
ま
ず
住
宅
分
野
を
見
て
み
る
と
、
バ
ル
セ

ロ
ナ
で
は
住
宅
価
格
の
高
騰
に
よ
る
住
民
の

流
出
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

問
題
は
、
2
0
1
4
年
頃
か
ら
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
始
め
た
。
背
景
に
は
様
々
な
要
因

が
あ
る
が
、
特
に
当
時
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

た
要
因
が
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
る
。

●
2
0
0
8
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を

契
機
に
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
そ
れ
ま
で
起
こ
っ

て
い
た
住
宅
バ
ブ
ル
が
崩
壊
。
崩
壊
か
ら

の
回
復
の
動
き
の
中
、
他
国
の
市
場
と
比

較
し
て
安
価
で
あ
っ
た
ス
ペ
イ
ン
の
住
宅

資
産
が
、
世
界
の
富
裕
層
に
と
っ
て
投
資

対
象
と
な
っ
た
。

●
観
光
が
進
展
し
た
結
果
、
住
宅
が
ホ
テ
ル

や
民
泊
等
の
宿
泊
施
設
に
転
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
2
0
1
0
年
前
後
か
ら
、
特
に
民

泊
に
関
し
て
そ
の
流
れ
は
加
速
。

●
ど
こ
で
も
働
く
こ
と
が
で
き
る
デ
ジ
タ
ル

ノ
マ
ド
等
の
高
所
得
外
国
人
が
、
バ
ル
セ
ロ

B
oqueria

）
で
あ
る
。
ボ
ケ
リ
ア
市
場
は
長

年
「
住
民
の
台
所
」
と
し
て
住
民
の
生
活
を
支

え
て
き
た
が
、
2
0
0
0
年
代
以
降
、
観
光

客
向
け
の
食
べ
歩
き
商
品
な
ど
を
提
供
す
る

屋
台
が
増
え
、
伝
統
的
な
生
鮮
食
品
を
扱
う

店
舗
が
減
少
し
た
こ
と
で
、
地
元
住
民
か
ら

「
日
常
の
買
い
物
が
し
づ
ら
く
な
っ
た
」
と
い

う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
商
品
の
構

成
比
率
を
定
め
る「
50
：
50

ル
ー
ル
」を
含
む
新
ル
ー

ル
を
市
と
市
場
組
合
が
協

働
で
企
画
し
、2
0
2
5

年
9
月
に
組
合
員
の
9
割

以
上
の
賛
成
を
得
て
承
認

を
得
た
。
こ
の
新
ル
ー
ル

は
、
市
場
全
体
の
店
舗
の

う
ち
少
な
く
と
も
50
％
は

伝
統
的
な
生
鮮
食
品（
精

肉
・
鮮
魚
・
青
果
な
ど
）の

販
売
に
充
て
る
一
方
、加

工
・
調
理
済
み
食
品
や
そ

の
場
で
消
費
さ
れ
る
商
品

（
食
べ
歩
き
商
品
な
ど
）
の

販
売
は
最
大
で
も
50
％
に

制
限
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
観
光

客
向
け
業
種
に
偏
り
過
ぎ

る
こ
と
を
防
止
し
、
市
場
本
来
の
食
料
品
市

場
と
し
て
の
性
格
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
市
当
局
は
こ
う
し
た
規
制
と
引
き

換
え
に
総
額
1
2
0
0
万
ユ
ー
ロ
以
上
を
市

場
に
投
じ
、
大
規
模
な
改
修
計
画
を
進
め
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
に
は
老
朽

化
し
た
屋
根
の
全
面
改
修
、
施
設
設
備
の
更

新
、
ト
イ
レ
や
空
調
の
改
善
、
外
部
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
動
線
の
整
備
な
ど
が
含
ま
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
ハ
ー
ド
面
で
の
支
援
策
と
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
市
場
組
合
員
た
ち
に
も

観
光
客
向
け
販
売
規
制
の
受
け
入
れ
に
十
分

な
メ
リ
ッ
ト
を
提
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
「
規
制
と
支
援
の
組
み
合
わ

せ
」
に
よ
る
市
場
運
営
モ
デ
ル
は
、
観
光
に

よ
る
経
済
効
果
を
維
持
し
つ
つ
地
域
社
会
の

共
有
資
源
と
し
て
の
機
能
を
守
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
の
取
り
組
み
も
、

言
い
換
え
れ
ば
、
行
政
が
一
定
の
規
制
的
枠

組
み
に
よ
っ
て
、
商
業
空
間
の
多
様
性
を
守

ろ
う
と
す
る
取
り
組
み
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
こ
れ
ら
の
政
策
は
、
観
光

客
向
け
の
商
業
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な

い
。
過
度
な
商
業
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
進
行

は
、
地
域
の
日
常
的
な
営
み
や
固
有
の
文
化

を
浸
食
し
、
結
果
と
し
て
観
光
の
魅
力
そ
の

も
の
を
損
な
う
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
む
し

ろ
、
観
光
を
経
済
の
重
要
な
要
素
と
認
め
た

上
、
地
域
の
商
業
多
様
性
を
維
持
す
る
方
向

を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
発
想
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

や
ベ
ネ
チ
ア
な
ど
、
観
光
の
急
激
な
拡
大
を

体
験
し
て
い
る
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る

　
観
光
の
拡
大
は
、住
宅
市
場
の
み
な
ら
ず
、

地
域
の
商
業
構
造
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
、
と
り
わ
け
旧
市
街

（C
iu
tat V

ella

）
に
お
い
て
観
光
客
の
急

増
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
生
活
を
支
え
て

き
た
店
舗
が
減
少
し
、
代
わ
っ
て
土
産
物
店

や
観
光
客
向
け
の
飲
食
店
等
が
集
積
す
る
傾

向
が
顕
著
と
な
っ
た
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
、
こ
の
変
化
を
単
な
る
経

済
現
象
と
し
て
で
は
な
く
、
地
域
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
わ
る
課
題
と
し
て
位
置
づ

け
て
い
る
。
2
0
2
5
年
7
月
3
日
付
の
市

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
で
は
、
旧
市
街
用
途
計
画

2
0
2
5
（P

la d’
U
sos de C

iutat V
ella 

2025

）
の
目
的
と
し
て
、「
文
化
的
提
供
や

地
域
に
資
す
る
質
の
高
い
経
済
活
動
を
促
進

す
る
一
方
で
、
地
区
の
一
部
に
定
着
し
て
い

る
商
業
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
を
回
避
す
る
」

こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。当
該
計
画
で
は
、

観
光
を
一
律
に
抑
制
す
る
の
で
は
な
く
、
地

域
社
会
の
多
様
性
を
維
持
し
な
が
ら
持
続
的

な
都
市
経
済
を
実
現
す
る
と
い
う
理
念
を
掲

げ
て
い
る
。

　
こ
の
理
念
は
、
都
市
計
画
、
商
業
政
策
、

さ
ら
に
は
公
共
空
間
管
理
に
至
る
複
数
の
分

野
に
共
通
す
る
政
策
軸
と
し
て
展
開
さ
れ
て

い
る
。
以
下
で
は
、
そ
の
よ
う
な
商
業
空
間

に
対
す
る
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
、
旧
市
街
に
お
け
る
観
光

関
連
業
種
の
過
度
な
集
積
と
、
そ
れ
に
伴
う

地
域
の
商
業
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
を
防
ぐ
た

め
、
都
市
計
画
上
の
手
段
で
あ
る
特
別
用
途

計
画
を
活
用
し
て
い
る
。
用
途
計
画
に
よ
る

商
業
活
動
の
規
制
は
1
9
9
0
年
代
初
頭
に

始
ま
り
、
2
0
1
0
年
・
2
0
1
3
年
の
改

訂
を
経
て
、
2
0
1
8
年
に
現
行
制
度
（「
旧

市
外
用
途
計
画
2
0
1
8
年
版
」）
へ
と
改

正
さ
れ
た
。

　
当
初
の
計
画
は
、
深
夜
営
業
施
設
な
ど
に

よ
る
公
共
空
間
の
治
安
維
持
等
を
目
的
と
し

て
い
た
が
、
観
光
の
拡
大
と
と
も
に
、
観
光

が
地
域
住
民
の
生
活
環
境
に
影
響
を
与
え
は

じ
め
た
た
め
、
地
域
社
会
の
課
題
は
「
治
安

の
管
理
」
か
ら
「
居
住
と
観
光
の
共
存
」
へ

と
変
化
し
た
。

　
2
0
1
8
年
改
訂
版
で
は
、
単
に
特
定
業

種
の
営
業
を
制
限
す
る
の
で
は
な
く
、
都
市

空
間
に
お
け
る
用
途
の
調
整
を
主
眼
と
す
る

仕
組
み
が
整
え
ら
れ
て
お
り
、そ
の
目
的
は
、

都
市
空
間
の
利
用
を
調
整
し
、
住
宅
・
商
業
・

観
光
・
文
化
と
い
っ
た
多
様
な
都
市
機
能
の

共
存
を
確
保
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
仕
組
み
と
し
て
、
2
0
1
8
年

改
訂
版
で
新
た
に
導
入
さ
れ
た
の
が
、「
商

業
密
度
制
限
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
飲
食

関
連
業
」「
娯
楽
・
夜
間
営
業
施
設
（
デ
ィ
ス

コ
、音
楽
バ
ー
、シ
ョ
ー
を
伴
う
飲
食
業
等
）」

「
観
光
サ
ー
ビ
ス
関
連
業
（
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
、
観
光
案
内
所
、
旅
行
代
理
業
、
土
産
物

販
売
等
）」
と
い
っ
た
特
定
業
種
が
一
定
の

度
合
い
を
超
え
て
集
中
す
る
区
域
で
は
、
新

規
営
業
を
認
め
な
い
仕
組
み
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
、店
舗
の
種
類
ご
と
に
立
地
距
離（
半

径
50
〜
1
0
0
m
）
を
設
定
し
、
そ
の
範
囲

内
で
同
業
種
の
営
業
面
積
が
一
定
値
を
超
え

る
場
合
、
新
規
の
営
業
許
可
を
出
さ
な
い
と

定
め
て
い
る
。
こ
の
計
算
は
、
街
区
単
位
で

は
な
く「
各
店
舗
の
正
面
か
ら
の
距
離
半
径
」

に
基
づ
き
、
空
間
的
に
重
複
す
る
エ
リ
ア
単

位
で
制
度
化
さ
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ

る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
制
限
は
住
宅
用
途
や

教
育
・
医
療
施
設
に
隣
接
す
る
エ
リ
ア
で
は

さ
ら
に
厳
格
化
さ
れ
て
い
る
。

　
2
0
2
5
年
7
月
に
初
期
承
認
さ
れ
た
新

旧
市
街
用
途
計
画
2
0
2
5
で
は
、
こ
の
方

向
性
を
さ
ら
に
拡
張
し
、
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
、

C
B
D
製
品
販
売
店
、
携
帯
電
話
ケ
ー
ス
・

ア
ク
セ
サ
リ
ー
販
売
店
な
ど
、
低
付
加
価
値

型
・
短
期
収
益
型
の
店
舗
に
つ
い
て
新
規
の

営
業
許
可
の
発
行
を
停
止
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
市
は
そ
の
理
由
と
し
て
、
こ
れ
ら
の

業
種
が
旧
市
街
の
一
部
に
過
度
に
集
中
し
、

地
域
の
商
業
多
様
性
を
損
な
う
要
因
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
用
途
計
画
は
、
市
場
経
済
が
も

た
ら
す
商
業
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
の
傾
向
に

対
し
、
行
政
が
政
策
的
に
介
入
し
て
商
業
空

間
の
多
様
性
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
試
み
で

あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
レ
ン
ト
・
ギ
ャ
ッ

プ
理
論
が
示
す「
潜
在
的
収
益
の
上
昇
に
よ
っ

て
土
地
利
用
が
一
方
向
的
に
転
換
す
る
動
き
」

に
対
し
て
、
行
政
が
一
定
の
規
制
的
枠
組
み

に
よ
っ
て
、
商
業
空
間
の
多
様
性
を
守
ろ
う

と
す
る
取
り
組
み
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
で
は
、
観
光
に
よ
っ
て
公

共
空
間
の
公
共
性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
を
防

ぐ
た
め
、
市
場
や
広
場
と
い
っ
た
空
間
の
管

理
に
新
た
な
仕
組
み
を
導
入
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
。
そ
の
代
表
例
が
旧
市
街
に

位
置
す
る
ボ
ケ
リ
ア
市
場
（M

ercat de la 

は
「
混
雑
地
域
」
に
お
け
る
大
規
模
所
有
者

の
新
規
契
約
の
家
賃
に
上
限
を
設
け
た
。
こ

れ
ら
は
住
民
の
長
期
賃
貸
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
結
果
、
貸
主
は

住
民
向
け
の
長
期
賃
貸
市
場
か
ら
撤
退
し
、

高
所
得
の
外
国
人
デ
ジ
タ
ル
ノ
マ
ド
等
を
対

象
と
し
た
季
節
賃
貸
（
6
|
11
か
月
程
度
の

賃
貸
）
に
移
行
し
て
い
る
。

　

　
本
件
に
関
し
て
は
、ま
さ
に
レ
ン
ト
・
ギ
ャ
ッ

プ
理
論
を
当
て
は
め
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。「
現

在
の
利
用
」、す
な
わ
ち
長

期
賃
貸
で
生
み
出
さ
れ
る

地
代
よ
り
も
、「
よ
り
収
益

性
の
高
い
利
用
」、
す
な
わ

ち
季
節
賃
貸
で
得
ら
れ
る

可
能
性
の
あ
る
地
代
の
方

が
高
く
な
っ
た
。
結
果
的

に
住
民
向
け
の
長
期
賃
貸

の
母
数
は
増
加
し
て
お
ら

ず
、
賃
貸
価
格
の
上
昇
は

続
く
こ
と
と
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
。

　
上
記
の
よ
う
に
、バ
ル
セ

ロ
ナ
で
は
住
宅
ジ
ェ
ン
ト

リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対

し
て
多
様
な
政
策
が
実
行

さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
は

評
価
さ
れ
て
い
る
部
分
も
多
い
一
方
、
政
策

介
入
に
よ
り
別
の
課
題
が
生
じ
て
新
た
な
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
イ
ン

パ
ク
ト
の
あ
る
政
策
で
あ
る
が
ゆ
え
に
弊
害

も
大
き
く
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

ナ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
魅
力
を
感
じ
て
移

住
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る
人
口
増
加
の
一

端
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
住
宅

価
格
の
高
騰
が
生
じ
、
従
来
か
ら
バ
ル
セ
ロ

ナ
に
居
住
し
て
い
た
住
民
は
家
賃
を
支
払
え

ず
転
出
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
状
況
と
な
っ

た
。
危
機
感
を
覚
え
た
住
民
ら
に
よ
り
、

2
0
1
5
年
11
月
に
は「
持
続
可
能
な
観
光

の
た
め
の
近
隣
住
民
組
合（A

sam
blea de 

B
arrios por un T

urism
o S

ostenible 

※
現
在
はA

sam
blea de B

arrios por el 

D
ecrecim

iento T
uristico

と
名
称
変
更
）」

が
設
立
さ
れ
、観
光
客
数
の
削
減
、住
居
の
権

利
等
を
主
張
し
始
め
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
2
0

1
5
年
5
月
に
新
た
に
市
長
と
な
っ
た
ア

ダ
・
コ
ラ
ウ
氏
の
も
と
、
住
民
用
の
適
切
な

数
の
住
居
の
確
保
、
そ
し
て
快
適
な
住
環
境

確
保
の
た
め
の
政
策
が
行
わ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
の
中
で
も
中
心
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
宿
泊
施
設
の
立
地
・

数
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
す
る
施
策
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
具
体
的
に
は
、

①
エ
リ
ア
全
体
の
宿
泊
施
設
の
分
布
管
理

（
後
述
の
P
E
U
A
T
を
通
し
て
推
進
）、②

特
定
の
宿
泊
施
設
形
態
（
民
泊
）
に
特
化
し

た
規
制
管
理
、
と
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
順
に
説
明
し
た
い
。

　
ま
ず
2
0
1
7
年
に
導
入
さ
れ
た
P
E
U

A
T
（
観
光
宿
泊
施
設
特
別
都
市
計
画
）
は
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
全
体
を
ゾ
ー
ン
分
け
し
、
ゾ
ー

ン
ご
と
に
全
て
の
タ
イ
プ
の
宿
泊
施
設
の
新

規
設
立
に
制
限
を
定
め
、
結
果
的
に
宿
泊
施

設
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
計
画
で
あ
る
。

ゾ
ー
ン
は
、観
光
宿
泊
施
設
の
提
供
の
強
度
、

住
民
人
口
に
対
す
る
宿
泊
施
設
の
比
率
、
公

共
空
間
の
飽
和
度
、
既
存
の
都
市
形
態
な
ど

の
要
因
に
基
づ
い
て
、
新
し
い
観
光
施
設
を

受
け
容
れ
る
能
力
を
十
分
に
有
す
る
か
と
い

う
観
点
で
決
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
状
況
の

変
化
を
踏
ま
え
て
数
年
ご
と
に
ゾ
ー
ン
の
境

界
は
更
新
さ
れ
て
い
る
。

　
ゾ
ー
ン
ご
と
の
制
限
の
内
容
に
つ
い
て
は

観
光
文
化
2
6
5
号
特
集
3
に
て
説
明
さ
れ

て
い
る
た
め
、
そ
ち
ら
を
参
照
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
こ
の
政
策
の
意
図
に
つ
い
て
も
、

同
じ
く
観
光
文
化
2
6
5
号
の
中
で
説
明
さ

れ
て
い
る
。（
以
下
引
用
）

　
「
宿
泊
施
設
の
立
地
規
制
を
通
し
て
、
用

途
の
混
在
を
図
り
、
界
隈
の
公
共
空
間
で
の

生
活
を
維
持
す
る
と
と
も
に
そ
こ
へ
の
観
光

の
影
響
を
最
小
限
に
留
め
、
持
続
可
能
な
経

済
活
動
の
展
開
を
図
る
と
こ
ろ
に
狙
い
が
あ

る
。
何
よ
り
も
、
市
民
の
住
む
権
利
を
保
障

す
る
こ
と
が
最
大
の
眼
目
で
あ
る
。」（
阿
部

大
輔
「『
観
光
都
市
』
か
ら
『
観
光
と
と
も
に

生
き
る
都
市
』
へ
丨
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
の
最
前
線
」）

　
す
な
わ
ち
本
政
策
は
、
利
益
を
生
む
宿

泊
施
設
が
一
定
の
地
区
内
に
集
中
す
る
こ

と
を
防
ぎ
、
公
共
空
間
を
守
る
た
め
、
そ

し
て
そ
の
結
果
住
民
の
快
適
な
居
住
環
境

を
確
保
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た

そ
れ
と
同
時
に
、
ホ
テ
ル
開
発
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
下
に
置
き
無
秩
序
な
開
発
を
防
ぐ

こ
と
に
よ
り
、
質
の
高
い
観
光
地
と
し
て

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
キ
ー
プ
す
る
た

め
の
も
の
で
も
あ
る
。

　
次
に
民
泊
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
だ

が
、
こ
ち
ら
に
関
し
て
は
P
E
U
A
T
以
上

に
厳
格
な
対
応
が
と
ら
れ
て
い
る
。
2
0
1

5
年
、
P
E
U
A
T
の
策
定
に
先
立
ち
民
泊

の
新
規
ラ
イ
セ
ン
ス
発
行
が
停
止
さ
れ
た
。

2
0
0
9
年
に
は
6
3
2
件
だ
っ
た
民
泊
の

数
が
2
0
1
4
年
に
は
9
6
0
6
件
と
、
短

期
間
で
大
幅
に
増
加
し
て
い
た
民
泊
だ
が
、

2
0
1
5
年
以
降
そ
の
増
加
は
停
止
し
た
。

そ
の
後
も
、「
バ
ル
セ
ロ
ナ
観
光
戦
略
計
画

2
0
2
0
」
に
は
、A

irb
n
b

等
の
民
間
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
の
協
定
を
強
化
し
、
違

法
物
件
の
取
り
締
ま
り
や
自
主
規
制
体
制
の

強
化
を
行
う
旨
が
記
載
さ
れ
た
り
、
2
0
1

7
年
制
定
の
P
E
U
A
T
に
も
民
泊
の
ゼ
ロ

成
長
が
明
記
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
大
き
な
規
制
は
、
緊
急
政
令
3
／

2
0
2
3
で
あ
る
。
観
光
目
的
の
住
宅
賃
貸

に
対
し
自
治
体
か
ら
の
事
前
都
市
計
画
許
可

を
義
務
付
け
、
許
可
数
や
貸
出
日
数
に
上
限

を
設
け
る
権
限
を
自
治
体
に
与
え
る
内
容

（
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
政
府
に
よ
り
作
成
）。
民

泊
規
制
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
が
以
前
か
ら
行
っ

て
い
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
法
的
な
裏
付
け

を
後
か
ら
与
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
そ
れ
を
踏
ま
え
て
2
0
2
4
年
に

作
成
さ
れ
た
「
観
光
管
理
政
府
措
置
」。
観

光
活
動
と
バ
ル
セ
ロ
ナ
住
民
の
日
常
生
活
と

の
間
の
よ
り
良
い
均
衡
を
達
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
計
画
だ
が
、
そ
の
中
に
、
緊
急

政
令
3
／
2
0
2
3
を
適
用
し
て
市
内
の
民

泊
は
す
べ
て
廃
止
さ
れ
、
2
0
2
8
年
ま
で

に
、
現
在
存
在
す
る
1
0
1
0
1
軒
の
民
泊

（
※H

ab
itatge d

'Ú
s T

u
rístic 

（H
U
T

）

と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
）
全
て
が
ラ
イ
セ

ン
ス
を
失
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
一
連
の
民
泊
規
制
は
「
市
内
の

　
観
光
の
拡
大
は
、
地
域
社
会
に
と
っ
て
多

く
の
プ
ラ
ス
の
影
響
を
も
た
ら
し
て
き
た
。

観
光
は
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
、
新
た
な

雇
用
を
生
み
出
し
、
文
化
や
伝
統
の
再
評
価

を
促
す
。
例
え
ば
、
観
光
を
契
機
と
し
て
、

空
き
家
や
遊
休
施
設
が
再
生
さ
れ
、
地
域
の

食
文
化
や
祭
り
な
ど
が
新
た
な
形
で
継
承
さ

れ
る
事
例
も
多
い
。

　
も
っ
と
も
、
観
光
の
拡
大
が
特
定
の
地
域

や
季
節
に
過
度
に
集
中
す
る
と
、
そ
う
し
た

状
況
が
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
呼
ば

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
混
雑
と
い
っ
た
目
に
見

え
や
す
い
ト
ラ
ブ
ル
は
、
地
域
の
生
活
環
境

を
悪
化
さ
せ
る
要
素
で
あ
り
、
住
民
と
観
光

客
の
間
に
摩
擦
を
生
じ
さ
せ
る
。

　
さ
ら
に
、
よ
り
本
質
的
に
難
し
い
の
は
、

こ
う
し
た
変
化
の
背
後
に
あ
る
構
造
的
な
影

響
で
あ
る
。
観
光
の
拡
大
は
地
域
社
会
に
新

た
な
価
値
や
機
会
を
も
た
ら
す
一
方
で
、
そ

の
同
じ
力
が
土
地
利
用
や
生
活
環
境
の
変
化

を
促
し
、
地
域
の
社
会
的
な
基
盤
を
揺
る
が

す
こ
と
に
も
繫
が
り
得
る
。
す
な
わ
ち
、
観

光
の
も
た
ら
す
「
地
域
の
活
性
化
」
と
観
光

に
よ
る
「
地
域
の
変
容
」
は
し
ば
し
ば
表
裏

一
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
バ

ラ
ン
ス
や
速
度
を
い
か
に
制
御
す
る
か
が
、

今
日
の
観
光
政
策
に
お
け
る
重
要
な
課
題
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
住
宅
が
民
泊
を
は
じ
め
と
し
た

宿
泊
施
設
へ
転
用
さ
れ
、
地
価
や
家
賃
が
上

昇
す
る
こ
と
で
地
元
住
民
が
住
み
続
け
に
く

く
な
る
場
合
や
、
商
店
街
か
ら
長
年
地
域
の

日
常
を
支
え
て
き
た
店
舗
が
姿
を
消
し
、
観

光
客
向
け
の
店
が
並
ぶ
よ
う
に
な
る
場
合
が

あ
る
。
こ
れ
ら
の
変
化
は
一
見
す
る
と
経
済

の
活
性
化
と
評
価
さ
れ
る
が
、
行
き
過
ぎ
れ

ば
地
域
社
会
の
均
衡
を
崩
し
て
し
ま
う
危
う

さ
を
は
ら
む
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
経
済
と
社
会
の
バ

ラ
ン
ス
が
変
化
し
、
元
々
の
住
民
や
商
業
が

入
れ
替
わ
る
現
象
は
「
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
（gen

trificatio
n

）」
と
呼
ば

れ
る
。
1
9
7
0
年
代
の
ロ
ン
ド
ン
や

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
都
市
再
開
発
の
進
行
と
と

も
に
議
論
さ
れ
は
じ
め
た
概
念
で
あ
り
、
地

理
学
者
ニ
ー
ル
・
ス
ミ
ス
（N

eil S
m
ith

）

は
、
そ
の
背
景
に
あ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
「
レ

ン
ト
・
ギ
ャ
ッ
プ
（R

en
t G

ap

）」
理
論
に

よ
っ
て
説
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
土
地
や
建

物
が
「
現
在
の
利
用
」
で
生
み
出
す
地
代
（
現

行
地
代
）
と
、「
よ
り
収
益
性
の
高
い
利
用
」

で
得
ら
れ
る
可
能
性
の
あ
る
地
代
（
潜
在
地

代
）
の
差
が
拡
大
す
る
と
、
そ
の
差
を
埋
め

よ
う
と
す
る
投
資
が
誘
発
さ
れ
、
結
果
と
し

て
都
市
空
間
の
再
編
が
進
む
と
い
う
も
の
で

あ
る
。　

観
光
は
、
こ
の
「
潜
在
地
代
」
を
急
速
に

引
き
上
げ
る
要
因
と
な
る
。
通
常
、
観
光
客

は
住
民
に
比
べ
て
所
得
が
高
い
傾
向
に
あ
る

た
め
、
人
気
観
光
地
で
は
、
宿
泊
施
設
や
観

光
客
向
け
商
業
施
設
の
需
要
が
急
増
す
る

と
、
そ
れ
ら
の
用
途
が
高
い
収
益
を
生
み
、

投
資
資
本
が
集
中
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
家
賃

や
地
価
が
上
昇
し
、
長
年
住
ん
で
き
た
人
々

が
地
域
を
離
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
構
図
が

生
じ
る
。

　
こ
う
し
た
「
観
光
に
紐
づ
く
ジ
ェ
ン
ト
リ

フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
課
題
に
対
し
、
バ
ル

セ
ロ
ナ
は
早
い
段
階
か
ら
制
度
的
対
応
を

試
み
て
き
た
。
2
0
1
0
年
代
以
降
、
観

光
の
急
拡
大
も
背
景
に
住
宅
価
格
の
高
騰

な
ど
が
社
会
的
対
立
を
引
き
起
こ
し
た
バ

ル
セ
ロ
ナ
で
は
、
都
市
政
策
と
観
光
政
策

を
統
合
的
に
再
構
築
し
、
都
市
空
間
の
利

用
バ
ラ
ン
ス
を
回
復
す
る
新
た
な
仕
組
み

を
模
索
し
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
が
実
施
し
て
き

バルセロナ
に
お
け
る

観
光
ジェン
ト
リフィ

ケ
ーションへの

対
応

4
2

観
光
研
究
部 

主
任
研
究
員

池
知
貴
大

観
光
研
究
部 

研
究
員

山
本
奏
音

2
．住
宅
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る

政
策
的
対
応

1
．は
じ
め
に

エ
リ
ア
全
体
に
お
け
る

宿
泊
施
設
の
分
布
管
理

2 -1

民
泊
の
規
制
管
理

2 -2観
光
都
市
に
も
共
通
し
て
見
ら
れ
る
。
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
、
旧
市
街
中
心
部
に
お
い

て
観
光
関
連
店
舗
へ
の
用
途
転
換
を
制
限

し
、
地
域
住
民
の
生
活
を
支
え
る
商
店
の
維

持
を
支
援
す
る
政
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
取
り
組
み
も
バ
ル
セ
ロ

ナ
と
同
様
に
、
観
光
を
否
定
す
る
の
で
は
な

く
、
過
度
な
「
観
光
地
化
」
が
都
市
の
個
性

を
奪
う
こ
と
を
防
ぐ
た
め
の
制
度
的
介
入
で

あ
り
、
観
光
を
持
続
可
能
な
形
で
地
域
社
会

に
組
み
込
む
試
み
と
捉
え
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
政
策
の
背
景
に
は
、「
観
光
に

よ
っ
て
都
市
が
経
済
的
利
益
を
得
る
一
方

で
、
地
域
に
根
ざ
し
た
商
業
の
多
く
が
失
わ

れ
れ
ば
、
そ
の
都
市
の
魅
力
の
根
拠
そ
の
も

の
が
失
わ
れ
る
」
と
い
う
共
通
の
理
解
が
あ

る
。
こ
の
点
は
日
本
に
お
い
て
も
同
様
で
あ

り
、
多
様
な
店
舗
や
業
態
が
共
存
す
る
こ
と

こ
そ
が
、
都
市
の
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
形
づ
く
り
、
観
光
の
持
続
可
能
性
を

支
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
例
は
、
観
光
が
都
市
の
構

造
そ
の
も
の
を
変
え
る
力
を
持
ち
得
る
と
こ

ろ
ま
で
拡
大
し
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
現
実
を
前
に
、
バ
ル
セ
ロ
ナ

市
は「
観
光
を
排
除
す
る
」の
で
は
な
く
、「
観

光
と
と
も
に
生
き
る
都
市
」
を
ど
う
つ
く
る

か
を
政
策
の
中
心
に
据
え
て
き
た
。
P
E
U

A
T
や
旧
市
街
用
途
計
画
に
共
通
す
る
の

は
、
市
場
の
流
れ
の
み
に
委
ね
れ
ば
、
住
民

の
居
住
性
や
商
業
の
多
様
性
が
失
わ
れ
、
結

果
と
し
て
地
域
の
持
続
可
能
性
を
毀
損
す
る

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
認
識
に
基
づ
き
、
行

政
が
市
場
の
外
部
性
へ
対
処
し
よ
う
と
す
る

姿
勢
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
介
入
は
、
自
由
な

経
済
活
動
と
の
均
衡
を
常
に
問
わ
れ
る
。
宿

泊
施
設
の
立
地
規
制
や
建
物
用
途
の
制
限

は
、
営
業
の
自
由
や
財
産
権
と
の
衝
突
を
避

け
が
た
い
。
実
際
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
こ
れ

ら
の
政
策
を
め
ぐ
っ
て
複
数
の
訴
訟
が
提
起

さ
れ
、
一
部
の
条
項
が
違
法
と
判
断
さ
れ
た

例
も
あ
る
。

　
市
は
そ
の
た
び
に
制
度
設
計
を
見
直
し
、

規
制
の
正
当
性
を
打
ち
出
し
て
き
た
。
観
光

と
地
域
社
会
の
多
様
な
営
み
を
共
存
さ
せ
る

た
め
に
は
、
市
場
原
理
を
制
御
し
つ
つ
、
住

民
の
関
与
を
制
度
の
内
部
に
位
置
づ
け
、
政

策
の
正
当
性
を
絶
え
ず
更
新
し
て
い
く
政
治

的
技
術
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
は
、
訴
訟
や
対
立
を
経
な
が
ら
も
、
そ
う

し
た
技
術
を
行
政
と
し
て
定
着
さ
せ
つ
つ
あ

る
と
言
え
る
。

　
こ
の
点
は
、
日
本
に
お
け
る
観
光
ま
ち
づ

く
り
に
と
っ
て
も
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
。

観
光
を
単
に
経
済
成
長
の
手
段
と
し
て
で
は

な
く
、
地
域
社
会
の
持
続
性
を
支
え
る
要
素

と
し
て
再
定
義
す
る
た
め
に
は
、
住
宅
、
商

業
、
文
化
、
公
共
空
間
と
い
っ
た
領
域
を
横

断
す
る
政
策
調
整
が
求
め
ら
れ
る
。
市
場
と

公
共
、
経
済
と
文
化
等
の
あ
い
だ
に
生
じ
る

緊
張
を
い
か
に
制
御
す
る
か
、
そ
の
問
い
に

向
き
合
う
こ
と
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
観
光
政

策
と
地
域
経
営
に
と
っ
て
重
要
な
視
点
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。

フ
ラ
ッ
ト
を
観
光
用
途
で
は
な
く
居
住
用
途

に
再
転
換
し
、
住
宅
ス
ト
ッ
ク
を
増
加
さ
せ

る
こ
と
」（
観
光
文
化
2
6
5
号
）
を
目
的
と

し
て
い
る
。
全
宿
泊
施
設
を
対
象
と
し
た

P
E
U
A
T
よ
り
も
、
対
象
を
民
泊
に
限
定

し
て
厳
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
こ
と
で
目

標
の
達
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
民
泊
の
全
廃
は

民
泊
関
係
者
か
ら
の
大
き
な
反
発
を
生
ん
で

い
る
。
民
泊
経
営
者
の
ほ
と
ん
ど
は
中
小
事

　
こ
れ
ら
の
宿
泊
施
設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
施

策
の
結
果
、
特
に
規
制
の
厳
し
い
中
心
部
に

お
い
て
、
無
秩
序
な
宿
泊
施
設
の
増
加
は
あ

る
程
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
て
い
る
状
況
に

あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
弊

害
も
発
生
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
既
存
ホ
テ

ル
の
価
格
の
大
幅
な
高
騰
、
ホ
テ
ル
の
新
規

参
入
の
阻
害
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ホ
テ
ル
価

格
の
高
騰
の
結
果
、
安
価
な
郊
外
の
ホ
テ
ル

に
宿
泊
し
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
は
日
帰
り
で
訪

れ
る
客
が
増
加
し
て
お
り
、
結
果
的
に
日
中

の
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
の
消
費
額
が
減
少
し
て
い

る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
新

規
参
入
の
阻
害
の
結
果
、
近
年
ブ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
等
が
マ
ド
リ
ー
ド
に
集
中
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
バ
ル
セ
ロ
ナ
ホ

テ
ル
協
会
は
、
歴
史
的
・
個
性
的
な
ホ
テ
ル

の
新
規
開
業
で
あ
れ
ば
認
め
る
よ
う
に

2
0
2
2
年
に
訴
訟
を
起
こ
し
た
。

　
ま
た
、賃
貸
価
格
は
上
昇
を
続
け
て
お
り
、

2
0
2
5
年
に
は
過
去
最
高
価
格
を
更
新
し

た
。
本
件
に
関
し
て
は
別
の
政
策
も
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。
行
政
は
、
2
0
1
9
年
に

は
賃
貸
期
間
の
事
実
上
の
延
長
（
都
市
賃
貸

借
法
／
L
A
U
の
改
正
）、
2
0
2
4
年
に

‒❷ バルセロナにおける観光ジェントリフィケーションへの対応4
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業
者
で
あ
る
た
め
、
業
界
を
代
表
す
る
組
織

と
し
て
バ
ル
セ
ロ
ナ
観
光
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト

協
会
（A

P
A
R
T
U
R

）
が
機
能
し
て
い
る
。

A
P
A
R
T
U
R
は
民
泊
を
合
法
的
に
運
営

し
て
い
る
オ
ー
ナ
ー
や
管
理
会
社
に
よ
っ
て

構
成
。
民
泊
の
利
益
を
擁
護
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
行
政
に
よ
る
ラ
イ
セ
ン
ス
廃
止
計

画
に
対
し
て
は
、
反
対
の
意
を
示
し
、
代
替

案
の
提
案
や
補
償
請
求
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
自
分
た
ち
の
意
見
の
裏
付
け
の
た

め
に
、
民
泊
が
住
宅
価
格
高
騰
の
大
き
な
要

因
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
レ
ポ
ー
ト
を
作
成

し
た
り
、
合
法
的
に
経
営
を
し
て
い
る
事
業

者
を
増
や
し
守
る
た
め
に
、
会
員
向
け
情
報

共
有
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
作
成
や
認
証
取

得
を
支
援
し
た
り
、
自
ら
違
法
民
泊
を
取
り

締
ま
る
シ
ス
テ
ム
を
運
営
す
る
等
と
い
っ
た

取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
現
在
既
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
宿
泊
施

設
の
ベ
ッ
ド
数
に
民
泊
が
占
め
る
割
合
は
約

4
割
と
な
っ
て
い
る
。
人
数
の
多
い
家
族
連

れ
や
学
生
グ
ル
ー
プ
な
ど
通
常
の
ホ
テ
ル
で

は
受
け
入
れ
に
く
い
需
要
も
あ
り
、
民
泊
の

全
廃
は
非
現
実
的
だ
と
い
う
意
見
も
多
い
。

市
と
し
て
は
、
全
廃
を
実
現
し
た
上
で
、
失

業
者
に
対
し
て
は
職
業
訓
練
等
の
実
施
を
計

画
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
の
経
過

に
着
目
し
た
い
。

た
政
策
的
取
り
組
み
を
住
宅
分
野
と
商
業
分

野
に
分
け
て
検
討
し
、
日
本
の
観
光
地
が
直

面
し
つ
つ
あ
る
課
題
へ
の
示
唆
を
探
る
。

　
ま
ず
住
宅
分
野
を
見
て
み
る
と
、
バ
ル
セ

ロ
ナ
で
は
住
宅
価
格
の
高
騰
に
よ
る
住
民
の

流
出
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

問
題
は
、
2
0
1
4
年
頃
か
ら
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
始
め
た
。
背
景
に
は
様
々
な
要
因

が
あ
る
が
、
特
に
当
時
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

た
要
因
が
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
る
。

●
2
0
0
8
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を

契
機
に
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
そ
れ
ま
で
起
こ
っ

て
い
た
住
宅
バ
ブ
ル
が
崩
壊
。
崩
壊
か
ら

の
回
復
の
動
き
の
中
、
他
国
の
市
場
と
比

較
し
て
安
価
で
あ
っ
た
ス
ペ
イ
ン
の
住
宅

資
産
が
、
世
界
の
富
裕
層
に
と
っ
て
投
資

対
象
と
な
っ
た
。

●
観
光
が
進
展
し
た
結
果
、
住
宅
が
ホ
テ
ル

や
民
泊
等
の
宿
泊
施
設
に
転
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
2
0
1
0
年
前
後
か
ら
、
特
に
民

泊
に
関
し
て
そ
の
流
れ
は
加
速
。

●
ど
こ
で
も
働
く
こ
と
が
で
き
る
デ
ジ
タ
ル

ノ
マ
ド
等
の
高
所
得
外
国
人
が
、
バ
ル
セ
ロ

B
oqueria

）
で
あ
る
。
ボ
ケ
リ
ア
市
場
は
長

年
「
住
民
の
台
所
」
と
し
て
住
民
の
生
活
を
支

え
て
き
た
が
、
2
0
0
0
年
代
以
降
、
観
光

客
向
け
の
食
べ
歩
き
商
品
な
ど
を
提
供
す
る

屋
台
が
増
え
、
伝
統
的
な
生
鮮
食
品
を
扱
う

店
舗
が
減
少
し
た
こ
と
で
、
地
元
住
民
か
ら

「
日
常
の
買
い
物
が
し
づ
ら
く
な
っ
た
」
と
い

う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
商
品
の
構

成
比
率
を
定
め
る「
50
：
50

ル
ー
ル
」を
含
む
新
ル
ー

ル
を
市
と
市
場
組
合
が
協

働
で
企
画
し
、2
0
2
5

年
9
月
に
組
合
員
の
9
割

以
上
の
賛
成
を
得
て
承
認

を
得
た
。
こ
の
新
ル
ー
ル

は
、
市
場
全
体
の
店
舗
の

う
ち
少
な
く
と
も
50
％
は

伝
統
的
な
生
鮮
食
品（
精

肉
・
鮮
魚
・
青
果
な
ど
）の

販
売
に
充
て
る
一
方
、加

工
・
調
理
済
み
食
品
や
そ

の
場
で
消
費
さ
れ
る
商
品

（
食
べ
歩
き
商
品
な
ど
）
の

販
売
は
最
大
で
も
50
％
に

制
限
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
観
光

客
向
け
業
種
に
偏
り
過
ぎ

る
こ
と
を
防
止
し
、
市
場
本
来
の
食
料
品
市

場
と
し
て
の
性
格
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
市
当
局
は
こ
う
し
た
規
制
と
引
き

換
え
に
総
額
1
2
0
0
万
ユ
ー
ロ
以
上
を
市

場
に
投
じ
、
大
規
模
な
改
修
計
画
を
進
め
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
に
は
老
朽

化
し
た
屋
根
の
全
面
改
修
、
施
設
設
備
の
更

新
、
ト
イ
レ
や
空
調
の
改
善
、
外
部
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
動
線
の
整
備
な
ど
が
含
ま
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
ハ
ー
ド
面
で
の
支
援
策
と
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
市
場
組
合
員
た
ち
に
も

観
光
客
向
け
販
売
規
制
の
受
け
入
れ
に
十
分

な
メ
リ
ッ
ト
を
提
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
「
規
制
と
支
援
の
組
み
合
わ

せ
」
に
よ
る
市
場
運
営
モ
デ
ル
は
、
観
光
に

よ
る
経
済
効
果
を
維
持
し
つ
つ
地
域
社
会
の

共
有
資
源
と
し
て
の
機
能
を
守
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
の
取
り
組
み
も
、

言
い
換
え
れ
ば
、
行
政
が
一
定
の
規
制
的
枠

組
み
に
よ
っ
て
、
商
業
空
間
の
多
様
性
を
守

ろ
う
と
す
る
取
り
組
み
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
こ
れ
ら
の
政
策
は
、
観
光

客
向
け
の
商
業
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な

い
。
過
度
な
商
業
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
進
行

は
、
地
域
の
日
常
的
な
営
み
や
固
有
の
文
化

を
浸
食
し
、
結
果
と
し
て
観
光
の
魅
力
そ
の

も
の
を
損
な
う
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
む
し

ろ
、
観
光
を
経
済
の
重
要
な
要
素
と
認
め
た

上
、
地
域
の
商
業
多
様
性
を
維
持
す
る
方
向

を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
発
想
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

や
ベ
ネ
チ
ア
な
ど
、
観
光
の
急
激
な
拡
大
を

体
験
し
て
い
る
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る

　
観
光
の
拡
大
は
、住
宅
市
場
の
み
な
ら
ず
、

地
域
の
商
業
構
造
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
、
と
り
わ
け
旧
市
街

（C
iu
tat V

ella

）
に
お
い
て
観
光
客
の
急

増
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
生
活
を
支
え
て

き
た
店
舗
が
減
少
し
、
代
わ
っ
て
土
産
物
店

や
観
光
客
向
け
の
飲
食
店
等
が
集
積
す
る
傾

向
が
顕
著
と
な
っ
た
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
、
こ
の
変
化
を
単
な
る
経

済
現
象
と
し
て
で
は
な
く
、
地
域
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
わ
る
課
題
と
し
て
位
置
づ

け
て
い
る
。
2
0
2
5
年
7
月
3
日
付
の
市

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
で
は
、
旧
市
街
用
途
計
画

2
0
2
5
（P

la d’
U
sos de C

iutat V
ella 

2025

）
の
目
的
と
し
て
、「
文
化
的
提
供
や

地
域
に
資
す
る
質
の
高
い
経
済
活
動
を
促
進

す
る
一
方
で
、
地
区
の
一
部
に
定
着
し
て
い

る
商
業
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
を
回
避
す
る
」

こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。当
該
計
画
で
は
、

観
光
を
一
律
に
抑
制
す
る
の
で
は
な
く
、
地

域
社
会
の
多
様
性
を
維
持
し
な
が
ら
持
続
的

な
都
市
経
済
を
実
現
す
る
と
い
う
理
念
を
掲

げ
て
い
る
。

　
こ
の
理
念
は
、
都
市
計
画
、
商
業
政
策
、

さ
ら
に
は
公
共
空
間
管
理
に
至
る
複
数
の
分

野
に
共
通
す
る
政
策
軸
と
し
て
展
開
さ
れ
て

い
る
。
以
下
で
は
、
そ
の
よ
う
な
商
業
空
間

に
対
す
る
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
、
旧
市
街
に
お
け
る
観
光

関
連
業
種
の
過
度
な
集
積
と
、
そ
れ
に
伴
う

地
域
の
商
業
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
を
防
ぐ
た

め
、
都
市
計
画
上
の
手
段
で
あ
る
特
別
用
途

計
画
を
活
用
し
て
い
る
。
用
途
計
画
に
よ
る

商
業
活
動
の
規
制
は
1
9
9
0
年
代
初
頭
に

始
ま
り
、
2
0
1
0
年
・
2
0
1
3
年
の
改

訂
を
経
て
、
2
0
1
8
年
に
現
行
制
度
（「
旧

市
外
用
途
計
画
2
0
1
8
年
版
」）
へ
と
改

正
さ
れ
た
。

　
当
初
の
計
画
は
、
深
夜
営
業
施
設
な
ど
に

よ
る
公
共
空
間
の
治
安
維
持
等
を
目
的
と
し

て
い
た
が
、
観
光
の
拡
大
と
と
も
に
、
観
光

が
地
域
住
民
の
生
活
環
境
に
影
響
を
与
え
は

じ
め
た
た
め
、
地
域
社
会
の
課
題
は
「
治
安

の
管
理
」
か
ら
「
居
住
と
観
光
の
共
存
」
へ

と
変
化
し
た
。

　
2
0
1
8
年
改
訂
版
で
は
、
単
に
特
定
業

種
の
営
業
を
制
限
す
る
の
で
は
な
く
、
都
市

空
間
に
お
け
る
用
途
の
調
整
を
主
眼
と
す
る

仕
組
み
が
整
え
ら
れ
て
お
り
、そ
の
目
的
は
、

都
市
空
間
の
利
用
を
調
整
し
、
住
宅
・
商
業
・

観
光
・
文
化
と
い
っ
た
多
様
な
都
市
機
能
の

共
存
を
確
保
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
仕
組
み
と
し
て
、
2
0
1
8
年

改
訂
版
で
新
た
に
導
入
さ
れ
た
の
が
、「
商

業
密
度
制
限
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
飲
食

関
連
業
」「
娯
楽
・
夜
間
営
業
施
設
（
デ
ィ
ス

コ
、音
楽
バ
ー
、シ
ョ
ー
を
伴
う
飲
食
業
等
）」

「
観
光
サ
ー
ビ
ス
関
連
業
（
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
、
観
光
案
内
所
、
旅
行
代
理
業
、
土
産
物

販
売
等
）」
と
い
っ
た
特
定
業
種
が
一
定
の

度
合
い
を
超
え
て
集
中
す
る
区
域
で
は
、
新

規
営
業
を
認
め
な
い
仕
組
み
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
、店
舗
の
種
類
ご
と
に
立
地
距
離（
半

径
50
〜
1
0
0
m
）
を
設
定
し
、
そ
の
範
囲

内
で
同
業
種
の
営
業
面
積
が
一
定
値
を
超
え

る
場
合
、
新
規
の
営
業
許
可
を
出
さ
な
い
と

定
め
て
い
る
。
こ
の
計
算
は
、
街
区
単
位
で

は
な
く「
各
店
舗
の
正
面
か
ら
の
距
離
半
径
」

に
基
づ
き
、
空
間
的
に
重
複
す
る
エ
リ
ア
単

位
で
制
度
化
さ
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ

る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
制
限
は
住
宅
用
途
や

教
育
・
医
療
施
設
に
隣
接
す
る
エ
リ
ア
で
は

さ
ら
に
厳
格
化
さ
れ
て
い
る
。

　
2
0
2
5
年
7
月
に
初
期
承
認
さ
れ
た
新

旧
市
街
用
途
計
画
2
0
2
5
で
は
、
こ
の
方

向
性
を
さ
ら
に
拡
張
し
、
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
、

C
B
D
製
品
販
売
店
、
携
帯
電
話
ケ
ー
ス
・

ア
ク
セ
サ
リ
ー
販
売
店
な
ど
、
低
付
加
価
値

型
・
短
期
収
益
型
の
店
舗
に
つ
い
て
新
規
の

営
業
許
可
の
発
行
を
停
止
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
市
は
そ
の
理
由
と
し
て
、
こ
れ
ら
の

業
種
が
旧
市
街
の
一
部
に
過
度
に
集
中
し
、

地
域
の
商
業
多
様
性
を
損
な
う
要
因
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
用
途
計
画
は
、
市
場
経
済
が
も

た
ら
す
商
業
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
の
傾
向
に

対
し
、
行
政
が
政
策
的
に
介
入
し
て
商
業
空

間
の
多
様
性
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
試
み
で

あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
レ
ン
ト
・
ギ
ャ
ッ

プ
理
論
が
示
す「
潜
在
的
収
益
の
上
昇
に
よ
っ

て
土
地
利
用
が
一
方
向
的
に
転
換
す
る
動
き
」

に
対
し
て
、
行
政
が
一
定
の
規
制
的
枠
組
み

に
よ
っ
て
、
商
業
空
間
の
多
様
性
を
守
ろ
う

と
す
る
取
り
組
み
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
で
は
、
観
光
に
よ
っ
て
公

共
空
間
の
公
共
性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
を
防

ぐ
た
め
、
市
場
や
広
場
と
い
っ
た
空
間
の
管

理
に
新
た
な
仕
組
み
を
導
入
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
。
そ
の
代
表
例
が
旧
市
街
に

位
置
す
る
ボ
ケ
リ
ア
市
場
（M

ercat de la 

は
「
混
雑
地
域
」
に
お
け
る
大
規
模
所
有
者

の
新
規
契
約
の
家
賃
に
上
限
を
設
け
た
。
こ

れ
ら
は
住
民
の
長
期
賃
貸
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
結
果
、
貸
主
は

住
民
向
け
の
長
期
賃
貸
市
場
か
ら
撤
退
し
、

高
所
得
の
外
国
人
デ
ジ
タ
ル
ノ
マ
ド
等
を
対

象
と
し
た
季
節
賃
貸
（
6
|
11
か
月
程
度
の

賃
貸
）
に
移
行
し
て
い
る
。

　

　
本
件
に
関
し
て
は
、ま
さ
に
レ
ン
ト
・
ギ
ャ
ッ

プ
理
論
を
当
て
は
め
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。「
現

在
の
利
用
」、す
な
わ
ち
長

期
賃
貸
で
生
み
出
さ
れ
る

地
代
よ
り
も
、「
よ
り
収
益

性
の
高
い
利
用
」、
す
な
わ

ち
季
節
賃
貸
で
得
ら
れ
る

可
能
性
の
あ
る
地
代
の
方

が
高
く
な
っ
た
。
結
果
的

に
住
民
向
け
の
長
期
賃
貸

の
母
数
は
増
加
し
て
お
ら

ず
、
賃
貸
価
格
の
上
昇
は

続
く
こ
と
と
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
。

　
上
記
の
よ
う
に
、バ
ル
セ

ロ
ナ
で
は
住
宅
ジ
ェ
ン
ト

リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対

し
て
多
様
な
政
策
が
実
行

さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
は

評
価
さ
れ
て
い
る
部
分
も
多
い
一
方
、
政
策

介
入
に
よ
り
別
の
課
題
が
生
じ
て
新
た
な
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
イ
ン

パ
ク
ト
の
あ
る
政
策
で
あ
る
が
ゆ
え
に
弊
害

も
大
き
く
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

ナ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
魅
力
を
感
じ
て
移

住
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る
人
口
増
加
の
一

端
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
住
宅

価
格
の
高
騰
が
生
じ
、
従
来
か
ら
バ
ル
セ
ロ

ナ
に
居
住
し
て
い
た
住
民
は
家
賃
を
支
払
え

ず
転
出
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
状
況
と
な
っ

た
。
危
機
感
を
覚
え
た
住
民
ら
に
よ
り
、

2
0
1
5
年
11
月
に
は「
持
続
可
能
な
観
光

の
た
め
の
近
隣
住
民
組
合（A

sam
blea de 

B
arrios por un T

urism
o S

ostenible 
※
現
在
はA

sam
blea de B

arrios por el 

D
ecrecim

iento T
uristico

と
名
称
変
更
）」

が
設
立
さ
れ
、観
光
客
数
の
削
減
、住
居
の
権

利
等
を
主
張
し
始
め
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
2
0

1
5
年
5
月
に
新
た
に
市
長
と
な
っ
た
ア

ダ
・
コ
ラ
ウ
氏
の
も
と
、
住
民
用
の
適
切
な

数
の
住
居
の
確
保
、
そ
し
て
快
適
な
住
環
境

確
保
の
た
め
の
政
策
が
行
わ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
の
中
で
も
中
心
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
宿
泊
施
設
の
立
地
・

数
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
す
る
施
策
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
具
体
的
に
は
、

①
エ
リ
ア
全
体
の
宿
泊
施
設
の
分
布
管
理

（
後
述
の
P
E
U
A
T
を
通
し
て
推
進
）、②

特
定
の
宿
泊
施
設
形
態
（
民
泊
）
に
特
化
し

た
規
制
管
理
、
と
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
順
に
説
明
し
た
い
。

　
ま
ず
2
0
1
7
年
に
導
入
さ
れ
た
P
E
U

A
T
（
観
光
宿
泊
施
設
特
別
都
市
計
画
）
は
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
全
体
を
ゾ
ー
ン
分
け
し
、
ゾ
ー

ン
ご
と
に
全
て
の
タ
イ
プ
の
宿
泊
施
設
の
新

規
設
立
に
制
限
を
定
め
、
結
果
的
に
宿
泊
施

設
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
計
画
で
あ
る
。

ゾ
ー
ン
は
、観
光
宿
泊
施
設
の
提
供
の
強
度
、

住
民
人
口
に
対
す
る
宿
泊
施
設
の
比
率
、
公

共
空
間
の
飽
和
度
、
既
存
の
都
市
形
態
な
ど

の
要
因
に
基
づ
い
て
、
新
し
い
観
光
施
設
を

受
け
容
れ
る
能
力
を
十
分
に
有
す
る
か
と
い

う
観
点
で
決
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
状
況
の

変
化
を
踏
ま
え
て
数
年
ご
と
に
ゾ
ー
ン
の
境

界
は
更
新
さ
れ
て
い
る
。

　
ゾ
ー
ン
ご
と
の
制
限
の
内
容
に
つ
い
て
は

観
光
文
化
2
6
5
号
特
集
3
に
て
説
明
さ
れ

て
い
る
た
め
、
そ
ち
ら
を
参
照
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
こ
の
政
策
の
意
図
に
つ
い
て
も
、

同
じ
く
観
光
文
化
2
6
5
号
の
中
で
説
明
さ

れ
て
い
る
。（
以
下
引
用
）

　
「
宿
泊
施
設
の
立
地
規
制
を
通
し
て
、
用

途
の
混
在
を
図
り
、
界
隈
の
公
共
空
間
で
の

生
活
を
維
持
す
る
と
と
も
に
そ
こ
へ
の
観
光

の
影
響
を
最
小
限
に
留
め
、
持
続
可
能
な
経

済
活
動
の
展
開
を
図
る
と
こ
ろ
に
狙
い
が
あ

る
。
何
よ
り
も
、
市
民
の
住
む
権
利
を
保
障

す
る
こ
と
が
最
大
の
眼
目
で
あ
る
。」（
阿
部

大
輔
「『
観
光
都
市
』
か
ら
『
観
光
と
と
も
に

生
き
る
都
市
』
へ
丨
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
の
最
前
線
」）

　
す
な
わ
ち
本
政
策
は
、
利
益
を
生
む
宿

泊
施
設
が
一
定
の
地
区
内
に
集
中
す
る
こ

と
を
防
ぎ
、
公
共
空
間
を
守
る
た
め
、
そ

し
て
そ
の
結
果
住
民
の
快
適
な
居
住
環
境

を
確
保
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た

そ
れ
と
同
時
に
、
ホ
テ
ル
開
発
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
下
に
置
き
無
秩
序
な
開
発
を
防
ぐ

こ
と
に
よ
り
、
質
の
高
い
観
光
地
と
し
て

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
キ
ー
プ
す
る
た

め
の
も
の
で
も
あ
る
。

　
次
に
民
泊
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
だ

が
、
こ
ち
ら
に
関
し
て
は
P
E
U
A
T
以
上

に
厳
格
な
対
応
が
と
ら
れ
て
い
る
。
2
0
1

5
年
、
P
E
U
A
T
の
策
定
に
先
立
ち
民
泊

の
新
規
ラ
イ
セ
ン
ス
発
行
が
停
止
さ
れ
た
。

2
0
0
9
年
に
は
6
3
2
件
だ
っ
た
民
泊
の

数
が
2
0
1
4
年
に
は
9
6
0
6
件
と
、
短

期
間
で
大
幅
に
増
加
し
て
い
た
民
泊
だ
が
、

2
0
1
5
年
以
降
そ
の
増
加
は
停
止
し
た
。

そ
の
後
も
、「
バ
ル
セ
ロ
ナ
観
光
戦
略
計
画

2
0
2
0
」
に
は
、A

irb
n
b

等
の
民
間
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
の
協
定
を
強
化
し
、
違

法
物
件
の
取
り
締
ま
り
や
自
主
規
制
体
制
の

強
化
を
行
う
旨
が
記
載
さ
れ
た
り
、
2
0
1

7
年
制
定
の
P
E
U
A
T
に
も
民
泊
の
ゼ
ロ

成
長
が
明
記
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
大
き
な
規
制
は
、
緊
急
政
令
3
／

2
0
2
3
で
あ
る
。
観
光
目
的
の
住
宅
賃
貸

に
対
し
自
治
体
か
ら
の
事
前
都
市
計
画
許
可

を
義
務
付
け
、
許
可
数
や
貸
出
日
数
に
上
限

を
設
け
る
権
限
を
自
治
体
に
与
え
る
内
容

（
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
政
府
に
よ
り
作
成
）。
民

泊
規
制
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
が
以
前
か
ら
行
っ

て
い
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
法
的
な
裏
付
け

を
後
か
ら
与
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
そ
れ
を
踏
ま
え
て
2
0
2
4
年
に

作
成
さ
れ
た
「
観
光
管
理
政
府
措
置
」。
観

光
活
動
と
バ
ル
セ
ロ
ナ
住
民
の
日
常
生
活
と

の
間
の
よ
り
良
い
均
衡
を
達
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
計
画
だ
が
、
そ
の
中
に
、
緊
急

政
令
3
／
2
0
2
3
を
適
用
し
て
市
内
の
民

泊
は
す
べ
て
廃
止
さ
れ
、
2
0
2
8
年
ま
で

に
、
現
在
存
在
す
る
1
0
1
0
1
軒
の
民
泊

（
※H

ab
itatge d

'Ú
s T

u
rístic 

（H
U
T

）

と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
）
全
て
が
ラ
イ
セ

ン
ス
を
失
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
一
連
の
民
泊
規
制
は
「
市
内
の

　
観
光
の
拡
大
は
、
地
域
社
会
に
と
っ
て
多

く
の
プ
ラ
ス
の
影
響
を
も
た
ら
し
て
き
た
。

観
光
は
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
、
新
た
な

雇
用
を
生
み
出
し
、
文
化
や
伝
統
の
再
評
価

を
促
す
。
例
え
ば
、
観
光
を
契
機
と
し
て
、

空
き
家
や
遊
休
施
設
が
再
生
さ
れ
、
地
域
の

食
文
化
や
祭
り
な
ど
が
新
た
な
形
で
継
承
さ

れ
る
事
例
も
多
い
。

　
も
っ
と
も
、
観
光
の
拡
大
が
特
定
の
地
域

や
季
節
に
過
度
に
集
中
す
る
と
、
そ
う
し
た

状
況
が
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
呼
ば

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
混
雑
と
い
っ
た
目
に
見

え
や
す
い
ト
ラ
ブ
ル
は
、
地
域
の
生
活
環
境

を
悪
化
さ
せ
る
要
素
で
あ
り
、
住
民
と
観
光

客
の
間
に
摩
擦
を
生
じ
さ
せ
る
。

　
さ
ら
に
、
よ
り
本
質
的
に
難
し
い
の
は
、

こ
う
し
た
変
化
の
背
後
に
あ
る
構
造
的
な
影

響
で
あ
る
。
観
光
の
拡
大
は
地
域
社
会
に
新

た
な
価
値
や
機
会
を
も
た
ら
す
一
方
で
、
そ

の
同
じ
力
が
土
地
利
用
や
生
活
環
境
の
変
化

を
促
し
、
地
域
の
社
会
的
な
基
盤
を
揺
る
が

す
こ
と
に
も
繫
が
り
得
る
。
す
な
わ
ち
、
観

光
の
も
た
ら
す
「
地
域
の
活
性
化
」
と
観
光

に
よ
る
「
地
域
の
変
容
」
は
し
ば
し
ば
表
裏

一
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
バ

ラ
ン
ス
や
速
度
を
い
か
に
制
御
す
る
か
が
、

今
日
の
観
光
政
策
に
お
け
る
重
要
な
課
題
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
住
宅
が
民
泊
を
は
じ
め
と
し
た

宿
泊
施
設
へ
転
用
さ
れ
、
地
価
や
家
賃
が
上

昇
す
る
こ
と
で
地
元
住
民
が
住
み
続
け
に
く

く
な
る
場
合
や
、
商
店
街
か
ら
長
年
地
域
の

日
常
を
支
え
て
き
た
店
舗
が
姿
を
消
し
、
観

光
客
向
け
の
店
が
並
ぶ
よ
う
に
な
る
場
合
が

あ
る
。
こ
れ
ら
の
変
化
は
一
見
す
る
と
経
済

の
活
性
化
と
評
価
さ
れ
る
が
、
行
き
過
ぎ
れ

ば
地
域
社
会
の
均
衡
を
崩
し
て
し
ま
う
危
う

さ
を
は
ら
む
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
経
済
と
社
会
の
バ

ラ
ン
ス
が
変
化
し
、
元
々
の
住
民
や
商
業
が

入
れ
替
わ
る
現
象
は
「
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
（gen

trificatio
n

）」
と
呼
ば

れ
る
。
1
9
7
0
年
代
の
ロ
ン
ド
ン
や

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
都
市
再
開
発
の
進
行
と
と

も
に
議
論
さ
れ
は
じ
め
た
概
念
で
あ
り
、
地

理
学
者
ニ
ー
ル
・
ス
ミ
ス
（N

eil S
m
ith

）

は
、
そ
の
背
景
に
あ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
「
レ

ン
ト
・
ギ
ャ
ッ
プ
（R

en
t G

ap

）」
理
論
に

よ
っ
て
説
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
土
地
や
建

物
が
「
現
在
の
利
用
」
で
生
み
出
す
地
代
（
現

行
地
代
）
と
、「
よ
り
収
益
性
の
高
い
利
用
」

で
得
ら
れ
る
可
能
性
の
あ
る
地
代
（
潜
在
地

代
）
の
差
が
拡
大
す
る
と
、
そ
の
差
を
埋
め

よ
う
と
す
る
投
資
が
誘
発
さ
れ
、
結
果
と
し

て
都
市
空
間
の
再
編
が
進
む
と
い
う
も
の
で

あ
る
。　

観
光
は
、
こ
の
「
潜
在
地
代
」
を
急
速
に

引
き
上
げ
る
要
因
と
な
る
。
通
常
、
観
光
客

は
住
民
に
比
べ
て
所
得
が
高
い
傾
向
に
あ
る

た
め
、
人
気
観
光
地
で
は
、
宿
泊
施
設
や
観

光
客
向
け
商
業
施
設
の
需
要
が
急
増
す
る

と
、
そ
れ
ら
の
用
途
が
高
い
収
益
を
生
み
、

投
資
資
本
が
集
中
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
家
賃

や
地
価
が
上
昇
し
、
長
年
住
ん
で
き
た
人
々

が
地
域
を
離
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
構
図
が

生
じ
る
。

　
こ
う
し
た
「
観
光
に
紐
づ
く
ジ
ェ
ン
ト
リ

フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
課
題
に
対
し
、
バ
ル

セ
ロ
ナ
は
早
い
段
階
か
ら
制
度
的
対
応
を

試
み
て
き
た
。
2
0
1
0
年
代
以
降
、
観

光
の
急
拡
大
も
背
景
に
住
宅
価
格
の
高
騰

な
ど
が
社
会
的
対
立
を
引
き
起
こ
し
た
バ

ル
セ
ロ
ナ
で
は
、
都
市
政
策
と
観
光
政
策

を
統
合
的
に
再
構
築
し
、
都
市
空
間
の
利

用
バ
ラ
ン
ス
を
回
復
す
る
新
た
な
仕
組
み

を
模
索
し
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
が
実
施
し
て
き

バルセロナ
に
お
け
る

観
光
ジェン
ト
リフィ

ケ
ーションへの

対
応

4
2

観
光
研
究
部 

主
任
研
究
員

池
知
貴
大

観
光
研
究
部 

研
究
員

山
本
奏
音

2
．住
宅
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る

政
策
的
対
応

1
．は
じ
め
に

エ
リ
ア
全
体
に
お
け
る

宿
泊
施
設
の
分
布
管
理

2 -1

民
泊
の
規
制
管
理

2 -2観
光
都
市
に
も
共
通
し
て
見
ら
れ
る
。
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
、
旧
市
街
中
心
部
に
お
い

て
観
光
関
連
店
舗
へ
の
用
途
転
換
を
制
限

し
、
地
域
住
民
の
生
活
を
支
え
る
商
店
の
維

持
を
支
援
す
る
政
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
取
り
組
み
も
バ
ル
セ
ロ

ナ
と
同
様
に
、
観
光
を
否
定
す
る
の
で
は
な

く
、
過
度
な
「
観
光
地
化
」
が
都
市
の
個
性

を
奪
う
こ
と
を
防
ぐ
た
め
の
制
度
的
介
入
で

あ
り
、
観
光
を
持
続
可
能
な
形
で
地
域
社
会

に
組
み
込
む
試
み
と
捉
え
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
政
策
の
背
景
に
は
、「
観
光
に

よ
っ
て
都
市
が
経
済
的
利
益
を
得
る
一
方

で
、
地
域
に
根
ざ
し
た
商
業
の
多
く
が
失
わ

れ
れ
ば
、
そ
の
都
市
の
魅
力
の
根
拠
そ
の
も

の
が
失
わ
れ
る
」
と
い
う
共
通
の
理
解
が
あ

る
。
こ
の
点
は
日
本
に
お
い
て
も
同
様
で
あ

り
、
多
様
な
店
舗
や
業
態
が
共
存
す
る
こ
と

こ
そ
が
、
都
市
の
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
形
づ
く
り
、
観
光
の
持
続
可
能
性
を

支
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
例
は
、
観
光
が
都
市
の
構

造
そ
の
も
の
を
変
え
る
力
を
持
ち
得
る
と
こ

ろ
ま
で
拡
大
し
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
現
実
を
前
に
、
バ
ル
セ
ロ
ナ

市
は「
観
光
を
排
除
す
る
」の
で
は
な
く
、「
観

光
と
と
も
に
生
き
る
都
市
」
を
ど
う
つ
く
る

か
を
政
策
の
中
心
に
据
え
て
き
た
。
P
E
U

A
T
や
旧
市
街
用
途
計
画
に
共
通
す
る
の

は
、
市
場
の
流
れ
の
み
に
委
ね
れ
ば
、
住
民

の
居
住
性
や
商
業
の
多
様
性
が
失
わ
れ
、
結

果
と
し
て
地
域
の
持
続
可
能
性
を
毀
損
す
る

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
認
識
に
基
づ
き
、
行

政
が
市
場
の
外
部
性
へ
対
処
し
よ
う
と
す
る

姿
勢
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
介
入
は
、
自
由
な

経
済
活
動
と
の
均
衡
を
常
に
問
わ
れ
る
。
宿

泊
施
設
の
立
地
規
制
や
建
物
用
途
の
制
限

は
、
営
業
の
自
由
や
財
産
権
と
の
衝
突
を
避

け
が
た
い
。
実
際
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
こ
れ

ら
の
政
策
を
め
ぐ
っ
て
複
数
の
訴
訟
が
提
起

さ
れ
、
一
部
の
条
項
が
違
法
と
判
断
さ
れ
た

例
も
あ
る
。

　
市
は
そ
の
た
び
に
制
度
設
計
を
見
直
し
、

規
制
の
正
当
性
を
打
ち
出
し
て
き
た
。
観
光

と
地
域
社
会
の
多
様
な
営
み
を
共
存
さ
せ
る

た
め
に
は
、
市
場
原
理
を
制
御
し
つ
つ
、
住

民
の
関
与
を
制
度
の
内
部
に
位
置
づ
け
、
政

策
の
正
当
性
を
絶
え
ず
更
新
し
て
い
く
政
治

的
技
術
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
は
、
訴
訟
や
対
立
を
経
な
が
ら
も
、
そ
う

し
た
技
術
を
行
政
と
し
て
定
着
さ
せ
つ
つ
あ

る
と
言
え
る
。

　
こ
の
点
は
、
日
本
に
お
け
る
観
光
ま
ち
づ

く
り
に
と
っ
て
も
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
。

観
光
を
単
に
経
済
成
長
の
手
段
と
し
て
で
は

な
く
、
地
域
社
会
の
持
続
性
を
支
え
る
要
素

と
し
て
再
定
義
す
る
た
め
に
は
、
住
宅
、
商

業
、
文
化
、
公
共
空
間
と
い
っ
た
領
域
を
横

断
す
る
政
策
調
整
が
求
め
ら
れ
る
。
市
場
と

公
共
、
経
済
と
文
化
等
の
あ
い
だ
に
生
じ
る

緊
張
を
い
か
に
制
御
す
る
か
、
そ
の
問
い
に

向
き
合
う
こ
と
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
観
光
政

策
と
地
域
経
営
に
と
っ
て
重
要
な
視
点
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。

フ
ラ
ッ
ト
を
観
光
用
途
で
は
な
く
居
住
用
途

に
再
転
換
し
、
住
宅
ス
ト
ッ
ク
を
増
加
さ
せ

る
こ
と
」（
観
光
文
化
2
6
5
号
）
を
目
的
と

し
て
い
る
。
全
宿
泊
施
設
を
対
象
と
し
た

P
E
U
A
T
よ
り
も
、
対
象
を
民
泊
に
限
定

し
て
厳
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
こ
と
で
目

標
の
達
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
民
泊
の
全
廃
は

民
泊
関
係
者
か
ら
の
大
き
な
反
発
を
生
ん
で

い
る
。
民
泊
経
営
者
の
ほ
と
ん
ど
は
中
小
事

　
こ
れ
ら
の
宿
泊
施
設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
施

策
の
結
果
、
特
に
規
制
の
厳
し
い
中
心
部
に

お
い
て
、
無
秩
序
な
宿
泊
施
設
の
増
加
は
あ

る
程
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
て
い
る
状
況
に

あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
弊

害
も
発
生
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
既
存
ホ
テ

ル
の
価
格
の
大
幅
な
高
騰
、
ホ
テ
ル
の
新
規

参
入
の
阻
害
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ホ
テ
ル
価

格
の
高
騰
の
結
果
、
安
価
な
郊
外
の
ホ
テ
ル

に
宿
泊
し
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
は
日
帰
り
で
訪

れ
る
客
が
増
加
し
て
お
り
、
結
果
的
に
日
中

の
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
の
消
費
額
が
減
少
し
て
い

る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
新

規
参
入
の
阻
害
の
結
果
、
近
年
ブ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
等
が
マ
ド
リ
ー
ド
に
集
中
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
バ
ル
セ
ロ
ナ
ホ

テ
ル
協
会
は
、
歴
史
的
・
個
性
的
な
ホ
テ
ル

の
新
規
開
業
で
あ
れ
ば
認
め
る
よ
う
に

2
0
2
2
年
に
訴
訟
を
起
こ
し
た
。

　
ま
た
、賃
貸
価
格
は
上
昇
を
続
け
て
お
り
、

2
0
2
5
年
に
は
過
去
最
高
価
格
を
更
新
し

た
。
本
件
に
関
し
て
は
別
の
政
策
も
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。
行
政
は
、
2
0
1
9
年
に

は
賃
貸
期
間
の
事
実
上
の
延
長
（
都
市
賃
貸

借
法
／
L
A
U
の
改
正
）、
2
0
2
4
年
に

‒❷ バルセロナにおける観光ジェントリフィケーションへの対応4
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業
者
で
あ
る
た
め
、
業
界
を
代
表
す
る
組
織

と
し
て
バ
ル
セ
ロ
ナ
観
光
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト

協
会
（A

P
A
R
T
U
R

）
が
機
能
し
て
い
る
。

A
P
A
R
T
U
R
は
民
泊
を
合
法
的
に
運
営

し
て
い
る
オ
ー
ナ
ー
や
管
理
会
社
に
よ
っ
て

構
成
。
民
泊
の
利
益
を
擁
護
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
行
政
に
よ
る
ラ
イ
セ
ン
ス
廃
止
計

画
に
対
し
て
は
、
反
対
の
意
を
示
し
、
代
替

案
の
提
案
や
補
償
請
求
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
自
分
た
ち
の
意
見
の
裏
付
け
の
た

め
に
、
民
泊
が
住
宅
価
格
高
騰
の
大
き
な
要

因
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
レ
ポ
ー
ト
を
作
成

し
た
り
、
合
法
的
に
経
営
を
し
て
い
る
事
業

者
を
増
や
し
守
る
た
め
に
、
会
員
向
け
情
報

共
有
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
作
成
や
認
証
取

得
を
支
援
し
た
り
、
自
ら
違
法
民
泊
を
取
り

締
ま
る
シ
ス
テ
ム
を
運
営
す
る
等
と
い
っ
た

取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
現
在
既
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
宿
泊
施

設
の
ベ
ッ
ド
数
に
民
泊
が
占
め
る
割
合
は
約

4
割
と
な
っ
て
い
る
。
人
数
の
多
い
家
族
連

れ
や
学
生
グ
ル
ー
プ
な
ど
通
常
の
ホ
テ
ル
で

は
受
け
入
れ
に
く
い
需
要
も
あ
り
、
民
泊
の

全
廃
は
非
現
実
的
だ
と
い
う
意
見
も
多
い
。

市
と
し
て
は
、
全
廃
を
実
現
し
た
上
で
、
失

業
者
に
対
し
て
は
職
業
訓
練
等
の
実
施
を
計

画
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
の
経
過

に
着
目
し
た
い
。

た
政
策
的
取
り
組
み
を
住
宅
分
野
と
商
業
分

野
に
分
け
て
検
討
し
、
日
本
の
観
光
地
が
直

面
し
つ
つ
あ
る
課
題
へ
の
示
唆
を
探
る
。

　
ま
ず
住
宅
分
野
を
見
て
み
る
と
、
バ
ル
セ

ロ
ナ
で
は
住
宅
価
格
の
高
騰
に
よ
る
住
民
の

流
出
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

問
題
は
、
2
0
1
4
年
頃
か
ら
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
始
め
た
。
背
景
に
は
様
々
な
要
因

が
あ
る
が
、
特
に
当
時
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

た
要
因
が
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
る
。

●
2
0
0
8
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を

契
機
に
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
そ
れ
ま
で
起
こ
っ

て
い
た
住
宅
バ
ブ
ル
が
崩
壊
。
崩
壊
か
ら

の
回
復
の
動
き
の
中
、
他
国
の
市
場
と
比

較
し
て
安
価
で
あ
っ
た
ス
ペ
イ
ン
の
住
宅

資
産
が
、
世
界
の
富
裕
層
に
と
っ
て
投
資

対
象
と
な
っ
た
。

●
観
光
が
進
展
し
た
結
果
、
住
宅
が
ホ
テ
ル

や
民
泊
等
の
宿
泊
施
設
に
転
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
2
0
1
0
年
前
後
か
ら
、
特
に
民

泊
に
関
し
て
そ
の
流
れ
は
加
速
。

●
ど
こ
で
も
働
く
こ
と
が
で
き
る
デ
ジ
タ
ル

ノ
マ
ド
等
の
高
所
得
外
国
人
が
、
バ
ル
セ
ロ

表 2 宿泊施設の契約件数と月額平均賃料

表 1 バルセロナ市の住宅ジェントリフィケーション関連施策・出来事等

B
oqueria

）
で
あ
る
。
ボ
ケ
リ
ア
市
場
は
長

年
「
住
民
の
台
所
」
と
し
て
住
民
の
生
活
を
支

え
て
き
た
が
、
2
0
0
0
年
代
以
降
、
観
光

客
向
け
の
食
べ
歩
き
商
品
な
ど
を
提
供
す
る

屋
台
が
増
え
、
伝
統
的
な
生
鮮
食
品
を
扱
う

店
舗
が
減
少
し
た
こ
と
で
、
地
元
住
民
か
ら

「
日
常
の
買
い
物
が
し
づ
ら
く
な
っ
た
」
と
い

う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
商
品
の
構

成
比
率
を
定
め
る「
50
：
50

ル
ー
ル
」を
含
む
新
ル
ー

ル
を
市
と
市
場
組
合
が
協

働
で
企
画
し
、2
0
2
5

年
9
月
に
組
合
員
の
9
割

以
上
の
賛
成
を
得
て
承
認

を
得
た
。
こ
の
新
ル
ー
ル

は
、
市
場
全
体
の
店
舗
の

う
ち
少
な
く
と
も
50
％
は

伝
統
的
な
生
鮮
食
品（
精

肉
・
鮮
魚
・
青
果
な
ど
）の

販
売
に
充
て
る
一
方
、加

工
・
調
理
済
み
食
品
や
そ

の
場
で
消
費
さ
れ
る
商
品

（
食
べ
歩
き
商
品
な
ど
）
の

販
売
は
最
大
で
も
50
％
に

制
限
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
観
光

客
向
け
業
種
に
偏
り
過
ぎ

る
こ
と
を
防
止
し
、
市
場
本
来
の
食
料
品
市

場
と
し
て
の
性
格
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
市
当
局
は
こ
う
し
た
規
制
と
引
き

換
え
に
総
額
1
2
0
0
万
ユ
ー
ロ
以
上
を
市

場
に
投
じ
、
大
規
模
な
改
修
計
画
を
進
め
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
に
は
老
朽

化
し
た
屋
根
の
全
面
改
修
、
施
設
設
備
の
更

新
、
ト
イ
レ
や
空
調
の
改
善
、
外
部
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
動
線
の
整
備
な
ど
が
含
ま
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
ハ
ー
ド
面
で
の
支
援
策
と
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
市
場
組
合
員
た
ち
に
も

観
光
客
向
け
販
売
規
制
の
受
け
入
れ
に
十
分

な
メ
リ
ッ
ト
を
提
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
「
規
制
と
支
援
の
組
み
合
わ

せ
」
に
よ
る
市
場
運
営
モ
デ
ル
は
、
観
光
に

よ
る
経
済
効
果
を
維
持
し
つ
つ
地
域
社
会
の

共
有
資
源
と
し
て
の
機
能
を
守
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
の
取
り
組
み
も
、

言
い
換
え
れ
ば
、
行
政
が
一
定
の
規
制
的
枠

組
み
に
よ
っ
て
、
商
業
空
間
の
多
様
性
を
守

ろ
う
と
す
る
取
り
組
み
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
こ
れ
ら
の
政
策
は
、
観
光

客
向
け
の
商
業
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な

い
。
過
度
な
商
業
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
進
行

は
、
地
域
の
日
常
的
な
営
み
や
固
有
の
文
化

を
浸
食
し
、
結
果
と
し
て
観
光
の
魅
力
そ
の

も
の
を
損
な
う
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
む
し

ろ
、
観
光
を
経
済
の
重
要
な
要
素
と
認
め
た

上
で
、
地
域
の
商
業
多
様
性
を
維
持
す
る
方

向
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
発
想
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

や
ベ
ネ
チ
ア
な
ど
、
観
光
の
急
激
な
拡
大
を

体
験
し
て
い
る
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る

　
観
光
の
拡
大
は
、住
宅
市
場
の
み
な
ら
ず
、

地
域
の
商
業
構
造
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
、
と
り
わ
け
旧
市
街

（C
iu
tat V

ella

）
に
お
い
て
観
光
客
の
急

増
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
生
活
を
支
え
て

き
た
店
舗
が
減
少
し
、
代
わ
っ
て
土
産
物
店

や
観
光
客
向
け
の
飲
食
店
等
が
集
積
す
る
傾

向
が
顕
著
と
な
っ
た
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
、
こ
の
変
化
を
単
な
る
経

済
現
象
と
し
て
で
は
な
く
、
地
域
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
わ
る
課
題
と
し
て
位
置
づ

け
て
い
る
。
2
0
2
5
年
7
月
3
日
付
の
市

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
で
は
、
旧
市
街
用
途
計
画

2
0
2
5
（P

la d’
U
sos de C

iutat V
ella 

2025

）
の
目
的
と
し
て
、「
文
化
的
提
供
や

地
域
に
資
す
る
質
の
高
い
経
済
活
動
を
促
進

す
る
一
方
で
、
地
区
の
一
部
に
定
着
し
て
い

る
商
業
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
を
回
避
す
る
」

こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。当
該
計
画
で
は
、

観
光
を
一
律
に
抑
制
す
る
の
で
は
な
く
、
地

域
社
会
の
多
様
性
を
維
持
し
な
が
ら
持
続
的

な
都
市
経
済
を
実
現
す
る
と
い
う
理
念
を
掲

げ
て
い
る
。

　
こ
の
理
念
は
、
都
市
計
画
、
商
業
政
策
、

さ
ら
に
は
公
共
空
間
管
理
に
至
る
複
数
の
分

野
に
共
通
す
る
政
策
軸
と
し
て
展
開
さ
れ
て

い
る
。
以
下
で
は
、
そ
の
よ
う
な
商
業
空
間

に
対
す
る
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
、
旧
市
街
に
お
け
る
観
光

関
連
業
種
の
過
度
な
集
積
と
、
そ
れ
に
伴
う

地
域
の
商
業
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
を
防
ぐ
た

め
、
都
市
計
画
上
の
手
段
で
あ
る
特
別
用
途

計
画
を
活
用
し
て
い
る
。
用
途
計
画
に
よ
る

商
業
活
動
の
規
制
は
1
9
9
0
年
代
初
頭
に

始
ま
り
、
2
0
1
0
年
・
2
0
1
3
年
の
改

訂
を
経
て
、
2
0
1
8
年
に
現
行
制
度
（「
旧

市
街
用
途
計
画
2
0
1
8
年
版
」）
へ
と
改

正
さ
れ
た
。

　
当
初
の
計
画
は
、
深
夜
営
業
施
設
な
ど
に

よ
る
公
共
空
間
の
治
安
維
持
等
を
目
的
と
し

て
い
た
が
、
観
光
の
拡
大
と
と
も
に
、
観
光

が
地
域
住
民
の
生
活
環
境
に
影
響
を
与
え
は

じ
め
た
た
め
、
地
域
社
会
の
課
題
は
「
治
安

の
管
理
」
か
ら
「
居
住
と
観
光
の
共
存
」
へ

と
変
化
し
た
。

　
2
0
1
8
年
改
訂
版
で
は
、
単
に
特
定
業

種
の
営
業
を
制
限
す
る
の
で
は
な
く
、
都
市

空
間
に
お
け
る
用
途
の
調
整
を
主
眼
と
す
る

仕
組
み
が
整
え
ら
れ
て
お
り
、そ
の
目
的
は
、

都
市
空
間
の
利
用
を
調
整
し
、
住
宅
・
商
業
・

観
光
・
文
化
と
い
っ
た
多
様
な
都
市
機
能
の

共
存
を
確
保
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
仕
組
み
と
し
て
、
2
0
1
8
年

改
訂
版
で
新
た
に
導
入
さ
れ
た
の
が
、「
商

業
密
度
制
限
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
飲
食

関
連
業
」「
娯
楽
・
夜
間
営
業
施
設
（
デ
ィ
ス

コ
、音
楽
バ
ー
、シ
ョ
ー
を
伴
う
飲
食
業
等
）」

「
観
光
サ
ー
ビ
ス
関
連
業
（
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
、
観
光
案
内
所
、
旅
行
代
理
業
、
土
産
物

販
売
等
）」
と
い
っ
た
特
定
業
種
が
一
定
の

度
合
い
を
超
え
て
集
中
す
る
区
域
で
は
、
新

規
営
業
を
認
め
な
い
仕
組
み
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
、店
舗
の
種
類
ご
と
に
立
地
距
離（
半

径
50
〜
1
0
0
m
）
を
設
定
し
、
そ
の
範
囲

内
で
同
業
種
の
営
業
面
積
が
一
定
値
を
超
え

る
場
合
、
新
規
の
営
業
許
可
を
出
さ
な
い
と

定
め
て
い
る
。
こ
の
計
算
は
、
街
区
単
位
で

は
な
く「
各
店
舗
の
正
面
か
ら
の
距
離
半
径
」

に
基
づ
き
、
空
間
的
に
重
複
す
る
エ
リ
ア
単

位
で
制
度
化
さ
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ

る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
制
限
は
住
宅
用
途
や

教
育
・
医
療
施
設
に
隣
接
す
る
エ
リ
ア
で
は

さ
ら
に
厳
格
化
さ
れ
て
い
る
。

　
2
0
2
5
年
7
月
に
初
期
承
認
さ
れ
た
新

旧
市
街
用
途
計
画
2
0
2
5
で
は
、
こ
の
方

向
性
を
さ
ら
に
拡
張
し
、
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
、

C
B
D
製
品
販
売
店
、
携
帯
電
話
ケ
ー
ス
・

ア
ク
セ
サ
リ
ー
販
売
店
な
ど
、
低
付
加
価
値

型
・
短
期
収
益
型
の
店
舗
に
つ
い
て
新
規
の

営
業
許
可
の
発
行
を
停
止
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
市
は
そ
の
理
由
と
し
て
、
こ
れ
ら
の

業
種
が
旧
市
街
の
一
部
に
過
度
に
集
中
し
、

地
域
の
商
業
多
様
性
を
損
な
う
要
因
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
用
途
計
画
は
、
市
場
経
済
が
も

た
ら
す
商
業
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
の
傾
向
に

対
し
、
行
政
が
政
策
的
に
介
入
し
て
商
業
空

間
の
多
様
性
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
試
み
で

あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
レ
ン
ト
・
ギ
ャ
ッ

プ
理
論
が
示
す「
潜
在
的
収
益
の
上
昇
に
よ
っ

て
土
地
利
用
が
一
方
向
的
に
転
換
す
る
動
き
」

に
対
し
て
、
行
政
が
一
定
の
規
制
的
枠
組
み

に
よ
っ
て
、
商
業
空
間
の
多
様
性
を
守
ろ
う

と
す
る
取
り
組
み
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
で
は
、
観
光
に
よ
っ
て
公

共
空
間
の
公
共
性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
を
防

ぐ
た
め
、
市
場
や
広
場
と
い
っ
た
空
間
の
管

理
に
新
た
な
仕
組
み
を
導
入
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
。
そ
の
代
表
例
が
旧
市
街
に

位
置
す
る
ボ
ケ
リ
ア
市
場
（M

ercat de la 

は
「
混
雑
地
域
」
に
お
け
る
大
規
模
所
有
者

の
新
規
契
約
の
家
賃
に
上
限
を
設
け
た
。
こ

れ
ら
は
住
民
の
長
期
賃
貸
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
結
果
、
貸
主
は

住
民
向
け
の
長
期
賃
貸
市
場
か
ら
撤
退
し
、

高
所
得
の
外
国
人
デ
ジ
タ
ル
ノ
マ
ド
等
を
対

象
と
し
た
季
節
賃
貸
（
6
|
11
か
月
程
度
の

賃
貸
）
に
移
行
し
て
い
る
。

　

　
本
件
に
関
し
て
は
、ま
さ
に
レ
ン
ト
・
ギ
ャ
ッ

プ
理
論
を
当
て
は
め
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。「
現

在
の
利
用
」、す
な
わ
ち
長

期
賃
貸
で
生
み
出
さ
れ
る

地
代
よ
り
も
、「
よ
り
収
益

性
の
高
い
利
用
」、
す
な
わ

ち
季
節
賃
貸
で
得
ら
れ
る

可
能
性
の
あ
る
地
代
の
方

が
高
く
な
っ
た
。
結
果
的

に
住
民
向
け
の
長
期
賃
貸

の
母
数
は
増
加
し
て
お
ら

ず
、
賃
貸
価
格
の
上
昇
は

続
く
こ
と
と
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
。

　
上
記
の
よ
う
に
、バ
ル
セ

ロ
ナ
で
は
住
宅
ジ
ェ
ン
ト

リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対

し
て
多
様
な
政
策
が
実
行

さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
は

評
価
さ
れ
て
い
る
部
分
も
多
い
一
方
、
政
策

介
入
に
よ
り
別
の
課
題
が
生
じ
て
新
た
な
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
イ
ン

パ
ク
ト
の
あ
る
政
策
で
あ
る
が
ゆ
え
に
弊
害

も
大
き
く
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

ナ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
魅
力
を
感
じ
て
移

住
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る
人
口
増
加
の
一

端
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
住
宅

価
格
の
高
騰
が
生
じ
、
従
来
か
ら
バ
ル
セ
ロ

ナ
に
居
住
し
て
い
た
住
民
は
家
賃
を
支
払
え

ず
転
出
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
状
況
と
な
っ

た
。
危
機
感
を
覚
え
た
住
民
ら
に
よ
り
、

2
0
1
5
年
11
月
に
は「
持
続
可
能
な
観
光

の
た
め
の
近
隣
住
民
組
合（A

sam
blea de 

B
arrios por un T

urism
o S

ostenible 

※
現
在
はA

sam
blea de B

arrios por el 

D
ecrecim

iento T
uristico

と
名
称
変
更
）」

が
設
立
さ
れ
、観
光
客
数
の
削
減
、住
居
の
権

利
等
を
主
張
し
始
め
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
2
0

1
5
年
5
月
に
新
た
に
市
長
と
な
っ
た
ア

ダ
・
コ
ラ
ウ
氏
の
も
と
、
住
民
用
の
適
切
な

数
の
住
居
の
確
保
、
そ
し
て
快
適
な
住
環
境

確
保
の
た
め
の
政
策
が
行
わ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
の
中
で
も
中
心
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
宿
泊
施
設
の
立
地
・

数
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
す
る
施
策
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
具
体
的
に
は
、

①
エ
リ
ア
全
体
の
宿
泊
施
設
の
分
布
管
理

（
後
述
の
P
E
U
A
T
を
通
し
て
推
進
）、②

特
定
の
宿
泊
施
設
形
態
（
民
泊
）
に
特
化
し

た
規
制
管
理
、
と
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
順
に
説
明
し
た
い
。

　
ま
ず
2
0
1
7
年
に
導
入
さ
れ
た
P
E
U

A
T
（
観
光
宿
泊
施
設
特
別
都
市
計
画
）
は
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
全
体
を
ゾ
ー
ン
分
け
し
、
ゾ
ー

ン
ご
と
に
全
て
の
タ
イ
プ
の
宿
泊
施
設
の
新

規
設
立
に
制
限
を
定
め
、
結
果
的
に
宿
泊
施

設
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
計
画
で
あ
る
。

ゾ
ー
ン
は
、観
光
宿
泊
施
設
の
提
供
の
強
度
、

住
民
人
口
に
対
す
る
宿
泊
施
設
の
比
率
、
公

共
空
間
の
飽
和
度
、
既
存
の
都
市
形
態
な
ど

の
要
因
に
基
づ
い
て
、
新
し
い
観
光
施
設
を

受
け
容
れ
る
能
力
を
十
分
に
有
す
る
か
と
い

う
観
点
で
決
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
状
況
の

変
化
を
踏
ま
え
て
数
年
ご
と
に
ゾ
ー
ン
の
境

界
は
更
新
さ
れ
て
い
る
。

　
ゾ
ー
ン
ご
と
の
制
限
の
内
容
に
つ
い
て
は

観
光
文
化
2
6
5
号
特
集
3
に
て
説
明
さ
れ

て
い
る
た
め
、
そ
ち
ら
を
参
照
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
こ
の
政
策
の
意
図
に
つ
い
て
も
、

同
じ
く
観
光
文
化
2
6
5
号
の
中
で
説
明
さ

れ
て
い
る
。（
以
下
引
用
）

　
「
宿
泊
施
設
の
立
地
規
制
を
通
し
て
、
用

途
の
混
在
を
図
り
、
界
隈
の
公
共
空
間
で
の

生
活
を
維
持
す
る
と
と
も
に
そ
こ
へ
の
観
光

の
影
響
を
最
小
限
に
留
め
、
持
続
可
能
な
経

済
活
動
の
展
開
を
図
る
と
こ
ろ
に
狙
い
が
あ

る
。
何
よ
り
も
、
市
民
の
住
む
権
利
を
保
障

す
る
こ
と
が
最
大
の
眼
目
で
あ
る
。」（
阿
部

大
輔
「『
観
光
都
市
』
か
ら
『
観
光
と
と
も
に

生
き
る
都
市
』
へ
丨
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
の
最
前
線
」）

　
す
な
わ
ち
本
政
策
は
、
利
益
を
生
む
宿

泊
施
設
が
一
定
の
地
区
内
に
集
中
す
る
こ

と
を
防
ぎ
、
公
共
空
間
を
守
る
た
め
、
そ

し
て
そ
の
結
果
住
民
の
快
適
な
居
住
環
境

を
確
保
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た

そ
れ
と
同
時
に
、
ホ
テ
ル
開
発
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
下
に
置
き
無
秩
序
な
開
発
を
防
ぐ

こ
と
に
よ
り
、
質
の
高
い
観
光
地
と
し
て

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
キ
ー
プ
す
る
た

め
の
も
の
で
も
あ
る
。

　
次
に
民
泊
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
だ

が
、
こ
ち
ら
に
関
し
て
は
P
E
U
A
T
以
上

に
厳
格
な
対
応
が
と
ら
れ
て
い
る
。
2
0
1

5
年
、
P
E
U
A
T
の
策
定
に
先
立
ち
民
泊

の
新
規
ラ
イ
セ
ン
ス
発
行
が
停
止
さ
れ
た
。

2
0
0
9
年
に
は
6
3
2
件
だ
っ
た
民
泊
の

数
が
2
0
1
4
年
に
は
9
6
0
6
件
と
、
短

期
間
で
大
幅
に
増
加
し
て
い
た
民
泊
だ
が
、

2
0
1
5
年
以
降
そ
の
増
加
は
停
止
し
た
。

そ
の
後
も
、「
バ
ル
セ
ロ
ナ
観
光
戦
略
計
画

2
0
2
0
」
に
は
、A

irb
n
b

等
の
民
間
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
の
協
定
を
強
化
し
、
違

法
物
件
の
取
り
締
ま
り
や
自
主
規
制
体
制
の

強
化
を
行
う
旨
が
記
載
さ
れ
た
り
、
2
0
1

7
年
制
定
の
P
E
U
A
T
に
も
民
泊
の
ゼ
ロ

成
長
が
明
記
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
大
き
な
規
制
は
、
緊
急
政
令
3
／

2
0
2
3
で
あ
る
。
観
光
目
的
の
住
宅
賃
貸

に
対
し
自
治
体
か
ら
の
事
前
都
市
計
画
許
可

を
義
務
付
け
、
許
可
数
や
貸
出
日
数
に
上
限

を
設
け
る
権
限
を
自
治
体
に
与
え
る
内
容

（
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
政
府
に
よ
り
作
成
）。
民

泊
規
制
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
が
以
前
か
ら
行
っ

て
い
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
法
的
な
裏
付
け

を
後
か
ら
与
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
そ
れ
を
踏
ま
え
て
2
0
2
4
年
に

作
成
さ
れ
た
「
観
光
管
理
政
府
措
置
」。
観

光
活
動
と
バ
ル
セ
ロ
ナ
住
民
の
日
常
生
活
と

の
間
の
よ
り
良
い
均
衡
を
達
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
計
画
だ
が
、
そ
の
中
に
、
緊
急

政
令
3
／
2
0
2
3
を
適
用
し
て
市
内
の
民

泊
は
す
べ
て
廃
止
さ
れ
、
2
0
2
8
年
ま
で

に
、
現
在
存
在
す
る
1
0
1
0
1
軒
の
民
泊

（
※H

ab
itatge d

'Ú
s T

u
rístic 

（H
U
T

）

と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
）
全
て
が
ラ
イ
セ

ン
ス
を
失
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
一
連
の
民
泊
規
制
は
「
市
内
の

　
観
光
の
拡
大
は
、
地
域
社
会
に
と
っ
て
多

く
の
プ
ラ
ス
の
影
響
を
も
た
ら
し
て
き
た
。

観
光
は
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
、
新
た
な

雇
用
を
生
み
出
し
、
文
化
や
伝
統
の
再
評
価

を
促
す
。
例
え
ば
、
観
光
を
契
機
と
し
て
、

空
き
家
や
遊
休
施
設
が
再
生
さ
れ
、
地
域
の

食
文
化
や
祭
り
な
ど
が
新
た
な
形
で
継
承
さ

れ
る
事
例
も
多
い
。

　
も
っ
と
も
、
観
光
の
拡
大
が
特
定
の
地
域

や
季
節
に
過
度
に
集
中
す
る
と
、
そ
う
し
た

状
況
が
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
呼
ば

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
混
雑
と
い
っ
た
目
に
見

え
や
す
い
ト
ラ
ブ
ル
は
、
地
域
の
生
活
環
境

を
悪
化
さ
せ
る
要
素
で
あ
り
、
住
民
と
観
光

客
の
間
に
摩
擦
を
生
じ
さ
せ
る
。

　
さ
ら
に
、
よ
り
本
質
的
に
難
し
い
の
は
、

こ
う
し
た
変
化
の
背
後
に
あ
る
構
造
的
な
影

響
で
あ
る
。
観
光
の
拡
大
は
地
域
社
会
に
新

た
な
価
値
や
機
会
を
も
た
ら
す
一
方
で
、
そ

の
同
じ
力
が
土
地
利
用
や
生
活
環
境
の
変
化

を
促
し
、
地
域
の
社
会
的
な
基
盤
を
揺
る
が

す
こ
と
に
も
繫
が
り
得
る
。
す
な
わ
ち
、
観

光
の
も
た
ら
す
「
地
域
の
活
性
化
」
と
観
光

に
よ
る
「
地
域
の
変
容
」
は
し
ば
し
ば
表
裏

一
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
バ

ラ
ン
ス
や
速
度
を
い
か
に
制
御
す
る
か
が
、

今
日
の
観
光
政
策
に
お
け
る
重
要
な
課
題
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
住
宅
が
民
泊
を
は
じ
め
と
し
た

宿
泊
施
設
へ
転
用
さ
れ
、
地
価
や
家
賃
が
上

昇
す
る
こ
と
で
地
元
住
民
が
住
み
続
け
に
く

く
な
る
場
合
や
、
商
店
街
か
ら
長
年
地
域
の

日
常
を
支
え
て
き
た
店
舗
が
姿
を
消
し
、
観

光
客
向
け
の
店
が
並
ぶ
よ
う
に
な
る
場
合
が

あ
る
。
こ
れ
ら
の
変
化
は
一
見
す
る
と
経
済

の
活
性
化
と
評
価
さ
れ
る
が
、
行
き
過
ぎ
れ

ば
地
域
社
会
の
均
衡
を
崩
し
て
し
ま
う
危
う

さ
を
は
ら
む
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
経
済
と
社
会
の
バ

ラ
ン
ス
が
変
化
し
、
元
々
の
住
民
や
商
業
が

入
れ
替
わ
る
現
象
は
「
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
（gen

trificatio
n

）」
と
呼
ば

れ
る
。
1
9
7
0
年
代
の
ロ
ン
ド
ン
や

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
都
市
再
開
発
の
進
行
と
と

も
に
議
論
さ
れ
は
じ
め
た
概
念
で
あ
り
、
地

理
学
者
ニ
ー
ル
・
ス
ミ
ス
（N

eil S
m
ith

）

は
、
そ
の
背
景
に
あ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
「
レ

ン
ト
・
ギ
ャ
ッ
プ
（R

en
t G

ap

）」
理
論
に

よ
っ
て
説
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
土
地
や
建

物
が
「
現
在
の
利
用
」
で
生
み
出
す
地
代
（
現

行
地
代
）
と
、「
よ
り
収
益
性
の
高
い
利
用
」

で
得
ら
れ
る
可
能
性
の
あ
る
地
代
（
潜
在
地

代
）
の
差
が
拡
大
す
る
と
、
そ
の
差
を
埋
め

よ
う
と
す
る
投
資
が
誘
発
さ
れ
、
結
果
と
し

て
都
市
空
間
の
再
編
が
進
む
と
い
う
も
の
で

あ
る
。　

観
光
は
、
こ
の
「
潜
在
地
代
」
を
急
速
に

引
き
上
げ
る
要
因
と
な
る
。
通
常
、
観
光
客

は
住
民
に
比
べ
て
所
得
が
高
い
傾
向
に
あ
る

た
め
、
人
気
観
光
地
で
は
、
宿
泊
施
設
や
観

光
客
向
け
商
業
施
設
の
需
要
が
急
増
す
る

と
、
そ
れ
ら
の
用
途
が
高
い
収
益
を
生
み
、

投
資
資
本
が
集
中
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
家
賃

や
地
価
が
上
昇
し
、
長
年
住
ん
で
き
た
人
々

が
地
域
を
離
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
構
図
が

生
じ
る
。

　
こ
う
し
た
「
観
光
に
紐
づ
く
ジ
ェ
ン
ト
リ

フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
課
題
に
対
し
、
バ
ル

セ
ロ
ナ
は
早
い
段
階
か
ら
制
度
的
対
応
を

試
み
て
き
た
。
2
0
1
0
年
代
以
降
、
観

光
の
急
拡
大
も
背
景
に
住
宅
価
格
の
高
騰

な
ど
が
社
会
的
対
立
を
引
き
起
こ
し
た
バ

ル
セ
ロ
ナ
で
は
、
都
市
政
策
と
観
光
政
策

を
統
合
的
に
再
構
築
し
、
都
市
空
間
の
利

用
バ
ラ
ン
ス
を
回
復
す
る
新
た
な
仕
組
み

を
模
索
し
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
が
実
施
し
て
き

新
た
な
課
題
と
の
対
峙

2 -3観
光
都
市
に
も
共
通
し
て
見
ら
れ
る
。
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
、
旧
市
街
中
心
部
に
お
い

て
観
光
関
連
店
舗
へ
の
用
途
転
換
を
制
限

し
、
地
域
住
民
の
生
活
を
支
え
る
商
店
の
維

持
を
支
援
す
る
政
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
取
り
組
み
も
バ
ル
セ
ロ

ナ
と
同
様
に
、
観
光
を
否
定
す
る
の
で
は
な

く
、
過
度
な
「
観
光
地
化
」
が
都
市
の
個
性

を
奪
う
こ
と
を
防
ぐ
た
め
の
制
度
的
介
入
で

あ
り
、
観
光
を
持
続
可
能
な
形
で
地
域
社
会

に
組
み
込
む
試
み
と
捉
え
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
政
策
の
背
景
に
は
、「
観
光
に

よ
っ
て
都
市
が
経
済
的
利
益
を
得
る
一
方

で
、
地
域
に
根
ざ
し
た
商
業
の
多
く
が
失
わ

れ
れ
ば
、
そ
の
都
市
の
魅
力
の
根
拠
そ
の
も

の
が
失
わ
れ
る
」
と
い
う
共
通
の
理
解
が
あ

る
。
こ
の
点
は
日
本
に
お
い
て
も
同
様
で
あ

り
、
多
様
な
店
舗
や
業
態
が
共
存
す
る
こ
と

こ
そ
が
、
都
市
の
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
形
づ
く
り
、
観
光
の
持
続
可
能
性
を

支
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
例
は
、
観
光
が
都
市
の
構

造
そ
の
も
の
を
変
え
る
力
を
持
ち
得
る
と
こ

ろ
ま
で
拡
大
し
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
現
実
を
前
に
、
バ
ル
セ
ロ
ナ

市
は「
観
光
を
排
除
す
る
」の
で
は
な
く
、「
観

光
と
と
も
に
生
き
る
都
市
」
を
ど
う
つ
く
る

か
を
政
策
の
中
心
に
据
え
て
き
た
。
P
E
U

A
T
や
旧
市
街
用
途
計
画
に
共
通
す
る
の

は
、
市
場
の
流
れ
の
み
に
委
ね
れ
ば
、
住
民

の
居
住
性
や
商
業
の
多
様
性
が
失
わ
れ
、
結

果
と
し
て
地
域
の
持
続
可
能
性
を
毀
損
す
る

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
認
識
に
基
づ
き
、
行

政
が
市
場
の
外
部
性
へ
対
処
し
よ
う
と
す
る

姿
勢
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
介
入
は
、
自
由
な

経
済
活
動
と
の
均
衡
を
常
に
問
わ
れ
る
。
宿

泊
施
設
の
立
地
規
制
や
建
物
用
途
の
制
限

は
、
営
業
の
自
由
や
財
産
権
と
の
衝
突
を
避

け
が
た
い
。
実
際
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
こ
れ

ら
の
政
策
を
め
ぐ
っ
て
複
数
の
訴
訟
が
提
起

さ
れ
、
一
部
の
条
項
が
違
法
と
判
断
さ
れ
た

例
も
あ
る
。

　
市
は
そ
の
た
び
に
制
度
設
計
を
見
直
し
、

規
制
の
正
当
性
を
打
ち
出
し
て
き
た
。
観
光

と
地
域
社
会
の
多
様
な
営
み
を
共
存
さ
せ
る

た
め
に
は
、
市
場
原
理
を
制
御
し
つ
つ
、
住

民
の
関
与
を
制
度
の
内
部
に
位
置
づ
け
、
政

策
の
正
当
性
を
絶
え
ず
更
新
し
て
い
く
政
治

的
技
術
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
は
、
訴
訟
や
対
立
を
経
な
が
ら
も
、
そ
う

し
た
技
術
を
行
政
と
し
て
定
着
さ
せ
つ
つ
あ

る
と
言
え
る
。

　
こ
の
点
は
、
日
本
に
お
け
る
観
光
ま
ち
づ

く
り
に
と
っ
て
も
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
。

観
光
を
単
に
経
済
成
長
の
手
段
と
し
て
で
は

な
く
、
地
域
社
会
の
持
続
性
を
支
え
る
要
素

と
し
て
再
定
義
す
る
た
め
に
は
、
住
宅
、
商

業
、
文
化
、
公
共
空
間
と
い
っ
た
領
域
を
横

断
す
る
政
策
調
整
が
求
め
ら
れ
る
。
市
場
と

公
共
、
経
済
と
文
化
等
の
あ
い
だ
に
生
じ
る

緊
張
を
い
か
に
制
御
す
る
か
、
そ
の
問
い
に

向
き
合
う
こ
と
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
観
光
政

策
と
地
域
経
営
に
と
っ
て
重
要
な
視
点
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。

フ
ラ
ッ
ト
を
観
光
用
途
で
は
な
く
居
住
用
途

に
再
転
換
し
、
住
宅
ス
ト
ッ
ク
を
増
加
さ
せ

る
こ
と
」（
観
光
文
化
2
6
5
号
）
を
目
的
と

し
て
い
る
。
全
宿
泊
施
設
を
対
象
と
し
た

P
E
U
A
T
よ
り
も
、
対
象
を
民
泊
に
限
定

し
て
厳
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
こ
と
で
目

標
の
達
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
民
泊
の
全
廃
は

民
泊
関
係
者
か
ら
の
大
き
な
反
発
を
生
ん
で

い
る
。
民
泊
経
営
者
の
ほ
と
ん
ど
は
中
小
事

　
こ
れ
ら
の
宿
泊
施
設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
施

策
の
結
果
、
特
に
規
制
の
厳
し
い
中
心
部
に

お
い
て
、
無
秩
序
な
宿
泊
施
設
の
増
加
は
あ

る
程
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
て
い
る
状
況
に

あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
弊

害
も
発
生
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
既
存
ホ
テ

ル
の
価
格
の
大
幅
な
高
騰
、
ホ
テ
ル
の
新
規

参
入
の
阻
害
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ホ
テ
ル
価

格
の
高
騰
の
結
果
、
安
価
な
郊
外
の
ホ
テ
ル

に
宿
泊
し
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
は
日
帰
り
で
訪

れ
る
客
が
増
加
し
て
お
り
、
結
果
的
に
日
中

の
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
の
消
費
額
が
減
少
し
て
い

る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
新

規
参
入
の
阻
害
の
結
果
、
近
年
ブ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
等
が
マ
ド
リ
ー
ド
に
集
中
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
バ
ル
セ
ロ
ナ
ホ

テ
ル
協
会
は
、
歴
史
的
・
個
性
的
な
ホ
テ
ル

の
新
規
開
業
で
あ
れ
ば
認
め
る
よ
う
に

2
0
2
2
年
に
訴
訟
を
起
こ
し
た
。

　
ま
た
、賃
貸
価
格
は
上
昇
を
続
け
て
お
り
、

2
0
2
5
年
に
は
過
去
最
高
価
格
を
更
新
し

た
。
本
件
に
関
し
て
は
別
の
政
策
も
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。
行
政
は
、
2
0
1
9
年
に

は
賃
貸
期
間
の
事
実
上
の
延
長
（
都
市
賃
貸

借
法
／
L
A
U
の
改
正
）、
2
0
2
4
年
に

市内の全民泊のライセンス失効予定2028年

観光管理政府措置発表（市内の民泊全廃が明記）2024年

緊急政令3/2023号発出（自治体による民泊管理が法的に認められる）2023年

バルセロナホテル協会が訴訟提起2022年

観光戦略計画2020発表（違法民泊取り締まりの強化等が記載）
PEUAT開始（ゾーンごとの宿泊施設数管理）2017年

住民組織ABTS（後のABDT）設立
アダ・コラウ氏市長就任
民泊新規ライセンス発行の停止

2015年

関連政策・出来事等年

契約件数 月額平均賃料（EUROS/月）

【写真1】旧市街における観光客向け商店の集積

‒❷ バルセロナにおける観光ジェントリフィケーションへの対応4
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業
者
で
あ
る
た
め
、
業
界
を
代
表
す
る
組
織

と
し
て
バ
ル
セ
ロ
ナ
観
光
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト

協
会
（A

P
A
R
T
U
R

）
が
機
能
し
て
い
る
。

A
P
A
R
T
U
R
は
民
泊
を
合
法
的
に
運
営

し
て
い
る
オ
ー
ナ
ー
や
管
理
会
社
に
よ
っ
て

構
成
。
民
泊
の
利
益
を
擁
護
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
行
政
に
よ
る
ラ
イ
セ
ン
ス
廃
止
計

画
に
対
し
て
は
、
反
対
の
意
を
示
し
、
代
替

案
の
提
案
や
補
償
請
求
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
自
分
た
ち
の
意
見
の
裏
付
け
の
た

め
に
、
民
泊
が
住
宅
価
格
高
騰
の
大
き
な
要

因
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
レ
ポ
ー
ト
を
作
成

し
た
り
、
合
法
的
に
経
営
を
し
て
い
る
事
業

者
を
増
や
し
守
る
た
め
に
、
会
員
向
け
情
報

共
有
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
作
成
や
認
証
取

得
を
支
援
し
た
り
、
自
ら
違
法
民
泊
を
取
り

締
ま
る
シ
ス
テ
ム
を
運
営
す
る
等
と
い
っ
た

取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
現
在
既
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
宿
泊
施

設
の
ベ
ッ
ド
数
に
民
泊
が
占
め
る
割
合
は
約

4
割
と
な
っ
て
い
る
。
人
数
の
多
い
家
族
連

れ
や
学
生
グ
ル
ー
プ
な
ど
通
常
の
ホ
テ
ル
で

は
受
け
入
れ
に
く
い
需
要
も
あ
り
、
民
泊
の

全
廃
は
非
現
実
的
だ
と
い
う
意
見
も
多
い
。

市
と
し
て
は
、
全
廃
を
実
現
し
た
上
で
、
失

業
者
に
対
し
て
は
職
業
訓
練
等
の
実
施
を
計

画
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
の
経
過

に
着
目
し
た
い
。

た
政
策
的
取
り
組
み
を
住
宅
分
野
と
商
業
分

野
に
分
け
て
検
討
し
、
日
本
の
観
光
地
が
直

面
し
つ
つ
あ
る
課
題
へ
の
示
唆
を
探
る
。

　
ま
ず
住
宅
分
野
を
見
て
み
る
と
、
バ
ル
セ

ロ
ナ
で
は
住
宅
価
格
の
高
騰
に
よ
る
住
民
の

流
出
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

問
題
は
、
2
0
1
4
年
頃
か
ら
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
始
め
た
。
背
景
に
は
様
々
な
要
因

が
あ
る
が
、
特
に
当
時
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

た
要
因
が
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
る
。

●
2
0
0
8
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を

契
機
に
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
そ
れ
ま
で
起
こ
っ

て
い
た
住
宅
バ
ブ
ル
が
崩
壊
。
崩
壊
か
ら

の
回
復
の
動
き
の
中
、
他
国
の
市
場
と
比

較
し
て
安
価
で
あ
っ
た
ス
ペ
イ
ン
の
住
宅

資
産
が
、
世
界
の
富
裕
層
に
と
っ
て
投
資

対
象
と
な
っ
た
。

●
観
光
が
進
展
し
た
結
果
、
住
宅
が
ホ
テ
ル

や
民
泊
等
の
宿
泊
施
設
に
転
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
2
0
1
0
年
前
後
か
ら
、
特
に
民

泊
に
関
し
て
そ
の
流
れ
は
加
速
。

●
ど
こ
で
も
働
く
こ
と
が
で
き
る
デ
ジ
タ
ル

ノ
マ
ド
等
の
高
所
得
外
国
人
が
、
バ
ル
セ
ロ

表 2 宿泊施設の契約件数と月額平均賃料

表 1 バルセロナ市の住宅ジェントリフィケーション関連施策・出来事等

B
oqueria

）
で
あ
る
。
ボ
ケ
リ
ア
市
場
は
長

年
「
住
民
の
台
所
」
と
し
て
住
民
の
生
活
を
支

え
て
き
た
が
、
2
0
0
0
年
代
以
降
、
観
光

客
向
け
の
食
べ
歩
き
商
品
な
ど
を
提
供
す
る

屋
台
が
増
え
、
伝
統
的
な
生
鮮
食
品
を
扱
う

店
舗
が
減
少
し
た
こ
と
で
、
地
元
住
民
か
ら

「
日
常
の
買
い
物
が
し
づ
ら
く
な
っ
た
」
と
い

う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
商
品
の
構

成
比
率
を
定
め
る「
50
：
50

ル
ー
ル
」を
含
む
新
ル
ー

ル
を
市
と
市
場
組
合
が
協

働
で
企
画
し
、2
0
2
5

年
9
月
に
組
合
員
の
9
割

以
上
の
賛
成
を
得
て
承
認

を
得
た
。
こ
の
新
ル
ー
ル

は
、
市
場
全
体
の
店
舗
の

う
ち
少
な
く
と
も
50
％
は

伝
統
的
な
生
鮮
食
品（
精

肉
・
鮮
魚
・
青
果
な
ど
）の

販
売
に
充
て
る
一
方
、加

工
・
調
理
済
み
食
品
や
そ

の
場
で
消
費
さ
れ
る
商
品

（
食
べ
歩
き
商
品
な
ど
）
の

販
売
は
最
大
で
も
50
％
に

制
限
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
観
光

客
向
け
業
種
に
偏
り
過
ぎ

る
こ
と
を
防
止
し
、
市
場
本
来
の
食
料
品
市

場
と
し
て
の
性
格
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
市
当
局
は
こ
う
し
た
規
制
と
引
き

換
え
に
総
額
1
2
0
0
万
ユ
ー
ロ
以
上
を
市

場
に
投
じ
、
大
規
模
な
改
修
計
画
を
進
め
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
に
は
老
朽

化
し
た
屋
根
の
全
面
改
修
、
施
設
設
備
の
更

新
、
ト
イ
レ
や
空
調
の
改
善
、
外
部
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
動
線
の
整
備
な
ど
が
含
ま
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
ハ
ー
ド
面
で
の
支
援
策
と
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
市
場
組
合
員
た
ち
に
も

観
光
客
向
け
販
売
規
制
の
受
け
入
れ
に
十
分

な
メ
リ
ッ
ト
を
提
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
「
規
制
と
支
援
の
組
み
合
わ

せ
」
に
よ
る
市
場
運
営
モ
デ
ル
は
、
観
光
に

よ
る
経
済
効
果
を
維
持
し
つ
つ
地
域
社
会
の

共
有
資
源
と
し
て
の
機
能
を
守
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
の
取
り
組
み
も
、

言
い
換
え
れ
ば
、
行
政
が
一
定
の
規
制
的
枠

組
み
に
よ
っ
て
、
商
業
空
間
の
多
様
性
を
守

ろ
う
と
す
る
取
り
組
み
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
こ
れ
ら
の
政
策
は
、
観
光

客
向
け
の
商
業
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な

い
。
過
度
な
商
業
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
進
行

は
、
地
域
の
日
常
的
な
営
み
や
固
有
の
文
化

を
浸
食
し
、
結
果
と
し
て
観
光
の
魅
力
そ
の

も
の
を
損
な
う
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
む
し

ろ
、
観
光
を
経
済
の
重
要
な
要
素
と
認
め
た

上
、
地
域
の
商
業
多
様
性
を
維
持
す
る
方
向

を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
発
想
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

や
ベ
ネ
チ
ア
な
ど
、
観
光
の
急
激
な
拡
大
を

体
験
し
て
い
る
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る

　
観
光
の
拡
大
は
、住
宅
市
場
の
み
な
ら
ず
、

地
域
の
商
業
構
造
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
、
と
り
わ
け
旧
市
街

（C
iu
tat V

ella

）
に
お
い
て
観
光
客
の
急

増
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
生
活
を
支
え
て

き
た
店
舗
が
減
少
し
、
代
わ
っ
て
土
産
物
店

や
観
光
客
向
け
の
飲
食
店
等
が
集
積
す
る
傾

向
が
顕
著
と
な
っ
た
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
、
こ
の
変
化
を
単
な
る
経

済
現
象
と
し
て
で
は
な
く
、
地
域
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
わ
る
課
題
と
し
て
位
置
づ

け
て
い
る
。
2
0
2
5
年
7
月
3
日
付
の
市

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
で
は
、
旧
市
街
用
途
計
画

2
0
2
5
（P

la d’
U
sos de C

iutat V
ella 

2025

）
の
目
的
と
し
て
、「
文
化
的
提
供
や

地
域
に
資
す
る
質
の
高
い
経
済
活
動
を
促
進

す
る
一
方
で
、
地
区
の
一
部
に
定
着
し
て
い

る
商
業
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
を
回
避
す
る
」

こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。当
該
計
画
で
は
、

観
光
を
一
律
に
抑
制
す
る
の
で
は
な
く
、
地

域
社
会
の
多
様
性
を
維
持
し
な
が
ら
持
続
的

な
都
市
経
済
を
実
現
す
る
と
い
う
理
念
を
掲

げ
て
い
る
。

　
こ
の
理
念
は
、
都
市
計
画
、
商
業
政
策
、

さ
ら
に
は
公
共
空
間
管
理
に
至
る
複
数
の
分

野
に
共
通
す
る
政
策
軸
と
し
て
展
開
さ
れ
て

い
る
。
以
下
で
は
、
そ
の
よ
う
な
商
業
空
間

に
対
す
る
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
、
旧
市
街
に
お
け
る
観
光

関
連
業
種
の
過
度
な
集
積
と
、
そ
れ
に
伴
う

地
域
の
商
業
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
を
防
ぐ
た

め
、
都
市
計
画
上
の
手
段
で
あ
る
特
別
用
途

計
画
を
活
用
し
て
い
る
。
用
途
計
画
に
よ
る

商
業
活
動
の
規
制
は
1
9
9
0
年
代
初
頭
に

始
ま
り
、
2
0
1
0
年
・
2
0
1
3
年
の
改

訂
を
経
て
、
2
0
1
8
年
に
現
行
制
度
（「
旧

市
外
用
途
計
画
2
0
1
8
年
版
」）
へ
と
改

正
さ
れ
た
。

　
当
初
の
計
画
は
、
深
夜
営
業
施
設
な
ど
に

よ
る
公
共
空
間
の
治
安
維
持
等
を
目
的
と
し

て
い
た
が
、
観
光
の
拡
大
と
と
も
に
、
観
光

が
地
域
住
民
の
生
活
環
境
に
影
響
を
与
え
は

じ
め
た
た
め
、
地
域
社
会
の
課
題
は
「
治
安

の
管
理
」
か
ら
「
居
住
と
観
光
の
共
存
」
へ

と
変
化
し
た
。

　
2
0
1
8
年
改
訂
版
で
は
、
単
に
特
定
業

種
の
営
業
を
制
限
す
る
の
で
は
な
く
、
都
市

空
間
に
お
け
る
用
途
の
調
整
を
主
眼
と
す
る

仕
組
み
が
整
え
ら
れ
て
お
り
、そ
の
目
的
は
、

都
市
空
間
の
利
用
を
調
整
し
、
住
宅
・
商
業
・

観
光
・
文
化
と
い
っ
た
多
様
な
都
市
機
能
の

共
存
を
確
保
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
仕
組
み
と
し
て
、
2
0
1
8
年

改
訂
版
で
新
た
に
導
入
さ
れ
た
の
が
、「
商

業
密
度
制
限
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
飲
食

関
連
業
」「
娯
楽
・
夜
間
営
業
施
設
（
デ
ィ
ス

コ
、音
楽
バ
ー
、シ
ョ
ー
を
伴
う
飲
食
業
等
）」

「
観
光
サ
ー
ビ
ス
関
連
業
（
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
、
観
光
案
内
所
、
旅
行
代
理
業
、
土
産
物

販
売
等
）」
と
い
っ
た
特
定
業
種
が
一
定
の

度
合
い
を
超
え
て
集
中
す
る
区
域
で
は
、
新

規
営
業
を
認
め
な
い
仕
組
み
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
、店
舗
の
種
類
ご
と
に
立
地
距
離（
半

径
50
〜
1
0
0
m
）
を
設
定
し
、
そ
の
範
囲

内
で
同
業
種
の
営
業
面
積
が
一
定
値
を
超
え

る
場
合
、
新
規
の
営
業
許
可
を
出
さ
な
い
と

定
め
て
い
る
。
こ
の
計
算
は
、
街
区
単
位
で

は
な
く「
各
店
舗
の
正
面
か
ら
の
距
離
半
径
」

に
基
づ
き
、
空
間
的
に
重
複
す
る
エ
リ
ア
単

位
で
制
度
化
さ
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ

る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
制
限
は
住
宅
用
途
や

教
育
・
医
療
施
設
に
隣
接
す
る
エ
リ
ア
で
は

さ
ら
に
厳
格
化
さ
れ
て
い
る
。

　
2
0
2
5
年
7
月
に
初
期
承
認
さ
れ
た
新

旧
市
街
用
途
計
画
2
0
2
5
で
は
、
こ
の
方

向
性
を
さ
ら
に
拡
張
し
、
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
、

C
B
D
製
品
販
売
店
、
携
帯
電
話
ケ
ー
ス
・

ア
ク
セ
サ
リ
ー
販
売
店
な
ど
、
低
付
加
価
値

型
・
短
期
収
益
型
の
店
舗
に
つ
い
て
新
規
の

営
業
許
可
の
発
行
を
停
止
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
市
は
そ
の
理
由
と
し
て
、
こ
れ
ら
の

業
種
が
旧
市
街
の
一
部
に
過
度
に
集
中
し
、

地
域
の
商
業
多
様
性
を
損
な
う
要
因
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
用
途
計
画
は
、
市
場
経
済
が
も

た
ら
す
商
業
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
の
傾
向
に

対
し
、
行
政
が
政
策
的
に
介
入
し
て
商
業
空

間
の
多
様
性
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
試
み
で

あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
レ
ン
ト
・
ギ
ャ
ッ

プ
理
論
が
示
す「
潜
在
的
収
益
の
上
昇
に
よ
っ

て
土
地
利
用
が
一
方
向
的
に
転
換
す
る
動
き
」

に
対
し
て
、
行
政
が
一
定
の
規
制
的
枠
組
み

に
よ
っ
て
、
商
業
空
間
の
多
様
性
を
守
ろ
う

と
す
る
取
り
組
み
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
で
は
、
観
光
に
よ
っ
て
公

共
空
間
の
公
共
性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
を
防

ぐ
た
め
、
市
場
や
広
場
と
い
っ
た
空
間
の
管

理
に
新
た
な
仕
組
み
を
導
入
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
。
そ
の
代
表
例
が
旧
市
街
に

位
置
す
る
ボ
ケ
リ
ア
市
場
（M

ercat de la 

は
「
混
雑
地
域
」
に
お
け
る
大
規
模
所
有
者

の
新
規
契
約
の
家
賃
に
上
限
を
設
け
た
。
こ

れ
ら
は
住
民
の
長
期
賃
貸
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
結
果
、
貸
主
は

住
民
向
け
の
長
期
賃
貸
市
場
か
ら
撤
退
し
、

高
所
得
の
外
国
人
デ
ジ
タ
ル
ノ
マ
ド
等
を
対

象
と
し
た
季
節
賃
貸
（
6
|
11
か
月
程
度
の

賃
貸
）
に
移
行
し
て
い
る
。

　

　
本
件
に
関
し
て
は
、ま
さ
に
レ
ン
ト
・
ギ
ャ
ッ

プ
理
論
を
当
て
は
め
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。「
現

在
の
利
用
」、す
な
わ
ち
長

期
賃
貸
で
生
み
出
さ
れ
る

地
代
よ
り
も
、「
よ
り
収
益

性
の
高
い
利
用
」、
す
な
わ

ち
季
節
賃
貸
で
得
ら
れ
る

可
能
性
の
あ
る
地
代
の
方

が
高
く
な
っ
た
。
結
果
的

に
住
民
向
け
の
長
期
賃
貸

の
母
数
は
増
加
し
て
お
ら

ず
、
賃
貸
価
格
の
上
昇
は

続
く
こ
と
と
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
。

　
上
記
の
よ
う
に
、バ
ル
セ

ロ
ナ
で
は
住
宅
ジ
ェ
ン
ト

リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対

し
て
多
様
な
政
策
が
実
行

さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
は

評
価
さ
れ
て
い
る
部
分
も
多
い
一
方
、
政
策

介
入
に
よ
り
別
の
課
題
が
生
じ
て
新
た
な
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
イ
ン

パ
ク
ト
の
あ
る
政
策
で
あ
る
が
ゆ
え
に
弊
害

も
大
き
く
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

ナ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
魅
力
を
感
じ
て
移

住
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る
人
口
増
加
の
一

端
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
住
宅

価
格
の
高
騰
が
生
じ
、
従
来
か
ら
バ
ル
セ
ロ

ナ
に
居
住
し
て
い
た
住
民
は
家
賃
を
支
払
え

ず
転
出
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
状
況
と
な
っ

た
。
危
機
感
を
覚
え
た
住
民
ら
に
よ
り
、

2
0
1
5
年
11
月
に
は「
持
続
可
能
な
観
光

の
た
め
の
近
隣
住
民
組
合（A

sam
blea de 

B
arrios por un T

urism
o S

ostenible 

※
現
在
はA

sam
blea de B

arrios por el 

D
ecrecim

iento T
uristico

と
名
称
変
更
）」

が
設
立
さ
れ
、観
光
客
数
の
削
減
、住
居
の
権

利
等
を
主
張
し
始
め
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
2
0

1
5
年
5
月
に
新
た
に
市
長
と
な
っ
た
ア

ダ
・
コ
ラ
ウ
氏
の
も
と
、
住
民
用
の
適
切
な

数
の
住
居
の
確
保
、
そ
し
て
快
適
な
住
環
境

確
保
の
た
め
の
政
策
が
行
わ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
の
中
で
も
中
心
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
宿
泊
施
設
の
立
地
・

数
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
す
る
施
策
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
具
体
的
に
は
、

①
エ
リ
ア
全
体
の
宿
泊
施
設
の
分
布
管
理

（
後
述
の
P
E
U
A
T
を
通
し
て
推
進
）、②

特
定
の
宿
泊
施
設
形
態
（
民
泊
）
に
特
化
し

た
規
制
管
理
、
と
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
順
に
説
明
し
た
い
。

　
ま
ず
2
0
1
7
年
に
導
入
さ
れ
た
P
E
U

A
T
（
観
光
宿
泊
施
設
特
別
都
市
計
画
）
は
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
全
体
を
ゾ
ー
ン
分
け
し
、
ゾ
ー

ン
ご
と
に
全
て
の
タ
イ
プ
の
宿
泊
施
設
の
新

規
設
立
に
制
限
を
定
め
、
結
果
的
に
宿
泊
施

設
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
計
画
で
あ
る
。

ゾ
ー
ン
は
、観
光
宿
泊
施
設
の
提
供
の
強
度
、

住
民
人
口
に
対
す
る
宿
泊
施
設
の
比
率
、
公

共
空
間
の
飽
和
度
、
既
存
の
都
市
形
態
な
ど

の
要
因
に
基
づ
い
て
、
新
し
い
観
光
施
設
を

受
け
容
れ
る
能
力
を
十
分
に
有
す
る
か
と
い

う
観
点
で
決
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
状
況
の

変
化
を
踏
ま
え
て
数
年
ご
と
に
ゾ
ー
ン
の
境

界
は
更
新
さ
れ
て
い
る
。

　
ゾ
ー
ン
ご
と
の
制
限
の
内
容
に
つ
い
て
は

観
光
文
化
2
6
5
号
特
集
3
に
て
説
明
さ
れ

て
い
る
た
め
、
そ
ち
ら
を
参
照
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
こ
の
政
策
の
意
図
に
つ
い
て
も
、

同
じ
く
観
光
文
化
2
6
5
号
の
中
で
説
明
さ

れ
て
い
る
。（
以
下
引
用
）

　
「
宿
泊
施
設
の
立
地
規
制
を
通
し
て
、
用

途
の
混
在
を
図
り
、
界
隈
の
公
共
空
間
で
の

生
活
を
維
持
す
る
と
と
も
に
そ
こ
へ
の
観
光

の
影
響
を
最
小
限
に
留
め
、
持
続
可
能
な
経

済
活
動
の
展
開
を
図
る
と
こ
ろ
に
狙
い
が
あ

る
。
何
よ
り
も
、
市
民
の
住
む
権
利
を
保
障

す
る
こ
と
が
最
大
の
眼
目
で
あ
る
。」（
阿
部

大
輔
「『
観
光
都
市
』
か
ら
『
観
光
と
と
も
に

生
き
る
都
市
』
へ
丨
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
の
最
前
線
」）

　
す
な
わ
ち
本
政
策
は
、
利
益
を
生
む
宿

泊
施
設
が
一
定
の
地
区
内
に
集
中
す
る
こ

と
を
防
ぎ
、
公
共
空
間
を
守
る
た
め
、
そ

し
て
そ
の
結
果
住
民
の
快
適
な
居
住
環
境

を
確
保
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た

そ
れ
と
同
時
に
、
ホ
テ
ル
開
発
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
下
に
置
き
無
秩
序
な
開
発
を
防
ぐ

こ
と
に
よ
り
、
質
の
高
い
観
光
地
と
し
て

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
キ
ー
プ
す
る
た

め
の
も
の
で
も
あ
る
。

　
次
に
民
泊
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
だ

が
、
こ
ち
ら
に
関
し
て
は
P
E
U
A
T
以
上

に
厳
格
な
対
応
が
と
ら
れ
て
い
る
。
2
0
1

5
年
、
P
E
U
A
T
の
策
定
に
先
立
ち
民
泊

の
新
規
ラ
イ
セ
ン
ス
発
行
が
停
止
さ
れ
た
。

2
0
0
9
年
に
は
6
3
2
件
だ
っ
た
民
泊
の

数
が
2
0
1
4
年
に
は
9
6
0
6
件
と
、
短

期
間
で
大
幅
に
増
加
し
て
い
た
民
泊
だ
が
、

2
0
1
5
年
以
降
そ
の
増
加
は
停
止
し
た
。

そ
の
後
も
、「
バ
ル
セ
ロ
ナ
観
光
戦
略
計
画

2
0
2
0
」
に
は
、A

irb
n
b

等
の
民
間
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
の
協
定
を
強
化
し
、
違

法
物
件
の
取
り
締
ま
り
や
自
主
規
制
体
制
の

強
化
を
行
う
旨
が
記
載
さ
れ
た
り
、
2
0
1

7
年
制
定
の
P
E
U
A
T
に
も
民
泊
の
ゼ
ロ

成
長
が
明
記
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
大
き
な
規
制
は
、
緊
急
政
令
3
／

2
0
2
3
で
あ
る
。
観
光
目
的
の
住
宅
賃
貸

に
対
し
自
治
体
か
ら
の
事
前
都
市
計
画
許
可

を
義
務
付
け
、
許
可
数
や
貸
出
日
数
に
上
限

を
設
け
る
権
限
を
自
治
体
に
与
え
る
内
容

（
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
政
府
に
よ
り
作
成
）。
民

泊
規
制
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
が
以
前
か
ら
行
っ

て
い
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
法
的
な
裏
付
け

を
後
か
ら
与
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
そ
れ
を
踏
ま
え
て
2
0
2
4
年
に

作
成
さ
れ
た
「
観
光
管
理
政
府
措
置
」。
観

光
活
動
と
バ
ル
セ
ロ
ナ
住
民
の
日
常
生
活
と

の
間
の
よ
り
良
い
均
衡
を
達
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
計
画
だ
が
、
そ
の
中
に
、
緊
急

政
令
3
／
2
0
2
3
を
適
用
し
て
市
内
の
民

泊
は
す
べ
て
廃
止
さ
れ
、
2
0
2
8
年
ま
で

に
、
現
在
存
在
す
る
1
0
1
0
1
軒
の
民
泊

（
※H

ab
itatge d

'Ú
s T

u
rístic 

（H
U
T

）

と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
）
全
て
が
ラ
イ
セ

ン
ス
を
失
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
一
連
の
民
泊
規
制
は
「
市
内
の

　
観
光
の
拡
大
は
、
地
域
社
会
に
と
っ
て
多

く
の
プ
ラ
ス
の
影
響
を
も
た
ら
し
て
き
た
。

観
光
は
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
、
新
た
な

雇
用
を
生
み
出
し
、
文
化
や
伝
統
の
再
評
価

を
促
す
。
例
え
ば
、
観
光
を
契
機
と
し
て
、

空
き
家
や
遊
休
施
設
が
再
生
さ
れ
、
地
域
の

食
文
化
や
祭
り
な
ど
が
新
た
な
形
で
継
承
さ

れ
る
事
例
も
多
い
。

　
も
っ
と
も
、
観
光
の
拡
大
が
特
定
の
地
域

や
季
節
に
過
度
に
集
中
す
る
と
、
そ
う
し
た

状
況
が
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
呼
ば

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
混
雑
と
い
っ
た
目
に
見

え
や
す
い
ト
ラ
ブ
ル
は
、
地
域
の
生
活
環
境

を
悪
化
さ
せ
る
要
素
で
あ
り
、
住
民
と
観
光

客
の
間
に
摩
擦
を
生
じ
さ
せ
る
。

　
さ
ら
に
、
よ
り
本
質
的
に
難
し
い
の
は
、

こ
う
し
た
変
化
の
背
後
に
あ
る
構
造
的
な
影

響
で
あ
る
。
観
光
の
拡
大
は
地
域
社
会
に
新

た
な
価
値
や
機
会
を
も
た
ら
す
一
方
で
、
そ

の
同
じ
力
が
土
地
利
用
や
生
活
環
境
の
変
化

を
促
し
、
地
域
の
社
会
的
な
基
盤
を
揺
る
が

す
こ
と
に
も
繫
が
り
得
る
。
す
な
わ
ち
、
観

光
の
も
た
ら
す
「
地
域
の
活
性
化
」
と
観
光

に
よ
る
「
地
域
の
変
容
」
は
し
ば
し
ば
表
裏

一
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
バ

ラ
ン
ス
や
速
度
を
い
か
に
制
御
す
る
か
が
、

今
日
の
観
光
政
策
に
お
け
る
重
要
な
課
題
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
住
宅
が
民
泊
を
は
じ
め
と
し
た

宿
泊
施
設
へ
転
用
さ
れ
、
地
価
や
家
賃
が
上

昇
す
る
こ
と
で
地
元
住
民
が
住
み
続
け
に
く

く
な
る
場
合
や
、
商
店
街
か
ら
長
年
地
域
の

日
常
を
支
え
て
き
た
店
舗
が
姿
を
消
し
、
観

光
客
向
け
の
店
が
並
ぶ
よ
う
に
な
る
場
合
が

あ
る
。
こ
れ
ら
の
変
化
は
一
見
す
る
と
経
済

の
活
性
化
と
評
価
さ
れ
る
が
、
行
き
過
ぎ
れ

ば
地
域
社
会
の
均
衡
を
崩
し
て
し
ま
う
危
う

さ
を
は
ら
む
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
経
済
と
社
会
の
バ

ラ
ン
ス
が
変
化
し
、
元
々
の
住
民
や
商
業
が

入
れ
替
わ
る
現
象
は
「
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
（gen

trificatio
n

）」
と
呼
ば

れ
る
。
1
9
7
0
年
代
の
ロ
ン
ド
ン
や

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
都
市
再
開
発
の
進
行
と
と

も
に
議
論
さ
れ
は
じ
め
た
概
念
で
あ
り
、
地

理
学
者
ニ
ー
ル
・
ス
ミ
ス
（N

eil S
m
ith

）

は
、
そ
の
背
景
に
あ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
「
レ

ン
ト
・
ギ
ャ
ッ
プ
（R

en
t G

ap

）」
理
論
に

よ
っ
て
説
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
土
地
や
建

物
が
「
現
在
の
利
用
」
で
生
み
出
す
地
代
（
現

行
地
代
）
と
、「
よ
り
収
益
性
の
高
い
利
用
」

で
得
ら
れ
る
可
能
性
の
あ
る
地
代
（
潜
在
地

代
）
の
差
が
拡
大
す
る
と
、
そ
の
差
を
埋
め

よ
う
と
す
る
投
資
が
誘
発
さ
れ
、
結
果
と
し

て
都
市
空
間
の
再
編
が
進
む
と
い
う
も
の
で

あ
る
。　

観
光
は
、
こ
の
「
潜
在
地
代
」
を
急
速
に

引
き
上
げ
る
要
因
と
な
る
。
通
常
、
観
光
客

は
住
民
に
比
べ
て
所
得
が
高
い
傾
向
に
あ
る

た
め
、
人
気
観
光
地
で
は
、
宿
泊
施
設
や
観

光
客
向
け
商
業
施
設
の
需
要
が
急
増
す
る

と
、
そ
れ
ら
の
用
途
が
高
い
収
益
を
生
み
、

投
資
資
本
が
集
中
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
家
賃

や
地
価
が
上
昇
し
、
長
年
住
ん
で
き
た
人
々

が
地
域
を
離
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
構
図
が

生
じ
る
。

　
こ
う
し
た
「
観
光
に
紐
づ
く
ジ
ェ
ン
ト
リ

フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
課
題
に
対
し
、
バ
ル

セ
ロ
ナ
は
早
い
段
階
か
ら
制
度
的
対
応
を

試
み
て
き
た
。
2
0
1
0
年
代
以
降
、
観

光
の
急
拡
大
も
背
景
に
住
宅
価
格
の
高
騰

な
ど
が
社
会
的
対
立
を
引
き
起
こ
し
た
バ

ル
セ
ロ
ナ
で
は
、
都
市
政
策
と
観
光
政
策

を
統
合
的
に
再
構
築
し
、
都
市
空
間
の
利

用
バ
ラ
ン
ス
を
回
復
す
る
新
た
な
仕
組
み

を
模
索
し
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
が
実
施
し
て
き

新
た
な
課
題
と
の
対
峙

2 -3観
光
都
市
に
も
共
通
し
て
見
ら
れ
る
。
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
、
旧
市
街
中
心
部
に
お
い

て
観
光
関
連
店
舗
へ
の
用
途
転
換
を
制
限

し
、
地
域
住
民
の
生
活
を
支
え
る
商
店
の
維

持
を
支
援
す
る
政
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
取
り
組
み
も
バ
ル
セ
ロ

ナ
と
同
様
に
、
観
光
を
否
定
す
る
の
で
は
な

く
、
過
度
な
「
観
光
地
化
」
が
都
市
の
個
性

を
奪
う
こ
と
を
防
ぐ
た
め
の
制
度
的
介
入
で

あ
り
、
観
光
を
持
続
可
能
な
形
で
地
域
社
会

に
組
み
込
む
試
み
と
捉
え
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
政
策
の
背
景
に
は
、「
観
光
に

よ
っ
て
都
市
が
経
済
的
利
益
を
得
る
一
方

で
、
地
域
に
根
ざ
し
た
商
業
の
多
く
が
失
わ

れ
れ
ば
、
そ
の
都
市
の
魅
力
の
根
拠
そ
の
も

の
が
失
わ
れ
る
」
と
い
う
共
通
の
理
解
が
あ

る
。
こ
の
点
は
日
本
に
お
い
て
も
同
様
で
あ

り
、
多
様
な
店
舗
や
業
態
が
共
存
す
る
こ
と

こ
そ
が
、
都
市
の
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
形
づ
く
り
、
観
光
の
持
続
可
能
性
を

支
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
例
は
、
観
光
が
都
市
の
構

造
そ
の
も
の
を
変
え
る
力
を
持
ち
得
る
と
こ

ろ
ま
で
拡
大
し
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
現
実
を
前
に
、
バ
ル
セ
ロ
ナ

市
は「
観
光
を
排
除
す
る
」の
で
は
な
く
、「
観

光
と
と
も
に
生
き
る
都
市
」
を
ど
う
つ
く
る

か
を
政
策
の
中
心
に
据
え
て
き
た
。
P
E
U

A
T
や
旧
市
街
用
途
計
画
に
共
通
す
る
の

は
、
市
場
の
流
れ
の
み
に
委
ね
れ
ば
、
住
民

の
居
住
性
や
商
業
の
多
様
性
が
失
わ
れ
、
結

果
と
し
て
地
域
の
持
続
可
能
性
を
毀
損
す
る

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
認
識
に
基
づ
き
、
行

政
が
市
場
の
外
部
性
へ
対
処
し
よ
う
と
す
る

姿
勢
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
介
入
は
、
自
由
な

経
済
活
動
と
の
均
衡
を
常
に
問
わ
れ
る
。
宿

泊
施
設
の
立
地
規
制
や
建
物
用
途
の
制
限

は
、
営
業
の
自
由
や
財
産
権
と
の
衝
突
を
避

け
が
た
い
。
実
際
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
こ
れ

ら
の
政
策
を
め
ぐ
っ
て
複
数
の
訴
訟
が
提
起

さ
れ
、
一
部
の
条
項
が
違
法
と
判
断
さ
れ
た

例
も
あ
る
。

　
市
は
そ
の
た
び
に
制
度
設
計
を
見
直
し
、

規
制
の
正
当
性
を
打
ち
出
し
て
き
た
。
観
光

と
地
域
社
会
の
多
様
な
営
み
を
共
存
さ
せ
る

た
め
に
は
、
市
場
原
理
を
制
御
し
つ
つ
、
住

民
の
関
与
を
制
度
の
内
部
に
位
置
づ
け
、
政

策
の
正
当
性
を
絶
え
ず
更
新
し
て
い
く
政
治

的
技
術
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
は
、
訴
訟
や
対
立
を
経
な
が
ら
も
、
そ
う

し
た
技
術
を
行
政
と
し
て
定
着
さ
せ
つ
つ
あ

る
と
言
え
る
。

　
こ
の
点
は
、
日
本
に
お
け
る
観
光
ま
ち
づ

く
り
に
と
っ
て
も
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
。

観
光
を
単
に
経
済
成
長
の
手
段
と
し
て
で
は

な
く
、
地
域
社
会
の
持
続
性
を
支
え
る
要
素

と
し
て
再
定
義
す
る
た
め
に
は
、
住
宅
、
商

業
、
文
化
、
公
共
空
間
と
い
っ
た
領
域
を
横

断
す
る
政
策
調
整
が
求
め
ら
れ
る
。
市
場
と

公
共
、
経
済
と
文
化
等
の
あ
い
だ
に
生
じ
る

緊
張
を
い
か
に
制
御
す
る
か
、
そ
の
問
い
に

向
き
合
う
こ
と
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
観
光
政

策
と
地
域
経
営
に
と
っ
て
重
要
な
視
点
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。

フ
ラ
ッ
ト
を
観
光
用
途
で
は
な
く
居
住
用
途

に
再
転
換
し
、
住
宅
ス
ト
ッ
ク
を
増
加
さ
せ

る
こ
と
」（
観
光
文
化
2
6
5
号
）
を
目
的
と

し
て
い
る
。
全
宿
泊
施
設
を
対
象
と
し
た

P
E
U
A
T
よ
り
も
、
対
象
を
民
泊
に
限
定

し
て
厳
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
こ
と
で
目

標
の
達
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
民
泊
の
全
廃
は

民
泊
関
係
者
か
ら
の
大
き
な
反
発
を
生
ん
で

い
る
。
民
泊
経
営
者
の
ほ
と
ん
ど
は
中
小
事

　
こ
れ
ら
の
宿
泊
施
設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
施

策
の
結
果
、
特
に
規
制
の
厳
し
い
中
心
部
に

お
い
て
、
無
秩
序
な
宿
泊
施
設
の
増
加
は
あ

る
程
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
て
い
る
状
況
に

あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
弊

害
も
発
生
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
既
存
ホ
テ

ル
の
価
格
の
大
幅
な
高
騰
、
ホ
テ
ル
の
新
規

参
入
の
阻
害
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ホ
テ
ル
価

格
の
高
騰
の
結
果
、
安
価
な
郊
外
の
ホ
テ
ル

に
宿
泊
し
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
は
日
帰
り
で
訪

れ
る
客
が
増
加
し
て
お
り
、
結
果
的
に
日
中

の
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
の
消
費
額
が
減
少
し
て
い

る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
新

規
参
入
の
阻
害
の
結
果
、
近
年
ブ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
等
が
マ
ド
リ
ー
ド
に
集
中
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
バ
ル
セ
ロ
ナ
ホ

テ
ル
協
会
は
、
歴
史
的
・
個
性
的
な
ホ
テ
ル

の
新
規
開
業
で
あ
れ
ば
認
め
る
よ
う
に

2
0
2
2
年
に
訴
訟
を
起
こ
し
た
。

　
ま
た
、賃
貸
価
格
は
上
昇
を
続
け
て
お
り
、

2
0
2
5
年
に
は
過
去
最
高
価
格
を
更
新
し

た
。
本
件
に
関
し
て
は
別
の
政
策
も
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。
行
政
は
、
2
0
1
9
年
に

は
賃
貸
期
間
の
事
実
上
の
延
長
（
都
市
賃
貸

借
法
／
L
A
U
の
改
正
）、
2
0
2
4
年
に
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業
者
で
あ
る
た
め
、
業
界
を
代
表
す
る
組
織

と
し
て
バ
ル
セ
ロ
ナ
観
光
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト

協
会
（A

P
A
R
T
U
R

）
が
機
能
し
て
い
る
。

A
P
A
R
T
U
R
は
民
泊
を
合
法
的
に
運
営

し
て
い
る
オ
ー
ナ
ー
や
管
理
会
社
に
よ
っ
て

構
成
。
民
泊
の
利
益
を
擁
護
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
行
政
に
よ
る
ラ
イ
セ
ン
ス
廃
止
計

画
に
対
し
て
は
、
反
対
の
意
を
示
し
、
代
替

案
の
提
案
や
補
償
請
求
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
自
分
た
ち
の
意
見
の
裏
付
け
の
た

め
に
、
民
泊
が
住
宅
価
格
高
騰
の
大
き
な
要

因
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
レ
ポ
ー
ト
を
作
成

し
た
り
、
合
法
的
に
経
営
を
し
て
い
る
事
業

者
を
増
や
し
守
る
た
め
に
、
会
員
向
け
情
報

共
有
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
作
成
や
認
証
取

得
を
支
援
し
た
り
、
自
ら
違
法
民
泊
を
取
り

締
ま
る
シ
ス
テ
ム
を
運
営
す
る
等
と
い
っ
た

取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
現
在
既
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
宿
泊
施

設
の
ベ
ッ
ド
数
に
民
泊
が
占
め
る
割
合
は
約

4
割
と
な
っ
て
い
る
。
人
数
の
多
い
家
族
連

れ
や
学
生
グ
ル
ー
プ
な
ど
通
常
の
ホ
テ
ル
で

は
受
け
入
れ
に
く
い
需
要
も
あ
り
、
民
泊
の

全
廃
は
非
現
実
的
だ
と
い
う
意
見
も
多
い
。

市
と
し
て
は
、
全
廃
を
実
現
し
た
上
で
、
失

業
者
に
対
し
て
は
職
業
訓
練
等
の
実
施
を
計

画
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
の
経
過

に
着
目
し
た
い
。

た
政
策
的
取
り
組
み
を
住
宅
分
野
と
商
業
分

野
に
分
け
て
検
討
し
、
日
本
の
観
光
地
が
直

面
し
つ
つ
あ
る
課
題
へ
の
示
唆
を
探
る
。

　
ま
ず
住
宅
分
野
を
見
て
み
る
と
、
バ
ル
セ

ロ
ナ
で
は
住
宅
価
格
の
高
騰
に
よ
る
住
民
の

流
出
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

問
題
は
、
2
0
1
4
年
頃
か
ら
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
始
め
た
。
背
景
に
は
様
々
な
要
因

が
あ
る
が
、
特
に
当
時
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

た
要
因
が
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
る
。

●
2
0
0
8
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を

契
機
に
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
そ
れ
ま
で
起
こ
っ

て
い
た
住
宅
バ
ブ
ル
が
崩
壊
。
崩
壊
か
ら

の
回
復
の
動
き
の
中
、
他
国
の
市
場
と
比

較
し
て
安
価
で
あ
っ
た
ス
ペ
イ
ン
の
住
宅

資
産
が
、
世
界
の
富
裕
層
に
と
っ
て
投
資

対
象
と
な
っ
た
。

●
観
光
が
進
展
し
た
結
果
、
住
宅
が
ホ
テ
ル

や
民
泊
等
の
宿
泊
施
設
に
転
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
2
0
1
0
年
前
後
か
ら
、
特
に
民

泊
に
関
し
て
そ
の
流
れ
は
加
速
。

●
ど
こ
で
も
働
く
こ
と
が
で
き
る
デ
ジ
タ
ル

ノ
マ
ド
等
の
高
所
得
外
国
人
が
、
バ
ル
セ
ロ

B
oqueria

）
で
あ
る
。
ボ
ケ
リ
ア
市
場
は
長

年
「
住
民
の
台
所
」
と
し
て
住
民
の
生
活
を
支

え
て
き
た
が
、
2
0
0
0
年
代
以
降
、
観
光

客
向
け
の
食
べ
歩
き
商
品
な
ど
を
提
供
す
る

屋
台
が
増
え
、
伝
統
的
な
生
鮮
食
品
を
扱
う

店
舗
が
減
少
し
た
こ
と
で
、
地
元
住
民
か
ら

「
日
常
の
買
い
物
が
し
づ
ら
く
な
っ
た
」
と
い

う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
商
品
の
構

成
比
率
を
定
め
る「
50
：
50

ル
ー
ル
」を
含
む
新
ル
ー

ル
を
市
と
市
場
組
合
が
協

働
で
企
画
し
、2
0
2
5

年
9
月
に
組
合
員
の
9
割

以
上
の
賛
成
を
得
て
承
認

を
得
た
。
こ
の
新
ル
ー
ル

は
、
市
場
全
体
の
店
舗
の

う
ち
少
な
く
と
も
50
％
は

伝
統
的
な
生
鮮
食
品（
精

肉
・
鮮
魚
・
青
果
な
ど
）の

販
売
に
充
て
る
一
方
、加

工
・
調
理
済
み
食
品
や
そ

の
場
で
消
費
さ
れ
る
商
品

（
食
べ
歩
き
商
品
な
ど
）
の

販
売
は
最
大
で
も
50
％
に

制
限
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
観
光

客
向
け
業
種
に
偏
り
過
ぎ

る
こ
と
を
防
止
し
、
市
場
本
来
の
食
料
品
市

場
と
し
て
の
性
格
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
市
当
局
は
こ
う
し
た
規
制
と
引
き

換
え
に
総
額
1
2
0
0
万
ユ
ー
ロ
以
上
を
市

場
に
投
じ
、
大
規
模
な
改
修
計
画
を
進
め
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
に
は
老
朽

化
し
た
屋
根
の
全
面
改
修
、
施
設
設
備
の
更

新
、
ト
イ
レ
や
空
調
の
改
善
、
外
部
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
動
線
の
整
備
な
ど
が
含
ま
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
ハ
ー
ド
面
で
の
支
援
策
と
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
市
場
組
合
員
た
ち
に
も

観
光
客
向
け
販
売
規
制
の
受
け
入
れ
に
十
分

な
メ
リ
ッ
ト
を
提
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
「
規
制
と
支
援
の
組
み
合
わ

せ
」
に
よ
る
市
場
運
営
モ
デ
ル
は
、
観
光
に

よ
る
経
済
効
果
を
維
持
し
つ
つ
地
域
社
会
の

共
有
資
源
と
し
て
の
機
能
を
守
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
の
取
り
組
み
も
、

言
い
換
え
れ
ば
、
行
政
が
一
定
の
規
制
的
枠

組
み
に
よ
っ
て
、
商
業
空
間
の
多
様
性
を
守

ろ
う
と
す
る
取
り
組
み
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
こ
れ
ら
の
政
策
は
、
観
光

客
向
け
の
商
業
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な

い
。
過
度
な
商
業
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
進
行

は
、
地
域
の
日
常
的
な
営
み
や
固
有
の
文
化

を
浸
食
し
、
結
果
と
し
て
観
光
の
魅
力
そ
の

も
の
を
損
な
う
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
む
し

ろ
、
観
光
を
経
済
の
重
要
な
要
素
と
認
め
た

上
で
、
地
域
の
商
業
多
様
性
を
維
持
す
る
方

向
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
発
想
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

や
ベ
ネ
チ
ア
な
ど
、
観
光
の
急
激
な
拡
大
を

体
験
し
て
い
る
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る

　
観
光
の
拡
大
は
、住
宅
市
場
の
み
な
ら
ず
、

地
域
の
商
業
構
造
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
、
と
り
わ
け
旧
市
街

（C
iu
tat V

ella

）
に
お
い
て
観
光
客
の
急

増
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
生
活
を
支
え
て

き
た
店
舗
が
減
少
し
、
代
わ
っ
て
土
産
物
店

や
観
光
客
向
け
の
飲
食
店
等
が
集
積
す
る
傾

向
が
顕
著
と
な
っ
た
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
、
こ
の
変
化
を
単
な
る
経

済
現
象
と
し
て
で
は
な
く
、
地
域
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
わ
る
課
題
と
し
て
位
置
づ

け
て
い
る
。
2
0
2
5
年
7
月
3
日
付
の
市

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
で
は
、
旧
市
街
用
途
計
画

2
0
2
5
（P

la d’
U
sos de C

iutat V
ella 

2025

）
の
目
的
と
し
て
、「
文
化
的
提
供
や

地
域
に
資
す
る
質
の
高
い
経
済
活
動
を
促
進

す
る
一
方
で
、
地
区
の
一
部
に
定
着
し
て
い

る
商
業
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
を
回
避
す
る
」

こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。当
該
計
画
で
は
、

観
光
を
一
律
に
抑
制
す
る
の
で
は
な
く
、
地

域
社
会
の
多
様
性
を
維
持
し
な
が
ら
持
続
的

な
都
市
経
済
を
実
現
す
る
と
い
う
理
念
を
掲

げ
て
い
る
。

　
こ
の
理
念
は
、
都
市
計
画
、
商
業
政
策
、

さ
ら
に
は
公
共
空
間
管
理
に
至
る
複
数
の
分

野
に
共
通
す
る
政
策
軸
と
し
て
展
開
さ
れ
て

い
る
。
以
下
で
は
、
そ
の
よ
う
な
商
業
空
間

に
対
す
る
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
、
旧
市
街
に
お
け
る
観
光

関
連
業
種
の
過
度
な
集
積
と
、
そ
れ
に
伴
う

地
域
の
商
業
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
を
防
ぐ
た

め
、
都
市
計
画
上
の
手
段
で
あ
る
特
別
用
途

計
画
を
活
用
し
て
い
る
。
用
途
計
画
に
よ
る

商
業
活
動
の
規
制
は
1
9
9
0
年
代
初
頭
に

始
ま
り
、
2
0
1
0
年
・
2
0
1
3
年
の
改

訂
を
経
て
、
2
0
1
8
年
に
現
行
制
度
（「
旧

市
街
用
途
計
画
2
0
1
8
年
版
」）
へ
と
改

正
さ
れ
た
。

　
当
初
の
計
画
は
、
深
夜
営
業
施
設
な
ど
に

よ
る
公
共
空
間
の
治
安
維
持
等
を
目
的
と
し

て
い
た
が
、
観
光
の
拡
大
と
と
も
に
、
観
光

が
地
域
住
民
の
生
活
環
境
に
影
響
を
与
え
は

じ
め
た
た
め
、
地
域
社
会
の
課
題
は
「
治
安

の
管
理
」
か
ら
「
居
住
と
観
光
の
共
存
」
へ

と
変
化
し
た
。

　
2
0
1
8
年
改
訂
版
で
は
、
単
に
特
定
業

種
の
営
業
を
制
限
す
る
の
で
は
な
く
、
都
市

空
間
に
お
け
る
用
途
の
調
整
を
主
眼
と
す
る

仕
組
み
が
整
え
ら
れ
て
お
り
、そ
の
目
的
は
、

都
市
空
間
の
利
用
を
調
整
し
、
住
宅
・
商
業
・

観
光
・
文
化
と
い
っ
た
多
様
な
都
市
機
能
の

共
存
を
確
保
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
仕
組
み
と
し
て
、
2
0
1
8
年

改
訂
版
で
新
た
に
導
入
さ
れ
た
の
が
、「
商

業
密
度
制
限
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
飲
食

関
連
業
」「
娯
楽
・
夜
間
営
業
施
設
（
デ
ィ
ス

コ
、音
楽
バ
ー
、シ
ョ
ー
を
伴
う
飲
食
業
等
）」

「
観
光
サ
ー
ビ
ス
関
連
業
（
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
、
観
光
案
内
所
、
旅
行
代
理
業
、
土
産
物

販
売
等
）」
と
い
っ
た
特
定
業
種
が
一
定
の

度
合
い
を
超
え
て
集
中
す
る
区
域
で
は
、
新

規
営
業
を
認
め
な
い
仕
組
み
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
、店
舗
の
種
類
ご
と
に
立
地
距
離（
半

径
50
〜
1
0
0
m
）
を
設
定
し
、
そ
の
範
囲

内
で
同
業
種
の
営
業
面
積
が
一
定
値
を
超
え

る
場
合
、
新
規
の
営
業
許
可
を
出
さ
な
い
と

定
め
て
い
る
。
こ
の
計
算
は
、
街
区
単
位
で

は
な
く「
各
店
舗
の
正
面
か
ら
の
距
離
半
径
」

に
基
づ
き
、
空
間
的
に
重
複
す
る
エ
リ
ア
単

位
で
制
度
化
さ
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ

る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
制
限
は
住
宅
用
途
や

教
育
・
医
療
施
設
に
隣
接
す
る
エ
リ
ア
で
は

さ
ら
に
厳
格
化
さ
れ
て
い
る
。

　
2
0
2
5
年
7
月
に
初
期
承
認
さ
れ
た
新

旧
市
街
用
途
計
画
2
0
2
5
で
は
、
こ
の
方

向
性
を
さ
ら
に
拡
張
し
、
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
、

C
B
D
製
品
販
売
店
、
携
帯
電
話
ケ
ー
ス
・

ア
ク
セ
サ
リ
ー
販
売
店
な
ど
、
低
付
加
価
値

型
・
短
期
収
益
型
の
店
舗
に
つ
い
て
新
規
の

営
業
許
可
の
発
行
を
停
止
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
市
は
そ
の
理
由
と
し
て
、
こ
れ
ら
の

業
種
が
旧
市
街
の
一
部
に
過
度
に
集
中
し
、

地
域
の
商
業
多
様
性
を
損
な
う
要
因
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
用
途
計
画
は
、
市
場
経
済
が
も

た
ら
す
商
業
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
の
傾
向
に

対
し
、
行
政
が
政
策
的
に
介
入
し
て
商
業
空

間
の
多
様
性
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
試
み
で

あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
レ
ン
ト
・
ギ
ャ
ッ

プ
理
論
が
示
す「
潜
在
的
収
益
の
上
昇
に
よ
っ

て
土
地
利
用
が
一
方
向
的
に
転
換
す
る
動
き
」

に
対
し
て
、
行
政
が
一
定
の
規
制
的
枠
組
み

に
よ
っ
て
、
商
業
空
間
の
多
様
性
を
守
ろ
う

と
す
る
取
り
組
み
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
で
は
、
観
光
に
よ
っ
て
公

共
空
間
の
公
共
性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
を
防

ぐ
た
め
、
市
場
や
広
場
と
い
っ
た
空
間
の
管

理
に
新
た
な
仕
組
み
を
導
入
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
。
そ
の
代
表
例
が
旧
市
街
に

位
置
す
る
ボ
ケ
リ
ア
市
場
（M

ercat de la 

は
「
混
雑
地
域
」
に
お
け
る
大
規
模
所
有
者

の
新
規
契
約
の
家
賃
に
上
限
を
設
け
た
。
こ

れ
ら
は
住
民
の
長
期
賃
貸
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
結
果
、
貸
主
は

住
民
向
け
の
長
期
賃
貸
市
場
か
ら
撤
退
し
、

高
所
得
の
外
国
人
デ
ジ
タ
ル
ノ
マ
ド
等
を
対

象
と
し
た
季
節
賃
貸
（
6
|
11
か
月
程
度
の

賃
貸
）
に
移
行
し
て
い
る
。

　

　
本
件
に
関
し
て
は
、ま
さ
に
レ
ン
ト
・
ギ
ャ
ッ

プ
理
論
を
当
て
は
め
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。「
現

在
の
利
用
」、す
な
わ
ち
長

期
賃
貸
で
生
み
出
さ
れ
る

地
代
よ
り
も
、「
よ
り
収
益

性
の
高
い
利
用
」、
す
な
わ

ち
季
節
賃
貸
で
得
ら
れ
る

可
能
性
の
あ
る
地
代
の
方

が
高
く
な
っ
た
。
結
果
的

に
住
民
向
け
の
長
期
賃
貸

の
母
数
は
増
加
し
て
お
ら

ず
、
賃
貸
価
格
の
上
昇
は

続
く
こ
と
と
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
。

　
上
記
の
よ
う
に
、バ
ル
セ

ロ
ナ
で
は
住
宅
ジ
ェ
ン
ト

リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対

し
て
多
様
な
政
策
が
実
行

さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
は

評
価
さ
れ
て
い
る
部
分
も
多
い
一
方
、
政
策

介
入
に
よ
り
別
の
課
題
が
生
じ
て
新
た
な
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
イ
ン

パ
ク
ト
の
あ
る
政
策
で
あ
る
が
ゆ
え
に
弊
害

も
大
き
く
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

ナ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
魅
力
を
感
じ
て
移

住
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る
人
口
増
加
の
一

端
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
住
宅

価
格
の
高
騰
が
生
じ
、
従
来
か
ら
バ
ル
セ
ロ

ナ
に
居
住
し
て
い
た
住
民
は
家
賃
を
支
払
え

ず
転
出
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
状
況
と
な
っ

た
。
危
機
感
を
覚
え
た
住
民
ら
に
よ
り
、

2
0
1
5
年
11
月
に
は「
持
続
可
能
な
観
光

の
た
め
の
近
隣
住
民
組
合（A

sam
blea de 

B
arrios por un T

urism
o S

ostenible 

※
現
在
はA

sam
blea de B

arrios por el 

D
ecrecim

iento T
uristico

と
名
称
変
更
）」

が
設
立
さ
れ
、観
光
客
数
の
削
減
、住
居
の
権

利
等
を
主
張
し
始
め
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
2
0

1
5
年
5
月
に
新
た
に
市
長
と
な
っ
た
ア

ダ
・
コ
ラ
ウ
氏
の
も
と
、
住
民
用
の
適
切
な

数
の
住
居
の
確
保
、
そ
し
て
快
適
な
住
環
境

確
保
の
た
め
の
政
策
が
行
わ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
の
中
で
も
中
心
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
宿
泊
施
設
の
立
地
・

数
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
す
る
施
策
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
具
体
的
に
は
、

①
エ
リ
ア
全
体
の
宿
泊
施
設
の
分
布
管
理

（
後
述
の
P
E
U
A
T
を
通
し
て
推
進
）、②

特
定
の
宿
泊
施
設
形
態
（
民
泊
）
に
特
化
し

た
規
制
管
理
、
と
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
順
に
説
明
し
た
い
。

　
ま
ず
2
0
1
7
年
に
導
入
さ
れ
た
P
E
U

A
T
（
観
光
宿
泊
施
設
特
別
都
市
計
画
）
は
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
全
体
を
ゾ
ー
ン
分
け
し
、
ゾ
ー

ン
ご
と
に
全
て
の
タ
イ
プ
の
宿
泊
施
設
の
新

規
設
立
に
制
限
を
定
め
、
結
果
的
に
宿
泊
施

設
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
計
画
で
あ
る
。

ゾ
ー
ン
は
、観
光
宿
泊
施
設
の
提
供
の
強
度
、

住
民
人
口
に
対
す
る
宿
泊
施
設
の
比
率
、
公

共
空
間
の
飽
和
度
、
既
存
の
都
市
形
態
な
ど

の
要
因
に
基
づ
い
て
、
新
し
い
観
光
施
設
を

受
け
容
れ
る
能
力
を
十
分
に
有
す
る
か
と
い

う
観
点
で
決
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
状
況
の

変
化
を
踏
ま
え
て
数
年
ご
と
に
ゾ
ー
ン
の
境

界
は
更
新
さ
れ
て
い
る
。

　
ゾ
ー
ン
ご
と
の
制
限
の
内
容
に
つ
い
て
は

観
光
文
化
2
6
5
号
特
集
3
に
て
説
明
さ
れ

て
い
る
た
め
、
そ
ち
ら
を
参
照
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
こ
の
政
策
の
意
図
に
つ
い
て
も
、

同
じ
く
観
光
文
化
2
6
5
号
の
中
で
説
明
さ

れ
て
い
る
。（
以
下
引
用
）

　
「
宿
泊
施
設
の
立
地
規
制
を
通
し
て
、
用

途
の
混
在
を
図
り
、
界
隈
の
公
共
空
間
で
の

生
活
を
維
持
す
る
と
と
も
に
そ
こ
へ
の
観
光

の
影
響
を
最
小
限
に
留
め
、
持
続
可
能
な
経

済
活
動
の
展
開
を
図
る
と
こ
ろ
に
狙
い
が
あ

る
。
何
よ
り
も
、
市
民
の
住
む
権
利
を
保
障

す
る
こ
と
が
最
大
の
眼
目
で
あ
る
。」（
阿
部

大
輔
「『
観
光
都
市
』
か
ら
『
観
光
と
と
も
に

生
き
る
都
市
』
へ
丨
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
の
最
前
線
」）

　
す
な
わ
ち
本
政
策
は
、
利
益
を
生
む
宿

泊
施
設
が
一
定
の
地
区
内
に
集
中
す
る
こ

と
を
防
ぎ
、
公
共
空
間
を
守
る
た
め
、
そ

し
て
そ
の
結
果
住
民
の
快
適
な
居
住
環
境

を
確
保
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た

そ
れ
と
同
時
に
、
ホ
テ
ル
開
発
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
下
に
置
き
無
秩
序
な
開
発
を
防
ぐ

こ
と
に
よ
り
、
質
の
高
い
観
光
地
と
し
て

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
キ
ー
プ
す
る
た

め
の
も
の
で
も
あ
る
。

　
次
に
民
泊
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
だ

が
、
こ
ち
ら
に
関
し
て
は
P
E
U
A
T
以
上

に
厳
格
な
対
応
が
と
ら
れ
て
い
る
。
2
0
1

5
年
、
P
E
U
A
T
の
策
定
に
先
立
ち
民
泊

の
新
規
ラ
イ
セ
ン
ス
発
行
が
停
止
さ
れ
た
。

2
0
0
9
年
に
は
6
3
2
件
だ
っ
た
民
泊
の

数
が
2
0
1
4
年
に
は
9
6
0
6
件
と
、
短

期
間
で
大
幅
に
増
加
し
て
い
た
民
泊
だ
が
、

2
0
1
5
年
以
降
そ
の
増
加
は
停
止
し
た
。

そ
の
後
も
、「
バ
ル
セ
ロ
ナ
観
光
戦
略
計
画

2
0
2
0
」
に
は
、A

irb
n
b

等
の
民
間
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
の
協
定
を
強
化
し
、
違

法
物
件
の
取
り
締
ま
り
や
自
主
規
制
体
制
の

強
化
を
行
う
旨
が
記
載
さ
れ
た
り
、
2
0
1

7
年
制
定
の
P
E
U
A
T
に
も
民
泊
の
ゼ
ロ

成
長
が
明
記
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
大
き
な
規
制
は
、
緊
急
政
令
3
／

2
0
2
3
で
あ
る
。
観
光
目
的
の
住
宅
賃
貸

に
対
し
自
治
体
か
ら
の
事
前
都
市
計
画
許
可

を
義
務
付
け
、
許
可
数
や
貸
出
日
数
に
上
限

を
設
け
る
権
限
を
自
治
体
に
与
え
る
内
容

（
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
政
府
に
よ
り
作
成
）。
民

泊
規
制
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
が
以
前
か
ら
行
っ

て
い
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
法
的
な
裏
付
け

を
後
か
ら
与
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
そ
れ
を
踏
ま
え
て
2
0
2
4
年
に

作
成
さ
れ
た
「
観
光
管
理
政
府
措
置
」。
観

光
活
動
と
バ
ル
セ
ロ
ナ
住
民
の
日
常
生
活
と

の
間
の
よ
り
良
い
均
衡
を
達
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
計
画
だ
が
、
そ
の
中
に
、
緊
急

政
令
3
／
2
0
2
3
を
適
用
し
て
市
内
の
民

泊
は
す
べ
て
廃
止
さ
れ
、
2
0
2
8
年
ま
で

に
、
現
在
存
在
す
る
1
0
1
0
1
軒
の
民
泊

（
※H

ab
itatge d

'Ú
s T

u
rístic 

（H
U
T

）

と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
）
全
て
が
ラ
イ
セ

ン
ス
を
失
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
一
連
の
民
泊
規
制
は
「
市
内
の

　
観
光
の
拡
大
は
、
地
域
社
会
に
と
っ
て
多

く
の
プ
ラ
ス
の
影
響
を
も
た
ら
し
て
き
た
。

観
光
は
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
、
新
た
な

雇
用
を
生
み
出
し
、
文
化
や
伝
統
の
再
評
価

を
促
す
。
例
え
ば
、
観
光
を
契
機
と
し
て
、

空
き
家
や
遊
休
施
設
が
再
生
さ
れ
、
地
域
の

食
文
化
や
祭
り
な
ど
が
新
た
な
形
で
継
承
さ

れ
る
事
例
も
多
い
。

　
も
っ
と
も
、
観
光
の
拡
大
が
特
定
の
地
域

や
季
節
に
過
度
に
集
中
す
る
と
、
そ
う
し
た

状
況
が
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
呼
ば

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
混
雑
と
い
っ
た
目
に
見

え
や
す
い
ト
ラ
ブ
ル
は
、
地
域
の
生
活
環
境

を
悪
化
さ
せ
る
要
素
で
あ
り
、
住
民
と
観
光

客
の
間
に
摩
擦
を
生
じ
さ
せ
る
。

　
さ
ら
に
、
よ
り
本
質
的
に
難
し
い
の
は
、

こ
う
し
た
変
化
の
背
後
に
あ
る
構
造
的
な
影

響
で
あ
る
。
観
光
の
拡
大
は
地
域
社
会
に
新

た
な
価
値
や
機
会
を
も
た
ら
す
一
方
で
、
そ

の
同
じ
力
が
土
地
利
用
や
生
活
環
境
の
変
化

を
促
し
、
地
域
の
社
会
的
な
基
盤
を
揺
る
が

す
こ
と
に
も
繫
が
り
得
る
。
す
な
わ
ち
、
観

光
の
も
た
ら
す
「
地
域
の
活
性
化
」
と
観
光

に
よ
る
「
地
域
の
変
容
」
は
し
ば
し
ば
表
裏

一
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
バ

ラ
ン
ス
や
速
度
を
い
か
に
制
御
す
る
か
が
、

今
日
の
観
光
政
策
に
お
け
る
重
要
な
課
題
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
住
宅
が
民
泊
を
は
じ
め
と
し
た

宿
泊
施
設
へ
転
用
さ
れ
、
地
価
や
家
賃
が
上

昇
す
る
こ
と
で
地
元
住
民
が
住
み
続
け
に
く

く
な
る
場
合
や
、
商
店
街
か
ら
長
年
地
域
の

日
常
を
支
え
て
き
た
店
舗
が
姿
を
消
し
、
観

光
客
向
け
の
店
が
並
ぶ
よ
う
に
な
る
場
合
が

あ
る
。
こ
れ
ら
の
変
化
は
一
見
す
る
と
経
済

の
活
性
化
と
評
価
さ
れ
る
が
、
行
き
過
ぎ
れ

ば
地
域
社
会
の
均
衡
を
崩
し
て
し
ま
う
危
う

さ
を
は
ら
む
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
経
済
と
社
会
の
バ

ラ
ン
ス
が
変
化
し
、
元
々
の
住
民
や
商
業
が

入
れ
替
わ
る
現
象
は
「
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
（gen

trificatio
n

）」
と
呼
ば

れ
る
。
1
9
7
0
年
代
の
ロ
ン
ド
ン
や

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
都
市
再
開
発
の
進
行
と
と

も
に
議
論
さ
れ
は
じ
め
た
概
念
で
あ
り
、
地

理
学
者
ニ
ー
ル
・
ス
ミ
ス
（N

eil S
m
ith

）

は
、
そ
の
背
景
に
あ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
「
レ

ン
ト
・
ギ
ャ
ッ
プ
（R

en
t G

ap

）」
理
論
に

よ
っ
て
説
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
土
地
や
建

物
が
「
現
在
の
利
用
」
で
生
み
出
す
地
代
（
現

行
地
代
）
と
、「
よ
り
収
益
性
の
高
い
利
用
」

で
得
ら
れ
る
可
能
性
の
あ
る
地
代
（
潜
在
地

代
）
の
差
が
拡
大
す
る
と
、
そ
の
差
を
埋
め

よ
う
と
す
る
投
資
が
誘
発
さ
れ
、
結
果
と
し

て
都
市
空
間
の
再
編
が
進
む
と
い
う
も
の
で

あ
る
。　

観
光
は
、
こ
の
「
潜
在
地
代
」
を
急
速
に

引
き
上
げ
る
要
因
と
な
る
。
通
常
、
観
光
客

は
住
民
に
比
べ
て
所
得
が
高
い
傾
向
に
あ
る

た
め
、
人
気
観
光
地
で
は
、
宿
泊
施
設
や
観

光
客
向
け
商
業
施
設
の
需
要
が
急
増
す
る

と
、
そ
れ
ら
の
用
途
が
高
い
収
益
を
生
み
、

投
資
資
本
が
集
中
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
家
賃

や
地
価
が
上
昇
し
、
長
年
住
ん
で
き
た
人
々

が
地
域
を
離
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
構
図
が

生
じ
る
。

　
こ
う
し
た
「
観
光
に
紐
づ
く
ジ
ェ
ン
ト
リ

フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
課
題
に
対
し
、
バ
ル

セ
ロ
ナ
は
早
い
段
階
か
ら
制
度
的
対
応
を

試
み
て
き
た
。
2
0
1
0
年
代
以
降
、
観

光
の
急
拡
大
も
背
景
に
住
宅
価
格
の
高
騰

な
ど
が
社
会
的
対
立
を
引
き
起
こ
し
た
バ

ル
セ
ロ
ナ
で
は
、
都
市
政
策
と
観
光
政
策

を
統
合
的
に
再
構
築
し
、
都
市
空
間
の
利

用
バ
ラ
ン
ス
を
回
復
す
る
新
た
な
仕
組
み

を
模
索
し
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
が
実
施
し
て
き

3
．商
業
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る

政
策
的
対
応

都
市
計
画
に
よ
る
多
様
性
の
設
計

3 -1

ボ
ケ
リ
ア
市
場
の

新
た
な
ガ
バ
ナ
ン
ス

3 -2観
光
都
市
に
も
共
通
し
て
見
ら
れ
る
。
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
、
旧
市
街
中
心
部
に
お
い

て
観
光
関
連
店
舗
へ
の
用
途
転
換
を
制
限

し
、
地
域
住
民
の
生
活
を
支
え
る
商
店
の
維

持
を
支
援
す
る
政
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
取
り
組
み
も
バ
ル
セ
ロ

ナ
と
同
様
に
、
観
光
を
否
定
す
る
の
で
は
な

く
、
過
度
な
「
観
光
地
化
」
が
都
市
の
個
性

を
奪
う
こ
と
を
防
ぐ
た
め
の
制
度
的
介
入
で

あ
り
、
観
光
を
持
続
可
能
な
形
で
地
域
社
会

に
組
み
込
む
試
み
と
捉
え
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
政
策
の
背
景
に
は
、「
観
光
に

よ
っ
て
都
市
が
経
済
的
利
益
を
得
る
一
方

で
、
地
域
に
根
ざ
し
た
商
業
の
多
く
が
失
わ

れ
れ
ば
、
そ
の
都
市
の
魅
力
の
根
拠
そ
の
も

の
が
失
わ
れ
る
」
と
い
う
共
通
の
理
解
が
あ

る
。
こ
の
点
は
日
本
に
お
い
て
も
同
様
で
あ

り
、
多
様
な
店
舗
や
業
態
が
共
存
す
る
こ
と

こ
そ
が
、
都
市
の
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
形
づ
く
り
、
観
光
の
持
続
可
能
性
を

支
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
例
は
、
観
光
が
都
市
の
構

造
そ
の
も
の
を
変
え
る
力
を
持
ち
得
る
と
こ

ろ
ま
で
拡
大
し
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
現
実
を
前
に
、
バ
ル
セ
ロ
ナ

市
は「
観
光
を
排
除
す
る
」の
で
は
な
く
、「
観

光
と
と
も
に
生
き
る
都
市
」
を
ど
う
つ
く
る

か
を
政
策
の
中
心
に
据
え
て
き
た
。
P
E
U

A
T
や
旧
市
街
用
途
計
画
に
共
通
す
る
の

は
、
市
場
の
流
れ
の
み
に
委
ね
れ
ば
、
住
民

の
居
住
性
や
商
業
の
多
様
性
が
失
わ
れ
、
結

果
と
し
て
地
域
の
持
続
可
能
性
を
毀
損
す
る

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
認
識
に
基
づ
き
、
行

政
が
市
場
の
外
部
性
へ
対
処
し
よ
う
と
す
る

姿
勢
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
介
入
は
、
自
由
な

経
済
活
動
と
の
均
衡
を
常
に
問
わ
れ
る
。
宿

泊
施
設
の
立
地
規
制
や
建
物
用
途
の
制
限

は
、
営
業
の
自
由
や
財
産
権
と
の
衝
突
を
避

け
が
た
い
。
実
際
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
こ
れ

ら
の
政
策
を
め
ぐ
っ
て
複
数
の
訴
訟
が
提
起

さ
れ
、
一
部
の
条
項
が
違
法
と
判
断
さ
れ
た

例
も
あ
る
。

　
市
は
そ
の
た
び
に
制
度
設
計
を
見
直
し
、

規
制
の
正
当
性
を
打
ち
出
し
て
き
た
。
観
光

と
地
域
社
会
の
多
様
な
営
み
を
共
存
さ
せ
る

た
め
に
は
、
市
場
原
理
を
制
御
し
つ
つ
、
住

民
の
関
与
を
制
度
の
内
部
に
位
置
づ
け
、
政

策
の
正
当
性
を
絶
え
ず
更
新
し
て
い
く
政
治

的
技
術
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
は
、
訴
訟
や
対
立
を
経
な
が
ら
も
、
そ
う

し
た
技
術
を
行
政
と
し
て
定
着
さ
せ
つ
つ
あ

る
と
言
え
る
。

　
こ
の
点
は
、
日
本
に
お
け
る
観
光
ま
ち
づ

く
り
に
と
っ
て
も
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
。

観
光
を
単
に
経
済
成
長
の
手
段
と
し
て
で
は

な
く
、
地
域
社
会
の
持
続
性
を
支
え
る
要
素

と
し
て
再
定
義
す
る
た
め
に
は
、
住
宅
、
商

業
、
文
化
、
公
共
空
間
と
い
っ
た
領
域
を
横

断
す
る
政
策
調
整
が
求
め
ら
れ
る
。
市
場
と

公
共
、
経
済
と
文
化
等
の
あ
い
だ
に
生
じ
る

緊
張
を
い
か
に
制
御
す
る
か
、
そ
の
問
い
に

向
き
合
う
こ
と
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
観
光
政

策
と
地
域
経
営
に
と
っ
て
重
要
な
視
点
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。

フ
ラ
ッ
ト
を
観
光
用
途
で
は
な
く
居
住
用
途

に
再
転
換
し
、
住
宅
ス
ト
ッ
ク
を
増
加
さ
せ

る
こ
と
」（
観
光
文
化
2
6
5
号
）
を
目
的
と

し
て
い
る
。
全
宿
泊
施
設
を
対
象
と
し
た

P
E
U
A
T
よ
り
も
、
対
象
を
民
泊
に
限
定

し
て
厳
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
こ
と
で
目

標
の
達
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
民
泊
の
全
廃
は

民
泊
関
係
者
か
ら
の
大
き
な
反
発
を
生
ん
で

い
る
。
民
泊
経
営
者
の
ほ
と
ん
ど
は
中
小
事

　
こ
れ
ら
の
宿
泊
施
設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
施

策
の
結
果
、
特
に
規
制
の
厳
し
い
中
心
部
に

お
い
て
、
無
秩
序
な
宿
泊
施
設
の
増
加
は
あ

る
程
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
て
い
る
状
況
に

あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
弊

害
も
発
生
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
既
存
ホ
テ

ル
の
価
格
の
大
幅
な
高
騰
、
ホ
テ
ル
の
新
規

参
入
の
阻
害
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ホ
テ
ル
価

格
の
高
騰
の
結
果
、
安
価
な
郊
外
の
ホ
テ
ル

に
宿
泊
し
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
は
日
帰
り
で
訪

れ
る
客
が
増
加
し
て
お
り
、
結
果
的
に
日
中

の
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
の
消
費
額
が
減
少
し
て
い

る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
新

規
参
入
の
阻
害
の
結
果
、
近
年
ブ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
等
が
マ
ド
リ
ー
ド
に
集
中
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
バ
ル
セ
ロ
ナ
ホ

テ
ル
協
会
は
、
歴
史
的
・
個
性
的
な
ホ
テ
ル

の
新
規
開
業
で
あ
れ
ば
認
め
る
よ
う
に

2
0
2
2
年
に
訴
訟
を
起
こ
し
た
。

　
ま
た
、賃
貸
価
格
は
上
昇
を
続
け
て
お
り
、

2
0
2
5
年
に
は
過
去
最
高
価
格
を
更
新
し

た
。
本
件
に
関
し
て
は
別
の
政
策
も
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。
行
政
は
、
2
0
1
9
年
に

は
賃
貸
期
間
の
事
実
上
の
延
長
（
都
市
賃
貸

借
法
／
L
A
U
の
改
正
）、
2
0
2
4
年
に

【写真2】ボケリア市場における食べ歩き商品の販売

4
．観
光
が
都
市
を

形
づ
く
る
時
代
に

商
業
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
と

都
市
の
個
性
を
め
ぐ
る
課
題

3 -3

‒❷ バルセロナにおける観光ジェントリフィケーションへの対応4
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業
者
で
あ
る
た
め
、
業
界
を
代
表
す
る
組
織

と
し
て
バ
ル
セ
ロ
ナ
観
光
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト

協
会
（A

P
A
R
T
U
R

）
が
機
能
し
て
い
る
。

A
P
A
R
T
U
R
は
民
泊
を
合
法
的
に
運
営

し
て
い
る
オ
ー
ナ
ー
や
管
理
会
社
に
よ
っ
て

構
成
。
民
泊
の
利
益
を
擁
護
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
行
政
に
よ
る
ラ
イ
セ
ン
ス
廃
止
計

画
に
対
し
て
は
、
反
対
の
意
を
示
し
、
代
替

案
の
提
案
や
補
償
請
求
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
自
分
た
ち
の
意
見
の
裏
付
け
の
た

め
に
、
民
泊
が
住
宅
価
格
高
騰
の
大
き
な
要

因
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
レ
ポ
ー
ト
を
作
成

し
た
り
、
合
法
的
に
経
営
を
し
て
い
る
事
業

者
を
増
や
し
守
る
た
め
に
、
会
員
向
け
情
報

共
有
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
作
成
や
認
証
取

得
を
支
援
し
た
り
、
自
ら
違
法
民
泊
を
取
り

締
ま
る
シ
ス
テ
ム
を
運
営
す
る
等
と
い
っ
た

取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
現
在
既
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
宿
泊
施

設
の
ベ
ッ
ド
数
に
民
泊
が
占
め
る
割
合
は
約

4
割
と
な
っ
て
い
る
。
人
数
の
多
い
家
族
連

れ
や
学
生
グ
ル
ー
プ
な
ど
通
常
の
ホ
テ
ル
で

は
受
け
入
れ
に
く
い
需
要
も
あ
り
、
民
泊
の

全
廃
は
非
現
実
的
だ
と
い
う
意
見
も
多
い
。

市
と
し
て
は
、
全
廃
を
実
現
し
た
上
で
、
失

業
者
に
対
し
て
は
職
業
訓
練
等
の
実
施
を
計

画
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
の
経
過

に
着
目
し
た
い
。

た
政
策
的
取
り
組
み
を
住
宅
分
野
と
商
業
分

野
に
分
け
て
検
討
し
、
日
本
の
観
光
地
が
直

面
し
つ
つ
あ
る
課
題
へ
の
示
唆
を
探
る
。

　
ま
ず
住
宅
分
野
を
見
て
み
る
と
、
バ
ル
セ

ロ
ナ
で
は
住
宅
価
格
の
高
騰
に
よ
る
住
民
の

流
出
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

問
題
は
、
2
0
1
4
年
頃
か
ら
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
始
め
た
。
背
景
に
は
様
々
な
要
因

が
あ
る
が
、
特
に
当
時
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

た
要
因
が
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
る
。

●
2
0
0
8
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を

契
機
に
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
そ
れ
ま
で
起
こ
っ

て
い
た
住
宅
バ
ブ
ル
が
崩
壊
。
崩
壊
か
ら

の
回
復
の
動
き
の
中
、
他
国
の
市
場
と
比

較
し
て
安
価
で
あ
っ
た
ス
ペ
イ
ン
の
住
宅

資
産
が
、
世
界
の
富
裕
層
に
と
っ
て
投
資

対
象
と
な
っ
た
。

●
観
光
が
進
展
し
た
結
果
、
住
宅
が
ホ
テ
ル

や
民
泊
等
の
宿
泊
施
設
に
転
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
2
0
1
0
年
前
後
か
ら
、
特
に
民

泊
に
関
し
て
そ
の
流
れ
は
加
速
。

●
ど
こ
で
も
働
く
こ
と
が
で
き
る
デ
ジ
タ
ル

ノ
マ
ド
等
の
高
所
得
外
国
人
が
、
バ
ル
セ
ロ

B
oqueria

）
で
あ
る
。
ボ
ケ
リ
ア
市
場
は
長

年
「
住
民
の
台
所
」
と
し
て
住
民
の
生
活
を
支

え
て
き
た
が
、
2
0
0
0
年
代
以
降
、
観
光

客
向
け
の
食
べ
歩
き
商
品
な
ど
を
提
供
す
る

屋
台
が
増
え
、
伝
統
的
な
生
鮮
食
品
を
扱
う

店
舗
が
減
少
し
た
こ
と
で
、
地
元
住
民
か
ら

「
日
常
の
買
い
物
が
し
づ
ら
く
な
っ
た
」
と
い

う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
商
品
の
構

成
比
率
を
定
め
る「
50
：
50

ル
ー
ル
」を
含
む
新
ル
ー

ル
を
市
と
市
場
組
合
が
協

働
で
企
画
し
、2
0
2
5

年
9
月
に
組
合
員
の
9
割

以
上
の
賛
成
を
得
て
承
認

を
得
た
。
こ
の
新
ル
ー
ル

は
、
市
場
全
体
の
店
舗
の

う
ち
少
な
く
と
も
50
％
は

伝
統
的
な
生
鮮
食
品（
精

肉
・
鮮
魚
・
青
果
な
ど
）の

販
売
に
充
て
る
一
方
、加

工
・
調
理
済
み
食
品
や
そ

の
場
で
消
費
さ
れ
る
商
品

（
食
べ
歩
き
商
品
な
ど
）
の

販
売
は
最
大
で
も
50
％
に

制
限
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
観
光

客
向
け
業
種
に
偏
り
過
ぎ

る
こ
と
を
防
止
し
、
市
場
本
来
の
食
料
品
市

場
と
し
て
の
性
格
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
市
当
局
は
こ
う
し
た
規
制
と
引
き

換
え
に
総
額
1
2
0
0
万
ユ
ー
ロ
以
上
を
市

場
に
投
じ
、
大
規
模
な
改
修
計
画
を
進
め
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
に
は
老
朽

化
し
た
屋
根
の
全
面
改
修
、
施
設
設
備
の
更

新
、
ト
イ
レ
や
空
調
の
改
善
、
外
部
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
動
線
の
整
備
な
ど
が
含
ま
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
ハ
ー
ド
面
で
の
支
援
策
と
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
市
場
組
合
員
た
ち
に
も

観
光
客
向
け
販
売
規
制
の
受
け
入
れ
に
十
分

な
メ
リ
ッ
ト
を
提
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
「
規
制
と
支
援
の
組
み
合
わ

せ
」
に
よ
る
市
場
運
営
モ
デ
ル
は
、
観
光
に

よ
る
経
済
効
果
を
維
持
し
つ
つ
地
域
社
会
の

共
有
資
源
と
し
て
の
機
能
を
守
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
の
取
り
組
み
も
、

言
い
換
え
れ
ば
、
行
政
が
一
定
の
規
制
的
枠

組
み
に
よ
っ
て
、
商
業
空
間
の
多
様
性
を
守

ろ
う
と
す
る
取
り
組
み
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
こ
れ
ら
の
政
策
は
、
観
光

客
向
け
の
商
業
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な

い
。
過
度
な
商
業
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
進
行

は
、
地
域
の
日
常
的
な
営
み
や
固
有
の
文
化

を
浸
食
し
、
結
果
と
し
て
観
光
の
魅
力
そ
の

も
の
を
損
な
う
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
む
し

ろ
、
観
光
を
経
済
の
重
要
な
要
素
と
認
め
た

上
で
、
地
域
の
商
業
多
様
性
を
維
持
す
る
方

向
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
発
想
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

や
ベ
ネ
チ
ア
な
ど
、
観
光
の
急
激
な
拡
大
を

体
験
し
て
い
る
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る

　
観
光
の
拡
大
は
、住
宅
市
場
の
み
な
ら
ず
、

地
域
の
商
業
構
造
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
、
と
り
わ
け
旧
市
街

（C
iu
tat V

ella

）
に
お
い
て
観
光
客
の
急

増
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
生
活
を
支
え
て

き
た
店
舗
が
減
少
し
、
代
わ
っ
て
土
産
物
店

や
観
光
客
向
け
の
飲
食
店
等
が
集
積
す
る
傾

向
が
顕
著
と
な
っ
た
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
、
こ
の
変
化
を
単
な
る
経

済
現
象
と
し
て
で
は
な
く
、
地
域
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
わ
る
課
題
と
し
て
位
置
づ

け
て
い
る
。
2
0
2
5
年
7
月
3
日
付
の
市

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
で
は
、
旧
市
街
用
途
計
画

2
0
2
5
（P

la d’
U
sos de C

iutat V
ella 

2025

）
の
目
的
と
し
て
、「
文
化
的
提
供
や

地
域
に
資
す
る
質
の
高
い
経
済
活
動
を
促
進

す
る
一
方
で
、
地
区
の
一
部
に
定
着
し
て
い

る
商
業
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
を
回
避
す
る
」

こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。当
該
計
画
で
は
、

観
光
を
一
律
に
抑
制
す
る
の
で
は
な
く
、
地

域
社
会
の
多
様
性
を
維
持
し
な
が
ら
持
続
的

な
都
市
経
済
を
実
現
す
る
と
い
う
理
念
を
掲

げ
て
い
る
。

　
こ
の
理
念
は
、
都
市
計
画
、
商
業
政
策
、

さ
ら
に
は
公
共
空
間
管
理
に
至
る
複
数
の
分

野
に
共
通
す
る
政
策
軸
と
し
て
展
開
さ
れ
て

い
る
。
以
下
で
は
、
そ
の
よ
う
な
商
業
空
間

に
対
す
る
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
、
旧
市
街
に
お
け
る
観
光

関
連
業
種
の
過
度
な
集
積
と
、
そ
れ
に
伴
う

地
域
の
商
業
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
を
防
ぐ
た

め
、
都
市
計
画
上
の
手
段
で
あ
る
特
別
用
途

計
画
を
活
用
し
て
い
る
。
用
途
計
画
に
よ
る

商
業
活
動
の
規
制
は
1
9
9
0
年
代
初
頭
に

始
ま
り
、
2
0
1
0
年
・
2
0
1
3
年
の
改

訂
を
経
て
、
2
0
1
8
年
に
現
行
制
度
（「
旧

市
街
用
途
計
画
2
0
1
8
年
版
」）
へ
と
改

正
さ
れ
た
。

　
当
初
の
計
画
は
、
深
夜
営
業
施
設
な
ど
に

よ
る
公
共
空
間
の
治
安
維
持
等
を
目
的
と
し

て
い
た
が
、
観
光
の
拡
大
と
と
も
に
、
観
光

が
地
域
住
民
の
生
活
環
境
に
影
響
を
与
え
は

じ
め
た
た
め
、
地
域
社
会
の
課
題
は
「
治
安

の
管
理
」
か
ら
「
居
住
と
観
光
の
共
存
」
へ

と
変
化
し
た
。

　
2
0
1
8
年
改
訂
版
で
は
、
単
に
特
定
業

種
の
営
業
を
制
限
す
る
の
で
は
な
く
、
都
市

空
間
に
お
け
る
用
途
の
調
整
を
主
眼
と
す
る

仕
組
み
が
整
え
ら
れ
て
お
り
、そ
の
目
的
は
、

都
市
空
間
の
利
用
を
調
整
し
、
住
宅
・
商
業
・

観
光
・
文
化
と
い
っ
た
多
様
な
都
市
機
能
の

共
存
を
確
保
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
仕
組
み
と
し
て
、
2
0
1
8
年

改
訂
版
で
新
た
に
導
入
さ
れ
た
の
が
、「
商

業
密
度
制
限
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
飲
食

関
連
業
」「
娯
楽
・
夜
間
営
業
施
設
（
デ
ィ
ス

コ
、音
楽
バ
ー
、シ
ョ
ー
を
伴
う
飲
食
業
等
）」

「
観
光
サ
ー
ビ
ス
関
連
業
（
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
、
観
光
案
内
所
、
旅
行
代
理
業
、
土
産
物

販
売
等
）」
と
い
っ
た
特
定
業
種
が
一
定
の

度
合
い
を
超
え
て
集
中
す
る
区
域
で
は
、
新

規
営
業
を
認
め
な
い
仕
組
み
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
、店
舗
の
種
類
ご
と
に
立
地
距
離（
半

径
50
〜
1
0
0
m
）
を
設
定
し
、
そ
の
範
囲

内
で
同
業
種
の
営
業
面
積
が
一
定
値
を
超
え

る
場
合
、
新
規
の
営
業
許
可
を
出
さ
な
い
と

定
め
て
い
る
。
こ
の
計
算
は
、
街
区
単
位
で

は
な
く「
各
店
舗
の
正
面
か
ら
の
距
離
半
径
」

に
基
づ
き
、
空
間
的
に
重
複
す
る
エ
リ
ア
単

位
で
制
度
化
さ
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ

る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
制
限
は
住
宅
用
途
や

教
育
・
医
療
施
設
に
隣
接
す
る
エ
リ
ア
で
は

さ
ら
に
厳
格
化
さ
れ
て
い
る
。

　
2
0
2
5
年
7
月
に
初
期
承
認
さ
れ
た
新

旧
市
街
用
途
計
画
2
0
2
5
で
は
、
こ
の
方

向
性
を
さ
ら
に
拡
張
し
、
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
、

C
B
D
製
品
販
売
店
、
携
帯
電
話
ケ
ー
ス
・

ア
ク
セ
サ
リ
ー
販
売
店
な
ど
、
低
付
加
価
値

型
・
短
期
収
益
型
の
店
舗
に
つ
い
て
新
規
の

営
業
許
可
の
発
行
を
停
止
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
市
は
そ
の
理
由
と
し
て
、
こ
れ
ら
の

業
種
が
旧
市
街
の
一
部
に
過
度
に
集
中
し
、

地
域
の
商
業
多
様
性
を
損
な
う
要
因
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
用
途
計
画
は
、
市
場
経
済
が
も

た
ら
す
商
業
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
の
傾
向
に

対
し
、
行
政
が
政
策
的
に
介
入
し
て
商
業
空

間
の
多
様
性
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
試
み
で

あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
レ
ン
ト
・
ギ
ャ
ッ

プ
理
論
が
示
す「
潜
在
的
収
益
の
上
昇
に
よ
っ

て
土
地
利
用
が
一
方
向
的
に
転
換
す
る
動
き
」

に
対
し
て
、
行
政
が
一
定
の
規
制
的
枠
組
み

に
よ
っ
て
、
商
業
空
間
の
多
様
性
を
守
ろ
う

と
す
る
取
り
組
み
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
で
は
、
観
光
に
よ
っ
て
公

共
空
間
の
公
共
性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
を
防

ぐ
た
め
、
市
場
や
広
場
と
い
っ
た
空
間
の
管

理
に
新
た
な
仕
組
み
を
導
入
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
。
そ
の
代
表
例
が
旧
市
街
に

位
置
す
る
ボ
ケ
リ
ア
市
場
（M

ercat de la 

は
「
混
雑
地
域
」
に
お
け
る
大
規
模
所
有
者

の
新
規
契
約
の
家
賃
に
上
限
を
設
け
た
。
こ

れ
ら
は
住
民
の
長
期
賃
貸
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
結
果
、
貸
主
は

住
民
向
け
の
長
期
賃
貸
市
場
か
ら
撤
退
し
、

高
所
得
の
外
国
人
デ
ジ
タ
ル
ノ
マ
ド
等
を
対

象
と
し
た
季
節
賃
貸
（
6
|
11
か
月
程
度
の

賃
貸
）
に
移
行
し
て
い
る
。

　

　
本
件
に
関
し
て
は
、ま
さ
に
レ
ン
ト
・
ギ
ャ
ッ

プ
理
論
を
当
て
は
め
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。「
現

在
の
利
用
」、す
な
わ
ち
長

期
賃
貸
で
生
み
出
さ
れ
る

地
代
よ
り
も
、「
よ
り
収
益

性
の
高
い
利
用
」、
す
な
わ

ち
季
節
賃
貸
で
得
ら
れ
る

可
能
性
の
あ
る
地
代
の
方

が
高
く
な
っ
た
。
結
果
的

に
住
民
向
け
の
長
期
賃
貸

の
母
数
は
増
加
し
て
お
ら

ず
、
賃
貸
価
格
の
上
昇
は

続
く
こ
と
と
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
。

　
上
記
の
よ
う
に
、バ
ル
セ

ロ
ナ
で
は
住
宅
ジ
ェ
ン
ト

リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対

し
て
多
様
な
政
策
が
実
行

さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
は

評
価
さ
れ
て
い
る
部
分
も
多
い
一
方
、
政
策

介
入
に
よ
り
別
の
課
題
が
生
じ
て
新
た
な
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
イ
ン

パ
ク
ト
の
あ
る
政
策
で
あ
る
が
ゆ
え
に
弊
害

も
大
き
く
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

ナ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
魅
力
を
感
じ
て
移

住
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る
人
口
増
加
の
一

端
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
住
宅

価
格
の
高
騰
が
生
じ
、
従
来
か
ら
バ
ル
セ
ロ

ナ
に
居
住
し
て
い
た
住
民
は
家
賃
を
支
払
え

ず
転
出
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
状
況
と
な
っ

た
。
危
機
感
を
覚
え
た
住
民
ら
に
よ
り
、

2
0
1
5
年
11
月
に
は「
持
続
可
能
な
観
光

の
た
め
の
近
隣
住
民
組
合（A

sam
blea de 

B
arrios por un T

urism
o S

ostenible 

※
現
在
はA

sam
blea de B

arrios por el 

D
ecrecim

iento T
uristico

と
名
称
変
更
）」

が
設
立
さ
れ
、観
光
客
数
の
削
減
、住
居
の
権

利
等
を
主
張
し
始
め
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
2
0

1
5
年
5
月
に
新
た
に
市
長
と
な
っ
た
ア

ダ
・
コ
ラ
ウ
氏
の
も
と
、
住
民
用
の
適
切
な

数
の
住
居
の
確
保
、
そ
し
て
快
適
な
住
環
境

確
保
の
た
め
の
政
策
が
行
わ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
の
中
で
も
中
心
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
宿
泊
施
設
の
立
地
・

数
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
す
る
施
策
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
具
体
的
に
は
、

①
エ
リ
ア
全
体
の
宿
泊
施
設
の
分
布
管
理

（
後
述
の
P
E
U
A
T
を
通
し
て
推
進
）、②

特
定
の
宿
泊
施
設
形
態
（
民
泊
）
に
特
化
し

た
規
制
管
理
、
と
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
順
に
説
明
し
た
い
。

　
ま
ず
2
0
1
7
年
に
導
入
さ
れ
た
P
E
U

A
T
（
観
光
宿
泊
施
設
特
別
都
市
計
画
）
は
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
全
体
を
ゾ
ー
ン
分
け
し
、
ゾ
ー

ン
ご
と
に
全
て
の
タ
イ
プ
の
宿
泊
施
設
の
新

規
設
立
に
制
限
を
定
め
、
結
果
的
に
宿
泊
施

設
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
計
画
で
あ
る
。

ゾ
ー
ン
は
、観
光
宿
泊
施
設
の
提
供
の
強
度
、

住
民
人
口
に
対
す
る
宿
泊
施
設
の
比
率
、
公

共
空
間
の
飽
和
度
、
既
存
の
都
市
形
態
な
ど

の
要
因
に
基
づ
い
て
、
新
し
い
観
光
施
設
を

受
け
容
れ
る
能
力
を
十
分
に
有
す
る
か
と
い

う
観
点
で
決
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
状
況
の

変
化
を
踏
ま
え
て
数
年
ご
と
に
ゾ
ー
ン
の
境

界
は
更
新
さ
れ
て
い
る
。

　
ゾ
ー
ン
ご
と
の
制
限
の
内
容
に
つ
い
て
は

観
光
文
化
2
6
5
号
特
集
3
に
て
説
明
さ
れ

て
い
る
た
め
、
そ
ち
ら
を
参
照
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
こ
の
政
策
の
意
図
に
つ
い
て
も
、

同
じ
く
観
光
文
化
2
6
5
号
の
中
で
説
明
さ

れ
て
い
る
。（
以
下
引
用
）

　
「
宿
泊
施
設
の
立
地
規
制
を
通
し
て
、
用

途
の
混
在
を
図
り
、
界
隈
の
公
共
空
間
で
の

生
活
を
維
持
す
る
と
と
も
に
そ
こ
へ
の
観
光

の
影
響
を
最
小
限
に
留
め
、
持
続
可
能
な
経

済
活
動
の
展
開
を
図
る
と
こ
ろ
に
狙
い
が
あ

る
。
何
よ
り
も
、
市
民
の
住
む
権
利
を
保
障

す
る
こ
と
が
最
大
の
眼
目
で
あ
る
。」（
阿
部

大
輔
「『
観
光
都
市
』
か
ら
『
観
光
と
と
も
に

生
き
る
都
市
』
へ
丨
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
の
最
前
線
」）

　
す
な
わ
ち
本
政
策
は
、
利
益
を
生
む
宿

泊
施
設
が
一
定
の
地
区
内
に
集
中
す
る
こ

と
を
防
ぎ
、
公
共
空
間
を
守
る
た
め
、
そ

し
て
そ
の
結
果
住
民
の
快
適
な
居
住
環
境

を
確
保
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た

そ
れ
と
同
時
に
、
ホ
テ
ル
開
発
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
下
に
置
き
無
秩
序
な
開
発
を
防
ぐ

こ
と
に
よ
り
、
質
の
高
い
観
光
地
と
し
て

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
キ
ー
プ
す
る
た

め
の
も
の
で
も
あ
る
。

　
次
に
民
泊
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
だ

が
、
こ
ち
ら
に
関
し
て
は
P
E
U
A
T
以
上

に
厳
格
な
対
応
が
と
ら
れ
て
い
る
。
2
0
1

5
年
、
P
E
U
A
T
の
策
定
に
先
立
ち
民
泊

の
新
規
ラ
イ
セ
ン
ス
発
行
が
停
止
さ
れ
た
。

2
0
0
9
年
に
は
6
3
2
件
だ
っ
た
民
泊
の

数
が
2
0
1
4
年
に
は
9
6
0
6
件
と
、
短

期
間
で
大
幅
に
増
加
し
て
い
た
民
泊
だ
が
、

2
0
1
5
年
以
降
そ
の
増
加
は
停
止
し
た
。

そ
の
後
も
、「
バ
ル
セ
ロ
ナ
観
光
戦
略
計
画

2
0
2
0
」
に
は
、A

irb
n
b

等
の
民
間
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
の
協
定
を
強
化
し
、
違

法
物
件
の
取
り
締
ま
り
や
自
主
規
制
体
制
の

強
化
を
行
う
旨
が
記
載
さ
れ
た
り
、
2
0
1

7
年
制
定
の
P
E
U
A
T
に
も
民
泊
の
ゼ
ロ

成
長
が
明
記
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
大
き
な
規
制
は
、
緊
急
政
令
3
／

2
0
2
3
で
あ
る
。
観
光
目
的
の
住
宅
賃
貸

に
対
し
自
治
体
か
ら
の
事
前
都
市
計
画
許
可

を
義
務
付
け
、
許
可
数
や
貸
出
日
数
に
上
限

を
設
け
る
権
限
を
自
治
体
に
与
え
る
内
容

（
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
政
府
に
よ
り
作
成
）。
民

泊
規
制
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
が
以
前
か
ら
行
っ

て
い
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
法
的
な
裏
付
け

を
後
か
ら
与
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
そ
れ
を
踏
ま
え
て
2
0
2
4
年
に

作
成
さ
れ
た
「
観
光
管
理
政
府
措
置
」。
観

光
活
動
と
バ
ル
セ
ロ
ナ
住
民
の
日
常
生
活
と

の
間
の
よ
り
良
い
均
衡
を
達
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
計
画
だ
が
、
そ
の
中
に
、
緊
急

政
令
3
／
2
0
2
3
を
適
用
し
て
市
内
の
民

泊
は
す
べ
て
廃
止
さ
れ
、
2
0
2
8
年
ま
で

に
、
現
在
存
在
す
る
1
0
1
0
1
軒
の
民
泊

（
※H

ab
itatge d

'Ú
s T

u
rístic 

（H
U
T

）

と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
）
全
て
が
ラ
イ
セ

ン
ス
を
失
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
一
連
の
民
泊
規
制
は
「
市
内
の

　
観
光
の
拡
大
は
、
地
域
社
会
に
と
っ
て
多

く
の
プ
ラ
ス
の
影
響
を
も
た
ら
し
て
き
た
。

観
光
は
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
、
新
た
な

雇
用
を
生
み
出
し
、
文
化
や
伝
統
の
再
評
価

を
促
す
。
例
え
ば
、
観
光
を
契
機
と
し
て
、

空
き
家
や
遊
休
施
設
が
再
生
さ
れ
、
地
域
の

食
文
化
や
祭
り
な
ど
が
新
た
な
形
で
継
承
さ

れ
る
事
例
も
多
い
。

　
も
っ
と
も
、
観
光
の
拡
大
が
特
定
の
地
域

や
季
節
に
過
度
に
集
中
す
る
と
、
そ
う
し
た

状
況
が
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
呼
ば

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
混
雑
と
い
っ
た
目
に
見

え
や
す
い
ト
ラ
ブ
ル
は
、
地
域
の
生
活
環
境

を
悪
化
さ
せ
る
要
素
で
あ
り
、
住
民
と
観
光

客
の
間
に
摩
擦
を
生
じ
さ
せ
る
。

　
さ
ら
に
、
よ
り
本
質
的
に
難
し
い
の
は
、

こ
う
し
た
変
化
の
背
後
に
あ
る
構
造
的
な
影

響
で
あ
る
。
観
光
の
拡
大
は
地
域
社
会
に
新

た
な
価
値
や
機
会
を
も
た
ら
す
一
方
で
、
そ

の
同
じ
力
が
土
地
利
用
や
生
活
環
境
の
変
化

を
促
し
、
地
域
の
社
会
的
な
基
盤
を
揺
る
が

す
こ
と
に
も
繫
が
り
得
る
。
す
な
わ
ち
、
観

光
の
も
た
ら
す
「
地
域
の
活
性
化
」
と
観
光

に
よ
る
「
地
域
の
変
容
」
は
し
ば
し
ば
表
裏

一
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
バ

ラ
ン
ス
や
速
度
を
い
か
に
制
御
す
る
か
が
、

今
日
の
観
光
政
策
に
お
け
る
重
要
な
課
題
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
住
宅
が
民
泊
を
は
じ
め
と
し
た

宿
泊
施
設
へ
転
用
さ
れ
、
地
価
や
家
賃
が
上

昇
す
る
こ
と
で
地
元
住
民
が
住
み
続
け
に
く

く
な
る
場
合
や
、
商
店
街
か
ら
長
年
地
域
の

日
常
を
支
え
て
き
た
店
舗
が
姿
を
消
し
、
観

光
客
向
け
の
店
が
並
ぶ
よ
う
に
な
る
場
合
が

あ
る
。
こ
れ
ら
の
変
化
は
一
見
す
る
と
経
済

の
活
性
化
と
評
価
さ
れ
る
が
、
行
き
過
ぎ
れ

ば
地
域
社
会
の
均
衡
を
崩
し
て
し
ま
う
危
う

さ
を
は
ら
む
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
経
済
と
社
会
の
バ

ラ
ン
ス
が
変
化
し
、
元
々
の
住
民
や
商
業
が

入
れ
替
わ
る
現
象
は
「
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
（gen

trificatio
n

）」
と
呼
ば

れ
る
。
1
9
7
0
年
代
の
ロ
ン
ド
ン
や

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
都
市
再
開
発
の
進
行
と
と

も
に
議
論
さ
れ
は
じ
め
た
概
念
で
あ
り
、
地

理
学
者
ニ
ー
ル
・
ス
ミ
ス
（N

eil S
m
ith

）

は
、
そ
の
背
景
に
あ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
「
レ

ン
ト
・
ギ
ャ
ッ
プ
（R

en
t G

ap

）」
理
論
に

よ
っ
て
説
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
土
地
や
建

物
が
「
現
在
の
利
用
」
で
生
み
出
す
地
代
（
現

行
地
代
）
と
、「
よ
り
収
益
性
の
高
い
利
用
」

で
得
ら
れ
る
可
能
性
の
あ
る
地
代
（
潜
在
地

代
）
の
差
が
拡
大
す
る
と
、
そ
の
差
を
埋
め

よ
う
と
す
る
投
資
が
誘
発
さ
れ
、
結
果
と
し

て
都
市
空
間
の
再
編
が
進
む
と
い
う
も
の
で

あ
る
。　

観
光
は
、
こ
の
「
潜
在
地
代
」
を
急
速
に

引
き
上
げ
る
要
因
と
な
る
。
通
常
、
観
光
客

は
住
民
に
比
べ
て
所
得
が
高
い
傾
向
に
あ
る

た
め
、
人
気
観
光
地
で
は
、
宿
泊
施
設
や
観

光
客
向
け
商
業
施
設
の
需
要
が
急
増
す
る

と
、
そ
れ
ら
の
用
途
が
高
い
収
益
を
生
み
、

投
資
資
本
が
集
中
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
家
賃

や
地
価
が
上
昇
し
、
長
年
住
ん
で
き
た
人
々

が
地
域
を
離
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
構
図
が

生
じ
る
。

　
こ
う
し
た
「
観
光
に
紐
づ
く
ジ
ェ
ン
ト
リ

フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
課
題
に
対
し
、
バ
ル

セ
ロ
ナ
は
早
い
段
階
か
ら
制
度
的
対
応
を

試
み
て
き
た
。
2
0
1
0
年
代
以
降
、
観

光
の
急
拡
大
も
背
景
に
住
宅
価
格
の
高
騰

な
ど
が
社
会
的
対
立
を
引
き
起
こ
し
た
バ

ル
セ
ロ
ナ
で
は
、
都
市
政
策
と
観
光
政
策

を
統
合
的
に
再
構
築
し
、
都
市
空
間
の
利

用
バ
ラ
ン
ス
を
回
復
す
る
新
た
な
仕
組
み

を
模
索
し
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
が
実
施
し
て
き

3
．商
業
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る

政
策
的
対
応

都
市
計
画
に
よ
る
多
様
性
の
設
計

3 -1

ボ
ケ
リ
ア
市
場
の

新
た
な
ガ
バ
ナ
ン
ス

3 -2観
光
都
市
に
も
共
通
し
て
見
ら
れ
る
。
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
、
旧
市
街
中
心
部
に
お
い

て
観
光
関
連
店
舗
へ
の
用
途
転
換
を
制
限

し
、
地
域
住
民
の
生
活
を
支
え
る
商
店
の
維

持
を
支
援
す
る
政
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
取
り
組
み
も
バ
ル
セ
ロ

ナ
と
同
様
に
、
観
光
を
否
定
す
る
の
で
は
な

く
、
過
度
な
「
観
光
地
化
」
が
都
市
の
個
性

を
奪
う
こ
と
を
防
ぐ
た
め
の
制
度
的
介
入
で

あ
り
、
観
光
を
持
続
可
能
な
形
で
地
域
社
会

に
組
み
込
む
試
み
と
捉
え
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
政
策
の
背
景
に
は
、「
観
光
に

よ
っ
て
都
市
が
経
済
的
利
益
を
得
る
一
方

で
、
地
域
に
根
ざ
し
た
商
業
の
多
く
が
失
わ

れ
れ
ば
、
そ
の
都
市
の
魅
力
の
根
拠
そ
の
も

の
が
失
わ
れ
る
」
と
い
う
共
通
の
理
解
が
あ

る
。
こ
の
点
は
日
本
に
お
い
て
も
同
様
で
あ

り
、
多
様
な
店
舗
や
業
態
が
共
存
す
る
こ
と

こ
そ
が
、
都
市
の
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
形
づ
く
り
、
観
光
の
持
続
可
能
性
を

支
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
例
は
、
観
光
が
都
市
の
構

造
そ
の
も
の
を
変
え
る
力
を
持
ち
得
る
と
こ

ろ
ま
で
拡
大
し
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
現
実
を
前
に
、
バ
ル
セ
ロ
ナ

市
は「
観
光
を
排
除
す
る
」の
で
は
な
く
、「
観

光
と
と
も
に
生
き
る
都
市
」
を
ど
う
つ
く
る

か
を
政
策
の
中
心
に
据
え
て
き
た
。
P
E
U

A
T
や
旧
市
街
用
途
計
画
に
共
通
す
る
の

は
、
市
場
の
流
れ
の
み
に
委
ね
れ
ば
、
住
民

の
居
住
性
や
商
業
の
多
様
性
が
失
わ
れ
、
結

果
と
し
て
地
域
の
持
続
可
能
性
を
毀
損
す
る

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
認
識
に
基
づ
き
、
行

政
が
市
場
の
外
部
性
へ
対
処
し
よ
う
と
す
る

姿
勢
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
介
入
は
、
自
由
な

経
済
活
動
と
の
均
衡
を
常
に
問
わ
れ
る
。
宿

泊
施
設
の
立
地
規
制
や
建
物
用
途
の
制
限

は
、
営
業
の
自
由
や
財
産
権
と
の
衝
突
を
避

け
が
た
い
。
実
際
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
こ
れ

ら
の
政
策
を
め
ぐ
っ
て
複
数
の
訴
訟
が
提
起

さ
れ
、
一
部
の
条
項
が
違
法
と
判
断
さ
れ
た

例
も
あ
る
。

　
市
は
そ
の
た
び
に
制
度
設
計
を
見
直
し
、

規
制
の
正
当
性
を
打
ち
出
し
て
き
た
。
観
光

と
地
域
社
会
の
多
様
な
営
み
を
共
存
さ
せ
る

た
め
に
は
、
市
場
原
理
を
制
御
し
つ
つ
、
住

民
の
関
与
を
制
度
の
内
部
に
位
置
づ
け
、
政

策
の
正
当
性
を
絶
え
ず
更
新
し
て
い
く
政
治

的
技
術
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
は
、
訴
訟
や
対
立
を
経
な
が
ら
も
、
そ
う

し
た
技
術
を
行
政
と
し
て
定
着
さ
せ
つ
つ
あ

る
と
言
え
る
。

　
こ
の
点
は
、
日
本
に
お
け
る
観
光
ま
ち
づ

く
り
に
と
っ
て
も
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
。

観
光
を
単
に
経
済
成
長
の
手
段
と
し
て
で
は

な
く
、
地
域
社
会
の
持
続
性
を
支
え
る
要
素

と
し
て
再
定
義
す
る
た
め
に
は
、
住
宅
、
商

業
、
文
化
、
公
共
空
間
と
い
っ
た
領
域
を
横

断
す
る
政
策
調
整
が
求
め
ら
れ
る
。
市
場
と

公
共
、
経
済
と
文
化
等
の
あ
い
だ
に
生
じ
る

緊
張
を
い
か
に
制
御
す
る
か
、
そ
の
問
い
に

向
き
合
う
こ
と
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
観
光
政

策
と
地
域
経
営
に
と
っ
て
重
要
な
視
点
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。

フ
ラ
ッ
ト
を
観
光
用
途
で
は
な
く
居
住
用
途

に
再
転
換
し
、
住
宅
ス
ト
ッ
ク
を
増
加
さ
せ

る
こ
と
」（
観
光
文
化
2
6
5
号
）
を
目
的
と

し
て
い
る
。
全
宿
泊
施
設
を
対
象
と
し
た

P
E
U
A
T
よ
り
も
、
対
象
を
民
泊
に
限
定

し
て
厳
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
こ
と
で
目

標
の
達
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
民
泊
の
全
廃
は

民
泊
関
係
者
か
ら
の
大
き
な
反
発
を
生
ん
で

い
る
。
民
泊
経
営
者
の
ほ
と
ん
ど
は
中
小
事

　
こ
れ
ら
の
宿
泊
施
設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
施

策
の
結
果
、
特
に
規
制
の
厳
し
い
中
心
部
に

お
い
て
、
無
秩
序
な
宿
泊
施
設
の
増
加
は
あ

る
程
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
て
い
る
状
況
に

あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
弊

害
も
発
生
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
既
存
ホ
テ

ル
の
価
格
の
大
幅
な
高
騰
、
ホ
テ
ル
の
新
規

参
入
の
阻
害
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ホ
テ
ル
価

格
の
高
騰
の
結
果
、
安
価
な
郊
外
の
ホ
テ
ル

に
宿
泊
し
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
は
日
帰
り
で
訪

れ
る
客
が
増
加
し
て
お
り
、
結
果
的
に
日
中

の
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
の
消
費
額
が
減
少
し
て
い

る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
新

規
参
入
の
阻
害
の
結
果
、
近
年
ブ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
等
が
マ
ド
リ
ー
ド
に
集
中
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
バ
ル
セ
ロ
ナ
ホ

テ
ル
協
会
は
、
歴
史
的
・
個
性
的
な
ホ
テ
ル

の
新
規
開
業
で
あ
れ
ば
認
め
る
よ
う
に

2
0
2
2
年
に
訴
訟
を
起
こ
し
た
。

　
ま
た
、賃
貸
価
格
は
上
昇
を
続
け
て
お
り
、

2
0
2
5
年
に
は
過
去
最
高
価
格
を
更
新
し

た
。
本
件
に
関
し
て
は
別
の
政
策
も
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。
行
政
は
、
2
0
1
9
年
に

は
賃
貸
期
間
の
事
実
上
の
延
長
（
都
市
賃
貸

借
法
／
L
A
U
の
改
正
）、
2
0
2
4
年
に

【写真2】ボケリア市場における食べ歩き商品の販売

4
．観
光
が
都
市
を

形
づ
く
る
時
代
に

商
業
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
と

都
市
の
個
性
を
め
ぐ
る
課
題

3 -3
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業
者
で
あ
る
た
め
、
業
界
を
代
表
す
る
組
織

と
し
て
バ
ル
セ
ロ
ナ
観
光
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト

協
会
（A

P
A
R
T
U
R

）
が
機
能
し
て
い
る
。

A
P
A
R
T
U
R
は
民
泊
を
合
法
的
に
運
営

し
て
い
る
オ
ー
ナ
ー
や
管
理
会
社
に
よ
っ
て

構
成
。
民
泊
の
利
益
を
擁
護
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
行
政
に
よ
る
ラ
イ
セ
ン
ス
廃
止
計

画
に
対
し
て
は
、
反
対
の
意
を
示
し
、
代
替

案
の
提
案
や
補
償
請
求
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
自
分
た
ち
の
意
見
の
裏
付
け
の
た

め
に
、
民
泊
が
住
宅
価
格
高
騰
の
大
き
な
要

因
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
レ
ポ
ー
ト
を
作
成

し
た
り
、
合
法
的
に
経
営
を
し
て
い
る
事
業

者
を
増
や
し
守
る
た
め
に
、
会
員
向
け
情
報

共
有
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
作
成
や
認
証
取

得
を
支
援
し
た
り
、
自
ら
違
法
民
泊
を
取
り

締
ま
る
シ
ス
テ
ム
を
運
営
す
る
等
と
い
っ
た

取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
現
在
既
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
宿
泊
施

設
の
ベ
ッ
ド
数
に
民
泊
が
占
め
る
割
合
は
約

4
割
と
な
っ
て
い
る
。
人
数
の
多
い
家
族
連

れ
や
学
生
グ
ル
ー
プ
な
ど
通
常
の
ホ
テ
ル
で

は
受
け
入
れ
に
く
い
需
要
も
あ
り
、
民
泊
の

全
廃
は
非
現
実
的
だ
と
い
う
意
見
も
多
い
。

市
と
し
て
は
、
全
廃
を
実
現
し
た
上
で
、
失

業
者
に
対
し
て
は
職
業
訓
練
等
の
実
施
を
計

画
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
の
経
過

に
着
目
し
た
い
。

た
政
策
的
取
り
組
み
を
住
宅
分
野
と
商
業
分

野
に
分
け
て
検
討
し
、
日
本
の
観
光
地
が
直

面
し
つ
つ
あ
る
課
題
へ
の
示
唆
を
探
る
。

　
ま
ず
住
宅
分
野
を
見
て
み
る
と
、
バ
ル
セ

ロ
ナ
で
は
住
宅
価
格
の
高
騰
に
よ
る
住
民
の

流
出
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

問
題
は
、
2
0
1
4
年
頃
か
ら
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
始
め
た
。
背
景
に
は
様
々
な
要
因

が
あ
る
が
、
特
に
当
時
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

た
要
因
が
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
る
。

●
2
0
0
8
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を

契
機
に
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
そ
れ
ま
で
起
こ
っ

て
い
た
住
宅
バ
ブ
ル
が
崩
壊
。
崩
壊
か
ら

の
回
復
の
動
き
の
中
、
他
国
の
市
場
と
比

較
し
て
安
価
で
あ
っ
た
ス
ペ
イ
ン
の
住
宅

資
産
が
、
世
界
の
富
裕
層
に
と
っ
て
投
資

対
象
と
な
っ
た
。

●
観
光
が
進
展
し
た
結
果
、
住
宅
が
ホ
テ
ル

や
民
泊
等
の
宿
泊
施
設
に
転
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
2
0
1
0
年
前
後
か
ら
、
特
に
民

泊
に
関
し
て
そ
の
流
れ
は
加
速
。

●
ど
こ
で
も
働
く
こ
と
が
で
き
る
デ
ジ
タ
ル

ノ
マ
ド
等
の
高
所
得
外
国
人
が
、
バ
ル
セ
ロ

B
oqueria

）
で
あ
る
。
ボ
ケ
リ
ア
市
場
は
長

年
「
住
民
の
台
所
」
と
し
て
住
民
の
生
活
を
支

え
て
き
た
が
、
2
0
0
0
年
代
以
降
、
観
光

客
向
け
の
食
べ
歩
き
商
品
な
ど
を
提
供
す
る

屋
台
が
増
え
、
伝
統
的
な
生
鮮
食
品
を
扱
う

店
舗
が
減
少
し
た
こ
と
で
、
地
元
住
民
か
ら

「
日
常
の
買
い
物
が
し
づ
ら
く
な
っ
た
」
と
い

う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
商
品
の
構

成
比
率
を
定
め
る「
50
：
50

ル
ー
ル
」を
含
む
新
ル
ー

ル
を
市
と
市
場
組
合
が
協

働
で
企
画
し
、2
0
2
5

年
9
月
に
組
合
員
の
9
割

以
上
の
賛
成
を
得
て
承
認

を
得
た
。
こ
の
新
ル
ー
ル

は
、
市
場
全
体
の
店
舗
の

う
ち
少
な
く
と
も
50
％
は

伝
統
的
な
生
鮮
食
品（
精

肉
・
鮮
魚
・
青
果
な
ど
）の

販
売
に
充
て
る
一
方
、加

工
・
調
理
済
み
食
品
や
そ

の
場
で
消
費
さ
れ
る
商
品

（
食
べ
歩
き
商
品
な
ど
）
の

販
売
は
最
大
で
も
50
％
に

制
限
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
観
光

客
向
け
業
種
に
偏
り
過
ぎ

る
こ
と
を
防
止
し
、
市
場
本
来
の
食
料
品
市

場
と
し
て
の
性
格
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
市
当
局
は
こ
う
し
た
規
制
と
引
き

換
え
に
総
額
1
2
0
0
万
ユ
ー
ロ
以
上
を
市

場
に
投
じ
、
大
規
模
な
改
修
計
画
を
進
め
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
に
は
老
朽

化
し
た
屋
根
の
全
面
改
修
、
施
設
設
備
の
更

新
、
ト
イ
レ
や
空
調
の
改
善
、
外
部
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
動
線
の
整
備
な
ど
が
含
ま
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
ハ
ー
ド
面
で
の
支
援
策
と
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
市
場
組
合
員
た
ち
に
も

観
光
客
向
け
販
売
規
制
の
受
け
入
れ
に
十
分

な
メ
リ
ッ
ト
を
提
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
「
規
制
と
支
援
の
組
み
合
わ

せ
」
に
よ
る
市
場
運
営
モ
デ
ル
は
、
観
光
に

よ
る
経
済
効
果
を
維
持
し
つ
つ
地
域
社
会
の

共
有
資
源
と
し
て
の
機
能
を
守
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
の
取
り
組
み
も
、

言
い
換
え
れ
ば
、
行
政
が
一
定
の
規
制
的
枠

組
み
に
よ
っ
て
、
商
業
空
間
の
多
様
性
を
守

ろ
う
と
す
る
取
り
組
み
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
こ
れ
ら
の
政
策
は
、
観
光

客
向
け
の
商
業
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な

い
。
過
度
な
商
業
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
進
行

は
、
地
域
の
日
常
的
な
営
み
や
固
有
の
文
化

を
浸
食
し
、
結
果
と
し
て
観
光
の
魅
力
そ
の

も
の
を
損
な
う
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
む
し

ろ
、
観
光
を
経
済
の
重
要
な
要
素
と
認
め
た

上
、
地
域
の
商
業
多
様
性
を
維
持
す
る
方
向

を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
発
想
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

や
ベ
ネ
チ
ア
な
ど
、
観
光
の
急
激
な
拡
大
を

体
験
し
て
い
る
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る

　
観
光
の
拡
大
は
、住
宅
市
場
の
み
な
ら
ず
、

地
域
の
商
業
構
造
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
、
と
り
わ
け
旧
市
街

（C
iu
tat V

ella

）
に
お
い
て
観
光
客
の
急

増
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
生
活
を
支
え
て

き
た
店
舗
が
減
少
し
、
代
わ
っ
て
土
産
物
店

や
観
光
客
向
け
の
飲
食
店
等
が
集
積
す
る
傾

向
が
顕
著
と
な
っ
た
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
、
こ
の
変
化
を
単
な
る
経

済
現
象
と
し
て
で
は
な
く
、
地
域
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
わ
る
課
題
と
し
て
位
置
づ

け
て
い
る
。
2
0
2
5
年
7
月
3
日
付
の
市

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
で
は
、
旧
市
街
用
途
計
画

2
0
2
5
（P

la d’
U
sos de C

iutat V
ella 

2025

）
の
目
的
と
し
て
、「
文
化
的
提
供
や

地
域
に
資
す
る
質
の
高
い
経
済
活
動
を
促
進

す
る
一
方
で
、
地
区
の
一
部
に
定
着
し
て
い

る
商
業
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
を
回
避
す
る
」

こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。当
該
計
画
で
は
、

観
光
を
一
律
に
抑
制
す
る
の
で
は
な
く
、
地

域
社
会
の
多
様
性
を
維
持
し
な
が
ら
持
続
的

な
都
市
経
済
を
実
現
す
る
と
い
う
理
念
を
掲

げ
て
い
る
。

　
こ
の
理
念
は
、
都
市
計
画
、
商
業
政
策
、

さ
ら
に
は
公
共
空
間
管
理
に
至
る
複
数
の
分

野
に
共
通
す
る
政
策
軸
と
し
て
展
開
さ
れ
て

い
る
。
以
下
で
は
、
そ
の
よ
う
な
商
業
空
間

に
対
す
る
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
、
旧
市
街
に
お
け
る
観
光

関
連
業
種
の
過
度
な
集
積
と
、
そ
れ
に
伴
う

地
域
の
商
業
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
を
防
ぐ
た

め
、
都
市
計
画
上
の
手
段
で
あ
る
特
別
用
途

計
画
を
活
用
し
て
い
る
。
用
途
計
画
に
よ
る

商
業
活
動
の
規
制
は
1
9
9
0
年
代
初
頭
に

始
ま
り
、
2
0
1
0
年
・
2
0
1
3
年
の
改

訂
を
経
て
、
2
0
1
8
年
に
現
行
制
度
（「
旧

市
外
用
途
計
画
2
0
1
8
年
版
」）
へ
と
改

正
さ
れ
た
。

　
当
初
の
計
画
は
、
深
夜
営
業
施
設
な
ど
に

よ
る
公
共
空
間
の
治
安
維
持
等
を
目
的
と
し

て
い
た
が
、
観
光
の
拡
大
と
と
も
に
、
観
光

が
地
域
住
民
の
生
活
環
境
に
影
響
を
与
え
は

じ
め
た
た
め
、
地
域
社
会
の
課
題
は
「
治
安

の
管
理
」
か
ら
「
居
住
と
観
光
の
共
存
」
へ

と
変
化
し
た
。

　
2
0
1
8
年
改
訂
版
で
は
、
単
に
特
定
業

種
の
営
業
を
制
限
す
る
の
で
は
な
く
、
都
市

空
間
に
お
け
る
用
途
の
調
整
を
主
眼
と
す
る

仕
組
み
が
整
え
ら
れ
て
お
り
、そ
の
目
的
は
、

都
市
空
間
の
利
用
を
調
整
し
、
住
宅
・
商
業
・

観
光
・
文
化
と
い
っ
た
多
様
な
都
市
機
能
の

共
存
を
確
保
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
仕
組
み
と
し
て
、
2
0
1
8
年

改
訂
版
で
新
た
に
導
入
さ
れ
た
の
が
、「
商

業
密
度
制
限
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
飲
食

関
連
業
」「
娯
楽
・
夜
間
営
業
施
設
（
デ
ィ
ス

コ
、音
楽
バ
ー
、シ
ョ
ー
を
伴
う
飲
食
業
等
）」

「
観
光
サ
ー
ビ
ス
関
連
業
（
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
、
観
光
案
内
所
、
旅
行
代
理
業
、
土
産
物

販
売
等
）」
と
い
っ
た
特
定
業
種
が
一
定
の

度
合
い
を
超
え
て
集
中
す
る
区
域
で
は
、
新

規
営
業
を
認
め
な
い
仕
組
み
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
、店
舗
の
種
類
ご
と
に
立
地
距
離（
半

径
50
〜
1
0
0
m
）
を
設
定
し
、
そ
の
範
囲

内
で
同
業
種
の
営
業
面
積
が
一
定
値
を
超
え

る
場
合
、
新
規
の
営
業
許
可
を
出
さ
な
い
と

定
め
て
い
る
。
こ
の
計
算
は
、
街
区
単
位
で

は
な
く「
各
店
舗
の
正
面
か
ら
の
距
離
半
径
」

に
基
づ
き
、
空
間
的
に
重
複
す
る
エ
リ
ア
単

位
で
制
度
化
さ
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ

る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
制
限
は
住
宅
用
途
や

教
育
・
医
療
施
設
に
隣
接
す
る
エ
リ
ア
で
は

さ
ら
に
厳
格
化
さ
れ
て
い
る
。

　
2
0
2
5
年
7
月
に
初
期
承
認
さ
れ
た
新

旧
市
街
用
途
計
画
2
0
2
5
で
は
、
こ
の
方

向
性
を
さ
ら
に
拡
張
し
、
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
、

C
B
D
製
品
販
売
店
、
携
帯
電
話
ケ
ー
ス
・

ア
ク
セ
サ
リ
ー
販
売
店
な
ど
、
低
付
加
価
値

型
・
短
期
収
益
型
の
店
舗
に
つ
い
て
新
規
の

営
業
許
可
の
発
行
を
停
止
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
市
は
そ
の
理
由
と
し
て
、
こ
れ
ら
の

業
種
が
旧
市
街
の
一
部
に
過
度
に
集
中
し
、

地
域
の
商
業
多
様
性
を
損
な
う
要
因
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
用
途
計
画
は
、
市
場
経
済
が
も

た
ら
す
商
業
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
の
傾
向
に

対
し
、
行
政
が
政
策
的
に
介
入
し
て
商
業
空

間
の
多
様
性
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
試
み
で

あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
レ
ン
ト
・
ギ
ャ
ッ

プ
理
論
が
示
す「
潜
在
的
収
益
の
上
昇
に
よ
っ

て
土
地
利
用
が
一
方
向
的
に
転
換
す
る
動
き
」

に
対
し
て
、
行
政
が
一
定
の
規
制
的
枠
組
み

に
よ
っ
て
、
商
業
空
間
の
多
様
性
を
守
ろ
う

と
す
る
取
り
組
み
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
で
は
、
観
光
に
よ
っ
て
公

共
空
間
の
公
共
性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
を
防

ぐ
た
め
、
市
場
や
広
場
と
い
っ
た
空
間
の
管

理
に
新
た
な
仕
組
み
を
導
入
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
。
そ
の
代
表
例
が
旧
市
街
に

位
置
す
る
ボ
ケ
リ
ア
市
場
（M

ercat de la 

は
「
混
雑
地
域
」
に
お
け
る
大
規
模
所
有
者

の
新
規
契
約
の
家
賃
に
上
限
を
設
け
た
。
こ

れ
ら
は
住
民
の
長
期
賃
貸
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
結
果
、
貸
主
は

住
民
向
け
の
長
期
賃
貸
市
場
か
ら
撤
退
し
、

高
所
得
の
外
国
人
デ
ジ
タ
ル
ノ
マ
ド
等
を
対

象
と
し
た
季
節
賃
貸
（
6
|
11
か
月
程
度
の

賃
貸
）
に
移
行
し
て
い
る
。

　

　
本
件
に
関
し
て
は
、ま
さ
に
レ
ン
ト
・
ギ
ャ
ッ

プ
理
論
を
当
て
は
め
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。「
現

在
の
利
用
」、す
な
わ
ち
長

期
賃
貸
で
生
み
出
さ
れ
る

地
代
よ
り
も
、「
よ
り
収
益

性
の
高
い
利
用
」、
す
な
わ

ち
季
節
賃
貸
で
得
ら
れ
る

可
能
性
の
あ
る
地
代
の
方

が
高
く
な
っ
た
。
結
果
的

に
住
民
向
け
の
長
期
賃
貸

の
母
数
は
増
加
し
て
お
ら

ず
、
賃
貸
価
格
の
上
昇
は

続
く
こ
と
と
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
。

　
上
記
の
よ
う
に
、バ
ル
セ

ロ
ナ
で
は
住
宅
ジ
ェ
ン
ト

リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対

し
て
多
様
な
政
策
が
実
行

さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
は

評
価
さ
れ
て
い
る
部
分
も
多
い
一
方
、
政
策

介
入
に
よ
り
別
の
課
題
が
生
じ
て
新
た
な
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
イ
ン

パ
ク
ト
の
あ
る
政
策
で
あ
る
が
ゆ
え
に
弊
害

も
大
き
く
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

ナ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
魅
力
を
感
じ
て
移

住
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る
人
口
増
加
の
一

端
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
住
宅

価
格
の
高
騰
が
生
じ
、
従
来
か
ら
バ
ル
セ
ロ

ナ
に
居
住
し
て
い
た
住
民
は
家
賃
を
支
払
え

ず
転
出
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
状
況
と
な
っ

た
。
危
機
感
を
覚
え
た
住
民
ら
に
よ
り
、

2
0
1
5
年
11
月
に
は「
持
続
可
能
な
観
光

の
た
め
の
近
隣
住
民
組
合（A

sam
blea de 

B
arrios por un T

urism
o S

ostenible 

※
現
在
はA

sam
blea de B

arrios por el 

D
ecrecim

iento T
uristico

と
名
称
変
更
）」

が
設
立
さ
れ
、観
光
客
数
の
削
減
、住
居
の
権

利
等
を
主
張
し
始
め
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
2
0

1
5
年
5
月
に
新
た
に
市
長
と
な
っ
た
ア

ダ
・
コ
ラ
ウ
氏
の
も
と
、
住
民
用
の
適
切
な

数
の
住
居
の
確
保
、
そ
し
て
快
適
な
住
環
境

確
保
の
た
め
の
政
策
が
行
わ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
の
中
で
も
中
心
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
宿
泊
施
設
の
立
地
・

数
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
す
る
施
策
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
具
体
的
に
は
、

①
エ
リ
ア
全
体
の
宿
泊
施
設
の
分
布
管
理

（
後
述
の
P
E
U
A
T
を
通
し
て
推
進
）、②

特
定
の
宿
泊
施
設
形
態
（
民
泊
）
に
特
化
し

た
規
制
管
理
、
と
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
順
に
説
明
し
た
い
。

　
ま
ず
2
0
1
7
年
に
導
入
さ
れ
た
P
E
U

A
T
（
観
光
宿
泊
施
設
特
別
都
市
計
画
）
は
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
全
体
を
ゾ
ー
ン
分
け
し
、
ゾ
ー

ン
ご
と
に
全
て
の
タ
イ
プ
の
宿
泊
施
設
の
新

規
設
立
に
制
限
を
定
め
、
結
果
的
に
宿
泊
施

設
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
計
画
で
あ
る
。

ゾ
ー
ン
は
、観
光
宿
泊
施
設
の
提
供
の
強
度
、

住
民
人
口
に
対
す
る
宿
泊
施
設
の
比
率
、
公

共
空
間
の
飽
和
度
、
既
存
の
都
市
形
態
な
ど

の
要
因
に
基
づ
い
て
、
新
し
い
観
光
施
設
を

受
け
容
れ
る
能
力
を
十
分
に
有
す
る
か
と
い

う
観
点
で
決
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
状
況
の

変
化
を
踏
ま
え
て
数
年
ご
と
に
ゾ
ー
ン
の
境

界
は
更
新
さ
れ
て
い
る
。

　
ゾ
ー
ン
ご
と
の
制
限
の
内
容
に
つ
い
て
は

観
光
文
化
2
6
5
号
特
集
3
に
て
説
明
さ
れ

て
い
る
た
め
、
そ
ち
ら
を
参
照
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
こ
の
政
策
の
意
図
に
つ
い
て
も
、

同
じ
く
観
光
文
化
2
6
5
号
の
中
で
説
明
さ

れ
て
い
る
。（
以
下
引
用
）

　
「
宿
泊
施
設
の
立
地
規
制
を
通
し
て
、
用

途
の
混
在
を
図
り
、
界
隈
の
公
共
空
間
で
の

生
活
を
維
持
す
る
と
と
も
に
そ
こ
へ
の
観
光

の
影
響
を
最
小
限
に
留
め
、
持
続
可
能
な
経

済
活
動
の
展
開
を
図
る
と
こ
ろ
に
狙
い
が
あ

る
。
何
よ
り
も
、
市
民
の
住
む
権
利
を
保
障

す
る
こ
と
が
最
大
の
眼
目
で
あ
る
。」（
阿
部

大
輔
「『
観
光
都
市
』
か
ら
『
観
光
と
と
も
に

生
き
る
都
市
』
へ
丨
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
の
最
前
線
」）

　
す
な
わ
ち
本
政
策
は
、
利
益
を
生
む
宿

泊
施
設
が
一
定
の
地
区
内
に
集
中
す
る
こ

と
を
防
ぎ
、
公
共
空
間
を
守
る
た
め
、
そ

し
て
そ
の
結
果
住
民
の
快
適
な
居
住
環
境

を
確
保
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た

そ
れ
と
同
時
に
、
ホ
テ
ル
開
発
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
下
に
置
き
無
秩
序
な
開
発
を
防
ぐ

こ
と
に
よ
り
、
質
の
高
い
観
光
地
と
し
て

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
キ
ー
プ
す
る
た

め
の
も
の
で
も
あ
る
。

　
次
に
民
泊
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
だ

が
、
こ
ち
ら
に
関
し
て
は
P
E
U
A
T
以
上

に
厳
格
な
対
応
が
と
ら
れ
て
い
る
。
2
0
1

5
年
、
P
E
U
A
T
の
策
定
に
先
立
ち
民
泊

の
新
規
ラ
イ
セ
ン
ス
発
行
が
停
止
さ
れ
た
。

2
0
0
9
年
に
は
6
3
2
件
だ
っ
た
民
泊
の

数
が
2
0
1
4
年
に
は
9
6
0
6
件
と
、
短

期
間
で
大
幅
に
増
加
し
て
い
た
民
泊
だ
が
、

2
0
1
5
年
以
降
そ
の
増
加
は
停
止
し
た
。

そ
の
後
も
、「
バ
ル
セ
ロ
ナ
観
光
戦
略
計
画

2
0
2
0
」
に
は
、A

irb
n
b

等
の
民
間
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
の
協
定
を
強
化
し
、
違

法
物
件
の
取
り
締
ま
り
や
自
主
規
制
体
制
の

強
化
を
行
う
旨
が
記
載
さ
れ
た
り
、
2
0
1

7
年
制
定
の
P
E
U
A
T
に
も
民
泊
の
ゼ
ロ

成
長
が
明
記
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
大
き
な
規
制
は
、
緊
急
政
令
3
／

2
0
2
3
で
あ
る
。
観
光
目
的
の
住
宅
賃
貸

に
対
し
自
治
体
か
ら
の
事
前
都
市
計
画
許
可

を
義
務
付
け
、
許
可
数
や
貸
出
日
数
に
上
限

を
設
け
る
権
限
を
自
治
体
に
与
え
る
内
容

（
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
政
府
に
よ
り
作
成
）。
民

泊
規
制
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
が
以
前
か
ら
行
っ

て
い
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
法
的
な
裏
付
け

を
後
か
ら
与
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
そ
れ
を
踏
ま
え
て
2
0
2
4
年
に

作
成
さ
れ
た
「
観
光
管
理
政
府
措
置
」。
観

光
活
動
と
バ
ル
セ
ロ
ナ
住
民
の
日
常
生
活
と

の
間
の
よ
り
良
い
均
衡
を
達
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
計
画
だ
が
、
そ
の
中
に
、
緊
急

政
令
3
／
2
0
2
3
を
適
用
し
て
市
内
の
民

泊
は
す
べ
て
廃
止
さ
れ
、
2
0
2
8
年
ま
で

に
、
現
在
存
在
す
る
1
0
1
0
1
軒
の
民
泊

（
※H

ab
itatge d

'Ú
s T

u
rístic 

（H
U
T

）

と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
）
全
て
が
ラ
イ
セ

ン
ス
を
失
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
一
連
の
民
泊
規
制
は
「
市
内
の

　
観
光
の
拡
大
は
、
地
域
社
会
に
と
っ
て
多

く
の
プ
ラ
ス
の
影
響
を
も
た
ら
し
て
き
た
。

観
光
は
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
、
新
た
な

雇
用
を
生
み
出
し
、
文
化
や
伝
統
の
再
評
価

を
促
す
。
例
え
ば
、
観
光
を
契
機
と
し
て
、

空
き
家
や
遊
休
施
設
が
再
生
さ
れ
、
地
域
の

食
文
化
や
祭
り
な
ど
が
新
た
な
形
で
継
承
さ

れ
る
事
例
も
多
い
。

　
も
っ
と
も
、
観
光
の
拡
大
が
特
定
の
地
域

や
季
節
に
過
度
に
集
中
す
る
と
、
そ
う
し
た

状
況
が
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
呼
ば

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
混
雑
と
い
っ
た
目
に
見

え
や
す
い
ト
ラ
ブ
ル
は
、
地
域
の
生
活
環
境

を
悪
化
さ
せ
る
要
素
で
あ
り
、
住
民
と
観
光

客
の
間
に
摩
擦
を
生
じ
さ
せ
る
。

　
さ
ら
に
、
よ
り
本
質
的
に
難
し
い
の
は
、

こ
う
し
た
変
化
の
背
後
に
あ
る
構
造
的
な
影

響
で
あ
る
。
観
光
の
拡
大
は
地
域
社
会
に
新

た
な
価
値
や
機
会
を
も
た
ら
す
一
方
で
、
そ

の
同
じ
力
が
土
地
利
用
や
生
活
環
境
の
変
化

を
促
し
、
地
域
の
社
会
的
な
基
盤
を
揺
る
が

す
こ
と
に
も
繫
が
り
得
る
。
す
な
わ
ち
、
観

光
の
も
た
ら
す
「
地
域
の
活
性
化
」
と
観
光

に
よ
る
「
地
域
の
変
容
」
は
し
ば
し
ば
表
裏

一
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
バ

ラ
ン
ス
や
速
度
を
い
か
に
制
御
す
る
か
が
、

今
日
の
観
光
政
策
に
お
け
る
重
要
な
課
題
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
住
宅
が
民
泊
を
は
じ
め
と
し
た

宿
泊
施
設
へ
転
用
さ
れ
、
地
価
や
家
賃
が
上

昇
す
る
こ
と
で
地
元
住
民
が
住
み
続
け
に
く

く
な
る
場
合
や
、
商
店
街
か
ら
長
年
地
域
の

日
常
を
支
え
て
き
た
店
舗
が
姿
を
消
し
、
観

光
客
向
け
の
店
が
並
ぶ
よ
う
に
な
る
場
合
が

あ
る
。
こ
れ
ら
の
変
化
は
一
見
す
る
と
経
済

の
活
性
化
と
評
価
さ
れ
る
が
、
行
き
過
ぎ
れ

ば
地
域
社
会
の
均
衡
を
崩
し
て
し
ま
う
危
う

さ
を
は
ら
む
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
経
済
と
社
会
の
バ

ラ
ン
ス
が
変
化
し
、
元
々
の
住
民
や
商
業
が

入
れ
替
わ
る
現
象
は
「
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
（gen

trificatio
n

）」
と
呼
ば

れ
る
。
1
9
7
0
年
代
の
ロ
ン
ド
ン
や

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
都
市
再
開
発
の
進
行
と
と

も
に
議
論
さ
れ
は
じ
め
た
概
念
で
あ
り
、
地

理
学
者
ニ
ー
ル
・
ス
ミ
ス
（N

eil S
m
ith

）

は
、
そ
の
背
景
に
あ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
「
レ

ン
ト
・
ギ
ャ
ッ
プ
（R

en
t G

ap

）」
理
論
に

よ
っ
て
説
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
土
地
や
建

物
が
「
現
在
の
利
用
」
で
生
み
出
す
地
代
（
現

行
地
代
）
と
、「
よ
り
収
益
性
の
高
い
利
用
」

で
得
ら
れ
る
可
能
性
の
あ
る
地
代
（
潜
在
地

代
）
の
差
が
拡
大
す
る
と
、
そ
の
差
を
埋
め

よ
う
と
す
る
投
資
が
誘
発
さ
れ
、
結
果
と
し

て
都
市
空
間
の
再
編
が
進
む
と
い
う
も
の
で

あ
る
。　

観
光
は
、
こ
の
「
潜
在
地
代
」
を
急
速
に

引
き
上
げ
る
要
因
と
な
る
。
通
常
、
観
光
客

は
住
民
に
比
べ
て
所
得
が
高
い
傾
向
に
あ
る

た
め
、
人
気
観
光
地
で
は
、
宿
泊
施
設
や
観

光
客
向
け
商
業
施
設
の
需
要
が
急
増
す
る

と
、
そ
れ
ら
の
用
途
が
高
い
収
益
を
生
み
、

投
資
資
本
が
集
中
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
家
賃

や
地
価
が
上
昇
し
、
長
年
住
ん
で
き
た
人
々

が
地
域
を
離
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
構
図
が

生
じ
る
。

　
こ
う
し
た
「
観
光
に
紐
づ
く
ジ
ェ
ン
ト
リ

フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
課
題
に
対
し
、
バ
ル

セ
ロ
ナ
は
早
い
段
階
か
ら
制
度
的
対
応
を

試
み
て
き
た
。
2
0
1
0
年
代
以
降
、
観

光
の
急
拡
大
も
背
景
に
住
宅
価
格
の
高
騰

な
ど
が
社
会
的
対
立
を
引
き
起
こ
し
た
バ

ル
セ
ロ
ナ
で
は
、
都
市
政
策
と
観
光
政
策

を
統
合
的
に
再
構
築
し
、
都
市
空
間
の
利

用
バ
ラ
ン
ス
を
回
復
す
る
新
た
な
仕
組
み

を
模
索
し
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
が
実
施
し
て
き

観
光
都
市
に
も
共
通
し
て
見
ら
れ
る
。
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
、
旧
市
街
中
心
部
に
お
い

て
観
光
関
連
店
舗
へ
の
用
途
転
換
を
制
限

し
、
地
域
住
民
の
生
活
を
支
え
る
商
店
の
維

持
を
支
援
す
る
政
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
取
り
組
み
も
バ
ル
セ
ロ

ナ
と
同
様
に
、
観
光
を
否
定
す
る
の
で
は
な

く
、
過
度
な
「
観
光
地
化
」
が
都
市
の
個
性

を
奪
う
こ
と
を
防
ぐ
た
め
の
制
度
的
介
入
で

あ
り
、
観
光
を
持
続
可
能
な
形
で
地
域
社
会

に
組
み
込
む
試
み
と
捉
え
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
政
策
の
背
景
に
は
、「
観
光
に

よ
っ
て
都
市
が
経
済
的
利
益
を
得
る
一
方

で
、
地
域
に
根
ざ
し
た
商
業
の
多
く
が
失
わ

れ
れ
ば
、
そ
の
都
市
の
魅
力
の
根
拠
そ
の
も

の
が
失
わ
れ
る
」
と
い
う
共
通
の
理
解
が
あ

る
。
こ
の
点
は
日
本
に
お
い
て
も
同
様
で
あ

り
、
多
様
な
店
舗
や
業
態
が
共
存
す
る
こ
と

こ
そ
が
、
都
市
の
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
形
づ
く
り
、
観
光
の
持
続
可
能
性
を

支
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
例
は
、
観
光
が
都
市
の
構

造
そ
の
も
の
を
変
え
る
力
を
持
ち
得
る
と
こ

ろ
ま
で
拡
大
し
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
現
実
を
前
に
、
バ
ル
セ
ロ
ナ

市
は「
観
光
を
排
除
す
る
」の
で
は
な
く
、「
観

光
と
と
も
に
生
き
る
都
市
」
を
ど
う
つ
く
る

か
を
政
策
の
中
心
に
据
え
て
き
た
。
P
E
U

A
T
や
旧
市
街
用
途
計
画
に
共
通
す
る
の

は
、
市
場
の
流
れ
の
み
に
委
ね
れ
ば
、
住
民

の
居
住
性
や
商
業
の
多
様
性
が
失
わ
れ
、
結

果
と
し
て
地
域
の
持
続
可
能
性
を
毀
損
す
る

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
認
識
に
基
づ
き
、
行

政
が
市
場
の
外
部
性
へ
対
処
し
よ
う
と
す
る

姿
勢
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
介
入
は
、
自
由
な

経
済
活
動
と
の
均
衡
を
常
に
問
わ
れ
る
。
宿

泊
施
設
の
立
地
規
制
や
建
物
用
途
の
制
限

は
、
営
業
の
自
由
や
財
産
権
と
の
衝
突
を
避

け
が
た
い
。
実
際
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
こ
れ

ら
の
政
策
を
め
ぐ
っ
て
複
数
の
訴
訟
が
提
起

さ
れ
、
一
部
の
条
項
が
違
法
と
判
断
さ
れ
た

例
も
あ
る
。

　
市
は
そ
の
た
び
に
制
度
設
計
を
見
直
し
、

規
制
の
正
当
性
を
打
ち
出
し
て
き
た
。
観
光

と
地
域
社
会
の
多
様
な
営
み
を
共
存
さ
せ
る

た
め
に
は
、
市
場
原
理
を
制
御
し
つ
つ
、
住

民
の
関
与
を
制
度
の
内
部
に
位
置
づ
け
、
政

策
の
正
当
性
を
絶
え
ず
更
新
し
て
い
く
政
治

的
技
術
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
は
、
訴
訟
や
対
立
を
経
な
が
ら
も
、
そ
う

し
た
技
術
を
行
政
と
し
て
定
着
さ
せ
つ
つ
あ

る
と
言
え
る
。

　
こ
の
点
は
、
日
本
に
お
け
る
観
光
ま
ち
づ

く
り
に
と
っ
て
も
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
。

観
光
を
単
に
経
済
成
長
の
手
段
と
し
て
で
は

な
く
、
地
域
社
会
の
持
続
性
を
支
え
る
要
素

と
し
て
再
定
義
す
る
た
め
に
は
、
住
宅
、
商

業
、
文
化
、
公
共
空
間
と
い
っ
た
領
域
を
横

断
す
る
政
策
調
整
が
求
め
ら
れ
る
。
市
場
と

公
共
、
経
済
と
文
化
等
の
あ
い
だ
に
生
じ
る

緊
張
を
い
か
に
制
御
す
る
か
、
そ
の
問
い
に

向
き
合
う
こ
と
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
観
光
政

策
と
地
域
経
営
に
と
っ
て
重
要
な
視
点
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。

フ
ラ
ッ
ト
を
観
光
用
途
で
は
な
く
居
住
用
途

に
再
転
換
し
、
住
宅
ス
ト
ッ
ク
を
増
加
さ
せ

る
こ
と
」（
観
光
文
化
2
6
5
号
）
を
目
的
と

し
て
い
る
。
全
宿
泊
施
設
を
対
象
と
し
た

P
E
U
A
T
よ
り
も
、
対
象
を
民
泊
に
限
定

し
て
厳
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
こ
と
で
目

標
の
達
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
民
泊
の
全
廃
は

民
泊
関
係
者
か
ら
の
大
き
な
反
発
を
生
ん
で

い
る
。
民
泊
経
営
者
の
ほ
と
ん
ど
は
中
小
事

　
こ
れ
ら
の
宿
泊
施
設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
施

策
の
結
果
、
特
に
規
制
の
厳
し
い
中
心
部
に

お
い
て
、
無
秩
序
な
宿
泊
施
設
の
増
加
は
あ

る
程
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
て
い
る
状
況
に

あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
弊

害
も
発
生
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
既
存
ホ
テ

ル
の
価
格
の
大
幅
な
高
騰
、
ホ
テ
ル
の
新
規

参
入
の
阻
害
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ホ
テ
ル
価

格
の
高
騰
の
結
果
、
安
価
な
郊
外
の
ホ
テ
ル

に
宿
泊
し
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
は
日
帰
り
で
訪

れ
る
客
が
増
加
し
て
お
り
、
結
果
的
に
日
中

の
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
の
消
費
額
が
減
少
し
て
い

る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
新

規
参
入
の
阻
害
の
結
果
、
近
年
ブ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
等
が
マ
ド
リ
ー
ド
に
集
中
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
バ
ル
セ
ロ
ナ
ホ

テ
ル
協
会
は
、
歴
史
的
・
個
性
的
な
ホ
テ
ル

の
新
規
開
業
で
あ
れ
ば
認
め
る
よ
う
に

2
0
2
2
年
に
訴
訟
を
起
こ
し
た
。

　
ま
た
、賃
貸
価
格
は
上
昇
を
続
け
て
お
り
、

2
0
2
5
年
に
は
過
去
最
高
価
格
を
更
新
し

た
。
本
件
に
関
し
て
は
別
の
政
策
も
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。
行
政
は
、
2
0
1
9
年
に

は
賃
貸
期
間
の
事
実
上
の
延
長
（
都
市
賃
貸

借
法
／
L
A
U
の
改
正
）、
2
0
2
4
年
に
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に
、「
永
遠
の
美
し
さ（G

uapos per sem
pre

）」

プ
レ
ー
ト
を
授
与
す
る
取
り
組
み
が
1
9

9
3
年
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
都

市
景
観
研
究
所
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
、

授
与
さ
れ
た
プ
レ
ー
ト
は
各
店
舗
前
の
路
面

に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
な
ら
び
に

バ
ル
セ
ロ
ナ
市
に
お
け
る
文
化
遺
産
保
護
制

度
、
そ
し
て
文
化
遺
産
を
活
用
し
た
観
光
と

し
て
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト

や
運
営
主
体
で
あ
る
都
市
景
観
研
究
所
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
整
理
し
た
。

　
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
の
特
徴
と
し
て
、

第
一
に
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
の
文
化
遺
産
保

護
施
策
で
あ
る
「
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
文
化
遺
産

目
録
」
と
連
携
し
た
取
り
組
み
で
あ
り
、
文

化
遺
産
の
保
護
と
活
用
の
両
立
を
図
っ
て
い

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
二
に
、
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
収
益
は
文
化
遺
産
の
修
復
に
充
て

ら
れ
て
お
り
、
文
化
遺
産
保
護
に
つ
な
が
る

仕
組
み
が
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
特
筆
す

べ
き
点
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
に
、
モ
ダ
ニ

ズ
ム
・
ル
ー
ト
の
取
り
組
み
は
バ
ル
セ
ロ
ナ

市
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
各

地
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
へ
の
展
開
が
み
ら
れ

る
点
も
注
目
に
値
す
る
。

　
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
の
取
り
組
み
は
、

京
都
を
は
じ
め
と
す
る
我
が
国
の
観
光
地
づ

く
り
に
あ
た
っ
て
、
文
化
財
の
保
護
と
観
光

へ
の
活
用
の
両
立
や
、
観
光
客
が
集
中
す
る

エ
リ
ア
に
お
け
る
分
散
化
な
ど
共
通
す
る
課

題
も
多
く
、
大
い
に
参
考
に
な
る
事
例
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

　
一
方
で
、
現
地
視
察
の
際
に
は
、
依
然
と

し
て
一
部
の
ガ
ウ
デ
ィ
建
築
等
へ
観
光
客
が

集
中
す
る
様
子
も
み
ら
れ
、
さ
ら
な
る
混
雑

解
消
の
必
要
性
も
感
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、

周
辺
住
民
へ
の
影
響
の
軽
減
を
図
る
だ
け
で

な
く
、
観
光
客
の
満
足
度
向
上
の
面
か
ら
も

対
策
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ

う
。
こ
れ
ら
の
観
光
課
題
へ
の
対
応
の
た
め

に
も
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る
取
り
組
み
に
引

き
続
き
注
目
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
次
第

で
あ
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
販
売
さ
れ
て
い
る
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
収
益
は
全
て
文
化
遺
産
の
保
護
や

活
用
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
モ
ダ
ニ

ズ
ム
・
ル
ー
ト
と
し
て
選
定
さ
れ
た
建
造
物

を
網
羅
す
る
ル
ー
ト
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い

も
の
の
、
推
奨
ル
ー
ト
と
し
て
バ
ル
セ
ロ
ナ

凱
旋
門
を
起
点
に
、
旧
市
街
、
カ
サ
・
バ
ト

リ
ョ
、
カ
サ
・
ミ
ラ
、
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ

リ
ア
な
ど
の
ガ
ウ
デ
ィ
の
作
品
群
、
サ
ン
・

パ
ウ
病
院
な
ど
の
主
要
な
建
造
物
を
巡
る
1

日
ル
ー
ト
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
主
要

な
建
造
物
を
2
時
間
で
巡
る
バ
ル
セ
ロ
ナ
観

光
局
公
認
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
も
販
売
さ
れ
て

い
る
。　

さ
ら
に
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・

ル
ー
ト
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
内
に
と
ど
ま
ら

ず
、
協
定
に
よ
り
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
内
の
一

部
の
文
化
遺
産
へ
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
2
0
0
0
年
に
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
・

モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
を
発
展
さ
せ
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
地
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
都
市
を
結
ぶ

国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
モ

ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
（R

uta E
uropea del 

M
odernism

o

）」
が
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
を
中

心
に
設
立
さ
れ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
モ
ダ
ニ

ズ
ム
・
ル
ー
ト
に
は
、
2
0
2
2
年
時
点
で

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
外
の
81
都
市
と
76
機
関
が
参

加
し
て
お
り
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・

ル
ー
ト
と
同
じ
く
都
市
景
観
研
究
所
が
運
営

を
担
っ
て
い
る
。

　
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
を
主
催
す
る
「
都

市
景
観
と
生
活
の
質
研
究
所
」
は
、市
、名
誉

ス
ポ
ン
サ
ー
、
建
築
の
所
有
・
管
理
団
体
、

企
業
等
で
構
成
さ
れ
る「
バ
ル
セ
ロ
ナ 

モ
ダ

ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
名
誉
評
議
会（C

onsejo de 

H
on
or d

e la R
u
ta d

el M
od
ern

ism
o 

de B
arcelona

）」の
支
援
を
受
け
て
運
営

さ
れ
て
い
る
。

　
公
共
空
間
の
景
観
形
成
な
ど
の
役
割
を
担

う
都
市
景
観
研
究
所
の
取
り
組
み
の
1
つ
と

し
て
、「〝
バ
ル
セ
ロ
ナ
、き
れ
い
に
な
ろ
う
〞プ

ロ
グ
ラ
ム（B

arcelon
a pon

te gu
apa

）」

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・

ル
ー
ト
に
選
定
さ
れ
た
建
造
物
の
修
理
、
保

護
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
都
市
景
観
研
究
所
よ

り
所
有
者
、管
理
者
に
対
し
て
技
術
的
助
言
、

経
済
的
支
援
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
バ
ル

セ
ロ
ナ
市
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、
2
0

2
3
年
に
は
都
市
景
観
研
究
所
よ
り
26
件
の

修
復
に
対
し
約
1
8
6
万
ユ
ー
ロ
が
支
出
さ

れ
て
い
る
。
な
お
、
都
市
景
観
研
究
所
の
運

d
el M

o
d
ern

ism
o
 d
e B

arcelo
n
a

）」

（
以
下
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
）に
着
目
し
、

現
地
に
て
そ
の
状
況
を
視
察
し
た
。

　
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
は
、
1
9
9
7
年

よ
り
、バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
都
市
景
観
の
保
護
、

啓
発
、
維
持
向
上
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
市
の
傘
下
組
織
で
あ
る
「
都
市
景
観
と

生
活
の
質
研
究
所
（Instituto M

unicipal 

del P
aisaje U

rban
o y la C

alidad de 

V
ida

）」（
以
下
、
都
市
景
観
研
究
所
）に
よ
っ

て
実
施
さ
れ
て
い
る
。「
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
文

化
遺
産
目
録
」
に
登
録
さ
れ
た
建
造
物
等
の

う
ち
、
公
共
建
築
、
学
校
、
教
会
、
工
場
な

ど
約
1
2
0
件
の
建
造
物
が
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・

ル
ー
ト
と
し
て
選
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ガ
ウ
デ
ィ
以
外
の
建
築
家
に
よ
る
建
造
物
も

多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
観
光
に
お
け
る
ガ
ウ
デ
ィ
建
築
以
外
へ
の

分
散
化
施
策
と
し
て
の
側
面
も
持
つ
。

　
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
を
構
成
す
る
建
造

物
や
そ
の
マ
ッ
プ
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
・

ガ
イ
ド
で
紹
介

さ
れ
て
お
り
、

都
市
景
観
研
究

所
の
事
務
所
、

モ
ダ
ニ
ズ
ム
・

セ
ン
タ
ー（
一

時
休
業
中
）や

　
そ
の
後
、
1
9
8
0
年
代
に
入
る
と
文
化

遺
産
保
護
の
取
り
組
み
が
広
く
認
知
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
1
9
9
3
年
に
カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
州
政
府
に
よ
り
「
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
文
化

遺
産
法
（
1
9
9
3
年
法
律
第
9
号
）（Ley 

del P
atrim

onio C
ultural C

atalán

）」
が

制
定
さ
れ
た
。こ
の
法
律
は
、カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

の
文
化
遺
産
を
広
く
捉
え
た
概
念
に
基
づ
い

て
お
り
、
文
化
遺
産
の
保
護
、
保
存
、
研
究
、

普
及
、
促
進
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
文
化
遺
産
法
で
は
、
文
化

遺
産
は
4
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
ら
れ
る
。

最
も
重
要
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

州
政
府
に
よ
り
指
定
さ
れ
る
「
国
家
的
重
要

文
化
財
（B

C
IN

）（B
ien

 C
u
ltu

ral d
e 

In
terés N

acio
n
al

）」
で
あ
り
、
国
家
的

重
要
文
化
財
登
録
簿
へ
の
登
録
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
。2
番
目
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、

「
地
域
的
文
化
財（B

C
IL

）（B
ien C

ultural 

de Interés Local

）」で
あ
り
、
国
家
的
重

要
文
化
財
の
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
も
の

の
中
か
ら
、
人
口
5
0
0
0
人
以
上
の
自
治

体
は
市
町
村
議
会
、
人
口
5
0
0
0
人
未
満

の
自
治
体
は
郡
議
会
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
指
定

さ
れ
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
政
府
文
化
局
に

よ
り
「
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
文
化
遺
産
目
録

（In
v
e
n
ta
rio

 d
e
l P

a
trim

o
n
io
 

A
rq
u
itectó

n
ico

 d
e C

atalu
ñ
a

）」
に

登
録
さ
れ
る
。
な
お
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
文
化

遺
産
法
施
行
の
時
点
で
、
当
時
の
遺
産
目
録

に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
も
地
域
的
文
化
財
に

該
当
す
る
。
3
番
目
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
国

家
的
重
要
文
化
財
、
地
域
的
文
化
財
以
外
で

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
文
化
遺
産
目
録
と
し
て
十

分
な
芸
術
的
、
建
築
的
、
ま
た
は
歴
史
的

価
値
を
持
つ
「
都
市
的
重
要
遺
産
（Los 

restan
tes b

ien
es in

tegran
tes d

el 

patrim
onio cultural catalán

）」で
あ
り
、

市
の
責
任
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
。そ
し
て
、4

番
目
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
、2
0
2
2
年

の
法
改
正
で
追
加
さ
れ
た「
象
徴
的
施
設

（E
stablecim

ien
tos em

blem
áticos

）」

が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
上
位
3
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
建
造
物
の

維
持
管
理
が
義
務
付
け
ら
れ
、
解
体
は
許
可

さ
れ
て
お
ら
ず
、
4
番
目
の
象
徴
的
施
設
に

つ
い
て
は
、
調
査
報
告
書
を
提
出
し
承
認
を

得
た
上
で
解
体
が
許
可
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
文
化
遺
産
を
記
録
し
、
体
系
的
な

編
集
、調
査
、普
及
を
目
的
と
し
た
カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
文
化
遺
産
目
録
は
1
9
8
2
年
よ
り

運
用
さ
れ
て
い
る
。
1
9
9
3
年
の
カ
タ

ル
ー
ニ
ャ
文
化
遺
産
法
制
定
後
は
、
目
録
の

作
成
が
法
制
度
と
し
て
組
み
入
れ
ら
れ
、
前

述
の
B
C
I
N
や
B
C
I
L
に
位
置
付
け
ら

れ
る
文
化
遺
産
な
ど
が
目
録
に
登
録
さ
れ
て

い
る
。
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
政
府
は
目
録
の
作

成
と
維
持
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
目
録

の
公
開
デ
ー
タ
へ
の
市
民
の
ア
ク
セ
ス
が
保

証
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
で
、バ
ル
セ
ロ
ナ
市
に
お
い
て
は
、

2
0
2
2
年
4
月
、「
バ
ル
セ
ロ
ナ
、文
化
遺
産

都
市（B

arcelona, ciudad patrim
onio

）」

を
発
表
し
た
。こ
の
施
策
で
は
、①
目
録
の
整

備
に
よ
る
遺
産
の
価
値
の
見
え
る
化
、②
保

護
、
保
存
の
た
め
の
新
た
な
規
制
手
段
の

推
進
、③
遺
産
に
対
す
る
介
入
、
改
善
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
構
築
、④
専
門
チ
ー
ム
の
強
化
、⑤

市
民
と
行
政
の
対
話
、
協
働
、⑥
都
市
の
文

化
と
持
続
観
光
な
観
光
を
促
進
す
る
新
た

な
仕
組
み
の
構
築
、
の
6
つ
の
基
本
目
標

を
掲
げ
、
文
化
遺
産
施
策
の
国
際
的
な
先

進
都
市
と
し
て
の
地
位
を
確
立
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、同
年
9
月
に
は
、「
建
設
工
事
に
お

け
る
自
治
体
介
入
手
続
き
条
例（O

R
P
IM
O

）

（L
a O

rd
en
an
za R

egu
lad

ora d
e los 

P
ro
ced

im
ien

to
s d

e In
terven

ció
n 

M
unicipales en las O

bras

）」の
改
正
案

が
可
決
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
十
分
に
評
価
さ
れ
ず
に
取
り
壊
さ
れ
て

い
た
歴
史
的
建
造
物
の
再
評
価
や
無
秩
序
な

再
開
発
の
抑
制
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
従
来
は
解
体
に
あ
た
っ
て
届
出

の
手
続
き
の
み
で
可
能
で
あ
っ
た
も
の
が
、

許
可
制
と
な
り
、
調
査
報
告
書
に
基
づ
き
重

要
な
建
物
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
解
体

許
可
申
請
を
却
下
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
に
お
い
て
は
、
文
化
遺
産

を
観
光
に
活
用
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
歴

史
的
建
造
物
や
伝
統
行
事
の
観
光
資
源
化
が

進
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
混
雑
対
策
と
し
て

ガ
ウ
デ
ィ
建
築
に
お
け
る
予
約
制
の
導
入
、

郊
外
の
文
化
遺
産
へ
の
誘
導
に
よ
る
分
散
化

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
19
世

紀
末
か
ら
20
世
紀
初
頭
に
か
け
て
カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
地
方
で
活
発
に
行
わ
れ
た
芸
術
・
建
築

運
動
「
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
の

建
築
群
を
巡
る
観
光
ル
ー
ト
で
あ
る
「
バ
ル

セ
ロ
ナ
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
（R

u
ta 

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
ア
ン
ト
ニ
・
ガ
ウ
デ
ィ
の

作
品
群
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
音
楽
堂
、
サ
ン
・

パ
ウ
病
院
等
の
世
界
遺
産
を
は
じ
め
、
カ
タ

ル
ー
ニ
ャ
地
方
の
歴
史
と
文
化
を
反
映
し
た

多
様
な
歴
史
的
建
造
物
や
都
市
空
間
を
有
す

る
都
市
で
あ
る
。
豊
か
な
文
化
遺
産
は
多
く

の
観
光
客
を
惹
き
つ
け
る
観
光
資
源
と
な
っ

て
い
る
一
方
で
、
一
部
地
域
へ
の
観
光
客
の

集
中
に
よ
る
生
活
環
境
へ
の
影
響
な
ど
の
課

題
も
抱
え
て
い
る
。

　
筆
者
は
現
在
、
京
都
事
務
所
（
J
T
B
F

京
都
観
光
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
）

に
所
属
し
て
お
り
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
都
市

計
画
の
分
野
に
お
い
て
歴
史
的
景
観
や
文
化

財
の
保
護
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
か
ら
、
日

本
に
お
け
る
文
化
財
保
護
の
課
題
を
感
じ
る

一
方
で
、
歴
史
的
資
源
な
ど
地
域
の
魅
力
あ

る
観
光
資
源
を
活
用
し
、
新
た
な
価
値
を
創

造
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
。

　
上
記
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
本
稿
で

は
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る
文
化
遺
産
を
活
用

し
た
観
光
に
着
目
し
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
な

ら
び
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
文
化
遺
産
保
護
施

策
を
整
理
し
た
う
え
で
、
文
化
遺
産
を
活
用

し
た
取
り
組
み
で
あ
る
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
モ
ダ

ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
に
つ
い
て
現
地
視
察
の
様

子
を
ま
と
め
、
我
が
国
に
お
け
る
歴
史
的
、

文
化
的
資
源
を
活
用
し
た
観
光
へ
の
展
開
の

可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
に
お
け
る
文
化
遺
産
を
活

用
し
た
観
光
の
前
提
と
し
て
、
カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
州
な
ら
び
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
に
お
け
る

文
化
遺
産
保
護
施
策
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
経
緯
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
現
在
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

　
基
礎
と
な
っ
た
の
は
、
1
9
5
6
年
に
ス

ペ
イ
ン
で
初
め
て
の
近
代
的
な
都
市
計
画

法
と
し
て
制
定
さ
れ
た
土
地
法
（Ley del 

S
uelo

）
で
あ
る
。
こ
の
法
律
で
は
、
自
治

体
が
芸
術
的
、
考
古
学
的
、
伝
統
的
な
価
値

を
持
ち
取
り
壊
し
が
認
め
ら
れ
な
い
建
造
物

の
リ
ス
ト
を
承
認
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ

れ
、
都
市
計
画
と
文
化
遺
産
保
護
を
結
び
付

け
た
初
期
の
制
度
と
し
て
特
筆
す
べ
き
も
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
に
お
い

て
は
、
1
9
6
2
年
、
土
地
法
に
基
づ
き「
芸

術
的
、
歴
史
的
、
考
古
学
的
、
ま
た
は
伝
統

的
な
価
値
の
あ
る
建
築
物
お
よ
び
記
念
物

の
目
録（C

a
tá
lo
g
o
 d
e
 E
d
ifi
cio

s y 

M
o
n
u
m
en
to
s d

e In
terés A

rtístico
, 

H
istó

rico
, A

rq
u
eo
ló
gico

 T
íp
ico

 o 

T
rad

icio
n
al d

e B
arcelo

n
a

）」が
作
成

さ
れ
た
。
一
方
、
当
時
の
土
地
法
は
あ
く
ま

で
も
都
市
計
画
的
な
土
地
利
用
施
策
の
一
部

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
目
録
は
単
な
る
リ
ス

ト
と
し
て
解
体
許
可
の
た
め
の
手
段
と
し
て

使
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
文
化
財
の
保
護
に

は
必
ず
し
も
十
分
に
機
能
し
な
か
っ
た
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、1
9
7
9
年
に
は
、バ
ル
セ
ロ
ナ
市

の「
歴
史
的
・
芸
術
的
遺
産
目
録（C

atálogo 

de P
atrim

onio H
istórico A

rtístico de la 

C
iudad de B

arcelona

）」が
承
認
さ
れ
、文

化
財
の
記
録
化
か
ら
法
的
効
力
の
あ
る
保
護

制
度
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
保

護
対
象
も
拡
大
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
公
共
の

利
益
に
資
す
る
計
画
の
見
通
し
が
あ
る
場

合
に
は
、
登
録
解
除
と
解
体
が
可
能
で
あ
っ

た
た
め
、
都
市
計
画
と
文
化
遺
産
保
護
の

間
の
課
題
の
解
消
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

バルセロナ
に
お
け
る

文
化
遺
産
の
保
護
と

観
光への

活
用
の
現
状

4
3

観
光
研
究
部 

主
任
研
究
員

小
川
直
樹

2
．カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州

な
ら
び
に

バ
ル
セ
ロ
ナ
市
に
お
け
る

文
化
遺
産
保
護
施
策

1
．は
じ
め
に

営
費
は
、
前
述
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
売
り
上

げ
の
ほ
か
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
か
ら
の
予
算
配

分
、
公
共
空
間
の
貸
し
出
し
に
よ
る
収
益
等

に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
同
じ
場
所

で
営
業
を
続
け
て
い
る
商
業
施
設
を
対
象

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
に
お
け
る

文
化
遺
産
保
護
政
策
の
経
緯

‒❸ バルセロナにおける文化遺産の保護と観光への活用の現状4
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【写真2】バルセロナ・モダニズム・ルートの1日ルートの起点となるバル
セロナ凱旋門とヨーロッパ・モダニズム・ルートを示すプレート

【写真3】バルセロナ・モダニズム・ルートに選定された建造物前の路面
に埋め込まれているプレート

9
3
年
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
都

市
景
観
研
究
所
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
、

授
与
さ
れ
た
プ
レ
ー
ト
は
各
店
舗
前
の
路
面

に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
な
ら
び
に

バ
ル
セ
ロ
ナ
市
に
お
け
る
文
化
遺
産
保
護
制

度
、
そ
し
て
文
化
遺
産
を
活
用
し
た
観
光
と

し
て
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト

や
運
営
主
体
で
あ
る
都
市
景
観
研
究
所
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
整
理
し
た
。

　
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
の
特
徴
と
し
て
、

第
一
に
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
の
文
化
遺
産
保

護
施
策
で
あ
る
「
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
文
化
遺
産

目
録
」
と
連
携
し
た
取
り
組
み
で
あ
り
、
文

化
遺
産
の
保
護
と
活
用
の
両
立
を
図
っ
て
い

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
二
に
、
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
収
益
は
文
化
遺
産
の
修
復
に
充
て

ら
れ
て
お
り
、
文
化
遺
産
保
護
に
つ
な
が
る

仕
組
み
が
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
特
筆
す

べ
き
点
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
に
、
モ
ダ
ニ

ズ
ム
・
ル
ー
ト
の
取
り
組
み
は
バ
ル
セ
ロ
ナ

市
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
各

地
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
へ
の
展
開
が
み
ら
れ

る
点
も
注
目
に
値
す
る
。

　
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
の
取
り
組
み
は
、

京
都
を
は
じ
め
と
す
る
我
が
国
の
観
光
地
づ

く
り
に
あ
た
っ
て
、
文
化
財
の
保
護
と
観
光

へ
の
活
用
の
両
立
や
、
観
光
客
が
集
中
す
る

エ
リ
ア
に
お
け
る
分
散
化
な
ど
共
通
す
る
課

題
も
多
く
、
大
い
に
参
考
に
な
る
事
例
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

　
一
方
で
、
現
地
視
察
の
際
に
は
、
依
然
と

し
て
一
部
の
ガ
ウ
デ
ィ
建
築
等
へ
観
光
客
が

集
中
す
る
様
子
も
み
ら
れ
、
さ
ら
な
る
混
雑

解
消
の
必
要
性
も
感
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、

周
辺
住
民
へ
の
影
響
の
軽
減
を
図
る
だ
け
で

な
く
、
観
光
客
の
満
足
度
向
上
の
面
か
ら
も

対
策
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ

う
。
こ
れ
ら
の
観
光
課
題
へ
の
対
応
の
た
め

に
も
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る
取
り
組
み
に
引

き
続
き
注
目
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
次
第

で
あ
る
。

ク
の
収
益
は
全
て
文
化
遺
産
の
保
護
や
活
用

に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・

ル
ー
ト
と
し
て
選
定
さ
れ
た
建
造
物
を
網
羅

す
る
ル
ー
ト
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の

の
、
推
奨
ル
ー
ト
と
し
て
バ
ル
セ
ロ
ナ
凱
旋

門
を
起
点
に
、
旧
市
街
、
カ
サ
・
バ
ト
リ
ョ
、

カ
サ
・
ミ
ラ
、
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
な

ど
の
ガ
ウ
デ
ィ
の
作
品
群
、
サ
ン
・
パ
ウ
病

院
な
ど
の
主
要
な
建
造
物
を
巡
る
1
日
ル
ー

ト
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
主
要
な
建
造

物
を
2
時
間
で
巡
る
バ
ル
セ
ロ
ナ
観
光
局
公

認
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
も
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・

ル
ー
ト
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
内
に
と
ど
ま
ら

ず
、
協
定
に
よ
り
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
内
の
一

部
の
文
化
遺
産
へ
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
2
0
0
0
年
に
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
・

モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
を
発
展
さ
せ
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
地
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
都
市
を
結
ぶ

国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
モ

ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
（R

uta E
uropea del 

M
odernism

o

）」
が
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
を
中

心
に
設
立
さ
れ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
モ
ダ
ニ

ズ
ム
・
ル
ー
ト
に
は
、
2
0
2
2
年
時
点
で

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
外
の
81
都
市
と
76
機
関
が
参

加
し
て
お
り
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・

ル
ー
ト
と
同
じ
く
都
市
景
観
研
究
所
が
運
営

を
担
っ
て
い
る
。

　
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
を
主
催
す
る
「
都

市
景
観
と
生
活
の
質
研
究
所
」
は
、市
、名
誉

ス
ポ
ン
サ
ー
、
建
築
の
所
有
・
管
理
団
体
、

企
業
等
で
構
成
さ
れ
る「
バ
ル
セ
ロ
ナ 

モ
ダ

ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
名
誉
評
議
会（C

onsejo de 

H
on
or d

e la R
u
ta d

el M
od
ern

ism
o 

de B
arcelona

）」の
支
援
を
受
け
て
運
営

さ
れ
て
い
る
。

　
公
共
空
間
の
景
観
形
成
な
ど
の
役
割
を
担

う
都
市
景
観
研
究
所
の
取
り
組
み
の
1
つ
と

し
て
、「〝
バ
ル
セ
ロ
ナ
、き
れ
い
に
な
ろ
う
〞プ

ロ
グ
ラ
ム（B

arcelon
a pon

te gu
apa

）」

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・

ル
ー
ト
に
選
定
さ
れ
た
建
造
物
の
修
理
、
保

護
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
都
市
景
観
研
究
所
よ

り
所
有
者
、管
理
者
に
対
し
て
技
術
的
助
言
、

経
済
的
支
援
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
バ
ル

セ
ロ
ナ
市
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、
2
0

2
3
年
に
は
都
市
景
観
研
究
所
よ
り
26
件
の

修
復
に
対
し
約
1
8
6
万
ユ
ー
ロ
が
支
出
さ

れ
て
い
る
。
な
お
、
都
市
景
観
研
究
所
の
運

営
費
は
、
前
述
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
売
り
上

げ
の
ほ
か
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
か
ら
の
予
算
配

（
以
下
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
）に
着
目
し
、

現
地
に
て
そ
の
状
況
を
視
察
し
た
。

　
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
は
、
1
9
9
7
年

よ
り
、バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
都
市
景
観
の
保
護
、

啓
発
、
維
持
向
上
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
市
の
傘
下
組
織
で
あ
る
「
都
市
景
観
と

生
活
の
質
研
究
所
（Instituto M

unicipal 

del P
aisaje U

rban
o y la C

alidad de 

V
ida

）」（
以
下
、
都
市
景
観
研
究
所
）に
よ
っ

て
実
施
さ
れ
て
い
る
。「
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
文

化
遺
産
目
録
」
に
登
録
さ
れ
た
建
造
物
等
の

う
ち
、
公
共
建
築
、
学
校
、
教
会
、
工
場
な

ど
約
1
2
0
件
の
建
造
物
が
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・

ル
ー
ト
と
し
て
選
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ガ
ウ
デ
ィ
以
外
の
建
築
家
に
よ
る
建
造
物
も

多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
観
光
に
お
け
る
ガ
ウ
デ
ィ
建
築
以
外
へ
の

分
散
化
施
策
と
し
て
の
側
面
も
持
つ
。

　
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
を
構
成
す
る
建
造

物
や
そ
の
マ
ッ
プ
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
・

ガ
イ
ド
で
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
都
市
景
観

研
究
所
の
事
務

所
、モ
ダ
ニ
ズ

ム
・
セ
ン
タ
ー

（
一
時
休
業
中
）や

オ
ン
ラ
イ
ン
で

販
売
さ
れ
て
い

る
ガ
イ
ド
ブ
ッ

　
そ
の
後
、
1
9
8
0
年
代
に
入
る
と
文
化

遺
産
保
護
の
取
り
組
み
が
広
く
認
知
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
1
9
9
3
年
に
カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
州
政
府
に
よ
り
「
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
文
化

遺
産
法
（
1
9
9
3
年
法
律
第
9
号
）（Ley 

del P
atrim

onio C
ultural C

atalán
）」
が

制
定
さ
れ
た
。こ
の
法
律
は
、カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

の
文
化
遺
産
を
広
く
捉
え
た
概
念
に
基
づ
い

て
お
り
、
文
化
遺
産
の
保
護
、
保
存
、
研
究
、

普
及
、
促
進
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
文
化
遺
産
法
で
は
、
文
化

遺
産
は
4
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
ら
れ
る
。

最
も
重
要
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

州
政
府
に
よ
り
指
定
さ
れ
る
「
国
家
的
重
要

文
化
財
（B

C
IN

）（B
ien

 C
u
ltu

ral d
e 

In
terés N

acio
n
al

）」
で
あ
り
、
国
家
的

重
要
文
化
財
登
録
簿
へ
の
登
録
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
。2
番
目
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、

「
地
域
的
文
化
財（B

C
IL

）（B
ien C

ultural 

de Interés Local

）」で
あ
り
、
国
家
的
重

要
文
化
財
の
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
も
の

の
中
か
ら
、
人
口
5
0
0
0
人
以
上
の
自
治

体
は
市
町
村
議
会
、
人
口
5
0
0
0
人
未
満

の
自
治
体
は
郡
議
会
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
指
定

さ
れ
、カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
政
府
文
化
局
に
よ
り

「
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
文
化
遺
産
目
録（Inventario 

d
el P

atrim
o
n
io
 A
rq
u
itectó

n
ico

 d
e 

C
atalu

ñ
a

）」に
登
録
さ
れ
る
。
な
お
、
カ

タ
ル
ー
ニ
ャ
文
化
遺
産
法
施
行
の
時
点
で
、

当
時
の
遺
産
目
録
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
も

地
域
的
文
化
財
に
該
当
す
る
。
3
番
目
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
は
、
国
家
的
重
要
文
化
財
、
地
域

的
文
化
財
以
外
で
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
文
化
遺
産

目
録
と
し
て
十
分
な
芸
術
的
、
建
築
的
、
ま

た
は
歴
史
的
価
値
を
持
つ
「
都
市
的
重
要
遺

産
（Los restantes bienes integrantes 

d
el p

atrim
o
n
io
 cu

ltu
ral catalán

）」

で
あ
り
、市
の
責
任
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
。そ

し
て
、4
番
目
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
、2
0

2
2
年
の
法
改
正
で
追
加
さ
れ
た「
象
徴
的
施

設（E
stablecim

ien
tos em

blem
áticos

）」

が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
上
位
3
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
建
造
物
の

維
持
管
理
が
義
務
付
け
ら
れ
、
解
体
は
許
可

さ
れ
て
お
ら
ず
、
4
番
目
の
象
徴
的
施
設
に

つ
い
て
は
、
調
査
報
告
書
を
提
出
し
承
認
を

得
た
上
で
解
体
が
許
可
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
文
化
遺
産
を
記
録
し
、
体
系
的
な

編
集
、調
査
、普
及
を
目
的
と
し
た
カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
文
化
遺
産
目
録
は
1
9
8
2
年
よ
り

運
用
さ
れ
て
い
る
。
1
9
9
3
年
の
カ
タ

ル
ー
ニ
ャ
文
化
遺
産
法
制
定
後
は
、
目
録
の

作
成
が
法
制
度
と
し
て
組
み
入
れ
ら
れ
、
前

述
の
B
C
I
N
や
B
C
I
L
に
位
置
付
け
ら

れ
る
文
化
遺
産
な
ど
が
目
録
に
登
録
さ
れ
て

い
る
。
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
政
府
は
目
録
の
作

成
と
維
持
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
目
録

の
公
開
デ
ー
タ
へ
の
市
民
の
ア
ク
セ
ス
が
保

証
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
で
、バ
ル
セ
ロ
ナ
市
に
お
い
て
は
、

2
0
2
2
年
4
月
、「
バ
ル
セ
ロ
ナ
、文
化
遺
産

都
市（B

arcelona, ciudad patrim
onio

）」

を
発
表
し
た
。こ
の
施
策
で
は
、①
目
録
の
整

備
に
よ
る
遺
産
の
価
値
の
見
え
る
化
、②
保

護
、
保
存
の
た
め
の
新
た
な
規
制
手
段
の

推
進
、③
遺
産
に
対
す
る
介
入
、
改
善
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
構
築
、④
専
門
チ
ー
ム
の
強
化
、⑤

市
民
と
行
政
の
対
話
、
協
働
、⑥
都
市
の
文

化
と
持
続
観
光
な
観
光
を
促
進
す
る
新
た

な
仕
組
み
の
構
築
、
の
6
つ
の
基
本
目
標

を
掲
げ
、
文
化
遺
産
施
策
の
国
際
的
な
先

進
都
市
と
し
て
の
地
位
を
確
立
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、同
年
9
月
に
は
、「
建
設
工
事
に
お

け
る
自
治
体
介
入
手
続
き
条
例（O

R
P
IM
O

）

（L
a O

rd
en
an
za R

egu
lad

ora d
e los 

P
ro
ced

im
ien

to
s d

e In
terven

ció
n 

M
unicipales en las O

bras

）」の
改
正
案

が
可
決
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
十
分
に
評
価
さ
れ
ず
に
取
り
壊
さ
れ
て

い
た
歴
史
的
建
造
物
の
再
評
価
や
無
秩
序
な

再
開
発
の
抑
制
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
従
来
は
解
体
に
あ
た
っ
て
届
出

の
手
続
き
の
み
で
可
能
で
あ
っ
た
も
の
が
、

許
可
制
と
な
り
、
調
査
報
告
書
に
基
づ
き
重

要
な
建
物
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
解
体

許
可
申
請
を
却
下
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
に
お
い
て
は
、
文
化
遺
産

を
観
光
に
活
用
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
歴

史
的
建
造
物
や
伝
統
行
事
の
観
光
資
源
化
が

進
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
混
雑
対
策
と
し
て

ガ
ウ
デ
ィ
建
築
に
お
け
る
予
約
制
の
導
入
、

郊
外
の
文
化
遺
産
へ
の
誘
導
に
よ
る
分
散
化

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
19
世

紀
末
か
ら
20
世
紀
初
頭
に
か
け
て
カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
地
方
で
活
発
に
行
わ
れ
た
芸
術
・
建
築

運
動
「
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
の

建
築
群
を
巡
る
観
光
ル
ー
ト
で
あ
る
「
バ
ル

セ
ロ
ナ
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
（R

u
ta 

d
el M

o
d
ern

ism
o
 d
e B

arcelo
n
a

）」

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
ア
ン
ト
ニ
・
ガ
ウ
デ
ィ
の

作
品
群
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
音
楽
堂
、
サ
ン
・

パ
ウ
病
院
等
の
世
界
遺
産
を
は
じ
め
、
カ
タ

ル
ー
ニ
ャ
地
方
の
歴
史
と
文
化
を
反
映
し
た

多
様
な
歴
史
的
建
造
物
や
都
市
空
間
を
有
す

る
都
市
で
あ
る
。
豊
か
な
文
化
遺
産
は
多
く

の
観
光
客
を
惹
き
つ
け
る
観
光
資
源
と
な
っ

て
い
る
一
方
で
、
一
部
地
域
へ
の
観
光
客
の

集
中
に
よ
る
生
活
環
境
へ
の
影
響
な
ど
の
課

題
も
抱
え
て
い
る
。

　
筆
者
は
現
在
、
京
都
事
務
所
（
J
T
B
F

京
都
観
光
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
）

に
所
属
し
て
お
り
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
都
市

計
画
の
分
野
に
お
い
て
歴
史
的
景
観
や
文
化

財
の
保
護
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
か
ら
、
日

本
に
お
け
る
文
化
財
保
護
の
課
題
を
感
じ
る

一
方
で
、
歴
史
的
資
源
な
ど
地
域
の
魅
力
あ

る
観
光
資
源
を
活
用
し
、
新
た
な
価
値
を
創

造
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
。

　
上
記
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
本
稿
で

は
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る
文
化
遺
産
を
活
用

し
た
観
光
に
着
目
し
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
な

ら
び
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
文
化
遺
産
保
護
施

策
を
整
理
し
た
う
え
で
、
文
化
遺
産
を
活
用

し
た
取
り
組
み
で
あ
る
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
モ
ダ

ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
に
つ
い
て
現
地
視
察
の
様

子
を
ま
と
め
、
我
が
国
に
お
け
る
歴
史
的
、

文
化
的
資
源
を
活
用
し
た
観
光
へ
の
展
開
の

可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
に
お
け
る
文
化
遺
産
を
活

用
し
た
観
光
の
前
提
と
し
て
、
カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
州
な
ら
び
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
に
お
け
る

文
化
遺
産
保
護
施
策
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
経
緯
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
現
在
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

　
基
礎
と
な
っ
た
の
は
、
1
9
5
6
年
に
ス

ペ
イ
ン
で
初
め
て
の
近
代
的
な
都
市
計
画

法
と
し
て
制
定
さ
れ
た
土
地
法
（Ley del 

S
uelo

）
で
あ
る
。
こ
の
法
律
で
は
、
自
治

体
が
芸
術
的
、
考
古
学
的
、
伝
統
的
な
価
値

を
持
ち
取
り
壊
し
が
認
め
ら
れ
な
い
建
造
物

の
リ
ス
ト
を
承
認
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ

れ
、
都
市
計
画
と
文
化
遺
産
保
護
を
結
び
付

け
た
初
期
の
制
度
と
し
て
特
筆
す
べ
き
も
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
に
お
い

て
は
、
1
9
6
2
年
、
土
地
法
に
基
づ
き「
芸

術
的
、
歴
史
的
、
考
古
学
的
、
ま
た
は
伝
統

的
な
価
値
の
あ
る
建
築
物
お
よ
び
記
念
物

の
目
録（C

a
tá
lo
g
o
 d
e
 E
d
ifi
cio

s y 

M
o
n
u
m
en
to
s d

e In
terés A

rtístico
, 

H
istó

rico
, A

rq
u
eo
ló
gico

 T
íp
ico

 o 

T
rad

icio
n
al d

e B
arcelo

n
a

）」が
作
成

さ
れ
た
。
一
方
、
当
時
の
土
地
法
は
あ
く
ま

で
も
都
市
計
画
的
な
土
地
利
用
施
策
の
一
部

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
目
録
は
単
な
る
リ
ス

ト
と
し
て
解
体
許
可
の
た
め
の
手
段
と
し
て

使
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
文
化
財
の
保
護
に

は
必
ず
し
も
十
分
に
機
能
し
な
か
っ
た
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、1
9
7
9
年
に
は
、バ
ル
セ
ロ
ナ
市

の「
歴
史
的
・
芸
術
的
遺
産
目
録（C

atálogo 

de P
atrim

onio H
istórico A

rtístico de la 

C
iudad de B

arcelona

）」が
承
認
さ
れ
、文

化
財
の
記
録
化
か
ら
法
的
効
力
の
あ
る
保
護

制
度
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
保

護
対
象
も
拡
大
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
公
共
の

利
益
に
資
す
る
計
画
の
見
通
し
が
あ
る
場

合
に
は
、
登
録
解
除
と
解
体
が
可
能
で
あ
っ

た
た
め
、
都
市
計
画
と
文
化
遺
産
保
護
の

間
の
課
題
の
解
消
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

3
．バ
ル
セ
ロ
ナ・

モ
ダ
ニ
ズ
ム・ル
ー
ト

の
概
要

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
文
化
遺
産
法

（
1
9
9
3
年
）と

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
文
化
遺
産
目
録  

バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の

文
化
遺
産
保
護
施
策

分
、
公
共
空
間
の
貸
し
出
し
に
よ
る
収
益
等

に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
同
じ
場
所

で
営
業
を
続
け
て
い
る
商
業
施
設
を
対
象

に
、「
永
遠
の
美
し
さ（G

uapos per sem
pre

）」

プ
レ
ー
ト
を
授
与
す
る
取
り
組
み
が
1
9

【写真1】バルセロナ・モダニズム・ルート ガイドマップ（濃い色で着色されている箇所がモダニズム・ルートに選定された建造物が所在
する街区）

‒❸ バルセロナにおける文化遺産の保護と観光への活用の現状4
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再 校



上：【写真2】バルセロナ・モダニズム・ルートの1日ルートの起点となるバ
ルセロナ凱旋門とヨーロッパ・モダニズム・ルートを示すプレート
右：【写真3】バルセロナ・モダニズム・ルートに選定された建造物前の
路面に埋め込まれているプレート

9
3
年
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
都

市
景
観
研
究
所
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
、

授
与
さ
れ
た
プ
レ
ー
ト
が
各
店
舗
前
の
路
面

に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
な
ら
び
に

バ
ル
セ
ロ
ナ
市
に
お
け
る
文
化
遺
産
保
護
制

度
、
そ
し
て
文
化
遺
産
を
活
用
し
た
観
光
と

し
て
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト

や
運
営
主
体
で
あ
る
都
市
景
観
研
究
所
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
整
理
し
た
。

　
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
の
特
徴
と
し
て
、

第
一
に
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
の
文
化
遺
産
保

護
施
策
で
あ
る
「
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
文
化
遺
産

目
録
」
と
連
携
し
た
取
り
組
み
で
あ
り
、
文

化
遺
産
の
保
護
と
活
用
の
両
立
を
図
っ
て
い

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
二
に
、
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
収
益
は
文
化
遺
産
の
修
復
に
充
て

ら
れ
て
お
り
、
文
化
遺
産
保
護
に
つ
な
が
る

仕
組
み
が
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
特
筆
す

べ
き
点
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
に
、
モ
ダ
ニ

ズ
ム
・
ル
ー
ト
の
取
り
組
み
は
バ
ル
セ
ロ
ナ

市
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
各

地
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
へ
の
展
開
が
み
ら
れ

る
点
も
注
目
に
値
す
る
。

　
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
の
取
り
組
み
は
、

京
都
を
は
じ
め
と
す
る
我
が
国
の
観
光
地
づ

く
り
に
あ
た
っ
て
、
文
化
財
の
保
護
と
観
光

へ
の
活
用
の
両
立
や
、
観
光
客
が
集
中
す
る

エ
リ
ア
に
お
け
る
分
散
化
な
ど
共
通
す
る
課

題
も
多
く
、
大
い
に
参
考
に
な
る
事
例
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

　
一
方
で
、
現
地
視
察
の
際
に
は
、
依
然
と

し
て
一
部
の
ガ
ウ
デ
ィ
建
築
等
へ
観
光
客
が

集
中
す
る
様
子
も
み
ら
れ
、
さ
ら
な
る
混
雑

解
消
の
必
要
性
も
感
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、

周
辺
住
民
へ
の
影
響
の
軽
減
を
図
る
だ
け
で

な
く
、
観
光
客
の
満
足
度
向
上
の
面
か
ら
も

対
策
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ

う
。
こ
れ
ら
の
観
光
課
題
へ
の
対
応
の
た
め

に
も
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る
取
り
組
み
に
引

き
続
き
注
目
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
次
第

で
あ
る
。

ク
の
収
益
は
全
て
文
化
遺
産
の
保
護
や
活
用

に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
構
成
建
造
物

を
網
羅
す
る
ル
ー
ト
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い

も
の
の
、
推
奨
ル
ー
ト
と
し
て
バ
ル
セ
ロ
ナ

凱
旋
門
を
起
点
に
、
旧
市
街
、
カ
サ
・
バ
ト

リ
ョ
、
カ
サ
・
ミ
ラ
、
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ

リ
ア
な
ど
の
ガ
ウ
デ
ィ
の
作
品
群
、
サ
ン
・

パ
ウ
病
院
な
ど
の
主
要
な
建
造
物
を
巡
る
1

日
ル
ー
ト
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
主
要

な
建
造
物
を
2
時
間
で
巡
る
バ
ル
セ
ロ
ナ
観

光
局
公
認
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
も
販
売
さ
れ
て

い
る
。　

さ
ら
に
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・

ル
ー
ト
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
内
に
と
ど
ま
ら

ず
、
協
定
に
よ
り
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
内
の
一

部
の
文
化
遺
産
へ
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
2
0
0
0
年
に
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
・

モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
を
発
展
さ
せ
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
地
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
都
市
を
結
ぶ

国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
モ

ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
（R

uta E
uropea del 

M
odernism

o

）」
が
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
を
中

心
に
設
立
さ
れ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
モ
ダ
ニ

ズ
ム
・
ル
ー
ト
に
は
、
2
0
2
2
年
時
点
で

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
外
の
81
都
市
と
76
機
関
が
参

加
し
て
お
り
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・

ル
ー
ト
と
同
じ
く
都
市
景
観
研
究
所
が
運
営

を
担
っ
て
い
る
。

　
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
を
主
催
す
る
「
都

市
景
観
と
生
活
の
質
研
究
所
」
は
、市
、名
誉

ス
ポ
ン
サ
ー
、
建
築
の
所
有
・
管
理
団
体
、

企
業
等
で
構
成
さ
れ
る「
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
モ
ダ

ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
名
誉
評
議
会（C

onsejo de 

H
on
or d

e la R
u
ta d

el M
od
ern

ism
o 

de B
arcelona

）」の
支
援
を
受
け
て
運
営

さ
れ
て
い
る
。

　
公
共
空
間
の
景
観
形
成
な
ど
の
役
割
を
担

う
都
市
景
観
研
究
所
の
取
り
組
み
の
1
つ
と

し
て
、「〝
バ
ル
セ
ロ
ナ
、き
れ
い
に
な
ろ
う
〞プ

ロ
グ
ラ
ム（B

arcelon
a pon

te gu
apa

）」

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・

ル
ー
ト
に
選
定
さ
れ
た
建
造
物
の
修
理
、
保

護
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
都
市
景
観
研
究
所
よ

り
所
有
者
、管
理
者
に
対
し
て
技
術
的
助
言
、

経
済
的
支
援
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
バ
ル

セ
ロ
ナ
市
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、
2
0

2
3
年
に
は
都
市
景
観
研
究
所
よ
り
26
件
の

修
復
に
対
し
約
1
8
6
万
ユ
ー
ロ
が
支
出
さ

れ
て
い
る
。
な
お
、
都
市
景
観
研
究
所
の
運

営
費
は
、
前
述
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
売
り
上

げ
の
ほ
か
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
か
ら
の
予
算
配

（
以
下
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
）に
着
目
し
、

現
地
に
て
そ
の
状
況
を
視
察
し
た
。

　
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
は
、
1
9
9
7
年

よ
り
、バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
都
市
景
観
の
保
護
、

啓
発
、
維
持
向
上
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
市
の
傘
下
組
織
で
あ
る
「
都
市
景
観
と

生
活
の
質
研
究
所
（Instituto M

unicipal 

del P
aisaje U

rban
o y la C

alidad de 

V
ida

）」（
以
下
、
都
市
景
観
研
究
所
）に
よ
っ

て
実
施
さ
れ
て
い
る
。「
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
文

化
遺
産
目
録
」
に
登
録
さ
れ
た
建
造
物
等
の

う
ち
、
公
共
建
築
、
学
校
、
教
会
、
工
場
な

ど
約
1
2
0
件
の
建
造
物
が
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・

ル
ー
ト
と
し
て
選
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ガ
ウ
デ
ィ
以
外
の
建
築
家
に
よ
る
建
造
物
も

多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
観
光
に
お
け
る
ガ
ウ
デ
ィ
建
築
以
外
へ
の

分
散
化
施
策
と
し
て
の
側
面
も
持
つ
。

　
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
を
構
成
す
る
建
造

物
や
そ
の
マ
ッ
プ
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
・

ガ
イ
ド
で
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
都
市
景
観

研
究
所
の
事
務

所
、モ
ダ
ニ
ズ

ム・セ
ン
タ
ー（
一

時
休
業
中
）や

オ
ン
ラ
イ
ン
で

販
売
さ
れ
て
い

る
ガ
イ
ド
ブ
ッ

　
そ
の
後
、
1
9
8
0
年
代
に
入
る
と
文
化

遺
産
保
護
の
取
り
組
み
が
広
く
認
知
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
1
9
9
3
年
に
カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
州
政
府
に
よ
り
「
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
文
化

遺
産
法
（
1
9
9
3
年
法
律
第
9
号
）（Ley 

del P
atrim

onio C
ultural C

atalán

）」
が

制
定
さ
れ
た
。こ
の
法
律
は
、カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

の
文
化
遺
産
を
広
く
捉
え
た
概
念
に
基
づ
い

て
お
り
、
文
化
遺
産
の
保
護
、
保
存
、
研
究
、

普
及
、
促
進
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
文
化
遺
産
法
で
は
、
文
化

遺
産
は
4
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
ら
れ
る
。

最
も
重
要
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

州
政
府
に
よ
り
指
定
さ
れ
る
「
国
家
的
重
要

文
化
財
（B

C
IN

）（B
ien

 C
u
ltu

ral d
e 

In
terés N

acio
n
al

）」
で
あ
り
、
国
家
的

重
要
文
化
財
登
録
簿
へ
の
登
録
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
。2
番
目
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、

「
地
域
的
文
化
財（B

C
IL

）（B
ien C

ultural 

de Interés Local

）」で
あ
り
、
国
家
的
重

要
文
化
財
の
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
も
の

の
中
か
ら
、
人
口
5
0
0
0
人
以
上
の
自
治

体
は
市
町
村
議
会
、
人
口
5
0
0
0
人
未
満

の
自
治
体
は
郡
議
会
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
指
定

さ
れ
、カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
政
府
文
化
局
に
よ
り

「
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
文
化
遺
産
目
録（Inventario 

d
el P

atrim
o
n
io
 A
rq
u
itectó

n
ico

 d
e 

C
atalu

ñ
a

）」に
登
録
さ
れ
る
。
な
お
、
カ

タ
ル
ー
ニ
ャ
文
化
遺
産
法
施
行
の
時
点
で
、

当
時
の
遺
産
目
録
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
も

地
域
的
文
化
財
に
該
当
す
る
。
3
番
目
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
は
、
国
家
的
重
要
文
化
財
、
地
域

的
文
化
財
以
外
で
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
文
化
遺
産

目
録
と
し
て
十
分
な
芸
術
的
、
建
築
的
、
ま

た
は
歴
史
的
価
値
を
持
つ
「
都
市
的
重
要
遺

産
（Los restantes bienes integrantes 

d
el p

atrim
o
n
io
 cu

ltu
ral catalán

）」

で
あ
り
、市
の
責
任
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
。そ

し
て
、4
番
目
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
、2
0

2
2
年
の
法
改
正
で
追
加
さ
れ
た「
象
徴
的
施

設（E
stablecim

ien
tos em

blem
áticos

）」

が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
上
位
3
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
建
造
物
の

維
持
管
理
が
義
務
付
け
ら
れ
、
解
体
は
許
可

さ
れ
て
お
ら
ず
、
4
番
目
の
象
徴
的
施
設
に

つ
い
て
は
、
調
査
報
告
書
を
提
出
し
承
認
を

得
た
上
で
解
体
が
許
可
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
文
化
遺
産
を
記
録
し
、
体
系
的
な

編
集
、調
査
、普
及
を
目
的
と
し
た
カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
文
化
遺
産
目
録
は
1
9
8
2
年
よ
り

運
用
さ
れ
て
い
る
。
1
9
9
3
年
の
カ
タ

ル
ー
ニ
ャ
文
化
遺
産
法
制
定
後
は
、
目
録
の

作
成
が
法
制
度
と
し
て
組
み
入
れ
ら
れ
、
前

述
の
B
C
I
N
や
B
C
I
L
に
位
置
付
け
ら

れ
る
文
化
遺
産
な
ど
が
目
録
に
登
録
さ
れ
て

い
る
。
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
政
府
は
目
録
の
作

成
と
維
持
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
目
録

の
公
開
デ
ー
タ
へ
の
市
民
の
ア
ク
セ
ス
が
保

証
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
で
、バ
ル
セ
ロ
ナ
市
に
お
い
て
は
、

2
0
2
2
年
4
月
、「
バ
ル
セ
ロ
ナ
、文
化
遺
産

都
市（B

arcelona, ciudad patrim
onio

）」

を
発
表
し
た
。こ
の
施
策
で
は
、①
目
録
の
整

備
に
よ
る
遺
産
の
価
値
の
見
え
る
化
、②
保

護
、
保
存
の
た
め
の
新
た
な
規
制
手
段
の

推
進
、③
遺
産
に
対
す
る
介
入
、
改
善
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
構
築
、④
専
門
チ
ー
ム
の
強
化
、⑤

市
民
と
行
政
の
対
話
、
協
働
、⑥
都
市
の
文

化
と
持
続
観
光
な
観
光
を
促
進
す
る
新
た

な
仕
組
み
の
構
築
、
の
6
つ
の
基
本
目
標

を
掲
げ
、
文
化
遺
産
施
策
の
国
際
的
な
先

進
都
市
と
し
て
の
地
位
を
確
立
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、同
年
9
月
に
は
、「
建
設
工
事
に
お

け
る
自
治
体
介
入
手
続
き
条
例（O

R
P
IM
O

）

（L
a O

rd
en
an
za R

egu
lad

ora d
e los 

P
ro
ced

im
ien

to
s d

e In
terven

ció
n 

M
unicipales en las O

bras

）」の
改
正
案

が
可
決
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
十
分
に
評
価
さ
れ
ず
に
取
り
壊
さ
れ
て

い
た
歴
史
的
建
造
物
の
再
評
価
や
無
秩
序
な

再
開
発
の
抑
制
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
従
来
は
解
体
に
あ
た
っ
て
届
出

の
手
続
き
の
み
で
可
能
で
あ
っ
た
も
の
が
、

許
可
制
と
な
り
、
調
査
報
告
書
に
基
づ
き
重

要
な
建
物
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
解
体

許
可
申
請
を
却
下
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
に
お
い
て
は
、
文
化
遺
産

を
観
光
に
活
用
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
歴

史
的
建
造
物
や
伝
統
行
事
の
観
光
資
源
化
が

進
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
混
雑
対
策
と
し
て

ガ
ウ
デ
ィ
建
築
に
お
け
る
予
約
制
の
導
入
、

郊
外
の
文
化
遺
産
へ
の
誘
導
に
よ
る
分
散
化

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
19
世

紀
末
か
ら
20
世
紀
初
頭
に
か
け
て
カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
地
方
で
活
発
に
行
わ
れ
た
芸
術
・
建
築

運
動
「
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
の

建
築
群
を
巡
る
観
光
ル
ー
ト
で
あ
る
「
バ
ル

セ
ロ
ナ
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
（R

u
ta 

d
el M

o
d
ern

ism
o
 d
e B

arcelo
n
a

）」

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
ア
ン
ト
ニ
・
ガ
ウ
デ
ィ
の

作
品
群
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
音
楽
堂
、
サ
ン
・

パ
ウ
病
院
等
の
世
界
遺
産
を
は
じ
め
、
カ
タ

ル
ー
ニ
ャ
地
方
の
歴
史
と
文
化
を
反
映
し
た

多
様
な
歴
史
的
建
造
物
や
都
市
空
間
を
有
す

る
都
市
で
あ
る
。
豊
か
な
文
化
遺
産
は
多
く

の
観
光
客
を
惹
き
つ
け
る
観
光
資
源
と
な
っ

て
い
る
一
方
で
、
一
部
地
域
へ
の
観
光
客
の

集
中
に
よ
る
生
活
環
境
へ
の
影
響
な
ど
の
課

題
も
抱
え
て
い
る
。

　
筆
者
は
現
在
、
京
都
事
務
所
（
J
T
B
F

京
都
観
光
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
）

に
所
属
し
て
お
り
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
都
市

計
画
の
分
野
に
お
い
て
歴
史
的
景
観
や
文
化

財
の
保
護
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
か
ら
、
日

本
に
お
け
る
文
化
財
保
護
の
課
題
を
感
じ
る

一
方
で
、
歴
史
的
資
源
な
ど
地
域
の
魅
力
あ

る
観
光
資
源
を
活
用
し
、
新
た
な
価
値
を
創

造
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
。

　
上
記
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
本
稿
で

は
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る
文
化
遺
産
を
活
用

し
た
観
光
に
着
目
し
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
な

ら
び
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
文
化
遺
産
保
護
施

策
を
整
理
し
た
う
え
で
、
文
化
遺
産
を
活
用

し
た
取
り
組
み
で
あ
る
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
モ
ダ

ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
に
つ
い
て
現
地
視
察
の
様

子
を
ま
と
め
、
我
が
国
に
お
け
る
歴
史
的
、

文
化
的
資
源
を
活
用
し
た
観
光
へ
の
展
開
の

可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
に
お
け
る
文
化
遺
産
を
活

用
し
た
観
光
の
前
提
と
し
て
、
カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
州
な
ら
び
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
に
お
け
る

文
化
遺
産
保
護
施
策
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
経
緯
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
現
在
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

　
基
礎
と
な
っ
た
の
は
、
1
9
5
6
年
に
ス

ペ
イ
ン
で
初
め
て
の
近
代
的
な
都
市
計
画

法
と
し
て
制
定
さ
れ
た
土
地
法
（Ley del 

S
uelo

）
で
あ
る
。
こ
の
法
律
で
は
、
自
治

体
が
芸
術
的
、
考
古
学
的
、
伝
統
的
な
価
値

を
持
ち
取
り
壊
し
が
認
め
ら
れ
な
い
建
造
物

の
リ
ス
ト
を
承
認
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ

れ
、
都
市
計
画
と
文
化
遺
産
保
護
を
結
び
付

け
た
初
期
の
制
度
と
し
て
特
筆
す
べ
き
も
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
に
お
い

て
は
、
1
9
6
2
年
、
土
地
法
に
基
づ
き「
芸

術
的
、
歴
史
的
、
考
古
学
的
、
ま
た
は
伝
統

的
な
価
値
の
あ
る
建
築
物
お
よ
び
記
念
物

の
目
録（C

a
tá
lo
g
o
 d
e
 E
d
ifi
cio

s y 

M
o
n
u
m
en
to
s d

e In
terés A

rtístico
, 

H
istó

rico
, A

rq
u
eo
ló
gico

 T
íp
ico

 o 

T
rad

icio
n
al d

e B
arcelo

n
a

）」が
作
成

さ
れ
た
。
一
方
、
当
時
の
土
地
法
は
あ
く
ま

で
も
都
市
計
画
的
な
土
地
利
用
施
策
の
一
部

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
目
録
は
単
な
る
リ
ス

ト
と
し
て
解
体
許
可
の
た
め
の
手
段
と
し
て

使
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
文
化
財
の
保
護
に

は
必
ず
し
も
十
分
に
機
能
し
な
か
っ
た
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、1
9
7
9
年
に
は
、バ
ル
セ
ロ
ナ
市

の「
歴
史
的
・
芸
術
的
遺
産
目
録（C

atálogo 

de P
atrim

onio H
istórico A

rtístico de la 

C
iudad de B

arcelona

）」が
承
認
さ
れ
、文

化
財
の
記
録
化
か
ら
法
的
効
力
の
あ
る
保
護

制
度
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
保

護
対
象
も
拡
大
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
公
共
の

利
益
に
資
す
る
計
画
の
見
通
し
が
あ
る
場

合
に
は
、
登
録
解
除
と
解
体
が
可
能
で
あ
っ

た
た
め
、
都
市
計
画
と
文
化
遺
産
保
護
の

間
の
課
題
の
解
消
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

3
．バ
ル
セ
ロ
ナ・

モ
ダ
ニ
ズ
ム・ル
ー
ト

の
概
要

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
文
化
遺
産
法

（
1
9
9
3
年
）と

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
文
化
遺
産
目
録  

バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の

文
化
遺
産
保
護
施
策

分
、
公
共
空
間
の
貸
し
出
し
に
よ
る
収
益
等

に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
同
じ
場
所

で
営
業
を
続
け
て
い
る
商
業
施
設
を
対
象

に
、「
永
遠
の
美
し
さ（G

uapos per sem
pre

）」

プ
レ
ー
ト
を
授
与
す
る
取
り
組
み
が
1
9

【写真1】バルセロナ・モダニズム・ルート ガイドマップ（濃い色で着色されている箇所がモダニズム・ルートに選定された建造物が所在
する街区）

‒❸ バルセロナにおける文化遺産の保護と観光への活用の現状4
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バルセロナ・モダニズム・ルートに選定されている建造物の例（いずれも都市景観研究所の支援による修
復が実施されている）　上：【写真4】Cases Rocamora（カサ・ロカモラ） 天然石の洗浄、ドームの修復・メ
ンテナンス、手すりの補強など（2005年、2007年）　左下：【写真5】Editorial Montaner i Simon（現・ア
ントニ・タピエス博物館） ファサードの洗浄（2010年）
右下：【写真6】「永遠の美しさ」プレート

9
3
年
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
都

市
景
観
研
究
所
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
、

授
与
さ
れ
た
プ
レ
ー
ト
が
各
店
舗
前
の
路
面

に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
な
ら
び
に

バ
ル
セ
ロ
ナ
市
に
お
け
る
文
化
遺
産
保
護
制

度
、
そ
し
て
文
化
遺
産
を
活
用
し
た
観
光
と

し
て
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト

や
運
営
主
体
で
あ
る
都
市
景
観
研
究
所
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
整
理
し
た
。

　
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
の
特
徴
と
し
て
、

第
一
に
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
の
文
化
遺
産
保

護
施
策
で
あ
る
「
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
文
化
遺
産

目
録
」
と
連
携
し
た
取
り
組
み
で
あ
り
、
文

化
遺
産
の
保
護
と
活
用
の
両
立
を
図
っ
て
い

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
二
に
、
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
収
益
は
文
化
遺
産
の
修
復
に
充
て

ら
れ
て
お
り
、
文
化
遺
産
保
護
に
つ
な
が
る

仕
組
み
が
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
特
筆
す

べ
き
点
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
に
、
モ
ダ
ニ

ズ
ム
・
ル
ー
ト
の
取
り
組
み
は
バ
ル
セ
ロ
ナ

市
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
各

地
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
へ
の
展
開
が
み
ら
れ

る
点
も
注
目
に
値
す
る
。

　
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
の
取
り
組
み
は
、

京
都
を
は
じ
め
と
す
る
我
が
国
の
観
光
地
づ

く
り
に
あ
た
っ
て
、
文
化
財
の
保
護
と
観
光

へ
の
活
用
の
両
立
や
、
観
光
客
が
集
中
す
る

エ
リ
ア
に
お
け
る
分
散
化
な
ど
共
通
す
る
課

題
も
多
く
、
大
い
に
参
考
に
な
る
事
例
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

　
一
方
で
、
現
地
視
察
の
際
に
は
、
依
然
と

し
て
一
部
の
ガ
ウ
デ
ィ
建
築
等
へ
観
光
客
が

集
中
す
る
様
子
も
み
ら
れ
、
さ
ら
な
る
混
雑

解
消
の
必
要
性
も
感
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、

周
辺
住
民
へ
の
影
響
の
軽
減
を
図
る
だ
け
で

な
く
、
観
光
客
の
満
足
度
向
上
の
面
か
ら
も

対
策
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ

う
。
こ
れ
ら
の
観
光
課
題
へ
の
対
応
の
た
め

に
も
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る
取
り
組
み
に
引

き
続
き
注
目
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
次
第

で
あ
る
。

ク
の
収
益
は
全
て
文
化
遺
産
の
保
護
や
活
用

に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
構
成
建
造
物

を
網
羅
す
る
ル
ー
ト
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い

も
の
の
、
推
奨
ル
ー
ト
と
し
て
バ
ル
セ
ロ
ナ

凱
旋
門
を
起
点
に
、
旧
市
街
、
カ
サ
・
バ
ト

リ
ョ
、
カ
サ
・
ミ
ラ
、
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ

リ
ア
な
ど
の
ガ
ウ
デ
ィ
の
作
品
群
、
サ
ン
・

パ
ウ
病
院
な
ど
の
主
要
な
建
造
物
を
巡
る
1

日
ル
ー
ト
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
主
要

な
建
造
物
を
2
時
間
で
巡
る
バ
ル
セ
ロ
ナ
観

光
局
公
認
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
も
販
売
さ
れ
て

い
る
。　

さ
ら
に
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・

ル
ー
ト
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
内
に
と
ど
ま
ら

ず
、
協
定
に
よ
り
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
内
の
一

部
の
文
化
遺
産
へ
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
2
0
0
0
年
に
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
・

モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
を
発
展
さ
せ
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
地
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
都
市
を
結
ぶ

国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
モ

ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
（R

uta E
uropea del 

M
odernism

o

）」
が
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
を
中

心
に
設
立
さ
れ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
モ
ダ
ニ

ズ
ム
・
ル
ー
ト
に
は
、
2
0
2
2
年
時
点
で

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
外
の
81
都
市
と
76
機
関
が
参

加
し
て
お
り
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・

ル
ー
ト
と
同
じ
く
都
市
景
観
研
究
所
が
運
営

を
担
っ
て
い
る
。

　
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
を
主
催
す
る
「
都

市
景
観
と
生
活
の
質
研
究
所
」
は
、市
、名
誉

ス
ポ
ン
サ
ー
、
建
築
の
所
有
・
管
理
団
体
、

企
業
等
で
構
成
さ
れ
る「
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
モ
ダ

ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
名
誉
評
議
会（C

onsejo de 

H
on
or d

e la R
u
ta d

el M
od
ern

ism
o 

de B
arcelona

）」の
支
援
を
受
け
て
運
営

さ
れ
て
い
る
。

　
公
共
空
間
の
景
観
形
成
な
ど
の
役
割
を
担

う
都
市
景
観
研
究
所
の
取
り
組
み
の
1
つ
と

し
て
、「〝
バ
ル
セ
ロ
ナ
、き
れ
い
に
な
ろ
う
〞プ

ロ
グ
ラ
ム（B

arcelon
a pon

te gu
apa

）」

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・

ル
ー
ト
に
選
定
さ
れ
た
建
造
物
の
修
理
、
保

護
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
都
市
景
観
研
究
所
よ

り
所
有
者
、管
理
者
に
対
し
て
技
術
的
助
言
、

経
済
的
支
援
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
バ
ル

セ
ロ
ナ
市
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、
2
0

2
3
年
に
は
都
市
景
観
研
究
所
よ
り
26
件
の

修
復
に
対
し
約
1
8
6
万
ユ
ー
ロ
が
支
出
さ

れ
て
い
る
。
な
お
、
都
市
景
観
研
究
所
の
運

営
費
は
、
前
述
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
売
り
上

げ
の
ほ
か
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
か
ら
の
予
算
配

（
以
下
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
）に
着
目
し
、

現
地
に
て
そ
の
状
況
を
視
察
し
た
。

　
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
は
、
1
9
9
7
年

よ
り
、バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
都
市
景
観
の
保
護
、

啓
発
、
維
持
向
上
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
市
の
傘
下
組
織
で
あ
る
「
都
市
景
観
と

生
活
の
質
研
究
所
（Instituto M

unicipal 

del P
aisaje U

rban
o y la C

alidad de 

V
ida

）」（
以
下
、
都
市
景
観
研
究
所
）に
よ
っ

て
実
施
さ
れ
て
い
る
。「
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
文

化
遺
産
目
録
」
に
登
録
さ
れ
た
建
造
物
等
の

う
ち
、
公
共
建
築
、
学
校
、
教
会
、
工
場
な

ど
約
1
2
0
件
の
建
造
物
が
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・

ル
ー
ト
と
し
て
選
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ガ
ウ
デ
ィ
以
外
の
建
築
家
に
よ
る
建
造
物
も

多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
観
光
に
お
け
る
ガ
ウ
デ
ィ
建
築
以
外
へ
の

分
散
化
施
策
と
し
て
の
側
面
も
持
つ
。

　
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
を
構
成
す
る
建
造

物
や
そ
の
マ
ッ
プ
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
・

ガ
イ
ド
で
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
都
市
景
観

研
究
所
の
事
務

所
、モ
ダ
ニ
ズ

ム・セ
ン
タ
ー（
一

時
休
業
中
）や

オ
ン
ラ
イ
ン
で

販
売
さ
れ
て
い

る
ガ
イ
ド
ブ
ッ

　
そ
の
後
、
1
9
8
0
年
代
に
入
る
と
文
化

遺
産
保
護
の
取
り
組
み
が
広
く
認
知
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
1
9
9
3
年
に
カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
州
政
府
に
よ
り
「
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
文
化

遺
産
法
（
1
9
9
3
年
法
律
第
9
号
）（Ley 

del P
atrim

onio C
ultural C

atalán

）」
が

制
定
さ
れ
た
。こ
の
法
律
は
、カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

の
文
化
遺
産
を
広
く
捉
え
た
概
念
に
基
づ
い

て
お
り
、
文
化
遺
産
の
保
護
、
保
存
、
研
究
、

普
及
、
促
進
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
文
化
遺
産
法
で
は
、
文
化

遺
産
は
4
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
ら
れ
る
。

最
も
重
要
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

州
政
府
に
よ
り
指
定
さ
れ
る
「
国
家
的
重
要

文
化
財
（B

C
IN

）（B
ien

 C
u
ltu

ral d
e 

In
terés N

acio
n
al

）」
で
あ
り
、
国
家
的

重
要
文
化
財
登
録
簿
へ
の
登
録
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
。2
番
目
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、

「
地
域
的
文
化
財（B

C
IL

）（B
ien C

ultural 

de Interés Local

）」で
あ
り
、
国
家
的
重

要
文
化
財
の
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
も
の

の
中
か
ら
、
人
口
5
0
0
0
人
以
上
の
自
治

体
は
市
町
村
議
会
、
人
口
5
0
0
0
人
未
満

の
自
治
体
は
郡
議
会
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
指
定

さ
れ
、カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
政
府
文
化
局
に
よ
り

「
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
文
化
遺
産
目
録（Inventario 

d
el P

atrim
o
n
io
 A
rq
u
itectó

n
ico

 d
e 

C
atalu

ñ
a

）」に
登
録
さ
れ
る
。
な
お
、
カ

タ
ル
ー
ニ
ャ
文
化
遺
産
法
施
行
の
時
点
で
、

当
時
の
遺
産
目
録
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
も

地
域
的
文
化
財
に
該
当
す
る
。
3
番
目
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
は
、
国
家
的
重
要
文
化
財
、
地
域

的
文
化
財
以
外
で
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
文
化
遺
産

目
録
と
し
て
十
分
な
芸
術
的
、
建
築
的
、
ま

た
は
歴
史
的
価
値
を
持
つ
「
都
市
的
重
要
遺

産
（Los restantes bienes integrantes 

d
el p

atrim
o
n
io
 cu

ltu
ral catalán

）」

で
あ
り
、市
の
責
任
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
。そ

し
て
、4
番
目
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
、2
0

2
2
年
の
法
改
正
で
追
加
さ
れ
た「
象
徴
的
施

設（E
stablecim

ien
tos em

blem
áticos

）」

が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
上
位
3
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
建
造
物
の

維
持
管
理
が
義
務
付
け
ら
れ
、
解
体
は
許
可

さ
れ
て
お
ら
ず
、
4
番
目
の
象
徴
的
施
設
に

つ
い
て
は
、
調
査
報
告
書
を
提
出
し
承
認
を

得
た
上
で
解
体
が
許
可
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
文
化
遺
産
を
記
録
し
、
体
系
的
な

編
集
、調
査
、普
及
を
目
的
と
し
た
カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
文
化
遺
産
目
録
は
1
9
8
2
年
よ
り

運
用
さ
れ
て
い
る
。
1
9
9
3
年
の
カ
タ

ル
ー
ニ
ャ
文
化
遺
産
法
制
定
後
は
、
目
録
の

作
成
が
法
制
度
と
し
て
組
み
入
れ
ら
れ
、
前

述
の
B
C
I
N
や
B
C
I
L
に
位
置
付
け
ら

れ
る
文
化
遺
産
な
ど
が
目
録
に
登
録
さ
れ
て

い
る
。
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
政
府
は
目
録
の
作

成
と
維
持
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
目
録

の
公
開
デ
ー
タ
へ
の
市
民
の
ア
ク
セ
ス
が
保

証
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
で
、バ
ル
セ
ロ
ナ
市
に
お
い
て
は
、

2
0
2
2
年
4
月
、「
バ
ル
セ
ロ
ナ
、文
化
遺
産

都
市（B

arcelona, ciudad patrim
onio

）」

を
発
表
し
た
。こ
の
施
策
で
は
、①
目
録
の
整

備
に
よ
る
遺
産
の
価
値
の
見
え
る
化
、②
保

護
、
保
存
の
た
め
の
新
た
な
規
制
手
段
の

推
進
、③
遺
産
に
対
す
る
介
入
、
改
善
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
構
築
、④
専
門
チ
ー
ム
の
強
化
、⑤

市
民
と
行
政
の
対
話
、
協
働
、⑥
都
市
の
文

化
と
持
続
観
光
な
観
光
を
促
進
す
る
新
た

な
仕
組
み
の
構
築
、
の
6
つ
の
基
本
目
標

を
掲
げ
、
文
化
遺
産
施
策
の
国
際
的
な
先

進
都
市
と
し
て
の
地
位
を
確
立
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、同
年
9
月
に
は
、「
建
設
工
事
に
お

け
る
自
治
体
介
入
手
続
き
条
例（O

R
P
IM
O

）

（L
a O

rd
en
an
za R

egu
lad

ora d
e los 

P
ro
ced

im
ien

to
s d

e In
terven

ció
n 

M
unicipales en las O

bras

）」の
改
正
案

が
可
決
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
十
分
に
評
価
さ
れ
ず
に
取
り
壊
さ
れ
て

い
た
歴
史
的
建
造
物
の
再
評
価
や
無
秩
序
な

再
開
発
の
抑
制
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
従
来
は
解
体
に
あ
た
っ
て
届
出

の
手
続
き
の
み
で
可
能
で
あ
っ
た
も
の
が
、

許
可
制
と
な
り
、
調
査
報
告
書
に
基
づ
き
重

要
な
建
物
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
解
体

許
可
申
請
を
却
下
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
に
お
い
て
は
、
文
化
遺
産

を
観
光
に
活
用
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
歴

史
的
建
造
物
や
伝
統
行
事
の
観
光
資
源
化
が

進
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
混
雑
対
策
と
し
て

ガ
ウ
デ
ィ
建
築
に
お
け
る
予
約
制
の
導
入
、

郊
外
の
文
化
遺
産
へ
の
誘
導
に
よ
る
分
散
化

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
19
世

紀
末
か
ら
20
世
紀
初
頭
に
か
け
て
カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
地
方
で
活
発
に
行
わ
れ
た
芸
術
・
建
築

運
動
「
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
の

建
築
群
を
巡
る
観
光
ル
ー
ト
で
あ
る
「
バ
ル

セ
ロ
ナ
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
（R

u
ta 

d
el M

o
d
ern

ism
o
 d
e B

arcelo
n
a

）」

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
ア
ン
ト
ニ
・
ガ
ウ
デ
ィ
の

作
品
群
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
音
楽
堂
、
サ
ン
・

パ
ウ
病
院
等
の
世
界
遺
産
を
は
じ
め
、
カ
タ

ル
ー
ニ
ャ
地
方
の
歴
史
と
文
化
を
反
映
し
た

多
様
な
歴
史
的
建
造
物
や
都
市
空
間
を
有
す

る
都
市
で
あ
る
。
豊
か
な
文
化
遺
産
は
多
く

の
観
光
客
を
惹
き
つ
け
る
観
光
資
源
と
な
っ

て
い
る
一
方
で
、
一
部
地
域
へ
の
観
光
客
の

集
中
に
よ
る
生
活
環
境
へ
の
影
響
な
ど
の
課

題
も
抱
え
て
い
る
。

　
筆
者
は
現
在
、
京
都
事
務
所
（
J
T
B
F

京
都
観
光
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
）

に
所
属
し
て
お
り
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
都
市

計
画
の
分
野
に
お
い
て
歴
史
的
景
観
や
文
化

財
の
保
護
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
か
ら
、
日

本
に
お
け
る
文
化
財
保
護
の
課
題
を
感
じ
る

一
方
で
、
歴
史
的
資
源
な
ど
地
域
の
魅
力
あ

る
観
光
資
源
を
活
用
し
、
新
た
な
価
値
を
創

造
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
。

　
上
記
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
本
稿
で

は
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る
文
化
遺
産
を
活
用

し
た
観
光
に
着
目
し
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
な

ら
び
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
文
化
遺
産
保
護
施

策
を
整
理
し
た
う
え
で
、
文
化
遺
産
を
活
用

し
た
取
り
組
み
で
あ
る
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
モ
ダ

ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
に
つ
い
て
現
地
視
察
の
様

子
を
ま
と
め
、
我
が
国
に
お
け
る
歴
史
的
、

文
化
的
資
源
を
活
用
し
た
観
光
へ
の
展
開
の

可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
に
お
け
る
文
化
遺
産
を
活

用
し
た
観
光
の
前
提
と
し
て
、
カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
州
な
ら
び
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
に
お
け
る

文
化
遺
産
保
護
施
策
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
経
緯
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
現
在
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

　
基
礎
と
な
っ
た
の
は
、
1
9
5
6
年
に
ス

ペ
イ
ン
で
初
め
て
の
近
代
的
な
都
市
計
画

法
と
し
て
制
定
さ
れ
た
土
地
法
（Ley del 

S
uelo

）
で
あ
る
。
こ
の
法
律
で
は
、
自
治

体
が
芸
術
的
、
考
古
学
的
、
伝
統
的
な
価
値

を
持
ち
取
り
壊
し
が
認
め
ら
れ
な
い
建
造
物

の
リ
ス
ト
を
承
認
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ

れ
、
都
市
計
画
と
文
化
遺
産
保
護
を
結
び
付

け
た
初
期
の
制
度
と
し
て
特
筆
す
べ
き
も
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
に
お
い

て
は
、
1
9
6
2
年
、
土
地
法
に
基
づ
き「
芸

術
的
、
歴
史
的
、
考
古
学
的
、
ま
た
は
伝
統

的
な
価
値
の
あ
る
建
築
物
お
よ
び
記
念
物

の
目
録（C

a
tá
lo
g
o
 d
e
 E
d
ifi
cio

s y 

M
o
n
u
m
en
to
s d

e In
terés A

rtístico
, 

H
istó

rico
, A

rq
u
eo
ló
gico

 T
íp
ico

 o 

T
rad

icio
n
al d

e B
arcelo

n
a

）」が
作
成

さ
れ
た
。
一
方
、
当
時
の
土
地
法
は
あ
く
ま

で
も
都
市
計
画
的
な
土
地
利
用
施
策
の
一
部

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
目
録
は
単
な
る
リ
ス

ト
と
し
て
解
体
許
可
の
た
め
の
手
段
と
し
て

使
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
文
化
財
の
保
護
に

は
必
ず
し
も
十
分
に
機
能
し
な
か
っ
た
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、1
9
7
9
年
に
は
、バ
ル
セ
ロ
ナ
市

の「
歴
史
的
・
芸
術
的
遺
産
目
録（C

atálogo 

de P
atrim

onio H
istórico A

rtístico de la 

C
iudad de B

arcelona

）」が
承
認
さ
れ
、文

化
財
の
記
録
化
か
ら
法
的
効
力
の
あ
る
保
護

制
度
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
保

護
対
象
も
拡
大
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
公
共
の

利
益
に
資
す
る
計
画
の
見
通
し
が
あ
る
場

合
に
は
、
登
録
解
除
と
解
体
が
可
能
で
あ
っ

た
た
め
、
都
市
計
画
と
文
化
遺
産
保
護
の

間
の
課
題
の
解
消
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

5
．ま
と
め

4
．運
営
組
織

「
都
市
景
観
と

生
活
の
質
研
究
所
」の

取
り
組
み

＜参考文献＞
Barcelona City Council WEBサイト（https://www.barcelona.cat/en/）、2025年11月26日最終閲覧
Ruta del Modernismo de Barcelona WEBサイト（https://rutadelmodernisme.com/es/）、2025年11月26日最終閲覧
Ruta Europea del Modernismo WEBサイト（https://artnouveau.eu/es/index.php）、2025年11月26日最終閲覧
Institut Municipal del Paisatge Urbà（発行年不詳）, Barecelona Modernisme Route Guide
Ajuntament de Barcelona（2023）, Cost Report 2023 MANAGEMENT INDICATORS REPORT

分
、
公
共
空
間
の
貸
し
出
し
に
よ
る
収
益
等

に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
同
じ
場
所

で
営
業
を
続
け
て
い
る
商
業
施
設
を
対
象

に
、「
永
遠
の
美
し
さ（G

uapos per sem
pre

）」

プ
レ
ー
ト
を
授
与
す
る
取
り
組
み
が
1
9

‒❸ バルセロナにおける文化遺産の保護と観光への活用の現状4
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バルセロナ・モダニズム・ルートに選定されている建造物の例（いずれも都市景観研究所の支援による修
復が実施されている）　上：【写真4】Cases Rocamora（カサ・ロカモラ） 天然石の洗浄、ドームの修復・メ
ンテナンス、手すりの補強など（2005年、2007年）　左下：【写真5】Editorial Montaner i Simon（現・ア
ントニ・タピエス博物館） ファサードの洗浄（2010年）
右下：【写真6】「永遠の美しさ」プレート

9
3
年
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
都

市
景
観
研
究
所
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
、

授
与
さ
れ
た
プ
レ
ー
ト
が
各
店
舗
前
の
路
面

に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
な
ら
び
に

バ
ル
セ
ロ
ナ
市
に
お
け
る
文
化
遺
産
保
護
制

度
、
そ
し
て
文
化
遺
産
を
活
用
し
た
観
光
と

し
て
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト

や
運
営
主
体
で
あ
る
都
市
景
観
研
究
所
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
整
理
し
た
。

　
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
の
特
徴
と
し
て
、

第
一
に
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
の
文
化
遺
産
保

護
施
策
で
あ
る
「
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
文
化
遺
産

目
録
」
と
連
携
し
た
取
り
組
み
で
あ
り
、
文

化
遺
産
の
保
護
と
活
用
の
両
立
を
図
っ
て
い

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
二
に
、
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
収
益
は
文
化
遺
産
の
修
復
に
充
て

ら
れ
て
お
り
、
文
化
遺
産
保
護
に
つ
な
が
る

仕
組
み
が
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
特
筆
す

べ
き
点
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
に
、
モ
ダ
ニ

ズ
ム
・
ル
ー
ト
の
取
り
組
み
は
バ
ル
セ
ロ
ナ

市
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
各

地
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
へ
の
展
開
が
み
ら
れ

る
点
も
注
目
に
値
す
る
。

　
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
の
取
り
組
み
は
、

京
都
を
は
じ
め
と
す
る
我
が
国
の
観
光
地
づ

く
り
に
あ
た
っ
て
、
文
化
財
の
保
護
と
観
光

へ
の
活
用
の
両
立
や
、
観
光
客
が
集
中
す
る

エ
リ
ア
に
お
け
る
分
散
化
な
ど
共
通
す
る
課

題
も
多
く
、
大
い
に
参
考
に
な
る
事
例
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

　
一
方
で
、
現
地
視
察
の
際
に
は
、
依
然
と

し
て
一
部
の
ガ
ウ
デ
ィ
建
築
等
へ
観
光
客
が

集
中
す
る
様
子
も
み
ら
れ
、
さ
ら
な
る
混
雑

解
消
の
必
要
性
も
感
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、

周
辺
住
民
へ
の
影
響
の
軽
減
を
図
る
だ
け
で

な
く
、
観
光
客
の
満
足
度
向
上
の
面
か
ら
も

対
策
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ

う
。
こ
れ
ら
の
観
光
課
題
へ
の
対
応
の
た
め

に
も
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る
取
り
組
み
に
引

き
続
き
注
目
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
次
第

で
あ
る
。

ク
の
収
益
は
全
て
文
化
遺
産
の
保
護
や
活
用

に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
構
成
建
造
物

を
網
羅
す
る
ル
ー
ト
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い

も
の
の
、
推
奨
ル
ー
ト
と
し
て
バ
ル
セ
ロ
ナ

凱
旋
門
を
起
点
に
、
旧
市
街
、
カ
サ
・
バ
ト

リ
ョ
、
カ
サ
・
ミ
ラ
、
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ

リ
ア
な
ど
の
ガ
ウ
デ
ィ
の
作
品
群
、
サ
ン
・

パ
ウ
病
院
な
ど
の
主
要
な
建
造
物
を
巡
る
1

日
ル
ー
ト
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
主
要

な
建
造
物
を
2
時
間
で
巡
る
バ
ル
セ
ロ
ナ
観

光
局
公
認
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
も
販
売
さ
れ
て

い
る
。　

さ
ら
に
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・

ル
ー
ト
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
内
に
と
ど
ま
ら

ず
、
協
定
に
よ
り
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
内
の
一

部
の
文
化
遺
産
へ
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
2
0
0
0
年
に
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
・

モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
を
発
展
さ
せ
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
地
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
都
市
を
結
ぶ

国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
モ

ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
（R

uta E
uropea del 

M
odernism

o

）」
が
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
を
中

心
に
設
立
さ
れ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
モ
ダ
ニ

ズ
ム
・
ル
ー
ト
に
は
、
2
0
2
2
年
時
点
で

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
外
の
81
都
市
と
76
機
関
が
参

加
し
て
お
り
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・

ル
ー
ト
と
同
じ
く
都
市
景
観
研
究
所
が
運
営

を
担
っ
て
い
る
。

　
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
を
主
催
す
る
「
都

市
景
観
と
生
活
の
質
研
究
所
」
は
、市
、名
誉

ス
ポ
ン
サ
ー
、
建
築
の
所
有
・
管
理
団
体
、

企
業
等
で
構
成
さ
れ
る「
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
モ
ダ

ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
名
誉
評
議
会（C

onsejo de 

H
on
or d

e la R
u
ta d

el M
od
ern

ism
o 

de B
arcelona

）」の
支
援
を
受
け
て
運
営

さ
れ
て
い
る
。

　
公
共
空
間
の
景
観
形
成
な
ど
の
役
割
を
担

う
都
市
景
観
研
究
所
の
取
り
組
み
の
1
つ
と

し
て
、「〝
バ
ル
セ
ロ
ナ
、き
れ
い
に
な
ろ
う
〞プ

ロ
グ
ラ
ム（B

arcelon
a pon

te gu
apa

）」

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・

ル
ー
ト
に
選
定
さ
れ
た
建
造
物
の
修
理
、
保

護
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
都
市
景
観
研
究
所
よ

り
所
有
者
、管
理
者
に
対
し
て
技
術
的
助
言
、

経
済
的
支
援
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
バ
ル

セ
ロ
ナ
市
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、
2
0

2
3
年
に
は
都
市
景
観
研
究
所
よ
り
26
件
の

修
復
に
対
し
約
1
8
6
万
ユ
ー
ロ
が
支
出
さ

れ
て
い
る
。
な
お
、
都
市
景
観
研
究
所
の
運

営
費
は
、
前
述
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
売
り
上

げ
の
ほ
か
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
か
ら
の
予
算
配

（
以
下
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
）に
着
目
し
、

現
地
に
て
そ
の
状
況
を
視
察
し
た
。

　
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
は
、
1
9
9
7
年

よ
り
、バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
都
市
景
観
の
保
護
、

啓
発
、
維
持
向
上
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
市
の
傘
下
組
織
で
あ
る
「
都
市
景
観
と

生
活
の
質
研
究
所
（Instituto M

unicipal 

del P
aisaje U

rban
o y la C

alidad de 

V
ida

）」（
以
下
、
都
市
景
観
研
究
所
）に
よ
っ

て
実
施
さ
れ
て
い
る
。「
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
文

化
遺
産
目
録
」
に
登
録
さ
れ
た
建
造
物
等
の

う
ち
、
公
共
建
築
、
学
校
、
教
会
、
工
場
な

ど
約
1
2
0
件
の
建
造
物
が
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・

ル
ー
ト
と
し
て
選
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ガ
ウ
デ
ィ
以
外
の
建
築
家
に
よ
る
建
造
物
も

多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
観
光
に
お
け
る
ガ
ウ
デ
ィ
建
築
以
外
へ
の

分
散
化
施
策
と
し
て
の
側
面
も
持
つ
。

　
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
を
構
成
す
る
建
造

物
や
そ
の
マ
ッ
プ
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
・

ガ
イ
ド
で
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
都
市
景
観

研
究
所
の
事
務

所
、モ
ダ
ニ
ズ

ム・セ
ン
タ
ー（
一

時
休
業
中
）や

オ
ン
ラ
イ
ン
で

販
売
さ
れ
て
い

る
ガ
イ
ド
ブ
ッ

　
そ
の
後
、
1
9
8
0
年
代
に
入
る
と
文
化

遺
産
保
護
の
取
り
組
み
が
広
く
認
知
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
1
9
9
3
年
に
カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
州
政
府
に
よ
り
「
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
文
化

遺
産
法
（
1
9
9
3
年
法
律
第
9
号
）（Ley 

del P
atrim

onio C
ultural C

atalán

）」
が

制
定
さ
れ
た
。こ
の
法
律
は
、カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

の
文
化
遺
産
を
広
く
捉
え
た
概
念
に
基
づ
い

て
お
り
、
文
化
遺
産
の
保
護
、
保
存
、
研
究
、

普
及
、
促
進
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
文
化
遺
産
法
で
は
、
文
化

遺
産
は
4
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
ら
れ
る
。

最
も
重
要
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

州
政
府
に
よ
り
指
定
さ
れ
る
「
国
家
的
重
要

文
化
財
（B

C
IN

）（B
ien

 C
u
ltu

ral d
e 

In
terés N

acio
n
al

）」
で
あ
り
、
国
家
的

重
要
文
化
財
登
録
簿
へ
の
登
録
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
。2
番
目
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、

「
地
域
的
文
化
財（B

C
IL

）（B
ien C

ultural 

de Interés Local

）」で
あ
り
、
国
家
的
重

要
文
化
財
の
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
も
の

の
中
か
ら
、
人
口
5
0
0
0
人
以
上
の
自
治

体
は
市
町
村
議
会
、
人
口
5
0
0
0
人
未
満

の
自
治
体
は
郡
議
会
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
指
定

さ
れ
、カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
政
府
文
化
局
に
よ
り

「
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
文
化
遺
産
目
録（Inventario 

d
el P

atrim
o
n
io
 A
rq
u
itectó

n
ico

 d
e 

C
atalu

ñ
a

）」に
登
録
さ
れ
る
。
な
お
、
カ

タ
ル
ー
ニ
ャ
文
化
遺
産
法
施
行
の
時
点
で
、

当
時
の
遺
産
目
録
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
も

地
域
的
文
化
財
に
該
当
す
る
。
3
番
目
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
は
、
国
家
的
重
要
文
化
財
、
地
域

的
文
化
財
以
外
で
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
文
化
遺
産

目
録
と
し
て
十
分
な
芸
術
的
、
建
築
的
、
ま

た
は
歴
史
的
価
値
を
持
つ
「
都
市
的
重
要
遺

産
（Los restantes bienes integrantes 

d
el p

atrim
o
n
io
 cu

ltu
ral catalán

）」

で
あ
り
、市
の
責
任
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
。そ

し
て
、4
番
目
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
、2
0

2
2
年
の
法
改
正
で
追
加
さ
れ
た「
象
徴
的
施

設（E
stablecim

ien
tos em

blem
áticos

）」

が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
上
位
3
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
建
造
物
の

維
持
管
理
が
義
務
付
け
ら
れ
、
解
体
は
許
可

さ
れ
て
お
ら
ず
、
4
番
目
の
象
徴
的
施
設
に

つ
い
て
は
、
調
査
報
告
書
を
提
出
し
承
認
を

得
た
上
で
解
体
が
許
可
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
文
化
遺
産
を
記
録
し
、
体
系
的
な

編
集
、調
査
、普
及
を
目
的
と
し
た
カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
文
化
遺
産
目
録
は
1
9
8
2
年
よ
り

運
用
さ
れ
て
い
る
。
1
9
9
3
年
の
カ
タ

ル
ー
ニ
ャ
文
化
遺
産
法
制
定
後
は
、
目
録
の

作
成
が
法
制
度
と
し
て
組
み
入
れ
ら
れ
、
前

述
の
B
C
I
N
や
B
C
I
L
に
位
置
付
け
ら

れ
る
文
化
遺
産
な
ど
が
目
録
に
登
録
さ
れ
て

い
る
。
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
政
府
は
目
録
の
作

成
と
維
持
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
目
録

の
公
開
デ
ー
タ
へ
の
市
民
の
ア
ク
セ
ス
が
保

証
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
で
、バ
ル
セ
ロ
ナ
市
に
お
い
て
は
、

2
0
2
2
年
4
月
、「
バ
ル
セ
ロ
ナ
、文
化
遺
産

都
市（B

arcelona, ciudad patrim
onio

）」

を
発
表
し
た
。こ
の
施
策
で
は
、①
目
録
の
整

備
に
よ
る
遺
産
の
価
値
の
見
え
る
化
、②
保

護
、
保
存
の
た
め
の
新
た
な
規
制
手
段
の

推
進
、③
遺
産
に
対
す
る
介
入
、
改
善
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
構
築
、④
専
門
チ
ー
ム
の
強
化
、⑤

市
民
と
行
政
の
対
話
、
協
働
、⑥
都
市
の
文

化
と
持
続
観
光
な
観
光
を
促
進
す
る
新
た

な
仕
組
み
の
構
築
、
の
6
つ
の
基
本
目
標

を
掲
げ
、
文
化
遺
産
施
策
の
国
際
的
な
先

進
都
市
と
し
て
の
地
位
を
確
立
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、同
年
9
月
に
は
、「
建
設
工
事
に
お

け
る
自
治
体
介
入
手
続
き
条
例（O

R
P
IM
O

）

（L
a O

rd
en
an
za R

egu
lad

ora d
e los 

P
ro
ced

im
ien

to
s d

e In
terven

ció
n 

M
unicipales en las O

bras

）」の
改
正
案

が
可
決
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
十
分
に
評
価
さ
れ
ず
に
取
り
壊
さ
れ
て

い
た
歴
史
的
建
造
物
の
再
評
価
や
無
秩
序
な

再
開
発
の
抑
制
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
従
来
は
解
体
に
あ
た
っ
て
届
出

の
手
続
き
の
み
で
可
能
で
あ
っ
た
も
の
が
、

許
可
制
と
な
り
、
調
査
報
告
書
に
基
づ
き
重

要
な
建
物
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
解
体

許
可
申
請
を
却
下
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
に
お
い
て
は
、
文
化
遺
産

を
観
光
に
活
用
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
歴

史
的
建
造
物
や
伝
統
行
事
の
観
光
資
源
化
が

進
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
混
雑
対
策
と
し
て

ガ
ウ
デ
ィ
建
築
に
お
け
る
予
約
制
の
導
入
、

郊
外
の
文
化
遺
産
へ
の
誘
導
に
よ
る
分
散
化

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
19
世

紀
末
か
ら
20
世
紀
初
頭
に
か
け
て
カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
地
方
で
活
発
に
行
わ
れ
た
芸
術
・
建
築

運
動
「
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
の

建
築
群
を
巡
る
観
光
ル
ー
ト
で
あ
る
「
バ
ル

セ
ロ
ナ
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
（R

u
ta 

d
el M

o
d
ern

ism
o
 d
e B

arcelo
n
a

）」

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
ア
ン
ト
ニ
・
ガ
ウ
デ
ィ
の

作
品
群
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
音
楽
堂
、
サ
ン
・

パ
ウ
病
院
等
の
世
界
遺
産
を
は
じ
め
、
カ
タ

ル
ー
ニ
ャ
地
方
の
歴
史
と
文
化
を
反
映
し
た

多
様
な
歴
史
的
建
造
物
や
都
市
空
間
を
有
す

る
都
市
で
あ
る
。
豊
か
な
文
化
遺
産
は
多
く

の
観
光
客
を
惹
き
つ
け
る
観
光
資
源
と
な
っ

て
い
る
一
方
で
、
一
部
地
域
へ
の
観
光
客
の

集
中
に
よ
る
生
活
環
境
へ
の
影
響
な
ど
の
課

題
も
抱
え
て
い
る
。

　
筆
者
は
現
在
、
京
都
事
務
所
（
J
T
B
F

京
都
観
光
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
）

に
所
属
し
て
お
り
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
都
市

計
画
の
分
野
に
お
い
て
歴
史
的
景
観
や
文
化

財
の
保
護
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
か
ら
、
日

本
に
お
け
る
文
化
財
保
護
の
課
題
を
感
じ
る

一
方
で
、
歴
史
的
資
源
な
ど
地
域
の
魅
力
あ

る
観
光
資
源
を
活
用
し
、
新
た
な
価
値
を
創

造
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
。

　
上
記
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
本
稿
で

は
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る
文
化
遺
産
を
活
用

し
た
観
光
に
着
目
し
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
な

ら
び
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
文
化
遺
産
保
護
施

策
を
整
理
し
た
う
え
で
、
文
化
遺
産
を
活
用

し
た
取
り
組
み
で
あ
る
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
モ
ダ

ニ
ズ
ム
・
ル
ー
ト
に
つ
い
て
現
地
視
察
の
様

子
を
ま
と
め
、
我
が
国
に
お
け
る
歴
史
的
、

文
化
的
資
源
を
活
用
し
た
観
光
へ
の
展
開
の

可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
に
お
け
る
文
化
遺
産
を
活

用
し
た
観
光
の
前
提
と
し
て
、
カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
州
な
ら
び
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
に
お
け
る

文
化
遺
産
保
護
施
策
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
経
緯
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
現
在
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

　
基
礎
と
な
っ
た
の
は
、
1
9
5
6
年
に
ス

ペ
イ
ン
で
初
め
て
の
近
代
的
な
都
市
計
画

法
と
し
て
制
定
さ
れ
た
土
地
法
（Ley del 

S
uelo

）
で
あ
る
。
こ
の
法
律
で
は
、
自
治

体
が
芸
術
的
、
考
古
学
的
、
伝
統
的
な
価
値

を
持
ち
取
り
壊
し
が
認
め
ら
れ
な
い
建
造
物

の
リ
ス
ト
を
承
認
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ

れ
、
都
市
計
画
と
文
化
遺
産
保
護
を
結
び
付

け
た
初
期
の
制
度
と
し
て
特
筆
す
べ
き
も
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
に
お
い

て
は
、
1
9
6
2
年
、
土
地
法
に
基
づ
き「
芸

術
的
、
歴
史
的
、
考
古
学
的
、
ま
た
は
伝
統

的
な
価
値
の
あ
る
建
築
物
お
よ
び
記
念
物

の
目
録（C

a
tá
lo
g
o
 d
e
 E
d
ifi
cio

s y 

M
o
n
u
m
en
to
s d

e In
terés A

rtístico
, 

H
istó

rico
, A

rq
u
eo
ló
gico

 T
íp
ico

 o 

T
rad

icio
n
al d

e B
arcelo

n
a

）」が
作
成

さ
れ
た
。
一
方
、
当
時
の
土
地
法
は
あ
く
ま

で
も
都
市
計
画
的
な
土
地
利
用
施
策
の
一
部

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
目
録
は
単
な
る
リ
ス

ト
と
し
て
解
体
許
可
の
た
め
の
手
段
と
し
て

使
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
文
化
財
の
保
護
に

は
必
ず
し
も
十
分
に
機
能
し
な
か
っ
た
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、1
9
7
9
年
に
は
、バ
ル
セ
ロ
ナ
市

の「
歴
史
的
・
芸
術
的
遺
産
目
録（C

atálogo 

de P
atrim

onio H
istórico A

rtístico de la 

C
iudad de B

arcelona

）」が
承
認
さ
れ
、文

化
財
の
記
録
化
か
ら
法
的
効
力
の
あ
る
保
護

制
度
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
保

護
対
象
も
拡
大
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
公
共
の

利
益
に
資
す
る
計
画
の
見
通
し
が
あ
る
場

合
に
は
、
登
録
解
除
と
解
体
が
可
能
で
あ
っ

た
た
め
、
都
市
計
画
と
文
化
遺
産
保
護
の

間
の
課
題
の
解
消
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

5
．ま
と
め

4
．運
営
組
織

「
都
市
景
観
と

生
活
の
質
研
究
所
」の

取
り
組
み

＜参考文献＞
Barcelona City Council WEBサイト（https://www.barcelona.cat/en/）、2025年11月26日最終閲覧
Ruta del Modernismo de Barcelona WEBサイト（https://rutadelmodernisme.com/es/）、2025年11月26日最終閲覧
Ruta Europea del Modernismo WEBサイト（https://artnouveau.eu/es/index.php）、2025年11月26日最終閲覧
Institut Municipal del Paisatge Urbà（発行年不詳）, Barecelona Modernisme Route Guide
Ajuntament de Barcelona（2023）, Cost Report 2023 MANAGEMENT INDICATORS REPORT

分
、
公
共
空
間
の
貸
し
出
し
に
よ
る
収
益
等

に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
同
じ
場
所

で
営
業
を
続
け
て
い
る
商
業
施
設
を
対
象

に
、「
永
遠
の
美
し
さ（G

uapos per sem
pre

）」

プ
レ
ー
ト
を
授
与
す
る
取
り
組
み
が
1
9

‒❸ バルセロナにおける文化遺産の保護と観光への活用の現状4
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（％）

文
化
訪
問

シ
ョッ
ピ
ン
グ

ビ
ー
チ

夜
の
パ
ー
テ
ィ
ー

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム（
自
然
空
間
へ
の
訪
問
）

友
人・家
族
訪
問

仕
事
、ビ
ジ
ネ
ス

ア
ウ
ト
ド
ア
活
動

コ
ン
サ
ー
ト
等
の
鑑
賞

ウ
ェ
ル
ネ
ス（
健
康
増
進
活
動
）

参
加
者
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

ボ
ー
ト
、観
光
船
に
乗
る

ス
ポ
ー
ツ
観
戦

ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム（
ワ
イ
ナ
リ
ー
訪
問
）

ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ

そ
の
他
の
活
動

な
し

0.0

外
に
需
要
の
多
様
化
と
地
域
経
済
へ
の
波
及

効
果
を
目
的
と
し
て
い
る
。
既
往
研
究
に
よ

る
と
、
ス
ペ
イ
ン
の
ワ
イ
ン
街
道
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
よ
る
一
定
の
経
済
成
長
効
果
は
確
認

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
観
光
に
よ
る
利
益
が

地
域
全
体
に
公
平
に
分
配
さ
れ
て
い
る
か
と

い
う
点
が
重
要
な
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
地
方
分
散
を
持
続
的
な
も
の
と
す
る

た
め
に
は
、
単
に
観
光
客
を
地
方
へ
誘
導
す

る
だ
け
で
な
く
、
地
域
内
で
の
公
平
な
利
益

分
配
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
須
で

あ
る
。　

バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
事
例
が
示
す
の
は
、
地

方
分
散
の
成
功
が
単
な
る
場
所
の
移
動
で
は

な
く
、
テ
ー
マ
と
滞
在
形
態
の
多
様
化
に
あ

る
と
い
う
戦
略
性
で
あ
る
。ト
ル
ト
ー
ザ（
宿

泊
・
中
長
距
離
）
と
ペ
ネ
デ
ス
（
日
帰
り
・

短
距
離
）
の
対
比
は
、
日
本
の
地
方
が
取
る

べ
き
戦
略
的
焦
点
（
日
帰
り
特
化
か
、
宿
泊

特
化
か
）
を
考
え
る
上
で
も
具
体
的
な
示
唆

を
与
え
て
く
れ
た
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
事
例
は
、
日
本
の
観
光

地
経
営
に
対
し
、
特
に
地
域
分
散
の
観
点
か

ら
以
下
の
戦
略
的
示
唆
が
得
ら
れ
た
。
本
視

察
の
結
果
は
、
筆
者
が
過
去
に
研
究
対
象
と

図 1 バルセロナ市内で行った活動

「Informe de resultats perfil i hàbits dels turistes a Barcelona ciutat 2024」p.73より筆者作成

続
可
能
な
観
光
憲
章
（
E
C
S
T
）
認
証
に

基
づ
き
、
公
的
機
関
、
事
業
者
、
地
元
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
協
働
す
る
体
制
が
機
能
し
て
い

る
。「
環
境
保
全
」
を
共
通
目
標
と
す
る
こ
と

で
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
参
画
を

促
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
地
域
優
先
の
原
則

と
し
て
、
地
元
住
民
の
起
業
家
精
神
や
持

続
可
能
性
を
重
視
す
る
方
針
を
選
択
し
て

お
り
、
地
域
社
会
の
福
祉
と
環
境
保
全
を

最
優
先
す
る
自
律
的
な
政
策
が
実
践
さ
れ

て
い
る
。

　
カ
ヴ
ァ
（
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
）
の
主

要
生
産
地
で
あ
る
ペ
ネ
デ
ス
は
、ワ
イ
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
推
進
し
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
か
ら
の

日
帰
り
観
光
需
要
の
多
様
化
に
貢
献
し
て
い

る
。
し
か
し
現
在
の
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

利
用
割
合
は
7
・
3
%
に
留
ま
っ
て
お
り
、

地
域
分
散
の
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
期
待

さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
地
方
へ
の
観
光
客
誘
導
は
、
地
域
分
散
以

光
客
の
活
動
を
優
先
し
つ
つ
、
観
光
地
全
体

の
健
全
性
を
確
保
し
、
持
続
可
能
な
観
光
地

経
営
を
目
指
し
て
い
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
地
域
分
散
戦
略
は
、
単

な
る
観
光
圧
力
の
抑
制
だ
け
で
は
な
く
、
都

市
の
公
益
確
保
と
観
光
の
活
力
を
都
市
全
体

に
持
続
さ
せ
る
と
い
う
政
策
思
想
の
転
換
に

基
づ
い
て
い
る
。

　
こ
の
戦
略
を
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
す
る

た
め
、
市
の
行
政
区
域
を
超
え
た
広
域
で
の

連
携
が
不
可
欠
で
あ
り
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州

全
体
を
視
野
に
入
れ
た
「
広
域
連
携
と
地
域

分
散
」
が
特
徴
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
観
光
目
的
地
の
地
域
規
模

を
多
層
化
し
、
州
政
府
や
バ
ル
セ
ロ
ナ
都
市

圏（À
rea M

etropolitana de B
arcelona

）

と
の
協
力
関
係
の
制
度
化
を
目
指
す
、
多
層

的
な
統
治
体
制
の
構
築
を
推
進
し
て
い
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
内
の
観
光
客
の
う
ち
9
・

6
%
が
市
外
へ
の
日
帰
り
旅
行
に
出
か
け
て

お
り
（
表
1
）、
こ
の
需
要
は
地
域
分
散
の

大
き
な
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
観
光
客

を
市
外
へ
誘
導
す
る
地
域
分
散
の
可
能
性
を

探
る
た
め
、
移
動
時
間
と
滞
在
形
態
（
日
帰

り
／
宿
泊
）
を
軸
に
二
つ
の
地
域
へ
の
視
察

を
実
施
し
た
。

　
視
察
先
の
一
つ
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
か
ら

車
で
約
2
時
間
の
距
離
に
位
置
す
る
カ
タ

ル
ー
ニ
ャ
州
南
部
の
歴
史
的
な
都
市
、
ト
ル

ト
ー
ザ
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
ト
ル
ト
ー

ザ
へ
の
移
動
経
路
上
に
位
置
す
る
ワ
イ
ン
産

地
、
ペ
ネ
デ
ス
で
あ
る
。

　
ト
ル
ト
ー
ザ
は
、
歴
史
的
な
城
塞
を
利
用

し
た
パ
ラ
ド
ー
ル
（
国
営
宿
泊
施
設
）
と
い

う
歴
史
・
文
化
的
観
光
資
源
と
、
エ
ブ
ロ
川

デ
ル
タ
地
帯
自
然
公
園
と
い
う
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
資
源
を
有
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
な
ど
の
都

市
観
光
か
ら
の
観
光
客
を
多
角
的
な
テ
ー
マ

へ
と
誘
導
し
、
地
域
分
散
を
図
る
こ
と
が
で

き
そ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
多
角
的
な
分
散
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
歴

史
的
な
城
塞
の
パ
ラ
ド
ー
ル
を
滞
在
型
観
光

の
基
軸
と
し
、
自
然
公
園
を
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
受
け
皿
と
す
る
こ
と
で
成
立
す
る
。
ト

ル
ト
ー
ザ
は
、
都
市
の
混
雑
を
避
け
、
歴
史

的
背
景
や
豊
か
な
自
然
を
深
く
探
求
し
た
い

観
光
客
層
を
効
果
的
に
誘
致
で
き
る
。
結
果

と
し
て
観
光
客
の
流
れ
を
最
適
化
し
、
地
域

分
散
に
貢
献
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
2
0
2
4
年
の
デ
ー
タ
か
ら
は
、
バ
ル
セ

ロ
ナ
市
内
観
光
客
の
65
%
が
ハ
イ
キ
ン
グ
／

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
自
然
空
間
で
の
活
動
に

強
い
需
要
を
示
し
て
お
り
（
表
2
）、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
誘
導
が
市
場
の
ニ
ー
ズ
に

合
致
し
て
い
る
。

　
エ
ブ
ロ
川
デ
ル
タ
地
帯
自
然
公
園
で
は
、

観
光
客
集
中
に
よ
る
環
境
へ
の
負
荷
に
対

し
、
地
方
行
政
機
関
（
市
庁
舎
、
郡
、
18
自

治
体
）
が
連
携
し
、
具
体
的
な
訪
問
者
管
理

策
（
ゾ
ー
ニ
ン
グ
、
柵
の
設
置
、
夜
間
駐
車

へ
の
罰
金
制
度
な
ど
）
を
運
用
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
域
運
営
に
お
い
て
は
、
欧
州
持

観
光
政
策
の
透
明
性
を
確
保
し
、
感
情
論
で

は
な
く
科
学
的
評
価
に
基
づ
い
て
、
観
光
客

の
流
れ
の
最
適
化
や
地
域
社
会
へ
の
影
響
と

い
っ
た
課
題
の
ト
レ
ー
ド
オ
フ
を
管
理
・
調

整
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。さ
ら
に
、

す
べ
て
の
関
係
者
（
政
策
立
案
者
、
観
光
業

界
関
係
者
、
住
民
、
国
際
組
織
な
ど
）が
デ
ー

タ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
普
遍
性
を
実
現
し
て

い
る
こ
と
に
よ
り
、
政
策
議
論
の
質
が
担
保

さ
れ
て
い
る
。

　
O
T
B
の
デ
ー
タ
分
析
は
、
都
市
の
社
会

的
収
容
能
力
（
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
）
を
管
理
し
、

地
域
社
会
の
持
続
性
と
経
済
的
利
益
の
両
立

を
図
る
「
観
光
客
の
流
れ
の
最
適
化
」
を
管

理
す
る
た
め
に
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
内
で
行
っ
た
活

動
に
関
す
る
デ
ー
タ
（
図
1
）
を
み
る
と
、

文
化
訪
問
、
ビ
ー
チ
に
行
く
と
い
っ
た
従
来

の
活
動
に
加
え
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
高
い

割
合
を
占
め
て
い
る
。
市
は
観
光
客
の
関
心

を
都
市
中
心
部
か
ら
郊
外
や
自
然
空
間
へ
と

誘
導
す
る
具
体
的
な
根
拠
を
得
て
い
る
。

O
T
B
の
デ
ー
タ
は
、
持
続
可
能
な
地
域
分

散
型
の
観
光
モ
デ
ル
へ
の
移
行
を
強
力
に
支

援
す
る
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の「G

overnm
ent M

easure 

fo
r T

o
u
rism

 M
an
agem

en
t 

2
0
2

4 ̶ 

2
0
2
7
」に
お
い
て
、
地
域
分
散
は
、

観
光
客
の
集
中
に
よ
る
課
題
の
主
要
な
解
決

策
の
一
つ
と
し
て
、
ま
た
持
続
可
能
な
観
光

モ
デ
ル
の
実
現
に
欠
か
せ
な
い
要
素
と
し

て
、
主
要
な
取
り
組
み
領
域
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
戦
略
は
、
地
域
分
散
と
観

光
活
動
の
多
様
化
を
促
進
し
、
多
中
心
主
義

を
推
進
す
る
た
め
、
新
た
な
文
化
、
ス
ポ
ー

ツ
、
美
食
、
教
育
な
ど
の
体
験
を
観
光
商
品

に
組
み
込
む
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
新
た
な
観
光
分
散
化
戦

略
は
、
過
去
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
新
た
な
過
密

地
域
を
生
む
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
た
反
省
か

ら
、
地
域
の
固
有
の
特
性
と
観
光
客
受
け
入

れ
能
力
（
収
容
能
力
）
を
深
く
考
慮
す
る
方

向
に
転
換
し
た
。
こ
の
戦
略
は
、
最
適
な
社

会
的
収
容
能
力
の
概
念
と
密
接
に
結
び
つ
い

て
お
り
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
主
要
観
光

ル
ー
ト
の
再
考
や
、
混
雑
を
軽
減
す
る
た
め

の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
対
策
を
通
じ
て
、
観

　
日
本
が
観
光
客
の
特
定
地
域
・
時
間
帯
へ

の
集
中
や
経
済
的
漏
出
と
い
っ
た
根
本
的
な

課
題
に
直
面
す
る
中
、
先
進
事
例
と
し
て
ス

ペ
イ
ン
・
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
政
策
転
換
に
注

目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
は
、
観
光
を
単
な
る
経
済

活
動
で
は
な
く
、
都
市
の
公
益
を
確
保
す
る

た
め
の
都
市
全
体
に
関
わ
る
重
要
な
政
策
課

題
と
し
て
捉
え
、「
観
光
管
理
」
か
ら
「
観
光

と
共
に
都
市
を
管
理
す
る
」
と
い
う
思
想
へ

の
転
換
を
図
っ
た
。
こ
の
政
策
転
換
の
核
心

は
、
デ
ー
タ
活
用
の
徹
底
と
、
観
光
の
恩
恵

を
広
げ
る
政
策
の
根
幹
と
し
て
の
地
域
分
散

と
い
う
戦
略
性
に
あ
る
。

　
本
レ
ポ
ー
ト
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
お
よ
び

周
辺
地
域
を
対
象
に
実
施
し
た
視
察
の
結
果

に
基
づ
い
て
い
る
。
視
察
結
果
と
こ
れ
ま
で

訪
れ
た
地
域
と
の
比
較
を
通
じ
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
市
が
推
進
す
る
持
続
可
能
な
観
光
の
先
進

的
な
取
り
組
み
の
全
体
像
と
構
造
を
把
握

し
、
こ
こ
に
報
告
し
た
い
。

　
1
9
9
2
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に

急
成
長
し
た
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
観
光
業
は
、

年
間
訪
問
者
数
は
都
市
人
口
の
約
9
・
3
倍

（
2
0
2
4
年
）
に
達
し
、
観
光
が
も
た
ら

す
負
の
影
響
を
都
市
に
集
中
さ
せ
、
深
刻
な

社
会
的
コ
ス
ト
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
は
、
こ
の
危
機
的
状
況
に

対
し
、
場
当
た
り
的
な
対
応
か
ら
脱
却
し
、

客
観
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
く
意
思
決
定
へ
と

政
策
思
想
を
転
換
し
た
。「
住
民
フ
ァ
ー
ス

ト
」と「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」を
原
則
と
し
、

単
な
る
規
制
で
は
な
く
デ
ー
タ
と
連
携
し
た

観
光
客
流
動
の
管
理
へ
と
移
行
し
た
。
こ
れ

は
、
観
光
を
単
な
る
経
済
活
動
と
し
て
捉
え

る
の
で
は
な
く
、
都
市
計
画
、
統
治
体
制
、

都
市
の
公
益
確
保
を
含
む
、
都
市
の
統
治
全

体
に
関
わ
る
政
策
課
題
と
し
て
扱
う
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。

　
こ
の
デ
ー
タ
連
携
と
公
共
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
基
づ
く
新
し
い
観
光
管
理
の
基
盤

と
し
て
確
立
さ
れ
た
の
が
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
観

光
観
測
所
（
O
T
B
）
で
あ
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
は
、
観
光
に
関
す
る
政
策

転
換
と
根
本
的
課
題
の
解
決
の
た
め
、
観
光

デ
ー
タ
統
合
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る

バ
ル
セ
ロ
ナ
観
光
観
測
所O

b
servato

ri 

d
el T

u
rism

e a B
arcelo

n
a

（
O
T
B
）

を
設
立
し
た
。
O
T
B
は
、
市
の
「
都
市
の

公
益
確
保
」
と
い
う
新
し
い
政
策
思
想
に
基

づ
き
、
持
続
可
能
な
観
光
の
推
進
を
支
え
る

統
治
構
造
の
中
核
を
担
っ
て
い
る
。

　
O
T
B
は
、
政
策
立
案
者
の
客
観
的
な
意

思
決
定
を
実
現
す
る
た
め
、
I
o
T
セ
ン

サ
ー
か
ら
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
デ
ー
タ
、
経
済

統
計
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
デ
ー
タ
ソ
ー
ス
を
統
合
し
て
い
る
。
そ
の

上
で
、
観
光
客
満
足
度
、
経
済
効
果
、
社
会
・

環
境
へ
の
影
響
を
継
続
的
に
計
測
・
分
析
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
分
析
結
果
を
公
開
す
る
こ
と
で
、

バルセロナ
の

観
光
管
理
に
お
け
る

デ
ー
タ
活
用
と

地
域
分
散への

取
り
組
み

4
4

観
光
研
究
部 

研
究
員

岩
野
温
子

1
．は
じ
め
に

2
．観
光
客
集
中
に
よ
る

負
の
影
響
の

顕
在
化
と
政
策
転
換

4
．地
域
分
散
と
管
理

地
域
分
散
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の

進
化
と
収
容
能
力
の
管
理

3
．デ
ー
タ
活
用
戦
略
：

「
バ
ル
セ
ロ
ナ
観
光

観
測
所（
O
T
B
）」の

役
割
と
統
治
構
造

し
た
地
域
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ク
ラ
イ

ス
ト
チ
ャ
ー
チ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
ハ
ワ

イ
）
の
課
題
解
決
ア
プ
ロ
ー
チ
と
対
比
す
る

こ
と
で
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
戦
略
的
意
義
を

ま
と
め
た
い
。

　
昨
年
に
訪
れ
た
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ

は
、
震
災
か
ら
の
復
興
と
い
う
外
的
シ
ョ
ッ

ク
に
対
し
、
観
光
客
を
「
地
域
を
支
え
る
主

体
と
な
る
関
係
人
口
」
へ
転
換
す
る
と
い
う

ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
地
域
外
か
ら
の
支
援
を
取

り
込
む
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
。
一
方
、
バ

ル
セ
ロ
ナ
市
は
、
観
光
客
の
集
中
に
よ
る
住

民
生
活
の
危
機
と
い
う
内
発
的
シ
ョ
ッ
ク
に

対
し
、
地
域
住
民
の
Q
O
L
維
持
を
最
優
先

と
し
、
地
域
内
資
源
の
保
護
を
優
先
す
る
仕

組
み
を
構
築
し
て
い
る
。
ア
プ
ロ
ー
チ
の
起

点
は
異
な
る
が
、
両
者
は
単
な
る
観
光
客
数

の
増
加
で
は
な
く
、
地
域
と
の
関
与
度
の
高

い
観
光
客
の
創
出
、
す
な
わ
ち
観
光
を
量
か

ら
質
へ
と
転
換
し
、
持
続
可
能
な
観
光
を
目

指
す
点
で
方
向
性
が
一
致
し
て
い
る
。

　
一
昨
年
に
訪
れ
た
ハ
ワ
イ
は
、
例
え
ば
日

本
人
旅
行
者
に
関
し
て
、
円
安
・
物
価
高
騰

と
い
っ
た
需
要
側
の
変
化
に
対
し
分
析
し
て

対
応
す
る
需
要
側
対
応
を
重
視
し
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
は
、
観
光
客
の

集
中
と
い
う
内
発
的
な
危
機
に
対
し
、
観
光

客
の
分
散
や
規
制
、
そ
し
て
デ
ー
タ
に
基
づ

く
政
策
決
定
と
い
っ
た
「
供
給
側
の
都
市
管

理
」
の
基
盤
改
革
を
推
進
し
て
い
る
。
特
に
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
デ
ー
タ
活
用
戦
略
は
、
ハ

ワ
イ
の
需
要
側
対
応
を
超
え
た
高
度
な
都
市

管
理
の
視
座
を
提
供
し
て
お
り
、
観
光
の
質

的
向
上
と
持
続
可
能
性
を
担
保
し
よ
う
と
し

て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
事
例
が
示
唆
す
る
の

は
、
日
本
の
観
光
地
経
営
に
お
い
て
、
特
に

地
域
分
散
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
や
市
場
の
需
要
動
向
へ

の
追
従
に
留
ま
ら
な
い
、
高
度
な
都
市
管
理

の
視
点
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
地

方
に
お
け
る
観
光
客
の
分
散
を
「
地
域
住
民

の
Q
O
L
維
持
と
地
域
資
源
保
護
の
た
め
の

都
市
・
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
一
環
と
し

て
捉
え
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
よ
う
に
、
詳
細

な
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
規
制
と
誘
導
の
両
面

か
ら
施
策
を
展
開
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
こ
そ

が
、
観
光
の
負
の
影
響
に
悩
む
地
域
や
、
観

光
客
誘
致
に
苦
戦
す
る
地
域
に
と
っ
て
、
持

続
的
な
成
長
を
実
現
す
る
た
め
の
新
た
な
モ

デ
ル
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

政
策
議
論
の
基
盤
と
し
て
の

O
T
B
の
機
能

デ
ー
タ
活
用
に
よ
る
課
題
の

管
理
と
地
域
分
散
戦
略

2020 2021 2022 2023 2024

‒❹ バルセロナの観光管理におけるデータ活用と地域分散への取り組み4
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文
化
訪
問

シ
ョッ
ピ
ン
グ

ビ
ー
チ

夜
の
パ
ー
テ
ィ
ー

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム（
自
然
空
間
へ
の
訪
問
）

友
人・家
族
訪
問

仕
事
、ビ
ジ
ネ
ス

ア
ウ
ト
ド
ア
活
動

コ
ン
サ
ー
ト
等
の
鑑
賞

ウ
ェ
ル
ネ
ス（
健
康
増
進
活
動
）

参
加
者
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

ボ
ー
ト
、観
光
船
に
乗
る

ス
ポ
ー
ツ
観
戦

ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム（
ワ
イ
ナ
リ
ー
訪
問
）

ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ

そ
の
他
の
活
動

な
し

0.0

外
に
需
要
の
多
様
化
と
地
域
経
済
へ
の
波
及

効
果
を
目
的
と
し
て
い
る
。
既
往
研
究
に
よ

る
と
、
ス
ペ
イ
ン
の
ワ
イ
ン
街
道
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
よ
る
一
定
の
経
済
成
長
効
果
は
確
認

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
観
光
に
よ
る
利
益
が

地
域
全
体
に
公
平
に
分
配
さ
れ
て
い
る
か
と

い
う
点
が
重
要
な
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
地
方
分
散
を
持
続
的
な
も
の
と
す
る

た
め
に
は
、
単
に
観
光
客
を
地
方
へ
誘
導
す

る
だ
け
で
な
く
、
地
域
内
で
の
公
平
な
利
益

分
配
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
須
で

あ
る
。　

バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
事
例
が
示
す
の
は
、
地

方
分
散
の
成
功
が
単
な
る
場
所
の
移
動
で
は

な
く
、
テ
ー
マ
と
滞
在
形
態
の
多
様
化
に
あ

る
と
い
う
戦
略
性
で
あ
る
。ト
ル
ト
ー
ザ（
宿

泊
・
中
長
距
離
）
と
ペ
ネ
デ
ス
（
日
帰
り
・

短
距
離
）
の
対
比
は
、
日
本
の
地
方
が
取
る

べ
き
戦
略
的
焦
点
（
日
帰
り
特
化
か
、
宿
泊

特
化
か
）
を
考
え
る
上
で
も
具
体
的
な
示
唆

を
与
え
て
く
れ
た
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
事
例
は
、
日
本
の
観
光

地
経
営
に
対
し
、
特
に
地
域
分
散
の
観
点
か

ら
以
下
の
戦
略
的
示
唆
が
得
ら
れ
た
。
本
視

察
の
結
果
は
、
筆
者
が
過
去
に
研
究
対
象
と

図 1 バルセロナ市内で行った活動

「Informe de resultats perfil i hàbits dels turistes a Barcelona ciutat 2024」p.73より筆者作成

続
可
能
な
観
光
憲
章
（
E
C
S
T
）
認
証
に

基
づ
き
、
公
的
機
関
、
事
業
者
、
地
元
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
協
働
す
る
体
制
が
機
能
し
て
い

る
。「
環
境
保
全
」
を
共
通
目
標
と
す
る
こ
と

で
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
参
画
を

促
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
地
域
優
先
の
原
則

と
し
て
、
地
元
住
民
の
起
業
家
精
神
や
持

続
可
能
性
を
重
視
す
る
方
針
を
選
択
し
て

お
り
、
地
域
社
会
の
福
祉
と
環
境
保
全
を

最
優
先
す
る
自
律
的
な
政
策
が
実
践
さ
れ

て
い
る
。

　
カ
ヴ
ァ
（
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
）
の
主

要
生
産
地
で
あ
る
ペ
ネ
デ
ス
は
、ワ
イ
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
推
進
し
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
か
ら
の

日
帰
り
観
光
需
要
の
多
様
化
に
貢
献
し
て
い

る
。
し
か
し
現
在
の
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

利
用
割
合
は
7
・
3
%
に
留
ま
っ
て
お
り
、

地
域
分
散
の
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
期
待

さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
地
方
へ
の
観
光
客
誘
導
は
、
地
域
分
散
以

光
客
の
活
動
を
優
先
し
つ
つ
、
観
光
地
全
体

の
健
全
性
を
確
保
し
、
持
続
可
能
な
観
光
地

経
営
を
目
指
し
て
い
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
地
域
分
散
戦
略
は
、
単

な
る
観
光
圧
力
の
抑
制
だ
け
で
は
な
く
、
都

市
の
公
益
確
保
と
観
光
の
活
力
を
都
市
全
体

に
持
続
さ
せ
る
と
い
う
政
策
思
想
の
転
換
に

基
づ
い
て
い
る
。

　
こ
の
戦
略
を
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
す
る

た
め
、
市
の
行
政
区
域
を
超
え
た
広
域
で
の

連
携
が
不
可
欠
で
あ
り
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州

全
体
を
視
野
に
入
れ
た
「
広
域
連
携
と
地
域

分
散
」
が
特
徴
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
観
光
目
的
地
の
地
域
規
模

を
多
層
化
し
、
州
政
府
や
バ
ル
セ
ロ
ナ
都
市

圏（À
rea M

etropolitana de B
arcelona

）

と
の
協
力
関
係
の
制
度
化
を
目
指
す
、
多
層

的
な
統
治
体
制
の
構
築
を
推
進
し
て
い
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
内
の
観
光
客
の
う
ち
9
・

6
%
が
市
外
へ
の
日
帰
り
旅
行
に
出
か
け
て

お
り
（
表
1
）、
こ
の
需
要
は
地
域
分
散
の

大
き
な
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
観
光
客

を
市
外
へ
誘
導
す
る
地
域
分
散
の
可
能
性
を

探
る
た
め
、
移
動
時
間
と
滞
在
形
態
（
日
帰

り
／
宿
泊
）
を
軸
に
二
つ
の
地
域
へ
の
視
察

を
実
施
し
た
。

　
視
察
先
の
一
つ
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
か
ら

車
で
約
2
時
間
の
距
離
に
位
置
す
る
カ
タ

ル
ー
ニ
ャ
州
南
部
の
歴
史
的
な
都
市
、
ト
ル

ト
ー
ザ
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
ト
ル
ト
ー

ザ
へ
の
移
動
経
路
上
に
位
置
す
る
ワ
イ
ン
産

地
、
ペ
ネ
デ
ス
で
あ
る
。

　
ト
ル
ト
ー
ザ
は
、
歴
史
的
な
城
塞
を
利
用

し
た
パ
ラ
ド
ー
ル
（
国
営
宿
泊
施
設
）
と
い

う
歴
史
・
文
化
的
観
光
資
源
と
、
エ
ブ
ロ
川

デ
ル
タ
地
帯
自
然
公
園
と
い
う
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
資
源
を
有
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
な
ど
の
都

市
観
光
か
ら
の
観
光
客
を
多
角
的
な
テ
ー
マ

へ
と
誘
導
し
、
地
域
分
散
を
図
る
こ
と
が
で

き
そ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
多
角
的
な
分
散
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
歴

史
的
な
城
塞
の
パ
ラ
ド
ー
ル
を
滞
在
型
観
光

の
基
軸
と
し
、
自
然
公
園
を
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
受
け
皿
と
す
る
こ
と
で
成
立
す
る
。
ト

ル
ト
ー
ザ
は
、
都
市
の
混
雑
を
避
け
、
歴
史

的
背
景
や
豊
か
な
自
然
を
深
く
探
求
し
た
い

観
光
客
層
を
効
果
的
に
誘
致
で
き
る
。
結
果

と
し
て
観
光
客
の
流
れ
を
最
適
化
し
、
地
域

分
散
に
貢
献
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
2
0
2
4
年
の
デ
ー
タ
か
ら
は
、
バ
ル
セ

ロ
ナ
市
内
観
光
客
の
65
%
が
ハ
イ
キ
ン
グ
／

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
自
然
空
間
で
の
活
動
に

強
い
需
要
を
示
し
て
お
り
（
表
2
）、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
誘
導
が
市
場
の
ニ
ー
ズ
に

合
致
し
て
い
る
。

　
エ
ブ
ロ
川
デ
ル
タ
地
帯
自
然
公
園
で
は
、

観
光
客
集
中
に
よ
る
環
境
へ
の
負
荷
に
対

し
、
地
方
行
政
機
関
（
市
庁
舎
、
郡
、
18
自

治
体
）
が
連
携
し
、
具
体
的
な
訪
問
者
管
理

策
（
ゾ
ー
ニ
ン
グ
、
柵
の
設
置
、
夜
間
駐
車

へ
の
罰
金
制
度
な
ど
）
を
運
用
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
域
運
営
に
お
い
て
は
、
欧
州
持

観
光
政
策
の
透
明
性
を
確
保
し
、
感
情
論
で

は
な
く
科
学
的
評
価
に
基
づ
い
て
、
観
光
客

の
流
れ
の
最
適
化
や
地
域
社
会
へ
の
影
響
と

い
っ
た
課
題
の
ト
レ
ー
ド
オ
フ
を
管
理
・
調

整
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。さ
ら
に
、

す
べ
て
の
関
係
者
（
政
策
立
案
者
、
観
光
業

界
関
係
者
、
住
民
、
国
際
組
織
な
ど
）が
デ
ー

タ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
普
遍
性
を
実
現
し
て

い
る
こ
と
に
よ
り
、
政
策
議
論
の
質
が
担
保

さ
れ
て
い
る
。

　
O
T
B
の
デ
ー
タ
分
析
は
、
都
市
の
社
会

的
収
容
能
力
（
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
）
を
管
理
し
、

地
域
社
会
の
持
続
性
と
経
済
的
利
益
の
両
立

を
図
る
「
観
光
客
の
流
れ
の
最
適
化
」
を
管

理
す
る
た
め
に
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
内
で
行
っ
た
活

動
に
関
す
る
デ
ー
タ
（
図
1
）
を
み
る
と
、

文
化
訪
問
、
ビ
ー
チ
に
行
く
と
い
っ
た
従
来

の
活
動
に
加
え
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
高
い

割
合
を
占
め
て
い
る
。
市
は
観
光
客
の
関
心

を
都
市
中
心
部
か
ら
郊
外
や
自
然
空
間
へ
と

誘
導
す
る
具
体
的
な
根
拠
を
得
て
い
る
。

O
T
B
の
デ
ー
タ
は
、
持
続
可
能
な
地
域
分

散
型
の
観
光
モ
デ
ル
へ
の
移
行
を
強
力
に
支

援
す
る
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の「G

overnm
ent M

easure 

fo
r T

o
u
rism

 M
an
agem

en
t 

2
0
2

4 ̶ 

2
0
2
7
」に
お
い
て
、
地
域
分
散
は
、

観
光
客
の
集
中
に
よ
る
課
題
の
主
要
な
解
決

策
の
一
つ
と
し
て
、
ま
た
持
続
可
能
な
観
光

モ
デ
ル
の
実
現
に
欠
か
せ
な
い
要
素
と
し

て
、
主
要
な
取
り
組
み
領
域
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
戦
略
は
、
地
域
分
散
と
観

光
活
動
の
多
様
化
を
促
進
し
、
多
中
心
主
義

を
推
進
す
る
た
め
、
新
た
な
文
化
、
ス
ポ
ー

ツ
、
美
食
、
教
育
な
ど
の
体
験
を
観
光
商
品

に
組
み
込
む
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
新
た
な
観
光
分
散
化
戦

略
は
、
過
去
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
新
た
な
過
密

地
域
を
生
む
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
た
反
省
か

ら
、
地
域
の
固
有
の
特
性
と
観
光
客
受
け
入

れ
能
力
（
収
容
能
力
）
を
深
く
考
慮
す
る
方

向
に
転
換
し
た
。
こ
の
戦
略
は
、
最
適
な
社

会
的
収
容
能
力
の
概
念
と
密
接
に
結
び
つ
い

て
お
り
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
主
要
観
光

ル
ー
ト
の
再
考
や
、
混
雑
を
軽
減
す
る
た
め

の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
対
策
を
通
じ
て
、
観

　
日
本
が
観
光
客
の
特
定
地
域
・
時
間
帯
へ

の
集
中
や
経
済
的
漏
出
と
い
っ
た
根
本
的
な

課
題
に
直
面
す
る
中
、
先
進
事
例
と
し
て
ス

ペ
イ
ン
・
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
政
策
転
換
に
注

目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
は
、
観
光
を
単
な
る
経
済

活
動
で
は
な
く
、
都
市
の
公
益
を
確
保
す
る

た
め
の
都
市
全
体
に
関
わ
る
重
要
な
政
策
課

題
と
し
て
捉
え
、「
観
光
管
理
」
か
ら
「
観
光

と
共
に
都
市
を
管
理
す
る
」
と
い
う
思
想
へ

の
転
換
を
図
っ
た
。
こ
の
政
策
転
換
の
核
心

は
、
デ
ー
タ
活
用
の
徹
底
と
、
観
光
の
恩
恵

を
広
げ
る
政
策
の
根
幹
と
し
て
の
地
域
分
散

と
い
う
戦
略
性
に
あ
る
。

　
本
レ
ポ
ー
ト
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
お
よ
び

周
辺
地
域
を
対
象
に
実
施
し
た
視
察
の
結
果

に
基
づ
い
て
い
る
。
視
察
結
果
と
こ
れ
ま
で

訪
れ
た
地
域
と
の
比
較
を
通
じ
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
市
が
推
進
す
る
持
続
可
能
な
観
光
の
先
進

的
な
取
り
組
み
の
全
体
像
と
構
造
を
把
握

し
、
こ
こ
に
報
告
し
た
い
。

　
1
9
9
2
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に

急
成
長
し
た
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
観
光
業
は
、

年
間
訪
問
者
数
は
都
市
人
口
の
約
9
・
3
倍

（
2
0
2
4
年
）
に
達
し
、
観
光
が
も
た
ら

す
負
の
影
響
を
都
市
に
集
中
さ
せ
、
深
刻
な

社
会
的
コ
ス
ト
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
は
、
こ
の
危
機
的
状
況
に

対
し
、
場
当
た
り
的
な
対
応
か
ら
脱
却
し
、

客
観
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
く
意
思
決
定
へ
と

政
策
思
想
を
転
換
し
た
。「
住
民
フ
ァ
ー
ス

ト
」と「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」を
原
則
と
し
、

単
な
る
規
制
で
は
な
く
デ
ー
タ
と
連
携
し
た

観
光
客
流
動
の
管
理
へ
と
移
行
し
た
。
こ
れ

は
、
観
光
を
単
な
る
経
済
活
動
と
し
て
捉
え

る
の
で
は
な
く
、
都
市
計
画
、
統
治
体
制
、

都
市
の
公
益
確
保
を
含
む
、
都
市
の
統
治
全

体
に
関
わ
る
政
策
課
題
と
し
て
扱
う
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。

　
こ
の
デ
ー
タ
連
携
と
公
共
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
基
づ
く
新
し
い
観
光
管
理
の
基
盤

と
し
て
確
立
さ
れ
た
の
が
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
観

光
観
測
所
（
O
T
B
）
で
あ
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
は
、
観
光
に
関
す
る
政
策

転
換
と
根
本
的
課
題
の
解
決
の
た
め
、
観
光

デ
ー
タ
統
合
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る

バ
ル
セ
ロ
ナ
観
光
観
測
所O

b
servato

ri 

d
el T

u
rism

e a B
arcelo

n
a

（
O
T
B
）

を
設
立
し
た
。
O
T
B
は
、
市
の
「
都
市
の

公
益
確
保
」
と
い
う
新
し
い
政
策
思
想
に
基

づ
き
、
持
続
可
能
な
観
光
の
推
進
を
支
え
る

統
治
構
造
の
中
核
を
担
っ
て
い
る
。

　
O
T
B
は
、
政
策
立
案
者
の
客
観
的
な
意

思
決
定
を
実
現
す
る
た
め
、
I
o
T
セ
ン

サ
ー
か
ら
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
デ
ー
タ
、
経
済

統
計
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
デ
ー
タ
ソ
ー
ス
を
統
合
し
て
い
る
。
そ
の

上
で
、
観
光
客
満
足
度
、
経
済
効
果
、
社
会
・

環
境
へ
の
影
響
を
継
続
的
に
計
測
・
分
析
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
分
析
結
果
を
公
開
す
る
こ
と
で
、

バルセロナ
の

観
光
管
理
に
お
け
る

デ
ー
タ
活
用
と

地
域
分
散への

取
り
組
み

4
4

観
光
研
究
部 

研
究
員

岩
野
温
子

1
．は
じ
め
に

2
．観
光
客
集
中
に
よ
る

負
の
影
響
の

顕
在
化
と
政
策
転
換

4
．地
域
分
散
と
管
理

地
域
分
散
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の

進
化
と
収
容
能
力
の
管
理

3
．デ
ー
タ
活
用
戦
略
：

「
バ
ル
セ
ロ
ナ
観
光

観
測
所（
O
T
B
）」の

役
割
と
統
治
構
造

し
た
地
域
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ク
ラ
イ

ス
ト
チ
ャ
ー
チ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
ハ
ワ

イ
）
の
課
題
解
決
ア
プ
ロ
ー
チ
と
対
比
す
る

こ
と
で
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
戦
略
的
意
義
を

ま
と
め
た
い
。

　
昨
年
に
訪
れ
た
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ

は
、
震
災
か
ら
の
復
興
と
い
う
外
的
シ
ョ
ッ

ク
に
対
し
、
観
光
客
を
「
地
域
を
支
え
る
主

体
と
な
る
関
係
人
口
」
へ
転
換
す
る
と
い
う

ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
地
域
外
か
ら
の
支
援
を
取

り
込
む
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
。
一
方
、
バ

ル
セ
ロ
ナ
市
は
、
観
光
客
の
集
中
に
よ
る
住

民
生
活
の
危
機
と
い
う
内
発
的
シ
ョ
ッ
ク
に

対
し
、
地
域
住
民
の
Q
O
L
維
持
を
最
優
先

と
し
、
地
域
内
資
源
の
保
護
を
優
先
す
る
仕

組
み
を
構
築
し
て
い
る
。
ア
プ
ロ
ー
チ
の
起

点
は
異
な
る
が
、
両
者
は
単
な
る
観
光
客
数

の
増
加
で
は
な
く
、
地
域
と
の
関
与
度
の
高

い
観
光
客
の
創
出
、
す
な
わ
ち
観
光
を
量
か

ら
質
へ
と
転
換
し
、
持
続
可
能
な
観
光
を
目

指
す
点
で
方
向
性
が
一
致
し
て
い
る
。

　
一
昨
年
に
訪
れ
た
ハ
ワ
イ
は
、
例
え
ば
日

本
人
旅
行
者
に
関
し
て
、
円
安
・
物
価
高
騰

と
い
っ
た
需
要
側
の
変
化
に
対
し
分
析
し
て

対
応
す
る
需
要
側
対
応
を
重
視
し
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
は
、
観
光
客
の

集
中
と
い
う
内
発
的
な
危
機
に
対
し
、
観
光

客
の
分
散
や
規
制
、
そ
し
て
デ
ー
タ
に
基
づ

く
政
策
決
定
と
い
っ
た
「
供
給
側
の
都
市
管

理
」
の
基
盤
改
革
を
推
進
し
て
い
る
。
特
に
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
デ
ー
タ
活
用
戦
略
は
、
ハ

ワ
イ
の
需
要
側
対
応
を
超
え
た
高
度
な
都
市

管
理
の
視
座
を
提
供
し
て
お
り
、
観
光
の
質

的
向
上
と
持
続
可
能
性
を
担
保
し
よ
う
と
し

て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
事
例
が
示
唆
す
る
の

は
、
日
本
の
観
光
地
経
営
に
お
い
て
、
特
に

地
域
分
散
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
や
市
場
の
需
要
動
向
へ

の
追
従
に
留
ま
ら
な
い
、
高
度
な
都
市
管
理

の
視
点
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
地

方
に
お
け
る
観
光
客
の
分
散
を
「
地
域
住
民

の
Q
O
L
維
持
と
地
域
資
源
保
護
の
た
め
の

都
市
・
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
一
環
と
し

て
捉
え
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
よ
う
に
、
詳
細

な
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
規
制
と
誘
導
の
両
面

か
ら
施
策
を
展
開
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
こ
そ

が
、
観
光
の
負
の
影
響
に
悩
む
地
域
や
、
観

光
客
誘
致
に
苦
戦
す
る
地
域
に
と
っ
て
、
持

続
的
な
成
長
を
実
現
す
る
た
め
の
新
た
な
モ

デ
ル
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

政
策
議
論
の
基
盤
と
し
て
の

O
T
B
の
機
能

デ
ー
タ
活
用
に
よ
る
課
題
の

管
理
と
地
域
分
散
戦
略

2020 2021 2022 2023 2024

‒❹ バルセロナの観光管理におけるデータ活用と地域分散への取り組み4
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なし

バルセロナ市周辺地域（広域圏）

その他カタルーニャ州地域

その他スペイン地域

スペイン以外の国

地域（自治体）は覚えていない
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0.6
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0.2

0.3

0.5
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0.2

0.2

0.3

90.9

7.2

1.8

0.2

0.3

0.1

0.3
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2024

65.0

11.0

10.6

10.0

6.1

8.2

ハイキング／トレッキング

ピクニック

サイクリング

散歩

その他

該当なし

外
に
需
要
の
多
様
化
と
地
域
経
済
へ
の
波
及

効
果
を
目
的
と
し
て
い
る
。
既
往
研
究
に
よ

る
と
、
ス
ペ
イ
ン
の
ワ
イ
ン
街
道
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
よ
る
一
定
の
経
済
成
長
効
果
は
確
認

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
観
光
に
よ
る
利
益
が

地
域
全
体
に
公
平
に
分
配
さ
れ
て
い
る
か
と

い
う
点
が
重
要
な
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
地
方
分
散
を
持
続
的
な
も
の
と
す
る

た
め
に
は
、
単
に
観
光
客
を
地
方
へ
誘
導
す

る
だ
け
で
な
く
、
地
域
内
で
の
公
平
な
利
益

分
配
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
須
で

あ
る
。　

バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
事
例
が
示
す
の
は
、
地

方
分
散
の
成
功
が
単
な
る
場
所
の
移
動
で
は

な
く
、
テ
ー
マ
と
滞
在
形
態
の
多
様
化
に
あ

る
と
い
う
戦
略
性
で
あ
る
。ト
ル
ト
ー
ザ（
宿

泊
・
中
長
距
離
）
と
ペ
ネ
デ
ス
（
日
帰
り
・

短
距
離
）
の
対
比
は
、
日
本
の
地
方
が
取
る

べ
き
戦
略
的
焦
点
（
日
帰
り
特
化
か
、
宿
泊

特
化
か
）
を
考
え
る
上
で
も
具
体
的
な
示
唆

を
与
え
て
く
れ
た
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
事
例
は
、
日
本
の
観
光

地
経
営
に
対
し
、
特
に
地
域
分
散
の
観
点
か

ら
以
下
の
戦
略
的
示
唆
が
得
ら
れ
た
。
本
視

察
の
結
果
は
、
筆
者
が
過
去
に
研
究
対
象
と

表 1 市外への日帰り旅行の実施（％）

表 2 バルセロナ市内において屋外または自然空間で行った活動（％） n=802

【写真1】トルトーザの街とパラドール

【写真2】広く大きなエブロ川。エブロ川デルタ地帯自然公園内の展望台より

続
可
能
な
観
光
憲
章
（
E
C
S
T
）
認
証
に

基
づ
き
、
公
的
機
関
、
事
業
者
、
地
元
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
協
働
す
る
体
制
が
機
能
し
て
い

る
。「
環
境
保
全
」
を
共
通
目
標
と
す
る
こ
と

で
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
参
画
を

促
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
地
域
優
先
の
原
則

と
し
て
、
地
元
住
民
の
起
業
家
精
神
や
持

続
可
能
性
を
重
視
す
る
方
針
を
選
択
し
て

お
り
、
地
域
社
会
の
福
祉
と
環
境
保
全
を

最
優
先
す
る
自
律
的
な
政
策
が
実
践
さ
れ

て
い
る
。

　
カ
ヴ
ァ
（
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
）
の
主

要
生
産
地
で
あ
る
ペ
ネ
デ
ス
は
、ワ
イ
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
推
進
し
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
か
ら
の

日
帰
り
観
光
需
要
の
多
様
化
に
貢
献
し
て
い

る
。
し
か
し
現
在
の
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

利
用
割
合
は
7
・
3
%
に
留
ま
っ
て
お
り
、

地
域
分
散
の
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
期
待

さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
地
方
へ
の
観
光
客
誘
導
は
、
地
域
分
散
以

光
客
の
活
動
を
優
先
し
つ
つ
、
観
光
地
全
体

の
健
全
性
を
確
保
し
、
持
続
可
能
な
観
光
地

経
営
を
目
指
し
て
い
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
地
域
分
散
戦
略
は
、
単

な
る
観
光
圧
力
の
抑
制
だ
け
で
は
な
く
、
都

市
の
公
益
確
保
と
観
光
の
活
力
を
都
市
全
体

に
持
続
さ
せ
る
と
い
う
政
策
思
想
の
転
換
に

基
づ
い
て
い
る
。

　
こ
の
戦
略
を
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
す
る

た
め
、
市
の
行
政
区
域
を
超
え
た
広
域
で
の

連
携
が
不
可
欠
で
あ
り
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州

全
体
を
視
野
に
入
れ
た
「
広
域
連
携
と
地
域

分
散
」
が
特
徴
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
観
光
目
的
地
の
地
域
規
模

を
多
層
化
し
、
州
政
府
や
バ
ル
セ
ロ
ナ
都
市

圏（À
rea M

etropolitana de B
arcelona

）

と
の
協
力
関
係
の
制
度
化
を
目
指
す
、
多
層

的
な
統
治
体
制
の
構
築
を
推
進
し
て
い
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
内
の
観
光
客
の
う
ち
9
・

6
%
が
市
外
へ
の
日
帰
り
旅
行
に
出
か
け
て

お
り
（
表
1
）、
こ
の
需
要
は
地
域
分
散
の

大
き
な
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
観
光
客

を
市
外
へ
誘
導
す
る
地
域
分
散
の
可
能
性
を

探
る
た
め
、
移
動
時
間
と
滞
在
形
態
（
日
帰

り
／
宿
泊
）
を
軸
に
二
つ
の
地
域
へ
の
視
察

を
実
施
し
た
。

　
視
察
先
の
一
つ
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
か
ら

車
で
約
2
時
間
の
距
離
に
位
置
す
る
カ
タ

ル
ー
ニ
ャ
州
南
部
の
歴
史
的
な
都
市
、
ト
ル

ト
ー
ザ
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
ト
ル
ト
ー

ザ
へ
の
移
動
経
路
上
に
位
置
す
る
ワ
イ
ン
産

地
、
ペ
ネ
デ
ス
で
あ
る
。

　
ト
ル
ト
ー
ザ
は
、
歴
史
的
な
城
塞
を
利
用

し
た
パ
ラ
ド
ー
ル
（
国
営
宿
泊
施
設
）
と
い

う
歴
史
・
文
化
的
観
光
資
源
と
、
エ
ブ
ロ
川

デ
ル
タ
地
帯
自
然
公
園
と
い
う
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
資
源
を
有
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
な
ど
の
都

市
観
光
か
ら
の
観
光
客
を
多
角
的
な
テ
ー
マ

へ
と
誘
導
し
、
地
域
分
散
を
図
る
こ
と
が
で

き
そ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
多
角
的
な
分
散
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
歴

史
的
な
城
塞
の
パ
ラ
ド
ー
ル
を
滞
在
型
観
光

の
基
軸
と
し
、
自
然
公
園
を
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
受
け
皿
と
す
る
こ
と
で
成
立
す
る
。
ト

ル
ト
ー
ザ
は
、
都
市
の
混
雑
を
避
け
、
歴
史

的
背
景
や
豊
か
な
自
然
を
深
く
探
求
し
た
い

観
光
客
層
を
効
果
的
に
誘
致
で
き
る
。
結
果

と
し
て
観
光
客
の
流
れ
を
最
適
化
し
、
地
域

分
散
に
貢
献
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
2
0
2
4
年
の
デ
ー
タ
か
ら
は
、
バ
ル
セ

ロ
ナ
市
内
観
光
客
の
65
%
が
ハ
イ
キ
ン
グ
／

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
自
然
空
間
で
の
活
動
に

強
い
需
要
を
示
し
て
お
り
（
表
2
）、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
誘
導
が
市
場
の
ニ
ー
ズ
に

合
致
し
て
い
る
。

　
エ
ブ
ロ
川
デ
ル
タ
地
帯
自
然
公
園
で
は
、

観
光
客
集
中
に
よ
る
環
境
へ
の
負
荷
に
対

し
、
地
方
行
政
機
関
（
市
庁
舎
、
郡
、
18
自

治
体
）
が
連
携
し
、
具
体
的
な
訪
問
者
管
理

策
（
ゾ
ー
ニ
ン
グ
、
柵
の
設
置
、
夜
間
駐
車

へ
の
罰
金
制
度
な
ど
）
を
運
用
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
域
運
営
に
お
い
て
は
、
欧
州
持

観
光
政
策
の
透
明
性
を
確
保
し
、
感
情
論
で

は
な
く
科
学
的
評
価
に
基
づ
い
て
、
観
光
客

の
流
れ
の
最
適
化
や
地
域
社
会
へ
の
影
響
と

い
っ
た
課
題
の
ト
レ
ー
ド
オ
フ
を
管
理
・
調

整
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。さ
ら
に
、

す
べ
て
の
関
係
者
（
政
策
立
案
者
、
観
光
業

界
関
係
者
、
住
民
、
国
際
組
織
な
ど
）が
デ
ー

タ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
普
遍
性
を
実
現
し
て

い
る
こ
と
に
よ
り
、
政
策
議
論
の
質
が
担
保

さ
れ
て
い
る
。

　
O
T
B
の
デ
ー
タ
分
析
は
、
都
市
の
社
会

的
収
容
能
力
（
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
）
を
管
理
し
、

地
域
社
会
の
持
続
性
と
経
済
的
利
益
の
両
立

を
図
る
「
観
光
客
の
流
れ
の
最
適
化
」
を
管

理
す
る
た
め
に
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
内
で
行
っ
た
活

動
に
関
す
る
デ
ー
タ
（
図
1
）
を
み
る
と
、

文
化
訪
問
、
ビ
ー
チ
に
行
く
と
い
っ
た
従
来

の
活
動
に
加
え
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
高
い

割
合
を
占
め
て
い
る
。
市
は
観
光
客
の
関
心

を
都
市
中
心
部
か
ら
郊
外
や
自
然
空
間
へ
と

誘
導
す
る
具
体
的
な
根
拠
を
得
て
い
る
。

O
T
B
の
デ
ー
タ
は
、
持
続
可
能
な
地
域
分

散
型
の
観
光
モ
デ
ル
へ
の
移
行
を
強
力
に
支

援
す
る
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の「G

overnm
ent M

easure 

fo
r T

o
u
rism

 M
an
agem

en
t 

2
0
2

4 ̶ 

2
0
2
7
」に
お
い
て
、
地
域
分
散
は
、

観
光
客
の
集
中
に
よ
る
課
題
の
主
要
な
解
決

策
の
一
つ
と
し
て
、
ま
た
持
続
可
能
な
観
光

モ
デ
ル
の
実
現
に
欠
か
せ
な
い
要
素
と
し

て
、
主
要
な
取
り
組
み
領
域
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
戦
略
は
、
地
域
分
散
と
観

光
活
動
の
多
様
化
を
促
進
し
、
多
中
心
主
義

を
推
進
す
る
た
め
、
新
た
な
文
化
、
ス
ポ
ー

ツ
、
美
食
、
教
育
な
ど
の
体
験
を
観
光
商
品

に
組
み
込
む
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
新
た
な
観
光
分
散
化
戦

略
は
、
過
去
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
新
た
な
過
密

地
域
を
生
む
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
た
反
省
か

ら
、
地
域
の
固
有
の
特
性
と
観
光
客
受
け
入

れ
能
力
（
収
容
能
力
）
を
深
く
考
慮
す
る
方

向
に
転
換
し
た
。
こ
の
戦
略
は
、
最
適
な
社

会
的
収
容
能
力
の
概
念
と
密
接
に
結
び
つ
い

て
お
り
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
主
要
観
光

ル
ー
ト
の
再
考
や
、
混
雑
を
軽
減
す
る
た
め

の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
対
策
を
通
じ
て
、
観

　
日
本
が
観
光
客
の
特
定
地
域
・
時
間
帯
へ

の
集
中
や
経
済
的
漏
出
と
い
っ
た
根
本
的
な

課
題
に
直
面
す
る
中
、
先
進
事
例
と
し
て
ス

ペ
イ
ン
・
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
政
策
転
換
に
注

目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
は
、
観
光
を
単
な
る
経
済

活
動
で
は
な
く
、
都
市
の
公
益
を
確
保
す
る

た
め
の
都
市
全
体
に
関
わ
る
重
要
な
政
策
課

題
と
し
て
捉
え
、「
観
光
管
理
」
か
ら
「
観
光

と
共
に
都
市
を
管
理
す
る
」
と
い
う
思
想
へ

の
転
換
を
図
っ
た
。
こ
の
政
策
転
換
の
核
心

は
、
デ
ー
タ
活
用
の
徹
底
と
、
観
光
の
恩
恵

を
広
げ
る
政
策
の
根
幹
と
し
て
の
地
域
分
散

と
い
う
戦
略
性
に
あ
る
。

　
本
レ
ポ
ー
ト
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
お
よ
び

周
辺
地
域
を
対
象
に
実
施
し
た
視
察
の
結
果

に
基
づ
い
て
い
る
。
視
察
結
果
と
こ
れ
ま
で

訪
れ
た
地
域
と
の
比
較
を
通
じ
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
市
が
推
進
す
る
持
続
可
能
な
観
光
の
先
進

的
な
取
り
組
み
の
全
体
像
と
構
造
を
把
握

し
、
こ
こ
に
報
告
し
た
い
。

　
1
9
9
2
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に

急
成
長
し
た
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
観
光
業
は
、

年
間
訪
問
者
数
は
都
市
人
口
の
約
9
・
3
倍

（
2
0
2
4
年
）
に
達
し
、
観
光
が
も
た
ら

す
負
の
影
響
を
都
市
に
集
中
さ
せ
、
深
刻
な

社
会
的
コ
ス
ト
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
は
、
こ
の
危
機
的
状
況
に

対
し
、
場
当
た
り
的
な
対
応
か
ら
脱
却
し
、

客
観
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
く
意
思
決
定
へ
と

政
策
思
想
を
転
換
し
た
。「
住
民
フ
ァ
ー
ス

ト
」と「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」を
原
則
と
し
、

単
な
る
規
制
で
は
な
く
デ
ー
タ
と
連
携
し
た

観
光
客
流
動
の
管
理
へ
と
移
行
し
た
。
こ
れ

は
、
観
光
を
単
な
る
経
済
活
動
と
し
て
捉
え

る
の
で
は
な
く
、
都
市
計
画
、
統
治
体
制
、

都
市
の
公
益
確
保
を
含
む
、
都
市
の
統
治
全

体
に
関
わ
る
政
策
課
題
と
し
て
扱
う
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。

　
こ
の
デ
ー
タ
連
携
と
公
共
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
基
づ
く
新
し
い
観
光
管
理
の
基
盤

と
し
て
確
立
さ
れ
た
の
が
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
観

光
観
測
所
（
O
T
B
）
で
あ
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
は
、
観
光
に
関
す
る
政
策

転
換
と
根
本
的
課
題
の
解
決
の
た
め
、
観
光

デ
ー
タ
統
合
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る

バ
ル
セ
ロ
ナ
観
光
観
測
所O

b
servato

ri 

d
el T

u
rism

e a B
arcelo

n
a

（
O
T
B
）

を
設
立
し
た
。
O
T
B
は
、
市
の
「
都
市
の

公
益
確
保
」
と
い
う
新
し
い
政
策
思
想
に
基

づ
き
、
持
続
可
能
な
観
光
の
推
進
を
支
え
る

統
治
構
造
の
中
核
を
担
っ
て
い
る
。

　
O
T
B
は
、
政
策
立
案
者
の
客
観
的
な
意

思
決
定
を
実
現
す
る
た
め
、
I
o
T
セ
ン

サ
ー
か
ら
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
デ
ー
タ
、
経
済

統
計
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
デ
ー
タ
ソ
ー
ス
を
統
合
し
て
い
る
。
そ
の

上
で
、
観
光
客
満
足
度
、
経
済
効
果
、
社
会
・

環
境
へ
の
影
響
を
継
続
的
に
計
測
・
分
析
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
分
析
結
果
を
公
開
す
る
こ
と
で
、

5
．地
域
分
散
の
可
能
性
：

日
帰
り
・
宿
泊
軸
で
の

視
察
事
例

6
．お
わ
り
に

し
た
地
域
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ク
ラ
イ

ス
ト
チ
ャ
ー
チ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
ハ
ワ

イ
）
の
課
題
解
決
ア
プ
ロ
ー
チ
と
対
比
す
る

こ
と
で
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
戦
略
的
意
義
を

ま
と
め
た
い
。

　
昨
年
に
訪
れ
た
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ

は
、
震
災
か
ら
の
復
興
と
い
う
外
的
シ
ョ
ッ

ク
に
対
し
、
観
光
客
を
「
地
域
を
支
え
る
主

体
と
な
る
関
係
人
口
」
へ
転
換
す
る
と
い
う

ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
地
域
外
か
ら
の
支
援
を
取

り
込
む
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
。
一
方
、
バ

ル
セ
ロ
ナ
市
は
、
観
光
客
の
集
中
に
よ
る
住

民
生
活
の
危
機
と
い
う
内
発
的
シ
ョ
ッ
ク
に

対
し
、
地
域
住
民
の
Q
O
L
維
持
を
最
優
先

と
し
、
地
域
内
資
源
の
保
護
を
優
先
す
る
仕

組
み
を
構
築
し
て
い
る
。
ア
プ
ロ
ー
チ
の
起

点
は
異
な
る
が
、
両
者
は
単
な
る
観
光
客
数

の
増
加
で
は
な
く
、
地
域
と
の
関
与
度
の
高

い
観
光
客
の
創
出
、
す
な
わ
ち
観
光
を
量
か

ら
質
へ
と
転
換
し
、
持
続
可
能
な
観
光
を
目

指
す
点
で
方
向
性
が
一
致
し
て
い
る
。

　
一
昨
年
に
訪
れ
た
ハ
ワ
イ
は
、
例
え
ば
日

本
人
旅
行
者
に
関
し
て
、
円
安
・
物
価
高
騰

と
い
っ
た
需
要
側
の
変
化
に
対
し
分
析
し
て

対
応
す
る
需
要
側
対
応
を
重
視
し
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
は
、
観
光
客
の

集
中
と
い
う
内
発
的
な
危
機
に
対
し
、
観
光

客
の
分
散
や
規
制
、
そ
し
て
デ
ー
タ
に
基
づ

く
政
策
決
定
と
い
っ
た
「
供
給
側
の
都
市
管

理
」
の
基
盤
改
革
を
推
進
し
て
い
る
。
特
に
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
デ
ー
タ
活
用
戦
略
は
、
ハ

ワ
イ
の
需
要
側
対
応
を
超
え
た
高
度
な
都
市

管
理
の
視
座
を
提
供
し
て
お
り
、
観
光
の
質

的
向
上
と
持
続
可
能
性
を
担
保
し
よ
う
と
し

て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
事
例
が
示
唆
す
る
の

は
、
日
本
の
観
光
地
経
営
に
お
い
て
、
特
に

地
域
分
散
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
や
市
場
の
需
要
動
向
へ

の
追
従
に
留
ま
ら
な
い
、
高
度
な
都
市
管
理

の
視
点
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
地

方
に
お
け
る
観
光
客
の
分
散
を
「
地
域
住
民

の
Q
O
L
維
持
と
地
域
資
源
保
護
の
た
め
の

都
市
・
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
一
環
と
し

て
捉
え
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
よ
う
に
、
詳
細

な
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
規
制
と
誘
導
の
両
面

か
ら
施
策
を
展
開
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
こ
そ

が
、
観
光
の
負
の
影
響
に
悩
む
地
域
や
、
観

光
客
誘
致
に
苦
戦
す
る
地
域
に
と
っ
て
、
持

続
的
な
成
長
を
実
現
す
る
た
め
の
新
た
な
モ

デ
ル
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

広
域
連
携
に
よ
る
観
光
分
散
と

都
市
全
体
の
活
力
維
持

ト
ル
ト
ー
ザ
：

歴
史
・
文
化
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

組
み
合
わ
せ
た
滞
在
型
の
地
域
分
散

ペ
ネ
デ
ス
：

ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る

日
帰
り
型
の
地
域
分
散

「Informe de resultats perfil i hàbits dels turistes a Barcelona ciutat 2024」p.79より
筆者作成

「Informe de resultats perfil i hàbits dels turistes a Barcelona ciutat 2024」p.85より
筆者作成

‒❹ バルセロナの観光管理におけるデータ活用と地域分散への取り組み4
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なし

バルセロナ市周辺地域（広域圏）

その他カタルーニャ州地域

その他スペイン地域

スペイン以外の国

地域（自治体）は覚えていない
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2024

65.0

11.0

10.6

10.0

6.1

8.2

ハイキング／トレッキング

ピクニック

サイクリング

散歩

その他

該当なし

外
に
需
要
の
多
様
化
と
地
域
経
済
へ
の
波
及

効
果
を
目
的
と
し
て
い
る
。
既
往
研
究
に
よ

る
と
、
ス
ペ
イ
ン
の
ワ
イ
ン
街
道
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
よ
る
一
定
の
経
済
成
長
効
果
は
確
認

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
観
光
に
よ
る
利
益
が

地
域
全
体
に
公
平
に
分
配
さ
れ
て
い
る
か
と

い
う
点
が
重
要
な
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
地
方
分
散
を
持
続
的
な
も
の
と
す
る

た
め
に
は
、
単
に
観
光
客
を
地
方
へ
誘
導
す

る
だ
け
で
な
く
、
地
域
内
で
の
公
平
な
利
益

分
配
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
須
で

あ
る
。　

バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
事
例
が
示
す
の
は
、
地

方
分
散
の
成
功
が
単
な
る
場
所
の
移
動
で
は

な
く
、
テ
ー
マ
と
滞
在
形
態
の
多
様
化
に
あ

る
と
い
う
戦
略
性
で
あ
る
。ト
ル
ト
ー
ザ（
宿

泊
・
中
長
距
離
）
と
ペ
ネ
デ
ス
（
日
帰
り
・

短
距
離
）
の
対
比
は
、
日
本
の
地
方
が
取
る

べ
き
戦
略
的
焦
点
（
日
帰
り
特
化
か
、
宿
泊

特
化
か
）
を
考
え
る
上
で
も
具
体
的
な
示
唆

を
与
え
て
く
れ
た
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
事
例
は
、
日
本
の
観
光

地
経
営
に
対
し
、
特
に
地
域
分
散
の
観
点
か

ら
以
下
の
戦
略
的
示
唆
が
得
ら
れ
た
。
本
視

察
の
結
果
は
、
筆
者
が
過
去
に
研
究
対
象
と

表 1 市外への日帰り旅行の実施（％）

表 2 バルセロナ市内において屋外または自然空間で行った活動（％） n=802

【写真1】トルトーザの街とパラドール

【写真2】広く大きなエブロ川。エブロ川デルタ地帯自然公園内の展望台より

続
可
能
な
観
光
憲
章
（
E
C
S
T
）
認
証
に

基
づ
き
、
公
的
機
関
、
事
業
者
、
地
元
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
協
働
す
る
体
制
が
機
能
し
て
い

る
。「
環
境
保
全
」
を
共
通
目
標
と
す
る
こ
と

で
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
参
画
を

促
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
地
域
優
先
の
原
則

と
し
て
、
地
元
住
民
の
起
業
家
精
神
や
持

続
可
能
性
を
重
視
す
る
方
針
を
選
択
し
て

お
り
、
地
域
社
会
の
福
祉
と
環
境
保
全
を

最
優
先
す
る
自
律
的
な
政
策
が
実
践
さ
れ

て
い
る
。

　
カ
ヴ
ァ
（
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
）
の
主

要
生
産
地
で
あ
る
ペ
ネ
デ
ス
は
、ワ
イ
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
推
進
し
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
か
ら
の

日
帰
り
観
光
需
要
の
多
様
化
に
貢
献
し
て
い

る
。
し
か
し
現
在
の
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

利
用
割
合
は
7
・
3
%
に
留
ま
っ
て
お
り
、

地
域
分
散
の
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
期
待

さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
地
方
へ
の
観
光
客
誘
導
は
、
地
域
分
散
以

光
客
の
活
動
を
優
先
し
つ
つ
、
観
光
地
全
体

の
健
全
性
を
確
保
し
、
持
続
可
能
な
観
光
地

経
営
を
目
指
し
て
い
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
地
域
分
散
戦
略
は
、
単

な
る
観
光
圧
力
の
抑
制
だ
け
で
は
な
く
、
都

市
の
公
益
確
保
と
観
光
の
活
力
を
都
市
全
体

に
持
続
さ
せ
る
と
い
う
政
策
思
想
の
転
換
に

基
づ
い
て
い
る
。

　
こ
の
戦
略
を
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
す
る

た
め
、
市
の
行
政
区
域
を
超
え
た
広
域
で
の

連
携
が
不
可
欠
で
あ
り
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州

全
体
を
視
野
に
入
れ
た
「
広
域
連
携
と
地
域

分
散
」
が
特
徴
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
観
光
目
的
地
の
地
域
規
模

を
多
層
化
し
、
州
政
府
や
バ
ル
セ
ロ
ナ
都
市

圏（À
rea M

etropolitana de B
arcelona

）

と
の
協
力
関
係
の
制
度
化
を
目
指
す
、
多
層

的
な
統
治
体
制
の
構
築
を
推
進
し
て
い
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
内
の
観
光
客
の
う
ち
9
・

6
%
が
市
外
へ
の
日
帰
り
旅
行
に
出
か
け
て

お
り
（
表
1
）、
こ
の
需
要
は
地
域
分
散
の

大
き
な
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
観
光
客

を
市
外
へ
誘
導
す
る
地
域
分
散
の
可
能
性
を

探
る
た
め
、
移
動
時
間
と
滞
在
形
態
（
日
帰

り
／
宿
泊
）
を
軸
に
二
つ
の
地
域
へ
の
視
察

を
実
施
し
た
。

　
視
察
先
の
一
つ
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
か
ら

車
で
約
2
時
間
の
距
離
に
位
置
す
る
カ
タ

ル
ー
ニ
ャ
州
南
部
の
歴
史
的
な
都
市
、
ト
ル

ト
ー
ザ
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
ト
ル
ト
ー

ザ
へ
の
移
動
経
路
上
に
位
置
す
る
ワ
イ
ン
産

地
、
ペ
ネ
デ
ス
で
あ
る
。

　
ト
ル
ト
ー
ザ
は
、
歴
史
的
な
城
塞
を
利
用

し
た
パ
ラ
ド
ー
ル
（
国
営
宿
泊
施
設
）
と
い

う
歴
史
・
文
化
的
観
光
資
源
と
、
エ
ブ
ロ
川

デ
ル
タ
地
帯
自
然
公
園
と
い
う
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
資
源
を
有
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
な
ど
の
都

市
観
光
か
ら
の
観
光
客
を
多
角
的
な
テ
ー
マ

へ
と
誘
導
し
、
地
域
分
散
を
図
る
こ
と
が
で

き
そ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
多
角
的
な
分
散
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
歴

史
的
な
城
塞
の
パ
ラ
ド
ー
ル
を
滞
在
型
観
光

の
基
軸
と
し
、
自
然
公
園
を
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
受
け
皿
と
す
る
こ
と
で
成
立
す
る
。
ト

ル
ト
ー
ザ
は
、
都
市
の
混
雑
を
避
け
、
歴
史

的
背
景
や
豊
か
な
自
然
を
深
く
探
求
し
た
い

観
光
客
層
を
効
果
的
に
誘
致
で
き
る
。
結
果

と
し
て
観
光
客
の
流
れ
を
最
適
化
し
、
地
域

分
散
に
貢
献
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
2
0
2
4
年
の
デ
ー
タ
か
ら
は
、
バ
ル
セ

ロ
ナ
市
内
観
光
客
の
65
%
が
ハ
イ
キ
ン
グ
／

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
自
然
空
間
で
の
活
動
に

強
い
需
要
を
示
し
て
お
り
（
表
2
）、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
誘
導
が
市
場
の
ニ
ー
ズ
に

合
致
し
て
い
る
。

　
エ
ブ
ロ
川
デ
ル
タ
地
帯
自
然
公
園
で
は
、

観
光
客
集
中
に
よ
る
環
境
へ
の
負
荷
に
対

し
、
地
方
行
政
機
関
（
市
庁
舎
、
郡
、
18
自

治
体
）
が
連
携
し
、
具
体
的
な
訪
問
者
管
理

策
（
ゾ
ー
ニ
ン
グ
、
柵
の
設
置
、
夜
間
駐
車

へ
の
罰
金
制
度
な
ど
）
を
運
用
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
域
運
営
に
お
い
て
は
、
欧
州
持

観
光
政
策
の
透
明
性
を
確
保
し
、
感
情
論
で

は
な
く
科
学
的
評
価
に
基
づ
い
て
、
観
光
客

の
流
れ
の
最
適
化
や
地
域
社
会
へ
の
影
響
と

い
っ
た
課
題
の
ト
レ
ー
ド
オ
フ
を
管
理
・
調

整
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。さ
ら
に
、

す
べ
て
の
関
係
者
（
政
策
立
案
者
、
観
光
業

界
関
係
者
、
住
民
、
国
際
組
織
な
ど
）が
デ
ー

タ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
普
遍
性
を
実
現
し
て

い
る
こ
と
に
よ
り
、
政
策
議
論
の
質
が
担
保

さ
れ
て
い
る
。

　
O
T
B
の
デ
ー
タ
分
析
は
、
都
市
の
社
会

的
収
容
能
力
（
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
）
を
管
理
し
、

地
域
社
会
の
持
続
性
と
経
済
的
利
益
の
両
立

を
図
る
「
観
光
客
の
流
れ
の
最
適
化
」
を
管

理
す
る
た
め
に
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
内
で
行
っ
た
活

動
に
関
す
る
デ
ー
タ
（
図
1
）
を
み
る
と
、

文
化
訪
問
、
ビ
ー
チ
に
行
く
と
い
っ
た
従
来

の
活
動
に
加
え
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
高
い

割
合
を
占
め
て
い
る
。
市
は
観
光
客
の
関
心

を
都
市
中
心
部
か
ら
郊
外
や
自
然
空
間
へ
と

誘
導
す
る
具
体
的
な
根
拠
を
得
て
い
る
。

O
T
B
の
デ
ー
タ
は
、
持
続
可
能
な
地
域
分

散
型
の
観
光
モ
デ
ル
へ
の
移
行
を
強
力
に
支

援
す
る
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の「G

overnm
ent M

easure 

fo
r T

o
u
rism

 M
an
agem

en
t 

2
0
2

4 ̶ 

2
0
2
7
」に
お
い
て
、
地
域
分
散
は
、

観
光
客
の
集
中
に
よ
る
課
題
の
主
要
な
解
決

策
の
一
つ
と
し
て
、
ま
た
持
続
可
能
な
観
光

モ
デ
ル
の
実
現
に
欠
か
せ
な
い
要
素
と
し

て
、
主
要
な
取
り
組
み
領
域
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
戦
略
は
、
地
域
分
散
と
観

光
活
動
の
多
様
化
を
促
進
し
、
多
中
心
主
義

を
推
進
す
る
た
め
、
新
た
な
文
化
、
ス
ポ
ー

ツ
、
美
食
、
教
育
な
ど
の
体
験
を
観
光
商
品

に
組
み
込
む
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
新
た
な
観
光
分
散
化
戦

略
は
、
過
去
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
新
た
な
過
密

地
域
を
生
む
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
た
反
省
か

ら
、
地
域
の
固
有
の
特
性
と
観
光
客
受
け
入

れ
能
力
（
収
容
能
力
）
を
深
く
考
慮
す
る
方

向
に
転
換
し
た
。
こ
の
戦
略
は
、
最
適
な
社

会
的
収
容
能
力
の
概
念
と
密
接
に
結
び
つ
い

て
お
り
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
主
要
観
光

ル
ー
ト
の
再
考
や
、
混
雑
を
軽
減
す
る
た
め

の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
対
策
を
通
じ
て
、
観

　
日
本
が
観
光
客
の
特
定
地
域
・
時
間
帯
へ

の
集
中
や
経
済
的
漏
出
と
い
っ
た
根
本
的
な

課
題
に
直
面
す
る
中
、
先
進
事
例
と
し
て
ス

ペ
イ
ン
・
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
政
策
転
換
に
注

目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
は
、
観
光
を
単
な
る
経
済

活
動
で
は
な
く
、
都
市
の
公
益
を
確
保
す
る

た
め
の
都
市
全
体
に
関
わ
る
重
要
な
政
策
課

題
と
し
て
捉
え
、「
観
光
管
理
」
か
ら
「
観
光

と
共
に
都
市
を
管
理
す
る
」
と
い
う
思
想
へ

の
転
換
を
図
っ
た
。
こ
の
政
策
転
換
の
核
心

は
、
デ
ー
タ
活
用
の
徹
底
と
、
観
光
の
恩
恵

を
広
げ
る
政
策
の
根
幹
と
し
て
の
地
域
分
散

と
い
う
戦
略
性
に
あ
る
。

　
本
レ
ポ
ー
ト
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
お
よ
び

周
辺
地
域
を
対
象
に
実
施
し
た
視
察
の
結
果

に
基
づ
い
て
い
る
。
視
察
結
果
と
こ
れ
ま
で

訪
れ
た
地
域
と
の
比
較
を
通
じ
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
市
が
推
進
す
る
持
続
可
能
な
観
光
の
先
進

的
な
取
り
組
み
の
全
体
像
と
構
造
を
把
握

し
、
こ
こ
に
報
告
し
た
い
。

　
1
9
9
2
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に

急
成
長
し
た
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
観
光
業
は
、

年
間
訪
問
者
数
は
都
市
人
口
の
約
9
・
3
倍

（
2
0
2
4
年
）
に
達
し
、
観
光
が
も
た
ら

す
負
の
影
響
を
都
市
に
集
中
さ
せ
、
深
刻
な

社
会
的
コ
ス
ト
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
は
、
こ
の
危
機
的
状
況
に

対
し
、
場
当
た
り
的
な
対
応
か
ら
脱
却
し
、

客
観
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
く
意
思
決
定
へ
と

政
策
思
想
を
転
換
し
た
。「
住
民
フ
ァ
ー
ス

ト
」と「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」を
原
則
と
し
、

単
な
る
規
制
で
は
な
く
デ
ー
タ
と
連
携
し
た

観
光
客
流
動
の
管
理
へ
と
移
行
し
た
。
こ
れ

は
、
観
光
を
単
な
る
経
済
活
動
と
し
て
捉
え

る
の
で
は
な
く
、
都
市
計
画
、
統
治
体
制
、

都
市
の
公
益
確
保
を
含
む
、
都
市
の
統
治
全

体
に
関
わ
る
政
策
課
題
と
し
て
扱
う
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。

　
こ
の
デ
ー
タ
連
携
と
公
共
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
基
づ
く
新
し
い
観
光
管
理
の
基
盤

と
し
て
確
立
さ
れ
た
の
が
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
観

光
観
測
所
（
O
T
B
）
で
あ
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
は
、
観
光
に
関
す
る
政
策

転
換
と
根
本
的
課
題
の
解
決
の
た
め
、
観
光

デ
ー
タ
統
合
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る

バ
ル
セ
ロ
ナ
観
光
観
測
所O

b
servato

ri 

d
el T

u
rism

e a B
arcelo

n
a

（
O
T
B
）

を
設
立
し
た
。
O
T
B
は
、
市
の
「
都
市
の

公
益
確
保
」
と
い
う
新
し
い
政
策
思
想
に
基

づ
き
、
持
続
可
能
な
観
光
の
推
進
を
支
え
る

統
治
構
造
の
中
核
を
担
っ
て
い
る
。

　
O
T
B
は
、
政
策
立
案
者
の
客
観
的
な
意

思
決
定
を
実
現
す
る
た
め
、
I
o
T
セ
ン

サ
ー
か
ら
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
デ
ー
タ
、
経
済

統
計
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
デ
ー
タ
ソ
ー
ス
を
統
合
し
て
い
る
。
そ
の

上
で
、
観
光
客
満
足
度
、
経
済
効
果
、
社
会
・

環
境
へ
の
影
響
を
継
続
的
に
計
測
・
分
析
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
分
析
結
果
を
公
開
す
る
こ
と
で
、

5
．地
域
分
散
の
可
能
性
：

日
帰
り
・
宿
泊
軸
で
の

視
察
事
例

6
．お
わ
り
に

し
た
地
域
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ク
ラ
イ

ス
ト
チ
ャ
ー
チ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
ハ
ワ

イ
）
の
課
題
解
決
ア
プ
ロ
ー
チ
と
対
比
す
る

こ
と
で
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
戦
略
的
意
義
を

ま
と
め
た
い
。

　
昨
年
に
訪
れ
た
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ

は
、
震
災
か
ら
の
復
興
と
い
う
外
的
シ
ョ
ッ

ク
に
対
し
、
観
光
客
を
「
地
域
を
支
え
る
主

体
と
な
る
関
係
人
口
」
へ
転
換
す
る
と
い
う

ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
地
域
外
か
ら
の
支
援
を
取

り
込
む
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
。
一
方
、
バ

ル
セ
ロ
ナ
市
は
、
観
光
客
の
集
中
に
よ
る
住

民
生
活
の
危
機
と
い
う
内
発
的
シ
ョ
ッ
ク
に

対
し
、
地
域
住
民
の
Q
O
L
維
持
を
最
優
先

と
し
、
地
域
内
資
源
の
保
護
を
優
先
す
る
仕

組
み
を
構
築
し
て
い
る
。
ア
プ
ロ
ー
チ
の
起

点
は
異
な
る
が
、
両
者
は
単
な
る
観
光
客
数

の
増
加
で
は
な
く
、
地
域
と
の
関
与
度
の
高

い
観
光
客
の
創
出
、
す
な
わ
ち
観
光
を
量
か

ら
質
へ
と
転
換
し
、
持
続
可
能
な
観
光
を
目

指
す
点
で
方
向
性
が
一
致
し
て
い
る
。

　
一
昨
年
に
訪
れ
た
ハ
ワ
イ
は
、
例
え
ば
日

本
人
旅
行
者
に
関
し
て
、
円
安
・
物
価
高
騰

と
い
っ
た
需
要
側
の
変
化
に
対
し
分
析
し
て

対
応
す
る
需
要
側
対
応
を
重
視
し
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
は
、
観
光
客
の

集
中
と
い
う
内
発
的
な
危
機
に
対
し
、
観
光

客
の
分
散
や
規
制
、
そ
し
て
デ
ー
タ
に
基
づ

く
政
策
決
定
と
い
っ
た
「
供
給
側
の
都
市
管

理
」
の
基
盤
改
革
を
推
進
し
て
い
る
。
特
に
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
デ
ー
タ
活
用
戦
略
は
、
ハ

ワ
イ
の
需
要
側
対
応
を
超
え
た
高
度
な
都
市

管
理
の
視
座
を
提
供
し
て
お
り
、
観
光
の
質

的
向
上
と
持
続
可
能
性
を
担
保
し
よ
う
と
し

て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
事
例
が
示
唆
す
る
の

は
、
日
本
の
観
光
地
経
営
に
お
い
て
、
特
に

地
域
分
散
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
や
市
場
の
需
要
動
向
へ

の
追
従
に
留
ま
ら
な
い
、
高
度
な
都
市
管
理

の
視
点
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
地

方
に
お
け
る
観
光
客
の
分
散
を
「
地
域
住
民

の
Q
O
L
維
持
と
地
域
資
源
保
護
の
た
め
の

都
市
・
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
一
環
と
し

て
捉
え
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
よ
う
に
、
詳
細

な
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
規
制
と
誘
導
の
両
面

か
ら
施
策
を
展
開
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
こ
そ

が
、
観
光
の
負
の
影
響
に
悩
む
地
域
や
、
観

光
客
誘
致
に
苦
戦
す
る
地
域
に
と
っ
て
、
持

続
的
な
成
長
を
実
現
す
る
た
め
の
新
た
な
モ

デ
ル
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

広
域
連
携
に
よ
る
観
光
分
散
と

都
市
全
体
の
活
力
維
持

ト
ル
ト
ー
ザ
：

歴
史
・
文
化
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

組
み
合
わ
せ
た
滞
在
型
の
地
域
分
散

ペ
ネ
デ
ス
：

ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る

日
帰
り
型
の
地
域
分
散

「Informe de resultats perfil i hàbits dels turistes a Barcelona ciutat 2024」p.79より
筆者作成

「Informe de resultats perfil i hàbits dels turistes a Barcelona ciutat 2024」p.85より
筆者作成
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外
に
需
要
の
多
様
化
と
地
域
経
済
へ
の
波
及

効
果
を
目
的
と
し
て
い
る
。
既
往
研
究
に
よ

る
と
、
ス
ペ
イ
ン
の
ワ
イ
ン
街
道
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
よ
る
一
定
の
経
済
成
長
効
果
は
確
認

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
観
光
に
よ
る
利
益
が

地
域
全
体
に
公
平
に
分
配
さ
れ
て
い
る
か
と

い
う
点
が
重
要
な
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
地
方
分
散
を
持
続
的
な
も
の
と
す
る

た
め
に
は
、
単
に
観
光
客
を
地
方
へ
誘
導
す

る
だ
け
で
な
く
、
地
域
内
で
の
公
平
な
利
益

分
配
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
須
で

あ
る
。　

バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
事
例
が
示
す
の
は
、
地

方
分
散
の
成
功
が
単
な
る
場
所
の
移
動
で
は

な
く
、
テ
ー
マ
と
滞
在
形
態
の
多
様
化
に
あ

る
と
い
う
戦
略
性
で
あ
る
。ト
ル
ト
ー
ザ（
宿

泊
・
中
長
距
離
）
と
ペ
ネ
デ
ス
（
日
帰
り
・

短
距
離
）
の
対
比
は
、
日
本
の
地
方
が
取
る

べ
き
戦
略
的
焦
点
（
日
帰
り
特
化
か
、
宿
泊

特
化
か
）
を
考
え
る
上
で
も
具
体
的
な
示
唆

を
与
え
て
く
れ
た
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
事
例
は
、
日
本
の
観
光

地
経
営
に
対
し
、
特
に
地
域
分
散
の
観
点
か

ら
以
下
の
戦
略
的
示
唆
が
得
ら
れ
た
。
本
視

察
の
結
果
は
、
筆
者
が
過
去
に
研
究
対
象
と

続
可
能
な
観
光
憲
章
（
E
C
S
T
）
認
証
に

基
づ
き
、
公
的
機
関
、
事
業
者
、
地
元
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
協
働
す
る
体
制
が
機
能
し
て
い

る
。「
環
境
保
全
」
を
共
通
目
標
と
す
る
こ
と

で
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
参
画
を

促
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
地
域
優
先
の
原
則

と
し
て
、
地
元
住
民
の
起
業
家
精
神
や
持

続
可
能
性
を
重
視
す
る
方
針
を
選
択
し
て

お
り
、
地
域
社
会
の
福
祉
と
環
境
保
全
を

最
優
先
す
る
自
律
的
な
政
策
が
実
践
さ
れ

て
い
る
。

　
カ
ヴ
ァ
（
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
）
の
主

要
生
産
地
で
あ
る
ペ
ネ
デ
ス
は
、ワ
イ
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
推
進
し
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
か
ら
の

日
帰
り
観
光
需
要
の
多
様
化
に
貢
献
し
て
い

る
。
し
か
し
現
在
の
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

利
用
割
合
は
7
・
3
%
に
留
ま
っ
て
お
り
、

地
域
分
散
の
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
期
待

さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
地
方
へ
の
観
光
客
誘
導
は
、
地
域
分
散
以

光
客
の
活
動
を
優
先
し
つ
つ
、
観
光
地
全
体

の
健
全
性
を
確
保
し
、
持
続
可
能
な
観
光
地

経
営
を
目
指
し
て
い
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
地
域
分
散
戦
略
は
、
単

な
る
観
光
圧
力
の
抑
制
だ
け
で
は
な
く
、
都

市
の
公
益
確
保
と
観
光
の
活
力
を
都
市
全
体

に
持
続
さ
せ
る
と
い
う
政
策
思
想
の
転
換
に

基
づ
い
て
い
る
。

　
こ
の
戦
略
を
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
す
る

た
め
、
市
の
行
政
区
域
を
超
え
た
広
域
で
の

連
携
が
不
可
欠
で
あ
り
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州

全
体
を
視
野
に
入
れ
た
「
広
域
連
携
と
地
域

分
散
」
が
特
徴
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
観
光
目
的
地
の
地
域
規
模

を
多
層
化
し
、
州
政
府
や
バ
ル
セ
ロ
ナ
都
市

圏（À
rea M

etropolitana de B
arcelona

）

と
の
協
力
関
係
の
制
度
化
を
目
指
す
、
多
層

的
な
統
治
体
制
の
構
築
を
推
進
し
て
い
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
内
の
観
光
客
の
う
ち
9
・

6
%
が
市
外
へ
の
日
帰
り
旅
行
に
出
か
け
て

お
り
（
表
1
）、
こ
の
需
要
は
地
域
分
散
の

大
き
な
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
観
光
客

を
市
外
へ
誘
導
す
る
地
域
分
散
の
可
能
性
を

探
る
た
め
、
移
動
時
間
と
滞
在
形
態
（
日
帰

り
／
宿
泊
）
を
軸
に
二
つ
の
地
域
へ
の
視
察

を
実
施
し
た
。

　
視
察
先
の
一
つ
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
か
ら

車
で
約
2
時
間
の
距
離
に
位
置
す
る
カ
タ

ル
ー
ニ
ャ
州
南
部
の
歴
史
的
な
都
市
、
ト
ル

ト
ー
ザ
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
ト
ル
ト
ー

ザ
へ
の
移
動
経
路
上
に
位
置
す
る
ワ
イ
ン
産

地
、
ペ
ネ
デ
ス
で
あ
る
。

　
ト
ル
ト
ー
ザ
は
、
歴
史
的
な
城
塞
を
利
用

し
た
パ
ラ
ド
ー
ル
（
国
営
宿
泊
施
設
）
と
い

う
歴
史
・
文
化
的
観
光
資
源
と
、
エ
ブ
ロ
川

デ
ル
タ
地
帯
自
然
公
園
と
い
う
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
資
源
を
有
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
な
ど
の
都

市
観
光
か
ら
の
観
光
客
を
多
角
的
な
テ
ー
マ

へ
と
誘
導
し
、
地
域
分
散
を
図
る
こ
と
が
で

き
そ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
多
角
的
な
分
散
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
歴

史
的
な
城
塞
の
パ
ラ
ド
ー
ル
を
滞
在
型
観
光

の
基
軸
と
し
、
自
然
公
園
を
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
受
け
皿
と
す
る
こ
と
で
成
立
す
る
。
ト

ル
ト
ー
ザ
は
、
都
市
の
混
雑
を
避
け
、
歴
史

的
背
景
や
豊
か
な
自
然
を
深
く
探
求
し
た
い

観
光
客
層
を
効
果
的
に
誘
致
で
き
る
。
結
果

と
し
て
観
光
客
の
流
れ
を
最
適
化
し
、
地
域

分
散
に
貢
献
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
2
0
2
4
年
の
デ
ー
タ
か
ら
は
、
バ
ル
セ

ロ
ナ
市
内
観
光
客
の
65
%
が
ハ
イ
キ
ン
グ
／

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
自
然
空
間
で
の
活
動
に

強
い
需
要
を
示
し
て
お
り
（
表
2
）、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
誘
導
が
市
場
の
ニ
ー
ズ
に

合
致
し
て
い
る
。

　
エ
ブ
ロ
川
デ
ル
タ
地
帯
自
然
公
園
で
は
、

観
光
客
集
中
に
よ
る
環
境
へ
の
負
荷
に
対

し
、
地
方
行
政
機
関
（
市
庁
舎
、
郡
、
18
自

治
体
）
が
連
携
し
、
具
体
的
な
訪
問
者
管
理

策
（
ゾ
ー
ニ
ン
グ
、
柵
の
設
置
、
夜
間
駐
車

へ
の
罰
金
制
度
な
ど
）
を
運
用
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
域
運
営
に
お
い
て
は
、
欧
州
持

観
光
政
策
の
透
明
性
を
確
保
し
、
感
情
論
で

は
な
く
科
学
的
評
価
に
基
づ
い
て
、
観
光
客

の
流
れ
の
最
適
化
や
地
域
社
会
へ
の
影
響
と

い
っ
た
課
題
の
ト
レ
ー
ド
オ
フ
を
管
理
・
調

整
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。さ
ら
に
、

す
べ
て
の
関
係
者
（
政
策
立
案
者
、
観
光
業

界
関
係
者
、
住
民
、
国
際
組
織
な
ど
）が
デ
ー

タ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
普
遍
性
を
実
現
し
て

い
る
こ
と
に
よ
り
、
政
策
議
論
の
質
が
担
保

さ
れ
て
い
る
。

　
O
T
B
の
デ
ー
タ
分
析
は
、
都
市
の
社
会

的
収
容
能
力
（
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
）
を
管
理
し
、

地
域
社
会
の
持
続
性
と
経
済
的
利
益
の
両
立

を
図
る
「
観
光
客
の
流
れ
の
最
適
化
」
を
管

理
す
る
た
め
に
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
内
で
行
っ
た
活

動
に
関
す
る
デ
ー
タ
（
図
1
）
を
み
る
と
、

文
化
訪
問
、
ビ
ー
チ
に
行
く
と
い
っ
た
従
来

の
活
動
に
加
え
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
高
い

割
合
を
占
め
て
い
る
。
市
は
観
光
客
の
関
心

を
都
市
中
心
部
か
ら
郊
外
や
自
然
空
間
へ
と

誘
導
す
る
具
体
的
な
根
拠
を
得
て
い
る
。

O
T
B
の
デ
ー
タ
は
、
持
続
可
能
な
地
域
分

散
型
の
観
光
モ
デ
ル
へ
の
移
行
を
強
力
に
支

援
す
る
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の「G

overnm
ent M

easure 

fo
r T

o
u
rism

 M
an
agem

en
t 

2
0
2

4 ̶ 

2
0
2
7
」に
お
い
て
、
地
域
分
散
は
、

観
光
客
の
集
中
に
よ
る
課
題
の
主
要
な
解
決

策
の
一
つ
と
し
て
、
ま
た
持
続
可
能
な
観
光

モ
デ
ル
の
実
現
に
欠
か
せ
な
い
要
素
と
し

て
、
主
要
な
取
り
組
み
領
域
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
戦
略
は
、
地
域
分
散
と
観

光
活
動
の
多
様
化
を
促
進
し
、
多
中
心
主
義

を
推
進
す
る
た
め
、
新
た
な
文
化
、
ス
ポ
ー

ツ
、
美
食
、
教
育
な
ど
の
体
験
を
観
光
商
品

に
組
み
込
む
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
新
た
な
観
光
分
散
化
戦

略
は
、
過
去
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
新
た
な
過
密

地
域
を
生
む
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
た
反
省
か

ら
、
地
域
の
固
有
の
特
性
と
観
光
客
受
け
入

れ
能
力
（
収
容
能
力
）
を
深
く
考
慮
す
る
方

向
に
転
換
し
た
。
こ
の
戦
略
は
、
最
適
な
社

会
的
収
容
能
力
の
概
念
と
密
接
に
結
び
つ
い

て
お
り
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
主
要
観
光

ル
ー
ト
の
再
考
や
、
混
雑
を
軽
減
す
る
た
め

の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
対
策
を
通
じ
て
、
観

　
日
本
が
観
光
客
の
特
定
地
域
・
時
間
帯
へ

の
集
中
や
経
済
的
漏
出
と
い
っ
た
根
本
的
な

課
題
に
直
面
す
る
中
、
先
進
事
例
と
し
て
ス

ペ
イ
ン
・
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
政
策
転
換
に
注

目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
は
、
観
光
を
単
な
る
経
済

活
動
で
は
な
く
、
都
市
の
公
益
を
確
保
す
る

た
め
の
都
市
全
体
に
関
わ
る
重
要
な
政
策
課

題
と
し
て
捉
え
、「
観
光
管
理
」
か
ら
「
観
光

と
共
に
都
市
を
管
理
す
る
」
と
い
う
思
想
へ

の
転
換
を
図
っ
た
。
こ
の
政
策
転
換
の
核
心

は
、
デ
ー
タ
活
用
の
徹
底
と
、
観
光
の
恩
恵

を
広
げ
る
政
策
の
根
幹
と
し
て
の
地
域
分
散

と
い
う
戦
略
性
に
あ
る
。

　
本
レ
ポ
ー
ト
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
お
よ
び

周
辺
地
域
を
対
象
に
実
施
し
た
視
察
の
結
果

に
基
づ
い
て
い
る
。
視
察
結
果
と
こ
れ
ま
で

訪
れ
た
地
域
と
の
比
較
を
通
じ
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
市
が
推
進
す
る
持
続
可
能
な
観
光
の
先
進

的
な
取
り
組
み
の
全
体
像
と
構
造
を
把
握

し
、
こ
こ
に
報
告
し
た
い
。

　
1
9
9
2
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に

急
成
長
し
た
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
観
光
業
は
、

年
間
訪
問
者
数
は
都
市
人
口
の
約
9
・
3
倍

（
2
0
2
4
年
）
に
達
し
、
観
光
が
も
た
ら

す
負
の
影
響
を
都
市
に
集
中
さ
せ
、
深
刻
な

社
会
的
コ
ス
ト
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
は
、
こ
の
危
機
的
状
況
に

対
し
、
場
当
た
り
的
な
対
応
か
ら
脱
却
し
、

客
観
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
く
意
思
決
定
へ
と

政
策
思
想
を
転
換
し
た
。「
住
民
フ
ァ
ー
ス

ト
」と「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」を
原
則
と
し
、

単
な
る
規
制
で
は
な
く
デ
ー
タ
と
連
携
し
た

観
光
客
流
動
の
管
理
へ
と
移
行
し
た
。
こ
れ

は
、
観
光
を
単
な
る
経
済
活
動
と
し
て
捉
え

る
の
で
は
な
く
、
都
市
計
画
、
統
治
体
制
、

都
市
の
公
益
確
保
を
含
む
、
都
市
の
統
治
全

体
に
関
わ
る
政
策
課
題
と
し
て
扱
う
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。

　
こ
の
デ
ー
タ
連
携
と
公
共
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
基
づ
く
新
し
い
観
光
管
理
の
基
盤

と
し
て
確
立
さ
れ
た
の
が
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
観

光
観
測
所
（
O
T
B
）
で
あ
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
は
、
観
光
に
関
す
る
政
策

転
換
と
根
本
的
課
題
の
解
決
の
た
め
、
観
光

デ
ー
タ
統
合
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る

バ
ル
セ
ロ
ナ
観
光
観
測
所O

b
servato

ri 

d
el T

u
rism

e a B
arcelo

n
a

（
O
T
B
）

を
設
立
し
た
。
O
T
B
は
、
市
の
「
都
市
の

公
益
確
保
」
と
い
う
新
し
い
政
策
思
想
に
基

づ
き
、
持
続
可
能
な
観
光
の
推
進
を
支
え
る

統
治
構
造
の
中
核
を
担
っ
て
い
る
。

　
O
T
B
は
、
政
策
立
案
者
の
客
観
的
な
意

思
決
定
を
実
現
す
る
た
め
、
I
o
T
セ
ン

サ
ー
か
ら
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
デ
ー
タ
、
経
済

統
計
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
デ
ー
タ
ソ
ー
ス
を
統
合
し
て
い
る
。
そ
の

上
で
、
観
光
客
満
足
度
、
経
済
効
果
、
社
会
・

環
境
へ
の
影
響
を
継
続
的
に
計
測
・
分
析
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
分
析
結
果
を
公
開
す
る
こ
と
で
、

し
た
地
域
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ク
ラ
イ

ス
ト
チ
ャ
ー
チ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
ハ
ワ

イ
）
の
課
題
解
決
ア
プ
ロ
ー
チ
と
対
比
す
る

こ
と
で
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
戦
略
的
意
義
を

ま
と
め
た
い
。

　
昨
年
に
訪
れ
た
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ

は
、
震
災
か
ら
の
復
興
と
い
う
外
的
シ
ョ
ッ

ク
に
対
し
、
観
光
客
を
「
地
域
を
支
え
る
主

体
と
な
る
関
係
人
口
」
へ
転
換
す
る
と
い
う

ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
地
域
外
か
ら
の
支
援
を
取

り
込
む
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
。
一
方
、
バ

ル
セ
ロ
ナ
市
は
、
観
光
客
の
集
中
に
よ
る
住

民
生
活
の
危
機
と
い
う
内
発
的
シ
ョ
ッ
ク
に

対
し
、
地
域
住
民
の
Q
O
L
維
持
を
最
優
先

と
し
、
地
域
内
資
源
の
保
護
を
優
先
す
る
仕

組
み
を
構
築
し
て
い
る
。
ア
プ
ロ
ー
チ
の
起

点
は
異
な
る
が
、
両
者
は
単
な
る
観
光
客
数

の
増
加
で
は
な
く
、
地
域
と
の
関
与
度
の
高

い
観
光
客
の
創
出
、
す
な
わ
ち
観
光
を
量
か

ら
質
へ
と
転
換
し
、
持
続
可
能
な
観
光
を
目

指
す
点
で
方
向
性
が
一
致
し
て
い
る
。

　
一
昨
年
に
訪
れ
た
ハ
ワ
イ
は
、
例
え
ば
日

本
人
旅
行
者
に
関
し
て
、
円
安
・
物
価
高
騰

と
い
っ
た
需
要
側
の
変
化
に
対
し
分
析
し
て

対
応
す
る
需
要
側
対
応
を
重
視
し
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
は
、
観
光
客
の

集
中
と
い
う
内
発
的
な
危
機
に
対
し
、
観
光

客
の
分
散
や
規
制
、
そ
し
て
デ
ー
タ
に
基
づ

く
政
策
決
定
と
い
っ
た
「
供
給
側
の
都
市
管

理
」
の
基
盤
改
革
を
推
進
し
て
い
る
。
特
に
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
デ
ー
タ
活
用
戦
略
は
、
ハ

ワ
イ
の
需
要
側
対
応
を
超
え
た
高
度
な
都
市

管
理
の
視
座
を
提
供
し
て
お
り
、
観
光
の
質

的
向
上
と
持
続
可
能
性
を
担
保
し
よ
う
と
し

て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
事
例
が
示
唆
す
る
の

は
、
日
本
の
観
光
地
経
営
に
お
い
て
、
特
に

地
域
分
散
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
や
市
場
の
需
要
動
向
へ

の
追
従
に
留
ま
ら
な
い
、
高
度
な
都
市
管
理

の
視
点
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
地

方
に
お
け
る
観
光
客
の
分
散
を
「
地
域
住
民

の
Q
O
L
維
持
と
地
域
資
源
保
護
の
た
め
の

都
市
・
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
一
環
と
し

て
捉
え
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
よ
う
に
、
詳
細

な
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
規
制
と
誘
導
の
両
面

か
ら
施
策
を
展
開
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
こ
そ

が
、
観
光
の
負
の
影
響
に
悩
む
地
域
や
、
観

光
客
誘
致
に
苦
戦
す
る
地
域
に
と
っ
て
、
持

続
的
な
成
長
を
実
現
す
る
た
め
の
新
た
な
モ

デ
ル
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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府
が
自
立
的
な
観
光
政
策
を
展
開
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
認
識
は
、
日
本
で
も

同
様
で
あ
る
が
、
独
自
財
源
の
歴
史
の
浅
い

日
本
で
は
、
そ
も
そ
も
「
地
域
に
よ
る
自
立

的
な
観
光
政
策
」
と
い
う
も
の
が
な
ん
な
の

か
と
い
う
こ
と
自
体
が
判
然
と
し
て
い
な

い
。
本
来
、
地
域
レ
ベ
ル
の
活
動
主
体
で
あ

る
D
M
O
と
は
何
か
と
い
う
議
論
が
、
政
策

導
入
か
ら
10
年
以
上
経
っ
て
も
、
地
域
で
は

な
く
国
レ
ベ
ル
に
お
い
て
続
い
て
い
る
状
況

が
、
そ
の
証
左
で
も
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
当
財
団
で
は
、
観
光
財
源
と

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

関
し
て
、
継
続
的
に
研
究
を
行
っ
て
き
た

（
例
：
観
光
文
化
2
3
4
号
、
2
3
8
号
、

2
4
5
号
、
2
6
1
号
）。
今
回
の
視
察
は
、

そ
の
延
長
線
と
し
て
、
先
行
地
域
に
構
築
さ

れ
て
い
る
観
光
振
興
の
自
立
シ
ス
テ
ム
を
把

握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
改
め
て
、各
国
、地
域
で
視
察
調
査
を
行
っ

て
き
た
こ
と
で
、
見
え
て
き
た
共
通
項
は

3
つ
。　

第
1
に
、
地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
の
政
策
に

観
光
振
興
（
政
策
）
が
、
し
っ
か
り
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
第
2
に
、
政
策
フ

レ
ー
ム
を
背
景
に
、
D
M
O
の
権
限
、
責
任

が
明
確
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
を
核
に
観
光

振
興
に
関
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル

が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
第
3

に
、
こ
れ
ら
を
フ
ロ
ー
と
し
て
実
現
す
る
た

め
に
、
定
量
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
E

B
D
M
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
観
光
政
策
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
特

集
2
‐
2
が
最
も
端
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
だ
ろ
う
。
州
レ
ベ
ル
に
お
い
て
「
仮
に
観

光
振
興
に
取
り
組
む
た
め
に
財
源
（
＝
宿
泊

税
）を
確
保
す
る
な
ら
」と
い
う
政
策
フ
レ
ー

ム
が
作
ら
れ
て
お
り
、
地
方
自
治
体
は
、
こ

の
フ
レ
ー
ム
に
沿
っ
て
宿
泊
税
を
導
入
し
て

い
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
こ
の
財
源
確
保
フ

レ
ー
ム
に
D
M
O
（
図
❷
で
は
T
V
B
）
が

執
行
部
隊
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
地
方
自
治
体
は
課

税
自
主
権
を
持
っ
て
お
り
、
宿
泊
税
を
導
入

す
る
こ
と
は
で
き
る
も
の
の
、
自
由
気
ま
ま

に
税
率
や
使
途
を
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
い

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
感
覚
か
ら

言
え
ば
、自
由
度
が
低
い
よ
う
に
感
じ
る
が
、

一
定
の
枠
に
は
め
る
こ
と
で
観
光
振
興
を
強

力
に
進
め
る
こ
と
を
可
能
と
し
て
い
る
。
制

度
の
強
さ
弱
さ
の
違
い
は
あ
る
が
、
こ
う
し

た
制
度
は
、
ア
メ
リ
カ
で
も
同
様
と
な
っ
て

い
る
。
後
述
す
る
第
2
、
第
3
の
特
徴
を
規

定
す
る
の
は
、
こ
う
し
た
基
礎
的
な
フ
レ
ー

ム
の
存
在
で
あ
る
。

　
任
意
の
政
策
で
あ
る
と
は
言
え
、
そ
れ
を

性
の
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
い

な
い
地
域
と
し
て
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
持
続
可
能
性
を
高
め
よ

う
と
し
て
い
る
点
も
、
日
本
と
重
な
る
だ
ろ

う
。
こ
れ
は
、
同
時
に
日
本
の
観
光
政
策
が

抱
え
る
の
と
同
様
の
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
こ

と
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
バ
ル
セ

ロ
ナ
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題
が
喧

伝
さ
れ
て
い
る
地
域
で
あ
る
が
、
個
人
的
に

は
、
観
光
客
が
生
じ
さ
せ
る
圧
は
、
京
都
市

の
方
が
大
き
く
感
じ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
観
光
が
、
国
際
的
に
注

目
さ
れ
や
す
い
の
は
、
同
地
に
お
い
て
政
治

的
な
イ
シ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
、
関

係
す
る
情
報
が
発
信
さ
れ
や
す
い
と
い
う
側

面
が
あ
る
か
ら
だ
と
感
じ
た
。
現
地
で
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
で
も
、
日
本
で
も
報
道
さ
れ
て
い

た
反
観
光
を
訴
え
る
デ
モ
や
、
落
書
き
の
存

在
は
事
実
で
あ
る
も
の
の
、
ご
く
一
部
で
の

活
動
で
あ
る
と
の
こ
と
。
実
際
、
一
週
間
の

滞
在
中
に
、
反
観
光
落
書
き
は
数
点
し
か
見

つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、

街
中
に
あ
ふ
れ
て
い
る
の
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ

問
題
を
非
難
す
る
落
書
き
で
あ
り
、
特
に
、

米
国
系
の
ブ
ラ
ン
ド
を
掲
げ
る
店
舗
は
、
激

し
い
攻
撃
対
象
と
な
っ
て
い
た
。

　
も
と
も
と
、
ス
ペ
イ
ン
は
、
今
で
こ
そ

E
U
を
構
成
す
る
国
で
あ
る
が
、
1
9
3
1

年
に
王
政
か
ら
共
和
制
へ
移
行
し
た
も
の

の
、
激
し
い
ス
ペ
イ
ン
内
戦
が
発
生
。
そ
の

後
、
フ
ラ
ン
コ
独
裁
体
制
が
1
9
3
9
年
に

確
立
さ
れ
、
1
9
7
5
年
ま
で
続
い
た
が
、

そ
の
崩
壊
か
ら
10
年
後
と
な
る
1
9
8
6
年

に
は
E
C
（
現
在
の
E
U
）
に
参
加
、
1
9

9
2
年
に
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
開
催
す
る
な
ど
、
急
速
に
民
主
化
の
道
を

進
ん
だ
と
い
う
歴
史
を
持
つ
。
2
0
0
4
年

に
は
社
会
労
働
党
が
政
権
を
と
り
、
富
の
公

平
な
再
分
配
、
機
会
の
平
等
、
社
会
的
弱
者

の
保
護
を
重
視
し
、
経
済
活
動
に
対
す
る
国

家
に
よ
る
一
定
の
関
与
を
是
と
す
る
社
会
民

主
主
義
政
策
が
取
ら
れ
て
い
る
が
、
E
U
加

盟
国
の
中
で
も
国
民
1
人
あ
た
り
の
G
D
P

は
低
い
国
と
な
っ
て
い
る
。
観
光
需
要
は
相

対
的
な
経
済
力
の
差
で
動
き
や
す
い
。
こ
れ

は
観
光
集
客
の
点
で
は
有
利
で
あ
る
が
、
観

光
振
興
に
成
功
す
る
ほ
ど
、
特
集
4
‐
2
で

整
理
し
た
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
問

題
を
生
じ
さ
せ
や
す
い
。
こ
れ
は
、
社
会
民

主
主
義
の
価
値
観
と
は
相
容
れ
ず
、
特
集

4
‐
1
で
整
理
し
た
よ
う
な
行
政
主
体
に
よ

る
制
御
が
試
み
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
バ
ル

セ
ロ
ナ
市
が
属
す
る
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
は
、ス

ペ
イ
ン
か
ら
の
独
立
話
が
度
々
出
て
く
る
地

域
で
も
あ
り
、ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
へ
の
関

心
も
高
い
こ
と
も
、こ
う
し
た
取
り
組
み
を

強
化
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
欧
州
の
一
国
で
は
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
や
ス

イ
ス
な
ど
と
は
異
な
る
観
光
と
の
関
わ
り
が

存
在
し
て
お
り
、
欧
米
と
一
括
り
に
は
で
き
な

い
こ
と
を
認
識
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

　
特
集
3
の
タ
イ
は
、
ア
ジ
ア
の
主
要
国
の

一
つ
で
あ
り
、
観
光
に
関
し
て
は
20
世
紀
の

後
半
か
ら
、
積
極
的
に
進
め
て
き
た
観
光
先

進
国
で
も
あ
る
。
タ
イ
は
、
中
央
集
権
国
家

で
あ
り
、
観
光
は
、
国
が
主
体
と
な
っ
て
外

貨
獲
得
、
経
済
開
発
を
念
頭
に
置
い
た
政
策

と
し
て
展
開
し
て
き
た
。
そ
の
体
制
に
つ
い

て
は
、
特
集
3
‐
2
で
整
理
し
て
い
る
が
、

ま
だ
こ
れ
ほ
ど
観
光
が
注
目
さ
れ
て
い
な
い

時
代
か
ら
、
中
央
政
府
が
交
通
整
備
や
地
域

開
発
を
含
め
て
強
力
に
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
開
発
を
行
う
こ
と
で
成
長
し
、
世
界
的
な

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
。
タ
イ
以

外
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
も
、
少
な
か
ら
ず

観
光
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
そ
の
中
で
も

最
も
成
功
し
た
と
言
っ
て
良
い
成
果
を
あ
げ

た
の
は
、
こ
の
強
力
な
体
制
が
あ
る
か
ら
だ

ろ
う
。　

観
光
地
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
成
功
し
た
タ

イ
が
、
現
在
、
観
光
消
費
を
地
域
経
済
へ
波

及
さ
せ
る
た
め
の
施
策
が
取
ら
れ
て
い
る
こ

と
も
特
筆
で
き
る
。
こ
れ
は
、
観
光
資
本
の

国
際
化
が
進
ん
だ
現
在
、
観
光
客
数
や
消
費

額
が
増
え
れ
ば
、
地
域
経
済
が
伸
長
す
る
わ

け
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
だ
。

『
観
光
文
化
2
6
7
号
』
で
も
整
理
し
た
よ

う
に
「
高
付
加
価
値
」
は
、
日
本
で
も
キ
ー

ワ
ー
ド
と
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
単
に
高
単
価

の
商
品
を
つ
く
る
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
で
生

ま
れ
た
消
費
効
果
を
域
内
で
循
環
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
た
取
り
組
み
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
。
特
集
3
‐
4
で
と
り
あ
げ

た
事
例
も
、
こ
の
文
脈
上
の
一
つ
の
例
で
あ

る
が
、
こ
う
し
た
地
域
レ
ベ
ル
の
取
り
組
み

に
お
い
て
も
国
の
機
関
が
直
接
的
に
関
与
し

て
い
る
の
が
タ
イ
ら
し
い
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
マ
ク
ロ
経
済
的
な
経
済
波
及
効
果
で
は

な
く
、
地
域
で
実
感
で
き
る
経
済
効
果
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
い
る
こ
と
は
、
我
が
国
に

お
い
て
も
参
考
と
す
べ
き
点
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
特
集
3
‐
1
で
示
し
た
よ
う
に
、

外
貨
獲
得
と
い
う
点
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
主

体
で
あ
っ
た
観
光
政
策
が
、
国
民
の
観
光
需

要
に
も
広
げ
ら
れ
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ

る
。
こ
れ
は
、
タ
イ
が
経
済
成
長
を
果
た
し
、

国
民
も
観
光
を
楽
し
む
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
背
景
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
分
散
さ
せ
る
こ

と
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
と
の
補
完
関
係

を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。
観
光
需

要
の
制
御
、
分
散
化
は
我
が
国
で
も
課
題
と

な
っ
て
い
る
が
、
人
々
は
自
身
の
価
値
観
で

観
光
政
策
を

左
右
し
ている
も
の

〜
3
年
間
を
振
り
返って
〜

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

理
事
・
観
光
研
究
部
長
・
旅
の
図
書
館
長

山
田
雄
一

旅
行
タ
イ
ミ
ン
グ
や
旅
行
先
を
検
討
す
る
た

め
、
あ
る
意
味
、
需
要
喚
起
よ
り
も
難
し
い

取
り
組
み
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
取

り
組
み
の
成
否
を
見
通
す
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
同
じ
課
題
を
抱
え
る
我
々
と
し
て
も
、

引
き
続
き
注
視
す
べ
き
取
り
組
み
だ
ろ
う
。

3
年
間
を
俯
瞰
し
て

　
最
後
に
、
3
年
間
を
俯
瞰
し
た
雑
感
を
ま

と
め
て
お
こ
う
。

　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
、
世
界
的
に
観
光
需
要

は
復
興
し
た
が
、
世
界
的
な
物
価
上
昇
に
、

政
情
不
安
が
重
な
り
、
決
し
て
恵
ま
れ
た
環

境
で
は
な
か
っ
た
。そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

国
内
を
含
め
て
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
水
準

を
超
え
る
と
こ
ろ
ま
で
需
要
を
再
獲
得
で
き

た
こ
と
は
、
人
々
の
観
光
に
対
す
る
需
要
の

強
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
一
方
で
、国
際
観
光
が
増
大
す
る
こ
と
は
、

新
た
な
問
題
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
称
さ
れ
る
も
の
が
、
そ
の
好
例
で

あ
る
が
、
人
材
不
足
や
地
球
温
暖
化
問
題
と

い
っ
た
課
題
も
横
た
わ
っ
て
い
る
。
注
目
さ

れ
る
の
は
、
国
や
地
域
が
変
わ
っ
て
も
、
生

じ
て
い
る
事
象
に
は
さ
ほ
ど
大
き
な
差
は
無

い
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
こ
で
挙
げ
た
よ
う
な

ス
な
ど
と
同
様
に
、
観
光
振
興
が
当
然
と
考

え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
や
す
い
の

も
特
徴
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
で
、
そ
の
後
の
運
用
ま
で
中
央
政
府

が
関
わ
り
続
け
る
こ
と
に
は
難
し
さ
も
あ

る
。
タ
イ
は
、
継
続
し
て
支
援
を
進
め
て
い

る
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
州
レ
ベ
ル
が

運
用
の
主
体
と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
加

え
、
経
済
力
が
上
が
っ
て
き
た
こ
と
で
、
外

貨
獲
得
の
た
め
の
観
光
地
開
発
と
い
う
政
策

そ
の
も
の
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
が
低
下
し
て

い
る
。
結
果
と
し
て
、
中
央
政
府
の
関
心
は

都
市
へ
と
シ
フ
ト
し
て
お
り
、
リ
ゾ
ー
ト
地

域
で
は
古
さ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
至
っ
て
は
、

南
島
の
拠
点
都
市
で
あ
る
ク
ラ
イ
ス
ト
・

チ
ャ
ー
チ
は
、
2
0
1
1
年
の
地
震
か
ら
、

未
だ
に
復
興
で
き
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
短

期
間
で
、
津
波
被
害
か
ら
プ
ー
ケ
ッ
ト
を
復

興
さ
せ
た
タ
イ
と
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
中
央
政
府
主
導
に
よ
る
観
光

振
興
は
、
強
力
で
は
あ
る
が
、
中
央
政
府
と

し
て
の
政
策
の
方
向
性
が
変
化
し
て
し
ま
う

と
、
地
域
と
し
て
は
、
い
わ
ば
、
は
し
ご
を

外
さ
れ
た
よ
う
な
状
況
と
な
っ
て
し
ま
う
リ

ス
ク
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
は
、
観
光
政
策
の
立
案
権
が
ど
こ

（
中
央
政
府
か
地
方
政
府
か
）
に
あ
る
の
か
、

ま
た
、
そ
の
政
府
（
議
会
）
が
、
ど
う
い
っ

た
価
値
観
を
重
視
し
て
お
り
、
ど
う
い
っ
た

政
策
を
展
開
し
て
い
る
の
か
。
そ
の
中
で
、

観
光
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

の
か
、
と
い
っ
た
要
素
に
よ
っ
て
、
施
策
は

選
択
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
我
々
は
、
実
際
に
展
開
さ
れ
て
い
る
施

策
に
注
目
し
が
ち
で
あ
る
が
、そ
の
施
策
が
、

ど
の
よ
う
な
価
値
観
、
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス

を
通
じ
て
導
出
さ
れ
た
も
の
な
の
か
を
全
体

の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
理
解
し
な
け
れ
ば
、
そ

の
施
策
の
本
当
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
し
、
我
が
国
で
の
参
考
事
例
と
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
認
識
し

て
お
き
た
い
。
端
的
に
言
え
ば
、
海
外
で
の

施
策
事
例
を
単
純
に
コ
ピ
ー
し
て
も
、
背
景

と
な
る
シ
ス
テ
ム
が
異
な
る
日
本
で
は
、
機

能
し
が
た
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　
海
外
事
例
に
学
ぶ
こ
と
は
、我
々
の
視
野
、

選
択
肢
を
増
や
し
、
よ
り
合
理
的
な
意
思
決

定
を
実
現
し
て
い
く
上
で
重
要
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
参
考
と
し
た
施
策
を
展
開
す
る
に

は
、
日
本
と
海
外
の
シ
ス
テ
ム
の
違
い
を
踏

ま
え
、
適
切
に
翻
訳
し
、
適
用
す
る
必
要
が

あ
る
と
い
う
こ
と
は
認
識
し
て
お
き
た
い
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
よ
り
深
く
、
視
察
地
域

を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
が
、
海
外

視
察
を
実
施
す
る
中
で
先
方
か
ら
指
摘
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
の
は
「
ま
た
、
日
本
か
ら
来

た
の
？
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
3
年

間
の
視
察
先
で
も
、
数
カ
所
か
ら
、
同
様
の

指
摘
を
受
け
て
い
る
。

　
当
初
は
好
意
的
に
関
心
を
共
有
し
て
く
れ

て
い
て
も
、
何
度
も
反
復
的
に
日
本
か
ら
来

訪
し
、同
じ
よ
う
な
こ
と
を
尋
ね
ら
れ
れ
ば
、

「
自
国
内
で
共
有
し
て
い
な
い
の
？
」
と
な

る
の
は
当
然
だ
ろ
う
。

　
そ
も
そ
も
1
時
間
程
度
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で

得
ら
れ
る
情
報
は
、極
め
て
限
定
的
で
あ
る
。

通
訳
を
介
す
る
場
合
は
、
事
実
上
、
30
分
程

度
し
か
中
身
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
ネ
ッ
ト

な
ど
で
得
ら
れ
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
事
前

に
し
っ
か
り
と
収
集
し
て
お
く
こ
と
は
当
然

だ
し
、
可
能
な
限
り
政
治
体
制
、
組
織
体
制

に
つ
い
て
も
把
握
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
質

疑
を
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
百
聞

は
一
見
に
し
か
ず
で
あ
り
、
現
地
を
見
て
、

経
験
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
先
に
も
負
荷
を
か
け
て

い
る
こ
と
を
認
識
し
、
先
方
の
誠
意
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
相
応
の
対
応
を
取
れ
る
よ
う
に

し
て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
。

　
当
財
団
の
3
年
間
の
成
果
も
、
そ
う
し
た

視
察
時
の
参
考
情
報
と
し
て
ほ
し
い
。

来
年
度
以
降
の

展
開
に
つ
い
て

　
3
年
間
続
け
て
き
た
組
織
的
な
海
外
視
察

で
あ
る
が
、来
年
度
か
ら
は
、少
し
実
施
方
法

を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。こ
れ
ま
で
は
、観

光
面
で
注
目
さ
れ
て
い
る
地
域
を
選
定
し
、

そ
の
地
域
で
生
じ
て
い
る
複
数
の
イ
シ
ュ
ー

に
つ
い
て
、横
断
的
に
視
察
を
実
施
す
る
方

式
で
あ
っ
た
が
、来
年
度
以
降
は
、特
定
の

テ
ー
マ
に
基
づ
き
視
察
先
を
選
択
す
る
比
重

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
当
財
団
で
は
、
新
た
な
テ
ー

は
じ
め
に

　
当
財
団
が
、
組
織
的
な
海
外
視
察
を
展
開

し
、
機
関
誌
『
観
光
文
化
』
に
掲
載
を
始
め

た
の
は
、
2
0
2
3
年
度
の
こ
と
で
あ
る
。

　
C
O
V
I
D
‐
19
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

が
収
束
し
、
国
内
旅
行
も
訪
日
旅
行
も
力
強

く
回
復
し
て
い
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
。
一

方
で
、『
観
光
文
化
2
5
7
号
「
ポ
ス
ト
・

コ
ロ
ナ
で
再
起
動
す
る
海
外
旅
行
」』
に
お

い
て
、
整
理
し
た
よ
う
に
、
海
外
旅
行
の
回

復
は
大
き
く
遅
れ
て
お
り
、
構
造
的
に
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
前
の
よ
う
な
隆
盛
は
難
し
い
と
い

う
こ
と
が
見
え
て
き
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
も

あ
っ
た
。

　
観
光
が
、
移
動
を
伴
う
も
の
で
あ
る
以
上
、

発
地
と
着
地
が
存
在
し
、
そ
の
動
き
に
は
経

済
力
の
相
対
差
が
影
響
す
る
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
訪
日
旅
行＞

海
外
旅
行
と
な
る
こ
と
は
、

当
然
の
帰
結
で
も
あ
る
。
端
的
に
言
え
ば
、

そ
れ
だ
け
日
本
の
経
済
力
が
低
下
し
た
と
い

う
こ
と
だ
。

　
一
方
で
、
海
外
旅
行
市
場
が
縮
小
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
日
本
人
が
海
外
の
こ
と
を
知

る
機
会
が
減
少
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
海

外
か
ら
多
く
の
人
々
が
来
訪
す
る
社
会
と

な
っ
て
い
く
の
に
、
日
本
人
自
身
は
、
海
外

の
こ
と
を
知
り
、
体
験
す
る
機
会
が
限
定
さ

れ
て
い
く
こ
と
は
、
望
ま
し
い
状
況
で
は
な

い
。
訪
日
客
は
、
当
然
、
彼
ら
の
国
内
旅
行

も
行
う
し
、
日
本
以
外
の
国
々
に
も
出
か
け

て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
訪
日
客
は
日
本
以
外

の
地
域
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
に
、
彼
ら

を
受
け
入
れ
る
側
は
日
本
の
こ
と
し
か
知
ら

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

　
さ
ら
に
、
日
本
で
も
D
M
O
や
M
I
C
E

と
い
っ
た
用
語
が
日
常
的
に
使
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
今
や
、
観
光
振
興
は
世
界
的
な
イ

シ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
諸
外
国
が
、
ど
の

よ
う
な
観
光
の
現
場
に
あ
り
、
ど
の
よ
う
な

施
策
を
行
っ
て
い
る
の
か
を
理
解
し
な
い
ま

ま
、
観
光
施
策
を
進
め
る
こ
と
は
、
い
わ
ゆ

る
「
車
輪
の
再
発
明
」
を
招
く
こ
と
に
な
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
観
光
を
研
究

す
る
我
々
自
身
が
、世
界
の
観
光
を
経
験
し
、

考
え
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
こ
で
得
た
知
見

を
社
会
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、

事
業
化
し
た
の
が
、
こ
の
「
世
界
の
観
光
ダ

イ
ナ
ミ
ズ
ム
」
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。

2
0
2
5
年
度
の
視
察
先

か
ら
得
ら
れ
た
も
の

　
今
年
度
は
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

／
ス
イ
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
そ
し
て
、
タ
イ
の

4
方
面
を
対
象
と
し
た
。

　
特
集
1
の
ア
メ
リ
カ
、
特
集
2
の
オ
ー
ス

ト
リ
ア
／
ス
イ
ス
は
、
D
M
O
の
背
景
に
あ

る
観
光
施
策
の
シ
ス
テ
ム
を
整
理
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
視
察
で
あ
る
。我
が
国
で
も
、

宿
泊
税
の
導
入
が
進
み
つ
つ
あ
る
が
、
世
界

的
に
見
て
宿
泊
税
は
、
地
方
分
権
の
進
ん
だ

欧
米
で
は
一
般
的
で
あ
る
一
方
、
中
央
集
権

で
あ
る
ア
ジ
ア
で
の
導
入
事
例
は
乏
し
い
と

い
う
傾
向
が
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
宿
泊
税
と
い
う
財
源
は
、
地

方
自
治
体
が
中
央
政
府
に
依
ら
ず
、
地
方
政

事
象
は
、
注
目
さ
れ
て
い
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
少
な
か
ら
ず
生
じ
て
い
る
。

国
際
観
光
需
要
を
増
大
さ
せ
て
い
る
の
が
、

ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
新
興
国
で
あ
り
、
い

わ
ば
、「
原
因
」
は
同
種
の
需
要
で
あ
る
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
問
題
や

課
題
も
同
様
な
も
の
と
な
る
と
い
う
こ
と

は
、
当
然
の
帰
結
で
も
あ
る
。

　
た
だ
、問
題
や
課
題
が
同
様
で
あ
る
か
ら
、

そ
こ
へ
の
解
決
策
も
同
じ
か
と
い
え
ば
、

違
う
。　

例
え
ば
、
今
回
、
欧
州
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
さ
れ
る
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ベ
ネ

チ
ア
、
そ
し
て
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
訪
問
し
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
対
応
策
は
違
っ
て
い
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
風
紀
上
の
乱
れ
や
団

体
客
で
の
行
動
を
抑
制
し
つ
つ
、
で
き
る
だ

け
市
内
全
域
に
観
光
客
を
誘
導
し
て
い
こ
う

と
い
う
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。一
方
、

ベ
ネ
チ
ア
は
限
ら
れ
た
市
域
の
中
で
、
交
通

手
段
（
水
上
バ
ス
）
を
観
光
客
と
住
民
で
分

離
し
た
り
、
集
中
が
予
想
さ
れ
る
日
に
は
入

域
税
を
設
定
し
混
雑
状
況
を
見
え
る
化
し
た

り
と
い
っ
た
対
策
を
と
っ
て
い
る
。
い
ず
れ

も
共
通
し
て
い
る
の
は
、「
自
分
た
ち
は
人

気
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
だ
か
ら
、
国
際

的
な
観
光
需
要
が
増
え
れ
ば
観
光
客
は
増
え

る
よ
ね
」
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
こ
れ
ら
地

域
で
も
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
生

じ
て
い
て
、
こ
れ
を
避
け
る
た
め
に
宿
泊
施

設
の
立
地
規
制
強
化
を
実
施
し
て
い
る
が
、

結
果
と
し
て
、外
縁
部
に
宿
泊
需
要
が
移
り
、

日
帰
り
客
が
増
大
す
る
こ
と
で
、
交
通
負
荷

が
上
が
る
と
い
う
経
験
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ

ド
現
象
と
呼
ん
で
い
た
）
を
踏
ま
え
、
現
在

で
は
、
量
の
抑
制
で
は
な
く
、
分
散
化
に
舵

を
切
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
は
、
民
泊
を
含
む
宿
泊
施
設
の
規
制
強
化

を
行
う
こ
と
に
こ
だ
わ
り
を
示
し
て
い
る
。

バ
ル
セ
ロ
ナ
で
も
、
宿
泊
施
設
の
立
地
規
制

に
よ
っ
て
、
他
都
市
同
様
に
宿
泊
拠
点
が
外

縁
化
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
強
力
な
民
泊
規
制
を
行
う
の
は
、

市
街
地
で
の
住
宅
価
格
高
騰
を
問
題
視
し
て

い
る
た
め
で
あ
る
。
安
さ
が
誘
客
魅
力
の
一

つ
で
あ
っ
た
も
の
が
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
不
動
産
価
格
な
ど

に
跳
ね
返
る
こ
と
で
、
観
光
活
動
自
体
を
忌

避
す
る
方
向
に
進
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ

る
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
喧
伝
さ
れ

て
い
な
い
も
の
の
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
に
、

レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
リ
ジ
ェ

ネ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
掲
げ
た
ハ
ワ

イ
州
も
、
同
様
の
構
造
に
あ
る
。

　
一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
本
土
の
ラ
ス
・
ベ
ガ

ス
や
、ナ
パ
バ
レ
ー
、ま
た
は
ス
イ
ス
／
オ
ー

ス
ト
リ
ア
で
は
、
そ
も
そ
も
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
い
っ
た
概
念
が
希
薄
で
あ
り
、

ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
問

題
も
ほ
と
ん
ど
聞
く
こ
と
が
無
い
。
い
ず
れ

も
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
に
よ
る
地
域
振

興
を
行
う
と
い
う
明
確
な
政
策
的
意
思
決
定

が
な
さ
れ
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
住
人
）

も
、
そ
れ
を
了
承
し
、
共
創
的
な
関
係
に
あ

る
か
ら
だ
ろ
う
。
地
域
カ
ラ
ー
が
明
確
な
た

め
、
そ
れ
が
嫌
な
人
は
、
そ
も
そ
も
居
住
し

て
こ
な
い
と
い
う
側
面
も
あ
る
。

　
他
方
、
国
が
観
光
政
策
を
主
導
し
て
い
る

国
で
は
ど
う
か
。
タ
イ
は
、
中
央
集
権
的
な

体
制
で
、
競
争
力
の
高
い
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
形
成
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
ま

た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
も
、
外
貨
獲
得
の
た

め
に
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
や
（
本
事
業
で
の

視
察
対
象
で
は
な
い
が
）
ケ
ア
ン
ズ
な
ど
を

開
発
し
た
こ
と
が
起
点
で
あ
る
し
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
も
、
よ
り
ア
ク
セ
ス
に
難
の
あ

る
南
島
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
化
に
成
功

し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
中
央
政
府
が
主
導

す
る
こ
と
で
、
一
地
域
で
は
で
き
な
い
レ
ベ

ル
の
観
光
「
開
発
」
を
実
現
し
て
い
る
。
資

金
負
担
だ
け
で
な
く
、
各
種
イ
ン
フ
ラ
整
備

や
、
各
種
許
認
可
権
限
を
有
し
て
い
る
中
央

政
府
な
ら
で
は
の
強
み
だ
ろ
う
。
観
光
用
に

強
力
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
る
た
め
、
ラ
ス
ベ
ガ

選
択
す
れ
ば
、
地
方
自
治
体
と
し
て
実
施
す

る
通
常
政
策
と
な
り
、
そ
の
た
め
の
財
源
と

ガ
バ
ナ
ン
ス
ス
キ
ー
ム
が
提
示
さ
れ
る
。
地

域
に
と
っ
て
観
光
は
、
当
然
に
取
り
組
む
べ

き
も
の
と
な
り
、
5
年
後
、
10
年
後
も
、
そ

の
施
策
は
継
続
さ
れ
る
政
策
と
な
る
。
一
時

的
な
も
の
で
は
な
く
、
年
に
よ
っ
て
大
き
く

変
化
す
る
も
の
で
も
な
く
、
恒
常
的
、
定
常

的
に
展
開
さ
れ
る
政
策
と
な
れ
ば
、
行
政
も

民
間
も
そ
れ
に
適
し
た
役
割
分
担
、
組
織
力

が
作
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、

観
光
振
興
に
関
わ
る
人
材
不
足
が
叫
ば
れ
て

久
し
い
。
欧
米
に
お
い
て
も
人
材
は
貴
重
な

資
源
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
優
秀
な
人
材
が

D
M
O
や
行
政
な
ど
に
在
籍
し
て
い
る
の

は
、
そ
こ
に
安
定
的
な
ポ
ス
ト
が
存
在
す
る

か
ら
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
人
材
、
組
織
が
持

続
的
に
存
在
す
る
こ
と
で
、
人
々
の
繋
が
り

も
強
固
な
も
の
と
な
り
、そ
れ
が
、ソ
ー
シ
ャ

ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
形
成
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
る
。
日
本
で
も
、
観
光
地
域
づ
く
り
に
成

功
し
た
地
域
は
、
5
年
、
10
年
と
い
う
年
月

の
積
み
重
ね
の
中
で
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ

ピ
タ
ル
が
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
制

度
と
し
て
、
よ
り
多
く
の
地
域
で
展
開
さ
れ

て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
仕
組
み
を
フ
ロ
ー
面
で
回

し
て
い
る
の
が
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た

E
B
D
M
で
あ
る
。
E
B
D
M
は
、『
観
光

文
化
2
6
6
号
』
で
整
理
し
て
い
る
が
、
観

光
に
限
ら
ず
、
現
在
の
意
思
決
定
に
お
い
て

重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
。
日
本
で
も
、
こ

の
認
識
は
拡
が
っ
て
き
て
い
る
が
、問
題
は
、

E
B
D
M
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
に
対
し
、

欧
米
の
先
行
地
域
で
は
、
特
集
1
‐
2
お
よ

び
2
‐
1
で
整
理
し
て
い
る
よ
う
に
、
地
域

の
関
係
者
が
デ
ー
タ
の
重
要
性
を
把
握
し
、

そ
れ
を
協
働
し
て
取
得
、
分
析
、
共
有
す
る

仕
組
み
を
構
築
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
体
制

を
構
築
で
き
て
い
る
の
も
、
法
的
に
根
拠
を

持
つ
強
固
な
観
光
振
興
の
体
制
が
存
在
し
て

い
る
か
ら
だ
ろ
う
。

　
対
し
て
、
特
集
4
で
取
り
上
げ
た
ス
ペ
イ

ン
は
、
E
U
の
中
で
相
対
的
に
経
済
力
の
低

い
地
域
で
あ
り
、
国
策
と
し
て
観
光
振
興
を

展
開
し
て
き
た
地
域
で
あ
る
。
欧
州
の
中
で

も
特
徴
的
な
地
域
資
源
を
観
光
魅
力
に
転
換

し
、
多
く
の
人
々
を
集
め
る
こ
と
に
成
功
し

た
が
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
が
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
象
徴
的
な
都
市
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

点
な
ど
、
日
本
の
観
光
政
策
に
重
な
る
部
分

も
大
き
い
。

　
歴
史
的
に
政
争
が
多
く
経
済
的
に
不
安
定

で
あ
り
、
米
国
の
よ
う
に
強
い
民
間
事
業
者

が
存
在
せ
ず
、
ス
イ
ス
な
ど
の
よ
う
に
自
立

マ
を
設
定
し
た
研
究
会
を
設
置
し
、
運
用
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。
今
後
の
研
究
調
査
活
動
に

も
注
目
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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府
が
自
立
的
な
観
光
政
策
を
展
開
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
認
識
は
、
日
本
で
も

同
様
で
あ
る
が
、
独
自
財
源
の
歴
史
の
浅
い

日
本
で
は
、
そ
も
そ
も
「
地
域
に
よ
る
自
立

的
な
観
光
政
策
」
と
い
う
も
の
が
な
ん
な
の

か
と
い
う
こ
と
自
体
が
判
然
と
し
て
い
な

い
。
本
来
、
地
域
レ
ベ
ル
の
活
動
主
体
で
あ

る
D
M
O
と
は
何
か
と
い
う
議
論
が
、
政
策

導
入
か
ら
10
年
以
上
経
っ
て
も
、
地
域
で
は

な
く
国
レ
ベ
ル
に
お
い
て
続
い
て
い
る
状
況

が
、
そ
の
証
左
で
も
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
当
財
団
で
は
、
観
光
財
源
と

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

関
し
て
、
継
続
的
に
研
究
を
行
っ
て
き
た

（
例
：
観
光
文
化
2
3
4
号
、
2
3
8
号
、

2
4
5
号
、
2
6
1
号
）。
今
回
の
視
察
は
、

そ
の
延
長
線
と
し
て
、
先
行
地
域
に
構
築
さ

れ
て
い
る
観
光
振
興
の
自
立
シ
ス
テ
ム
を
把

握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
改
め
て
、各
国
、地
域
で
視
察
調
査
を
行
っ

て
き
た
こ
と
で
、
見
え
て
き
た
共
通
項
は

3
つ
。　

第
1
に
、
地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
の
政
策
に

観
光
振
興
（
政
策
）
が
、
し
っ
か
り
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
第
2
に
、
政
策
フ

レ
ー
ム
を
背
景
に
、
D
M
O
の
権
限
、
責
任

が
明
確
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
を
核
に
観
光

振
興
に
関
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル

が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
第
3

に
、
こ
れ
ら
を
フ
ロ
ー
と
し
て
実
現
す
る
た

め
に
、
定
量
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
E

B
D
M
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
観
光
政
策
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
特

集
2
‐
2
が
最
も
端
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
だ
ろ
う
。
州
レ
ベ
ル
に
お
い
て
「
仮
に
観

光
振
興
に
取
り
組
む
た
め
に
財
源
（
＝
宿
泊

税
）を
確
保
す
る
な
ら
」と
い
う
政
策
フ
レ
ー

ム
が
作
ら
れ
て
お
り
、
地
方
自
治
体
は
、
こ

の
フ
レ
ー
ム
に
沿
っ
て
宿
泊
税
を
導
入
し
て

い
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
こ
の
財
源
確
保
フ

レ
ー
ム
に
D
M
O
（
図
❷
で
は
T
V
B
）
が

執
行
部
隊
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
地
方
自
治
体
は
課

税
自
主
権
を
持
っ
て
お
り
、
宿
泊
税
を
導
入

す
る
こ
と
は
で
き
る
も
の
の
、
自
由
気
ま
ま

に
税
率
や
使
途
を
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
い

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
感
覚
か
ら

言
え
ば
、自
由
度
が
低
い
よ
う
に
感
じ
る
が
、

一
定
の
枠
に
は
め
る
こ
と
で
観
光
振
興
を
強

力
に
進
め
る
こ
と
を
可
能
と
し
て
い
る
。
制

度
の
強
さ
弱
さ
の
違
い
は
あ
る
が
、
こ
う
し

た
制
度
は
、
ア
メ
リ
カ
で
も
同
様
と
な
っ
て

い
る
。
後
述
す
る
第
2
、
第
3
の
特
徴
を
規

定
す
る
の
は
、
こ
う
し
た
基
礎
的
な
フ
レ
ー

ム
の
存
在
で
あ
る
。

　
任
意
の
政
策
で
あ
る
と
は
言
え
、
そ
れ
を

性
の
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
い

な
い
地
域
と
し
て
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
持
続
可
能
性
を
高
め
よ

う
と
し
て
い
る
点
も
、
日
本
と
重
な
る
だ
ろ

う
。
こ
れ
は
、
同
時
に
日
本
の
観
光
政
策
が

抱
え
る
の
と
同
様
の
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
こ

と
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
バ
ル
セ

ロ
ナ
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題
が
喧

伝
さ
れ
て
い
る
地
域
で
あ
る
が
、
個
人
的
に

は
、
観
光
客
が
生
じ
さ
せ
る
圧
は
、
京
都
市

の
方
が
大
き
く
感
じ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
観
光
が
、
国
際
的
に
注

目
さ
れ
や
す
い
の
は
、
同
地
に
お
い
て
政
治

的
な
イ
シ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
、
関

係
す
る
情
報
が
発
信
さ
れ
や
す
い
と
い
う
側

面
が
あ
る
か
ら
だ
と
感
じ
た
。
現
地
で
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
で
も
、
日
本
で
も
報
道
さ
れ
て
い

た
反
観
光
を
訴
え
る
デ
モ
や
、
落
書
き
の
存

在
は
事
実
で
あ
る
も
の
の
、
ご
く
一
部
で
の

活
動
で
あ
る
と
の
こ
と
。
実
際
、
一
週
間
の

滞
在
中
に
、
反
観
光
落
書
き
は
数
点
し
か
見

つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、

街
中
に
あ
ふ
れ
て
い
る
の
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ

問
題
を
非
難
す
る
落
書
き
で
あ
り
、
特
に
、

米
国
系
の
ブ
ラ
ン
ド
を
掲
げ
る
店
舗
は
、
激

し
い
攻
撃
対
象
と
な
っ
て
い
た
。

　
も
と
も
と
、
ス
ペ
イ
ン
は
、
今
で
こ
そ

E
U
を
構
成
す
る
国
で
あ
る
が
、
1
9
3
1

年
に
王
政
か
ら
共
和
制
へ
移
行
し
た
も
の

の
、
激
し
い
ス
ペ
イ
ン
内
戦
が
発
生
。
そ
の

後
、
フ
ラ
ン
コ
独
裁
体
制
が
1
9
3
9
年
に

確
立
さ
れ
、
1
9
7
5
年
ま
で
続
い
た
が
、

そ
の
崩
壊
か
ら
10
年
後
と
な
る
1
9
8
6
年

に
は
E
C
（
現
在
の
E
U
）
に
参
加
、
1
9

9
2
年
に
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
開
催
す
る
な
ど
、
急
速
に
民
主
化
の
道
を

進
ん
だ
と
い
う
歴
史
を
持
つ
。
2
0
0
4
年

に
は
社
会
労
働
党
が
政
権
を
と
り
、
富
の
公

平
な
再
分
配
、
機
会
の
平
等
、
社
会
的
弱
者

の
保
護
を
重
視
し
、
経
済
活
動
に
対
す
る
国

家
に
よ
る
一
定
の
関
与
を
是
と
す
る
社
会
民

主
主
義
政
策
が
取
ら
れ
て
い
る
が
、
E
U
加

盟
国
の
中
で
も
国
民
1
人
あ
た
り
の
G
D
P

は
低
い
国
と
な
っ
て
い
る
。
観
光
需
要
は
相

対
的
な
経
済
力
の
差
で
動
き
や
す
い
。
こ
れ

は
観
光
集
客
の
点
で
は
有
利
で
あ
る
が
、
観

光
振
興
に
成
功
す
る
ほ
ど
、
特
集
4
‐
2
で

整
理
し
た
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
問

題
を
生
じ
さ
せ
や
す
い
。
こ
れ
は
、
社
会
民

主
主
義
の
価
値
観
と
は
相
容
れ
ず
、
特
集

4
‐
1
で
整
理
し
た
よ
う
な
行
政
主
体
に
よ

る
制
御
が
試
み
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
バ
ル

セ
ロ
ナ
市
が
属
す
る
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
は
、ス

ペ
イ
ン
か
ら
の
独
立
話
が
度
々
出
て
く
る
地

域
で
も
あ
り
、ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
へ
の
関

心
も
高
い
こ
と
も
、こ
う
し
た
取
り
組
み
を

強
化
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
欧
州
の
一
国
で
は
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
や
ス

イ
ス
な
ど
と
は
異
な
る
観
光
と
の
関
わ
り
が

存
在
し
て
お
り
、
欧
米
と
一
括
り
に
は
で
き
な

い
こ
と
を
認
識
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

　
特
集
3
の
タ
イ
は
、
ア
ジ
ア
の
主
要
国
の

一
つ
で
あ
り
、
観
光
に
関
し
て
は
20
世
紀
の

後
半
か
ら
、
積
極
的
に
進
め
て
き
た
観
光
先

進
国
で
も
あ
る
。
タ
イ
は
、
中
央
集
権
国
家

で
あ
り
、
観
光
は
、
国
が
主
体
と
な
っ
て
外

貨
獲
得
、
経
済
開
発
を
念
頭
に
置
い
た
政
策

と
し
て
展
開
し
て
き
た
。
そ
の
体
制
に
つ
い

て
は
、
特
集
3
‐
2
で
整
理
し
て
い
る
が
、

ま
だ
こ
れ
ほ
ど
観
光
が
注
目
さ
れ
て
い
な
い

時
代
か
ら
、
中
央
政
府
が
交
通
整
備
や
地
域

開
発
を
含
め
て
強
力
に
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
開
発
を
行
う
こ
と
で
成
長
し
、
世
界
的
な

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
。
タ
イ
以

外
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
も
、
少
な
か
ら
ず

観
光
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
そ
の
中
で
も

最
も
成
功
し
た
と
言
っ
て
良
い
成
果
を
あ
げ

た
の
は
、
こ
の
強
力
な
体
制
が
あ
る
か
ら
だ

ろ
う
。　

観
光
地
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
成
功
し
た
タ

イ
が
、
現
在
、
観
光
消
費
を
地
域
経
済
へ
波

及
さ
せ
る
た
め
の
施
策
が
取
ら
れ
て
い
る
こ

と
も
特
筆
で
き
る
。
こ
れ
は
、
観
光
資
本
の

国
際
化
が
進
ん
だ
現
在
、
観
光
客
数
や
消
費

額
が
増
え
れ
ば
、
地
域
経
済
が
伸
長
す
る
わ

け
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
だ
。

『
観
光
文
化
2
6
7
号
』
で
も
整
理
し
た
よ

う
に
「
高
付
加
価
値
」
は
、
日
本
で
も
キ
ー

ワ
ー
ド
と
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
単
に
高
単
価

の
商
品
を
つ
く
る
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
で
生

ま
れ
た
消
費
効
果
を
域
内
で
循
環
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
た
取
り
組
み
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
。
特
集
3
‐
4
で
と
り
あ
げ

た
事
例
も
、
こ
の
文
脈
上
の
一
つ
の
例
で
あ

る
が
、
こ
う
し
た
地
域
レ
ベ
ル
の
取
り
組
み

に
お
い
て
も
国
の
機
関
が
直
接
的
に
関
与
し

て
い
る
の
が
タ
イ
ら
し
い
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
マ
ク
ロ
経
済
的
な
経
済
波
及
効
果
で
は

な
く
、
地
域
で
実
感
で
き
る
経
済
効
果
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
い
る
こ
と
は
、
我
が
国
に

お
い
て
も
参
考
と
す
べ
き
点
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
特
集
3
‐
1
で
示
し
た
よ
う
に
、

外
貨
獲
得
と
い
う
点
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
主

体
で
あ
っ
た
観
光
政
策
が
、
国
民
の
観
光
需

要
に
も
広
げ
ら
れ
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ

る
。
こ
れ
は
、
タ
イ
が
経
済
成
長
を
果
た
し
、

国
民
も
観
光
を
楽
し
む
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
背
景
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
分
散
さ
せ
る
こ

と
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
と
の
補
完
関
係

を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。
観
光
需

要
の
制
御
、
分
散
化
は
我
が
国
で
も
課
題
と

な
っ
て
い
る
が
、
人
々
は
自
身
の
価
値
観
で

旅
行
タ
イ
ミ
ン
グ
や
旅
行
先
を
検
討
す
る
た

め
、
あ
る
意
味
、
需
要
喚
起
よ
り
も
難
し
い

取
り
組
み
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
取

り
組
み
の
成
否
を
見
通
す
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
同
じ
課
題
を
抱
え
る
我
々
と
し
て
も
、

引
き
続
き
注
視
す
べ
き
取
り
組
み
だ
ろ
う
。

3
年
間
を
俯
瞰
し
て

　
最
後
に
、
3
年
間
を
俯
瞰
し
た
雑
感
を
ま

と
め
て
お
こ
う
。

　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
、
世
界
的
に
観
光
需
要

は
復
興
し
た
が
、
世
界
的
な
物
価
上
昇
に
、

政
情
不
安
が
重
な
り
、
決
し
て
恵
ま
れ
た
環

境
で
は
な
か
っ
た
。そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

国
内
を
含
め
て
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
水
準

を
超
え
る
と
こ
ろ
ま
で
需
要
を
再
獲
得
で
き

た
こ
と
は
、
人
々
の
観
光
に
対
す
る
需
要
の

強
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
一
方
で
、国
際
観
光
が
増
大
す
る
こ
と
は
、

新
た
な
問
題
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
称
さ
れ
る
も
の
が
、
そ
の
好
例
で

あ
る
が
、
人
材
不
足
や
地
球
温
暖
化
問
題
と

い
っ
た
課
題
も
横
た
わ
っ
て
い
る
。
注
目
さ

れ
る
の
は
、
国
や
地
域
が
変
わ
っ
て
も
、
生

じ
て
い
る
事
象
に
は
さ
ほ
ど
大
き
な
差
は
無

い
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
こ
で
挙
げ
た
よ
う
な

ス
な
ど
と
同
様
に
、
観
光
振
興
が
当
然
と
考

え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
や
す
い
の

も
特
徴
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
で
、
そ
の
後
の
運
用
ま
で
中
央
政
府

が
関
わ
り
続
け
る
こ
と
に
は
難
し
さ
も
あ

る
。
タ
イ
は
、
継
続
し
て
支
援
を
進
め
て
い

る
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
州
レ
ベ
ル
が

運
用
の
主
体
と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
加

え
、
経
済
力
が
上
が
っ
て
き
た
こ
と
で
、
外

貨
獲
得
の
た
め
の
観
光
地
開
発
と
い
う
政
策

そ
の
も
の
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
が
低
下
し
て

い
る
。
結
果
と
し
て
、
中
央
政
府
の
関
心
は

都
市
へ
と
シ
フ
ト
し
て
お
り
、
リ
ゾ
ー
ト
地

域
で
は
古
さ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
至
っ
て
は
、

南
島
の
拠
点
都
市
で
あ
る
ク
ラ
イ
ス
ト
・

チ
ャ
ー
チ
は
、
2
0
1
1
年
の
地
震
か
ら
、

未
だ
に
復
興
で
き
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
短

期
間
で
、
津
波
被
害
か
ら
プ
ー
ケ
ッ
ト
を
復

興
さ
せ
た
タ
イ
と
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
中
央
政
府
主
導
に
よ
る
観
光

振
興
は
、
強
力
で
は
あ
る
が
、
中
央
政
府
と

し
て
の
政
策
の
方
向
性
が
変
化
し
て
し
ま
う

と
、
地
域
と
し
て
は
、
い
わ
ば
、
は
し
ご
を

外
さ
れ
た
よ
う
な
状
況
と
な
っ
て
し
ま
う
リ

ス
ク
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
は
、
観
光
政
策
の
立
案
権
が
ど
こ

（
中
央
政
府
か
地
方
政
府
か
）
に
あ
る
の
か
、

ま
た
、
そ
の
政
府
（
議
会
）
が
、
ど
う
い
っ

た
価
値
観
を
重
視
し
て
お
り
、
ど
う
い
っ
た

政
策
を
展
開
し
て
い
る
の
か
。
そ
の
中
で
、

観
光
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

の
か
、
と
い
っ
た
要
素
に
よ
っ
て
、
施
策
は

選
択
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
我
々
は
、
実
際
に
展
開
さ
れ
て
い
る
施

策
に
注
目
し
が
ち
で
あ
る
が
、そ
の
施
策
が
、

ど
の
よ
う
な
価
値
観
、
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス

を
通
じ
て
導
出
さ
れ
た
も
の
な
の
か
を
全
体

の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
理
解
し
な
け
れ
ば
、
そ

の
施
策
の
本
当
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
し
、
我
が
国
で
の
参
考
事
例
と
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
認
識
し

て
お
き
た
い
。
端
的
に
言
え
ば
、
海
外
で
の

施
策
事
例
を
単
純
に
コ
ピ
ー
し
て
も
、
背
景

と
な
る
シ
ス
テ
ム
が
異
な
る
日
本
で
は
、
機

能
し
が
た
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　
海
外
事
例
に
学
ぶ
こ
と
は
、我
々
の
視
野
、

選
択
肢
を
増
や
し
、
よ
り
合
理
的
な
意
思
決

定
を
実
現
し
て
い
く
上
で
重
要
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
参
考
と
し
た
施
策
を
展
開
す
る
に

は
、
日
本
と
海
外
の
シ
ス
テ
ム
の
違
い
を
踏

ま
え
、
適
切
に
翻
訳
し
、
適
用
す
る
必
要
が

あ
る
と
い
う
こ
と
は
認
識
し
て
お
き
た
い
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
よ
り
深
く
、
視
察
地
域

を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
が
、
海
外

視
察
を
実
施
す
る
中
で
先
方
か
ら
指
摘
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
の
は
「
ま
た
、
日
本
か
ら
来

た
の
？
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
3
年

間
の
視
察
先
で
も
、
数
カ
所
か
ら
、
同
様
の

指
摘
を
受
け
て
い
る
。

　
当
初
は
好
意
的
に
関
心
を
共
有
し
て
く
れ

て
い
て
も
、
何
度
も
反
復
的
に
日
本
か
ら
来

訪
し
、同
じ
よ
う
な
こ
と
を
尋
ね
ら
れ
れ
ば
、

「
自
国
内
で
共
有
し
て
い
な
い
の
？
」
と
な

る
の
は
当
然
だ
ろ
う
。

　
そ
も
そ
も
1
時
間
程
度
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で

得
ら
れ
る
情
報
は
、極
め
て
限
定
的
で
あ
る
。

通
訳
を
介
す
る
場
合
は
、
事
実
上
、
30
分
程

度
し
か
中
身
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
ネ
ッ
ト

な
ど
で
得
ら
れ
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
事
前

に
し
っ
か
り
と
収
集
し
て
お
く
こ
と
は
当
然

だ
し
、
可
能
な
限
り
政
治
体
制
、
組
織
体
制

に
つ
い
て
も
把
握
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
質

疑
を
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
百
聞

は
一
見
に
し
か
ず
で
あ
り
、
現
地
を
見
て
、

経
験
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
先
に
も
負
荷
を
か
け
て

い
る
こ
と
を
認
識
し
、
先
方
の
誠
意
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
相
応
の
対
応
を
取
れ
る
よ
う
に

し
て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
。

　
当
財
団
の
3
年
間
の
成
果
も
、
そ
う
し
た

視
察
時
の
参
考
情
報
と
し
て
ほ
し
い
。

来
年
度
以
降
の

展
開
に
つ
い
て

　
3
年
間
続
け
て
き
た
組
織
的
な
海
外
視
察

で
あ
る
が
、来
年
度
か
ら
は
、少
し
実
施
方
法

を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。こ
れ
ま
で
は
、観

光
面
で
注
目
さ
れ
て
い
る
地
域
を
選
定
し
、

そ
の
地
域
で
生
じ
て
い
る
複
数
の
イ
シ
ュ
ー

に
つ
い
て
、横
断
的
に
視
察
を
実
施
す
る
方

式
で
あ
っ
た
が
、来
年
度
以
降
は
、特
定
の

テ
ー
マ
に
基
づ
き
視
察
先
を
選
択
す
る
比
重

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
当
財
団
で
は
、
新
た
な
テ
ー

は
じ
め
に

　
当
財
団
が
、
組
織
的
な
海
外
視
察
を
展
開

し
、
機
関
誌
『
観
光
文
化
』
に
掲
載
を
始
め

た
の
は
、
2
0
2
3
年
度
の
こ
と
で
あ
る
。

　
C
O
V
I
D
‐
19
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

が
収
束
し
、
国
内
旅
行
も
訪
日
旅
行
も
力
強

く
回
復
し
て
い
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
。
一

方
で
、『
観
光
文
化
2
5
7
号
「
ポ
ス
ト
・

コ
ロ
ナ
で
再
起
動
す
る
海
外
旅
行
」』
に
お

い
て
、
整
理
し
た
よ
う
に
、
海
外
旅
行
の
回

復
は
大
き
く
遅
れ
て
お
り
、
構
造
的
に
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
前
の
よ
う
な
隆
盛
は
難
し
い
と
い

う
こ
と
が
見
え
て
き
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
も

あ
っ
た
。

　
観
光
が
、
移
動
を
伴
う
も
の
で
あ
る
以
上
、

発
地
と
着
地
が
存
在
し
、
そ
の
動
き
に
は
経

済
力
の
相
対
差
が
影
響
す
る
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
訪
日
旅
行＞

海
外
旅
行
と
な
る
こ
と
は
、

当
然
の
帰
結
で
も
あ
る
。
端
的
に
言
え
ば
、

そ
れ
だ
け
日
本
の
経
済
力
が
低
下
し
た
と
い

う
こ
と
だ
。

　
一
方
で
、
海
外
旅
行
市
場
が
縮
小
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
日
本
人
が
海
外
の
こ
と
を
知

る
機
会
が
減
少
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
海

外
か
ら
多
く
の
人
々
が
来
訪
す
る
社
会
と

な
っ
て
い
く
の
に
、
日
本
人
自
身
は
、
海
外

の
こ
と
を
知
り
、
体
験
す
る
機
会
が
限
定
さ

れ
て
い
く
こ
と
は
、
望
ま
し
い
状
況
で
は
な

い
。
訪
日
客
は
、
当
然
、
彼
ら
の
国
内
旅
行

も
行
う
し
、
日
本
以
外
の
国
々
に
も
出
か
け

て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
訪
日
客
は
日
本
以
外

の
地
域
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
に
、
彼
ら

を
受
け
入
れ
る
側
は
日
本
の
こ
と
し
か
知
ら

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

　
さ
ら
に
、
日
本
で
も
D
M
O
や
M
I
C
E

と
い
っ
た
用
語
が
日
常
的
に
使
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
今
や
、
観
光
振
興
は
世
界
的
な
イ

シ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
諸
外
国
が
、
ど
の

よ
う
な
観
光
の
現
場
に
あ
り
、
ど
の
よ
う
な

施
策
を
行
っ
て
い
る
の
か
を
理
解
し
な
い
ま

ま
、
観
光
施
策
を
進
め
る
こ
と
は
、
い
わ
ゆ

る
「
車
輪
の
再
発
明
」
を
招
く
こ
と
に
な
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
観
光
を
研
究

す
る
我
々
自
身
が
、世
界
の
観
光
を
経
験
し
、

考
え
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
こ
で
得
た
知
見

を
社
会
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、

事
業
化
し
た
の
が
、
こ
の
「
世
界
の
観
光
ダ

イ
ナ
ミ
ズ
ム
」
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。

2
0
2
5
年
度
の
視
察
先

か
ら
得
ら
れ
た
も
の

　
今
年
度
は
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

／
ス
イ
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
そ
し
て
、
タ
イ
の

4
方
面
を
対
象
と
し
た
。

　
特
集
1
の
ア
メ
リ
カ
、
特
集
2
の
オ
ー
ス

ト
リ
ア
／
ス
イ
ス
は
、
D
M
O
の
背
景
に
あ

る
観
光
施
策
の
シ
ス
テ
ム
を
整
理
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
視
察
で
あ
る
。我
が
国
で
も
、

宿
泊
税
の
導
入
が
進
み
つ
つ
あ
る
が
、
世
界

的
に
見
て
宿
泊
税
は
、
地
方
分
権
の
進
ん
だ

欧
米
で
は
一
般
的
で
あ
る
一
方
、
中
央
集
権

で
あ
る
ア
ジ
ア
で
の
導
入
事
例
は
乏
し
い
と

い
う
傾
向
が
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
宿
泊
税
と
い
う
財
源
は
、
地

方
自
治
体
が
中
央
政
府
に
依
ら
ず
、
地
方
政

事
象
は
、
注
目
さ
れ
て
い
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
少
な
か
ら
ず
生
じ
て
い
る
。

国
際
観
光
需
要
を
増
大
さ
せ
て
い
る
の
が
、

ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
新
興
国
で
あ
り
、
い

わ
ば
、「
原
因
」
は
同
種
の
需
要
で
あ
る
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
問
題
や

課
題
も
同
様
な
も
の
と
な
る
と
い
う
こ
と

は
、
当
然
の
帰
結
で
も
あ
る
。

　
た
だ
、問
題
や
課
題
が
同
様
で
あ
る
か
ら
、

そ
こ
へ
の
解
決
策
も
同
じ
か
と
い
え
ば
、

違
う
。　

例
え
ば
、
今
回
、
欧
州
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
さ
れ
る
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ベ
ネ

チ
ア
、
そ
し
て
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
訪
問
し
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
対
応
策
は
違
っ
て
い
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
風
紀
上
の
乱
れ
や
団

体
客
で
の
行
動
を
抑
制
し
つ
つ
、
で
き
る
だ

け
市
内
全
域
に
観
光
客
を
誘
導
し
て
い
こ
う

と
い
う
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。一
方
、

ベ
ネ
チ
ア
は
限
ら
れ
た
市
域
の
中
で
、
交
通

手
段
（
水
上
バ
ス
）
を
観
光
客
と
住
民
で
分

離
し
た
り
、
集
中
が
予
想
さ
れ
る
日
に
は
入

域
税
を
設
定
し
混
雑
状
況
を
見
え
る
化
し
た

り
と
い
っ
た
対
策
を
と
っ
て
い
る
。
い
ず
れ

も
共
通
し
て
い
る
の
は
、「
自
分
た
ち
は
人

気
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
だ
か
ら
、
国
際

的
な
観
光
需
要
が
増
え
れ
ば
観
光
客
は
増
え

る
よ
ね
」
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
こ
れ
ら
地

域
で
も
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
生

じ
て
い
て
、
こ
れ
を
避
け
る
た
め
に
宿
泊
施

設
の
立
地
規
制
強
化
を
実
施
し
て
い
る
が
、

結
果
と
し
て
、外
縁
部
に
宿
泊
需
要
が
移
り
、

日
帰
り
客
が
増
大
す
る
こ
と
で
、
交
通
負
荷

が
上
が
る
と
い
う
経
験
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ

ド
現
象
と
呼
ん
で
い
た
）
を
踏
ま
え
、
現
在

で
は
、
量
の
抑
制
で
は
な
く
、
分
散
化
に
舵

を
切
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
は
、
民
泊
を
含
む
宿
泊
施
設
の
規
制
強
化

を
行
う
こ
と
に
こ
だ
わ
り
を
示
し
て
い
る
。

バ
ル
セ
ロ
ナ
で
も
、
宿
泊
施
設
の
立
地
規
制

に
よ
っ
て
、
他
都
市
同
様
に
宿
泊
拠
点
が
外

縁
化
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
強
力
な
民
泊
規
制
を
行
う
の
は
、

市
街
地
で
の
住
宅
価
格
高
騰
を
問
題
視
し
て

い
る
た
め
で
あ
る
。
安
さ
が
誘
客
魅
力
の
一

つ
で
あ
っ
た
も
の
が
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
不
動
産
価
格
な
ど

に
跳
ね
返
る
こ
と
で
、
観
光
活
動
自
体
を
忌

避
す
る
方
向
に
進
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ

る
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
喧
伝
さ
れ

て
い
な
い
も
の
の
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
に
、

レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
リ
ジ
ェ

ネ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
掲
げ
た
ハ
ワ

イ
州
も
、
同
様
の
構
造
に
あ
る
。

　
一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
本
土
の
ラ
ス
・
ベ
ガ

ス
や
、ナ
パ
バ
レ
ー
、ま
た
は
ス
イ
ス
／
オ
ー

ス
ト
リ
ア
で
は
、
そ
も
そ
も
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
い
っ
た
概
念
が
希
薄
で
あ
り
、

ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
問

題
も
ほ
と
ん
ど
聞
く
こ
と
が
無
い
。
い
ず
れ

も
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
に
よ
る
地
域
振

興
を
行
う
と
い
う
明
確
な
政
策
的
意
思
決
定

が
な
さ
れ
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
住
人
）

も
、
そ
れ
を
了
承
し
、
共
創
的
な
関
係
に
あ

る
か
ら
だ
ろ
う
。
地
域
カ
ラ
ー
が
明
確
な
た

め
、
そ
れ
が
嫌
な
人
は
、
そ
も
そ
も
居
住
し

て
こ
な
い
と
い
う
側
面
も
あ
る
。

　
他
方
、
国
が
観
光
政
策
を
主
導
し
て
い
る

国
で
は
ど
う
か
。
タ
イ
は
、
中
央
集
権
的
な

体
制
で
、
競
争
力
の
高
い
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
形
成
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
ま

た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
も
、
外
貨
獲
得
の
た

め
に
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
や
（
本
事
業
で
の

視
察
対
象
で
は
な
い
が
）
ケ
ア
ン
ズ
な
ど
を

開
発
し
た
こ
と
が
起
点
で
あ
る
し
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
も
、
よ
り
ア
ク
セ
ス
に
難
の
あ

る
南
島
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
化
に
成
功

し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
中
央
政
府
が
主
導

す
る
こ
と
で
、
一
地
域
で
は
で
き
な
い
レ
ベ

ル
の
観
光
「
開
発
」
を
実
現
し
て
い
る
。
資

金
負
担
だ
け
で
な
く
、
各
種
イ
ン
フ
ラ
整
備

や
、
各
種
許
認
可
権
限
を
有
し
て
い
る
中
央

政
府
な
ら
で
は
の
強
み
だ
ろ
う
。
観
光
用
に

強
力
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
る
た
め
、
ラ
ス
ベ
ガ

選
択
す
れ
ば
、
地
方
自
治
体
と
し
て
実
施
す

る
通
常
政
策
と
な
り
、
そ
の
た
め
の
財
源
と

ガ
バ
ナ
ン
ス
ス
キ
ー
ム
が
提
示
さ
れ
る
。
地

域
に
と
っ
て
観
光
は
、
当
然
に
取
り
組
む
べ

き
も
の
と
な
り
、
5
年
後
、
10
年
後
も
、
そ

の
施
策
は
継
続
さ
れ
る
政
策
と
な
る
。
一
時

的
な
も
の
で
は
な
く
、
年
に
よ
っ
て
大
き
く

変
化
す
る
も
の
で
も
な
く
、
恒
常
的
、
定
常

的
に
展
開
さ
れ
る
政
策
と
な
れ
ば
、
行
政
も

民
間
も
そ
れ
に
適
し
た
役
割
分
担
、
組
織
力

が
作
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、

観
光
振
興
に
関
わ
る
人
材
不
足
が
叫
ば
れ
て

久
し
い
。
欧
米
に
お
い
て
も
人
材
は
貴
重
な

資
源
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
優
秀
な
人
材
が

D
M
O
や
行
政
な
ど
に
在
籍
し
て
い
る
の

は
、
そ
こ
に
安
定
的
な
ポ
ス
ト
が
存
在
す
る

か
ら
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
人
材
、
組
織
が
持

続
的
に
存
在
す
る
こ
と
で
、
人
々
の
繋
が
り

も
強
固
な
も
の
と
な
り
、そ
れ
が
、ソ
ー
シ
ャ

ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
形
成
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
る
。
日
本
で
も
、
観
光
地
域
づ
く
り
に
成

功
し
た
地
域
は
、
5
年
、
10
年
と
い
う
年
月

の
積
み
重
ね
の
中
で
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ

ピ
タ
ル
が
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
制

度
と
し
て
、
よ
り
多
く
の
地
域
で
展
開
さ
れ

て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
仕
組
み
を
フ
ロ
ー
面
で
回

し
て
い
る
の
が
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た

E
B
D
M
で
あ
る
。
E
B
D
M
は
、『
観
光

文
化
2
6
6
号
』
で
整
理
し
て
い
る
が
、
観

光
に
限
ら
ず
、
現
在
の
意
思
決
定
に
お
い
て

重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
。
日
本
で
も
、
こ

の
認
識
は
拡
が
っ
て
き
て
い
る
が
、問
題
は
、

E
B
D
M
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
に
対
し
、

欧
米
の
先
行
地
域
で
は
、
特
集
1
‐
2
お
よ

び
2
‐
1
で
整
理
し
て
い
る
よ
う
に
、
地
域

の
関
係
者
が
デ
ー
タ
の
重
要
性
を
把
握
し
、

そ
れ
を
協
働
し
て
取
得
、
分
析
、
共
有
す
る

仕
組
み
を
構
築
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
体
制

を
構
築
で
き
て
い
る
の
も
、
法
的
に
根
拠
を

持
つ
強
固
な
観
光
振
興
の
体
制
が
存
在
し
て

い
る
か
ら
だ
ろ
う
。

　
対
し
て
、
特
集
4
で
取
り
上
げ
た
ス
ペ
イ

ン
は
、
E
U
の
中
で
相
対
的
に
経
済
力
の
低

い
地
域
で
あ
り
、
国
策
と
し
て
観
光
振
興
を

展
開
し
て
き
た
地
域
で
あ
る
。
欧
州
の
中
で

も
特
徴
的
な
地
域
資
源
を
観
光
魅
力
に
転
換

し
、
多
く
の
人
々
を
集
め
る
こ
と
に
成
功
し

た
が
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
が
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
象
徴
的
な
都
市
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

点
な
ど
、
日
本
の
観
光
政
策
に
重
な
る
部
分

も
大
き
い
。

　
歴
史
的
に
政
争
が
多
く
経
済
的
に
不
安
定

で
あ
り
、
米
国
の
よ
う
に
強
い
民
間
事
業
者

が
存
在
せ
ず
、
ス
イ
ス
な
ど
の
よ
う
に
自
立

マ
を
設
定
し
た
研
究
会
を
設
置
し
、
運
用
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。
今
後
の
研
究
調
査
活
動
に

も
注
目
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

観光政策を左右しているもの視座
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府
が
自
立
的
な
観
光
政
策
を
展
開
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
認
識
は
、
日
本
で
も

同
様
で
あ
る
が
、
独
自
財
源
の
歴
史
の
浅
い

日
本
で
は
、
そ
も
そ
も
「
地
域
に
よ
る
自
立

的
な
観
光
政
策
」
と
い
う
も
の
が
な
ん
な
の

か
と
い
う
こ
と
自
体
が
判
然
と
し
て
い
な

い
。
本
来
、
地
域
レ
ベ
ル
の
活
動
主
体
で
あ

る
D
M
O
と
は
何
か
と
い
う
議
論
が
、
政
策

導
入
か
ら
10
年
以
上
経
っ
て
も
、
地
域
で
は

な
く
国
レ
ベ
ル
に
お
い
て
続
い
て
い
る
状
況

が
、
そ
の
証
左
で
も
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
当
財
団
で
は
、
観
光
財
源
と

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

関
し
て
、
継
続
的
に
研
究
を
行
っ
て
き
た

（
例
：
観
光
文
化
2
3
4
号
、
2
3
8
号
、

2
4
5
号
、
2
6
1
号
）。
今
回
の
視
察
は
、

そ
の
延
長
線
と
し
て
、
先
行
地
域
に
構
築
さ

れ
て
い
る
観
光
振
興
の
自
立
シ
ス
テ
ム
を
把

握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
改
め
て
、各
国
、地
域
で
視
察
調
査
を
行
っ

て
き
た
こ
と
で
、
見
え
て
き
た
共
通
項
は

3
つ
。　

第
1
に
、
地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
の
政
策
に

観
光
振
興
（
政
策
）
が
、
し
っ
か
り
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
第
2
に
、
政
策
フ

レ
ー
ム
を
背
景
に
、
D
M
O
の
権
限
、
責
任

が
明
確
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
を
核
に
観
光

振
興
に
関
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル

が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
第
3

に
、
こ
れ
ら
を
フ
ロ
ー
と
し
て
実
現
す
る
た

め
に
、
定
量
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
E

B
D
M
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
観
光
政
策
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
特

集
2
‐
2
が
最
も
端
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
だ
ろ
う
。
州
レ
ベ
ル
に
お
い
て
「
仮
に
観

光
振
興
に
取
り
組
む
た
め
に
財
源
（
＝
宿
泊

税
）を
確
保
す
る
な
ら
」と
い
う
政
策
フ
レ
ー

ム
が
作
ら
れ
て
お
り
、
地
方
自
治
体
は
、
こ

の
フ
レ
ー
ム
に
沿
っ
て
宿
泊
税
を
導
入
し
て

い
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
こ
の
財
源
確
保
フ

レ
ー
ム
に
D
M
O
（
図
❷
で
は
T
V
B
）
が

執
行
部
隊
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
地
方
自
治
体
は
課

税
自
主
権
を
持
っ
て
お
り
、
宿
泊
税
を
導
入

す
る
こ
と
は
で
き
る
も
の
の
、
自
由
気
ま
ま

に
税
率
や
使
途
を
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
い

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
感
覚
か
ら

言
え
ば
、自
由
度
が
低
い
よ
う
に
感
じ
る
が
、

一
定
の
枠
に
は
め
る
こ
と
で
観
光
振
興
を
強

力
に
進
め
る
こ
と
を
可
能
と
し
て
い
る
。
制

度
の
強
さ
弱
さ
の
違
い
は
あ
る
が
、
こ
う
し

た
制
度
は
、
ア
メ
リ
カ
で
も
同
様
と
な
っ
て

い
る
。
後
述
す
る
第
2
、
第
3
の
特
徴
を
規

定
す
る
の
は
、
こ
う
し
た
基
礎
的
な
フ
レ
ー

ム
の
存
在
で
あ
る
。

　
任
意
の
政
策
で
あ
る
と
は
言
え
、
そ
れ
を

性
の
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
い

な
い
地
域
と
し
て
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
持
続
可
能
性
を
高
め
よ

う
と
し
て
い
る
点
も
、
日
本
と
重
な
る
だ
ろ

う
。
こ
れ
は
、
同
時
に
日
本
の
観
光
政
策
が

抱
え
る
の
と
同
様
の
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
こ

と
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
バ
ル
セ

ロ
ナ
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題
が
喧

伝
さ
れ
て
い
る
地
域
で
あ
る
が
、
個
人
的
に

は
、
観
光
客
が
生
じ
さ
せ
る
圧
は
、
京
都
市

の
方
が
大
き
く
感
じ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
観
光
が
、
国
際
的
に
注

目
さ
れ
や
す
い
の
は
、
同
地
に
お
い
て
政
治

的
な
イ
シ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
、
関

係
す
る
情
報
が
発
信
さ
れ
や
す
い
と
い
う
側

面
が
あ
る
か
ら
だ
と
感
じ
た
。
現
地
で
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
で
も
、
日
本
で
も
報
道
さ
れ
て
い

た
反
観
光
を
訴
え
る
デ
モ
や
、
落
書
き
の
存

在
は
事
実
で
あ
る
も
の
の
、
ご
く
一
部
で
の

活
動
で
あ
る
と
の
こ
と
。
実
際
、
一
週
間
の

滞
在
中
に
、
反
観
光
落
書
き
は
数
点
し
か
見

つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、

街
中
に
あ
ふ
れ
て
い
る
の
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ

問
題
を
非
難
す
る
落
書
き
で
あ
り
、
特
に
、

米
国
系
の
ブ
ラ
ン
ド
を
掲
げ
る
店
舗
は
、
激

し
い
攻
撃
対
象
と
な
っ
て
い
た
。

　
も
と
も
と
、
ス
ペ
イ
ン
は
、
今
で
こ
そ

E
U
を
構
成
す
る
国
で
あ
る
が
、
1
9
3
1

年
に
王
政
か
ら
共
和
制
へ
移
行
し
た
も
の

の
、
激
し
い
ス
ペ
イ
ン
内
戦
が
発
生
。
そ
の

後
、
フ
ラ
ン
コ
独
裁
体
制
が
1
9
3
9
年
に

確
立
さ
れ
、
1
9
7
5
年
ま
で
続
い
た
が
、

そ
の
崩
壊
か
ら
10
年
後
と
な
る
1
9
8
6
年

に
は
E
C
（
現
在
の
E
U
）
に
参
加
、
1
9

9
2
年
に
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
開
催
す
る
な
ど
、
急
速
に
民
主
化
の
道
を

進
ん
だ
と
い
う
歴
史
を
持
つ
。
2
0
0
4
年

に
は
社
会
労
働
党
が
政
権
を
と
り
、
富
の
公

平
な
再
分
配
、
機
会
の
平
等
、
社
会
的
弱
者

の
保
護
を
重
視
し
、
経
済
活
動
に
対
す
る
国

家
に
よ
る
一
定
の
関
与
を
是
と
す
る
社
会
民

主
主
義
政
策
が
取
ら
れ
て
い
る
が
、
E
U
加

盟
国
の
中
で
も
国
民
1
人
あ
た
り
の
G
D
P

は
低
い
国
と
な
っ
て
い
る
。
観
光
需
要
は
相

対
的
な
経
済
力
の
差
で
動
き
や
す
い
。
こ
れ

は
観
光
集
客
の
点
で
は
有
利
で
あ
る
が
、
観

光
振
興
に
成
功
す
る
ほ
ど
、
特
集
4
‐
2
で

整
理
し
た
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
問

題
を
生
じ
さ
せ
や
す
い
。
こ
れ
は
、
社
会
民

主
主
義
の
価
値
観
と
は
相
容
れ
ず
、
特
集

4
‐
1
で
整
理
し
た
よ
う
な
行
政
主
体
に
よ

る
制
御
が
試
み
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
バ
ル

セ
ロ
ナ
市
が
属
す
る
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
は
、ス

ペ
イ
ン
か
ら
の
独
立
話
が
度
々
出
て
く
る
地

域
で
も
あ
り
、ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
へ
の
関

心
も
高
い
こ
と
も
、こ
う
し
た
取
り
組
み
を

強
化
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
欧
州
の
一
国
で
は
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
や
ス

イ
ス
な
ど
と
は
異
な
る
観
光
と
の
関
わ
り
が

存
在
し
て
お
り
、
欧
米
と
一
括
り
に
は
で
き
な

い
こ
と
を
認
識
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

　
特
集
3
の
タ
イ
は
、
ア
ジ
ア
の
主
要
国
の

一
つ
で
あ
り
、
観
光
に
関
し
て
は
20
世
紀
の

後
半
か
ら
、
積
極
的
に
進
め
て
き
た
観
光
先

進
国
で
も
あ
る
。
タ
イ
は
、
中
央
集
権
国
家

で
あ
り
、
観
光
は
、
国
が
主
体
と
な
っ
て
外

貨
獲
得
、
経
済
開
発
を
念
頭
に
置
い
た
政
策

と
し
て
展
開
し
て
き
た
。
そ
の
体
制
に
つ
い

て
は
、
特
集
3
‐
2
で
整
理
し
て
い
る
が
、

ま
だ
こ
れ
ほ
ど
観
光
が
注
目
さ
れ
て
い
な
い

時
代
か
ら
、
中
央
政
府
が
交
通
整
備
や
地
域

開
発
を
含
め
て
強
力
に
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
開
発
を
行
う
こ
と
で
成
長
し
、
世
界
的
な

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
。
タ
イ
以

外
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
も
、
少
な
か
ら
ず

観
光
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
そ
の
中
で
も

最
も
成
功
し
た
と
言
っ
て
良
い
成
果
を
あ
げ

た
の
は
、
こ
の
強
力
な
体
制
が
あ
る
か
ら
だ

ろ
う
。　

観
光
地
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
成
功
し
た
タ

イ
が
、
現
在
、
観
光
消
費
を
地
域
経
済
へ
波

及
さ
せ
る
た
め
の
施
策
が
取
ら
れ
て
い
る
こ

と
も
特
筆
で
き
る
。
こ
れ
は
、
観
光
資
本
の

国
際
化
が
進
ん
だ
現
在
、
観
光
客
数
や
消
費

額
が
増
え
れ
ば
、
地
域
経
済
が
伸
長
す
る
わ

け
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
だ
。

『
観
光
文
化
2
6
7
号
』
で
も
整
理
し
た
よ

う
に
「
高
付
加
価
値
」
は
、
日
本
で
も
キ
ー

ワ
ー
ド
と
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
単
に
高
単
価

の
商
品
を
つ
く
る
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
で
生

ま
れ
た
消
費
効
果
を
域
内
で
循
環
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
た
取
り
組
み
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
。
特
集
3
‐
4
で
と
り
あ
げ

た
事
例
も
、
こ
の
文
脈
上
の
一
つ
の
例
で
あ

る
が
、
こ
う
し
た
地
域
レ
ベ
ル
の
取
り
組
み

に
お
い
て
も
国
の
機
関
が
直
接
的
に
関
与
し

て
い
る
の
が
タ
イ
ら
し
い
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
マ
ク
ロ
経
済
的
な
経
済
波
及
効
果
で
は

な
く
、
地
域
で
実
感
で
き
る
経
済
効
果
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
い
る
こ
と
は
、
我
が
国
に

お
い
て
も
参
考
と
す
べ
き
点
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
特
集
3
‐
1
で
示
し
た
よ
う
に
、

外
貨
獲
得
と
い
う
点
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
主

体
で
あ
っ
た
観
光
政
策
が
、
国
民
の
観
光
需

要
に
も
広
げ
ら
れ
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ

る
。
こ
れ
は
、
タ
イ
が
経
済
成
長
を
果
た
し
、

国
民
も
観
光
を
楽
し
む
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
背
景
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
分
散
さ
せ
る
こ

と
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
と
の
補
完
関
係

を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。
観
光
需

要
の
制
御
、
分
散
化
は
我
が
国
で
も
課
題
と

な
っ
て
い
る
が
、
人
々
は
自
身
の
価
値
観
で

旅
行
タ
イ
ミ
ン
グ
や
旅
行
先
を
検
討
す
る
た

め
、
あ
る
意
味
、
需
要
喚
起
よ
り
も
難
し
い

取
り
組
み
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
取

り
組
み
の
成
否
を
見
通
す
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
同
じ
課
題
を
抱
え
る
我
々
と
し
て
も
、

引
き
続
き
注
視
す
べ
き
取
り
組
み
だ
ろ
う
。

3
年
間
を
俯
瞰
し
て

　
最
後
に
、
3
年
間
を
俯
瞰
し
た
雑
感
を
ま

と
め
て
お
こ
う
。

　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
、
世
界
的
に
観
光
需
要

は
復
興
し
た
が
、
世
界
的
な
物
価
上
昇
に
、

政
情
不
安
が
重
な
り
、
決
し
て
恵
ま
れ
た
環

境
で
は
な
か
っ
た
。そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

国
内
を
含
め
て
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
水
準

を
超
え
る
と
こ
ろ
ま
で
需
要
を
再
獲
得
で
き

た
こ
と
は
、
人
々
の
観
光
に
対
す
る
需
要
の

強
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
一
方
で
、国
際
観
光
が
増
大
す
る
こ
と
は
、

新
た
な
問
題
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
称
さ
れ
る
も
の
が
、
そ
の
好
例
で

あ
る
が
、
人
材
不
足
や
地
球
温
暖
化
問
題
と

い
っ
た
課
題
も
横
た
わ
っ
て
い
る
。
注
目
さ

れ
る
の
は
、
国
や
地
域
が
変
わ
っ
て
も
、
生

じ
て
い
る
事
象
に
は
さ
ほ
ど
大
き
な
差
は
無

い
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
こ
で
挙
げ
た
よ
う
な

ス
な
ど
と
同
様
に
、
観
光
振
興
が
当
然
と
考

え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
や
す
い
の

も
特
徴
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
で
、
そ
の
後
の
運
用
ま
で
中
央
政
府

が
関
わ
り
続
け
る
こ
と
に
は
難
し
さ
も
あ

る
。
タ
イ
は
、
継
続
し
て
支
援
を
進
め
て
い

る
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
州
レ
ベ
ル
が

運
用
の
主
体
と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
加

え
、
経
済
力
が
上
が
っ
て
き
た
こ
と
で
、
外

貨
獲
得
の
た
め
の
観
光
地
開
発
と
い
う
政
策

そ
の
も
の
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
が
低
下
し
て

い
る
。
結
果
と
し
て
、
中
央
政
府
の
関
心
は

都
市
へ
と
シ
フ
ト
し
て
お
り
、
リ
ゾ
ー
ト
地

域
で
は
古
さ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
至
っ
て
は
、

南
島
の
拠
点
都
市
で
あ
る
ク
ラ
イ
ス
ト
・

チ
ャ
ー
チ
は
、
2
0
1
1
年
の
地
震
か
ら
、

未
だ
に
復
興
で
き
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
短

期
間
で
、
津
波
被
害
か
ら
プ
ー
ケ
ッ
ト
を
復

興
さ
せ
た
タ
イ
と
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
中
央
政
府
主
導
に
よ
る
観
光

振
興
は
、
強
力
で
は
あ
る
が
、
中
央
政
府
と

し
て
の
政
策
の
方
向
性
が
変
化
し
て
し
ま
う

と
、
地
域
と
し
て
は
、
い
わ
ば
、
は
し
ご
を

外
さ
れ
た
よ
う
な
状
況
と
な
っ
て
し
ま
う
リ

ス
ク
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
は
、
観
光
政
策
の
立
案
権
が
ど
こ

（
中
央
政
府
か
地
方
政
府
か
）
に
あ
る
の
か
、

ま
た
、
そ
の
政
府
（
議
会
）
が
、
ど
う
い
っ

た
価
値
観
を
重
視
し
て
お
り
、
ど
う
い
っ
た

政
策
を
展
開
し
て
い
る
の
か
。
そ
の
中
で
、

観
光
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

の
か
、
と
い
っ
た
要
素
に
よ
っ
て
、
施
策
は

選
択
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
我
々
は
、
実
際
に
展
開
さ
れ
て
い
る
施

策
に
注
目
し
が
ち
で
あ
る
が
、そ
の
施
策
が
、

ど
の
よ
う
な
価
値
観
、
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス

を
通
じ
て
導
出
さ
れ
た
も
の
な
の
か
を
全
体

の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
理
解
し
な
け
れ
ば
、
そ

の
施
策
の
本
当
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
し
、
我
が
国
で
の
参
考
事
例
と
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
認
識
し

て
お
き
た
い
。
端
的
に
言
え
ば
、
海
外
で
の

施
策
事
例
を
単
純
に
コ
ピ
ー
し
て
も
、
背
景

と
な
る
シ
ス
テ
ム
が
異
な
る
日
本
で
は
、
機

能
し
が
た
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　
海
外
事
例
に
学
ぶ
こ
と
は
、我
々
の
視
野
、

選
択
肢
を
増
や
し
、
よ
り
合
理
的
な
意
思
決

定
を
実
現
し
て
い
く
上
で
重
要
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
参
考
と
し
た
施
策
を
展
開
す
る
に

は
、
日
本
と
海
外
の
シ
ス
テ
ム
の
違
い
を
踏

ま
え
、
適
切
に
翻
訳
し
、
適
用
す
る
必
要
が

あ
る
と
い
う
こ
と
は
認
識
し
て
お
き
た
い
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
よ
り
深
く
、
視
察
地
域

を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
が
、
海
外

視
察
を
実
施
す
る
中
で
先
方
か
ら
指
摘
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
の
は
「
ま
た
、
日
本
か
ら
来

た
の
？
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
3
年

間
の
視
察
先
で
も
、
数
カ
所
か
ら
、
同
様
の

指
摘
を
受
け
て
い
る
。

　
当
初
は
好
意
的
に
関
心
を
共
有
し
て
く
れ

て
い
て
も
、
何
度
も
反
復
的
に
日
本
か
ら
来

訪
し
、同
じ
よ
う
な
こ
と
を
尋
ね
ら
れ
れ
ば
、

「
自
国
内
で
共
有
し
て
い
な
い
の
？
」
と
な

る
の
は
当
然
だ
ろ
う
。

　
そ
も
そ
も
1
時
間
程
度
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で

得
ら
れ
る
情
報
は
、極
め
て
限
定
的
で
あ
る
。

通
訳
を
介
す
る
場
合
は
、
事
実
上
、
30
分
程

度
し
か
中
身
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
ネ
ッ
ト

な
ど
で
得
ら
れ
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
事
前

に
し
っ
か
り
と
収
集
し
て
お
く
こ
と
は
当
然

だ
し
、
可
能
な
限
り
政
治
体
制
、
組
織
体
制

に
つ
い
て
も
把
握
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
質

疑
を
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
百
聞

は
一
見
に
し
か
ず
で
あ
り
、
現
地
を
見
て
、

経
験
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
先
に
も
負
荷
を
か
け
て

い
る
こ
と
を
認
識
し
、
先
方
の
誠
意
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
相
応
の
対
応
を
取
れ
る
よ
う
に

し
て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
。

　
当
財
団
の
3
年
間
の
成
果
も
、
そ
う
し
た

視
察
時
の
参
考
情
報
と
し
て
ほ
し
い
。

来
年
度
以
降
の

展
開
に
つ
い
て

　
3
年
間
続
け
て
き
た
組
織
的
な
海
外
視
察

で
あ
る
が
、来
年
度
か
ら
は
、少
し
実
施
方
法

を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。こ
れ
ま
で
は
、観

光
面
で
注
目
さ
れ
て
い
る
地
域
を
選
定
し
、

そ
の
地
域
で
生
じ
て
い
る
複
数
の
イ
シ
ュ
ー

に
つ
い
て
、横
断
的
に
視
察
を
実
施
す
る
方

式
で
あ
っ
た
が
、来
年
度
以
降
は
、特
定
の

テ
ー
マ
に
基
づ
き
視
察
先
を
選
択
す
る
比
重

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
当
財
団
で
は
、
新
た
な
テ
ー

は
じ
め
に

　
当
財
団
が
、
組
織
的
な
海
外
視
察
を
展
開

し
、
機
関
誌
『
観
光
文
化
』
に
掲
載
を
始
め

た
の
は
、
2
0
2
3
年
度
の
こ
と
で
あ
る
。

　
C
O
V
I
D
‐
19
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

が
収
束
し
、
国
内
旅
行
も
訪
日
旅
行
も
力
強

く
回
復
し
て
い
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
。
一

方
で
、『
観
光
文
化
2
5
7
号
「
ポ
ス
ト
・

コ
ロ
ナ
で
再
起
動
す
る
海
外
旅
行
」』
に
お

い
て
、
整
理
し
た
よ
う
に
、
海
外
旅
行
の
回

復
は
大
き
く
遅
れ
て
お
り
、
構
造
的
に
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
前
の
よ
う
な
隆
盛
は
難
し
い
と
い

う
こ
と
が
見
え
て
き
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
も

あ
っ
た
。

　
観
光
が
、
移
動
を
伴
う
も
の
で
あ
る
以
上
、

発
地
と
着
地
が
存
在
し
、
そ
の
動
き
に
は
経

済
力
の
相
対
差
が
影
響
す
る
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
訪
日
旅
行＞

海
外
旅
行
と
な
る
こ
と
は
、

当
然
の
帰
結
で
も
あ
る
。
端
的
に
言
え
ば
、

そ
れ
だ
け
日
本
の
経
済
力
が
低
下
し
た
と
い

う
こ
と
だ
。

　
一
方
で
、
海
外
旅
行
市
場
が
縮
小
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
日
本
人
が
海
外
の
こ
と
を
知

る
機
会
が
減
少
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
海

外
か
ら
多
く
の
人
々
が
来
訪
す
る
社
会
と

な
っ
て
い
く
の
に
、
日
本
人
自
身
は
、
海
外

の
こ
と
を
知
り
、
体
験
す
る
機
会
が
限
定
さ

れ
て
い
く
こ
と
は
、
望
ま
し
い
状
況
で
は
な

い
。
訪
日
客
は
、
当
然
、
彼
ら
の
国
内
旅
行

も
行
う
し
、
日
本
以
外
の
国
々
に
も
出
か
け

て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
訪
日
客
は
日
本
以
外

の
地
域
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
に
、
彼
ら

を
受
け
入
れ
る
側
は
日
本
の
こ
と
し
か
知
ら

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

　
さ
ら
に
、
日
本
で
も
D
M
O
や
M
I
C
E

と
い
っ
た
用
語
が
日
常
的
に
使
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
今
や
、
観
光
振
興
は
世
界
的
な
イ

シ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
諸
外
国
が
、
ど
の

よ
う
な
観
光
の
現
場
に
あ
り
、
ど
の
よ
う
な

施
策
を
行
っ
て
い
る
の
か
を
理
解
し
な
い
ま

ま
、
観
光
施
策
を
進
め
る
こ
と
は
、
い
わ
ゆ

る
「
車
輪
の
再
発
明
」
を
招
く
こ
と
に
な
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
観
光
を
研
究

す
る
我
々
自
身
が
、世
界
の
観
光
を
経
験
し
、

考
え
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
こ
で
得
た
知
見

を
社
会
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、

事
業
化
し
た
の
が
、
こ
の
「
世
界
の
観
光
ダ

イ
ナ
ミ
ズ
ム
」
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。

2
0
2
5
年
度
の
視
察
先

か
ら
得
ら
れ
た
も
の

　
今
年
度
は
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

／
ス
イ
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
そ
し
て
、
タ
イ
の

4
方
面
を
対
象
と
し
た
。

　
特
集
1
の
ア
メ
リ
カ
、
特
集
2
の
オ
ー
ス

ト
リ
ア
／
ス
イ
ス
は
、
D
M
O
の
背
景
に
あ

る
観
光
施
策
の
シ
ス
テ
ム
を
整
理
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
視
察
で
あ
る
。我
が
国
で
も
、

宿
泊
税
の
導
入
が
進
み
つ
つ
あ
る
が
、
世
界

的
に
見
て
宿
泊
税
は
、
地
方
分
権
の
進
ん
だ

欧
米
で
は
一
般
的
で
あ
る
一
方
、
中
央
集
権

で
あ
る
ア
ジ
ア
で
の
導
入
事
例
は
乏
し
い
と

い
う
傾
向
が
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
宿
泊
税
と
い
う
財
源
は
、
地

方
自
治
体
が
中
央
政
府
に
依
ら
ず
、
地
方
政

事
象
は
、
注
目
さ
れ
て
い
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
少
な
か
ら
ず
生
じ
て
い
る
。

国
際
観
光
需
要
を
増
大
さ
せ
て
い
る
の
が
、

ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
新
興
国
で
あ
り
、
い

わ
ば
、「
原
因
」
は
同
種
の
需
要
で
あ
る
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
問
題
や

課
題
も
同
様
な
も
の
と
な
る
と
い
う
こ
と

は
、
当
然
の
帰
結
で
も
あ
る
。

　
た
だ
、問
題
や
課
題
が
同
様
で
あ
る
か
ら
、

そ
こ
へ
の
解
決
策
も
同
じ
か
と
い
え
ば
、

違
う
。　

例
え
ば
、
今
回
、
欧
州
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
さ
れ
る
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ベ
ネ

チ
ア
、
そ
し
て
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
訪
問
し
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
対
応
策
は
違
っ
て
い
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
風
紀
上
の
乱
れ
や
団

体
客
で
の
行
動
を
抑
制
し
つ
つ
、
で
き
る
だ

け
市
内
全
域
に
観
光
客
を
誘
導
し
て
い
こ
う

と
い
う
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。一
方
、

ベ
ネ
チ
ア
は
限
ら
れ
た
市
域
の
中
で
、
交
通

手
段
（
水
上
バ
ス
）
を
観
光
客
と
住
民
で
分

離
し
た
り
、
集
中
が
予
想
さ
れ
る
日
に
は
入

域
税
を
設
定
し
混
雑
状
況
を
見
え
る
化
し
た

り
と
い
っ
た
対
策
を
と
っ
て
い
る
。
い
ず
れ

も
共
通
し
て
い
る
の
は
、「
自
分
た
ち
は
人

気
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
だ
か
ら
、
国
際

的
な
観
光
需
要
が
増
え
れ
ば
観
光
客
は
増
え

る
よ
ね
」
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
こ
れ
ら
地

域
で
も
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
生

じ
て
い
て
、
こ
れ
を
避
け
る
た
め
に
宿
泊
施

設
の
立
地
規
制
強
化
を
実
施
し
て
い
る
が
、

結
果
と
し
て
、外
縁
部
に
宿
泊
需
要
が
移
り
、

日
帰
り
客
が
増
大
す
る
こ
と
で
、
交
通
負
荷

が
上
が
る
と
い
う
経
験
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ

ド
現
象
と
呼
ん
で
い
た
）
を
踏
ま
え
、
現
在

で
は
、
量
の
抑
制
で
は
な
く
、
分
散
化
に
舵

を
切
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
は
、
民
泊
を
含
む
宿
泊
施
設
の
規
制
強
化

を
行
う
こ
と
に
こ
だ
わ
り
を
示
し
て
い
る
。

バ
ル
セ
ロ
ナ
で
も
、
宿
泊
施
設
の
立
地
規
制

に
よ
っ
て
、
他
都
市
同
様
に
宿
泊
拠
点
が
外

縁
化
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
強
力
な
民
泊
規
制
を
行
う
の
は
、

市
街
地
で
の
住
宅
価
格
高
騰
を
問
題
視
し
て

い
る
た
め
で
あ
る
。
安
さ
が
誘
客
魅
力
の
一

つ
で
あ
っ
た
も
の
が
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
不
動
産
価
格
な
ど

に
跳
ね
返
る
こ
と
で
、
観
光
活
動
自
体
を
忌

避
す
る
方
向
に
進
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ

る
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
喧
伝
さ
れ

て
い
な
い
も
の
の
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
に
、

レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
リ
ジ
ェ

ネ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
掲
げ
た
ハ
ワ

イ
州
も
、
同
様
の
構
造
に
あ
る
。

　
一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
本
土
の
ラ
ス
・
ベ
ガ

ス
や
、ナ
パ
バ
レ
ー
、ま
た
は
ス
イ
ス
／
オ
ー

ス
ト
リ
ア
で
は
、
そ
も
そ
も
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
い
っ
た
概
念
が
希
薄
で
あ
り
、

ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
問

題
も
ほ
と
ん
ど
聞
く
こ
と
が
無
い
。
い
ず
れ

も
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
に
よ
る
地
域
振

興
を
行
う
と
い
う
明
確
な
政
策
的
意
思
決
定

が
な
さ
れ
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
住
人
）

も
、
そ
れ
を
了
承
し
、
共
創
的
な
関
係
に
あ

る
か
ら
だ
ろ
う
。
地
域
カ
ラ
ー
が
明
確
な
た

め
、
そ
れ
が
嫌
な
人
は
、
そ
も
そ
も
居
住
し

て
こ
な
い
と
い
う
側
面
も
あ
る
。

　
他
方
、
国
が
観
光
政
策
を
主
導
し
て
い
る

国
で
は
ど
う
か
。
タ
イ
は
、
中
央
集
権
的
な

体
制
で
、
競
争
力
の
高
い
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
形
成
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
ま

た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
も
、
外
貨
獲
得
の
た

め
に
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
や
（
本
事
業
で
の

視
察
対
象
で
は
な
い
が
）
ケ
ア
ン
ズ
な
ど
を

開
発
し
た
こ
と
が
起
点
で
あ
る
し
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
も
、
よ
り
ア
ク
セ
ス
に
難
の
あ

る
南
島
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
化
に
成
功

し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
中
央
政
府
が
主
導

す
る
こ
と
で
、
一
地
域
で
は
で
き
な
い
レ
ベ

ル
の
観
光
「
開
発
」
を
実
現
し
て
い
る
。
資

金
負
担
だ
け
で
な
く
、
各
種
イ
ン
フ
ラ
整
備

や
、
各
種
許
認
可
権
限
を
有
し
て
い
る
中
央

政
府
な
ら
で
は
の
強
み
だ
ろ
う
。
観
光
用
に

強
力
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
る
た
め
、
ラ
ス
ベ
ガ

選
択
す
れ
ば
、
地
方
自
治
体
と
し
て
実
施
す

る
通
常
政
策
と
な
り
、
そ
の
た
め
の
財
源
と

ガ
バ
ナ
ン
ス
ス
キ
ー
ム
が
提
示
さ
れ
る
。
地

域
に
と
っ
て
観
光
は
、
当
然
に
取
り
組
む
べ

き
も
の
と
な
り
、
5
年
後
、
10
年
後
も
、
そ

の
施
策
は
継
続
さ
れ
る
政
策
と
な
る
。
一
時

的
な
も
の
で
は
な
く
、
年
に
よ
っ
て
大
き
く

変
化
す
る
も
の
で
も
な
く
、
恒
常
的
、
定
常

的
に
展
開
さ
れ
る
政
策
と
な
れ
ば
、
行
政
も

民
間
も
そ
れ
に
適
し
た
役
割
分
担
、
組
織
力

が
作
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、

観
光
振
興
に
関
わ
る
人
材
不
足
が
叫
ば
れ
て

久
し
い
。
欧
米
に
お
い
て
も
人
材
は
貴
重
な

資
源
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
優
秀
な
人
材
が

D
M
O
や
行
政
な
ど
に
在
籍
し
て
い
る
の

は
、
そ
こ
に
安
定
的
な
ポ
ス
ト
が
存
在
す
る

か
ら
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
人
材
、
組
織
が
持

続
的
に
存
在
す
る
こ
と
で
、
人
々
の
繋
が
り

も
強
固
な
も
の
と
な
り
、そ
れ
が
、ソ
ー
シ
ャ

ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
形
成
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
る
。
日
本
で
も
、
観
光
地
域
づ
く
り
に
成

功
し
た
地
域
は
、
5
年
、
10
年
と
い
う
年
月

の
積
み
重
ね
の
中
で
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ

ピ
タ
ル
が
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
制

度
と
し
て
、
よ
り
多
く
の
地
域
で
展
開
さ
れ

て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
仕
組
み
を
フ
ロ
ー
面
で
回

し
て
い
る
の
が
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た

E
B
D
M
で
あ
る
。
E
B
D
M
は
、『
観
光

文
化
2
6
6
号
』
で
整
理
し
て
い
る
が
、
観

光
に
限
ら
ず
、
現
在
の
意
思
決
定
に
お
い
て

重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
。
日
本
で
も
、
こ

の
認
識
は
拡
が
っ
て
き
て
い
る
が
、問
題
は
、

E
B
D
M
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
に
対
し
、

欧
米
の
先
行
地
域
で
は
、
特
集
1
‐
2
お
よ

び
2
‐
1
で
整
理
し
て
い
る
よ
う
に
、
地
域

の
関
係
者
が
デ
ー
タ
の
重
要
性
を
把
握
し
、

そ
れ
を
協
働
し
て
取
得
、
分
析
、
共
有
す
る

仕
組
み
を
構
築
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
体
制

を
構
築
で
き
て
い
る
の
も
、
法
的
に
根
拠
を

持
つ
強
固
な
観
光
振
興
の
体
制
が
存
在
し
て

い
る
か
ら
だ
ろ
う
。

　
対
し
て
、
特
集
4
で
取
り
上
げ
た
ス
ペ
イ

ン
は
、
E
U
の
中
で
相
対
的
に
経
済
力
の
低

い
地
域
で
あ
り
、
国
策
と
し
て
観
光
振
興
を

展
開
し
て
き
た
地
域
で
あ
る
。
欧
州
の
中
で

も
特
徴
的
な
地
域
資
源
を
観
光
魅
力
に
転
換

し
、
多
く
の
人
々
を
集
め
る
こ
と
に
成
功
し

た
が
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
が
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
象
徴
的
な
都
市
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

点
な
ど
、
日
本
の
観
光
政
策
に
重
な
る
部
分

も
大
き
い
。

　
歴
史
的
に
政
争
が
多
く
経
済
的
に
不
安
定

で
あ
り
、
米
国
の
よ
う
に
強
い
民
間
事
業
者

が
存
在
せ
ず
、
ス
イ
ス
な
ど
の
よ
う
に
自
立

マ
を
設
定
し
た
研
究
会
を
設
置
し
、
運
用
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。
今
後
の
研
究
調
査
活
動
に

も
注
目
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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府
が
自
立
的
な
観
光
政
策
を
展
開
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
認
識
は
、
日
本
で
も

同
様
で
あ
る
が
、
独
自
財
源
の
歴
史
の
浅
い

日
本
で
は
、
そ
も
そ
も
「
地
域
に
よ
る
自
立

的
な
観
光
政
策
」
と
い
う
も
の
が
な
ん
な
の

か
と
い
う
こ
と
自
体
が
判
然
と
し
て
い
な

い
。
本
来
、
地
域
レ
ベ
ル
の
活
動
主
体
で
あ

る
D
M
O
と
は
何
か
と
い
う
議
論
が
、
政
策

導
入
か
ら
10
年
以
上
経
っ
て
も
、
地
域
で
は

な
く
国
レ
ベ
ル
に
お
い
て
続
い
て
い
る
状
況

が
、
そ
の
証
左
で
も
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
当
財
団
で
は
、
観
光
財
源
と

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

関
し
て
、
継
続
的
に
研
究
を
行
っ
て
き
た

（
例
：
観
光
文
化
2
3
4
号
、
2
3
8
号
、

2
4
5
号
、
2
6
1
号
）。
今
回
の
視
察
は
、

そ
の
延
長
線
と
し
て
、
先
行
地
域
に
構
築
さ

れ
て
い
る
観
光
振
興
の
自
立
シ
ス
テ
ム
を
把

握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
改
め
て
、各
国
、地
域
で
視
察
調
査
を
行
っ

て
き
た
こ
と
で
、
見
え
て
き
た
共
通
項
は

3
つ
。　

第
1
に
、
地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
の
政
策
に

観
光
振
興
（
政
策
）
が
、
し
っ
か
り
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
第
2
に
、
政
策
フ

レ
ー
ム
を
背
景
に
、
D
M
O
の
権
限
、
責
任

が
明
確
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
を
核
に
観
光

振
興
に
関
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル

が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
第
3

に
、
こ
れ
ら
を
フ
ロ
ー
と
し
て
実
現
す
る
た

め
に
、
定
量
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
E

B
D
M
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
観
光
政
策
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
特

集
2
‐
2
が
最
も
端
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
だ
ろ
う
。
州
レ
ベ
ル
に
お
い
て
「
仮
に
観

光
振
興
に
取
り
組
む
た
め
に
財
源
（
＝
宿
泊

税
）を
確
保
す
る
な
ら
」と
い
う
政
策
フ
レ
ー

ム
が
作
ら
れ
て
お
り
、
地
方
自
治
体
は
、
こ

の
フ
レ
ー
ム
に
沿
っ
て
宿
泊
税
を
導
入
し
て

い
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
こ
の
財
源
確
保
フ

レ
ー
ム
に
D
M
O
（
図
❷
で
は
T
V
B
）
が

執
行
部
隊
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
地
方
自
治
体
は
課

税
自
主
権
を
持
っ
て
お
り
、
宿
泊
税
を
導
入

す
る
こ
と
は
で
き
る
も
の
の
、
自
由
気
ま
ま

に
税
率
や
使
途
を
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
い

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
感
覚
か
ら

言
え
ば
、自
由
度
が
低
い
よ
う
に
感
じ
る
が
、

一
定
の
枠
に
は
め
る
こ
と
で
観
光
振
興
を
強

力
に
進
め
る
こ
と
を
可
能
と
し
て
い
る
。
制

度
の
強
さ
弱
さ
の
違
い
は
あ
る
が
、
こ
う
し

た
制
度
は
、
ア
メ
リ
カ
で
も
同
様
と
な
っ
て

い
る
。
後
述
す
る
第
2
、
第
3
の
特
徴
を
規

定
す
る
の
は
、
こ
う
し
た
基
礎
的
な
フ
レ
ー

ム
の
存
在
で
あ
る
。

　
任
意
の
政
策
で
あ
る
と
は
言
え
、
そ
れ
を

性
の
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
い

な
い
地
域
と
し
て
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
持
続
可
能
性
を
高
め
よ

う
と
し
て
い
る
点
も
、
日
本
と
重
な
る
だ
ろ

う
。
こ
れ
は
、
同
時
に
日
本
の
観
光
政
策
が

抱
え
る
の
と
同
様
の
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
こ

と
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
バ
ル
セ

ロ
ナ
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題
が
喧

伝
さ
れ
て
い
る
地
域
で
あ
る
が
、
個
人
的
に

は
、
観
光
客
が
生
じ
さ
せ
る
圧
は
、
京
都
市

の
方
が
大
き
く
感
じ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
観
光
が
、
国
際
的
に
注

目
さ
れ
や
す
い
の
は
、
同
地
に
お
い
て
政
治

的
な
イ
シ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
、
関

係
す
る
情
報
が
発
信
さ
れ
や
す
い
と
い
う
側

面
が
あ
る
か
ら
だ
と
感
じ
た
。
現
地
で
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
で
も
、
日
本
で
も
報
道
さ
れ
て
い

た
反
観
光
を
訴
え
る
デ
モ
や
、
落
書
き
の
存

在
は
事
実
で
あ
る
も
の
の
、
ご
く
一
部
で
の

活
動
で
あ
る
と
の
こ
と
。
実
際
、
一
週
間
の

滞
在
中
に
、
反
観
光
落
書
き
は
数
点
し
か
見

つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、

街
中
に
あ
ふ
れ
て
い
る
の
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ

問
題
を
非
難
す
る
落
書
き
で
あ
り
、
特
に
、

米
国
系
の
ブ
ラ
ン
ド
を
掲
げ
る
店
舗
は
、
激

し
い
攻
撃
対
象
と
な
っ
て
い
た
。

　
も
と
も
と
、
ス
ペ
イ
ン
は
、
今
で
こ
そ

E
U
を
構
成
す
る
国
で
あ
る
が
、
1
9
3
1

年
に
王
政
か
ら
共
和
制
へ
移
行
し
た
も
の

の
、
激
し
い
ス
ペ
イ
ン
内
戦
が
発
生
。
そ
の

後
、
フ
ラ
ン
コ
独
裁
体
制
が
1
9
3
9
年
に

確
立
さ
れ
、
1
9
7
5
年
ま
で
続
い
た
が
、

そ
の
崩
壊
か
ら
10
年
後
と
な
る
1
9
8
6
年

に
は
E
C
（
現
在
の
E
U
）
に
参
加
、
1
9

9
2
年
に
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
開
催
す
る
な
ど
、
急
速
に
民
主
化
の
道
を

進
ん
だ
と
い
う
歴
史
を
持
つ
。
2
0
0
4
年

に
は
社
会
労
働
党
が
政
権
を
と
り
、
富
の
公

平
な
再
分
配
、
機
会
の
平
等
、
社
会
的
弱
者

の
保
護
を
重
視
し
、
経
済
活
動
に
対
す
る
国

家
に
よ
る
一
定
の
関
与
を
是
と
す
る
社
会
民

主
主
義
政
策
が
取
ら
れ
て
い
る
が
、
E
U
加

盟
国
の
中
で
も
国
民
1
人
あ
た
り
の
G
D
P

は
低
い
国
と
な
っ
て
い
る
。
観
光
需
要
は
相

対
的
な
経
済
力
の
差
で
動
き
や
す
い
。
こ
れ

は
観
光
集
客
の
点
で
は
有
利
で
あ
る
が
、
観

光
振
興
に
成
功
す
る
ほ
ど
、
特
集
4
‐
2
で

整
理
し
た
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
問

題
を
生
じ
さ
せ
や
す
い
。
こ
れ
は
、
社
会
民

主
主
義
の
価
値
観
と
は
相
容
れ
ず
、
特
集

4
‐
1
で
整
理
し
た
よ
う
な
行
政
主
体
に
よ

る
制
御
が
試
み
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
バ
ル

セ
ロ
ナ
市
が
属
す
る
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
は
、ス

ペ
イ
ン
か
ら
の
独
立
話
が
度
々
出
て
く
る
地

域
で
も
あ
り
、ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
へ
の
関

心
も
高
い
こ
と
も
、こ
う
し
た
取
り
組
み
を

強
化
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
欧
州
の
一
国
で
は
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
や
ス

イ
ス
な
ど
と
は
異
な
る
観
光
と
の
関
わ
り
が

存
在
し
て
お
り
、
欧
米
と
一
括
り
に
は
で
き
な

い
こ
と
を
認
識
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

　
特
集
3
の
タ
イ
は
、
ア
ジ
ア
の
主
要
国
の

一
つ
で
あ
り
、
観
光
に
関
し
て
は
20
世
紀
の

後
半
か
ら
、
積
極
的
に
進
め
て
き
た
観
光
先

進
国
で
も
あ
る
。
タ
イ
は
、
中
央
集
権
国
家

で
あ
り
、
観
光
は
、
国
が
主
体
と
な
っ
て
外

貨
獲
得
、
経
済
開
発
を
念
頭
に
置
い
た
政
策

と
し
て
展
開
し
て
き
た
。
そ
の
体
制
に
つ
い

て
は
、
特
集
3
‐
2
で
整
理
し
て
い
る
が
、

ま
だ
こ
れ
ほ
ど
観
光
が
注
目
さ
れ
て
い
な
い

時
代
か
ら
、
中
央
政
府
が
交
通
整
備
や
地
域

開
発
を
含
め
て
強
力
に
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
開
発
を
行
う
こ
と
で
成
長
し
、
世
界
的
な

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
。
タ
イ
以

外
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
も
、
少
な
か
ら
ず

観
光
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
そ
の
中
で
も

最
も
成
功
し
た
と
言
っ
て
良
い
成
果
を
あ
げ

た
の
は
、
こ
の
強
力
な
体
制
が
あ
る
か
ら
だ

ろ
う
。　

観
光
地
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
成
功
し
た
タ

イ
が
、
現
在
、
観
光
消
費
を
地
域
経
済
へ
波

及
さ
せ
る
た
め
の
施
策
が
取
ら
れ
て
い
る
こ

と
も
特
筆
で
き
る
。
こ
れ
は
、
観
光
資
本
の

国
際
化
が
進
ん
だ
現
在
、
観
光
客
数
や
消
費

額
が
増
え
れ
ば
、
地
域
経
済
が
伸
長
す
る
わ

け
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
だ
。

『
観
光
文
化
2
6
7
号
』
で
も
整
理
し
た
よ

う
に
「
高
付
加
価
値
」
は
、
日
本
で
も
キ
ー

ワ
ー
ド
と
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
単
に
高
単
価

の
商
品
を
つ
く
る
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
で
生

ま
れ
た
消
費
効
果
を
域
内
で
循
環
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
た
取
り
組
み
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
。
特
集
3
‐
4
で
と
り
あ
げ

た
事
例
も
、
こ
の
文
脈
上
の
一
つ
の
例
で
あ

る
が
、
こ
う
し
た
地
域
レ
ベ
ル
の
取
り
組
み

に
お
い
て
も
国
の
機
関
が
直
接
的
に
関
与
し

て
い
る
の
が
タ
イ
ら
し
い
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
マ
ク
ロ
経
済
的
な
経
済
波
及
効
果
で
は

な
く
、
地
域
で
実
感
で
き
る
経
済
効
果
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
い
る
こ
と
は
、
我
が
国
に

お
い
て
も
参
考
と
す
べ
き
点
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
特
集
3
‐
1
で
示
し
た
よ
う
に
、

外
貨
獲
得
と
い
う
点
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
主

体
で
あ
っ
た
観
光
政
策
が
、
国
民
の
観
光
需

要
に
も
広
げ
ら
れ
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ

る
。
こ
れ
は
、
タ
イ
が
経
済
成
長
を
果
た
し
、

国
民
も
観
光
を
楽
し
む
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
背
景
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
分
散
さ
せ
る
こ

と
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
と
の
補
完
関
係

を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。
観
光
需

要
の
制
御
、
分
散
化
は
我
が
国
で
も
課
題
と

な
っ
て
い
る
が
、
人
々
は
自
身
の
価
値
観
で

旅
行
タ
イ
ミ
ン
グ
や
旅
行
先
を
検
討
す
る
た

め
、
あ
る
意
味
、
需
要
喚
起
よ
り
も
難
し
い

取
り
組
み
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
取

り
組
み
の
成
否
を
見
通
す
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
同
じ
課
題
を
抱
え
る
我
々
と
し
て
も
、

引
き
続
き
注
視
す
べ
き
取
り
組
み
だ
ろ
う
。

3
年
間
を
俯
瞰
し
て

　
最
後
に
、
3
年
間
を
俯
瞰
し
た
雑
感
を
ま

と
め
て
お
こ
う
。

　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
、
世
界
的
に
観
光
需
要

は
復
興
し
た
が
、
世
界
的
な
物
価
上
昇
に
、

政
情
不
安
が
重
な
り
、
決
し
て
恵
ま
れ
た
環

境
で
は
な
か
っ
た
。そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

国
内
を
含
め
て
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
水
準

を
超
え
る
と
こ
ろ
ま
で
需
要
を
再
獲
得
で
き

た
こ
と
は
、
人
々
の
観
光
に
対
す
る
需
要
の

強
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
一
方
で
、国
際
観
光
が
増
大
す
る
こ
と
は
、

新
た
な
問
題
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
称
さ
れ
る
も
の
が
、
そ
の
好
例
で

あ
る
が
、
人
材
不
足
や
地
球
温
暖
化
問
題
と

い
っ
た
課
題
も
横
た
わ
っ
て
い
る
。
注
目
さ

れ
る
の
は
、
国
や
地
域
が
変
わ
っ
て
も
、
生

じ
て
い
る
事
象
に
は
さ
ほ
ど
大
き
な
差
は
無

い
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
こ
で
挙
げ
た
よ
う
な

ス
な
ど
と
同
様
に
、
観
光
振
興
が
当
然
と
考

え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
や
す
い
の

も
特
徴
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
で
、
そ
の
後
の
運
用
ま
で
中
央
政
府

が
関
わ
り
続
け
る
こ
と
に
は
難
し
さ
も
あ

る
。
タ
イ
は
、
継
続
し
て
支
援
を
進
め
て
い

る
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
州
レ
ベ
ル
が

運
用
の
主
体
と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
加

え
、
経
済
力
が
上
が
っ
て
き
た
こ
と
で
、
外

貨
獲
得
の
た
め
の
観
光
地
開
発
と
い
う
政
策

そ
の
も
の
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
が
低
下
し
て

い
る
。
結
果
と
し
て
、
中
央
政
府
の
関
心
は

都
市
へ
と
シ
フ
ト
し
て
お
り
、
リ
ゾ
ー
ト
地

域
で
は
古
さ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
至
っ
て
は
、

南
島
の
拠
点
都
市
で
あ
る
ク
ラ
イ
ス
ト
・

チ
ャ
ー
チ
は
、
2
0
1
1
年
の
地
震
か
ら
、

未
だ
に
復
興
で
き
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
短

期
間
で
、
津
波
被
害
か
ら
プ
ー
ケ
ッ
ト
を
復

興
さ
せ
た
タ
イ
と
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
中
央
政
府
主
導
に
よ
る
観
光

振
興
は
、
強
力
で
は
あ
る
が
、
中
央
政
府
と

し
て
の
政
策
の
方
向
性
が
変
化
し
て
し
ま
う

と
、
地
域
と
し
て
は
、
い
わ
ば
、
は
し
ご
を

外
さ
れ
た
よ
う
な
状
況
と
な
っ
て
し
ま
う
リ

ス
ク
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
は
、
観
光
政
策
の
立
案
権
が
ど
こ

（
中
央
政
府
か
地
方
政
府
か
）
に
あ
る
の
か
、

ま
た
、
そ
の
政
府
（
議
会
）
が
、
ど
う
い
っ

た
価
値
観
を
重
視
し
て
お
り
、
ど
う
い
っ
た

政
策
を
展
開
し
て
い
る
の
か
。
そ
の
中
で
、

観
光
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

の
か
、
と
い
っ
た
要
素
に
よ
っ
て
、
施
策
は

選
択
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
我
々
は
、
実
際
に
展
開
さ
れ
て
い
る
施

策
に
注
目
し
が
ち
で
あ
る
が
、そ
の
施
策
が
、

ど
の
よ
う
な
価
値
観
、
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス

を
通
じ
て
導
出
さ
れ
た
も
の
な
の
か
を
全
体

の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
理
解
し
な
け
れ
ば
、
そ

の
施
策
の
本
当
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
し
、
我
が
国
で
の
参
考
事
例
と
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
認
識
し

て
お
き
た
い
。
端
的
に
言
え
ば
、
海
外
で
の

施
策
事
例
を
単
純
に
コ
ピ
ー
し
て
も
、
背
景

と
な
る
シ
ス
テ
ム
が
異
な
る
日
本
で
は
、
機

能
し
が
た
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　
海
外
事
例
に
学
ぶ
こ
と
は
、我
々
の
視
野
、

選
択
肢
を
増
や
し
、
よ
り
合
理
的
な
意
思
決

定
を
実
現
し
て
い
く
上
で
重
要
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
参
考
と
し
た
施
策
を
展
開
す
る
に

は
、
日
本
と
海
外
の
シ
ス
テ
ム
の
違
い
を
踏

ま
え
、
適
切
に
翻
訳
し
、
適
用
す
る
必
要
が

あ
る
と
い
う
こ
と
は
認
識
し
て
お
き
た
い
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
よ
り
深
く
、
視
察
地
域

を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
が
、
海
外

視
察
を
実
施
す
る
中
で
先
方
か
ら
指
摘
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
の
は
「
ま
た
、
日
本
か
ら
来

た
の
？
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
3
年

間
の
視
察
先
で
も
、
数
カ
所
か
ら
、
同
様
の

指
摘
を
受
け
て
い
る
。

　
当
初
は
好
意
的
に
関
心
を
共
有
し
て
く
れ

て
い
て
も
、
何
度
も
反
復
的
に
日
本
か
ら
来

訪
し
、同
じ
よ
う
な
こ
と
を
尋
ね
ら
れ
れ
ば
、

「
自
国
内
で
共
有
し
て
い
な
い
の
？
」
と
な

る
の
は
当
然
だ
ろ
う
。

　
そ
も
そ
も
1
時
間
程
度
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で

得
ら
れ
る
情
報
は
、極
め
て
限
定
的
で
あ
る
。

通
訳
を
介
す
る
場
合
は
、
事
実
上
、
30
分
程

度
し
か
中
身
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
ネ
ッ
ト

な
ど
で
得
ら
れ
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
事
前

に
し
っ
か
り
と
収
集
し
て
お
く
こ
と
は
当
然

だ
し
、
可
能
な
限
り
政
治
体
制
、
組
織
体
制

に
つ
い
て
も
把
握
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
質

疑
を
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
百
聞

は
一
見
に
し
か
ず
で
あ
り
、
現
地
を
見
て
、

経
験
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
先
に
も
負
荷
を
か
け
て

い
る
こ
と
を
認
識
し
、
先
方
の
誠
意
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
相
応
の
対
応
を
取
れ
る
よ
う
に

し
て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
。

　
当
財
団
の
3
年
間
の
成
果
も
、
そ
う
し
た

視
察
時
の
参
考
情
報
と
し
て
ほ
し
い
。

来
年
度
以
降
の

展
開
に
つ
い
て

　
3
年
間
続
け
て
き
た
組
織
的
な
海
外
視

察
で
あ
る
が
、
来
年
度
か
ら
は
、
特
定
の

研
究
テ
ー
マ
を
先
に
設
定
し
、
そ
こ
に
対

応
す
る
視
察
先
に
赴
く
比
重
を
増
や
す
予

定
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
当
財
団
で
は
、
新
た
な
テ
ー

マ
を
設
定
し
た
研
究
会
を
設
置
し
、
運
用
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。
今
後
の
研
究
調
査
活

動
に
も
注
目
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

は
じ
め
に

　
当
財
団
が
、
組
織
的
な
海
外
視
察
を
展
開

し
、
機
関
誌
『
観
光
文
化
』
に
掲
載
を
始
め

た
の
は
、
2
0
2
3
年
度
の
こ
と
で
あ
る
。

　
C
O
V
I
D
‐
19
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

が
収
束
し
、
国
内
旅
行
も
訪
日
旅
行
も
力
強

く
回
復
し
て
い
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
。
一

方
で
、『
観
光
文
化
2
5
7
号
「
ポ
ス
ト
・

コ
ロ
ナ
で
再
起
動
す
る
海
外
旅
行
」』
に
お

い
て
、
整
理
し
た
よ
う
に
、
海
外
旅
行
の
回

復
は
大
き
く
遅
れ
て
お
り
、
構
造
的
に
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
前
の
よ
う
な
隆
盛
は
難
し
い
と
い

う
こ
と
が
見
え
て
き
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
も

あ
っ
た
。

　
観
光
が
、
移
動
を
伴
う
も
の
で
あ
る
以
上
、

発
地
と
着
地
が
存
在
し
、
そ
の
動
き
に
は
経

済
力
の
相
対
差
が
影
響
す
る
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
訪
日
旅
行＞

海
外
旅
行
と
な
る
こ
と
は
、

当
然
の
帰
結
で
も
あ
る
。
端
的
に
言
え
ば
、

そ
れ
だ
け
日
本
の
経
済
力
が
低
下
し
た
と
い

う
こ
と
だ
。

　
一
方
で
、
海
外
旅
行
市
場
が
縮
小
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
日
本
人
が
海
外
の
こ
と
を
知

る
機
会
が
減
少
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
海

外
か
ら
多
く
の
人
々
が
来
訪
す
る
社
会
と

な
っ
て
い
く
の
に
、
日
本
人
自
身
は
、
海
外

の
こ
と
を
知
り
、
体
験
す
る
機
会
が
限
定
さ

れ
て
い
く
こ
と
は
、
望
ま
し
い
状
況
で
は
な

い
。
訪
日
客
は
、
当
然
、
彼
ら
の
国
内
旅
行

も
行
う
し
、
日
本
以
外
の
国
々
に
も
出
か
け

て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
訪
日
客
は
日
本
以
外

の
地
域
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
に
、
彼
ら

を
受
け
入
れ
る
側
は
日
本
の
こ
と
し
か
知
ら

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

　
さ
ら
に
、
日
本
で
も
D
M
O
や
M
I
C
E

と
い
っ
た
用
語
が
日
常
的
に
使
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
今
や
、
観
光
振
興
は
世
界
的
な
イ

シ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
諸
外
国
が
、
ど
の

よ
う
な
観
光
の
現
場
に
あ
り
、
ど
の
よ
う
な

施
策
を
行
っ
て
い
る
の
か
を
理
解
し
な
い
ま

ま
、
観
光
施
策
を
進
め
る
こ
と
は
、
い
わ
ゆ

る
「
車
輪
の
再
発
明
」
を
招
く
こ
と
に
な
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
観
光
を
研
究

す
る
我
々
自
身
が
、世
界
の
観
光
を
経
験
し
、

考
え
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
こ
で
得
た
知
見

を
社
会
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、

事
業
化
し
た
の
が
、
こ
の
「
世
界
の
観
光
ダ

イ
ナ
ミ
ズ
ム
」
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。

2
0
2
5
年
度
の
視
察
先

か
ら
得
ら
れ
た
も
の

　
今
年
度
は
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

／
ス
イ
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
そ
し
て
、
タ
イ
の

4
方
面
を
対
象
と
し
た
。

　
特
集
1
の
ア
メ
リ
カ
、
特
集
2
の
オ
ー
ス

ト
リ
ア
／
ス
イ
ス
は
、
D
M
O
の
背
景
に
あ

る
観
光
施
策
の
シ
ス
テ
ム
を
整
理
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
視
察
で
あ
る
。我
が
国
で
も
、

宿
泊
税
の
導
入
が
進
み
つ
つ
あ
る
が
、
世
界

的
に
見
て
宿
泊
税
は
、
地
方
分
権
の
進
ん
だ

欧
米
で
は
一
般
的
で
あ
る
一
方
、
中
央
集
権

で
あ
る
ア
ジ
ア
で
の
導
入
事
例
は
乏
し
い
と

い
う
傾
向
が
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
宿
泊
税
と
い
う
財
源
は
、
地

方
自
治
体
が
中
央
政
府
に
依
ら
ず
、
地
方
政

事
象
は
、
注
目
さ
れ
て
い
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
少
な
か
ら
ず
生
じ
て
い
る
。

国
際
観
光
需
要
を
増
大
さ
せ
て
い
る
の
が
、

ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
新
興
国
で
あ
り
、
い

わ
ば
、「
原
因
」
は
同
種
の
需
要
で
あ
る
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
問
題
や

課
題
も
同
様
な
も
の
と
な
る
と
い
う
こ
と

は
、
当
然
の
帰
結
で
も
あ
る
。

　
た
だ
、問
題
や
課
題
が
同
様
で
あ
る
か
ら
、

そ
こ
へ
の
解
決
策
も
同
じ
か
と
い
え
ば
、

違
う
。　

例
え
ば
、
今
回
、
欧
州
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
さ
れ
る
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ベ
ネ

チ
ア
、
そ
し
て
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
訪
問
し
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
対
応
策
は
違
っ
て
い
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
風
紀
上
の
乱
れ
や
団

体
客
で
の
行
動
を
抑
制
し
つ
つ
、
で
き
る
だ

け
市
内
全
域
に
観
光
客
を
誘
導
し
て
い
こ
う

と
い
う
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。一
方
、

ベ
ネ
チ
ア
は
限
ら
れ
た
市
域
の
中
で
、
交
通

手
段
（
水
上
バ
ス
）
を
観
光
客
と
住
民
で
分

離
し
た
り
、
集
中
が
予
想
さ
れ
る
日
に
は
入

域
税
を
設
定
し
混
雑
状
況
を
見
え
る
化
し
た

り
と
い
っ
た
対
策
を
と
っ
て
い
る
。
い
ず
れ

も
共
通
し
て
い
る
の
は
、「
自
分
た
ち
は
人

気
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
だ
か
ら
、
国
際

的
な
観
光
需
要
が
増
え
れ
ば
観
光
客
は
増
え

る
よ
ね
」
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
こ
れ
ら
地

域
で
も
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
生

じ
て
い
て
、
こ
れ
を
避
け
る
た
め
に
宿
泊
施

設
の
立
地
規
制
強
化
を
実
施
し
て
い
る
が
、

結
果
と
し
て
、外
縁
部
に
宿
泊
需
要
が
移
り
、

日
帰
り
客
が
増
大
す
る
こ
と
で
、
交
通
負
荷

が
上
が
る
と
い
う
経
験
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ

ド
現
象
と
呼
ん
で
い
た
）
を
踏
ま
え
、
現
在

で
は
、
量
の
抑
制
で
は
な
く
、
分
散
化
に
舵

を
切
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
は
、
民
泊
を
含
む
宿
泊
施
設
の
規
制
強
化

を
行
う
こ
と
に
こ
だ
わ
り
を
示
し
て
い
る
。

バ
ル
セ
ロ
ナ
で
も
、
宿
泊
施
設
の
立
地
規
制

に
よ
っ
て
、
他
都
市
同
様
に
宿
泊
拠
点
が
外

縁
化
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
強
力
な
民
泊
規
制
を
行
う
の
は
、

市
街
地
で
の
住
宅
価
格
高
騰
を
問
題
視
し
て

い
る
た
め
で
あ
る
。
安
さ
が
誘
客
魅
力
の
一

つ
で
あ
っ
た
も
の
が
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
不
動
産
価
格
な
ど

に
跳
ね
返
る
こ
と
で
、
観
光
活
動
自
体
を
忌

避
す
る
方
向
に
進
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ

る
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
喧
伝
さ
れ

て
い
な
い
も
の
の
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
に
、

レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
リ
ジ
ェ

ネ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
掲
げ
た
ハ
ワ

イ
州
も
、
同
様
の
構
造
に
あ
る
。

　
一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
本
土
の
ラ
ス
ベ
ガ
ス

や
、
ナ
パ
バ
レ
ー
、
ま
た
は
ス
イ
ス
／
オ
ー

ス
ト
リ
ア
で
は
、
そ
も
そ
も
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
い
っ
た
概
念
が
希
薄
で
あ
り
、

ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
問

題
も
ほ
と
ん
ど
聞
く
こ
と
が
無
い
。
い
ず
れ

も
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
に
よ
る
地
域
振

興
を
行
う
と
い
う
明
確
な
政
策
的
意
思
決
定

が
な
さ
れ
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
住
人
）

も
、
そ
れ
を
了
承
し
、
共
創
的
な
関
係
に
あ

る
か
ら
だ
ろ
う
。
地
域
カ
ラ
ー
が
明
確
な
た

め
、
そ
れ
が
嫌
な
人
は
、
そ
も
そ
も
居
住
し

て
こ
な
い
と
い
う
側
面
も
あ
る
。

　
他
方
、
国
が
観
光
政
策
を
主
導
し
て
い
る

国
で
は
ど
う
か
。
タ
イ
は
、
中
央
集
権
的
な

体
制
で
、
競
争
力
の
高
い
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
形
成
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
ま

た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
も
、
外
貨
獲
得
の
た

め
に
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
や
（
本
事
業
で
の

視
察
対
象
で
は
な
い
が
）
ケ
ア
ン
ズ
な
ど
を

開
発
し
た
こ
と
が
起
点
で
あ
る
し
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
も
、
よ
り
ア
ク
セ
ス
に
難
の
あ

る
南
島
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
化
に
成
功

し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
中
央
政
府
が
主
導

す
る
こ
と
で
、
一
地
域
で
は
で
き
な
い
レ
ベ

ル
の
観
光
「
開
発
」
を
実
現
し
て
い
る
。
資

金
負
担
だ
け
で
な
く
、
各
種
イ
ン
フ
ラ
整
備

や
、
各
種
許
認
可
権
限
を
有
し
て
い
る
中
央

政
府
な
ら
で
は
の
強
み
だ
ろ
う
。
観
光
用
に

強
力
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
る
た
め
、
ラ
ス
ベ
ガ

選
択
す
れ
ば
、
地
方
自
治
体
と
し
て
実
施
す

る
通
常
政
策
と
な
り
、
そ
の
た
め
の
財
源
と

ガ
バ
ナ
ン
ス
ス
キ
ー
ム
が
提
示
さ
れ
る
。
地

域
に
と
っ
て
観
光
は
、
当
然
に
取
り
組
む
べ

き
も
の
と
な
り
、
5
年
後
、
10
年
後
も
、
そ

の
施
策
は
継
続
さ
れ
る
政
策
と
な
る
。
一
時

的
な
も
の
で
は
な
く
、
年
に
よ
っ
て
大
き
く

変
化
す
る
も
の
で
も
な
く
、
恒
常
的
、
定
常

的
に
展
開
さ
れ
る
政
策
と
な
れ
ば
、
行
政
も

民
間
も
そ
れ
に
適
し
た
役
割
分
担
、
組
織
力

が
作
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、

観
光
振
興
に
関
わ
る
人
材
不
足
が
叫
ば
れ
て

久
し
い
。
欧
米
に
お
い
て
も
人
材
は
貴
重
な

資
源
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
優
秀
な
人
材
が

D
M
O
や
行
政
な
ど
に
在
籍
し
て
い
る
の

は
、
そ
こ
に
安
定
的
な
ポ
ス
ト
が
存
在
す
る

か
ら
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
人
材
、
組
織
が
持

続
的
に
存
在
す
る
こ
と
で
、
人
々
の
繋
が
り

も
強
固
な
も
の
と
な
り
、そ
れ
が
、ソ
ー
シ
ャ

ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
形
成
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
る
。
日
本
で
も
、
観
光
地
域
づ
く
り
に
成

功
し
た
地
域
は
、
5
年
、
10
年
と
い
う
年
月

の
積
み
重
ね
の
中
で
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ

ピ
タ
ル
が
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
制

度
と
し
て
、
よ
り
多
く
の
地
域
で
展
開
さ
れ

て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
仕
組
み
を
フ
ロ
ー
面
で
回

し
て
い
る
の
が
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た

E
B
D
M
で
あ
る
。
E
B
D
M
は
、『
観
光

文
化
2
6
6
号
』
で
整
理
し
て
い
る
が
、
観

光
に
限
ら
ず
、
現
在
の
意
思
決
定
に
お
い
て

重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
。
日
本
で
も
、
こ

の
認
識
は
拡
が
っ
て
き
て
い
る
が
、問
題
は
、

E
B
D
M
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
に
対
し
、

欧
米
の
先
行
地
域
で
は
、
特
集
1
‐
2
お
よ

び
2
‐
1
で
整
理
し
て
い
る
よ
う
に
、
地
域

の
関
係
者
が
デ
ー
タ
の
重
要
性
を
把
握
し
、

そ
れ
を
協
働
し
て
取
得
、
分
析
、
共
有
す
る

仕
組
み
を
構
築
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
体
制

を
構
築
で
き
て
い
る
の
も
、
法
的
に
根
拠
を

持
つ
強
固
な
観
光
振
興
の
体
制
が
存
在
し
て

い
る
か
ら
だ
ろ
う
。

　
対
し
て
、
特
集
4
で
取
り
上
げ
た
ス
ペ
イ

ン
は
、
E
U
の
中
で
相
対
的
に
経
済
力
の
低

い
地
域
で
あ
り
、
国
策
と
し
て
観
光
振
興
を

展
開
し
て
き
た
地
域
で
あ
る
。
欧
州
の
中
で

も
特
徴
的
な
地
域
資
源
を
観
光
魅
力
に
転
換

し
、
多
く
の
人
々
を
集
め
る
こ
と
に
成
功
し

た
が
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
が
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
象
徴
的
な
都
市
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

点
な
ど
、
日
本
の
観
光
政
策
に
重
な
る
部
分

も
大
き
い
。

　
歴
史
的
に
政
争
が
多
く
経
済
的
に
不
安
定

で
あ
り
、
米
国
の
よ
う
に
強
い
民
間
事
業
者

が
存
在
せ
ず
、
ス
イ
ス
な
ど
の
よ
う
に
自
立
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府
が
自
立
的
な
観
光
政
策
を
展
開
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
認
識
は
、
日
本
で
も

同
様
で
あ
る
が
、
独
自
財
源
の
歴
史
の
浅
い

日
本
で
は
、
そ
も
そ
も
「
地
域
に
よ
る
自
立

的
な
観
光
政
策
」
と
い
う
も
の
が
な
ん
な
の

か
と
い
う
こ
と
自
体
が
判
然
と
し
て
い
な

い
。
本
来
、
地
域
レ
ベ
ル
の
活
動
主
体
で
あ

る
D
M
O
と
は
何
か
と
い
う
議
論
が
、
政
策

導
入
か
ら
10
年
以
上
経
っ
て
も
、
地
域
で
は

な
く
国
レ
ベ
ル
に
お
い
て
続
い
て
い
る
状
況

が
、
そ
の
証
左
で
も
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
当
財
団
で
は
、
観
光
財
源
と

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

関
し
て
、
継
続
的
に
研
究
を
行
っ
て
き
た

（
例
：
観
光
文
化
2
3
4
号
、
2
3
8
号
、

2
4
5
号
、
2
6
1
号
）。
今
回
の
視
察
は
、

そ
の
延
長
線
と
し
て
、
先
行
地
域
に
構
築
さ

れ
て
い
る
観
光
振
興
の
自
立
シ
ス
テ
ム
を
把

握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
改
め
て
、各
国
、地
域
で
視
察
調
査
を
行
っ

て
き
た
こ
と
で
、
見
え
て
き
た
共
通
項
は

3
つ
。　

第
1
に
、
地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
の
政
策
に

観
光
振
興
（
政
策
）
が
、
し
っ
か
り
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
第
2
に
、
政
策
フ

レ
ー
ム
を
背
景
に
、
D
M
O
の
権
限
、
責
任

が
明
確
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
を
核
に
観
光

振
興
に
関
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル

が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
第
3

に
、
こ
れ
ら
を
フ
ロ
ー
と
し
て
実
現
す
る
た

め
に
、
定
量
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
E

B
D
M
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
観
光
政
策
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
特

集
2
‐
2
が
最
も
端
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
だ
ろ
う
。
州
レ
ベ
ル
に
お
い
て
「
仮
に
観

光
振
興
に
取
り
組
む
た
め
に
財
源
（
＝
宿
泊

税
）を
確
保
す
る
な
ら
」と
い
う
政
策
フ
レ
ー

ム
が
作
ら
れ
て
お
り
、
地
方
自
治
体
は
、
こ

の
フ
レ
ー
ム
に
沿
っ
て
宿
泊
税
を
導
入
し
て

い
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
こ
の
財
源
確
保
フ

レ
ー
ム
に
D
M
O
（
図
❷
で
は
T
V
B
）
が

執
行
部
隊
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
地
方
自
治
体
は
課

税
自
主
権
を
持
っ
て
お
り
、
宿
泊
税
を
導
入

す
る
こ
と
は
で
き
る
も
の
の
、
自
由
気
ま
ま

に
税
率
や
使
途
を
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
い

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
感
覚
か
ら

言
え
ば
、自
由
度
が
低
い
よ
う
に
感
じ
る
が
、

一
定
の
枠
に
は
め
る
こ
と
で
観
光
振
興
を
強

力
に
進
め
る
こ
と
を
可
能
と
し
て
い
る
。
制

度
の
強
さ
弱
さ
の
違
い
は
あ
る
が
、
こ
う
し

た
制
度
は
、
ア
メ
リ
カ
で
も
同
様
と
な
っ
て

い
る
。
後
述
す
る
第
2
、
第
3
の
特
徴
を
規

定
す
る
の
は
、
こ
う
し
た
基
礎
的
な
フ
レ
ー

ム
の
存
在
で
あ
る
。

　
任
意
の
政
策
で
あ
る
と
は
言
え
、
そ
れ
を

性
の
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
い

な
い
地
域
と
し
て
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
持
続
可
能
性
を
高
め
よ

う
と
し
て
い
る
点
も
、
日
本
と
重
な
る
だ
ろ

う
。
こ
れ
は
、
同
時
に
日
本
の
観
光
政
策
が

抱
え
る
の
と
同
様
の
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
こ

と
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
バ
ル
セ

ロ
ナ
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題
が
喧

伝
さ
れ
て
い
る
地
域
で
あ
る
が
、
個
人
的
に

は
、
観
光
客
が
生
じ
さ
せ
る
圧
は
、
京
都
市

の
方
が
大
き
く
感
じ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
観
光
が
、
国
際
的
に
注

目
さ
れ
や
す
い
の
は
、
同
地
に
お
い
て
政
治

的
な
イ
シ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
、
関

係
す
る
情
報
が
発
信
さ
れ
や
す
い
と
い
う
側

面
が
あ
る
か
ら
だ
と
感
じ
た
。
現
地
で
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
で
も
、
日
本
で
も
報
道
さ
れ
て
い

た
反
観
光
を
訴
え
る
デ
モ
や
、
落
書
き
の
存

在
は
事
実
で
あ
る
も
の
の
、
ご
く
一
部
で
の

活
動
で
あ
る
と
の
こ
と
。
実
際
、
一
週
間
の

滞
在
中
に
、
反
観
光
落
書
き
は
数
点
し
か
見

つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、

街
中
に
あ
ふ
れ
て
い
る
の
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ

問
題
を
非
難
す
る
落
書
き
で
あ
り
、
特
に
、

米
国
系
の
ブ
ラ
ン
ド
を
掲
げ
る
店
舗
は
、
激

し
い
攻
撃
対
象
と
な
っ
て
い
た
。

　
も
と
も
と
、
ス
ペ
イ
ン
は
、
今
で
こ
そ

E
U
を
構
成
す
る
国
で
あ
る
が
、
1
9
3
1

年
に
王
政
か
ら
共
和
制
へ
移
行
し
た
も
の

の
、
激
し
い
ス
ペ
イ
ン
内
戦
が
発
生
。
そ
の

後
、
フ
ラ
ン
コ
独
裁
体
制
が
1
9
3
9
年
に

確
立
さ
れ
、
1
9
7
5
年
ま
で
続
い
た
が
、

そ
の
崩
壊
か
ら
10
年
後
と
な
る
1
9
8
6
年

に
は
E
C
（
現
在
の
E
U
）
に
参
加
、
1
9

9
2
年
に
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
開
催
す
る
な
ど
、
急
速
に
民
主
化
の
道
を

進
ん
だ
と
い
う
歴
史
を
持
つ
。
2
0
0
4
年

に
は
社
会
労
働
党
が
政
権
を
と
り
、
富
の
公

平
な
再
分
配
、
機
会
の
平
等
、
社
会
的
弱
者

の
保
護
を
重
視
し
、
経
済
活
動
に
対
す
る
国

家
に
よ
る
一
定
の
関
与
を
是
と
す
る
社
会
民

主
主
義
政
策
が
取
ら
れ
て
い
る
が
、
E
U
加

盟
国
の
中
で
も
国
民
1
人
あ
た
り
の
G
D
P

は
低
い
国
と
な
っ
て
い
る
。
観
光
需
要
は
相

対
的
な
経
済
力
の
差
で
動
き
や
す
い
。
こ
れ

は
観
光
集
客
の
点
で
は
有
利
で
あ
る
が
、
観

光
振
興
に
成
功
す
る
ほ
ど
、
特
集
4
‐
2
で

整
理
し
た
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
問

題
を
生
じ
さ
せ
や
す
い
。
こ
れ
は
、
社
会
民

主
主
義
の
価
値
観
と
は
相
容
れ
ず
、
特
集

4
‐
1
で
整
理
し
た
よ
う
な
行
政
主
体
に
よ

る
制
御
が
試
み
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
バ
ル

セ
ロ
ナ
市
が
属
す
る
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
は
、ス

ペ
イ
ン
か
ら
の
独
立
話
が
度
々
出
て
く
る
地

域
で
も
あ
り
、ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
へ
の
関

心
も
高
い
こ
と
も
、こ
う
し
た
取
り
組
み
を

強
化
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
欧
州
の
一
国
で
は
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
や
ス

イ
ス
な
ど
と
は
異
な
る
観
光
と
の
関
わ
り
が

存
在
し
て
お
り
、
欧
米
と
一
括
り
に
は
で
き
な

い
こ
と
を
認
識
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

　
特
集
3
の
タ
イ
は
、
ア
ジ
ア
の
主
要
国
の

一
つ
で
あ
り
、
観
光
に
関
し
て
は
20
世
紀
の

後
半
か
ら
、
積
極
的
に
進
め
て
き
た
観
光
先

進
国
で
も
あ
る
。
タ
イ
は
、
中
央
集
権
国
家

で
あ
り
、
観
光
は
、
国
が
主
体
と
な
っ
て
外

貨
獲
得
、
経
済
開
発
を
念
頭
に
置
い
た
政
策

と
し
て
展
開
し
て
き
た
。
そ
の
体
制
に
つ
い

て
は
、
特
集
3
‐
2
で
整
理
し
て
い
る
が
、

ま
だ
こ
れ
ほ
ど
観
光
が
注
目
さ
れ
て
い
な
い

時
代
か
ら
、
中
央
政
府
が
交
通
整
備
や
地
域

開
発
を
含
め
て
強
力
に
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
開
発
を
行
う
こ
と
で
成
長
し
、
世
界
的
な

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
。
タ
イ
以

外
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
も
、
少
な
か
ら
ず

観
光
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
そ
の
中
で
も

最
も
成
功
し
た
と
言
っ
て
良
い
成
果
を
あ
げ

た
の
は
、
こ
の
強
力
な
体
制
が
あ
る
か
ら
だ

ろ
う
。　

観
光
地
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
成
功
し
た
タ

イ
が
、
現
在
、
観
光
消
費
を
地
域
経
済
へ
波

及
さ
せ
る
た
め
の
施
策
が
取
ら
れ
て
い
る
こ

と
も
特
筆
で
き
る
。
こ
れ
は
、
観
光
資
本
の

国
際
化
が
進
ん
だ
現
在
、
観
光
客
数
や
消
費

額
が
増
え
れ
ば
、
地
域
経
済
が
伸
長
す
る
わ

け
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
だ
。

『
観
光
文
化
2
6
7
号
』
で
も
整
理
し
た
よ

う
に
「
高
付
加
価
値
」
は
、
日
本
で
も
キ
ー

ワ
ー
ド
と
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
単
に
高
単
価

の
商
品
を
つ
く
る
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
で
生

ま
れ
た
消
費
効
果
を
域
内
で
循
環
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
た
取
り
組
み
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
。
特
集
3
‐
4
で
と
り
あ
げ

た
事
例
も
、
こ
の
文
脈
上
の
一
つ
の
例
で
あ

る
が
、
こ
う
し
た
地
域
レ
ベ
ル
の
取
り
組
み

に
お
い
て
も
国
の
機
関
が
直
接
的
に
関
与
し

て
い
る
の
が
タ
イ
ら
し
い
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
マ
ク
ロ
経
済
的
な
経
済
波
及
効
果
で
は

な
く
、
地
域
で
実
感
で
き
る
経
済
効
果
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
い
る
こ
と
は
、
我
が
国
に

お
い
て
も
参
考
と
す
べ
き
点
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
特
集
3
‐
1
で
示
し
た
よ
う
に
、

外
貨
獲
得
と
い
う
点
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
主

体
で
あ
っ
た
観
光
政
策
が
、
国
民
の
観
光
需

要
に
も
広
げ
ら
れ
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ

る
。
こ
れ
は
、
タ
イ
が
経
済
成
長
を
果
た
し
、

国
民
も
観
光
を
楽
し
む
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
背
景
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
分
散
さ
せ
る
こ

と
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
と
の
補
完
関
係

を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。
観
光
需

要
の
制
御
、
分
散
化
は
我
が
国
で
も
課
題
と

な
っ
て
い
る
が
、
人
々
は
自
身
の
価
値
観
で

旅
行
タ
イ
ミ
ン
グ
や
旅
行
先
を
検
討
す
る
た

め
、
あ
る
意
味
、
需
要
喚
起
よ
り
も
難
し
い

取
り
組
み
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
取

り
組
み
の
成
否
を
見
通
す
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
同
じ
課
題
を
抱
え
る
我
々
と
し
て
も
、

引
き
続
き
注
視
す
べ
き
取
り
組
み
だ
ろ
う
。

3
年
間
を
俯
瞰
し
て

　
最
後
に
、
3
年
間
を
俯
瞰
し
た
雑
感
を
ま

と
め
て
お
こ
う
。

　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
、
世
界
的
に
観
光
需
要

は
復
興
し
た
が
、
世
界
的
な
物
価
上
昇
に
、

政
情
不
安
が
重
な
り
、
決
し
て
恵
ま
れ
た
環

境
で
は
な
か
っ
た
。そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

国
内
を
含
め
て
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
水
準

を
超
え
る
と
こ
ろ
ま
で
需
要
を
再
獲
得
で
き

た
こ
と
は
、
人
々
の
観
光
に
対
す
る
需
要
の

強
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
一
方
で
、国
際
観
光
が
増
大
す
る
こ
と
は
、

新
た
な
問
題
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
称
さ
れ
る
も
の
が
、
そ
の
好
例
で

あ
る
が
、
人
材
不
足
や
地
球
温
暖
化
問
題
と

い
っ
た
課
題
も
横
た
わ
っ
て
い
る
。
注
目
さ

れ
る
の
は
、
国
や
地
域
が
変
わ
っ
て
も
、
生

じ
て
い
る
事
象
に
は
さ
ほ
ど
大
き
な
差
は
無

い
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
こ
で
挙
げ
た
よ
う
な

ス
な
ど
と
同
様
に
、
観
光
振
興
が
当
然
と
考

え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
や
す
い
の

も
特
徴
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
で
、
そ
の
後
の
運
用
ま
で
中
央
政
府

が
関
わ
り
続
け
る
こ
と
に
は
難
し
さ
も
あ

る
。
タ
イ
は
、
継
続
し
て
支
援
を
進
め
て
い

る
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
州
レ
ベ
ル
が

運
用
の
主
体
と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
加

え
、
経
済
力
が
上
が
っ
て
き
た
こ
と
で
、
外

貨
獲
得
の
た
め
の
観
光
地
開
発
と
い
う
政
策

そ
の
も
の
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
が
低
下
し
て

い
る
。
結
果
と
し
て
、
中
央
政
府
の
関
心
は

都
市
へ
と
シ
フ
ト
し
て
お
り
、
リ
ゾ
ー
ト
地

域
で
は
古
さ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
至
っ
て
は
、

南
島
の
拠
点
都
市
で
あ
る
ク
ラ
イ
ス
ト
・

チ
ャ
ー
チ
は
、
2
0
1
1
年
の
地
震
か
ら
、

未
だ
に
復
興
で
き
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
短

期
間
で
、
津
波
被
害
か
ら
プ
ー
ケ
ッ
ト
を
復

興
さ
せ
た
タ
イ
と
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
中
央
政
府
主
導
に
よ
る
観
光

振
興
は
、
強
力
で
は
あ
る
が
、
中
央
政
府
と

し
て
の
政
策
の
方
向
性
が
変
化
し
て
し
ま
う

と
、
地
域
と
し
て
は
、
い
わ
ば
、
は
し
ご
を

外
さ
れ
た
よ
う
な
状
況
と
な
っ
て
し
ま
う
リ

ス
ク
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
は
、
観
光
政
策
の
立
案
権
が
ど
こ

（
中
央
政
府
か
地
方
政
府
か
）
に
あ
る
の
か
、

ま
た
、
そ
の
政
府
（
議
会
）
が
、
ど
う
い
っ

た
価
値
観
を
重
視
し
て
お
り
、
ど
う
い
っ
た

政
策
を
展
開
し
て
い
る
の
か
。
そ
の
中
で
、

観
光
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

の
か
、
と
い
っ
た
要
素
に
よ
っ
て
、
施
策
は

選
択
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
我
々
は
、
実
際
に
展
開
さ
れ
て
い
る
施

策
に
注
目
し
が
ち
で
あ
る
が
、そ
の
施
策
が
、

ど
の
よ
う
な
価
値
観
、
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス

を
通
じ
て
導
出
さ
れ
た
も
の
な
の
か
を
全
体

の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
理
解
し
な
け
れ
ば
、
そ

の
施
策
の
本
当
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
し
、
我
が
国
で
の
参
考
事
例
と
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
認
識
し

て
お
き
た
い
。
端
的
に
言
え
ば
、
海
外
で
の

施
策
事
例
を
単
純
に
コ
ピ
ー
し
て
も
、
背
景

と
な
る
シ
ス
テ
ム
が
異
な
る
日
本
で
は
、
機

能
し
が
た
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　
海
外
事
例
に
学
ぶ
こ
と
は
、我
々
の
視
野
、

選
択
肢
を
増
や
し
、
よ
り
合
理
的
な
意
思
決

定
を
実
現
し
て
い
く
上
で
重
要
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
参
考
と
し
た
施
策
を
展
開
す
る
に

は
、
日
本
と
海
外
の
シ
ス
テ
ム
の
違
い
を
踏

ま
え
、
適
切
に
翻
訳
し
、
適
用
す
る
必
要
が

あ
る
と
い
う
こ
と
は
認
識
し
て
お
き
た
い
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
よ
り
深
く
、
視
察
地
域

を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
が
、
海
外

視
察
を
実
施
す
る
中
で
先
方
か
ら
指
摘
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
の
は
「
ま
た
、
日
本
か
ら
来

た
の
？
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
3
年

間
の
視
察
先
で
も
、
数
カ
所
か
ら
、
同
様
の

指
摘
を
受
け
て
い
る
。

　
当
初
は
好
意
的
に
関
心
を
共
有
し
て
く
れ

て
い
て
も
、
何
度
も
反
復
的
に
日
本
か
ら
来

訪
し
、同
じ
よ
う
な
こ
と
を
尋
ね
ら
れ
れ
ば
、

「
自
国
内
で
共
有
し
て
い
な
い
の
？
」
と
な

る
の
は
当
然
だ
ろ
う
。

　
そ
も
そ
も
1
時
間
程
度
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で

得
ら
れ
る
情
報
は
、極
め
て
限
定
的
で
あ
る
。

通
訳
を
介
す
る
場
合
は
、
事
実
上
、
30
分
程

度
し
か
中
身
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
ネ
ッ
ト

な
ど
で
得
ら
れ
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
事
前

に
し
っ
か
り
と
収
集
し
て
お
く
こ
と
は
当
然

だ
し
、
可
能
な
限
り
政
治
体
制
、
組
織
体
制

に
つ
い
て
も
把
握
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
質

疑
を
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
百
聞

は
一
見
に
し
か
ず
で
あ
り
、
現
地
を
見
て
、

経
験
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
先
に
も
負
荷
を
か
け
て

い
る
こ
と
を
認
識
し
、
先
方
の
誠
意
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
相
応
の
対
応
を
取
れ
る
よ
う
に

し
て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
。

　
当
財
団
の
3
年
間
の
成
果
も
、
そ
う
し
た

視
察
時
の
参
考
情
報
と
し
て
ほ
し
い
。

来
年
度
以
降
の

展
開
に
つ
い
て

　
3
年
間
続
け
て
き
た
組
織
的
な
海
外
視

察
で
あ
る
が
、
来
年
度
か
ら
は
、
特
定
の

研
究
テ
ー
マ
を
先
に
設
定
し
、
そ
こ
に
対

応
す
る
視
察
先
に
赴
く
比
重
を
増
や
す
予

定
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
当
財
団
で
は
、
新
た
な
テ
ー

マ
を
設
定
し
た
研
究
会
を
設
置
し
、
運
用
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。
今
後
の
研
究
調
査
活

動
に
も
注
目
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

は
じ
め
に

　
当
財
団
が
、
組
織
的
な
海
外
視
察
を
展
開

し
、
機
関
誌
『
観
光
文
化
』
に
掲
載
を
始
め

た
の
は
、
2
0
2
3
年
度
の
こ
と
で
あ
る
。

　
C
O
V
I
D
‐
19
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

が
収
束
し
、
国
内
旅
行
も
訪
日
旅
行
も
力
強

く
回
復
し
て
い
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
。
一

方
で
、『
観
光
文
化
2
5
7
号
「
ポ
ス
ト
・

コ
ロ
ナ
で
再
起
動
す
る
海
外
旅
行
」』
に
お

い
て
、
整
理
し
た
よ
う
に
、
海
外
旅
行
の
回

復
は
大
き
く
遅
れ
て
お
り
、
構
造
的
に
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
前
の
よ
う
な
隆
盛
は
難
し
い
と
い

う
こ
と
が
見
え
て
き
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
も

あ
っ
た
。

　
観
光
が
、
移
動
を
伴
う
も
の
で
あ
る
以
上
、

発
地
と
着
地
が
存
在
し
、
そ
の
動
き
に
は
経

済
力
の
相
対
差
が
影
響
す
る
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
訪
日
旅
行＞

海
外
旅
行
と
な
る
こ
と
は
、

当
然
の
帰
結
で
も
あ
る
。
端
的
に
言
え
ば
、

そ
れ
だ
け
日
本
の
経
済
力
が
低
下
し
た
と
い

う
こ
と
だ
。

　
一
方
で
、
海
外
旅
行
市
場
が
縮
小
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
日
本
人
が
海
外
の
こ
と
を
知

る
機
会
が
減
少
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
海

外
か
ら
多
く
の
人
々
が
来
訪
す
る
社
会
と

な
っ
て
い
く
の
に
、
日
本
人
自
身
は
、
海
外

の
こ
と
を
知
り
、
体
験
す
る
機
会
が
限
定
さ

れ
て
い
く
こ
と
は
、
望
ま
し
い
状
況
で
は
な

い
。
訪
日
客
は
、
当
然
、
彼
ら
の
国
内
旅
行

も
行
う
し
、
日
本
以
外
の
国
々
に
も
出
か
け

て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
訪
日
客
は
日
本
以
外

の
地
域
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
に
、
彼
ら

を
受
け
入
れ
る
側
は
日
本
の
こ
と
し
か
知
ら

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

　
さ
ら
に
、
日
本
で
も
D
M
O
や
M
I
C
E

と
い
っ
た
用
語
が
日
常
的
に
使
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
今
や
、
観
光
振
興
は
世
界
的
な
イ

シ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
諸
外
国
が
、
ど
の

よ
う
な
観
光
の
現
場
に
あ
り
、
ど
の
よ
う
な

施
策
を
行
っ
て
い
る
の
か
を
理
解
し
な
い
ま

ま
、
観
光
施
策
を
進
め
る
こ
と
は
、
い
わ
ゆ

る
「
車
輪
の
再
発
明
」
を
招
く
こ
と
に
な
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
観
光
を
研
究

す
る
我
々
自
身
が
、世
界
の
観
光
を
経
験
し
、

考
え
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
こ
で
得
た
知
見

を
社
会
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、

事
業
化
し
た
の
が
、
こ
の
「
世
界
の
観
光
ダ

イ
ナ
ミ
ズ
ム
」
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。

2
0
2
5
年
度
の
視
察
先

か
ら
得
ら
れ
た
も
の

　
今
年
度
は
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

／
ス
イ
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
そ
し
て
、
タ
イ
の

4
方
面
を
対
象
と
し
た
。

　
特
集
1
の
ア
メ
リ
カ
、
特
集
2
の
オ
ー
ス

ト
リ
ア
／
ス
イ
ス
は
、
D
M
O
の
背
景
に
あ

る
観
光
施
策
の
シ
ス
テ
ム
を
整
理
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
視
察
で
あ
る
。我
が
国
で
も
、

宿
泊
税
の
導
入
が
進
み
つ
つ
あ
る
が
、
世
界

的
に
見
て
宿
泊
税
は
、
地
方
分
権
の
進
ん
だ

欧
米
で
は
一
般
的
で
あ
る
一
方
、
中
央
集
権

で
あ
る
ア
ジ
ア
で
の
導
入
事
例
は
乏
し
い
と

い
う
傾
向
が
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
宿
泊
税
と
い
う
財
源
は
、
地

方
自
治
体
が
中
央
政
府
に
依
ら
ず
、
地
方
政

事
象
は
、
注
目
さ
れ
て
い
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
少
な
か
ら
ず
生
じ
て
い
る
。

国
際
観
光
需
要
を
増
大
さ
せ
て
い
る
の
が
、

ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
新
興
国
で
あ
り
、
い

わ
ば
、「
原
因
」
は
同
種
の
需
要
で
あ
る
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
問
題
や

課
題
も
同
様
な
も
の
と
な
る
と
い
う
こ
と

は
、
当
然
の
帰
結
で
も
あ
る
。

　
た
だ
、問
題
や
課
題
が
同
様
で
あ
る
か
ら
、

そ
こ
へ
の
解
決
策
も
同
じ
か
と
い
え
ば
、

違
う
。　

例
え
ば
、
今
回
、
欧
州
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
さ
れ
る
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ベ
ネ

チ
ア
、
そ
し
て
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
訪
問
し
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
対
応
策
は
違
っ
て
い
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
風
紀
上
の
乱
れ
や
団

体
客
で
の
行
動
を
抑
制
し
つ
つ
、
で
き
る
だ

け
市
内
全
域
に
観
光
客
を
誘
導
し
て
い
こ
う

と
い
う
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。一
方
、

ベ
ネ
チ
ア
は
限
ら
れ
た
市
域
の
中
で
、
交
通

手
段
（
水
上
バ
ス
）
を
観
光
客
と
住
民
で
分

離
し
た
り
、
集
中
が
予
想
さ
れ
る
日
に
は
入

域
税
を
設
定
し
混
雑
状
況
を
見
え
る
化
し
た

り
と
い
っ
た
対
策
を
と
っ
て
い
る
。
い
ず
れ

も
共
通
し
て
い
る
の
は
、「
自
分
た
ち
は
人

気
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
だ
か
ら
、
国
際

的
な
観
光
需
要
が
増
え
れ
ば
観
光
客
は
増
え

る
よ
ね
」
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
こ
れ
ら
地

域
で
も
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
生

じ
て
い
て
、
こ
れ
を
避
け
る
た
め
に
宿
泊
施

設
の
立
地
規
制
強
化
を
実
施
し
て
い
る
が
、

結
果
と
し
て
、外
縁
部
に
宿
泊
需
要
が
移
り
、

日
帰
り
客
が
増
大
す
る
こ
と
で
、
交
通
負
荷

が
上
が
る
と
い
う
経
験
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ

ド
現
象
と
呼
ん
で
い
た
）
を
踏
ま
え
、
現
在

で
は
、
量
の
抑
制
で
は
な
く
、
分
散
化
に
舵

を
切
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
は
、
民
泊
を
含
む
宿
泊
施
設
の
規
制
強
化

を
行
う
こ
と
に
こ
だ
わ
り
を
示
し
て
い
る
。

バ
ル
セ
ロ
ナ
で
も
、
宿
泊
施
設
の
立
地
規
制

に
よ
っ
て
、
他
都
市
同
様
に
宿
泊
拠
点
が
外

縁
化
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
強
力
な
民
泊
規
制
を
行
う
の
は
、

市
街
地
で
の
住
宅
価
格
高
騰
を
問
題
視
し
て

い
る
た
め
で
あ
る
。
安
さ
が
誘
客
魅
力
の
一

つ
で
あ
っ
た
も
の
が
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
不
動
産
価
格
な
ど

に
跳
ね
返
る
こ
と
で
、
観
光
活
動
自
体
を
忌

避
す
る
方
向
に
進
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ

る
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
喧
伝
さ
れ

て
い
な
い
も
の
の
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
に
、

レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
リ
ジ
ェ

ネ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
掲
げ
た
ハ
ワ

イ
州
も
、
同
様
の
構
造
に
あ
る
。

　
一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
本
土
の
ラ
ス
ベ
ガ
ス

や
、
ナ
パ
バ
レ
ー
、
ま
た
は
ス
イ
ス
／
オ
ー

ス
ト
リ
ア
で
は
、
そ
も
そ
も
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
い
っ
た
概
念
が
希
薄
で
あ
り
、

ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
問

題
も
ほ
と
ん
ど
聞
く
こ
と
が
無
い
。
い
ず
れ

も
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
に
よ
る
地
域
振

興
を
行
う
と
い
う
明
確
な
政
策
的
意
思
決
定

が
な
さ
れ
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
住
人
）

も
、
そ
れ
を
了
承
し
、
共
創
的
な
関
係
に
あ

る
か
ら
だ
ろ
う
。
地
域
カ
ラ
ー
が
明
確
な
た

め
、
そ
れ
が
嫌
な
人
は
、
そ
も
そ
も
居
住
し

て
こ
な
い
と
い
う
側
面
も
あ
る
。

　
他
方
、
国
が
観
光
政
策
を
主
導
し
て
い
る

国
で
は
ど
う
か
。
タ
イ
は
、
中
央
集
権
的
な

体
制
で
、
競
争
力
の
高
い
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
形
成
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
ま

た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
も
、
外
貨
獲
得
の
た

め
に
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
や
（
本
事
業
で
の

視
察
対
象
で
は
な
い
が
）
ケ
ア
ン
ズ
な
ど
を

開
発
し
た
こ
と
が
起
点
で
あ
る
し
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
も
、
よ
り
ア
ク
セ
ス
に
難
の
あ

る
南
島
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
化
に
成
功

し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
中
央
政
府
が
主
導

す
る
こ
と
で
、
一
地
域
で
は
で
き
な
い
レ
ベ

ル
の
観
光
「
開
発
」
を
実
現
し
て
い
る
。
資

金
負
担
だ
け
で
な
く
、
各
種
イ
ン
フ
ラ
整
備

や
、
各
種
許
認
可
権
限
を
有
し
て
い
る
中
央

政
府
な
ら
で
は
の
強
み
だ
ろ
う
。
観
光
用
に

強
力
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
る
た
め
、
ラ
ス
ベ
ガ

選
択
す
れ
ば
、
地
方
自
治
体
と
し
て
実
施
す

る
通
常
政
策
と
な
り
、
そ
の
た
め
の
財
源
と

ガ
バ
ナ
ン
ス
ス
キ
ー
ム
が
提
示
さ
れ
る
。
地

域
に
と
っ
て
観
光
は
、
当
然
に
取
り
組
む
べ

き
も
の
と
な
り
、
5
年
後
、
10
年
後
も
、
そ

の
施
策
は
継
続
さ
れ
る
政
策
と
な
る
。
一
時

的
な
も
の
で
は
な
く
、
年
に
よ
っ
て
大
き
く

変
化
す
る
も
の
で
も
な
く
、
恒
常
的
、
定
常

的
に
展
開
さ
れ
る
政
策
と
な
れ
ば
、
行
政
も

民
間
も
そ
れ
に
適
し
た
役
割
分
担
、
組
織
力

が
作
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、

観
光
振
興
に
関
わ
る
人
材
不
足
が
叫
ば
れ
て

久
し
い
。
欧
米
に
お
い
て
も
人
材
は
貴
重
な

資
源
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
優
秀
な
人
材
が

D
M
O
や
行
政
な
ど
に
在
籍
し
て
い
る
の

は
、
そ
こ
に
安
定
的
な
ポ
ス
ト
が
存
在
す
る

か
ら
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
人
材
、
組
織
が
持

続
的
に
存
在
す
る
こ
と
で
、
人
々
の
繋
が
り

も
強
固
な
も
の
と
な
り
、そ
れ
が
、ソ
ー
シ
ャ

ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
形
成
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
る
。
日
本
で
も
、
観
光
地
域
づ
く
り
に
成

功
し
た
地
域
は
、
5
年
、
10
年
と
い
う
年
月

の
積
み
重
ね
の
中
で
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ

ピ
タ
ル
が
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
制

度
と
し
て
、
よ
り
多
く
の
地
域
で
展
開
さ
れ

て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
仕
組
み
を
フ
ロ
ー
面
で
回

し
て
い
る
の
が
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た

E
B
D
M
で
あ
る
。
E
B
D
M
は
、『
観
光

文
化
2
6
6
号
』
で
整
理
し
て
い
る
が
、
観

光
に
限
ら
ず
、
現
在
の
意
思
決
定
に
お
い
て

重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
。
日
本
で
も
、
こ

の
認
識
は
拡
が
っ
て
き
て
い
る
が
、問
題
は
、

E
B
D
M
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
に
対
し
、

欧
米
の
先
行
地
域
で
は
、
特
集
1
‐
2
お
よ

び
2
‐
1
で
整
理
し
て
い
る
よ
う
に
、
地
域

の
関
係
者
が
デ
ー
タ
の
重
要
性
を
把
握
し
、

そ
れ
を
協
働
し
て
取
得
、
分
析
、
共
有
す
る

仕
組
み
を
構
築
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
体
制

を
構
築
で
き
て
い
る
の
も
、
法
的
に
根
拠
を

持
つ
強
固
な
観
光
振
興
の
体
制
が
存
在
し
て

い
る
か
ら
だ
ろ
う
。

　
対
し
て
、
特
集
4
で
取
り
上
げ
た
ス
ペ
イ

ン
は
、
E
U
の
中
で
相
対
的
に
経
済
力
の
低

い
地
域
で
あ
り
、
国
策
と
し
て
観
光
振
興
を

展
開
し
て
き
た
地
域
で
あ
る
。
欧
州
の
中
で

も
特
徴
的
な
地
域
資
源
を
観
光
魅
力
に
転
換

し
、
多
く
の
人
々
を
集
め
る
こ
と
に
成
功
し

た
が
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
が
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
象
徴
的
な
都
市
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

点
な
ど
、
日
本
の
観
光
政
策
に
重
な
る
部
分

も
大
き
い
。

　
歴
史
的
に
政
争
が
多
く
経
済
的
に
不
安
定

で
あ
り
、
米
国
の
よ
う
に
強
い
民
間
事
業
者

が
存
在
せ
ず
、
ス
イ
ス
な
ど
の
よ
う
に
自
立
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額
を
払
う
層
も
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

●
鬼
木
氏
：
奈
良
観
光
の
課
題
と
し
て
観
光

イ
ン
フ
ラ
の
不
足
が
、
観
光
客
の
短
時
間
滞

在
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。
そ
の

「
も
っ
た
い
な
さ
」
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
、

来
訪
者
に
予
想
外
の
出
会
い
を
提
供
す
る
た

め
、
送
迎
付
き
の
体
験
提
供
や
ホ
テ
ル
の
フ

ロ
ン
ト
と
の
連
携
な
ど
、
す
ぐ
に
体
験
に
参

加
し
や
す
く
な
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
意
識
的

に
行
っ
て
い
る
。
体
験
提
供
者
に
負
担
を
か

け
な
い
た
め
特
別
な
準
備
を
求
め
ず
、
職
人

や
地
元
の
剣
道
教
室
な
ど
が
普
段
行
っ
て
い

る
仕
事
や
活
動
に
観
光
客
が
参
加
す
る
形
式

を
と
り
、
リ
ア
ル
な
日
常
体
験
が
見
た
い
観

光
客
の
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
事
業

の
継
続
性
を
確
保
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
仕

組
み
が
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
整
え
ば
、
他
の
事

業
者
も
参
入
し
て
く
る
の
で
は
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
顧
客
と
継
続
的
な
関
係
を
築
く

た
め
、
奈
良
の
お
茶
を
2
ヶ
月
に
一
度
サ
ブ

ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
で
届
け
る
こ
と
で
帰
宅
後

も
つ
な
が
り
を
保
ち
、
再
訪
を
促
進
す
る
こ

と
を
K
P
I
と
し
て
追
求
し
て
い
る
。

　
続
い
て
、
地
域
で
の
持
続
可
能
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
話
題
が
移
り
ま
し
た
。

●
井
口
氏
：
地
域
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と

を
最
大
の
思
想
と
し
て
掲
げ
、
地
域
住
民
を

含
む
様
々
な
人
々
を
巻
き
込
む
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
旅
館
の
売
上
単
価
を
伸
ば
す

こ
と
で
は
な
く
、
地
域
を
よ
り
深
く
体
験
し

て
も
ら
う
た
め
に
連
泊
を
促
進
し
、
地
域
の

飲
食
店
の
活
性
化
の
た
め
に
宿
泊
客
に
積
極

的
に
紹
介
し
て
い
る
。
2
0
0
4
年
に
は
起

業
し
た
い
地
元
の
人
々
を
育
て
る
シ
ェ
ア
レ

ス
ト
ラ
ン
を
旅
館
内
に
開
設
し
た
ほ
か
、
旅

館
内
の
土
間
で
地
元
の
お
母
さ
ん
た
ち
に
料

理
を
教
え
て
も
ら
う
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
旅
館
と
あ
ま
り
接
点

の
な
い
学
生
に
働
く
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
も

ら
う
た
め
、
5
時
間
の
仕
事
の
手
伝
い
で
無

料
宿
泊
で
き
る
「
さ
か
と
ケ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
て
お
り
、
4
年
間
で
延
べ
4
0
0

人
の
学
生
が
利
用
し
、
新
規
採
用
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。

●
田
澤
氏
：
観
光
地
を
再
訪
す
る
大
き
な
理

由
は
世
界
遺
産
な
ど
の
景
観
よ
り
も
、『
あ

の
人
に
会
い
た
い
』
と
い
う
人
間
的
な
交
流

と
捉
え
て
お
り
、
宿
泊
客
に
対
し
て
朝
食
の

み
を
提
供
し
、
昼
夜
は
地
元
の
商
店
街
の
利

用
を
促
す
こ
と
で
、
観
光
客
を
積
極
的
に
ま

ち
へ
送
り
出
し
、
地
域
住
民
と
の
接
点
を
意

図
的
に
つ
く
っ
て
い
る
。

　
日
本
酒
業
界
で
は
、
観
光
事
業
に
対
す
る

円
と
い
う
高
価
格
設
定
と
説
明
し
す
ぎ
な
い

サ
イ
ト
デ
ザ
イ
ン
、
英
語
と
日
本
語
の
2
言

語
表
記
と
す
る
こ
と
で
、「
来
て
欲
し
い
顧

客
に
来
て
い
た
だ
く
」フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
戦
略
に
よ
り
熱
心
な
顧

客
が
遠
方
か
ら
も
集
ま
り
、
サ
ー
ビ
ス
に
深

く
感
動
し
「
50
万
円
で
も
喜
ん
で
支
払
う
」
と

言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

●
井
口
氏
：
地
域
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
差
別

化
を
図
る
目
的
で
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
絞
り
込

み
す
ぎ
る
現
状
に
対
し
て
疑
問
に
感
じ
て
い

る
。ryu

go
n

で
は
、年
間
を
通
じ
て
効
率
よ

く
客
室
を
埋
め
る
た
め
の『
客
層
ミ
ッ
ク
ス
』

が
最
も
重
要
と
考
え
て
い
る
。自
社
の
こ
だ
わ

り
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
完
全
に
フ
ィ
ッ
ト

す
る
顧
客
は
、肌
感
覚
で
1
割
に
も
満
た
ず
、

現
状
は
O
T
A
や
ツ
ア
ー
利
用
の
約
9
割
の

顧
客
が
売
上
げ
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
の
が
実

情
で
あ
り
、
マ
ッ
チ
す
る
顧
客
の
比
率
を

徐
々
に
増
や
し
、
こ
だ
わ
り
と
売
上
げ
を
両

立
さ
せ
る
環
境
を
目
指
し
た
い
。
ま
た
、
一

般
的
に
富
裕
層
は
均
一
な
品
質
の
サ
ー
ビ
ス

に
価
値
を
認
め
る
傾
向
が
あ
る
一
方
、
地
域

ら
し
さ
が
体
験
で
き
る
施
設
を
評
価
し
て
高

●
一
方
で
、
我
々
観
光
振
興
政
策
に
携
わ
る

者
は
、
今
一
度
根
本
に
立
ち
返
り
、
そ
も
そ

も
何
の
た
め
の
高
付
加
価
値
化
戦
略
な
の

か
、
観
光
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
全
国
各
地
で
皆
が
一
斉
に

高
付
加
価
値
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
誘
致
を
目

指
す
必
要
は
な
く
、自
分
た
ち
の
地
域
性
や
、

観
光
産
業
関
連
事
業
者
の
集
積
度
合
や
コ
ン

テ
ン
ツ
を
し
っ
か
り
見
直
し
、
場
合
に
よ
っ

て
は
目
の
肥
え
た
日
本
人
の
お
客
様
に
ま
ず

は
認
め
て
も
ら
う
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
。 

●
し
か
し
な
が
ら
現
状
は
、「
と
り
あ
え
ず

国
の
補
助
金
が
出
る
の
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向

け
に
高
付
加
価
値
な
商
品
を
作
っ
て
い
こ

う
」
と
い
っ
た
地
域
が
多
く
見
ら
れ
、
行
政

か
ら
の
補
助
金
が
途
切
れ
た
ら
事
業
も
終
わ

る
よ
う
な
「
な
ん
ち
ゃ
っ
て
高
付
加
価
値
戦

略
事
業
」
が
ば
っ
こ
し
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。
本
来
、
地
域
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の

手
段
で
あ
っ
た
は
ず
の
高
付
加
価
値
観
光
振

興
が
、
目
的
化
し
て
い
る
面
は
改
め
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

●
我
々
は
高
付
加
価
値
化
し
た
先
に
何
を
す

る
か
、
何
の
た
め
の
観
光
振
興
な
の
か
を
今

一
度
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
目
先
の
観
光
客

数
や
稼
働
を
求
め
ダ
ン
ピ
ン
グ
合
戦
に
よ

り
、
利
益
を
削
っ
て
い
く
観
光
ス
タ
イ
ル
で

は
な
く
、
高
付
加
価
値
型
な
観
光
の
実
現
に

よ
っ
て
、
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
解
決
す

る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

●
京
都
の
例
で
申
し
上
げ
れ
ば
、
域
外
か
ら

新
た
な
投
資
を
呼
び
込
み
、
安
定
し
た
雇
用

を
つ
く
り
、
宿
泊
税
な
ど
を
活
用
し
、
国
民

や
市
民
の
財
産
で
あ
る
文
化
財
を
保
全
し
、

住
民
の
生
活
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
、
都
市
の

活
力
を
高
め
て
い
く
、
と
い
っ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
様
々
な
施
策

を
企
画
立
案
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　
当
財
団
の
柿
島
あ
か
ね
上
席
主
任
研
究
員

か
ら
は
「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・

欧
米
豪 

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査 

2
0
2
5
年
度
版
」
の
結
果
か
ら
、
高
付
加

価
値
旅
行
者
に
焦
点
を
当
て
た
内
容
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
高
付
加
価
値
旅
行
者
層
は
訪
日

旅
行
1
回
あ
た
り
の
支
出
が
1
0
0
万
円
以

上
と
日
本
政
府
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
、
訪
日

客
全
体
の
1
％
で
14
％
の
旅
行
消
費
額
を
占

め
て
い
ま
す
。
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通

り
で
す
。

●
高
付
加
価
値
旅
行
者
は
、
20
〜
40
代
の

高
収
入
層
の
割
合
が
高
く
、職
業
は
会
社
員
、

国
籍
は
東
ア
ジ
ア
が
半
数
以
上
で
中
国
が

多
い
。

●
訪
日
動
機
は
新
し
い
体
験
に
よ
る
成
長
、

学
び
な
ど
の
「
自
己
実
現
」
と
、
地
域
文
化
・

生
活
へ
の
主
体
的
な
関
わ
り
な
ど
本
物
に
触

れ
る
「
真
正
性
」
の
2
つ
の
内
的
動
機
が
重

視
さ
れ
、
高
付
加
価
値
旅
行
者
層
は
68
％
が

両
方
と
も
に
高
く
な
っ
て
い
る
。
周
囲
の
人

や
S
N
S
に
向
け
て
体
験
を
語
っ
た
り
自
慢

で
き
る
、
承
認
や
ス
テ
ー
タ
ス
に
関
わ
る
価

値
も
重
視
さ
れ
て
い
る
。

●「
食
」「
歴
史
」「
安
全
性
」
と
い
っ
た
観
光

地
の
魅
力
に
対
す
る
関
心
度
は
、
訪
日
旅
行

1
回
あ
た
り
の
支
出
が
1
0
0
万
円
未
満
の

一
般
層
と
の
差
が
小
さ
く
、「
優
先
入
場
」「
特

別
席
」
な
ど
の
上
位
オ
プ
シ
ョ
ン
に
よ
る
段

階
的
課
金
が
有
効
と
考
え
ら
れ
る
。

●
希
少
性
や
専
門
性
の
高
い
活
動
が
選
ば
れ

や
す
く
、
地
方
で
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
ウ
ィ

ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
動
植
物
観
賞
な
ど
の
達

成
型
の
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
活
動
」
が
該
当
す
る
。

一
方
で
高
付
加
価
値
旅
行
者
の
地
方
訪
問
意

向
が
あ
ま
り
高
く
な
い
と
い
う
傾
向
も
見
ら

れ
、
準
備
や
移
動
な
ど
の
手
間
の
解
消
が
参

加
促
進
の
ポ
イ
ン
ト
と
考
え
ら
れ
る
。

●
高
付
加
価
値
層
の
約
7
割
が
体
験
へ
の
追

加
支
払
い
の
意
思
が
あ
り
、
約
2
割
は
質
の

高
い
体
験
に
対
す
る
50
％
以
上
の
価
格
上
乗

せ
を
許
容
し
て
い
る
。
こ
れ
は
品
質
を
優
先

す
る
姿
勢
を
示
し
て
お
り
、
希
少
・
専
門
性

の
高
い
活
動
に
は
2
〜
5
割
増
の
価
格
設
定

も
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。

●
約
9
割
が
観
光
地
や
宿
泊
施
設
の
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
取
り
組
み
を
重
視
し
、
観
光
地
維

持
の
た
め
の
金
銭
負
担
へ
の
賛
成
の
割
合
も

約
9
割
に
上
る
。

●
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
商
品
の
利
用
や
認

可
ガ
イ
ド
の
選
択
な
ど
、
金
銭
コ
ス
ト
や
積

極
的
な
選
択
を
伴
う「
利
他
的
な
取
り
組
み
」

や
、
体
験
満
足
と
地
域
貢
献
の
両
立
を
志
向

す
る
。
協
力
金
を
明
示
し
て
料
金
に
含
め
る

こ
と
は
、
価
格
へ
の
納
得
感
や
自
己
顕
示

ニ
ー
ズ
に
訴
求
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

活 動 報 告

「       

旅
行
動
向

シン
ポ
ジ
ウム

in
京
都
」を
開
催

第

回
35

告
、
高
付
加
価
値
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
地

域
で
提
供
す
る
パ
ネ
リ
ス
ト
4
名
を
迎
え
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
開
催
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　
京
都
市
観
光
協
会（
D
M
O 

K
Y
O
T
O
）

の
赤
星
周
平
氏
よ
り
、
京
都
市
に
お
け
る
観

光
の
現
状
と
課
題
、「
量
か
ら
質
へ
」
の
転

換
を
軸
と
し
た
高
付
加
価
値
化
戦
略
に
つ
い

て
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
概
要
は
以
下
の

通
り
で
す
。

●
京
都
市
観
光
協
会
と
京
都
文
化
交
流
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
と
も
に
京
都

市
の
観
光
M
I
C
E
推
進
室
を
司
令
塔
と
し

て
、
京
都
観
光
政
策
の
企
画
実
行
部
隊
と
し

て
活
動
し
て
お
り
、
商
工
会
議
所
や
地
元
の

大
学
な
ど
と
連
携
し
た
「
オ
ー
ル
京
都
」
の

体
制
で
、
共
通
デ
ー
タ
を
基
に
一
体
的
に
観

光
政
策
を
推
進
し
て
い
る
。

●
京
都
市
で
は
日
帰
り
・
宿
泊
含
め
年
間

5
0
0
0
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
て
お
り
、

2
0
2
4
年
に
は
外
国
人
宿
泊
者
数
が
初
め

て
日
本
人
宿
泊
者
数
を
上
回
っ
た
が
、
こ
れ

は
京
都
市
に
限
ら
ず
、
他
の
都
市
で
も
同
様

の
傾
向
だ
と
承
知
し
て
い
る
。

●
京
都
市
の
宿
泊
客
室
数
は
2
0
2
5
年
3

月
末
時
点
で
6
万
室
を
超
え
た
。
民
間
投
資

が
活
性
化
し
、
世
界
的
に
も
ま
れ
に
見
る
短

期
間
に
多
く
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
が

京
都
に
進
出
し
た
こ
と
も
あ
り
、
10
年
前
の

課
題
だ
っ
た
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
不
足
は
解
消
し

た
と
言
え
る
。
し
か
し
一
方
で
、
地
域
住

民
に
配
慮
し
な
い
利
益
至
上
主
義
の
簡
易

宿
所
や
民
泊
も
コ
ロ
ナ
禍
後
増
加
し
て
お

り
、現
在
は
京
都
市
も
そ
の
課
題
を
認
識
し
、

国
に
対
し
て
新
た
な
ル
ー
ル
の
あ
り
方
を

要
望
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

●
観
光
消
費
は
京
都
市
の
経
済
に
対
す
る
貢

献
度
が
非
常
に
高
く
、
京
都
市
の
市
内
総
生

産
に
占
め
る
観
光
客
の
消
費
経
済
効
果
は
全

国
平
均
の
2
・
7
倍
に
あ
た
る
12
・
4
％
、

市
内
雇
用
者
の
4
人
に
1
人
は
観
光
関
連
と

い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
。

●
京
都
市
は
政
令
市
の
中
で
も
比
較
的
充
実

し
た
市
営
バ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
お

り
、
74
路
線
を
運
行
し
て
い
る
。
し
か
し
黒

字
は
観
光
路
線
と
さ
れ
る
18
路
線
の
み
で
、

そ
の
収
益
が
市
民
の
足
と
な
る
他
路
線
を
維

持
す
る
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
観
光
が
地
域

経
済
活
性
化
の
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
京
都
市
を

支
え
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

●
京
都
市
は
2
0
1
0
年
策
定
の
観
光
振

興
計
画
か
ら
「
量
か
ら
質
へ
」
の
転
換
を
継

続
的
に
掲
げ
て
い
る
。
富
裕
層
の
み
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
す
る
の
で
は
な
く
、
通
年
の
需

要
を
確
保
し
つ
つ
、
知
的
好
奇
心
や
文
化

理
解
度
が
高
い
層
な
ど
を
誘
致
し
て
質
の

向
上
に
よ
っ
て
観
光
消
費
を
引
き
上
げ
る

戦
略
で
あ
る
。
M
I
C
E
顧
客
を
含
む
多

様
な
ハ
イ
エ
ン
ド
層
を
伸
ば
す
こ
と
が
、

我
々
D
M
O
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー

ロ
ー
の
仕
事
で
あ
る
。

●
2
0
0
9
年
、
経
済
産
業
省
が
日
本
で
初

め
て
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ト
ラ
ベ
ル
市
場
の
調

査
を
行
っ
て
以
降
、
こ
の
分
野
が
抱
え
る
課

題
は
現
在
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。
高

品
質
な
宿
泊
施
設
を
増
や
す
こ
と
に
加
え
、

地
域
な
ら
で
は
の
魅
力
を
深
掘
り
し
、
ラ
グ

ジ
ュ
ア
リ
ー
層
の
知
的
好
奇
心
を
満
た
す
体

験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
を
磨
き
上
げ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
要
素
を
組
み
合

わ
せ
、
テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
で
高
付
加
価
値
な

商
品
と
し
て
設
計
し
、
海
外
バ
イ
ヤ
ー
に
適

正
な
価
格
で
提
供
で
き
る
D
M
C
（
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
カ
ン

パ
ニ
ー
）
が
日
本
で
は
依
然
と
し
て
不
足
し

て
い
る
点
は
、
当
時
か
ら
指
摘
さ
れ
続
け
て

い
る
課
題
で
あ
る
。

●
京
都
で
は
地
域
D
M
C
の
育
成
・
サ
ポ
ー

ト
に
加
え
、
タ
ビ
ナ
カ
現
場
に
お
い
て
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
的
な
役
割
を
担
う
質
の
高
い
ガ

イ
ド
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
質
の
高

い
ガ
イ
ド
の
存
在
が
、
稀
有
な
文
化
体
験
を

提
供
可
能
と
し
、
京
都
が
有
す
る
至
高
の
コ

ン
テ
ン
ツ
に
対
す
る
観
光
客
の
理
解
度
が
高

ま
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。

　
2
0
2
5
年
11
月
7
日
（
金
）、
第
35
回

旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
財
団
で
は
本
年
4
月
に
京
都
事
務
所

（
J
T
B
F
京
都
観
光
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
研
究

セ
ン
タ
ー
）
を
開
設
し
た
こ
と
か
ら
、
今
年

度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
京
都
市
を
会
場
と
し

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式

に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
日
の
午
前
中
に
は
、
希
望
者
を

対
象（
10
名
限
定
）と
し
た
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
を
開
催
し
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
も
登
壇

さ
れ
たD
isco

ver N
o
h
 in
 K
yo
to

の
山

根
樹
氏
の
ガ
イ
ド
に
よ
る
能
と
茶
道
の
体
験

 

　
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、
3
県
7
市
町
村
の

広
域
連
携
に
よ
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
う

「
雪
国
観
光
圏
」の
代
表
理
事
で
あ
り
、雪
国

文
化
を
体
験
で
き
る
宿
泊
施
設
「ryu

go
n

」

を
運
営
す
る
井
口
智
裕
氏
、
長
野
県
佐
久
市

で
酒
蔵
に
泊
ま
っ
て
蔵
人
体
験
が
で
き
る

「K
U
R
A
B
IT
O
 S
T
A
Y

」
を
運
営
す
る
田

澤
麻
里
香
氏
、
1
0
0
名
以
上
の
能
楽
師
が

在
籍
す
る
京
都
市
で
、
主
に
海
外
に
向
け
て

能
楽
と
能
楽
文
化
を
発
信
普
及
す
る
事
業
に

取
り
組
む
山
根
樹
氏
、奈
良
で
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム「ku

rab
i

」を
展
開
す
る「T

ale N
avi

」

の
鬼
木
翔
平
氏
の
4
名
と
、コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
と
し
て
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
研
究

所
」
の
清
水
泰
正
氏
、
モ
デ
レ
ー
タ
ー
と
し

て
当
財
団
京
都
事
務
所
長
を
兼
任
す
る
福
永

香
織
主
任
研
究
員
が
登
壇
し
、
地
域
が
主
役

と
な
っ
て
、
い
か
に
高
付
加
価
値
観
光
を
実

現
す
る
か
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。（
井

口
氏
、
田
澤
氏
は
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
）

　
ま
ず
、「
コ
ン
テ
ン
ツ
に
マ
ッ
チ
す
る
層 写真：エクスカーション

写真：シンポジウムの様子

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

13
‥
30
〜
16
‥
00

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン（
希
望
者
限
定
）

10
‥
00
〜
12
‥
00

「
高
付
加
価
値
旅
行
者
誘
致
に
向
け
た

D
M
O 

K
Y
O
T
O
の
取
り
組
み
」

「
独
自
調
査
デ
ー
タ
か
ら
読
み
解
く

高
付
加
価
値
旅
行
者
の
実
態

‐
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧
米
豪

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査
2
0
2
5
年
度
版
よ
り
‐
」

「
地
域
が
主
役
の「
価
値
」創
造

〜
借
り
物
の〝
高
級
〞か
ら
、唯
一
無
二
の〝
本
物
へ
〞〜
」

「D
iscover N

oh in K
yoto

が
案
内
す
る
能
の
世
界

〜
能
楽
師
に
よ
る
仕
舞
と
共
に
〜
」

基
調
講
演

1

報
告

2

総
括

4
パ
ネ
ル
ディ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
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【
ガ
イ
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】

【
パ
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リ
ス
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柿
島
あ
か
ね

（
公
財
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本
交
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公
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観
光
研
究
部 

上
席
主
任
研
究
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清
水
泰
正

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
研
究
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合
同
会
社m

inou

）代
表
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員

福
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香
織

（
公
財
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本
交
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公
社 

京
都
事
務
所
長 

兼 

観
光
研
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任
研
究
員 田

澤
麻
里
香
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）KU

R
A
B
IT
O
 S
T
A
Y
 

代
表
取
締
役

井
口
智
裕

（
株
）龍
言（ryugon
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取
締
役

【
コ
メ
ン
テ
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タ
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】

【
モ
デ
レ
ー
タ
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】

山
田
雄
一

（
公
財
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本
交
通
公
社 

理
事
／
観
光
研
究
部
長

鬼
木
翔
平

（
株
）Tale N

avi 

取
締
役

山
根 

樹

（
一
社
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oh in K
yoto 

代
表
理
事
・
京
都
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認
定
通
訳
ガ
イ
ド

山
根 

樹

（
一
社
）Discover N

oh in K
yoto 

代
表
理
事
・
京
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認
定
通
訳
ガ
イ
ド

1
．基
調
講
演

開
催
日
時
…

会
場
…
…
…
2
0
2
5
年
11
月
7
日（
金
） 

13
‥
30
〜
16
‥
00

T
K
P
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
京
都
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル

（
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
）

（
公
社
）京
都
市
観
光
協
会（D

M
O
 K
Y
O
T
O

）事
務
局
次
長
／

（
公
財
）京
都
文
化
交
流
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
事
務
局
次
長

赤
星
周
平

意
識
に
大
き
な
温
度
差
が
あ
り
、
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
拒
否
す
る
蔵
も
あ
れ
ば
、
フ
ァ
ン
づ
く

り
に
活
用
す
る
蔵
も
あ
る
。
補
助
金
に
よ
っ

て
観
光
事
業
を
始
め
る
蔵
は
多
い
も
の
の
、

ほ
と
ん
ど
の
事
業
が
1
年
以
上
続
か
ず
、
私

た
ち
が
提
供
す
る
体
験
の
充
実
度
は
簡
単
に

は
真
似
で
き
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

●
山
根
氏
：
一
般
客
の
支
払
っ
た
料
金
を
学

生
の
能
楽
鑑
賞
の
支
援
に
充
て
る
仕
組
み
を

つ
く
っ
て
お
り
、
学
生
に
対
し
て
は
無
料
あ

る
い
は
低
料
金
で
能
楽
体
験
を
提
供
し
て
い

る
。
次
世
代
の
能
楽
フ
ァ
ン
の
育
成
も
、
能

楽
を
支
え
る
人
材
の
育
成
と
同
じ
く
ら
い
大

事
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
大
学
が
多
い
京

都
で
そ
う
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
最
後
に
清
水
氏
か
ら
総
括
コ
メ
ン
ト
と
し

て
、
4
人
の
共
通
要
素
と
な
る
4
点
が
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
。

●
清
水
氏
：
1
点
目
は
非
常
に
高
い
「
関
与
」

度
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
2
点
目
は
独
占
的

な
形
で
は
な
く
、
地
域
を
巻
き
込
み
な
が
ら

行
う
「
中
立
性
・
独
立
性
」
を
保
っ
て
い
る

点
で
あ
る
。
3
点
目
は
自
ら
の
価
値
観
を
押

し
付
け
ず
、
柔
軟
性
を
持
っ
て
「
余
白
を
残

す
」
こ
と
で
、
将
来
の
価
値
競
争
に
つ
な
が

る
基
盤
を
築
い
て
い
る
点
で
あ
る
。そ
し
て
、

4
点
目
と
し
て
、
こ
の
4
要
素
の
バ
ラ
ン
ス

が
い
い
事
業
姿
勢
が
、
印
象
に
残
る
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
可
能
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
治

体
や
D
M
O
に
対
し
て
は
「
パ
ネ
リ
ス
ト
の

4
名
は
個
性
も
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
地
域
の
コ

ン
テ
ン
ツ
開
発
や
誘
客
に
お
い
て
欠
か
せ
な

い
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
こ
の
4
名
を
モ
デ

ル
と
し
て
、
そ
の
個
性
や
役
割
に
つ
い
て
、

自
地
域
の
人
材
に
当
て
は
め
、
不
足
す
る

ピ
ー
ス
の
人
材
育
成
や
、
外
部
か
ら
人
材
を

地
域
に
迎
え
入
れ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」
と
提
言
し
た
。

　
最
後
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
全
体
の
総
括

と
し
て
当
財
団
の
山
田
雄
一
観
光
研
究
部

長
は
、
基
調
講
演
の
赤
星
氏
の
発
言
を
引

用
し「
少
子
高
齢
化
が
進
む
日
本
に
お
い
て
、

観
光
振
興
は
目
的
で
は
な
く
地
域
を
持
続

的
に
維
持
す
る
た
め
の

手
段
」
と
改
め
て
強
調
し

ま
し
た
。

　
「
高
付
加
価
値
と
は
、

事
業
者
自
ら
が
『
こ
れ
が

基調講演（赤星氏）

プログラム高
付
加
価
値
な
観
光
に
は

D
M
C
の
育
成
が
急
務

京
都
経
済
と
市
民
生
活
を

支
え
る
観
光

を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
「
高
付
加
価
値
観
光
の
本
質
」

を
特
集
し
た
観
光
文
化
2
6
7
号
（
2
0
2

5
年
11
月
発
行
）と
連
動
し
、「
価
値
を
創
り
、

価
値
を
呼
ぶ

　
地
域
が
主
役
の
高
付
加
価
値

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
現
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
京
都
市
に
お
け
る
高
付
加
価
値
化

戦
略
に
つ
い
て
の
基
調
講
演
、
当
財
団
と
日

本
政
策
投
資
銀
行
（
D
B
J
）
に
よ
る
高
付

加
価
値
旅
行
者
に
つ
い
て
の
共
同
調
査
の
報

に
ど
う
届
け
る
か
」
に
つ
い
て
議
論
を
行
い

ま
し
た
。

●
山
根
氏
：
自
身
の
通
訳
ガ
イ
ド
の
経
験
か

ら
、
い
わ
ゆ
る
富
裕
層
は
刺
激
に
飽
き
て
お

り
、
能
へ
の
反
応
が
淡
白
だ
と
感
じ
て
い
た

が
、
自
身
で
選
択
し
て
購
入
し
た
顧
客
は
最

も
反
応
が
良
い
と
気
づ
い
た
。
こ
の
知
見
に

基
づ
き
、
現
在
は
O
T
A
で
の
直
接
販
売
を

開
始
し
、
商
品
の
本
質
を
理
解
し
て
紹
介
し

て
く
れ
る
旅
行
会
社
と
の
連
携
を
強
化
。
単

な
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
商
品
で
は
な
く
、
能
楽

本
来
の
姿
を
伝
え
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
つ

つ
、
京
都
市
観
光
協
会
と
連
携
し
た
初
心
者

向
け
公
演
な
ど
で
顧
客
と
の
接
点
を
広
げ
て

い
る
。
ま
た
、
海
外
の
顧

客
が
ど
ん
な
チ
ャ
ネ
ル
か

ら
来
て
い
る
か
不
明
な
部

分
も
多
い
が
、
海
外
の
文

化
に
関
心
が
あ
る
層
に

と
っ
て
能
の
ミ
ニ
マ
ル
な

演
出
や
ジ
ャ
ズ
の
よ
う
な

即
興
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

好
ま
れ
、
能
楽
堂
を
貸
し

切
る
富
裕
層
の
C
E
O
か

ら
学
生
ま
で
、
幅
広
い

フ
ァ
ン
層
が
存
在
す
る
。

●
田
澤
氏
：
旅
行
会
社
を

介
す
る
と
情
報
伝
達
が
不

十
分
に
な
る
た
め
、予
約

は
1
0
0
％
自
社
サ
イ
ト

の
み
と
し
、
O
T
A
へ
の

掲
載
を
避
け
る
こ
と
で
ミ

ス
マ
ッ
チ
を
回
避
し
、
高

利
益
率
を
維
持
し
て
い

る
。
1
泊
2
日
で
約
10
万

1良
い
』
と
い
う
考
え
を
起
点
に
創
造
し
た
価

値
に
、
共
感
す
る
顧
客
を
集
め
る
こ
と
で

成
立
す
る
」
と
し
て
、
高
付
加
価
値
な
観
光

を
生
み
出
す
に
は
、
市
場
の
タ
ー
ゲ
テ
ィ

ン
グ
を
起
点
と
し
た
S
T
P
型
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
や
め
る
こ
と
を
提
案
。
事
業

者
が
「
自
分
た
ち
は
何
を
伝
え
た
い
の
か
」

を
考
え
、
自
ら
が
提
供
し
た
い
価
値
を
起

点
と
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
へ
移
行
す
べ

き
と
い
う
言
葉
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
J
T
B
F
で
は
旅
行
・
観
光
分

野
の
実
践
的
な
学
術
研
究
機
関
と
し
て
、

社
会
に
求
め
ら
れ
る
研
究
テ
ー
マ
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
等
の
場
を
通
じ
て
、
皆
さ
ま
に
よ
り
有

益
な
情
報
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
文
：
J
T
B
F
・
小
川
直
樹
）
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額
を
払
う
層
も
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

●
鬼
木
氏
：
奈
良
観
光
の
課
題
と
し
て
観
光

イ
ン
フ
ラ
の
不
足
が
、
観
光
客
の
短
時
間
滞

在
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。
そ
の

「
も
っ
た
い
な
さ
」
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
、

来
訪
者
に
予
想
外
の
出
会
い
を
提
供
す
る
た

め
、
送
迎
付
き
の
体
験
提
供
や
ホ
テ
ル
の
フ

ロ
ン
ト
と
の
連
携
な
ど
、
す
ぐ
に
体
験
に
参

加
し
や
す
く
な
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
意
識
的

に
行
っ
て
い
る
。
体
験
提
供
者
に
負
担
を
か

け
な
い
た
め
特
別
な
準
備
を
求
め
ず
、
職
人

や
地
元
の
剣
道
教
室
な
ど
が
普
段
行
っ
て
い

る
仕
事
や
活
動
に
観
光
客
が
参
加
す
る
形
式

を
と
り
、
リ
ア
ル
な
日
常
体
験
が
見
た
い
観

光
客
の
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
事
業

の
継
続
性
を
確
保
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
仕

組
み
が
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
整
え
ば
、
他
の
事

業
者
も
参
入
し
て
く
る
の
で
は
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
顧
客
と
継
続
的
な
関
係
を
築
く

た
め
、
奈
良
の
お
茶
を
2
ヶ
月
に
一
度
サ
ブ

ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
で
届
け
る
こ
と
で
帰
宅
後

も
つ
な
が
り
を
保
ち
、
再
訪
を
促
進
す
る
こ

と
を
K
P
I
と
し
て
追
求
し
て
い
る
。

　
続
い
て
、
地
域
で
の
持
続
可
能
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
話
題
が
移
り
ま
し
た
。

●
井
口
氏
：
地
域
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と

を
最
大
の
思
想
と
し
て
掲
げ
、
地
域
住
民
を

含
む
様
々
な
人
々
を
巻
き
込
む
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
旅
館
の
売
上
単
価
を
伸
ば
す

こ
と
で
は
な
く
、
地
域
を
よ
り
深
く
体
験
し

て
も
ら
う
た
め
に
連
泊
を
促
進
し
、
地
域
の

飲
食
店
の
活
性
化
の
た
め
に
宿
泊
客
に
積
極

的
に
紹
介
し
て
い
る
。
2
0
0
4
年
に
は
起

業
し
た
い
地
元
の
人
々
を
育
て
る
シ
ェ
ア
レ

ス
ト
ラ
ン
を
旅
館
内
に
開
設
し
た
ほ
か
、
旅

館
内
の
土
間
で
地
元
の
お
母
さ
ん
た
ち
に
料

理
を
教
え
て
も
ら
う
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
旅
館
と
あ
ま
り
接
点

の
な
い
学
生
に
働
く
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
も

ら
う
た
め
、
5
時
間
の
仕
事
の
手
伝
い
で
無

料
宿
泊
で
き
る
「
さ
か
と
ケ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
て
お
り
、
4
年
間
で
延
べ
4
0
0

人
の
学
生
が
利
用
し
、
新
規
採
用
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。

●
田
澤
氏
：
観
光
地
を
再
訪
す
る
大
き
な
理

由
は
世
界
遺
産
な
ど
の
景
観
よ
り
も
、『
あ

の
人
に
会
い
た
い
』
と
い
う
人
間
的
な
交
流

と
捉
え
て
お
り
、
宿
泊
客
に
対
し
て
朝
食
の

み
を
提
供
し
、
昼
夜
は
地
元
の
商
店
街
の
利

用
を
促
す
こ
と
で
、
観
光
客
を
積
極
的
に
ま

ち
へ
送
り
出
し
、
地
域
住
民
と
の
接
点
を
意

図
的
に
つ
く
っ
て
い
る
。

　
日
本
酒
業
界
で
は
、
観
光
事
業
に
対
す
る

円
と
い
う
高
価
格
設
定
と
説
明
し
す
ぎ
な
い

サ
イ
ト
デ
ザ
イ
ン
、
英
語
と
日
本
語
の
2
言

語
表
記
と
す
る
こ
と
で
、「
来
て
欲
し
い
顧

客
に
来
て
い
た
だ
く
」フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
戦
略
に
よ
り
熱
心
な
顧

客
が
遠
方
か
ら
も
集
ま
り
、
サ
ー
ビ
ス
に
深

く
感
動
し
「
50
万
円
で
も
喜
ん
で
支
払
う
」
と

言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

●
井
口
氏
：
地
域
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
差
別

化
を
図
る
目
的
で
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
絞
り
込

み
す
ぎ
る
現
状
に
対
し
て
疑
問
に
感
じ
て
い

る
。ryu

go
n

で
は
、年
間
を
通
じ
て
効
率
よ

く
客
室
を
埋
め
る
た
め
の『
客
層
ミ
ッ
ク
ス
』

が
最
も
重
要
と
考
え
て
い
る
。自
社
の
こ
だ
わ

り
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
完
全
に
フ
ィ
ッ
ト

す
る
顧
客
は
、肌
感
覚
で
1
割
に
も
満
た
ず
、

現
状
は
O
T
A
や
ツ
ア
ー
利
用
の
約
9
割
の

顧
客
が
売
上
げ
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
の
が
実

情
で
あ
り
、
マ
ッ
チ
す
る
顧
客
の
比
率
を

徐
々
に
増
や
し
、
こ
だ
わ
り
と
売
上
げ
を
両

立
さ
せ
る
環
境
を
目
指
し
た
い
。
ま
た
、
一

般
的
に
富
裕
層
は
均
一
な
品
質
の
サ
ー
ビ
ス

に
価
値
を
認
め
る
傾
向
が
あ
る
一
方
、
地
域

ら
し
さ
が
体
験
で
き
る
施
設
を
評
価
し
て
高

●
一
方
で
、
我
々
観
光
振
興
政
策
に
携
わ
る

者
は
、
今
一
度
根
本
に
立
ち
返
り
、
そ
も
そ

も
何
の
た
め
の
高
付
加
価
値
化
戦
略
な
の

か
、
観
光
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
全
国
各
地
で
皆
が
一
斉
に

高
付
加
価
値
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
誘
致
を
目

指
す
必
要
は
な
く
、自
分
た
ち
の
地
域
性
や
、

観
光
産
業
関
連
事
業
者
の
集
積
度
合
や
コ
ン

テ
ン
ツ
を
し
っ
か
り
見
直
し
、
場
合
に
よ
っ

て
は
目
の
肥
え
た
日
本
人
の
お
客
様
に
ま
ず

は
認
め
て
も
ら
う
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
。 

●
し
か
し
な
が
ら
現
状
は
、「
と
り
あ
え
ず

国
の
補
助
金
が
出
る
の
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向

け
に
高
付
加
価
値
な
商
品
を
作
っ
て
い
こ

う
」
と
い
っ
た
地
域
が
多
く
見
ら
れ
、
行
政

か
ら
の
補
助
金
が
途
切
れ
た
ら
事
業
も
終
わ

る
よ
う
な
「
な
ん
ち
ゃ
っ
て
高
付
加
価
値
戦

略
事
業
」
が
ば
っ
こ
し
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。
本
来
、
地
域
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の

手
段
で
あ
っ
た
は
ず
の
高
付
加
価
値
観
光
振

興
が
、
目
的
化
し
て
い
る
面
は
改
め
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

●
我
々
は
高
付
加
価
値
化
し
た
先
に
何
を
す

る
か
、
何
の
た
め
の
観
光
振
興
な
の
か
を
今

一
度
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
目
先
の
観
光
客

数
や
稼
働
を
求
め
ダ
ン
ピ
ン
グ
合
戦
に
よ

り
、
利
益
を
削
っ
て
い
く
観
光
ス
タ
イ
ル
で

は
な
く
、
高
付
加
価
値
型
な
観
光
の
実
現
に

よ
っ
て
、
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
解
決
す

る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

●
京
都
の
例
で
申
し
上
げ
れ
ば
、
域
外
か
ら

新
た
な
投
資
を
呼
び
込
み
、
安
定
し
た
雇
用

を
つ
く
り
、
宿
泊
税
な
ど
を
活
用
し
、
国
民

や
市
民
の
財
産
で
あ
る
文
化
財
を
保
全
し
、

住
民
の
生
活
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
、
都
市
の

活
力
を
高
め
て
い
く
、
と
い
っ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
様
々
な
施
策

を
企
画
立
案
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　
当
財
団
の
柿
島
あ
か
ね
上
席
主
任
研
究
員

か
ら
は
「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・

欧
米
豪 

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査 

2
0
2
5
年
度
版
」
の
結
果
か
ら
、
高
付
加

価
値
旅
行
者
に
焦
点
を
当
て
た
内
容
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
高
付
加
価
値
旅
行
者
層
は
訪
日

旅
行
1
回
あ
た
り
の
支
出
が
1
0
0
万
円
以

上
と
日
本
政
府
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
、
訪
日

客
全
体
の
1
％
で
14
％
の
旅
行
消
費
額
を
占

め
て
い
ま
す
。
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通

り
で
す
。

●
高
付
加
価
値
旅
行
者
は
、
20
〜
40
代
の

高
収
入
層
の
割
合
が
高
く
、職
業
は
会
社
員
、

国
籍
は
東
ア
ジ
ア
が
半
数
以
上
で
中
国
が

多
い
。

●
訪
日
動
機
は
新
し
い
体
験
に
よ
る
成
長
、

学
び
な
ど
の
「
自
己
実
現
」
と
、
地
域
文
化
・

生
活
へ
の
主
体
的
な
関
わ
り
な
ど
本
物
に
触

れ
る
「
真
正
性
」
の
2
つ
の
内
的
動
機
が
重

視
さ
れ
、
高
付
加
価
値
旅
行
者
層
は
68
％
が

両
方
と
も
に
高
く
な
っ
て
い
る
。
周
囲
の
人

や
S
N
S
に
向
け
て
体
験
を
語
っ
た
り
自
慢

で
き
る
、
承
認
や
ス
テ
ー
タ
ス
に
関
わ
る
価

値
も
重
視
さ
れ
て
い
る
。

●「
食
」「
歴
史
」「
安
全
性
」
と
い
っ
た
観
光

地
の
魅
力
に
対
す
る
関
心
度
は
、
訪
日
旅
行

1
回
あ
た
り
の
支
出
が
1
0
0
万
円
未
満
の

一
般
層
と
の
差
が
小
さ
く
、「
優
先
入
場
」「
特

別
席
」
な
ど
の
上
位
オ
プ
シ
ョ
ン
に
よ
る
段

階
的
課
金
が
有
効
と
考
え
ら
れ
る
。

●
希
少
性
や
専
門
性
の
高
い
活
動
が
選
ば
れ

や
す
く
、
地
方
で
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
ウ
ィ

ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
動
植
物
観
賞
な
ど
の
達

成
型
の
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
活
動
」
が
該
当
す
る
。

一
方
で
高
付
加
価
値
旅
行
者
の
地
方
訪
問
意

向
が
あ
ま
り
高
く
な
い
と
い
う
傾
向
も
見
ら

れ
、
準
備
や
移
動
な
ど
の
手
間
の
解
消
が
参

加
促
進
の
ポ
イ
ン
ト
と
考
え
ら
れ
る
。

●
高
付
加
価
値
層
の
約
7
割
が
体
験
へ
の
追

加
支
払
い
の
意
思
が
あ
り
、
約
2
割
は
質
の

高
い
体
験
に
対
す
る
50
％
以
上
の
価
格
上
乗

せ
を
許
容
し
て
い
る
。
こ
れ
は
品
質
を
優
先

す
る
姿
勢
を
示
し
て
お
り
、
希
少
・
専
門
性

の
高
い
活
動
に
は
2
〜
5
割
増
の
価
格
設
定

も
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。

●
約
9
割
が
観
光
地
や
宿
泊
施
設
の
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
取
り
組
み
を
重
視
し
、
観
光
地
維

持
の
た
め
の
金
銭
負
担
へ
の
賛
成
の
割
合
も

約
9
割
に
上
る
。

●
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
商
品
の
利
用
や
認

可
ガ
イ
ド
の
選
択
な
ど
、
金
銭
コ
ス
ト
や
積

極
的
な
選
択
を
伴
う「
利
他
的
な
取
り
組
み
」

や
、
体
験
満
足
と
地
域
貢
献
の
両
立
を
志
向

す
る
。
協
力
金
を
明
示
し
て
料
金
に
含
め
る

こ
と
は
、
価
格
へ
の
納
得
感
や
自
己
顕
示

ニ
ー
ズ
に
訴
求
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

活 動 報 告

「       

旅
行
動
向

シン
ポ
ジ
ウム

in
京
都
」を
開
催

第

回
35

告
、
高
付
加
価
値
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
地

域
で
提
供
す
る
パ
ネ
リ
ス
ト
4
名
を
迎
え
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
開
催
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　
京
都
市
観
光
協
会（
D
M
O 

K
Y
O
T
O
）

の
赤
星
周
平
氏
よ
り
、
京
都
市
に
お
け
る
観

光
の
現
状
と
課
題
、「
量
か
ら
質
へ
」
の
転

換
を
軸
と
し
た
高
付
加
価
値
化
戦
略
に
つ
い

て
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
概
要
は
以
下
の

通
り
で
す
。

●
京
都
市
観
光
協
会
と
京
都
文
化
交
流
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
と
も
に
京
都

市
の
観
光
M
I
C
E
推
進
室
を
司
令
塔
と
し

て
、
京
都
観
光
政
策
の
企
画
実
行
部
隊
と
し

て
活
動
し
て
お
り
、
商
工
会
議
所
や
地
元
の

大
学
な
ど
と
連
携
し
た
「
オ
ー
ル
京
都
」
の

体
制
で
、
共
通
デ
ー
タ
を
基
に
一
体
的
に
観

光
政
策
を
推
進
し
て
い
る
。

●
京
都
市
で
は
日
帰
り
・
宿
泊
含
め
年
間

5
0
0
0
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
て
お
り
、

2
0
2
4
年
に
は
外
国
人
宿
泊
者
数
が
初
め

て
日
本
人
宿
泊
者
数
を
上
回
っ
た
が
、
こ
れ

は
京
都
市
に
限
ら
ず
、
他
の
都
市
で
も
同
様

の
傾
向
だ
と
承
知
し
て
い
る
。

●
京
都
市
の
宿
泊
客
室
数
は
2
0
2
5
年
3

月
末
時
点
で
6
万
室
を
超
え
た
。
民
間
投
資

が
活
性
化
し
、
世
界
的
に
も
ま
れ
に
見
る
短

期
間
に
多
く
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
が

京
都
に
進
出
し
た
こ
と
も
あ
り
、
10
年
前
の

課
題
だ
っ
た
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
不
足
は
解
消
し

た
と
言
え
る
。
し
か
し
一
方
で
、
地
域
住

民
に
配
慮
し
な
い
利
益
至
上
主
義
の
簡
易

宿
所
や
民
泊
も
コ
ロ
ナ
禍
後
増
加
し
て
お

り
、現
在
は
京
都
市
も
そ
の
課
題
を
認
識
し
、

国
に
対
し
て
新
た
な
ル
ー
ル
の
あ
り
方
を

要
望
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

●
観
光
消
費
は
京
都
市
の
経
済
に
対
す
る
貢

献
度
が
非
常
に
高
く
、
京
都
市
の
市
内
総
生

産
に
占
め
る
観
光
客
の
消
費
経
済
効
果
は
全

国
平
均
の
2
・
7
倍
に
あ
た
る
12
・
4
％
、

市
内
雇
用
者
の
4
人
に
1
人
は
観
光
関
連
と

い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
。

●
京
都
市
は
政
令
市
の
中
で
も
比
較
的
充
実

し
た
市
営
バ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
お

り
、
74
路
線
を
運
行
し
て
い
る
。
し
か
し
黒

字
は
観
光
路
線
と
さ
れ
る
18
路
線
の
み
で
、

そ
の
収
益
が
市
民
の
足
と
な
る
他
路
線
を
維

持
す
る
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
観
光
が
地
域

経
済
活
性
化
の
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
京
都
市
を

支
え
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

●
京
都
市
は
2
0
1
0
年
策
定
の
観
光
振

興
計
画
か
ら
「
量
か
ら
質
へ
」
の
転
換
を
継

続
的
に
掲
げ
て
い
る
。
富
裕
層
の
み
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
す
る
の
で
は
な
く
、
通
年
の
需

要
を
確
保
し
つ
つ
、
知
的
好
奇
心
や
文
化

理
解
度
が
高
い
層
な
ど
を
誘
致
し
て
質
の

向
上
に
よ
っ
て
観
光
消
費
を
引
き
上
げ
る

戦
略
で
あ
る
。
M
I
C
E
顧
客
を
含
む
多

様
な
ハ
イ
エ
ン
ド
層
を
伸
ば
す
こ
と
が
、

我
々
D
M
O
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー

ロ
ー
の
仕
事
で
あ
る
。

●
2
0
0
9
年
、
経
済
産
業
省
が
日
本
で
初

め
て
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ト
ラ
ベ
ル
市
場
の
調

査
を
行
っ
て
以
降
、
こ
の
分
野
が
抱
え
る
課

題
は
現
在
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。
高

品
質
な
宿
泊
施
設
を
増
や
す
こ
と
に
加
え
、

地
域
な
ら
で
は
の
魅
力
を
深
掘
り
し
、
ラ
グ

ジ
ュ
ア
リ
ー
層
の
知
的
好
奇
心
を
満
た
す
体

験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
を
磨
き
上
げ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
要
素
を
組
み
合

わ
せ
、
テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
で
高
付
加
価
値
な

商
品
と
し
て
設
計
し
、
海
外
バ
イ
ヤ
ー
に
適

正
な
価
格
で
提
供
で
き
る
D
M
C
（
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
カ
ン

パ
ニ
ー
）
が
日
本
で
は
依
然
と
し
て
不
足
し

て
い
る
点
は
、
当
時
か
ら
指
摘
さ
れ
続
け
て

い
る
課
題
で
あ
る
。

●
京
都
で
は
地
域
D
M
C
の
育
成
・
サ
ポ
ー

ト
に
加
え
、
タ
ビ
ナ
カ
現
場
に
お
い
て
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
的
な
役
割
を
担
う
質
の
高
い
ガ

イ
ド
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
質
の
高

い
ガ
イ
ド
の
存
在
が
、
稀
有
な
文
化
体
験
を

提
供
可
能
と
し
、
京
都
が
有
す
る
至
高
の
コ

ン
テ
ン
ツ
に
対
す
る
観
光
客
の
理
解
度
が
高

ま
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。

　
2
0
2
5
年
11
月
7
日
（
金
）、
第
35
回

旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
財
団
で
は
本
年
4
月
に
京
都
事
務
所

（
J
T
B
F
京
都
観
光
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
研
究

セ
ン
タ
ー
）
を
開
設
し
た
こ
と
か
ら
、
今
年

度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
京
都
市
を
会
場
と
し

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式

に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
日
の
午
前
中
に
は
、
希
望
者
を

対
象（
10
名
限
定
）と
し
た
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
を
開
催
し
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
も
登
壇

さ
れ
たD

isco
ver N

o
h
 in
 K
yo
to

の
山

根
樹
氏
の
ガ
イ
ド
に
よ
る
能
と
茶
道
の
体
験

 

　
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、
3
県
7
市
町
村
の

広
域
連
携
に
よ
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
う

「
雪
国
観
光
圏
」の
代
表
理
事
で
あ
り
、雪
国

文
化
を
体
験
で
き
る
宿
泊
施
設
「ryu

go
n

」

を
運
営
す
る
井
口
智
裕
氏
、
長
野
県
佐
久
市

で
酒
蔵
に
泊
ま
っ
て
蔵
人
体
験
が
で
き
る

「K
U
R
A
B
IT
O
 S
T
A
Y

」
を
運
営
す
る
田

澤
麻
里
香
氏
、
1
0
0
名
以
上
の
能
楽
師
が

在
籍
す
る
京
都
市
で
、
主
に
海
外
に
向
け
て

能
楽
と
能
楽
文
化
を
発
信
普
及
す
る
事
業
に

取
り
組
む
山
根
樹
氏
、奈
良
で
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム「ku

rab
i

」を
展
開
す
る「T

ale N
avi

」

の
鬼
木
翔
平
氏
の
4
名
と
、コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
と
し
て
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
研
究

所
」
の
清
水
泰
正
氏
、
モ
デ
レ
ー
タ
ー
と
し

て
当
財
団
京
都
事
務
所
長
を
兼
任
す
る
福
永

香
織
主
任
研
究
員
が
登
壇
し
、
地
域
が
主
役

と
な
っ
て
、
い
か
に
高
付
加
価
値
観
光
を
実

現
す
る
か
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。（
井

口
氏
、
田
澤
氏
は
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
）

　
ま
ず
、「
コ
ン
テ
ン
ツ
に
マ
ッ
チ
す
る
層 写真：エクスカーション

写真：シンポジウムの様子

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

13
‥
30
〜
16
‥
00

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン（
希
望
者
限
定
）

10
‥
00
〜
12
‥
00

「
高
付
加
価
値
旅
行
者
誘
致
に
向
け
た

D
M
O 

K
Y
O
T
O
の
取
り
組
み
」

「
独
自
調
査
デ
ー
タ
か
ら
読
み
解
く

高
付
加
価
値
旅
行
者
の
実
態

‐
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧
米
豪

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査
2
0
2
5
年
度
版
よ
り
‐
」

「
地
域
が
主
役
の「
価
値
」創
造

〜
借
り
物
の〝
高
級
〞か
ら
、唯
一
無
二
の〝
本
物
へ
〞〜
」

「D
iscover N

oh in K
yoto

が
案
内
す
る
能
の
世
界

〜
能
楽
師
に
よ
る
仕
舞
と
共
に
〜
」

基
調
講
演

1

報
告

2

総
括

4
パ
ネ
ル
ディ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

3
【
ガ
イ
ド
】

【
パ
ネ
リ
ス
ト
】

柿
島
あ
か
ね

（
公
財
）日
本
交
通
公
社 

観
光
研
究
部 

上
席
主
任
研
究
員

清
水
泰
正

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
研
究
所（
合
同
会
社m

inou

）代
表
社
員

福
永
香
織

（
公
財
）日
本
交
通
公
社 

京
都
事
務
所
長 

兼 

観
光
研
究
部 

主
任
研
究
員 田

澤
麻
里
香

（
株
）KU

R
A
B
IT
O
 S
T
A
Y
 

代
表
取
締
役

井
口
智
裕

（
株
）龍
言（ryugon

）代
表
取
締
役

【
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
】

【
モ
デ
レ
ー
タ
ー
】

山
田
雄
一

（
公
財
）日
本
交
通
公
社 

理
事
／
観
光
研
究
部
長

鬼
木
翔
平

（
株
）Tale N

avi 

取
締
役

山
根 

樹

（
一
社
）Discover N

oh in K
yoto 

代
表
理
事
・
京
都
市
認
定
通
訳
ガ
イ
ド

山
根 

樹

（
一
社
）Discover N

oh in K
yoto 

代
表
理
事
・
京
都
市
認
定
通
訳
ガ
イ
ド

1
．基
調
講
演

開
催
日
時
…

会
場
…
…
…
2
0
2
5
年
11
月
7
日（
金
） 

13
‥
30
〜
16
‥
00

T
K
P
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
京
都
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル

（
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
）

（
公
社
）京
都
市
観
光
協
会（D

M
O
 K
Y
O
T
O

）事
務
局
次
長
／

（
公
財
）京
都
文
化
交
流
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
事
務
局
次
長

赤
星
周
平

意
識
に
大
き
な
温
度
差
が
あ
り
、
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
拒
否
す
る
蔵
も
あ
れ
ば
、
フ
ァ
ン
づ
く

り
に
活
用
す
る
蔵
も
あ
る
。
補
助
金
に
よ
っ

て
観
光
事
業
を
始
め
る
蔵
は
多
い
も
の
の
、

ほ
と
ん
ど
の
事
業
が
1
年
以
上
続
か
ず
、
私

た
ち
が
提
供
す
る
体
験
の
充
実
度
は
簡
単
に

は
真
似
で
き
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

●
山
根
氏
：
一
般
客
の
支
払
っ
た
料
金
を
学

生
の
能
楽
鑑
賞
の
支
援
に
充
て
る
仕
組
み
を

つ
く
っ
て
お
り
、
学
生
に
対
し
て
は
無
料
あ

る
い
は
低
料
金
で
能
楽
体
験
を
提
供
し
て
い

る
。
次
世
代
の
能
楽
フ
ァ
ン
の
育
成
も
、
能

楽
を
支
え
る
人
材
の
育
成
と
同
じ
く
ら
い
大

事
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
大
学
が
多
い
京

都
で
そ
う
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
最
後
に
清
水
氏
か
ら
総
括
コ
メ
ン
ト
と
し

て
、
4
人
の
共
通
要
素
と
な
る
4
点
が
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
。

●
清
水
氏
：
1
点
目
は
非
常
に
高
い
「
関
与
」

度
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
2
点
目
は
独
占
的

な
形
で
は
な
く
、
地
域
を
巻
き
込
み
な
が
ら

行
う
「
中
立
性
・
独
立
性
」
を
保
っ
て
い
る

点
で
あ
る
。
3
点
目
は
自
ら
の
価
値
観
を
押

し
付
け
ず
、
柔
軟
性
を
持
っ
て
「
余
白
を
残

す
」
こ
と
で
、
将
来
の
価
値
競
争
に
つ
な
が

る
基
盤
を
築
い
て
い
る
点
で
あ
る
。そ
し
て
、

4
点
目
と
し
て
、
こ
の
4
要
素
の
バ
ラ
ン
ス

が
い
い
事
業
姿
勢
が
、
印
象
に
残
る
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
可
能
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
治

体
や
D
M
O
に
対
し
て
は
「
パ
ネ
リ
ス
ト
の

4
名
は
個
性
も
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
地
域
の
コ

ン
テ
ン
ツ
開
発
や
誘
客
に
お
い
て
欠
か
せ
な

い
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
こ
の
4
名
を
モ
デ

ル
と
し
て
、
そ
の
個
性
や
役
割
に
つ
い
て
、

自
地
域
の
人
材
に
当
て
は
め
、
不
足
す
る

ピ
ー
ス
の
人
材
育
成
や
、
外
部
か
ら
人
材
を

地
域
に
迎
え
入
れ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」
と
提
言
し
た
。

　
最
後
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
全
体
の
総
括

と
し
て
当
財
団
の
山
田
雄
一
観
光
研
究
部

長
は
、
基
調
講
演
の
赤
星
氏
の
発
言
を
引

用
し「
少
子
高
齢
化
が
進
む
日
本
に
お
い
て
、

観
光
振
興
は
目
的
で
は
な
く
地
域
を
持
続

的
に
維
持
す
る
た
め
の

手
段
」
と
改
め
て
強
調
し

ま
し
た
。

　
「
高
付
加
価
値
と
は
、

事
業
者
自
ら
が
『
こ
れ
が

基調講演（赤星氏）

プログラム高
付
加
価
値
な
観
光
に
は

D
M
C
の
育
成
が
急
務

京
都
経
済
と
市
民
生
活
を

支
え
る
観
光

を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
「
高
付
加
価
値
観
光
の
本
質
」

を
特
集
し
た
観
光
文
化
2
6
7
号
（
2
0
2

5
年
11
月
発
行
）と
連
動
し
、「
価
値
を
創
り
、

価
値
を
呼
ぶ

　
地
域
が
主
役
の
高
付
加
価
値

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
現
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
京
都
市
に
お
け
る
高
付
加
価
値
化

戦
略
に
つ
い
て
の
基
調
講
演
、
当
財
団
と
日

本
政
策
投
資
銀
行
（
D
B
J
）
に
よ
る
高
付

加
価
値
旅
行
者
に
つ
い
て
の
共
同
調
査
の
報

に
ど
う
届
け
る
か
」
に
つ
い
て
議
論
を
行
い

ま
し
た
。

●
山
根
氏
：
自
身
の
通
訳
ガ
イ
ド
の
経
験
か

ら
、
い
わ
ゆ
る
富
裕
層
は
刺
激
に
飽
き
て
お

り
、
能
へ
の
反
応
が
淡
白
だ
と
感
じ
て
い
た

が
、
自
身
で
選
択
し
て
購
入
し
た
顧
客
は
最

も
反
応
が
良
い
と
気
づ
い
た
。
こ
の
知
見
に

基
づ
き
、
現
在
は
O
T
A
で
の
直
接
販
売
を

開
始
し
、
商
品
の
本
質
を
理
解
し
て
紹
介
し

て
く
れ
る
旅
行
会
社
と
の
連
携
を
強
化
。
単

な
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
商
品
で
は
な
く
、
能
楽

本
来
の
姿
を
伝
え
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
つ

つ
、
京
都
市
観
光
協
会
と
連
携
し
た
初
心
者

向
け
公
演
な
ど
で
顧
客
と
の
接
点
を
広
げ
て

い
る
。
ま
た
、
海
外
の
顧

客
が
ど
ん
な
チ
ャ
ネ
ル
か

ら
来
て
い
る
か
不
明
な
部

分
も
多
い
が
、
海
外
の
文

化
に
関
心
が
あ
る
層
に

と
っ
て
能
の
ミ
ニ
マ
ル
な

演
出
や
ジ
ャ
ズ
の
よ
う
な

即
興
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

好
ま
れ
、
能
楽
堂
を
貸
し

切
る
富
裕
層
の
C
E
O
か

ら
学
生
ま
で
、
幅
広
い

フ
ァ
ン
層
が
存
在
す
る
。

●
田
澤
氏
：
旅
行
会
社
を

介
す
る
と
情
報
伝
達
が
不

十
分
に
な
る
た
め
、予
約

は
1
0
0
％
自
社
サ
イ
ト

の
み
と
し
、
O
T
A
へ
の

掲
載
を
避
け
る
こ
と
で
ミ

ス
マ
ッ
チ
を
回
避
し
、
高

利
益
率
を
維
持
し
て
い

る
。
1
泊
2
日
で
約
10
万

1良
い
』
と
い
う
考
え
を
起
点
に
創
造
し
た
価

値
に
、
共
感
す
る
顧
客
を
集
め
る
こ
と
で

成
立
す
る
」
と
し
て
、
高
付
加
価
値
な
観
光

を
生
み
出
す
に
は
、
市
場
の
タ
ー
ゲ
テ
ィ

ン
グ
を
起
点
と
し
た
S
T
P
型
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
や
め
る
こ
と
を
提
案
。
事
業

者
が
「
自
分
た
ち
は
何
を
伝
え
た
い
の
か
」

を
考
え
、
自
ら
が
提
供
し
た
い
価
値
を
起

点
と
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
へ
移
行
す
べ

き
と
い
う
言
葉
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
J
T
B
F
で
は
旅
行
・
観
光
分

野
の
実
践
的
な
学
術
研
究
機
関
と
し
て
、

社
会
に
求
め
ら
れ
る
研
究
テ
ー
マ
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
等
の
場
を
通
じ
て
、
皆
さ
ま
に
よ
り
有

益
な
情
報
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
文
：
J
T
B
F
・
小
川
直
樹
）
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額
を
払
う
層
も
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

●
鬼
木
氏
：
奈
良
観
光
の
課
題
と
し
て
観
光

イ
ン
フ
ラ
の
不
足
が
、
観
光
客
の
短
時
間
滞

在
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。
そ
の

「
も
っ
た
い
な
さ
」
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
、

来
訪
者
に
予
想
外
の
出
会
い
を
提
供
す
る
た

め
、
送
迎
付
き
の
体
験
提
供
や
ホ
テ
ル
の
フ

ロ
ン
ト
と
の
連
携
な
ど
、
す
ぐ
に
体
験
に
参

加
し
や
す
く
な
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
意
識
的

に
行
っ
て
い
る
。
体
験
提
供
者
に
負
担
を
か

け
な
い
た
め
特
別
な
準
備
を
求
め
ず
、
職
人

や
地
元
の
剣
道
教
室
な
ど
が
普
段
行
っ
て
い

る
仕
事
や
活
動
に
観
光
客
が
参
加
す
る
形
式

を
と
り
、
リ
ア
ル
な
日
常
体
験
が
見
た
い
観

光
客
の
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
事
業

の
継
続
性
を
確
保
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
仕

組
み
が
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
整
え
ば
、
他
の
事

業
者
も
参
入
し
て
く
る
の
で
は
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
顧
客
と
継
続
的
な
関
係
を
築
く

た
め
、
奈
良
の
お
茶
を
2
ヶ
月
に
一
度
サ
ブ

ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
で
届
け
る
こ
と
で
帰
宅
後

も
つ
な
が
り
を
保
ち
、
再
訪
を
促
進
す
る
こ

と
を
K
P
I
と
し
て
追
求
し
て
い
る
。

　
続
い
て
、
地
域
で
の
持
続
可
能
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
話
題
が
移
り
ま
し
た
。

●
井
口
氏
：
地
域
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と

を
最
大
の
思
想
と
し
て
掲
げ
、
地
域
住
民
を

含
む
様
々
な
人
々
を
巻
き
込
む
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
旅
館
の
売
上
単
価
を
伸
ば
す

こ
と
で
は
な
く
、
地
域
を
よ
り
深
く
体
験
し

て
も
ら
う
た
め
に
連
泊
を
促
進
し
、
地
域
の

飲
食
店
の
活
性
化
の
た
め
に
宿
泊
客
に
積
極

的
に
紹
介
し
て
い
る
。
2
0
0
4
年
に
は
起

業
し
た
い
地
元
の
人
々
を
育
て
る
シ
ェ
ア
レ

ス
ト
ラ
ン
を
旅
館
内
に
開
設
し
た
ほ
か
、
旅

館
内
の
土
間
で
地
元
の
お
母
さ
ん
た
ち
に
料

理
を
教
え
て
も
ら
う
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
旅
館
と
あ
ま
り
接
点

の
な
い
学
生
に
働
く
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
も

ら
う
た
め
、
5
時
間
の
仕
事
の
手
伝
い
で
無

料
宿
泊
で
き
る
「
さ
か
と
ケ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
て
お
り
、
4
年
間
で
延
べ
4
0
0

人
の
学
生
が
利
用
し
、
新
規
採
用
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。

●
田
澤
氏
：
観
光
地
を
再
訪
す
る
大
き
な
理

由
は
世
界
遺
産
な
ど
の
景
観
よ
り
も
、『
あ

の
人
に
会
い
た
い
』
と
い
う
人
間
的
な
交
流

と
捉
え
て
お
り
、
宿
泊
客
に
対
し
て
朝
食
の

み
を
提
供
し
、
昼
夜
は
地
元
の
商
店
街
の
利

用
を
促
す
こ
と
で
、
観
光
客
を
積
極
的
に
ま

ち
へ
送
り
出
し
、
地
域
住
民
と
の
接
点
を
意

図
的
に
つ
く
っ
て
い
る
。

　
日
本
酒
業
界
で
は
、
観
光
事
業
に
対
す
る

円
と
い
う
高
価
格
設
定
と
説
明
し
す
ぎ
な
い

サ
イ
ト
デ
ザ
イ
ン
、
英
語
と
日
本
語
の
2
言

語
表
記
と
す
る
こ
と
で
、「
来
て
欲
し
い
顧

客
に
来
て
い
た
だ
く
」フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
戦
略
に
よ
り
熱
心
な
顧

客
が
遠
方
か
ら
も
集
ま
り
、
サ
ー
ビ
ス
に
深

く
感
動
し
「
50
万
円
で
も
喜
ん
で
支
払
う
」
と

言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

●
井
口
氏
：
地
域
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
差
別

化
を
図
る
目
的
で
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
絞
り
込

み
す
ぎ
る
現
状
に
対
し
て
疑
問
に
感
じ
て
い

る
。ryu

go
n

で
は
、年
間
を
通
じ
て
効
率
よ

く
客
室
を
埋
め
る
た
め
の『
客
層
ミ
ッ
ク
ス
』

が
最
も
重
要
と
考
え
て
い
る
。自
社
の
こ
だ
わ

り
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
完
全
に
フ
ィ
ッ
ト

す
る
顧
客
は
、肌
感
覚
で
1
割
に
も
満
た
ず
、

現
状
は
O
T
A
や
ツ
ア
ー
利
用
の
約
9
割
の

顧
客
が
売
上
げ
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
の
が
実

情
で
あ
り
、
マ
ッ
チ
す
る
顧
客
の
比
率
を

徐
々
に
増
や
し
、
こ
だ
わ
り
と
売
上
げ
を
両

立
さ
せ
る
環
境
を
目
指
し
た
い
。
ま
た
、
一

般
的
に
富
裕
層
は
均
一
な
品
質
の
サ
ー
ビ
ス

に
価
値
を
認
め
る
傾
向
が
あ
る
一
方
、
地
域

ら
し
さ
が
体
験
で
き
る
施
設
を
評
価
し
て
高

●
一
方
で
、
我
々
観
光
振
興
政
策
に
携
わ
る

者
は
、
今
一
度
根
本
に
立
ち
返
り
、
そ
も
そ

も
何
の
た
め
の
高
付
加
価
値
化
戦
略
な
の

か
、
観
光
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
全
国
各
地
で
皆
が
一
斉
に

高
付
加
価
値
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
誘
致
を
目

指
す
必
要
は
な
く
、自
分
た
ち
の
地
域
性
や
、

観
光
産
業
関
連
事
業
者
の
集
積
度
合
や
コ
ン

テ
ン
ツ
を
し
っ
か
り
見
直
し
、
場
合
に
よ
っ

て
は
目
の
肥
え
た
日
本
人
の
お
客
様
に
ま
ず

は
認
め
て
も
ら
う
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
。 

●
し
か
し
な
が
ら
現
状
は
、「
と
り
あ
え
ず

国
の
補
助
金
が
出
る
の
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向

け
に
高
付
加
価
値
な
商
品
を
作
っ
て
い
こ

う
」
と
い
っ
た
地
域
が
多
く
見
ら
れ
、
行
政

か
ら
の
補
助
金
が
途
切
れ
た
ら
事
業
も
終
わ

る
よ
う
な
「
な
ん
ち
ゃ
っ
て
高
付
加
価
値
戦

略
事
業
」
が
ば
っ
こ
し
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。
本
来
、
地
域
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の

手
段
で
あ
っ
た
は
ず
の
高
付
加
価
値
観
光
振

興
が
、
目
的
化
し
て
い
る
面
は
改
め
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

●
我
々
は
高
付
加
価
値
化
し
た
先
に
何
を
す

る
か
、
何
の
た
め
の
観
光
振
興
な
の
か
を
今

一
度
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
目
先
の
観
光
客

数
や
稼
働
を
求
め
ダ
ン
ピ
ン
グ
合
戦
に
よ

り
、
利
益
を
削
っ
て
い
く
観
光
ス
タ
イ
ル
で

は
な
く
、
高
付
加
価
値
型
な
観
光
の
実
現
に

よ
っ
て
、
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
解
決
す

る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

●
京
都
の
例
で
申
し
上
げ
れ
ば
、
域
外
か
ら

新
た
な
投
資
を
呼
び
込
み
、
安
定
し
た
雇
用

を
つ
く
り
、
宿
泊
税
な
ど
を
活
用
し
、
国
民

や
市
民
の
財
産
で
あ
る
文
化
財
を
保
全
し
、

住
民
の
生
活
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
、
都
市
の

活
力
を
高
め
て
い
く
、
と
い
っ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
様
々
な
施
策

を
企
画
立
案
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　
当
財
団
の
柿
島
あ
か
ね
上
席
主
任
研
究
員

か
ら
は
「
D
B
J
・
J
T
B
F 
ア
ジ
ア
・

欧
米
豪 

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査 

2
0
2
5
年
度
版
」
の
結
果
か
ら
、
高
付
加

価
値
旅
行
者
に
焦
点
を
当
て
た
内
容
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
高
付
加
価
値
旅
行
者
層
は
訪
日

旅
行
1
回
あ
た
り
の
支
出
が
1
0
0
万
円
以

上
と
日
本
政
府
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
、
訪
日

客
全
体
の
1
％
で
14
％
の
旅
行
消
費
額
を
占

め
て
い
ま
す
。
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通

り
で
す
。

●
高
付
加
価
値
旅
行
者
は
、
20
〜
40
代
の

高
収
入
層
の
割
合
が
高
く
、職
業
は
会
社
員
、

国
籍
は
東
ア
ジ
ア
が
半
数
以
上
で
中
国
が

多
い
。

●
訪
日
動
機
は
新
し
い
体
験
に
よ
る
成
長
、

学
び
な
ど
の
「
自
己
実
現
」
と
、
地
域
文
化
・

生
活
へ
の
主
体
的
な
関
わ
り
な
ど
本
物
に
触

れ
る
「
真
正
性
」
の
2
つ
の
内
的
動
機
が
重

視
さ
れ
、
高
付
加
価
値
旅
行
者
層
は
68
％
が

両
方
と
も
に
高
く
な
っ
て
い
る
。
周
囲
の
人

や
S
N
S
に
向
け
て
体
験
を
語
っ
た
り
自
慢

で
き
る
、
承
認
や
ス
テ
ー
タ
ス
に
関
わ
る
価

値
も
重
視
さ
れ
て
い
る
。

●「
食
」「
歴
史
」「
安
全
性
」
と
い
っ
た
観
光

地
の
魅
力
に
対
す
る
関
心
度
は
、
訪
日
旅
行

1
回
あ
た
り
の
支
出
が
1
0
0
万
円
未
満
の

一
般
層
と
の
差
が
小
さ
く
、「
優
先
入
場
」「
特

別
席
」
な
ど
の
上
位
オ
プ
シ
ョ
ン
に
よ
る
段

階
的
課
金
が
有
効
と
考
え
ら
れ
る
。

●
希
少
性
や
専
門
性
の
高
い
活
動
が
選
ば
れ

や
す
く
、
地
方
で
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
ウ
ィ

ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
動
植
物
観
賞
な
ど
の
達

成
型
の
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
活
動
」
が
該
当
す
る
。

一
方
で
高
付
加
価
値
旅
行
者
の
地
方
訪
問
意

向
が
あ
ま
り
高
く
な
い
と
い
う
傾
向
も
見
ら

れ
、
準
備
や
移
動
な
ど
の
手
間
の
解
消
が
参

加
促
進
の
ポ
イ
ン
ト
と
考
え
ら
れ
る
。

●
高
付
加
価
値
層
の
約
7
割
が
体
験
へ
の
追

加
支
払
い
の
意
思
が
あ
り
、
約
2
割
は
質
の

高
い
体
験
に
対
す
る
50
％
以
上
の
価
格
上
乗

せ
を
許
容
し
て
い
る
。
こ
れ
は
品
質
を
優
先

す
る
姿
勢
を
示
し
て
お
り
、
希
少
・
専
門
性

の
高
い
活
動
に
は
2
〜
5
割
増
の
価
格
設
定

も
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。

●
約
9
割
が
観
光
地
や
宿
泊
施
設
の
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
取
り
組
み
を
重
視
し
、
観
光
地
維

持
の
た
め
の
金
銭
負
担
へ
の
賛
成
の
割
合
も

約
9
割
に
上
る
。

●
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
商
品
の
利
用
や
認

可
ガ
イ
ド
の
選
択
な
ど
、
金
銭
コ
ス
ト
や
積

極
的
な
選
択
を
伴
う「
利
他
的
な
取
り
組
み
」

や
、
体
験
満
足
と
地
域
貢
献
の
両
立
を
志
向

す
る
。
協
力
金
を
明
示
し
て
料
金
に
含
め
る

こ
と
は
、
価
格
へ
の
納
得
感
や
自
己
顕
示

ニ
ー
ズ
に
訴
求
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

告
、
高
付
加
価
値
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
地

域
で
提
供
す
る
パ
ネ
リ
ス
ト
4
名
を
迎
え
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
開
催
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　
京
都
市
観
光
協
会（
D
M
O 

K
Y
O
T
O
）

の
赤
星
周
平
氏
よ
り
、
京
都
市
に
お
け
る
観

光
の
現
状
と
課
題
、「
量
か
ら
質
へ
」
の
転

換
を
軸
と
し
た
高
付
加
価
値
化
戦
略
に
つ
い

て
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
概
要
は
以
下
の

通
り
で
す
。

●
京
都
市
観
光
協
会
と
京
都
文
化
交
流
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
と
も
に
京
都

市
の
観
光
M
I
C
E
推
進
室
を
司
令
塔
と
し

て
、
京
都
観
光
政
策
の
企
画
実
行
部
隊
と
し

て
活
動
し
て
お
り
、
商
工
会
議
所
や
地
元
の

大
学
な
ど
と
連
携
し
た
「
オ
ー
ル
京
都
」
の

体
制
で
、
共
通
デ
ー
タ
を
基
に
一
体
的
に
観

光
政
策
を
推
進
し
て
い
る
。

●
京
都
市
で
は
日
帰
り
・
宿
泊
含
め
年
間

5
0
0
0
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
て
お
り
、

2
0
2
4
年
に
は
外
国
人
宿
泊
者
数
が
初
め

て
日
本
人
宿
泊
者
数
を
上
回
っ
た
が
、
こ
れ

は
京
都
市
に
限
ら
ず
、
他
の
都
市
で
も
同
様

の
傾
向
だ
と
承
知
し
て
い
る
。

●
京
都
市
の
宿
泊
客
室
数
は
2
0
2
5
年
3

月
末
時
点
で
6
万
室
を
超
え
た
。
民
間
投
資

が
活
性
化
し
、
世
界
的
に
も
ま
れ
に
見
る
短

期
間
に
多
く
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
が

京
都
に
進
出
し
た
こ
と
も
あ
り
、
10
年
前
の

課
題
だ
っ
た
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
不
足
は
解
消
し

た
と
言
え
る
。
し
か
し
一
方
で
、
地
域
住

民
に
配
慮
し
な
い
利
益
至
上
主
義
の
簡
易

宿
所
や
民
泊
も
コ
ロ
ナ
禍
後
増
加
し
て
お

り
、現
在
は
京
都
市
も
そ
の
課
題
を
認
識
し
、

国
に
対
し
て
新
た
な
ル
ー
ル
の
あ
り
方
を

要
望
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

●
観
光
消
費
は
京
都
市
の
経
済
に
対
す
る
貢

献
度
が
非
常
に
高
く
、
京
都
市
の
市
内
総
生

産
に
占
め
る
観
光
客
の
消
費
経
済
効
果
は
全

国
平
均
の
2
・
7
倍
に
あ
た
る
12
・
4
％
、

市
内
雇
用
者
の
4
人
に
1
人
は
観
光
関
連
と

い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
。

●
京
都
市
は
政
令
市
の
中
で
も
比
較
的
充
実

し
た
市
営
バ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
お

り
、
74
路
線
を
運
行
し
て
い
る
。
し
か
し
黒

字
は
観
光
路
線
と
さ
れ
る
18
路
線
の
み
で
、

そ
の
収
益
が
市
民
の
足
と
な
る
他
路
線
を
維

持
す
る
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
観
光
が
地
域

経
済
活
性
化
の
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
京
都
市
を

支
え
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

●
京
都
市
は
2
0
1
0
年
策
定
の
観
光
振

興
計
画
か
ら
「
量
か
ら
質
へ
」
の
転
換
を
継

続
的
に
掲
げ
て
い
る
。
富
裕
層
の
み
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
す
る
の
で
は
な
く
、
通
年
の
需

要
を
確
保
し
つ
つ
、
知
的
好
奇
心
や
文
化

理
解
度
が
高
い
層
な
ど
を
誘
致
し
て
質
の

向
上
に
よ
っ
て
観
光
消
費
を
引
き
上
げ
る

戦
略
で
あ
る
。
M
I
C
E
顧
客
を
含
む
多

様
な
ハ
イ
エ
ン
ド
層
を
伸
ば
す
こ
と
が
、

我
々
D
M
O
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー

ロ
ー
の
仕
事
で
あ
る
。

●
2
0
0
9
年
、
経
済
産
業
省
が
日
本
で
初

め
て
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ト
ラ
ベ
ル
市
場
の
調

査
を
行
っ
て
以
降
、
こ
の
分
野
が
抱
え
る
課

題
は
現
在
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。
高

品
質
な
宿
泊
施
設
を
増
や
す
こ
と
に
加
え
、

地
域
な
ら
で
は
の
魅
力
を
深
掘
り
し
、
ラ
グ

ジ
ュ
ア
リ
ー
層
の
知
的
好
奇
心
を
満
た
す
体

験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
を
磨
き
上
げ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
要
素
を
組
み
合

わ
せ
、
テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
で
高
付
加
価
値
な

商
品
と
し
て
設
計
し
、
海
外
バ
イ
ヤ
ー
に
適

正
な
価
格
で
提
供
で
き
る
D
M
C
（
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
カ
ン

パ
ニ
ー
）
が
日
本
で
は
依
然
と
し
て
不
足
し

て
い
る
点
は
、
当
時
か
ら
指
摘
さ
れ
続
け
て

い
る
課
題
で
あ
る
。

●
京
都
で
は
地
域
D
M
C
の
育
成
・
サ
ポ
ー

ト
に
加
え
、
タ
ビ
ナ
カ
現
場
に
お
い
て
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
的
な
役
割
を
担
う
質
の
高
い
ガ

イ
ド
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
質
の
高

い
ガ
イ
ド
の
存
在
が
、
稀
有
な
文
化
体
験
を

提
供
可
能
と
し
、
京
都
が
有
す
る
至
高
の
コ

ン
テ
ン
ツ
に
対
す
る
観
光
客
の
理
解
度
が
高

ま
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。

　
2
0
2
5
年
11
月
7
日
（
金
）、
第
35
回

旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
財
団
で
は
本
年
4
月
に
京
都
事
務
所

（
J
T
B
F
京
都
観
光
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
研
究

セ
ン
タ
ー
）
を
開
設
し
た
こ
と
か
ら
、
今
年

度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
京
都
市
を
会
場
と
し

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式

に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
日
の
午
前
中
に
は
、
希
望
者
を

対
象（
10
名
限
定
）と
し
た
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
を
開
催
し
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
も
登
壇

さ
れ
たD

isco
ver N

o
h
 in
 K
yo
to

の
山

根
樹
氏
の
ガ
イ
ド
に
よ
る
能
と
茶
道
の
体
験

 

　
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、
3
県
7
市
町
村
の

広
域
連
携
に
よ
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
う

「
雪
国
観
光
圏
」の
代
表
理
事
で
あ
り
、雪
国

文
化
を
体
験
で
き
る
宿
泊
施
設
「ryu

go
n

」

を
運
営
す
る
井
口
智
裕
氏
、
長
野
県
佐
久
市

で
酒
蔵
に
泊
ま
っ
て
蔵
人
体
験
が
で
き
る

「K
U
R
A
B
IT
O
 S
T
A
Y

」
を
運
営
す
る
田

澤
麻
里
香
氏
、
1
0
0
名
以
上
の
能
楽
師
が

在
籍
す
る
京
都
市
で
、
主
に
海
外
に
向
け
て

能
楽
と
能
楽
文
化
を
発
信
普
及
す
る
事
業
に

取
り
組
む
山
根
樹
氏
、奈
良
で
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム「ku

rab
i

」を
展
開
す
る「T

ale N
avi

」

の
鬼
木
翔
平
氏
の
4
名
と
、コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
と
し
て
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
研
究

所
」
の
清
水
泰
正
氏
、
モ
デ
レ
ー
タ
ー
と
し

て
当
財
団
京
都
事
務
所
長
を
兼
任
す
る
福
永

香
織
主
任
研
究
員
が
登
壇
し
、
地
域
が
主
役

と
な
っ
て
、
い
か
に
高
付
加
価
値
観
光
を
実

現
す
る
か
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。（
井

口
氏
、
田
澤
氏
は
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
）

　
ま
ず
、「
コ
ン
テ
ン
ツ
に
マ
ッ
チ
す
る
層

写真：パネルディスカッション（左から鬼木氏、山根氏、清水氏、福永とオンライン参加の井口氏、田澤氏）

3
．パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

2
．報
告

意
識
に
大
き
な
温
度
差
が
あ
り
、
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
拒
否
す
る
蔵
も
あ
れ
ば
、
フ
ァ
ン
づ
く

り
に
活
用
す
る
蔵
も
あ
る
。
補
助
金
に
よ
っ

て
観
光
事
業
を
始
め
る
蔵
は
多
い
も
の
の
、

ほ
と
ん
ど
の
事
業
が
1
年
以
上
続
か
ず
、
私

た
ち
が
提
供
す
る
体
験
の
充
実
度
は
簡
単
に

は
真
似
で
き
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

●
山
根
氏
：
一
般
客
の
支
払
っ
た
料
金
を
学

生
の
能
楽
鑑
賞
の
支
援
に
充
て
る
仕
組
み
を

つ
く
っ
て
お
り
、
学
生
に
対
し
て
は
無
料
あ

る
い
は
低
料
金
で
能
楽
体
験
を
提
供
し
て
い

る
。
次
世
代
の
能
楽
フ
ァ
ン
の
育
成
も
、
能

楽
を
支
え
る
人
材
の
育
成
と
同
じ
く
ら
い
大

事
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
大
学
が
多
い
京

都
で
そ
う
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
最
後
に
清
水
氏
か
ら
総
括
コ
メ
ン
ト
と
し

て
、
4
人
の
共
通
要
素
と
な
る
4
点
が
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
。

●
清
水
氏
：
1
点
目
は
非
常
に
高
い
「
関
与
」

度
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
2
点
目
は
独
占
的

な
形
で
は
な
く
、
地
域
を
巻
き
込
み
な
が
ら

行
う
「
中
立
性
・
独
立
性
」
を
保
っ
て
い
る

点
で
あ
る
。
3
点
目
は
自
ら
の
価
値
観
を
押

し
付
け
ず
、
柔
軟
性
を
持
っ
て
「
余
白
を
残

す
」
こ
と
で
、
将
来
の
価
値
競
争
に
つ
な
が

る
基
盤
を
築
い
て
い
る
点
で
あ
る
。そ
し
て
、

4
点
目
と
し
て
、
こ
の
4
要
素
の
バ
ラ
ン
ス

が
い
い
事
業
姿
勢
が
、
印
象
に
残
る
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
可
能
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
治

体
や
D
M
O
に
対
し
て
は
「
パ
ネ
リ
ス
ト
の

4
名
は
個
性
も
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
地
域
の
コ

ン
テ
ン
ツ
開
発
や
誘
客
に
お
い
て
欠
か
せ
な

い
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
こ
の
4
名
を
モ
デ

ル
と
し
て
、
そ
の
個
性
や
役
割
に
つ
い
て
、

自
地
域
の
人
材
に
当
て
は
め
、
不
足
す
る

ピ
ー
ス
の
人
材
育
成
や
、
外
部
か
ら
人
材
を

地
域
に
迎
え
入
れ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」
と
提
言
し
た
。

　
最
後
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
全
体
の
総
括

と
し
て
当
財
団
の
山
田
雄
一
観
光
研
究
部

長
は
、
基
調
講
演
の
赤
星
氏
の
発
言
を
引

用
し「
少
子
高
齢
化
が
進
む
日
本
に
お
い
て
、

観
光
振
興
は
目
的
で
は
な
く
地
域
を
持
続

的
に
維
持
す
る
た
め
の

手
段
」
と
改
め
て
強
調
し

ま
し
た
。

　
「
高
付
加
価
値
と
は
、

事
業
者
自
ら
が
『
こ
れ
が

顧
客
と
コ
ン
テ
ン
ツ
の

ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消
と
高
関
心
層
の
誘
致

価
格
許
容
度
と

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
意
識
は

い
ず
れ
も
高
い

「
高
付
加
価
値
化
の
先
に
何
を
す
る
か
」

を
考
え
る

を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
「
高
付
加
価
値
観
光
の
本
質
」

を
特
集
し
た
観
光
文
化
2
6
7
号
（
2
0
2

5
年
11
月
発
行
）と
連
動
し
、「
価
値
を
創
り
、

価
値
を
呼
ぶ

　
地
域
が
主
役
の
高
付
加
価
値

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
現
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
京
都
市
に
お
け
る
高
付
加
価
値
化

戦
略
に
つ
い
て
の
基
調
講
演
、
当
財
団
と
日

本
政
策
投
資
銀
行
（
D
B
J
）
に
よ
る
高
付

加
価
値
旅
行
者
に
つ
い
て
の
共
同
調
査
の
報

に
ど
う
届
け
る
か
」
に
つ
い
て
議
論
を
行
い

ま
し
た
。

●
山
根
氏
：
自
身
の
通
訳
ガ
イ
ド
の
経
験
か

ら
、
い
わ
ゆ
る
富
裕
層
は
刺
激
に
飽
き
て
お

り
、
能
へ
の
反
応
が
淡
白
だ
と
感
じ
て
い
た

が
、
自
身
で
選
択
し
て
購
入
し
た
顧
客
は
最

も
反
応
が
良
い
と
気
づ
い
た
。
こ
の
知
見
に

基
づ
き
、
現
在
は
O
T
A
で
の
直
接
販
売
を

開
始
し
、
商
品
の
本
質
を
理
解
し
て
紹
介
し

て
く
れ
る
旅
行
会
社
と
の
連
携
を
強
化
。
単

な
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
商
品
で
は
な
く
、
能
楽

本
来
の
姿
を
伝
え
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
つ

つ
、
京
都
市
観
光
協
会
と
連
携
し
た
初
心
者

向
け
公
演
な
ど
で
顧
客
と
の
接
点
を
広
げ
て

い
る
。
ま
た
、
海
外
の
顧

客
が
ど
ん
な
チ
ャ
ネ
ル
か

ら
来
て
い
る
か
不
明
な
部

分
も
多
い
が
、
海
外
の
文

化
に
関
心
が
あ
る
層
に

と
っ
て
能
の
ミ
ニ
マ
ル
な

演
出
や
ジ
ャ
ズ
の
よ
う
な

即
興
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

好
ま
れ
、
能
楽
堂
を
貸
し

切
る
富
裕
層
の
C
E
O
か

ら
学
生
ま
で
、
幅
広
い

フ
ァ
ン
層
が
存
在
す
る
。

●
田
澤
氏
：
旅
行
会
社
を

介
す
る
と
情
報
伝
達
が
不

十
分
に
な
る
た
め
、予
約

は
1
0
0
％
自
社
サ
イ
ト

の
み
と
し
、
O
T
A
へ
の

掲
載
を
避
け
る
こ
と
で
ミ

ス
マ
ッ
チ
を
回
避
し
、
高

利
益
率
を
維
持
し
て
い

る
。
1
泊
2
日
で
約
10
万

内
的
動
機
を
重
視
し
、

希
少
性
や
専
門
性
の
高
い
活
動
を
好
む

「
客
層
ミ
ッ
ク
ス
」戦
略
と

滞
在
を
延
長
さ
せ
る

「
観
光
イ
ン
フ
ラ
」整
備

良
い
』
と
い
う
考
え
を
起
点
に
創
造
し
た
価

値
に
、
共
感
す
る
顧
客
を
集
め
る
こ
と
で

成
立
す
る
」
と
し
て
、
高
付
加
価
値
な
観
光

を
生
み
出
す
に
は
、
市
場
の
タ
ー
ゲ
テ
ィ

ン
グ
を
起
点
と
し
た
S
T
P
型
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
や
め
る
こ
と
を
提
案
。
事
業

者
が
「
自
分
た
ち
は
何
を
伝
え
た
い
の
か
」

を
考
え
、
自
ら
が
提
供
し
た
い
価
値
を
起

点
と
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
へ
移
行
す
べ

き
と
い
う
言
葉
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
J
T
B
F
で
は
旅
行
・
観
光
分

野
の
実
践
的
な
学
術
研
究
機
関
と
し
て
、

社
会
に
求
め
ら
れ
る
研
究
テ
ー
マ
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
等
の
場
を
通
じ
て
、
皆
さ
ま
に
よ
り
有

益
な
情
報
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
文
：
J
T
B
F
・
小
川
直
樹
）
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含
む
様
々
な
人
々
を
巻
き
込
む
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
旅
館
の
売
上
単
価
を
伸
ば
す

こ
と
で
は
な
く
、
地
域
を
よ
り
深
く
体
験
し

て
も
ら
う
た
め
に
連
泊
を
促
進
し
、
地
域
の

飲
食
店
の
活
性
化
の
た
め
に
宿
泊
客
に
積
極

的
に
紹
介
し
て
い
る
。
2
0
0
4
年
に
は
起

業
し
た
い
地
元
の
人
々
を
育
て
る
シ
ェ
ア
レ

ス
ト
ラ
ン
を
旅
館
内
に
開
設
し
た
ほ
か
、
旅

館
内
の
土
間
で
地
元
の
お
母
さ
ん
た
ち
に
料

理
を
教
え
て
も
ら
う
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
旅
館
と
あ
ま
り
接
点

の
な
い
学
生
に
働
く
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
も

ら
う
た
め
、
5
時
間
の
仕
事
の
手
伝
い
で
無

料
宿
泊
で
き
る
「
さ
か
と
ケ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
て
お
り
、
4
年
間
で
延
べ
4
0
0

人
の
学
生
が
利
用
し
、
新
規
採
用
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。

●
田
澤
氏
：
観
光
地
を
再
訪
す
る
大
き
な
理

由
は
世
界
遺
産
な
ど
の
景
観
よ
り
も
、『
あ

の
人
に
会
い
た
い
』
と
い
う
人
間
的
な
交
流

と
捉
え
て
お
り
、
宿
泊
客
に
対
し
て
朝
食
の

み
を
提
供
し
、
昼
夜
は
地
元
の
商
店
街
の
利

用
を
促
す
こ
と
で
、
観
光
客
を
積
極
的
に
ま

ち
へ
送
り
出
し
、
地
域
住
民
と
の
接
点
を
意

図
的
に
つ
く
っ
て
い
る
。

　
日
本
酒
業
界
で
は
、
観
光
事
業
に
対
す
る

意
識
に
大
き
な
温
度
差
が
あ
り
、
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
拒
否
す
る
蔵
も
あ
れ
ば
、
フ
ァ
ン
づ
く

り
に
活
用
す
る
蔵
も
あ
る
。
補
助
金
に
よ
っ

て
観
光
事
業
を
始
め
る
蔵
は
多
い
も
の
の
、

ほ
と
ん
ど
の
事
業
が
1
年
以
上
続
か
ず
、
私

た
ち
が
提
供
す
る
体
験
の
充
実
度
は
簡
単
に

は
真
似
で
き
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

●
山
根
氏
：
一
般
客
の
支
払
っ
た
料
金
を
学

生
の
能
楽
鑑
賞
の
支
援
に
充
て
る
仕
組
み
を

つ
く
っ
て
お
り
、
学
生
に
対
し
て
は
無
料
あ

る
い
は
低
料
金
で
能
楽
体
験
を
提
供
し
て
い

る
。
次
世
代
の
能
楽
フ
ァ
ン
の
育
成
も
、
能

楽
を
支
え
る
人
材
の
育
成
と
同
じ
く
ら
い
大

事
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
大
学
が
多
い
京

都
で
そ
う
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
最
後
に
清
水
氏
か
ら
総
括
コ
メ
ン
ト
と
し

て
、
4
人
の
共
通
要
素
と
な
る
4
点
が
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
。

●
清
水
氏
：
1
点
目
は
非
常
に
高
い
「
関
与
」

度
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
2
点
目
は
独
占
的

な
形
で
は
な
く
、
地
域
を
巻
き
込
み
な
が
ら

行
う
「
中
立
性
・
独
立
性
」
を
保
っ
て
い
る

点
で
あ
る
。
3
点
目
は
自
ら
の
価
値
観
を
押

し
付
け
ず
、
柔
軟
性
を
持
っ
て
「
余
白
を
残

す
」
こ
と
で
、
将
来
の
価
値
競
争
に
つ
な
が

る
基
盤
を
築
い
て
い
る
点
で
あ
る
。そ
し
て
、

4
点
目
と
し
て
、
こ
の
4
要
素
の
バ
ラ
ン
ス

イ
ン
フ
ラ
の
不
足
が
、
観
光
客
の
短
時
間
滞

在
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。
そ
の

「
も
っ
た
い
な
さ
」
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
、

来
訪
者
に
予
想
外
の
出
会
い
を
提
供
す
る
た

め
、
送
迎
付
き
の
体
験
提
供
や
ホ
テ
ル
の
フ

ロ
ン
ト
と
の
連
携
な
ど
、
す
ぐ
に
体
験
に
参

加
し
や
す
く
な
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
意
識
的

に
行
っ
て
い
る
。
体
験
提
供
者
に
負
担
を
か

け
な
い
た
め
特
別
な
準
備
を
求
め
ず
、
職
人

や
地
元
の
剣
道
教
室
な
ど
が
普
段
行
っ
て
い

る
仕
事
や
活
動
に
観
光
客
が
参
加
す
る
形
式

を
と
り
、
リ
ア
ル
な
日
常
体
験
が
見
た
い
観

光
客
の
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
事
業

の
継
続
性
を
確
保
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
仕

組
み
が
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
整
え
ば
、
他
の
事

業
者
も
参
入
し
て
く
る
の
で
は
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
顧
客
と
継
続
的
な
関
係
を
築
く

た
め
、
奈
良
の
お
茶
を
2
ヶ
月
に
一
度
サ
ブ

ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
で
届
け
る
こ
と
で
帰
宅
後

も
つ
な
が
り
を
保
ち
、
再
訪
を
促
進
す
る
こ

と
を
K
P
I
と
し
て
追
求
し
て
い
る
。

　
続
い
て
、
地
域
で
の
持
続
可
能
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
話
題
が
移
り
ま
し
た
。

●
井
口
氏
：
地
域
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と

を
最
大
の
思
想
と
し
て
掲
げ
、
地
域
住
民
を

●
一
方
で
、
我
々
観
光
振
興
政
策
に
携
わ
る

者
は
、
今
一
度
根
本
に
立
ち
返
り
、
そ
も
そ

も
何
の
た
め
の
高
付
加
価
値
化
戦
略
な
の

か
、
観
光
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
全
国
各
地
で
皆
が
一
斉
に

高
付
加
価
値
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
誘
致
を
目

指
す
必
要
は
な
く
、自
分
た
ち
の
地
域
性
や
、

観
光
産
業
関
連
事
業
者
の
集
積
度
合
や
コ
ン

テ
ン
ツ
を
し
っ
か
り
見
直
し
、
場
合
に
よ
っ

て
は
目
の
肥
え
た
日
本
人
の
お
客
様
に
ま
ず

は
認
め
て
も
ら
う
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
。 

●
し
か
し
な
が
ら
現
状
は
、「
と
り
あ
え
ず

国
の
補
助
金
が
出
る
の
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向

け
に
高
付
加
価
値
な
商
品
を
作
っ
て
い
こ

う
」
と
い
っ
た
地
域
が
多
く
見
ら
れ
、
行
政

か
ら
の
補
助
金
が
途
切
れ
た
ら
事
業
も
終
わ

る
よ
う
な
「
な
ん
ち
ゃ
っ
て
高
付
加
価
値
戦

略
事
業
」
が
ば
っ
こ
し
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。
本
来
、
地
域
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の

手
段
で
あ
っ
た
は
ず
の
高
付
加
価
値
観
光
振

興
が
、
目
的
化
し
て
い
る
面
は
改
め
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

●
我
々
は
高
付
加
価
値
化
し
た
先
に
何
を
す

る
か
、
何
の
た
め
の
観
光
振
興
な
の
か
を
今

一
度
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
目
先
の
観
光
客

数
や
稼
働
を
求
め
ダ
ン
ピ
ン
グ
合
戦
に
よ

り
、
利
益
を
削
っ
て
い
く
観
光
ス
タ
イ
ル
で

は
な
く
、
高
付
加
価
値
型
な
観
光
の
実
現
に

よ
っ
て
、
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
解
決
す

る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

●
京
都
の
例
で
申
し
上
げ
れ
ば
、
域
外
か
ら

新
た
な
投
資
を
呼
び
込
み
、
安
定
し
た
雇
用

を
つ
く
り
、
宿
泊
税
な
ど
を
活
用
し
、
国
民

や
市
民
の
財
産
で
あ
る
文
化
財
を
保
全
し
、

住
民
の
生
活
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
、
都
市
の

活
力
を
高
め
て
い
く
、
と
い
っ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
様
々
な
施
策

を
企
画
立
案
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　
当
財
団
の
柿
島
あ
か
ね
上
席
主
任
研
究
員

か
ら
は
「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・

欧
米
豪 

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査 

2
0
2
5
年
度
版
」
の
結
果
か
ら
、
高
付
加

価
値
旅
行
者
に
焦
点
を
当
て
た
内
容
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
高
付
加
価
値
旅
行
者
層
は
訪
日

旅
行
1
回
あ
た
り
の
支
出
が
1
0
0
万
円
以

上
と
日
本
政
府
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
、
訪
日

客
全
体
の
1
％
で
14
％
の
旅
行
消
費
額
を
占

め
て
い
ま
す
。
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通

り
で
す
。

●
高
付
加
価
値
旅
行
者
は
、
20
〜
40
代
の

高
収
入
層
の
割
合
が
高
く
、職
業
は
会
社
員
、

国
籍
は
東
ア
ジ
ア
が
半
数
以
上
で
中
国
が

多
い
。

●
訪
日
動
機
は
新
し
い
体
験
に
よ
る
成
長
、

学
び
な
ど
の
「
自
己
実
現
」
と
、
地
域
文
化
・

生
活
へ
の
主
体
的
な
関
わ
り
な
ど
本
物
に
触

れ
る
「
真
正
性
」
の
2
つ
の
内
的
動
機
が
重

視
さ
れ
、
高
付
加
価
値
旅
行
者
層
は
68
％
が

両
方
と
も
に
高
く
な
っ
て
い
る
。
周
囲
の
人

や
S
N
S
に
向
け
て
体
験
を
語
っ
た
り
自
慢

で
き
る
、
承
認
や
ス
テ
ー
タ
ス
に
関
わ
る
価

値
も
重
視
さ
れ
て
い
る
。

●「
食
」「
歴
史
」「
安
全
性
」
と
い
っ
た
観
光

地
の
魅
力
に
対
す
る
関
心
度
は
、
訪
日
旅
行

1
回
あ
た
り
の
支
出
が
1
0
0
万
円
未
満
の

一
般
層
と
の
差
が
小
さ
く
、「
優
先
入
場
」「
特

別
席
」
な
ど
の
上
位
オ
プ
シ
ョ
ン
に
よ
る
段

階
的
課
金
が
有
効
と
考
え
ら
れ
る
。

●
希
少
性
や
専
門
性
の
高
い
活
動
が
選
ば
れ

や
す
く
、
地
方
で
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
ウ
ィ

ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
動
植
物
観
賞
な
ど
の
達

成
型
の
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
活
動
」
が
該
当
す
る
。

一
方
で
高
付
加
価
値
旅
行
者
の
地
方
訪
問
意

向
が
あ
ま
り
高
く
な
い
と
い
う
傾
向
も
見
ら

れ
、
準
備
や
移
動
な
ど
の
手
間
の
解
消
が
参

加
促
進
の
ポ
イ
ン
ト
と
考
え
ら
れ
る
。

●
高
付
加
価
値
層
の
約
7
割
が
体
験
へ
の
追

加
支
払
い
の
意
思
が
あ
り
、
約
2
割
は
質
の

高
い
体
験
に
対
す
る
50
％
以
上
の
価
格
上
乗

せ
を
許
容
し
て
い
る
。
こ
れ
は
品
質
を
優
先

す
る
姿
勢
を
示
し
て
お
り
、
希
少
・
専
門
性

の
高
い
活
動
に
は
2
〜
5
割
増
の
価
格
設
定

も
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。

●
約
9
割
が
観
光
地
や
宿
泊
施
設
の
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
取
り
組
み
を
重
視
し
、
観
光
地
維

持
の
た
め
の
金
銭
負
担
へ
の
賛
成
の
割
合
も

約
9
割
に
上
る
。

●
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
商
品
の
利
用
や
認

可
ガ
イ
ド
の
選
択
な
ど
、
金
銭
コ
ス
ト
や
積

極
的
な
選
択
を
伴
う「
利
他
的
な
取
り
組
み
」

や
、
体
験
満
足
と
地
域
貢
献
の
両
立
を
志
向

す
る
。
協
力
金
を
明
示
し
て
料
金
に
含
め
る

こ
と
は
、
価
格
へ
の
納
得
感
や
自
己
顕
示

ニ
ー
ズ
に
訴
求
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

告
、
高
付
加
価
値
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
地

域
で
提
供
す
る
パ
ネ
リ
ス
ト
4
名
を
迎
え
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
開
催
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　
京
都
市
観
光
協
会（
D
M
O 

K
Y
O
T
O
）

の
赤
星
周
平
氏
よ
り
、
京
都
市
に
お
け
る
観

光
の
現
状
と
課
題
、「
量
か
ら
質
へ
」
の
転

換
を
軸
と
し
た
高
付
加
価
値
化
戦
略
に
つ
い

て
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
概
要
は
以
下
の

通
り
で
す
。

●
京
都
市
観
光
協
会
と
京
都
文
化
交
流
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
と
も
に
京
都

市
の
観
光
M
I
C
E
推
進
室
を
司
令
塔
と
し

て
、
京
都
観
光
政
策
の
企
画
実
行
部
隊
と
し

て
活
動
し
て
お
り
、
商
工
会
議
所
や
地
元
の

大
学
な
ど
と
連
携
し
た
「
オ
ー
ル
京
都
」
の

体
制
で
、
共
通
デ
ー
タ
を
基
に
一
体
的
に
観

光
政
策
を
推
進
し
て
い
る
。

●
京
都
市
で
は
日
帰
り
・
宿
泊
含
め
年
間

5
0
0
0
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
て
お
り
、

2
0
2
4
年
に
は
外
国
人
宿
泊
者
数
が
初
め

て
日
本
人
宿
泊
者
数
を
上
回
っ
た
が
、
こ
れ

は
京
都
市
に
限
ら
ず
、
他
の
都
市
で
も
同
様

の
傾
向
だ
と
承
知
し
て
い
る
。

●
京
都
市
の
宿
泊
客
室
数
は
2
0
2
5
年
3

月
末
時
点
で
6
万
室
を
超
え
た
。
民
間
投
資

が
活
性
化
し
、
世
界
的
に
も
ま
れ
に
見
る
短

期
間
に
多
く
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
が

京
都
に
進
出
し
た
こ
と
も
あ
り
、
10
年
前
の

課
題
だ
っ
た
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
不
足
は
解
消
し

た
と
言
え
る
。
し
か
し
一
方
で
、
地
域
住

民
に
配
慮
し
な
い
利
益
至
上
主
義
の
簡
易

宿
所
や
民
泊
も
コ
ロ
ナ
禍
後
増
加
し
て
お

り
、現
在
は
京
都
市
も
そ
の
課
題
を
認
識
し
、

国
に
対
し
て
新
た
な
ル
ー
ル
の
あ
り
方
を

要
望
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

●
観
光
消
費
は
京
都
市
の
経
済
に
対
す
る
貢

献
度
が
非
常
に
高
く
、
京
都
市
の
市
内
総
生

産
に
占
め
る
観
光
客
の
消
費
経
済
効
果
は
全

国
平
均
の
2
・
7
倍
に
あ
た
る
12
・
4
％
、

市
内
雇
用
者
の
4
人
に
1
人
は
観
光
関
連
と

い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
。

●
京
都
市
は
政
令
市
の
中
で
も
比
較
的
充
実

し
た
市
営
バ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
お

り
、
74
路
線
を
運
行
し
て
い
る
。
し
か
し
黒

字
は
観
光
路
線
と
さ
れ
る
18
路
線
の
み
で
、

そ
の
収
益
が
市
民
の
足
と
な
る
他
路
線
を
維

持
す
る
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
観
光
が
地
域

経
済
活
性
化
の
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
京
都
市
を

支
え
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

●
京
都
市
は
2
0
1
0
年
策
定
の
観
光
振

興
計
画
か
ら
「
量
か
ら
質
へ
」
の
転
換
を
継

続
的
に
掲
げ
て
い
る
。
富
裕
層
の
み
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
す
る
の
で
は
な
く
、
通
年
の
需

要
を
確
保
し
つ
つ
、
知
的
好
奇
心
や
文
化

理
解
度
が
高
い
層
な
ど
を
誘
致
し
て
質
の

向
上
に
よ
っ
て
観
光
消
費
を
引
き
上
げ
る

戦
略
で
あ
る
。
M
I
C
E
顧
客
を
含
む
多

様
な
ハ
イ
エ
ン
ド
層
を
伸
ば
す
こ
と
が
、

我
々
D
M
O
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー

ロ
ー
の
仕
事
で
あ
る
。

●
2
0
0
9
年
、
経
済
産
業
省
が
日
本
で
初

め
て
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ト
ラ
ベ
ル
市
場
の
調

査
を
行
っ
て
以
降
、
こ
の
分
野
が
抱
え
る
課

題
は
現
在
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。
高

品
質
な
宿
泊
施
設
を
増
や
す
こ
と
に
加
え
、

地
域
な
ら
で
は
の
魅
力
を
深
掘
り
し
、
ラ
グ

ジ
ュ
ア
リ
ー
層
の
知
的
好
奇
心
を
満
た
す
体

験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
を
磨
き
上
げ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
要
素
を
組
み
合

わ
せ
、
テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
で
高
付
加
価
値
な

商
品
と
し
て
設
計
し
、
海
外
バ
イ
ヤ
ー
に
適

正
な
価
格
で
提
供
で
き
る
D
M
C
（
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
カ
ン

パ
ニ
ー
）
が
日
本
で
は
依
然
と
し
て
不
足
し

て
い
る
点
は
、
当
時
か
ら
指
摘
さ
れ
続
け
て

い
る
課
題
で
あ
る
。

●
京
都
で
は
地
域
D
M
C
の
育
成
・
サ
ポ
ー

ト
に
加
え
、
タ
ビ
ナ
カ
現
場
に
お
い
て
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
的
な
役
割
を
担
う
質
の
高
い
ガ

イ
ド
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
質
の
高

い
ガ
イ
ド
の
存
在
が
、
稀
有
な
文
化
体
験
を

提
供
可
能
と
し
、
京
都
が
有
す
る
至
高
の
コ

ン
テ
ン
ツ
に
対
す
る
観
光
客
の
理
解
度
が
高

ま
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。

　
2
0
2
5
年
11
月
7
日
（
金
）、
第
35
回

旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
財
団
で
は
本
年
4
月
に
京
都
事
務
所

（
J
T
B
F
京
都
観
光
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
研
究

セ
ン
タ
ー
）
を
開
設
し
た
こ
と
か
ら
、
今
年

度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
京
都
市
を
会
場
と
し

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式

に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
日
の
午
前
中
に
は
、
希
望
者
を

対
象（
10
名
限
定
）と
し
た
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
を
開
催
し
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
も
登
壇

さ
れ
たD

isco
ver N

o
h
 in
 K
yo
to

の
山

根
樹
氏
の
ガ
イ
ド
に
よ
る
能
と
茶
道
の
体
験

 

　
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、
3
県
7
市
町
村
の

広
域
連
携
に
よ
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
う

「
雪
国
観
光
圏
」の
代
表
理
事
で
あ
り
、雪
国

文
化
を
体
験
で
き
る
宿
泊
施
設
「ryu

go
n

」

を
運
営
す
る
井
口
智
裕
氏
、
長
野
県
佐
久
市

で
酒
蔵
に
泊
ま
っ
て
蔵
人
体
験
が
で
き
る

「K
U
R
A
B
IT
O
 S
T
A
Y

」
を
運
営
す
る
田

澤
麻
里
香
氏
、
1
0
0
名
以
上
の
能
楽
師
が

在
籍
す
る
京
都
市
で
、
主
に
海
外
に
向
け
て

能
楽
と
能
楽
文
化
を
発
信
普
及
す
る
事
業
に

取
り
組
む
山
根
樹
氏
、奈
良
で
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム「ku

rab
i

」を
展
開
す
る「T

ale N
avi

」

の
鬼
木
翔
平
氏
の
4
名
と
、コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
と
し
て
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
研
究

所
」
の
清
水
泰
正
氏
、
モ
デ
レ
ー
タ
ー
と
し

て
当
財
団
京
都
事
務
所
長
を
兼
任
す
る
福
永

香
織
主
任
研
究
員
が
登
壇
し
、
地
域
が
主
役

と
な
っ
て
、
い
か
に
高
付
加
価
値
観
光
を
実

現
す
る
か
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。（
井

口
氏
、
田
澤
氏
は
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
）

　
ま
ず
、「
コ
ン
テ
ン
ツ
に
マ
ッ
チ
す
る
層

3
．パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

2
．報
告

が
い
い
事
業
姿
勢
が
、
印
象
に
残
る
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
可
能
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
治

体
や
D
M
O
に
対
し
て
は
「
パ
ネ
リ
ス
ト
の

4
名
は
個
性
も
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
地
域
の
コ

ン
テ
ン
ツ
開
発
や
誘
客
に
お
い
て
欠
か
せ
な

い
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
こ
の
4
名
を
モ
デ

ル
と
し
て
、
そ
の
個
性
や
役
割
に
つ
い
て
、

自
地
域
の
人
材
に
当
て
は
め
、
不
足
す
る

ピ
ー
ス
の
人
材
育
成
や
、
外
部
か
ら
人
材
を

地
域
に
迎
え
入
れ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」
と
提
言
し
た
。

　
最
後
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
全
体
の
総
括

と
し
て
当
財
団
の
山
田
雄
一
観
光
研
究
部

長
は
、
基
調
講
演
の
赤
星
氏
の
発
言
を
引

用
し「
少
子
高
齢
化
が
進
む
日
本
に
お
い
て
、

観
光
振
興
は
目
的
で
は
な
く
地
域
を
持
続

的
に
維
持
す
る
た
め
の
手
段
」
と
改
め
て
強

調
し
ま
し
た
。

　
「
高
付
加
価
値
と
は
、
事
業
者
自
ら
が
『
こ

れ
が
良
い
』
と
い
う
考
え
を
起
点
に
創
造
し

た
価
値
に
、
共
感
す
る
顧
客
を
集
め
る
こ
と

で
成
立
す
る
」
と
し
て
、
高
付
加
価
値
な
観

光
を
生
み
出
す
に
は
、
市
場
の
タ
ー
ゲ
テ
ィ

ン
グ
を
起
点
と
し
た
S
T
P
型
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
や
め
る
こ
と
を
提
案
。
事
業
者

が
「
自
分
た
ち
は
何
を
伝
え
た
い
の
か
」
を

考
え
、
自
ら
が
提
供
し
た
い
価
値
を
起
点
と

し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
へ
移
行
す
べ
き
と
い

う
言
葉
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
J
T
B
F
で
は
旅
行
・
観
光
分
野

の
実
践
的
な
学
術
研
究
機
関
と
し
て
、
社
会

に
求
め
ら
れ
る
研
究
テ
ー
マ
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
の
場

を
通
じ
て
、
皆
さ
ま
に
よ
り
有
益
な
情
報
を

提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
：
J
T
B
F
・
小
川
直
樹
）

顧
客
と
コ
ン
テ
ン
ツ
の

ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消
と
高
関
心
層
の
誘
致

価
格
許
容
度
と

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
意
識
は

い
ず
れ
も
高
い

「
高
付
加
価
値
化
の
先
に
何
を
す
る
か
」

を
考
え
る

持
続
可
能
な
観
光
を
支
え
る

「
地
域
内
外
の
連
携
」と「
人
的
交
流
」

を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
「
高
付
加
価
値
観
光
の
本
質
」

を
特
集
し
た
観
光
文
化
2
6
7
号
（
2
0
2

5
年
11
月
発
行
）と
連
動
し
、「
価
値
を
創
り
、

価
値
を
呼
ぶ

　
地
域
が
主
役
の
高
付
加
価
値

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
現
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
京
都
市
に
お
け
る
高
付
加
価
値
化

戦
略
に
つ
い
て
の
基
調
講
演
、
当
財
団
と
日

本
政
策
投
資
銀
行
（
D
B
J
）
に
よ
る
高
付

加
価
値
旅
行
者
に
つ
い
て
の
共
同
調
査
の
報

に
ど
う
届
け
る
か
」
に
つ
い
て
議
論
を
行
い

ま
し
た
。

●
山
根
氏
：
自
身
の
通
訳
ガ
イ
ド
の
経
験
か

ら
、
い
わ
ゆ
る
富
裕
層
は
刺
激
に
飽
き
て
お

り
、
能
へ
の
反
応
が
淡
白
だ
と
感
じ
て
い
た

が
、
自
身
で
選
択
し
て
購
入
し
た
顧
客
は
最

も
反
応
が
良
い
と
気
づ
い
た
。
こ
の
知
見
に

基
づ
き
、
現
在
は
O
T
A
で
の
直
接
販
売
を

開
始
し
、
商
品
の
本
質
を
理
解
し
て
紹
介
し

て
く
れ
る
旅
行
会
社
と
の
連
携
を
強
化
。
単

な
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
商
品
で
は
な
く
、
能
楽

本
来
の
姿
を
伝
え
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
つ

つ
、
京
都
市
観
光
協
会
と
連
携
し
た
初
心
者

向
け
公
演
な
ど
で
顧
客
と
の
接
点
を
広
げ
て

い
る
。
ま
た
、
海
外
の
顧
客
が
ど
ん
な
チ
ャ

ネ
ル
か
ら
来
て
い
る
か
不
明
な
部
分
も
多
い

が
、
海
外
の
文
化
に
関
心
が
あ
る
層
に
と
っ

て
能
の
ミ
ニ
マ
ル
な
演
出
や
ジ
ャ
ズ
の
よ
う

な
即
興
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
好
ま
れ
、
能
楽

堂
を
貸
し
切
る
富
裕
層
の
C
E
O
か
ら
学
生

ま
で
、
幅
広
い
フ
ァ
ン
層
が
存
在
す
る
。

●
田
澤
氏
：
旅
行
会
社
を
介
す
る
と
情
報
伝

達
が
不
十
分
に
な
る
た
め
、予
約
は
1
0
0
％

自
社
サ
イ
ト
の
み
と
し
、
O
T
A
へ
の
掲
載

を
避
け
る
こ
と
で
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
回
避
し
、

高
利
益
率
を
維
持
し
て
い
る
。
1
泊
2
日
で

約
10
万
円
と
い
う
高
価
格
設
定
と
説
明
し
す

ぎ
な
い
サ
イ
ト
デ
ザ
イ
ン
、
英
語
と
日
本
語

の
2
言
語
表
記
と
す
る
こ
と
で
、「
来
て
欲

し
い
顧
客
に
来
て
い
た
だ
く
」フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
戦
略
に
よ
り
熱
心

な
顧
客
が
遠
方
か
ら
も
集
ま
り
、
サ
ー
ビ
ス

に
深
く
感
動
し
「
50
万
円
で
も
喜
ん
で
支
払

う
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

●
井
口
氏
：
地
域
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
差
別

化
を
図
る
目
的
で
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
絞
り
込

み
す
ぎ
る
現
状
に
対
し
て
疑
問
に
感
じ
て
い

る
。ryu

go
n

で
は
、年
間
を
通
じ
て
効
率
よ

く
客
室
を
埋
め
る
た
め
の『
客
層
ミ
ッ
ク
ス
』

が
最
も
重
要
と
考
え
て
い
る
。自
社
の
こ
だ
わ

り
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
完
全
に
フ
ィ
ッ
ト

す
る
顧
客
は
、肌
感
覚
で
1
割
に
も
満
た
ず
、

現
状
は
O
T
A
や
ツ
ア
ー
利
用
の
約
9
割
の

顧
客
が
売
上
げ
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
の
が
実

情
で
あ
り
、
マ
ッ
チ
す
る
顧
客
の
比
率
を

徐
々
に
増
や
し
、
こ
だ
わ
り
と
売
上
げ
を
両

立
さ
せ
る
環
境
を
目
指
し
た
い
。
ま
た
、
一

般
的
に
富
裕
層
は
均
一
な
品
質
の
サ
ー
ビ
ス

に
価
値
を
認
め
る
傾
向
が
あ
る
一
方
、
地
域

ら
し
さ
が
体
験
で
き
る
施
設
を
評
価
し
て
高

額
を
払
う
層
も
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

●
鬼
木
氏
：
奈
良
観
光
の
課
題
と
し
て
観
光

内
的
動
機
を
重
視
し
、

希
少
性
や
専
門
性
の
高
い
活
動
を
好
む

「
客
層
ミ
ッ
ク
ス
」戦
略
と

滞
在
を
延
長
さ
せ
る

「
観
光
イ
ン
フ
ラ
」整
備
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含
む
様
々
な
人
々
を
巻
き
込
む
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
旅
館
の
売
上
単
価
を
伸
ば
す

こ
と
で
は
な
く
、
地
域
を
よ
り
深
く
体
験
し

て
も
ら
う
た
め
に
連
泊
を
促
進
し
、
地
域
の

飲
食
店
の
活
性
化
の
た
め
に
宿
泊
客
に
積
極

的
に
紹
介
し
て
い
る
。
2
0
0
4
年
に
は
起

業
し
た
い
地
元
の
人
々
を
育
て
る
シ
ェ
ア
レ

ス
ト
ラ
ン
を
旅
館
内
に
開
設
し
た
ほ
か
、
旅

館
内
の
土
間
で
地
元
の
お
母
さ
ん
た
ち
に
料

理
を
教
え
て
も
ら
う
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
旅
館
と
あ
ま
り
接
点

の
な
い
学
生
に
働
く
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
も

ら
う
た
め
、
5
時
間
の
仕
事
の
手
伝
い
で
無

料
宿
泊
で
き
る
「
さ
か
と
ケ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
て
お
り
、
4
年
間
で
延
べ
4
0
0

人
の
学
生
が
利
用
し
、
新
規
採
用
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。

●
田
澤
氏
：
観
光
地
を
再
訪
す
る
大
き
な
理

由
は
世
界
遺
産
な
ど
の
景
観
よ
り
も
、『
あ

の
人
に
会
い
た
い
』
と
い
う
人
間
的
な
交
流

と
捉
え
て
お
り
、
宿
泊
客
に
対
し
て
朝
食
の

み
を
提
供
し
、
昼
夜
は
地
元
の
商
店
街
の
利

用
を
促
す
こ
と
で
、
観
光
客
を
積
極
的
に
ま

ち
へ
送
り
出
し
、
地
域
住
民
と
の
接
点
を
意

図
的
に
つ
く
っ
て
い
る
。

　
日
本
酒
業
界
で
は
、
観
光
事
業
に
対
す
る

意
識
に
大
き
な
温
度
差
が
あ
り
、
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
拒
否
す
る
蔵
も
あ
れ
ば
、
フ
ァ
ン
づ
く

り
に
活
用
す
る
蔵
も
あ
る
。
補
助
金
に
よ
っ

て
観
光
事
業
を
始
め
る
蔵
は
多
い
も
の
の
、

ほ
と
ん
ど
の
事
業
が
1
年
以
上
続
か
ず
、
私

た
ち
が
提
供
す
る
体
験
の
充
実
度
は
簡
単
に

は
真
似
で
き
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

●
山
根
氏
：
一
般
客
の
支
払
っ
た
料
金
を
学

生
の
能
楽
鑑
賞
の
支
援
に
充
て
る
仕
組
み
を

つ
く
っ
て
お
り
、
学
生
に
対
し
て
は
無
料
あ

る
い
は
低
料
金
で
能
楽
体
験
を
提
供
し
て
い

る
。
次
世
代
の
能
楽
フ
ァ
ン
の
育
成
も
、
能

楽
を
支
え
る
人
材
の
育
成
と
同
じ
く
ら
い
大

事
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
大
学
が
多
い
京

都
で
そ
う
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
最
後
に
清
水
氏
か
ら
総
括
コ
メ
ン
ト
と
し

て
、
4
人
の
共
通
要
素
と
な
る
4
点
が
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
。

●
清
水
氏
：
1
点
目
は
非
常
に
高
い
「
関
与
」

度
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
2
点
目
は
独
占
的

な
形
で
は
な
く
、
地
域
を
巻
き
込
み
な
が
ら

行
う
「
中
立
性
・
独
立
性
」
を
保
っ
て
い
る

点
で
あ
る
。
3
点
目
は
自
ら
の
価
値
観
を
押

し
付
け
ず
、
柔
軟
性
を
持
っ
て
「
余
白
を
残

す
」
こ
と
で
、
将
来
の
価
値
競
争
に
つ
な
が

る
基
盤
を
築
い
て
い
る
点
で
あ
る
。そ
し
て
、

4
点
目
と
し
て
、
こ
の
4
要
素
の
バ
ラ
ン
ス

イ
ン
フ
ラ
の
不
足
が
、
観
光
客
の
短
時
間
滞

在
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。
そ
の

「
も
っ
た
い
な
さ
」
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
、

来
訪
者
に
予
想
外
の
出
会
い
を
提
供
す
る
た

め
、
送
迎
付
き
の
体
験
提
供
や
ホ
テ
ル
の
フ

ロ
ン
ト
と
の
連
携
な
ど
、
す
ぐ
に
体
験
に
参

加
し
や
す
く
な
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
意
識
的

に
行
っ
て
い
る
。
体
験
提
供
者
に
負
担
を
か

け
な
い
た
め
特
別
な
準
備
を
求
め
ず
、
職
人

や
地
元
の
剣
道
教
室
な
ど
が
普
段
行
っ
て
い

る
仕
事
や
活
動
に
観
光
客
が
参
加
す
る
形
式

を
と
り
、
リ
ア
ル
な
日
常
体
験
が
見
た
い
観

光
客
の
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
事
業

の
継
続
性
を
確
保
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
仕

組
み
が
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
整
え
ば
、
他
の
事

業
者
も
参
入
し
て
く
る
の
で
は
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
顧
客
と
継
続
的
な
関
係
を
築
く

た
め
、
奈
良
の
お
茶
を
2
ヶ
月
に
一
度
サ
ブ

ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
で
届
け
る
こ
と
で
帰
宅
後

も
つ
な
が
り
を
保
ち
、
再
訪
を
促
進
す
る
こ

と
を
K
P
I
と
し
て
追
求
し
て
い
る
。

　
続
い
て
、
地
域
で
の
持
続
可
能
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
話
題
が
移
り
ま
し
た
。

●
井
口
氏
：
地
域
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と

を
最
大
の
思
想
と
し
て
掲
げ
、
地
域
住
民
を

●
一
方
で
、
我
々
観
光
振
興
政
策
に
携
わ
る

者
は
、
今
一
度
根
本
に
立
ち
返
り
、
そ
も
そ

も
何
の
た
め
の
高
付
加
価
値
化
戦
略
な
の

か
、
観
光
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
全
国
各
地
で
皆
が
一
斉
に

高
付
加
価
値
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
誘
致
を
目

指
す
必
要
は
な
く
、自
分
た
ち
の
地
域
性
や
、

観
光
産
業
関
連
事
業
者
の
集
積
度
合
や
コ
ン

テ
ン
ツ
を
し
っ
か
り
見
直
し
、
場
合
に
よ
っ

て
は
目
の
肥
え
た
日
本
人
の
お
客
様
に
ま
ず

は
認
め
て
も
ら
う
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
。 

●
し
か
し
な
が
ら
現
状
は
、「
と
り
あ
え
ず

国
の
補
助
金
が
出
る
の
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向

け
に
高
付
加
価
値
な
商
品
を
作
っ
て
い
こ

う
」
と
い
っ
た
地
域
が
多
く
見
ら
れ
、
行
政

か
ら
の
補
助
金
が
途
切
れ
た
ら
事
業
も
終
わ

る
よ
う
な
「
な
ん
ち
ゃ
っ
て
高
付
加
価
値
戦

略
事
業
」
が
ば
っ
こ
し
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。
本
来
、
地
域
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の

手
段
で
あ
っ
た
は
ず
の
高
付
加
価
値
観
光
振

興
が
、
目
的
化
し
て
い
る
面
は
改
め
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

●
我
々
は
高
付
加
価
値
化
し
た
先
に
何
を
す

る
か
、
何
の
た
め
の
観
光
振
興
な
の
か
を
今

一
度
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
目
先
の
観
光
客

数
や
稼
働
を
求
め
ダ
ン
ピ
ン
グ
合
戦
に
よ

り
、
利
益
を
削
っ
て
い
く
観
光
ス
タ
イ
ル
で

は
な
く
、
高
付
加
価
値
型
な
観
光
の
実
現
に

よ
っ
て
、
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
解
決
す

る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

●
京
都
の
例
で
申
し
上
げ
れ
ば
、
域
外
か
ら

新
た
な
投
資
を
呼
び
込
み
、
安
定
し
た
雇
用

を
つ
く
り
、
宿
泊
税
な
ど
を
活
用
し
、
国
民

や
市
民
の
財
産
で
あ
る
文
化
財
を
保
全
し
、

住
民
の
生
活
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
、
都
市
の

活
力
を
高
め
て
い
く
、
と
い
っ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
様
々
な
施
策

を
企
画
立
案
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　
当
財
団
の
柿
島
あ
か
ね
上
席
主
任
研
究
員

か
ら
は
「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・

欧
米
豪 

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査 

2
0
2
5
年
度
版
」
の
結
果
か
ら
、
高
付
加

価
値
旅
行
者
に
焦
点
を
当
て
た
内
容
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
高
付
加
価
値
旅
行
者
層
は
訪
日

旅
行
1
回
あ
た
り
の
支
出
が
1
0
0
万
円
以

上
と
日
本
政
府
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
、
訪
日

客
全
体
の
1
％
で
14
％
の
旅
行
消
費
額
を
占

め
て
い
ま
す
。
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通

り
で
す
。

●
高
付
加
価
値
旅
行
者
は
、
20
〜
40
代
の

高
収
入
層
の
割
合
が
高
く
、職
業
は
会
社
員
、

国
籍
は
東
ア
ジ
ア
が
半
数
以
上
で
中
国
が

多
い
。

●
訪
日
動
機
は
新
し
い
体
験
に
よ
る
成
長
、

学
び
な
ど
の
「
自
己
実
現
」
と
、
地
域
文
化
・

生
活
へ
の
主
体
的
な
関
わ
り
な
ど
本
物
に
触

れ
る
「
真
正
性
」
の
2
つ
の
内
的
動
機
が
重

視
さ
れ
、
高
付
加
価
値
旅
行
者
層
は
68
％
が

両
方
と
も
に
高
く
な
っ
て
い
る
。
周
囲
の
人

や
S
N
S
に
向
け
て
体
験
を
語
っ
た
り
自
慢

で
き
る
、
承
認
や
ス
テ
ー
タ
ス
に
関
わ
る
価

値
も
重
視
さ
れ
て
い
る
。

●「
食
」「
歴
史
」「
安
全
性
」
と
い
っ
た
観
光

地
の
魅
力
に
対
す
る
関
心
度
は
、
訪
日
旅
行

1
回
あ
た
り
の
支
出
が
1
0
0
万
円
未
満
の

一
般
層
と
の
差
が
小
さ
く
、「
優
先
入
場
」「
特

別
席
」
な
ど
の
上
位
オ
プ
シ
ョ
ン
に
よ
る
段

階
的
課
金
が
有
効
と
考
え
ら
れ
る
。

●
希
少
性
や
専
門
性
の
高
い
活
動
が
選
ば
れ

や
す
く
、
地
方
で
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
ウ
ィ

ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
動
植
物
観
賞
な
ど
の
達

成
型
の
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
活
動
」
が
該
当
す
る
。

一
方
で
高
付
加
価
値
旅
行
者
の
地
方
訪
問
意

向
が
あ
ま
り
高
く
な
い
と
い
う
傾
向
も
見
ら

れ
、
準
備
や
移
動
な
ど
の
手
間
の
解
消
が
参

加
促
進
の
ポ
イ
ン
ト
と
考
え
ら
れ
る
。

●
高
付
加
価
値
層
の
約
7
割
が
体
験
へ
の
追

加
支
払
い
の
意
思
が
あ
り
、
約
2
割
は
質
の

高
い
体
験
に
対
す
る
50
％
以
上
の
価
格
上
乗

せ
を
許
容
し
て
い
る
。
こ
れ
は
品
質
を
優
先

す
る
姿
勢
を
示
し
て
お
り
、
希
少
・
専
門
性

の
高
い
活
動
に
は
2
〜
5
割
増
の
価
格
設
定

も
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。

●
約
9
割
が
観
光
地
や
宿
泊
施
設
の
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
取
り
組
み
を
重
視
し
、
観
光
地
維

持
の
た
め
の
金
銭
負
担
へ
の
賛
成
の
割
合
も

約
9
割
に
上
る
。

●
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
商
品
の
利
用
や
認

可
ガ
イ
ド
の
選
択
な
ど
、
金
銭
コ
ス
ト
や
積

極
的
な
選
択
を
伴
う「
利
他
的
な
取
り
組
み
」

や
、
体
験
満
足
と
地
域
貢
献
の
両
立
を
志
向

す
る
。
協
力
金
を
明
示
し
て
料
金
に
含
め
る

こ
と
は
、
価
格
へ
の
納
得
感
や
自
己
顕
示

ニ
ー
ズ
に
訴
求
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

告
、
高
付
加
価
値
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
地

域
で
提
供
す
る
パ
ネ
リ
ス
ト
4
名
を
迎
え
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
開
催
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　
京
都
市
観
光
協
会（
D
M
O 

K
Y
O
T
O
）

の
赤
星
周
平
氏
よ
り
、
京
都
市
に
お
け
る
観

光
の
現
状
と
課
題
、「
量
か
ら
質
へ
」
の
転

換
を
軸
と
し
た
高
付
加
価
値
化
戦
略
に
つ
い

て
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
概
要
は
以
下
の

通
り
で
す
。

●
京
都
市
観
光
協
会
と
京
都
文
化
交
流
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
と
も
に
京
都

市
の
観
光
M
I
C
E
推
進
室
を
司
令
塔
と
し

て
、
京
都
観
光
政
策
の
企
画
実
行
部
隊
と
し

て
活
動
し
て
お
り
、
商
工
会
議
所
や
地
元
の

大
学
な
ど
と
連
携
し
た
「
オ
ー
ル
京
都
」
の

体
制
で
、
共
通
デ
ー
タ
を
基
に
一
体
的
に
観

光
政
策
を
推
進
し
て
い
る
。

●
京
都
市
で
は
日
帰
り
・
宿
泊
含
め
年
間

5
0
0
0
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
て
お
り
、

2
0
2
4
年
に
は
外
国
人
宿
泊
者
数
が
初
め

て
日
本
人
宿
泊
者
数
を
上
回
っ
た
が
、
こ
れ

は
京
都
市
に
限
ら
ず
、
他
の
都
市
で
も
同
様

の
傾
向
だ
と
承
知
し
て
い
る
。

●
京
都
市
の
宿
泊
客
室
数
は
2
0
2
5
年
3

月
末
時
点
で
6
万
室
を
超
え
た
。
民
間
投
資

が
活
性
化
し
、
世
界
的
に
も
ま
れ
に
見
る
短

期
間
に
多
く
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
が

京
都
に
進
出
し
た
こ
と
も
あ
り
、
10
年
前
の

課
題
だ
っ
た
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
不
足
は
解
消
し

た
と
言
え
る
。
し
か
し
一
方
で
、
地
域
住

民
に
配
慮
し
な
い
利
益
至
上
主
義
の
簡
易

宿
所
や
民
泊
も
コ
ロ
ナ
禍
後
増
加
し
て
お

り
、現
在
は
京
都
市
も
そ
の
課
題
を
認
識
し
、

国
に
対
し
て
新
た
な
ル
ー
ル
の
あ
り
方
を

要
望
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

●
観
光
消
費
は
京
都
市
の
経
済
に
対
す
る
貢

献
度
が
非
常
に
高
く
、
京
都
市
の
市
内
総
生

産
に
占
め
る
観
光
客
の
消
費
経
済
効
果
は
全

国
平
均
の
2
・
7
倍
に
あ
た
る
12
・
4
％
、

市
内
雇
用
者
の
4
人
に
1
人
は
観
光
関
連
と

い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
。

●
京
都
市
は
政
令
市
の
中
で
も
比
較
的
充
実

し
た
市
営
バ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
お

り
、
74
路
線
を
運
行
し
て
い
る
。
し
か
し
黒

字
は
観
光
路
線
と
さ
れ
る
18
路
線
の
み
で
、

そ
の
収
益
が
市
民
の
足
と
な
る
他
路
線
を
維

持
す
る
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
観
光
が
地
域

経
済
活
性
化
の
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
京
都
市
を

支
え
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

●
京
都
市
は
2
0
1
0
年
策
定
の
観
光
振

興
計
画
か
ら
「
量
か
ら
質
へ
」
の
転
換
を
継

続
的
に
掲
げ
て
い
る
。
富
裕
層
の
み
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
す
る
の
で
は
な
く
、
通
年
の
需

要
を
確
保
し
つ
つ
、
知
的
好
奇
心
や
文
化

理
解
度
が
高
い
層
な
ど
を
誘
致
し
て
質
の

向
上
に
よ
っ
て
観
光
消
費
を
引
き
上
げ
る

戦
略
で
あ
る
。
M
I
C
E
顧
客
を
含
む
多

様
な
ハ
イ
エ
ン
ド
層
を
伸
ば
す
こ
と
が
、

我
々
D
M
O
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー

ロ
ー
の
仕
事
で
あ
る
。

●
2
0
0
9
年
、
経
済
産
業
省
が
日
本
で
初

め
て
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ト
ラ
ベ
ル
市
場
の
調

査
を
行
っ
て
以
降
、
こ
の
分
野
が
抱
え
る
課

題
は
現
在
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。
高

品
質
な
宿
泊
施
設
を
増
や
す
こ
と
に
加
え
、

地
域
な
ら
で
は
の
魅
力
を
深
掘
り
し
、
ラ
グ

ジ
ュ
ア
リ
ー
層
の
知
的
好
奇
心
を
満
た
す
体

験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
を
磨
き
上
げ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
要
素
を
組
み
合

わ
せ
、
テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
で
高
付
加
価
値
な

商
品
と
し
て
設
計
し
、
海
外
バ
イ
ヤ
ー
に
適

正
な
価
格
で
提
供
で
き
る
D
M
C
（
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
カ
ン

パ
ニ
ー
）
が
日
本
で
は
依
然
と
し
て
不
足
し

て
い
る
点
は
、
当
時
か
ら
指
摘
さ
れ
続
け
て

い
る
課
題
で
あ
る
。

●
京
都
で
は
地
域
D
M
C
の
育
成
・
サ
ポ
ー

ト
に
加
え
、
タ
ビ
ナ
カ
現
場
に
お
い
て
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
的
な
役
割
を
担
う
質
の
高
い
ガ

イ
ド
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
質
の
高

い
ガ
イ
ド
の
存
在
が
、
稀
有
な
文
化
体
験
を

提
供
可
能
と
し
、
京
都
が
有
す
る
至
高
の
コ

ン
テ
ン
ツ
に
対
す
る
観
光
客
の
理
解
度
が
高

ま
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。

　
2
0
2
5
年
11
月
7
日
（
金
）、
第
35
回

旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
財
団
で
は
本
年
4
月
に
京
都
事
務
所

（
J
T
B
F
京
都
観
光
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
研
究

セ
ン
タ
ー
）
を
開
設
し
た
こ
と
か
ら
、
今
年

度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
京
都
市
を
会
場
と
し

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式

に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
日
の
午
前
中
に
は
、
希
望
者
を

対
象（
10
名
限
定
）と
し
た
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
を
開
催
し
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
も
登
壇

さ
れ
たD

isco
ver N

o
h
 in
 K
yo
to

の
山

根
樹
氏
の
ガ
イ
ド
に
よ
る
能
と
茶
道
の
体
験

 

　
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、
3
県
7
市
町
村
の

広
域
連
携
に
よ
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
う

「
雪
国
観
光
圏
」の
代
表
理
事
で
あ
り
、雪
国

文
化
を
体
験
で
き
る
宿
泊
施
設
「ryu

go
n

」

を
運
営
す
る
井
口
智
裕
氏
、
長
野
県
佐
久
市

で
酒
蔵
に
泊
ま
っ
て
蔵
人
体
験
が
で
き
る

「K
U
R
A
B
IT
O
 S
T
A
Y

」
を
運
営
す
る
田

澤
麻
里
香
氏
、
1
0
0
名
以
上
の
能
楽
師
が

在
籍
す
る
京
都
市
で
、
主
に
海
外
に
向
け
て

能
楽
と
能
楽
文
化
を
発
信
普
及
す
る
事
業
に

取
り
組
む
山
根
樹
氏
、奈
良
で
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム「ku

rab
i

」を
展
開
す
る「T

ale N
avi

」

の
鬼
木
翔
平
氏
の
4
名
と
、コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
と
し
て
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
研
究

所
」
の
清
水
泰
正
氏
、
モ
デ
レ
ー
タ
ー
と
し

て
当
財
団
京
都
事
務
所
長
を
兼
任
す
る
福
永

香
織
主
任
研
究
員
が
登
壇
し
、
地
域
が
主
役

と
な
っ
て
、
い
か
に
高
付
加
価
値
観
光
を
実

現
す
る
か
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。（
井

口
氏
、
田
澤
氏
は
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
）

　
ま
ず
、「
コ
ン
テ
ン
ツ
に
マ
ッ
チ
す
る
層

が
い
い
事
業
姿
勢
が
、
印
象
に
残
る
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
可
能
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
治

体
や
D
M
O
に
対
し
て
は
「
パ
ネ
リ
ス
ト
の

4
名
は
個
性
も
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
地
域
の
コ

ン
テ
ン
ツ
開
発
や
誘
客
に
お
い
て
欠
か
せ
な

い
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
こ
の
4
名
を
モ
デ

ル
と
し
て
、
そ
の
個
性
や
役
割
に
つ
い
て
、

自
地
域
の
人
材
に
当
て
は
め
、
不
足
す
る

ピ
ー
ス
の
人
材
育
成
や
、
外
部
か
ら
人
材
を

地
域
に
迎
え
入
れ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」
と
提
言
し
た
。

　
最
後
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
全
体
の
総
括

と
し
て
当
財
団
の
山
田
雄
一
観
光
研
究
部

長
は
、
基
調
講
演
の
赤
星
氏
の
発
言
を
引

用
し「
少
子
高
齢
化
が
進
む
日
本
に
お
い
て
、

観
光
振
興
は
目
的
で
は
な
く
地
域
を
持
続

的
に
維
持
す
る
た
め
の
手
段
」
と
改
め
て
強

調
し
ま
し
た
。

　
「
高
付
加
価
値
と
は
、
事
業
者
自
ら
が
『
こ

れ
が
良
い
』
と
い
う
考
え
を
起
点
に
創
造
し

た
価
値
に
、
共
感
す
る
顧
客
を
集
め
る
こ
と

で
成
立
す
る
」
と
し
て
、
高
付
加
価
値
な
観

光
を
生
み
出
す
に
は
、
市
場
の
タ
ー
ゲ
テ
ィ

ン
グ
を
起
点
と
し
た
S
T
P
型
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
や
め
る
こ
と
を
提
案
。
事
業
者

が
「
自
分
た
ち
は
何
を
伝
え
た
い
の
か
」
を

考
え
、
自
ら
が
提
供
し
た
い
価
値
を
起
点
と

し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
へ
移
行
す
べ
き
と
い

う
言
葉
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
J
T
B
F
で
は
旅
行
・
観
光
分
野

の
実
践
的
な
学
術
研
究
機
関
と
し
て
、
社
会

に
求
め
ら
れ
る
研
究
テ
ー
マ
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
の
場

を
通
じ
て
、
皆
さ
ま
に
よ
り
有
益
な
情
報
を

提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
：
J
T
B
F
・
小
川
直
樹
）

「
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
」か
ら

「
提
供
し
た
い
価
値
」へ
の
転
換
を

共
通
項
は「
関
与
」「
中
立
・
独
立
」

「
余
白
を
残
す
」の
好
バ
ラ
ン
ス

＜参考文献＞
観光文化267号
「高付加価値観光の本質」
（2025年10月）
https://www.jtb.or.jp/
tourism-culture/
bunka267/

を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
「
高
付
加
価
値
観
光
の
本
質
」

を
特
集
し
た
観
光
文
化
2
6
7
号
（
2
0
2

5
年
11
月
発
行
）と
連
動
し
、「
価
値
を
創
り
、

価
値
を
呼
ぶ

　
地
域
が
主
役
の
高
付
加
価
値

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
現
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
京
都
市
に
お
け
る
高
付
加
価
値
化

戦
略
に
つ
い
て
の
基
調
講
演
、
当
財
団
と
日

本
政
策
投
資
銀
行
（
D
B
J
）
に
よ
る
高
付

加
価
値
旅
行
者
に
つ
い
て
の
共
同
調
査
の
報

に
ど
う
届
け
る
か
」
に
つ
い
て
議
論
を
行
い

ま
し
た
。

●
山
根
氏
：
自
身
の
通
訳
ガ
イ
ド
の
経
験
か

ら
、
い
わ
ゆ
る
富
裕
層
は
刺
激
に
飽
き
て
お

り
、
能
へ
の
反
応
が
淡
白
だ
と
感
じ
て
い
た

が
、
自
身
で
選
択
し
て
購
入
し
た
顧
客
は
最

も
反
応
が
良
い
と
気
づ
い
た
。
こ
の
知
見
に

基
づ
き
、
現
在
は
O
T
A
で
の
直
接
販
売
を

開
始
し
、
商
品
の
本
質
を
理
解
し
て
紹
介
し

て
く
れ
る
旅
行
会
社
と
の
連
携
を
強
化
。
単

な
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
商
品
で
は
な
く
、
能
楽

本
来
の
姿
を
伝
え
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
つ

つ
、
京
都
市
観
光
協
会
と
連
携
し
た
初
心
者

向
け
公
演
な
ど
で
顧
客
と
の
接
点
を
広
げ
て

い
る
。
ま
た
、
海
外
の
顧
客
が
ど
ん
な
チ
ャ

ネ
ル
か
ら
来
て
い
る
か
不
明
な
部
分
も
多
い

が
、
海
外
の
文
化
に
関
心
が
あ
る
層
に
と
っ

て
能
の
ミ
ニ
マ
ル
な
演
出
や
ジ
ャ
ズ
の
よ
う

な
即
興
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
好
ま
れ
、
能
楽

堂
を
貸
し
切
る
富
裕
層
の
C
E
O
か
ら
学
生

ま
で
、
幅
広
い
フ
ァ
ン
層
が
存
在
す
る
。

●
田
澤
氏
：
旅
行
会
社
を
介
す
る
と
情
報
伝

達
が
不
十
分
に
な
る
た
め
、予
約
は
1
0
0
％

自
社
サ
イ
ト
の
み
と
し
、
O
T
A
へ
の
掲
載

を
避
け
る
こ
と
で
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
回
避
し
、

高
利
益
率
を
維
持
し
て
い
る
。
1
泊
2
日
で

約
10
万
円
と
い
う
高
価
格
設
定
と
説
明
し
す

ぎ
な
い
サ
イ
ト
デ
ザ
イ
ン
、
英
語
と
日
本
語

の
2
言
語
表
記
と
す
る
こ
と
で
、「
来
て
欲

し
い
顧
客
に
来
て
い
た
だ
く
」フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
戦
略
に
よ
り
熱
心

な
顧
客
が
遠
方
か
ら
も
集
ま
り
、
サ
ー
ビ
ス

に
深
く
感
動
し
「
50
万
円
で
も
喜
ん
で
支
払

う
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

●
井
口
氏
：
地
域
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
差
別

化
を
図
る
目
的
で
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
絞
り
込

み
す
ぎ
る
現
状
に
対
し
て
疑
問
に
感
じ
て
い

る
。ryu

go
n

で
は
、年
間
を
通
じ
て
効
率
よ

く
客
室
を
埋
め
る
た
め
の『
客
層
ミ
ッ
ク
ス
』

が
最
も
重
要
と
考
え
て
い
る
。自
社
の
こ
だ
わ

り
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
完
全
に
フ
ィ
ッ
ト

す
る
顧
客
は
、肌
感
覚
で
1
割
に
も
満
た
ず
、

現
状
は
O
T
A
や
ツ
ア
ー
利
用
の
約
9
割
の

顧
客
が
売
上
げ
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
の
が
実

情
で
あ
り
、
マ
ッ
チ
す
る
顧
客
の
比
率
を

徐
々
に
増
や
し
、
こ
だ
わ
り
と
売
上
げ
を
両

立
さ
せ
る
環
境
を
目
指
し
た
い
。
ま
た
、
一

般
的
に
富
裕
層
は
均
一
な
品
質
の
サ
ー
ビ
ス

に
価
値
を
認
め
る
傾
向
が
あ
る
一
方
、
地
域

ら
し
さ
が
体
験
で
き
る
施
設
を
評
価
し
て
高

額
を
払
う
層
も
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

●
鬼
木
氏
：
奈
良
観
光
の
課
題
と
し
て
観
光

4
．総
括
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●
ト
レ
ン
ド
1
…
心
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

旅
行
の
リ
ア
ラ
イ
ジ
ン
グ
〈R

ealizing

〉：

Z
世
代
か
ら
G
G（G

old G
rey

）世
代
ま
で

　世
代
別
の
旅
行
の
楽
し
み
方
に
注
目
し
た

ト
レ
ン
ド
で
、「
自
分
だ
け
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
旅
行
の
動
機
を
得
て
、
現
実
の

条
件
に
合
わ
せ
て
旅
行
の
ロ
マ
ン
を
積
極
的

に
実
現
し
よ
う
と
す
る
」
傾
向
を
指
す
。

●
ト
レ
ン
ド
2
…
没
入
型
の
経
験
旅
行
：
コ

ン
テ
ン
ツ
、ス
ポ
ー
ツ
、リ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

　旅
行
の
動
機
が
典
型
的
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

訪
問
で
は
な
く
、
日
常
的
な
趣
向
の
コ
ン
テ

ン
ツ
へ
と
拡
大
す
る
。
例
え
ば
、
ア
ニ
メ
の

フ
ァ
ン
が
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
を
訪
問
し
た
り
、

有
名
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
フ
ァ
ン
が
試
合
の
あ

る
地
域
を
訪
問
し
た
り
、旅
行
地
で
ラ
ン
・
ト

リ
ッ
プ（R

un trip

）を
楽
し
ん
だ
り
す
る
。

●
ト
レ
ン
ド
3
…
旅
行
市
場
、
F
o
g
（
霧
）

時
代
（
混
迷
の
時
代
）
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

　超
高
齢
社
会
や
週
4
・
5
日
労
働
制
と

い
っ
た
変
化
が
観
光
市
場
の
需
要
変
化
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
注
目
が
必
要
で

あ
る
。

●
ト
レ
ン
ド
4
…
エ
ー
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ッ
ク
A

I
が
切
り
拓
く
観
光
の
新
時
代

　A
I
は
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス

機
能
を
中
心
と
し
た
消
費
市
場
の
高
度
化
、

グ
ロ
ー
バ
ル
O
T
A
を
中
心
と
し
た
A
I
技

術
の
革
新
、
そ
し
て
労
働
市
場
で
は
技
術

代
替
と
新
規
職
種
の
出
現
と
い
う
、
3
つ

の
側
面
か
ら
影
響
が
あ
る
。

●
ト
レ
ン
ド
5
…
気
候
変
動
時
代
の
旅
、

認
識
と
実
践
の
ギ
ャ
ッ
プ

　カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
旅
行
は
発

現
程
度
と
持
続
性
が
最
も
低
い
と
分
析
さ

れ
て
い
る
が
、
観
光
税
や
環
境
負
担
金
が

課
さ
れ
る
中
で
、
気
候
変
動
に
脆
弱
な
観

光
地
へ
の
選
好
変
化
が
ど
の
よ
う
に
表
れ

る
か
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

●
ト
レ
ン
ド
6
…
国
際
観
光
、
開
放
の
時

代
と
見
え
な
い
壁
と
解
放
の
共
存

　国
際
観
光
市
場
の
変
化
が
自
国
の
消
費

市
場
に
影
響
を
及
ぼ
す
主
要
な
領
域
に

な
っ
て
い
る
。
中
国
で
の
ビ
ザ
緩
和
の
よ

う
な
障
壁
撤
廃
と
同
時
に
、
E
T
A
（
電
子

渡
航
認
証
）
の
よ
う
な
新
た
な
障
壁
が
発
生

し
て
い
る
状
況
が
あ
り
、
外
交
的
な
紛
争
に

よ
っ
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
が
一
時
的
に
落

ち
込
む
こ
と
も
あ
り
得
る
。

●
ト
レ
ン
ド
7
…
地
域
が
主
導
す
る
ネ
オ

ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
観
光

　地
域
固
有
の
価
値
と
文
化
を
重
視
す
る
ネ

オ
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
の
拡
散
。
特
に
、
韓
国
ア

ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
な
ど
海
外
旅
行
を
牽
引
す
る

主
要
な
要
因
に
は
、
日
本
の
小
都
市
の
固
有

の
文
化
を
楽
し
も
う
と
す
る
需
要
が
あ
る
こ

近
年
の
訪
日
外
国
人

旅
行
市
場
の
動
向

J
T
B
F

　

柿
島
あ
か
ね 

●
上
席
主
任
研
究
員

市
場
概
況
と
需
要
構
造

　日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
落
ち
込
み
を
経
て
、2
0
2
4
年

に
は
2
0
1
9
年
を
上
回
る
過
去
最
高
の

3
6
8
7
万
人
を
記
録
し
た
。
需
要
層
の
構

成
を
見
る
と
、2
0
2
4
年
は
東
ア
ジ
ア
が

約
66
・
5
%
を
占
め
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
前

の
2
0
1
9
年
と
近
い
構
成
比
に
な
っ
て
い

る
。
特
に
韓
国
市
場
は
、
コ
ロ
ナ
禍
後
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
回
復
を
初
期
か
ら
牽
引

し
、
2
0
2
3
〜
2
0
2
4
年
に
は
国
・
地

域
別
で
1
位
と
な
っ
た
。

　旅
行
消
費
額
も
2
0
2
4
年
に
過
去
最
高

の
8
・
1
兆
円
を
記
録
し
、
自
動
車
産
業
に

次
ぐ
第
2
位
の
輸
出
産
業
に
成
長
し
た
。
ま

た
、
1
人
あ
た
り
旅
行
支
出
も
コ
ロ
ナ
禍
以

降
20
万
円
台
と
高
く
推
移
し
て
い
る
。
旅
行

消
費
額
の
約
55
%
が
東
ア
ジ
ア
で
構
成
さ

れ
、
特
に
中
国
は
人
数
も
多
く
、
1
人
1
回

あ
た
り
旅
行
消
費
単
価
も
高
い
た
め
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
旅
行
消
費
額
へ
の
寄
与
が
非
常
に

大
き
い
市
場
と
捉
え
ら
れ
る
。

好
調
の
要
因
と
リ
ス
ク

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
好
調
を
支
え
て
い

る
要
因
は
、①
円
安
、②
免
税
・
決
済
環
境
の

強
化
、③
国
際
線
の
供
給
回
復
、④
ク
ル
ー
ズ

受
入
再
開
と
寄
港
地
拡
大
で
あ
る
。

　特
に
①
主
要
通
貨
に
対
し
て
概
ね
20
%

か
ら
40
%
程
度
の
円
安
が
進
行
し
て
お
り
、

外
国
人
旅
行
者
に
と
っ
て
日
本
で
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
や
滞
在
費
が
割
安
に
感
じ
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
、
旅
行
支
出
の
増
加
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　加
え
て
、V

isit Jap
an
 W

eb

の
導
入

を
は
じ
め
入
国
・
ビ
ザ
取
得
の
利
便
性
が
向

上
し
て
い
る
ほ
か
、
都
市
部
を
中
心
に
高
付

加
価
値
宿
泊
施
設
が
相
次
い
で
開
業
し
、
高

付
加
価
値
旅
行
者
の
受
入
環
境
が
整
備
さ
れ

て
き
て
お
り
、
政
策
も
量
か
ら
質
重
視
に
移

行
し
て
い
る
こ
と
も
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

好
調
の
要
因
に
挙
げ
ら
れ
る
。

　市
場
が
好
調
な
一
方
で
、①
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
、②
交
通
・
受
入
容
量
の
制
約
、

③
人
手
不
足
、④
為
替
へ
の
依
存
、
が
リ
ス

ク
・
課
題
で
あ
る
。

　①
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
②
交
通
・
受

入
容
量
の
制
約
に
対
し
て
は
、
例
え
ば
京
都

市
で
の
混
雑
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
可
視

化
し
誘
導
す
る
マ
ッ
プ
の
導
入
や
、
国
土
交

通
省
に
よ
る
バ
ス
事
業
者
へ
の
運
行
効
率
化

支
援
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
混

雑
回
避
や
訪
問
し
た
こ
と
が
な
い
地
域
へ
の

関
心
の
高
ま
り
か
ら
、
韓
国
人
旅
行
者
の
間

で
は〝
小
都
市
〞需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
。

今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
方
向
性

　こ
れ
ら
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、
今
後

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
方
向
性
と
し
て
、

質
を
重
視
し
た
成
長
（
高
付
加
価
値
化
）、
需

要
分
散
と
容
量
の
最
適
化
の
推
進
、
技
術
導

入
に
よ
る
人
手
不
足
の
解
消
、
人
材
育
成
強

化
が
考
え
ら
れ
る
。

　現
在
の
好
調
は
円
安
に
大
き
く
依
存
し
て

い
る
た
め
、
為
替
変
動
リ
ス
ク
に
対
応
で
き

る
高
付
加
価
値
な
旅
行
商
品（
例
：
ラ
グ
ジ
ュ

ア
リ
ー
観
光
列
車
な
ど
）
の
開
発
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
需
要
が
増
加
し
て
も
賃

と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　特
に
A
I
を
基
盤
と
し
た
旅
行
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
高
度
化
や
、
Z
世
代
が
主
導
す

る
旅
行
需
要
の
再
編
、
週
4
・
5
日
労
働
制

に
よ
る
短
期
旅
行
の
日
常
化
な
ど
が
、
影
響

力
が
大
き
く
変
化
の
速
い
ト
レ
ン
ド
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
。

　主
に
行
わ
れ
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

は
、
以
下
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　韓
国
の
観
光
ト
レ
ン
ド
展
望
研
究
は
、
多

角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　ま
ず
、
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
テ
キ
ス
ト
マ

イ
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
最
近
の
市
場
の
変
化
を

分
析
し
、
そ
の
内
容
を
基
に
40
名
程
度
の
専

門
家
の
意
見
か
ら
キ
ー
ワ
ー
ド
を
抽
出
す

る
。
専
門
家
に
よ
る
調
査
だ
け
で
は
把
握
し

き
れ
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
、
約
1
0
0
0

人
の
国
民
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
、
実
際
の
旅
行
意
識
の
変
化
を
展

望
す
る
た
め
の
根
拠
資
料
を
確
保
し
て
い
る
。

　ま
た
、
旅
行
経
験
が
あ
る
グ
ル
ー
プ
と

な
い
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
調
査
し
て
お
り
、

例
え
ば
旅
行
経
験
が
豊
富
な
グ
ル
ー
プ
ほ

ど
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
よ
う
な

領
域
に
対
し
て
よ
り
高
い
認
識
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ト
レ
ン
ド
を
展

望
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
主
要
機
関
が
展

望
し
た
デ
ー
タ
も
根
拠
資
料
と
し
て
分
析

に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　宿
泊
税
の
導
入
に
お
け
る
価
格
競
争
力
の

低
下
と
い
う
論
点
は
、
韓
国
の
地
方
都
市
に

お
け
る
観
光
客
誘
致
の
課
題
と
も
共
通
し
て

い
る
。
日
本
で
も
、
特
に
民
泊
業
や
ビ
ジ
ネ

ス
ホ
テ
ル
な
ど
価
格
競
争
力
が
重
要
な
分
野

の
事
業
者
は
、
宿
泊
税
の
導
入
で
料
金
が
上

が
り
、
観
光
客
が
来
な
く
な
る
こ
と
を
懸
念

し
て
い
る
。

　こ
の
懸
念
に
対
し
て
、
日
本
で
は
、
例
え

ば
、
一
泊
1
万
円
以
下
の
宿
泊
者
に
対
し
て

は
課
税
し
な
い
と
い
っ
た
、
免
税
点
を
設
け

る
こ
と
で
、
低
価
格
帯
の
宿
泊
施
設
の
懸
念

を
一
部
解
消
し
、
主
に
高
価
格
帯
の
宿
泊
施

設
が
集
ま
る
都
市
部
で
税
収
を
確
保
し
や
す

く
し
て
い
る
。
し
か
し
、
中
に
は
物
価
上
昇

「
観
光
財
源
の
導
入
と
活
用
」

J
T
B
F

蛯
澤
俊
典 

●
主
任
研
究
員

　訪
日
外
国
人
旅
行
市
場
の
成
長
は
、
日

本
経
済
に
多
大
な
恩
恵
を
も
た
ら
す
一
方

で
、
首
都
圏
を
は
じ
め
と
す
る
特
定
の
観

光
地
や
都
市
部
に
観
光
客
が
集
中
し
、
地

方
部
に
お
け
る
課
題
を
顕
在
化
さ
せ
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
地
域
の
生
活
環
境
の
維
持

や
受
入
環
境
の
改
善
に
向
け
た
財
源
確
保

が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

　現
在
、
主
に
検
討
さ
れ
て
い
る
観
光
財
源

の
タ
イ
プ
は
、
宿
泊
税
や
観
光
税
な
ど
の
課

税
、
入
域
料
や
環
境
保
全
協
力
金
な
ど
の
負

担
金
、
そ
し
て
国
際
観
光
旅
客
税
の
よ
う
な

賦
課
金
の
三
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち

日
本
で
先
行
し
て
い
る
の
が
、
地
方
自
治
体

に
よ
る
宿
泊
税
で
あ
る
。
宿
泊
税
が
導
入
さ

れ
て
い
る
理
由
に
は
、
日
本
で
は
こ
れ
ま
で

に
入
湯
税
が
あ
り
、
宿
泊
施
設
で
徴
収
す
る

ス
キ
ー
ム
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
こ
と
、
ま

た
、
海
外
の
事
例
か
ら
安
定
し
た
税
収
に
つ

な
が
る
と
明
ら
か
だ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　宿
泊
税
の
導
入
に
際
し
て
は
、
次
の
4
つ

の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。

①
制
度
設
計
の
明
確
化
…
課
税
対
象
・
税
率

の
わ
か
り
や
す
さ
や
、
公
平
性
の
確
保
、

徴
収
ル
ー
ト
の
簡
便
化
に
注
力
す
る
必
要

が
あ
る
。

②
使
途
の
透
明
性
と
説
明
責
任
…
税
収
を

「
何
に
使
う
か
」
を
明
確
に
し
て
説
明
す
る

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
将
来
を
見
据
え
て
一

般
財
源
に
組
み
込
ま
な
い
戦
略
性
が
求
め
ら

れ
る
。

③
住
民
・
事
業
者
と
の
合
意
形
成
…
宿
泊
事

業
者
の
理
解
・
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
宿

泊
事
業
者
か
ら
使
途
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が

出
て
く
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
体
制
が
重
要
。

④
国
際
的
競
争
力
へ
の
配
慮
…
周
辺
地
域
や

海
外
都
市
と
税
制
や
使
途
に
つ
い
て
比
較
・

検
討
す
る
。
ま
た
税
額
や
税
率
は
地
域
の
観

光
ブ
ラ
ン
ド
価
値
と
連
動
さ
せ
る
。

活 動 報 告

「
日
韓
国
際
観
光

カンファレンス
2 

0 

2 

5
」を

開
催

「
地
域
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
業
の

現
状
と
課
題
」

K
C
T
I

　

ア
ン
・
ヒ
ジ
ャ 

●
観
光
政
策
研
究
室 

室
長

　2
0
2
5
年
の
訪
韓
外
国
人
観
光
客
は

1
9
0
0
万
人
以
上
と
予
想
さ
れ
、
韓
国
政

府
は
2
0
3
0
年
ま
で
に
外
国
人
訪
問
客

3
0
0
0
万
人
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
、
観
光
需
要
が
首
都
圏（
ソ

ウ
ル
、
仁
川
な
ど
）
に
偏
在
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
地
方
へ
の
訪
問
活
性
化
が
政
策
の
重

点
課
題
で
あ
る
。

　ま
た
、
需
要
側
の
視
点
で
は
、
ロ
ー
カ
ル

体
験
に
対
す
る
需
要
が
高
い
リ
ピ
ー
タ
ー
の

F
I
T
（
海
外
個
人
旅
行
者
）
が
増
加
し
て

い
る
も
の
の
、
供
給
側
の
視
点
で
は
、

O
T
A（
オ
ン
ラ
イ
ン
旅
行
代
理
店
）プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
影
響
力
が
拡
大
し
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
韓
国
の
旅
行
業
が
首
都
圏
に
集

中
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
地
域
を
基

盤
と
し
た
旅
行
業
の
育
成
も
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
政

府
は「
ロ
ー
カ
ル
ク
リ
エ
イ
タ
ー
育
成
事
業
」

を
推
進
し
、
地
域
の
旅
行
産
業
に
お
け
る
新

し
い
供
給
主
体
を
発
掘
し
て
い
る
。
ロ
ー
カ

ル
ク
リ
エ
イ
タ
ー
は
、
地
域
の
自
然
・
文
化

と
ア
イ
デ
ア
を
結
び
つ
け
事
業
的
価
値
を
創

出
す
る
創
業
者
と
定
義
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

事
業
は
地
域
の
旅
行
産
業
に
と
っ
て
新
た
な

機
会
と
な
っ
て
い
る
。

①
フ
ラ
イ
ト
ゥ
ゲ
ザ
ー（
大
邱
市
）
…
地
方

自
治
体
と
協
業
し
て
、
特
に
台
湾
の
F
I
T

を
集
中
し
て
誘
致
し
て
い
る
企
業
。
ア
ウ
ト

バ
ウ
ン
ド
中
心
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
と
事

業
領
域
を
拡
大
し
た
。
農
村
ク
リ
エ
イ
タ
ー

ツ
ア
ー
事
業
の
よ
う
な
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を

開
発
し
て
い
る
。

②
ジ
ャ
ム
ト
リ
ー（
陰
城
郡
）
…
11
の
産
業

団
地
、
約
2
3
0
0
以
上
の
企
業
工
場
が
位

置
す
る
と
い
う
陰
城
郡
の
強
み
を
活
か
し
、

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ツ
ア
ー
商
品
を
開
発
・
運
営

し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
内
在
住
の
外
国
人

を
観
光
ガ
イ
ド
と
し
て
養
成
す
る
、
外
国
人

労
働
者
を
対
象
と
し
た
旅
行
商
品
を
開
発
す

る
な
ど
、
訪
韓
外
国
人
誘
致
に
も
貢
献
し
て

い
る
。

③
サ
ー
フ
ホ
リ
ッ
ク（
釜
山
市
）
…
サ
ー
フ
ィ

ン
用
品
の
レ
ン
タ
ル
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
、
2
0
2
1
年
に
旅
行
業
と
し
て

登
録
。「
サ
ー
フ
ィ
ン
＋
宿
泊
」、「
サ
ー
フ
ィ

ン
＋
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
の
滞
在
型
旅

行
商
品
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
販
売
し
て
い

る
。国
内
の
江
陵
、襄
陽
、済
州
な
ど
の
ほ
か
、

ベ
ト
ナ
ム
・
ダ
ナ
ン
に
も
進
出
し
、
営
業
の

四
季
通
年
化
を
実
現
し
た
。

　地
域
が
中
心
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
エ
コ

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、

そ
の
た
め
に
は
次
の
4
つ
が
重
要
で
あ
る
。

①
地
域
特
化
型
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
発
掘
お

よ
び
商
品
企
画
…
地
域
の
祭
り
や
イ
ベ
ン

ト
、
K‒

コ
ン
テ
ン
ツ
連
携
だ
け
で
な
く
、

モ
ビ
リ
テ
ィ
領
域
や
地
域
の
産
業
と
連
携
し

た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
を
拡
大
す
る
必

要
が
あ
る
。

②
地
域
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
専
門
旅
行
業
の
育
成

…
ロ
ー
カ
ル
ク
リ
エ
イ
タ
ー
だ
け
で
な
く
、

多
様
な
体
験
商
品
を
運
営
す
る
主
体
を
法
的

な
制
度
基
盤
に
組
み
込
み
、
体
系
的
に
育
成

す
る
必
要
が
あ
る
。
旅
行
業
の
最
も
重
要
な

要
素
は
コ
ン
テ
ン
ツ
競
争
力
で
あ
る
た
め
、

地
域
を
代
表
す
る
旅
行
企
業
を
発
掘
・
支
援

す
る
こ
と
が
重
要
。

③
地
域
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
サ
ー
ビ
ス
人

材
の
養
成
…
地
域
旅
行
会
社
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
人
材
不
足
が
最
大
の
課
題
で
あ
っ

た
。
ロ
ー
カ
ル
現
場
の
サ
ー
ビ
ス
品
質
を
担

う
人
材
を
、
地
域
大
学
と
連
携
し
て
専
門
的

に
養
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

④
地
域
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
産
業
の
協
力
エ

コ
シ
ス
テ
ム
構
築
…
O
T
A
の
影
響
力
が
拡

大
し
て
い
る
今
日
に
お
い
て
、
政
府
観
光
局

（
N
T
O
）
や
地
域
観
光
組
織
（
R
T
O
）
が

旅
行
商
品
の
供
給
者
と
O
T
A
の
仲
介
役
を

果
た
す
こ
と
で
、
地
域
旅
行
業
者
が
安
定
的

に
流
通
構
造
へ
参
入
で
き
る
仕
組
み
を
構
築

す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
ソ
ウ
ル
を
拠
点

と
し
て
、
例
え
ば
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
や

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
な
ど
、
再
訪
問
客
を
対
象
に

地
方
都
市
へ
誘
導
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡

大
す
る
事
業
も
重
要
で
あ
る
。

事
例
紹
介

①
倶
知
安
町
…
日
本
で
唯
一
、
宿
泊
料
金
に

応
じ
て
課
税
す
る
「
定
率
制
」
の
宿
泊
税
（
現

在
は
2
%
、来
年
か
ら
は
3
%
に
増
税
予
定
）

を
採
用
し
て
い
る
。
集
め
ら
れ
た
税
金
は
、

道
路
の
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
、
宿
泊
者

向
け
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
な
ど
、
住
民
に

も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
充
て

ら
れ
て
い
る
。

②
福
岡
市
…
宿
泊
税
の
税
収
は
受
入
環
境
整

備
や
魅
力
向
上
の
た
め
に
使
用
し
て
お
り
、

市
民
に
報
告
す
る
媒
体
を
保
持
し
て
お
り
、

使
途
の
見
え
る
化
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
。

　当
財
団
で
は
、
客
観
的
な
課
題
分
析
の
た

め
の
デ
ー
タ
基
盤
の
構
築
、
確
保
し
た
財
源

を
元
に
し
た
人
材
確
保
・
育
成
、
合
意
形
成

の
た
め
の
協
議
の
場
の
開
催
の
3
点
か
ら
、

観
光
地
域
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
仕
組
み

の
導
入
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
観
光
に
お

け
る
デ
ー
タ
基
盤
と
し
て
、
当
財
団
の
こ
れ

ま
で
の
調
査
・
研
究
結
果
を
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー

ド
化
し
、
一
般
公
開
を
行
っ
て
い
る
。

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
様
子

　2
0
2
5
年
11
月
17
日
（
月
）、
日
韓

国
際
観
光
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
研
究

協
力
に
関
す
る
覚
書
（M

em
o
ran

d
u
m
 

o
f U

n
d
ersta

n
d
in
g
 o
n
 R
esea

rch 

C
ooperation

、M
O
U
）を
結
ん
で
い
る
韓

国
文
化
観
光
研
究
院
（
以
下
、
K
C
T
I
）

と
毎
年
共
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
2
0
2

3
年
に
締
結
（
更
新
）
さ
れ
た
M
O
U
に
お

い
て
、
地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
が
追

加
さ
れ
た
た
め
、
昨
年
の
日
本
・
沖
縄
で
の

開
催
に
続
き
、
今
回
は
韓
国
・
済
州
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　当
日
は
、
両
機
関
の
代
表
挨
拶
後
、
両
機

関
の
研
究
員
4
名
に
よ
る
研
究
発
表
と
質
疑

応
答
を
行
い
ま
し
た
。
本
稿
で
は
各
研
究
発

表
の
要
旨
を
中
心
に
、
そ
の
後
行
わ
れ
た
質

疑
応
答
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

に
伴
い
宿
泊
費
も
上
げ
る
べ
き
だ
が
、
免
税

点
に
よ
っ
て
、
価
格
を
上
げ
ら
れ
な
い
状
況

が
生
ま
れ
、
地
域
経
済
発
展
の
足
か
せ
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
リ
ス
ク
に
関
す
る

指
摘
も
存
在
す
る
。

　ま
た
、
韓
国
と
日
本
の
税
制
に
は
、
法
定

外
税
（
法
律
に
定
め
が
な
い
地
方
税
）
の
扱

い
に
関
し
て
歴
史
的
背
景
に
基
づ
く
重
要
な

相
違
点
が
あ
る
。

　韓
国
で
は
、
租
税
法
律
主
義
に
基
づ
き
、

法
律
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
税
金
は
条
例
で

徴
収
で
き
な
い
と
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　一
方
、
日
本
で
は
、
原
則
と
し
て
韓
国
と

同
様
に
法
律
に
基
づ
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

が
、
歴
史
的
経
緯
か
ら
、
例
外
的
に
法
定
外

税
を
地
方
自
治
体
が
条
例
で
独
自
に
徴
収
で

き
る
制
度
が
存
在
す
る
。
現
在
、
宿
泊
税
は
、

こ
の
法
定
外
税
の
一
つ
と
し
て
、
地
方
自
治

体
が
総
務
大
臣
に
導
入
目
的
を
申
請
し
、
そ

れ
が
妥
当
で
あ
る
と
承
認
さ
れ
た
場
合
に
の

み
導
入
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　韓
国
の
地
方
観
光
活
性
化
に
お
け
る
主
要

な
障
害
の
一
つ
が
、
地
方
空
港
や
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
か
ら
主
要
観
光
地
へ
の
連
結
交
通
が
劣

悪
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
も
同
様
に
地

金
や
働
き
方
が
変
わ
ら
な
い
た
め
、
良
い
人

材
が
集
ま
ら
な
い
状
況
が
あ
る
。
こ
の
対
策

と
し
て
、
業
務
の
標
準
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
、

お
よ
び
「
利
益
に
つ
な
が
る
料
金
・
商
品
」
へ

の
転
換
を
進
め
、
少
な
い
人
数
で
も
回
せ
る

仕
組
み
へ
の
シ
フ
ト
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

「
2
0
3
0
観
光
ト
レ
ン
ド
の

展
望
」

K
C
T
I

キ
ム
・
ヒ
ョ
ン
ジ
ュ
●
上
級
研
究
委
員

ト
レ
ン
ド
構
造
の
変
化
と
A
I
の
影
響

　K
C
T
I
が
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
観
光

ト
レ
ン
ド
研
究
の
最
新
の
調
査
か
ら
、
需
要

領
域
の
ト
レ
ン
ド
の
変
化
で
は
、
超
高
齢
化

社
会
の
深
刻
化
や
Z
世
代
・α
世
代
の
台
頭
、

体
験
・
価
値
重
視
の
消
費
文
化
の
拡
散
、ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
す
る
価
値
観
へ

の
変
化
な
ど
が
、
供
給
領
域
で
は
、
ウ
ェ
ル

ネ
ス
、
食
、
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
融

合
し
た
観
光
の
登
場
、
A
I
エ
ー
ジ
ェ
ン

テ
ィ
ッ
ク
機
能
の
強
化
に
よ
る
技
術
革
新
の

加
速
、
気
候
変
動
と
ネ
オ
・
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ

時
代
に
お
け
る
地
域
観
光
の
転
換
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
た
。

　伝
統
的
に
、
観
光
は
需
要
か
ら
供
給
へ
の

一
方
通
行
的
な
構
造
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
た

が
、
今
回
の
ト
レ
ン
ド
研
究
で
は
、
観
光
産

業
や
地
域
観
光
と
い
っ
た
供
給
領
域
で
発
生

す
る
政
策
が
、
逆
に
市
場
を
変
化
さ
せ
て
い

る
と
い
う
双
方
向
的
な
作
用
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
把
握
さ
れ
た
。

　今
回
の
研
究
か
ら
、
観
光
ト
レ
ン
ド
は
変

化
の
予
測
が
難
し
い
時
代
が
訪
れ
る
と
考

え
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
『
未
知
の
未
来
、
旅
の

リ
ア
ル
ラ
イ
ン
、「T

ravel in
 F
lu
x 

× 

R
ealign

」』と
し
た
。
2
0
3
0
観
光
ト
レ

ン
ド
は
、
大
き
く
7
つ
の
ト
レ
ン
ド
に
分
け

ら
れ
る
。

「
地
域
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
業
の

現
状
と
課
題
」

1
韓
国
文
化
観
光
研
究
院（
K
C
T
I
）観
光
政
策
研
究
室 

室
長

ア
ン
・
ヒ
ジ
ャ

「
観
光
財
源
の
導
入
と
活
用
」

2

（
公
財
）日
本
交
通
公
社（
J
T
B
F
）主
任
研
究
員

蛯
澤
俊
典

「
近
年
の
訪
日
外
国
人
旅
行
市
場
の

動
向
」

3

（
公
財
）日
本
交
通
公
社（
J
T
B
F
）上
席
主
任
研
究
員

柿
島
あ
か
ね

「
2
0
3
0
観
光
ト
レ
ン
ド
の
展
望
」

4

韓
国
文
化
観
光
研
究
院（
K
C
T
I
）上
級
研
究
委
員

キ
ム
・
ヒ
ョ
ン
ジ
ュ

1
．概
要

方
交
通
の
問
題
に
苦
慮
し
、
様
々
な
試
行
錯

誤
を
経
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　日
本
の
地
域
交
通
に
お
け
る
課
題
解
決

策
の
一
つ
と
し
て
、
G
T
F
S
（G

en
eral 

T
ran

sit F
eed

 S
p
ecificatio

n

）
と

呼

ば
れ
る
公
共
交
通
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
規
格

の
活
用
が
進
ん
で
い
る
。

　仕
組
み
と
し
て
は
、
バ
ス
事
業
者
や
地
方

自
治
体
が
、
時
刻
表
、
経
路
、
停
留
所
と
い
っ

た
詳
細
な
運
行
情
報
を
国
際
標
準
規
格
で
あ

る
G
T
F
S
形
式
で
作
成
・
公
開
す
る
。
こ

の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
は
、G

o
o
gle

マ
ッ
プ

な
ど
の
各
種
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
に

取
り
込
ま
れ
、
利
用
者
に
提
供
さ
れ
る
。

　岐
阜
県
中
津
川
市
の
事
例
で
は
、
G
T
F

S
デ
ー
タ
がG

o
o
gle

マ
ッ
プ
に
反
映
さ
れ

る
こ
と
で
、
外
国
人
が
自
国
語
で
容
易
に
目

的
地
ま
で
の
経
路
を
検
索
し
、
公
共
交
通
を

利
用
し
て
自
発
的
に
訪
問
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
、
バ
ス
事
業
者
は
利
用
客
の

増
加
に
よ
り
、
路
線
の
収
益
が
改
善
し
、
経

済
的
恩
恵
が
生
ま
れ
て
い
る
。
併
せ
て
、
地

域
住
民
に
と
っ
て
は
、
利
用
者
が
増
え
た
こ

と
で
、不
可
欠
な
公
共
交
通
網
が
維
持
さ
れ
、

三
方
よ
し
の
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
前
後
に
は
、
エ
ク
ス

カ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、「
城
山
日
出
峰
」、「
光

の
バ
ン
カ
ー
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　ユ
ネ
ス
コ
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
て

い
る
城
山
日
出
峰
は
、
マ
グ
マ
が
水
中
で
噴

出
し
て
形
成
さ
れ
た
火
山
体
で
、
波
や
海
流

に
浸
食
さ
れ
て
で
き
た
景
観
が
特
徴
的
で
し

た
。
頂
上
へ
登
る
有
料
の
登
山
道
と
、
周
辺

を
散
策
す
る
無
料
の
区
間
が
整
備
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
海
辺
で
は
海
女
さ
ん
が
朝

獲
っ
た
ば
か
り
の
ア
ワ
ビ
を
提
供
し
て
く
れ

る
施
設
も
あ
り
ま
し
た
。

　「光
の
バ
ン
カ
ー
」
は
、
か
つ
て
国
の
基

幹
通
信
施
設
だ
っ
た
建
物
を
、
民
間
事
業
者

が
没
入
型
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
再
活
用
し
て
い
る
施
設
で
す
。
近
年

の
ト
レ
ン
ド
で
あ
る
イ
マ
ー
シ
ブ
体
験
の
施

設
で
あ
り
、
西
洋
美
術
以
外
に
も
韓
国
の
作

品
も
体
験
・
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　3
日
間
の
行
程
を
通
し
、
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
や
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
以
外
で
も
日

韓
の
研
究
者
間
で
積
極
的
な
意
見
交
換
や

交
流
が
行
わ
れ
、
大
変
有
意
義
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

　今
後
も
日
本
と
韓
国
の
観
光
に
係
わ
る
類

2
研究発表内容

似
点
、
相
違
点
を
お
互
い
に
理
解
し
、
信
頼

関
係
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
両
国
の
観
光
文

化
の
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
文
：
J
T
B
F
・
川
口
雪
衣
）
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再 校



●
ト
レ
ン
ド
1
…
心
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

旅
行
の
リ
ア
ラ
イ
ジ
ン
グ
〈R

ealizing

〉：

Z
世
代
か
ら
G
G（G

old G
rey

）世
代
ま
で

　世
代
別
の
旅
行
の
楽
し
み
方
に
注
目
し
た

ト
レ
ン
ド
で
、「
自
分
だ
け
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
旅
行
の
動
機
を
得
て
、
現
実
の

条
件
に
合
わ
せ
て
旅
行
の
ロ
マ
ン
を
積
極
的

に
実
現
し
よ
う
と
す
る
」
傾
向
を
指
す
。

●
ト
レ
ン
ド
2
…
没
入
型
の
経
験
旅
行
：
コ

ン
テ
ン
ツ
、ス
ポ
ー
ツ
、リ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

　旅
行
の
動
機
が
典
型
的
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

訪
問
で
は
な
く
、
日
常
的
な
趣
向
の
コ
ン
テ

ン
ツ
へ
と
拡
大
す
る
。
例
え
ば
、
ア
ニ
メ
の

フ
ァ
ン
が
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
を
訪
問
し
た
り
、

有
名
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
フ
ァ
ン
が
試
合
の
あ

る
地
域
を
訪
問
し
た
り
、旅
行
地
で
ラ
ン
・
ト

リ
ッ
プ（R

un trip

）を
楽
し
ん
だ
り
す
る
。

●
ト
レ
ン
ド
3
…
旅
行
市
場
、
F
o
g
（
霧
）

時
代
（
混
迷
の
時
代
）
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

　超
高
齢
社
会
や
週
4
・
5
日
労
働
制
と

い
っ
た
変
化
が
観
光
市
場
の
需
要
変
化
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
注
目
が
必
要
で

あ
る
。

●
ト
レ
ン
ド
4
…
エ
ー
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ッ
ク
A

I
が
切
り
拓
く
観
光
の
新
時
代

　A
I
は
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス

機
能
を
中
心
と
し
た
消
費
市
場
の
高
度
化
、

グ
ロ
ー
バ
ル
O
T
A
を
中
心
と
し
た
A
I
技

術
の
革
新
、
そ
し
て
労
働
市
場
で
は
技
術

代
替
と
新
規
職
種
の
出
現
と
い
う
、
3
つ

の
側
面
か
ら
影
響
が
あ
る
。

●
ト
レ
ン
ド
5
…
気
候
変
動
時
代
の
旅
、

認
識
と
実
践
の
ギ
ャ
ッ
プ

　カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
旅
行
は
発

現
程
度
と
持
続
性
が
最
も
低
い
と
分
析
さ

れ
て
い
る
が
、
観
光
税
や
環
境
負
担
金
が

課
さ
れ
る
中
で
、
気
候
変
動
に
脆
弱
な
観

光
地
へ
の
選
好
変
化
が
ど
の
よ
う
に
表
れ

る
か
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

●
ト
レ
ン
ド
6
…
国
際
観
光
、
開
放
の
時

代
と
見
え
な
い
壁
と
解
放
の
共
存

　国
際
観
光
市
場
の
変
化
が
自
国
の
消
費

市
場
に
影
響
を
及
ぼ
す
主
要
な
領
域
に

な
っ
て
い
る
。
中
国
で
の
ビ
ザ
緩
和
の
よ

う
な
障
壁
撤
廃
と
同
時
に
、
E
T
A
（
電
子

渡
航
認
証
）
の
よ
う
な
新
た
な
障
壁
が
発
生

し
て
い
る
状
況
が
あ
り
、
外
交
的
な
紛
争
に

よ
っ
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
が
一
時
的
に
落

ち
込
む
こ
と
も
あ
り
得
る
。

●
ト
レ
ン
ド
7
…
地
域
が
主
導
す
る
ネ
オ

ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
観
光

　地
域
固
有
の
価
値
と
文
化
を
重
視
す
る
ネ

オ
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
の
拡
散
。
特
に
、
韓
国
ア

ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
な
ど
海
外
旅
行
を
牽
引
す
る

主
要
な
要
因
に
は
、
日
本
の
小
都
市
の
固
有

の
文
化
を
楽
し
も
う
と
す
る
需
要
が
あ
る
こ

近
年
の
訪
日
外
国
人

旅
行
市
場
の
動
向

J
T
B
F

　

柿
島
あ
か
ね 

●
上
席
主
任
研
究
員

市
場
概
況
と
需
要
構
造

　日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
落
ち
込
み
を
経
て
、2
0
2
4
年

に
は
2
0
1
9
年
を
上
回
る
過
去
最
高
の

3
6
8
7
万
人
を
記
録
し
た
。
需
要
層
の
構

成
を
見
る
と
、2
0
2
4
年
は
東
ア
ジ
ア
が

約
66
・
5
%
を
占
め
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
前

の
2
0
1
9
年
と
近
い
構
成
比
に
な
っ
て
い

る
。
特
に
韓
国
市
場
は
、
コ
ロ
ナ
禍
後
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
回
復
を
初
期
か
ら
牽
引

し
、
2
0
2
3
〜
2
0
2
4
年
に
は
国
・
地

域
別
で
1
位
と
な
っ
た
。

　旅
行
消
費
額
も
2
0
2
4
年
に
過
去
最
高

の
8
・
1
兆
円
を
記
録
し
、
自
動
車
産
業
に

次
ぐ
第
2
位
の
輸
出
産
業
に
成
長
し
た
。
ま

た
、
1
人
あ
た
り
旅
行
支
出
も
コ
ロ
ナ
禍
以

降
20
万
円
台
と
高
く
推
移
し
て
い
る
。
旅
行

消
費
額
の
約
55
%
が
東
ア
ジ
ア
で
構
成
さ

れ
、
特
に
中
国
は
人
数
も
多
く
、
1
人
1
回

あ
た
り
旅
行
消
費
単
価
も
高
い
た
め
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
旅
行
消
費
額
へ
の
寄
与
が
非
常
に

大
き
い
市
場
と
捉
え
ら
れ
る
。

好
調
の
要
因
と
リ
ス
ク

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
好
調
を
支
え
て
い

る
要
因
は
、①
円
安
、②
免
税
・
決
済
環
境
の

強
化
、③
国
際
線
の
供
給
回
復
、④
ク
ル
ー
ズ

受
入
再
開
と
寄
港
地
拡
大
で
あ
る
。

　特
に
①
主
要
通
貨
に
対
し
て
概
ね
20
%

か
ら
40
%
程
度
の
円
安
が
進
行
し
て
お
り
、

外
国
人
旅
行
者
に
と
っ
て
日
本
で
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
や
滞
在
費
が
割
安
に
感
じ
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
、
旅
行
支
出
の
増
加
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　加
え
て
、V

isit Jap
an
 W

eb

の
導
入

を
は
じ
め
入
国
・
ビ
ザ
取
得
の
利
便
性
が
向

上
し
て
い
る
ほ
か
、
都
市
部
を
中
心
に
高
付

加
価
値
宿
泊
施
設
が
相
次
い
で
開
業
し
、
高

付
加
価
値
旅
行
者
の
受
入
環
境
が
整
備
さ
れ

て
き
て
お
り
、
政
策
も
量
か
ら
質
重
視
に
移

行
し
て
い
る
こ
と
も
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

好
調
の
要
因
に
挙
げ
ら
れ
る
。

　市
場
が
好
調
な
一
方
で
、①
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
、②
交
通
・
受
入
容
量
の
制
約
、

③
人
手
不
足
、④
為
替
へ
の
依
存
、
が
リ
ス

ク
・
課
題
で
あ
る
。

　①
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
②
交
通
・
受

入
容
量
の
制
約
に
対
し
て
は
、
例
え
ば
京
都

市
で
の
混
雑
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
可
視

化
し
誘
導
す
る
マ
ッ
プ
の
導
入
や
、
国
土
交

通
省
に
よ
る
バ
ス
事
業
者
へ
の
運
行
効
率
化

支
援
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
混

雑
回
避
や
訪
問
し
た
こ
と
が
な
い
地
域
へ
の

関
心
の
高
ま
り
か
ら
、
韓
国
人
旅
行
者
の
間

で
は〝
小
都
市
〞需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
。

今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
方
向
性

　こ
れ
ら
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、
今
後

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
方
向
性
と
し
て
、

質
を
重
視
し
た
成
長
（
高
付
加
価
値
化
）、
需

要
分
散
と
容
量
の
最
適
化
の
推
進
、
技
術
導

入
に
よ
る
人
手
不
足
の
解
消
、
人
材
育
成
強

化
が
考
え
ら
れ
る
。

　現
在
の
好
調
は
円
安
に
大
き
く
依
存
し
て

い
る
た
め
、
為
替
変
動
リ
ス
ク
に
対
応
で
き

る
高
付
加
価
値
な
旅
行
商
品（
例
：
ラ
グ
ジ
ュ

ア
リ
ー
観
光
列
車
な
ど
）
の
開
発
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
需
要
が
増
加
し
て
も
賃

と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　特
に
A
I
を
基
盤
と
し
た
旅
行
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
高
度
化
や
、
Z
世
代
が
主
導
す

る
旅
行
需
要
の
再
編
、
週
4
・
5
日
労
働
制

に
よ
る
短
期
旅
行
の
日
常
化
な
ど
が
、
影
響

力
が
大
き
く
変
化
の
速
い
ト
レ
ン
ド
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
。

　主
に
行
わ
れ
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

は
、
以
下
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　韓
国
の
観
光
ト
レ
ン
ド
展
望
研
究
は
、
多

角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　ま
ず
、
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
テ
キ
ス
ト
マ

イ
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
最
近
の
市
場
の
変
化
を

分
析
し
、
そ
の
内
容
を
基
に
40
名
程
度
の
専

門
家
の
意
見
か
ら
キ
ー
ワ
ー
ド
を
抽
出
す

る
。
専
門
家
に
よ
る
調
査
だ
け
で
は
把
握
し

き
れ
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
、
約
1
0
0
0

人
の
国
民
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
、
実
際
の
旅
行
意
識
の
変
化
を
展

望
す
る
た
め
の
根
拠
資
料
を
確
保
し
て
い
る
。

　ま
た
、
旅
行
経
験
が
あ
る
グ
ル
ー
プ
と

な
い
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
調
査
し
て
お
り
、

例
え
ば
旅
行
経
験
が
豊
富
な
グ
ル
ー
プ
ほ

ど
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
よ
う
な

領
域
に
対
し
て
よ
り
高
い
認
識
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ト
レ
ン
ド
を
展

望
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
主
要
機
関
が
展

望
し
た
デ
ー
タ
も
根
拠
資
料
と
し
て
分
析

に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　宿
泊
税
の
導
入
に
お
け
る
価
格
競
争
力
の

低
下
と
い
う
論
点
は
、
韓
国
の
地
方
都
市
に

お
け
る
観
光
客
誘
致
の
課
題
と
も
共
通
し
て

い
る
。
日
本
で
も
、
特
に
民
泊
業
や
ビ
ジ
ネ

ス
ホ
テ
ル
な
ど
価
格
競
争
力
が
重
要
な
分
野

の
事
業
者
は
、
宿
泊
税
の
導
入
で
料
金
が
上

が
り
、
観
光
客
が
来
な
く
な
る
こ
と
を
懸
念

し
て
い
る
。

　こ
の
懸
念
に
対
し
て
、
日
本
で
は
、
例
え

ば
、
一
泊
1
万
円
以
下
の
宿
泊
者
に
対
し
て

は
課
税
し
な
い
と
い
っ
た
、
免
税
点
を
設
け

る
こ
と
で
、
低
価
格
帯
の
宿
泊
施
設
の
懸
念

を
一
部
解
消
し
、
主
に
高
価
格
帯
の
宿
泊
施

設
が
集
ま
る
都
市
部
で
税
収
を
確
保
し
や
す

く
し
て
い
る
。
し
か
し
、
中
に
は
物
価
上
昇

「
観
光
財
源
の
導
入
と
活
用
」
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　訪
日
外
国
人
旅
行
市
場
の
成
長
は
、
日

本
経
済
に
多
大
な
恩
恵
を
も
た
ら
す
一
方

で
、
首
都
圏
を
は
じ
め
と
す
る
特
定
の
観

光
地
や
都
市
部
に
観
光
客
が
集
中
し
、
地

方
部
に
お
け
る
課
題
を
顕
在
化
さ
せ
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
地
域
の
生
活
環
境
の
維
持

や
受
入
環
境
の
改
善
に
向
け
た
財
源
確
保

が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

　現
在
、
主
に
検
討
さ
れ
て
い
る
観
光
財
源

の
タ
イ
プ
は
、
宿
泊
税
や
観
光
税
な
ど
の
課

税
、
入
域
料
や
環
境
保
全
協
力
金
な
ど
の
負

担
金
、
そ
し
て
国
際
観
光
旅
客
税
の
よ
う
な

賦
課
金
の
三
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち

日
本
で
先
行
し
て
い
る
の
が
、
地
方
自
治
体

に
よ
る
宿
泊
税
で
あ
る
。
宿
泊
税
が
導
入
さ

れ
て
い
る
理
由
に
は
、
日
本
で
は
こ
れ
ま
で

に
入
湯
税
が
あ
り
、
宿
泊
施
設
で
徴
収
す
る

ス
キ
ー
ム
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
こ
と
、
ま

た
、
海
外
の
事
例
か
ら
安
定
し
た
税
収
に
つ

な
が
る
と
明
ら
か
だ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　宿
泊
税
の
導
入
に
際
し
て
は
、
次
の
4
つ

の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。

①
制
度
設
計
の
明
確
化
…
課
税
対
象
・
税
率

の
わ
か
り
や
す
さ
や
、
公
平
性
の
確
保
、

徴
収
ル
ー
ト
の
簡
便
化
に
注
力
す
る
必
要

が
あ
る
。

②
使
途
の
透
明
性
と
説
明
責
任
…
税
収
を

「
何
に
使
う
か
」
を
明
確
に
し
て
説
明
す
る

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
将
来
を
見
据
え
て
一

般
財
源
に
組
み
込
ま
な
い
戦
略
性
が
求
め
ら

れ
る
。

③
住
民
・
事
業
者
と
の
合
意
形
成
…
宿
泊
事

業
者
の
理
解
・
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
宿

泊
事
業
者
か
ら
使
途
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が

出
て
く
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
体
制
が
重
要
。

④
国
際
的
競
争
力
へ
の
配
慮
…
周
辺
地
域
や

海
外
都
市
と
税
制
や
使
途
に
つ
い
て
比
較
・

検
討
す
る
。
ま
た
税
額
や
税
率
は
地
域
の
観

光
ブ
ラ
ン
ド
価
値
と
連
動
さ
せ
る
。

「
地
域
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
業
の

現
状
と
課
題
」

K
C
T
I

　

ア
ン
・
ヒ
ジ
ャ 

●
観
光
政
策
研
究
室 

室
長

　2
0
2
5
年
の
訪
韓
外
国
人
観
光
客
は

1
9
0
0
万
人
以
上
と
予
想
さ
れ
、
韓
国
政

府
は
2
0
3
0
年
ま
で
に
外
国
人
訪
問
客

3
0
0
0
万
人
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
、
観
光
需
要
が
首
都
圏（
ソ

ウ
ル
、
仁
川
な
ど
）
に
偏
在
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
地
方
へ
の
訪
問
活
性
化
が
政
策
の
重

点
課
題
で
あ
る
。

　ま
た
、
需
要
側
の
視
点
で
は
、
ロ
ー
カ
ル

体
験
に
対
す
る
需
要
が
高
い
リ
ピ
ー
タ
ー
の

F
I
T
（
海
外
個
人
旅
行
者
）
が
増
加
し
て

い
る
も
の
の
、
供
給
側
の
視
点
で
は
、

O
T
A（
オ
ン
ラ
イ
ン
旅
行
代
理
店
）プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
影
響
力
が
拡
大
し
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
韓
国
の
旅
行
業
が
首
都
圏
に
集

中
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
地
域
を
基

盤
と
し
た
旅
行
業
の
育
成
も
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
政

府
は「
ロ
ー
カ
ル
ク
リ
エ
イ
タ
ー
育
成
事
業
」

を
推
進
し
、
地
域
の
旅
行
産
業
に
お
け
る
新

し
い
供
給
主
体
を
発
掘
し
て
い
る
。
ロ
ー
カ

ル
ク
リ
エ
イ
タ
ー
は
、
地
域
の
自
然
・
文
化

と
ア
イ
デ
ア
を
結
び
つ
け
事
業
的
価
値
を
創

出
す
る
創
業
者
と
定
義
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

事
業
は
地
域
の
旅
行
産
業
に
と
っ
て
新
た
な

機
会
と
な
っ
て
い
る
。

①
フ
ラ
イ
ト
ゥ
ゲ
ザ
ー（
大
邱
市
）
…
地
方

自
治
体
と
協
業
し
て
、
特
に
台
湾
の
F
I
T

を
集
中
し
て
誘
致
し
て
い
る
企
業
。
ア
ウ
ト

バ
ウ
ン
ド
中
心
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
と
事

業
領
域
を
拡
大
し
た
。
農
村
ク
リ
エ
イ
タ
ー

ツ
ア
ー
事
業
の
よ
う
な
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を

開
発
し
て
い
る
。

②
ジ
ャ
ム
ト
リ
ー（
陰
城
郡
）
…
11
の
産
業

団
地
、
約
2
3
0
0
以
上
の
企
業
工
場
が
位

置
す
る
と
い
う
陰
城
郡
の
強
み
を
活
か
し
、

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ツ
ア
ー
商
品
を
開
発
・
運
営

し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
内
在
住
の
外
国
人

を
観
光
ガ
イ
ド
と
し
て
養
成
す
る
、
外
国
人

労
働
者
を
対
象
と
し
た
旅
行
商
品
を
開
発
す

る
な
ど
、
訪
韓
外
国
人
誘
致
に
も
貢
献
し
て

い
る
。

③
サ
ー
フ
ホ
リ
ッ
ク（
釜
山
市
）
…
サ
ー
フ
ィ

ン
用
品
の
レ
ン
タ
ル
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
、
2
0
2
1
年
に
旅
行
業
と
し
て

登
録
。「
サ
ー
フ
ィ
ン
＋
宿
泊
」、「
サ
ー
フ
ィ

ン
＋
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
の
滞
在
型
旅

行
商
品
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
販
売
し
て
い

る
。国
内
の
江
陵
、襄
陽
、済
州
な
ど
の
ほ
か
、

ベ
ト
ナ
ム
・
ダ
ナ
ン
に
も
進
出
し
、
営
業
の

四
季
通
年
化
を
実
現
し
た
。

　地
域
が
中
心
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
エ
コ

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、

そ
の
た
め
に
は
次
の
4
つ
が
重
要
で
あ
る
。

①
地
域
特
化
型
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
発
掘
お

よ
び
商
品
企
画
…
地
域
の
祭
り
や
イ
ベ
ン

ト
、
K‒

コ
ン
テ
ン
ツ
連
携
だ
け
で
な
く
、

モ
ビ
リ
テ
ィ
領
域
や
地
域
の
産
業
と
連
携
し

た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
を
拡
大
す
る
必

要
が
あ
る
。

②
地
域
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
専
門
旅
行
業
の
育
成

…
ロ
ー
カ
ル
ク
リ
エ
イ
タ
ー
だ
け
で
な
く
、

多
様
な
体
験
商
品
を
運
営
す
る
主
体
を
法
的

な
制
度
基
盤
に
組
み
込
み
、
体
系
的
に
育
成

す
る
必
要
が
あ
る
。
旅
行
業
の
最
も
重
要
な

要
素
は
コ
ン
テ
ン
ツ
競
争
力
で
あ
る
た
め
、

地
域
を
代
表
す
る
旅
行
企
業
を
発
掘
・
支
援

す
る
こ
と
が
重
要
。

③
地
域
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
サ
ー
ビ
ス
人

材
の
養
成
…
地
域
旅
行
会
社
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
人
材
不
足
が
最
大
の
課
題
で
あ
っ

た
。
ロ
ー
カ
ル
現
場
の
サ
ー
ビ
ス
品
質
を
担

う
人
材
を
、
地
域
大
学
と
連
携
し
て
専
門
的

に
養
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

④
地
域
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
産
業
の
協
力
エ

コ
シ
ス
テ
ム
構
築
…
O
T
A
の
影
響
力
が
拡

大
し
て
い
る
今
日
に
お
い
て
、
政
府
観
光
局

（
N
T
O
）
や
地
域
観
光
組
織
（
R
T
O
）
が

旅
行
商
品
の
供
給
者
と
O
T
A
の
仲
介
役
を

果
た
す
こ
と
で
、
地
域
旅
行
業
者
が
安
定
的

に
流
通
構
造
へ
参
入
で
き
る
仕
組
み
を
構
築

す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
ソ
ウ
ル
を
拠
点

と
し
て
、
例
え
ば
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
や

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
な
ど
、
再
訪
問
客
を
対
象
に

地
方
都
市
へ
誘
導
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡

大
す
る
事
業
も
重
要
で
あ
る
。

事
例
紹
介

①
倶
知
安
町
…
日
本
で
唯
一
、
宿
泊
料
金
に

応
じ
て
課
税
す
る
「
定
率
制
」
の
宿
泊
税
（
現

在
は
2
%
、来
年
か
ら
は
3
%
に
増
税
予
定
）

を
採
用
し
て
い
る
。
集
め
ら
れ
た
税
金
は
、

道
路
の
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
、
宿
泊
者

向
け
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
な
ど
、
住
民
に

も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
充
て

ら
れ
て
い
る
。

②
福
岡
市
…
宿
泊
税
の
税
収
は
受
入
環
境
整

備
や
魅
力
向
上
の
た
め
に
使
用
し
て
お
り
、

市
民
に
報
告
す
る
媒
体
を
保
持
し
て
お
り
、

使
途
の
見
え
る
化
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
。

　当
財
団
で
は
、
客
観
的
な
課
題
分
析
の
た

め
の
デ
ー
タ
基
盤
の
構
築
、
確
保
し
た
財
源

を
元
に
し
た
人
材
確
保
・
育
成
、
合
意
形
成

の
た
め
の
協
議
の
場
の
開
催
の
3
点
か
ら
、

観
光
地
域
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
仕
組
み

の
導
入
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
観
光
に
お

け
る
デ
ー
タ
基
盤
と
し
て
、
当
財
団
の
こ
れ

ま
で
の
調
査
・
研
究
結
果
を
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー

ド
化
し
、
一
般
公
開
を
行
っ
て
い
る
。

アン・ヒジャ 観光政策研究室 室長蛯澤俊典 主任研究員

柿島あかね 上席主任研究員

　2
0
2
5
年
11
月
17
日
（
月
）、
日
韓

国
際
観
光
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
研
究

協
力
に
関
す
る
覚
書
（M

em
o
ran

d
u
m
 

o
f U

n
d
ersta

n
d
in
g
 o
n
 R
esea

rch 

C
ooperation

、M
O
U
）を
結
ん
で
い
る
韓

国
文
化
観
光
研
究
院
（
以
下
、
K
C
T
I
）

と
毎
年
共
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
2
0
2

3
年
に
締
結
（
更
新
）
さ
れ
た
M
O
U
に
お

い
て
、
地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
が
追

加
さ
れ
た
た
め
、
昨
年
の
日
本
・
沖
縄
で
の

開
催
に
続
き
、
今
回
は
韓
国
・
済
州
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　当
日
は
、
両
機
関
の
代
表
挨
拶
後
、
両
機

関
の
研
究
員
4
名
に
よ
る
研
究
発
表
と
質
疑

応
答
を
行
い
ま
し
た
。
本
稿
で
は
各
研
究
発

表
の
要
旨
を
中
心
に
、
そ
の
後
行
わ
れ
た
質

疑
応
答
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

地
域
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
活
性
化
の
鍵

事
例
紹
介

に
伴
い
宿
泊
費
も
上
げ
る
べ
き
だ
が
、
免
税

点
に
よ
っ
て
、
価
格
を
上
げ
ら
れ
な
い
状
況

が
生
ま
れ
、
地
域
経
済
発
展
の
足
か
せ
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
リ
ス
ク
に
関
す
る

指
摘
も
存
在
す
る
。

　ま
た
、
韓
国
と
日
本
の
税
制
に
は
、
法
定

外
税
（
法
律
に
定
め
が
な
い
地
方
税
）
の
扱

い
に
関
し
て
歴
史
的
背
景
に
基
づ
く
重
要
な

相
違
点
が
あ
る
。

　韓
国
で
は
、
租
税
法
律
主
義
に
基
づ
き
、

法
律
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
税
金
は
条
例
で

徴
収
で
き
な
い
と
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　一
方
、
日
本
で
は
、
原
則
と
し
て
韓
国
と

同
様
に
法
律
に
基
づ
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

が
、
歴
史
的
経
緯
か
ら
、
例
外
的
に
法
定
外

税
を
地
方
自
治
体
が
条
例
で
独
自
に
徴
収
で

き
る
制
度
が
存
在
す
る
。
現
在
、
宿
泊
税
は
、

こ
の
法
定
外
税
の
一
つ
と
し
て
、
地
方
自
治

体
が
総
務
大
臣
に
導
入
目
的
を
申
請
し
、
そ

れ
が
妥
当
で
あ
る
と
承
認
さ
れ
た
場
合
に
の

み
導
入
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　韓
国
の
地
方
観
光
活
性
化
に
お
け
る
主
要

な
障
害
の
一
つ
が
、
地
方
空
港
や
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
か
ら
主
要
観
光
地
へ
の
連
結
交
通
が
劣

悪
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
も
同
様
に
地

金
や
働
き
方
が
変
わ
ら
な
い
た
め
、
良
い
人

材
が
集
ま
ら
な
い
状
況
が
あ
る
。
こ
の
対
策

と
し
て
、
業
務
の
標
準
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
、

お
よ
び
「
利
益
に
つ
な
が
る
料
金
・
商
品
」
へ

の
転
換
を
進
め
、
少
な
い
人
数
で
も
回
せ
る

仕
組
み
へ
の
シ
フ
ト
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

「
2
0
3
0
観
光
ト
レ
ン
ド
の

展
望
」

K
C
T
I

キ
ム
・
ヒ
ョ
ン
ジ
ュ
●
上
級
研
究
委
員

ト
レ
ン
ド
構
造
の
変
化
と
A
I
の
影
響

　K
C
T
I
が
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
観
光

ト
レ
ン
ド
研
究
の
最
新
の
調
査
か
ら
、
需
要

領
域
の
ト
レ
ン
ド
の
変
化
で
は
、
超
高
齢
化

社
会
の
深
刻
化
や
Z
世
代
・α
世
代
の
台
頭
、

体
験
・
価
値
重
視
の
消
費
文
化
の
拡
散
、ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
す
る
価
値
観
へ

の
変
化
な
ど
が
、
供
給
領
域
で
は
、
ウ
ェ
ル

ネ
ス
、
食
、
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
融

合
し
た
観
光
の
登
場
、
A
I
エ
ー
ジ
ェ
ン

テ
ィ
ッ
ク
機
能
の
強
化
に
よ
る
技
術
革
新
の

加
速
、
気
候
変
動
と
ネ
オ
・
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ

時
代
に
お
け
る
地
域
観
光
の
転
換
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
た
。

　伝
統
的
に
、
観
光
は
需
要
か
ら
供
給
へ
の

一
方
通
行
的
な
構
造
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
た

が
、
今
回
の
ト
レ
ン
ド
研
究
で
は
、
観
光
産

業
や
地
域
観
光
と
い
っ
た
供
給
領
域
で
発
生

す
る
政
策
が
、
逆
に
市
場
を
変
化
さ
せ
て
い

る
と
い
う
双
方
向
的
な
作
用
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
把
握
さ
れ
た
。

　今
回
の
研
究
か
ら
、
観
光
ト
レ
ン
ド
は
変

化
の
予
測
が
難
し
い
時
代
が
訪
れ
る
と
考

え
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
『
未
知
の
未
来
、
旅
の

リ
ア
ル
ラ
イ
ン
、「T

ravel in
 F
lu
x 

× 

R
ealign

」』と
し
た
。
2
0
3
0
観
光
ト
レ

ン
ド
は
、
大
き
く
7
つ
の
ト
レ
ン
ド
に
分
け

ら
れ
る
。

2
．各
研
究
発
表
要
旨

発
表
…
❶

発
表
…
❷

発
表
…
❸

方
交
通
の
問
題
に
苦
慮
し
、
様
々
な
試
行
錯

誤
を
経
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　日
本
の
地
域
交
通
に
お
け
る
課
題
解
決

策
の
一
つ
と
し
て
、
G
T
F
S
（G

en
eral 

T
ran

sit F
eed

 S
p
ecificatio

n

）
と

呼

ば
れ
る
公
共
交
通
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
規
格

の
活
用
が
進
ん
で
い
る
。

　仕
組
み
と
し
て
は
、
バ
ス
事
業
者
や
地
方

自
治
体
が
、
時
刻
表
、
経
路
、
停
留
所
と
い
っ

た
詳
細
な
運
行
情
報
を
国
際
標
準
規
格
で
あ

る
G
T
F
S
形
式
で
作
成
・
公
開
す
る
。
こ

の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
は
、G

o
o
gle

マ
ッ
プ

な
ど
の
各
種
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
に

取
り
込
ま
れ
、
利
用
者
に
提
供
さ
れ
る
。

　岐
阜
県
中
津
川
市
の
事
例
で
は
、
G
T
F

S
デ
ー
タ
がG

o
o
gle

マ
ッ
プ
に
反
映
さ
れ

る
こ
と
で
、
外
国
人
が
自
国
語
で
容
易
に
目

的
地
ま
で
の
経
路
を
検
索
し
、
公
共
交
通
を

利
用
し
て
自
発
的
に
訪
問
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
、
バ
ス
事
業
者
は
利
用
客
の

増
加
に
よ
り
、
路
線
の
収
益
が
改
善
し
、
経

済
的
恩
恵
が
生
ま
れ
て
い
る
。
併
せ
て
、
地

域
住
民
に
と
っ
て
は
、
利
用
者
が
増
え
た
こ

と
で
、不
可
欠
な
公
共
交
通
網
が
維
持
さ
れ
、

三
方
よ
し
の
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
前
後
に
は
、
エ
ク
ス

カ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、「
城
山
日
出
峰
」、「
光

の
バ
ン
カ
ー
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　ユ
ネ
ス
コ
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
て

い
る
城
山
日
出
峰
は
、
マ
グ
マ
が
水
中
で
噴

出
し
て
形
成
さ
れ
た
火
山
体
で
、
波
や
海
流

に
浸
食
さ
れ
て
で
き
た
景
観
が
特
徴
的
で
し

た
。
頂
上
へ
登
る
有
料
の
登
山
道
と
、
周
辺

を
散
策
す
る
無
料
の
区
間
が
整
備
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
海
辺
で
は
海
女
さ
ん
が
朝

獲
っ
た
ば
か
り
の
ア
ワ
ビ
を
提
供
し
て
く
れ

る
施
設
も
あ
り
ま
し
た
。

　「光
の
バ
ン
カ
ー
」
は
、
か
つ
て
国
の
基

幹
通
信
施
設
だ
っ
た
建
物
を
、
民
間
事
業
者

が
没
入
型
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
再
活
用
し
て
い
る
施
設
で
す
。
近
年

の
ト
レ
ン
ド
で
あ
る
イ
マ
ー
シ
ブ
体
験
の
施

設
で
あ
り
、
西
洋
美
術
以
外
に
も
韓
国
の
作

品
も
体
験
・
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　3
日
間
の
行
程
を
通
し
、
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
や
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
以
外
で
も
日

韓
の
研
究
者
間
で
積
極
的
な
意
見
交
換
や

交
流
が
行
わ
れ
、
大
変
有
意
義
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

　今
後
も
日
本
と
韓
国
の
観
光
に
係
わ
る
類

地
方
観
光
の
活
性
化
が

重
要
課
題
と
し
て
浮
上

安
定
的
か
つ
多
様
な
財
源
確
保
の

た
め
の
宿
泊
税

当
財
団
の
新
た
な
観
光
地
経
営
に

向
け
た
研
究
活
動

似
点
、
相
違
点
を
お
互
い
に
理
解
し
、
信
頼

関
係
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
両
国
の
観
光
文

化
の
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
文
：
J
T
B
F
・
川
口
雪
衣
）
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再 校



●
ト
レ
ン
ド
1
…
心
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

旅
行
の
リ
ア
ラ
イ
ジ
ン
グ
〈R

ealizing

〉：

Z
世
代
か
ら
G
G（G

old G
rey

）世
代
ま
で

　世
代
別
の
旅
行
の
楽
し
み
方
に
注
目
し
た

ト
レ
ン
ド
で
、「
自
分
だ
け
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
旅
行
の
動
機
を
得
て
、
現
実
の

条
件
に
合
わ
せ
て
旅
行
の
ロ
マ
ン
を
積
極
的

に
実
現
し
よ
う
と
す
る
」
傾
向
を
指
す
。

●
ト
レ
ン
ド
2
…
没
入
型
の
経
験
旅
行
：
コ

ン
テ
ン
ツ
、ス
ポ
ー
ツ
、リ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

　旅
行
の
動
機
が
典
型
的
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

訪
問
で
は
な
く
、
日
常
的
な
趣
向
の
コ
ン
テ

ン
ツ
へ
と
拡
大
す
る
。
例
え
ば
、
ア
ニ
メ
の

フ
ァ
ン
が
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
を
訪
問
し
た
り
、

有
名
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
フ
ァ
ン
が
試
合
の
あ

る
地
域
を
訪
問
し
た
り
、旅
行
地
で
ラ
ン
・
ト

リ
ッ
プ（R

un trip

）を
楽
し
ん
だ
り
す
る
。

●
ト
レ
ン
ド
3
…
旅
行
市
場
、
F
o
g
（
霧
）

時
代
（
混
迷
の
時
代
）
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

　超
高
齢
社
会
や
週
4
・
5
日
労
働
制
と

い
っ
た
変
化
が
観
光
市
場
の
需
要
変
化
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
注
目
が
必
要
で

あ
る
。

●
ト
レ
ン
ド
4
…
エ
ー
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ッ
ク
A

I
が
切
り
拓
く
観
光
の
新
時
代

　A
I
は
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス

機
能
を
中
心
と
し
た
消
費
市
場
の
高
度
化
、

グ
ロ
ー
バ
ル
O
T
A
を
中
心
と
し
た
A
I
技

術
の
革
新
、
そ
し
て
労
働
市
場
で
は
技
術

代
替
と
新
規
職
種
の
出
現
と
い
う
、
3
つ

の
側
面
か
ら
影
響
が
あ
る
。

●
ト
レ
ン
ド
5
…
気
候
変
動
時
代
の
旅
、

認
識
と
実
践
の
ギ
ャ
ッ
プ

　カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
旅
行
は
発

現
程
度
と
持
続
性
が
最
も
低
い
と
分
析
さ

れ
て
い
る
が
、
観
光
税
や
環
境
負
担
金
が

課
さ
れ
る
中
で
、
気
候
変
動
に
脆
弱
な
観

光
地
へ
の
選
好
変
化
が
ど
の
よ
う
に
表
れ

る
か
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

●
ト
レ
ン
ド
6
…
国
際
観
光
、
開
放
の
時

代
と
見
え
な
い
壁
と
解
放
の
共
存

　国
際
観
光
市
場
の
変
化
が
自
国
の
消
費

市
場
に
影
響
を
及
ぼ
す
主
要
な
領
域
に

な
っ
て
い
る
。
中
国
で
の
ビ
ザ
緩
和
の
よ

う
な
障
壁
撤
廃
と
同
時
に
、
E
T
A
（
電
子

渡
航
認
証
）
の
よ
う
な
新
た
な
障
壁
が
発
生

し
て
い
る
状
況
が
あ
り
、
外
交
的
な
紛
争
に

よ
っ
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
が
一
時
的
に
落

ち
込
む
こ
と
も
あ
り
得
る
。

●
ト
レ
ン
ド
7
…
地
域
が
主
導
す
る
ネ
オ

ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
観
光

　地
域
固
有
の
価
値
と
文
化
を
重
視
す
る
ネ

オ
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
の
拡
散
。
特
に
、
韓
国
ア

ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
な
ど
海
外
旅
行
を
牽
引
す
る

主
要
な
要
因
に
は
、
日
本
の
小
都
市
の
固
有

の
文
化
を
楽
し
も
う
と
す
る
需
要
が
あ
る
こ

近
年
の
訪
日
外
国
人

旅
行
市
場
の
動
向

J
T
B
F

　

柿
島
あ
か
ね 

●
上
席
主
任
研
究
員

市
場
概
況
と
需
要
構
造

　日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
落
ち
込
み
を
経
て
、2
0
2
4
年

に
は
2
0
1
9
年
を
上
回
る
過
去
最
高
の

3
6
8
7
万
人
を
記
録
し
た
。
需
要
層
の
構

成
を
見
る
と
、2
0
2
4
年
は
東
ア
ジ
ア
が

約
66
・
5
%
を
占
め
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
前

の
2
0
1
9
年
と
近
い
構
成
比
に
な
っ
て
い

る
。
特
に
韓
国
市
場
は
、
コ
ロ
ナ
禍
後
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
回
復
を
初
期
か
ら
牽
引

し
、
2
0
2
3
〜
2
0
2
4
年
に
は
国
・
地

域
別
で
1
位
と
な
っ
た
。

　旅
行
消
費
額
も
2
0
2
4
年
に
過
去
最
高

の
8
・
1
兆
円
を
記
録
し
、
自
動
車
産
業
に

次
ぐ
第
2
位
の
輸
出
産
業
に
成
長
し
た
。
ま

た
、
1
人
あ
た
り
旅
行
支
出
も
コ
ロ
ナ
禍
以

降
20
万
円
台
と
高
く
推
移
し
て
い
る
。
旅
行

消
費
額
の
約
55
%
が
東
ア
ジ
ア
で
構
成
さ

れ
、
特
に
中
国
は
人
数
も
多
く
、
1
人
1
回

あ
た
り
旅
行
消
費
単
価
も
高
い
た
め
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
旅
行
消
費
額
へ
の
寄
与
が
非
常
に

大
き
い
市
場
と
捉
え
ら
れ
る
。

好
調
の
要
因
と
リ
ス
ク

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
好
調
を
支
え
て
い

る
要
因
は
、①
円
安
、②
免
税
・
決
済
環
境
の

強
化
、③
国
際
線
の
供
給
回
復
、④
ク
ル
ー
ズ

受
入
再
開
と
寄
港
地
拡
大
で
あ
る
。

　特
に
①
主
要
通
貨
に
対
し
て
概
ね
20
%

か
ら
40
%
程
度
の
円
安
が
進
行
し
て
お
り
、

外
国
人
旅
行
者
に
と
っ
て
日
本
で
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
や
滞
在
費
が
割
安
に
感
じ
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
、
旅
行
支
出
の
増
加
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　加
え
て
、V

isit Jap
an
 W

eb

の
導
入

を
は
じ
め
入
国
・
ビ
ザ
取
得
の
利
便
性
が
向

上
し
て
い
る
ほ
か
、
都
市
部
を
中
心
に
高
付

加
価
値
宿
泊
施
設
が
相
次
い
で
開
業
し
、
高

付
加
価
値
旅
行
者
の
受
入
環
境
が
整
備
さ
れ

て
き
て
お
り
、
政
策
も
量
か
ら
質
重
視
に
移

行
し
て
い
る
こ
と
も
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

好
調
の
要
因
に
挙
げ
ら
れ
る
。

　市
場
が
好
調
な
一
方
で
、①
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
、②
交
通
・
受
入
容
量
の
制
約
、

③
人
手
不
足
、④
為
替
へ
の
依
存
、
が
リ
ス

ク
・
課
題
で
あ
る
。

　①
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
②
交
通
・
受

入
容
量
の
制
約
に
対
し
て
は
、
例
え
ば
京
都

市
で
の
混
雑
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
可
視

化
し
誘
導
す
る
マ
ッ
プ
の
導
入
や
、
国
土
交

通
省
に
よ
る
バ
ス
事
業
者
へ
の
運
行
効
率
化

支
援
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
混

雑
回
避
や
訪
問
し
た
こ
と
が
な
い
地
域
へ
の

関
心
の
高
ま
り
か
ら
、
韓
国
人
旅
行
者
の
間

で
は〝
小
都
市
〞需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
。

今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
方
向
性

　こ
れ
ら
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、
今
後

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
方
向
性
と
し
て
、

質
を
重
視
し
た
成
長
（
高
付
加
価
値
化
）、
需

要
分
散
と
容
量
の
最
適
化
の
推
進
、
技
術
導

入
に
よ
る
人
手
不
足
の
解
消
、
人
材
育
成
強

化
が
考
え
ら
れ
る
。

　現
在
の
好
調
は
円
安
に
大
き
く
依
存
し
て

い
る
た
め
、
為
替
変
動
リ
ス
ク
に
対
応
で
き

る
高
付
加
価
値
な
旅
行
商
品（
例
：
ラ
グ
ジ
ュ

ア
リ
ー
観
光
列
車
な
ど
）
の
開
発
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
需
要
が
増
加
し
て
も
賃

と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　特
に
A
I
を
基
盤
と
し
た
旅
行
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
高
度
化
や
、
Z
世
代
が
主
導
す

る
旅
行
需
要
の
再
編
、
週
4
・
5
日
労
働
制

に
よ
る
短
期
旅
行
の
日
常
化
な
ど
が
、
影
響

力
が
大
き
く
変
化
の
速
い
ト
レ
ン
ド
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
。

　主
に
行
わ
れ
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

は
、
以
下
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　韓
国
の
観
光
ト
レ
ン
ド
展
望
研
究
は
、
多

角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　ま
ず
、
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
テ
キ
ス
ト
マ

イ
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
最
近
の
市
場
の
変
化
を

分
析
し
、
そ
の
内
容
を
基
に
40
名
程
度
の
専

門
家
の
意
見
か
ら
キ
ー
ワ
ー
ド
を
抽
出
す

る
。
専
門
家
に
よ
る
調
査
だ
け
で
は
把
握
し

き
れ
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
、
約
1
0
0
0

人
の
国
民
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
、
実
際
の
旅
行
意
識
の
変
化
を
展

望
す
る
た
め
の
根
拠
資
料
を
確
保
し
て
い
る
。

　ま
た
、
旅
行
経
験
が
あ
る
グ
ル
ー
プ
と

な
い
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
調
査
し
て
お
り
、

例
え
ば
旅
行
経
験
が
豊
富
な
グ
ル
ー
プ
ほ

ど
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
よ
う
な

領
域
に
対
し
て
よ
り
高
い
認
識
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ト
レ
ン
ド
を
展

望
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
主
要
機
関
が
展

望
し
た
デ
ー
タ
も
根
拠
資
料
と
し
て
分
析

に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　宿
泊
税
の
導
入
に
お
け
る
価
格
競
争
力
の

低
下
と
い
う
論
点
は
、
韓
国
の
地
方
都
市
に

お
け
る
観
光
客
誘
致
の
課
題
と
も
共
通
し
て

い
る
。
日
本
で
も
、
特
に
民
泊
業
や
ビ
ジ
ネ

ス
ホ
テ
ル
な
ど
価
格
競
争
力
が
重
要
な
分
野

の
事
業
者
は
、
宿
泊
税
の
導
入
で
料
金
が
上

が
り
、
観
光
客
が
来
な
く
な
る
こ
と
を
懸
念

し
て
い
る
。

　こ
の
懸
念
に
対
し
て
、
日
本
で
は
、
例
え

ば
、
一
泊
1
万
円
以
下
の
宿
泊
者
に
対
し
て

は
課
税
し
な
い
と
い
っ
た
、
免
税
点
を
設
け

る
こ
と
で
、
低
価
格
帯
の
宿
泊
施
設
の
懸
念

を
一
部
解
消
し
、
主
に
高
価
格
帯
の
宿
泊
施

設
が
集
ま
る
都
市
部
で
税
収
を
確
保
し
や
す

く
し
て
い
る
。
し
か
し
、
中
に
は
物
価
上
昇

「
観
光
財
源
の
導
入
と
活
用
」

J
T
B
F

蛯
澤
俊
典 

●
主
任
研
究
員

　訪
日
外
国
人
旅
行
市
場
の
成
長
は
、
日

本
経
済
に
多
大
な
恩
恵
を
も
た
ら
す
一
方

で
、
首
都
圏
を
は
じ
め
と
す
る
特
定
の
観

光
地
や
都
市
部
に
観
光
客
が
集
中
し
、
地

方
部
に
お
け
る
課
題
を
顕
在
化
さ
せ
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
地
域
の
生
活
環
境
の
維
持

や
受
入
環
境
の
改
善
に
向
け
た
財
源
確
保

が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

　現
在
、
主
に
検
討
さ
れ
て
い
る
観
光
財
源

の
タ
イ
プ
は
、
宿
泊
税
や
観
光
税
な
ど
の
課

税
、
入
域
料
や
環
境
保
全
協
力
金
な
ど
の
負

担
金
、
そ
し
て
国
際
観
光
旅
客
税
の
よ
う
な

賦
課
金
の
三
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち

日
本
で
先
行
し
て
い
る
の
が
、
地
方
自
治
体

に
よ
る
宿
泊
税
で
あ
る
。
宿
泊
税
が
導
入
さ

れ
て
い
る
理
由
に
は
、
日
本
で
は
こ
れ
ま
で

に
入
湯
税
が
あ
り
、
宿
泊
施
設
で
徴
収
す
る

ス
キ
ー
ム
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
こ
と
、
ま

た
、
海
外
の
事
例
か
ら
安
定
し
た
税
収
に
つ

な
が
る
と
明
ら
か
だ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　宿
泊
税
の
導
入
に
際
し
て
は
、
次
の
4
つ

の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。

①
制
度
設
計
の
明
確
化
…
課
税
対
象
・
税
率

の
わ
か
り
や
す
さ
や
、
公
平
性
の
確
保
、

徴
収
ル
ー
ト
の
簡
便
化
に
注
力
す
る
必
要

が
あ
る
。

②
使
途
の
透
明
性
と
説
明
責
任
…
税
収
を

「
何
に
使
う
か
」
を
明
確
に
し
て
説
明
す
る

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
将
来
を
見
据
え
て
一

般
財
源
に
組
み
込
ま
な
い
戦
略
性
が
求
め
ら

れ
る
。

③
住
民
・
事
業
者
と
の
合
意
形
成
…
宿
泊
事

業
者
の
理
解
・
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
宿

泊
事
業
者
か
ら
使
途
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が

出
て
く
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
体
制
が
重
要
。

④
国
際
的
競
争
力
へ
の
配
慮
…
周
辺
地
域
や

海
外
都
市
と
税
制
や
使
途
に
つ
い
て
比
較
・

検
討
す
る
。
ま
た
税
額
や
税
率
は
地
域
の
観

光
ブ
ラ
ン
ド
価
値
と
連
動
さ
せ
る
。

「
地
域
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
業
の

現
状
と
課
題
」

K
C
T
I

　

ア
ン
・
ヒ
ジ
ャ 

●
観
光
政
策
研
究
室 

室
長

　2
0
2
5
年
の
訪
韓
外
国
人
観
光
客
は

1
9
0
0
万
人
以
上
と
予
想
さ
れ
、
韓
国
政

府
は
2
0
3
0
年
ま
で
に
外
国
人
訪
問
客

3
0
0
0
万
人
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
、
観
光
需
要
が
首
都
圏（
ソ

ウ
ル
、
仁
川
な
ど
）
に
偏
在
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
地
方
へ
の
訪
問
活
性
化
が
政
策
の
重

点
課
題
で
あ
る
。

　ま
た
、
需
要
側
の
視
点
で
は
、
ロ
ー
カ
ル

体
験
に
対
す
る
需
要
が
高
い
リ
ピ
ー
タ
ー
の

F
I
T
（
海
外
個
人
旅
行
者
）
が
増
加
し
て

い
る
も
の
の
、
供
給
側
の
視
点
で
は
、

O
T
A（
オ
ン
ラ
イ
ン
旅
行
代
理
店
）プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
影
響
力
が
拡
大
し
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
韓
国
の
旅
行
業
が
首
都
圏
に
集

中
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
地
域
を
基

盤
と
し
た
旅
行
業
の
育
成
も
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
政

府
は「
ロ
ー
カ
ル
ク
リ
エ
イ
タ
ー
育
成
事
業
」

を
推
進
し
、
地
域
の
旅
行
産
業
に
お
け
る
新

し
い
供
給
主
体
を
発
掘
し
て
い
る
。
ロ
ー
カ

ル
ク
リ
エ
イ
タ
ー
は
、
地
域
の
自
然
・
文
化

と
ア
イ
デ
ア
を
結
び
つ
け
事
業
的
価
値
を
創

出
す
る
創
業
者
と
定
義
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

事
業
は
地
域
の
旅
行
産
業
に
と
っ
て
新
た
な

機
会
と
な
っ
て
い
る
。

①
フ
ラ
イ
ト
ゥ
ゲ
ザ
ー（
大
邱
市
）
…
地
方

自
治
体
と
協
業
し
て
、
特
に
台
湾
の
F
I
T

を
集
中
し
て
誘
致
し
て
い
る
企
業
。
ア
ウ
ト

バ
ウ
ン
ド
中
心
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
と
事

業
領
域
を
拡
大
し
た
。
農
村
ク
リ
エ
イ
タ
ー

ツ
ア
ー
事
業
の
よ
う
な
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を

開
発
し
て
い
る
。

②
ジ
ャ
ム
ト
リ
ー（
陰
城
郡
）
…
11
の
産
業

団
地
、
約
2
3
0
0
以
上
の
企
業
工
場
が
位

置
す
る
と
い
う
陰
城
郡
の
強
み
を
活
か
し
、

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ツ
ア
ー
商
品
を
開
発
・
運
営

し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
内
在
住
の
外
国
人

を
観
光
ガ
イ
ド
と
し
て
養
成
す
る
、
外
国
人

労
働
者
を
対
象
と
し
た
旅
行
商
品
を
開
発
す

る
な
ど
、
訪
韓
外
国
人
誘
致
に
も
貢
献
し
て

い
る
。

③
サ
ー
フ
ホ
リ
ッ
ク（
釜
山
市
）
…
サ
ー
フ
ィ

ン
用
品
の
レ
ン
タ
ル
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
、
2
0
2
1
年
に
旅
行
業
と
し
て

登
録
。「
サ
ー
フ
ィ
ン
＋
宿
泊
」、「
サ
ー
フ
ィ

ン
＋
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
の
滞
在
型
旅

行
商
品
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
販
売
し
て
い

る
。国
内
の
江
陵
、襄
陽
、済
州
な
ど
の
ほ
か
、

ベ
ト
ナ
ム
・
ダ
ナ
ン
に
も
進
出
し
、
営
業
の

四
季
通
年
化
を
実
現
し
た
。

　地
域
が
中
心
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
エ
コ

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、

そ
の
た
め
に
は
次
の
4
つ
が
重
要
で
あ
る
。

①
地
域
特
化
型
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
発
掘
お

よ
び
商
品
企
画
…
地
域
の
祭
り
や
イ
ベ
ン

ト
、
K‒

コ
ン
テ
ン
ツ
連
携
だ
け
で
な
く
、

モ
ビ
リ
テ
ィ
領
域
や
地
域
の
産
業
と
連
携
し

た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
を
拡
大
す
る
必

要
が
あ
る
。

②
地
域
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
専
門
旅
行
業
の
育
成

…
ロ
ー
カ
ル
ク
リ
エ
イ
タ
ー
だ
け
で
な
く
、

多
様
な
体
験
商
品
を
運
営
す
る
主
体
を
法
的

な
制
度
基
盤
に
組
み
込
み
、
体
系
的
に
育
成

す
る
必
要
が
あ
る
。
旅
行
業
の
最
も
重
要
な

要
素
は
コ
ン
テ
ン
ツ
競
争
力
で
あ
る
た
め
、

地
域
を
代
表
す
る
旅
行
企
業
を
発
掘
・
支
援

す
る
こ
と
が
重
要
。

③
地
域
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
サ
ー
ビ
ス
人

材
の
養
成
…
地
域
旅
行
会
社
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
人
材
不
足
が
最
大
の
課
題
で
あ
っ

た
。
ロ
ー
カ
ル
現
場
の
サ
ー
ビ
ス
品
質
を
担

う
人
材
を
、
地
域
大
学
と
連
携
し
て
専
門
的

に
養
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

④
地
域
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
産
業
の
協
力
エ

コ
シ
ス
テ
ム
構
築
…
O
T
A
の
影
響
力
が
拡

大
し
て
い
る
今
日
に
お
い
て
、
政
府
観
光
局

（
N
T
O
）
や
地
域
観
光
組
織
（
R
T
O
）
が

旅
行
商
品
の
供
給
者
と
O
T
A
の
仲
介
役
を

果
た
す
こ
と
で
、
地
域
旅
行
業
者
が
安
定
的

に
流
通
構
造
へ
参
入
で
き
る
仕
組
み
を
構
築

す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
ソ
ウ
ル
を
拠
点

と
し
て
、
例
え
ば
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
や

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
な
ど
、
再
訪
問
客
を
対
象
に

地
方
都
市
へ
誘
導
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡

大
す
る
事
業
も
重
要
で
あ
る
。

事
例
紹
介

①
倶
知
安
町
…
日
本
で
唯
一
、
宿
泊
料
金
に

応
じ
て
課
税
す
る
「
定
率
制
」
の
宿
泊
税
（
現

在
は
2
%
、来
年
か
ら
は
3
%
に
増
税
予
定
）

を
採
用
し
て
い
る
。
集
め
ら
れ
た
税
金
は
、

道
路
の
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
、
宿
泊
者

向
け
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
な
ど
、
住
民
に

も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
充
て

ら
れ
て
い
る
。

②
福
岡
市
…
宿
泊
税
の
税
収
は
受
入
環
境
整

備
や
魅
力
向
上
の
た
め
に
使
用
し
て
お
り
、

市
民
に
報
告
す
る
媒
体
を
保
持
し
て
お
り
、

使
途
の
見
え
る
化
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
。

　当
財
団
で
は
、
客
観
的
な
課
題
分
析
の
た

め
の
デ
ー
タ
基
盤
の
構
築
、
確
保
し
た
財
源

を
元
に
し
た
人
材
確
保
・
育
成
、
合
意
形
成

の
た
め
の
協
議
の
場
の
開
催
の
3
点
か
ら
、

観
光
地
域
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
仕
組
み

の
導
入
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
観
光
に
お

け
る
デ
ー
タ
基
盤
と
し
て
、
当
財
団
の
こ
れ

ま
で
の
調
査
・
研
究
結
果
を
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー

ド
化
し
、
一
般
公
開
を
行
っ
て
い
る
。

アン・ヒジャ 観光政策研究室 室長蛯澤俊典 主任研究員

柿島あかね 上席主任研究員

　2
0
2
5
年
11
月
17
日
（
月
）、
日
韓

国
際
観
光
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
研
究

協
力
に
関
す
る
覚
書
（M

em
o
ran

d
u
m
 

o
f U

n
d
ersta

n
d
in
g
 o
n
 R
esea

rch 

C
ooperation

、M
O
U
）を
結
ん
で
い
る
韓

国
文
化
観
光
研
究
院
（
以
下
、
K
C
T
I
）

と
毎
年
共
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
2
0
2

3
年
に
締
結
（
更
新
）
さ
れ
た
M
O
U
に
お

い
て
、
地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
が
追

加
さ
れ
た
た
め
、
昨
年
の
日
本
・
沖
縄
で
の

開
催
に
続
き
、
今
回
は
韓
国
・
済
州
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　当
日
は
、
両
機
関
の
代
表
挨
拶
後
、
両
機

関
の
研
究
員
4
名
に
よ
る
研
究
発
表
と
質
疑

応
答
を
行
い
ま
し
た
。
本
稿
で
は
各
研
究
発

表
の
要
旨
を
中
心
に
、
そ
の
後
行
わ
れ
た
質

疑
応
答
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

地
域
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
活
性
化
の
鍵

事
例
紹
介

に
伴
い
宿
泊
費
も
上
げ
る
べ
き
だ
が
、
免
税

点
に
よ
っ
て
、
価
格
を
上
げ
ら
れ
な
い
状
況

が
生
ま
れ
、
地
域
経
済
発
展
の
足
か
せ
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
リ
ス
ク
に
関
す
る

指
摘
も
存
在
す
る
。

　ま
た
、
韓
国
と
日
本
の
税
制
に
は
、
法
定

外
税
（
法
律
に
定
め
が
な
い
地
方
税
）
の
扱

い
に
関
し
て
歴
史
的
背
景
に
基
づ
く
重
要
な

相
違
点
が
あ
る
。

　韓
国
で
は
、
租
税
法
律
主
義
に
基
づ
き
、

法
律
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
税
金
は
条
例
で

徴
収
で
き
な
い
と
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　一
方
、
日
本
で
は
、
原
則
と
し
て
韓
国
と

同
様
に
法
律
に
基
づ
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

が
、
歴
史
的
経
緯
か
ら
、
例
外
的
に
法
定
外

税
を
地
方
自
治
体
が
条
例
で
独
自
に
徴
収
で

き
る
制
度
が
存
在
す
る
。
現
在
、
宿
泊
税
は
、

こ
の
法
定
外
税
の
一
つ
と
し
て
、
地
方
自
治

体
が
総
務
大
臣
に
導
入
目
的
を
申
請
し
、
そ

れ
が
妥
当
で
あ
る
と
承
認
さ
れ
た
場
合
に
の

み
導
入
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　韓
国
の
地
方
観
光
活
性
化
に
お
け
る
主
要

な
障
害
の
一
つ
が
、
地
方
空
港
や
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
か
ら
主
要
観
光
地
へ
の
連
結
交
通
が
劣

悪
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
も
同
様
に
地

金
や
働
き
方
が
変
わ
ら
な
い
た
め
、
良
い
人

材
が
集
ま
ら
な
い
状
況
が
あ
る
。
こ
の
対
策

と
し
て
、
業
務
の
標
準
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
、

お
よ
び
「
利
益
に
つ
な
が
る
料
金
・
商
品
」
へ

の
転
換
を
進
め
、
少
な
い
人
数
で
も
回
せ
る

仕
組
み
へ
の
シ
フ
ト
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

「
2
0
3
0
観
光
ト
レ
ン
ド
の

展
望
」

K
C
T
I

キ
ム
・
ヒ
ョ
ン
ジ
ュ
●
上
級
研
究
委
員

ト
レ
ン
ド
構
造
の
変
化
と
A
I
の
影
響

　K
C
T
I
が
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
観
光

ト
レ
ン
ド
研
究
の
最
新
の
調
査
か
ら
、
需
要

領
域
の
ト
レ
ン
ド
の
変
化
で
は
、
超
高
齢
化

社
会
の
深
刻
化
や
Z
世
代
・α
世
代
の
台
頭
、

体
験
・
価
値
重
視
の
消
費
文
化
の
拡
散
、ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
す
る
価
値
観
へ

の
変
化
な
ど
が
、
供
給
領
域
で
は
、
ウ
ェ
ル

ネ
ス
、
食
、
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
融

合
し
た
観
光
の
登
場
、
A
I
エ
ー
ジ
ェ
ン

テ
ィ
ッ
ク
機
能
の
強
化
に
よ
る
技
術
革
新
の

加
速
、
気
候
変
動
と
ネ
オ
・
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ

時
代
に
お
け
る
地
域
観
光
の
転
換
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
た
。

　伝
統
的
に
、
観
光
は
需
要
か
ら
供
給
へ
の

一
方
通
行
的
な
構
造
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
た

が
、
今
回
の
ト
レ
ン
ド
研
究
で
は
、
観
光
産

業
や
地
域
観
光
と
い
っ
た
供
給
領
域
で
発
生

す
る
政
策
が
、
逆
に
市
場
を
変
化
さ
せ
て
い

る
と
い
う
双
方
向
的
な
作
用
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
把
握
さ
れ
た
。

　今
回
の
研
究
か
ら
、
観
光
ト
レ
ン
ド
は
変

化
の
予
測
が
難
し
い
時
代
が
訪
れ
る
と
考

え
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
『
未
知
の
未
来
、
旅
の

リ
ア
ル
ラ
イ
ン
、「T

ravel in
 F
lu
x 

× 

R
ealign

」』と
し
た
。
2
0
3
0
観
光
ト
レ

ン
ド
は
、
大
き
く
7
つ
の
ト
レ
ン
ド
に
分
け

ら
れ
る
。

2
．各
研
究
発
表
要
旨

発
表
…
❶

発
表
…
❷

発
表
…
❸

方
交
通
の
問
題
に
苦
慮
し
、
様
々
な
試
行
錯

誤
を
経
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　日
本
の
地
域
交
通
に
お
け
る
課
題
解
決

策
の
一
つ
と
し
て
、
G
T
F
S
（G

en
eral 

T
ran

sit F
eed

 S
p
ecificatio

n

）
と

呼

ば
れ
る
公
共
交
通
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
規
格

の
活
用
が
進
ん
で
い
る
。

　仕
組
み
と
し
て
は
、
バ
ス
事
業
者
や
地
方

自
治
体
が
、
時
刻
表
、
経
路
、
停
留
所
と
い
っ

た
詳
細
な
運
行
情
報
を
国
際
標
準
規
格
で
あ

る
G
T
F
S
形
式
で
作
成
・
公
開
す
る
。
こ

の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
は
、G

o
o
gle

マ
ッ
プ

な
ど
の
各
種
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
に

取
り
込
ま
れ
、
利
用
者
に
提
供
さ
れ
る
。

　岐
阜
県
中
津
川
市
の
事
例
で
は
、
G
T
F

S
デ
ー
タ
がG

o
o
gle

マ
ッ
プ
に
反
映
さ
れ

る
こ
と
で
、
外
国
人
が
自
国
語
で
容
易
に
目

的
地
ま
で
の
経
路
を
検
索
し
、
公
共
交
通
を

利
用
し
て
自
発
的
に
訪
問
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
、
バ
ス
事
業
者
は
利
用
客
の

増
加
に
よ
り
、
路
線
の
収
益
が
改
善
し
、
経

済
的
恩
恵
が
生
ま
れ
て
い
る
。
併
せ
て
、
地

域
住
民
に
と
っ
て
は
、
利
用
者
が
増
え
た
こ

と
で
、不
可
欠
な
公
共
交
通
網
が
維
持
さ
れ
、

三
方
よ
し
の
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
前
後
に
は
、
エ
ク
ス

カ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、「
城
山
日
出
峰
」、「
光

の
バ
ン
カ
ー
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　ユ
ネ
ス
コ
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
て

い
る
城
山
日
出
峰
は
、
マ
グ
マ
が
水
中
で
噴

出
し
て
形
成
さ
れ
た
火
山
体
で
、
波
や
海
流

に
浸
食
さ
れ
て
で
き
た
景
観
が
特
徴
的
で
し

た
。
頂
上
へ
登
る
有
料
の
登
山
道
と
、
周
辺

を
散
策
す
る
無
料
の
区
間
が
整
備
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
海
辺
で
は
海
女
さ
ん
が
朝

獲
っ
た
ば
か
り
の
ア
ワ
ビ
を
提
供
し
て
く
れ

る
施
設
も
あ
り
ま
し
た
。

　「光
の
バ
ン
カ
ー
」
は
、
か
つ
て
国
の
基

幹
通
信
施
設
だ
っ
た
建
物
を
、
民
間
事
業
者

が
没
入
型
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
再
活
用
し
て
い
る
施
設
で
す
。
近
年

の
ト
レ
ン
ド
で
あ
る
イ
マ
ー
シ
ブ
体
験
の
施

設
で
あ
り
、
西
洋
美
術
以
外
に
も
韓
国
の
作

品
も
体
験
・
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　3
日
間
の
行
程
を
通
し
、
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
や
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
以
外
で
も
日

韓
の
研
究
者
間
で
積
極
的
な
意
見
交
換
や

交
流
が
行
わ
れ
、
大
変
有
意
義
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

　今
後
も
日
本
と
韓
国
の
観
光
に
係
わ
る
類

地
方
観
光
の
活
性
化
が

重
要
課
題
と
し
て
浮
上

安
定
的
か
つ
多
様
な
財
源
確
保
の

た
め
の
宿
泊
税

当
財
団
の
新
た
な
観
光
地
経
営
に

向
け
た
研
究
活
動

似
点
、
相
違
点
を
お
互
い
に
理
解
し
、
信
頼

関
係
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
両
国
の
観
光
文

化
の
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
文
：
J
T
B
F
・
川
口
雪
衣
）
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再 校



●
ト
レ
ン
ド
1
…
心
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

旅
行
の
リ
ア
ラ
イ
ジ
ン
グ
〈R

ealizing

〉：

Z
世
代
か
ら
G
G（G

old G
rey

）世
代
ま
で

　世
代
別
の
旅
行
の
楽
し
み
方
に
注
目
し
た

ト
レ
ン
ド
で
、「
自
分
だ
け
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
旅
行
の
動
機
を
得
て
、
現
実
の

条
件
に
合
わ
せ
て
旅
行
の
ロ
マ
ン
を
積
極
的

に
実
現
し
よ
う
と
す
る
」
傾
向
を
指
す
。

●
ト
レ
ン
ド
2
…
没
入
型
の
経
験
旅
行
：
コ

ン
テ
ン
ツ
、ス
ポ
ー
ツ
、リ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

　旅
行
の
動
機
が
典
型
的
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

訪
問
で
は
な
く
、
日
常
的
な
趣
向
の
コ
ン
テ

ン
ツ
へ
と
拡
大
す
る
。
例
え
ば
、
ア
ニ
メ
の

フ
ァ
ン
が
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
を
訪
問
し
た
り
、

有
名
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
フ
ァ
ン
が
試
合
の
あ

る
地
域
を
訪
問
し
た
り
、旅
行
地
で
ラ
ン
・
ト

リ
ッ
プ（R

un trip

）を
楽
し
ん
だ
り
す
る
。

●
ト
レ
ン
ド
3
…
旅
行
市
場
、
F
o
g
（
霧
）

時
代
（
混
迷
の
時
代
）
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

　超
高
齢
社
会
や
週
4
・
5
日
労
働
制
と

い
っ
た
変
化
が
観
光
市
場
の
需
要
変
化
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
注
目
が
必
要
で

あ
る
。

●
ト
レ
ン
ド
4
…
エ
ー
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ッ
ク
A

I
が
切
り
拓
く
観
光
の
新
時
代

　A
I
は
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス

機
能
を
中
心
と
し
た
消
費
市
場
の
高
度
化
、

グ
ロ
ー
バ
ル
O
T
A
を
中
心
と
し
た
A
I
技

術
の
革
新
、
そ
し
て
労
働
市
場
で
は
技
術

代
替
と
新
規
職
種
の
出
現
と
い
う
、
3
つ

の
側
面
か
ら
影
響
が
あ
る
。

●
ト
レ
ン
ド
5
…
気
候
変
動
時
代
の
旅
、

認
識
と
実
践
の
ギ
ャ
ッ
プ

　カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
旅
行
は
発

現
程
度
と
持
続
性
が
最
も
低
い
と
分
析
さ

れ
て
い
る
が
、
観
光
税
や
環
境
負
担
金
が

課
さ
れ
る
中
で
、
気
候
変
動
に
脆
弱
な
観

光
地
へ
の
選
好
変
化
が
ど
の
よ
う
に
表
れ

る
か
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

●
ト
レ
ン
ド
6
…
国
際
観
光
、
開
放
の
時

代
と
見
え
な
い
壁
と
解
放
の
共
存

　国
際
観
光
市
場
の
変
化
が
自
国
の
消
費

市
場
に
影
響
を
及
ぼ
す
主
要
な
領
域
に

な
っ
て
い
る
。
中
国
で
の
ビ
ザ
緩
和
の
よ

う
な
障
壁
撤
廃
と
同
時
に
、
E
T
A
（
電
子

渡
航
認
証
）
の
よ
う
な
新
た
な
障
壁
が
発
生

し
て
い
る
状
況
が
あ
り
、
外
交
的
な
紛
争
に

よ
っ
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
が
一
時
的
に
落

ち
込
む
こ
と
も
あ
り
得
る
。

●
ト
レ
ン
ド
7
…
地
域
が
主
導
す
る
ネ
オ

ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
観
光

　地
域
固
有
の
価
値
と
文
化
を
重
視
す
る
ネ

オ
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
の
拡
散
。
特
に
、
韓
国
ア

ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
な
ど
海
外
旅
行
を
牽
引
す
る

主
要
な
要
因
に
は
、
日
本
の
小
都
市
の
固
有

の
文
化
を
楽
し
も
う
と
す
る
需
要
が
あ
る
こ

近
年
の
訪
日
外
国
人

旅
行
市
場
の
動
向

J
T
B
F

　

柿
島
あ
か
ね 

●
上
席
主
任
研
究
員

市
場
概
況
と
需
要
構
造

　日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
落
ち
込
み
を
経
て
、2
0
2
4
年

に
は
2
0
1
9
年
を
上
回
る
過
去
最
高
の

3
6
8
7
万
人
を
記
録
し
た
。
需
要
層
の
構

成
を
見
る
と
、2
0
2
4
年
は
東
ア
ジ
ア
が

約
66
・
5
%
を
占
め
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
前

の
2
0
1
9
年
と
近
い
構
成
比
に
な
っ
て
い

る
。
特
に
韓
国
市
場
は
、
コ
ロ
ナ
禍
後
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
回
復
を
初
期
か
ら
牽
引

し
、
2
0
2
3
〜
2
0
2
4
年
に
は
国
・
地

域
別
で
1
位
と
な
っ
た
。

　旅
行
消
費
額
も
2
0
2
4
年
に
過
去
最
高

の
8
・
1
兆
円
を
記
録
し
、
自
動
車
産
業
に

次
ぐ
第
2
位
の
輸
出
産
業
に
成
長
し
た
。
ま

た
、
1
人
あ
た
り
旅
行
支
出
も
コ
ロ
ナ
禍
以

降
20
万
円
台
と
高
く
推
移
し
て
い
る
。
旅
行

消
費
額
の
約
55
%
が
東
ア
ジ
ア
で
構
成
さ

れ
、
特
に
中
国
は
人
数
も
多
く
、
1
人
1
回

あ
た
り
旅
行
消
費
単
価
も
高
い
た
め
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
旅
行
消
費
額
へ
の
寄
与
が
非
常
に

大
き
い
市
場
と
捉
え
ら
れ
る
。

好
調
の
要
因
と
リ
ス
ク

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
好
調
を
支
え
て
い

る
要
因
は
、①
円
安
、②
免
税
・
決
済
環
境
の

強
化
、③
国
際
線
の
供
給
回
復
、④
ク
ル
ー
ズ

受
入
再
開
と
寄
港
地
拡
大
で
あ
る
。

　特
に
①
主
要
通
貨
に
対
し
て
概
ね
20
%

か
ら
40
%
程
度
の
円
安
が
進
行
し
て
お
り
、

外
国
人
旅
行
者
に
と
っ
て
日
本
で
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
や
滞
在
費
が
割
安
に
感
じ
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
、
旅
行
支
出
の
増
加
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　加
え
て
、V

isit Jap
an
 W

eb

の
導
入

を
は
じ
め
入
国
・
ビ
ザ
取
得
の
利
便
性
が
向

上
し
て
い
る
ほ
か
、
都
市
部
を
中
心
に
高
付

加
価
値
宿
泊
施
設
が
相
次
い
で
開
業
し
、
高

付
加
価
値
旅
行
者
の
受
入
環
境
が
整
備
さ
れ

て
き
て
お
り
、
政
策
も
量
か
ら
質
重
視
に
移

行
し
て
い
る
こ
と
も
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

好
調
の
要
因
に
挙
げ
ら
れ
る
。

　市
場
が
好
調
な
一
方
で
、①
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
、②
交
通
・
受
入
容
量
の
制
約
、

③
人
手
不
足
、④
為
替
へ
の
依
存
、
が
リ
ス

ク
・
課
題
で
あ
る
。

　①
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
②
交
通
・
受

入
容
量
の
制
約
に
対
し
て
は
、
例
え
ば
京
都

市
で
の
混
雑
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
可
視

化
し
誘
導
す
る
マ
ッ
プ
の
導
入
や
、
国
土
交

通
省
に
よ
る
バ
ス
事
業
者
へ
の
運
行
効
率
化

支
援
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
混

雑
回
避
や
訪
問
し
た
こ
と
が
な
い
地
域
へ
の

関
心
の
高
ま
り
か
ら
、
韓
国
人
旅
行
者
の
間

で
は〝
小
都
市
〞需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
。

今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
方
向
性

　こ
れ
ら
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、
今
後

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
方
向
性
と
し
て
、

質
を
重
視
し
た
成
長
（
高
付
加
価
値
化
）、
需

要
分
散
と
容
量
の
最
適
化
の
推
進
、
技
術
導

入
に
よ
る
人
手
不
足
の
解
消
、
人
材
育
成
強

化
が
考
え
ら
れ
る
。

　現
在
の
好
調
は
円
安
に
大
き
く
依
存
し
て

い
る
た
め
、
為
替
変
動
リ
ス
ク
に
対
応
で
き

る
高
付
加
価
値
な
旅
行
商
品（
例
：
ラ
グ
ジ
ュ

ア
リ
ー
観
光
列
車
な
ど
）
の
開
発
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
需
要
が
増
加
し
て
も
賃

と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　特
に
A
I
を
基
盤
と
し
た
旅
行
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
高
度
化
や
、
Z
世
代
が
主
導
す

る
旅
行
需
要
の
再
編
、
週
4
・
5
日
労
働
制

に
よ
る
短
期
旅
行
の
日
常
化
な
ど
が
、
影
響

力
が
大
き
く
変
化
の
速
い
ト
レ
ン
ド
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
。

　主
に
行
わ
れ
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

は
、
以
下
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　韓
国
の
観
光
ト
レ
ン
ド
展
望
研
究
は
、
多

角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　ま
ず
、
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
テ
キ
ス
ト
マ

イ
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
最
近
の
市
場
の
変
化
を

分
析
し
、
そ
の
内
容
を
基
に
40
名
程
度
の
専

門
家
の
意
見
か
ら
キ
ー
ワ
ー
ド
を
抽
出
す

る
。
専
門
家
に
よ
る
調
査
だ
け
で
は
把
握
し

き
れ
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
、
約
1
0
0
0

人
の
国
民
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
、
実
際
の
旅
行
意
識
の
変
化
を
展

望
す
る
た
め
の
根
拠
資
料
を
確
保
し
て
い
る
。

　ま
た
、
旅
行
経
験
が
あ
る
グ
ル
ー
プ
と

な
い
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
調
査
し
て
お
り
、

例
え
ば
旅
行
経
験
が
豊
富
な
グ
ル
ー
プ
ほ

ど
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
よ
う
な

領
域
に
対
し
て
よ
り
高
い
認
識
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ト
レ
ン
ド
を
展

望
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
主
要
機
関
が
展

望
し
た
デ
ー
タ
も
根
拠
資
料
と
し
て
分
析

に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　宿
泊
税
の
導
入
に
お
け
る
価
格
競
争
力
の

低
下
と
い
う
論
点
は
、
韓
国
の
地
方
都
市
に

お
け
る
観
光
客
誘
致
の
課
題
と
も
共
通
し
て

い
る
。
日
本
で
も
、
特
に
民
泊
業
や
ビ
ジ
ネ

ス
ホ
テ
ル
な
ど
価
格
競
争
力
が
重
要
な
分
野

の
事
業
者
は
、
宿
泊
税
の
導
入
で
料
金
が
上

が
り
、
観
光
客
が
来
な
く
な
る
こ
と
を
懸
念

し
て
い
る
。

　こ
の
懸
念
に
対
し
て
、
日
本
で
は
、
例
え

ば
、
一
泊
1
万
円
以
下
の
宿
泊
者
に
対
し
て

は
課
税
し
な
い
と
い
っ
た
、
免
税
点
を
設
け

る
こ
と
で
、
低
価
格
帯
の
宿
泊
施
設
の
懸
念

を
一
部
解
消
し
、
主
に
高
価
格
帯
の
宿
泊
施

設
が
集
ま
る
都
市
部
で
税
収
を
確
保
し
や
す

く
し
て
い
る
。
し
か
し
、
中
に
は
物
価
上
昇

「
観
光
財
源
の
導
入
と
活
用
」

J
T
B
F
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　訪
日
外
国
人
旅
行
市
場
の
成
長
は
、
日

本
経
済
に
多
大
な
恩
恵
を
も
た
ら
す
一
方

で
、
首
都
圏
を
は
じ
め
と
す
る
特
定
の
観

光
地
や
都
市
部
に
観
光
客
が
集
中
し
、
地

方
部
に
お
け
る
課
題
を
顕
在
化
さ
せ
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
地
域
の
生
活
環
境
の
維
持

や
受
入
環
境
の
改
善
に
向
け
た
財
源
確
保

が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

　現
在
、
主
に
検
討
さ
れ
て
い
る
観
光
財
源

の
タ
イ
プ
は
、
宿
泊
税
や
観
光
税
な
ど
の
課

税
、
入
域
料
や
環
境
保
全
協
力
金
な
ど
の
負

担
金
、
そ
し
て
国
際
観
光
旅
客
税
の
よ
う
な

賦
課
金
の
三
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち

日
本
で
先
行
し
て
い
る
の
が
、
地
方
自
治
体

に
よ
る
宿
泊
税
で
あ
る
。
宿
泊
税
が
導
入
さ

れ
て
い
る
理
由
に
は
、
日
本
で
は
こ
れ
ま
で

に
入
湯
税
が
あ
り
、
宿
泊
施
設
で
徴
収
す
る

ス
キ
ー
ム
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
こ
と
、
ま

た
、
海
外
の
事
例
か
ら
安
定
し
た
税
収
に
つ

な
が
る
と
明
ら
か
だ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　宿
泊
税
の
導
入
に
際
し
て
は
、
次
の
4
つ

の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。

①
制
度
設
計
の
明
確
化
…
課
税
対
象
・
税
率

の
わ
か
り
や
す
さ
や
、
公
平
性
の
確
保
、

徴
収
ル
ー
ト
の
簡
便
化
に
注
力
す
る
必
要

が
あ
る
。

②
使
途
の
透
明
性
と
説
明
責
任
…
税
収
を

「
何
に
使
う
か
」
を
明
確
に
し
て
説
明
す
る

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
将
来
を
見
据
え
て
一

般
財
源
に
組
み
込
ま
な
い
戦
略
性
が
求
め
ら

れ
る
。

③
住
民
・
事
業
者
と
の
合
意
形
成
…
宿
泊
事

業
者
の
理
解
・
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
宿

泊
事
業
者
か
ら
使
途
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が

出
て
く
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
体
制
が
重
要
。

④
国
際
的
競
争
力
へ
の
配
慮
…
周
辺
地
域
や

海
外
都
市
と
税
制
や
使
途
に
つ
い
て
比
較
・

検
討
す
る
。
ま
た
税
額
や
税
率
は
地
域
の
観

光
ブ
ラ
ン
ド
価
値
と
連
動
さ
せ
る
。

「
地
域
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
業
の

現
状
と
課
題
」

K
C
T
I
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●
観
光
政
策
研
究
室 

室
長

　2
0
2
5
年
の
訪
韓
外
国
人
観
光
客
は

1
9
0
0
万
人
以
上
と
予
想
さ
れ
、
韓
国
政

府
は
2
0
3
0
年
ま
で
に
外
国
人
訪
問
客

3
0
0
0
万
人
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
、
観
光
需
要
が
首
都
圏（
ソ

ウ
ル
、
仁
川
な
ど
）
に
偏
在
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
地
方
へ
の
訪
問
活
性
化
が
政
策
の
重

点
課
題
で
あ
る
。

　ま
た
、
需
要
側
の
視
点
で
は
、
ロ
ー
カ
ル

体
験
に
対
す
る
需
要
が
高
い
リ
ピ
ー
タ
ー
の

F
I
T
（
海
外
個
人
旅
行
者
）
が
増
加
し
て

い
る
も
の
の
、
供
給
側
の
視
点
で
は
、

O
T
A（
オ
ン
ラ
イ
ン
旅
行
代
理
店
）プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
影
響
力
が
拡
大
し
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
韓
国
の
旅
行
業
が
首
都
圏
に
集

中
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
地
域
を
基

盤
と
し
た
旅
行
業
の
育
成
も
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
政

府
は「
ロ
ー
カ
ル
ク
リ
エ
イ
タ
ー
育
成
事
業
」

を
推
進
し
、
地
域
の
旅
行
産
業
に
お
け
る
新

し
い
供
給
主
体
を
発
掘
し
て
い
る
。
ロ
ー
カ

ル
ク
リ
エ
イ
タ
ー
は
、
地
域
の
自
然
・
文
化

と
ア
イ
デ
ア
を
結
び
つ
け
事
業
的
価
値
を
創

出
す
る
創
業
者
と
定
義
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

事
業
は
地
域
の
旅
行
産
業
に
と
っ
て
新
た
な

機
会
と
な
っ
て
い
る
。

①
フ
ラ
イ
ト
ゥ
ゲ
ザ
ー（
大
邱
市
）
…
地
方

自
治
体
と
協
業
し
て
、
特
に
台
湾
の
F
I
T

を
集
中
し
て
誘
致
し
て
い
る
企
業
。
ア
ウ
ト

バ
ウ
ン
ド
中
心
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
と
事

業
領
域
を
拡
大
し
た
。
農
村
ク
リ
エ
イ
タ
ー

ツ
ア
ー
事
業
の
よ
う
な
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を

開
発
し
て
い
る
。

②
ジ
ャ
ム
ト
リ
ー（
陰
城
郡
）
…
11
の
産
業

団
地
、
約
2
3
0
0
以
上
の
企
業
工
場
が
位

置
す
る
と
い
う
陰
城
郡
の
強
み
を
活
か
し
、

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ツ
ア
ー
商
品
を
開
発
・
運
営

し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
内
在
住
の
外
国
人

を
観
光
ガ
イ
ド
と
し
て
養
成
す
る
、
外
国
人

労
働
者
を
対
象
と
し
た
旅
行
商
品
を
開
発
す

る
な
ど
、
訪
韓
外
国
人
誘
致
に
も
貢
献
し
て

い
る
。

③
サ
ー
フ
ホ
リ
ッ
ク（
釜
山
市
）
…
サ
ー
フ
ィ

ン
用
品
の
レ
ン
タ
ル
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
、
2
0
2
1
年
に
旅
行
業
と
し
て

登
録
。「
サ
ー
フ
ィ
ン
＋
宿
泊
」、「
サ
ー
フ
ィ

ン
＋
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
の
滞
在
型
旅

行
商
品
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
販
売
し
て
い

る
。国
内
の
江
陵
、襄
陽
、済
州
な
ど
の
ほ
か
、

ベ
ト
ナ
ム
・
ダ
ナ
ン
に
も
進
出
し
、
営
業
の

四
季
通
年
化
を
実
現
し
た
。

　地
域
が
中
心
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
エ
コ

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、

そ
の
た
め
に
は
次
の
4
つ
が
重
要
で
あ
る
。

①
地
域
特
化
型
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
発
掘
お

よ
び
商
品
企
画
…
地
域
の
祭
り
や
イ
ベ
ン

ト
、
K‒

コ
ン
テ
ン
ツ
連
携
だ
け
で
な
く
、

モ
ビ
リ
テ
ィ
領
域
や
地
域
の
産
業
と
連
携
し

た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
を
拡
大
す
る
必

要
が
あ
る
。

②
地
域
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
専
門
旅
行
業
の
育
成

…
ロ
ー
カ
ル
ク
リ
エ
イ
タ
ー
だ
け
で
な
く
、

多
様
な
体
験
商
品
を
運
営
す
る
主
体
を
法
的

な
制
度
基
盤
に
組
み
込
み
、
体
系
的
に
育
成

す
る
必
要
が
あ
る
。
旅
行
業
の
最
も
重
要
な

要
素
は
コ
ン
テ
ン
ツ
競
争
力
で
あ
る
た
め
、

地
域
を
代
表
す
る
旅
行
企
業
を
発
掘
・
支
援

す
る
こ
と
が
重
要
。

③
地
域
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
サ
ー
ビ
ス
人

材
の
養
成
…
地
域
旅
行
会
社
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
人
材
不
足
が
最
大
の
課
題
で
あ
っ

た
。
ロ
ー
カ
ル
現
場
の
サ
ー
ビ
ス
品
質
を
担

う
人
材
を
、
地
域
大
学
と
連
携
し
て
専
門
的

に
養
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

④
地
域
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
産
業
の
協
力
エ

コ
シ
ス
テ
ム
構
築
…
O
T
A
の
影
響
力
が
拡

大
し
て
い
る
今
日
に
お
い
て
、
政
府
観
光
局

（
N
T
O
）
や
地
域
観
光
組
織
（
R
T
O
）
が

旅
行
商
品
の
供
給
者
と
O
T
A
の
仲
介
役
を

果
た
す
こ
と
で
、
地
域
旅
行
業
者
が
安
定
的

に
流
通
構
造
へ
参
入
で
き
る
仕
組
み
を
構
築

す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
ソ
ウ
ル
を
拠
点

と
し
て
、
例
え
ば
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
や

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
な
ど
、
再
訪
問
客
を
対
象
に

地
方
都
市
へ
誘
導
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡

大
す
る
事
業
も
重
要
で
あ
る
。

事
例
紹
介

①
倶
知
安
町
…
日
本
で
唯
一
、
宿
泊
料
金
に

応
じ
て
課
税
す
る
「
定
率
制
」
の
宿
泊
税
（
現

在
は
2
%
、来
年
か
ら
は
3
%
に
増
税
予
定
）

を
採
用
し
て
い
る
。
集
め
ら
れ
た
税
金
は
、

道
路
の
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
、
宿
泊
者

向
け
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
な
ど
、
住
民
に

も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
充
て

ら
れ
て
い
る
。

②
福
岡
市
…
宿
泊
税
の
税
収
は
受
入
環
境
整

備
や
魅
力
向
上
の
た
め
に
使
用
し
て
お
り
、

市
民
に
報
告
す
る
媒
体
を
保
持
し
て
お
り
、

使
途
の
見
え
る
化
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
。

　当
財
団
で
は
、
客
観
的
な
課
題
分
析
の
た

め
の
デ
ー
タ
基
盤
の
構
築
、
確
保
し
た
財
源

を
元
に
し
た
人
材
確
保
・
育
成
、
合
意
形
成

の
た
め
の
協
議
の
場
の
開
催
の
3
点
か
ら
、

観
光
地
域
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
仕
組
み

の
導
入
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
観
光
に
お

け
る
デ
ー
タ
基
盤
と
し
て
、
当
財
団
の
こ
れ

ま
で
の
調
査
・
研
究
結
果
を
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー

ド
化
し
、
一
般
公
開
を
行
っ
て
い
る
。

キム・ヒョンジュ 上級研究委員

　2
0
2
5
年
11
月
17
日
（
月
）、
日
韓

国
際
観
光
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
研
究

協
力
に
関
す
る
覚
書
（M

em
o
ran

d
u
m
 

o
f U

n
d
ersta

n
d
in
g
 o
n
 R
esea

rch 

C
ooperation

、M
O
U
）を
結
ん
で
い
る
韓

国
文
化
観
光
研
究
院
（
以
下
、
K
C
T
I
）

と
毎
年
共
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
2
0
2

3
年
に
締
結
（
更
新
）
さ
れ
た
M
O
U
に
お

い
て
、
地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
が
追

加
さ
れ
た
た
め
、
昨
年
の
日
本
・
沖
縄
で
の

開
催
に
続
き
、
今
回
は
韓
国
・
済
州
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　当
日
は
、
両
機
関
の
代
表
挨
拶
後
、
両
機

関
の
研
究
員
4
名
に
よ
る
研
究
発
表
と
質
疑

応
答
を
行
い
ま
し
た
。
本
稿
で
は
各
研
究
発

表
の
要
旨
を
中
心
に
、
そ
の
後
行
わ
れ
た
質

疑
応
答
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

に
伴
い
宿
泊
費
も
上
げ
る
べ
き
だ
が
、
免
税

点
に
よ
っ
て
、
価
格
を
上
げ
ら
れ
な
い
状
況

が
生
ま
れ
、
地
域
経
済
発
展
の
足
か
せ
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
リ
ス
ク
に
関
す
る

指
摘
も
存
在
す
る
。

　ま
た
、
韓
国
と
日
本
の
税
制
に
は
、
法
定

外
税
（
法
律
に
定
め
が
な
い
地
方
税
）
の
扱

い
に
関
し
て
歴
史
的
背
景
に
基
づ
く
重
要
な

相
違
点
が
あ
る
。

　韓
国
で
は
、
租
税
法
律
主
義
に
基
づ
き
、

法
律
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
税
金
は
条
例
で

徴
収
で
き
な
い
と
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　一
方
、
日
本
で
は
、
原
則
と
し
て
韓
国
と

同
様
に
法
律
に
基
づ
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

が
、
歴
史
的
経
緯
か
ら
、
例
外
的
に
法
定
外

税
を
地
方
自
治
体
が
条
例
で
独
自
に
徴
収
で

き
る
制
度
が
存
在
す
る
。
現
在
、
宿
泊
税
は
、

こ
の
法
定
外
税
の
一
つ
と
し
て
、
地
方
自
治

体
が
総
務
大
臣
に
導
入
目
的
を
申
請
し
、
そ

れ
が
妥
当
で
あ
る
と
承
認
さ
れ
た
場
合
に
の

み
導
入
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　韓
国
の
地
方
観
光
活
性
化
に
お
け
る
主
要

な
障
害
の
一
つ
が
、
地
方
空
港
や
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
か
ら
主
要
観
光
地
へ
の
連
結
交
通
が
劣

悪
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
も
同
様
に
地

金
や
働
き
方
が
変
わ
ら
な
い
た
め
、
良
い
人

材
が
集
ま
ら
な
い
状
況
が
あ
る
。
こ
の
対
策

と
し
て
、
業
務
の
標
準
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
、

お
よ
び
「
利
益
に
つ
な
が
る
料
金
・
商
品
」
へ

の
転
換
を
進
め
、
少
な
い
人
数
で
も
回
せ
る

仕
組
み
へ
の
シ
フ
ト
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

「
2
0
3
0
観
光
ト
レ
ン
ド
の

展
望
」

K
C
T
I

キ
ム
・
ヒ
ョ
ン
ジ
ュ
●
上
級
研
究
委
員

ト
レ
ン
ド
構
造
の
変
化
と
A
I
の
影
響

　K
C
T
I
が
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
観
光

ト
レ
ン
ド
研
究
の
最
新
の
調
査
か
ら
、
需
要

領
域
の
ト
レ
ン
ド
の
変
化
で
は
、
超
高
齢
化

社
会
の
深
刻
化
や
Z
世
代
・α
世
代
の
台
頭
、

体
験
・
価
値
重
視
の
消
費
文
化
の
拡
散
、ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
す
る
価
値
観
へ

の
変
化
な
ど
が
、
供
給
領
域
で
は
、
ウ
ェ
ル

ネ
ス
、
食
、
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
融

合
し
た
観
光
の
登
場
、
A
I
エ
ー
ジ
ェ
ン

テ
ィ
ッ
ク
機
能
の
強
化
に
よ
る
技
術
革
新
の

加
速
、
気
候
変
動
と
ネ
オ
・
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ

時
代
に
お
け
る
地
域
観
光
の
転
換
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
た
。

　伝
統
的
に
、
観
光
は
需
要
か
ら
供
給
へ
の

一
方
通
行
的
な
構
造
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
た

が
、
今
回
の
ト
レ
ン
ド
研
究
で
は
、
観
光
産

業
や
地
域
観
光
と
い
っ
た
供
給
領
域
で
発
生

す
る
政
策
が
、
逆
に
市
場
を
変
化
さ
せ
て
い

る
と
い
う
双
方
向
的
な
作
用
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
把
握
さ
れ
た
。

　今
回
の
研
究
か
ら
、
観
光
ト
レ
ン
ド
は
変

化
の
予
測
が
難
し
い
時
代
が
訪
れ
る
と
考

え
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
『
未
知
の
未
来
、
旅
の

リ
ア
ル
ラ
イ
ン
、「T

ravel in
 F
lu
x 

× 

R
ealign

」』と
し
た
。
2
0
3
0
観
光
ト
レ

ン
ド
は
、
大
き
く
7
つ
の
ト
レ
ン
ド
に
分
け

ら
れ
る
。

3
．質
疑
応
答
・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

発
表
…
❹

●
宿
泊
税
導
入
に
お
け
る

事
業
者
連
携
の
障
壁
と
対
応
策
、

ま
た
は
導
入
の
法
的
根
拠

方
交
通
の
問
題
に
苦
慮
し
、
様
々
な
試
行
錯

誤
を
経
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　日
本
の
地
域
交
通
に
お
け
る
課
題
解
決

策
の
一
つ
と
し
て
、
G
T
F
S
（G

en
eral 

T
ran

sit F
eed

 S
p
ecificatio

n

）
と

呼

ば
れ
る
公
共
交
通
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
規
格

の
活
用
が
進
ん
で
い
る
。

　仕
組
み
と
し
て
は
、
バ
ス
事
業
者
や
地
方

自
治
体
が
、
時
刻
表
、
経
路
、
停
留
所
と
い
っ

た
詳
細
な
運
行
情
報
を
国
際
標
準
規
格
で
あ

る
G
T
F
S
形
式
で
作
成
・
公
開
す
る
。
こ

の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
は
、G

o
o
gle

マ
ッ
プ

な
ど
の
各
種
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
に

取
り
込
ま
れ
、
利
用
者
に
提
供
さ
れ
る
。

　岐
阜
県
中
津
川
市
の
事
例
で
は
、
G
T
F

S
デ
ー
タ
がG

o
o
gle

マ
ッ
プ
に
反
映
さ
れ

る
こ
と
で
、
外
国
人
が
自
国
語
で
容
易
に
目

的
地
ま
で
の
経
路
を
検
索
し
、
公
共
交
通
を

利
用
し
て
自
発
的
に
訪
問
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
、
バ
ス
事
業
者
は
利
用
客
の

増
加
に
よ
り
、
路
線
の
収
益
が
改
善
し
、
経

済
的
恩
恵
が
生
ま
れ
て
い
る
。
併
せ
て
、
地

域
住
民
に
と
っ
て
は
、
利
用
者
が
増
え
た
こ

と
で
、不
可
欠
な
公
共
交
通
網
が
維
持
さ
れ
、

三
方
よ
し
の
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
前
後
に
は
、
エ
ク
ス

カ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、「
城
山
日
出
峰
」、「
光

の
バ
ン
カ
ー
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　ユ
ネ
ス
コ
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
て

い
る
城
山
日
出
峰
は
、
マ
グ
マ
が
水
中
で
噴

出
し
て
形
成
さ
れ
た
火
山
体
で
、
波
や
海
流

に
浸
食
さ
れ
て
で
き
た
景
観
が
特
徴
的
で
し

た
。
頂
上
へ
登
る
有
料
の
登
山
道
と
、
周
辺

を
散
策
す
る
無
料
の
区
間
が
整
備
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
海
辺
で
は
海
女
さ
ん
が
朝

獲
っ
た
ば
か
り
の
ア
ワ
ビ
を
提
供
し
て
く
れ

る
施
設
も
あ
り
ま
し
た
。

　「光
の
バ
ン
カ
ー
」
は
、
か
つ
て
国
の
基

幹
通
信
施
設
だ
っ
た
建
物
を
、
民
間
事
業
者

が
没
入
型
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
再
活
用
し
て
い
る
施
設
で
す
。
近
年

の
ト
レ
ン
ド
で
あ
る
イ
マ
ー
シ
ブ
体
験
の
施

設
で
あ
り
、
西
洋
美
術
以
外
に
も
韓
国
の
作

品
も
体
験
・
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　3
日
間
の
行
程
を
通
し
、
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
や
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
以
外
で
も
日

韓
の
研
究
者
間
で
積
極
的
な
意
見
交
換
や

交
流
が
行
わ
れ
、
大
変
有
意
義
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

　今
後
も
日
本
と
韓
国
の
観
光
に
係
わ
る
類

『
未
知
の
未
来
、旅
の
リ
ア
ル
ラ
イ
ン
、

「T
ravel in

 F
lu
x 

× R
ealign

」』

●
観
光
ト
レ
ン
ド
研
究
の

調
査
・
分
析
手
法

似
点
、
相
違
点
を
お
互
い
に
理
解
し
、
信
頼

関
係
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
両
国
の
観
光
文

化
の
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
文
：
J
T
B
F
・
川
口
雪
衣
）
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再 校



●
ト
レ
ン
ド
1
…
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
旅

行
の
リ
ア
ラ
イ
ジ
ン
グ
〈R

ealizing

〉：
Z

世
代
か
ら
G
G（G

old G
rey

）世
代
ま
で

　世
代
別
の
旅
行
の
楽
し
み
方
に
注
目
し
た

ト
レ
ン
ド
で
、「
自
分
だ
け
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
旅
行
の
動
機
を
得
て
、
現
実
の

条
件
に
合
わ
せ
て
旅
行
の
ロ
マ
ン
を
積
極
的

に
実
現
し
よ
う
と
す
る
」
傾
向
を
指
す
。

●
ト
レ
ン
ド
2
…
没
入
型
の
経
験
旅
行
：
コ

ン
テ
ン
ツ
、ス
ポ
ー
ツ
、リ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

　旅
行
の
動
機
が
典
型
的
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

訪
問
で
は
な
く
、
日
常
的
な
趣
向
の
コ
ン
テ

ン
ツ
へ
と
拡
大
す
る
。
例
え
ば
、
ア
ニ
メ
の

フ
ァ
ン
が
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
を
訪
問
し
た
り
、

有
名
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
フ
ァ
ン
が
試
合
の
あ

る
地
域
を
訪
問
し
た
り
、旅
行
地
で
ラ
ン
・
ト

リ
ッ
プ（R

un trip

）を
楽
し
ん
だ
り
す
る
。

●
ト
レ
ン
ド
3
…
旅
行
市
場
、
F
o
g
（
霧
）

時
代
（
混
迷
の
時
代
）
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

　超
高
齢
社
会
や
週
4
・
5
日
労
働
制
と

い
っ
た
変
化
が
観
光
市
場
の
需
要
変
化
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
注
目
が
必
要
で

あ
る
。

●
ト
レ
ン
ド
4
…
エ
ー
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ッ
ク
A

I
が
切
り
拓
く
観
光
の
新
時
代

　A
I
は
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス

機
能
を
中
心
と
し
た
消
費
市
場
の
高
度
化
、

グ
ロ
ー
バ
ル
O
T
A
を
中
心
と
し
た
A
I
技

術
の
革
新
、
そ
し
て
労
働
市
場
で
は
技
術

代
替
と
新
規
職
種
の
出
現
と
い
う
、
3
つ

の
側
面
か
ら
影
響
が
あ
る
。

●
ト
レ
ン
ド
5
…
気
候
変
動
時
代
の
旅
、
認

識
と
実
践
の
ギ
ャ
ッ
プ

　カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
旅
行
は
発

現
程
度
と
持
続
性
が
最
も
低
い
と
分
析
さ

れ
て
い
る
が
、
観
光
税
や
環
境
負
担
金
が

課
さ
れ
る
中
で
、
気
候
変
動
に
脆
弱
な
観

光
地
へ
の
選
好
変
化
が
ど
の
よ
う
に
表
れ

る
か
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

●
ト
レ
ン
ド
6
…
国
際
観
光
、
開
放
の
時

代
と
見
え
な
い
壁
と
解
放
の
共
存

　国
際
観
光
市
場
の
変
化
が
自
国
の
消
費

市
場
に
影
響
を
及
ぼ
す
主
要
な
領
域
に

な
っ
て
い
る
。
中
国
で
の
ビ
ザ
緩
和
の
よ

う
な
障
壁
撤
廃
と
同
時
に
、
E
T
A
（
電
子

渡
航
認
証
）
の
よ
う
な
新
た
な
障
壁
が
発
生

し
て
い
る
状
況
が
あ
り
、
外
交
的
な
紛
争

に
よ
っ
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
が
一
時
的

に
落
ち
込
む
こ
と
も
あ
り
得
る
。

●
ト
レ
ン
ド
7
…
地
域
が
主
導
す
る
ネ
オ

ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
観
光

　地
域
固
有
の
価
値
と
文
化
を
重
視
す
る

ネ
オ
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
の
拡
散
。
特
に
、
韓
国

ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
な
ど
海
外
旅
行
を
牽
引
す

る
主
要
な
要
因
に
は
、
日
本
の
小
都
市
の
固

有
の
文
化
を
楽
し
も
う
と
す
る
需
要
が
あ
る

近
年
の
訪
日
外
国
人

旅
行
市
場
の
動
向

J
T
B
F

　

柿
島
あ
か
ね 

●
上
席
主
任
研
究
員

市
場
概
況
と
需
要
構
造

　日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
落
ち
込
み
を
経
て
、2
0
2
4
年

に
は
2
0
1
9
年
を
上
回
る
過
去
最
高
の

3
6
8
7
万
人
を
記
録
し
た
。
需
要
層
の
構

成
を
見
る
と
、2
0
2
4
年
は
東
ア
ジ
ア
が

約
66
・
5
%
を
占
め
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
前

の
2
0
1
9
年
と
近
い
構
成
比
に
な
っ
て
い

る
。
特
に
韓
国
市
場
は
、
コ
ロ
ナ
禍
後
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
回
復
を
初
期
か
ら
牽
引

し
、
2
0
2
3
〜
2
0
2
4
年
に
は
国
・
地

域
別
で
1
位
と
な
っ
た
。

　旅
行
消
費
額
も
2
0
2
4
年
に
過
去
最
高

の
8
・
1
兆
円
を
記
録
し
、
自
動
車
産
業
に

次
ぐ
第
2
位
の
輸
出
産
業
に
成
長
し
た
。
ま

た
、
1
人
あ
た
り
旅
行
支
出
も
コ
ロ
ナ
禍
以

降
20
万
円
台
と
高
く
推
移
し
て
い
る
。
旅
行

消
費
額
の
約
55
%
が
東
ア
ジ
ア
で
構
成
さ

れ
、
特
に
中
国
は
人
数
も
多
く
、
1
人
1
回

あ
た
り
旅
行
消
費
単
価
も
高
い
た
め
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
旅
行
消
費
額
へ
の
寄
与
が
非
常
に

大
き
い
市
場
と
捉
え
ら
れ
る
。

好
調
の
要
因
と
リ
ス
ク

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
好
調
を
支
え
て
い

る
要
因
は
、①
円
安
、②
免
税
・
決
済
環
境
の

強
化
、③
国
際
線
の
供
給
回
復
、④
ク
ル
ー
ズ

受
入
再
開
と
寄
港
地
拡
大
で
あ
る
。

　特
に
①
主
要
通
貨
に
対
し
て
概
ね
20
%

か
ら
40
%
程
度
の
円
安
が
進
行
し
て
お
り
、

外
国
人
旅
行
者
に
と
っ
て
日
本
で
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
や
滞
在
費
が
割
安
に
感
じ
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
、
旅
行
支
出
の
増
加
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　加
え
て
、V

isit Jap
an
 W

eb

の
導
入

を
は
じ
め
入
国
・
ビ
ザ
取
得
の
利
便
性
が
向

上
し
て
い
る
ほ
か
、
都
市
部
を
中
心
に
高
付

加
価
値
宿
泊
施
設
が
相
次
い
で
開
業
し
、
高

付
加
価
値
旅
行
者
の
受
入
環
境
が
整
備
さ
れ

て
き
て
お
り
、
政
策
も
量
か
ら
質
重
視
に
移

行
し
て
い
る
こ
と
も
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

好
調
の
要
因
に
挙
げ
ら
れ
る
。

　市
場
が
好
調
な
一
方
で
、①
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
、②
交
通
・
受
入
容
量
の
制
約
、

③
人
手
不
足
、④
為
替
へ
の
依
存
、
が
リ
ス

ク
・
課
題
で
あ
る
。

　①
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
②
交
通
・
受

入
容
量
の
制
約
に
対
し
て
は
、
例
え
ば
京
都

市
で
の
混
雑
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
可
視

化
し
誘
導
す
る
マ
ッ
プ
の
導
入
や
、
国
土
交

通
省
に
よ
る
バ
ス
事
業
者
へ
の
運
行
効
率
化

支
援
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
混

雑
回
避
や
訪
問
し
た
こ
と
が
な
い
地
域
へ
の

関
心
の
高
ま
り
か
ら
、
韓
国
人
旅
行
者
の
間

で
は〝
小
都
市
〞需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
。

今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
方
向
性

　こ
れ
ら
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、
今
後

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
方
向
性
と
し
て
、

質
を
重
視
し
た
成
長
（
高
付
加
価
値
化
）、
需

要
分
散
と
容
量
の
最
適
化
の
推
進
、
技
術
導

入
に
よ
る
人
手
不
足
の
解
消
、
人
材
育
成
強

化
が
考
え
ら
れ
る
。

　現
在
の
好
調
は
円
安
に
大
き
く
依
存
し
て

い
る
た
め
、
為
替
変
動
リ
ス
ク
に
対
応
で
き

る
高
付
加
価
値
な
旅
行
商
品（
例
：
ラ
グ
ジ
ュ

ア
リ
ー
観
光
列
車
な
ど
）
の
開
発
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
需
要
が
増
加
し
て
も
賃

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　特
に
A
I
を
基
盤
と
し
た
旅
行
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
高
度
化
や
、
Z
世
代
が
主
導
す

る
旅
行
需
要
の
再
編
、
週
4
・
5
日
労
働
制

に
よ
る
短
期
旅
行
の
日
常
化
な
ど
が
、
影
響

力
が
大
き
く
変
化
の
速
い
ト
レ
ン
ド
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
。

　主
に
行
わ
れ
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

は
、
以
下
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　韓
国
の
観
光
ト
レ
ン
ド
展
望
研
究
は
、
多

角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　ま
ず
、
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
テ
キ
ス
ト
マ

イ
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
最
近
の
市
場
の
変
化
を

分
析
し
、
そ
の
内
容
を
基
に
40
名
程
度
の
専

門
家
の
意
見
か
ら
キ
ー
ワ
ー
ド
を
抽
出
す

る
。
専
門
家
に
よ
る
調
査
だ
け
で
は
把
握
し

き
れ
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
、
約
1
0
0
0

人
の
国
民
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
、
実
際
の
旅
行
意
識
の
変
化
を
展

望
す
る
た
め
の
根
拠
資
料
を
確
保
し
て
い
る
。

　ま
た
、
旅
行
経
験
が
あ
る
グ
ル
ー
プ
と

な
い
グ
ル
ー
プ
に
分
け
た
調
査
も
実
施
し

て
い
る
ほ
か
、
ト
レ
ン
ド
を
展
望
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
主
要
機
関
が
展
望
し
た
デ
ー

タ
も
根
拠
資
料
と
し
て
分
析
に
活
用
さ
れ

て
い
る
。

　宿
泊
税
の
導
入
に
お
け
る
価
格
競
争
力
の

低
下
と
い
う
論
点
は
、
韓
国
の
地
方
都
市
に

お
け
る
観
光
客
誘
致
の
課
題
と
も
共
通
し
て

い
る
。
日
本
で
も
、
特
に
民
泊
業
や
ビ
ジ
ネ

ス
ホ
テ
ル
な
ど
価
格
競
争
力
が
重
要
な
分
野

の
事
業
者
は
、
宿
泊
税
の
導
入
で
料
金
が
上

が
り
、
観
光
客
が
来
な
く
な
る
こ
と
を
懸
念

し
て
い
る
。

　こ
の
懸
念
に
対
し
て
、
日
本
で
は
、
例
え

ば
、
一
泊
1
万
円
以
下
の
宿
泊
者
に
対
し
て

は
課
税
し
な
い
と
い
っ
た
、
免
税
点
を
設
け

る
こ
と
で
、
低
価
格
帯
の
宿
泊
施
設
の
懸
念

を
一
部
解
消
し
、
主
に
高
価
格
帯
の
宿
泊
施

設
が
集
ま
る
都
市
部
で
税
収
を
確
保
し
や
す

く
し
て
い
る
。
し
か
し
、
中
に
は
物
価
上

昇
に
伴
い
宿
泊
費
も
上
げ
る
べ
き
だ
が
、

免
税
点
に
よ
っ
て
価
格
を
上
げ
ら
れ
な
い

状
況
が
生
ま
れ
、
地
域
経
済
発
展
の
足
か

「
観
光
財
源
の
導
入
と
活
用
」

J
T
B
F

蛯
澤
俊
典 

●
主
任
研
究
員

　訪
日
外
国
人
旅
行
市
場
の
成
長
は
、
日

本
経
済
に
多
大
な
恩
恵
を
も
た
ら
す
一
方

で
、
首
都
圏
を
は
じ
め
と
す
る
特
定
の
観

光
地
や
都
市
部
に
観
光
客
が
集
中
し
、
地

方
部
に
お
け
る
課
題
を
顕
在
化
さ
せ
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
地
域
の
生
活
環
境
の
維
持

や
受
入
環
境
の
改
善
に
向
け
た
財
源
確
保

が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

　現
在
、
主
に
検
討
さ
れ
て
い
る
観
光
財
源

の
タ
イ
プ
は
、
宿
泊
税
や
観
光
税
な
ど
の
課

税
、
入
域
料
や
環
境
保
全
協
力
金
な
ど
の
負

担
金
、
そ
し
て
国
際
観
光
旅
客
税
の
よ
う
な

賦
課
金
の
三
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち

日
本
で
先
行
し
て
い
る
の
が
、
地
方
自
治
体

に
よ
る
宿
泊
税
で
あ
る
。
宿
泊
税
が
導
入
さ

れ
て
い
る
理
由
に
は
、
日
本
で
は
こ
れ
ま
で

に
入
湯
税
が
あ
り
、
宿
泊
施
設
で
徴
収
す
る

ス
キ
ー
ム
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
こ
と
、
ま

た
、
海
外
の
事
例
か
ら
安
定
し
た
税
収
に
つ

な
が
る
と
明
ら
か
だ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　宿
泊
税
の
導
入
に
際
し
て
は
、
次
の
4
つ

の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。

①
制
度
設
計
の
明
確
化
…
課
税
対
象
・
税
率

の
わ
か
り
や
す
さ
や
、
公
平
性
の
確
保
、

徴
収
ル
ー
ト
の
簡
便
化
に
注
力
す
る
必
要

が
あ
る
。

②
使
途
の
透
明
性
と
説
明
責
任
…
税
収
を

「
何
に
使
う
か
」
を
明
確
に
し
て
説
明
す
る

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
将
来
を
見
据
え
て
一

般
財
源
に
組
み
込
ま
な
い
戦
略
性
が
求
め
ら

れ
る
。

③
住
民
・
事
業
者
と
の
合
意
形
成
…
宿
泊
事

業
者
の
理
解
・
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
宿

泊
事
業
者
か
ら
使
途
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が

出
て
く
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
体
制
が
重
要
。

④
国
際
的
競
争
力
へ
の
配
慮
…
周
辺
地
域
や

海
外
都
市
と
税
制
や
使
途
に
つ
い
て
比
較
・

検
討
す
る
。
ま
た
税
額
や
税
率
は
地
域
の
観

光
ブ
ラ
ン
ド
価
値
と
連
動
さ
せ
る
。

「
地
域
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
業
の

現
状
と
課
題
」

K
C
T
I

　

ア
ン
・
ヒ
ジ
ャ 

●
観
光
政
策
研
究
室 

室
長

　2
0
2
5
年
の
訪
韓
外
国
人
観
光
客
は

1
9
0
0
万
人
以
上
と
予
想
さ
れ
、
韓
国
政

府
は
2
0
3
0
年
ま
で
に
外
国
人
訪
問
客

3
0
0
0
万
人
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
、
観
光
需
要
が
首
都
圏（
ソ

ウ
ル
、
仁
川
な
ど
）
に
偏
在
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
地
方
へ
の
訪
問
活
性
化
が
政
策
の
重

点
課
題
で
あ
る
。

　ま
た
、
需
要
側
の
視
点
で
は
、
ロ
ー
カ
ル

体
験
に
対
す
る
需
要
が
高
い
リ
ピ
ー
タ
ー
の

F
I
T
（
海
外
個
人
旅
行
者
）
が
増
加
し
て

い
る
も
の
の
、
供
給
側
の
視
点
で
は
、

O
T
A（
オ
ン
ラ
イ
ン
旅
行
代
理
店
）プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
影
響
力
が
拡
大
し
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
韓
国
の
旅
行
業
が
首
都
圏
に
集

中
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
地
域
を
基

盤
と
し
た
旅
行
業
の
育
成
も
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
政

府
は「
ロ
ー
カ
ル
ク
リ
エ
イ
タ
ー
育
成
事
業
」

を
推
進
し
、
地
域
の
旅
行
産
業
に
お
け
る
新

し
い
供
給
主
体
を
発
掘
し
て
い
る
。
ロ
ー
カ

ル
ク
リ
エ
イ
タ
ー
は
、
地
域
の
自
然
・
文
化

と
ア
イ
デ
ア
を
結
び
つ
け
事
業
的
価
値
を
創

出
す
る
創
業
者
と
定
義
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

事
業
は
地
域
の
旅
行
産
業
に
と
っ
て
新
た
な

機
会
と
な
っ
て
い
る
。

①
フ
ラ
イ
ト
ゥ
ゲ
ザ
ー（
大
邱
市
）
…
地
方

自
治
体
と
協
業
し
て
、
特
に
台
湾
の
F
I
T

を
集
中
し
て
誘
致
し
て
い
る
企
業
。
ア
ウ
ト

バ
ウ
ン
ド
中
心
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
と
事

業
領
域
を
拡
大
し
た
。
農
村
ク
リ
エ
イ
タ
ー

ツ
ア
ー
事
業
の
よ
う
な
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を

開
発
し
て
い
る
。

②
ジ
ャ
ム
ト
リ
ー（
陰
城
郡
）
…
11
の
産
業

団
地
、
約
2
3
0
0
以
上
の
企
業
工
場
が
位

置
す
る
と
い
う
陰
城
郡
の
強
み
を
活
か
し
、

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ツ
ア
ー
商
品
を
開
発
・
運
営

し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
内
在
住
の
外
国
人

を
観
光
ガ
イ
ド
と
し
て
養
成
す
る
、
外
国
人

労
働
者
を
対
象
と
し
た
旅
行
商
品
を
開
発
す

る
な
ど
、
訪
韓
外
国
人
誘
致
に
も
貢
献
し
て

い
る
。

③
サ
ー
フ
ホ
リ
ッ
ク（
釜
山
市
）
…
サ
ー
フ
ィ

ン
用
品
の
レ
ン
タ
ル
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
、
2
0
2
1
年
に
旅
行
業
と
し
て

登
録
。「
サ
ー
フ
ィ
ン
＋
宿
泊
」、「
サ
ー
フ
ィ

ン
＋
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
の
滞
在
型
旅

行
商
品
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
販
売
し
て
い

る
。国
内
の
江
陵
、襄
陽
、済
州
な
ど
の
ほ
か
、

ベ
ト
ナ
ム
・
ダ
ナ
ン
に
も
進
出
し
、
営
業
の

四
季
通
年
化
を
実
現
し
た
。

　地
域
が
中
心
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
エ
コ

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、

そ
の
た
め
に
は
次
の
4
つ
が
重
要
で
あ
る
。

①
地
域
特
化
型
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
発
掘
お

よ
び
商
品
企
画
…
地
域
の
祭
り
や
イ
ベ
ン

ト
、
K‒

コ
ン
テ
ン
ツ
連
携
だ
け
で
な
く
、

モ
ビ
リ
テ
ィ
領
域
や
地
域
の
産
業
と
連
携
し

た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
を
拡
大
す
る
必

要
が
あ
る
。

②
地
域
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
専
門
旅
行
業
の
育
成

…
ロ
ー
カ
ル
ク
リ
エ
イ
タ
ー
だ
け
で
な
く
、

多
様
な
体
験
商
品
を
運
営
す
る
主
体
を
法
的

な
制
度
基
盤
に
組
み
込
み
、
体
系
的
に
育
成

す
る
必
要
が
あ
る
。
旅
行
業
の
最
も
重
要
な

要
素
は
コ
ン
テ
ン
ツ
競
争
力
で
あ
る
た
め
、

地
域
を
代
表
す
る
旅
行
企
業
を
発
掘
・
支
援

す
る
こ
と
が
重
要
。

③
地
域
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
サ
ー
ビ
ス
人

材
の
養
成
…
地
域
旅
行
会
社
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
人
材
不
足
が
最
大
の
課
題
で
あ
っ

た
。
ロ
ー
カ
ル
現
場
の
サ
ー
ビ
ス
品
質
を
担

う
人
材
を
、
地
域
大
学
と
連
携
し
て
専
門
的

に
養
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

④
地
域
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
産
業
の
協
力
エ

コ
シ
ス
テ
ム
構
築
…
O
T
A
の
影
響
力
が
拡

大
し
て
い
る
今
日
に
お
い
て
、
政
府
観
光
局

（
N
T
O
）
や
地
域
観
光
組
織
（
R
T
O
）
が

旅
行
商
品
の
供
給
者
と
O
T
A
の
仲
介
役
を

果
た
す
こ
と
で
、
地
域
旅
行
業
者
が
安
定
的

に
流
通
構
造
へ
参
入
で
き
る
仕
組
み
を
構
築

す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
ソ
ウ
ル
を
拠
点

と
し
て
、
例
え
ば
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
や

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
な
ど
、
再
訪
問
客
を
対
象
に

地
方
都
市
へ
誘
導
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡

大
す
る
事
業
も
重
要
で
あ
る
。

事
例
紹
介

①
倶
知
安
町
…
日
本
で
唯
一
、
宿
泊
料
金
に

応
じ
て
課
税
す
る
「
定
率
制
」
の
宿
泊
税
（
現

在
は
2
%
、来
年
か
ら
は
3
%
に
増
税
予
定
）

を
採
用
し
て
い
る
。
集
め
ら
れ
た
税
金
は
、

道
路
の
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
、
宿
泊
者

向
け
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
な
ど
、
住
民
に

も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
充
て

ら
れ
て
い
る
。

②
福
岡
市
…
宿
泊
税
の
税
収
は
受
入
環
境
整

備
や
魅
力
向
上
の
た
め
に
使
用
し
て
お
り
、

市
民
に
報
告
す
る
媒
体
を
保
持
し
て
お
り
、

使
途
の
見
え
る
化
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
。

　当
財
団
で
は
、
客
観
的
な
課
題
分
析
の
た

め
の
デ
ー
タ
基
盤
の
構
築
、
確
保
し
た
財
源

を
元
に
し
た
人
材
確
保
・
育
成
、
合
意
形
成

の
た
め
の
協
議
の
場
の
開
催
の
3
点
か
ら
、

観
光
地
域
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
仕
組
み

の
導
入
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
観
光
に
お

け
る
デ
ー
タ
基
盤
と
し
て
、
当
財
団
の
こ
れ

ま
で
の
調
査
・
研
究
結
果
を
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー

ド
化
し
、
一
般
公
開
を
行
っ
て
い
る
。

キム・ヒョンジュ 上級研究委員

　2
0
2
5
年
11
月
17
日
（
月
）、
日
韓

国
際
観
光
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
研
究

協
力
に
関
す
る
覚
書
（M

em
o
ran

d
u
m
 

o
f U

n
d
ersta

n
d
in
g
 o
n
 R
esea

rch 

C
ooperation

、M
O
U
）を
結
ん
で
い
る
韓

国
文
化
観
光
研
究
院
（
以
下
、
K
C
T
I
）

と
毎
年
共
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
2
0
2

3
年
に
締
結
（
更
新
）
さ
れ
た
M
O
U
に
お

い
て
、
地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
が
追

加
さ
れ
た
た
め
、
昨
年
の
日
本
・
沖
縄
で
の

開
催
に
続
き
、
今
回
は
韓
国
・
済
州
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　当
日
は
、
両
機
関
の
代
表
挨
拶
後
、
両
機

関
の
研
究
員
4
名
に
よ
る
研
究
発
表
と
質
疑

応
答
を
行
い
ま
し
た
。
本
稿
で
は
各
研
究
発

表
の
要
旨
を
中
心
に
、
そ
の
後
行
わ
れ
た
質

疑
応
答
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

せ
に
な
る
と
い
う
リ
ス
ク
に
関
す
る
指
摘
も

存
在
す
る
。

　ま
た
、
韓
国
と
日
本
の
税
制
に
は
、
法
定

外
税
（
法
律
に
定
め
が
な
い
地
方
税
）
の
扱

い
に
関
し
て
重
要
な
相
違
点
が
あ
る
。

　韓
国
で
は
、
租
税
法
律
主
義
に
基
づ
き
、

法
律
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
税
金
は
条
例
で

徴
収
で
き
な
い
と
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　一
方
、
日
本
で
は
、
原
則
と
し
て
韓
国
と

同
様
に
法
律
に
基
づ
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

が
、
歴
史
的
経
緯
か
ら
、
例
外
的
に
法
定
外

税
を
地
方
自
治
体
が
条
例
で
独
自
に
徴
収
で

き
る
制
度
が
存
在
す
る
。
現
在
、
宿
泊
税
は
、

こ
の
法
定
外
税
の
一
つ
と
し
て
、
地
方
自
治

体
が
総
務
大
臣
に
導
入
目
的
を
申
請
し
、
そ

れ
が
妥
当
で
あ
る
と
承
認
さ
れ
た
場
合
に
の

み
導
入
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　韓
国
の
地
方
観
光
活
性
化
に
お
け
る
主
要

な
障
害
の
一
つ
が
、
地
方
空
港
や
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
か
ら
主
要
観
光
地
へ
の
連
結
交
通
が
劣

悪
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
も
同
様
に
地

方
交
通
の
問
題
に
苦
慮
し
、
様
々
な
試
行
錯

誤
を
経
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　日
本
の
地
域
交
通
に
お
け
る
課
題
解
決

策
の
一
つ
と
し
て
、
G
T
F
S
（G

en
eral 

金
や
働
き
方
が
変
わ
ら
な
い
た
め
、
良
い
人

材
が
集
ま
ら
な
い
状
況
が
あ
る
。
こ
の
対
策

と
し
て
、
業
務
の
標
準
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
、

お
よ
び
「
利
益
に
つ
な
が
る
料
金
・
商
品
」
へ

の
転
換
を
進
め
、
少
な
い
人
数
で
も
回
せ
る

仕
組
み
へ
の
シ
フ
ト
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

「
2
0
3
0
観
光
ト
レ
ン
ド
の

展
望
」

K
C
T
I

キ
ム
・
ヒ
ョ
ン
ジ
ュ
●
上
級
研
究
委
員

ト
レ
ン
ド
構
造
の
変
化
と
A
I
の
影
響

　K
C
T
I
が
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
観
光

ト
レ
ン
ド
研
究
の
最
新
の
調
査
か
ら
、
需
要

領
域
の
ト
レ
ン
ド
の
変
化
で
は
、
超
高
齢
化

社
会
の
深
刻
化
や
Z
世
代
・α
世
代
の
台
頭
、

体
験
・
価
値
重
視
の
消
費
文
化
の
拡
散
、ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
す
る
価
値
観
へ

の
変
化
な
ど
が
、
供
給
領
域
で
は
、
ウ
ェ
ル

ネ
ス
、
食
、
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
融

合
し
た
観
光
の
登
場
、
A
I
エ
ー
ジ
ェ
ン

テ
ィ
ッ
ク
機
能
の
強
化
に
よ
る
技
術
革
新
の

加
速
、
気
候
変
動
と
ネ
オ
・
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ

時
代
に
お
け
る
地
域
観
光
の
転
換
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
た
。

　伝
統
的
に
、
観
光
は
需
要
か
ら
供
給
へ
の

一
方
通
行
的
な
構
造
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
た

が
、
今
回
の
ト
レ
ン
ド
研
究
で
は
、
観
光
産

業
や
地
域
観
光
と
い
っ
た
供
給
領
域
で
発
生

す
る
政
策
が
、
逆
に
市
場
を
変
化
さ
せ
て
い

る
と
い
う
双
方
向
的
な
作
用
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
把
握
さ
れ
た
。

　今
回
の
研
究
か
ら
、
観
光
ト
レ
ン
ド
は
変

化
の
予
測
が
難
し
い
時
代
が
訪
れ
る
と
考

え
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
『
未
知
の
未
来
、
旅
の

リ
ア
ル
ラ
イ
ン
、「T

ravel in
 F
lu
x 

× 

R
ealign

」』と
し
た
。
2
0
3
0
観
光
ト
レ

ン
ド
は
、
大
き
く
7
つ
の
ト
レ
ン
ド
に
分
け

ら
れ
る
。

3
．質
疑
応
答
・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

発
表
…
❹

●
宿
泊
税
導
入
に
お
け
る

事
業
者
連
携
の
障
壁
と
対
応
策
、

ま
た
は
導
入
の
法
的
根
拠

T
ran

sit F
eed

 S
p
ecificatio

n

）と
呼
ば

れ
る
公
共
交
通
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
規
格
の

活
用
が
進
ん
で
い
る
。

　バ
ス
事
業
者
や
地
方
自
治
体
が
、時
刻
表
、

経
路
、
停
留
所
と
い
っ
た
詳
細
な
運
行
情
報

を
G
T
F
S
形
式
で
作
成
・
公
開
す
る
と
、

G
o
o
gle

マ
ッ
プ
な
ど
の
各
種
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
込
ま
れ
、
利
用
者

に
提
供
さ
れ
る
仕
組
み
で
あ
る
。

　岐
阜
県
中
津
川
市
の
事
例
で
は
、
G
T
F

S
デ
ー
タ
がG

o
o
gle

マ
ッ
プ
に
反
映
さ
れ

る
こ
と
で
、
外
国
人
が
自
国
語
で
容
易
に
目

的
地
ま
で
の
経
路
を
検
索
し
、
公
共
交
通
を

利
用
し
て
自
発
的
に
訪
問
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
、
バ
ス
事
業
者
は
利
用
客
の

増
加
に
よ
り
、
路
線
の
収
益
が
改
善
し
、
経

済
的
恩
恵
が
生
ま
れ
て
い
る
。
併
せ
て
、
地

域
住
民
に
と
っ
て
は
、
利
用
者
が
増
え
た
こ

と
で
、不
可
欠
な
公
共
交
通
網
が
維
持
さ
れ
、

三
方
よ
し
の
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
前
後
に
は
、
エ
ク
ス

カ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、「
城
山
日
出
峰
」、「
光

の
バ
ン
カ
ー
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　ユ
ネ
ス
コ
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
て

い
る
城
山
日
出
峰
は
、
マ
グ
マ
が
水
中
で
噴

出
し
て
形
成
さ
れ
た
火
山
体
で
、
波
や
海
流

に
浸
食
さ
れ
て
で
き
た
景
観
が
特
徴
的
で
し

た
。
頂
上
へ
登
る
有
料
の
登
山
道
と
、
周
辺

を
散
策
す
る
無
料
の
区
間
が
整
備
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
海
辺
で
は
海
女
さ
ん
が
朝

獲
っ
た
ば
か
り
の
ア
ワ
ビ
を
提
供
し
て
く
れ

る
施
設
も
あ
り
ま
し
た
。

　「光
の
バ
ン
カ
ー
」
は
、
か
つ
て
国
の
基

幹
通
信
施
設
だ
っ
た
建
物
を
、
民
間
事
業
者

が
没
入
型
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
再
活
用
し
て
い
る
施
設
で
す
。
近
年

の
ト
レ
ン
ド
で
あ
る
イ
マ
ー
シ
ブ
体
験
の
施

設
で
あ
り
、
西
洋
美
術
以
外
に
も
韓
国
の
作

品
も
体
験
・
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　3
日
間
の
行
程
を
通
し
、
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
や
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
以
外
で
も
日

韓
の
研
究
者
間
で
積
極
的
な
意
見
交
換
や

交
流
が
行
わ
れ
、
大
変
有
意
義
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

　今
後
も
日
本
と
韓
国
の
観
光
に
係
わ
る
類

似
点
、
相
違
点
を
お
互
い
に
理
解
し
、
信
頼

関
係
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
両
国
の
観
光
文

化
の
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
文
：
J
T
B
F
・
川
口
雪
衣
）

『
未
知
の
未
来
、旅
の
リ
ア
ル
ラ
イ
ン
、

「T
ravel in

 F
lu
x 

× R
ealign

」』

●
観
光
ト
レ
ン
ド
研
究
の

調
査
・
分
析
手
法
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●
ト
レ
ン
ド
1
…
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
旅

行
の
リ
ア
ラ
イ
ジ
ン
グ
〈R

ealizing

〉：
Z

世
代
か
ら
G
G（G

old G
rey

）世
代
ま
で

　世
代
別
の
旅
行
の
楽
し
み
方
に
注
目
し
た

ト
レ
ン
ド
で
、「
自
分
だ
け
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
旅
行
の
動
機
を
得
て
、
現
実
の

条
件
に
合
わ
せ
て
旅
行
の
ロ
マ
ン
を
積
極
的

に
実
現
し
よ
う
と
す
る
」
傾
向
を
指
す
。

●
ト
レ
ン
ド
2
…
没
入
型
の
経
験
旅
行
：
コ

ン
テ
ン
ツ
、ス
ポ
ー
ツ
、リ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

　旅
行
の
動
機
が
典
型
的
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

訪
問
で
は
な
く
、
日
常
的
な
趣
向
の
コ
ン
テ

ン
ツ
へ
と
拡
大
す
る
。
例
え
ば
、
ア
ニ
メ
の

フ
ァ
ン
が
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
を
訪
問
し
た
り
、

有
名
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
フ
ァ
ン
が
試
合
の
あ

る
地
域
を
訪
問
し
た
り
、旅
行
地
で
ラ
ン
・
ト

リ
ッ
プ（R

un trip

）を
楽
し
ん
だ
り
す
る
。

●
ト
レ
ン
ド
3
…
旅
行
市
場
、
F
o
g
（
霧
）

時
代
（
混
迷
の
時
代
）
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

　超
高
齢
社
会
や
週
4
・
5
日
労
働
制
と

い
っ
た
変
化
が
観
光
市
場
の
需
要
変
化
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
注
目
が
必
要
で

あ
る
。

●
ト
レ
ン
ド
4
…
エ
ー
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ッ
ク
A

I
が
切
り
拓
く
観
光
の
新
時
代

　A
I
は
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス

機
能
を
中
心
と
し
た
消
費
市
場
の
高
度
化
、

グ
ロ
ー
バ
ル
O
T
A
を
中
心
と
し
た
A
I
技

術
の
革
新
、
そ
し
て
労
働
市
場
で
は
技
術

代
替
と
新
規
職
種
の
出
現
と
い
う
、
3
つ

の
側
面
か
ら
影
響
が
あ
る
。

●
ト
レ
ン
ド
5
…
気
候
変
動
時
代
の
旅
、
認

識
と
実
践
の
ギ
ャ
ッ
プ

　カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
旅
行
は
発

現
程
度
と
持
続
性
が
最
も
低
い
と
分
析
さ

れ
て
い
る
が
、
観
光
税
や
環
境
負
担
金
が

課
さ
れ
る
中
で
、
気
候
変
動
に
脆
弱
な
観

光
地
へ
の
選
好
変
化
が
ど
の
よ
う
に
表
れ

る
か
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

●
ト
レ
ン
ド
6
…
国
際
観
光
、
開
放
の
時

代
と
見
え
な
い
壁
と
解
放
の
共
存

　国
際
観
光
市
場
の
変
化
が
自
国
の
消
費

市
場
に
影
響
を
及
ぼ
す
主
要
な
領
域
に

な
っ
て
い
る
。
中
国
で
の
ビ
ザ
緩
和
の
よ

う
な
障
壁
撤
廃
と
同
時
に
、
E
T
A
（
電
子

渡
航
認
証
）
の
よ
う
な
新
た
な
障
壁
が
発
生

し
て
い
る
状
況
が
あ
り
、
外
交
的
な
紛
争

に
よ
っ
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
が
一
時
的

に
落
ち
込
む
こ
と
も
あ
り
得
る
。

●
ト
レ
ン
ド
7
…
地
域
が
主
導
す
る
ネ
オ

ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
観
光

　地
域
固
有
の
価
値
と
文
化
を
重
視
す
る

ネ
オ
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
の
拡
散
。
特
に
、
韓
国

ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
な
ど
海
外
旅
行
を
牽
引
す

る
主
要
な
要
因
に
は
、
日
本
の
小
都
市
の
固

有
の
文
化
を
楽
し
も
う
と
す
る
需
要
が
あ
る

近
年
の
訪
日
外
国
人

旅
行
市
場
の
動
向

J
T
B
F

　

柿
島
あ
か
ね 

●
上
席
主
任
研
究
員

市
場
概
況
と
需
要
構
造

　日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
落
ち
込
み
を
経
て
、2
0
2
4
年

に
は
2
0
1
9
年
を
上
回
る
過
去
最
高
の

3
6
8
7
万
人
を
記
録
し
た
。
需
要
層
の
構

成
を
見
る
と
、2
0
2
4
年
は
東
ア
ジ
ア
が

約
66
・
5
%
を
占
め
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
前

の
2
0
1
9
年
と
近
い
構
成
比
に
な
っ
て
い

る
。
特
に
韓
国
市
場
は
、
コ
ロ
ナ
禍
後
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
回
復
を
初
期
か
ら
牽
引

し
、
2
0
2
3
〜
2
0
2
4
年
に
は
国
・
地

域
別
で
1
位
と
な
っ
た
。

　旅
行
消
費
額
も
2
0
2
4
年
に
過
去
最
高

の
8
・
1
兆
円
を
記
録
し
、
自
動
車
産
業
に

次
ぐ
第
2
位
の
輸
出
産
業
に
成
長
し
た
。
ま

た
、
1
人
あ
た
り
旅
行
支
出
も
コ
ロ
ナ
禍
以

降
20
万
円
台
と
高
く
推
移
し
て
い
る
。
旅
行

消
費
額
の
約
55
%
が
東
ア
ジ
ア
で
構
成
さ

れ
、
特
に
中
国
は
人
数
も
多
く
、
1
人
1
回

あ
た
り
旅
行
消
費
単
価
も
高
い
た
め
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
旅
行
消
費
額
へ
の
寄
与
が
非
常
に

大
き
い
市
場
と
捉
え
ら
れ
る
。

好
調
の
要
因
と
リ
ス
ク

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
好
調
を
支
え
て
い

る
要
因
は
、①
円
安
、②
免
税
・
決
済
環
境
の

強
化
、③
国
際
線
の
供
給
回
復
、④
ク
ル
ー
ズ

受
入
再
開
と
寄
港
地
拡
大
で
あ
る
。

　特
に
①
主
要
通
貨
に
対
し
て
概
ね
20
%

か
ら
40
%
程
度
の
円
安
が
進
行
し
て
お
り
、

外
国
人
旅
行
者
に
と
っ
て
日
本
で
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
や
滞
在
費
が
割
安
に
感
じ
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
、
旅
行
支
出
の
増
加
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　加
え
て
、V

isit Jap
an
 W

eb

の
導
入

を
は
じ
め
入
国
・
ビ
ザ
取
得
の
利
便
性
が
向

上
し
て
い
る
ほ
か
、
都
市
部
を
中
心
に
高
付

加
価
値
宿
泊
施
設
が
相
次
い
で
開
業
し
、
高

付
加
価
値
旅
行
者
の
受
入
環
境
が
整
備
さ
れ

て
き
て
お
り
、
政
策
も
量
か
ら
質
重
視
に
移

行
し
て
い
る
こ
と
も
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

好
調
の
要
因
に
挙
げ
ら
れ
る
。

　市
場
が
好
調
な
一
方
で
、①
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
、②
交
通
・
受
入
容
量
の
制
約
、

③
人
手
不
足
、④
為
替
へ
の
依
存
、
が
リ
ス

ク
・
課
題
で
あ
る
。

　①
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
②
交
通
・
受

入
容
量
の
制
約
に
対
し
て
は
、
例
え
ば
京
都

市
で
の
混
雑
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
可
視

化
し
誘
導
す
る
マ
ッ
プ
の
導
入
や
、
国
土
交

通
省
に
よ
る
バ
ス
事
業
者
へ
の
運
行
効
率
化

支
援
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
混

雑
回
避
や
訪
問
し
た
こ
と
が
な
い
地
域
へ
の

関
心
の
高
ま
り
か
ら
、
韓
国
人
旅
行
者
の
間

で
は〝
小
都
市
〞需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
。

今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
方
向
性

　こ
れ
ら
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、
今
後

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
方
向
性
と
し
て
、

質
を
重
視
し
た
成
長
（
高
付
加
価
値
化
）、
需

要
分
散
と
容
量
の
最
適
化
の
推
進
、
技
術
導

入
に
よ
る
人
手
不
足
の
解
消
、
人
材
育
成
強

化
が
考
え
ら
れ
る
。

　現
在
の
好
調
は
円
安
に
大
き
く
依
存
し
て

い
る
た
め
、
為
替
変
動
リ
ス
ク
に
対
応
で
き

る
高
付
加
価
値
な
旅
行
商
品（
例
：
ラ
グ
ジ
ュ

ア
リ
ー
観
光
列
車
な
ど
）
の
開
発
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
需
要
が
増
加
し
て
も
賃

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　特
に
A
I
を
基
盤
と
し
た
旅
行
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
高
度
化
や
、
Z
世
代
が
主
導
す

る
旅
行
需
要
の
再
編
、
週
4
・
5
日
労
働
制

に
よ
る
短
期
旅
行
の
日
常
化
な
ど
が
、
影
響

力
が
大
き
く
変
化
の
速
い
ト
レ
ン
ド
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
。

　主
に
行
わ
れ
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

は
、
以
下
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　韓
国
の
観
光
ト
レ
ン
ド
展
望
研
究
は
、
多

角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　ま
ず
、
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
テ
キ
ス
ト
マ

イ
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
最
近
の
市
場
の
変
化
を

分
析
し
、
そ
の
内
容
を
基
に
40
名
程
度
の
専

門
家
の
意
見
か
ら
キ
ー
ワ
ー
ド
を
抽
出
す

る
。
専
門
家
に
よ
る
調
査
だ
け
で
は
把
握
し

き
れ
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
、
約
1
0
0
0

人
の
国
民
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
、
実
際
の
旅
行
意
識
の
変
化
を
展

望
す
る
た
め
の
根
拠
資
料
を
確
保
し
て
い
る
。

　ま
た
、
旅
行
経
験
が
あ
る
グ
ル
ー
プ
と

な
い
グ
ル
ー
プ
に
分
け
た
調
査
も
実
施
し

て
い
る
ほ
か
、
ト
レ
ン
ド
を
展
望
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
主
要
機
関
が
展
望
し
た
デ
ー

タ
も
根
拠
資
料
と
し
て
分
析
に
活
用
さ
れ

て
い
る
。

　宿
泊
税
の
導
入
に
お
け
る
価
格
競
争
力
の

低
下
と
い
う
論
点
は
、
韓
国
の
地
方
都
市
に

お
け
る
観
光
客
誘
致
の
課
題
と
も
共
通
し
て

い
る
。
日
本
で
も
、
特
に
民
泊
業
や
ビ
ジ
ネ

ス
ホ
テ
ル
な
ど
価
格
競
争
力
が
重
要
な
分
野

の
事
業
者
は
、
宿
泊
税
の
導
入
で
料
金
が
上

が
り
、
観
光
客
が
来
な
く
な
る
こ
と
を
懸
念

し
て
い
る
。

　こ
の
懸
念
に
対
し
て
、
日
本
で
は
、
例
え

ば
、
一
泊
1
万
円
以
下
の
宿
泊
者
に
対
し
て

は
課
税
し
な
い
と
い
っ
た
、
免
税
点
を
設
け

る
こ
と
で
、
低
価
格
帯
の
宿
泊
施
設
の
懸
念

を
一
部
解
消
し
、
主
に
高
価
格
帯
の
宿
泊
施

設
が
集
ま
る
都
市
部
で
税
収
を
確
保
し
や
す

く
し
て
い
る
。
し
か
し
、
中
に
は
物
価
上

昇
に
伴
い
宿
泊
費
も
上
げ
る
べ
き
だ
が
、

免
税
点
に
よ
っ
て
価
格
を
上
げ
ら
れ
な
い

状
況
が
生
ま
れ
、
地
域
経
済
発
展
の
足
か

「
観
光
財
源
の
導
入
と
活
用
」

J
T
B
F

蛯
澤
俊
典 

●
主
任
研
究
員

　訪
日
外
国
人
旅
行
市
場
の
成
長
は
、
日

本
経
済
に
多
大
な
恩
恵
を
も
た
ら
す
一
方

で
、
首
都
圏
を
は
じ
め
と
す
る
特
定
の
観

光
地
や
都
市
部
に
観
光
客
が
集
中
し
、
地

方
部
に
お
け
る
課
題
を
顕
在
化
さ
せ
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
地
域
の
生
活
環
境
の
維
持

や
受
入
環
境
の
改
善
に
向
け
た
財
源
確
保

が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

　現
在
、
主
に
検
討
さ
れ
て
い
る
観
光
財
源

の
タ
イ
プ
は
、
宿
泊
税
や
観
光
税
な
ど
の
課

税
、
入
域
料
や
環
境
保
全
協
力
金
な
ど
の
負

担
金
、
そ
し
て
国
際
観
光
旅
客
税
の
よ
う
な

賦
課
金
の
三
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち

日
本
で
先
行
し
て
い
る
の
が
、
地
方
自
治
体

に
よ
る
宿
泊
税
で
あ
る
。
宿
泊
税
が
導
入
さ

れ
て
い
る
理
由
に
は
、
日
本
で
は
こ
れ
ま
で

に
入
湯
税
が
あ
り
、
宿
泊
施
設
で
徴
収
す
る

ス
キ
ー
ム
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
こ
と
、
ま

た
、
海
外
の
事
例
か
ら
安
定
し
た
税
収
に
つ

な
が
る
と
明
ら
か
だ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　宿
泊
税
の
導
入
に
際
し
て
は
、
次
の
4
つ

の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。

①
制
度
設
計
の
明
確
化
…
課
税
対
象
・
税
率

の
わ
か
り
や
す
さ
や
、
公
平
性
の
確
保
、

徴
収
ル
ー
ト
の
簡
便
化
に
注
力
す
る
必
要

が
あ
る
。

②
使
途
の
透
明
性
と
説
明
責
任
…
税
収
を

「
何
に
使
う
か
」
を
明
確
に
し
て
説
明
す
る

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
将
来
を
見
据
え
て
一

般
財
源
に
組
み
込
ま
な
い
戦
略
性
が
求
め
ら

れ
る
。

③
住
民
・
事
業
者
と
の
合
意
形
成
…
宿
泊
事

業
者
の
理
解
・
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
宿

泊
事
業
者
か
ら
使
途
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が

出
て
く
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
体
制
が
重
要
。

④
国
際
的
競
争
力
へ
の
配
慮
…
周
辺
地
域
や

海
外
都
市
と
税
制
や
使
途
に
つ
い
て
比
較
・

検
討
す
る
。
ま
た
税
額
や
税
率
は
地
域
の
観

光
ブ
ラ
ン
ド
価
値
と
連
動
さ
せ
る
。

「
地
域
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
業
の

現
状
と
課
題
」

K
C
T
I

　

ア
ン
・
ヒ
ジ
ャ 

●
観
光
政
策
研
究
室 

室
長

　2
0
2
5
年
の
訪
韓
外
国
人
観
光
客
は

1
9
0
0
万
人
以
上
と
予
想
さ
れ
、
韓
国
政

府
は
2
0
3
0
年
ま
で
に
外
国
人
訪
問
客

3
0
0
0
万
人
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
、
観
光
需
要
が
首
都
圏（
ソ

ウ
ル
、
仁
川
な
ど
）
に
偏
在
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
地
方
へ
の
訪
問
活
性
化
が
政
策
の
重

点
課
題
で
あ
る
。

　ま
た
、
需
要
側
の
視
点
で
は
、
ロ
ー
カ
ル

体
験
に
対
す
る
需
要
が
高
い
リ
ピ
ー
タ
ー
の

F
I
T
（
海
外
個
人
旅
行
者
）
が
増
加
し
て

い
る
も
の
の
、
供
給
側
の
視
点
で
は
、

O
T
A（
オ
ン
ラ
イ
ン
旅
行
代
理
店
）プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
影
響
力
が
拡
大
し
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
韓
国
の
旅
行
業
が
首
都
圏
に
集

中
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
地
域
を
基

盤
と
し
た
旅
行
業
の
育
成
も
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
政

府
は「
ロ
ー
カ
ル
ク
リ
エ
イ
タ
ー
育
成
事
業
」

を
推
進
し
、
地
域
の
旅
行
産
業
に
お
け
る
新

し
い
供
給
主
体
を
発
掘
し
て
い
る
。
ロ
ー
カ

ル
ク
リ
エ
イ
タ
ー
は
、
地
域
の
自
然
・
文
化

と
ア
イ
デ
ア
を
結
び
つ
け
事
業
的
価
値
を
創

出
す
る
創
業
者
と
定
義
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

事
業
は
地
域
の
旅
行
産
業
に
と
っ
て
新
た
な

機
会
と
な
っ
て
い
る
。

①
フ
ラ
イ
ト
ゥ
ゲ
ザ
ー（
大
邱
市
）
…
地
方

自
治
体
と
協
業
し
て
、
特
に
台
湾
の
F
I
T

を
集
中
し
て
誘
致
し
て
い
る
企
業
。
ア
ウ
ト

バ
ウ
ン
ド
中
心
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
と
事

業
領
域
を
拡
大
し
た
。
農
村
ク
リ
エ
イ
タ
ー

ツ
ア
ー
事
業
の
よ
う
な
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を

開
発
し
て
い
る
。

②
ジ
ャ
ム
ト
リ
ー（
陰
城
郡
）
…
11
の
産
業

団
地
、
約
2
3
0
0
以
上
の
企
業
工
場
が
位

置
す
る
と
い
う
陰
城
郡
の
強
み
を
活
か
し
、

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ツ
ア
ー
商
品
を
開
発
・
運
営

し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
内
在
住
の
外
国
人

を
観
光
ガ
イ
ド
と
し
て
養
成
す
る
、
外
国
人

労
働
者
を
対
象
と
し
た
旅
行
商
品
を
開
発
す

る
な
ど
、
訪
韓
外
国
人
誘
致
に
も
貢
献
し
て

い
る
。

③
サ
ー
フ
ホ
リ
ッ
ク（
釜
山
市
）
…
サ
ー
フ
ィ

ン
用
品
の
レ
ン
タ
ル
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
、
2
0
2
1
年
に
旅
行
業
と
し
て

登
録
。「
サ
ー
フ
ィ
ン
＋
宿
泊
」、「
サ
ー
フ
ィ

ン
＋
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
の
滞
在
型
旅

行
商
品
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
販
売
し
て
い

る
。国
内
の
江
陵
、襄
陽
、済
州
な
ど
の
ほ
か
、

ベ
ト
ナ
ム
・
ダ
ナ
ン
に
も
進
出
し
、
営
業
の

四
季
通
年
化
を
実
現
し
た
。

　地
域
が
中
心
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
エ
コ

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、

そ
の
た
め
に
は
次
の
4
つ
が
重
要
で
あ
る
。

①
地
域
特
化
型
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
発
掘
お

よ
び
商
品
企
画
…
地
域
の
祭
り
や
イ
ベ
ン

ト
、
K‒

コ
ン
テ
ン
ツ
連
携
だ
け
で
な
く
、

モ
ビ
リ
テ
ィ
領
域
や
地
域
の
産
業
と
連
携
し

た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
を
拡
大
す
る
必

要
が
あ
る
。

②
地
域
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
専
門
旅
行
業
の
育
成

…
ロ
ー
カ
ル
ク
リ
エ
イ
タ
ー
だ
け
で
な
く
、

多
様
な
体
験
商
品
を
運
営
す
る
主
体
を
法
的

な
制
度
基
盤
に
組
み
込
み
、
体
系
的
に
育
成

す
る
必
要
が
あ
る
。
旅
行
業
の
最
も
重
要
な

要
素
は
コ
ン
テ
ン
ツ
競
争
力
で
あ
る
た
め
、

地
域
を
代
表
す
る
旅
行
企
業
を
発
掘
・
支
援

す
る
こ
と
が
重
要
。

③
地
域
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
サ
ー
ビ
ス
人

材
の
養
成
…
地
域
旅
行
会
社
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
人
材
不
足
が
最
大
の
課
題
で
あ
っ

た
。
ロ
ー
カ
ル
現
場
の
サ
ー
ビ
ス
品
質
を
担

う
人
材
を
、
地
域
大
学
と
連
携
し
て
専
門
的

に
養
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

④
地
域
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
産
業
の
協
力
エ

コ
シ
ス
テ
ム
構
築
…
O
T
A
の
影
響
力
が
拡

大
し
て
い
る
今
日
に
お
い
て
、
政
府
観
光
局

（
N
T
O
）
や
地
域
観
光
組
織
（
R
T
O
）
が

旅
行
商
品
の
供
給
者
と
O
T
A
の
仲
介
役
を

果
た
す
こ
と
で
、
地
域
旅
行
業
者
が
安
定
的

に
流
通
構
造
へ
参
入
で
き
る
仕
組
み
を
構
築

す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
ソ
ウ
ル
を
拠
点

と
し
て
、
例
え
ば
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
や

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
な
ど
、
再
訪
問
客
を
対
象
に

地
方
都
市
へ
誘
導
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡

大
す
る
事
業
も
重
要
で
あ
る
。

事
例
紹
介

①
倶
知
安
町
…
日
本
で
唯
一
、
宿
泊
料
金
に

応
じ
て
課
税
す
る
「
定
率
制
」
の
宿
泊
税
（
現

在
は
2
%
、来
年
か
ら
は
3
%
に
増
税
予
定
）

を
採
用
し
て
い
る
。
集
め
ら
れ
た
税
金
は
、

道
路
の
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
、
宿
泊
者

向
け
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
な
ど
、
住
民
に

も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
充
て

ら
れ
て
い
る
。

②
福
岡
市
…
宿
泊
税
の
税
収
は
受
入
環
境
整

備
や
魅
力
向
上
の
た
め
に
使
用
し
て
お
り
、

市
民
に
報
告
す
る
媒
体
を
保
持
し
て
お
り
、

使
途
の
見
え
る
化
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
。

　当
財
団
で
は
、
客
観
的
な
課
題
分
析
の
た

め
の
デ
ー
タ
基
盤
の
構
築
、
確
保
し
た
財
源

を
元
に
し
た
人
材
確
保
・
育
成
、
合
意
形
成

の
た
め
の
協
議
の
場
の
開
催
の
3
点
か
ら
、

観
光
地
域
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
仕
組
み

の
導
入
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
観
光
に
お

け
る
デ
ー
タ
基
盤
と
し
て
、
当
財
団
の
こ
れ

ま
で
の
調
査
・
研
究
結
果
を
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー

ド
化
し
、
一
般
公
開
を
行
っ
て
い
る
。

参加者集合写真

城山日出峰にてエクスカーションの様子

　2
0
2
5
年
11
月
17
日
（
月
）、
日
韓

国
際
観
光
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
研
究

協
力
に
関
す
る
覚
書
（M

em
o
ran

d
u
m
 

o
f U

n
d
ersta

n
d
in
g
 o
n
 R
esea

rch 

C
ooperation

、M
O
U
）を
結
ん
で
い
る
韓

国
文
化
観
光
研
究
院
（
以
下
、
K
C
T
I
）

と
毎
年
共
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
2
0
2

3
年
に
締
結
（
更
新
）
さ
れ
た
M
O
U
に
お

い
て
、
地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
が
追

加
さ
れ
た
た
め
、
昨
年
の
日
本
・
沖
縄
で
の

開
催
に
続
き
、
今
回
は
韓
国
・
済
州
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　当
日
は
、
両
機
関
の
代
表
挨
拶
後
、
両
機

関
の
研
究
員
4
名
に
よ
る
研
究
発
表
と
質
疑

応
答
を
行
い
ま
し
た
。
本
稿
で
は
各
研
究
発

表
の
要
旨
を
中
心
に
、
そ
の
後
行
わ
れ
た
質

疑
応
答
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

せ
に
な
る
と
い
う
リ
ス
ク
に
関
す
る
指
摘
も

存
在
す
る
。

　ま
た
、
韓
国
と
日
本
の
税
制
に
は
、
法
定

外
税
（
法
律
に
定
め
が
な
い
地
方
税
）
の
扱

い
に
関
し
て
重
要
な
相
違
点
が
あ
る
。

　韓
国
で
は
、
租
税
法
律
主
義
に
基
づ
き
、

法
律
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
税
金
は
条
例
で

徴
収
で
き
な
い
と
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　一
方
、
日
本
で
は
、
原
則
と
し
て
韓
国
と

同
様
に
法
律
に
基
づ
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

が
、
歴
史
的
経
緯
か
ら
、
例
外
的
に
法
定
外

税
を
地
方
自
治
体
が
条
例
で
独
自
に
徴
収
で

き
る
制
度
が
存
在
す
る
。
現
在
、
宿
泊
税
は
、

こ
の
法
定
外
税
の
一
つ
と
し
て
、
地
方
自
治

体
が
総
務
大
臣
に
導
入
目
的
を
申
請
し
、
そ

れ
が
妥
当
で
あ
る
と
承
認
さ
れ
た
場
合
に
の

み
導
入
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　韓
国
の
地
方
観
光
活
性
化
に
お
け
る
主
要

な
障
害
の
一
つ
が
、
地
方
空
港
や
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
か
ら
主
要
観
光
地
へ
の
連
結
交
通
が
劣

悪
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
も
同
様
に
地

方
交
通
の
問
題
に
苦
慮
し
、
様
々
な
試
行
錯

誤
を
経
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　日
本
の
地
域
交
通
に
お
け
る
課
題
解
決

策
の
一
つ
と
し
て
、
G
T
F
S
（G

en
eral 

金
や
働
き
方
が
変
わ
ら
な
い
た
め
、
良
い
人

材
が
集
ま
ら
な
い
状
況
が
あ
る
。
こ
の
対
策

と
し
て
、
業
務
の
標
準
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
、

お
よ
び
「
利
益
に
つ
な
が
る
料
金
・
商
品
」
へ

の
転
換
を
進
め
、
少
な
い
人
数
で
も
回
せ
る

仕
組
み
へ
の
シ
フ
ト
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

「
2
0
3
0
観
光
ト
レ
ン
ド
の

展
望
」

K
C
T
I

キ
ム
・
ヒ
ョ
ン
ジ
ュ
●
上
級
研
究
委
員

ト
レ
ン
ド
構
造
の
変
化
と
A
I
の
影
響

　K
C
T
I
が
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
観
光

ト
レ
ン
ド
研
究
の
最
新
の
調
査
か
ら
、
需
要

領
域
の
ト
レ
ン
ド
の
変
化
で
は
、
超
高
齢
化

社
会
の
深
刻
化
や
Z
世
代
・α
世
代
の
台
頭
、

体
験
・
価
値
重
視
の
消
費
文
化
の
拡
散
、ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
す
る
価
値
観
へ

の
変
化
な
ど
が
、
供
給
領
域
で
は
、
ウ
ェ
ル

ネ
ス
、
食
、
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
融

合
し
た
観
光
の
登
場
、
A
I
エ
ー
ジ
ェ
ン

テ
ィ
ッ
ク
機
能
の
強
化
に
よ
る
技
術
革
新
の

加
速
、
気
候
変
動
と
ネ
オ
・
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ

時
代
に
お
け
る
地
域
観
光
の
転
換
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
た
。

　伝
統
的
に
、
観
光
は
需
要
か
ら
供
給
へ
の

一
方
通
行
的
な
構
造
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
た

が
、
今
回
の
ト
レ
ン
ド
研
究
で
は
、
観
光
産

業
や
地
域
観
光
と
い
っ
た
供
給
領
域
で
発
生

す
る
政
策
が
、
逆
に
市
場
を
変
化
さ
せ
て
い

る
と
い
う
双
方
向
的
な
作
用
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
把
握
さ
れ
た
。

　今
回
の
研
究
か
ら
、
観
光
ト
レ
ン
ド
は
変

化
の
予
測
が
難
し
い
時
代
が
訪
れ
る
と
考

え
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
『
未
知
の
未
来
、
旅
の

リ
ア
ル
ラ
イ
ン
、「T

ravel in
 F
lu
x 

× 

R
ealign

」』と
し
た
。
2
0
3
0
観
光
ト
レ

ン
ド
は
、
大
き
く
7
つ
の
ト
レ
ン
ド
に
分
け

ら
れ
る
。

T
ran

sit F
eed

 S
p
ecificatio

n

）と
呼
ば

れ
る
公
共
交
通
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
規
格
の

活
用
が
進
ん
で
い
る
。

　バ
ス
事
業
者
や
地
方
自
治
体
が
、時
刻
表
、

経
路
、
停
留
所
と
い
っ
た
詳
細
な
運
行
情
報

を
G
T
F
S
形
式
で
作
成
・
公
開
す
る
と
、

G
o
o
gle

マ
ッ
プ
な
ど
の
各
種
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
込
ま
れ
、
利
用
者

に
提
供
さ
れ
る
仕
組
み
で
あ
る
。

　岐
阜
県
中
津
川
市
の
事
例
で
は
、
G
T
F

S
デ
ー
タ
がG

o
o
gle

マ
ッ
プ
に
反
映
さ
れ

る
こ
と
で
、
外
国
人
が
自
国
語
で
容
易
に
目

的
地
ま
で
の
経
路
を
検
索
し
、
公
共
交
通
を

利
用
し
て
自
発
的
に
訪
問
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
、
バ
ス
事
業
者
は
利
用
客
の

増
加
に
よ
り
、
路
線
の
収
益
が
改
善
し
、
経

済
的
恩
恵
が
生
ま
れ
て
い
る
。
併
せ
て
、
地

域
住
民
に
と
っ
て
は
、
利
用
者
が
増
え
た
こ

と
で
、不
可
欠
な
公
共
交
通
網
が
維
持
さ
れ
、

三
方
よ
し
の
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
前
後
に
は
、
エ
ク
ス

カ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、「
城
山
日
出
峰
」、「
光

の
バ
ン
カ
ー
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　ユ
ネ
ス
コ
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
て

い
る
城
山
日
出
峰
は
、
マ
グ
マ
が
水
中
で
噴

出
し
て
形
成
さ
れ
た
火
山
体
で
、
波
や
海
流

に
浸
食
さ
れ
て
で
き
た
景
観
が
特
徴
的
で
し

た
。
頂
上
へ
登
る
有
料
の
登
山
道
と
、
周
辺

を
散
策
す
る
無
料
の
区
間
が
整
備
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
海
辺
で
は
海
女
さ
ん
が
朝

獲
っ
た
ば
か
り
の
ア
ワ
ビ
を
提
供
し
て
く
れ

る
施
設
も
あ
り
ま
し
た
。

　「光
の
バ
ン
カ
ー
」
は
、
か
つ
て
国
の
基

幹
通
信
施
設
だ
っ
た
建
物
を
、
民
間
事
業
者

が
没
入
型
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
再
活
用
し
て
い
る
施
設
で
す
。
近
年

の
ト
レ
ン
ド
で
あ
る
イ
マ
ー
シ
ブ
体
験
の
施

設
で
あ
り
、
西
洋
美
術
以
外
に
も
韓
国
の
作

品
も
体
験
・
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　3
日
間
の
行
程
を
通
し
、
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
や
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
以
外
で
も
日

韓
の
研
究
者
間
で
積
極
的
な
意
見
交
換
や

交
流
が
行
わ
れ
、
大
変
有
意
義
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

　今
後
も
日
本
と
韓
国
の
観
光
に
係
わ
る
類

似
点
、
相
違
点
を
お
互
い
に
理
解
し
、
信
頼

関
係
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
両
国
の
観
光
文

化
の
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
文
：
J
T
B
F
・
川
口
雪
衣
）

●
地
方
観
光
を
支
え
る

モ
ビ
リ
テ
ィ
政
策
の
課
題

ソ
ン
サ
ン
イ
ル
チ
ュ
ル
ボ
ン

4
．お
わ
り
に

88

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2

三 校



活 動 報 告

守
口 

剛（
早
稲
田
大
学 

商
学
学
術
院
教
授
）

　

し
て
い
る
が
研
究
者
側
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は

ほ
と
ん
ど
で
き
ず
、
相
関
関
係
を
捕
捉
で
き

て
も
、
因
果
関
係
を
正
確
に
捕
捉
す
る
こ
と

は
難
し
い
。

　
こ
の
よ
う
に
ラ
ボ
実
験
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

性
が
高
い
が
リ
ア
リ
テ
ィ
に
欠
け
、
行
動
履

歴
デ
ー
タ
は
リ
ア
リ
テ
ィ
が
高
い
が
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
難
し
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
は
両
者
の
間
に
位
置
し
、

リ
ア
リ
テ
ィ
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
性
の
両
方
を

兼
ね
備
え
た「
い
い
と
こ
取
り
」の
ア
プ
ロ
ー

チ
と
言
え
る
（
図
4
）。

ラ
ン
ダ
ム
化
実
験
に
よ
る

因
果
関
係
の
把
握 

　
相
関
関
係
と
因
果
関
係
は
異
な
る
も
の
で

あ
り
、
図
5
の
よ
う
な
企
業
の
広
告
費
と
売

上
高
の
関
係
を
見
て
「
広
告
費
が
高
い
企
業

は
売
上
高
が
高
い
」
と
解
釈
し
て
し
ま
う
と

誤
り
と
な
る
。
こ
れ
は
同
じ
年
度
の
広
告
費

と
売
上
高
を
見
て
い
る
の
で
、
こ
の
場
合
は

「
売
上
高
が
高
い
企
業
は
広
告
費
が
高
い
」

実
際
の
生
活
空
間
で

実
施
さ
れ
る

「
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
」

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド

実
験
の
定
義
は
、「
実
際
の
生
活
空
間
で
実

施
す
る
実
験
」
で
あ
る
。
よ
く
使
わ
れ
て
い

る
の
が
ラ
ン
ダ
ム
化
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
で
、

参
加
者
を
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
グ
ル
ー
プ
（
処

置
群
）
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
グ
ル
ー
プ（
対
照
群
）

に
ラ
ン
ダ
ム
に
分
け
て
行
う
実
験
を
指
す
。

　
医
学
界
で
はR

C
T

（R
andom

ized C
on-

tro
lled

 T
rial

）
と
い
う
手
法
が
確
立
し
て

お
り
、
こ
れ
を
生
活
空
間
に
持
ち
込
ん
だ
も

の
が
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
と
言
え
る
。 

最
近
は

こ
の
ラ
ン
ダ
ム
化
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
を

フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
と
称
す
る
場
合
も
あ
る
。 

　
事
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
フ
ァ
イ

ザ
ー
社
が
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
開
発
時
に
行
っ

た
R
C
T
だ
。
実
験
参
加
者
を
ワ
ク
チ
ン
接

種
群
、
生
理
食
塩
水
接
種
群
に
ラ
ン
ダ
ム
に

二
分
し
、
発
症
率
、
重
症
化
率
な
ど
の
差
を

観
察
し
た
。
前
者
の
発
症
率
が
約
1
万
8
0

0
0
人
中
8
人
な
の
に
対
し
て
後
者
は
1

6
0
人
と
な
り
、ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
95
％

の
発
症
リ
ス
ク
減
少
効
果
が
示
さ
れ
た
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
の
考
え
方
に
基
づ
き
、

実
務
界
で
一
般
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
の
が

「
A
／
B
テ
ス
ト
」
で
あ
る
。
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
、
ア
マ
ゾ
ン
、 
ブ
ッ
キ
ン
グ
ド
ッ
ト
コ

ム
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
グ
ー
グ
ル
な
ど
の

企
業
は
、
数
百
万
人
の
ユ
ー
ザ
ー
を
対
象
と

す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験

を
、
年
間
1
万
回
以
上
実
施
し
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。 

A
／
B
テ
ス
ト
事
例
…
そ
の
1

　

ブ
ッ
キ
ン
グ
ド
ッ
ト
コ
ム
の

予
約
画
面

　
ブ
ッ
キ
ン
グ
・
ド
ッ
ト
コ
ム
の
シ
ニ
ア
・

プ
ロ
ダ
ク
ト
オ
ー
ナ
ー
の
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
氏

は
「
人
は
推
定
す
る
こ
と
が
極
め
て
苦
手
で

あ
り
、
顧
客
の
行
動
予
測
は
十
中
八
九
外
れ

る
」
と
述
べ
て
お
り
、
顧
客
体
験
の
最
適
化

の
た
め
、
同
社
で
は
年
間
2
万
5
0
0
0
回

に
渡
っ
て
A
／
B
テ
ス
ト
を
行
っ
て
い
る
と

推
計
さ
れ
る
。

　
そ
の
一
つ
が
図
1
の
予
約
画
面
を
比
較
す

る
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
で
、訪
問
者
数
は
A
が

3
万
8
1
2
1
、B
は
3
万
7
7
7
0
で
A

の
方
が
多
か
っ
た
。し
か
し
購
入
者
数
は
A

が
87
人
で
購
入
率
は
0
・
23
％
、B
が
1
1
9

人
で
購
入
率
は
0
・
32
％
と
、B
の
方
が
購
入

率
が
高
い
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。

　
A
と
B
の
ど
ち
ら
の
デ
ザ
イ
ン
が
ク
リ
ッ

ク
さ
れ
や
す
く
、
購
入
率
が
高
い
か
は
専
門

家
で
も
な
か
な
か
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
よ

う
に
ユ
ー
ザ
ー
を
対
象
に
テ
ス
ト
す
る
と
、

結
果
と
な
っ
て
表
れ
る
と
い
う
事
例
で
あ
る
。

マー
ケ
ティン
グ
研
究
に
お
け
る

フィ
ー
ル
ド
実
験
の
活
用 

当
財
団
で
は
2
0
2
5
年
度
、

研
究
顧
問
を
招
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
話
題
を
提
供
い
た
だ
き
、研
究
員
と
対
話
す
る
研
究
懇
話
会
を
実
施
し
て
い
る
。

全
5
回
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、9
月
25
日
に
行
わ
れ
た
第
3
回
は
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
消
費
者
行
動
を
専
門
と
す
る
守
口
氏
か
ら
、近

年
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
界
で
重
視
さ
れ
て
い
る
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
の
最
新
事
情
に
つ
い
て
、話
題
提
供
が
行
わ
れ
た
。

と
い
う
逆
向
き
の
因
果
関
係
で
捉
え
た
方
が

適
切
と
言
え
る
。

　
ラ
ン
ダ
ム
化
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
は
要
因
が

結
果
に
影
響
す
る
理
論
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
想

定
し
、
偶
然
の
相
関
な
ど
の
要
因
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
因
果
関
係
の
方
向
を

特
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
考
え
方
を

図
式
化
し
た
も
の
が
図
6
〜
8
で
、
ラ
ン
ダ

ム
化
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
の
効
果
測
定
に
は
2

つ
の
方
法
が
あ
る
。

効
果
測
定
方
法
…
そ
の
1

I
T
T
効
果

（In
ten
t-to-T

reat E
ff
ect

）

　
処
置
の
意
図
の
有
無
に
よ
る
効
果
の
差
を

見
る
も
の
で
、
例
え
ば
サ
ン
プ
ル
を
送
付
し

た
場
合
は
、
サ
ン
プ
ル
を
使
用
し
た
か
ど
う

か
は
問
わ
ず
、
送
付
に
よ
っ
て
購
買
率
が
ど

れ
だ
け
上
が
っ
た
か
を
測
定
す
る
の
が
こ
の

方
法
で
あ
る
。

　
た
だ
し
こ
の
方
法
は
、
実
際
の
サ
ン
プ
ル

を
使
っ
た
効
果
を
知
り
た
い
場
合
に
は
適
さ

な
い
。
処
置
群
の
中
で
実
際
に
サ
ン
プ
ル
を

使
っ
た
人
の
割
合
が
小
さ
い
場
合
は
、
I
T

T
効
果
も
小
さ
く
な
る
欠
点
が
あ
る
。

効
果
測
定
方
法
…
そ
の
2

T
O
T
効
果

（T
reatm

en
t o
n
 

T
reated

 E
ff
ect

）

　
I
T
T
効
果
で
は
測
れ
な
い
、
実
際
に
処

置
を
受
け
た
人
の
効
果
を
見
る
の
が
こ
の
方

法
で
あ
る
。
サ
ン
プ
ル
送
付
の
場
合
は
、
誰

が
サ
ン
プ
ル
を
使
用
し
た
か
を
捕
捉
し
、
そ

れ
を
誰
と
比
較
す
る
か
が
問
題
で
、
単
に
非

送
付
群
全
体
と
比
べ
た
の
で
は
同
じ
土
俵
で

ラ
ボ
実
験
と

行
動
履
歴
デ
ー
タ
の

「
い
い
と
こ
取
り
」

　
社
会
科
学
全
般
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
が

一
般
化
し
て
お
り
、2
0
1
9
年
に
バ
ナ
ジ
ー
、

デ
ュ
フ
ロ
、
ク
レ
マ
ー
の
3
氏
が
貧
困
問
題

へ
の
実
験
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
ノ
ー
ベ
ル
経
済

学
賞
を
受
賞
し
た
。
ま
た
、W

eb
 o
f 

S
cien

ce 

に
よ
る
検
索
結
果
を
見
る
と
、

2
0
1
6
〜
17
年
頃
か
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、
経
営
学
、
経
済
学
の
各
領
域
で
フ
ィ
ー

ル
ド
実
験
を
用
い
た
論
文
数
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
の
特
徴
は
、
参
加
者
が

研
究
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い

な
い
か
、
認
識
し
て
い
る
場
合
も
通
常
通
り

の
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
現
実
場
面
に
お
け

る
消
費
者
行
動
が
捕
捉
で
き
る
こ
と
で
あ

る
。
中
で
も
リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ
る
消
費
者
の

行
動
を
捕
捉
で
き
る
の
が
、
ラ
ン
ダ
ム
化

フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
と
言
え
る
。

　
ラ
ボ
実
験
は
研
究
者
側
が
状
況
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
が
リ
ア
ル
な
場
面
で
得
ら
れ

た
デ
ー
タ
で
は
な
い
の
で
、
リ
ア
リ
テ
ィ
に

は
不
足
す
る
。
消
費
者
の
購
買
履
歴
な
ど
の

行
動
履
歴
デ
ー
タ
は
リ
ア
ル
な
行
動
を
反
映

の
比
較
に
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
、
サ
ン
プ
ル
非
送
付
群
の
中
で
サ

ン
プ
ル
を
送
っ
た
ら
使
用
し
た
は
ず
の
人
達

と
、サ
ン
プ
ル
使
用
者
を
比
較
す
る
こ
と
で
、

同
じ
土
俵
で
の
比
較
が
可
能
と
な
る
。
こ
の

考
え
方
を
カ
ウ
ン
タ
ー
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
ル

（
反
実
仮
想
）
と
呼
ぶ
。「
も
し
サ
ン
プ
ル
送

付
群
の
使
用
者
が
送
付
さ
れ
な
か
っ
た
ら
」

と
い
う
仮
想
状
態
と
の
比
較
で
あ
り
、
サ
ン

プ
ル
送
付
群
と
で
き
る
だ
け
似
た
傾
向
の
人

を
サ
ン
プ
ル
非
送
付
群
に
選
ぶ
「
傾
向
ス
コ

第

　
　
回
3

3
研
究
懇
話
会

A
／
B
テ
ス
ト
事
例
…
そ
の
2 

大
統
領
選
挙
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
サ
イ
ト

　
も
う
一
つ
が
2
0
0
8
年
の
オ
バ
マ
陣
営

に
よ
る
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
験
例
で
あ

る
。
図
2
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
静
止
画
（
上

3
つ
）
と
動
画
（
下
3
つ
）
の
メ
デ
ィ
ア
6

種
類
、
図
3
の
ボ
タ
ン
4
種
類
の
ど
れ
が
一

番
ク
リ
ッ
ク
さ
れ
る
か
を
そ
れ
ぞ
れ
テ
ス
ト

し
た
。　

オ
バ
マ
陣
営
は
、
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
は

右
下
の
動
画
の
ク
リ
ッ
ク
率
が
最
も
高
い
と

予
想
し
て
い
た
が
、
予
想
に
反
し
て
静
止
画

の
方
が
全
般
的
に
高
く
、
特
に
右
上
の
家
族

の
画
像
が
最
も
高
い
9
・
66
％
と
な
っ
た
。

ボ
タ
ン
は
「L

E
A
R
N
 M
O
R
E

」
が
最
も
ク

リ
ッ
ク
率
が
高
く
、
8
・
91
％
と
な
っ
た
。

　
こ
の
テ
ス
ト
の
結
果
を
元
に
最
適
な
組
み

合
わ
せ
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
コ
ン
バ
ー

ジ
ョ
ン
率
（
サ
イ
ト
訪
問
の
う
ち
最
終
成
果

に
至
っ
た
割
合
）
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
サ
イ
ト

よ
り
40
・
6
％
増
と
な
り
、
こ
れ
は
寄
付
金

5
7
0
0
万
ド
ル
の
増
加
に
相
当
す
る
結
果

と
な
っ
た
。

ア
マ
ッ
チ
ン
グ
」
と
い
う
統
計
手
法
を
と
る

こ
と
が
多
い
。

研
究
事
例

カ
ー
ト
・
リ
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン

グ
広
告
の
効
果
測
定 

　
最
後
に
、
e
コ
マ
ー
ス
に
お
け
る
カ
ー
ト

・
リ
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
広
告
の
効
果
に
つ
い

て
、
2
0
1
6
年
に
行
っ
た
私
自
身
の
研
究

例
を
紹
介
し
た
い
（
図
9
〜
11
）。
オ
ン
ラ

イ
ン
店
舗
で
は
商
品
を
カ
ー
ト
に
入
れ
た
ま

ま
購
入
し
な
い
「
カ
ー
ト
放
置
」
が
平
均

68
・
6
％
に
達
し
て
お
り
、
日
本
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
通
販
サ
イ
ト
で
も
約
50
％
が
カ
ー
ト

放
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
カ
ー
ト
放
置
さ
れ

た
商
品
を
対
象
と
し
た
リ
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ

施
策
を 

カ
ー
ト
・
リ
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
と

呼
ぶ
。

　
こ
の
研
究
で
は
、
カ
ー
ト
放
置
か
ら
の
時

間
経
過
と
広
告
効
果
の
関
係
を
調
査
し
、

カ
ー
ト
放
置
後
30
分
後
か
ら
72
時
間
後
ま
で

の
間
に
、
カ
ー
ト
・
リ
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
広

告
を
送
っ
て
リ
マ
イ
ン
ド
す
る
実
験
を
行
っ

た
。
広
告
送
付
は
メ
ー
ル
、
L
I
N
E
の
2

つ
の
方
法
で
あ
る
。
ま
だ
購
入
し
て
い
な
い

人
に
対
し
て
、
経
過
し
た
時
間
ご
と
に
、
ラ

ン
ダ
ム
に
広
告
送
付
群
と
非
送
付
群
に
分
け

る
実
験
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
し
、
同
じ
土
俵
で

の
比
較
を
可
能
に
し
た
。

　
実
験
結
果
と
し
て
、
30
分
後
や
1
時
間
後

な
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
広
告
は
逆
効
果
で

あ
り
、
メ
ー
ル
、
L
I
N
E
と
も
に
6
時
間

後
以
降
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
効
果
が
出
る
こ
と

が
実
証
さ
れ
た
。
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2000年

相関係数＝0.880 傾斜＝0.813

log（売上総利益）

log（広告費）

10

9

8

7

6

5

図 6 RCTの考え方

図 5 逆向きの因果

図 1 予約画面の比較

図 3 ボタンのバリエーション 図 2 メディアのバリエーション

図 4 マーケティング・消費者行動研究でよく利用される
データ取得法の位置づけ

し
て
い
る
が
研
究
者
側
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は

ほ
と
ん
ど
で
き
ず
、
相
関
関
係
を
捕
捉
で
き

て
も
、
因
果
関
係
を
正
確
に
捕
捉
す
る
こ
と

は
難
し
い
。

　
こ
の
よ
う
に
ラ
ボ
実
験
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

性
が
高
い
が
リ
ア
リ
テ
ィ
に
欠
け
、
行
動
履

歴
デ
ー
タ
は
リ
ア
リ
テ
ィ
が
高
い
が
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
難
し
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
は
両
者
の
間
に
位
置
し
、

リ
ア
リ
テ
ィ
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
性
の
両
方
を

兼
ね
備
え
た「
い
い
と
こ
取
り
」の
ア
プ
ロ
ー

チ
と
言
え
る
（
図
4
）。

ラ
ン
ダ
ム
化
実
験
に
よ
る

因
果
関
係
の
把
握 

　
相
関
関
係
と
因
果
関
係
は
異
な
る
も
の
で

あ
り
、
図
5
の
よ
う
な
企
業
の
広
告
費
と
売

上
高
の
関
係
を
見
て
「
広
告
費
が
高
い
企
業

は
売
上
高
が
高
い
」
と
解
釈
し
て
し
ま
う
と

誤
り
と
な
る
。
こ
れ
は
同
じ
年
度
の
広
告
費

と
売
上
高
を
見
て
い
る
の
で
、
こ
の
場
合
は

「
売
上
高
が
高
い
企
業
は
広
告
費
が
高
い
」

実
際
の
生
活
空
間
で

実
施
さ
れ
る

「
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
」

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド

実
験
の
定
義
は
、「
実
際
の
生
活
空
間
で
実

施
す
る
実
験
」
で
あ
る
。
よ
く
使
わ
れ
て
い

る
の
が
ラ
ン
ダ
ム
化
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
で
、

参
加
者
を
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
グ
ル
ー
プ
（
処

置
群
）
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
グ
ル
ー
プ（
対
照
群
）

に
ラ
ン
ダ
ム
に
分
け
て
行
う
実
験
を
指
す
。

　
医
学
界
で
はR

C
T

（R
andom

ized C
on-

tro
lled

 T
rial

）
と
い
う
手
法
が
確
立
し
て

お
り
、
こ
れ
を
生
活
空
間
に
持
ち
込
ん
だ
も

の
が
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
と
言
え
る
。 

最
近
は

こ
の
ラ
ン
ダ
ム
化
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
を

フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
と
称
す
る
場
合
も
あ
る
。 

　
事
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
フ
ァ
イ

ザ
ー
社
が
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
開
発
時
に
行
っ

た
R
C
T
だ
。
実
験
参
加
者
を
ワ
ク
チ
ン
接

種
群
、
生
理
食
塩
水
接
種
群
に
ラ
ン
ダ
ム
に

二
分
し
、
発
症
率
、
重
症
化
率
な
ど
の
差
を

観
察
し
た
。
前
者
の
発
症
率
が
約
1
万
8
0

0
0
人
中
8
人
な
の
に
対
し
て
後
者
は
1

6
0
人
と
な
り
、ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
95
％

の
発
症
リ
ス
ク
減
少
効
果
が
示
さ
れ
た
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
の
考
え
方
に
基
づ
き
、

実
務
界
で
一
般
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
の
が

「
A
／
B
テ
ス
ト
」
で
あ
る
。
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
、
ア
マ
ゾ
ン
、 

ブ
ッ
キ
ン
グ
ド
ッ
ト
コ

ム
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
グ
ー
グ
ル
な
ど
の

企
業
は
、
数
百
万
人
の
ユ
ー
ザ
ー
を
対
象
と

す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験

を
、
年
間
1
万
回
以
上
実
施
し
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。 

A
／
B
テ
ス
ト
事
例
…
そ
の
1

　

ブ
ッ
キ
ン
グ
ド
ッ
ト
コ
ム
の

予
約
画
面

　
ブ
ッ
キ
ン
グ
・
ド
ッ
ト
コ
ム
の
シ
ニ
ア
・

プ
ロ
ダ
ク
ト
オ
ー
ナ
ー
の
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
氏

は
「
人
は
推
定
す
る
こ
と
が
極
め
て
苦
手
で

あ
り
、
顧
客
の
行
動
予
測
は
十
中
八
九
外
れ

る
」
と
述
べ
て
お
り
、
顧
客
体
験
の
最
適
化

の
た
め
、
同
社
で
は
年
間
2
万
5
0
0
0
回

に
渡
っ
て
A
／
B
テ
ス
ト
を
行
っ
て
い
る
と

推
計
さ
れ
る
。

　
そ
の
一
つ
が
図
1
の
予
約
画
面
を
比
較
す

る
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
で
、訪
問
者
数
は
A
が

3
万
8
1
2
1
、B
は
3
万
7
7
7
0
で
A

の
方
が
多
か
っ
た
。し
か
し
購
入
者
数
は
A

が
87
人
で
購
入
率
は
0
・
23
％
、B
が
1
1
9

人
で
購
入
率
は
0
・
32
％
と
、B
の
方
が
購
入

率
が
高
い
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。

　
A
と
B
の
ど
ち
ら
の
デ
ザ
イ
ン
が
ク
リ
ッ

ク
さ
れ
や
す
く
、
購
入
率
が
高
い
か
は
専
門

家
で
も
な
か
な
か
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
よ

う
に
ユ
ー
ザ
ー
を
対
象
に
テ
ス
ト
す
る
と
、

結
果
と
な
っ
て
表
れ
る
と
い
う
事
例
で
あ
る
。

と
い
う
逆
向
き
の
因
果
関
係
で
捉
え
た
方
が

適
切
と
言
え
る
。

　
ラ
ン
ダ
ム
化
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
は
要
因
が

結
果
に
影
響
す
る
理
論
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
想

定
し
、
偶
然
の
相
関
な
ど
の
要
因
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
因
果
関
係
の
方
向
を

特
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
考
え
方
を

図
式
化
し
た
も
の
が
図
6
〜
8
で
、
ラ
ン
ダ

ム
化
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
の
効
果
測
定
に
は
2

つ
の
方
法
が
あ
る
。

効
果
測
定
方
法
…
そ
の
1

I
T
T
効
果

（In
ten
t-to-T

reat E
ff
ect

）

　
処
置
の
意
図
の
有
無
に
よ
る
効
果
の
差
を

見
る
も
の
で
、
例
え
ば
サ
ン
プ
ル
を
送
付
し

た
場
合
は
、
サ
ン
プ
ル
を
使
用
し
た
か
ど
う

か
は
問
わ
ず
、
送
付
に
よ
っ
て
購
買
率
が
ど

れ
だ
け
上
が
っ
た
か
を
測
定
す
る
の
が
こ
の

方
法
で
あ
る
。

　
た
だ
し
こ
の
方
法
は
、
実
際
の
サ
ン
プ
ル

を
使
っ
た
効
果
を
知
り
た
い
場
合
に
は
適
さ

な
い
。
処
置
群
の
中
で
実
際
に
サ
ン
プ
ル
を

使
っ
た
人
の
割
合
が
小
さ
い
場
合
は
、
I
T

T
効
果
も
小
さ
く
な
る
欠
点
が
あ
る
。

効
果
測
定
方
法
…
そ
の
2

T
O
T
効
果

（T
reatm

en
t o
n
 

T
reated

 E
ff
ect

）

　
I
T
T
効
果
で
は
測
れ
な
い
、
実
際
に
処

置
を
受
け
た
人
の
効
果
を
見
る
の
が
こ
の
方

法
で
あ
る
。
サ
ン
プ
ル
送
付
の
場
合
は
、
誰

が
サ
ン
プ
ル
を
使
用
し
た
か
を
捕
捉
し
、
そ

れ
を
誰
と
比
較
す
る
か
が
問
題
で
、
単
に
非

送
付
群
全
体
と
比
べ
た
の
で
は
同
じ
土
俵
で

ラ
ボ
実
験
と

行
動
履
歴
デ
ー
タ
の

「
い
い
と
こ
取
り
」

　
社
会
科
学
全
般
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
が

一
般
化
し
て
お
り
、2
0
1
9
年
に
バ
ナ
ジ
ー
、

デ
ュ
フ
ロ
、
ク
レ
マ
ー
の
3
氏
が
貧
困
問
題

へ
の
実
験
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
ノ
ー
ベ
ル
経
済

学
賞
を
受
賞
し
た
。
ま
た
、W

eb
 o
f 

S
cien

ce 

に
よ
る
検
索
結
果
を
見
る
と
、

2
0
1
6
〜
17
年
頃
か
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、
経
営
学
、
経
済
学
の
各
領
域
で
フ
ィ
ー

ル
ド
実
験
を
用
い
た
論
文
数
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
の
特
徴
は
、
参
加
者
が

研
究
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い

な
い
か
、
認
識
し
て
い
る
場
合
も
通
常
通
り

の
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
現
実
場
面
に
お
け

る
消
費
者
行
動
が
捕
捉
で
き
る
こ
と
で
あ

る
。
中
で
も
リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ
る
消
費
者
の

行
動
を
捕
捉
で
き
る
の
が
、
ラ
ン
ダ
ム
化

フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
と
言
え
る
。

　
ラ
ボ
実
験
は
研
究
者
側
が
状
況
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
が
リ
ア
ル
な
場
面
で
得
ら
れ

た
デ
ー
タ
で
は
な
い
の
で
、
リ
ア
リ
テ
ィ
に

は
不
足
す
る
。
消
費
者
の
購
買
履
歴
な
ど
の

行
動
履
歴
デ
ー
タ
は
リ
ア
ル
な
行
動
を
反
映

の
比
較
に
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
、
サ
ン
プ
ル
非
送
付
群
の
中
で
サ

ン
プ
ル
を
送
っ
た
ら
使
用
し
た
は
ず
の
人
達

と
、サ
ン
プ
ル
使
用
者
を
比
較
す
る
こ
と
で
、

同
じ
土
俵
で
の
比
較
が
可
能
と
な
る
。
こ
の

考
え
方
を
カ
ウ
ン
タ
ー
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
ル

（
反
実
仮
想
）
と
呼
ぶ
。「
も
し
サ
ン
プ
ル
送

付
群
の
使
用
者
が
送
付
さ
れ
な
か
っ
た
ら
」

と
い
う
仮
想
状
態
と
の
比
較
で
あ
り
、
サ
ン

プ
ル
送
付
群
と
で
き
る
だ
け
似
た
傾
向
の
人

を
サ
ン
プ
ル
非
送
付
群
に
選
ぶ
「
傾
向
ス
コ

A
／
B
テ
ス
ト
事
例
…
そ
の
2 

大
統
領
選
挙
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
サ
イ
ト

　
も
う
一
つ
が
2
0
0
8
年
の
オ
バ
マ
陣
営

に
よ
る
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
験
例
で
あ

る
。
図
2
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
静
止
画
（
上

3
つ
）
と
動
画
（
下
3
つ
）
の
メ
デ
ィ
ア
6

種
類
、
図
3
の
ボ
タ
ン
4
種
類
の
ど
れ
が
一

番
ク
リ
ッ
ク
さ
れ
る
か
を
そ
れ
ぞ
れ
テ
ス
ト

し
た
。　

オ
バ
マ
陣
営
は
、
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
は

右
下
の
動
画
の
ク
リ
ッ
ク
率
が
最
も
高
い
と

予
想
し
て
い
た
が
、
予
想
に
反
し
て
静
止
画

の
方
が
全
般
的
に
高
く
、
特
に
右
上
の
家
族

の
画
像
が
最
も
高
い
9
・
66
％
と
な
っ
た
。

ボ
タ
ン
は
「L

E
A
R
N
 M
O
R
E

」
が
最
も
ク

リ
ッ
ク
率
が
高
く
、
8
・
91
％
と
な
っ
た
。

　
こ
の
テ
ス
ト
の
結
果
を
元
に
最
適
な
組
み

合
わ
せ
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
コ
ン
バ
ー

ジ
ョ
ン
率
（
サ
イ
ト
訪
問
の
う
ち
最
終
成
果

に
至
っ
た
割
合
）
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
サ
イ
ト

よ
り
40
・
6
％
増
と
な
り
、
こ
れ
は
寄
付
金

5
7
0
0
万
ド
ル
の
増
加
に
相
当
す
る
結
果

と
な
っ
た
。

ア
マ
ッ
チ
ン
グ
」
と
い
う
統
計
手
法
を
と
る

こ
と
が
多
い
。

研
究
事
例

カ
ー
ト
・
リ
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン

グ
広
告
の
効
果
測
定 

　
最
後
に
、
e
コ
マ
ー
ス
に
お
け
る
カ
ー
ト

・
リ
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
広
告
の
効
果
に
つ
い

て
、
2
0
1
6
年
に
行
っ
た
私
自
身
の
研
究

例
を
紹
介
し
た
い
（
図
9
〜
11
）。
オ
ン
ラ

イ
ン
店
舗
で
は
商
品
を
カ
ー
ト
に
入
れ
た
ま

ま
購
入
し
な
い
「
カ
ー
ト
放
置
」
が
平
均

68
・
6
％
に
達
し
て
お
り
、
日
本
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
通
販
サ
イ
ト
で
も
約
50
％
が
カ
ー
ト

放
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
カ
ー
ト
放
置
さ
れ

た
商
品
を
対
象
と
し
た
リ
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ

施
策
を 

カ
ー
ト
・
リ
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
と

呼
ぶ
。

A

B

出典：富士通総研経済研究所 研究レポート No.113, 2001

出典： Harrison and List （2015） および依田・澤田（2016）を参考に作成

AとBのどちらがクリックされやすいでしょうか？

　
こ
の
研
究
で
は
、
カ
ー
ト
放
置
か
ら
の
時

間
経
過
と
広
告
効
果
の
関
係
を
調
査
し
、

カ
ー
ト
放
置
後
30
分
後
か
ら
72
時
間
後
ま
で

の
間
に
、
カ
ー
ト
・
リ
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
広

告
を
送
っ
て
リ
マ
イ
ン
ド
す
る
実
験
を
行
っ

た
。
広
告
送
付
は
メ
ー
ル
、
L
I
N
E
の
2

つ
の
方
法
で
あ
る
。
ま
だ
購
入
し
て
い
な
い

人
に
対
し
て
、
経
過
し
た
時
間
ご
と
に
、
ラ

ン
ダ
ム
に
広
告
送
付
群
と
非
送
付
群
に
分
け

る
実
験
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
し
、
同
じ
土
俵
で

の
比
較
を
可
能
に
し
た
。

　
実
験
結
果
と
し
て
、
30
分
後
や
1
時
間
後

な
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
広
告
は
逆
効
果
で

あ
り
、
メ
ー
ル
、
L
I
N
E
と
も
に
6
時
間

後
以
降
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
効
果
が
出
る
こ
と

が
実
証
さ
れ
た
。

消
費
財
企
業
63
社
の
広
告
費
と
売
上
総
利
益

4
654321 7

広告量 売上高

リアリティの追求
ラボ実験

フィールド実験

因果関係の捕捉

行動履歴データ

Control

Reality

対象顧客群

対照群
サンプル非送付

処置群
サンプル送付

ランダム割り付け

観測可能な変数（性別、年齢など）および観測不能な変数（製品の好みなど）の
双方が、2グループ間で理論的に同等となる

90

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2

再 校



2000年

相関係数＝0.880 傾斜＝0.813

log（売上総利益）

log（広告費）

10

9

8

7

6

5

図 6 RCTの考え方

図 5 逆向きの因果

図 1 予約画面の比較

図 3 ボタンのバリエーション 図 2 メディアのバリエーション

図 4 マーケティング・消費者行動研究でよく利用される
データ取得法の位置づけ

し
て
い
る
が
研
究
者
側
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は

ほ
と
ん
ど
で
き
ず
、
相
関
関
係
を
捕
捉
で
き

て
も
、
因
果
関
係
を
正
確
に
捕
捉
す
る
こ
と

は
難
し
い
。

　
こ
の
よ
う
に
ラ
ボ
実
験
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

性
が
高
い
が
リ
ア
リ
テ
ィ
に
欠
け
、
行
動
履

歴
デ
ー
タ
は
リ
ア
リ
テ
ィ
が
高
い
が
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
難
し
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
は
両
者
の
間
に
位
置
し
、

リ
ア
リ
テ
ィ
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
性
の
両
方
を

兼
ね
備
え
た「
い
い
と
こ
取
り
」の
ア
プ
ロ
ー

チ
と
言
え
る
（
図
4
）。

ラ
ン
ダ
ム
化
実
験
に
よ
る

因
果
関
係
の
把
握 

　
相
関
関
係
と
因
果
関
係
は
異
な
る
も
の
で

あ
り
、
図
5
の
よ
う
な
企
業
の
広
告
費
と
売

上
高
の
関
係
を
見
て
「
広
告
費
が
高
い
企
業

は
売
上
高
が
高
い
」
と
解
釈
し
て
し
ま
う
と

誤
り
と
な
る
。
こ
れ
は
同
じ
年
度
の
広
告
費

と
売
上
高
を
見
て
い
る
の
で
、
こ
の
場
合
は

「
売
上
高
が
高
い
企
業
は
広
告
費
が
高
い
」

実
際
の
生
活
空
間
で

実
施
さ
れ
る

「
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
」

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド

実
験
の
定
義
は
、「
実
際
の
生
活
空
間
で
実

施
す
る
実
験
」
で
あ
る
。
よ
く
使
わ
れ
て
い

る
の
が
ラ
ン
ダ
ム
化
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
で
、

参
加
者
を
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
グ
ル
ー
プ
（
処

置
群
）
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
グ
ル
ー
プ（
対
照
群
）

に
ラ
ン
ダ
ム
に
分
け
て
行
う
実
験
を
指
す
。

　
医
学
界
で
はR

C
T

（R
andom

ized C
on-

tro
lled

 T
rial

）
と
い
う
手
法
が
確
立
し
て

お
り
、
こ
れ
を
生
活
空
間
に
持
ち
込
ん
だ
も

の
が
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
と
言
え
る
。 

最
近
は

こ
の
ラ
ン
ダ
ム
化
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
を

フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
と
称
す
る
場
合
も
あ
る
。 

　
事
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
フ
ァ
イ

ザ
ー
社
が
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
開
発
時
に
行
っ

た
R
C
T
だ
。
実
験
参
加
者
を
ワ
ク
チ
ン
接

種
群
、
生
理
食
塩
水
接
種
群
に
ラ
ン
ダ
ム
に

二
分
し
、
発
症
率
、
重
症
化
率
な
ど
の
差
を

観
察
し
た
。
前
者
の
発
症
率
が
約
1
万
8
0

0
0
人
中
8
人
な
の
に
対
し
て
後
者
は
1

6
0
人
と
な
り
、ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
95
％

の
発
症
リ
ス
ク
減
少
効
果
が
示
さ
れ
た
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
の
考
え
方
に
基
づ
き
、

実
務
界
で
一
般
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
の
が

「
A
／
B
テ
ス
ト
」
で
あ
る
。
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
、
ア
マ
ゾ
ン
、 

ブ
ッ
キ
ン
グ
ド
ッ
ト
コ

ム
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
グ
ー
グ
ル
な
ど
の

企
業
は
、
数
百
万
人
の
ユ
ー
ザ
ー
を
対
象
と

す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験

を
、
年
間
1
万
回
以
上
実
施
し
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。 

A
／
B
テ
ス
ト
事
例
…
そ
の
1

　

ブ
ッ
キ
ン
グ
ド
ッ
ト
コ
ム
の

予
約
画
面

　
ブ
ッ
キ
ン
グ
・
ド
ッ
ト
コ
ム
の
シ
ニ
ア
・

プ
ロ
ダ
ク
ト
オ
ー
ナ
ー
の
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
氏

は
「
人
は
推
定
す
る
こ
と
が
極
め
て
苦
手
で

あ
り
、
顧
客
の
行
動
予
測
は
十
中
八
九
外
れ

る
」
と
述
べ
て
お
り
、
顧
客
体
験
の
最
適
化

の
た
め
、
同
社
で
は
年
間
2
万
5
0
0
0
回

に
渡
っ
て
A
／
B
テ
ス
ト
を
行
っ
て
い
る
と

推
計
さ
れ
る
。

　
そ
の
一
つ
が
図
1
の
予
約
画
面
を
比
較
す

る
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
で
、訪
問
者
数
は
A
が

3
万
8
1
2
1
、B
は
3
万
7
7
7
0
で
A

の
方
が
多
か
っ
た
。し
か
し
購
入
者
数
は
A

が
87
人
で
購
入
率
は
0
・
23
％
、B
が
1
1
9

人
で
購
入
率
は
0
・
32
％
と
、B
の
方
が
購
入

率
が
高
い
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。

　
A
と
B
の
ど
ち
ら
の
デ
ザ
イ
ン
が
ク
リ
ッ

ク
さ
れ
や
す
く
、
購
入
率
が
高
い
か
は
専
門

家
で
も
な
か
な
か
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
よ

う
に
ユ
ー
ザ
ー
を
対
象
に
テ
ス
ト
す
る
と
、

結
果
と
な
っ
て
表
れ
る
と
い
う
事
例
で
あ
る
。

と
い
う
逆
向
き
の
因
果
関
係
で
捉
え
た
方
が

適
切
と
言
え
る
。

　
ラ
ン
ダ
ム
化
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
は
要
因
が

結
果
に
影
響
す
る
理
論
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
想

定
し
、
偶
然
の
相
関
な
ど
の
要
因
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
因
果
関
係
の
方
向
を

特
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
考
え
方
を

図
式
化
し
た
も
の
が
図
6
〜
8
で
、
ラ
ン
ダ

ム
化
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
の
効
果
測
定
に
は
2

つ
の
方
法
が
あ
る
。

効
果
測
定
方
法
…
そ
の
1

I
T
T
効
果

（In
ten
t-to-T

reat E
ff
ect

）

　
処
置
の
意
図
の
有
無
に
よ
る
効
果
の
差
を

見
る
も
の
で
、
例
え
ば
サ
ン
プ
ル
を
送
付
し

た
場
合
は
、
サ
ン
プ
ル
を
使
用
し
た
か
ど
う

か
は
問
わ
ず
、
送
付
に
よ
っ
て
購
買
率
が
ど

れ
だ
け
上
が
っ
た
か
を
測
定
す
る
の
が
こ
の

方
法
で
あ
る
。

　
た
だ
し
こ
の
方
法
は
、
実
際
の
サ
ン
プ
ル

を
使
っ
た
効
果
を
知
り
た
い
場
合
に
は
適
さ

な
い
。
処
置
群
の
中
で
実
際
に
サ
ン
プ
ル
を

使
っ
た
人
の
割
合
が
小
さ
い
場
合
は
、
I
T

T
効
果
も
小
さ
く
な
る
欠
点
が
あ
る
。

効
果
測
定
方
法
…
そ
の
2

T
O
T
効
果

（T
reatm

en
t o
n
 

T
reated

 E
ff
ect

）

　
I
T
T
効
果
で
は
測
れ
な
い
、
実
際
に
処

置
を
受
け
た
人
の
効
果
を
見
る
の
が
こ
の
方

法
で
あ
る
。
サ
ン
プ
ル
送
付
の
場
合
は
、
誰

が
サ
ン
プ
ル
を
使
用
し
た
か
を
捕
捉
し
、
そ

れ
を
誰
と
比
較
す
る
か
が
問
題
で
、
単
に
非

送
付
群
全
体
と
比
べ
た
の
で
は
同
じ
土
俵
で

ラ
ボ
実
験
と

行
動
履
歴
デ
ー
タ
の

「
い
い
と
こ
取
り
」

　
社
会
科
学
全
般
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
が

一
般
化
し
て
お
り
、2
0
1
9
年
に
バ
ナ
ジ
ー
、

デ
ュ
フ
ロ
、
ク
レ
マ
ー
の
3
氏
が
貧
困
問
題

へ
の
実
験
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
ノ
ー
ベ
ル
経
済

学
賞
を
受
賞
し
た
。
ま
た
、W

eb
 o
f 

S
cien

ce 

に
よ
る
検
索
結
果
を
見
る
と
、

2
0
1
6
〜
17
年
頃
か
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、
経
営
学
、
経
済
学
の
各
領
域
で
フ
ィ
ー

ル
ド
実
験
を
用
い
た
論
文
数
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
の
特
徴
は
、
参
加
者
が

研
究
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い

な
い
か
、
認
識
し
て
い
る
場
合
も
通
常
通
り

の
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
現
実
場
面
に
お
け

る
消
費
者
行
動
が
捕
捉
で
き
る
こ
と
で
あ

る
。
中
で
も
リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ
る
消
費
者
の

行
動
を
捕
捉
で
き
る
の
が
、
ラ
ン
ダ
ム
化

フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
と
言
え
る
。

　
ラ
ボ
実
験
は
研
究
者
側
が
状
況
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
が
リ
ア
ル
な
場
面
で
得
ら
れ

た
デ
ー
タ
で
は
な
い
の
で
、
リ
ア
リ
テ
ィ
に

は
不
足
す
る
。
消
費
者
の
購
買
履
歴
な
ど
の

行
動
履
歴
デ
ー
タ
は
リ
ア
ル
な
行
動
を
反
映

の
比
較
に
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
、
サ
ン
プ
ル
非
送
付
群
の
中
で
サ

ン
プ
ル
を
送
っ
た
ら
使
用
し
た
は
ず
の
人
達

と
、サ
ン
プ
ル
使
用
者
を
比
較
す
る
こ
と
で
、

同
じ
土
俵
で
の
比
較
が
可
能
と
な
る
。
こ
の

考
え
方
を
カ
ウ
ン
タ
ー
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
ル

（
反
実
仮
想
）
と
呼
ぶ
。「
も
し
サ
ン
プ
ル
送

付
群
の
使
用
者
が
送
付
さ
れ
な
か
っ
た
ら
」

と
い
う
仮
想
状
態
と
の
比
較
で
あ
り
、
サ
ン

プ
ル
送
付
群
と
で
き
る
だ
け
似
た
傾
向
の
人

を
サ
ン
プ
ル
非
送
付
群
に
選
ぶ
「
傾
向
ス
コ

A
／
B
テ
ス
ト
事
例
…
そ
の
2 

大
統
領
選
挙
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
サ
イ
ト

　
も
う
一
つ
が
2
0
0
8
年
の
オ
バ
マ
陣
営

に
よ
る
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
験
例
で
あ

る
。
図
2
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
静
止
画
（
上

3
つ
）
と
動
画
（
下
3
つ
）
の
メ
デ
ィ
ア
6

種
類
、
図
3
の
ボ
タ
ン
4
種
類
の
ど
れ
が
一

番
ク
リ
ッ
ク
さ
れ
る
か
を
そ
れ
ぞ
れ
テ
ス
ト

し
た
。　

オ
バ
マ
陣
営
は
、
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
は

右
下
の
動
画
の
ク
リ
ッ
ク
率
が
最
も
高
い
と

予
想
し
て
い
た
が
、
予
想
に
反
し
て
静
止
画

の
方
が
全
般
的
に
高
く
、
特
に
右
上
の
家
族

の
画
像
が
最
も
高
い
9
・
66
％
と
な
っ
た
。

ボ
タ
ン
は
「L

E
A
R
N
 M
O
R
E

」
が
最
も
ク

リ
ッ
ク
率
が
高
く
、
8
・
91
％
と
な
っ
た
。

　
こ
の
テ
ス
ト
の
結
果
を
元
に
最
適
な
組
み

合
わ
せ
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
コ
ン
バ
ー

ジ
ョ
ン
率
（
サ
イ
ト
訪
問
の
う
ち
最
終
成
果

に
至
っ
た
割
合
）
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
サ
イ
ト

よ
り
40
・
6
％
増
と
な
り
、
こ
れ
は
寄
付
金

5
7
0
0
万
ド
ル
の
増
加
に
相
当
す
る
結
果

と
な
っ
た
。

ア
マ
ッ
チ
ン
グ
」
と
い
う
統
計
手
法
を
と
る

こ
と
が
多
い
。

研
究
事
例

カ
ー
ト
・
リ
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン

グ
広
告
の
効
果
測
定 

　
最
後
に
、
e
コ
マ
ー
ス
に
お
け
る
カ
ー
ト

・
リ
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
広
告
の
効
果
に
つ
い

て
、
2
0
1
6
年
に
行
っ
た
私
自
身
の
研
究

例
を
紹
介
し
た
い
（
図
9
〜
11
）。
オ
ン
ラ

イ
ン
店
舗
で
は
商
品
を
カ
ー
ト
に
入
れ
た
ま

ま
購
入
し
な
い
「
カ
ー
ト
放
置
」
が
平
均

68
・
6
％
に
達
し
て
お
り
、
日
本
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
通
販
サ
イ
ト
で
も
約
50
％
が
カ
ー
ト

放
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
カ
ー
ト
放
置
さ
れ

た
商
品
を
対
象
と
し
た
リ
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ

施
策
を 

カ
ー
ト
・
リ
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
と

呼
ぶ
。

A

B

出典：富士通総研経済研究所 研究レポート No.113, 2001

出典： Harrison and List （2015） および依田・澤田（2016）を参考に作成

AとBのどちらがクリックされやすいでしょうか？

　
こ
の
研
究
で
は
、
カ
ー
ト
放
置
か
ら
の
時

間
経
過
と
広
告
効
果
の
関
係
を
調
査
し
、

カ
ー
ト
放
置
後
30
分
後
か
ら
72
時
間
後
ま
で

の
間
に
、
カ
ー
ト
・
リ
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
広

告
を
送
っ
て
リ
マ
イ
ン
ド
す
る
実
験
を
行
っ

た
。
広
告
送
付
は
メ
ー
ル
、
L
I
N
E
の
2

つ
の
方
法
で
あ
る
。
ま
だ
購
入
し
て
い
な
い

人
に
対
し
て
、
経
過
し
た
時
間
ご
と
に
、
ラ

ン
ダ
ム
に
広
告
送
付
群
と
非
送
付
群
に
分
け

る
実
験
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
し
、
同
じ
土
俵
で

の
比
較
を
可
能
に
し
た
。

　
実
験
結
果
と
し
て
、
30
分
後
や
1
時
間
後

な
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
広
告
は
逆
効
果
で

あ
り
、
メ
ー
ル
、
L
I
N
E
と
も
に
6
時
間

後
以
降
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
効
果
が
出
る
こ
と

が
実
証
さ
れ
た
。

消
費
財
企
業
63
社
の
広
告
費
と
売
上
総
利
益

4
654321 7

広告量 売上高

リアリティの追求
ラボ実験

フィールド実験

因果関係の捕捉

行動履歴データ

Control

Reality

対象顧客群

対照群
サンプル非送付

処置群
サンプル送付

ランダム割り付け

観測可能な変数（性別、年齢など）および観測不能な変数（製品の好みなど）の
双方が、2グループ間で理論的に同等となる

第268号 February 202691

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2

再 校



0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

Pu
rch

as
e R

ate
 (%

)

0

5

10

15

20

25

Pu
rch

as
e R

ate
 (%

)

0.5 1 3 6 9 12 24 72 Timing

0.5 1 3 6 9 12 24 72 Timing

図 7 ITT効果（Intention to Treat Effect）

図 8 TOT効果（Treatment on Treated Effect）

図 9 実験デザイン : Study 1

図11 Model-Free Evidence for the Purchase Rates of Treatment and Control （LINE）

図10 Model-Free Evidence for the Purchase Rates of Treatment and Control （Email） し
て
い
る
が
研
究
者
側
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は

ほ
と
ん
ど
で
き
ず
、
相
関
関
係
を
捕
捉
で
き

て
も
、
因
果
関
係
を
正
確
に
捕
捉
す
る
こ
と

は
難
し
い
。

　
こ
の
よ
う
に
ラ
ボ
実
験
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

性
が
高
い
が
リ
ア
リ
テ
ィ
に
欠
け
、
行
動
履

歴
デ
ー
タ
は
リ
ア
リ
テ
ィ
が
高
い
が
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
難
し
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
は
両
者
の
間
に
位
置
し
、

リ
ア
リ
テ
ィ
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
性
の
両
方
を

兼
ね
備
え
た「
い
い
と
こ
取
り
」の
ア
プ
ロ
ー

チ
と
言
え
る
（
図
4
）。

ラ
ン
ダ
ム
化
実
験
に
よ
る

因
果
関
係
の
把
握 

　
相
関
関
係
と
因
果
関
係
は
異
な
る
も
の
で

あ
り
、
図
5
の
よ
う
な
企
業
の
広
告
費
と
売

上
高
の
関
係
を
見
て
「
広
告
費
が
高
い
企
業

は
売
上
高
が
高
い
」
と
解
釈
し
て
し
ま
う
と

誤
り
と
な
る
。
こ
れ
は
同
じ
年
度
の
広
告
費

と
売
上
高
を
見
て
い
る
の
で
、
こ
の
場
合
は

「
売
上
高
が
高
い
企
業
は
広
告
費
が
高
い
」

実
際
の
生
活
空
間
で

実
施
さ
れ
る

「
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
」

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド

実
験
の
定
義
は
、「
実
際
の
生
活
空
間
で
実

施
す
る
実
験
」
で
あ
る
。
よ
く
使
わ
れ
て
い

る
の
が
ラ
ン
ダ
ム
化
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
で
、

参
加
者
を
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
グ
ル
ー
プ
（
処

置
群
）
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
グ
ル
ー
プ（
対
照
群
）

に
ラ
ン
ダ
ム
に
分
け
て
行
う
実
験
を
指
す
。

　
医
学
界
で
はR

C
T

（R
andom

ized C
on-

tro
lled

 T
rial

）
と
い
う
手
法
が
確
立
し
て

お
り
、
こ
れ
を
生
活
空
間
に
持
ち
込
ん
だ
も

の
が
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
と
言
え
る
。 

最
近
は

こ
の
ラ
ン
ダ
ム
化
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
を

フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
と
称
す
る
場
合
も
あ
る
。 

　
事
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
フ
ァ
イ

ザ
ー
社
が
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
開
発
時
に
行
っ

た
R
C
T
だ
。
実
験
参
加
者
を
ワ
ク
チ
ン
接

種
群
、
生
理
食
塩
水
接
種
群
に
ラ
ン
ダ
ム
に

二
分
し
、
発
症
率
、
重
症
化
率
な
ど
の
差
を

観
察
し
た
。
前
者
の
発
症
率
が
約
1
万
8
0

0
0
人
中
8
人
な
の
に
対
し
て
後
者
は
1

6
0
人
と
な
り
、ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
95
％

の
発
症
リ
ス
ク
減
少
効
果
が
示
さ
れ
た
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
の
考
え
方
に
基
づ
き
、

実
務
界
で
一
般
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
の
が

「
A
／
B
テ
ス
ト
」
で
あ
る
。
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
、
ア
マ
ゾ
ン
、 

ブ
ッ
キ
ン
グ
ド
ッ
ト
コ

ム
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
グ
ー
グ
ル
な
ど
の

企
業
は
、
数
百
万
人
の
ユ
ー
ザ
ー
を
対
象
と

す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験

を
、
年
間
1
万
回
以
上
実
施
し
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。 

A
／
B
テ
ス
ト
事
例
…
そ
の
1

　

ブ
ッ
キ
ン
グ
ド
ッ
ト
コ
ム
の

予
約
画
面

　
ブ
ッ
キ
ン
グ
・
ド
ッ
ト
コ
ム
の
シ
ニ
ア
・

プ
ロ
ダ
ク
ト
オ
ー
ナ
ー
の
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
氏

は
「
人
は
推
定
す
る
こ
と
が
極
め
て
苦
手
で

あ
り
、
顧
客
の
行
動
予
測
は
十
中
八
九
外
れ

る
」
と
述
べ
て
お
り
、
顧
客
体
験
の
最
適
化

の
た
め
、
同
社
で
は
年
間
2
万
5
0
0
0
回

に
渡
っ
て
A
／
B
テ
ス
ト
を
行
っ
て
い
る
と

推
計
さ
れ
る
。

　
そ
の
一
つ
が
図
1
の
予
約
画
面
を
比
較
す

る
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
で
、訪
問
者
数
は
A
が

3
万
8
1
2
1
、B
は
3
万
7
7
7
0
で
A

の
方
が
多
か
っ
た
。し
か
し
購
入
者
数
は
A

が
87
人
で
購
入
率
は
0
・
23
％
、B
が
1
1
9

人
で
購
入
率
は
0
・
32
％
と
、B
の
方
が
購
入

率
が
高
い
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。

　
A
と
B
の
ど
ち
ら
の
デ
ザ
イ
ン
が
ク
リ
ッ

ク
さ
れ
や
す
く
、
購
入
率
が
高
い
か
は
専
門

家
で
も
な
か
な
か
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
よ

う
に
ユ
ー
ザ
ー
を
対
象
に
テ
ス
ト
す
る
と
、

結
果
と
な
っ
て
表
れ
る
と
い
う
事
例
で
あ
る
。

と
い
う
逆
向
き
の
因
果
関
係
で
捉
え
た
方
が

適
切
と
言
え
る
。

　
ラ
ン
ダ
ム
化
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
は
要
因
が

結
果
に
影
響
す
る
理
論
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
想

定
し
、
偶
然
の
相
関
な
ど
の
要
因
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
因
果
関
係
の
方
向
を

特
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
考
え
方
を

図
式
化
し
た
も
の
が
図
6
〜
8
で
、
ラ
ン
ダ

ム
化
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
の
効
果
測
定
に
は
2

つ
の
方
法
が
あ
る
。

効
果
測
定
方
法
…
そ
の
1

I
T
T
効
果

（In
ten
t-to-T

reat E
ff
ect

）

　
処
置
の
意
図
の
有
無
に
よ
る
効
果
の
差
を

見
る
も
の
で
、
例
え
ば
サ
ン
プ
ル
を
送
付
し

た
場
合
は
、
サ
ン
プ
ル
を
使
用
し
た
か
ど
う

か
は
問
わ
ず
、
送
付
に
よ
っ
て
購
買
率
が
ど

れ
だ
け
上
が
っ
た
か
を
測
定
す
る
の
が
こ
の

方
法
で
あ
る
。

　
た
だ
し
こ
の
方
法
は
、
実
際
の
サ
ン
プ
ル

を
使
っ
た
効
果
を
知
り
た
い
場
合
に
は
適
さ

な
い
。
処
置
群
の
中
で
実
際
に
サ
ン
プ
ル
を

使
っ
た
人
の
割
合
が
小
さ
い
場
合
は
、
I
T

T
効
果
も
小
さ
く
な
る
欠
点
が
あ
る
。

効
果
測
定
方
法
…
そ
の
2

T
O
T
効
果

（T
reatm

en
t o
n
 

T
reated

 E
ff
ect

）

　
I
T
T
効
果
で
は
測
れ
な
い
、
実
際
に
処

置
を
受
け
た
人
の
効
果
を
見
る
の
が
こ
の
方

法
で
あ
る
。
サ
ン
プ
ル
送
付
の
場
合
は
、
誰

が
サ
ン
プ
ル
を
使
用
し
た
か
を
捕
捉
し
、
そ

れ
を
誰
と
比
較
す
る
か
が
問
題
で
、
単
に
非

送
付
群
全
体
と
比
べ
た
の
で
は
同
じ
土
俵
で

ラ
ボ
実
験
と

行
動
履
歴
デ
ー
タ
の

「
い
い
と
こ
取
り
」

　
社
会
科
学
全
般
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
が

一
般
化
し
て
お
り
、2
0
1
9
年
に
バ
ナ
ジ
ー
、

デ
ュ
フ
ロ
、
ク
レ
マ
ー
の
3
氏
が
貧
困
問
題

へ
の
実
験
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
ノ
ー
ベ
ル
経
済

学
賞
を
受
賞
し
た
。
ま
た
、W

eb
 o
f 

S
cien

ce 

に
よ
る
検
索
結
果
を
見
る
と
、

2
0
1
6
〜
17
年
頃
か
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、
経
営
学
、
経
済
学
の
各
領
域
で
フ
ィ
ー

ル
ド
実
験
を
用
い
た
論
文
数
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
の
特
徴
は
、
参
加
者
が

研
究
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い

な
い
か
、
認
識
し
て
い
る
場
合
も
通
常
通
り

の
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
現
実
場
面
に
お
け

る
消
費
者
行
動
が
捕
捉
で
き
る
こ
と
で
あ

る
。
中
で
も
リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ
る
消
費
者
の

行
動
を
捕
捉
で
き
る
の
が
、
ラ
ン
ダ
ム
化

フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
と
言
え
る
。

　
ラ
ボ
実
験
は
研
究
者
側
が
状
況
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
が
リ
ア
ル
な
場
面
で
得
ら
れ

た
デ
ー
タ
で
は
な
い
の
で
、
リ
ア
リ
テ
ィ
に

は
不
足
す
る
。
消
費
者
の
購
買
履
歴
な
ど
の

行
動
履
歴
デ
ー
タ
は
リ
ア
ル
な
行
動
を
反
映

の
比
較
に
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
、
サ
ン
プ
ル
非
送
付
群
の
中
で
サ

ン
プ
ル
を
送
っ
た
ら
使
用
し
た
は
ず
の
人
達

と
、サ
ン
プ
ル
使
用
者
を
比
較
す
る
こ
と
で
、

同
じ
土
俵
で
の
比
較
が
可
能
と
な
る
。
こ
の

考
え
方
を
カ
ウ
ン
タ
ー
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
ル

（
反
実
仮
想
）
と
呼
ぶ
。「
も
し
サ
ン
プ
ル
送

付
群
の
使
用
者
が
送
付
さ
れ
な
か
っ
た
ら
」

と
い
う
仮
想
状
態
と
の
比
較
で
あ
り
、
サ
ン

プ
ル
送
付
群
と
で
き
る
だ
け
似
た
傾
向
の
人

を
サ
ン
プ
ル
非
送
付
群
に
選
ぶ
「
傾
向
ス
コ

A
／
B
テ
ス
ト
事
例
…
そ
の
2 

大
統
領
選
挙
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
サ
イ
ト

　
も
う
一
つ
が
2
0
0
8
年
の
オ
バ
マ
陣
営

に
よ
る
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
験
例
で
あ

る
。
図
2
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
静
止
画
（
上

3
つ
）
と
動
画
（
下
3
つ
）
の
メ
デ
ィ
ア
6

種
類
、
図
3
の
ボ
タ
ン
4
種
類
の
ど
れ
が
一

番
ク
リ
ッ
ク
さ
れ
る
か
を
そ
れ
ぞ
れ
テ
ス
ト

し
た
。　

オ
バ
マ
陣
営
は
、
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
は

右
下
の
動
画
の
ク
リ
ッ
ク
率
が
最
も
高
い
と

予
想
し
て
い
た
が
、
予
想
に
反
し
て
静
止
画

の
方
が
全
般
的
に
高
く
、
特
に
右
上
の
家
族

の
画
像
が
最
も
高
い
9
・
66
％
と
な
っ
た
。

ボ
タ
ン
は
「L

E
A
R
N
 M
O
R
E

」
が
最
も
ク

リ
ッ
ク
率
が
高
く
、
8
・
91
％
と
な
っ
た
。

　
こ
の
テ
ス
ト
の
結
果
を
元
に
最
適
な
組
み

合
わ
せ
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
コ
ン
バ
ー

ジ
ョ
ン
率
（
サ
イ
ト
訪
問
の
う
ち
最
終
成
果

に
至
っ
た
割
合
）
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
サ
イ
ト

よ
り
40
・
6
％
増
と
な
り
、
こ
れ
は
寄
付
金

5
7
0
0
万
ド
ル
の
増
加
に
相
当
す
る
結
果

と
な
っ
た
。

ア
マ
ッ
チ
ン
グ
」
と
い
う
統
計
手
法
を
と
る

こ
と
が
多
い
。

研
究
事
例

カ
ー
ト
・
リ
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン

グ
広
告
の
効
果
測
定 

　
最
後
に
、
e
コ
マ
ー
ス
に
お
け
る
カ
ー
ト

・
リ
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
広
告
の
効
果
に
つ
い

て
、
2
0
1
6
年
に
行
っ
た
私
自
身
の
研
究

例
を
紹
介
し
た
い
（
図
9
〜
11
）。
オ
ン
ラ

イ
ン
店
舗
で
は
商
品
を
カ
ー
ト
に
入
れ
た
ま

ま
購
入
し
な
い
「
カ
ー
ト
放
置
」
が
平
均

68
・
6
％
に
達
し
て
お
り
、
日
本
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
通
販
サ
イ
ト
で
も
約
50
％
が
カ
ー
ト

放
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
カ
ー
ト
放
置
さ
れ

た
商
品
を
対
象
と
し
た
リ
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ

施
策
を 

カ
ー
ト
・
リ
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
と

呼
ぶ
。

●実験期間…2016年9月～10月
●実験店舗…日本のオンライン・ファッション小売業
●対象…期間中に1商品だけをショッピングカートに入れ、
　購入せずに当該サイトから退出した顧客（カート放置顧客）
●広告送付媒体…
○Email, N=33,234
○LINE, N= 7,314

●広告送付タイミング…
○30minutes, 1hour, 3hours, 6hours, 9hours, 12hours,
24hours and 72hours after cart abandonment

　
こ
の
研
究
で
は
、
カ
ー
ト
放
置
か
ら
の
時

間
経
過
と
広
告
効
果
の
関
係
を
調
査
し
、

カ
ー
ト
放
置
後
30
分
後
か
ら
72
時
間
後
ま
で

の
間
に
、
カ
ー
ト
・
リ
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
広

告
を
送
っ
て
リ
マ
イ
ン
ド
す
る
実
験
を
行
っ

た
。
広
告
送
付
は
メ
ー
ル
、
L
I
N
E
の
2

つ
の
方
法
で
あ
る
。
ま
だ
購
入
し
て
い
な
い

人
に
対
し
て
、
経
過
し
た
時
間
ご
と
に
、
ラ

ン
ダ
ム
に
広
告
送
付
群
と
非
送
付
群
に
分
け

る
実
験
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
し
、
同
じ
土
俵
で

の
比
較
を
可
能
に
し
た
。

　
実
験
結
果
と
し
て
、
30
分
後
や
1
時
間
後

な
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
広
告
は
逆
効
果
で

あ
り
、
メ
ー
ル
、
L
I
N
E
と
も
に
6
時
間

後
以
降
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
効
果
が
出
る
こ
と

が
実
証
さ
れ
た
。

カート放置してから
30分だけ経過：この
後に買うかもしれな
い人達も含まれる

カート放置して
から3日間経過：
おそらく買う意
欲が低い人達

72 hours24 hours12 hours9 hours6 hours3 hours1 hour30 min. holdout

〈0.01〈0.010.0300.1420.5230.114〈0.010.012P
1.86.09.59.710.414.316.715.2Control
4.88.311.711.711.212.613.413.1Treatment

72241296310.5

0.037〈0.010.0990.060.6730.8420.0740.098P
2.84.010.28.414.013.718.821.1Control
6.28.014.412.212.913.314.418.0Treatment

72241296310.5

●処置群が実際に処置を受けたか（サンプルを使用し
たか）は問わずに，処置の意図の有無による効果の差
を見る
●この場合は，商品サンプルを送付するという施策の
効果を見ることになる
●マーケティングでは施策の効果測定が課題であるこ
とも多い．この場合はＩＴＴが有用．

サンプル非送付群 サンプル送付群

サンプル非送付群

サンプルを
送ったら
使用した
はずの人達

サンプルを
送っても

使用しなかった
はずの人達

サンプル使用者

Counterfactual

サンプル非使用者

同じ土俵では比較できない

サンプル送付群

Control

Control

Treatment

Treatment

92

2
2
2
2
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2
22
2

22
2
22
2
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2
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再 校
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図 7 ITT効果（Intention To Treat Effect）

図 8 TOT効果（Treatment on Treated Effect）

図 9 実験デザイン : Study 1

図11 Model-Free Evidence for the Purchase Rates of Treatment and Control （LINE）

図10 Model-Free Evidence for the Purchase Rates of Treatment and Control （Email） し
て
い
る
が
研
究
者
側
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は

ほ
と
ん
ど
で
き
ず
、
相
関
関
係
を
捕
捉
で
き

て
も
、
因
果
関
係
を
正
確
に
捕
捉
す
る
こ
と

は
難
し
い
。

　
こ
の
よ
う
に
ラ
ボ
実
験
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

性
が
高
い
が
リ
ア
リ
テ
ィ
に
欠
け
、
行
動
履

歴
デ
ー
タ
は
リ
ア
リ
テ
ィ
が
高
い
が
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
難
し
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
は
両
者
の
間
に
位
置
し
、

リ
ア
リ
テ
ィ
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
性
の
両
方
を

兼
ね
備
え
た「
い
い
と
こ
取
り
」の
ア
プ
ロ
ー

チ
と
言
え
る
。

ラ
ン
ダ
ム
化
実
験
に
よ
る

因
果
関
係
の
把
握 

　
相
関
関
係
と
因
果
関
係
は
異
な
る
も
の
で

あ
り
、
以
下
の
よ
う
な
企
業
の
広
告
費
と
売

上
高
の
関
係
を
見
て
「
広
告
費
が
高
い
企
業

は
売
上
高
が
高
い
」
と
解
釈
し
て
し
ま
う
と

誤
り
と
な
る
。
こ
れ
は
同
じ
年
度
の
広
告
費

と
売
上
高
を
見
て
い
る
の
で
、
こ
の
場
合
は

「
売
上
高
が
高
い
企
業
は
広
告
費
が
高
い
」

実
際
の
生
活
空
間
で

実
施
さ
れ
る

「
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
」

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド

実
験
の
定
義
は
、「
実
際
の
生
活
空
間
で
実

施
す
る
実
験
」
で
あ
る
。
よ
く
使
わ
れ
て
い

る
の
が
ラ
ン
ダ
ム
化
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
で
、

参
加
者
を
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
グ
ル
ー
プ
（
処

置
群
）
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
グ
ル
ー
プ（
対
照
群
）

に
ラ
ン
ダ
ム
に
分
け
て
行
う
実
験
を
指
す
。

　
医
学
界
で
はR

C
T

（R
andom

ized C
on-

tro
lled

 T
rial

）
と
い
う
手
法
が
確
立
し
て

お
り
、
こ
れ
を
生
活
空
間
に
持
ち
込
ん
だ
も

の
が
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
と
言
え
る
。 

最
近
は

こ
の
ラ
ン
ダ
ム
化
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
を

フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
と
称
す
る
場
合
も
あ
る
。 

　
事
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
フ
ァ
イ

ザ
ー
社
が
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
開
発
時
に
行
っ

た
R
C
T
だ
。
実
験
参
加
者
を
ワ
ク
チ
ン
接

種
群
、
生
理
食
塩
水
接
種
群
に
ラ
ン
ダ
ム
に

二
分
し
、
発
症
率
、
重
症
化
率
な
ど
の
差
を

観
察
し
た
。
前
者
の
発
症
率
が
1
万
8
0
0

0
人
中
8
人
な
の
に
対
し
て
後
者
は
1
6
0

人
と
な
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
95
％
の

発
症
リ
ス
ク
減
少
効
果
が
示
さ
れ
た
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
の
考
え
方
に
基
づ
き
、

実
務
界
で
一
般
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
の
が

「
A
／
B
テ
ス
ト
」
で
あ
る
。
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
、
ア
マ
ゾ
ン
、 

ブ
ッ
キ
ン
グ
ド
ッ
ト
コ

ム
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
グ
ー
グ
ル
な
ど
の

企
業
は
、
数
百
万
人
の
ユ
ー
ザ
ー
を
対
象
と

す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験

を
、
年
間
1
万
回
以
上
実
施
し
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。 

A
／
B
テ
ス
ト
事
例
…
そ
の
1

　

ブ
ッ
キ
ン
グ
ド
ッ
ト
コ
ム
の

予
約
画
面

　
ブ
ッ
キ
ン
グ
ド
ッ
ト
コ
ム
の
シ
ニ
ア
・
プ

ロ
ダ
ク
ト
オ
ー
ナ
ー
の
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
氏
は

「
人
は
推
定
す
る
こ
と
が
極
め
て
苦
手
で
あ

り
、
顧
客
の
行
動
予
測
は
十
中
八
九
外
れ
る
」

と
述
べ
て
お
り
、
顧
客
体
験
の
最
適
化
の
た

め
、
同
社
で
は
年
間
2
万
5
0
0
0
回
に

渡
っ
て
A
／
B
テ
ス
ト
を
行
っ
て
い
る
と
推

計
さ
れ
る
。

　
そ
の
一
つ
が
以
下
の
予
約
画
面
を
比
較
す

る
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
で
、
訪
問
者
数
は
A
が

3
万
8
2
1
、
B
は
3
万
7
7
7
0
で
A
の

方
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
購
入
者
数
は
A
が

87
人
で
購
入
率
は
0
・
23
％
、
B
が
1
1
9

人
で
購
入
率
は
0
・
32
％
と
、
B
の
方
が
購

入
率
が
高
い
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。

　
A
と
B
の
ど
ち
ら
の
デ
ザ
イ
ン
が
ク
リ
ッ

ク
さ
れ
や
す
く
、
購
入
率
が
高
い
か
は
専
門

家
で
も
な
か
な
か
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
よ

う
に
ユ
ー
ザ
ー
を
対
象
に
テ
ス
ト
す
る
と
、

結
果
と
な
っ
て
現
れ
る
と
い
う
事
例
で
あ
る
。

と
い
う
逆
向
き
の
因
果
関
係
で
捉
え
た
方
が

適
切
と
言
え
る
。

　
ラ
ン
ダ
ム
化
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
は
要
因
が

結
果
に
影
響
す
る
理
論
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
想

定
し
、
偶
然
の
相
関
な
ど
の
要
因
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
因
果
関
係
の
方
向
を

特
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
考
え
方
を

図
式
化
し
た
も
の
が
以
下
で
、
ラ
ン
ダ
ム
化

フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
の
効
果
測
定
に
は
2
つ
の

方
法
が
あ
る
。

効
果
測
定
方
法
…
そ
の
1

I
T
T
効
果

（In
ten
t-to-T

reat E
ff
ect

）

　
処
置
の
意
図
の
有
無
に
よ
る
効
果
の
差
を

見
る
も
の
で
、
例
え
ば
サ
ン
プ
ル
を
送
付
し

た
場
合
は
、
サ
ン
プ
ル
を
使
用
し
た
か
ど
う

か
は
問
わ
ず
、
送
付
に
よ
っ
て
購
買
率
が
ど

れ
だ
け
上
が
っ
た
か
を
測
定
す
る
の
が
こ
の

方
法
で
あ
る
。

　
た
だ
し
こ
の
方
法
は
、
実
際
の
サ
ン
プ
ル

を
使
っ
た
効
果
を
知
り
た
い
場
合
に
は
適
さ

な
い
。
処
置
群
の
中
で
実
際
に
サ
ン
プ
ル
を

使
っ
た
人
の
割
合
が
小
さ
い
場
合
は
、
I
T

T
効
果
も
小
さ
く
な
る
欠
点
が
あ
る
。

効
果
測
定
方
法
…
そ
の
2

T
O
T
効
果

（T
reatm

en
t-o
n
-

T
reated

 E
ff
ect

）

　
I
T
T
効
果
で
は
測
れ
な
い
、
実
際
に
処

置
を
受
け
た
人
の
効
果
を
見
る
の
が
こ
の
方

法
で
あ
る
。
サ
ン
プ
ル
送
付
の
場
合
は
、
誰

が
サ
ン
プ
ル
を
使
用
し
た
か
を
捕
捉
し
、
そ

れ
を
誰
と
比
較
す
る
か
が
問
題
で
、
単
に
非

送
付
群
全
体
と
比
べ
た
の
で
は
同
じ
土
俵
で

ラ
ボ
実
験
と

行
動
履
歴
デ
ー
タ
の

「
い
い
と
こ
取
り
」

　
社
会
科
学
全
般
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
が

一
般
化
し
て
お
り
、
2
0
1
9
年
に
バ
ナ
ー

ジ
、
デ
ュ
フ
ロ
、
ク
レ
マ
ー
の
3
氏
が
貧
困

問
題
へ
の
実
験
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
ノ
ー
ベ
ル

経
済
学
賞
を
受
賞
し
た
。
ま
た
、W

eb
 o
f 

S
cien

ce 

に
よ
る
検
索
結
果
を
見
る
と
、

2
0
1
6
〜
17
年
頃
か
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、
経
営
学
、
経
済
学
の
各
領
域
で
フ
ィ
ー

ル
ド
実
験
を
用
い
た
論
文
数
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
の
特
徴
は
、
参
加
者
が

研
究
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い

な
い
か
、
認
識
し
て
い
る
場
合
も
通
常
通
り

の
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
現
実
場
面
に
お
け

る
消
費
者
行
動
が
捕
捉
で
き
る
こ
と
で
あ

る
。
中
で
も
リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ
る
消
費
者
の

行
動
を
捕
捉
で
き
る
の
が
、
ラ
ン
ダ
ム
化

フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
と
言
え
る
。

　
ラ
ボ
実
験
は
研
究
者
側
が
状
況
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
が
リ
ア
ル
な
場
面
で
得
ら
れ

た
デ
ー
タ
で
は
な
い
の
で
、
リ
ア
リ
テ
ィ
に

は
不
足
す
る
。
消
費
者
の
購
買
履
歴
な
ど
の

行
動
履
歴
デ
ー
タ
は
リ
ア
ル
な
行
動
を
反
映

の
比
較
に
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
、
サ
ン
プ
ル
非
送
付
群
の
中
で
サ

ン
プ
ル
を
送
っ
た
ら
使
用
し
た
は
ず
の
人
た

ち
と
、
サ
ン
プ
ル
使
用
者
を
比
較
す
る
こ
と

で
、
同
じ
土
俵
で
比
較
が
可
能
と
な
る
。
こ

の
考
え
方
を
カ
ウ
ン
タ
ー
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
ル

（
反
実
仮
想
）
と
呼
ぶ
。「
も
し
サ
ン
プ
ル
送

付
群
の
使
用
者
が
送
付
さ
れ
な
か
っ
た
ら
」

と
い
う
仮
想
状
態
と
の
比
較
で
あ
り
、
サ
ン

プ
ル
送
付
群
と
で
き
る
だ
け
似
た
傾
向
の
人

を
サ
ン
プ
ル
非
送
付
群
に
選
ぶ
「
傾
向
ス
コ

A
／
B
テ
ス
ト
事
例
…
そ
の
2 

大
統
領
選
挙
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
サ
イ
ト

　
も
う
一
つ
が
2
0
0
8
年
の
オ
バ
マ
陣
営

に
よ
る
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
験
例
で
あ

る
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
静
止
画
（
上
3
つ
）

と
動
画
（
下
3
つ
）
の
メ
デ
ィ
ア
6
種
類
、

ボ
タ
ン
4
種
類
の
ど
れ
が
一
番
ク
リ
ッ
ク
さ

れ
る
か
を
そ
れ
ぞ
れ
テ
ス
ト
し
た
。

　
オ
バ
マ
陣
営
は
、
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
は

右
下
の
動
画
の
ク
リ
ッ
ク
率
が
最
も
高
い
と

予
想
し
て
い
た
が
、
予
想
に
反
し
て
静
止
画

の
方
が
全
般
的
に
高
く
、
特
に
右
上
の
家
族

の
画
像
が
最
も
高
い
9
・
66
％
と
な
っ
た
。

ボ
タ
ン
は
「L

E
A
R
N
 M
O
R
E

」
が
最
も
ク

リ
ッ
ク
率
が
高
く
、
8
・
91
％
と
な
っ
た
。

　
こ
の
テ
ス
ト
の
結
果
を
元
に
最
適
な
組
み

合
わ
せ
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
コ
ン
バ
ー

ジ
ョ
ン
率
（
サ
イ
ト
訪
問
の
う
ち
最
終
成
果

に
至
っ
た
割
合
）
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
サ
イ
ト

よ
り
40
・
6
％
増
と
な
り
、
こ
れ
は
寄
付
金

5
7
0
0
万
ド
ル
の
増
加
に
相
当
す
る
結
果

と
な
っ
た
。

ア
マ
ッ
チ
ン
グ
」
と
い
う
統
計
手
法
を
と
る

こ
と
が
多
い
。

研
究
事
例

カ
ー
ト
・
リ
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン

グ
広
告
の
効
果
測
定 

　
最
後
に
、
e
コ
マ
ー
ス
に
お
け
る
カ
ー
ト

リ
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
広
告
の
効
果
に
つ
い

て
、
2
0
1
6
年
に
行
っ
た
私
自
身
の
研
究

例
を
紹
介
し
た
い
。
オ
ン
ラ
イ
ン
店
舗
で
は

商
品
を
カ
ー
ト
に
入
れ
た
ま
ま
購
入
し
な
い

「
カ
ー
ト
放
置
」
が
平
均
68
・
6
％
に
達
し

て
お
り
、
日
本
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
通
販
サ
イ

ト
で
も
約
50
％
が
カ
ー
ト
放
置
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
カ
ー
ト
放
置
さ
れ
た
商
品
を
対
象

と
し
た
リ
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
施
策
を 

カ
ー

ト
・
リ
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
と
呼
ぶ
。

●実験期間…2016年9月～10月
●実験店舗…日本のオンライン・ファッション小売業
●対象…期間中に1商品だけをショッピングカートに入れ、
　購入せずに当該サイトから退出した顧客（カート放置顧客）
●広告送付媒体…
○Email, N=33,234
○Line, N= 7,314

●広告送付タイミング…
○30minutes, 1hour, 3hours, 6hours, 9hours, 12hours,
24hours and 72hours after cart abandonment

　
こ
の
研
究
で
は
、
カ
ー
ト
放
置
か
ら
の
時

間
経
過
と
広
告
効
果
の
関
係
を
調
査
し
、

カ
ー
ト
放
置
後
30
分
後
か
ら
72
時
間
後
ま
で

の
間
に
、
カ
ー
ト
・
リ
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
広

告
を
送
っ
て
リ
マ
イ
ン
ド
す
る
実
験
を
行
っ

た
。
広
告
送
付
は
メ
ー
ル
、
L
I
N
E
の
2

つ
の
方
法
で
あ
る
。
ま
だ
購
入
し
て
い
な
い

人
に
対
し
て
、
経
過
し
た
時
間
ご
と
に
、
ラ

ン
ダ
ム
に
広
告
送
付
群
と
非
送
付
群
に
分
け

る
実
験
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
し
、
同
じ
土
俵
で

の
比
較
を
可
能
に
し
た
。

　
実
験
結
果
と
し
て
、
30
分
後
や
1
時
間
後

な
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
広
告
は
逆
効
果
で

あ
り
、
メ
ー
ル
、
L
I
N
E
と
も
に
6
時
間

後
以
降
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
効
果
が
出
る
こ
と

が
実
証
さ
れ
た
。

カート放置してから
30分だけ経過：この
後に買うかもしれな
い人達も含まれる

カート放置して
から3日間経過：
おそらく買う意
欲が低い人達

72 hours24 hours12 hours9 hours6 hours3 hours1 hour30 min. holdout

〈0.01〈0.010.0300.1420.5230.114〈0.010.012P
1.86.09.59.710.414.316.715.2Control
4.88.311.711.711.212.613.413.1Treatment

72241296310.5

0.037〈0.010.0990.060.6730.8420.0740.098P
2.84.010.28.414.013.718.821.1Control
6.28.014.412.212.913.314.418.0Treatment

72241296310.5

●処置群が実際に処置を受けたか（サンプルを使用し
たか）は問わずに，処置の意図の有無による効果の差
をみる
●この場合は，商品サンプルを送付するという施策の
効果をみることになる
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ゼ
ミ
を
通
し
て
見
る
大
学
の
今

國
學
院
大
學 

観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
科

堀
木
ゼ
ミ

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

27
回

第

堀
木
美
告（
ほ
り
き・み
つ
ぐ
）

國
學
院
大
學
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
教
授
。東
京
大
学
農
学

部
林
学
科
卒
業
、同
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
森
林
科

学
専
攻
修
士
課
程
修
了
。（
公
財
）日
本
交
通
公
社
に
て
自
治

体
の
観
光
計
画
策
定
業
務
等
に
従
事
し
た
後
、淑
徳
大
学
経

営
学
部
観
光
経
営
学
科
准
教
授
を
経
て
現
職
。専
門
は
造
園
学
を
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
と
し
た
観
光
計
画
論
、観
光
資
源
論
。主
な
著
書
に「『
観
光
ま
ち
づ
く

り
』の
た
め
の
地
域
の
見
方・調
べ
方・考
え
方
」（
共
著
、朝
倉
書
店
、2
0
2
3

年
）、「
観
光
経
営
学
入
門
」（
共
著
、建
帛
社
、2
0
2
4
年
）な
ど
。

1
期
生
の

卒
業
論
文

完
成
に
向
け
て

の
4
分
野
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、

教
員
も
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
応
じ

た
多
彩
な
専
門
的
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
有
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、「
理
論
と
実
践
の
両
面

か
ら
学
ぶ
」
と
い
う
点
に
関
し
て

は
演
習
科
目
が
大
き
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
本
学

で
特
筆
す
べ
き
な
の
が
「
観
光
ま

ち
づ
く
り
演
習
」
で
す
。「
調
査

手
法
を
身
に
つ
け
る
」（
同
演
習

Ⅰ
）↓「
地
域
の
特
性
・
課
題
を
分

析
す
る
」（
同
演
習
Ⅱ
）↓「
地
域
に

対
し
て
構
想
・
提
案
を
行
う
」（
同

演
習
Ⅲ
）
と
い
う
よ
う
に
実
際
の

地
域
に
対
す
る
提
案
力
を
段
階
的

に
身
に
つ
け
る
必
修
科
目
で
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
重
視
し
た
実
践

的
な
演
習
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
演
習
と
並
行
す

る
形
で
少
人
数
で
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
1
年
次

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
大
学
で
の
学
び
の

基
礎
を
身
に
つ
け
る
「
導
入
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」

に
続
い
て
開
講
す
る
「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

A
」「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
B
」
も
本
学
部
の
特

徴
的
な
科
目
で
す
。
2
名
の
教
員
が
ペ
ア
に

な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
応
じ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
も
の
で
、
文
献
講
読

や
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
で
の
ま
ち
歩
き
、
宿
泊

を
伴
う
遠
隔
地
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
ま

で
そ
の
実
施
形
態
も
内
容
も
様
々
で
す
。
学

生
は
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
や
そ
の
他
の
講
義
を

通
じ
て
各
教
員
の
幅
広
い
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
一
端
に
触
れ
、
ま
た
2
年
次
後
期
に
開

催
さ
れ
る
オ
ー
プ
ン
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
参
加
す

る
な
ど
し
て
、
3
年
次
・
4
年
次
と
2
カ
年

に
わ
た
っ
て
所
属
す
る
ゼ
ミ
を
選
ぶ
こ
と
に

な
り
ま
す
。
3
年
次
の
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の

進
め
方
は
担
当
教
員
に
よ
り
様
々
で
す
が
、

前
期
か
ら
夏
休
み
に
か
け
て
基
礎
的
な
レ
ク

チ
ャ
ー
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
後

期
に
入
る
と
モ
ー
ド
を
切
り
替
え
て
卒
業
研

　國
學
院
大
學
は
1
8
8
2
年
に
創
立
さ
れ

た
皇
典
講
究
所
を
母
体
と
し
て
産
声
を
上

げ
、
1
9
2
0
年
に
大
学
令
に
よ
る
大
学
へ

と
昇
格
し
ま
し
た
。
皇
典
講
究
所
創
立
か
ら

数
え
て
1
4
0
周
年
に
当
た
る
2
0
2
2
年

4
月
、
本
学
で
6
番
目
の
学
部
と
し
て
横
浜

市
青
葉
区
の
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
に

開
設
さ
れ
た
の
が
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
で

す
。
す
な
わ
ち
2
0
2
5
年
度
に
い
た
っ
て

初
め
て
1
年
生
か
ら
4
年
生
ま
で
の
4
学
年

在
）。
こ
の
中
に
は
必
ず
し
も
学
部
・
学
科

単
位
で
「
観
光
」
の
看
板
を
掲
げ
て
い
な
い

例
も
含
ま
れ
ま
す
が
、
私
自
身
の
出
身
を
振

り
返
っ
て
「
農
学
を
学
べ
る
大
学
」
に
つ
い

て
同
様
に
検
索
し
た
結
果
が
1
1
5
件
に
と

ど
ま
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
観
光
に
対
す

る
社
会
的
関
心
の
高
ま
り
に
ま
だ
ま
だ
勢
い

を
感
じ
る
次
第
で
す
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
新
た
に
観
光
系

の
学
部
を
開
設
す
る
に
当
た
っ
て
本
学
部
が

掲
げ
た
の
は
「
地
域
を
見
つ
め
、
地
域
を
動

か
す
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、「
地
域
か

ら
観
光
を
考
え
る
」「
理
論
と
実
践
の
両
面

か
ら
学
ぶ
」「
文
系
と
理
系
の
垣
根
を
越
え

て
学
ぶ
」
と
い
う
3
点
が
学
び
の
大
き
な
特

徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　先
述
し
た
本
学
部
の
学
び
の
特
徴
を
支
え

て
い
る
の
が
教
員
の
専
門
的
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
多
様
性
で
す
。
観
光
は
産
業
界
と
し

て
捉
え
て
も
裾
野
が
広
く
横
断
的
・
複
合
的

で
す
が
、
学
問
領
域
と
し
て
も
分
野
横
断
的

で
あ
り
ア
プ
ロ
ー
チ
も
多
彩
で
す
。

　特
に
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
専
門
的

な
内
容
を
学
ぶ
「
展
開
科
目
」
は
地
域
を
取

り
巻
く
社
会
の
構
造
お
よ
び
社
会
意
識
の
実

究
の
テ
ー
マ
を
検
討
し
始
め
る
ケ
ー
ス
が
多

い
よ
う
で
す
。

　こ
こ
で
少
々
自
分
自
身
の
こ
と
に
触
れ
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
も
と
も
と
生
態

学
な
ど
マ
ク
ロ
な
生
物
学
系
の
学
問
に
関

心
が
あ
っ
て
大
学
で
は
農
学
部
林
学
科
の

造
園
の
研
究
室
に
所
属
し
、
学
部
で
は
ク

ロ
マ
ツ
の
高
木
が
残
る
住
宅
地
の
景
観
を
、

大
学
院
修
士
課
程
で
は
駐
車
場
を
中
心
と

す
る
観
光
地
の
空
間
を
研
究
対
象
と
し
て

取
り
上
げ
ま
し
た
。

　大
学
院
で
の
修
士
課
程
修
了
後
は
財
団
法

人
日
本
交
通
公
社
（
現
・
公
益
財
団
法
人
日

本
交
通
公
社
）
に
て
自
治
体
の
観
光
計
画
策

定
業
務
、
観
光
庁
を
中
心
と
す
る
省
庁
の
観

光
関
連
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
20
年
勤
務
し
た
後

に
大
学
教
員
に
転
じ
、
現
在
教
員
と
し
て
10

年
目
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
大
学
へ

移
っ
た
際
、
90
分
単
位
の
講
義
を
15
回
シ

リ
ー
ズ
で
組
み
立
て
る
こ
と
以
上
に
戸
惑
っ

た
の
が
ゼ
ミ
の
運
営
で
し
た
。
自
分
自
身
の

「
専
門
」
を
ベ
ー
ス
に
進
め
れ
ば
よ
い
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
も
そ
も
自

分
の
専
門
と
は
何
な
の
か
。
自
身
の
こ
れ
ま

で
の
歩
み
に
確
た
る
自
信
を
持
て
ず
悩
ん
だ

末
、
大
学
時
代
に
所
属
し
た
研
究
室
に
由
来

す
る
「
造
園
学
」
に
加
え
、
実
務
経
験
に
基

づ
く
「
観
光
計
画
論
」、
個
人
的
な
関
心
に

基
づ
く
「
自
然
環
境
資
源
の
保
全
・
活
用
」

の
3
つ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
掲
げ
、
メ
イ

ン
テ
ー
マ
を
「
地
域
個
性
を
明
確
に
し
て
来

訪
者
の
体
験
価
値
を
高
め
る
方
策
の
検
討
」

と
設
定
し
て
ゼ
ミ
生
を
募
集
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　本
学
部
の
3
年
次
・
4
年
次
の
ゼ
ミ
（
科

目
と
し
て
は
「
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
並
び
に

「
卒
業
研
究
」）
は
い
ず
れ
も
必
修
科
目
で
、

学
生
は
専
任
教
員
が
開
講
す
る
27
の
ゼ
ミ
の

い
ず
れ
か
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

当
ゼ
ミ
に
は
現
在
4
年
生
13
名
、
3
年
生
12

名
が
所
属
し
て
お
り
、
本
学
部
が
送
り
出
す

初
の
卒
業
生
と
な
る
（
は
ず
の
）
4
年
生
は

1
ヶ
月
後
の
卒
業
論
文
※
1 

提
出
期
限
に
向

け
て
日
夜
格
闘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　3
年
次
は
、
ま
ず
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
自
然
環
境
資
源
を
中
心
と
す
る
地
域
資
源

の
保
全
・
活
用
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
地
域

個
性
を
明
確
に
提
示
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ

態
や
課
題
を
学
ぶ
Ⅰ
類
（
社
会
）、
地
域
を

取
り
巻
く
歴
史
・
文
化
、
自
然
な
ど
の
地
域

固
有
の
資
源
の
あ
り
方
と
保
全
管
理
を
学
ぶ

Ⅱ
類
（
資
源
）、
地
域
の
空
間
構
造
を
踏
ま

え
た
将
来
像
の
構
想
や
働
き
か
け
に
有
効
な

具
体
的
政
策
お
よ
び
計
画
を
学
ぶ
Ⅲ
類
（
政

策
・
計
画
）、
地
域
を
主
体
と
し
た
域
内
外

の
交
流
の
あ
り
方
と
そ
の
関
連
産
業
が
も
た

ら
す
経
済
効
果
を
学
ぶ
Ⅳ
類
（
交
流
・
産
業
）

ら
を
活
か
し
て
来
訪
者
の
体
験
価
値
を
向
上

さ
せ
る
方
策
を
ま
と
め
る
課
題
に
取
り
組
み

ま
す
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
対
象

地
の
主
要
な
地
域
資
源
の
保
全
／
活
用
の
状

況
を
把
握
し
て
現
状
の
課
題
を
整
理
す
る
と

と
も
に
、
今
後
必
要
と
考
え
ら
れ
る
方
策
に

つ
い
て
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
検
討
・

提
案
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
上
記

の
取
り
組
み
を
通
じ
て
自
分
自
身
の
関
心

領
域
（
研
究
テ
ー
マ
、
対
象
地
域
等
）
を
絞

り
込
ん
で
い
き
、
4
年
次
に
ス
ム
ー
ズ
に

卒
業
研
究
に
着
手
で
き
る
よ
う
準
備
を
整

え
ま
す
。

　最
初
の
イ
ベ
ン
ト
は
メ
ン
バ
ー
同
士
が
親

し
く
な
る
き
っ
か
け
作
り
も
兼
ね
て
5
月
の

週
末
に
実
施
す
る
日
帰
り
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
で
す
。
東
京
都
葛
飾
区
（
柴
又
帝
釈

天
・
矢
切
の
渡
し
お
よ
び
水
元
公
園
周
辺

地
区
）
を
訪
問
し
、
江
戸
川
下
流
域
右
岸
の

下
町
に
残
る
自
然
環
境
や
生
活
文
化
を
一

体
的
に
捉
え
て
域
内
で
の
滞
在
時
間
と
消

費
額
の
向
上
に
寄
与
す
る
方
策
に
つ
い
て

住
民
と
来
訪
者
双
方
の
視
点
を
意
識
し
て

検
討
し
ま
す
。

　夏
季
休
暇
中
の
8
月
下
旬
に
は
2
泊
3
日

で
長
野
県
松
本
市
（
松
本
市
街
お
よ
び
上
高

地
を
中
心
と
す
る
エ
リ
ア
）
を
訪
れ
ま
す
。

中
部
山
岳
国
立
公
園
の
上
高
地
と
そ
の
玄
関

口
と
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
松
本
の
ま
ち
の
有

機
的
な
連
携
に
よ
り
資
源
保
全
・
活
用
を
図

る
と
と
も
に
、
両
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
体
験
の

質
を
高
め
る
よ
う
な
、
も
し
く
は
新
た
な
体

験
の
価
値
を
創
造
す
る
よ
う
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
提
案
し
ま
す
。
滞
在
時
間
は
限
ら
れ

て
し
ま
い
ま
す
が
、
上
高
地
を
訪
れ
る
こ
と

を
楽
し
み
に
当
ゼ
ミ
を
選
ぶ
学
生
も
一
定
数

い
る
よ
う
で
す
。

　2
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
い
ず
れ
も

学
生
自
身
が
問
題
意
識
を
持
ち
、
自
分
の
目

で
見
る
こ
と
、
そ
し
て
考
え
る
こ
と
を
重
視

し
て
お
り
、
教
員
か
ら
は
「
対
象
地
で
何
を

ど
う
見
る
か
」
と
い
う
視
点
を
提
示
す
る
程

度
で
す
。
そ
の
た
め
学
生
側
の
準
備
次
第
で

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加
す
る
意
義
が
大

き
く
異
な
っ
て
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
教
員
側

で
よ
り
丁
寧
に
お
膳
立
て
を
し
て
フ
ィ
ー
ル

ド
で
の
学
生
の
学
び
を
よ
り
高
め
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
先

に
紹
介
し
た
一
連
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
演
習

と
の
役
割
分
担
も
考
慮
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　松
本
・
上
高
地
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
振
り
返
り
と
取
り
ま
と
め
を
終
え
て
10
月

に
入
る
と
論
文
を
1
編
選
ん
で
紹
介
す
る

ワ
ー
ク
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
れ
ま
で
断
片

的
に
し
か
学
術
論
文
に
触
れ
て
こ
な
か
っ
た

よ
う
な
学
生
も
、こ
の
ワ
ー
ク
を
通
じ
て「
自

が
そ
ろ
っ
た
極
め
て
「
若
い
」
学
部
で
、
現

在
の
4
年
生
が
学
部
に
お
い
て
も
ゼ
ミ
に
お

い
て
も
「
1
期
生
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
1
学
年
の
定
員
が
3
0
0
名
と
な
か
な

か
の
大
所
帯
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
学
部
の

「
若
さ
」
と
相
ま
っ
て
活
気
あ
ふ
れ
る
光
景

が
キ
ャ
ン
パ
ス
の
い
た
る
所
で
日
々
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　ご
存
じ
の
と
お
り
観
光
系
の
学
部
・
学
科

も
か
な
り
増
え
ま
し
た
。
例
え
ば
高
校
生
が

進
路
選
択
の
際
に
利
用
す
る
W
e
b
サ
イ
ト

「
ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ
進
路
」
で
「
観
光
学
を
学

べ
る
大
学
」
を
検
索
す
る
と
2
5
1
件
が

ヒ
ッ
ト
し
ま
す
（
2
0
2
5
年
11
月
1
日
現

1
．観
光
ま
ち
づ
く
り

学
部
の
立
ち
位
置

2
．教
育
体
系
の
概
要

分
が
卒
業
論
文
を
執
筆
す
る
」
こ
と
を
意
識

し
て
真
剣
に
研
究
テ
ー
マ
を
検
討
す
る
姿
が

見
ら
れ
ま
す
。
最
後
に
簡
易
な
「
研
究
計
画

案
」
を
作
成
し
て
3
年
次
の
ゼ
ミ
活
動
は
終

了
と
な
り
ま
す
。

　4
年
次
の
ゼ
ミ
活
動
は
そ
れ
ぞ
れ
の
就
職

活
動
と
並
行
し
て
不
安
定
な
ス
タ
ー
ト
と
な

ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
が
、
3
年
次
の
最
後
に

ま
と
め
た
研
究
計
画
案
を
発
展
さ
せ
て
5
月

半
ば
に
は
研
究
題
目
、
背
景
・
目
的
、
研
究

方
法
、
予
想
さ
れ
る
結
論
等
を
含
む
「
第
一

次
研
究
計
画
」
を
、
夏
休
み
前
に
は
事
前
調

査
の
実
施
・
分
析
を
通
し
て
再
構
築
し
た「
第

二
次
研
究
計
画
」
と
同
計
画
に
沿
っ
て
夏
季

休
暇
中
に
実
施
す
る
「
調
査
計
画
」
を
提
出

し
ま
す
。

　夏
休
み
明
け
に
は
夏
季
休
暇
中
の
調
査
報

告
を
含
む
中
間
発
表
会
を
実
施
し
ま
す
。
こ

こ
ま
で
く
る
と
就
職
活
動
も
一
段
落
し
て
よ

う
や
く
卒
業
研
究
に
本
腰
が
入
っ
て
く
る
印

象
で
す
が
、
卒
業
研
究
の
提
出
期
限
が
12
月

中
旬
な
の
で
、
す
で
に
残
さ
れ
た
時
間
は

3
ヶ
月
と
な
っ
て
お
り
、
指
導
す
る
教
員
側

へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
一
段
と
高
ま
る
時
期

と
い
え
ま
す
。

　さ
て
、先
に
触
れ
た
と
お
り
当
ゼ
ミ
は「
造

園
学
」「
観
光
計
画
論
」「
自
然
環
境
資
源
の

保
全
・
活
用
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
提
示

し
て
い
る
の
で
す
が
、
以
下
に
示
す
1
期
生

13
名
の
研
究
テ
ー
マ
※
2 

を
見
る
と
か
な
り

振
れ
幅
が
あ
る
こ
と
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
教
員
側
の
指
導
が

行
き
届
い
て
い
な
い
た
め
と
捉
え
る
こ
と
も

で
き
る
の
で
す
が
、
私
自
身
は
学
生
が
自
分

自
身
の
内
面
と
対
話
す
る
こ
と
で
主
体
的
に

研
究
テ
ー
マ
を
追
求
し
た
結
果
と
し
て
前
向

き
に
捉
え
て
い
ま
す
。

○
都
市
近
郊
に
立
地
す
る
緑
地
空
間
の
多
面

的
機
能
評
価

○
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
中
心
と
し
た

埋
立
地
空
間
の
歴
史
的
変
遷

○
学
術
機
関
集
積
地
に
お
け
る
テ
ク
ノ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
現
状
と
可
能
性

○
温
泉
地
の
独
自
色
に
つ
な
が
る
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
の
特
性
の
歴
史
的
関
係
性

○
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
景
観
ま
ち
づ
く
り
と
住

民
評
価
に
関
す
る
比
較
分
析

○
場
所
の
記
憶
を
守
り
住
民
が
愛
着
を
持
て

る
地
域
づ
く
り

○
観
光
地
で
の
食
べ
歩
き
に
見
る
「
地
域
ら

し
さ
」
の
表
現

○
関
係
人
口
の
創
出
・
維
持
の
プ
ロ
セ
ス
と

そ
の
要
因

○
地
方
都
市
の
湧
水
空
間
に
お
け
る
ソ
フ
ト

面
を
中
心
と
し
た
保
全
・
活
用
方
策

○
遊
漁
を
め
ぐ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
管
理
の
課
題

○
重
要
文
化
的
景
観
の
観
光
活
用
の
課
題
と

可
能
性

○
S
N
S
に
見
る
自
然
と
の
関
わ
り
が
も
た

ら
す
「
い
や
し
」
の
考
察

○
国
立
公
園
等
に
お
け
る
自
然
風
景
維
持
活

動
に
関
す
る
比
較
分
析

　ま
だ
1
期
生
が
卒
業
論
文
の
完
成
に
向
け

て
苦
闘
し
て
い
る
途
上
で
あ
り
卒
業
生
も
輩

出
し
て
い
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一

連
の
当
ゼ
ミ
で
の
活
動
を
通
し
て
、
ゼ
ミ
生

に
は
地
域
の
自
然
環
境
資
源
に
注
目
し
、
現

状
の
把
握
、
課
題
の
整
理
、
課
題
解
決
に
向

け
た
方
針
決
定
、
具
体
的
解
決
策
の
提
示
と

い
う
計
画
論
的
な
一
連
の
流
れ
を
体
験
し
て

も
ら
え
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　た
だ
、
悩
ま
し
い
の
は
「
計
画
す
る
こ
と
」

あ
る
い
は
「
提
案
す
る
こ
と
」
を
卒
業
研
究

の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
ど
う
扱
う
か
で

す
。
本
学
部
に
所
属
す
る
学
生
の
間
で
は
地

域
の
将
来
像
に
つ
い
て
提
案
を
し
た
い
と
い

う
志
向
性
が
強
く
、
そ
う
し
た
学
生
が
集
う

こ
と
は
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
を
思
う
と

き
に
と
て
も
心
強
い
こ
と
で
す
。し
か
し「
計

画
す
る
」「
提
案
す
る
」
た
め
に
は
そ
の
前
提

と
し
て
地
域
の
現
状
や
課
題
を
し
っ
か
り
分

析
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ス
テ
ッ
プ

を
一
足
飛
び
に
し
て
計
画
や
提
案
の
ア
イ

デ
ィ
ア
出
し
を
す
る
こ
と
の
興
味
深
さ
・
面

白
さ
の
み
に
目
を
引
か
れ
、
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

な
卒
業
研
究
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
た
め
に

も
、
当
ゼ
ミ
で
は
ま
ず
学
生
自
身
が
問
題
意

識
を
持
ち
、
自
分
の
目
で
見
る
こ
と
、
そ
し

て
考
え
る
こ
と
、
そ
れ
ら
の
点
を
引
き
続
き

重
視
し
て
ゼ
ミ
運
営
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

の
4
分
野
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、

教
員
も
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
応
じ

た
多
彩
な
専
門
的
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
有
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、「
理
論
と
実
践
の
両
面

か
ら
学
ぶ
」
と
い
う
点
に
関
し
て

は
演
習
科
目
が
大
き
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
本
学

で
特
筆
す
べ
き
な
の
が
「
観
光
ま

ち
づ
く
り
演
習
」
で
す
。「
調
査

手
法
を
身
に
つ
け
る
」（
同
演
習

Ⅰ
）↓「
地
域
の
特
性
・
課
題
を
分

析
す
る
」（
同
演
習
Ⅱ
）↓「
地
域
に

対
し
て
構
想
・
提
案
を
行
う
」（
同

演
習
Ⅲ
）
と
い
う
よ
う
に
実
際
の

地
域
に
対
す
る
提
案
力
を
段
階
的

に
身
に
つ
け
る
必
修
科
目
で
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
重
視
し
た
実
践

的
な
演
習
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
演
習
と
並
行
す

る
形
で
少
人
数
で
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
1
年
次

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
大
学
で
の
学
び
の

基
礎
を
身
に
つ
け
る
「
導
入
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」

に
続
い
て
開
講
す
る
「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

A
」「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
B
」
も
本
学
部
の
特

徴
的
な
科
目
で
す
。
2
名
の
教
員
が
ペ
ア
に

な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
応
じ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
も
の
で
、
文
献
講
読

や
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
で
の
ま
ち
歩
き
、
宿
泊

を
伴
う
遠
隔
地
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
ま

で
そ
の
実
施
形
態
も
内
容
も
様
々
で
す
。
学

生
は
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
や
そ
の
他
の
講
義
を

通
じ
て
各
教
員
の
幅
広
い
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
一
端
に
触
れ
、
ま
た
2
年
次
後
期
に
開

催
さ
れ
る
オ
ー
プ
ン
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
参
加
す

る
な
ど
し
て
、
3
年
次
・
4
年
次
と
2
カ
年

に
わ
た
っ
て
所
属
す
る
ゼ
ミ
を
選
ぶ
こ
と
に

な
り
ま
す
。
3
年
次
の
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の

進
め
方
は
担
当
教
員
に
よ
り
様
々
で
す
が
、

前
期
か
ら
夏
休
み
に
か
け
て
基
礎
的
な
レ
ク

チ
ャ
ー
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
後

期
に
入
る
と
モ
ー
ド
を
切
り
替
え
て
卒
業
研

　國
學
院
大
學
は
1
8
8
2
年
に
創
立
さ
れ

た
皇
典
講
究
所
を
母
体
と
し
て
産
声
を
上

げ
、
1
9
2
0
年
に
大
学
令
に
よ
る
大
学
へ

と
昇
格
し
ま
し
た
。
皇
典
講
究
所
創
立
か
ら

数
え
て
1
4
0
周
年
に
当
た
る
2
0
2
2
年

4
月
、
本
学
で
6
番
目
の
学
部
と
し
て
横
浜

市
青
葉
区
の
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
に

開
設
さ
れ
た
の
が
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
で

す
。
す
な
わ
ち
2
0
2
5
年
度
に
い
た
っ
て

初
め
て
1
年
生
か
ら
4
年
生
ま
で
の
4
学
年

在
）。
こ
の
中
に
は
必
ず
し
も
学
部
・
学
科

単
位
で
「
観
光
」
の
看
板
を
掲
げ
て
い
な
い

例
も
含
ま
れ
ま
す
が
、
私
自
身
の
出
身
を
振

り
返
っ
て
「
農
学
を
学
べ
る
大
学
」
に
つ
い

て
同
様
に
検
索
し
た
結
果
が
1
1
5
件
に
と

ど
ま
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
観
光
に
対
す

る
社
会
的
関
心
の
高
ま
り
に
ま
だ
ま
だ
勢
い

を
感
じ
る
次
第
で
す
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
新
た
に
観
光
系

の
学
部
を
開
設
す
る
に
当
た
っ
て
本
学
部
が

掲
げ
た
の
は
「
地
域
を
見
つ
め
、
地
域
を
動

か
す
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、「
地
域
か

ら
観
光
を
考
え
る
」「
理
論
と
実
践
の
両
面

か
ら
学
ぶ
」「
文
系
と
理
系
の
垣
根
を
越
え

て
学
ぶ
」
と
い
う
3
点
が
学
び
の
大
き
な
特

徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　先
述
し
た
本
学
部
の
学
び
の
特
徴
を
支
え

て
い
る
の
が
教
員
の
専
門
的
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
多
様
性
で
す
。
観
光
は
産
業
界
と
し

て
捉
え
て
も
裾
野
が
広
く
横
断
的
・
複
合
的

で
す
が
、
学
問
領
域
と
し
て
も
分
野
横
断
的

で
あ
り
ア
プ
ロ
ー
チ
も
多
彩
で
す
。

　特
に
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
専
門
的

な
内
容
を
学
ぶ
「
展
開
科
目
」
は
地
域
を
取

り
巻
く
社
会
の
構
造
お
よ
び
社
会
意
識
の
実

究
の
テ
ー
マ
を
検
討
し
始
め
る
ケ
ー
ス
が
多

い
よ
う
で
す
。

　こ
こ
で
少
々
自
分
自
身
の
こ
と
に
触
れ
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
も
と
も
と
生
態

学
な
ど
マ
ク
ロ
な
生
物
学
系
の
学
問
に
関

心
が
あ
っ
て
大
学
で
は
農
学
部
林
学
科
の

造
園
の
研
究
室
に
所
属
し
、
学
部
で
は
ク

ロ
マ
ツ
の
高
木
が
残
る
住
宅
地
の
景
観
を
、

大
学
院
修
士
課
程
で
は
駐
車
場
を
中
心
と

す
る
観
光
地
の
空
間
を
研
究
対
象
と
し
て

取
り
上
げ
ま
し
た
。

　大
学
院
で
の
修
士
課
程
修
了
後
は
財
団
法

人
日
本
交
通
公
社
（
現
・
公
益
財
団
法
人
日

本
交
通
公
社
）
に
て
自
治
体
の
観
光
計
画
策

定
業
務
、
観
光
庁
を
中
心
と
す
る
省
庁
の
観

光
関
連
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
20
年
勤
務
し
た
後

に
大
学
教
員
に
転
じ
、
現
在
教
員
と
し
て
10

年
目
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
大
学
へ

移
っ
た
際
、
90
分
単
位
の
講
義
を
15
回
シ

リ
ー
ズ
で
組
み
立
て
る
こ
と
以
上
に
戸
惑
っ

た
の
が
ゼ
ミ
の
運
営
で
し
た
。
自
分
自
身
の

「
専
門
」
を
ベ
ー
ス
に
進
め
れ
ば
よ
い
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
も
そ
も
自

分
の
専
門
と
は
何
な
の
か
。
自
身
の
こ
れ
ま

で
の
歩
み
に
確
た
る
自
信
を
持
て
ず
悩
ん
だ

末
、
大
学
時
代
に
所
属
し
た
研
究
室
に
由
来

す
る
「
造
園
学
」
に
加
え
、
実
務
経
験
に
基

づ
く
「
観
光
計
画
論
」、
個
人
的
な
関
心
に

基
づ
く
「
自
然
環
境
資
源
の
保
全
・
活
用
」

の
3
つ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
掲
げ
、
メ
イ

ン
テ
ー
マ
を
「
地
域
個
性
を
明
確
に
し
て
来

訪
者
の
体
験
価
値
を
高
め
る
方
策
の
検
討
」

と
設
定
し
て
ゼ
ミ
生
を
募
集
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　本
学
部
の
3
年
次
・
4
年
次
の
ゼ
ミ
（
科

目
と
し
て
は
「
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
並
び
に

「
卒
業
研
究
」）
は
い
ず
れ
も
必
修
科
目
で
、

学
生
は
専
任
教
員
が
開
講
す
る
27
の
ゼ
ミ
の

い
ず
れ
か
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

当
ゼ
ミ
に
は
現
在
4
年
生
13
名
、
3
年
生
12

名
が
所
属
し
て
お
り
、
本
学
部
が
送
り
出
す

初
の
卒
業
生
と
な
る
（
は
ず
の
）
4
年
生
は

1
ヶ
月
後
の
卒
業
論
文
※
1 

提
出
期
限
に
向

け
て
日
夜
格
闘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　3
年
次
は
、
ま
ず
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
自
然
環
境
資
源
を
中
心
と
す
る
地
域
資
源

の
保
全
・
活
用
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
地
域

個
性
を
明
確
に
提
示
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ

態
や
課
題
を
学
ぶ
Ⅰ
類
（
社
会
）、
地
域
を

取
り
巻
く
歴
史
・
文
化
、
自
然
な
ど
の
地
域

固
有
の
資
源
の
あ
り
方
と
保
全
管
理
を
学
ぶ

Ⅱ
類
（
資
源
）、
地
域
の
空
間
構
造
を
踏
ま

え
た
将
来
像
の
構
想
や
働
き
か
け
に
有
効
な

具
体
的
政
策
お
よ
び
計
画
を
学
ぶ
Ⅲ
類
（
政

策
・
計
画
）、
地
域
を
主
体
と
し
た
域
内
外

の
交
流
の
あ
り
方
と
そ
の
関
連
産
業
が
も
た

ら
す
経
済
効
果
を
学
ぶ
Ⅳ
類
（
交
流
・
産
業
）

ら
を
活
か
し
て
来
訪
者
の
体
験
価
値
を
向
上

さ
せ
る
方
策
を
ま
と
め
る
課
題
に
取
り
組
み

ま
す
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
対
象

地
の
主
要
な
地
域
資
源
の
保
全
／
活
用
の
状

況
を
把
握
し
て
現
状
の
課
題
を
整
理
す
る
と

と
も
に
、
今
後
必
要
と
考
え
ら
れ
る
方
策
に

つ
い
て
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
検
討
・

提
案
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
上
記

の
取
り
組
み
を
通
じ
て
自
分
自
身
の
関
心

領
域
（
研
究
テ
ー
マ
、
対
象
地
域
等
）
を
絞

り
込
ん
で
い
き
、
4
年
次
に
ス
ム
ー
ズ
に

卒
業
研
究
に
着
手
で
き
る
よ
う
準
備
を
整

え
ま
す
。

　最
初
の
イ
ベ
ン
ト
は
メ
ン
バ
ー
同
士
が
親

し
く
な
る
き
っ
か
け
作
り
も
兼
ね
て
5
月
の

週
末
に
実
施
す
る
日
帰
り
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
で
す
。
東
京
都
葛
飾
区
（
柴
又
帝
釈

天
・
矢
切
の
渡
し
お
よ
び
水
元
公
園
周
辺

地
区
）
を
訪
問
し
、
江
戸
川
下
流
域
右
岸
の

下
町
に
残
る
自
然
環
境
や
生
活
文
化
を
一

体
的
に
捉
え
て
域
内
で
の
滞
在
時
間
と
消

費
額
の
向
上
に
寄
与
す
る
方
策
に
つ
い
て

住
民
と
来
訪
者
双
方
の
視
点
を
意
識
し
て

検
討
し
ま
す
。

　夏
季
休
暇
中
の
8
月
下
旬
に
は
2
泊
3
日

で
長
野
県
松
本
市
（
松
本
市
街
お
よ
び
上
高

地
を
中
心
と
す
る
エ
リ
ア
）
を
訪
れ
ま
す
。

中
部
山
岳
国
立
公
園
の
上
高
地
と
そ
の
玄
関

口
と
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
松
本
の
ま
ち
の
有

機
的
な
連
携
に
よ
り
資
源
保
全
・
活
用
を
図

る
と
と
も
に
、
両
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
体
験
の

質
を
高
め
る
よ
う
な
、
も
し
く
は
新
た
な
体

験
の
価
値
を
創
造
す
る
よ
う
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
提
案
し
ま
す
。
滞
在
時
間
は
限
ら
れ

て
し
ま
い
ま
す
が
、
上
高
地
を
訪
れ
る
こ
と

を
楽
し
み
に
当
ゼ
ミ
を
選
ぶ
学
生
も
一
定
数

い
る
よ
う
で
す
。

　2
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
い
ず
れ
も

学
生
自
身
が
問
題
意
識
を
持
ち
、
自
分
の
目

で
見
る
こ
と
、
そ
し
て
考
え
る
こ
と
を
重
視

し
て
お
り
、
教
員
か
ら
は
「
対
象
地
で
何
を

ど
う
見
る
か
」
と
い
う
視
点
を
提
示
す
る
程

度
で
す
。
そ
の
た
め
学
生
側
の
準
備
次
第
で

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加
す
る
意
義
が
大

き
く
異
な
っ
て
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
教
員
側

で
よ
り
丁
寧
に
お
膳
立
て
を
し
て
フ
ィ
ー
ル

ド
で
の
学
生
の
学
び
を
よ
り
高
め
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
先

に
紹
介
し
た
一
連
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
演
習

と
の
役
割
分
担
も
考
慮
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　松
本
・
上
高
地
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
振
り
返
り
と
取
り
ま
と
め
を
終
え
て
10
月

に
入
る
と
論
文
を
1
編
選
ん
で
紹
介
す
る

ワ
ー
ク
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
れ
ま
で
断
片

的
に
し
か
学
術
論
文
に
触
れ
て
こ
な
か
っ
た

よ
う
な
学
生
も
、こ
の
ワ
ー
ク
を
通
じ
て「
自

が
そ
ろ
っ
た
極
め
て
「
若
い
」
学
部
で
、
現

在
の
4
年
生
が
学
部
に
お
い
て
も
ゼ
ミ
に
お

い
て
も
「
1
期
生
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
1
学
年
の
定
員
が
3
0
0
名
と
な
か
な

か
の
大
所
帯
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
学
部
の

「
若
さ
」
と
相
ま
っ
て
活
気
あ
ふ
れ
る
光
景

が
キ
ャ
ン
パ
ス
の
い
た
る
所
で
日
々
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　ご
存
じ
の
と
お
り
観
光
系
の
学
部
・
学
科

も
か
な
り
増
え
ま
し
た
。
例
え
ば
高
校
生
が

進
路
選
択
の
際
に
利
用
す
る
W
e
b
サ
イ
ト

「
ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ
進
路
」
で
「
観
光
学
を
学

べ
る
大
学
」
を
検
索
す
る
と
2
5
1
件
が

ヒ
ッ
ト
し
ま
す
（
2
0
2
5
年
11
月
1
日
現

3
．当
ゼ
ミ
の
活
動

写真1）寺家ふるさと村（横浜市青葉区）での基礎ゼミナールＡの様子【写真2】矢切の渡し付近でのフィールドワークの様子【写真3】上高地でのフィールドワークの様子

分
が
卒
業
論
文
を
執
筆
す
る
」
こ
と
を
意
識

し
て
真
剣
に
研
究
テ
ー
マ
を
検
討
す
る
姿
が

見
ら
れ
ま
す
。
最
後
に
簡
易
な
「
研
究
計
画

案
」
を
作
成
し
て
3
年
次
の
ゼ
ミ
活
動
は
終

了
と
な
り
ま
す
。

　4
年
次
の
ゼ
ミ
活
動
は
そ
れ
ぞ
れ
の
就
職

活
動
と
並
行
し
て
不
安
定
な
ス
タ
ー
ト
と
な

ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
が
、
3
年
次
の
最
後
に

ま
と
め
た
研
究
計
画
案
を
発
展
さ
せ
て
5
月

半
ば
に
は
研
究
題
目
、
背
景
・
目
的
、
研
究

方
法
、
予
想
さ
れ
る
結
論
等
を
含
む
「
第
一

次
研
究
計
画
」
を
、
夏
休
み
前
に
は
事
前
調

査
の
実
施
・
分
析
を
通
し
て
再
構
築
し
た「
第

二
次
研
究
計
画
」
と
同
計
画
に
沿
っ
て
夏
季

休
暇
中
に
実
施
す
る
「
調
査
計
画
」
を
提
出

し
ま
す
。

　夏
休
み
明
け
に
は
夏
季
休
暇
中
の
調
査
報

告
を
含
む
中
間
発
表
会
を
実
施
し
ま
す
。
こ

こ
ま
で
く
る
と
就
職
活
動
も
一
段
落
し
て
よ

う
や
く
卒
業
研
究
に
本
腰
が
入
っ
て
く
る
印

象
で
す
が
、
卒
業
研
究
の
提
出
期
限
が
12
月

中
旬
な
の
で
、
す
で
に
残
さ
れ
た
時
間
は

3
ヶ
月
と
な
っ
て
お
り
、
指
導
す
る
教
員
側

へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
一
段
と
高
ま
る
時
期

と
い
え
ま
す
。

　さ
て
、先
に
触
れ
た
と
お
り
当
ゼ
ミ
は「
造

園
学
」「
観
光
計
画
論
」「
自
然
環
境
資
源
の

保
全
・
活
用
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
提
示

し
て
い
る
の
で
す
が
、
以
下
に
示
す
1
期
生

13
名
の
研
究
テ
ー
マ
※
2 

を
見
る
と
か
な
り

振
れ
幅
が
あ
る
こ
と
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
教
員
側
の
指
導
が

行
き
届
い
て
い
な
い
た
め
と
捉
え
る
こ
と
も

で
き
る
の
で
す
が
、
私
自
身
は
学
生
が
自
分

自
身
の
内
面
と
対
話
す
る
こ
と
で
主
体
的
に

研
究
テ
ー
マ
を
追
求
し
た
結
果
と
し
て
前
向

き
に
捉
え
て
い
ま
す
。

○
都
市
近
郊
に
立
地
す
る
緑
地
空
間
の
多
面

的
機
能
評
価

○
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
中
心
と
し
た

埋
立
地
空
間
の
歴
史
的
変
遷

○
学
術
機
関
集
積
地
に
お
け
る
テ
ク
ノ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
現
状
と
可
能
性

○
温
泉
地
の
独
自
色
に
つ
な
が
る
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
の
特
性
の
歴
史
的
関
係
性

○
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
景
観
ま
ち
づ
く
り
と
住

民
評
価
に
関
す
る
比
較
分
析

○
場
所
の
記
憶
を
守
り
住
民
が
愛
着
を
持
て

る
地
域
づ
く
り

○
観
光
地
で
の
食
べ
歩
き
に
見
る
「
地
域
ら

し
さ
」
の
表
現

○
関
係
人
口
の
創
出
・
維
持
の
プ
ロ
セ
ス
と

そ
の
要
因

○
地
方
都
市
の
湧
水
空
間
に
お
け
る
ソ
フ
ト

面
を
中
心
と
し
た
保
全
・
活
用
方
策

○
遊
漁
を
め
ぐ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
管
理
の
課
題

○
重
要
文
化
的
景
観
の
観
光
活
用
の
課
題
と

可
能
性

○
S
N
S
に
見
る
自
然
と
の
関
わ
り
が
も
た

ら
す
「
い
や
し
」
の
考
察

○
国
立
公
園
等
に
お
け
る
自
然
風
景
維
持
活

動
に
関
す
る
比
較
分
析

　ま
だ
1
期
生
が
卒
業
論
文
の
完
成
に
向
け

て
苦
闘
し
て
い
る
途
上
で
あ
り
卒
業
生
も
輩

出
し
て
い
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一

連
の
当
ゼ
ミ
で
の
活
動
を
通
し
て
、
ゼ
ミ
生

に
は
地
域
の
自
然
環
境
資
源
に
注
目
し
、
現

状
の
把
握
、
課
題
の
整
理
、
課
題
解
決
に
向

け
た
方
針
決
定
、
具
体
的
解
決
策
の
提
示
と

い
う
計
画
論
的
な
一
連
の
流
れ
を
体
験
し
て

も
ら
え
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　た
だ
、
悩
ま
し
い
の
は
「
計
画
す
る
こ
と
」

あ
る
い
は
「
提
案
す
る
こ
と
」
を
卒
業
研
究

の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
ど
う
扱
う
か
で

す
。
本
学
部
に
所
属
す
る
学
生
の
間
で
は
地

域
の
将
来
像
に
つ
い
て
提
案
を
し
た
い
と
い

う
志
向
性
が
強
く
、
そ
う
し
た
学
生
が
集
う

こ
と
は
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
を
思
う
と

き
に
と
て
も
心
強
い
こ
と
で
す
。し
か
し「
計

画
す
る
」「
提
案
す
る
」
た
め
に
は
そ
の
前
提

と
し
て
地
域
の
現
状
や
課
題
を
し
っ
か
り
分

析
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ス
テ
ッ
プ

を
一
足
飛
び
に
し
て
計
画
や
提
案
の
ア
イ

デ
ィ
ア
出
し
を
す
る
こ
と
の
興
味
深
さ
・
面

白
さ
の
み
に
目
を
引
か
れ
、
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

な
卒
業
研
究
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
た
め
に

も
、
当
ゼ
ミ
で
は
ま
ず
学
生
自
身
が
問
題
意

識
を
持
ち
、
自
分
の
目
で
見
る
こ
と
、
そ
し

て
考
え
る
こ
と
、
そ
れ
ら
の
点
を
引
き
続
き

重
視
し
て
ゼ
ミ
運
営
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

<3年次通年必修>
専門ゼミナール
<4年次通年必修>
卒業研究

<3年次前期必修>
 観光まちづくり演習Ⅲ
（構想・提案）

<1年次後期選択>
基礎ゼミナールA
<2年次前期選択>
基礎ゼミナールB

<2年次後期必修>
 観光まちづくり演習Ⅱ
（地域分析）

基本的な学習法、
地域の見方や
調査法を知る

 <1年次前期必修>
導入ゼミナール

<2年次前期必修>
 観光まちづくり演習Ⅰ
（調査手法）

4年間の流れ ゼミナール 観光まちづくり演習

図 1 観光まちづくり学部での演習系科目の流れ

地域の
特性や課題を
把握・分析する

地域の
構想・提案を

つくる

【
3
年
次
の
活
動
】

※
1
…
本
学
部
の
卒
業
研
究
の
最
終
成
果
物
と
し
て
卒
業
論

文
の
ほ
か
、
卒
業
計
画
、
卒
業
制
作
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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三 校



ゼ
ミ
を
通
し
て
見
る
大
学
の
今

國
學
院
大
學 

観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
科

堀
木
ゼ
ミ

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

27
回

第

堀
木
美
告（
ほ
り
き・み
つ
ぐ
）

國
學
院
大
學
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
教
授
。東
京
大
学
農
学

部
林
学
科
卒
業
、同
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
森
林
科

学
専
攻
修
士
課
程
修
了
。（
公
財
）日
本
交
通
公
社
に
て
自
治

体
の
観
光
計
画
策
定
業
務
等
に
従
事
し
た
後
、淑
徳
大
学
経

営
学
部
観
光
経
営
学
科
准
教
授
を
経
て
現
職
。専
門
は
造
園
学
を
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
と
し
た
観
光
計
画
論
、観
光
資
源
論
。主
な
著
書
に「『
観
光
ま
ち
づ
く

り
』の
た
め
の
地
域
の
見
方・調
べ
方・考
え
方
」（
共
著
、朝
倉
書
店
、2
0
2
3

年
）、「
観
光
経
営
学
入
門
」（
共
著
、建
帛
社
、2
0
2
4
年
）な
ど
。

1
期
生
の

卒
業
論
文

完
成
に
向
け
て

の
4
分
野
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、

教
員
も
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
応
じ

た
多
彩
な
専
門
的
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
有
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、「
理
論
と
実
践
の
両
面

か
ら
学
ぶ
」
と
い
う
点
に
関
し
て

は
演
習
科
目
が
大
き
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
本
学

で
特
筆
す
べ
き
な
の
が
「
観
光
ま

ち
づ
く
り
演
習
」
で
す
。「
調
査

手
法
を
身
に
つ
け
る
」（
同
演
習

Ⅰ
）↓「
地
域
の
特
性
・
課
題
を
分

析
す
る
」（
同
演
習
Ⅱ
）↓「
地
域
に

対
し
て
構
想
・
提
案
を
行
う
」（
同

演
習
Ⅲ
）
と
い
う
よ
う
に
実
際
の

地
域
に
対
す
る
提
案
力
を
段
階
的

に
身
に
つ
け
る
必
修
科
目
で
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
重
視
し
た
実
践

的
な
演
習
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
演
習
と
並
行
す

る
形
で
少
人
数
で
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
1
年
次

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
大
学
で
の
学
び
の

基
礎
を
身
に
つ
け
る
「
導
入
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」

に
続
い
て
開
講
す
る
「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

A
」「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
B
」
も
本
学
部
の
特

徴
的
な
科
目
で
す
。
2
名
の
教
員
が
ペ
ア
に

な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
応
じ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
も
の
で
、
文
献
講
読

や
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
で
の
ま
ち
歩
き
、
宿
泊

を
伴
う
遠
隔
地
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
ま

で
そ
の
実
施
形
態
も
内
容
も
様
々
で
す
。
学

生
は
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
や
そ
の
他
の
講
義
を

通
じ
て
各
教
員
の
幅
広
い
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
一
端
に
触
れ
、
ま
た
2
年
次
後
期
に
開

催
さ
れ
る
オ
ー
プ
ン
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
参
加
す

る
な
ど
し
て
、
3
年
次
・
4
年
次
と
2
カ
年

に
わ
た
っ
て
所
属
す
る
ゼ
ミ
を
選
ぶ
こ
と
に

な
り
ま
す
。
3
年
次
の
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の

進
め
方
は
担
当
教
員
に
よ
り
様
々
で
す
が
、

前
期
か
ら
夏
休
み
に
か
け
て
基
礎
的
な
レ
ク

チ
ャ
ー
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
後

期
に
入
る
と
モ
ー
ド
を
切
り
替
え
て
卒
業
研

　國
學
院
大
學
は
1
8
8
2
年
に
創
立
さ
れ

た
皇
典
講
究
所
を
母
体
と
し
て
産
声
を
上

げ
、
1
9
2
0
年
に
大
学
令
に
よ
る
大
学
へ

と
昇
格
し
ま
し
た
。
皇
典
講
究
所
創
立
か
ら

数
え
て
1
4
0
周
年
に
当
た
る
2
0
2
2
年

4
月
、
本
学
で
6
番
目
の
学
部
と
し
て
横
浜

市
青
葉
区
の
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
に

開
設
さ
れ
た
の
が
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
で

す
。
す
な
わ
ち
2
0
2
5
年
度
に
い
た
っ
て

初
め
て
1
年
生
か
ら
4
年
生
ま
で
の
4
学
年

在
）。
こ
の
中
に
は
必
ず
し
も
学
部
・
学
科

単
位
で
「
観
光
」
の
看
板
を
掲
げ
て
い
な
い

例
も
含
ま
れ
ま
す
が
、
私
自
身
の
出
身
を
振

り
返
っ
て
「
農
学
を
学
べ
る
大
学
」
に
つ
い

て
同
様
に
検
索
し
た
結
果
が
1
1
5
件
に
と

ど
ま
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
観
光
に
対
す

る
社
会
的
関
心
の
高
ま
り
に
ま
だ
ま
だ
勢
い

を
感
じ
る
次
第
で
す
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
新
た
に
観
光
系

の
学
部
を
開
設
す
る
に
当
た
っ
て
本
学
部
が

掲
げ
た
の
は
「
地
域
を
見
つ
め
、
地
域
を
動

か
す
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、「
地
域
か

ら
観
光
を
考
え
る
」「
理
論
と
実
践
の
両
面

か
ら
学
ぶ
」「
文
系
と
理
系
の
垣
根
を
越
え

て
学
ぶ
」
と
い
う
3
点
が
学
び
の
大
き
な
特

徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　先
述
し
た
本
学
部
の
学
び
の
特
徴
を
支
え

て
い
る
の
が
教
員
の
専
門
的
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
多
様
性
で
す
。
観
光
は
産
業
界
と
し

て
捉
え
て
も
裾
野
が
広
く
横
断
的
・
複
合
的

で
す
が
、
学
問
領
域
と
し
て
も
分
野
横
断
的

で
あ
り
ア
プ
ロ
ー
チ
も
多
彩
で
す
。

　特
に
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
専
門
的

な
内
容
を
学
ぶ
「
展
開
科
目
」
は
地
域
を
取

り
巻
く
社
会
の
構
造
お
よ
び
社
会
意
識
の
実

究
の
テ
ー
マ
を
検
討
し
始
め
る
ケ
ー
ス
が
多

い
よ
う
で
す
。

　こ
こ
で
少
々
自
分
自
身
の
こ
と
に
触
れ
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
も
と
も
と
生
態

学
な
ど
マ
ク
ロ
な
生
物
学
系
の
学
問
に
関

心
が
あ
っ
て
大
学
で
は
農
学
部
林
学
科
の

造
園
の
研
究
室
に
所
属
し
、
学
部
で
は
ク

ロ
マ
ツ
の
高
木
が
残
る
住
宅
地
の
景
観
を
、

大
学
院
修
士
課
程
で
は
駐
車
場
を
中
心
と

す
る
観
光
地
の
空
間
を
研
究
対
象
と
し
て

取
り
上
げ
ま
し
た
。

　大
学
院
で
の
修
士
課
程
修
了
後
は
財
団
法

人
日
本
交
通
公
社
（
現
・
公
益
財
団
法
人
日

本
交
通
公
社
）
に
て
自
治
体
の
観
光
計
画
策

定
業
務
、
観
光
庁
を
中
心
と
す
る
省
庁
の
観

光
関
連
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
20
年
勤
務
し
た
後

に
大
学
教
員
に
転
じ
、
現
在
教
員
と
し
て
10

年
目
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
大
学
へ

移
っ
た
際
、
90
分
単
位
の
講
義
を
15
回
シ

リ
ー
ズ
で
組
み
立
て
る
こ
と
以
上
に
戸
惑
っ

た
の
が
ゼ
ミ
の
運
営
で
し
た
。
自
分
自
身
の

「
専
門
」
を
ベ
ー
ス
に
進
め
れ
ば
よ
い
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
も
そ
も
自

分
の
専
門
と
は
何
な
の
か
。
自
身
の
こ
れ
ま

で
の
歩
み
に
確
た
る
自
信
を
持
て
ず
悩
ん
だ

末
、
大
学
時
代
に
所
属
し
た
研
究
室
に
由
来

す
る
「
造
園
学
」
に
加
え
、
実
務
経
験
に
基

づ
く
「
観
光
計
画
論
」、
個
人
的
な
関
心
に

基
づ
く
「
自
然
環
境
資
源
の
保
全
・
活
用
」

の
3
つ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
掲
げ
、
メ
イ

ン
テ
ー
マ
を
「
地
域
個
性
を
明
確
に
し
て
来

訪
者
の
体
験
価
値
を
高
め
る
方
策
の
検
討
」

と
設
定
し
て
ゼ
ミ
生
を
募
集
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　本
学
部
の
3
年
次
・
4
年
次
の
ゼ
ミ
（
科

目
と
し
て
は
「
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
並
び
に

「
卒
業
研
究
」）
は
い
ず
れ
も
必
修
科
目
で
、

学
生
は
専
任
教
員
が
開
講
す
る
27
の
ゼ
ミ
の

い
ず
れ
か
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

当
ゼ
ミ
に
は
現
在
4
年
生
13
名
、
3
年
生
12

名
が
所
属
し
て
お
り
、
本
学
部
が
送
り
出
す

初
の
卒
業
生
と
な
る
（
は
ず
の
）
4
年
生
は

1
ヶ
月
後
の
卒
業
論
文
※
1 

提
出
期
限
に
向

け
て
日
夜
格
闘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　3
年
次
は
、
ま
ず
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
自
然
環
境
資
源
を
中
心
と
す
る
地
域
資
源

の
保
全
・
活
用
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
地
域

個
性
を
明
確
に
提
示
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ

態
や
課
題
を
学
ぶ
Ⅰ
類
（
社
会
）、
地
域
を

取
り
巻
く
歴
史
・
文
化
、
自
然
な
ど
の
地
域

固
有
の
資
源
の
あ
り
方
と
保
全
管
理
を
学
ぶ

Ⅱ
類
（
資
源
）、
地
域
の
空
間
構
造
を
踏
ま

え
た
将
来
像
の
構
想
や
働
き
か
け
に
有
効
な

具
体
的
政
策
お
よ
び
計
画
を
学
ぶ
Ⅲ
類
（
政

策
・
計
画
）、
地
域
を
主
体
と
し
た
域
内
外

の
交
流
の
あ
り
方
と
そ
の
関
連
産
業
が
も
た

ら
す
経
済
効
果
を
学
ぶ
Ⅳ
類
（
交
流
・
産
業
）

ら
を
活
か
し
て
来
訪
者
の
体
験
価
値
を
向
上

さ
せ
る
方
策
を
ま
と
め
る
課
題
に
取
り
組
み

ま
す
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
対
象

地
の
主
要
な
地
域
資
源
の
保
全
／
活
用
の
状

況
を
把
握
し
て
現
状
の
課
題
を
整
理
す
る
と

と
も
に
、
今
後
必
要
と
考
え
ら
れ
る
方
策
に

つ
い
て
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
検
討
・

提
案
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
上
記

の
取
り
組
み
を
通
じ
て
自
分
自
身
の
関
心

領
域
（
研
究
テ
ー
マ
、
対
象
地
域
等
）
を
絞

り
込
ん
で
い
き
、
4
年
次
に
ス
ム
ー
ズ
に

卒
業
研
究
に
着
手
で
き
る
よ
う
準
備
を
整

え
ま
す
。

　最
初
の
イ
ベ
ン
ト
は
メ
ン
バ
ー
同
士
が
親

し
く
な
る
き
っ
か
け
作
り
も
兼
ね
て
5
月
の

週
末
に
実
施
す
る
日
帰
り
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
で
す
。
東
京
都
葛
飾
区
（
柴
又
帝
釈

天
・
矢
切
の
渡
し
お
よ
び
水
元
公
園
周
辺

地
区
）
を
訪
問
し
、
江
戸
川
下
流
域
右
岸
の

下
町
に
残
る
自
然
環
境
や
生
活
文
化
を
一

体
的
に
捉
え
て
域
内
で
の
滞
在
時
間
と
消

費
額
の
向
上
に
寄
与
す
る
方
策
に
つ
い
て

住
民
と
来
訪
者
双
方
の
視
点
を
意
識
し
て

検
討
し
ま
す
。

　夏
季
休
暇
中
の
8
月
下
旬
に
は
2
泊
3
日

で
長
野
県
松
本
市
（
松
本
市
街
お
よ
び
上
高

地
を
中
心
と
す
る
エ
リ
ア
）
を
訪
れ
ま
す
。

中
部
山
岳
国
立
公
園
の
上
高
地
と
そ
の
玄
関

口
と
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
松
本
の
ま
ち
の
有

機
的
な
連
携
に
よ
り
資
源
保
全
・
活
用
を
図

る
と
と
も
に
、
両
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
体
験
の

質
を
高
め
る
よ
う
な
、
も
し
く
は
新
た
な
体

験
の
価
値
を
創
造
す
る
よ
う
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
提
案
し
ま
す
。
滞
在
時
間
は
限
ら
れ

て
し
ま
い
ま
す
が
、
上
高
地
を
訪
れ
る
こ
と

を
楽
し
み
に
当
ゼ
ミ
を
選
ぶ
学
生
も
一
定
数

い
る
よ
う
で
す
。

　2
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
い
ず
れ
も

学
生
自
身
が
問
題
意
識
を
持
ち
、
自
分
の
目

で
見
る
こ
と
、
そ
し
て
考
え
る
こ
と
を
重
視

し
て
お
り
、
教
員
か
ら
は
「
対
象
地
で
何
を

ど
う
見
る
か
」
と
い
う
視
点
を
提
示
す
る
程

度
で
す
。
そ
の
た
め
学
生
側
の
準
備
次
第
で

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加
す
る
意
義
が
大

き
く
異
な
っ
て
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
教
員
側

で
よ
り
丁
寧
に
お
膳
立
て
を
し
て
フ
ィ
ー
ル

ド
で
の
学
生
の
学
び
を
よ
り
高
め
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
先

に
紹
介
し
た
一
連
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
演
習

と
の
役
割
分
担
も
考
慮
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　松
本
・
上
高
地
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
振
り
返
り
と
取
り
ま
と
め
を
終
え
て
10
月

に
入
る
と
論
文
を
1
編
選
ん
で
紹
介
す
る

ワ
ー
ク
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
れ
ま
で
断
片

的
に
し
か
学
術
論
文
に
触
れ
て
こ
な
か
っ
た

よ
う
な
学
生
も
、こ
の
ワ
ー
ク
を
通
じ
て「
自

が
そ
ろ
っ
た
極
め
て
「
若
い
」
学
部
で
、
現

在
の
4
年
生
が
学
部
に
お
い
て
も
ゼ
ミ
に
お

い
て
も
「
1
期
生
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
1
学
年
の
定
員
が
3
0
0
名
と
な
か
な

か
の
大
所
帯
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
学
部
の

「
若
さ
」
と
相
ま
っ
て
活
気
あ
ふ
れ
る
光
景

が
キ
ャ
ン
パ
ス
の
い
た
る
所
で
日
々
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　ご
存
じ
の
と
お
り
観
光
系
の
学
部
・
学
科

も
か
な
り
増
え
ま
し
た
。
例
え
ば
高
校
生
が

進
路
選
択
の
際
に
利
用
す
る
W
e
b
サ
イ
ト

「
ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ
進
路
」
で
「
観
光
学
を
学

べ
る
大
学
」
を
検
索
す
る
と
2
5
1
件
が

ヒ
ッ
ト
し
ま
す
（
2
0
2
5
年
11
月
1
日
現

1
．観
光
ま
ち
づ
く
り

学
部
の
立
ち
位
置

2
．教
育
体
系
の
概
要

分
が
卒
業
論
文
を
執
筆
す
る
」
こ
と
を
意
識

し
て
真
剣
に
研
究
テ
ー
マ
を
検
討
す
る
姿
が

見
ら
れ
ま
す
。
最
後
に
簡
易
な
「
研
究
計
画

案
」
を
作
成
し
て
3
年
次
の
ゼ
ミ
活
動
は
終

了
と
な
り
ま
す
。

　4
年
次
の
ゼ
ミ
活
動
は
そ
れ
ぞ
れ
の
就
職

活
動
と
並
行
し
て
不
安
定
な
ス
タ
ー
ト
と
な

ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
が
、
3
年
次
の
最
後
に

ま
と
め
た
研
究
計
画
案
を
発
展
さ
せ
て
5
月

半
ば
に
は
研
究
題
目
、
背
景
・
目
的
、
研
究

方
法
、
予
想
さ
れ
る
結
論
等
を
含
む
「
第
一

次
研
究
計
画
」
を
、
夏
休
み
前
に
は
事
前
調

査
の
実
施
・
分
析
を
通
し
て
再
構
築
し
た「
第

二
次
研
究
計
画
」
と
同
計
画
に
沿
っ
て
夏
季

休
暇
中
に
実
施
す
る
「
調
査
計
画
」
を
提
出

し
ま
す
。

　夏
休
み
明
け
に
は
夏
季
休
暇
中
の
調
査
報

告
を
含
む
中
間
発
表
会
を
実
施
し
ま
す
。
こ

こ
ま
で
く
る
と
就
職
活
動
も
一
段
落
し
て
よ

う
や
く
卒
業
研
究
に
本
腰
が
入
っ
て
く
る
印

象
で
す
が
、
卒
業
研
究
の
提
出
期
限
が
12
月

中
旬
な
の
で
、
す
で
に
残
さ
れ
た
時
間
は

3
ヶ
月
と
な
っ
て
お
り
、
指
導
す
る
教
員
側

へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
一
段
と
高
ま
る
時
期

と
い
え
ま
す
。

　さ
て
、先
に
触
れ
た
と
お
り
当
ゼ
ミ
は「
造

園
学
」「
観
光
計
画
論
」「
自
然
環
境
資
源
の

保
全
・
活
用
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
提
示

し
て
い
る
の
で
す
が
、
以
下
に
示
す
1
期
生

13
名
の
研
究
テ
ー
マ
※
2 

を
見
る
と
か
な
り

振
れ
幅
が
あ
る
こ
と
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
教
員
側
の
指
導
が

行
き
届
い
て
い
な
い
た
め
と
捉
え
る
こ
と
も

で
き
る
の
で
す
が
、
私
自
身
は
学
生
が
自
分

自
身
の
内
面
と
対
話
す
る
こ
と
で
主
体
的
に

研
究
テ
ー
マ
を
追
求
し
た
結
果
と
し
て
前
向

き
に
捉
え
て
い
ま
す
。

○
都
市
近
郊
に
立
地
す
る
緑
地
空
間
の
多
面

的
機
能
評
価

○
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
中
心
と
し
た

埋
立
地
空
間
の
歴
史
的
変
遷

○
学
術
機
関
集
積
地
に
お
け
る
テ
ク
ノ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
現
状
と
可
能
性

○
温
泉
地
の
独
自
色
に
つ
な
が
る
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
の
特
性
の
歴
史
的
関
係
性

○
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
景
観
ま
ち
づ
く
り
と
住

民
評
価
に
関
す
る
比
較
分
析

○
場
所
の
記
憶
を
守
り
住
民
が
愛
着
を
持
て

る
地
域
づ
く
り

○
観
光
地
で
の
食
べ
歩
き
に
見
る
「
地
域
ら

し
さ
」
の
表
現

○
関
係
人
口
の
創
出
・
維
持
の
プ
ロ
セ
ス
と

そ
の
要
因

○
地
方
都
市
の
湧
水
空
間
に
お
け
る
ソ
フ
ト

面
を
中
心
と
し
た
保
全
・
活
用
方
策

○
遊
漁
を
め
ぐ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
管
理
の
課
題

○
重
要
文
化
的
景
観
の
観
光
活
用
の
課
題
と

可
能
性

○
S
N
S
に
見
る
自
然
と
の
関
わ
り
が
も
た

ら
す
「
い
や
し
」
の
考
察

○
国
立
公
園
等
に
お
け
る
自
然
風
景
維
持
活

動
に
関
す
る
比
較
分
析

　ま
だ
1
期
生
が
卒
業
論
文
の
完
成
に
向
け

て
苦
闘
し
て
い
る
途
上
で
あ
り
卒
業
生
も
輩

出
し
て
い
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一

連
の
当
ゼ
ミ
で
の
活
動
を
通
し
て
、
ゼ
ミ
生

に
は
地
域
の
自
然
環
境
資
源
に
注
目
し
、
現

状
の
把
握
、
課
題
の
整
理
、
課
題
解
決
に
向

け
た
方
針
決
定
、
具
体
的
解
決
策
の
提
示
と

い
う
計
画
論
的
な
一
連
の
流
れ
を
体
験
し
て

も
ら
え
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　た
だ
、
悩
ま
し
い
の
は
「
計
画
す
る
こ
と
」

あ
る
い
は
「
提
案
す
る
こ
と
」
を
卒
業
研
究

の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
ど
う
扱
う
か
で

す
。
本
学
部
に
所
属
す
る
学
生
の
間
で
は
地

域
の
将
来
像
に
つ
い
て
提
案
を
し
た
い
と
い

う
志
向
性
が
強
く
、
そ
う
し
た
学
生
が
集
う

こ
と
は
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
を
思
う
と

き
に
と
て
も
心
強
い
こ
と
で
す
。し
か
し「
計

画
す
る
」「
提
案
す
る
」
た
め
に
は
そ
の
前
提

と
し
て
地
域
の
現
状
や
課
題
を
し
っ
か
り
分

析
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ス
テ
ッ
プ

を
一
足
飛
び
に
し
て
計
画
や
提
案
の
ア
イ

デ
ィ
ア
出
し
を
す
る
こ
と
の
興
味
深
さ
・
面

白
さ
の
み
に
目
を
引
か
れ
、
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

な
卒
業
研
究
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
た
め
に

も
、
当
ゼ
ミ
で
は
ま
ず
学
生
自
身
が
問
題
意

識
を
持
ち
、
自
分
の
目
で
見
る
こ
と
、
そ
し

て
考
え
る
こ
と
、
そ
れ
ら
の
点
を
引
き
続
き

重
視
し
て
ゼ
ミ
運
営
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

の
4
分
野
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、

教
員
も
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
応
じ

た
多
彩
な
専
門
的
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
有
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、「
理
論
と
実
践
の
両
面

か
ら
学
ぶ
」
と
い
う
点
に
関
し
て

は
演
習
科
目
が
大
き
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
本
学

で
特
筆
す
べ
き
な
の
が
「
観
光
ま

ち
づ
く
り
演
習
」
で
す
。「
調
査

手
法
を
身
に
つ
け
る
」（
同
演
習

Ⅰ
）↓「
地
域
の
特
性
・
課
題
を
分

析
す
る
」（
同
演
習
Ⅱ
）↓「
地
域
に

対
し
て
構
想
・
提
案
を
行
う
」（
同

演
習
Ⅲ
）
と
い
う
よ
う
に
実
際
の

地
域
に
対
す
る
提
案
力
を
段
階
的

に
身
に
つ
け
る
必
修
科
目
で
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
重
視
し
た
実
践

的
な
演
習
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
演
習
と
並
行
す

る
形
で
少
人
数
で
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
1
年
次

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
大
学
で
の
学
び
の

基
礎
を
身
に
つ
け
る
「
導
入
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」

に
続
い
て
開
講
す
る
「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

A
」「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
B
」
も
本
学
部
の
特

徴
的
な
科
目
で
す
。
2
名
の
教
員
が
ペ
ア
に

な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
応
じ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
も
の
で
、
文
献
講
読

や
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
で
の
ま
ち
歩
き
、
宿
泊

を
伴
う
遠
隔
地
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
ま

で
そ
の
実
施
形
態
も
内
容
も
様
々
で
す
。
学

生
は
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
や
そ
の
他
の
講
義
を

通
じ
て
各
教
員
の
幅
広
い
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
一
端
に
触
れ
、
ま
た
2
年
次
後
期
に
開

催
さ
れ
る
オ
ー
プ
ン
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
参
加
す

る
な
ど
し
て
、
3
年
次
・
4
年
次
と
2
カ
年

に
わ
た
っ
て
所
属
す
る
ゼ
ミ
を
選
ぶ
こ
と
に

な
り
ま
す
。
3
年
次
の
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の

進
め
方
は
担
当
教
員
に
よ
り
様
々
で
す
が
、

前
期
か
ら
夏
休
み
に
か
け
て
基
礎
的
な
レ
ク

チ
ャ
ー
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
後

期
に
入
る
と
モ
ー
ド
を
切
り
替
え
て
卒
業
研

　國
學
院
大
學
は
1
8
8
2
年
に
創
立
さ
れ

た
皇
典
講
究
所
を
母
体
と
し
て
産
声
を
上

げ
、
1
9
2
0
年
に
大
学
令
に
よ
る
大
学
へ

と
昇
格
し
ま
し
た
。
皇
典
講
究
所
創
立
か
ら

数
え
て
1
4
0
周
年
に
当
た
る
2
0
2
2
年

4
月
、
本
学
で
6
番
目
の
学
部
と
し
て
横
浜

市
青
葉
区
の
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
に

開
設
さ
れ
た
の
が
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
で

す
。
す
な
わ
ち
2
0
2
5
年
度
に
い
た
っ
て

初
め
て
1
年
生
か
ら
4
年
生
ま
で
の
4
学
年

在
）。
こ
の
中
に
は
必
ず
し
も
学
部
・
学
科

単
位
で
「
観
光
」
の
看
板
を
掲
げ
て
い
な
い

例
も
含
ま
れ
ま
す
が
、
私
自
身
の
出
身
を
振

り
返
っ
て
「
農
学
を
学
べ
る
大
学
」
に
つ
い

て
同
様
に
検
索
し
た
結
果
が
1
1
5
件
に
と

ど
ま
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
観
光
に
対
す

る
社
会
的
関
心
の
高
ま
り
に
ま
だ
ま
だ
勢
い

を
感
じ
る
次
第
で
す
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
新
た
に
観
光
系

の
学
部
を
開
設
す
る
に
当
た
っ
て
本
学
部
が

掲
げ
た
の
は
「
地
域
を
見
つ
め
、
地
域
を
動

か
す
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、「
地
域
か

ら
観
光
を
考
え
る
」「
理
論
と
実
践
の
両
面

か
ら
学
ぶ
」「
文
系
と
理
系
の
垣
根
を
越
え

て
学
ぶ
」
と
い
う
3
点
が
学
び
の
大
き
な
特

徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　先
述
し
た
本
学
部
の
学
び
の
特
徴
を
支
え

て
い
る
の
が
教
員
の
専
門
的
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
多
様
性
で
す
。
観
光
は
産
業
界
と
し

て
捉
え
て
も
裾
野
が
広
く
横
断
的
・
複
合
的

で
す
が
、
学
問
領
域
と
し
て
も
分
野
横
断
的

で
あ
り
ア
プ
ロ
ー
チ
も
多
彩
で
す
。

　特
に
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
専
門
的

な
内
容
を
学
ぶ
「
展
開
科
目
」
は
地
域
を
取

り
巻
く
社
会
の
構
造
お
よ
び
社
会
意
識
の
実

究
の
テ
ー
マ
を
検
討
し
始
め
る
ケ
ー
ス
が
多

い
よ
う
で
す
。

　こ
こ
で
少
々
自
分
自
身
の
こ
と
に
触
れ
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
も
と
も
と
生
態

学
な
ど
マ
ク
ロ
な
生
物
学
系
の
学
問
に
関

心
が
あ
っ
て
大
学
で
は
農
学
部
林
学
科
の

造
園
の
研
究
室
に
所
属
し
、
学
部
で
は
ク

ロ
マ
ツ
の
高
木
が
残
る
住
宅
地
の
景
観
を
、

大
学
院
修
士
課
程
で
は
駐
車
場
を
中
心
と

す
る
観
光
地
の
空
間
を
研
究
対
象
と
し
て

取
り
上
げ
ま
し
た
。

　大
学
院
で
の
修
士
課
程
修
了
後
は
財
団
法

人
日
本
交
通
公
社
（
現
・
公
益
財
団
法
人
日

本
交
通
公
社
）
に
て
自
治
体
の
観
光
計
画
策

定
業
務
、
観
光
庁
を
中
心
と
す
る
省
庁
の
観

光
関
連
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
20
年
勤
務
し
た
後

に
大
学
教
員
に
転
じ
、
現
在
教
員
と
し
て
10

年
目
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
大
学
へ

移
っ
た
際
、
90
分
単
位
の
講
義
を
15
回
シ

リ
ー
ズ
で
組
み
立
て
る
こ
と
以
上
に
戸
惑
っ

た
の
が
ゼ
ミ
の
運
営
で
し
た
。
自
分
自
身
の

「
専
門
」
を
ベ
ー
ス
に
進
め
れ
ば
よ
い
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
も
そ
も
自

分
の
専
門
と
は
何
な
の
か
。
自
身
の
こ
れ
ま

で
の
歩
み
に
確
た
る
自
信
を
持
て
ず
悩
ん
だ

末
、
大
学
時
代
に
所
属
し
た
研
究
室
に
由
来

す
る
「
造
園
学
」
に
加
え
、
実
務
経
験
に
基

づ
く
「
観
光
計
画
論
」、
個
人
的
な
関
心
に

基
づ
く
「
自
然
環
境
資
源
の
保
全
・
活
用
」

の
3
つ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
掲
げ
、
メ
イ

ン
テ
ー
マ
を
「
地
域
個
性
を
明
確
に
し
て
来

訪
者
の
体
験
価
値
を
高
め
る
方
策
の
検
討
」

と
設
定
し
て
ゼ
ミ
生
を
募
集
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　本
学
部
の
3
年
次
・
4
年
次
の
ゼ
ミ
（
科

目
と
し
て
は
「
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
並
び
に

「
卒
業
研
究
」）
は
い
ず
れ
も
必
修
科
目
で
、

学
生
は
専
任
教
員
が
開
講
す
る
27
の
ゼ
ミ
の

い
ず
れ
か
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

当
ゼ
ミ
に
は
現
在
4
年
生
13
名
、
3
年
生
12

名
が
所
属
し
て
お
り
、
本
学
部
が
送
り
出
す

初
の
卒
業
生
と
な
る
（
は
ず
の
）
4
年
生
は

1
ヶ
月
後
の
卒
業
論
文
※
1 

提
出
期
限
に
向

け
て
日
夜
格
闘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　3
年
次
は
、
ま
ず
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
自
然
環
境
資
源
を
中
心
と
す
る
地
域
資
源

の
保
全
・
活
用
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
地
域

個
性
を
明
確
に
提
示
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ

態
や
課
題
を
学
ぶ
Ⅰ
類
（
社
会
）、
地
域
を

取
り
巻
く
歴
史
・
文
化
、
自
然
な
ど
の
地
域

固
有
の
資
源
の
あ
り
方
と
保
全
管
理
を
学
ぶ

Ⅱ
類
（
資
源
）、
地
域
の
空
間
構
造
を
踏
ま

え
た
将
来
像
の
構
想
や
働
き
か
け
に
有
効
な

具
体
的
政
策
お
よ
び
計
画
を
学
ぶ
Ⅲ
類
（
政

策
・
計
画
）、
地
域
を
主
体
と
し
た
域
内
外

の
交
流
の
あ
り
方
と
そ
の
関
連
産
業
が
も
た

ら
す
経
済
効
果
を
学
ぶ
Ⅳ
類
（
交
流
・
産
業
）

ら
を
活
か
し
て
来
訪
者
の
体
験
価
値
を
向
上

さ
せ
る
方
策
を
ま
と
め
る
課
題
に
取
り
組
み

ま
す
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
対
象

地
の
主
要
な
地
域
資
源
の
保
全
／
活
用
の
状

況
を
把
握
し
て
現
状
の
課
題
を
整
理
す
る
と

と
も
に
、
今
後
必
要
と
考
え
ら
れ
る
方
策
に

つ
い
て
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
検
討
・

提
案
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
上
記

の
取
り
組
み
を
通
じ
て
自
分
自
身
の
関
心

領
域
（
研
究
テ
ー
マ
、
対
象
地
域
等
）
を
絞

り
込
ん
で
い
き
、
4
年
次
に
ス
ム
ー
ズ
に

卒
業
研
究
に
着
手
で
き
る
よ
う
準
備
を
整

え
ま
す
。

　最
初
の
イ
ベ
ン
ト
は
メ
ン
バ
ー
同
士
が
親

し
く
な
る
き
っ
か
け
作
り
も
兼
ね
て
5
月
の

週
末
に
実
施
す
る
日
帰
り
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
で
す
。
東
京
都
葛
飾
区
（
柴
又
帝
釈

天
・
矢
切
の
渡
し
お
よ
び
水
元
公
園
周
辺

地
区
）
を
訪
問
し
、
江
戸
川
下
流
域
右
岸
の

下
町
に
残
る
自
然
環
境
や
生
活
文
化
を
一

体
的
に
捉
え
て
域
内
で
の
滞
在
時
間
と
消

費
額
の
向
上
に
寄
与
す
る
方
策
に
つ
い
て

住
民
と
来
訪
者
双
方
の
視
点
を
意
識
し
て

検
討
し
ま
す
。

　夏
季
休
暇
中
の
8
月
下
旬
に
は
2
泊
3
日

で
長
野
県
松
本
市
（
松
本
市
街
お
よ
び
上
高

地
を
中
心
と
す
る
エ
リ
ア
）
を
訪
れ
ま
す
。

中
部
山
岳
国
立
公
園
の
上
高
地
と
そ
の
玄
関

口
と
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
松
本
の
ま
ち
の
有

機
的
な
連
携
に
よ
り
資
源
保
全
・
活
用
を
図

る
と
と
も
に
、
両
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
体
験
の

質
を
高
め
る
よ
う
な
、
も
し
く
は
新
た
な
体

験
の
価
値
を
創
造
す
る
よ
う
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
提
案
し
ま
す
。
滞
在
時
間
は
限
ら
れ

て
し
ま
い
ま
す
が
、
上
高
地
を
訪
れ
る
こ
と

を
楽
し
み
に
当
ゼ
ミ
を
選
ぶ
学
生
も
一
定
数

い
る
よ
う
で
す
。

　2
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
い
ず
れ
も

学
生
自
身
が
問
題
意
識
を
持
ち
、
自
分
の
目

で
見
る
こ
と
、
そ
し
て
考
え
る
こ
と
を
重
視

し
て
お
り
、
教
員
か
ら
は
「
対
象
地
で
何
を

ど
う
見
る
か
」
と
い
う
視
点
を
提
示
す
る
程

度
で
す
。
そ
の
た
め
学
生
側
の
準
備
次
第
で

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加
す
る
意
義
が
大

き
く
異
な
っ
て
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
教
員
側

で
よ
り
丁
寧
に
お
膳
立
て
を
し
て
フ
ィ
ー
ル

ド
で
の
学
生
の
学
び
を
よ
り
高
め
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
先

に
紹
介
し
た
一
連
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
演
習

と
の
役
割
分
担
も
考
慮
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　松
本
・
上
高
地
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
振
り
返
り
と
取
り
ま
と
め
を
終
え
て
10
月

に
入
る
と
論
文
を
1
編
選
ん
で
紹
介
す
る

ワ
ー
ク
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
れ
ま
で
断
片

的
に
し
か
学
術
論
文
に
触
れ
て
こ
な
か
っ
た

よ
う
な
学
生
も
、こ
の
ワ
ー
ク
を
通
じ
て「
自

が
そ
ろ
っ
た
極
め
て
「
若
い
」
学
部
で
、
現

在
の
4
年
生
が
学
部
に
お
い
て
も
ゼ
ミ
に
お

い
て
も
「
1
期
生
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
1
学
年
の
定
員
が
3
0
0
名
と
な
か
な

か
の
大
所
帯
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
学
部
の

「
若
さ
」
と
相
ま
っ
て
活
気
あ
ふ
れ
る
光
景

が
キ
ャ
ン
パ
ス
の
い
た
る
所
で
日
々
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　ご
存
じ
の
と
お
り
観
光
系
の
学
部
・
学
科

も
か
な
り
増
え
ま
し
た
。
例
え
ば
高
校
生
が

進
路
選
択
の
際
に
利
用
す
る
W
e
b
サ
イ
ト

「
ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ
進
路
」
で
「
観
光
学
を
学

べ
る
大
学
」
を
検
索
す
る
と
2
5
1
件
が

ヒ
ッ
ト
し
ま
す
（
2
0
2
5
年
11
月
1
日
現

3
．当
ゼ
ミ
の
活
動

【写真1】寺家ふるさと村（横浜市青葉区）での基礎ゼミナールＡの様子【写真2】矢切の渡し付近でのフィールドワークの様子【写真3】上高地でのフィールドワークの様子

分
が
卒
業
論
文
を
執
筆
す
る
」
こ
と
を
意
識

し
て
真
剣
に
研
究
テ
ー
マ
を
検
討
す
る
姿
が

見
ら
れ
ま
す
。
最
後
に
簡
易
な
「
研
究
計
画

案
」
を
作
成
し
て
3
年
次
の
ゼ
ミ
活
動
は
終

了
と
な
り
ま
す
。

　4
年
次
の
ゼ
ミ
活
動
は
そ
れ
ぞ
れ
の
就
職

活
動
と
並
行
し
て
不
安
定
な
ス
タ
ー
ト
と
な

ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
が
、
3
年
次
の
最
後
に

ま
と
め
た
研
究
計
画
案
を
発
展
さ
せ
て
5
月

半
ば
に
は
研
究
題
目
、
背
景
・
目
的
、
研
究

方
法
、
予
想
さ
れ
る
結
論
等
を
含
む
「
第
一

次
研
究
計
画
」
を
、
夏
休
み
前
に
は
事
前
調

査
の
実
施
・
分
析
を
通
し
て
再
構
築
し
た「
第

二
次
研
究
計
画
」
と
同
計
画
に
沿
っ
て
夏
季

休
暇
中
に
実
施
す
る
「
調
査
計
画
」
を
提
出

し
ま
す
。

　夏
休
み
明
け
に
は
夏
季
休
暇
中
の
調
査
報

告
を
含
む
中
間
発
表
会
を
実
施
し
ま
す
。
こ

こ
ま
で
く
る
と
就
職
活
動
も
一
段
落
し
て
よ

う
や
く
卒
業
研
究
に
本
腰
が
入
っ
て
く
る
印

象
で
す
が
、
卒
業
研
究
の
提
出
期
限
が
12
月

中
旬
な
の
で
、
す
で
に
残
さ
れ
た
時
間
は

3
ヶ
月
と
な
っ
て
お
り
、
指
導
す
る
教
員
側

へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
一
段
と
高
ま
る
時
期

と
い
え
ま
す
。

　さ
て
、先
に
触
れ
た
と
お
り
当
ゼ
ミ
は「
造

園
学
」「
観
光
計
画
論
」「
自
然
環
境
資
源
の

保
全
・
活
用
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
提
示

し
て
い
る
の
で
す
が
、
以
下
に
示
す
1
期
生

13
名
の
研
究
テ
ー
マ
※
2 

を
見
る
と
か
な
り

振
れ
幅
が
あ
る
こ
と
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
教
員
側
の
指
導
が

行
き
届
い
て
い
な
い
た
め
と
捉
え
る
こ
と
も

で
き
る
の
で
す
が
、
私
自
身
は
学
生
が
自
分

自
身
の
内
面
と
対
話
す
る
こ
と
で
主
体
的
に

研
究
テ
ー
マ
を
追
求
し
た
結
果
と
し
て
前
向

き
に
捉
え
て
い
ま
す
。

○
都
市
近
郊
に
立
地
す
る
緑
地
空
間
の
多
面

的
機
能
評
価

○
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
中
心
と
し
た

埋
立
地
空
間
の
歴
史
的
変
遷

○
学
術
機
関
集
積
地
に
お
け
る
テ
ク
ノ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
現
状
と
可
能
性

○
温
泉
地
の
独
自
色
に
つ
な
が
る
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
の
特
性
の
歴
史
的
関
係
性

○
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
景
観
ま
ち
づ
く
り
と
住

民
評
価
に
関
す
る
比
較
分
析

○
場
所
の
記
憶
を
守
り
住
民
が
愛
着
を
持
て

る
地
域
づ
く
り

○
観
光
地
で
の
食
べ
歩
き
に
見
る
「
地
域
ら

し
さ
」
の
表
現

○
関
係
人
口
の
創
出
・
維
持
の
プ
ロ
セ
ス
と

そ
の
要
因

○
地
方
都
市
の
湧
水
空
間
に
お
け
る
ソ
フ
ト

面
を
中
心
と
し
た
保
全
・
活
用
方
策

○
遊
漁
を
め
ぐ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
管
理
の
課
題

○
重
要
文
化
的
景
観
の
観
光
活
用
の
課
題
と

可
能
性

○
S
N
S
に
見
る
自
然
と
の
関
わ
り
が
も
た

ら
す
「
い
や
し
」
の
考
察

○
国
立
公
園
等
に
お
け
る
自
然
風
景
維
持
活

動
に
関
す
る
比
較
分
析

　ま
だ
1
期
生
が
卒
業
論
文
の
完
成
に
向
け

て
苦
闘
し
て
い
る
途
上
で
あ
り
卒
業
生
も
輩

出
し
て
い
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一

連
の
当
ゼ
ミ
で
の
活
動
を
通
し
て
、
ゼ
ミ
生

に
は
地
域
の
自
然
環
境
資
源
に
注
目
し
、
現

状
の
把
握
、
課
題
の
整
理
、
課
題
解
決
に
向

け
た
方
針
決
定
、
具
体
的
解
決
策
の
提
示
と

い
う
計
画
論
的
な
一
連
の
流
れ
を
体
験
し
て

も
ら
え
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　た
だ
、
悩
ま
し
い
の
は
「
計
画
す
る
こ
と
」

あ
る
い
は
「
提
案
す
る
こ
と
」
を
卒
業
研
究

の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
ど
う
扱
う
か
で

す
。
本
学
部
に
所
属
す
る
学
生
の
間
で
は
地

域
の
将
来
像
に
つ
い
て
提
案
を
し
た
い
と
い

う
志
向
性
が
強
く
、
そ
う
し
た
学
生
が
集
う

こ
と
は
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
を
思
う
と

き
に
と
て
も
心
強
い
こ
と
で
す
。し
か
し「
計

画
す
る
」「
提
案
す
る
」
た
め
に
は
そ
の
前
提

と
し
て
地
域
の
現
状
や
課
題
を
し
っ
か
り
分

析
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ス
テ
ッ
プ

を
一
足
飛
び
に
し
て
計
画
や
提
案
の
ア
イ

デ
ィ
ア
出
し
を
す
る
こ
と
の
興
味
深
さ
・
面

白
さ
の
み
に
目
を
引
か
れ
、
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

な
卒
業
研
究
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
た
め
に

も
、
当
ゼ
ミ
で
は
ま
ず
学
生
自
身
が
問
題
意

識
を
持
ち
、
自
分
の
目
で
見
る
こ
と
、
そ
し

て
考
え
る
こ
と
、
そ
れ
ら
の
点
を
引
き
続
き

重
視
し
て
ゼ
ミ
運
営
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

<3年次通年必修>
専門ゼミナール
<4年次通年必修>
卒業研究

<3年次前期必修>
 観光まちづくり演習Ⅲ
（構想・提案）

<1年次後期選択>
基礎ゼミナールA
<2年次前期選択>
基礎ゼミナールB

<2年次後期必修>
 観光まちづくり演習Ⅱ
（地域分析）

基本的な学習法、
地域の見方や
調査法を知る

 <1年次前期必修>
導入ゼミナール

<2年次前期必修>
 観光まちづくり演習Ⅰ
（調査手法）

4年間の流れ ゼミナール 観光まちづくり演習

図 1 観光まちづくり学部での演習系科目の流れ

地域の
特性や課題を
把握・分析する

地域の
構想・提案を

つくる

【
3
年
次
の
活
動
】

※
1
…
本
学
部
の
卒
業
研
究
の
最
終
成
果
物
と
し
て
卒
業
論

文
の
ほ
か
、
卒
業
計
画
、
卒
業
制
作
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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の
4
分
野
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、

教
員
も
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
応
じ

た
多
彩
な
専
門
的
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
有
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、「
理
論
と
実
践
の
両
面

か
ら
学
ぶ
」
と
い
う
点
に
関
し
て

は
演
習
科
目
が
大
き
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
本
学

で
特
筆
す
べ
き
な
の
が
「
観
光
ま

ち
づ
く
り
演
習
」
で
す
。「
調
査

手
法
を
身
に
つ
け
る
」（
同
演
習

Ⅰ
）↓「
地
域
の
特
性
・
課
題
を
分

析
す
る
」（
同
演
習
Ⅱ
）↓「
地
域
に

対
し
て
構
想
・
提
案
を
行
う
」（
同

演
習
Ⅲ
）
と
い
う
よ
う
に
実
際
の

地
域
に
対
す
る
提
案
力
を
段
階
的

に
身
に
つ
け
る
必
修
科
目
で
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
重
視
し
た
実
践

的
な
演
習
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
演
習
と
並
行
す

る
形
で
少
人
数
で
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
1
年
次

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
大
学
で
の
学
び
の

基
礎
を
身
に
つ
け
る
「
導
入
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」

に
続
い
て
開
講
す
る
「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

A
」「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
B
」
も
本
学
部
の
特

徴
的
な
科
目
で
す
。
2
名
の
教
員
が
ペ
ア
に

な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
応
じ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
も
の
で
、
文
献
講
読

や
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
で
の
ま
ち
歩
き
、
宿
泊

を
伴
う
遠
隔
地
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
ま

で
そ
の
実
施
形
態
も
内
容
も
様
々
で
す
。
学

生
は
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
や
そ
の
他
の
講
義
を

通
じ
て
各
教
員
の
幅
広
い
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
一
端
に
触
れ
、
ま
た
2
年
次
後
期
に
開

催
さ
れ
る
オ
ー
プ
ン
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
参
加
す

る
な
ど
し
て
、
3
年
次
・
4
年
次
と
2
カ
年

に
わ
た
っ
て
所
属
す
る
ゼ
ミ
を
選
ぶ
こ
と
に

な
り
ま
す
。
3
年
次
の
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の

進
め
方
は
担
当
教
員
に
よ
り
様
々
で
す
が
、

前
期
か
ら
夏
休
み
に
か
け
て
基
礎
的
な
レ
ク

チ
ャ
ー
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
後

期
に
入
る
と
モ
ー
ド
を
切
り
替
え
て
卒
業
研

　國
學
院
大
學
は
1
8
8
2
年
に
創
立
さ
れ

た
皇
典
講
究
所
を
母
体
と
し
て
産
声
を
上

げ
、
1
9
2
0
年
に
大
学
令
に
よ
る
大
学
へ

と
昇
格
し
ま
し
た
。
皇
典
講
究
所
創
立
か
ら

数
え
て
1
4
0
周
年
に
当
た
る
2
0
2
2
年

4
月
、
本
学
で
6
番
目
の
学
部
と
し
て
横
浜

市
青
葉
区
の
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
に

開
設
さ
れ
た
の
が
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
で

す
。
す
な
わ
ち
2
0
2
5
年
度
に
い
た
っ
て

初
め
て
1
年
生
か
ら
4
年
生
ま
で
の
4
学
年

在
）。
こ
の
中
に
は
必
ず
し
も
学
部
・
学
科

単
位
で
「
観
光
」
の
看
板
を
掲
げ
て
い
な
い

例
も
含
ま
れ
ま
す
が
、
私
自
身
の
出
身
を
振

り
返
っ
て
「
農
学
を
学
べ
る
大
学
」
に
つ
い

て
同
様
に
検
索
し
た
結
果
が
1
1
5
件
に
と

ど
ま
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
観
光
に
対
す

る
社
会
的
関
心
の
高
ま
り
に
ま
だ
ま
だ
勢
い

を
感
じ
る
次
第
で
す
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
新
た
に
観
光
系

の
学
部
を
開
設
す
る
に
当
た
っ
て
本
学
部
が

掲
げ
た
の
は
「
地
域
を
見
つ
め
、
地
域
を
動

か
す
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、「
地
域
か

ら
観
光
を
考
え
る
」「
理
論
と
実
践
の
両
面

か
ら
学
ぶ
」「
文
系
と
理
系
の
垣
根
を
越
え

て
学
ぶ
」
と
い
う
3
点
が
学
び
の
大
き
な
特

徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　先
述
し
た
本
学
部
の
学
び
の
特
徴
を
支
え

て
い
る
の
が
教
員
の
専
門
的
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
多
様
性
で
す
。
観
光
は
産
業
界
と
し

て
捉
え
て
も
裾
野
が
広
く
横
断
的
・
複
合
的

で
す
が
、
学
問
領
域
と
し
て
も
分
野
横
断
的

で
あ
り
ア
プ
ロ
ー
チ
も
多
彩
で
す
。

　特
に
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
専
門
的

な
内
容
を
学
ぶ
「
展
開
科
目
」
は
地
域
を
取

り
巻
く
社
会
の
構
造
お
よ
び
社
会
意
識
の
実

究
の
テ
ー
マ
を
検
討
し
始
め
る
ケ
ー
ス
が
多

い
よ
う
で
す
。

　こ
こ
で
少
々
自
分
自
身
の
こ
と
に
触
れ
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
も
と
も
と
生
態

学
な
ど
マ
ク
ロ
な
生
物
学
系
の
学
問
に
関

心
が
あ
っ
て
大
学
で
は
農
学
部
林
学
科
の

造
園
の
研
究
室
に
所
属
し
、
学
部
で
は
ク

ロ
マ
ツ
の
高
木
が
残
る
住
宅
地
の
景
観
を
、

大
学
院
修
士
課
程
で
は
駐
車
場
を
中
心
と

す
る
観
光
地
の
空
間
を
研
究
対
象
と
し
て

取
り
上
げ
ま
し
た
。

　大
学
院
で
の
修
士
課
程
修
了
後
は
財
団
法

人
日
本
交
通
公
社
（
現
・
公
益
財
団
法
人
日

本
交
通
公
社
）
に
て
自
治
体
の
観
光
計
画
策

定
業
務
、
観
光
庁
を
中
心
と
す
る
省
庁
の
観

光
関
連
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
20
年
勤
務
し
た
後

に
大
学
教
員
に
転
じ
、
現
在
教
員
と
し
て
10

年
目
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
大
学
へ

移
っ
た
際
、
90
分
単
位
の
講
義
を
15
回
シ

リ
ー
ズ
で
組
み
立
て
る
こ
と
以
上
に
戸
惑
っ

た
の
が
ゼ
ミ
の
運
営
で
し
た
。
自
分
自
身
の

「
専
門
」
を
ベ
ー
ス
に
進
め
れ
ば
よ
い
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
も
そ
も
自

分
の
専
門
と
は
何
な
の
か
。
自
身
の
こ
れ
ま

で
の
歩
み
に
確
た
る
自
信
を
持
て
ず
悩
ん
だ

末
、
大
学
時
代
に
所
属
し
た
研
究
室
に
由
来

す
る
「
造
園
学
」
に
加
え
、
実
務
経
験
に
基

づ
く
「
観
光
計
画
論
」、
個
人
的
な
関
心
に

基
づ
く
「
自
然
環
境
資
源
の
保
全
・
活
用
」

の
3
つ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
掲
げ
、
メ
イ

ン
テ
ー
マ
を
「
地
域
個
性
を
明
確
に
し
て
来

訪
者
の
体
験
価
値
を
高
め
る
方
策
の
検
討
」

と
設
定
し
て
ゼ
ミ
生
を
募
集
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　本
学
部
の
3
年
次
・
4
年
次
の
ゼ
ミ
（
科

目
と
し
て
は
「
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
並
び
に

「
卒
業
研
究
」）
は
い
ず
れ
も
必
修
科
目
で
、

学
生
は
専
任
教
員
が
開
講
す
る
27
の
ゼ
ミ
の

い
ず
れ
か
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

当
ゼ
ミ
に
は
現
在
4
年
生
13
名
、
3
年
生
12

名
が
所
属
し
て
お
り
、
本
学
部
が
送
り
出
す

初
の
卒
業
生
と
な
る
（
は
ず
の
）
4
年
生
は

1
ヶ
月
後
の
卒
業
論
文
※
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提
出
期
限
に
向

け
て
日
夜
格
闘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　3
年
次
は
、
ま
ず
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
自
然
環
境
資
源
を
中
心
と
す
る
地
域
資
源

の
保
全
・
活
用
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
地
域

個
性
を
明
確
に
提
示
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ

態
や
課
題
を
学
ぶ
Ⅰ
類
（
社
会
）、
地
域
を

取
り
巻
く
歴
史
・
文
化
、
自
然
な
ど
の
地
域

固
有
の
資
源
の
あ
り
方
と
保
全
管
理
を
学
ぶ

Ⅱ
類
（
資
源
）、
地
域
の
空
間
構
造
を
踏
ま

え
た
将
来
像
の
構
想
や
働
き
か
け
に
有
効
な

具
体
的
政
策
及
お
よ
計
画
を
学
ぶ
Ⅲ
類
（
政

策
・
計
画
）、
地
域
を
主
体
と
し
た
域
内
外

の
交
流
の
あ
り
方
と
そ
の
関
連
産
業
が
も
た

ら
す
経
済
効
果
を
学
ぶ
Ⅳ
類
（
交
流
・
産
業
）

ら
を
活
か
し
て
来
訪
者
の
体
験
価
値
を
向
上

さ
せ
る
方
策
を
ま
と
め
る
課
題
に
取
り
組
み

ま
す
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
対
象

地
の
主
要
な
地
域
資
源
の
保
全
／
活
用
の
状

況
を
把
握
し
て
現
状
の
課
題
を
整
理
す
る
と

と
も
に
、
今
後
必
要
と
考
え
ら
れ
る
方
策
に

つ
い
て
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
検
討
・

提
案
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
上
記

の
取
り
組
み
を
通
じ
て
自
分
自
身
の
関
心

領
域
（
研
究
テ
ー
マ
、
対
象
地
域
等
）
を
絞

り
込
ん
で
い
き
、
4
年
次
に
ス
ム
ー
ズ
に

卒
業
研
究
に
着
手
で
き
る
よ
う
準
備
を
整

え
ま
す
。

　最
初
の
イ
ベ
ン
ト
は
メ
ン
バ
ー
同
士
が
親

し
く
な
る
き
っ
か
け
作
り
も
兼
ね
て
5
月
の

週
末
に
実
施
す
る
日
帰
り
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
で
す
。
東
京
都
葛
飾
区
（
柴
又
帝
釈

天
・
矢
切
の
渡
し
お
よ
び
水
元
公
園
周
辺

地
区
）
を
訪
問
し
、
江
戸
川
下
流
域
右
岸
の

下
町
に
残
る
自
然
環
境
や
生
活
文
化
を
一

体
的
に
捉
え
て
域
内
で
の
滞
在
時
間
と
消

費
額
の
向
上
に
寄
与
す
る
方
策
に
つ
い
て

住
民
と
来
訪
者
双
方
の
視
点
を
意
識
し
て

検
討
し
ま
す
。

　夏
季
休
暇
中
の
8
月
下
旬
に
は
2
泊
3
日

で
長
野
県
松
本
市
（
松
本
市
街
お
よ
び
上
高

地
を
中
心
と
す
る
エ
リ
ア
）
を
訪
れ
ま
す
。

中
部
山
岳
国
立
公
園
の
上
高
地
と
そ
の
玄
関

口
と
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
松
本
の
ま
ち
の
有

機
的
な
連
携
に
よ
り
資
源
保
全
・
活
用
を
図

る
と
と
も
に
、
両
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
体
験
の

質
を
高
め
る
よ
う
な
、
も
し
く
は
新
た
な
体

験
の
価
値
を
創
造
す
る
よ
う
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
提
案
し
ま
す
。
滞
在
時
間
は
限
ら
れ

て
し
ま
い
ま
す
が
、
上
高
地
を
訪
れ
る
こ
と

を
楽
し
み
に
当
ゼ
ミ
を
選
ぶ
学
生
も
一
定
数

い
る
よ
う
で
す
。

　2
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
い
ず
れ
も

学
生
自
身
が
問
題
意
識
を
持
ち
、
自
分
の
目

で
見
る
こ
と
、
そ
し
て
考
え
る
こ
と
を
重
視

し
て
お
り
、
教
員
か
ら
は
「
対
象
地
で
何
を

ど
う
見
る
か
」
と
い
う
視
点
を
提
示
す
る
程

度
で
す
。
そ
の
た
め
学
生
側
の
準
備
次
第
で

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加
す
る
意
義
が
大

き
く
異
な
っ
て
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
教
員
側

で
よ
り
丁
寧
に
お
膳
立
て
を
し
て
フ
ィ
ー
ル

ド
で
の
学
生
の
学
び
を
よ
り
高
め
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
先

に
紹
介
し
た
一
連
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
演
習

と
の
役
割
分
担
も
考
慮
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　松
本
・
上
高
地
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
振
り
返
り
と
取
り
ま
と
め
を
終
え
て
10
月

に
入
る
と
論
文
を
1
編
選
ん
で
紹
介
す
る

ワ
ー
ク
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
れ
ま
で
断
片

的
に
し
か
学
術
論
文
に
触
れ
て
こ
な
か
っ
た

よ
う
な
学
生
も
、こ
の
ワ
ー
ク
を
通
じ
て「
自

が
そ
ろ
っ
た
極
め
て
「
若
い
」
学
部
で
、
現

在
の
4
年
生
が
学
部
に
お
い
て
も
ゼ
ミ
に
お

い
て
も
「
1
期
生
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
1
学
年
の
定
員
が
3
0
0
名
と
な
か
な

か
の
大
所
帯
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
学
部
の

「
若
さ
」
と
相
ま
っ
て
活
気
あ
ふ
れ
る
光
景

が
キ
ャ
ン
パ
ス
の
い
た
る
所
で
日
々
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　ご
存
じ
の
と
お
り
観
光
系
の
学
部
・
学
科

も
か
な
り
増
え
ま
し
た
。
例
え
ば
高
校
生
が

進
路
選
択
の
際
に
利
用
す
る
W
e
b
サ
イ
ト

「
ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ
進
路
」
で
「
観
光
学
を
学

べ
る
大
学
」
を
検
索
す
る
と
2
5
1
件
が

ヒ
ッ
ト
し
ま
す
（
2
0
2
5
年
11
月
1
日
現

分
が
卒
業
論
文
を
執
筆
す
る
」
こ
と
を
意
識

し
て
真
剣
に
研
究
テ
ー
マ
を
検
討
す
る
姿
が

見
ら
れ
ま
す
。
最
後
に
簡
易
な
「
研
究
計
画

案
」
を
作
成
し
て
3
年
次
の
ゼ
ミ
活
動
は
終

了
と
な
り
ま
す
。

　4
年
次
の
ゼ
ミ
活
動
は
そ
れ
ぞ
れ
の
就
職

活
動
と
並
行
し
て
不
安
定
な
ス
タ
ー
ト
と
な

ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
が
、
3
年
次
の
最
後
に

ま
と
め
た
研
究
計
画
案
を
発
展
さ
せ
て
5
月

半
ば
に
は
研
究
題
目
、
背
景
・
目
的
、
研
究

方
法
、
予
想
さ
れ
る
結
論
等
を
含
む
「
第
一

次
研
究
計
画
」
を
、
夏
休
み
前
に
は
事
前
調

査
の
実
施
・
分
析
を
通
し
て
再
構
築
し
た「
第

二
次
研
究
計
画
」
と
同
計
画
に
沿
っ
て
夏
季

休
暇
中
に
実
施
す
る
「
調
査
計
画
」
を
提
出

し
ま
す
。

　夏
休
み
明
け
に
は
夏
季
休
暇
中
の
調
査
報

告
を
含
む
中
間
発
表
会
を
実
施
し
ま
す
。
こ

こ
ま
で
く
る
と
就
職
活
動
も
一
段
落
し
て
よ

う
や
く
卒
業
研
究
に
本
腰
が
入
っ
て
く
る
印

象
で
す
が
、
卒
業
研
究
の
提
出
期
限
が
12
月

中
旬
な
の
で
、
す
で
に
残
さ
れ
た
時
間
は

3
ヶ
月
と
な
っ
て
お
り
、
指
導
す
る
教
員
側

へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
一
段
と
高
ま
る
時
期

と
い
え
ま
す
。

　さ
て
、先
に
触
れ
た
と
お
り
当
ゼ
ミ
は「
造

園
学
」「
観
光
計
画
論
」「
自
然
環
境
資
源
の

保
全
・
活
用
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
提
示

し
て
い
る
の
で
す
が
、
以
下
に
示
す
1
期
生

13
名
の
研
究
テ
ー
マ
※
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を
見
る
と
か
な
り

振
れ
幅
が
あ
る
こ
と
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
教
員
側
の
指
導
が

行
き
届
い
て
い
な
い
た
め
と
捉
え
る
こ
と
も

で
き
る
の
で
す
が
、
私
自
身
は
学
生
が
自
分

自
身
の
内
面
と
対
話
す
る
こ
と
で
主
体
的
に

研
究
テ
ー
マ
を
追
求
し
た
結
果
と
し
て
前
向

き
に
捉
え
て
い
ま
す
。

○
都
市
近
郊
に
立
地
す
る
緑
地
空
間
の
多
面

的
機
能
評
価

○
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
中
心
と
し
た

埋
立
地
空
間
の
歴
史
的
変
遷

○
学
術
機
関
集
積
地
に
お
け
る
テ
ク
ノ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
現
状
と
可
能
性

○
温
泉
地
の
独
自
色
に
つ
な
が
る
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
の
特
性
の
歴
史
的
関
係
性

○
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
景
観
ま
ち
づ
く
り
と
住

民
評
価
に
関
す
る
比
較
分
析

○
場
所
の
記
憶
を
守
り
住
民
が
愛
着
を
持
て

る
地
域
づ
く
り

○
観
光
地
で
の
食
べ
歩
き
に
見
る
「
地
域
ら

し
さ
」
の
表
現

○
関
係
人
口
の
創
出
・
維
持
の
プ
ロ
セ
ス
と

そ
の
要
因

○
地
方
都
市
の
湧
水
空
間
に
お
け
る
ソ
フ
ト

面
を
中
心
と
し
た
保
全
・
活
用
方
策

○
遊
漁
を
め
ぐ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
管
理
の
課
題

○
重
要
文
化
的
景
観
の
観
光
活
用
の
課
題
と

可
能
性

○
S
N
S
に
見
る
自
然
と
の
関
わ
り
が
も
た

ら
す
「
い
や
し
」
の
考
察

○
国
立
公
園
等
に
お
け
る
自
然
風
景
維
持
活

動
に
関
す
る
比
較
分
析

　ま
だ
1
期
生
が
卒
業
論
文
の
完
成
に
向
け

て
苦
闘
し
て
い
る
途
上
で
あ
り
卒
業
生
も
輩

出
し
て
い
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一

連
の
当
ゼ
ミ
で
の
活
動
を
通
し
て
、
ゼ
ミ
生

に
は
地
域
の
自
然
環
境
資
源
に
注
目
し
、
現

状
の
把
握
、
課
題
の
整
理
、
課
題
解
決
に
向

け
た
方
針
決
定
、
具
体
的
解
決
策
の
提
示
と

い
う
計
画
論
的
な
一
連
の
流
れ
を
体
験
し
て

も
ら
え
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　た
だ
、
悩
ま
し
い
の
は
「
計
画
す
る
こ
と
」

あ
る
い
は
「
提
案
す
る
こ
と
」
を
卒
業
研
究

の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
ど
う
扱
う
か
で

す
。
本
学
部
に
所
属
す
る
学
生
の
間
で
は
地

域
の
将
来
像
に
つ
い
て
提
案
を
し
た
い
と
い

う
志
向
性
が
強
く
、
そ
う
し
た
学
生
が
集
う

こ
と
は
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
を
思
う
と

き
に
と
て
も
心
強
い
こ
と
で
す
。し
か
し「
計

画
す
る
」「
提
案
す
る
」
た
め
に
は
そ
の
前
提

と
し
て
地
域
の
現
状
や
課
題
を
し
っ
か
り
分

析
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ス
テ
ッ
プ

を
一
足
飛
び
に
し
て
計
画
や
提
案
の
ア
イ

デ
ィ
ア
出
し
を
す
る
こ
と
の
興
味
深
さ
・
面

白
さ
の
み
に
目
を
引
か
れ
、
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

な
卒
業
研
究
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
た
め
に

も
、
当
ゼ
ミ
で
は
ま
ず
学
生
自
身
が
問
題
意

識
を
持
ち
、
自
分
の
目
で
見
る
こ
と
、
そ
し

て
考
え
る
こ
と
、
そ
れ
ら
の
点
を
引
き
続
き

重
視
し
て
ゼ
ミ
運
営
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

【
4
年
次
の
活
動
】

●
1
期
生
の
卒
業
研
究
テ
ー
マ

※
2
…
学
生
各
自
が
冠
し
た
論
文
タ
イ
ト
ル
を
も
と
に
筆

者
の
判
断
で
再
整
理
し
て
表
現
し
た
も
の
で
す
。
特
に
具

体
的
な
対
象
地
名
は
伏
せ
て
い
ま
す
。

4
．最
後
に

の
4
分
野
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、

教
員
も
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
応
じ

た
多
彩
な
専
門
的
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
有
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、「
理
論
と
実
践
の
両
面

か
ら
学
ぶ
」
と
い
う
点
に
関
し
て

は
演
習
科
目
が
大
き
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
本
学

で
特
筆
す
べ
き
な
の
が
「
観
光
ま

ち
づ
く
り
演
習
」
で
す
。「
調
査

手
法
を
身
に
つ
け
る
」（
同
演
習

Ⅰ
）↓「
地
域
の
特
性
・
課
題
を
分

析
す
る
」（
同
演
習
Ⅱ
）↓「
地
域
に

対
し
て
構
想
・
提
案
を
行
う
」（
同

演
習
Ⅲ
）
と
い
う
よ
う
に
実
際
の

地
域
に
対
す
る
提
案
力
を
段
階
的

に
身
に
つ
け
る
必
修
科
目
で
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
重
視
し
た
実
践

的
な
演
習
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
演
習
と
並
行
す

る
形
で
少
人
数
で
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
1
年
次

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
大
学
で
の
学
び
の

基
礎
を
身
に
つ
け
る
「
導
入
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」

に
続
い
て
開
講
す
る
「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

A
」「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
B
」
も
本
学
部
の
特

徴
的
な
科
目
で
す
。
2
名
の
教
員
が
ペ
ア
に

な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
応
じ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
も
の
で
、
文
献
講
読

や
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
で
の
ま
ち
歩
き
、
宿
泊

を
伴
う
遠
隔
地
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
ま

で
そ
の
実
施
形
態
も
内
容
も
様
々
で
す
。
学

生
は
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
や
そ
の
他
の
講
義
を

通
じ
て
各
教
員
の
幅
広
い
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
一
端
に
触
れ
、
ま
た
2
年
次
後
期
に
開

催
さ
れ
る
オ
ー
プ
ン
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
参
加
す

る
な
ど
し
て
、
3
年
次
・
4
年
次
と
2
カ
年

に
わ
た
っ
て
所
属
す
る
ゼ
ミ
を
選
ぶ
こ
と
に

な
り
ま
す
。
3
年
次
の
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の

進
め
方
は
担
当
教
員
に
よ
り
様
々
で
す
が
、

前
期
か
ら
夏
休
み
に
か
け
て
基
礎
的
な
レ
ク

チ
ャ
ー
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
後

期
に
入
る
と
モ
ー
ド
を
切
り
替
え
て
卒
業
研

　國
學
院
大
學
は
1
8
8
2
年
に
創
立
さ
れ

た
皇
典
講
究
所
を
母
体
と
し
て
産
声
を
上

げ
、
1
9
2
0
年
に
大
学
令
に
よ
る
大
学
へ

と
昇
格
し
ま
し
た
。
皇
典
講
究
所
創
立
か
ら

数
え
て
1
4
0
周
年
に
当
た
る
2
0
2
2
年

4
月
、
本
学
で
6
番
目
の
学
部
と
し
て
横
浜

市
青
葉
区
の
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
に

開
設
さ
れ
た
の
が
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
で

す
。
す
な
わ
ち
2
0
2
5
年
度
に
い
た
っ
て

初
め
て
1
年
生
か
ら
4
年
生
ま
で
の
4
学
年

在
）。
こ
の
中
に
は
必
ず
し
も
学
部
・
学
科

単
位
で
「
観
光
」
の
看
板
を
掲
げ
て
い
な
い

例
も
含
ま
れ
ま
す
が
、
私
自
身
の
出
身
を
振

り
返
っ
て
「
農
学
を
学
べ
る
大
学
」
に
つ
い

て
同
様
に
検
索
し
た
結
果
が
1
1
5
件
に
と

ど
ま
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
観
光
に
対
す

る
社
会
的
関
心
の
高
ま
り
に
ま
だ
ま
だ
勢
い

を
感
じ
る
次
第
で
す
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
新
た
に
観
光
系

の
学
部
を
開
設
す
る
に
当
た
っ
て
本
学
部
が

掲
げ
た
の
は
「
地
域
を
見
つ
め
、
地
域
を
動

か
す
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、「
地
域
か

ら
観
光
を
考
え
る
」「
理
論
と
実
践
の
両
面

か
ら
学
ぶ
」「
文
系
と
理
系
の
垣
根
を
越
え

て
学
ぶ
」
と
い
う
3
点
が
学
び
の
大
き
な
特

徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　先
述
し
た
本
学
部
の
学
び
の
特
徴
を
支
え

て
い
る
の
が
教
員
の
専
門
的
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
多
様
性
で
す
。
観
光
は
産
業
界
と
し

て
捉
え
て
も
裾
野
が
広
く
横
断
的
・
複
合
的

で
す
が
、
学
問
領
域
と
し
て
も
分
野
横
断
的

で
あ
り
ア
プ
ロ
ー
チ
も
多
彩
で
す
。

　特
に
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
専
門
的

な
内
容
を
学
ぶ
「
展
開
科
目
」
は
地
域
を
取

り
巻
く
社
会
の
構
造
お
よ
び
社
会
意
識
の
実

究
の
テ
ー
マ
を
検
討
し
始
め
る
ケ
ー
ス
が
多

い
よ
う
で
す
。

　こ
こ
で
少
々
自
分
自
身
の
こ
と
に
触
れ
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
も
と
も
と
生
態

学
な
ど
マ
ク
ロ
な
生
物
学
系
の
学
問
に
関

心
が
あ
っ
て
大
学
で
は
農
学
部
林
学
科
の

造
園
の
研
究
室
に
所
属
し
、
学
部
で
は
ク

ロ
マ
ツ
の
高
木
が
残
る
住
宅
地
の
景
観
を
、

大
学
院
修
士
課
程
で
は
駐
車
場
を
中
心
と

す
る
観
光
地
の
空
間
を
研
究
対
象
と
し
て

取
り
上
げ
ま
し
た
。

　大
学
院
で
の
修
士
課
程
修
了
後
は
財
団
法

人
日
本
交
通
公
社
（
現
・
公
益
財
団
法
人
日

本
交
通
公
社
）
に
て
自
治
体
の
観
光
計
画
策

定
業
務
、
観
光
庁
を
中
心
と
す
る
省
庁
の
観

光
関
連
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
20
年
勤
務
し
た
後

に
大
学
教
員
に
転
じ
、
現
在
教
員
と
し
て
10

年
目
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
大
学
へ

移
っ
た
際
、
90
分
単
位
の
講
義
を
15
回
シ

リ
ー
ズ
で
組
み
立
て
る
こ
と
以
上
に
戸
惑
っ

た
の
が
ゼ
ミ
の
運
営
で
し
た
。
自
分
自
身
の

「
専
門
」
を
ベ
ー
ス
に
進
め
れ
ば
よ
い
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
も
そ
も
自

分
の
専
門
と
は
何
な
の
か
。
自
身
の
こ
れ
ま

で
の
歩
み
に
確
た
る
自
信
を
持
て
ず
悩
ん
だ

末
、
大
学
時
代
に
所
属
し
た
研
究
室
に
由
来

す
る
「
造
園
学
」
に
加
え
、
実
務
経
験
に
基

づ
く
「
観
光
計
画
論
」、
個
人
的
な
関
心
に

基
づ
く
「
自
然
環
境
資
源
の
保
全
・
活
用
」

の
3
つ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
掲
げ
、
メ
イ

ン
テ
ー
マ
を
「
地
域
個
性
を
明
確
に
し
て
来

訪
者
の
体
験
価
値
を
高
め
る
方
策
の
検
討
」

と
設
定
し
て
ゼ
ミ
生
を
募
集
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　本
学
部
の
3
年
次
・
4
年
次
の
ゼ
ミ
（
科

目
と
し
て
は
「
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
並
び
に

「
卒
業
研
究
」）
は
い
ず
れ
も
必
修
科
目
で
、

学
生
は
専
任
教
員
が
開
講
す
る
27
の
ゼ
ミ
の

い
ず
れ
か
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

当
ゼ
ミ
に
は
現
在
4
年
生
13
名
、
3
年
生
12

名
が
所
属
し
て
お
り
、
本
学
部
が
送
り
出
す

初
の
卒
業
生
と
な
る
（
は
ず
の
）
4
年
生
は

1
ヶ
月
後
の
卒
業
論
文
※
1 

提
出
期
限
に
向

け
て
日
夜
格
闘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　3
年
次
は
、
ま
ず
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
自
然
環
境
資
源
を
中
心
と
す
る
地
域
資
源

の
保
全
・
活
用
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
地
域

個
性
を
明
確
に
提
示
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ

態
や
課
題
を
学
ぶ
Ⅰ
類
（
社
会
）、
地
域
を

取
り
巻
く
歴
史
・
文
化
、
自
然
な
ど
の
地
域

固
有
の
資
源
の
あ
り
方
と
保
全
管
理
を
学
ぶ

Ⅱ
類
（
資
源
）、
地
域
の
空
間
構
造
を
踏
ま

え
た
将
来
像
の
構
想
や
働
き
か
け
に
有
効
な

具
体
的
政
策
及
お
よ
計
画
を
学
ぶ
Ⅲ
類
（
政

策
・
計
画
）、
地
域
を
主
体
と
し
た
域
内
外

の
交
流
の
あ
り
方
と
そ
の
関
連
産
業
が
も
た

ら
す
経
済
効
果
を
学
ぶ
Ⅳ
類
（
交
流
・
産
業
）

ら
を
活
か
し
て
来
訪
者
の
体
験
価
値
を
向
上

さ
せ
る
方
策
を
ま
と
め
る
課
題
に
取
り
組
み

ま
す
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
対
象

地
の
主
要
な
地
域
資
源
の
保
全
／
活
用
の
状

況
を
把
握
し
て
現
状
の
課
題
を
整
理
す
る
と

と
も
に
、
今
後
必
要
と
考
え
ら
れ
る
方
策
に

つ
い
て
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
検
討
・

提
案
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
上
記

の
取
り
組
み
を
通
じ
て
自
分
自
身
の
関
心

領
域
（
研
究
テ
ー
マ
、
対
象
地
域
等
）
を
絞

り
込
ん
で
い
き
、
4
年
次
に
ス
ム
ー
ズ
に

卒
業
研
究
に
着
手
で
き
る
よ
う
準
備
を
整

え
ま
す
。

　最
初
の
イ
ベ
ン
ト
は
メ
ン
バ
ー
同
士
が
親

し
く
な
る
き
っ
か
け
作
り
も
兼
ね
て
5
月
の

週
末
に
実
施
す
る
日
帰
り
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
で
す
。
東
京
都
葛
飾
区
（
柴
又
帝
釈

天
・
矢
切
の
渡
し
お
よ
び
水
元
公
園
周
辺

地
区
）
を
訪
問
し
、
江
戸
川
下
流
域
右
岸
の

下
町
に
残
る
自
然
環
境
や
生
活
文
化
を
一

体
的
に
捉
え
て
域
内
で
の
滞
在
時
間
と
消

費
額
の
向
上
に
寄
与
す
る
方
策
に
つ
い
て

住
民
と
来
訪
者
双
方
の
視
点
を
意
識
し
て

検
討
し
ま
す
。

　夏
季
休
暇
中
の
8
月
下
旬
に
は
2
泊
3
日

で
長
野
県
松
本
市
（
松
本
市
街
お
よ
び
上
高

地
を
中
心
と
す
る
エ
リ
ア
）
を
訪
れ
ま
す
。

中
部
山
岳
国
立
公
園
の
上
高
地
と
そ
の
玄
関

口
と
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
松
本
の
ま
ち
の
有

機
的
な
連
携
に
よ
り
資
源
保
全
・
活
用
を
図

る
と
と
も
に
、
両
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
体
験
の

質
を
高
め
る
よ
う
な
、
も
し
く
は
新
た
な
体

験
の
価
値
を
創
造
す
る
よ
う
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
提
案
し
ま
す
。
滞
在
時
間
は
限
ら
れ

て
し
ま
い
ま
す
が
、
上
高
地
を
訪
れ
る
こ
と

を
楽
し
み
に
当
ゼ
ミ
を
選
ぶ
学
生
も
一
定
数

い
る
よ
う
で
す
。

　2
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
い
ず
れ
も

学
生
自
身
が
問
題
意
識
を
持
ち
、
自
分
の
目

で
見
る
こ
と
、
そ
し
て
考
え
る
こ
と
を
重
視

し
て
お
り
、
教
員
か
ら
は
「
対
象
地
で
何
を

ど
う
見
る
か
」
と
い
う
視
点
を
提
示
す
る
程

度
で
す
。
そ
の
た
め
学
生
側
の
準
備
次
第
で

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加
す
る
意
義
が
大

き
く
異
な
っ
て
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
教
員
側

で
よ
り
丁
寧
に
お
膳
立
て
を
し
て
フ
ィ
ー
ル

ド
で
の
学
生
の
学
び
を
よ
り
高
め
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
先

に
紹
介
し
た
一
連
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
演
習

と
の
役
割
分
担
も
考
慮
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　松
本
・
上
高
地
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
振
り
返
り
と
取
り
ま
と
め
を
終
え
て
10
月

に
入
る
と
論
文
を
1
編
選
ん
で
紹
介
す
る

ワ
ー
ク
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
れ
ま
で
断
片

的
に
し
か
学
術
論
文
に
触
れ
て
こ
な
か
っ
た

よ
う
な
学
生
も
、こ
の
ワ
ー
ク
を
通
じ
て「
自

が
そ
ろ
っ
た
極
め
て
「
若
い
」
学
部
で
、
現

在
の
4
年
生
が
学
部
に
お
い
て
も
ゼ
ミ
に
お

い
て
も
「
1
期
生
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
1
学
年
の
定
員
が
3
0
0
名
と
な
か
な

か
の
大
所
帯
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
学
部
の

「
若
さ
」
と
相
ま
っ
て
活
気
あ
ふ
れ
る
光
景

が
キ
ャ
ン
パ
ス
の
い
た
る
所
で
日
々
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　ご
存
じ
の
と
お
り
観
光
系
の
学
部
・
学
科

も
か
な
り
増
え
ま
し
た
。
例
え
ば
高
校
生
が

進
路
選
択
の
際
に
利
用
す
る
W
e
b
サ
イ
ト

「
ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ
進
路
」
で
「
観
光
学
を
学

べ
る
大
学
」
を
検
索
す
る
と
2
5
1
件
が

ヒ
ッ
ト
し
ま
す
（
2
0
2
5
年
11
月
1
日
現

3
．当
ゼ
ミ
の
活
動

写真1）寺家ふるさと村（横浜市青葉区）での基礎ゼミナールＡの様子【写真2】矢切の渡し付近でのフィールドワークの様子【写真3】上高地でのフィールドワークの様子

分
が
卒
業
論
文
を
執
筆
す
る
」
こ
と
を
意
識

し
て
真
剣
に
研
究
テ
ー
マ
を
検
討
す
る
姿
が

見
ら
れ
ま
す
。
最
後
に
簡
易
な
「
研
究
計
画

案
」
を
作
成
し
て
3
年
次
の
ゼ
ミ
活
動
は
終

了
と
な
り
ま
す
。

　4
年
次
の
ゼ
ミ
活
動
は
そ
れ
ぞ
れ
の
就
職

活
動
と
並
行
し
て
不
安
定
な
ス
タ
ー
ト
と
な

ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
が
、
3
年
次
の
最
後
に

ま
と
め
た
研
究
計
画
案
を
発
展
さ
せ
て
5
月

半
ば
に
は
研
究
題
目
、
背
景
・
目
的
、
研
究

方
法
、
予
想
さ
れ
る
結
論
等
を
含
む
「
第
一

次
研
究
計
画
」
を
、
夏
休
み
前
に
は
事
前
調

査
の
実
施
・
分
析
を
通
し
て
再
構
築
し
た「
第

二
次
研
究
計
画
」
と
同
計
画
に
沿
っ
て
夏
季

休
暇
中
に
実
施
す
る
「
調
査
計
画
」
を
提
出

し
ま
す
。

　夏
休
み
明
け
に
は
夏
季
休
暇
中
の
調
査
報

告
を
含
む
中
間
発
表
会
を
実
施
し
ま
す
。
こ

こ
ま
で
く
る
と
就
職
活
動
も
一
段
落
し
て
よ

う
や
く
卒
業
研
究
に
本
腰
が
入
っ
て
く
る
印

象
で
す
が
、
卒
業
研
究
の
提
出
期
限
が
12
月

中
旬
な
の
で
、
す
で
に
残
さ
れ
た
時
間
は

3
ヶ
月
と
な
っ
て
お
り
、
指
導
す
る
教
員
側

へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
一
段
と
高
ま
る
時
期

と
い
え
ま
す
。

　さ
て
、先
に
触
れ
た
と
お
り
当
ゼ
ミ
は「
造

園
学
」「
観
光
計
画
論
」「
自
然
環
境
資
源
の

保
全
・
活
用
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
提
示

し
て
い
る
の
で
す
が
、
以
下
に
示
す
1
期
生

13
名
の
研
究
テ
ー
マ
※
2 

を
見
る
と
か
な
り

振
れ
幅
が
あ
る
こ
と
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
教
員
側
の
指
導
が

行
き
届
い
て
い
な
い
た
め
と
捉
え
る
こ
と
も

で
き
る
の
で
す
が
、
私
自
身
は
学
生
が
自
分

自
身
の
内
面
と
対
話
す
る
こ
と
で
主
体
的
に

研
究
テ
ー
マ
を
追
求
し
た
結
果
と
し
て
前
向

き
に
捉
え
て
い
ま
す
。

○
都
市
近
郊
に
立
地
す
る
緑
地
空
間
の
多
面

的
機
能
評
価

○
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
中
心
と
し
た

埋
立
地
空
間
の
歴
史
的
変
遷

○
学
術
機
関
集
積
地
に
お
け
る
テ
ク
ノ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
現
状
と
可
能
性

○
温
泉
地
の
独
自
色
に
つ
な
が
る
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
の
特
性
の
歴
史
的
関
係
性

○
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
景
観
ま
ち
づ
く
り
と
住

民
評
価
に
関
す
る
比
較
分
析

○
場
所
の
記
憶
を
守
り
住
民
が
愛
着
を
持
て

る
地
域
づ
く
り

○
観
光
地
で
の
食
べ
歩
き
に
見
る
「
地
域
ら

し
さ
」
の
表
現

○
関
係
人
口
の
創
出
・
維
持
の
プ
ロ
セ
ス
と

そ
の
要
因

○
地
方
都
市
の
湧
水
空
間
に
お
け
る
ソ
フ
ト

面
を
中
心
と
し
た
保
全
・
活
用
方
策

○
遊
漁
を
め
ぐ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
管
理
の
課
題

○
重
要
文
化
的
景
観
の
観
光
活
用
の
課
題
と

可
能
性

○
S
N
S
に
見
る
自
然
と
の
関
わ
り
が
も
た

ら
す
「
い
や
し
」
の
考
察

○
国
立
公
園
等
に
お
け
る
自
然
風
景
維
持
活

動
に
関
す
る
比
較
分
析

　ま
だ
1
期
生
が
卒
業
論
文
の
完
成
に
向
け

て
苦
闘
し
て
い
る
途
上
で
あ
り
卒
業
生
も
輩

出
し
て
い
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一

連
の
当
ゼ
ミ
で
の
活
動
を
通
し
て
、
ゼ
ミ
生

に
は
地
域
の
自
然
環
境
資
源
に
注
目
し
、
現

状
の
把
握
、
課
題
の
整
理
、
課
題
解
決
に
向

け
た
方
針
決
定
、
具
体
的
解
決
策
の
提
示
と

い
う
計
画
論
的
な
一
連
の
流
れ
を
体
験
し
て

も
ら
え
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　た
だ
、
悩
ま
し
い
の
は
「
計
画
す
る
こ
と
」

あ
る
い
は
「
提
案
す
る
こ
と
」
を
卒
業
研
究

の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
ど
う
扱
う
か
で

す
。
本
学
部
に
所
属
す
る
学
生
の
間
で
は
地

域
の
将
来
像
に
つ
い
て
提
案
を
し
た
い
と
い

う
志
向
性
が
強
く
、
そ
う
し
た
学
生
が
集
う

こ
と
は
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
を
思
う
と

き
に
と
て
も
心
強
い
こ
と
で
す
。し
か
し「
計

画
す
る
」「
提
案
す
る
」
た
め
に
は
そ
の
前
提

と
し
て
地
域
の
現
状
や
課
題
を
し
っ
か
り
分

析
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ス
テ
ッ
プ

を
一
足
飛
び
に
し
て
計
画
や
提
案
の
ア
イ

デ
ィ
ア
出
し
を
す
る
こ
と
の
興
味
深
さ
・
面

白
さ
の
み
に
目
を
引
か
れ
、
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

な
卒
業
研
究
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
た
め
に

も
、
当
ゼ
ミ
で
は
ま
ず
学
生
自
身
が
問
題
意

識
を
持
ち
、
自
分
の
目
で
見
る
こ
と
、
そ
し

て
考
え
る
こ
と
、
そ
れ
ら
の
点
を
引
き
続
き

重
視
し
て
ゼ
ミ
運
営
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

<3年次通年必修>
専門ゼミナール
<4年次通年必修>
卒業研究

<3年次前期必修>
 観光まちづくり演習Ⅲ
（構想・提案）

<1年次後期選択>
基礎ゼミナールA
<2年次前期選択>
基礎ゼミナールB

<2年次後期必修>
 観光まちづくり演習Ⅱ
（地域分析）

基本的な学習法、
地域の見方や
調査法を知る

 <1年次前期必修>
導入ゼミナール

<2年次前期必修>
 観光まちづくり演習Ⅰ
（調査手法）

4年間の流れ ゼミナール 観光まちづくり演習

図 1 観光まちづくり学部での演習系科目の流れ

地域の
特性や課題を
把握・分析する

地域の
構想・提案を

つくる

【
3
年
次
の
活
動
】

※
1
…
本
学
部
の
卒
業
研
究
の
最
終
成
果
物
と
し
て
卒
業
論

文
の
ほ
か
、
卒
業
計
画
、
卒
業
制
作
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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再 校



の
4
分
野
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、

教
員
も
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
応
じ

た
多
彩
な
専
門
的
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
有
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、「
理
論
と
実
践
の
両
面

か
ら
学
ぶ
」
と
い
う
点
に
関
し
て

は
演
習
科
目
が
大
き
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
本
学

で
特
筆
す
べ
き
な
の
が
「
観
光
ま

ち
づ
く
り
演
習
」
で
す
。「
調
査

手
法
を
身
に
つ
け
る
」（
同
演
習

Ⅰ
）↓「
地
域
の
特
性
・
課
題
を
分

析
す
る
」（
同
演
習
Ⅱ
）↓「
地
域
に

対
し
て
構
想
・
提
案
を
行
う
」（
同

演
習
Ⅲ
）
と
い
う
よ
う
に
実
際
の

地
域
に
対
す
る
提
案
力
を
段
階
的

に
身
に
つ
け
る
必
修
科
目
で
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
重
視
し
た
実
践

的
な
演
習
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
演
習
と
並
行
す

る
形
で
少
人
数
で
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
1
年
次

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
大
学
で
の
学
び
の

基
礎
を
身
に
つ
け
る
「
導
入
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」

に
続
い
て
開
講
す
る
「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

A
」「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
B
」
も
本
学
部
の
特

徴
的
な
科
目
で
す
。
2
名
の
教
員
が
ペ
ア
に

な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
応
じ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
も
の
で
、
文
献
講
読

や
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
で
の
ま
ち
歩
き
、
宿
泊

を
伴
う
遠
隔
地
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
ま

で
そ
の
実
施
形
態
も
内
容
も
様
々
で
す
。
学

生
は
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
や
そ
の
他
の
講
義
を

通
じ
て
各
教
員
の
幅
広
い
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
一
端
に
触
れ
、
ま
た
2
年
次
後
期
に
開

催
さ
れ
る
オ
ー
プ
ン
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
参
加
す

る
な
ど
し
て
、
3
年
次
・
4
年
次
と
2
カ
年

に
わ
た
っ
て
所
属
す
る
ゼ
ミ
を
選
ぶ
こ
と
に

な
り
ま
す
。
3
年
次
の
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の

進
め
方
は
担
当
教
員
に
よ
り
様
々
で
す
が
、

前
期
か
ら
夏
休
み
に
か
け
て
基
礎
的
な
レ
ク

チ
ャ
ー
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
後

期
に
入
る
と
モ
ー
ド
を
切
り
替
え
て
卒
業
研

　國
學
院
大
學
は
1
8
8
2
年
に
創
立
さ
れ

た
皇
典
講
究
所
を
母
体
と
し
て
産
声
を
上

げ
、
1
9
2
0
年
に
大
学
令
に
よ
る
大
学
へ

と
昇
格
し
ま
し
た
。
皇
典
講
究
所
創
立
か
ら

数
え
て
1
4
0
周
年
に
当
た
る
2
0
2
2
年

4
月
、
本
学
で
6
番
目
の
学
部
と
し
て
横
浜

市
青
葉
区
の
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
に

開
設
さ
れ
た
の
が
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
で

す
。
す
な
わ
ち
2
0
2
5
年
度
に
い
た
っ
て

初
め
て
1
年
生
か
ら
4
年
生
ま
で
の
4
学
年

在
）。
こ
の
中
に
は
必
ず
し
も
学
部
・
学
科

単
位
で
「
観
光
」
の
看
板
を
掲
げ
て
い
な
い

例
も
含
ま
れ
ま
す
が
、
私
自
身
の
出
身
を
振

り
返
っ
て
「
農
学
を
学
べ
る
大
学
」
に
つ
い

て
同
様
に
検
索
し
た
結
果
が
1
1
5
件
に
と

ど
ま
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
観
光
に
対
す

る
社
会
的
関
心
の
高
ま
り
に
ま
だ
ま
だ
勢
い

を
感
じ
る
次
第
で
す
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
新
た
に
観
光
系

の
学
部
を
開
設
す
る
に
当
た
っ
て
本
学
部
が

掲
げ
た
の
は
「
地
域
を
見
つ
め
、
地
域
を
動

か
す
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、「
地
域
か

ら
観
光
を
考
え
る
」「
理
論
と
実
践
の
両
面

か
ら
学
ぶ
」「
文
系
と
理
系
の
垣
根
を
越
え

て
学
ぶ
」
と
い
う
3
点
が
学
び
の
大
き
な
特

徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　先
述
し
た
本
学
部
の
学
び
の
特
徴
を
支
え

て
い
る
の
が
教
員
の
専
門
的
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
多
様
性
で
す
。
観
光
は
産
業
界
と
し

て
捉
え
て
も
裾
野
が
広
く
横
断
的
・
複
合
的

で
す
が
、
学
問
領
域
と
し
て
も
分
野
横
断
的

で
あ
り
ア
プ
ロ
ー
チ
も
多
彩
で
す
。

　特
に
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
専
門
的

な
内
容
を
学
ぶ
「
展
開
科
目
」
は
地
域
を
取

り
巻
く
社
会
の
構
造
お
よ
び
社
会
意
識
の
実

究
の
テ
ー
マ
を
検
討
し
始
め
る
ケ
ー
ス
が
多

い
よ
う
で
す
。

　こ
こ
で
少
々
自
分
自
身
の
こ
と
に
触
れ
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
も
と
も
と
生
態

学
な
ど
マ
ク
ロ
な
生
物
学
系
の
学
問
に
関

心
が
あ
っ
て
大
学
で
は
農
学
部
林
学
科
の

造
園
の
研
究
室
に
所
属
し
、
学
部
で
は
ク

ロ
マ
ツ
の
高
木
が
残
る
住
宅
地
の
景
観
を
、

大
学
院
修
士
課
程
で
は
駐
車
場
を
中
心
と

す
る
観
光
地
の
空
間
を
研
究
対
象
と
し
て

取
り
上
げ
ま
し
た
。

　大
学
院
で
の
修
士
課
程
修
了
後
は
財
団
法

人
日
本
交
通
公
社
（
現
・
公
益
財
団
法
人
日

本
交
通
公
社
）
に
て
自
治
体
の
観
光
計
画
策

定
業
務
、
観
光
庁
を
中
心
と
す
る
省
庁
の
観

光
関
連
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
20
年
勤
務
し
た
後

に
大
学
教
員
に
転
じ
、
現
在
教
員
と
し
て
10

年
目
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
大
学
へ

移
っ
た
際
、
90
分
単
位
の
講
義
を
15
回
シ

リ
ー
ズ
で
組
み
立
て
る
こ
と
以
上
に
戸
惑
っ

た
の
が
ゼ
ミ
の
運
営
で
し
た
。
自
分
自
身
の

「
専
門
」
を
ベ
ー
ス
に
進
め
れ
ば
よ
い
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
も
そ
も
自

分
の
専
門
と
は
何
な
の
か
。
自
身
の
こ
れ
ま

で
の
歩
み
に
確
た
る
自
信
を
持
て
ず
悩
ん
だ

末
、
大
学
時
代
に
所
属
し
た
研
究
室
に
由
来

す
る
「
造
園
学
」
に
加
え
、
実
務
経
験
に
基

づ
く
「
観
光
計
画
論
」、
個
人
的
な
関
心
に

基
づ
く
「
自
然
環
境
資
源
の
保
全
・
活
用
」

の
3
つ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
掲
げ
、
メ
イ

ン
テ
ー
マ
を
「
地
域
個
性
を
明
確
に
し
て
来

訪
者
の
体
験
価
値
を
高
め
る
方
策
の
検
討
」

と
設
定
し
て
ゼ
ミ
生
を
募
集
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　本
学
部
の
3
年
次
・
4
年
次
の
ゼ
ミ
（
科

目
と
し
て
は
「
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
並
び
に

「
卒
業
研
究
」）
は
い
ず
れ
も
必
修
科
目
で
、

学
生
は
専
任
教
員
が
開
講
す
る
27
の
ゼ
ミ
の

い
ず
れ
か
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

当
ゼ
ミ
に
は
現
在
4
年
生
13
名
、
3
年
生
12

名
が
所
属
し
て
お
り
、
本
学
部
が
送
り
出
す

初
の
卒
業
生
と
な
る
（
は
ず
の
）
4
年
生
は

1
ヶ
月
後
の
卒
業
論
文
※
1 

提
出
期
限
に
向

け
て
日
夜
格
闘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　3
年
次
は
、
ま
ず
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
自
然
環
境
資
源
を
中
心
と
す
る
地
域
資
源

の
保
全
・
活
用
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
地
域

個
性
を
明
確
に
提
示
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ

態
や
課
題
を
学
ぶ
Ⅰ
類
（
社
会
）、
地
域
を

取
り
巻
く
歴
史
・
文
化
、
自
然
な
ど
の
地
域

固
有
の
資
源
の
あ
り
方
と
保
全
管
理
を
学
ぶ

Ⅱ
類
（
資
源
）、
地
域
の
空
間
構
造
を
踏
ま

え
た
将
来
像
の
構
想
や
働
き
か
け
に
有
効
な

具
体
的
政
策
及
お
よ
計
画
を
学
ぶ
Ⅲ
類
（
政

策
・
計
画
）、
地
域
を
主
体
と
し
た
域
内
外

の
交
流
の
あ
り
方
と
そ
の
関
連
産
業
が
も
た

ら
す
経
済
効
果
を
学
ぶ
Ⅳ
類
（
交
流
・
産
業
）

ら
を
活
か
し
て
来
訪
者
の
体
験
価
値
を
向
上

さ
せ
る
方
策
を
ま
と
め
る
課
題
に
取
り
組
み

ま
す
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
対
象

地
の
主
要
な
地
域
資
源
の
保
全
／
活
用
の
状

況
を
把
握
し
て
現
状
の
課
題
を
整
理
す
る
と

と
も
に
、
今
後
必
要
と
考
え
ら
れ
る
方
策
に

つ
い
て
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
検
討
・

提
案
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
上
記

の
取
り
組
み
を
通
じ
て
自
分
自
身
の
関
心

領
域
（
研
究
テ
ー
マ
、
対
象
地
域
等
）
を
絞

り
込
ん
で
い
き
、
4
年
次
に
ス
ム
ー
ズ
に

卒
業
研
究
に
着
手
で
き
る
よ
う
準
備
を
整

え
ま
す
。

　最
初
の
イ
ベ
ン
ト
は
メ
ン
バ
ー
同
士
が
親

し
く
な
る
き
っ
か
け
作
り
も
兼
ね
て
5
月
の

週
末
に
実
施
す
る
日
帰
り
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
で
す
。
東
京
都
葛
飾
区
（
柴
又
帝
釈

天
・
矢
切
の
渡
し
お
よ
び
水
元
公
園
周
辺

地
区
）
を
訪
問
し
、
江
戸
川
下
流
域
右
岸
の

下
町
に
残
る
自
然
環
境
や
生
活
文
化
を
一

体
的
に
捉
え
て
域
内
で
の
滞
在
時
間
と
消

費
額
の
向
上
に
寄
与
す
る
方
策
に
つ
い
て

住
民
と
来
訪
者
双
方
の
視
点
を
意
識
し
て

検
討
し
ま
す
。

　夏
季
休
暇
中
の
8
月
下
旬
に
は
2
泊
3
日

で
長
野
県
松
本
市
（
松
本
市
街
お
よ
び
上
高

地
を
中
心
と
す
る
エ
リ
ア
）
を
訪
れ
ま
す
。

中
部
山
岳
国
立
公
園
の
上
高
地
と
そ
の
玄
関

口
と
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
松
本
の
ま
ち
の
有

機
的
な
連
携
に
よ
り
資
源
保
全
・
活
用
を
図

る
と
と
も
に
、
両
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
体
験
の

質
を
高
め
る
よ
う
な
、
も
し
く
は
新
た
な
体

験
の
価
値
を
創
造
す
る
よ
う
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
提
案
し
ま
す
。
滞
在
時
間
は
限
ら
れ

て
し
ま
い
ま
す
が
、
上
高
地
を
訪
れ
る
こ
と

を
楽
し
み
に
当
ゼ
ミ
を
選
ぶ
学
生
も
一
定
数

い
る
よ
う
で
す
。

　2
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
い
ず
れ
も

学
生
自
身
が
問
題
意
識
を
持
ち
、
自
分
の
目

で
見
る
こ
と
、
そ
し
て
考
え
る
こ
と
を
重
視

し
て
お
り
、
教
員
か
ら
は
「
対
象
地
で
何
を

ど
う
見
る
か
」
と
い
う
視
点
を
提
示
す
る
程

度
で
す
。
そ
の
た
め
学
生
側
の
準
備
次
第
で

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加
す
る
意
義
が
大

き
く
異
な
っ
て
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
教
員
側

で
よ
り
丁
寧
に
お
膳
立
て
を
し
て
フ
ィ
ー
ル

ド
で
の
学
生
の
学
び
を
よ
り
高
め
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
先

に
紹
介
し
た
一
連
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
演
習

と
の
役
割
分
担
も
考
慮
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　松
本
・
上
高
地
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
振
り
返
り
と
取
り
ま
と
め
を
終
え
て
10
月

に
入
る
と
論
文
を
1
編
選
ん
で
紹
介
す
る

ワ
ー
ク
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
れ
ま
で
断
片

的
に
し
か
学
術
論
文
に
触
れ
て
こ
な
か
っ
た

よ
う
な
学
生
も
、こ
の
ワ
ー
ク
を
通
じ
て「
自

が
そ
ろ
っ
た
極
め
て
「
若
い
」
学
部
で
、
現

在
の
4
年
生
が
学
部
に
お
い
て
も
ゼ
ミ
に
お

い
て
も
「
1
期
生
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
1
学
年
の
定
員
が
3
0
0
名
と
な
か
な

か
の
大
所
帯
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
学
部
の

「
若
さ
」
と
相
ま
っ
て
活
気
あ
ふ
れ
る
光
景

が
キ
ャ
ン
パ
ス
の
い
た
る
所
で
日
々
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　ご
存
じ
の
と
お
り
観
光
系
の
学
部
・
学
科

も
か
な
り
増
え
ま
し
た
。
例
え
ば
高
校
生
が

進
路
選
択
の
際
に
利
用
す
る
W
e
b
サ
イ
ト

「
ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ
進
路
」
で
「
観
光
学
を
学

べ
る
大
学
」
を
検
索
す
る
と
2
5
1
件
が

ヒ
ッ
ト
し
ま
す
（
2
0
2
5
年
11
月
1
日
現

分
が
卒
業
論
文
を
執
筆
す
る
」
こ
と
を
意
識

し
て
真
剣
に
研
究
テ
ー
マ
を
検
討
す
る
姿
が

見
ら
れ
ま
す
。
最
後
に
簡
易
な
「
研
究
計
画

案
」
を
作
成
し
て
3
年
次
の
ゼ
ミ
活
動
は
終

了
と
な
り
ま
す
。

　4
年
次
の
ゼ
ミ
活
動
は
そ
れ
ぞ
れ
の
就
職

活
動
と
並
行
し
て
不
安
定
な
ス
タ
ー
ト
と
な

ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
が
、
3
年
次
の
最
後
に

ま
と
め
た
研
究
計
画
案
を
発
展
さ
せ
て
5
月

半
ば
に
は
研
究
題
目
、
背
景
・
目
的
、
研
究

方
法
、
予
想
さ
れ
る
結
論
等
を
含
む
「
第
一

次
研
究
計
画
」
を
、
夏
休
み
前
に
は
事
前
調

査
の
実
施
・
分
析
を
通
し
て
再
構
築
し
た「
第

二
次
研
究
計
画
」
と
同
計
画
に
沿
っ
て
夏
季

休
暇
中
に
実
施
す
る
「
調
査
計
画
」
を
提
出

し
ま
す
。

　夏
休
み
明
け
に
は
夏
季
休
暇
中
の
調
査
報

告
を
含
む
中
間
発
表
会
を
実
施
し
ま
す
。
こ

こ
ま
で
く
る
と
就
職
活
動
も
一
段
落
し
て
よ

う
や
く
卒
業
研
究
に
本
腰
が
入
っ
て
く
る
印

象
で
す
が
、
卒
業
研
究
の
提
出
期
限
が
12
月

中
旬
な
の
で
、
す
で
に
残
さ
れ
た
時
間
は

3
ヶ
月
と
な
っ
て
お
り
、
指
導
す
る
教
員
側

へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
一
段
と
高
ま
る
時
期

と
い
え
ま
す
。

　さ
て
、先
に
触
れ
た
と
お
り
当
ゼ
ミ
は「
造

園
学
」「
観
光
計
画
論
」「
自
然
環
境
資
源
の

保
全
・
活
用
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
提
示

し
て
い
る
の
で
す
が
、
以
下
に
示
す
1
期
生

13
名
の
研
究
テ
ー
マ
※
2 

を
見
る
と
か
な
り

振
れ
幅
が
あ
る
こ
と
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
教
員
側
の
指
導
が

行
き
届
い
て
い
な
い
た
め
と
捉
え
る
こ
と
も

で
き
る
の
で
す
が
、
私
自
身
は
学
生
が
自
分

自
身
の
内
面
と
対
話
す
る
こ
と
で
主
体
的
に

研
究
テ
ー
マ
を
追
求
し
た
結
果
と
し
て
前
向

き
に
捉
え
て
い
ま
す
。

○
都
市
近
郊
に
立
地
す
る
緑
地
空
間
の
多
面

的
機
能
評
価

○
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
中
心
と
し
た

埋
立
地
空
間
の
歴
史
的
変
遷

○
学
術
機
関
集
積
地
に
お
け
る
テ
ク
ノ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
現
状
と
可
能
性

○
温
泉
地
の
独
自
色
に
つ
な
が
る
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
の
特
性
の
歴
史
的
関
係
性

○
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
景
観
ま
ち
づ
く
り
と
住

民
評
価
に
関
す
る
比
較
分
析

○
場
所
の
記
憶
を
守
り
住
民
が
愛
着
を
持
て

る
地
域
づ
く
り

○
観
光
地
で
の
食
べ
歩
き
に
見
る
「
地
域
ら

し
さ
」
の
表
現

○
関
係
人
口
の
創
出
・
維
持
の
プ
ロ
セ
ス
と

そ
の
要
因

○
地
方
都
市
の
湧
水
空
間
に
お
け
る
ソ
フ
ト

面
を
中
心
と
し
た
保
全
・
活
用
方
策

○
遊
漁
を
め
ぐ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
管
理
の
課
題

○
重
要
文
化
的
景
観
の
観
光
活
用
の
課
題
と

可
能
性

○
S
N
S
に
見
る
自
然
と
の
関
わ
り
が
も
た

ら
す
「
い
や
し
」
の
考
察

○
国
立
公
園
等
に
お
け
る
自
然
風
景
維
持
活

動
に
関
す
る
比
較
分
析

　ま
だ
1
期
生
が
卒
業
論
文
の
完
成
に
向
け

て
苦
闘
し
て
い
る
途
上
で
あ
り
卒
業
生
も
輩

出
し
て
い
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一

連
の
当
ゼ
ミ
で
の
活
動
を
通
し
て
、
ゼ
ミ
生

に
は
地
域
の
自
然
環
境
資
源
に
注
目
し
、
現

状
の
把
握
、
課
題
の
整
理
、
課
題
解
決
に
向

け
た
方
針
決
定
、
具
体
的
解
決
策
の
提
示
と

い
う
計
画
論
的
な
一
連
の
流
れ
を
体
験
し
て

も
ら
え
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　た
だ
、
悩
ま
し
い
の
は
「
計
画
す
る
こ
と
」

あ
る
い
は
「
提
案
す
る
こ
と
」
を
卒
業
研
究

の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
ど
う
扱
う
か
で

す
。
本
学
部
に
所
属
す
る
学
生
の
間
で
は
地

域
の
将
来
像
に
つ
い
て
提
案
を
し
た
い
と
い

う
志
向
性
が
強
く
、
そ
う
し
た
学
生
が
集
う

こ
と
は
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
を
思
う
と

き
に
と
て
も
心
強
い
こ
と
で
す
。し
か
し「
計

画
す
る
」「
提
案
す
る
」
た
め
に
は
そ
の
前
提

と
し
て
地
域
の
現
状
や
課
題
を
し
っ
か
り
分

析
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ス
テ
ッ
プ

を
一
足
飛
び
に
し
て
計
画
や
提
案
の
ア
イ

デ
ィ
ア
出
し
を
す
る
こ
と
の
興
味
深
さ
・
面

白
さ
の
み
に
目
を
引
か
れ
、
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

な
卒
業
研
究
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
た
め
に

も
、
当
ゼ
ミ
で
は
ま
ず
学
生
自
身
が
問
題
意

識
を
持
ち
、
自
分
の
目
で
見
る
こ
と
、
そ
し

て
考
え
る
こ
と
、
そ
れ
ら
の
点
を
引
き
続
き

重
視
し
て
ゼ
ミ
運
営
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

【
4
年
次
の
活
動
】

●
1
期
生
の
卒
業
研
究
テ
ー
マ

※
2
…
学
生
各
自
が
冠
し
た
論
文
タ
イ
ト
ル
を
も
と
に
筆

者
の
判
断
で
再
整
理
し
て
表
現
し
た
も
の
で
す
。
特
に
具

体
的
な
対
象
地
名
は
伏
せ
て
い
ま
す
。

4
．最
後
に

の
4
分
野
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、

教
員
も
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
応
じ

た
多
彩
な
専
門
的
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
有
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、「
理
論
と
実
践
の
両
面

か
ら
学
ぶ
」
と
い
う
点
に
関
し
て

は
演
習
科
目
が
大
き
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
本
学

で
特
筆
す
べ
き
な
の
が
「
観
光
ま

ち
づ
く
り
演
習
」
で
す
。「
調
査

手
法
を
身
に
つ
け
る
」（
同
演
習

Ⅰ
）↓「
地
域
の
特
性
・
課
題
を
分

析
す
る
」（
同
演
習
Ⅱ
）↓「
地
域
に

対
し
て
構
想
・
提
案
を
行
う
」（
同

演
習
Ⅲ
）
と
い
う
よ
う
に
実
際
の

地
域
に
対
す
る
提
案
力
を
段
階
的

に
身
に
つ
け
る
必
修
科
目
で
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
重
視
し
た
実
践

的
な
演
習
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
演
習
と
並
行
す

る
形
で
少
人
数
で
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
1
年
次

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
大
学
で
の
学
び
の

基
礎
を
身
に
つ
け
る
「
導
入
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」

に
続
い
て
開
講
す
る
「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

A
」「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
B
」
も
本
学
部
の
特

徴
的
な
科
目
で
す
。
2
名
の
教
員
が
ペ
ア
に

な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
応
じ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
も
の
で
、
文
献
講
読

や
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
で
の
ま
ち
歩
き
、
宿
泊

を
伴
う
遠
隔
地
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
ま

で
そ
の
実
施
形
態
も
内
容
も
様
々
で
す
。
学

生
は
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
や
そ
の
他
の
講
義
を

通
じ
て
各
教
員
の
幅
広
い
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
一
端
に
触
れ
、
ま
た
2
年
次
後
期
に
開

催
さ
れ
る
オ
ー
プ
ン
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
参
加
す

る
な
ど
し
て
、
3
年
次
・
4
年
次
と
2
カ
年

に
わ
た
っ
て
所
属
す
る
ゼ
ミ
を
選
ぶ
こ
と
に

な
り
ま
す
。
3
年
次
の
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の

進
め
方
は
担
当
教
員
に
よ
り
様
々
で
す
が
、

前
期
か
ら
夏
休
み
に
か
け
て
基
礎
的
な
レ
ク

チ
ャ
ー
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
後

期
に
入
る
と
モ
ー
ド
を
切
り
替
え
て
卒
業
研

　國
學
院
大
學
は
1
8
8
2
年
に
創
立
さ
れ

た
皇
典
講
究
所
を
母
体
と
し
て
産
声
を
上

げ
、
1
9
2
0
年
に
大
学
令
に
よ
る
大
学
へ

と
昇
格
し
ま
し
た
。
皇
典
講
究
所
創
立
か
ら

数
え
て
1
4
0
周
年
に
当
た
る
2
0
2
2
年

4
月
、
本
学
で
6
番
目
の
学
部
と
し
て
横
浜

市
青
葉
区
の
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
に

開
設
さ
れ
た
の
が
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
で

す
。
す
な
わ
ち
2
0
2
5
年
度
に
い
た
っ
て

初
め
て
1
年
生
か
ら
4
年
生
ま
で
の
4
学
年

在
）。
こ
の
中
に
は
必
ず
し
も
学
部
・
学
科

単
位
で
「
観
光
」
の
看
板
を
掲
げ
て
い
な
い

例
も
含
ま
れ
ま
す
が
、
私
自
身
の
出
身
を
振

り
返
っ
て
「
農
学
を
学
べ
る
大
学
」
に
つ
い

て
同
様
に
検
索
し
た
結
果
が
1
1
5
件
に
と

ど
ま
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
観
光
に
対
す

る
社
会
的
関
心
の
高
ま
り
に
ま
だ
ま
だ
勢
い

を
感
じ
る
次
第
で
す
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
新
た
に
観
光
系

の
学
部
を
開
設
す
る
に
当
た
っ
て
本
学
部
が

掲
げ
た
の
は
「
地
域
を
見
つ
め
、
地
域
を
動

か
す
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、「
地
域
か

ら
観
光
を
考
え
る
」「
理
論
と
実
践
の
両
面

か
ら
学
ぶ
」「
文
系
と
理
系
の
垣
根
を
越
え

て
学
ぶ
」
と
い
う
3
点
が
学
び
の
大
き
な
特

徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　先
述
し
た
本
学
部
の
学
び
の
特
徴
を
支
え

て
い
る
の
が
教
員
の
専
門
的
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
多
様
性
で
す
。
観
光
は
産
業
界
と
し

て
捉
え
て
も
裾
野
が
広
く
横
断
的
・
複
合
的

で
す
が
、
学
問
領
域
と
し
て
も
分
野
横
断
的

で
あ
り
ア
プ
ロ
ー
チ
も
多
彩
で
す
。

　特
に
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
専
門
的

な
内
容
を
学
ぶ
「
展
開
科
目
」
は
地
域
を
取

り
巻
く
社
会
の
構
造
お
よ
び
社
会
意
識
の
実

究
の
テ
ー
マ
を
検
討
し
始
め
る
ケ
ー
ス
が
多

い
よ
う
で
す
。

　こ
こ
で
少
々
自
分
自
身
の
こ
と
に
触
れ
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
も
と
も
と
生
態

学
な
ど
マ
ク
ロ
な
生
物
学
系
の
学
問
に
関

心
が
あ
っ
て
大
学
で
は
農
学
部
林
学
科
の

造
園
の
研
究
室
に
所
属
し
、
学
部
で
は
ク

ロ
マ
ツ
の
高
木
が
残
る
住
宅
地
の
景
観
を
、

大
学
院
修
士
課
程
で
は
駐
車
場
を
中
心
と

す
る
観
光
地
の
空
間
を
研
究
対
象
と
し
て

取
り
上
げ
ま
し
た
。

　大
学
院
で
の
修
士
課
程
修
了
後
は
財
団
法

人
日
本
交
通
公
社
（
現
・
公
益
財
団
法
人
日

本
交
通
公
社
）
に
て
自
治
体
の
観
光
計
画
策

定
業
務
、
観
光
庁
を
中
心
と
す
る
省
庁
の
観

光
関
連
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
20
年
勤
務
し
た
後

に
大
学
教
員
に
転
じ
、
現
在
教
員
と
し
て
10

年
目
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
大
学
へ

移
っ
た
際
、
90
分
単
位
の
講
義
を
15
回
シ

リ
ー
ズ
で
組
み
立
て
る
こ
と
以
上
に
戸
惑
っ

た
の
が
ゼ
ミ
の
運
営
で
し
た
。
自
分
自
身
の

「
専
門
」
を
ベ
ー
ス
に
進
め
れ
ば
よ
い
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
も
そ
も
自

分
の
専
門
と
は
何
な
の
か
。
自
身
の
こ
れ
ま

で
の
歩
み
に
確
た
る
自
信
を
持
て
ず
悩
ん
だ

末
、
大
学
時
代
に
所
属
し
た
研
究
室
に
由
来

す
る
「
造
園
学
」
に
加
え
、
実
務
経
験
に
基

づ
く
「
観
光
計
画
論
」、
個
人
的
な
関
心
に

基
づ
く
「
自
然
環
境
資
源
の
保
全
・
活
用
」

の
3
つ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
掲
げ
、
メ
イ

ン
テ
ー
マ
を
「
地
域
個
性
を
明
確
に
し
て
来

訪
者
の
体
験
価
値
を
高
め
る
方
策
の
検
討
」

と
設
定
し
て
ゼ
ミ
生
を
募
集
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　本
学
部
の
3
年
次
・
4
年
次
の
ゼ
ミ
（
科

目
と
し
て
は
「
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
並
び
に

「
卒
業
研
究
」）
は
い
ず
れ
も
必
修
科
目
で
、

学
生
は
専
任
教
員
が
開
講
す
る
27
の
ゼ
ミ
の

い
ず
れ
か
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

当
ゼ
ミ
に
は
現
在
4
年
生
13
名
、
3
年
生
12

名
が
所
属
し
て
お
り
、
本
学
部
が
送
り
出
す

初
の
卒
業
生
と
な
る
（
は
ず
の
）
4
年
生
は

1
ヶ
月
後
の
卒
業
論
文
※
1 

提
出
期
限
に
向

け
て
日
夜
格
闘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　3
年
次
は
、
ま
ず
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
自
然
環
境
資
源
を
中
心
と
す
る
地
域
資
源

の
保
全
・
活
用
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
地
域

個
性
を
明
確
に
提
示
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ

態
や
課
題
を
学
ぶ
Ⅰ
類
（
社
会
）、
地
域
を

取
り
巻
く
歴
史
・
文
化
、
自
然
な
ど
の
地
域

固
有
の
資
源
の
あ
り
方
と
保
全
管
理
を
学
ぶ

Ⅱ
類
（
資
源
）、
地
域
の
空
間
構
造
を
踏
ま

え
た
将
来
像
の
構
想
や
働
き
か
け
に
有
効
な

具
体
的
政
策
及
お
よ
計
画
を
学
ぶ
Ⅲ
類
（
政

策
・
計
画
）、
地
域
を
主
体
と
し
た
域
内
外

の
交
流
の
あ
り
方
と
そ
の
関
連
産
業
が
も
た

ら
す
経
済
効
果
を
学
ぶ
Ⅳ
類
（
交
流
・
産
業
）

ら
を
活
か
し
て
来
訪
者
の
体
験
価
値
を
向
上

さ
せ
る
方
策
を
ま
と
め
る
課
題
に
取
り
組
み

ま
す
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
対
象

地
の
主
要
な
地
域
資
源
の
保
全
／
活
用
の
状

況
を
把
握
し
て
現
状
の
課
題
を
整
理
す
る
と

と
も
に
、
今
後
必
要
と
考
え
ら
れ
る
方
策
に

つ
い
て
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
検
討
・

提
案
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
上
記

の
取
り
組
み
を
通
じ
て
自
分
自
身
の
関
心

領
域
（
研
究
テ
ー
マ
、
対
象
地
域
等
）
を
絞

り
込
ん
で
い
き
、
4
年
次
に
ス
ム
ー
ズ
に

卒
業
研
究
に
着
手
で
き
る
よ
う
準
備
を
整

え
ま
す
。

　最
初
の
イ
ベ
ン
ト
は
メ
ン
バ
ー
同
士
が
親

し
く
な
る
き
っ
か
け
作
り
も
兼
ね
て
5
月
の

週
末
に
実
施
す
る
日
帰
り
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
で
す
。
東
京
都
葛
飾
区
（
柴
又
帝
釈

天
・
矢
切
の
渡
し
お
よ
び
水
元
公
園
周
辺

地
区
）
を
訪
問
し
、
江
戸
川
下
流
域
右
岸
の

下
町
に
残
る
自
然
環
境
や
生
活
文
化
を
一

体
的
に
捉
え
て
域
内
で
の
滞
在
時
間
と
消

費
額
の
向
上
に
寄
与
す
る
方
策
に
つ
い
て

住
民
と
来
訪
者
双
方
の
視
点
を
意
識
し
て

検
討
し
ま
す
。

　夏
季
休
暇
中
の
8
月
下
旬
に
は
2
泊
3
日

で
長
野
県
松
本
市
（
松
本
市
街
お
よ
び
上
高

地
を
中
心
と
す
る
エ
リ
ア
）
を
訪
れ
ま
す
。

中
部
山
岳
国
立
公
園
の
上
高
地
と
そ
の
玄
関

口
と
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
松
本
の
ま
ち
の
有

機
的
な
連
携
に
よ
り
資
源
保
全
・
活
用
を
図

る
と
と
も
に
、
両
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
体
験
の

質
を
高
め
る
よ
う
な
、
も
し
く
は
新
た
な
体

験
の
価
値
を
創
造
す
る
よ
う
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
提
案
し
ま
す
。
滞
在
時
間
は
限
ら
れ

て
し
ま
い
ま
す
が
、
上
高
地
を
訪
れ
る
こ
と

を
楽
し
み
に
当
ゼ
ミ
を
選
ぶ
学
生
も
一
定
数

い
る
よ
う
で
す
。

　2
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
い
ず
れ
も

学
生
自
身
が
問
題
意
識
を
持
ち
、
自
分
の
目

で
見
る
こ
と
、
そ
し
て
考
え
る
こ
と
を
重
視

し
て
お
り
、
教
員
か
ら
は
「
対
象
地
で
何
を

ど
う
見
る
か
」
と
い
う
視
点
を
提
示
す
る
程

度
で
す
。
そ
の
た
め
学
生
側
の
準
備
次
第
で

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加
す
る
意
義
が
大

き
く
異
な
っ
て
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
教
員
側

で
よ
り
丁
寧
に
お
膳
立
て
を
し
て
フ
ィ
ー
ル

ド
で
の
学
生
の
学
び
を
よ
り
高
め
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
先

に
紹
介
し
た
一
連
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
演
習

と
の
役
割
分
担
も
考
慮
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　松
本
・
上
高
地
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
振
り
返
り
と
取
り
ま
と
め
を
終
え
て
10
月

に
入
る
と
論
文
を
1
編
選
ん
で
紹
介
す
る

ワ
ー
ク
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
れ
ま
で
断
片

的
に
し
か
学
術
論
文
に
触
れ
て
こ
な
か
っ
た

よ
う
な
学
生
も
、こ
の
ワ
ー
ク
を
通
じ
て「
自

が
そ
ろ
っ
た
極
め
て
「
若
い
」
学
部
で
、
現

在
の
4
年
生
が
学
部
に
お
い
て
も
ゼ
ミ
に
お

い
て
も
「
1
期
生
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
1
学
年
の
定
員
が
3
0
0
名
と
な
か
な

か
の
大
所
帯
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
学
部
の

「
若
さ
」
と
相
ま
っ
て
活
気
あ
ふ
れ
る
光
景

が
キ
ャ
ン
パ
ス
の
い
た
る
所
で
日
々
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　ご
存
じ
の
と
お
り
観
光
系
の
学
部
・
学
科

も
か
な
り
増
え
ま
し
た
。
例
え
ば
高
校
生
が

進
路
選
択
の
際
に
利
用
す
る
W
e
b
サ
イ
ト

「
ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ
進
路
」
で
「
観
光
学
を
学

べ
る
大
学
」
を
検
索
す
る
と
2
5
1
件
が

ヒ
ッ
ト
し
ま
す
（
2
0
2
5
年
11
月
1
日
現

3
．当
ゼ
ミ
の
活
動

写真1）寺家ふるさと村（横浜市青葉区）での基礎ゼミナールＡの様子【写真2】矢切の渡し付近でのフィールドワークの様子【写真3】上高地でのフィールドワークの様子

分
が
卒
業
論
文
を
執
筆
す
る
」
こ
と
を
意
識

し
て
真
剣
に
研
究
テ
ー
マ
を
検
討
す
る
姿
が

見
ら
れ
ま
す
。
最
後
に
簡
易
な
「
研
究
計
画

案
」
を
作
成
し
て
3
年
次
の
ゼ
ミ
活
動
は
終

了
と
な
り
ま
す
。

　4
年
次
の
ゼ
ミ
活
動
は
そ
れ
ぞ
れ
の
就
職

活
動
と
並
行
し
て
不
安
定
な
ス
タ
ー
ト
と
な

ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
が
、
3
年
次
の
最
後
に

ま
と
め
た
研
究
計
画
案
を
発
展
さ
せ
て
5
月

半
ば
に
は
研
究
題
目
、
背
景
・
目
的
、
研
究

方
法
、
予
想
さ
れ
る
結
論
等
を
含
む
「
第
一

次
研
究
計
画
」
を
、
夏
休
み
前
に
は
事
前
調

査
の
実
施
・
分
析
を
通
し
て
再
構
築
し
た「
第

二
次
研
究
計
画
」
と
同
計
画
に
沿
っ
て
夏
季

休
暇
中
に
実
施
す
る
「
調
査
計
画
」
を
提
出

し
ま
す
。

　夏
休
み
明
け
に
は
夏
季
休
暇
中
の
調
査
報

告
を
含
む
中
間
発
表
会
を
実
施
し
ま
す
。
こ

こ
ま
で
く
る
と
就
職
活
動
も
一
段
落
し
て
よ

う
や
く
卒
業
研
究
に
本
腰
が
入
っ
て
く
る
印

象
で
す
が
、
卒
業
研
究
の
提
出
期
限
が
12
月

中
旬
な
の
で
、
す
で
に
残
さ
れ
た
時
間
は

3
ヶ
月
と
な
っ
て
お
り
、
指
導
す
る
教
員
側

へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
一
段
と
高
ま
る
時
期

と
い
え
ま
す
。

　さ
て
、先
に
触
れ
た
と
お
り
当
ゼ
ミ
は「
造

園
学
」「
観
光
計
画
論
」「
自
然
環
境
資
源
の

保
全
・
活
用
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
提
示

し
て
い
る
の
で
す
が
、
以
下
に
示
す
1
期
生

13
名
の
研
究
テ
ー
マ
※
2 

を
見
る
と
か
な
り

振
れ
幅
が
あ
る
こ
と
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
教
員
側
の
指
導
が

行
き
届
い
て
い
な
い
た
め
と
捉
え
る
こ
と
も

で
き
る
の
で
す
が
、
私
自
身
は
学
生
が
自
分

自
身
の
内
面
と
対
話
す
る
こ
と
で
主
体
的
に

研
究
テ
ー
マ
を
追
求
し
た
結
果
と
し
て
前
向

き
に
捉
え
て
い
ま
す
。

○
都
市
近
郊
に
立
地
す
る
緑
地
空
間
の
多
面

的
機
能
評
価

○
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
中
心
と
し
た

埋
立
地
空
間
の
歴
史
的
変
遷

○
学
術
機
関
集
積
地
に
お
け
る
テ
ク
ノ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
現
状
と
可
能
性

○
温
泉
地
の
独
自
色
に
つ
な
が
る
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
の
特
性
の
歴
史
的
関
係
性

○
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
景
観
ま
ち
づ
く
り
と
住

民
評
価
に
関
す
る
比
較
分
析

○
場
所
の
記
憶
を
守
り
住
民
が
愛
着
を
持
て

る
地
域
づ
く
り

○
観
光
地
で
の
食
べ
歩
き
に
見
る
「
地
域
ら

し
さ
」
の
表
現

○
関
係
人
口
の
創
出
・
維
持
の
プ
ロ
セ
ス
と

そ
の
要
因

○
地
方
都
市
の
湧
水
空
間
に
お
け
る
ソ
フ
ト

面
を
中
心
と
し
た
保
全
・
活
用
方
策

○
遊
漁
を
め
ぐ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
管
理
の
課
題

○
重
要
文
化
的
景
観
の
観
光
活
用
の
課
題
と

可
能
性

○
S
N
S
に
見
る
自
然
と
の
関
わ
り
が
も
た

ら
す
「
い
や
し
」
の
考
察

○
国
立
公
園
等
に
お
け
る
自
然
風
景
維
持
活

動
に
関
す
る
比
較
分
析

　ま
だ
1
期
生
が
卒
業
論
文
の
完
成
に
向
け

て
苦
闘
し
て
い
る
途
上
で
あ
り
卒
業
生
も
輩

出
し
て
い
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一

連
の
当
ゼ
ミ
で
の
活
動
を
通
し
て
、
ゼ
ミ
生

に
は
地
域
の
自
然
環
境
資
源
に
注
目
し
、
現

状
の
把
握
、
課
題
の
整
理
、
課
題
解
決
に
向

け
た
方
針
決
定
、
具
体
的
解
決
策
の
提
示
と

い
う
計
画
論
的
な
一
連
の
流
れ
を
体
験
し
て

も
ら
え
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　た
だ
、
悩
ま
し
い
の
は
「
計
画
す
る
こ
と
」

あ
る
い
は
「
提
案
す
る
こ
と
」
を
卒
業
研
究

の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
ど
う
扱
う
か
で

す
。
本
学
部
に
所
属
す
る
学
生
の
間
で
は
地

域
の
将
来
像
に
つ
い
て
提
案
を
し
た
い
と
い

う
志
向
性
が
強
く
、
そ
う
し
た
学
生
が
集
う

こ
と
は
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
を
思
う
と

き
に
と
て
も
心
強
い
こ
と
で
す
。し
か
し「
計

画
す
る
」「
提
案
す
る
」
た
め
に
は
そ
の
前
提

と
し
て
地
域
の
現
状
や
課
題
を
し
っ
か
り
分

析
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ス
テ
ッ
プ

を
一
足
飛
び
に
し
て
計
画
や
提
案
の
ア
イ

デ
ィ
ア
出
し
を
す
る
こ
と
の
興
味
深
さ
・
面

白
さ
の
み
に
目
を
引
か
れ
、
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

な
卒
業
研
究
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
た
め
に

も
、
当
ゼ
ミ
で
は
ま
ず
学
生
自
身
が
問
題
意

識
を
持
ち
、
自
分
の
目
で
見
る
こ
と
、
そ
し

て
考
え
る
こ
と
、
そ
れ
ら
の
点
を
引
き
続
き

重
視
し
て
ゼ
ミ
運
営
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

<3年次通年必修>
専門ゼミナール
<4年次通年必修>
卒業研究

<3年次前期必修>
 観光まちづくり演習Ⅲ
（構想・提案）

<1年次後期選択>
基礎ゼミナールA
<2年次前期選択>
基礎ゼミナールB

<2年次後期必修>
 観光まちづくり演習Ⅱ
（地域分析）

基本的な学習法、
地域の見方や
調査法を知る

 <1年次前期必修>
導入ゼミナール

<2年次前期必修>
 観光まちづくり演習Ⅰ
（調査手法）

4年間の流れ ゼミナール 観光まちづくり演習

図 1 観光まちづくり学部での演習系科目の流れ

地域の
特性や課題を
把握・分析する

地域の
構想・提案を

つくる

【
3
年
次
の
活
動
】

※
1
…
本
学
部
の
卒
業
研
究
の
最
終
成
果
物
と
し
て
卒
業
論

文
の
ほ
か
、
卒
業
計
画
、
卒
業
制
作
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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子
ど
も
の
こ
ろ
、
父
の
書
棚
に
こ

の
1
冊
が
置
か
れ
て
い
た
。
本
書
の

目
次
に
は「
故
郷
」「
春
の
小
川
」「
海
」

「
朧
月
夜
」
な
ど
、
耳
に
馴
染
ん
だ
歌

が
並
ん
で
い
た
が
、「
鉄
道
唱
歌
」
は

と
り
わ
け
印
象
深
か
っ
た
。
旋
律
は

知
っ
て
い
た
が
、
長
く
続
く
歌
詞
の

全
て
を
見
た
の
は
初
め
て
で
、
い
つ

の
ま
に
か
最
後
ま
で
覚
え
よ
う
と
し

て
繰
り
返
し
口
ず
さ
む
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。
思
え
ば
、
そ
れ
が
初
め
て

の
「
旅
を
想
う
体
験
」
で
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

　
本
書
に
は
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け
て
作
ら
れ
た
多
く
の
唱
歌
が

収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
歌
詞

か
ら
は
、
日
本
人
が
ど
の
よ
う
に
季

節
を
感
じ
、自
然
と
と
も
に
暮
ら
し
、

旅
や
郷
土
に
思
い
を
寄
せ
て
い
た
か

が
伝
わ
っ
て
く
る
。「
故
郷
」
は
身

近
な
自
然
を
通
し
て
、
原
風
景
を
呼

び
起
こ
す
。「
春
の
小
川
」
は
都
市

化
が
進
む
中
で
も
自
然
と
調
和
す
る

感
覚
を
歌
い
、「
海
」
は
雄
大
な
景

観
を
思
い
浮
か
ば
せ
る
。そ
し
て「
鉄

道
唱
歌
」
は
、
列
車
に
乗
る
こ
と
で

見
え
て
き
た
新
し
い
旅
の
可
能
性
へ

の
喜
び
を
表
現
し
て
い
る
。
東
海
道

編
の
最
後
で
あ
る
66
番
が
、「
明
け

な
ば
更
に
乗
り
か
え
て

　
山
陽
道
を

進
ま
ま
し
」
と
前
向
き
に
結
ば
れ
て

い
る
こ
と
も
希
望
に
満
ち
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ら
れ
た
。

　
唱
歌
は
単
な
る
音
楽
教
材
で
は
な

い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
日
本
人
の
風

景
観
や
時
間
意
識
を
育
て
、
旅
の
情

緒
を
感
じ
さ
せ
る
文
化
も
生
み
出
し

て
い
る
。
歌
詞
に
描
か
れ
る
自
然
や

生
活
の
情
景
は
、
近
代
化
の
中
に

あ
っ
て
も
、
人
々
の
暮
ら
し
に
静
け

さ
や
安
心
感
を
伝
え
て
い
る
。

　
若
い
世
代
は
歌
う
機
会
が
少
な

く
な
っ
た
唱
歌
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、

そ
の
旋
律
や
歌
詞
の
底
に
は
、
土

地
と
人
と
を
結
ぶ
普
遍
的
な
美
意

識
が
脈
打
っ
て
い
る
と
思
う
。
忙

し
い
社
会
の
中
で
も
、
ふ
と
口
ず

さ
む
こ
と
で
、
私
た
ち
は
自
ら
の

わたしの１冊
38回第

『日本唱歌集』
堀内敬三 井上武士・編

岩波文庫

中
川 

大（
な
か
が
わ・だ
い
）

1
9
8
1
年
京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
修
了
。建
設
省
、国
土
庁
、東
京

工
業
大
学
、京
都
大
学
を
経
て
2
0
1
7
年
4
月
か
ら
富
山
大
学
副
学
長
。

2
0
2
2
年
4
月
か
ら
現
職
。社
会
資
本
整
備
評
価
、都
市・交
通
の
活
性
化

等
に
関
す
る
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
、京
都
丹
後
鉄
道
等

各
地
の
地
域
公
共
交
通
の
再
生・活
性
化
事
業
に
参
画
。

中
に
流
れ
る
「
日
本
の
時
間
」
を
取

り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
唱
歌
は
そ
れ
ぞ
れ
の
人
に
と
っ
て

の
心
の
中
の
旅
の
地
図
で
も
あ
る
と

感
じ
る
。
歌
を
通
じ
て
風
景
を
思
い

描
き
、
ま
だ
見
ぬ
土
地
に
憧
れ
、
ふ

る
さ
と
を
重
ね
合
わ
せ
る
。
同
じ
歌

詞
で
あ
っ
て
も
人
に
よ
っ
て
想
像
す

る
風
景
は
違
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う

し
、
同
じ
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
も
あ

る
だ
ろ
う
。
様
々
な
想
い
を
巡
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と

に
こ
そ
、
唱
歌
が
長
く
愛
さ
れ
て
き

た
理
由
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　
あ
ら
た
め
て
本
書
の
ペ
ー
ジ
を
め

く
っ
て
み
る
と
、日
本
人
の
自
然
観
・

季
節
感
・
人
生
観
・
郷
土
観
な
ど
を

表
現
し
た
歌
詞
が
並
ん
で
い
る
。
懐

か
し
い
フ
レ
ー
ズ
を
少
し
列
挙
し
て

お
き
た
い
。
で
き
れ
ば
思
い
出
し
な

が
ら
口
ず
さ
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　
「
秋
の
夕
日
に
」、「
春
の
う
ら
ら

の
」、「
春
高
楼
の
花
の
宴
」、「
村
の

鎮
守
の
神
様
の
」、「
卯
の
花
の
匂
う

垣
根
に
」、「
更
け
ゆ
く
秋
の
夜
」、「
あ

し
た
浜
辺
を
さ
ま
よ
え
ば
」、「
兎
追

い
し
彼
の
山
」、「
さ
霧
消
ゆ
る
湊
江

の
」、「
た
だ
一
面
に
立
ち
込
め
た
」、

「
菜
の
花
畠
に
入
り
日
薄
れ
」、「
わ

れ
は
海
の
子
白
浪
の
」、「
夕
空
は
れ

て
あ
き
か
ぜ
ふ
き
」
…
…
。

　
旅
に
出
た
い
と
思
え
て
く
る
人

も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

中
川 

大

京
都
大
学
名
誉
教
授
・

富
山
大
学
特
別
研
究
教
授
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「観光文化」の創刊は1976年。
読者は、観光にかかわる省庁・各地方公共団体の方々が最も多く、
次いで大学等の研究機関、観光産業界、全国の大学図書館、

公立図書館の順となっています。
季刊誌として年４回の発行です。

購 読 のご案 内

１年間
（年4冊。季刊）

※お申し込み時点の最新号から４回分をお送りします。開始号については変更可能です。

4,400円（税込、4冊分送料込）

（1冊あたり定価1,540円（税込）ですので約28％off）
※途中キャンセルはできませんこと、予めご了承ください。

※お申し込みの確認がとれ次第、請求書をお送りいたします。
※お支払いは銀行振込のみとなります。※振込手数料はご負担をお願いいたします。

※自動継続としておりません。
4冊分お送りした後、次号発行の1か月前を目安に、
メールで継続の意思確認をさせていただきます。
ご返信いただかなければ自動解約となります。

期間

購読料

定期購読のご案内

当財団ホームページで全文公開している「観光文化」ですが、
「毎号続けて冊子で読みたい」というご要望をいただくことも多いため、

定期購読のお申し込みも承っております。
当財団ホームページからお申し込みください。

https://www.jtb.or.jp/book/subscription-2/

単号販売のご案内

単号での販売も行っています。
オンデマンド印刷版として、創刊号（1976年）から最新号まで、全ての号をご購入いただけます。

アマゾン、楽天ブックス、三省堂書店オンデマンドでお買い求めください。
定価1,540円（税込。215号～264号は1,100円）。

お問い合わせ

観光文化 編集部までお願いいたします。
E‒mail:jtbfbook@jtb.or.jp
FAX:03‒5770‒8359 

観光文化
機関誌
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視座

観光政策を
左右しているもの
～3年間を振り返って～
山田雄一（JTBF）

特
集

連載

 バルセロナから考える
観光都市の
マネジメント

アルバート・アリアス・サンス
（バルセロナ大学）

アメリカにおける
財源を基軸にした
観光地経営
蛯澤俊典／川村竜之介（JTBF）

欧州山岳
リゾートにおける
観光地
マネジメントと
ゲストカード
江﨑貴昭／
後藤健太郎（JTBF）

巻頭言特集 1

特集 2

タイにおける
観光地マネジメント
五木田玲子／柿島あかね／
川口雪衣／後藤伸一（JTBF）

特集 3

オーバーツーリズムと
向き合う欧州都市の
観光地マネジメント
バルセロナ
福永香織／池知貴大／山本奏音／
小川直樹／岩野温子（JTBF）

特集 4 観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

第
27
回

國
學
院
大
學
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部

観
光
ま
ち
づ
く
り
学
科

堀
木
ゼ
ミ

堀
木
美
告（
國
學
院
大
學
）

わ
た
し
の
1
冊

第
38
回

『
日
本
唱
歌
集
』

中
川 

大（
京
都
大
学
・
富
山
大
学
）

活動報告
「
第
35
回 

旅
行
動
向
シン
ポ
ジ
ウム
in
京
都
」を
開
催

「
日
韓
国
際
観
光
カンファレンス

2
0
2
5
」を
開
催

第
3
回
研
究
懇
話
会

マー
ケ
ティン
グ
研
究
に
お
け
る

フィ
ールド
実
験
の
活
用

守
口 

剛（
早
稲
田
大
学
）

3 2 1
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